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第第第1章章章「「「神神神わわわれれれらららととと共共共にににいいいままますすす」」」a

「その名はインマヌエルと呼ばれるであろう。神われ
らと共にいますという意味である」（マタイ1：23）。「神
の栄光を知る知識」は「イエス・キリストの顔」にみら
れる（Ⅱコリント4：6）。永遠の昔から、主イエス・キリ
ストは天父と一つであられた。キリストは、「神のみかた
ち」、神の偉大さと尊厳のみかたち、「神の栄光のかがや
き」であられた。キリストがこの世にこられたのは、この
栄光をあらわすためであった。神の愛の光をあらわすため
に、すなわち「われらと共にいます」神となるために、キ
リストは、罪のために暗くなったこの地上においでになっ
た。だから、「その名はインマヌエルと呼ばれるであろ
う」とイエスについて預言された。
イエスは、われわれのうちに住むためにおいでになるこ

とによって、人類にも天使にも神を示されるのであった。
イエスは神のみことば——きこえるようにされた神の思想
であった。キリストは、弟子たちのための祈りの中に、
「わたしは彼らにみ名を知らせました。. . . . . .それは、あな
たがわたしを愛して下さったその愛が彼らのうちにあり、
またわたしも彼らのうちにおるためであります」と言っ
ておられる（ヨハネ17：26）。そのみ名は、「あわれみあ
り、恵みあり、怒ることおそく、いつくしみとまこと」を
意味している（出エジプト34：6）。だがこの啓示は、こ
の地上に生まれた子らにだけ与えられたのではなかった。
われわれの小さな世界は、宇宙の教科書である。神のすば
らしい恵みの目的、すなわちあがないの愛の奥義は、「御
使いたちも、うかがい見たいと願っている」テーマであっ
て、それは永遠にわたって彼らの研究となるであろう（ペ
テロ1：12）。あがなわれた者も、堕落しなかった者も、キ
リストの十字架に彼らの科学と彼らの歌を見いだすであろ
う。イエスのみ顔にかがやいている栄光は自己犠牲の愛の
栄光であることがわかるであろう。
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8 各時代の希望

カルバリーの光に照らしてみて、おのれを捨てる愛の
法則が天と地の生命の法則であること、「自分の利益を求
め」ない愛はそのみなもとが神の心にあること、柔和で心
のへりくだったお方のうちに、だれも近づくことのできな
い光のうちに住んでおられる神のご品性があらわれている
ことなどがわかるであろう（コリント13：5）。
この世の初めに、神はすべての創造のみわざのうちにご

自分をあらわされた。天をのべ、地の基をおかれたのはキ
リストであった。もろもろの世界を空間にかけ、野の花を
よそおわれたのはキリストのみ手であった。神は「そのみ
力によって、もろもろの山を堅く立たせられる」「海は主
のもの、主はこれを作られた」（詩篇65：6、95：5）。地
を美しさでみたし、空中を歌でみたされたのはキリストで
あった。地と空中と空のすべてのものの上に、キリストは
天父の愛のことばをお書きになった。
いまは罪のために神の完全なみわざが傷つけられてい

るが、それでも神の筆跡は残っている。いまでもすべての
被造物は、神の完全さについて栄光を告げている。人間の
利己心よりほかには、自分だけのために生きているものは
何もない。空中を飛ぶ鳥も、地上を動きまわる動物も、す
べて何かほかの生命のために奉仕している。どんな森の木
の葉もどんな小さな草の葉も、それぞれ奉仕している。ど
の木もどの植木もどの葉も、人間や動物が生存するのにな
くてはならない生命の要素を出している。そしてこんどは
人間と動物が、木や植木や葉の生命に奉仕するのである。
花はかおりを放ち、その美しさをあらわして世の人々の祝
福となる。太陽は光を放ってもろもろの世界をよろこぼせ
る。海はすべての泉のみなもとであるとともにまたすべて
の土地の水の流れを受け入れるが、それは与えるために受
けるのである。海面から立ちのぼる霧は、地から芽が出る
ように、土地をうるおすために雨となってくだる。
栄光の天使たちは、与えること——堕落してきよくない

魂に愛としんぼうつよい見守りを与えることによろこびを
感ずる。天使たちは人々の心に愛をささやく。彼らはこの[676]
暗い世に天の宮廷から光を持って来る。
やさしく忍耐強い奉仕によって、彼らは失われた魂を、

彼ら自身が知ることができるよりももっと密接なキリスト
との交わりに入らせるために、人の心に働きかける。
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しかしこのような比較的小さな描写は別として、われ
われは、イエスのうちに神を見るのである。イエスを見る
とき、われわれは、与えることがわれらの神の栄光である
ことがわかる。「わたしは自分からは何もせず」、「生け
る父がわたしをつかわされ、また、わたしが父によって生
きている」。「わたしは自分の栄光を求めてはいない」。
「自分をつかわされた方の栄光を求める」とキリストは
言われた（ヨハネ8：28、6：57、8：50、7：18）。これら
のことばの中に、宇宙の生命の法則である大原則が示さ
れている。すべてのものをキリストは神からお受けになっ
たが、彼は与えるためにお受けになったのである。天の
宮廷ですべての被造物のために奉仕しておられる時もそう
である。愛するみ子を通して、天父の生命はすべてのもの
に向かって流れ出る。み子を通して、それは賛美と喜びの
奉仕のうちに、愛の潮流となって、すべてのものの根源で
ある神へもどって行く。このようにキリストを通して愛の
循環が完成され、それは偉大な賦与者であられる神のご品
性——生命の法則を象徴している。
この法則が実に天において破られたのである。罪は利

己心から起った。蔽（おお）うことをなす天使ルシファー
が天の第1位を望んだ。彼は天使たちを支配し、彼らを創
造主からひき離して、自分に忠誠を誓わせようと試みた。
そこで彼は神について悪宣伝し、神にはいばりたいという
野心があるのだと言った。彼は自分自身の邪悪な特徴を愛
の神におしつけようとした。こうして彼は、天使たちをあ
ざむいた。こうして彼は人類をだました。サタンは彼らに
神のみことばを疑わせ、神の恵みを信じさせないようにし
た。神は正義と恐るべき威光の神であられるので、サタン
は、神がゆるすことのないきびしい神であると彼らに考え
させた。こうして彼は人々をひっぱって神への反逆に加わ
らせ、わざわいの夜がこの世にやってきた。
神を曲解したために、この地上は暗くなった。暗黒の影

を照し、世の人々を神に呼びもどすためには、サタンの欺
瞞（ぎまん）的な力をうち破らねばならなかった。このこ
とは、暴力によってなすことはできないのであった。暴力
の行使は神の統治の原則に反する。神は愛の奉仕だけを望
まれる。愛を命令することはできない。暴力や権威によっ
て愛を手に入れることはできない。愛は愛によってのみ目
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覚めさせられる。神を知れば神を愛するようになる。神の
ご品性がサタンの品性と対照的に示されねばならない。こ
の働きは全宇宙でただ1人のお方だけができた。神の愛の高
さと深さとを知っておられるお方だけが、その愛を知らせ
ることがおできになった。世の暗い夜に、義の太陽キリス
トが「翼には、いやす力をそなえて」昇られねばならない
（マラキ4：2）。
われわれをあがなう計画は、あとで考え出されたもの、

すなわちアダムの堕落後に定められた計画ではなかった。
それは、「長き世々にわたって、かくされていた奥義」の
あらわれであった（ローマ16：25）。それは永遠の昔から
神の統治の根本となってきた原則のあらわれであった。初
めから、神とキリストは、サタンの背信と、この反逆者の
欺瞞的な力によって人類が堕落することとを知っておられ
た。神は罪が存在するように定められたのではなく、その
存在を予見し、その恐るべき危機に応ずる備えをされたの
であった。世に対する神の愛はまことに大きかったので、
神は、「み子を信じるものがひとりも滅びないで、氷遠の
命を得る」ために、そのひとり子を与えることを約束され
た（ヨハネ3：16）。
ルシファーは、「わたしは天にのぼり、わたしの王座を

高く神の星の上におき. . . . . .いと高き者のようになろう」と
言った（イザヤ14：13、14）。しかし「キリストは、神の
かたちであられたが、神と等しくあることを固守すべき事
とは思わず、かえっておのれをむなしうして、しもべのか
たちをとり、人間の姿になられた」（ピリピ2：6、7）。[677]
これは自発的な犠牲であった。イエスは天父のそばにと

どまることもおできになった。イエスは天の栄光を保ち、
天使からあがめられていることもおできになった。だがイ
エスは、暗黒のうちにある者に光を与え、滅びる者にいの
ちを与えるために、王権を天父のみ手にかえし、宇宙の王
座からおりることを望まれた。
およそ2000年前に、「見よ、わたしはまいりました」

という神秘的な意味のことばが、天で神のみ座から出
るのがきかれた。「あなたは、いけにえやささげ物を望
まれないで、わたしのために、からだを備えてくださっ
た。. . . . . .『神よ、わたしにつき、巻物の書物に書いてあ
るとおり、見よ、み旨を行うためにまいりました』」（ヘ
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ブル10：57）。このことばのうちに、永遠の昔からかくさ
れていたみこころの成就が告げられている。キリストは人
の肉体をとってこの地上においでになろうとしていた。彼
は、「わたしのために、からだを備えてくださった」と言
われる（ヘブル10：5）。もしキリストが世のある前から天
父とともに持っておられた栄光のままおいでになったら、
われわれはその臨在の光に耐えることができなかった。わ
れわれがその栄光を見て滅びることがないように、キリス
トの栄光のあらわれはおおわれた。キリストの神性は人性
によっておおわれ、目に見えない栄光が目に見える人間の
姿によっておおわれた。
この大いなるみこころは型と象徴とをとおして予表さ

れていた。キリストがご自分をモーセにあらわされた時の
燃えるしばは神をあらわした。神をあらわすためにえらば
れた象徴は、見たところ何の美しさもないつまらないやぶ
だった。ここに無限の神が宿られた。憐れみに富まれる神
は、モーセが見ても生きられるように、その栄光をごくつ
まらない象徴の中におおいかくされた。そのように神は、
昼は雲の柱、夜は火の柱の中にあって、イスラエル人と
語り、彼らにご自分のみこころを明らかにし、恵みをお与
えになった。有限な人間の弱い目で見ることができるよう
に、神の栄光がやわらげられ、その威光がおおわれた。こ
のように、キリストは「わたしたちのいやしいからだ」、
「人間の姿に」なってこの世においでになるのであった
（ピリピ3：21、2：7）。キリストは、世の人の目からみれ
ば、慕うべき美しさをもっておられなかった。しかしキリ
ストは、人の肉体をとられた神、天と地の光であった。キ
リストが、悲嘆にくれ、誘惑されている人間に近づくこと
ができるように、その栄光はおおわれ、その偉大さと威光
はかくされた。
神は、イスラエル人について、「彼らにわたしのため

に聖所を造らせなさい。わたしが彼らのうちに住むため
である」とモーセに命じられた（出エジプト25：8）。そ
して神は聖所の中に、すなわちご自分の民のまん中にお
住みになった。イスラエル人が疲れはてて荒野をさまよい
歩いていた間じゅう、神の臨在の象徴は彼らとともにあっ
た。そのように、キリストはわれわれ人間の陣営のまん中
にご自分の幕屋をお建てになった。キリストはわれわれの
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うちに住み、ご自分のきよい品性と生活とをわれわれにあ
らわすために、人間の天幕のそばにご自分の天幕を張られ
た。「ことばは肉体となり、わたしたちのうちに宿った。
わたしたちはその栄光を見た。それは父のひとり子として
の栄光であって、めぐみとまこととに満ちていた」（ヨハ
ネ1：14）。
イエスがわれわれとともに住むためにおいでになった

ので、われわれは、神がわれわれの試練をよく知り、われ
われの悲しみに同情してくださるということがわかる。ア
ダムのむすこ娘はみな創造主が罪人の友であることをさと
ることができる。なぜなら、救い主の地上生活にあらわさ
れた恵みの教理の一つ一つに、喜びの約束の一つ一つに、
愛の行為の一つ一つに、きよい美しさの一つ一つに、われ
われは神がわれらとともにいますことをみとめるからであ
る。
サタンは神の愛の律法を利己主義の律法であると言う。

彼はわれわれがその戒めに従うことは不可能だと宣言す
る。人類の始祖アダムとエバが堕落してあらゆるわざわい
が生じたことを、彼は創造主の責任にし、人々に神が罪と
苦難と死の張本人であるかのように考えさせる。イエスは
この欺瞞をばくろされるのであった。イエスはわれわれ人
間の1人として服従の模範を示されるのであった。このため[678]
にイエスはみずから人間の性質をとり、われわれと同じ経
験をされた。「イエスは. . . . . .あらゆる点において兄弟たち
と同じようにならねばならなかった」（ヘブル2：17）。も
しわれわれが、イエスの耐えられなかったことを耐えねば
ならないとしたら、サタンは、この点で、神の力はわれわ
れにとって十分ではないと言うだろう。そこでイエスは、
「すべてのことについて、わたしたちと同じように試練に
会われたのである」（ヘブル4：15）。
イエスはわれわれの会うあらゆる試みに耐えられた。

しかも彼はわれわれに自由に与えられていない力をご自分
のためにお用いにならなかった。人間としてイエスは試み
に会い、神から与えられた力で勝利された。「わが神よ、
わたしはみこころを行うことを喜びます。あなたのおき
てはわたしの心のうちにあります」と、主は言われる（詩
篇40：8）。イエスが、よい働きをし、サタンに苦しめられ
ているすべての者をいやしながらお歩きになったとき、彼
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は神の律法の性格と神への奉仕の本質とを人々に明らかに
された。イエスの一生は、われわれもまた神の律法に従う
ことができることを証明している。
キリストはご自分の人性によって人類に接し、ご自分の

神性によって神のみ座をとらえておられた。人の子として
イエスは服従の模範をわれわれに示された。神のみ子とし
てイエスは服従する力をわれわれに与えてくださる。ホレ
ブ山のやぶの中から「わたしは、有って有る者。. . . . . .イス
ラエルの人々にこう言いなさい、『「わたしは有る」とい
うかたが、わたしをあなたがたのところへつかわされまし
た。』」とモーセに語られたのはキリストであった（出エ
ジプト3：14）。これはイスラエルの救済についての保証で
あった。だからキリストは、「しもべのかたち」をとって
おいでになったとき、ご自分を「わたしは有るという者」
として宣言された。ベツレヘムの子、柔和で心のへりく
だった救い主は、「肉において現れ」た神であった。（テ
モテ3：16）。イエスはまたわれわれにこう言われる、「わ
たしはよい羊飼いである」「わたしは生きたパンである」
「わたしは道であり真理であり、命である」「わたしは
天においても地においてもいっさいの権威を授けられた」
（ヨハネ10：11、6：51、14：6、マタイ28：18）。わたし
はすべての約束の保証である。わたしは実在する、恐れる
ことはない。「神われらと共にいます」ということばは、
われわれが罪から救われることについての保証であり、わ
れわれが天の律法に従う力についての保証である。
身をひくくして人性をとることによって、キリストは

サタンの品性と反対の品性をあらわされた。しかし主は屈
辱の道をもっと低いところへくだられた。「おのれを低く
して、死に至るまで、しかも十字架の死に当るまで従順で
あられた」（ピリピ2：8）。大祭司が豪華な祭司服をぬい
で、一般の祭司と同じ白い麻の衣を着て式をとり行うよう
に、キリストはしもべのかたちをとり、みずから祭司とな
り、またみずからいけにえとなって、いけにえをささげら
れた。「彼はわれわれのとがのために傷つけられ、われわ
れの不義のために砕かれたのだ。彼はみずからこらしめを
うけて、われわれに平安を与え」られた（イザヤ53：5）。
当然キリストが受けられるべきとり扱いをわれわれが

受けられるように、キリストはわれわれが当然受けるべき
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とり扱いを受けられた。われわれのものではなかったキリ
ストの義によってわれわれが義とさねるように、キリスト
はご自分のものではなかったわれわれの罪の宣告を受けら
れた。キリストのものであるいのちをわれわれが受けられ
るように、キリストはわれわれのものである死を受けられ
た。「その打たれた傷によって、われわれはいやされたの
だ」（イザヤ53：5）。
キリストは、ご自分の生涯と死によって、罪のために

生じた破滅から回復するよりももっと大きなことをなしと
げられた。神と人とを永遠にひき離すことがサタンの目的
であった。しかしキリストのうちにあるときに、われわれ
は堕落しなかった場合よりももっと密接に神につながるよ
うになるのである。救い主は、われわれの性質をおとりに
なることによって、決してたちきれることのないきずなで
ご自分を人類にむすびつけら れた。永遠にわたって、キ[679]
リストはわれわれとつながっておられる。「神はそのひと
り子を賜わったほどにこの世を愛してくださった」（ヨハ
ネ3：16）。われわれの罪を負い、われわれのいけにえとし
て死ぬために、神はみ子をお与えになっただけではない。
神はみ子を堕落した人類にお与えになったのである。神は
不変の平和のはからいを保証するために、ご自分のひとり
子を与えて人類家族の1人とならせ、永遠に人間の性質をみ
子のうちに保たせられた。
これこそ神がご自分のみことばを成就される保証であ

る。「ひとりのみどり子がわれわれのために生れた、ひ
とりの男の子がわれわれに与えられた。まつりごとはその
肩にあり」（イザヤ9：6）。神はみ子自身のうちに人間の
性質をとり入れ、これを一番高い天にまで持ちつづけさせ
られた。神とともに宇宙のみ座を占めておられるのは「人
の子」である。その名を「霊妙なる議士、大能の神、と
こしえの父、平和の君」ととなえられるのは「人の子」で
ある（イザヤ9：6）。「有って有る者」は神と人類の間に
あって、両方に手を置いておられる仲保者である。「聖に
して、悪もけがれもなく、罪人とは区別され」るお方は、
われわれを「兄弟と呼ぶことを恥じ」たまわない（ヘブ
ル7：26、2：11）。キリストのうちに、天の家族と地の家
族が一つに結ばれている。栄光をお受けになったキリスト
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は、われわれの兄弟である。天は人間のうちに宿り、人間
は限りない愛の神の胸にいだかれている。
神はご自分の民について、「彼らは冠の玉のように、

その地に輝く。そのさいわい、そのうるわしさはいかばか
りであろう」と言われる（ゼカリヤ9：16、17）。あがな
われた者が高められることは、神のいつくしみについて永
遠のあかしとなる。神は、「キリスト･イエスにあってわ
たしたちに賜わった慈愛による神の恵みの絶大な富を、き
たるべき世々に示」される。「天上にあるもろもろの支配
や権威が、教会を通して、神の多種多様な知恵を知るに至
るためであって、わたしたちの主キリスト・イエスにあっ
て実現された神の永遠の目的にそうものである」（エペ
ソ2：7、3：10、11）。
キリストのあがないの働きによって神の統治の正しいこ

とが証明される。全能者は愛の神として知らされる。サタ
ンの非難は反ばくされ、その性格がばくろされる。反逆は
ふたたび起ることができない。罪は2度とこの宇宙にはいる
ことができない。永遠にわたって、だれも背信の心配がな
い。愛の自己犠牲によって、天と地の住民は決してきれる
ことのないきずなで創造主に結びつけられる。
あがないの働きは完成される。罪の充満していたところ

に神の恵みがもっと充満する。サタンが自分の働き場所と
して主張していたこの地上そのものも、ただあがなわれる
ばかりでなく、また高められるのである。罪ののろいのた
めに神の輝かしい創造における一つの汚点となっていたわ
れわれのこの小さな世界が、神の宇宙のどんな他世界にも
まさってあがめられる。神のみ子が人のかたちをとり、栄
光の王が生活し、苦難を受け、死なれたこの地上——ここ
に神が万物を新たにされる時、「神の幕屋が人とともにあ
り、神が人とともに住み、人は神の民となり、神みずから
人とともにいま」すのである（黙示録2：3）。そして永遠
にわたって、あがなわれた者は、神の光の中を歩むとき、
言いあらわしようのない神の賜物であられるインマヌエ
ル——神われらと共にいます——について神を賛美するの
である。



第第第2章章章選選選民民民

1000年以上もの間、ユダヤ民族は、救い主の来臨を待っ
ていた。この出来事に彼らの最も輝かしい望みがかけら
れていた。歌に預言に、神殿の儀式に家庭の祈りに、彼
らは救い主のみ名をあがめてきた。それなのに、キリスト
がおいでになったとき、彼らはキリストを知らなかった。
天の愛されたお方は、彼らに は「かわいた土から出る根[680]
のよう」であった。彼には「見るべき姿」がなかった。彼
らはキリストのうちに慕うべき美しさを見なかった（イザ
ヤ53：2）。「彼は自分のところにきたのに、自分の民は彼
を受けいれなかった」（ヨハネ1：11）。
しかし神はイスラエルをえらばれたのだった。神は人々

の間に、神の律法について、また救い主をさし示している
象徴と預言とについて知識を残すために、イスラエルを召
されたのだった。神は、イスラエルが世に対して救いの井
戸となるように望まれた。アブラハムがその滞在した土地
で、ヨセフがエジプトで、ダニエルがバビロンの宮廷でそ
れぞれ果たした役割を、ヘブル人は諸国民の中で果たすの
であった。彼らは人々に神をあらわすのであった。
主は、アブラハムを召された時、「わたしはあなたを

祝福し、. . . . . .あなたは祝福の基となるであろう。. . . . . .地
のすべてのやからは、あなたによって祝福される」と言わ
れた（創世記12：2、3）。この同じ教えが預言者たちを通
してくりかえされた。イスラエルが戦争と捕囚のために荒
廃したあとでさえも、「ヤコブの残れる者は多くの民の中
にあること. . . . . .主からくだる露のごとく、青草の上に降
る夕立のようである」との約束が彼らのものであった（ミ
カ5：7）。エルサレムの神殿について、主はイザヤを通し
て「わが家はすべての民の祈りの家ととなえられる」と宣
言された（イザヤ56：7）。
だがイスラエル人は、彼らの望みを世俗的な偉大さに

おいた。カナンの地に入った時から、彼らは神の戒めから
離れ、異教徒の風習に従った。神が預言者たちを通して彼

16
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らに警告を送られてもむだだった。彼らは異教徒からの圧
迫というこらしめを受けてもむだだった。改革のたびに、
もっと深い背信がそのあとにつづいた。
イスラエルが神に忠実であったら、神は彼らに栄えとほ

まれとを与えることによって、みこころをなしとげること
がおできになったのである。もし彼らが服従の道を歩いた
ら、神は彼らに「ほまれと良き名と栄えとを与えて、主の
造られたすべての国民にまさるものとされ」たのである。
「そうすれば地のすべての民は皆あなたが主の名をもって
唱えられるのを見てあなたをおそれるであろう」「彼らは
このもろもろの定めをきいて、『この大いなる国民は、ま
ことに知恵あり、知識ある民である』と言うであろう」と
モーセは言った（申命記26：19、28：10、4：6）。しかし
イスラエルが不忠実だったために、神のみこころはうちつ
づく逆境と屈辱とを通してのみ達成されるよりほかなかっ
た。
イスラエルはバビロンに屈服し、異教徒の地に離散さ

せられた。苦悩のうちにあって、多くの者が神の契約への
忠誠を新たにした。彼らは柳の木にたてごとをかけて、荒
れはてたままになっている聖なる宮のことを嘆き悲しんだ
が、一方また真理の光が彼らを通して照りわたり、神の知
識が諸国民の間にひろがった。異教の犠牲制度は、神がお
定めになった制度の悪用であった。異教の儀式を守ってい
るまじめな多くの人々が、神のお定めになった儀式の意味
をヘブル人から学び、信仰をもって、あがない主について
の約束をとらえた。
流浪のユダヤ人の多くは迫害を受けた。安息日を無視し

たり異教の祭典を守ったりすることをこばんだために、生
命を失った者が少なくなかった。偶像礼拝者たちが怒って
真理を滅ぼそうとしたとき注はご自分のしもべを王たちや
統治者たちに面会させ、彼らとその民が光を受けるように
された。最も偉大な君主たちが、ヘブル人の捕虜たちがお
がんでいる神の主権を宣言させられたことがたびたびあっ
た。
イスラエル人は、バビロンにとらわれの身となったこと

によって、きざんだ像の礼拝が効果的になおった。その後
何百年もの間、彼らは異教の敵の圧迫に苦しんだために、
自分たちの繁栄は神の律法に従うことにかかっていること
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を固く確信するようになった。しかし民の多くは、愛にう
ながされて服従したのではなかった。その動機は利己的で
あった。彼らは国家的な偉大さに到達するための手段とし
て、神に外面的な奉仕をささげた。彼らは世の光とならな
いで、偶像礼拝の誘惑からのがれるために世から離れた。
モーセを通して与えられた教えの中で、神はイスラエル人[681]
が偶像礼拝者とまじわることを制限されたが、この教えは
まちがって解釈されていた。それはイスラエル人が異教徒
の習慣に従わないようにするためであった。ところがこの
教えは、イスラエル人と他国民との間をへだてる壁をつく
りあげるために用いられた。ユダヤ人はエルサレムを彼ら
の天とみなし、神が異邦人に恵みを示されはしないかと実
際に嫉妬（しっと）した。
バビロンから帰ってからは、宗教的な教えに十分な注意

が払われた。全国に会堂が建てられ、そこで祭司や律法学
者たちが律法を講義した。また学校が設立され、そこは、
文学や科学とともに、義の原則教えるところといわれた。
だがこうした会堂も学校も堕落したものとなった。捕囚の
間に、民の多くは異教的な思想と風習とを受け入れていた
ので、そうしたものが彼らの宗教的な行事にとり入れられ
た。多くのことにおいて、彼らは偶像礼拝者たちの習慣に
従った。
ユダヤ人は、神から離れるにしたがって、儀式的な行事

に教えられている意味を大部分見失った。その儀式はキリ
ストご自身によって制定されたものだった。儀式のどの部
分もキリストを象徴していて、生命力と霊的な美しさに満
ちていた。ところがユダヤ人はその儀式から霊的生命を失
い、そのむなしい形式を固守した。彼らはいけにえと儀式
そのものにたよって、そこにさし示されているキリストに
たよらなかった。祭司たちとラビたちは、彼らの失ってい
たものを補うために、彼ら自身の要求を増し加えた。こう
して要求が厳格になればなるほど、神の愛のあらわれがま
すますみられなくなった。彼らは儀式の数が多ければ多い
ほど、それだけきよい者になれると思っていたが、その心
は高慢と偽善に満たされていた。
どんなにこまかく面倒な戒めをつくってみても、律法を

守ることは不可能だった。神に仕えようと望む者やラビの
戒めを守ろうとする者は、重荷の下に苦しんだ。彼らは不
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安な良心の責めに気持の休まることがなかった。こうして
サタンは民を落胆させ、神のご品性について彼らの観念を
低下させ、イスラエルの信仰が軽蔑（けいべつ）されるよ
うになるために働いた。彼は天で反逆した時に主張したこ
と、すなわち神の要求は不公平で従うことのできないもの
だという主張を立証しようと望んだ。イスラエルでさえ律
法を守っていないと、彼は宣言した。
ユダヤ人はメシヤの来臨を望んでいながら、メシヤの使

命について正しい観念を持っていなかった。彼らは罪から
のあがないを求めずに、ローマ人から救われることを望ん
でいた。彼らは、メシヤが征服者としておいでになり、圧
制者の権力を破り、イスラエルを世界帝国の地位に高めて
くださるのを待望した。こうして彼らが救い主をこばむ道
が備えられた。
キリストがお生れになった時、ユダヤ国民は外国の支

配者たちの統治にいらだち、内部の争いに苦しめられてい
た。ユダヤ人は別の政治形態を維持することをゆるされて
いた。しかしどんなことによっても、彼らがローマ人の支
配下にあるという事実をかくすことも、あるいは彼らを権
力の制限に甘んじさせることもできなかった。大祭司の任
免権はローマ人の手ににぎられていて、この地位を獲得す
るためには詐欺、買収、あるいは殺人さえ行われた。こう
して祭司職はますます堕落した。それでも祭司たちはなお
強大な権力を持ち、彼らはその権力を利己的金銭的な目的
のために利用した。民衆は祭司たちの無慈悲な要求のまま
になり、一方ローマ人からも重い税をかけられた。このよ
うな情勢のために、不満がひろがった。民衆の暴動がしき
りに起った。貧（どん）欲と暴力、不信と霊的無感覚が国
民の生命をむしばんでいた。
ユダヤ人は、ローマ人への憎悪と、国民的また霊的な

誇りから、いぜんとして自分たちの礼拝形式を厳格に守っ
ていた。祭司たちは宗教的儀式に細心の注意を払うこと
によって聖潔の評判を維持しようとした。民は暗黒と圧制
のうちにあって、役人たちは権力への野心から、彼らの敵
を征服しイスラエルに王国を回復されるお方の来臨を待ち
こがれた。彼らは預言を調べたが、霊的な目を持たなかっ
た。こうして彼らは、キリストの初臨に伴う屈辱をさし示 [682]
している聖句を見落して、キリスト再臨の栄光についてい
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われている聖句をまちがって適用した。高慢のために彼ら
の目はくもったのである。彼らは預言を自分たちの利己的
な欲望にしたがって解釈した。



第第第3章章章「「「時時時ののの満満満ちちちるるるににに及及及んんんででで」」」

「時の満ちるに及んで、神はみ子を. . . . . .おつかわしに
なった。それは、律法の下にあるものをあがない出すた
め、わたしたちに子たる身分を授けるためであった」（ガ
ラテヤ4：4、5）。
救い主の来臨はエデンで予告された。アダムとエバが初

めてこの約束をきいた時、彼らはそれがすぐに成就される
ものと期待した。彼らは最初に生まれたむすこをよろこん
で歓迎し、その子が救い主であるようにと望んだ。しかし
約束の成就は遅れた。この約束を最初に受けた人々はその
実現をみないで死んだ。エノクの時代から、この約束は父
祖たちと預言者たちを通してくりかえされ、救い主来臨の
望みを生かしつづけたが、それでも救い主はおいでになら
なかった。ダニエルの預言にメシヤ来臨の時期が示された
が、だれもがそのことぼを正しく解釈したわけではなかっ
た。1世紀また1世紀と過ぎて行き、預言者たちの声はやん
だ。圧制者の手はイスラエルに重く、多くの者は「日は延
び、すべての幻はむなしくなった」といまにも叫ぶばかり
であった（エゼキエル12：22）。
だが定められた広大な軌道にある星のように、神の目的

は急ぐことも遅れることもない。大いなる暗黒とけむるか
まどの象徴を通して、神はアブラハムに、イスラエルがエ
ジプトで奴隷生活を送ることを示し、その滞在期間は400年
であると宣言された。「その後かれらは多くの財産を携え
て出てくるでしょう」と神は言われた（創世記15：14）。
このことばに対して、パロが誇りとする帝国は、全力を
あげて戦ったがむだだった。神の約束に定められていた
「その日に、主の全軍はエジプトの国を出た」（出エジプ
ト12：41）。同じように、天の会議では、キリスト来臨の
時が決定されていた。時という大時計がその時間をさし示
すと、イエスはベツレヘムにお生まれになった。
「時の満ちるに及んで、神はみ子を. . . . . .おつかわしに

なった」（ガラテヤ4：4）。摂理の神は、この世界に救い

21
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主来臨の機が熟するまで、国々の動きと、人間の衝動や影
響力の流れとをみちびいておられた。国々は一つの政府の
下に統合されていた。一つの国語が広く話され、いたると
ころで文学の言語としてみとめられていた。離散している
ユダヤ人は年ごとの大祭のために全地からエルサレムに集
まった。彼らは、その居留地へもどると、メシヤの来臨に
ついてのおとずれを世界じゅうにひろめることができた。
そのころ、異教の制度はだんだん人々の信頼を失って

いた。人々はきらびやかな外観や作り話に飽きていた。
彼らは心を満たすことのできる宗教を熱望した。真理の光
は人々から離れてしまったようにみえたが、その一方では
光を求めている魂や、困惑と悲しみに満たされている魂が
あった。彼らは、生ける神についての知識、また死のかな
たにあるいのちについて保証してくれる何ものかを飢えか
わくように求めていた。
ユダヤ人が神から離れた時、信仰は暗くなり、望みの

光はほとんど前途を照らさなくなった。預言者たちのこ
とばは理解されなかった。一般の民衆にとって、死は恐る
べき神秘であり、死のかなたは不安と暗黒であった。幾世
紀も昔に、預言者エレミヤにきこえた声、「叫び泣く大い
なる悲しみの声がラマで聞えた。ラケルはその子らのため
になげいた。子らがもはやいないので、慰められることさ
え願わなかった」とあるその声は、ベツレヘムの母親たち
の泣き叫ぶ声であったばかりでなく、人類の大きな心から
出る叫びでもあった（マタイ2：18）。人々は「死の地、
死のかげ」に、慰められることもなくすわっていた（マ
タイ4：16）。彼らは、救い主がおいでになって、暗黒がは[683]
らいのけられ、未来の神秘が明らかにされる時を、あこが
れの目をもって待ち望んでいた。
ユダヤ国民以外にも、天来の教師の出現を予告した人々

がいた。この人たちは真理を求めていたので、彼らに霊感
のみたまがさずけられた。暗くなった空の星のように、こ
のような教師たちが次々と現われていた。彼らの預言のこ
とばは異邦人の世界の幾千の人々の心に望みの火をともし
ていた。
幾百年も前から、聖書は、当時ローマ帝国のいたるとこ

ろで広く話されていたギリシャ語に翻訳されていた。ユダ
ヤ人がいたるところにちらばっていたので、異邦人もある
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程度メシヤの来臨を期待していた。ユダヤ人が異教徒と呼
んでいた人々の中には、メシヤについての聖書の預言をイ
スラエルの教師たちよりももっとよく理解している人たち
がいた。彼らの中には、罪からの救済者としてメシヤの来
臨を待ち望んでいる人たちがいた。哲学者たちは、ヘブラ
イ制度の奥義の研究に努力した。しかしユダヤ人の偏狭さ
のために光が伝わるのがさまたげられた。彼らは、自分た
ちと他国民との間のへだてを維持することに熱心で、象徴
的奉仕について彼らがまだ持っていた知識をわけ与えよう
としなかった。真の解釈者がおいでにならねばならない。
これらのすべての型に予表されているお方が、それらの型
の意義を説明されなければならない。
自然を通し、型と象徴とを通し、また父祖たちと預言者

たちとを通して、神は世の人々に語っておられた。教訓は
人間のことばで人間に与えられねばならない。契約の使者
であられるキリストがお語りにならねばならない。彼の声
が彼ご自身の宮できかれねばならない。キリストが、はっ
きりと明確に理解されることばを語るためにおいでになら
ねばならない。真理の創姶者であられるキリストが、真理
を力のないものにしていた人間のことばというもみがらの
中から真理をとりわけたまわねばならない。神の統治とあ
がないの計画の原則が明示されねばならない。旧約の教え
が十分に人々の前に示されねばならない。
しかしユダヤ人の中には、信念の固い人々、すなわち

神の知識を保存してきたきよい家系の子孫がいた。これ
らの人々は、父祖たちに与えられた約束の望みについて
まだ期待していた。彼らはモーセを通して、「主なる神
は、わたしをお立てになったように、あなたがたの兄弟
の中から、ひとりの預言者をお立てになるであろう。そ
の預言者があなたがたに語ることには、ことごとく聞き
したがいなさい」と保証されたことばを心に思いめぐらし
て、その信仰を強めた（使徒行伝3：22）。また彼らは、
神が、「貧しい者に福音を宣べ伝え. . . . . .心のいためる者
をいやし、捕われ人に放免を告げ. . . . . .主の恵みの年」を告
げるお方にあぶらをそそがれるということを読んだ（イザ
ヤ61：1、2）。彼らは神が「道を地に確立する。海沿いの
国々はその教を待ち望」み、異邦人は神の光にきたり、王
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たちは照りいでる神の光の輝きにくることを読んだ（イザ
ヤ42：4、60：3）。
ヤコブが死の床にあって、「つえはユダを離れず、立法

者のつえはその足の間を離れることなく、シロの来る時ま
でに及ぶであろう」と語ったことばが、彼らの心を望みで
満たした（創世記49：10）。イスラエルの衰えて行く勢力
はメシヤの来臨が近づいている証拠だった。ダニエルの預
言には、地上のすべての王国ののちにキリストが一つの王
国を栄光のうちに統治されることがえがかれていた。そし
て、「この国は立って永遠にいたるのです」とダニエルは
言った（ダニエル2：44）。キリストの使命の本質を理解し
ている人は少なかったが、その一方では、イスラエルに王
国をたて、救済者として諸国民にのぞまれる偉大な君に対
する期待が一般にひろがっていた。
時は満ちていた。人類は罪とがの幾時代を経てますま

す堕落し、あがない主の来臨が必要であった。サタンは、
天と地との間に越えることのできない深いみぞをつくるた
めに働いてきた。彼は人々をだまして大胆に罪を犯させて
きた。神の寛容を尽きさせ、人類に対する神の愛を失わせ
て、神がこの世をサタンの支配するままに見捨てられるよ
うにしようとするのがサタンの目的であった。
サタンは人々から神の知識をしめ出し、人々の注意を[684]

神の宮からひき離し、彼自身の王国をうちたてようとして
いた。主権をにぎろうとするサタンの戦いはほとんど完全
に成功したようにみえていた。なるほど神は各時代にご自
分の代理者を持っておられた。異教徒の中にさえ、キリス
トが人々を罪と堕落の中からひきあげるために働かれるの
にそのうつわとなる人々がいた。しかしこれらの人々は、
あざけられ、憎まれた。彼らの多くは非業の死をとげた。
サタンが世に投げかけていた暗黒の影はますます深くなっ
た。
異教制度を通して、サタンは長年の間人々を神からひき

離してきた。だがサタンの勝ちとった大勝利は、イスラエ
ルの信仰を堕落させたことだった。異教徒は自分たちが考
え出したものに心をよせ、そしてこれをおがむことによっ
て、神についての知識を失い、ますます堕落していた。
イスラエルもこれと同じだった。人は自らのわざによって
自分自身を救うことができるという原則が異教のすべての
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宗教の根底にあった。この原則がこんどはユダヤ人の宗教
の原則となっていた。サタンがこの原則をうえつけたので
あった。この原則を信じているところではどこでも、人は
罪に対する防壁がない。
救いのメッセージは人間のうつわを通して人々に伝えら

れる。だがユダヤ人は、永遠のいのちであるこの真理を独
占しようとした。彼らは生きたマナをしまっておいたが、
それは腐敗してしまった。彼らが自分たちの中にとじこめ
ておこうとした宗教はつまずきとなった。彼らは神からそ
の栄光を奪い、福音のにせもので世の人々をあざむいた。
彼らは世の救いのために神に献身しようとしないで、世を
滅ぼすサタンのうつわとなった。
神が真理の土台と柱にするために召された民はサタン

の代表者となっていた。彼らは神のご品性について誤った
印象を与え、世の人々に神を暴君としてみさせるような行
動をとって、サタンの望み通りに働いていた。宮で奉仕し
ている祭司たちでさえ自分たちのとり行っている儀式の意
義を見落していた。彼らは、象徴を通してそこに示されて
いるものを見なくなっていた。いけにえの献（ささ）げ物
をささげる時に、彼らは芝居の中の役者と同じだった。神
ご自身がお定めになった儀式は心を盲目にし、感情をかた
くなにする手段とされた。神はこのような方法を通しても
うこれ以上人類のためにつくすことがおできにならなかっ
た。制度全体が一掃されねばならない。
罪の欺瞞は絶頂に達していた。人々の魂を堕落させるあ

らゆる手段が実行されていた。神のみ子は、この世をなが
めて、苦難と不幸とをごらんになった。キリストは、人間
がサタンの残酷な行為の犠牲となっているのを、憐れみを
もってごらんになった。堕落し、殺され、失われつつある
人々を、キリストは同情の思いをもってごらんになった。
彼らのえらんだ支配者は彼らを捕虜としてくびきにつない
だ。あざむかれ、途方に暮れながら、彼らは暗い行列をつ
くって永遠の滅亡——生きる望みのない死、朝のおとずれ
ることのない夜へ向かって歩きつづけていた。悪霊が人間
と一体となっていた。神の住居としてつくられた人間の体
は悪霊の住居となっていた。人間の感覚、神経、欲望、器
官は、超自然の力によって、最もいやしい情欲をほしいま
まにするために働かされた。悪霊の印そのものが人間の顔
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におされた。人間の顔は、その身を占領している大勢の悪
霊の表情を反映した。世のあがない主がごらんになったの
はこのような光景だった。限りなく純潔なお方の目に、そ
れは何という光景だったことだろう。
罪は科学となり、悪徳は宗教の一部分として神聖なもの

にされていた。反逆は人間の心の奥深くくいこみ、人は天
に向かってはげしい敵意をいだいていた。人間は神を離れ
ては向上できないことが宇宙の前に実例として示された。
世界をおつくりになったお方によって、生命と力の新しい
要素がさずけられねばならなかった。
他世界は、主が立ちあがって地の住民を一掃されるの

を見ようと、強い関心をもって見守っていた。もし神がそ
うなさったら、サタンは、天使たちの忠誠を自分に向けさ
せようとする計画を実行しようと待ちかまえていた。彼は
神の統治の原則ではゆるすという ことが絶対にないと断[685]
言していた。もしこの世界が滅ぼされたら、彼は自分の非
難が事実であったと主張しただろう。彼は神を非難し、反
逆を他世界にまでひろげようと待ちかまえていた。ところ
が神は、この世を滅ぼすどころか、かえってこの世を救う
ためにみ子をつかわされた。神にそむいた世界のいたると
ころに堕落と反抗がみられたが、その回復の道が備えられ
た。サタンがまさに勝利しようとするかのようにみえたそ
の危機に、神のみ子が神の恵みという大使の印を帯びてこ
られた。どの時代にも、どの時間にも、神の愛は堕落した
人類に向かってそそがれていた。人間の強情さにもかかわ
らず、たえず憐れみのしるしが示されていた。こうして時
が満ちた時に、神は、救いの計画が達成されるまでさまた
げられることも取り去られることもないいやしの恵みを、
あふれるばかりに世にそそぐことによって栄えを受けられ
た。
サタンは、人間のうちにある神のみかたちをいやしい

ものにすることに成功したと狂喜していた。その時イエ
スが、人間のうちに創造主のみかたちを回復するためにお
いでになったのである。罪のために堕落した品性を新しく
形づくることができるのはキリストよりほかにない。主は
人間の意思を支配していた悪霊を追い出すためにおいでに
なった。主はわれわれを塵（ちり）の中から起し、けがれ
た品性をご自分のきよい品性に型どってつくり直し、ご自
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身の栄光をもってそれを美しいものとするためにおいでに
なった。
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本章はルカ2：120に基づく

栄光の王キリストはいやしい身となって人性をおとり
になった。地上における主の環境はみすぼらしくて、見
込みがなかった。外観の威光が人をひきつける対象となる
ことがないように、キリストの栄光はおおわれた。主は外
面的な見せびらかしをいっさい避けられた。富や世俗的な
栄誉や人間的な偉大さは決して魂を死から救うことができ
ない。イエスは現世的な性質を持った引力によって人々を
ご自分の側にひきよせることがないようにと意図された。
天の真理の美しさだけが、イエスに従おうと思う者をひき
つけなければならない。メシヤの性格は長い間預言を通し
て予告されていたので、キリストは人々が神のみことばの
あかしにもとづいてキリストを受け入れるようにお望みに
なった。
天使たちは、あがないのすばらしい計画に驚嘆した。

彼らは人性という衣を着られたみ子を神の民がどのように
受け入れるかを見ようとして見守っていた。天使たちは選
民の地へやってきた。他の国々では作り話が教えられ、偽
りの神々が礼拝されていた。神の栄光があらわされ、預言
の光が輝いている国へ天使たちはきた。彼らはエルサレム
へ、神のみことばの解説者として任命されている人々のも
とへ、神の家に仕えている人々のもとへと、人目につかな
いでやってきた。すでに祭司のザカリヤには、彼が祭壇の
前で奉仕していた時、キリストの来臨が間近に迫っている
ことが知らされていた。すでに先駆者が生まれ、その使命
は、奇跡と預言とによって証明されていた。この先駆者が
生まれたという知らせと、彼の使命のすばらしい意義が広
く伝えられていた。しかしエルサレムは救い主を迎える備
えをしていなかった。
天の使者たちは、神が聖なる真理の光を世に伝えるた

めに召された民の無関心を驚いて見た。ユダヤ国民はキ

28
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リストがアブラハムの後裔（こうえい）としてダビデの家
系からお生まれになることの証人としてとっておかれたの
であった。それなのに彼らはキリストの来臨が間近に迫っ
ていることを知らなかった。宮では、朝夕のいけにえに
よって毎日神の子羊キリストがさし示されていた。しかし
そこでさえキリストを迎える備えができていなかった。祭
司たちも国民の教師たちも、各時代を通じて最大の事件が
まさに起ころうとしていることを知らなかった。彼らは、
無意味な祈りをとなえ、人々にみせるために礼拝の儀式を
とり行っていたが、富と世俗的なほまれを求めることにば [686]
かりあくせくとしていて、メシヤの出現に対する準備がで
きていなかった。同じような無関心がイスラエルの国じゅ
うにみなぎっていた。俗事に没頭している利己的な心は、
全天を感動させているよろこびを感ずることができなかっ
た。ほんのわずかな人たちだけが目に見えないお方にお目
にかかるのを待ちこがれていた。この人たちのもとへ天の
使者が送られた。
天使たちは、ヨセフとマリヤがナザレの家からダビデ

の町へ旅をしているのにつきそっている。ローマ帝国の
広大な領土の民族を登録する法令がガリラヤの山間の住民
たちにまで及んだ。昔イスラエル人の捕虜を解放するため
にクロスが世界帝国の王位に召されたように、シーザー・
オーガスタスは、イエスの母をベツレヘムに行かせるこ
とによって、神の御目的を成就する代理者とされる。マリ
ヤはダビデの家系なので、ダビデの子はダビデの町で生ま
れねばならない。ベツレヘムから「イスラエルを治める者
が. . . . . .出る。その出るのは昔から、いにしえの日からで
ある」と預言者は言った（ミカ5：2）。しかしこのダビデ
王の家系の町で、ヨセフとマリヤはみとめられもしなけれ
ば、とうとばれもしない。疲れはてて家もなく、彼らはそ
の晩休むところを求めて、都の門から町の東端まで、せま
い通りをむなしく歩きつくす。満員の宿屋には彼らを泊め
る部屋がない。彼らはっいに動物を入れてあるそまつな小
屋の中に宿る場所を見いだし、ここで世の救い主がお生ま
れになる。
人々はそのことを知らないが、天はこの知らせを聞いて

よろこびに満たされる。光の世界の天使たちは一層深くや
さしい関心をもって地にひきつけられる。全世界はイエス
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がおいでになることによって輝きを増す。ベッレヘムの丘
の上空には無数の天使の群れが集っている。彼らは喜びの
おとずれを世に宣伝してもよいとの合図を待っている。も
しイスラエルの指導者たちが義務に忠実だったら、イエス
の誕生を布告する喜びにあずかることができたのである。
しかしいま彼らは無視される。
神は「わたしは、かわいた地に水を注ぎ、干からびた地

に流れをそそぎ」、「光は正しい者のために暗黒の中にも
あらわれる」と宣言される（イザヤ44：3、詩篇112：4）。
光を求めている者に、そしてそれをよろこんで受け入れ
る者に、神のみ座からの輝かしい光が照りかがやくのであ
る。
ダビデがかつて羊の群れをつれて歩いた野で、羊飼た

ちはまだ夜の見張りをつづけていた。その静かな時間に、
彼らは約束の救い主について語り合い、ダビデの王座に王
なるキリストがおいでになるように祈っていた。すると見
よ、「主のみ使が現れ、主の栄光が彼らをめぐり照らした
ので、彼らは非常に恐れた。み使は言った、『恐れるな。
見よ、すべての民に与えられる大きな喜びを、あなたが
たに伝える。きょうダビデの町に、あなたがたのために救
い主がお生れになった。このかたこそ主なるキリストであ
る』」（ルカ2：911）。
このことばに、栄光の光景が、聞いている羊飼たちの心

を満たす。イスラエルに救い主がおいでになったのだ。権
力と栄誉と勝利が主の来臨に連想されている。しかし天使
は、彼らが貧しさとはずかしめのうちにあられる救い主を
みとめるように彼らを準備させねばならない。「あなたが
たは、幼な子が布にくるまって飼葉おけの中に寝かしてあ
るのを見るであろう。それが、あなたがたに与えられるし
るしである」と天使は言う（ルカ2：12）。
天の使者は彼らの恐れを静めた。彼はどうしたらイエス

に会えるかを教えた。人間の弱さに対する思いやりから、
彼は羊飼たちが天来の輝く光になれるように間をおいた。
それから歓喜と栄光はもうかくしきれなかった。平原全体
が神の軍勢の輝く光に照らされた。地は静まり、天は低く
たれて歌をきいた。
「いと高きところでは、神に栄光があるように、地の上

では、み心にかなう人々に平和があるよりに」
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（ルカ2：14）

ああ、今日、人類家族がその歌をみとめることができる [687]
ように。その時なされた布告、その時うたわれた歌の調べ
は、世の終りまで高まり、地のはてまでひびき渡るのであ
る。義の太陽キリストが、翼にいやしのカをそなえて昇ら
れる時、その歌は、大水のひびきのように、「ハレルヤ、
全能者にして主なるわれらの神は、王なる支配者であられ
る」と声をあげる大群衆によってふたたびうたわれるので
ある（黙示録19：6）。
天使たちが姿を消すにつれて光はうすれ、夜の影がも

う1度ベツレヘムの丘に落ちた。しかし人間の目がかつて見
た最も輝かしい光景は羊飼たちの記憶に残った。「み使た
ちが彼らをはなれて天に帰ったとき、羊飼たちは『さあ、
ベツレヘムへ行って、主がお知らせ下さったその出来事を
見てこようではないか』と、互に語り合った。そして急い
で行って、マリヤとヨセフ、また飼葉おけに寝かしてある
幼な子を捜しあてた」（ルカ2：15、16）。
羊飼たちは、非常によろこんで出かけ、自分たちの見た

り聞いたりしたことを告げ知らせた。「人々はみな、羊飼
たちが話してくれたことを聞いて、不思議に思った。しか
し、マリヤはこれらのことをことごとく心に留めて、思い
めぐらしていた。羊飼たちは、見聞きしたことが何もかも
自分たちに語られたとおりであったので、神をあがめ、ま
たさんびしながら帰って行った」（ルカ2：1820）。
今日、天と地は、羊飼たちが天使たちの歌をきいた時よ

りも広いへだたりがあるのではない。人類はいまもなお、
普通の職業についている普通の人たちが昼間天使たちと会
い、ぶどう園と畑で天の使者たちと語った時と同じに、天
の関心のまとである。人生の平凡な世渡りをしているわれ
われにとって天は非常に近いことがある。天の宮廷からの
天使たちは、神が命じられるままに動きまわる人たちの歩
みにつきそりであろう。
ベツレヘムの物語はつきない話題である。その中に、

深い「神の知恵と知識との富」がかくされている（ロー
マ11：33）。天の王座をうまぶねと、敬いしたう天使たち
を畜舎の動物たちととりかえられた救い主の犠牲にわれ
われは驚くのである。この救い主の前に出ると、人間の誇
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りと自己満足が責められる。しかもこの犠牲は、救い主の
驚くべきへりくだりのはじまりにすぎなかった。アダムが
エデンで罪を知らなかった時でさえ、神のみ子が人の性質
をおとりになることは無限の屈辱に近かった。ところがイ
エスは人類が4000年にわたる罪によって弱くなっていた時
に人性をおとりになったのである。アダムのすべての子ら
と同じように、イエスは遺伝という大法則の作用の結果を
お受けになった。そのような結果がどういうものであるか
は、イエスのこの世の先祖たちの歴史に示されている。主
は、われわれの苦悩と試みにあずかり、罪のない生活の模
範をわれわれに示すために、このような遺伝をもっておい
でになったのである。
サタンは天にいた時、神の宮廷におけるキリストの地位

のことでキリストを憎んでいた。彼は自分自身がその地位
から退けられると、ますますキリストを憎んだ。彼は罪人
である人類を救うことを誓われたお方を憎んだ。それでも
神は、サタンが主権を主張しているこの世へ、み子イエス
が人間の弱さを受けつぐ無力な赤ん坊としておいでになる
ことをお許しになった。神はイエスが、すべての人と同じ
ように人生の危険に会い、すべての人間と同じに失敗と永
遠の損失をかけて戦われることをお許しになった。
人間の父親の心は自分の子供の上にそそがれる。彼は

幼い子供の顔に見入り、人生の危険を思ってふるえる。彼
は自分のかわいい子をサタンの力から守り、誘惑と戦いに
会わせたくないと熱望する。神は、われわれの幼な子たち
のために、人生の道を安全にするために、ご分のひとり子
を、もっとはげしい戦いと、もっと恐ろしい危険に会わせ
るためにお与えになった。ここにこそ愛がある。ああ、も
ろもろの天よ、驚嘆せよ。ああ、地よ、おどろけ。
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本章はルカ2：2138に基づく

キリストがお生まれになって40日ばかりたつと、ヨセフ
とマリヤは、イエスを神にささげ、またいけにえをささげ
るために、イエスをエルサレムにつれて行った。このこと
はユダヤ人の律法に定めてあるのに従ったもので、キリス
トは、人間の身代りとして、こまかい点まで律法に従われ
ねばならない。律法に従っているしるしとして、キリスト
はすでに割礼の式をお受けになっていた。
律法によれば、母親の献げ物として燔祭（はんさい）の

ために1才の小羊、罪祭のために若い家ばとまたは山ばとを
ささげるように要求されていた。しかしもし両親が貧しく
て小羊をささげることができなければ、1つがいの山ばとも
しくは2羽の若い家ばとを、1羽は燔祭のために、1羽は罪祭
のためにささげても受け入れられることが律法に定められ
ていた。
神にささげる献げ物は傷のないものでなければならな

かった。こうした献げ物はキリストを表わしていた。この
ことからイエスご自身が肉体的に欠点のないお方であるこ
とが明らかである。キリストは、「きずも、しみもない小
羊」であった（ぺテロ1：19）。キリストのお体にはどん
な欠点による傷もなく、その肉体は強く健康であった。そ
してキリストは一生の間自然の法則に従った生活を送られ
た。霊的ばかりでなく肉体的にも、キリストは、神の法則
に従うことによって神がすべての人間をこのようなものに
したいとご計画になったものの見本であられた。
長子を神にささげることは、最も古い時代から始まっ

ていた。神は天の長子であられるキリストを罪人の救いの
ために与えると約束された。この賜物（たまもの）を認め
るしるしとして、どの家庭においても、長男が神にささげ
られた。長男は、人々の中におけるキリストの代表者とし
て、祭司職にささげられるのであった。

33
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イスラエルがエジプトから救われた時、長子をささげる
ことがふたたび命じられた。イスラエルの民がエジプト人
の奴隷となっていた時、神はモーセに、エジプトの王パロ
のところへ行ってこう言いなさいと命令された。「『主は
こう仰せられる。イスラエルはわたしの子、わたしの長子
である。わたしはあなたに言う。わたしの子を去らせて、
わたしに仕えさせなさい。もし彼を去らせるのを拒むなら
ば、わたしはあなたの子、あなたの長子を殺すであろう』
と」（出エジプト4：22、23）。
モーセはこのことばを伝えたが、高慢な王はこう答え

た。「主とはいったい何者か。わたしがその声に聞き従っ
てイスラエルを去らせなければならないのか。わたしは主
を知らない。またイスラエルを去らせはしない」（出エジ
プト5：2）。神はご自分の民のためにしるしとふしぎとを
通して働き、パロの上に恐るべき刑罰をお送りになった。
ついに、滅びをもたらす天使が、エジプト人の中の長子と
獣の初子（ういご）を殺すように命じられた。イスラエル
人が救われるためには、殺した小羊の血を門口に塗るよう
に命じられた。天使が死の使いにやってきた時、イスラエ
ル人の家々を過ぎ去るように、どの家にも目印がつけられ
るのであった。
この刑罰をエジプトに送られてから、神はモーセにこ

う言われる。「イスラエルの人々のうちで、すべてのう
いご、すなわちすべてはじめに胎を開いたものを、人で
あれ、獣であれ、みな、わたしのために聖別しなければな
らない。それはわたしのものである。」「ういごはすべて
わたしのものだからである。わたしは、エジプトの国にお
いて、すべてのういごを撃ち殺した日に、イスラエルのう
いごを、人も獣も、ことごとく聖別して、わたしに帰せし
めた。彼らはわたしのものとなるであろう。わたしは主で
ある」（出エジプト13：2、民数記3：13）。幕屋の奉仕が
制定されてからは、神は、聖所で奉仕するために、全イス
ラエルの長子の代りにレビ族をお選びになった。しかし長
子はやはり神のものとみなされ、あがないの金で買いもど
されるのであった。[689]
このように、長子をささげる律法は特に意義のあるも

のとされていた。それは神がイスラエルの民を救済された
ふしぎなみわざの記念であると同時に、また神のひとり子
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イエスによってなしとげられるさらに大いなる救済を予表
していた。門口に塗られた血によってイスラエルの長子が
救われたように、キリストの血には世の人々を救う力があ
る。
だからキリストの献納には何という深い意味があったこ

とだろう。だが祭司はそのヴェールの中まで見なかった。
彼はその奥にある神秘を読まなかった。幼子をささげる
ことはよく見られる光景であった。来る日も来る日も、祭
司は赤ん坊を神にささげるたびにあがないの金を受け取っ
た。毎日毎日、彼はこのきまりきった日課をくりかえし、
両親が金持ちだとか身分が高いなどという何らかのしるし
を見ること以外には、親や子供たちにほとんど注意を払わ
なかった。ヨセフとマリヤは貧しかった。彼らが子供をつ
れてきた時、祭司たちはそこにガリラヤ人のみなりをして
最も粗末な服を着た1組の男女を見たにすぎなかった。彼ら
の様子には人の注意をひくようなものは何もなかった。彼
らは貧しい階級の人々のために定められた献げ物しかささ
げなかった。
祭司は職務通りに式をとり行った。彼は子供を腕に受け

取ると、その子を祭壇の前にさし出した。それからまた母
親の手にもどして、長子の名簿に「イエス」という名前を
書き入れた。赤ん坊を腕にだいていた時、彼はその子が天
の大君、栄光の王であるなどとは思いもしなかった。祭司
はこの赤ん坊が、モーセによって「主なる神は、わたしを
お立てになったように、あなたがたの兄弟の中から、ひと
りの預言者をお立てになるであろう。その預言者があなた
がたに語ることには、ことごとく聞きしたがいなさい」と
書かれていたお方であるとは思いもかけなかった（使徒行
伝3：22）。彼はこの赤ん坊こそモーセがその栄光を見たい
と願ったお方であるとは、思いもしなかった。ところが、
モーセより偉大なお方がこの祭司の腕にだかれておられた
のである。祭司がこの子供の名前を名簿に記入した時、彼
はユダヤ人の制度全体の土台であるお方の名前を書き人れ
ていたのだった。その名はユダヤ人の制度を廃止する宣告
となるのだった。いけにえと献げ物の制度はだんだん古く
なっていたからである。型は本体に、影は実物にほとんど
合っていた。
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シカイナ（注・贖罪所[しょくざいしょ]のエホバの栄
光）はすでに聖所からとり去られていたが、栄光はべツレ
ヘムの幼子イエスのうちにおおいかくされ、その前に天使
たちは頭をたれるのであった。何も知らないこの幼子は、
約束の後裔で、エデンの門の最初の祭壇はこのお方をさし
ていた。この幼子こそ平和を与えるお方、シロであった。
「われはありてある者なり」とモーセにご自身を宣告され
たのはこのお方であった。雲と火の柱の中にあってイスラ
エルをみちびかれたのはこのお方であった。これこそ預言
者たちが長い間預言してきたお方であった。彼は万国の民
の願望であり、ダビデの祖先でありまた子孫であり、輝く
あけの明星であった。イスラエルの名簿に書きこまれ、わ
れわれの兄弟たることを宣告されたこの無力な小さな赤ん
坊の名前こそ、堕落した人類の望みであった。あがないの
金を払ってもらったこの子供が、全世界の罪のためにあが
ないの金を払われるお方であった。彼は、「神の家を治め
る大いなる祭司」であり、「変らない祭司の務」の長であ
り、「高き所にいます大能者の右に、座につかれた」仲保
者であった（ヘブル10：21、7：24、1：3）。
霊的な事物は霊的に見わけられる。宮の中で、神のみ子

は、ご自分がそのためにおいでになった働きのためにささ
げられた。祭司はイエスをほかの子供と同じようにみなし
た。彼は普通と変ったものを何も見たり感じたりしなかっ
たが、み子をこの世にお与えになった神の行為はみとめら
れた。この機会は、キリストが認められないままに過ぎ去
りはしなかった。「そのとき、エルサレムにシメオンとい
う名の人がいた。この人は正しい信仰深い人で、イスラエ
ルの慰められるのを待ち望んでいた。また聖霊が彼に宿っ
ていた。そして主のつかわす救い主に会うまでは死ぬこと[690]
はないと、聖霊の示しを受けていた」（ルカ2：25、26）。
シメオンが宮にはいってくると、彼はそこに長子を祭司

の前にさし出している家族を見る。彼らの身なりは貧しさ
を物語っている。だがシメオンは聖霊のお告げがわかる。
彼は神にささげられている幼子が、イスラエルの慰め主、
長い間待ちこがれていたお方であるとの印象を強く受け
る。驚いた祭司の目には、シメオンが狂喜した人間のよう
に見える。
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子供はマリヤの手にかえされていたが、彼はそれを自分
の腕に受けとって神にささげる。すると彼の心にかつて経
験したことのない歓喜がわき起こる。彼は幼子の救い主を
天の方へ高く持ちあげて、「主よ、いまこそ、あなたはみ
言葉のとおりにこの僕を安らかに去らせてくださいます。
わたしの目が今あなたの救を見たのですから。この救は
あなたが万民のまえにお備えになったもので、異邦人を照
らす啓示の光、み民イスラエルの栄光であります」と言う
（ルカ2：2932）。
預言の霊がこの神のしもべの上にくだった。ヨセフと

マリヤが彼のことばをあやしみながら立っていると、シ
メオンは彼らを祝福し、マリヤに向かって、「ごらんな
さい、この幼な子は、イスラエルの多くの人を倒れさせた
り立ちあがらせたりするために、また反対を受けるしるし
として、定められています。——そしてあなた自身もつる
ぎで胸を刺し貫かれるでしょう。——それは多くの人の心
にある思いが、現れるようになるためです」と言った（ル
カ2：34、35）。
女預言者アンナもはいってきて、キリストについてシメ

オンのあかしを確認した。シメオンが語ると、アンナの顔
は神の栄光に輝き、彼女は主なるキリストを見ることがゆ
るされたことに心から感謝のことばを出した。
こうした謙虚な礼拝者たちが預言を研究していたこと

はむだではなかった。だがイスラエルの役人や祭司として
地位を占めていた人たちは、同じように預言のとうといこ
とばを目の前にしながら、主の道に歩まず、その目はいの
ちの光であられるキリストを見るために開かれていなかっ
た。
今も同じである。宗教界の指導者たち、神の家の礼拝

者たちは、全天の注意が集中されている諸事件をみわけ
ることができず、そのような事件が起こったことさえ気
がつかない。人は歴史上のキリストを認めるが、生きて
おられるキリストからは離れ去っている。自己犠牲を呼び
かけているみことばの中のキリスト、助けを訴えている貧
しい人々や苦しんでいる人々の中におられるキリスト、貧
しさと骨折りと恥を伴う義の働きの中におられるキリスト
は、1800年前と同じように今もまた容易に人々に受け人れ
られないのである。
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マリヤは、シメオンの深遠な預言を心に思いめぐらし
た。自分の腕にだかれている子供をながめ、ベツレヘム
の羊飼たちが語ったことばを心に思い浮べて、マリヤは感
謝の喜びと輝かしい望みに満たされた。シメオンのことば
は彼女の心にイザヤが預言したことばを思い起こさせた。
「エッサイの株から1つの芽が出、その根から1つの若枝が
生えて実を結び、その上に主の霊がとどまる。これは知恵
と悟りの霊深慮と才能の霊、主を知る知識と主を恐れる霊
である。. . . . . .正義はその腰の帯となり、忠信はその身の
帯となる」「暗やみの中に歩んでいた民は大いなる光を見
た。暗黒の地に住んでいた人々の上に光が照った。. . . . . .ひ
とりのみどりごがわれわれのために生れた。ひとりの男の
子がわれわれに与えられたまつりごとはその肩にあり、そ
の名は、『霊妙なる議士、大能の神、とこしえの父、平和
の君』ととなえられる」（イザヤ11：15、9：26）。
しかし、マリヤはキリストの使命を理解しなかった。シ

メオンは、キリストのことをイスラエルの栄光であるばか
りでなく、異邦人を照す光であると預言した。同じように
天使たちは救い主の誕生を全人類へのよろこびのおとずれ
として告げ知らせた。神はメシヤの働きについてユダヤ人
の狭い考え方を直そうとしておられた。神は、人々がキリ
ストをイスラエルの救済者としてばかりでなく、また世の
あがない主として見るように望まれた。だがイエスの母マ
リヤでさえイエスの使命を理解するのに長年かからねばな[691]
らない。
マリヤは、メシヤがダビデの位にあって統治されるの

を待ち望んだが、それが苦難のバプテスマによって獲得さ
れなければならないことには気がつかなかった。メシヤが
この世で歩まれる道は平坦（へいたん）な道ではないこと
が、シメオンを通して明らかにされている。「あなた自身
もつるぎで胸を刺し貫かれるでしょう」とマリヤに言われ
たことばの中に、やさしい憐れみのある神は、イエスの母
の苦悩を暗示されたが、彼女はイエスのためにすでにその
苦悩を負い始めていた（ルカ2：35）。
シメオンは、「ごらんなさい。この幼な子は、イスラエ

ルの多くの人々を倒れさせたり立ちあがらせたりするため
に、また反対を受けるしるしとして、定められています」
と言った（ルカ2：34）。もう1度立ちあがりたい者は倒れ



第5章献納 39

ねばならない。キリストのうちにあって高められるには、
その前に岩なるキリストの上に落ちてくだかれねばなら
ない。霊的王国の栄光を知りたければ自我を心の王座から
退け、高慢な心がへりくだらねばならない。ユダヤ人は、
屈辱を通して到達される栄光を受け入れようとしなかっ
た。したがって、彼らは彼らの救い主を受け入れようと
しなかった。彼は、「反対を受けるしるし」であった（ル
カ2：34）。
「多くの人の心にある思いが現れるようになるためで

す」（ルカ2：35）。救い主の生涯の光の中には、飼造主
から暗黒の君にいたるまで、すべての人の心があらわさ
れている。サタンは神のことを、利己的で圧制的なお方、
すべてを要求されるが、何一つお与えにならないお方、自
分自身の栄誉のために被造物の奉仕を要求されるお方、被
造物のために何の犠牲協わないお方であるなどと言いふら
してきた。だがキリストという賜物が天父のみこころをあ
らわしている。それが証拠は、われわれに対する神のみこ
ころが「わざわいを与えようというのではなく、平安を与
えよう」との思いに示される（エレミヤ29：11）。それは
神が罪を憎まれることは死のように強く、罪人に対する神
の愛は死よりも強いことを宣言している。神は、われわれ
のあがないを引き受けられたからには、その働きの完成に
必要なものは、それがどんなに大事なものであろうと、何
一つ惜しまれないのである。われわれの救いに必要な真理
は何一つ与えられないものはなく、どんな恵みの奇跡もお
ろそかにされず、どんな天来の方法も用いられないものは
ない。恵みに恵みが、賜物に賜物が加えられる。神が救お
うとしておられる人々のために天の倉庫は全部開かれてい
る。神は宇宙の富を集め、無限な力のみなもとを開いて、
それらを全部キリストの手にお与えになり、これは全部人
類のためだと言われる。天にも地にもわたしの愛より大き
な愛はないことを人々にわからせるためにこれらの賜物を
用いなさい。人の最大の幸福は、わたしを愛することにあ
るのだ。
カルバリーの十字架に、愛と利己心が向かい合って立っ

た。ここにこの両者の最高のあらわれがあった。キリスト
は慰め、祝福するためだけに生活された。ところがサタン
はキリストを死なせることによって神に対する憎悪という
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悪意をあらわした。サタンは彼の反逆の真の目的が神をみ
座から退けることと、神の愛を現わされたキリストを滅ぼ
すこととにあることを明らかにした。
キリストの一生と死によって人の思いもまた明るみに出

た。飼葉おけから十字架にいたるまで、キリストの一生は
克己への呼びかけであり、苦難を共にするようにとの呼び
かけであった。それは人々の意図をあらわした。イエスは
天の真理をもっておいでになったが、聖霊の声をきいてい
た者はみなキリストにひきつけられた。自我をおがんでい
た者はサタンの王国に属した。キリストに対する態度を通
してみな自分がどちらの側に立っているかをあらわした。
このようにして人はみな自分で自分に宣告をくだすのであ
る。
最後の審判の日に、失われた魂はみな自分が真理をこ

ばんだことがどういうことであったかを悟る。十字架が示
されると、罪とがのために心が盲目になっていた者がみな
十字架の真の意義を悟る。神秘的な犠牲者イエスのカルバ
リーの光景を前にして、罪人は有罪の宣告を受ける。あら
ゆるいつわりの口実は一掃される。人類の背信はその憎む[692]
べき性格のままにあらわされる。人々は自分たちの選択が
どんなものであったかを知る。長年の争闘における真理と
誤謬（こびゅう）の問題がその時明らかにされる。宇宙の
さばきにおいて、神には罪の存在や罪の継続にすこしも責
任のないことがわかる。神の律法は罪の幇助（ほうじょ）
ではないことが実際に示される。神の統治には欠点がな
く、不満の原因はなかった。すぺての人の心の思いが明ら
かにされる時、神の忠実な者たちも反逆した者たちも声を
そろえて、「万民の王よ、あなたの道は正しく、かつ真実
であります。主よ、あなたをおそれず、御名をほめたたえ
ない者が、ありましょうか。. . . . . .あなたの正しいさばき
が、あらわれるに至ったからであります」と宣言する（黙
示録15：3、4）。
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本章はマタイ2章に基づく

「イエスがヘロデ王の代に、ユダヤのベツレヘムでお
生れになったとき、見よ、東からきた博士たちがエルサ
レムに着いて言った、『ユダヤ人の王としてお生れになっ
たかたは、どこにおられますか。わたしたちは東の方で
その星を見たので、そのかたを拝みにきました』」（マタ
イ2：1、2）。
東の博士たちは哲学者であった。彼らは貴族を含む有力

な大階級に属し、国民の富と学問の大部分を占めていた。
これらの人々の中には民衆の信じやすい心につけこむ者が
多かった。しかし自然界における神のしるしを調べ、その
高潔さと知恵を尊敬されている人々もいた。イエスのとこ
ろへやってきた博士たちはこの種類の人たちであった。
神の光はいつも異教の暗黒の中に輝いている。これらの

東の博士たちが星空を調べ、星の光る道にかくされている
神秘をさぐっていた時、彼らは創造主の栄光を見た。もっ
とはっきりした知識を求めて、彼らはヘブライの聖書を調
べた。彼ら自身の国には、天来の教師が現われることを予
告した預言者の書が秘蔵されていた。バラムは一時は神の
預言者だったが、魔術士に属していた。聖霊によって彼は
イスラエルの繁栄とメシヤの現われを預言したことがあっ
て、その預言が言い伝えによって世紀から世紀へ伝えられ
ていた。しかし旧約聖書の中には、救い主の来臨がもっと
はっきり啓示されていた。博士たちは、キリストの来臨が
近いことと、全世界が神の栄光についての知識で満たされ
ることを知ってよろこんだ。
ベツレヘムの丘に神の栄光が満ちあふれたその夜、こ

の博士たちは天に一つの神秘な光を見た。その光が消える
と、一つの光り輝く星があらわれ、空にとどまった。それ
は恒星でも遊星でもなかったので、この現象は最も深い興

41
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味をそそった。この星は遠くに輝く一群の天使たちだった
が、博士たちはそのことを知らなかった。
だが彼らは、その星が自分たちにとって特別な意味が

あるという感銘を受けた。彼らは祭司たちや哲学者たちの
意見をきき、古代の記録の巻物を調べた。バラムの預言に
は、「ヤコブから1つの星が出、イスラエルから1本のつえ
がおこり」とあった（民数記24：17）。このふしぎな星は
約束されたお方の前ぶれとしてつかわされたのではないだ
ろうか。博士たちは天来の真理の光をよろこんで受け入れ
ていたいまその光は一層明るい光で彼らを照らした。彼ら
は夢を通して、こんどお生まれになった君をさがしに行く
ようにとのお告げを受けた。
アブラハムが神の召しを受けて、「その行く所を知らな

いで」信仰によって出て行ったように（ヘブル11：8）、ま
たイスラエル人が信仰により雲の柱のあとについて約束の
地へ行ったように、この異邦人たちは約束の救い主をみつ
けるために出かけて行った。東の国には宝がたくさんあっ
たので、博士たちはからてでは出発しなかった。王子たち
や身分の高い人たちに敬意を表わす行為として贈り物をさ[693]
さげるのが習慣だったので、地上の全人類の祝福となって
くださるお方にささげる贈り物として、彼らは国にある最
高の贈り物をたずさえて行った。星を目当てに行くには夜
間に旅をしなければならなかった。だが旅人たちは、さが
し求めているお方についての言い伝えや預言のことばをく
りかえして時間をまぎらした。休息のために立ちどまるた
びに、彼らは預言を調べた。すると、自分たちは神に導か
れているのだという確信が強くなった。彼らの前には外面
的なしるしとして星があったが、同時にまた聖霊による内
面的な証拠が与えられ、それが彼らの心に語り、望みを起
こさせるのだった。旅は長かったが、彼らにとって楽しい
旅であった。
博士たちは、イスラエルの国に到着し、エルサレムを

見おろしながらオリブ山をくだっている。するとその時、
見よ、疲れた旅路をずっとみちびいてきた星が宮の上にと
まり、しばらくすると、彼らの視界から消える。彼らは、
人々がみなメシヤの誕生を口々に語り合ってよろこんでい
るにちがいないと確信して、元気な足どりで進んで行く。
だが彼らの質問はむだである。聖都に入ると、彼らは宮へ
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行く。驚いたことに、生まれたばかりの王について知って
いるらしい者は1人もいない。彼らにたずねられて人々の顔
にはよろこびの色が浮かないで、むしろ驚きと恐れがみら
れ、軽蔑さえまじっていないとはいえない。
祭司たちは言い伝えをくりかえしている。彼らは自分た

ちの宗教と自分自身の敬虔さを称賛するが、その一方では
ギリシャ人やローマ人を異教徒として攻撃し、また誰より
も罪人を責める。博士たちは偶像礼拝者ではなく、神の御
目には、神の礼拝者であることを自称しているこれらの人
たちよりもずっと高い立場にあるが、ユダヤ人からは異教
徒としてみられている。神のみことぼの保護者として任命
されている人たちの中にあってさえ、博士たちの熱心な質
問は共感をよび起こさない。
博士たちの到着はたちまちエルサレムじゅうに言いふら

された。彼らのふしぎな使命は民衆の間にさわぎをひき起
こし、それはヘロデ王の宮殿の中にまで伝わった。ずるい
エドム人であるヘロデは、競争者があらわれるかもしれな
いという暗示に感情を刺激された。彼の王位への道は、か
ぞえきれない殺人の血にそまっていた。異なった人種の由
血をひいていたために、彼は統治している人民から憎まれ
ていた。彼の唯一の安全保障はローマのひいきであった。
しかしこの新しい君は、ヘロデよりも高い権利を持ってお
られた。彼はこの王国を継ぐ者としてお生まれになったの
である。
ヘロデは、祭司たちがこの旅人たちとはかりごとをめぐ

らして、民衆の暴動をひき起し、自分を王位から追い出そ
うとしているのではないかと疑った。しかし彼は、もっと
すぐれた巧妙さで彼らのくわだての裏をかいてやろうと決
心し、彼らに対する疑惑をかくした。彼は祭司長たちと律
法学者たちとを召し集めると、メシヤ生誕の場所について
聖書には何と教えられているかとたずねた。
王位を奪った者の口から、しかも旅人たちの願いによっ

てなされたこの質問は、ユダヤの教師たちの誇りを傷つ
けた。預言の書に対する彼らの無関心な態度はこのねたみ
深い暴君を怒らせた。王は彼らがその問題について知って
いるのをかくそうとしているのだと思った。王はあえて無
視できないような権威をもって、彼らの期待している王の
生誕地をよく調べて返答するように命じた。「彼らは王に
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言った、『それはユダヤのベツレヘムです。預言者がこう
しるしています、
「ユダの地、ベツレヘムよ、
おまえはユダの君たちの中で、
決して最も小さいものではない。
おまえの中からひとりの君が出て、
わが民イスラエルの牧者となるであろう」』」

（マタイ2：5、6）

そこでヘロデは、博士たちを招いて個人的に面会した。
彼の心には怒りと恐れの嵐（あらし）がたけり狂っていた[694]
が、外観は平静をよそおって、旅人たちにいんぎんに応対
した。王はいつ星が現われたかをたずね、キリストがお生
まれになったらしいという知らせをよろこんで歓迎するよ
うな口をきいた。彼は来訪者たちに、「行って、その幼な
子のことを詳しく調べ、見つかったらわたしに知らせてく
れ。わたしも拝みに行くから」と告げた（マタイ2：8）。
そう言って王は、ベツレヘムへの道をつづけさせるために
彼らを去らせた。
エルサレムの祭司たちと長老たちは、知らないふりをし

ていたが、しかし実際にキリストの生誕について知ってい
なかったのではなかった。天使たちが羊飼たちのところへ
やってきたといううわさはエルサレムに伝わっていたが、
ラビたちはそれを注目に値しないものとみなしていた。
ラビたち自身がイエスをさがし出して、博士たちをその誕
生の場所に案内するのならまだしも、そうではなくて、博
士たちがメシヤの誕生について彼らの注意をよび起こすた
めにやってきたのである。「ユダヤ人の王としてお生れに
なったかたは、どこにおられますか。わたしたちは東の方
でその星を見たので、そのかたを拝みにきました」と博士
たちは言った（マタイ2：2）。
そこで、高慢とねたみのために、光に対してとびらがと

ざされた。羊飼たちと博士たちによって伝えられたうわさ
がもし信用されたら、祭司たちとラビたちの立場ははなは
だおもしろくないものになり、自分たちが神の真理の解説
者であるという彼らの主張はくつがえされることになる。
この学識のある教師たちは、自分たちが異教徒と呼んで
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いる人々の前に身を低くして教えを受けようとはしなかっ
た。神が自分たちをみすごして、無知な羊飼たちや割礼を
受けていない異邦人たちにお知らせになるはずがないと、
彼らは言った。彼らはヘロデ王やエルサレムじゅうをわ
きたたせているうわさに軽蔑を示そうと決心した。彼らは
そうしたことがほんとうかどうかを確かめるためにベツレ
ヘムに行ってみようとさえしなかった。そしてイエスにつ
いての関心を狂信的な騒ぎだと人々に考えさせた。祭司た
ちとラビたちからキリストが捨てられることはここにはじ
まった。ここから彼らの高慢と頑迷さとが、救い主に対す
るかわらない憎しみへと発展していった。神が異邦人に門
戸をお開きになっているのに、ユダヤ人の指導者たちは彼
ら自身の門戸をとざしていた。
博士たちは彼らだけでエルサレムを出発した。町の門

を出ると夜のとばりがおりてきたが、彼らはふたたびあの
星をみつけて非常に喜び、ベツレヘムへみちびかれた。博
士たちは、イエスのいやしい身分について羊飼たちが受け
たような知らせを受けていなかった。長い旅ののちに、彼
らはユダヤ人の指導者たちの無関心に失望し、エルサレム
を出る時には町へ入ってきた時ほどの確信がなかった。ベ
ツレヘムでは生まれたばかりの王を護衛するために置かれ
ている親衛隊はみられなかった。世の高位高官の人たちは
誰もつきそっていなかった。イエスは飼葉おけをゆりかご
としておられた。無教育ないなか者である両親が、イエス
の唯一の保護者であった。これがほんとうに、「ヤコブの
もろもろの部族をおこし、イスラエルのうちの残った者を
帰らせる. . . . . .もろもろの国びとの光となして、わが救いを
地の果にまでいたらせよう」と書かれているお方だろうか
（イザヤ49：6）。
「（彼らは）家にはいって、母マリヤのそばにいる幼

な子に会い、ひれ伏して拝」んだ（マタイ2：11）。イエ
スのみすぼらしい身なりの下に、彼らは神の臨在をみとめ
た。彼らはイエスを救い主として愛し、それから「黄金・
乳香・没薬（もつやく）」などの贈り物をさし出した（マ
タイ2：11）。彼らの信仰は何というりっぱな信仰だったこ
とだろう。のちにローマの百卒長に、「イスラエル人の中
にも、これほどの信仰を見たことがない」と言われたこと
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ばは、この東の博士たちについても言えたであろう（マタ
イ8：10）。
博士たちはイエスに対するヘロデの計略を見破っていな

かった。旅の目的を果たすと、彼らはその成功をヘロデに
知らせるつもりで、エルサレムへ引き返すしたくをした。
ところが彼らは夢の中でもうへロデと連絡してはならない
という神のお告げを受けた彼らはエルサレムをさけて、別[695]
な道から自分たちの国へ向かって出発した。
同じようにヨセフは、マリヤと子供をつれてエジプト

へのがれるようにとの警告を受けた。天使は、「あなた
に知らせるまで、そこにとどまっていなさい。ヘロデが
幼な子を捜し出して、殺そうとしている」と言った（マタ
イ2：13）。ヨセフはすぐにそのことばに従い、もっと安全
なところを求めて夜のあいだに旅立った。
博士たちを通して、神はユダヤ国民の注意をみ子の誕生

に向けられたのだった。彼らがエルサレムでたずね、民衆
の関心がそそられ、ヘロデのねたみまでひきおこし、否応
なしに祭司たちとラビたちとの注意がよぴ起され、こうし
たことのために人々の心は、メシヤに関する預言と、いま
起こったばかりの大事件に向けられた。
サタンは世から神の光をしめ出すことに力を尽し、救

い主を滅ぼすためにあらゆる悪知恵を用いた。しかしまど
ろむことも眠ることもなさらない神は、いとし子イエスを
見守っておられた。イスラエルのために天からマナをふら
せ、飢饉（ききん）の時にエリヤを養われた神は、マリヤ
とみ子イエスのために異教の土地に避難所をお備えになっ
た。また異教の国の博士たちの贈り物によって、神は、
エジプトへの旅と異国における滞在の費用をお与えになっ
た。
博士たちはあがない主を喜び迎えた最初の人々の仲間

だった。彼らの贈り物はイエスの足もとにささげられた最
初の贈り物だった。その贈り物によって、彼らは何という
尊い奉仕の特権をわがものとしたことだろう。神は愛の心
から出た贈り物を喜んで尊び、神への奉仕にそれを最も効
果的にお用いになる。心をイエスにささげたなら、われわ
れもまた贈り物をイエスのもとに持参するであろう。われ
われの金も銀も、われわれのどんなに貴重なこの世の財産
も、またわれわれの最高の知的霊的才能もみな、われわれ
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を愛し、われわれのためにご自身をお与えになったイエス
に惜しみなくささげられるであろう。
エルサレムではヘロデが博士たちの帰りをいらいらし

ながら待っていた。時がたっても彼らが現われないので、
ヘロデは疑いを起こした。ラビたちがメシヤの生誕地を明
示したがらなかったことは、彼らが自分の計画を見抜いて
いて、博士たちがわざと自分を避けた証拠のように思われ
た。そう思うと彼ははげしい怒りを感じた。計略は失敗し
たが、力に訴える方法が残っていた。彼はこの王となるべ
き子供を見せしめにしようと思った。君主を王座につけよ
うとすればどんな目に会わねばならないかを、この高慢な
ユダヤ人らに思い知らせねばならない。

2才以下の子供を全部殺せという命令をもって、ただち
に兵士たちがベツレヘムへつかわされた。ダビデの町の
静かな家々に、600年前預言者エレミヤに示された恐怖の
光景がみられた。「叫び泣く大いなる悲しみの声がラマで
聞えた。ラケルはその子らのためになげいた。子らがもは
やいないので、慰められることさえ願わなかった」（マタ
イ2：18）。
この災難はユダヤ人が自ら招いたものだった。もし彼ら

が神の前に忠実に、へりくだって歩んでいたら、神はヘロ
デ王の怒りを特殊な方法で彼らに害のないものとされたの
である。だが彼らは罪のために神から離れ、唯一の守りで
ある聖霊をこばんでいた。彼らは神のみこころに従いたい
との思いをもって聖書を学んでいなかった。彼らは、自分
たちがえらい国民になるとか、神は自分たち以外の国民を
みな軽んじておられるというふうに解釈されるような預言
ばかりをさがしていた。メシヤが王として現われて、敵を
征服し、怒りをもって異教徒をふみつけるということが彼
らの自慢であった。
こうしてユダヤ人は統治者たちの憎しみを刺激してい

た。キリストの使命について誤った考えをユダヤ人にいだ
かせることによって、サタンは救い主の破滅をたくらんで
いた。だがその目的はとげられず、破滅はかえってユダヤ
人自身の頭上にはねかえってきた。
これはヘロデの治世を暗くした最後の残虐行為の一つで

あった。罪とがのない子供たちを殺害してまもなく、彼自
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身、だれも避けることのできない運命に屈伏させられた。
彼は恐ろしい死に方をした。
ヨセフはまだエジプトにいたが、いま神の天使からイス[696]

ラエルの国へ帰るように命じられた。イエスがダビデの王
位の後継者であることを考えて、ヨセフはベツレヘムに家
庭を持ちたいと望んだ。だがアケラオが父に代ってユダヤ
を治めていることを知って、彼はこの息子（むすこ）がキ
リストに対する父ヘロデの計略を実行しはすまいかと恐れ
た。ヘロデの息子たちの中で、アケラオが父親の性格に一
番よく似ていた。彼が統治の位を継いだためにすでにエル
サレムでは暴動がみられ、ローマの守備兵によって幾千の
ユダヤ人が殺害されていた。
ふたたびヨセフは安全な場所へみちびかれた。彼は以前

の故郷であるナザレにもどり、ここにイエスはおよそ30年
間お住みになった。「これは預言者たちによって、『彼は
ナザレ人と呼ばれるであろう』と言われたことが、成就す
るためである」（マタイ2：23）。ガリラヤはヘロデの息子
の1人によって支配されていたが、ここにはユダヤよりも
もっと多くの外国人がまじって住んでいた。したがって、
特にユダヤ人に関係のある問題については比較的関心が薄
く、イエスの主張はそれほど権力者たちのねたみをひき起
こしそうになかった。
救い主がこの世においでになった時、世はこのような迎

え方をした。あがない主であられる幼な子には、休息や安
全な場所はないようにみえた。神が人類の救いのために働
きをつづけておられる時でさえ、神はいとし子を人間の手
にまかせることがおできにならなかった。キリストがこの
地上における使命を達成して、救うためにおいでになった
その人々の手にかかってなくなられるまで、神は天使たち
に命じてイエスにつきそわせ、イエスを守らせられた。
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本章はルカ2：39、40に基づく

イエスは少年時代と青年時代を小さな山村ですごされ
た。この地上のどんな場所もキリストがお住みになれば
尊い所となるのであった。王の宮殿がイエスを客として迎
える特権を持つこともできたであろう。だがイエスは金持
ちの家庭や、王宮や、有名な学問の中心地をみすごして、
入々にあなどられた片いなかのナザレを故郷とされた。
イエスの少年時代についての短い記録にはすばらしい

意味がある。「幼な子は、ますます成長して強くなり、
知恵に満ち、そして神の恵みがその上にあった」（ル
カ2：40）。イエスは、天父の愛情にはぐくまれて「ます
ます知恵が加わり、背たけも伸び、そして神と人から愛さ
れた」（ルカ2：52）。イエスの知能は活発で鋭く、年令以
上に思慮と知恵があった。しかしその品性は均整がとれて
美しかった。心とからだの能力は、幼年時の法則に調和し
てだんだんに発達した。
子供としてイエスは、特にやさしい性質をあらわされ

た。彼はいつでも人に仕えるためによろこんで手をかされ
た。イエスは何ものにもさまたげられない忍耐力と、決し
て正直さを犠牲にするようなことのない真実さをあらわさ
れた。主義においては岩のように固かったが、その生活に
は無我の親切心という美徳があらわれていた。
イエスの母は、深い関心をもってイエスの能力のあら

われを見守り、イエスの品性に完全の刻印を見た彼女は喜
んで、このりこうなものわかりのよい頭脳を伸ばそうとし
た。彼女は、神だけをわが父と呼ぶことのできるこの子供
の発達に、天と協力する知恵を、聖霊を通して受けた。
遠い昔の時代から、イスラエルの忠実な人々は、青少年

の教育に非常な注意を払ってきた。主は、子供たちに、赤
ん坊の時からでさえ、神の恵みと大いなる力について、特
に神の律法にあらわされ、またイスフエルの歴史に示され

49
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ている神の恵みと大いなる力について教えるように命じて
おられた。
歌と祈りと聖書の教訓が、成長する心に適用されるので[697]

あった。神の律法は神のご品性のあらわれであって、その
律法の原則を心に受け入れる時に、心と塊には神のみかた
ちが書き写されるということを、父母たちは子供たちに教
えるのであった。教えの多くは口頭でなされたが、青年た
ちはヘブル語の書物を読むことも学び、旧約聖書の羊皮紙
の巻物を開いて学んだ。
キリストの時代には、青少年の宗教教育のために方法

を講じない町や市は、神にのろわれるものとみなされた。
しかし教育は形式的になっていた。大部分言い伝えが聖書
と入れ代っていた。真の教育は、青少年が「熱心に追い求
めて捜しさえすれば、神を見い出せるように」することで
あった（使徒行伝17：27）。ところがユダヤ人の教師たち
は儀式のことにばかり注意を払った。学ぶ者にとって無価
値で、天の上級学校ではみとめられないような材料で頭が
いっぱいになった。神のみことばを個人的に受け入れるこ
とによって得られる経験は教育制度の中に立場を与えられ
ていなかった。外面的なことのくりかえしにばかり没頭し
ていて、学生たちは神とともに過ごす静かな時間がなかっ
た。彼らは神のみ声が心に語りかけるのをきかなかった。
彼らは知識を求めて、知恵のみなもとであられる神から離
れた。神への奉仕にどうしてもなくてはならないものがか
えりみられなかった。律法の原則はおおいかくされた。す
ぐれた教育と考えられたものが、真の発達にとって最も大
きなさまたげとなった。ラビたちの教育の下にあって、青
少年たちの能力は抑制された。彼らの頭は固く、狭くなっ
た。
子供のイエスは会堂の学校で教えを受けられなかった。

イエスの母が、イエスの最初の人間教師であった。彼女
の口と預言者たちの巻物から、イエスは天の事物について
学ばれた。イスラエルのためにご自身がモーセにお語りに
なったことばを、イエスはこんどは母のひざもとで教えら
れた。子供から青年へと成長された時も、イエスはラビの
学校へは行かれなかった。イエスはこのような学校から得
られる教育を必要とされなかった。なぜなら神がイエスの
教師であられたからである。
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救い主の公生涯の間にたずねられた質問、「この人は学
問をしたこともないのに、どうして律法の知識をもってい
るのだろう」ということばは、イエスが読み書きがおでき
にならなかったということではなくて、ただラビの教育を
お受けにならなかったということである（ヨハネ7：15）。
イエスは、われわれと同じようにして知識を得られたの
だから、彼が聖書に精通しておられたということは、少年
時代にどんなにまじめに神のみことばを学ばれたかを示し
ている。イエスの前には、神の創造のみわざというすばら
しい書庫がくりひろげられていた。万物をおつくりになっ
たお方が、ご自分の手で地と海と空とにお書きになった教
えを学ばれたのである。この世のきよくない方法から離れ
て、イエスは自然から多くの科学的な知識を集められた。
イエスは植物や動物の生活、また人間の生活を研究され
た。イエスは幼い時から一つの目的を持っておられた。そ
れは他人を祝福するために生きるということだった。この
ためにイエスは自然界にその方法をみいだされた。植物の
生活と動物の生活を研究されると、そこから方法や手段に
ついての新しい考えが頭にひらめいた。イエスは目に見え
るものの中から、神の生きたみことばを示す実例をたえず
ひき出そうとしておられた。キリストが、公生涯中に、譬
（たとえ）をもって真理についての教訓を教えることを好
まれたことは、その心が自然の影響力に向かって開かれて
いたことと、彼が日常生活の環境から霊的な教えを集めら
れたこととを示している。
このように、物事の理由をさとろうとつとめられた時、

神のみことばとみわざめ意味がイエスに示された。天使た
ちがイエスのそばにつきそっていたので、聖なる思想と霊
的なまじわりという教養がイエスのものとなった。知性が
芽ばえはじめてから、イエスはたえず霊的な恵みと真理の
知識に成長しておられた。
どの子供もイエスと同じように知識を得ることができ

る。われわれがみことばを通して天父をよく知ろうとつと
める時、天使たちがそばにきて、われわれの知能が強めら [698]
れ、われわれの品性が高められ、洗練される。われわれは
ますます救い主に似る者となる。
またわれわれが自然の美しさと雄大さをながめる時、わ

れわれの愛情は神のもとへひきよせられる。みわざを通し
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て無限なる神と接触することによって、心はおそれに満た
されるが、魂は活気づけられる。祈りを通して神とまじわ
ることによって知的道徳的能力が発達し、霊的な事物につ
いて思想を養うときに霊的な能力が強められる。
イエスの一生は神と調和した生涯であった。子供の時

分には子供のように考え、子供のように語られた。しかし
イエスのうちにある神のみかたちを傷つける罪のあとはな
かった。それでも彼は試みからまぬかれてはおられなかっ
た。ナザレの住民は悪いことで有名だった。彼らが一般
からどんなに低く見さげられていたかは、ナタナエルが、
「ナザレから、なんのよい者が出ようか」と質問したこと
ばにあらわれている（ヨハネ1：46）。イエスはその品性を
試みられるような場所におかれた。イエスはご自分の純潔
を保つためにたえず警戒しておられる必要があった。イエ
スは子供の時にも青年の時にも大人になってからも、われ
われの模範となるために、われわれが出会わねばならない
あらゆる戦いに会われた。
サタンはナザレの子イエスを征服しようとして根気よく

努力した。イエスは幼い時から天使たちに守られておられ
たが、それでも彼の一生は暗黒の勢力との長い戦いであっ
た。この地上に悪のけがれにそまらない人間がいるという
ことが、暗黒の君サタンにとっては不快であり、困ったこ
とであった。サタンは、イエスをわなにかけるためにあら
ゆる手段をあますところなく用いた。どんな人間も、救い
主が試みとのはげしい戦いのさなかで送られたようなきよ
い生活を送るように求められることはないであろう。
イエスの両親は貧しくて、毎日の骨折り仕事で生計を

たてていた。イエスは貧乏や自制や不自由の味をよく知っ
ておられた。この経験がイエスを保護した。イエスの勤勉
な生活には、試みを招くようなひまな時間がなかった。堕
落的な交際のために道を開くような無意味な時間がなかっ
た。イエスはできるだけ誘惑者に対して戸をとざしておら
れた。利益も楽しみも、あるいは称賛も非難も、イエスを
悪い行為にさそうことができなかった。イエスは悪を賢明
に見わけて、それに強く抵抗された。
キリストは、この地上においてただ1人罪のないお方で

あった。しかしイエスはおよそ30年の間、ナザレの悪い住
民の中でお暮しになったこの事実は、罪とがのない生活を
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送るには、場所や幸運や繁栄次第であると考えている人々
にとって一つの譴責である。試み、貧乏、逆境は純潔と堅
固な志を発達させるために必要な訓練である。
イエスはいなかの家に住んで、家庭の重荷を負うため

に、ご自分の責務を忠実に快活に果たされた。イエスは天
の司令官で、天使たちはそのみことばによろこんで従って
いたのだったが、いまは自発的なしもべであり、従順な愛
らしい息子であった。イエスは手仕事をおぼえ、自らヨセ
フといっしょに大工の仕事をされた。彼は一般の労働者と
同じ粗末な服を着て、小さな町の通りを歩いて、そのいや
しい仕事に邁進された。イエスはご自分の重荷をへらした
り骨折りを軽くしたりするために天来の力をお用いになら
なかった。
イエスが子供と青年の時代に働かれた時、その心と体

が発達した。イエスは体力を向こうみずに用いないで、ど
の方面でも一番よい仕事ができるように、体力を健康に保
つような方法で働かれた。イエスは道具のとり扱いでさえ
不完全であることを好まれなかった。彼は品性において完
全であられたように、職人として完全であられた。イエス
は、ご自身の模範を通して、勤勉であることはわれわれの
義務であること、われわれの働きは正確に徹底的に1、な
ければならないこと、またこのような労働は尊いものであ
ることをお教えになった。手を役立たせることを教え、生
活の重荷の自分の分を負うように青年たちを訓練する実際
の働きによって、肉体的な力が与えられ、あらゆる能力が
発達させられる。人はみな自分自身にとって益となり、ま
た他人に役立つことを何かみつけ出 してしなければなら [699]
ない。神は働くことを祝福としてお命じになったのであっ
て、勤勉に働く者だけが人生の真の栄光と喜びをみいだす
のである。家庭の中で自分の義務を快活に果たし、父母の
重荷を分担する子供や青年を、神はやさしい愛をもって受
け入れてくださる。このような子供たちは、社会の役に立
つ人間として家庭から出て行くのである。
イエスは、地上生涯の間じゅう、熱心にたえずお働きに

なった。彼は多くのことを期待された。だから多くのこと
を試みられた。公生涯にお入りになってから、彼は、「わ
たしたちは、わたしをつかわされたかたのわざを、昼の間
にしなければならない。夜が来る。すると、だれも働けな
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くなる」と言われた（ヨハネ9：4）。キリストの弟子（で
し）であると自称している多くの人々がするように、イエ
スは、骨折りや責任を避けるようなことをされなかった。
多くの人々が弱くて無能であるのは、この訓練を避けよう
とするからである。彼らには尊い愛すべき性質があるかも
しれないが、困難に出会ったり、障害をのりこえたりしな
ければならないときになると、無気力でほとんど役に立た
ない。キリストのうちにみられる積極陸と行動力、堅固で
強力な品性は、イエスが受けられたのと同じ訓練によって
われわれのうちに発達させられるのである。しかもイエス
の受けられた恵みはわれわれのためである。
救い主は、人々の中に暮しておられた間ずつと、貧しい

人たちと同じ身分になられた。彼はご自分の経験から、貧
しい人たちの心配や苦労をご存じだったので、いやしい労
働者たちをみな慰めはげますことがおできになった。イエ
スの一生の教えをほんとうに理解している者は、階級差を
つけたり、お金持が、貧しくてもりっぱな人たちより尊ば
れるようなことがあったりしてはならないと考える。
イエスはご自分の労働に快活さと気転とを持ち込まれ

た。家庭生活と職場に聖書の宗教をとり入れ、勘中の仕事
の重荷を負いながらなお神の栄光に対して目が澄んでいる
ためには（マタイ6：22参照）、非常な忍耐と霊性とが必要
である。この点においてイエスは人々の助けとなられた。
彼は天の事物のために時間を費したり考えたりする余裕
がないほどこの世の苦労を一杯かかえておられなかった。
たびたびイエスは詩篇や天の歌をうたって心の喜びを表明
された。ナザレの住民たちはイエスが神への賛美と感謝を
ささげられる声をたびたびきいた。イエスは歌を通して天
と交わられた。仲間の者たちは、働きに疲れて不平を言う
と、イエスの口から出る美しい歌の調べに元気づけられる
のだった。
イエスの賛美は悪天使を追い払い、香煙のようにその場

をかおりで満たすように思われた。きいている者たちの心
は、この地上の放浪から天の家郷へとはこばれて行った。
イエスは世の人にとっていやしの恵みの泉であった。ナ

ザレで人目につかず暮しておられた年月の間、イエスのい
のちは同情とやさしさという流れとなって人々にそそがれ
た。老人たちも、悲嘆にくれている者たちも、罪の重荷を
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負っている者たちも、無邪気に喜んで遊んでいる子供たち
も、森の小さな動物たちも、荷物をつけた忍耐強い動物た
ちも、イエスがいらっしゃればみなもっと幸福になった。
権威のことばをもってもろもろの世界をささえられたお方
が、身をかがめて、傷ついた小鳥を救っておやりになるの
だった。イエスの目にとまらないものは何もなく、イエス
が奉仕する価値がないと思われるものは何もなかった。
こうしてイエスは、知恵と身のたけが成長されるにつ

れて、ますます神と人とに愛された。イエスはすべての人
に同情することがおできになることを自ら示すことによっ
て、すべての人の心から同情をひき出された。イエスのま
わりには望みと勇気の雰囲気がとりまいていたので、彼は
どこの家庭においても祝福となられた。イエスはまたたび
たび安息日に、会堂で、預言者の書から教訓を読むように
たのまれた。そしてよく知られている聖書のことばから新
しい光が輝き出ると、聴衆の心は感動した。
しかしイエスは見せびらかしを避けられた。ナザレに

住んでおられた間じゅう、イエスはご自分の奇跡の力を人
の前にお示しにならなかった。彼は高い地位を求めず、何 [700]
の肩書も持っておられなかった。イエスの静かで単純な生
活、またイエスの幼いころについて聖書に何も書かれてい
ないことさえ、大切な教訓を教えている。子供の生活が静
かで単純であればあるほど、すなわち不自然な刺激が少な
くて、自然との調和が多ければ多いほど、その生活は肉体
と知能の活力ならびに霊的な力にとって一層有利である。
イエスはわれわれの模範である。イエスの公生涯の期

間については興味をもって論ずる人が多いが、イエスの幼
いころの教訓に注目する人は少ない。しかしイエスが子供
や青年たちの模範であったのは、その家庭生活においてで
あった。救い主は、われわれがいやしい身分であっても、
神とともに親しく歩むことができることを教えるために、
おそれ多くも自ら貧しい者となられた。イエスは日常の平
凡なことにおいて天父を喜ばせ、あがめ、そのみ栄えをあ
らわすために生活された。イエスの働きは、口々の食物の
ために骨折って働く職人のいやしい手仕事を神聖にするこ
とから始められた。彼は大工の仕事台で働いておられる時
も、群衆のために奇跡を行っておられる時と同じに、神へ
の奉仕をしておられた。キリストがそのいやしい家庭にお
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いて示された忠実と従順の模範にならう青年はだれでも、
天父がイエスについて聖霊を通してお語りになった次の
ことばを自分のものとすることができる。「わたしの支持
するわがしもべ、わたしの喜ぶわが選び人を見よ」（イザ
ヤ42：1）。



第第第8章章章過過過越越越のののおおおまままいいいりりり

本章はルカ2：4151に基づく

ユダヤ人の間では、12才という年令が子供時代と青年と
の境界線だった。この年令が終ると、ヘブルの少年は律法
の子また神の子と呼ばれた。彼は宗教的な教えを受ける特
別な機会が与えられ、宗教上の祝祭や儀式に参加すること
が期待された。イエスが少年時代に過越（すぎこし）の祭
りに参加するためにエルサレムにのぼられたのは、この慣
例に従ってであった。すべての信心深いイスラエル人と同
じように、ヨセフとマリヤは毎年過越に参加するためにエ
ルサレムへのぼった。そこでイエスが定められた年令にな
られると、彼らはイエスをいっしょにおつれした。
年ごとの祭礼には、過越の祭りと五旬節（ペンテコス

テ）と仮庵（かりいお）の祭りの3つがあって、その時には
イスラエル人の男子はみなエルサレムで神の前に出るよう
に命じられていた。この3つの祭礼の中で、過越の祭りにお
まいりする人が一番多かった。ユダヤ人が離散していたす
べての国々からも多くの者がおまいりした。パレスチナの
各地からたいへんな数の参拝者たちがやってきた。ガリラ
ヤからの旅には数日かかるので、旅人たちは交友と安全の
ため大勢で隊を組んでやってきた。女や老人たちは、けわ
しい岩だらけの道は牛やろばに乗った。強い男や若者たち
は徒歩で旅をした。過越の祭りの時期は3月の終わりか4月
の上旬に当たっていたので、国じゆうが花で輝き、小鳥の
歌声が楽しかった。道中ずっとイスラエルの歴史上記念す
べき場所があって、父や母たちは、昔神がご自分の民のた
めになしてくださったいろいろなふしぎを子供たちに語り
きかせた彼らは歌と音楽で旅の疲れを忘れた。そしていよ
いよエルサレムの高い建物が見えてくると、どの人も誇ら
しい歌声に和した。
「エルサレムよ、われらの足は
あなたの門のうちに立っている。

57



58 各時代の希望

その城壁のうちに平安があり、
もろもろの殿のうちに安全があるように。」

（詩篇122：2、7）

過越を守ることは、ヘブル国民の誕生とともに始まっ
た。エジプトの奴緑生活の最後の晩、救出のしそしが何も
みえなかった時に、神は彼らに、ただちに解 放されるか[701]
ら用意をするようにとお命じになった。神はエジプト人に
のぞむ最後の刑罰についてパロに警告し、ヘブル人に、家
族を自分の家に集めるようにと指示された。ヘブル人はほ
ふられた小羊の血を門柱に塗ると、焼いた小羊の肉を酵母
のはいっていないパンや苦菜（にがな）といっしょに食べ
るのであった。「あなたがたは、こうして、それを食べな
ければならない。すなわち腰を引きからげ、足にくつをは
き、手につえを取って、急いでそれを食べなければならな
い。これは主の過越である」（出エジプト12：11）。夜中
にエジプト人の長子は全部殺された。「そこでパロは夜の
うちにモーセとアロンを呼び寄せて言った、『あなたがた
とイスラエルの人々は立って、わたしの民の中から出て行
くがよい。そしてあなたがたの言うように、行って主に仕
えなさい』」（出エジプト12：31）。ヘブル人は自由な国
民としてエジプトから出て行った。神は毎年過越を守るよ
うにお命じになったのだった。「もし、あなたがたの子供
たちが『この儀式はどんな意味ですか』と問うならば、あ
なたがたは言いなさい、『これは主の過越の犠牲である。
エジプト人を撃たれたとき、エジプトにいたイスラエル
の人々の家を過ぎ越して、われわれの家を救われたのであ
る』」（出エジプト12：26、27）。こうしてこのふしぎな
救済の物語は代々くりかえされるのであった。
過越の祭りのあと、たね入れぬパンの祭礼が7日間つづ

いた。この祭の2日目に、その年の収穫の初穂である大麦の
束が神の前にささげられた。祭の儀式はすべてキリストの
働きの型であった。イスラエルがエジプトから救われたこ
とはあがないについての実物教訓で、過越の祭りはそのこ
とをおぼえておくためであった。ほふられた小羊、たね入
れぬパン、初穂の束は、救い主を表した。
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キリスト時代の民の大部分にとって、この祭の守りかた
は形式的なものに堕落していた。しかし神のみ子キリスト
には、この祭がどんなにか深い意義をもっていたことだろ
う。
子供のイエスは初めて宮をごらんになった。彼は白い衣

を身にまとった祭司が厳粛な儀式をとり行っているのをご
らんになった。彼はまた、いけにえの祭壇の上の血を流し
ている動物に目をとめられた。香煙が神の前に立ちのぼる
中で、イエスは参拝者と共に頭をたれて祈りをささげられ
た。彼は過越の儀式の印象的な行事をまのあたりにごらん
になった。1日ごとに、イエスはそれらの意味をだんだん
はっきりさとられた。どの行為もご自身の生涯に結びつけ
られているように思われた。新しい衝動がイエスのうちに
起りつつあった。だまって一心に、イエスは大問題を解い
ておられるようにみえた。ご自分の使命の奥義がだんだん
救い主に開かれた。
こうした光景について瞑想（めいそう）にふけっておら

れたので、イエスは両親のそばにおられなかった。彼は1人
になりたいとお思いになった。過越の祭りの行事が終って
もイエスはまだ宮の庭にとどまっておられた。そして参拝
者たちがエルサレムを出発した時、イエスはあとにお残り
になった。
このエルサレムまいりの時に、イエスの両親は彼をイス

ラエルのえらい教師たちと接触させたいと望んだ。イエス
はこまかい点まで神のみことばに従われたが、ラビの儀式
や慣例には従われなかった。ヨセフとマリヤはイエスが学
問のあるラビたちを敬い、彼らの要求をもっと忠実に心に
とめるようになられることを望んだ。しかし宮でのイエス
は神から教えられたのだった。イエスはお受けになったも
のをすぐに与えはじめられた。
当時、宮に接続している一室が、預言者の学校の様式に

ならって、神学校として用いられていた。ここに指導的な
ラビたちが生徒たちと集まっているところへ子供のイエス
がおいでになった。学問のあるこれらのいかめしい人たち
の足もとにすわって、イエスは彼らの教えを聞かれた。知
恵を求める者として、イエスは預言について、またメシヤ
の来臨をさし示すものとして当時起こりつつあった諸事件
について、この教師たちに質問された。
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イエスはご自身が神の知識を熱望しておられる方である
ことを示された。イエスの質問は、これまではつきりして[702]
いなかったが、しかし魂の救いにとって不可欠な深遠な真
理を暗示していた。イエスの質問はどれも、この学者たち
の知恵がどんなに狭くて浅薄なものであるかを示すととも
に、彼らの前に天来の教訓を示し、真理について新しい見
方をさせた。ラビたちは、メシヤの来臨によってユダヤ国
民がすばらしい地位にまで高められると語った。しかしイ
エスはイザヤの預言を示して、神の小羊の苦難と死とを示
している聖句の意味を彼らにおたずねになった。
博土たちはイエスに向き直って質問し、その答えに驚い

た。イエスは子供らしい謙遜（けんそん）さをもって、聖
書のことばをくりかえし、学者たちがこれまで考えつきも
しなかった深い意味をお示しになった。イエスの示された
真理の教えに従っていたら、当時の宗教に改革が行われて
いたであろう。霊的な事柄に対する深い興味が目覚め、イ
エスが公生涯をお始めになった時には多くの者がイエスを
受け入れる備えができていたであろう。
ラビたちは、イエスがラビの学校で教育を受けられたこ

とがないのを知っていた。だが預言についてイエスの理解
はラビたちよりもはるかにすぐれていた。ラビたちはこの
考え深いガリラヤの少年は非常に有望だと思った。彼らは
イエスがイスラエルの教師となられるように、自分たちの
生徒にしたいと希望した。彼らはこのような独創的な頭脳
は自分たちが教育すべきだと感じ、イエスの教育を引き受
けたいと望んだ。
イエスのことばは、これまで人間の口から出ることばに

よって動かされたことのない彼らの心を感動させた。神は
これらのイスラエルの指導者たちに光を与えようとして、
彼らの心を動かすことのできるただ一つの手段をお用いに
なった。彼らは高慢だったので、人から教えを受けるなど
ということは冷笑して受けつけなかったであろう。もしイ
エスが彼らに教えるような態度をされたら、彼らは軽蔑し
て耳をかたむけなかったであろう。自分たちはイエスに教
えているのだ、すくなくともイエスの聖書についての知識
をためしているのだと、彼らはうぬぼれていた。イエスの
少年らしいつつしみとしとやかさは彼らの偏見をとり除い
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た。無意識のうちに彼らの心は神のみことばに向かって開
かれ、聖霊が彼らの心に語りかけた。
彼らは、メシヤに関する自分たちの期待が、預言の裏

づけのないものであることをみとめないわけにいかなかっ
た。それでもなお彼らは、彼らの野心をよろこばせていた
説を捨てようとしなかった。彼らは自分たちが教えるのだ
と主張していた聖書についてまちがった解釈をしていたこ
とをみとめようとしなかった。この少年は学んだことがな
いのにどうしてこんな知識があるのだろうと、彼らは口々
にたずねた。光は暗黒の中に輝いていた。「そして、やみ
はこれに勝たなかった」（ヨハネ1：5）。
そのあいだヨセフとマリヤは非常に当惑し、困ってい

た。彼らはエルサレムを出る時にすでにイエスの姿を見
失っていたが、イエスがあとに残っておられるとは知ら
なかった。当時ユダヤの国は八口が多く、ガリラヤから
の旅の団体は大変な人数であった。彼らがエルサレムの町
を出た時はひどい混雑だった。ヨセフとマリヤは、道中、
友だちや知人たちと旅をする楽しさに心を奪われていた
ので、夜になるまでイエスのおられないことに気がつかな
かった。さて休みのために立ちどまって、彼らは子供の手
伝いがないのに気がついたが、たぶん友だちと一緒にいる
のだろうと思って、何の心配も感じなかった。彼らはイエ
スのことを、若くても絶対的に信頼していた。そして必要
な時には、イエスがいつものように彼らが困っているのを
予期して手伝われるものと思っていた。だがこんどは心配
になってきた。彼らは道つれの人たちの中を捜しまわった
が、イエスはみつからなかった。彼らは、ヘロデがイエス
を赤ん坊の時分に殺そうとしたことを思い出して身ぶるい
した。彼らの心は暗い予感に満たされた。彼らははげしく
自分たちを責めた。
彼らはエルサレムへ引き返して、捜し続けた。その翌

日、宮の参拝者の中にまじっていると、ききなれた声が彼
らの注意をとらえた。それはまぎれもなくイエスの声だっ
た。まじめで、熱心で、しかも美しいひびきをもったのは
イエスの声よりほかになかった。
ラビの学校の中で、彼らはイエスを見つけた。大都はし [703]

たものの、彼らは今までの悲しみと心配とを忘れることが
できなかった。イエスをそばにつれもどすと、母親は、非
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難のこもったことばで、「どうしてこんなことをしてくれ
たのです。ごらんなさい。おとう様もわたしも心配して、
あなたを捜していたのです」と言った（ルカ2：48）。
イエスは、「どうしてお捜しになったのですか。わたし

が自分の父の家にいるはずのことを、ご存じなかったので
すか」と答えられた。彼らがそのことばをわかりかねるふ
うだったので、イエスは天の方を指さされた。そのお顔に
は光があって、彼らは驚嘆した。羅が人性を通して輝いて
いるのであった。宮の中にイエスをみつけ出した時、彼ら
はイエスとラビたちとの間にかわされていることばをきい
て、イエスの質問と答えに驚いた。イエスのことばは決し
て忘れられない思想を次々と芽ばえさせた。
また彼らに対するイエスの質問には一つの教訓があっ

た。「わたしが自分の父の家にいるはずのことをご存じ
なかったのですか」とイエスは言われた。イエスはご自分
がこの世においてなすためにおいでになったその働きに従
事されたが、しかしヨセフとマリヤは彼らの務めをおろそ
かにしたのだった。神はそのみ子を彼らに委託されたこと
によって彼らに高い栄誉をお与えになっていた。聖天使た
ちはイエスの生命を保つためにヨセフのとるべき道を示し
た。ところが彼らは、一瞬間も忘れるべきではなかったイ
エスを、まる1日見失っていたのである。そうしてこの心配
から救われると、彼らは自分自身を責めないで、イエスを
非難したのであった。
イエスの両親がイエスを自分自身の子供としてみたのは

当然であった。イエスは毎日両親といっしょにおられて、
その生活は多くの点でほかの子供たちと同じであったか
ら、両親がイエスを神のみ子として認めることは困難だっ
た。彼らは世のあがない主がおられることによって自分た
ちに与えられる祝福を認めない恐れがあった。イエスから
離れた悲しみと、イエスのことばにこめられていたやさし
い誰責とは、彼らにその責任の神聖さを自覚させるためで
あった。
母親への答えの中で、イエスは神に対するご自分の関

係を理解しておられることを初めて表明された。イエス
がお生まれになる前に、天使はマリヤにこう言った、「彼
は大いなる者となり、いと高き者の子と、となえられるで
しょう。そして、主なる神は彼に父ダビデの王座をお与え
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になり、彼はとこしえにヤコブの家を支配し、その支配は
限りなく続くでしょう」（ルカ1：32、33）。マリヤはこの
ことばを心に思いめぐらした。彼女は自分の子供がイスラ
エルのメシヤになられるお方だと信じてはいたが、メシヤ
の使命を理解していなかった。いま彼女はイエスのことば
を理解できなかったが、イエスがヨセフとの血縁関係を否
認し、ご自分が神のみ子であることを宣言なさったことを
知った。
イエスは、この世の両親との関係を無視されたのではな

かった。彼は両親といっしょにエルサレムから帰って、骨
折って働く彼らの生活を手伝われた。イエスはご自分の使
命の奥義を自分自身の心にかくし、ご自分の働きを始める
べき定まった時のくるのをおとなしく待たれた。ご自分が
神のみ子であることを認めてから18年の間、イエスはナザ
レの家庭につながるご自分のきずなを認め、息子として、
兄弟として、友人として、市民として、その義務をつくさ
れた。
宮でご自分の使命が示された時、イエスは群衆に接触

することをちゅうちょされた。彼はご自分の一生の奥義を
知っている人々といっしょにエルサレムからだまって帰り
たいと望まれた。神は、過越の祭りを通して、民を世俗の
心づかいから解放し、エジプトからの救出に示された神の
くすしいみわざを彼らに思い出させようとしておられた。
神は彼らがこのみわざの中に罪からの救いについての約

束を認めるように望まれた。ほふられた小羊の血によって
イスラエルの家が守られたように、彼らの魂はキリストの
血によって救われるのであった。信仰によってキリストの
いのちを自分自身のものとすることによってのみ、彼らは
キリストによって救われるのであった。象徴的な儀式は、
礼拝者にキリストを個人的な救い主としてさし示す時にの
み価値があるのであった。神は彼らがキリストの使命につ [704]
いて、祈りのうちに研究し瞑想するように望まれた。しか
し民衆は、エルサレムを出ると、旅と社交の興奮に心を奪
われて、目に見てきた儀式を忘れてしまうことがあまりに
も多かった。救い主はこうした人たちと道つれになること
に心をひかれなかった。
イエスは、エルサレムからヨセフとマリヤたちとだけ

いつしょに帰りながら、彼らの心を苦難の救い主に関する
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預言に向けさせたいとお望みになった。カルバリーで、イ
エスは母の悲嘆を軽くしようとされた。イエスはいま、彼
女のことを考えておられた。マリヤはイエスの最後の苦悶
（くもん）を目に見るのであった。そこでイエスは、剣が
彼女の魂をさし通した時に彼女がそれに耐えられるように
強くするため、彼女にご自分の使命を理解させたいと望ま
れた。イエスが母から離れ、彼女が悲しみながら3日間イエ
スをさがしたように、イエスが世の罪のためにささげられ
る時、彼女はもう1度3日間イエスを失うのである。そして
イエスが墓から出てこられる時、彼女の悲しみはふたたび
喜びに変るのである。だがイエスがいま彼女の思いを向け
させようとしておられた聖句を彼女が理解していたら、彼
女は、イエスの死についての苦しみにどんなにか強く耐え
ることができたであろう。
ヨセフとマリヤが瞑想と祈りとによって心を神にそそ

いでいたら、彼らは自分たちの責任の神聖さを認め、イエ
スを見失うようなことはなかったであろう。1日の怠慢に
よって彼らは救い主を見失った。そして彼を見つけ出すた
めに3日も心配しながら捜さねばならなかった。
われわれもこれと同じである。われわれはむだ話や悪口

や、祈りを怠ることによって、救い主のこ臨在を1日失うか
もしれない。すると救い主を見つけ出し、失った平安をと
りもどすのに何日間も悲しみながら捜さねばならないかも
知れないのである。
人々との交際において、われわれはイエスを忘れたり、

イエスがわれわれといっしょにおられないことに気がつ
かずに時をすごしたりすることのないように注意しなけれ
ばならない。世俗的な事物に心を奪われて、われわれの永
遠のいのちの望みの中心であるイエスを心に思わなくなれ
ば、われわれはイエスと天使たちから離れてしまうのであ
る。救い主にいていただきたいと思わなかったり、救い主
のおられないことに気がつかないようなところに、聖天使
たちはとどまることができない。クリスチャンと自称して
いる人々の中にしばしば落胆がみられるのはこのためであ
る。
多くの者は宗教的な礼拝に出席し、神のみことばによっ

て生気をとりもどし、慰められる。だが瞑想と目をさまし
て祈ることとを怠るために、彼らはその祝福を失ってしま
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い、それを受けた前よりももっと欠乏を感ずる。しばしば
彼らは神が自分に対して冷酷であると考える。彼らは過失
が自分自身にあるとは考えない。イエスから離れることに
よって、彼らはイエスの臨在の光をしめ出してしまったの
である。
われわれは、キリストの一生について毎日瞑想する時

間を持つがよい。イエスの一生の要点を一つ一つとらえ、
各場面ことに最後の場面を想像のうちにとらえるべきで
ある。このようにして、われわれのために払われたイエス
の大犠牲を心に思いめぐらす時、キリストに対するわれわ
れの信頼はもっと堅固になり、われわれの愛は目覚めさせ
られ、われわれはもっと深くキリストの精神を吹きこまれ
る。もし最後に救われたければ、われわれは十字架のもと
で悔い改め、心がくだかれることについて教訓を学ばねば
ならない。
人々と交わるときに、われわれはお互いに対して祝福

となることができる。もしわれわれがキリストのものな
ら、キリストについて思うことが一番楽しい思いである。
われわれはキリストについて語ることを好む。そしてお
互いにキリストの愛について語る時、われわれの心は天
来の感化によってやわらげられる。キリストの品性の美し
さを見つめることによって、われわれは、「栄光から栄光
へと、主と同じ姿に変えられていく」のである（Ⅱコリン
ト3：18）。



第第第9章章章戦戦戦いいいののの日日日々々々[705]

ユダヤ人の子供は幼い時からラビの要求にとりかこまれ
ていた。生活のこまかい点まで、一つひとつの行為が厳格
な規則によって規定されていた。青少年たちは、会堂の教
師たちの下で、伝統的なイスラエル人として当然守るもの
とされている数え切れないほどの規則によって教育を受け
た。しかしイエスはそうした事がらに関係されなかった。
イエスは、子供の時からラビの律法にとらわれないで行動
された。イエスはいつも旧約聖書を研究され、「主はこう
言われる」ということばがいつも彼の口からきかれた。
イスラエルの民の状態がイエスの心にわかり始めると、

彼は社会の要求と神のご要求とがたえずぶつかり合ってい
るのをごらんになった。人々はだんだん神のみことばから
離れ、自分自身が考え出した説を重んじていた。彼らは何
の効力もない伝統的な儀式を守っていた。彼らの奉仕は儀
式のくりかえしにすぎなかった。その奉仕を通して教えら
れるはずの聖なる真理は礼拝者たちにかくされていた。イ
エスは、彼らが、信仰を伴わない奉仕に平安を見いだして
いないのをごらんになった。彼らは、まことをもって神に
仕える時に与えられる精神の自由を知らなかった。イエス
は神の礼拝についてその意味を教えるためにおいでになっ
ていたので、神の戒めに人間の規則をまぜることを是認な
さることができなかった。イエスは学聞のある教師たちの
教えや行為を攻撃されなかったが、ご自身の簡素な習慣を
非難されると、神のみことばを示してご自分の行為の正し
いことを証明された。
イエスは、いつもやさしくおとなしい態度で、ご自分の

接触される人々を喜ばせようとされた。イエスが非常にや
さしく慎み深かったので、律法学者たちや長老たちは、イ
エスが彼らの教えにたやすく感化されるだろうと思った。
彼らは古代のラビから伝えられてきた格言や言い伝えを
イエスが受け入れられるようにすすめたが、イエスはそう
したものの権威が聖書にもとついているかどうかをおたず

66
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ねになった。イエスは神のみ口から出ていることばならど
んなことでも聞き従われたが、人間が考え出したものに従
うことはおできにならなかった。イエスは聖書を初めから
終りまで知っておられたようで、その真の意味を彼らにお
示しになった。ラビたちは子供から教えられることを恥じ
た。彼らは、聖書を説明するのは自分たちの役目で、イエ
スの立場は彼らの解釈を受け入れることにあるのだと主張
した。彼らはイエスが自分たちのことばに反対の立場をと
られることを怒った。
彼らは、自分たちの言い伝えに聖書上の権威がないこと

を知っていた。彼らは、イエスが霊的な理解力において、
自分たちよりもはるかに進んでおられることをみとめた。
だが彼らは、イエスが彼らの命令に従われないので怒っ
た。イエスを説き伏せることができないので、彼らはヨ
セフとマリヤに会って、イエスの不服従の態度を並べたて
た。こうしてイエスは、非難ととがめを受けられた。
ごく幼い時から、イエスはご自分から品性を築き始めら

れ、両親への尊敬と愛もイエスを神のみことばに従うこと
から離れさせることができなかった。家庭の習慣とちがっ
た行為をなさるたびに、その理由は「聖書にこう書いてあ
る」ということであった。しかしラビたちの圧力はイエス
の一生を苦しいものにした。少年時代においてさえ彼は沈
黙としんぼうつよい忍耐について教訓を学ばれねばならな
かった。
ヨセフの息子たちはイエスの兄弟と呼ばれていたが、彼

らはラビたちの味方であった。彼らは、言い伝えがあたか
も神の規則でもあるかのように、これに注意すべきである
と言い張った。彼らはまた人の教えを神のみことばよりも
尊いものにみなすことさえし、イエスが虚偽と真実との区
別をはっきりと見とおされるのにいらだった。彼らは、イ
エスが神の律法に厳格に従われるのを頑固（がんこ）だと
言って非難した。彼らはイエスがラビたちに答えておられ
る時に示された知識と知恵に驚いた。彼らはイエスが博士
たちから教育を受けられたことがないことを知っていた。
それなのに、かえってイエスが博士たちを教えておられる [706]
のに気づかないわけにゆかなかった。
彼らはイエスの教育が彼ら自身の教育よりも程度の高い

型のものであることをみとめた。しかし彼らはイエスがい
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のちの木、すなわち彼らの知らない知識のみなもとに近づ
いておられることを認識しなかった。
キリストは排他的でなかったので、この点において、キ

リストがパリサイ人の厳格な規則からはずれておられるこ
とが、特にパリサイ人たちを不快にしていた。イエスは、
宗教の領域が日常生活にとってはあまりに神聖すぎるも
のとして隔離の高い壁にかこまれているのをごらんになっ
た。この仕切りの壁をイエスはうちこわされた。人々と接
触して、イエスは、あなたの信条は何ですか、あなたはど
の教会に属していますかなどとおたずねにならなかった。
彼はだれでも助けの必要な者のために助けの力をお用いに
なった。イエスはご自分の天来の品性を示すために世捨て
人の小屋にこもるようなことをなさらず、熱心に人類のた
めに働かれた。聖書の宗教は肉体の苦行にあるのではない
という原則を、イエスはこんこんとお教えになった。イエ
スは、純潔でけがれのない宗教は一定の時間や特別な場合
にだけ限られるものではないことをお教えになった。いつ
でもどんな場所でも、彼は人々へのやさしい関心をあらわ
し、まわりに快活な信仰の光を放たれた。こうしたことが
すべてパリサイ人たちにとっては譴責（けんせき）であっ
た。それは宗教が利己主義にあるものではないことと、
彼らが自分自身の利益に病的なまでに熱中していることは
真の信心に全く相反するものであることとを示した。この
ことがイエスに対する彼らの敵意をひき起こしたので、彼
らはイエスを強制的に自分たちの規則に従わせようと試み
た。
イエスは苦しんでいる人々をごらんになるたびに彼らを

救うために働かれた。イエスはお与えになるお金はほとん
どなかったが、ご自分よりも困っているようにみえる人々
を救うためにたびたびご自分の食事をぬかれた。イエス
の兄弟たちはイエスの感化力が自分たちの勢力のさまたげ
となっていると思った。イエスは人の気持を察する能力を
もっておられたがそれは彼らのうちのだれも持っていない
し、また持とうとも思わないものだった。
彼らがあわれな堕落した人々に荒々しいことばを投げか

けると、イエスはその人たちのそばに行って励ましのこと
ばを語られた。イエスは困っている人々に1杯の冷たい水
を与え、ご自分の食物を静かに彼らの手におかれるのだっ
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た。イエスが彼らの苦しみをやわらげておやりになると、
イエスのお教えになった真理はその情け深い行為とむすび
つき、人々の記憶にきざみこまれた。
こういうことがすべてイエスの兄弟たちを不快にした。

彼らはイエスよりも年上だったので、イエスが彼らのさ
しずに従うべきだと考えた。彼らはイエスが彼らに対して
優越感を持っておられると言って非難し、また民の教師た
ち、祭司たち、役人たちよりもお高いといって責めた。た
びたび彼らはイエスをおどし、脅迫しようとした。だがイ
エスは聖書を道案内として進んで行かれた。
イエスはご自分の兄弟たちを愛し、いつも変らない親

切な態度をとられたが、彼らはイエスをねたみ、はっきり
した不信と軽蔑とを示した。彼らはイエスの行為を理解す
ることができなかった。イエスのうちには全然正反対なも
のがみえた。イエスは神のみ子であったが同時にまた無力
な子供であった。イエスはもろもろの世界の創造者であら
れたから、地はイエスの所有であった。それなのにイエス
の一生の生活にはその1歩1歩に貧困がついてまわった。イ
エスは世の誇りや高慢とはまらたく異なった威厳と個性と
を備えておられた。イエスは世俗的な偉大さを求めようと
されず、どんな低い身分にも満足しておられた。このこと
がイエスの兄弟たちを怒らせた。彼らはイエスが試練と欠
乏の中にあっていつも平静にしておられることについて説
明ができなかった。われわれが「彼の貧しさによって富む
者となるため」に、イエスはわれわれのために貧しくなら
れたことを彼らは知らなかった（Ⅱコリント8：9）。ヨブ
の友人たちがヨブの屈辱と苦難とを理解できなかったよう
に、彼らはキリストの使命の奥義を理解できなかった。 [707]
イエスは兄弟たちのようではなかったので、彼らから誤

解された。イエスの標準は彼らの標準ではなかった。人を
見ているうちに彼らは神から離れてしまい、その生活のう
ちに神の力がなかった。彼らが守っていた宗教の形式は品
性を変えることができなかった。彼らは、「はっか、いの
んど、クミンなどの薬味の10分の1を宮に納め」たが、「律
法の中でもっと重要な、公平とあわれみと忠実とを見の
が」した（マタイ23：23）。イエスの模範はいつも彼らを
いらだたせた。イエスが憎まれたものがこの世にただ一つ
あった。それは罪だった。イエスはまちがった行為を見る
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とかならず苦痛を感じられ、それをかくすことがおできに
ならなかった。見せかけの聖潔によって罪への愛着をおお
いかくしている形式主義者たちと、神の栄光をあらわそう
とする熱意がいつも心の最高位を占めている人物との間に
はまちがう余地がないまでにはっきりした相違があった。
イエスの生活が悪を責めたので、彼は家の中でも外でも
反対された。イエスの無我と誠実な心は嘲笑（ちょうしょ
う）的に批評された。イエスの寛容と親切とは臆病（おく
びょう）呼ばわりされた。
人の運命にふりかかる苦しみの中で、キリストの味わわ

れなかったものは一つもない。イエスの生れについて彼を
軽蔑しようとする人々がいたので、イエスは子供の時でさ
えもそうした人々のあざけりの目つきや悪口のささやきに
会われねばならなかった。もしイエスが彼らに気短なこと
ばや顔つきで応じたり、あるいは兄弟たちに負けて、たっ
た一つの悪い行為でもされたら、彼は完全な模範ではなく
なったであろう。そうしたらイエスはわれわれのあがない
のための計画を実行することがおできにならなかったであ
ろう。イエスが罪について言いわけができることを認めら
れただけでも、サタンは勝利し、この世界は失われたであ
ろう。誘惑者サタンがイエスに罪を犯させるよりに、その
生活をできるだけつらいものにしようとして働いたのはこ
のためである。
だがイエスはどんな試みにも、「聖書にはこう書かれ

ている」という一つの答で応じられた。イエスはご自分の
兄弟たちの悪い行為を責めるようなことはめったになさら
ず、神のみことばを彼らにお語りになった。兄弟たちが何
か禁じられた行為をする時、イエスがその仲間にはいるの
を拒絶されると、彼らはよくイエスを臆病者だといって責
めた。しかしイエスは、「主を恐れることは知恵である、
悪を離れることは悟りである」としるされているとお答え
になった（ヨブ28：28）。
イエスの前にいることに平安を感じて、イエスとの交わ

りを求める者もあったが、多くの者は、イエスのけがれの
ない生活に責められるので、彼を避けた。若い友だちはイ
エスに自分たちと同じことをするようにすすめた。イエス
は明るく快活なお方だった。彼らはイエスといっしょにい
ることを喜び、イエスの即座の思いつきを歓迎した。だが
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彼らはイエスの用心深さにがまんがならず、彼を狭量で固
苦しい人間だと言明した。イエスは、「若い人はどうして
おのが道を清く保つことができるでしょうか。み言葉にし
たがって、それを守るよりほかにありません。. . . . . .わたし
はあなたに向かって罪を犯すことのないように、心のうち
にみ言葉をたくわえました」としるされているとお答えに
なった（詩篇119：9、11）。
イエスはよく、「なぜあなたはそんなに変っていて、

われわれみんなと違っていようと心にきめているのです
か」とたずねられた。するとイエスは、「おのが道を全く
して、主のおきてに歩む者はさいわいです。主のもろもろ
のあかしを守り心をつくして主を尋ね求め、また悪を行わ
ず、主の道に歩む者はさいわいです」と書かれていると言
われた（詩篇119：13）。
イエスはなぜナザレの若者たちといっしょにばかさわぎ

をしないのかとたずねられると、「わたしは、もろもろの
たからを喜ぶように、あなたのあかしの道を喜びます。わ
たしは、あなたのさとしを思い、あなたの道に目をとめま
す。わたしはあなたの定めを喜び、あなたのみことばを忘
れません」と書かれていると言われた（詩篇119：1416）。
イエスはご自分の権利を主張されなかった。イエスは不 [708]

平を言わずに喜んでなさるので、不必要なまでに過重な働
きをさせられることがよくあった。しかしイエスは弱った
り、落胆したりなさらなかった。
彼はこうした困難に超然として、神のみ顔の光のうちに

あるかのように生活された。イエスは荒々しいとり扱いを
受けても仕返しをされずじっと侮辱に耐えられた。
イエスは、どうして自分の兄弟たちからさえこんな意地

の悪い仕打ちをされるのですかと何べんもたずねられた。
するとイエスは、「わが子よ、わたしの教えを忘れずわた
しの戒めを心にとめよ。そうすれば、これはあなたの日を
長くし、命の年を延べ、あなたに平安を増し加える。いつ
くしみと、まこととを捨ててはならない。それをあなたの
首に結び、心の碑にしるせ。そうすれば、あなたは神と人
との前に恵みと、誉とを得る」と書かれていると言われた
（箴言3：14）。
両親がイエスを宮の中でみつけた時から、イエスの行動

は彼らにとって一つの神秘であった。イエスは論争しよう
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となさらずその模範がたえず教訓となった。イエスは他の
人とは違っているようであった。イエスの幸福な時間は自
然とともに、また神とともにただ1人おられる時であった。
そういう特権が与えられる時にはいつでも、イエスは働
きの場所から退いて野原にはいって行かれ、緑の谷間で瞑
想したり、山腹や森の木蔭で神と交わられた。朝早く、ど
こか人里離れた静かな場所で、瞑想するか、聖書を調べる
か、祈っておられるかするイエスのお姿がよくみられた。
こうした静かな時間からイエスは家へもどって、なすべき
仕事をふたたびとりあげ、忍耐強い骨折り仕事の模範を示
された。
キリストの一生には母への尊敬と愛情とが目立ってい

た。マリヤは、心の中では自分の生んだ聖なるみ子が長年
約束されていたメシヤであることを信じていたが、その信
仰をあえて表明しようとはしなかった。イエスの地上生涯
の間じゅう、彼女はイエスと苦難を共にした。彼女はイエ
スが子供時代と青年時代に受けられた試練を、心を痛めな
がら目撃した。イエスの行為について、正しいとわかって
いることを弁護したために彼女自身もつらい、立場に立た
された。彼女は、家庭内の交わりと子供たちに対する母親
のやさしい見守りこそ品性の形成にきわめて重要なもので
あると考えた。ヨセフの息子と娘たちはそのことを知って
いたので、母親の心配に訴えることによって、イエスの行
為を自分たちの標準に従って改めようと試みた。
マリヤはたびたびイエスに忠告して、ラビの慣習に従う

ようにすすめた。だがどんなにイエスを説得しても、神の
みわざについて瞑想することと、人間の苦しみやもの言わ
ぬ動物の苦しみさえやわらげようとなさるイエスの習慣と
を変えることはできなかった。祭司たちと教師たちがイエ
スを制御することにマリヤの協力を求めると、彼女はひど
く当惑した。しかしイエスがご自分の行為を正当づける聖
書のことばをお示しになると、彼女は心に平安が与えられ
た。
イエスの兄弟たちはイエスが神からつかわされたお方

であると信じなかったので、マリヤは時々イエスと兄弟
たちの間にあって迷うことがあった。しかしイエスが神の
み子であるという証拠は十分にあった彼女はイエスが他人
の幸福のためにご自分を犠牲になさるのを見た。イエスが
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いらっしゃると家庭の中には一椴ときよい雰囲気（ふんい
き）が生じ、イエスの生活は社会の各階級に働くパン種の
ようであった。イエスは、何の害もけがれも受けないで、
無思慮な人々や粗暴な人々や礼儀知らずな人々の中に、ま
た不正な税吏たちやでたらめな放蕩（ほうとう）者たちや
不義なサマリヤ人たちや異教の兵士たちや荒くれた農夫た
ちやその他のいろいろな人間の混じった群衆の中に生活さ
れた。疲れはててもなお重荷を負わねばならない人々をご
らんになるたびに、イエスは同情のことばをここで一言あ
ちらで一言とお語りになった。イエスは彼らの重荷を共に
負い、神の愛と憐れみと恵みについて自然から学ばれた教
訓を彼らにくりかえされた。
イエスは、すべての人が自分にはとうといタラントが

与えられていると考えるように、そしてそのタラントを正
しく用いるならば永遠の富が得られるのだということをお [709]
教えになった。彼は生活からすべての虚栄をとり除き、ご
自身の模範によって、一刻一刻が永遠の結果を伴っている
こと、したがってその一刻一刻は宝として大切にし、聖な
る目的のために用いなければならないことをお教えになっ
た。イエスはどんな人間も無価値な者としてみすごすよう
なことをなさらず1人ひとりに救いの療法を試みられた。
どんな種類の人々の中におられても、イエスはその時と事
情にふさわしい教訓をお与えになった。どんなに乱暴な、
見込みのない人でも、責むべき点もなければ、害を与える
こともない者となり、神の子たることをはっきりあらわす
ような品性の持ち主になることができるという保証を示す
ことによって、イエスは彼らのうちに望みを起こそうとさ
れた。イエスは、サタンの支配下におし流されて、そのわ
なを破る力のない人たちをしばしばごらんになった。落胆
したり、病気だったり、試みられたり、堕落したりなどし
ているこれらの人々に、イエスは最も憐れみ深いことば—
—彼らが必要とし、理解のできることばをお語りになるの
だった。イエスはまた魂の敵とはげしい戦いをたたかっ
ている者にも出会われた。これらの人々をイエスは耐え忍
ぶように励まし、神の天使たちが彼らの側についていて勝
利を与えてくれるから、勝てるのだと保証された。このよ
うにイエスから助けられた人々は、ここに自分たちが絶対
の信頼をもってよりたのむことのできるお方がおられるこ
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とを確信した。彼らが同情をもって聞いてくださるイエス
の耳に入れた秘密をイエスはほかへもらそうとされなかっ
た。
イエスは魂をいやされるばかりでなく肉体もおいやし

になった。彼は気がつくかぎりどんな種類の苦しみにも
関心を持って、苦しんでいる1人びとりを救っておやりに
なった。彼のやさしいことばには苦しみをやわらげる香油
があったのである。だれもイエスが奇跡を行われたと言う
ことはできなかった。ただ恵み、すなわち愛のいやしの力
が病人や困っている人たちに向かってイエスからそそがれ
たのだった。このように彼は子供の時からつつしみ深い態
度で人々のためにお働きになった。キリストの公生涯が始
まってから、多くの人々が喜んで彼のことばをきいた理由
はここにあった。
だがイエスは、子供の時も、青年時代も、大人になられ

てからも1人で歩まれた。彼は純潔と忠誠のうちにただ1人
でさかぶねを踏まれ、もろもろの民のなかに彼と事を共に
する者はなかった。彼は人類の救いのためにおそるべき重
い責任を負われた。人類の主義と目的とに決定的な変化が
なければ、みな滅びてしまうことを、イエスはご存じだっ
た。これがイエスの魂の重荷だったが、だれも彼の上にお
かれているこの重荷を理解できなかった。真剣な目的に燃
えて、イエスは、ご自分が人類の光になるという一生の計
画を実行された。
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本章はルカ1：523、5780、3：18、マタイ3：112、マル
コ1：18に基づく

イスラエルの忠実な人たちは、長い間メシヤの来臨を待
望していたが、その人たちの中からキリストの先駆者が起
こった。年老いた祭司のザカリヤと妻のエリサベツは「ふ
たりとも神のみまえに正し」かった（ルカ1：6）。そして
彼らのきよい静かな生活から、当時の邪悪な暗黒のさなか
に信仰の光が星のように輝きわたっていた。この敬虔な夫
婦に、「主のみまえに先立って行き、その道を備え」る息
子についての約束が与えられた（ルカ1：76）。
ザカリヤは「ユダヤの山里」に住んでいたが、聖所

で1週間奉仕をするためにエルサレムにのぼっていた。そ
の奉仕には各組の祭司が年に2回当たらねばならないので
あった。「さてザカリヤは、その組が当番になり神のみ
前に祭司の務をしていたとき、祭司職の慣例にしたがって
くじを引いたところ、主の聖所にはいって香をたくことに
なった」（ルカ1：8、9）。
ザカリヤは聖所の中の金の香壇の前に立っていた。香 [710]

煙は、イスラエルの民の祈りとともに神のみ前にのぼって
いた。突然彼は聖なるものの臨在を意識した。主のみ使が
「香壇の右に立っ」ているのだった（ルカ1：11）。天使
の位置は恩恵を示していたが、ザカリヤはそのことに気が
つかなかった。彼は長年の間あがない主の来臨を祈ってき
た。いま彼の祈りが答えられようとしていることを告げる
ために、天から使者が送られたのだった。だが神の恵みが
余りに大きすぎて、彼には信じられないように思えた。彼
は恐れと自責の念に満たされた。
だが彼はうれしい保証のことばでこうあいさつされた。

「『恐れるな、ザカリヤよ、あなたの祈が聞きいれられ
たのだ。あなたの妻エリサベツは男の子を産むであろう。
その子をヨハネと名づけなさい。彼はあなたに喜びと楽し

75
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みとをもたらし、多くの人々もその誕生を喜ぶであろう。
彼は主のみまえに大いなる者となり、ぶどう酒や強い酒を
いっさい飲まず. . . . . .聖霊に満たされており、そして、イス
ラエルの多くの子らを、主なる彼らの神に立ち帰らせるで
あろう。彼はエリヤの霊と力とをもって、みまえに先立っ
て行き、父の心を子に向けさせ、逆らう者に義人の思いを
持たせて、整えられた民を主に備えるであろう』。すると
ザカリヤは御使に言った、『どうしてそんな事が、わたし
にわかるでしょうか。わたしは老人ですし、妻も年をとっ
ています』」（ルカ1：1318）。
ザカリヤは年老いたアブラハムに子供が与えられたの

は、アブラハムが約束に対して忠実であられる主を信じ
たからであったことをよく知っている。だが一瞬間この年
老いた祭司は人間の弱さに心を向ける。神はその約束され
たことをなしとげることがおできになることを、彼は忘れ
る。この不信仰と、ナザレのおとめマリヤの子供のような
美しい信仰との間には何というちがいがあることだろう。
マリヤは天使のすばらしい知らせに、「わたしは主のはし
ためです。お言葉どおりこの身に成りますように」と答え
た（ルカ1：38）。
ザカリヤに息子が生れることによって、アブラハムの

子の誕生やマリヤの子の場合と同じように、とうとい霊的
な真理、すなわちわれわれが学ぶのに手間どり、また学ん
でもすぐ忘れがちな真理が教えられるのであった。われわ
れは自分自身では何もよいことをすることができない。し
かしわれわれのできないことが、神の力によって、すなお
な信ずる魂のうちになされるのである。約束の子が与えら
れたのは信仰によってであった。霊的生命が生まれ、われ
われが義のわざをすることができるのは信仰によってであ
る。
ザカリヤの質問に、天使は、「わたしは神のみまえに立

つガブリエルであって、この喜ばしい知らせをあなたに語
り伝えるために、つかわされたものである」と答えた（ル
カ1：19）。これより500年前、ガブリエルはキリストの来
臨の時にまで及ぶ預言の期間をダニエルに知らせた。ザカ
リヤはこの期間が終りに近づいたことを知って心を動かさ
れ、メシヤの来臨を祈っていた。この預言を伝えたその天
使が、いまその成就を告げにやってきたのである。
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「わたしは神のみまえに立つガブリエルである」とい
う天使のことばは、彼が天の宮廷において高い栄誉の地
位を占めていることを示している。ダニエルにメッセー
ジをたずさえてきた時、彼は「わたしを助けて、彼らと
戦う者は、あなたがたの君ミカエル〔キリスト〕のほか
にはありません」と言った（ダニエル10：21）。ガブリ
エルについて、救い主は黙示録の中に、「キリストが、
御使をつかわして、僕（しもべ）ヨハネに伝えられたも
のである」と語っておられる（黙示録1：1）。その天使
ばヨハネに、「わたしは、あなたや、あなたの兄弟であ
る預言者. . . . . .と、同じ灘間である」と言明した（黙示
録22：9）。神のみ子に次ぐ栄誉の地位を保っている天使
が罪深い人間に神のみこころを解き明かすためにえらばれ
たとは驚嘆すべき思想である。
ザカリヤは天使のことばに疑いを表明した。そのため彼

は天使の語ったことばが実現するまでしやべることができ
ないことになった。「時が来れば成就するわたしの言葉を
信じなかったから、あなたは口がきけなくなり、この事の [711]
起る日まで、ものが言えなくなる」と、天使は言った（ル
カ1：20）、聖所の奉仕においては、国民一般と国家の罪
についてゆるしを祈り、またメシヤの来臨について祈るこ
とが祭司のつとめであった。しかしザカリヤがそのつとめ
を果そうとした時、彼は一言も口をきくことができなかっ
た。
民を祝福するために出てきたザカリヤは「彼らに合図を

するだけで、引きつづき、口がきけないままでいた」（ル
カ1：22）。民衆は長い間待っていて、ザカリヤが神のさば
きを受けて倒れたのではないかと心配しはじめていた。だ
が彼が聖所から出てくると、その顔は神の栄光に輝いてい
た。「人々は彼が聖所内でまぼろしを見たのだと悟った」
（ルカ1：22）。ザカリヤは自分の見たことと聞いたことと
を彼らに伝えた。「それから務の期日が終ったので、家に
帰った」（ルカ1：23）。
約束の子が生れると、「立ちどころにザカリヤのロが

開けて舌がゆるみ、語り出して神をほめたたえた。近所の
人々はみな恐れをいだき、またユダヤの山里の至るところ
に、これらの事がことごとく語り伝えられたので、聞く者
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たちは皆それを、心に留めて『この子は、いったい、どん
な者になるだろう』と語り合った」（ルカ1：6466）。
これらのことは、ヨハネが道を備えることになっている

メシヤの来臨に人々の注意をひくのに役立った。
聖霊がザカリヤの上にのぞんだので、彼は次のような美

しいことばで、息子の使命を預言した。
「幼な子よ、あなたは、いと高き者の預言者と呼ばれる

であろう。
主のみまえに先立って行き、その道を備え、
罪のゆるしによる救いを、その民に知らせるのであるか

ら。
これはわたしたちの神のあわれみ深いみこころによる。
また、そのあわれみによって、日の光が上からわたした

ちに臨み、
暗黒と死の陰とに住む者を照らし、
わたしたちの足を平和の道へ導くであろう」

（ルカ1：7679）

「幼な子は成長し、その霊も強くなり、そしてイスラエ
ルに現れる日まで、荒野にいた」（ルカ1：80）。ヨハネが
生まれる前に、天使は、「彼は主のみまえに大いなる者と
なり、ぶどう酒や強い酒をいっさい飲まず、. . . . . .聖霊に満
たされて」いると言った（ルカ1：15）。神はザカリヤの子
をとうとい働き、人間に委ねられた最高の働きに召された
のであった。この働きをなしとげるために、彼は神にいっ
しょに働いていただかねばならない。もし彼がこの天使の
教えに留意するなら、神のみたまが共にいてくださるので
あった。
ヨハネは人々に神の光を伝えるためにエホバの使者とし

て出て行くのであった。彼は人々の考えに新しい方向を与
えねばならない。彼は人々に神のご要求の神聖なことと、
神の完全な義の必要とを印象づけねばならない。このよう
な使者は聖なる者でなければならない。彼は神のみたまの
内住する宮とならねばならない。この使命を達成するため
に、彼は健全な肉体と知的霊的な力を持たねばならない。
そこで彼は食欲と情欲とを抑制する必要がある。彼は人々
の中にあって、荒野の岩や山のように、周囲の環境に動か
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されることがないように、自分のすべての力を支配するこ
とができなければならない。
バプテスマのヨハネの時代には、富に対する強い欲望と

ぜいたくと見せびらかしを愛する思いが一般にひろがって
いた。官能的な享楽や飲み食いによって、肉体の病気と堕
落が生じ、霊的な知覚はにぶり、罪に対する感覚が低下し
ていた。ヨハネは改革者として立つのであった。彼は節制
の生活と質素な衣服とによって、当時の放縦を責めるので
あった。だから天のみ座からの天使によって、ヨハネの両
親に、さしずすなわち節制についての教訓が与えられた。
子供の時と青年時代には、品性は非常に影響を受けや

すい。自制力はこの時代に身につけねばならない。家庭の
炉辺や食卓で永遠につづく結果をもたらす影響が及ぼされ
る。生まれつきの能力よりも、幼いころ身についた習慣が [712]
人生の戦いに勝つか負けるかを決定する。青少年時代は種
まきの時代である。それはこの世と来世のために収穫の種
類を決定する。
ヨハネは、預言者として、「父の心を子に向けさせ、逆

らう者に義人の思いを持たせて、整えられた民を主に備え
る」のであった（ルカ1：17）。彼は、キリストの初臨に道
を備えたことにおいて、主の再臨に民を備えさせる人々を
代表していた。世は放縦に陥っている。誤謬と作り話があ
ふれている。魂を滅ぼそうとするサタンのわながふえてい
る。「神をおそれて全く清く」なりたい人はみな節制と自
制について教訓を学ばねばならない（Ⅱコリント7：1）。
食欲と情欲はもっと高い知能に服従させられねばならな
い。この自己訓練は、われわれに神のみことばの聖なる真
理を理解し実行する力を与えてくれる知能の力と霊的な洞
察（どうさつ）力とにとって欠くことのできないものであ
る。この理由から、節制はキリスト再臨に備える働きの一
部である。
物事の順序からいえば、ザカリヤの息子は祭司職のため

に教育されるのが当然だった。しかしラビの学校の訓練は
彼をその働きにふさわしくない者にしただろう。神は、聖
書の解釈を学ばせるために彼を神学の教師たちのもとにお
送りにならなかった。神は彼が自然と自然の神から学ぶよ
うに、彼を荒野へ召された。
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ヨハネが住居としたところは、さびしい地域で、荒れた
丘や人の住まない谷間や岩のほら穴などのまん中だった。
しかし彼は自ら進んで人生の享楽とぜいたくとを捨ててこ
のきびしい荒野の訓練を選んだ。彼をとり囲んでいる環境
は質素と克己の習慣にとって都合がよかった。うるさい世
間にじゃまされないで、彼はここで自然と啓示と神につい
て教訓を学ぶことができた。ザカリヤに言われた天使のこ
とばは、神をおそれる両親から幾度となくヨハネにくりか
えされていた二子供の時からヨハネの使命は彼の目の前に
おかれ、彼はその聖なる責任を引き受けていた。彼にとっ
て荒野の孤独は、疑いと不信と不潔がほとんどすみずみ
まで行き渡っている社会からのありがたい逃避だった。彼
は試みに抵抗する自分の力を信用しなかった。そして深い
罪悪感が失われるのを恐れて、罪とのふだんの接触を避け
た。
ヨハネは、生れた時からナジル人として神にささげられ

ていたので、その誓願を守って一生の間献身した。彼は、
らくだの毛皮の衣を着、皮の帯をしめて、古代の預言者の
服装をしていた。彼は荒野の「いなごと野蜜」を食べ、山
の清い水を飲んだ。
だがヨハネの生活は、何もしないで、苦行者のように陰

気にあるいは利己的に孤立して送られたのではなかった。
彼は時々出かけて行っては人々の中にまじった。彼は世
の中で起こっていることをいつも興味をもって観察してい
た。その静かな隠れ家から、彼は諸事件の発展を見守って
いた。天来のメッセージをもって人々の心を動かすにはど
うしたらよいかを理解できるように、彼は神のみたまに照
らされた目をもって人々の性格を研究した。使命の重荷が
彼の上にあった。孤独の中にあって、瞑想と祈りとによっ
て、彼は目の前にある一生の働きのために、自分の魂を準
備することにつとめた。
荒野にいるとはいっても、彼は試みからまぬかれなかっ

た。彼はできるだけサタンがはいって来ることのできる道
をどれもとざしたが、それでもまだ彼は誘惑者から攻撃さ
れた。だが彼の霊的な知覚力ははっきりしていた。彼は品
性の力と決断力とを発達させていた。だから聖霊の助けに
よって、彼はサタンの接近を探知してその力に抵抗するこ
とができた。
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ヨハネにとって荒野は学校であり、聖所であった。ミデ
アンの山のまん中におかれたモーセのように、彼は神のこ
臨在の中にとじこめられ、神の大能の証拠にとりかこまれ
た。イスラエルの大指導者モーセのように、静寂な山の荘
厳さの中に住みつくことが、ヨハネの運命ではなかった。
しかし彼の前にはヨルダンの向こうのモアブの高い山々が
あって、山を固く立たせて力を帯びさせられた神について
語っていた。この荒野の住居における自然の陰気で恐ろし
い様相は、イスラエルの状態をまざまざとえがいていた。
実り豊かな神のぶどう園は荒れ果てていた。だが荒野の上 [713]
には美しく明るい天がかかっていた。嵐をはらんで現れた
黒雲には約束の虹（にじ）が弧をえがいていた。そのよう
に、イスラエルの堕落の上にはメシャの統治について約束
の栄光が輝いていた。怒りの雲には神の恵みの契約の虹が
かかっていた。静かな夜ただ1人で、ヨハネは、星のように
子孫がふえるというアブラハムに与えられた神の約束を読
んだ。モアブの山々を金色に光らせる夜明けの光は「朝の
光のように、雲のない朝に、輝きでる太陽のよう」であら
れるお方について語った（サムエル下23：4）。また真昼の
輝きの中には、「こうして主の栄光があらわれ、人は皆と
もにこれを見る」時に主の現れに伴う光輝がみられた（イ
ザヤ40：5）。
おそれと喜びの気持ちとをもって、ヨハネは預言の巻物

の中にメシヤの来臨についての啓示をさがした。これこそ
蛇の頭をくだく約束の後裔、王がダビデの王座にあって統
治するのをやめる前に現れるシロ一平和を与える者であっ
た。いまその時はきていた。支配者ローマ人がシオン山の
宮殿にすわっていた。神の確かなみことばによって、すで
にキリストはお生まれになった。
ヨハネは、イザヤがメシヤの栄光を歓喜のうちに描写し

ているところを昼も夜も研究した。メシヤはエツサイの根
から出た一つの若枝、義をもって治め、「公平をもって国
のうちの柔和な者のために」さばきをなす王、「暴風雨を
のがれる所. . . . . .疲れた地にある大きな岩の陰」であった。
イスラエルはもはや「捨てられた者」と呼ばれずその地は
「荒れた者」と言われず神から「わが喜びは彼女にある」
と呼ばれ、地は「配偶ある者」といわれるのであった（イ
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ザヤ11：4、32：2、62：4）。このさびしいさすらい人の心
はかがやかしいまぼろしに満たされた。
ヨハネは王の美しさをながめて、自分を忘れた。彼は尊

厳な聖潔を見て、自分が無能力で無価値なことを感じた。
彼は神を仰ぎ見ていたので、人をおそれることなく、天の
使者として出て行く用意ができた。彼は王の王であられる
神の前に低く腰をかがめていたので、地上の君主たちの面
前に恐れることなくまっすぐに立つことができた。
ヨハネはメシヤの王国の性質を十分には理解しなかっ

た。彼はイスラエルが国家の敵から救われるのを待望し
た。しかし王なるキリストが義のうちにおいでになり、イ
スラエルが聖なる国家として建国されることが彼の望みの
大目的であった。自分の誕生の時に与えられた預言、すな
わち、
「神は. . . . . .その聖なる契約（をおぼえて）、. . . . . .
わたしたちを敵の手から救い出し、
生きている限り、きよく正しく、
みまえに恐れなく仕えさせてくださるのである」
との預言は、このようにして成就されるのであると彼は

信じた（ルカ1：7275）。
ヨハネはユダヤ国民があざむかれ、自己満足に陥り、罪

の中に眠っているのをみた。彼は彼らをもっときよい生活
にめざめさせたいと願った。神がヨハネに伝えさせられた
メッセージは、国民を惰眠からびっくりして目覚めさせ、
自分たちの大きな悪におそれおののかせるためであった。
福音の種が足場を得ることができる前に心の土がくだかれ
ねばならない。イエスのいやしを求める前に罪の傷からの
危険についてめざめなければならない。
神は罪人を甘やかすために使者をお送りにならない。

神はきよめられていない者をだまして致命的な安全感を
持たせるために平和のメッセージをお送りにならない。神
は悪を行う者の良心に重荷をおき、その魂を罪の自覚とい
う矢で刺し通される。奉仕の天使たちは、彼らの必要感を
深め、「わたしは救われるために何をすべきでしょうか」
という叫びを促すために、神の恐るべきさばきを罪人の前
に示す。それから、屈辱を与えたみ手は、悔いた者を起こ
す。罪を責め、高慢で野心的な者を恥じさせた声は、最も
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やさしい同情をもって、「わたしにどうしてほしいか」と
たずねられる。
ヨハネの伝道が始まった時、ユダヤ国民は、革命の1歩 [714]

手前の興奮と不満の状態のうちにあった。アケラオが退け
られてから、ユダヤは直接ローマの支配下に入れられた。
ローマ総督たちの圧政と搾取、また異教の象徴や慣習を
ユダヤに持ち込もうとする彼らの断固たる努力などのため
に、反乱がひき起こされ、それはイスラエルの最も勇敢な
幾千の人々の血を流して静められた。こうしたことがみな
ローマに対する国民的な憎悪心を深め、ローマの権力から
自由になりたいとの願いをますます強めた。
不和と争いのさなかに、一つの声が荒野からきこえて

きた。それは、「悔い改めよ、天国は近づいた」という、
人々を驚かせるようなきびしい、しかし望みに満ちた声
であった（マタイ3：2）。新しいふしぎな力をもってそれ
は人々を動かした。預言者たちは、キリストの来臨をはる
か将来の出来事として預言していた。ところがいまそれが
近づいたと叫ばれているのであった。ヨハネの奇妙な恰好
（かっこう）は聴衆の心に古代の預言者たちを思わせた。
彼の態度と服装は預言者エリヤに似ていた。彼はエリヤの
霊と力とをもって、国をあげての堕落を攻撃し、みなぎっ
ている罪を責めた。彼のことばは率直で鋭く、罪をさとら
せる力があった。多くの者は彼が死からよみがえった預言
者の1人であると信じた。全国民はわきたった。群衆が荒野
へむらがり集まった。
ヨハネはメシヤの来臨をのべ伝え、人々に悔い改めを呼

びかけた。罪からのきよめのしるしとして、彼はヨルダン
川の流れで人々にバプテスマを施した。このようにして彼
は、意味深い実物教訓によって、神の選民であることを自
称している人々が罪にけがれていること、また心と生活が
きよめられなければメシヤの王国に入ることができないこ
とを宣言した。
君たちもラビたちも、兵卒たちも、取税人たちも、百

姓たちも、預言者のことばを聞くためにやってきた。一時
は神からの厳粛な警告が彼らを驚かせた。多くの人々が悔
い改めにみちびかれ、バプテスマを受けた。あらゆる階級
の人々が、バプテスマのヨハネの宣言する王国に入るため
に、彼の要求に服従した。
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多くの律法学者たちとパリサイ人たちがやってきて、罪
を告白し、バプテスマを願った彼らは自分たちがほかの人
たちよりもすぐれた人間であることをいばり、自分たちの
敬虔さについて深い尊敬心を国民にいだかせていた。いま
彼らの生活の不義の秘密がばくろされた。しかしヨハネは
これらの人々の多くが罪について真の自覚を持っていない
ことを、聖霊によって印象づけられた。彼らは日和見（ひ
よりみ）主義者だった。彼らは預言者の友人となって、き
たるべき王から恩恵を得ようと望んだ。そしてこの人気の
ある若い教師の手からバプテスマを受けることによって、
民に対する自分たちの影響力を強めようと考えた。
ヨハネは、彼らに会うと、「まむしの子らよ、迫ってき

ている神の怒りから、おまえたちはのがれられると、だれ
が教えたのか。だから、悔改めにふさわしい実を結ぺ。自
分たちの父にはアブラハムがあるなどと、心の中で思って
もみるな。おまえたちに言っておく、神はこれらの石ころ
からでも、アブラハムの子を起すことができるのだ」と痛
烈に問いかけた（マタイ3：79）。
ユダヤ人はイスラエルに対する永遠の恩恵についての神

の約束を誤解していた。「主はこう言われる、すなわち太
陽を与えて昼の光とし、月と星とを定めて夜の光とし、海
をかき立てて、その波を鳴りとどろかせる者一その名は万
軍の主という。主は言われる、『もしこの定めがわたしの
前ですたれてしまうなら、イスラエルの子孫もすたって、
永久にわたしの前で民であることはできない。』主はこう
言われる、『もし上の天を量ることができ、下の地の基を
探ることができるなら、そのとき、わたしはイスラエルの
すべての子孫をそのもろもろの行いのために捨て去ると主
は言われる』」（エレミヤ31：3537）。
ユダヤ人は、自分たちがアブラハムの直系の子孫である

ということがこの約束を受ける資格であると考えていた。
しかし彼らは神が明示された条件を見落していた。この約
束をお与えになる前に、神は、「わたしは、わたしの律法
を彼らのうちに置き、その心にしるす。わたしは彼らの神
となり、彼らはわたしの民となると主は言われる。. . . . . .わ
たしは彼らの不義をゆるし、もはやその罪を思わない」と[715]
仰せになっていた（エレミヤ31：33、34）、
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心に神の律法をしるされる民に、神の恩恵が保証され
ている。彼らは神と一つである。ところがユダヤ人は神か
ら離れていた。罪のために、彼らは神の刑罰の下に苦しん
でいた。彼らが異教国家の支配下にある原因はここにあっ
た。彼らの心は罪とがのために暗くなっていたが、昔神が
非常に大きな恩恵をお与えになったので、彼らは自分たち
の罪を大目にみていた。彼らは自分たちが他国民よりもす
ぐれていて、神の祝福を受ける資格があるとうぬぼれてい
た。
こうしたことは、「世の終りに臨んでいるわたしたちに

対する訓戒のためである」（コリント10：11）。われわれ
は、どんなにかたびたび神の祝福を誤解し、自分たちのう
ちに何か良いところがあるから恵まれるのだとうぬぼれる
ことだろう。神はわれわれのためにしたいとお思いになる
ことをなさることができない。神の賜物は、われわれの自
己満足を増長させ、われわれの心を不信と罪の中にかたく
なにするために用いられる。
ヨハネは、イスラエルの教師たちの高慢心と利己心と

残酷さは、彼らが正しい従順なアブラハムの子らであるよ
りはむしろまむしの子ら、民にとって致命的なわざわいで
ある証拠だと彼らに宣言した。彼らは自分たちが異教徒よ
りもずっとすぐれていると思っていたが、彼らが神から光
を受けていたことを考えてみる時、彼らはその異教徒より
も悪いのであった。彼らは自分たちが切り出された岩と掘
り出された穴とを勘ていた（イザヤ51：1参照）。神はみこ
ころを成鎚れるのに彼らをあてにしておられなかった。神
は、アブラハムを異教の民の中から呼び出されたように、
他の人々を神の奉仕に召すこともおできになる。彼らの心
はいまは砂漠（さばく）の石のようにいのちのないものに
みえるかもしれないが、神のみたまは彼らをめざめさせて
みこころを行わせ、神の約束の成就を受けさせることがで
きるのである。
「斧がすでに木の根もとに置かれている。だから、良

い実を結ばない木はことごとく切られて、火の中に投げ込
まれるのだ」と預言者は言った（マタイ3：10）。木の価
値は、その名によってではなく、その実によってきまる。
もし実が無価値なら、名はその木が滅びるのを救うことが
できない。ヨハネは、神の前におけるユダヤ人の立場は、
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彼らの品性と生活とによって決定されるのだと宣言した。
口に言うだけでは無価値である。もしユダヤ人の品性と生
活が神の律法に一致していなければ、彼らは神の民ではな
い。
心をさぐるヨハネのことばに、聴衆は罪をさとった。

彼らは、やってきて、「それでは、わたしたちは何をす
ればよいのですか」とたずねた。ヨハネは答えて、「下
着を2枚もっている者は、持たない者に分けてやりなさ
い。食物を持っている者も同様にしなさい」と言った（ル
カ3：10、11）。彼はまた取税人たちには不正について、兵
卒たちには暴力について警告した。
キリストの王国の民となった者はみな信仰と悔い改めと

の証拠を示すであろうと、ヨハネは言った。彼らの生活に
は親切と正直と忠誠がみられるであろう。彼らは困ってい
る人たちに奉仕し、神に献げ物を持参するであろう。彼ら
は家のない者を宿らせ、美徳と憐れみの模範を示すであろ
う。そのように、キリストに従う者たちは、人を生まれ変
らせる聖霊の力の証拠を示すであろう。毎日の生活に神の
正義と憐れみと愛がみられるであろう。そうでなければ、
彼らは火に投げ入れられるもみがらのようなものである。
「わたしは悔改めのために、水でおまえたちにバプテス

マを授けている。しかし、わたしのあとから来る人はわた
しよりも力のあるかたで、わたしはそのくつをぬがせてあ
げる値うちもない。このかたは、聖霊と火とによっておま
えたちにバプテスマをお授けになるであろう」とヨハネは
言った（マタイ3：11）。
預言者イザヤは、神が「審判の霊と滅亡の霊とをもっ

て」ご自分の民を不義からきよめられると宣言した。イ
スラエルに対する神のみことばは、「わたしはまた、わが
手をあなたに向け、あなたのかすを灰汁（あく）で溶かす
ように溶かし去り、あなたの混ざり物をすべて取り除く」
であった（イザヤ4：4、1： 25）。罪にとって、それがど[716]
こにみいだされようと、「わたしたちの神は、実に、焼き
つくす火である」（ヘブル12：29）。神のみたまは、その
力に服するすべての者のうちにあって、罪を焼きつくす。
しかしもし人が罪に執着するなら、その人は罪と一体と
なる。そのとき罪を滅ぼす神の栄光は、当然その人も滅ぼ
してしまうのである。ヤコブは、天使と一晩格闘したあと
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で、「わたしは顔と顔をあわせて神を見たが、なお生きて
いる」と叫んだ（創世記32：30）。ヤコブはエサウに対す
る行為において大きな罪を犯した。だが彼は悔い改めてい
た。彼の罪とがはゆるされ、その罪はきよめられた。だか
ら彼は神のこ臨在のあらわれに耐えることができたのであ
る。しかし人が故意に罪を心に宿していながら神の前に出
た時、その人はかならず滅ぼされた。キリスト再臨のとき
に、悪人は主イエスの「口の息をもって」殺され、「来臨
の輝きによって」滅ぼされる（Ⅱテサロニケ2：8）。神の
栄光の光は、義人にはいのちを与えるが、悪人を滅ぼすの
である。
バプテスマのヨハネの時代に、キリストは神の品性をあ

らわすお方として現れようとしておられた。人々はイエス
の前に出ると自分の罪が明らかにされるのであった。罪か
らきよめられたいと願った時にのみ彼らはイエスとのまじ
わりに入ることができるのであった。心のきよい者だけが
イエスの前に立つことができるのであった。
このようにバプテスマのヨハネは、神のメッセージを

イスラエルに宣告した。多くの者が彼の教えに注意した。
多くの者が、従うために一切を犠牲にした。群衆はここか
しこへとこの新しい教師について行き、彼がメシヤである
かも知れないという望みをいだいている者が少なくなかっ
た。しかしヨハネは、人々が自分に心を向けるのを見る
と、あらゆる機会をとらえて彼らの信仰をきたるべきお方
に向けようとつとめた。
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本章は、マタイ3：1317、マルコ1：911、ルカ3：21、22に
基づく

荒野の預言者とその驚くべき布告についての知らせは、
ガリラヤじゅうにひろがった。彼の叫びは、どんな遠い
山村の百姓にも、海辺の漁師たちにも伝わり、単純で熱心
なこれらの人々の心の中に最も真実な反響がみられた。ナ
ザレでもヨセフのものであった大工の仕事場にこの話がつ
たえられ、イエスは神の召しを認められた。イエスの時が
きていた。毎日の労働から離れて、イエスは母に別れを告
げ、ヨルダン川に集まって行く同胞の足跡に従われた。
イエスとバプテスマのヨハネは従兄弟（いとこ）

で、2人は誕生の事情によって密接な関係があった。だ
が2人ともまだ互いに面識はなかった。イエスはガリラヤ
のナザレで生活され、ヨハネはユダヤの荒野で生活してい
た。まったく異なった環境の中にあって、彼らは世間から
遠ざかって生活し、お互いの連絡はなかった。このことは
摂理のうちに定められていた。2人がお互いの主張を支持す
るために互いにしめし合わせたと非難される根拠は何もな
いようにされた
ヨハネは、イエスの誕生をさし示したいろいろな出来事

をよく知っていた。彼は、イエスが子供のころエルサレム
においでになったことや、その時ラビの学校で起こったこ
とをきいていた。彼はイエスの罪のない生活を知り、イエ
スがメシヤであると信じていたが、イエスがメシヤである
ことについて、絶対的な確証を持っていたわけではなかっ
た。イエスが長年人目につかずにすごされ、ご自分の使
命について特別な証拠をお示しにならなかったことが、彼
は本当に約束されたお方だろうかという疑問の根拠となっ
た。しかしバプテスマのヨハネは、神がすべてを明らかに
される時があることを信じ、信仰をもって待った。メシヤ
がヨハネの手でバプテスマを受けることを求められ、その

88
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時彼が神であられる証拠が与えられるということが、ヨハ
ネに示されていた。このようにしてヨハネはメシヤを民の
前に示すことができるのであった。
イエスがバプテスマを受けにおいでになった時、ヨハ [717]

ネはイエスのうちにこれまでどんな人にもみたことのない
純潔な品性をみとめた。イエスのこ臨在の雰囲気そのもの
が神聖でおそれ多い気持を感じさせた。ヨルダン川のヨハ
ネのまわりに集まってきた多くの人々の中に、彼は暗い罪
悪の話をきき、数知れない罪の重荷におしつけられている
魂を見た。しかしこんなに神聖な雰囲気をただよわせてい
る人にはこれまで会ったことがなかった。こうしたことは
すべてメシヤについてヨハネに示されていたところと一致
していた。しかしヨハネはイエスのたのみに応ずることを
ちゅうちょした。罪人である自分がどうして罪のないお方
にバプテスマを施すことができようか。悔い改める必要の
ないお方が、不義を告白して洗いきよめる儀式をどうして
お受けになることがあろうか。
イエスがバプテスマをたのまれると、ヨハネはおしとど

めて「わたしこそあなたからバプテスマを受けるはずです
のに、あなたがわたしのところにおいでになるのですか」
と叫んだ（マタイ3：14）。イエスは、きっぱりとしかしや
さしい威厳をもって、「今は受けさせてもらいたい。この
ように、すべての正しいことを成就するのは、われわれに
ふさわしいことである」と答えられた（マタイ3：15）。そ
こでヨハネは譲歩して、救い主をヨルダン川にみちびき、
水の下に沈めた。「イエスはバプテスマを受けるとすぐ、
水から上がられた。すると、見よ、天が開け、神の御霊
（みたま）がはとのように自分の上に下ってくるのを、ご
らんになった」（マタイ3：16）。
イエスは、ご自分のために、罪の告白としてバプテスマ

をお受けになったのではなかった。イエスはご自分を罪人
と同じにごらんになって、われわれのとるべき手段をとら
れ、われわれのなすべきわざをされたのであった。バプテ
スマ後のイエスの苦難と忍耐の一生もまたわれわれの模範
であった。
水からあがってこられると、イエスは祈りのために川の

岸にひざまずかれた。一つの新しい重要な時代がイエスの
前に開かれようとしていた。イエスはいきもっと広い舞台
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に立って、ご自分の生涯の戦いに入ろうとしておられた。
イエスは平和の君であったが、彼がこられたことは宣戦布
告のようなものであったにちがいない。イエスが建設する
ためにおいでになった王国は、ユダヤ人が望んでいた王国
とは正反対であった。イスラエルの儀式と制度の基であら
れたお方が、その敵また破壊者としてみられるようになる
のである。シナイ山で律法を布告されたお方が、違反者と
して宣告されるのである。サタンの力をうち破るためにお
いでになったお方が、ベルゼブルと非難されるのである。
地上ではだれ1人イエスを理解した者がなく、公生涯の間も
なお1人で歩まれねばならない。イエスの一生の間、その母
と兄弟たちは彼の使命を理解しなかった。弟子たちさえ、
イエスを理解しなかった。イエスは、神と一つのお方とし
て、永遠の光のうちに住んでおられたが、地上の生涯は孤
独のうちに送られねばならない。
イエスは、われわれと一つになって、われわれの不義と

苦悩の重荷を負われねばならない。罪のないお方が罪の屈
辱を感じられねばならない。平和を愛されるお方が争いと
共に住み、真実が虚偽と、純潔が邪悪と共に住まねばなら
ない。律法を犯したために生じたあらゆる罪、あらゆる不
和、あらゆるけがれた欲がイエスの心を苦しめた。
イエスは1人で道を歩み、1人で重荷を負われねばなら

ない。栄光をぬいで、人間の弱さを着られたイエスの上に
この世のあがないがおかれねばならない。イエスはすべて
そうしたことを見、また感じられたが、彼の決意は固かっ
た。堕落した人類の救いがイエスの腕にかかっていたの
で、彼は手をさしのべて大能なる愛の神のみ手をにぎられ
た。
救い主が魂をそそいで祈られる時、その目は天を見通

しておられるようにみえる。罪が人々の心を固くしたこと
も、彼らがイエスの使命をみとめて救いの賜物を受けるこ
とが困難なこともイエスはよくご存じである。彼らの不信
にうち勝ち、サタンが彼らをとりこにしている鎖をたち切
り、彼らのために破壊者を征服する力を、イエスは天父に
懇願される。み子イエスのうちにある人性を神が受け入れ
られるという証拠を、イエスはお求めになる。[718]
天使たちはこのような祈りをこれまで聞いたことがな

かった。彼らは、愛する指揮官イエスに、保証と慰めの
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メッセージを伝えたいと熱望する。だがそれはできない。
天父がご自身でみ子の祈願に答えられるのである。み座か
ら直接に神の栄光が輝き出る。天が開け、いとも清い光が
はとのような形をなして、救い主の頭上にくだる。それは
柔和で心のへりくだったお方であるイエスにふさわしい象
徴である。
ヨルダン川のおびただしい群衆の中で、ヨハネ以外には

この天の光景をみとめた者は、ほとんどいなかった。しか
し神のこ臨在の荘厳さが会衆の上にとどまった。人々はだ
まってキリストをみつめていた。そのお姿は神のみ座をい
つもとりまいている光を浴びていた。上を向かれたイエス
のお顔は、これまで人の顔にみられたことのない栄光に輝
いた。開かれた天から一つの声がくだって、「これはわた
しの愛する子、わたしの心にかなう者である」と言うのが
きこえた（マタイ3：17）。
この確認のことばは、その光景を見た人々のうちに信仰

心を起こし、また使命のために救い主を力づけるために与
えられたのであった。不義の世の罪がキリストの上におか
れたにもかかわらずまた屈辱をしのんでわれわれの堕落し
た性質をおとりになったにもかかわらず天からの声は、イ
エスを永遠なる神のみ子と宣言した。
イエスが嘆願者としてひざまずき、涙ながらに天父の是

認を懇願しておられるのを見て、ヨハネは深く感動した。
神の栄光がイエスをとりかこみ、天からの声がきこえた
時、ヨハネは神が約束しておられたしるしをみとめた。自
分がバプテスマをさずけたお方が世のあがない主であるこ
とを彼は知った。聖霊がヨハネの上に下った。彼は手をさ
しのべてイエスを指さし、「見よ、世の罪を取り除く神の
小羊」と叫んだ（ヨハネ1：29）。
聴衆の中の誰も、またこのことばを語った彼自身さえ、

「神の小羊」というこのことばの重大な意味を認めてい
なかった。モリア山上で、アブラハムは息子から、「燔祭
の小羊はどこにありますか」ときかれた。父は「子よ、神
みずから燔祭の小羊を備えてくださるであろう」と答えた
（創世記22：7、8）。そうして、イサクの代りに天から備
えられた牡（お）羊に、アブラハムは人類の罪のために死
なれるお方の象徴を見た。聖霊はイザヤを通し、例を用い
て、救い主のことを、「ほふり場にひかれて行く小羊のよ
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うに」「主はわれわれすべての者の不義を、彼の上におか
れた」と預言した（イザヤ53：7、6）。しかしイスラエル
の民はこの教訓を理解していなかった。彼らの多くは、い
けにえの献げ物について、異教徒たちがいけにえについて
考えているのとまったく同じように、神をなだめるための
献げ物という考え方をしていた。神は、神と人々をやわら
がせる賜物が神ご自身の愛から与えられることを彼らに教
えたいと望まれた。
ヨルダン川で、イエスに「これはわたしの愛する子、

わたしの心にかなう者である」と言われたことばは、全人
類を含んでいる（マタイ3：17）。神はわれわれの代表者
としてのイエスに語られた。どんなに罪や欠点をもってい
ても、われわれは無価値なものとして捨てられることはな
い。「神は愛するみ子によってわたしたちを受け入れてく
ださった」（エペソ1：6・英語訳聖書）。キリストの上に
くだった栄光は、われわれに対する神の愛の保証である。
それは祈りの力について、すなわち人間の声が神の御耳に
とどくことと、われわれの祈願が天の宮廷に受け入れられ
ることとを告げている。罪によって、地は天から切り離さ
れ、天との交わりから遠ざけられた。だがイエスは地をも
う1度栄光の天と結びつけられた。イエスの愛は人類をとり
まき、最高の天に達した。開かれた門から救い主の頭上に
さした光が、試みに抵抗するために助けを祈るとき、われ
われの上にさすのである。イエスに語られたみ声が、信じ
ている一人ひとりにむかって「これはわたしの愛する子、
わたしの心にかなう者である」と言われるのである。
「愛する者たちよ。わたしたちは今や神の子である。し

かし、わたしたちがどうなるのか、まだ明らかではない。
彼が現れる時、わたしたちは、自分たちが彼に似るものと[719]
なることを知っている。そのまことの御姿を見るからであ
る」（ヨハネ3：2）。われらのあかない主が道をお開きに
なったので、どんなに罪深い者も、どんなに困っている者
も、またどんなにしいたげられ、あなどられている者も、
天父に近づくことができる。だれでもみな、イエスが備
えに行かれた住居をわが家とすることができる。「聖なる
者、まことなる者、ダビデのかぎを持つ者、開けばだれに
も閉じられることがなく、閉じればだれにも開かれること
のない者が、次のように言われる。. . . . . .見よ、わたしは、
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あなたの前に、だれも閉じることのできない門を開いてお
いた」（黙示録3：7、8）。



第第第12章章章試試試みみみ

本章はマタイ4：111、マルコ1：12、13、ルカ4：113に基づ
く

「さて、イエスは聖霊に満ちてヨルダン川から帰り、荒
野を. . . . . .御霊にひきまわされ」た（ルカ4：1、2）。マル
コのことばはもっと意味が深い。「それからすぐに、御霊
がイエスを荒野に追いやった。イエスは40日のあいだ荒野
にいて、サタンの試みにあわれた。そして獣もそこにいた
が、御使たちはイエスに仕えていた」「そのあいだ何も食
べ」られなかった（マルコ1：12、13、ルカ4：2）。
イエスが試みられるために荒野へ導かれた時、彼は神の

みたまによって導かれたのであった。イエスはご自分から
試みを招かれなかった。イエスが荒野へ行かれたのは、1人
になって、ご自分の使命と働きとを熟考するためであっ
た。断食と祈りとによって、イエスはご自分がたどらねば
ならない血みどろの道のために、準備されるのであった。
しかしサタンは、救い主が荒野へ行かれたことを知って、
これこそイエスに近づく最上の時だと思った。
世の重大な形勢は、光の君と暗黒の王国の指導者との

争闘にかかっていた。人を罪に誘惑してから、サタンはこ
の地上を自分のものとして主張し、自らこの世の君と称し
た。彼は人類の父母を自分の性質に従わせたので、ここに
自分の王国を築こうと考えた。彼は、人類が彼を自分たち
の君主にえらんだと宣言した。人類を支配することによっ
て、彼はこの世の主権を保った。キリストはサタンの主張
が誤りであることを証明するためにおいでになった。人の
子として、キリストは神に対する忠誠を保たれるのであっ
た。そのことによって、サタンは人類を完全に支配してい
ないこと、世に対する彼の主張はうそであることが示され
るのであった。サタンの権力から救われたいと望む者はみ
な自由にされるのであった。罪のためにアダムが失った主
権は回復されるのであった。

94
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エデンで、蛇に向かって、「わたしは恨みをおく、お
まえと女とのあいだに、おまえのすえと女のすえとの間
に。彼はおまえのかしらを砕き、おまえは彼のかかとを
砕くであろう」と宣告されて以来、サタンは世に対する絶
対的な支配力を持つことができないことを知っていた（創
世記3：15）。人類の中には、サタンの主権に抵抗する一
つの力が働いているのがみられた。非常な興味をもって
サタンは、アダムとその息子たちがささげるいけにえを見
守った。このような儀式の中に、彼は地と天との間の交わ
りの象徴を認めた。彼はこの交わりをたち切ることにとり
かかった。サタンは神の悪口を言い、救い主をさし示して
いる儀式を曲解させた。人類は、自分たちが滅びるのを喜
ぶお方として神を恐れるようになった。神の愛をあらわす
はずだったいけにえが、神の怒りをなだめるためだけにさ
さげられた。サタンは自分の支配を人々におしつけるため
に、人々の悪い欲望をかきたてた。書かれた神のみことば
が与えられた時、サタンは救い主の来臨についての預言を
研究した。サタンは、キリストがこられた時、人々がキリ
ストをこばむように、これらの預言について人々を盲目に
するために、各時代にわたって働いた。
イエスがお生れになった時、サタンは彼の主権につい

て反論するために神から任命されたお方がこられたことを [720]
知った。生まれたての王の権威について証言した天使たち
のことばに、サタンはふるえた。サタンは、キリストが天
父のいとし子として天で占めておられた立場をよく知って
いた。神のみ子が人としてこの世においでになったという
ことが、彼の心に驚きと不安とを満たした。彼はこの大き
な犠牲の奥義をはかり知ることができなかった。彼の利己
的な魂はあざむかれた人類へのこのような愛を理解するこ
とができなかった。天の栄光と平和、神との交わりの喜び
は、人間にはかすかにしか理解されていなかったが、おお
うことをなすケルビムであったルシファーにはよくわかっ
ていた。天を追われてから、サタンは、ほかの者たちを
自分と同じように堕落させることによって報復しようと決
心していた。人々に天の事物を軽視させ、心を地上のもの
に向けさせることによって、彼はこのことをするのであっ
た。
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天の司令官が人々の魂をご自分の王国に導かれるには
妨害がないわけではなかった。彼は、ベッレヘムで赤ん
坊だった時から、たえずサタンに攻撃された。神のみかた
ちは、キリストのうちにはっきりとあらわれていたので、
キリストを征服することが、サタンの会議できまった。ど
んな人間もこの世に生まれて、欺瞞者の力からのがれるこ
とはできなかった。悪の同盟勢力はイエスとの戦いに従事
し、できるならばイエスにうち勝とうとして、イエスの道
に殺到した。
救い主のバプテスマの時、サタンはその目撃者たちの

中にいた。サタンは天父の栄光がみ子をおおっているの
を見た。彼はエホバのみ声がイエスの神性を証明するの
を聞いた。アダムが罪を犯して以来、人類は神との直接の
交わりから断たれ、天と地との交わりはキリストを通して
行われていた。しかしいまイエスが「罪の肉の様」をとっ
ておいでになったので、天父は自らお語りになった（ロー
マ8：3）。神は、以前にはキリストを通して人類と交わら
れたが、こんどはキリストのうちにあって人類と交わられ
た。サタンは、神が罪を憎まれるあまり、天と地が永遠に
隔離されるように望んでいた。だがいま神と人との間のつ
ながりが回復されたことが明らかになった。
サタンは自分が征服するか征服されるかのどちらかであ

ることをさとった。戦いの形勢は味方の天使たちにまかせ
ておけないほど重大であった。彼が自ら戦いを指揮しなけ
ればならない。背信の全精力が神のみ子に向かって集中さ
れた。キリストは地獄のあらゆる武器のまととなられた。
キリストとサタンとのこの戦いを、自分自身の生活に

特別な関係がないもののように見ている人が多い。彼らに
とってこの戦いは興味がない。だがどの人の心の領分でも
この争闘がくりかえされているのである。人は、悪の隊列
から離れて、神の奉仕に加わろうとする時、必ずサタンの
攻撃に遭遇する。キリストが抵抗された試みは、われわれ
が抵抗するには非常に困難にみえる試みである。キリスト
の品性がわれわれの品性にまさっているだけ余計にキリス
トに対する試みは強かった。世の罪という恐るべき重さを
身に負って、キリストは、食欲について、世への愛着につ
いて、知りながら罪を犯すようになる自己表示への愛着に
ついて、試みに耐えられた。これらはアダムとエバを敗北
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させた試みであり、また容易にわれわれをうち負かす試み
である。
サタンは、神の律法が不公正で従うことのできないも

のであるという証拠として、アダムの罪を指摘していた。
キリストは、われわれの人性をもって、アダムの失敗を
あがなわれるのであった。しかし、アダムが誘惑者から
攻撃された時には、彼には罪の影響がすこしもなかった。
彼は完全な人間としての力をもっていて、心もからだも活
力に満ちていた。彼はエデンの栄光にとりかこまれ、天使
たちと毎日交わっていた。イエスがサタンと争うために荒
野へ入って行かれた時には、アダムの時のようではなかっ
た。4000年間にわたって、人類は体力も知力も道徳価値も
低下していた。しかもキリストは退歩した人類の弱さを身
につけられた。こうすることによってのみキリストは人類
を堕落の一番深い底から救うことがおできになるのであっ
た。
キリストが試みに負けることは不可能だったのだと主張

する人が多い。もしそうなら、キリストはアダムの立場に [721]
置かれることはできなかったし、アダムが得られなかった
勝利を得ることもおできにならなかったであろう。もしわ
れわれが何らかの意味でキリストよりもきびしい戦いをた
たかわねばならないとしたら、キリストはわれわれを一救
うことがおできにならないであろう。だが救い主は、罪の
負債ごと人性をおとりになった。彼は試みに負ける可能性
のまま人間の性質をおとりになった。キリストが耐えられ
なかったことで、われわれの耐えねばならないことは何一
つない。
エデンのアダム、エバと同じように、キリストにとって

も、食欲が最初の大きな試みの基盤であった。堕落がはじ
まったちょうどその点から、われわれのあがないの働きは
始められねばならない。アダムが食欲をほしいままにして
堕落したように、キリストは食欲を制することによって勝
利なさらねばならない。
「40日40夜、断食をし、そののち空腹になられた。す

ると試みる者がきて言った、『もしあなたが神の子であ
るなら、これらの石がパンになるように命じてごらんなさ
い。』イエスは答えて言われた、『「人はパンだけで生き
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るものではなく、神の口から出る一つ一つの言で生きるも
のである」と書いてある』」（マタイ4：24）。
アダムの時からキリストの時まで、放縦のために食欲

と情欲の力が増大し、ついにはそうした欲がほとんど無
制限な支配力を持つまでになっていた。こうして人々は、
品性が低下し、病気にかかり、独力で勝利することは不可
能だった。キリストは、人のために最もはげしい試みに耐
えて勝利された。彼は、われわれのために、飢えや死より
も強い自制心を働かせられた。そしてこの最初の勝利の中
に、暗黒の勢力とわれわれとのすべての戦いにみられるい
ろいろなほかの問題が含まれていた。
イエスが荒野へ入って行かれた時、彼は天父の栄光に

つつまれた。神との交わりに心を奪われておられたので、
イエスは人間の弱さから高められた。しかし栄光が去る
と、彼は試みと戦うために残された。試みは刻刻にイエ
スに迫っていた。イエスの人間としての性質は、彼を待ち
受けている戦いにしりごみした。40日の間、彼は断食し、
祈られた。飢えのために弱くなり、衰え、精神的苦悩の
ために疲れ、やつれはてて、「彼の顔だちは、そこなわ
れて人と異なり、その姿は人の子と異なっていた」（イザ
ヤ52：14）。いまこそサタンの機会であった。いまこそキ
リストにうち勝てると、サタンは想像した。
救い主の祈りに答えるかのように、天使の姿をした者が

天から救い主のもとにやってきた。彼は、キリストの断食
が終わったことを宣言するようにと神から任務をさずけら
れてきたと主張した。アブラハムがイサクをささげようと
した時、神が天使を送ってその手をとどめられたように、
天父はキリストが自ら進んで血染めの道にはいられたこ
とに満足されて、キリストを救うために天使をおつかわし
になったというのが、イエスにもたらされたことばであっ
た。救い主は飢えのために弱り、食物を切望しておられ
た。その時突然にサタンがイエスを襲ったのである。荒野
に点々と横たわって、あたかもパンのようにみえる石を指
さして、誘惑者は、「もしあなたが神の子であるなら、こ
れらの石がパンになるように命じてごらんなさい」と言っ
た（マタイ4：3）。
彼は光の天使をよそおっているが、「もしあなたが神

の子であるなら」というこの最初のことばにその本性が
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あらわれている。ここに信用しない気持がほのめかされて
いる。もしイエスがサタンの言う通りのことをされたら、
それは疑いの気持を認めたことになる。誘惑者は世の初め
に人類をうまく堕落させたのと同じ手段でキリストを倒そ
うとはかる。エデンの園でサタンは何と巧妙にエバに近づ
いたことだろう。「園にあるどの木からも取って食べるな
と、ほんとうに神が言われたのですか」（創世記3：1）。
ここまでは、誘惑者のことばは本当であった。しかしこの
ことばを語る彼の調子の中に、神のみことばに対する軽蔑
がかくされていた。かくされた否定、神の真実への疑いが
あった。サタンは、神がみことば通りにはなさらないだろ
う、こんな美しい果実を与えないでおくことは人に対する
神の愛とあわれみに反することだ という考え方を、エバ [722]
の心に吹きこもうとした。同じようにいま誘惑者は、彼自
身の感情をキリストに吹きこもうとする。「もしあなたが
神の子であるなら」。このことばはサタンの心に苦痛を与
えた。彼の声の調子には強い懐疑心があらわされている。
神がご自分の子をこんな目にあわされるだろうか。神はみ
子を食物もなく、友もなく、慰めもないままに野獣といっ
しょに荒野に放り出したままでおかれるだろうか。神はみ
子をこんな目にあおせるつもりではなかったのだと、サタ
ンはほのめかす。「もしあなたが神の子であるなら」この
さし迫った飢えからまぬかれることによって、あなたの力
を示しなさい。この石がパンとなるように命じなさい。
「これはわたしの愛する子、わたしの心にかなう者であ

る」との天の声はまだサタンの耳になりひびいている（マ
タイ3：17）。しかし彼は、キリストにこのあかしを信じさ
せまいと決心していた。神のこのみことばは、キリストに
とってご自分の聖なる使命についての保証であった。
キリストは1人の人間として人々の中に住むためにおい

でになったが、キリストが天とのつながりをもっておら
れることを宣言したのはこのことばであった。キリストに
このことばを疑わせようとするのがサタンの目的だった。
もし神に対するキリストの確信を動揺させることができれ
ば、争闘の全体を通じて勝利は自分のものになるというこ
とをサタンは知っていた。そうしたら、サタンはイエスに
うち勝つことができるのである。サタンは、キリストが落
胆と極度の空腹に迫られて、天父への信仰を失い、ご自分
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のために奇跡を行われるように望んだ。もしキリストがそ
うされたら、救いの計画はこわれてしまったのである。
サタンと神のみ子が争闘において初めて顔を合わせた

時、キリストは天使軍の司令官であった。そして天の反乱
の指導者サタンは追い出された。いま2人の立場は反対に
なっているようにみえ、サタンは有利に見える自分の立場
を利用しようとする。天の最も有力な天使の1人が天から
追放されたと、彼は言う。イエスの様子は、神から見放さ
れ、人から見捨てられたその堕落天使であることを示して
いるというのである。もしイエスが神のみ子なら、「これ
らの石がパンになるように命じてごらんなさい」とのサタ
ンの主張を、奇跡を行うことによって証明することができ
るだろう（マタイ4：3）。このような創造力の行為は神性
についての決定的な証拠となり、争闘を終わらせるであろ
うと、誘惑者は主張する。
イエスは心の戦いなしにはこの大欺瞞者のことばをだ

まってきくことがおできにならなかった。しかし神のみ子
はご自分の神性をサタンに証明したり、ご自分の屈辱の理
由を説明したりなさらないのであった。反逆者の要求に応
じてみても、入類のためにも、あるいは神のみ栄えのため
にも、何の益も得られない。もしキリストが敵のそそのか
しに応じられたら、サタンはさらに、あなたが神のみ子で
あると信じられる証拠を示せと言っただろう。証拠はサタ
ンの心の中にある反逆の力をうち破るのに役立たなかった
であろう。だからキリストはご自分の利益のために神の力
をお用いにならないのであった、キリストはわれわれが試
みに会わねばならないのと同じように試みに会い、信仰と
服従の模範を示すために、おいでになったのである。この
荒野においても、またその後の地上生活のどんな時にも、
キリストはご自分のために奇跡を行われなかった。イエ
スのすばらしいみわざはみな他人の益のためであった。イ
エスは初めからサタンを認めておられたが、挑発されて彼
と論争するようなことをなさらなかった。天からの声の記
憶に力づけられて、キリストは天父の愛に信頼しておられ
た。彼は試みにかかわり合おうとなさらなかった。
イエスは聖書のみことばをもってサタンに応じられた。

「こう書かれている」と、イエスは言われた。試みのた
びに、イエスの戦いの武器は神のみことばであった。サタ
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ンはキリストに神性の証拠として奇跡を求めた。しかしど
んな奇跡よりも力のあるもの、すなわち「主はこう言われ
る」ということばに対する固い信頼こそ反論のできない証
拠であった。キリストがこの立場を持続されるかぎり、誘
惑者は勝つことができなかった。
キリストが最もはげしい試みに攻められたのは、最も [723]

弱っておられた時であった。こうしてサタンは、勝とう
と思った。この方法によって、彼は人類に勝利してきた。
体力が衰え、意志力が弱り、信仰が神のうちに安住しな
くなった時、正しいことのために長い間勇敢に戦ってきた
人々が征服された。モーセはイスラエルの40年間の放浪に
疲れはてていた。その時、彼の信仰は、一瞬無限の力を手
放した。彼はちょうど約束の地の境界で失敗した。エリヤ
もそうだった。彼はかつてアハブ王の前に恐れるところな
く立ち、450人のバアルの預言者たちを先頭にしたイスラエ
ルの全国民を前にして立った。偽預言者たちが殺され、民
が神への忠誠を宣言したあのカルメル山上の恐ろしい日の
後に、エリヤは偶像礼拝者のイゼベルにおどかされていの
ちからがら逃げた。このようにサタンは人間の弱味につけ
こんできた。今後も彼は同じ方法で働くであろう。雲にお
おわれ、周囲の事情に困惑し、あるいは貧乏や困苦に苦し
められている時にはいつでも、サタンは試み、困らせよう
と待ちかまえている。彼はわれわれの品性の弱点を攻撃す
る。彼は、神がそのような物事の状態が存在することをお
ゆるしになったことについて、神に対するわれわれの信頼
心を動揺させようとする、われわれは神を信頼しないよう
に、神の愛を疑うように誘惑される。サタンは、キリスト
のところへやってきたように、しぱしばわれわれのところ
へやってきて、われわれの欠点や弱さを目の前に並べたて
る。彼は、魂を落胆させ、神に対するわれわれの信頼心を
滅ぼそうと望んでいる。そうすれば確実に魂を餌食とする
ことができるのである。もしわれわれがイエスと同じよう
にサタンに対するならば、われわれは多くの敗北からまぬ
かれるのである。敵とかかわり合うことによって、われわ
れは相手に有利な立場を与えるのである。キリストは誘惑
者に、「人はパンだけで生きるものではなく、神の口から
出る一つ一つの言で生きるものである」と言われたが、そ
れは、それより1400年前にキリストがイスラエルに語られ
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たことばのくりかえしであった（マタイ4：4）。「あなた
の神、主がこの40年の間、荒野であなたを導かれた. . . . . .主
はあなたを苦しめ、あなたを飢えさせ、あなたも知らず、
あなたの先祖たちも知らなかったマナをもって、あなたを
養われた。人はパンだけでは生きず、人は主の口からでる
すべてのことばによって生きることをあなたに知らせるた
めであった」（申命記8：2、3）。荒野で食物を得る方法が
全くなくなった時、神はご自分の民に天からマナをお送り
になった。そしてたえず十分な食物が与えられた。このよ
うな食物が与えられたのは、人々が神によりたのみ、神の
道を歩むかぎり、神は彼らを見捨てられないということを
教えるためであった。救い主は、ご自分がイスラエルにお
教えになった教訓をいま実行された。神のみことばによっ
て、助けがヘブルの軍勢に与えられたが、同じみことばに
よってイエスにも助けが与えられるのであった。イエスは
救いがもたらされる神の時を待たれた。彼は神に従って荒
野におられたので、サタンのことばに従って食物を得よう
とされなかった。宇宙の注視の中で、イエスは神のみここ
ろからすこしでも離れるよりは、どんな目にでも会う方が
わざわいでないということを証明された。
「人はパンだけで生きるものではなく、神の口から出る

一つ一つの言で生きるものである」（マタイ4：4）。キリ
ストに従う者にとって、神に仕えることと世俗の事業を進
めることとが両立しない場合がしばしばある。おそらく神
のあるはっきりした戒めに従えば生活の手段がたたれるよ
うにみえるであろう。サタンは、その人に良心的な確信を
犠牲にしなければならないと信じこませようとするであろ
う。だがこの世において信頼できる唯一のものは神のみこ
とばである。「まず神の国と神の義とを求めなさい。そう
すれば、これらのものは、すべて添えて与えられるであろ
う」（マタイ6：33）。この世においてさえ、天の父なる神
のみこころから離れることはわれわれのためにならない。
神のみことばの力を知る時、われわれは食物を手に入れた
り、自分のいのちを救ったりするためにサタンのそそのか
しに従うようなことをしない。われわれの唯一の質問は、
神のご命令は何か、神の約束は何かということである。こ[724]
れがわかれば、われわれはそのご命令に従い、その約束に
信頼するのである。
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サタンとの最後の大争闘において、神に忠実な者は、こ
の世の一切の支持がたたれるのを見る。彼らは地上の権力
に従うために神の律法を破ろうとしないので、売ることも
買うことも禁じられる。ついには、彼らを殺せとの布告が
出される（黙示録13：1117参照）。しかし忠実な者には、
「このような人は高い所に住み、堅い岩はそのとりでと
なり、そのパンは与えられ、その水は絶えることがない」
との約束が与えられている（イザヤ33：16）。この約束に
よって神の子らは生きるのである。この地上がききんに
荒らされる時、彼らは養われる。「彼らは災の時にも恥を
こうむらずききんの日にも飽き足りる」（詩篇37：19）。
預言者ハバククは、その報難の日を予期したが、彼のこと
ばは教会の信仰を表わしている。「いちじくの木は花咲か
ずぶどうの木は実らずオリブの木の産はむなしくなり、田
畑は食物を生ぜずおりには羊が絶え、牛舎には牛がいなく
なる。しかし、わたしは主によって楽しみ、わが救の神に
よって喜ぶ」（ハバクク3：17、18）。
主の最初の大きな試みから学ぶべきすべての教訓の中

で、食欲と情欲との抑制に関係のあるものほど重要なもの
はない。各時代を通じて、肉の性質に訴える試みは、人類
を腐敗させ堕落させるのに非常に効果的であった。サタン
は、はかり知れない賜物として神が人間にお与えになった
知的道徳的能力を滅ぼすために、不節制を通して働く。こ
うして人間は永遠の価値をもった事物を認識することがで
きなくなる。肉欲の放縦を通して、サタンは魂から神のみ
かたちの面影をすっかり消し去ろうとする。
キリストの初臨の時存在していた無制限な放縦と、その

結果である病気と堕落とは、キリストの再臨前にはなはだ
しい悪とともにもう1度みられる。キリストは、世の状態が
ノアの洪水（こうずい）前の時代や、ソドム、ゴモラの時
代と同じようになると断言しておられる。心の中に思うこ
と考えることはみないつも悪いことばかりである。われわ
れはいまその恐るべき時の間近に生きているので、救い主
の教訓をしっかり心にきざまねばならない。キリストが耐
えられた言いようのない苦悩によってのみ、われわれはで
たらめな放縦の悪を評価できるのである。キリストの模範
は、食欲と情欲とを神のみこころに従わせることによって
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のみわれわれは永遠のいのちの望みを持つことができると
いうことを明らかにしている。
自分自身の力では、われわれの堕落した性質のやかま

しい要求をこばむことができない、この道から、サタンは
試みをもってやってくる。キリストは敵が、遺伝的な弱点
に乗じ、神に信頼をおいていない人々をいつわりのほのめ
かしによって、わなにおとし入れるためにどの人のところ
にもやってくることをご存じであった。そこで主は、人の
通らねばならない道を自らお通りになって、われわれが勝
利する道をお備えになった。サタンとの戦いにわれわれが
不利な立場に立つことは主のみこころではない。主はわれ
われが蛇の攻撃におびえたり落胆したりすることを望まれ
ない。「勇気を出しなさい。わたしはすでに世に勝ってい
る」と主は言われる（ヨハネ16：33）。
食欲の力と戦っている者は試みの荒野における救い主

を見なさい。「わたしは、かわく」と叫んで、十字架上に
苦しまれたイエスを見なさい（ヨハネ19：28）。彼はわれ
われが耐えることのできるすべてのことに耐えられた。彼
の勝利はわれわれのものであるイエスは天父の知恵と力に
たよられた。彼は、「主なる神はわたしを助けられる。そ
れゆえ、わたしは恥じることがなかった。. . . . . .わたしは決
してはずかしめられないことを知る。. . . . . .見よ、主なる神
はわたしを助けられる」と断言しておられる。イエスはま
たご自身の模範をさし示して、われわれにこう言われる、
「あなたがたのうち主を恐れ、そのしもべの声に聞き従
い、暗い中を歩いて光を得なくても、なお主の名を頼み、
おのれの神にたよる者はだれか」（イザヤ50：710）。
「この世の君が来るからである。だが、彼はわたし

に対して、なんの力もない」とイエスは言われた（ヨバ
ネ14：30）。イエスの中にはサタンの誰弁（きべん）に応[725]
ずるものは何もなかった。イエスは罪に同意されなかっ
た。一つの思いにおいてさえ、彼は試みに負けたまわな
かった。われわれもそうなれるのである。キリストの人
性は神性と結合していた。イエスは聖霊の内住によって戦
いに備えられた。しかもイエスはわれわれを神のこ性質に
あずかる者とするためにおいでになったのである。われわ
れが信仰によってキリストにつながっているかぎり、罪は
われらの上に権をとることはできない。神はわれわれが品
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性の完全に到達できるように、われらの中にある信仰の手
を求め、それをみちびいてキリストの神性をしっかり把握
（はあく）させてくださるのである。
しかもキリストは、これが達成される方法をわれわれ

にお示しになった。イエスはサタンとの戦いにどんな手
段で勝利されただろうか。神のみことばによってである。
みことばによってのみ彼は試みに抵抗することがおでき
になった。「こう書かれている」とイエスは言われた。
「尊く、大いなる約束が、わたしたちに与えられている。
それは、あなたがたが、世にある欲のために滅びることを
免れ、神の性質にあずかる者となるためである」（Ⅱペテ
ロ1：4）。
神のみことばの中にある約束はどれもみなわれわれ

のものである。「神の口から出る一つ一つの言」によっ
てわれわれは生きるのである（マタイ4：4）。試みに攻
撃された時には、周囲を見たり、自己の弱さを見たりし
ないで、みことばの力を見なさい。その力はすべてあな
たのものである。詩篇記者はこう言っている、「わたし
はあなたにむかって罪を犯すことのないように、心のう
ちにみ言葉をたくわえました」「あなたのくちびるの言
葉によって、わたしは不法な者の道を避けました」（詩
篇119：11、17：4）。
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本章はマタイ4：511、マルコ1：12、13、ルカ4：513に基づ
く

「それから悪魔は、イエスを聖なる都に連れて行き、宮
の頂上に立たせて言った、『もしあなたが神の子であるな
ら、下へ飛びおりてごらんなさい。
「神はあなたのために御使たちにお命じになると、
あなたの足が石に打ちつけられないように、
彼らはあなたを手でささえるであろう」
と書いてありますから』」（マタイ4：5、6）。
サタンはいま自分がイエスご自身の立場に立ってイエス

に対しているつもりである。ずるい敵は神の口からでたみ
ことばを自分から持ち出す。彼はまだ光の天使の様子をし
ていて、自分が聖書に通じ、そこに書かれていることの意
味を理解していることを明らかにする。前にイエスがご自
分の信仰を裏づけるために神のみことばを用いられたよう
に、いま誘惑者サタンは自分の欺瞞を有利にするために神
のみことばを用いる。サタンは、これまでイエスの忠誠を
ためしたにすぎないのだと主張し、いまイエスのしっかり
した験をほめる。救い主が神への信頼を示されたので、サ
タンはイエスがご自分の信仰についてさらにほかの証拠を
示されるようにすすめる。
しかしふたたびその試みには、「もしあなたが神の子で

あるなら」という不信のほのめかしが前置きされている。
キリストは、この「もし」に答えるように誘惑されたが、
この疑いをほんの少しでも受け入れようとはされなかっ
た。イエスは、サタンに証拠をみせるためにご自分のいの
ちを危険にさらそうとはされなかった。
誘惑者サタンはキリストの人性につけこんで、キリスト

に故意の罪を犯させようと考えた。だが、サタンは誘惑す
ることはできても、罪を犯すように強制することはできな
い。

106
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サタンはイエスに「下に飛びおりてごらんなさい」と
言ったが、自分ではイエスを投げ落とすことができないこ
とを知っていた。なぜなら神がイエスを救い出すために手
をお出しになるからである。サタンはまたイエスに飛び下
りるように強制できなかった。キリストが試みに同意され [726]
ない限り、彼を敗北させることはできなかった。この世の
どんな力も、あるいはよみのどんな力も、キリストを天父
のみこころからすこしでも離れさせるように強制すること
はできなかった。
誘惑者サタンはわれわれに悪をなすように強制すること

はできない。心がサタンの支配に屈しないかぎり、サタン
はそれを支配することができない。サタンがわれわれの上
に彼の力を働かせることができる前に、意志が同意し、信
仰の手がキリストから離れねばならない。しかしわれわれ
の心のうちに宿っているあらゆる罪の思いはサタンに足場
を与える。われわれが神の標準に達していない点はどれも
みな開かれた戸であって、サタンはそこからはいってきて
われわれを誘惑し、破滅させるのである。われわれの側で
失敗したり、敗北したりするたびに、われわれはサタンが
キリストを非難する機会を与えるのである。
サタンが、「あなたのために御使たちにお命じになる」

との約束を引用した時、彼は「あなたの歩むすべての道」
すなわち神のえらばれるすべての道において、「あなた
を守らせられるからである」ということばをはぶいた（マ
タイ4：6、詩篇91：11）。イエスは服従の道からはずれる
ことをこばまれた。イエスは、天父に対する絶対の信頼を
表明される一方では、天父がイエスを死から救うために手
をお出しにならねばならないような立場に自分からとびこ
もうとはされなかった。イエスはご自分の救助に神がおい
でにならねばならないようなことになって、信頼と服従の
模範を人に示すことに失敗するようなことは望まれなかっ
た。
イエスはサタンに、「『主なるあなたの神を試みて

はならない』とまた書いてある」と断言された（マタ
イ4：7）。このことばは、イスラエルの民が荒野でのど
がかわいて、モーセに水を要求し、「主はわたしたちのう
ちにおられるかどうか」と叫んだ時に語られたことばであ
る（出エジプト17：7）。
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神はそれまでイスラエル人のためにふしぎな方法で働
かれたにもかかわらず、困難な時になると彼らは神を疑
い、神が自分たちと共におられる証拠を要求した。彼ら
は不信のあまり神を試みようとした。サタンは、これと
同じことをするようにキリストに強要していた。神はす
でにイエスが神のみ子であることを証明された。それなの
にいままたイエスが神のみ子である証拠を求めることは、
神のみことばを試みる、すなわち神を試みることになる。
また神が約束されなかったものを求めることもこれと同じ
である。それは明らかな不信であり、事実上神を試みてい
ることになる。われわれは、神がみことばをなしとげてく
ださるかどうかをためすために祈願をささげるべきではな
く、神がみことばをなしとげてくださるから、また神がわ
れわれを愛されるかどうかをためすためではなく、神がわ
れわれを愛されるから、祈願をささぐべきである、「信仰
がなくては、神に喜ばれることはできない。なぜなら、神
に来る者は、神のいますことと、ご自身を求める者に報い
て下さることとを、必ず信じるはずだからである」（ヘブ
ル11：6）。
だが信仰は決して独断的な信仰と関係がない。真の信仰

を持っている者だけが独断的な信仰に対して安全である。
なぜなら独断的な信仰はサタンから出た信仰のにせもの
だからである。信仰は神の約束をわがものとし、従順とい
う実をむすぶ。独断的な信仰もまた約束をわがものにする
が、サタンと同じように、これを罪とがの言い訳に使う。
信仰があったら、アダムとエバは神の愛に信頼し、神の戒
めに従ったのである。ところが独断的な信仰のために、彼
らは神の律法を犯し、神の大きな愛によって自分の罪の結
果から救われると信じた。憐れみが与えられる条件に従わ
ないで天の神の恵みを要求するのは信仰ではない。真正の
信仰は聖書の約束と条件とを土台にしている。
サタンは、不信の念をひき起こすことに失敗した時、わ

れわれを独断的な信仰におちいらせることに成功すること
がたびたびある。サタンは、われわれが不必要に誘惑の道
に身をおくようにさせることができれは、勝利は自分のも
のであることを知っている。
神は服従の道を歩む都誰でも守って下さ列その道から

離れることはあえてサタンの側にはいって 行くことであ[727]
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る。そこではわれわれは必ずつまずいてしまうのである。
救い主は、「誘惑に陥らないように、目をさまして祈って
いなさい」とお命じになった（マルコ14：38）。瞑想と祈
りとは、われわれが自分から危険の道にとびこまないよう
にする。こうしてわれわれは多くの敗北から救われるので
ある。
しかし試みに攻められても、勇気を失ってはならない。

困難な立場におかれると、われわれは神のみたまが導い
ておられるのだろうかと疑うことがたびたびある。だが
サタンの試みを受けるためにイエスを荒野へみちびいた
のは神のみたまであった。神がわれわれを試みに会わせ
られる時、神はわれわれの益のために達成すべきある目
的を持っておられる。イエスは神の約束につけあがって
自分から試みの中にとびこんだり、あるいは試みがやっ
てきた時落胆してあきらめたりされなかった。われわれも
またそうでなければならない。「神は真実である。あなた
がたを耐えられないような試練に会わせることはないばか
りか、試練と同時に、それに耐えられるように、のがれる
道も備えて下さるのである」。神はこう言われる、「感謝
のいけにえを神にささげよ。あなたの誓いをいと高き者に
果せ。悩みの日にわたしを呼べ、わたしはあなたを助け、
あなたはわたしをあがめるであろう」（コリント10：13、
論50：14、15）。
イエスが第二の試みに勝利されたので、サタンはこんど

は本性をあらわす。だが彼はひずめのある足とこうもりの
翼をもった恐ろしい怪物として現れない。彼は、堕落して
も、力のある天使である。彼は反逆の指導者、この世の神
であると名のる。
サタンはイエスを高い山の上につれて行き、あらゆる

糊ごつつまれたこの世の王国を、パノラマの光景にしてイ
エスの前をすぎさらせた。大殿堂のそびえる都会、大理石
の宮殿、肥沃（ひよく）な畑、実り豊かなぶどう園を太陽
の光が照していた。悪の跡はかくされていた。さきほどま
で陰気で荒涼とした景色をごらんになっていたイエスの目
は、いまこのくらべるものもな嘆しさと繁栄の光景にそそ
がれた。
そのとき誘惑者サタンの声がきこえた、「これらの国々

の権威と栄華とをみんな、あなたにあげましょう。それら
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はわたしに任せられていて、だれでも好きな人にあげてよ
いのですから。それで、もしあなたがわたしの前にひざま
ずくなら、これを全部あなたのものにしてあげましょう」
（ルカ4：6、7）。
キリストの使命は苦難を通してのみ成就することができ

るのだった。イエスの前には、悲しみと困難と戦いの人生
と屈辱的な死があった。イエスは全世界の罪を負われねば
ならない。彼は天父の愛から離れることを忍ばれねばなら
ない。いま誘惑者サタンは、自分が奪った権力を放棄しよ
うと申し出た。キリストは、サタンの主権を承認すること
によって、ご自分の恐るべき将来からまぬかれることがで
きるのだった。しかしそうすることは大争闘における勝利
を放棄することであった。サタンが天で罪を犯したのは、
神のみ子より高い位を占めようとしたからだった。いまサ
タンが勝つようなことがあれば、それは反逆が勝利するこ
とになる。
サタンが、この世の王国と栄華は自分の手に渡されてい

るのだから、自分は望むままに誰にでもこれを与えること
ができるのだと宣言した時、彼の言ったことは一部分しか
真実でなく、また彼は自分自身の欺瞞の目的に役立てるた
めにそれを宣言したのだった。サタンの主権はアダムから
横取りしたものであったが、アダムは創造主の代理者だっ
た。アダムの支配は独自の支配ではなかった。地は神のも
ので、神は万物をみ子におまかせになっていた。アダムは
キリストの支配下にあって統治するのであった。アダムが
統治権をサタンの手に売り渡した時にも、キリストは依然
として正当な王であられた。だから主は、ネブカデネザル
王に、「. . . . . .いと高き者が、人間の国を治めて、自分の意
のままにこれを人に与え」と言われた（ダニエル4：17）。
サタンは神のゆるしがある時だけ、その横取りした権威を
行使することができる。
誘惑者サタンがこの世の王国と栄華とをキリストに申し

出た時、彼は、キリストがこの世の真の王であられること
を放棄して、サタンの下で統治権を保たれるようにと申し
出ていた。これはユダヤ人が望みをおいていたのと同じ統[728]
治権であった。彼らはこの世の王国を望んだ。もしキリス
トがこういう王国を彼らに与えることに同意されたら、彼
らは喜んでキリストを受け入れたのである。だが罪ののろ
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いが、そのあらゆるわざわいとともに、この世の上にあっ
た。キリストは誘惑者サタンに、「サタンよ、退け。『主
なるあなたの神を拝し、ただ神にのみ仕えよ』と書いてあ
る」と宣告された（マタイ4：10）。
天で反逆した者によって、キリストを買収して悪の原

則に服従させるために、この世の王国が提供された。しか
しキリストは買収されなかった。彼は義の王国を建設する
ためにおいでになったのであって、ご自分の目的を放棄し
ようとされなかった。同じ試みをもってサタンは人間に近
づくが、この場合にはキリストの場合よりも成功する。サ
タンは人間に、サタンの主権を承認することを条件として
この世の王国を提供する。サタンは彼らが、正直を犠牲に
し、良心を無視し、利己心をほしいままにするように要求
する。キリストは彼らにまず神の国と神の義とを求めるよ
うに命じられる。しかしサタンは彼らのそばを歩きながら
こう言う、「永遠のいのちについてどんなことが事実であ
ろうと、あなたがこの世で成功するには、わたしに仕えな
くてはならない。あなたの幸福はわたしの手ににぎられて
いる。わたしはあなたに富、快楽、名誉、幸福を与えるこ
とができる。わたしのすすめをききなさい。正直とか自己
犠牲などという気まぐれな考えを起さないがよい。わたし
があなたの前に道を備えてあげよう。」こうして多くの者
がだまされる。彼らは自我に奉仕する生活に同意する。す
るとサタンは満足する。サタンは彼らを世俗的な統治権の
望みで誘惑する一方では、魂の支配権を手に入れる。しか
し彼は自分が与える資格のないもの、まもなく彼からとり
あげられるものを提供しているのである。その代りにサタ
ンは、彼らをだまして神の子らの嗣業についての権利書を
とりあげる。
サタンは、イエスが神のみ子であるかどうかを疑問にし

た。彼が即座に退却したことは、イエスが神のみ子である
ことを否定できなかった証拠である。神性が苦難の人性を
とおしてひらめいた。サタンはイエスの命令に抵抗する力
がなかった。屈辱と怒りに身をふるわせながら、彼は世の
あがない主の前から退かねばならなかった。アダムが完全
に失敗したように、キリストは完全に勝利された。
同じように、われわれも誘惑に抵抗し、サタンに離れ

去れと強く言うことができる。イエスは、神への服従と
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信仰とによって勝利を得られた。彼は使徒を通して、われ
われにこう言っておられる。「そういうわけだから、神に
従いなさい。そして、悪魔に立ちむかいなさい。そうすれ
ば、彼はあなたがたから逃げ去るであろう。神に近づきな
さい。そうすれば、神はあなたがたに近づいてくださるで
あろう」（ヤコブ4：7、8）。われわれは自分自身を誘惑者
サタンの力から救うことはできない。サタンは人類を征服
したのである。自分自身の力で立とうとする時、われわれ
はサタンの策略に陥るであろう。だが「主の名は堅固なや
ぐらのようだ、正しい者はその中に走りこんで救を得る」
（箴言18：10）。どんなに弱い魂も、この大いなるみ名を
かくれ家とするとき、サタンはふるえあがってその前から
逃げ出す。
敵が離れ去ってから、イエスは力がつきはてて地面に

倒れ、そのお顔は死人のようにまっさおになられた。天使
たちは、愛する司令官であられるイエスが人類のために逃
れの道を備えるために言いようのない苦難を経験されるの
をみつめながら、戦いを見守っていた。イエスはわれわれ
がいつか会わねばならない試みよりもはるかに大きな試み
に耐えられた。いま天使たちは死人のように横たわってお
られる神のみ子に奉仕した。イエスは食物で力づけられ、
天父の愛のみことばと、全天がイエスの勝利に歓喜してい
るとの保証に慰められた。ふたたび生気をとりもどされる
と、イエスの大きなみこころは人類への同情となってそそ
がれ、彼はご自分がお始めになった働きを完成するために
出て行かれる。そして敵が征服され、堕落した人類があが
なわれるまではお休みにならないのである。
われわれのあがないの価は、あがなわれた者たちか救い[729]

主とともに神のみ座の前に立つまではわからない。そこで
永遠のみ国の栄光が、歓喜しているわれわれの目の前に突
然現われる時、われわれはイエスがわれわれのためにそう
したすべての栄光をお捨てになったことや、また天の宮廷
からのさすらい人となられたばかりでなく、われわれのた
めに失敗と永遠の損失という危険をおかしてくださったこ
となどを思い出すのである。その時われわれは冠をイエス
の足下に投げて、「ほふられた小羊こそは、力と、富と、
知恵と、勢いと、ほまれと、栄光と、さんびとを受けるに
ふさわしい」との歌声をあげるのである（黙示録5：12）。
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本章はヨハネ1：1951に基づく

ヨハネはいまヨルダンの向こうのベタニヤで説教をし、
バプテスマを施していた。イスラエル人が渡ってしまうま
で、神が川の流れをとめられたのはこの地点から遠くない
ところだった。ここから少し離れたところにあるエリコの
とりでは、天の軍勢によって倒壊させられたのだった。い
まこうした事件の記憶が新たによみがえり、バプテスマの
ヨハネのことばに感動的な興味が加わった。昔こんなにふ
しぎなみわざをされた神は、ふたたびイスラエルの救済の
ためにその力をあらわされるのではないだろうか。こうし
た思いが、毎日ヨルダン川の岸辺にむらがり集まってきた
人たちの心をゆり動かしていた。
ヨハネの説教は、宗教当局者たちの注意をひくほど国民

の中に深く食いこんでいた。反乱の危険があったために、
民衆の集りはみなローマ人から疑いの目でみられ、民衆
の暴動を指向するようなことは何でもユダヤ人の役人たち
の不安をかきたてた。ヨハ祖、サンヒドリンの権威を認め
なかったので、自分の働きに彼らの承認を求めようとしな
かった。そして彼は役人も民衆も、パリサイ人もサドカイ
人も同じように謎責した。それでも民衆は熱心に彼に従っ
た。彼の働きに対する関心はたえず高まっているようにみ
えた。ヨハネはサンヒドリンの意見に従わなかったが、サ
ンヒドリンはヨハネが公の教師として彼らの管轄下にある
ものとみなした。
サンヒドリンは祭司職や役人の長や国民の教師たちの

中からえらばれた議員で構成されていた。通例大祭司が議
長であった。その議員たちはみな、老人というほどではな
いが、年配の人々で、またユダヤ人の宗教と歴史ばかりで
なく一般の知識にも精通している学問のある人たちであっ
た。彼らは肉体的な欠陥のない人であり、そして結婚した

113
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人、また父親でなければならなかった。それは彼らがほか
の人たちよりも人情と思いやりがあったからである。サン
ヒドリンの会議場は、エルサレムの神殿に付属している部
屋であった。ユダヤ人の独立時代には、サンヒドリンは国
家の最高裁判所として、宗教上の権威はもちろん世俗一般
の事について、権威をもっていた。いまはローマ総督に従
属していたが、それでもなおサンヒドリンは宗教上のこと
ばかりでなく、民事上のことがらにも強い影響力を及ぼし
ていた。
サンヒドリンはヨハネの働きについての審問を引き延

ばすことができなかった。中には、宮でザカリヤに示さ
れた啓示と、息子をメシヤの先駆者としてさし示した父親
の預言とを思い起す者もあった。30年の混乱と移り変りの
中に、こうしたことは大部分忘れられていた。ヨハネの伝
道についての騒ぎからそうしたことがいま思い出されてき
た。
イスラエルにはもう長い間預言者もなく、またいま進

行しているような改革もみられなかった。罪の告白を要求
されるということは新しい驚くべきことにみえた。指導者
たちの多くは、自分自身の生活の秘密をばくろされるのを
恐れて、ヨハネの訴えと罪の譴責とを聞きに行こうとしな
かった。だが彼の説教はメシヤについて直接の発表であっ
た。メシヤの来臨を含むダニエルの70週の預言がほとんど
終ったことはよく知られていた。人々はみなその後に期待[730]
される国家的な繁栄の時代が来るのを熱心に待っていた。
民衆がこのように熱心だったために、サンヒドリンはヨ
ハネの働きを是認するか、否定するかのどちらかに迫られ
ていた。すでに民衆に対する彼らの勢力はだんだん衰えて
いた。彼らの地位をどうやって維持するかが重大な問題と
なっていた。何らかの結論に達するだろうというので、彼
らはこの新しい教師と協議するために、祭司とレビ人の代
表団をヨルダン川に派遣した。
群衆が集まって、ヨハネのことばに耳をかたむけていた

時、代表者たちが近づいてきた。民衆を威圧し、預言者か
ら敬意を受けようとの意図の下に、この高慢なラビたちは
威厳のある様子でやってきた。ほとんど恐れに近い尊敬の
動作をもって、群衆は彼らを通すために道を開いた。豪華
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な衣服を身につけ、地位と権力を誇るえらい人たちが荒野
の預言者の前に立った。
「あなたはどなたですか」と彼らは聞きただした。
彼らの心中を察したヨハネは、
「わたしはキリストではない」と答えた。
「それでは、どなたなのですか、あなたはエリヤです

か。」
「いや、そうではない。」
「では、あの預言者ですか。」
「いいえ。」
「あなたはどなたですか。わたしたちをつかわした人々

に、答を持って行けるようにしていただきたい。あなた自
身をだれだと考えるのですか。」
「わたしは、預言者イザヤが言ったように、『主の道を

まっすぐにせよと荒野で呼ばわる者の声』である」
（ヨハネ1：1923参照）。
ヨハネが引用した聖句はイザヤのあの美しい預言であ

る。「あなたがたの神は言われる、『慰めよ、わが民を慰
めよ、ねんごろにエルサレムに語り、これに呼ばわれ、そ
の服役の期は終り、そのとがはすでにゆるされ. . . . . .た』。
呼ばわる者の声がする、『荒野に主の道を備え、さばく
に、われわれの神のために、大路をまっすぐにせよ。も
ろもろの谷は高くせられ、もろもろの山と丘とは低くせら
れ、高低のある地は平らになり、険しい所は平地となる。
こうして主の栄光があらわれ、人は皆ともにこれを見る』
（イザヤ40：15）、
昔、王が自分の領上のめったに訪れたことのない地方

を旅行する時には、一団の人々が、王の戦車より先に行っ
て、けわしい道を平らにし、穴を埋めて、王が安全に支障
なく旅行できるようにした。福音の働きを例示するために
預言者イザヤはこの習慣を引用して、「もろもろの谷は高
くせられ、もろもろの山と丘とは低くせられ」と言ってい
る（イザヤ40：4）。神のみたまが人をめざめさせるふし
ぎな力をもって魂にふれる時、人間の誇りは低くされる。
世の楽しみ、地位、権力は無価値にみえる。「神の知恵に
逆らって立てられたあらゆる障害物を打ちこわし、すべて
の思いをとりこにしてキリストに服従させ」る（Ⅱコリン
ト10：5）。その時、人々に重んじられていない謙遜と自己
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犠牲の愛が唯一の価値あるものとして高められる。これが
福音の働きであり、ヨハネの使命はその一部分であった。
ラビたちは質問をつづけた。「あなたがキリストでもエ

リヤでもまたあの預言者でもないのなら、なぜバプテスマ
を授けるのですか」（ヨハネ1：25）。「あの預言者」とい
うのは、モーセのことをさしていた。ユダヤ人は、モーセ
が死人の中から甦（よみが）えらせられて天につれて行か
れると信じたがっていた。彼らはモーセがすでに甦えらせ
られたことを知らなかった。バプテスマのヨハネが伝道を
始めた時、多くの者はヨハネのことを死から甦えらせられ
た預言者モーセかも知れないと思った。それはヨハネが預
言とイスラエルの歴史についてくわしい知識を持っている
ようにみえたからである。
メシヤの来臨前にはエリヤが姿をとって現われるとい

うことも信じられていた。この期待に対して、ヨハネは自
分はエリヤではないと答えた。だが彼のことばにはもっと
深い意味があった。イエスは、のちになってヨハネのこと
を、「もしあなたがたが受けいれることを望めば、この人
こそは、きたるべきエリヤなのである」と言われた（マタ[731]
イ11：14）。ヨハネは、エリヤのなしたような働きをする
ために、エリヤの霊と力とをもってきた。もしユダヤ人が
ヨハネを受け入れていたら、その働きは達成されていたの
である。しかし彼らはヨハネの使命を受け入れなかった。
彼らにとってヨハネはエリヤではなかった。ヨハネは、ユ
ダヤ人のために達成するためにやってきた使命を果たすこ
とができなかった。
ヨルダン川に集まった人々の多くは、イエスのバプテ

スマの時にい合わせた。しかしその時与えられたしるしは
彼らの中の少数の者にしかあらわされなかった。これに先
立ってバプテスマのヨハネが伝道していた何か月もの間、
多くの者は悔い改めを促す声に注意しようとしなかった。
こうして彼らの心はかたくなになり、理解力は暗くなって
いた。イエスのバプテスマの時に天の神がイエスについて
あかしをたてられた時、彼らはそれを認めなかった。目に
見えないキリストに信仰をもって向けられたことのなかっ
た目は、神の栄光のあらわれを見なかった。そのみ声を
きいたことのなかった耳は、あかしのことばをきかなかっ
た。いまも同じである。キリストと奉仕の天使たちが人々
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の集まりの中におられることがはっきりしているのに、そ
れに気づかない人が多い。彼らは普通とちがった点を何も
認めない。だがある人々には、救い主の臨在が示される。
平和と喜びが彼らの心を活気づける。彼らは慰められ、励
まされ、祝福される。
エルサレムからの代表団はヨハネに、「なぜパプテス

マを授けるのですか」と聞きただしてその返事を待ってい
た。すると突然、群衆を見渡したヨハネの目が輝き、その
顔が明るくなり、彼の全身全霊が深い感動に動かされた。
彼は両手をさしのべて叫んだ、「わたしは水でバプテスマ
を授けるが、あなたがたの知らないかたが、あなたがたの
中に立っておられる。それがわたしのあとにおいでになる
方であって、わたしはその人のくつのひもを解く値うちも
ない」（ヨハ子1：26、27）。
このことばは、明白で少しのあいまいさもなく、そのま

まサンヒドリンへ伝えられた。ヨハネのことばは、ほかな
らぬ長年約束されていたお方にあてはめることができた。
メシヤが自分たちの中におられる。驚いた祭司たちと役人
たちは、ヨハネの語ったお方をみつけようと思って、まわ
りを見まわした。だがメシヤは群衆の中にあって見分けが
つかなかった。
イエスのバプテスマの時、ヨハネが神の小羊として

イエスを指さした時、新しい光がメシヤの働きを照らし
た。預言者の心はイザヤの、「彼は. . . . . .ほふり場にひか
れて行く小羊のように」ということばに向けられた（イザ
ヤ53：7）。その後幾週間にわたって、ヨハネは新しい興味
をもって預言と犠牲制度の教えについて研究した。彼は、
キリストの働きの二つの面、すなわち苦難のいけにえと勝
利する王との両面をはっきり見分けていなかったが、キリ
ストの来臨には祭司たちや民が認めていたよりももっと深
い意味があることを知った。荒野から帰ってこられたイエ
スを群衆の中にみかけた時、ヨハネは、イエスがご自分の
真の性格について何かしるしを民にお与えになるものと確
信をもって期待した。待ちきれないような思いをもって、
ヨハネは救い主がご自分の使命を宣言されるのを聞こうと
して待った。だがひとことも語られず、一つのしるしも与
えられなかった。イエスは、ご自分についてのヨハネの発
表に答えられなかった。イエスはご自分の特別な働きにつ
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いて外面的な証拠を与えたり、人々の注目をご自分にひき
つけるような手段をとったりなさらず、ただヨハネの弟子
たちの中にまじっておられた。
次の日、ヨハネは、イエスがおいでになるのを見る。神

の栄光の光がこの預言者の上にとどまると、彼は両手をさ
しのべて宣言する、「見よ、世の罪を取り除く神の小羊。
『わたしのあとに来るかたは、わたしよりもすぐれたかた
である。わたしよりも先におられたからである』とわたし
が言ったのは、この人のことである。わたしはこのかたを
知らなかった。しかしこのかたがイスラエルに現れてくだ
さるそのことのために、わたしはきて、水でバプテスマを
授けているのである。. . . . . .わたしは、御霊がはとのように
天から下って、彼の上にとどまるのを見た。わたしはこの[732]
人を知らなかった。しかし、水でバプテスマを授けるよう
にと、わたしをおつかわしになったそのかたが、わたしに
言われた、『ある人の上に、御霊が下ってとどまるのを見
たら、その人こそは、御霊によってバプテスマを授けるか
たである』。わたしはそれを見たので、このかたこそ神の
子であると、あかしをしたのである」（ヨハネ1：2934）。
これがキリストなのだろうか。おそれと驚きの思いを

もって、人々はいま神のみ子と宣言されたお方を見つめ
た。彼らはヨハネのことばに深く心を動かされていた。彼
は神のみ名によって人々に語っていた。彼らはヨハネが彼
らの罪を責めるのを毎日きき、彼が天からつかわされたの
だという確信は日ごとに強くなっていた。しかしこのバプ
テスマのヨハネよりも偉大なお方というのは一体だれなの
だろう。その服装にも態度にも身分をあわらすようなもの
は何もなかった。見たところその人は彼らと同じように貧
しい人々の着る粗末な衣服をまとったただの人間にすぎな
かった。
群衆の中には、キリストのバプテスマの時、天来の栄光

を見、神のみ声を聞いた人々がいた。しかしその時から救
い主の様子はすっかり変っていた。バプテスマの時にはイ
エスの顔は天の光に神々しくみえたが、いまは青ざめ、や
つれ、衰えておられ、預言者ヨハネしかイエスを認めるこ
とができなかった。
しかし人々がイエスを見つめた時、彼らはそこに天来の

憐れみと意識的な力とのまじりあったお顔を見た。その目
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付きにも、その顔付きにも、謙遜が目立っていて、言い表
しようのない愛があらわれていた。イエスは霊的感化の雰
囲気につつまれておられるようにみえた。イエスの態度は
やさしく気取らないものであったが、かくされていてもか
くしきれない力の意識が人々を印象づけた。この人こそ、
イスラエルが長年待っていたお方なのだろうか。
イエスは、われわれのあがない主であると同時にわれ

らの模範となるために、貧乏と屈辱のうちにこられた。も
しイエスが王者らしいきらびやかさをもって出現されたの
だったら、どうして謙遜をお教えになることができただろ
う。どうして山上の垂訓にみられるような鋭い真理をお示
しになることができただろう。もしイエスが王として人々
の中に住むためにこられたのだったら、身分のいやしい者
の望みはどこにあっただろう。
しかしながら群衆にとって、ヨハネから小されたお方

は、彼らの崇高な期待とはどうしてもむすびつけられない
ようにみえた。こうして多くの者が失望し、大いに当惑し
た。
祭司たちとラビたちが非常にききたがっていたことば、

すなわちイエスがいまイスラエルに王国を回復されるのだ
ということばは語られなかった。このような王を、彼らは
待ち望んでいた。このような王を彼らは受け入れようとし
ていた。しかし彼らの心に義と平和の王国を築こうとなさ
るお方を、彼らは受け入れようとしなかった。
次の日、2人の弟子たちがそばに立っていた時、ヨハネ

はまたイエスを群衆の中にみいだした。ふたたび預言者の
顔は目に見えない神の栄光に照らされ、彼は、「見よ、神
の小羊」と叫んだ。このことばは弟子たちの心を感動させ
た。彼らはそのことばを十分に理解しなかった。ヨハネが
イエスのことを「神の小羊」と呼んだその名にどういう意
味があるのか、ヨハネ自身も説明したことがなかった。
弟子たちは、ヨハネを残したまま、イエスを求めに行っ

た。2人の中の1人は、シモンの兄弟アンデレだった。も
う1人は伝道者ヨハネだった。この2人がキリストの最初の
弟子だった。おさえきれない衝動にうこかされて、彼ら
は、イエスと語りたいと熱望しながらも、おそれの思いに
沈黙したまま、「この方がメシヤだろうか」という重大な
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意味をもった思いにふけりながら、イエスのあとをついて
行った。
イエスは弟子たちが自分のあとからついてきていること

をご存じだった。彼らはイエスの伝道の初穂だったので、
これらの魂がご自分の恵みに応じた時、この天来の教師の
心にはよろこびがわいた。だがイエスは、ふりかえって、
「何か願いがあるのか」とおたずねになっただけだった。[733]
イエスは彼らがひき返そうと、あるいは彼らの望みを語ろ
うと、自由にさせようとお思いになった。
一つの目的だけを彼らは意識していた。一つの存在が彼

らの思いを占めた。彼らは、「ラビ（訳して言えば先生）
どこにおとまりなのですか」と叫んだ（ヨハネ1：38）。道
ばたでの短い会見では、彼らの熱望しているものは得られ
ないのであった。彼らはイエスとだけになり、その足下に
すわり、みことばを聞きたいと望んだ。
「イエスは彼らに言われた、『きてごらんなさい。そう

したらわかるだろう』。そこで彼らはついて行って、イエ
スの泊まっておられる所を見た。そして、その日はイエス
のところに泊まった」（ヨハネ1：39）。
もしヨハネとアンデレが祭司たちや役人たちのように不

信な気持をいだいていたら、彼らはイエスの足下に学ぶ者
とはならなかったであろう。彼らは批判者としてイエスの
ところへやってきて、そのみことばを批判したであろう。
多くの者はこのようにして最もとうとい機会に対して戸を
とざす。しかしこの最初の弟子たちはそうはしなかった。
彼らはバプテスマのヨハネの説教のうちにあった聖霊の召
しに応じていた。いま彼らは天来の教師のみ声を認めた。
彼らにとってイエスのみことばは新鮮さと真理と美しさに
満ちていた。天来の光が旧約聖書の教えを照した。真理の
多方面のテーマが新しい光の中にはっきりとうつし出され
た。
魂が天の知恵を受けることができるのは、くだけた心

と信仰と愛によってである。愛によって働く信仰は知識の
鍵であり、愛する者はみな、「神を知っている」（ヨハ
ネ4：7）。
弟子ヨハネは、まじめで深い愛情を持ち、熱烈でしかも

瞑想的な人だった。彼はキリストの栄光が、これまで待望
するように教えられていたような世俗的なきらびやかさと
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権力ではなく、「父のひとり子としての栄光であって、め
ぐみとまこととに満ちて」いることを認め始めていた（ヨ
ハネ1：14）。彼はこの驚くべきテーマについて瞑想にふ
けった。
アンデレは自分の心を満たした喜びをわけ与えようとつ

とめた。彼は、兄弟のシモンをさがしに行って、「わたし
たちはメシヤ（訳せば、キリスト）にいま出会った」と叫
んだ（ヨハネ1：41）。シモンは次の招きを待たなかった。
彼もまたバプテスマのヨハネの説教をきいていたので、
救い主のもとへ急いだ。キリストの目はシモンにとまり、
彼の性格と経歴とを読みとられた。彼の感情的な性質、
彼の同情と愛の心、彼の野心と自信、彼がつまずき、悔い
改め、働き、そして殉教の死をとげる経歴——救い主はそ
うしたすべてを読みとって、「あなたはヨハネの子シモン
である。あなたをケパ（訳せば、ペテロ）と呼ぶことにす
る」と言われた（ヨハネ1：42）。
「その翌日、イエスはガリラヤに行こうとされたが、ピ

リポに出会って言われた、『わたしに従ってきなさい』」
（ヨハネ1：43）。ピリポはその命令に従い、その場で彼も
またキリストの働き人となった。
ピリポはナタナエルを呼んだ。バプテスマのヨハネが

イエスを神の小羊としてさし示した時、ナタナエルも群衆
の中にいたのである。ナタナエルはイエスを見た時失望し
た。苦労と貧乏のしるしのあらわれているこの人がほんと
うにメシヤだろうか。それでもナタナエルはイエスをこば
む決心ができなかった。ヨハネのことばが彼の心に確信を
生じさせていたからである。
ピリポがナタナエルを呼んだ時、ナタナエルは、ヨハ

ネの宣言とメシヤに関する預言について瞑想するために
静かな森にひっこんでいた。もしヨハネによって宣言され
たお方が救済者なら、そのことを示していただきたいと彼
は祈った。すると聖霊が彼の上にくだり、神はその民を顧
み、彼らのために救いの角をお立てになったのだという確
信が与えられた（ルカ1：68、69参照）。ピリポはこの友人
が預言を調べていることを知っていた。そしてナタナエル
がいちじくの木の下で祈っていた時、ピリポはそのかくれ
場所をみつけた。彼らは木の葉にかくれたこの人目につか
ない場所でたびたびいっしょに祈ったことがあった。
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「わたしたちは、モーセが律法の中にしるしており、[734]
預言者たちがしるしていた人. . . . . .にいま出会った」との
ことばは、ナタナエルにとって自分の祈りに対する直接の
応答のように思えた。だがピリポの信仰はまだ動揺してい
た。彼は疑わしそうに、「ヨセフの子、ナザレのイエス」
とつけ加えた。ふたたびナタナエルの心に偏見が生じた。
彼は、「ナザレから、なんのよいものが出ようか」と叫ん
だ（ヨハネ1：45、46）。
ピリポは論争しなかった。彼は「きて見なさい」と言っ

た。「イエスはナタナエルが自分の方に来るのを見て、彼
について言われた、『見よ、あの人こそ、ほんとうのイス
ラエル人である。その心には偽りがない』」。ナタナエル
は驚いて、「どうしてわたしをご存じなのですか」と叫ん
だ。「イエスは答えて言われた、『ピリポがあなたを呼ぶ
前に、わたしはあなたが、いちじくの木の下にいるのを見
た』」（ヨハネ1：4648）。
それで十分だった。いちじくの木の下でただ1人祈って

いたナタナエルに証拠を示された聖霊が、こんどはイエ
スのみことばを通して彼に語られた。疑いと、いくらか偏
見にとらわれながらも、ナタナエルは真理を求めるまじめ
な願いをもってキリストのところにきたのだが、いまその
願いがかなえられた。彼の信仰は、彼をイエスのところへ
連れていったピリポの信仰にまさった。彼は答えて、「先
生、あなたは神の子です。あなたはイスラエルの王です」
と言った（ヨハネ1：49）。
もしナタナエルがラビの指導を信頼していたら、彼は決

してイエスをみいださなかったであろう。彼は自分で見、
自分で判断して、弟子となった。今日偏見にとらわれて恵
みから遠ざかっている多くの人々の場合も同じである。も
し彼らがきて見さえしたら、その結果はどんなに異なった
ものになるだろう。
人間の権威による指導にたよっているかぎり、だれも救

いの知識である真理に到達することができない、ナタナエ
ルのように、われわれは神のみことばを自分で研究し、聖
霊の光を求めて祈る必要がある。いちじくの木の下のナタ
ナエルをごらんになったお方は、かくれた祈りの場所にい
るわれわれをごらんになる。光の国の天使たちは、へりく
だって天の導きを求める者の近くにいる。
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ヨハネとアンデレとシモン、またヒリポとナタナエルの
召しによって、キリスト教会の基礎が置かれた。バプテス
マのヨハネは自分の2人の弟1乙をキリストに導いた。その
中の1人アンデレは自分の兄弟を見つけて救い主のもとへ呼
んだ。それからピリポが呼ばれ、ピリポはナタナエルをさ
がしに行った。このような模範は、個人的な努力、すなわ
ち肉親や友人や隣人に直接訴えることの重要さをわれわれ
に教えねばならない。一生の間、キリストを知っていると
告白しながら個人的な努力によってたった1人の魂さえ救い
主に導いたことのない人たちがいる。彼らは働きの全部を
牧師にまかせている。牧師は自分の職責をりっぱに果たす
だろうが、しかし神が教会員におまかせになった働きまで
することはできない。
愛に満ちたクリスチャンの心からの奉仕を必要としてい

る人々がたくさんいる。もし普通の男女である隣人たちが
個人的な努力をしていたら救われたかもしれない人々がた
くさん滅んでしまった。多くの人々は個人的に語りかけら
れるのを待っている。われわれの住んでいる家庭の中に、
隣近所に、町に、キリストの伝道者としてわれわれのなす
べき働きがある。われわれがクリスチャンなら、この働き
は楽しみとなるであろう。人は信仰を持つとすぐ、自分が
イエスというとうとい友をみいだしたことを他人に知らせ
たいという願いが心の中に生ずる。人を救いきよめる真理
を、心の中にとじこめておくことはできないのである。
神に献身している者はみな、光の通路となる。神は彼

らを神の恵みの富を他人に伝える代理人とされる。神はこ
う約束されている。「わたしは彼らおよびわが山の周囲の
所々を祝福し、季節にしたがって雨を降らす。これは祝福
の雨となる」（エゼキエル34：26）。
ピリポはナタナエルに、「きて見なさい」と言った。彼

はナタナエルに他人のあかしを信じなさいと言わないで、 [735]
自分でキリストを見なさいと言った。イエスが昇天され
たいまは、弟子たちが人々の中にあってキリストの代表者
である。だから魂をキリストに導く最も効果的な方法は、
キリストの品性をわれわれの日常生活にあらわすことであ
る。他人に及ぼすわれわれの感化は、われわれの言うこと
ばよりはわれわれの人格次第である。人々はわれわれの訴
えに抵抗するかもしれない。だが利害を超越した愛の生活
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は、彼らの否定できない議論である。キリストの柔和が目
立っている矛盾のない生活は世における一つの力である。
キリストの教えは心の内部の自信と経験の表現であっ

たが、キリストについて学ぶ者はキリストのような教師と
なる。神のみことばが、そのみことばによってきよめられ
た人によって語られる時、それはいのちを与える力を持っ
ていて、聞く人をひきつけ、みことばこそ生きた現実であ
ることを確信させる。人が真理を愛してこれを受け入れる
時、それはその人の信念のある態度と声の調子にあらわれ
る。彼は他の人々がキリストを知ることによって彼と交わ
ることができるように、いのちのみことばについて自分が
見、聞き、手でさわったところを知らせる。祭壇の上から
取った燃民ている炭にふれた唇から出る彼のあかしは、信
ず賭の心にとって真理であり、品性にきよめが行われる。
また他人に光を与えようとつとめる者は自分も祝福さ

れる。「これは祝福の雨となる」（エゼキエル34：26）。
「人を潤す者は自分も潤される」（箴言11：25）。神は、
罪人を救うのにわれわれの助けがなくても、目的を達する
ことがおできになったのである。だがわれわれがキリスト
のような品性を発達させるためには、キリストの働きにあ
ずからねばならない。キリストの喜びすなわちキリストの
犠牲によってあがなわれた魂を見る喜びに入るためには、
われわれは彼らをあがなうキリストの働きにあずからねば
ならない。
ナタナエルの信仰の最初の言いあらわしは、完全で、

まじめで、誠実で、それはイエスの耳に音楽のようにきこ
えた。すると、「イエスは答えて言われた、『あなたが、
いちじくの木の下にいるのを見たと、わたしが言ったの
で信じるのか。これよりも、もっと大きなことを、あなた
は見るであろう』」（ヨハネ1：50）。救い主は柔和な者
によきおとずれを伝え、心のいためる者をいやし、サタン
のとりこに自由を宣言されるご自分の働きを、よろこんで
待望された。キリストはご自分が人類にもたらされたとう
とい祝福を思って、「よくよくあなたがたに言っておく。
天が開けて、神の御使たちが人の子の上に上り下りするの
を、あなたがたは見るであろう」とつけ加えられた（ヨハ
ネ1：51）。
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ここでキリストは事実上こう言っておられるのである。
すなわち、ヨルダン川の岸で天が開けて、みたまがはと
のようにわたしの上にくだった。その光景はわたしが神の
子である証拠にすぎなかった。もしあなたがたがわたしを
神の子として信ずるなら、あなたがたの信仰は活発になる
であろう。あなたがたは天が開いて決してとじられないの
を見せられるであろう。わたしがあなたがたに天を開いた
のである。神の天使たちは、困っている人や苦しんでいる
人の祈りをたずさえて天の父のみもとに昇り、祝福と望み
と勇気と助けといのちとをたずさえて人の子らのもとにく
だっているのであると。
神の天使たちはたえず地から天へ、天から地へかよって

いる。苦しんでいる者や悩んでいる者たちのためのキリス
トの奇跡は、天使たちの奉仕を通して神の力によってなさ
れた。あらゆる祝福が神からわれわれのもとにくるのは、
キリストを通し、天使たちの奉仕によってである。救い主
はご自分に人性をとられることによって、ご自分の利害を
堕落したアダムの息子、娘の利害と一致させ、一方またそ
の神性によって神のみ座につながっておられる。こうして
キリストは、人が神と交わり、神が人と交わられる仲介で
ある。
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本章はヨハネ2：1個に基づく

イエスは、エルサレムのサンヒドリンの前で何か偉大な
働きをすることによってその公生涯をお始めにならなかっ
た。ガリラヤの小さな村のある家族的な集まりで、結婚の
宴に喜びをまし加えることにイエスの力がそそがれた。こ
うしてイエスは人々と思いを一つにし、人々の幸福に役立
ちたいという願いを示された。イエスは、試みの荒野で、
ご自分から苦悩のさかずきをお飲みになった。そして、
人々に祝福のさかずきを与え、ご自分の祝福によって人間
生活のきずなを聖なるものにするために出ておいでになっ
た。
イエスは、ヨルダン川からガリラヤに帰っておられた。

ナザレから遠くない小さな町カナで結婚式があることに
なっていた。当人たちはヨセフとマリヤの親類であった。
イエスはこの家族の集まりをお知りになると、カナに行
き、弟子たちといっしょに婚礼に招かれた。
イエスはしばらく別れておられた母上にふたたびお会い

になった。マリヤは、イエスのバプテスマの時にヨルダン
川であらわされたことについて聞いていた。その知らせは
ナザレに伝えられ、マリヤの心に長年かくされていた光景
を新たに思い起させた。すべてのイスラエル人と同じに、
マリヤはバプテスマのヨハネの使命に深く動かされた。彼
女はヨハネの誕生の時与えられた預言をよく覚えていた。
いまヨハネとイエスとのつながりが彼女の望みを新たに明
るくした。しかしイエスが荒野へ去られたというふしぎな
知らせがマリヤにも聞こえてきたので、彼女は心配な予感
で心が重かった。
マリヤは、ナザレの家で天使のお告げをきいた日から、

イエスがメシヤであるという証拠の一つ一つを心にとめて
いた。イエスの美しい、無我の生活は、イエスが神からつ
かわされたお方にほかならないことを彼女に確信させた。

126
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それでも心に疑いや失望も起ったので、彼女はキリストの
栄光があらわされる時を待ち望んでいたのだった。
マリヤは、イエスの誕生の神秘についていっしょに知っ

ていたヨセフと死に別れていた、いま自分の望みや心配を
打ち明けることのできる人はだれもいなかった。過ぐる2か
月の間というものは非常な悲しみだった。マリヤはイエス
の同情に慰められていたのに、そのイエスと別れていたの
だった、彼女は、「あなた自身もつるぎで胸を刺し貫かれ
るでしょう」と言ったシメオンのことばを心に思いめぐら
した（ルカ2：35）。彼女はまたイエスが自分から永久に失
われたと思ったあの3日間の苦悩を思い起した。そして切実
な思いをもって、イエスの帰りを待っていた。
婚宴の席で、マリヤは相かわらずやさしい親孝行な息子

であられるイエスに会う。しかしイエスは前のイエスでは
ない。イエスの顔つきは変っている。その顔は荒野におけ
る戦いのあとをとどめ、威厳と力の新しい表情がイエスの
天来の使命を証拠だてているイエスといっしょに、一団の
若い人たちがいて、彼らの目は尊敬をこめてイエスのあと
を追い、イエスを先生と呼んでいる。これらの若い人たち
は、バプテスマの時やその他のところで見たり聞いたりし
たことを、マリヤにくわしく語ってきかせる。彼らは結論
として、「わたしたちは、モーセが律法の中にしるしてお
り、預言者たちがしるしていた人、ヨセフの子、ナザレの
イエヌにいま出会った」と言明する（ヨハネ1：45）。
客が集まると、多くの者は何か非常に興味のある話題に

心を奪われているようにみえる。抑えられた興奮が一座の
人々の間にひろがる。人々の小さ尤かたまりが熱心ながら
静かな調子でことばをかわし、ふしぎそうな目つきがマリ
ヤの息子に向けられる。マリヤはイエスについて弟子たち
のあかしを聞いて、長い間胸にいだいていた望みがむだで
なかったことをよろこんでいた。彼女もまた人間である以
上、そのきよい喜びに甘い母親の自然な誇りがまじってい
だしても当然であろう。多くの人々の目がイエスの上にそ
そがれているのを見ると、彼女は、イエスにご自分が真に [737]
神のとうといみ子であることを一座の人々に証明していた
だきたいと心に願った。彼女はイエスが彼らの前で奇跡を
行われる機会があればよいと望んだ。
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結婚の祝宴は数日間つづけられるのが当時の習慣であっ
た。この時、祝宴がまだ終わらないうちにぶどう酒のた
くわえが切れてしまったことがわかった。それがわかると
大変な困惑と失望とが生じた。祝宴をぶどう酒なしですま
せるということは例のないことで、ぶどう酒がないことは
接待の行きとどかない証拠に思われるのだった。マリヤは
当事者の親類として祝宴のしたくを手伝っていたので、そ
の時イエスに、「ぶどう酒がなくなってしまいました」と
語った。このことばは、イエスに彼らの必要を満たしても
らえないでしょうかという暗示だった。しかしイエスは、
「婦人よ、あなたは、わたしと、何の係わりがあります
か。わたしの時は、まだきていません」と答えられた（ヨ
ハネ2：3、4）。
この答は、われわれにはぶっきらぼうに思えるが、冷

淡さや無礼な気持をあらわしているのではない。救い主
が母親に語りかけられた形式は、東洋の習慣に従ったも
のであった。それは尊敬心を示したいと望む相手の人に
対して用いられた。キリストの地上生活における行為の
一つ一つは、彼ご自身がお与えになったところの、「あな
たの父と母を敬え」という戒めに一致していた（出エジプ
ト2：12）。十字架上において、母親に対する最後のやさ
しい行為として、最も愛する弟子に母親の世話を託された
時、イエスにふたたび同じように母親に語りかけられた。
婚宴の時でも十字架上でも、声と顔つきと態度にあらわれ
ている愛がイエスのことばの意味を伝えた。
少年時代に宮におまいりして、ご自分の一生の働きの

奥義が目の前に示された時、キリストはマリヤに「わたし
が自分の父の家にいるはずのことを、ご存じなかったので
すか」と言われた（ルカ2：49）。このことばはイエスの
一生と伝道の基調を示していた。すべてのことはイエスの
働き、すなわちイエスが成就するためにこの世においでに
なったあがないの大いなる働きに付随させられた。いまキ
リストはその教訓をくりかえされた。マリヤはイエスとの
親子関係から、自分はイエスに対して特別な要求を持つこ
とができ、またある程度イエスの使命に口を出す権利があ
ると考える危険があった。イエスは、30年の間、マリヤに
とってやさしい従順な息子であって、その愛情は変わらな
かった。しかしいまイエスは天父のみわざに着手なさらね
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ばならない。いと高き神のみ子として、またこの世の救い
主として、イエスは、どんな地上のきずなによってもご自
分の使命の達成をさまたげられたり、ご自分の行為に影響
を及ぼされたりするようなことがあってはならない。彼は
神のみこころをなすのに自由でなければならない。この教
訓はまたわれわれのためでもある。神のご要求は人間の関
係というきずなにさえまさるものである。どんな地上の魅
力によっても、われわれは神がわれわれに歩むように命じ
ておられる道から足をひき返してはならない。
われわれ堕落した人類のただ一つの望みはキリストのう

ちにある。マリヤは神の小羊イエスによってのみ救いを見
いだすことができた。彼女自身には何のいさおしもなかっ
た。マリヤがイエスと親子関係にあるからといって、彼女
とイエスとの霊的な関係は他の魂の場合と異なったものに
はならない。このことが救い主のみことばの中に示されて
いる。イエスは彼女に対して人の子としての関係と神のみ
子としての関係の区別をはっきりつけておられる。ふたり
の間の肉親関係は、決してマリヤをイエスと同等の立場に
おくものではなかった。
「わたしの時は、まだきていません」とのことばは、

キリストの地上生活における一つ一つの行為が、永遠の昔
から存在していた計画の成就であったという事実をさして
いる（ヨハネ2：4）。イエスが地上においでになる前に、
その計画はこまかい点まで完全に彼の前に立てられた。し
かし、イエスが人々の中に生活された時、彼は1歩1歩、天
父のみこころによって導かれた。イエスは定められた時に
行動することをちゅうちょされなかった。同じ服従によっ
て、彼は時がくるまで待たれた。
自分の時はまだきていないのだとマリヤに言われたこと [738]

によって、イエスはマリヤの語られない思い、すなわちイ
スラエルの民と同じように彼女の心の中にいだかれていた
期待に答えておられた。マリヤはイエスがメシヤとしてご
自分をあらわし、イスラエルの王位につかれるのを望んで
いた。しかしその時はきていなかった。イエスは、王とし
てではなく、「悲しみの人で、病を知っていた」人として
人間の運命をお受けになっていた（イザヤ53：3）。
しかしマリヤは、キリストの使命を正しく認識しては

いなかったが、イエスを絶対的に信頼していた。この信仰
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に、イエスはお答えになった。最初の奇跡が行われたのは
マリヤの信頼をとうとび、弟子たちの信仰を強めるためで
あった。弟子たちは不信への多くの大きな試みに出会うの
であった。預言によればイエスがメシヤであるということ
は彼らにとって議論の余地がないまでに明らかであった。
彼らは宗教界の指導者たちが自分たちよりもはるかに大き
な確信をもってイエスを受け入れるものと期待した。彼ら
はキリストのふしぎなみわざを、またキリストの使命に対
する自分たちの確信を人々の前に宣言したが、祭司やラビ
たちが示したイエスに対する不信と根強い偏見と敵意に驚
き、ひどく失望した。救い主の初期の奇跡は、弟子たちが
この反対に対して強く立つように力づけた。
マリヤはイエスのことばに少しも当惑しないで、食卓

に給仕している人々に、「このかたが、あなたがたに言
いつけることは、なんでもして下さい」と言った（ヨハ
ネ2：5）。こうして彼女は、キリストのみわざに道を備え
るためにできるだけのことをした。
戸口のそばに6つの大きな石の水がめがあった。イエス

は召使いたちにその水がめに水を満たすように言いつけ
られた。水はいっぱいになった。次にイエスは、ぶどう
酒がいますぐ入り用だというので、「さあ、くんで、料
理がしらのところに持って行きなさい」と言われた（ヨハ
ネ2：8）。水のいっぱい満たされた水がめからは、水では
なくてぶどう酒が流れ出た。料理がしらも一般の客もぶど
う酒がきれたことには気がついていなかった。召使いたち
が持ってきたぶどう酒をなめてみて、料理がしらはそれが
いままで飲んだこともないほどすばらしいぶどう酒で婚宴
の初めに出されたぶどう酒とちがったものであることに気
がついた。彼は花婿に向かって、「どんな人でも、初めに
よいぶどう酒を出して、酔いがまわったころにわるいのを
出すものだ。それだのに、あなたはよいぶどう酒を今まで
とっておかれました」と言った（ヨハネ2：10）。
人は最初に一番よいぶどう酒を出し、それから後に悪

いぶどう酒を出すが、この世の贈物もこれと同じである。
この世が与えるものは、初めは人の目をよろこぼせ、感
覚を魅惑するかもしれないが、結局は不満足なものであ
る。ぶどう酒はにがくなり、はなやかさは陰気なものとな
る。歌と歓楽に始まったものが疲労と不快に終る。しかし
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イエスの賜物はいつも新鮮で新しい。イエスが魂にお与え
になるごちそうは必ず満足と喜びとを与える。新しい賜物
が与えられるたびに、それを受ける者には主の祝福を感謝
し、よろこぶ能力が増し加わる。主は恵みに恵みを加えら
れる。恵みのたくわえがつきるということがない。キリス
トのうちに住むならば、あなたがきょうゆたかな賜物を受
けることは、あしたはもっとゆたかな賜物を受ける保証で
ある。ナタナエルに対するイエスのみことばは、信仰の子
らに対する神の態度の原則をあらわしている。主の愛が新
しくあらわされるたびに、イエスはそれを受け入れる人に
向かって、あなたは「信じるのか。これよりも、もっと大
きなことを、あなたは見るであろう」と宣言される（ヨハ
ネ1：50）。
婚宴の席へのキリストの贈物は、一つの象徴であった。

水は主の死にあうバプテスマをあらわし、ぶどう酒は世の
罪のために流される主の血潮をあらわしていた。水がめを
満たす水は人間の手で持ってこられたが、それにいのちを
与える効力をさずけることができるのはキリストのみこと
ばだけである。救い主の死をさし示す儀式も同様である。
信仰を通して働くキリストの力によってのみ、それらは魂
を養う効力があるのである。
キリストのみことばによって、ふるまいの席に十分な飲 [739]

み物が備えられた。人の不和を消し去り、魂を新たにし、
これを養う主の恵みは同じようにゆたかに用意されてい
る。
イエスは、弟子たちと一緒に出席された最初の祝宴で

彼らの救いのためになされる働きを象徴するさかずきを彼
らにお与えになった。最後のばんさんにおいて、イエスは
「主がこられる時に至るまで」ご自分の死を示す聖なる儀
式を制定されたことによって、もう1度そのさかずきを彼ら
にお与えになった（コリント11：26）。「わたしの父の国
であなたがたと共に、新しく飲むその日までは、わたしは
今後決して、ぶどうの実から造ったものを飲むことをしな
い」とイエスが言われた時に、主と別れる弟子たちの悲し
みは再会の約束によって慰められた（マタイ26：29）。
キリストが祝宴にお備えになったぶどう酒、またご自分

の血の象徴として弟子たちにお与えになったぶどう酒は、
純粋のぶどう汁であった。預言者イザヤが、新しいぶどう



132 各時代の希望

酒について、「人がぶどうのふさの中に、ぶどうのしるの
あるのを見るならば、『それを破るな、その中に祝福があ
るから』と言う」と言っているのは、このことである（イ
ザヤ65：8）。
旧約聖書の中で、「酒は人をあざける者とし、濃い酒は

人をあばれ者とする、これに迷わされる者は無知である」
と、イスラエルに警告されたのはキリストであった（箴
言20：1）。だからキリストはご自分からこんな飲み物を与
えるようなことはなさらなかった。サタンは理性をくもら
せ、霊的知覚を麻痺（まひ）させるような放縦に人を誘惑
するが、キリストは下等な性情を征服するように教えてお
られる。キリストの一生は克己の模範であった。食欲の力
をたちきるために、彼は人間が耐えることのできる最もき
びしい試練を、われわれのために受けられた。バプテスマ
のヨハネに、ぶどう酒や濃い酒を飲まないように指示され
たのはキリストであった。同じようにマノアの妻に禁酒を
命じられたのもキリストであった。キリストは隣人のロに
酒びんをおしつける者の上にわざわいを宣告された。キリ
ストはご自分の教えに矛盾したことをなさらなかった。主
が結婚式の客のために用意された発酵しないぶどう汁は衛
生的な清涼飲料水であった。その効果は味覚を健康な食欲
に調和させるのであった。
祝宴の客たちがぶどう酒の品質について批評し、召使い

たちに質問したので、奇跡の事実がわかった。一座の人々
はしばらくは驚きのあまり、そのふしぎなわざをされたお
方のことを思いつかなかった。だがついにイエスをさがす
と、イエスは弟子たちにさえも知られないように、静かに
立ち去られたことがわかった。
一座の人々の注意はこんどは弟子たちに向けられた。初

めて弟子たちはイエスに対する彼らの信仰を告白する機会
があった。彼らは自分たちがヨルダン川で見たり聞いたり
したことを語った。すると、多くの人たちの心に、神がご
自分の民の救済者を起されたのだという望みの火がともさ
れた。奇跡についての知らせはその地方全体にひろがり、
エルサレムにまで伝えられた。祭司や長老たちは新たな関
心をもって、キリストの来臨をさし示している預言を調べ
た。こんな気取らない態度で人々の中に現われたこの新し
い教師の使命を知りたいという熱心な希望が起った。
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キリストの伝道はユダヤ人の長老たちの伝道とくらべ
ていちじるしい相違があった。彼らは言い伝えと形式を尊
重するあまり、思想や行動の真の自由をまったく殺してし
まっていた。彼らはたえずけがれを恐れて生活した。「け
がれた者」との接触をさけるために、彼らは異邦人ばか
りでなく、自国民の大多数の者から遠ざかり、彼らに益を
与えようとも、彼らの友情を得ようともしなかった。たえ
ずこうした問題に気をとられていたので、彼らの心は小さ
くなり、生活の軌道は狭くなっていた。彼らの手本によっ
て、民衆のあらゆる階級に独善主義と偏狭心が助長され
た。
イエスは人類と全く思いを一つにすることによって改革

の働きをお始めになった。彼は神の律法に最高の尊敬を示
される一方では、パリサイ人のうわべばかりの敬虔さを責
め、人々をしばりつけている無意味な規則から彼らを解放 [740]
しようとされた。イエスは、人々を一塚族の子供として一
つにするために、社会の異なった階級をへだてている壁を
打破しようとしておられた。イエスが婚宴の席に出られた
ことは、こうしたことを達成するための1歩としてくわだて
られたのであった。
神はバプテスマのヨハネが祭司やラビたちの影響を受

けないように、そして特別な使命のために準備ができるよ
うに、彼に荒野に住むようにお命じになった。しかし彼の
厳格で孤独な生活は民の手本にはならなかった。ヨハネ自
身、聴衆にこれまでの仕事を捨てるようにとは命じなかっ
た。彼は、神が彼らを召された立場において、神に忠誠
をつくすことによって悔い改めの証拠を示すようにと命じ
た。
イエスは、あらゆる種類の放縦を責められたが、しか

しその性質は社交的であられた。彼はあらゆる階級の人々
のもてなしに応じて、金持ちの家でも貧しい人の家でも、
学者の家でも無知な者の家でも訪問し、彼らの思いを日常
一般の問題から霊的な永遠の問題へ高めようとされた。彼
は酒色を認められず、その行為は世俗的な軽薄の影によっ
てくもらされることがなかった。しかし主は無邪気なたの
しみの光景によろこびを感じ、自ら出席なさることによっ
て親睦（しんぼく）の集まりを是認された。ユダヤ人の結
婚式は印象的な光景で、その喜びは人の子イエスにとって
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不快なものではなかった。この婚宴の席につらなることに
よって、イエスは結婚を天来の制度としてとうとばれた。
旧約聖書にも新約聖書にも、結婚関係はキリストとその

民との間に存在するやさしく聖なる結合をあらわすのに用
いられている。婚宴の喜びは、キリストがご自分の花嫁を
天父の家につれてゆかれ、あがなわれた者とあがない主と
が、小羊の婚宴の席にすわるその日の喜びをキリストの心
に思わせた。キリストはこう言われる、「花婿が花嫁を喜
ぶようにあなたの神はあなたを喜ばれる」。「あなたはも
はや『捨てられた者』と言われず. . . . . .あなたは『わが喜び
は彼女にある』ととなえられ、. . . . . .主はあなたを喜ばれ」
る。「彼はあなたのために喜び楽しみ、その愛によって
あなたを新にし、祭の口のようにあなたのために喜び呼ば
わられる」（イザヤ62：5、4、ゼパニヤ3：17）。使徒ヨハ
ネは、天の事物についてのまぼろしが与えられた時、こう
書いた、「わたしはまた、大群衆の声、多くの水の音、ま
た激しい雷鳴のようなものをきいた。それはこう言った、
『ハレルヤ、全能者にして主なるわれらの神は、王なる支
配者であられる。わたしたちは喜び楽しみ、神をあがめま
つろう。小羊の婚姻の時がきて、花嫁はその用意をしたか
らである』」。「小羊の婚宴に招かれた者は、さいわいで
ある」1（黙示録19：6、7、9）。
イエスは一人びとりの魂を、神のみ国への招待を与えら

れなければならない者としてごらんになったイエスは人々
の幸福を願う者として、彼らの中に入って行くことによっ
て、彼らの心をとらえられた、彼は大通りで、個人の家々
で、舟の上で、会堂の中で、湖の岸辺で、婚宴の席で、
彼らを求められた。彼は人々が日常の働きをしているとこ
ろで彼らに会い、彼らの俗事に興味を示された。イエスは
ご自分の教えを家庭に持ち込み、家族をそれぞれの家庭に
おいてイエスのきよいご臨在の感化のもとにおかれた。イ
エスの個人的な強い同情は人々の心をとらえる助けとなっ
た。イエスは1人で祈るためにたびたび山へ行かれたが、
これは活動的な生活において人々のために働く準備であっ
た。このようなひと時を経て、イエスは、病人をいやし、
無知の者に教え、サタンのとりこの鎖をたち切るために出
てこられた。
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イエスが弟子たちを訓練されたのは個人的な接触とまじ
わりによってであった。イエスは、ある時は山腹で彼らの
中にすわって教え、ある時は海辺で、ある時は彼らといっ
しょに道を歩きながら、彼らに神の国の奥義を示された。
イエスは今日人々がするように説教をなさらなかった。
人々の心が天来のことばを受けようとして開かれていると
ころではどこでも、イエスは救いの道の真理をとき明かさ
れた。イエスは弟子たちにこれをしなさい、あれをしなさ
いと命令なさらず「わたしに従ってきなさい」と言われた
（ルカ9： 59）。彼は民にどう教えるかを弟子たちに見せ [741]
るために、いなかや町を旅行される時には彼らをおつれに
なった。イエスは弟子たちと関心を一つにされたので、彼
らは働きにおいてイエスと一体となった。
人類と利害を一つにされたキリストの模範は、キリスト

のみことばをのべつたえる者やキリストの恵みの福音を受
け入れた者のすべてが従わねばならない模範である。われ
われは社交的な交わりをたちきるのではない。他の人たち
から孤立してはならない。あらゆる階級の人々に接するた
めには、われわれは彼らのいるところで彼らに会わねばな
らない。彼らの方からわれわれを求めてやってくることは
めったにない。講壇からだけでは人々の心は天来の真理に
動かされない。もう一つの働きの領分がある。それは目立
たないかもしれないが、大いに有望である。それは身分の
いやしい人々の家庭に、身分の高い人々の邸宅に、もてな
しの食卓に、無邪気な親睦の集まりの中にみいだされる。
キリストの弟子として、われわれは、単なる享楽心か

ら世の人々と交わったり、彼らといっしょになって愚かな
ことをするようなことはしない。こういう交際の結果はた
だ有害なだけである。われわれのことはやわれわれの行為
やわれわれがだまっていることやわれわれがそこにい合わ
せることなどによって、罪を是認するようなことが決して
あってはならない。どこへ行くにも、われわれはイエスを
いっしょにおつれし、入々に救い主のとうとさを示すので
ある。しかし宗教を石の壁の中にかくして保とうとする者
は、よいことをするとうとい機会を失う。社交的な関係を
通して、キリスト教は世の人々と接触するようになる。天
来の光を受けた者はだれでもみな、いのちの光であられる
キリストを知らない人々の道を照らすのである。
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われわれはみなイエスの証人となるべきである。社交的
な能力は、キリストの恵みにきよめられて、魂を救い主に
みちびくのに活用されなければならない。われわれは自分
自身の利害問題に利己的に没頭しているのではなく、われ
われの祝福と特権とを他人にわけ与えようと願っているの
だということを、世の人々に見せよう。われわれの宗教は
われわれを非情にしたり苛酷（かこく）にしたりしないと
いうことを世の人々にわからせよう。キリストをみいだし
たと言っている者はみな、キリストが人々を益するために
働かれたように、奉仕しよう。
われわれは、クリスチャンは暗い不幸な人たちだという

まちがった印象を世の人々に与えるべきではない。もしわ
れわれの目がイエスにしっかりそそがれているならば、わ
れわれは憐れみ深い救い主を見、そのみ顔の光をとらえる
のである。神のみたまに支配されているところにはどこで
も平安が宿る。神に対する落ち着いた、聖なる信頼がある
ので、そこにはまた喜びがある。
キリストに従う者たちが、人間ではあるけれども神の

性質にあずかる者であることを示す時、キリストはお喜び
になる。彼らは像ではなく、生きた男女である。彼らの心
は神の恵みの露によって生き生きとなり、義の太陽キリス
トに向かって開き、成長するのである。彼らは自分たちを
照らしている光を、キリストの愛に輝いている働きを通し
て、他人に反射する。
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本章はヨハネ2：1222に基づく

「そののち、イエスは、その母、兄弟たち、弟子たち
と一緒に、カペナウムに下って、幾日かそこにとどまられ
た。さて、ユダヤ人の過越の祭が近づいたので、イエスは
エルサレムに上られた」（ヨハネ2：12、13）。
この旅で、イエスは首都エルサレムへ進んで行く人たち

の大きな群れの一つに加わられた。イエスはご自分の使命
をまだ公に発表しておられなかったので、人知れず群衆の
中にまじっておられた。こういう機会には、ヨハネの伝道
によって世間の注目をひくようになったメシヤの来臨とい
うことがよく人々の話題になった。彼らは自分たちの国が [742]
偉大な国家になるのだという望みについて燃えるような熱
心さで語り合った。イエスはこの望みが裏切られることを
知っておられた。なぜなら、それは聖書の誤った解釈に根
拠がおかれていたからである。イエスは非常に熱心に預言
を説明し、神のみことばのもっと綿密な研究に人々を目覚
めさせようとされた。
イスラエルの民はエルサレムで神の礼拝を教えられる

のだと、ユダヤ人の指導者たちは教えていた。過越節の週
間になると、大勢の人々がパレスチナの全地から、また遠
い国々からもやってきて、ここに集まった。宮の庭は雑然
とした群衆でいっぱいになった。一つの大いなるいけにえ
であられるキリストを象徴するものとして献げられるいけ
にえをたずさえてくることができない人が多かった。そう
した人たちのために、動物が宮の外庭で売買された。ここ
にあらゆる階級の人々が彼らの献げ物を買うために集まっ
た。ここであらゆる外国のお金が聖所の貨幣に両替され
た。
ユダヤ人はだれでもみな「命をあがなう」ために毎年

半シケルを納めなければならなかった。このようにして集

137
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められたお金は宮を維持するために用いられた（出エジプ
ト30：1216参照）。
このほかに、多額のお金が任意の献金として持参され、

宮の金庫に納められた。外国貨幣はみな聖所のシケルと呼
ばれる貨幣に両替しなければならなかった。そしてその貨
幣が聖所の奉仕のために受け取られた。金銭の両替は詐欺
や強奪の機会となり、老れはだんだん恥ずべき商売となっ
て、祭司たちの収入源となっていた。
商人たちは動物を売るのに法外な値段をつけ、そのもう

けを祭司や役人たちにわけた。こうして祭司や役人たちは
民の犠牲において私腹を肥やした。礼拝者たちは、いけに
えを献げなければ、彼らの子供たちや地所に神の祝福がく
だらないと信じるように教えられていた。こうして動物を
高い値段で売りつけることができた。人々は遠くからやっ
てきたのだから、その目的である礼拝行為を果たさないで
は家へ帰ろうとしなかったからである。
過越節の時には大変な数のいけにえがささげられたの

で、宮での商売は非常に盛んだった。従ってそれに伴う
混雑は、神の聖なる宮というよりもむしろやかましい家畜
市場を思わせた。かん高い取引の声、牛のモーモー鳴く声
などが、貨幣のじゃらじゃらいう音や怒って言い争う声に
まじってきこえ起その混乱があまりにひどいために、礼拝
者たちはさまたげられ、いと高き神に語りかけられること
ばは宮をおおう騒音にかき消された。ユダヤ人は自分たち
の膿さを非常な誇りにしていた。彼らは宮を喜び、宮のこ
とをよく言わないことばを冒漬（ぼうとく）とみなした。
彼らはまた宮に関係のある儀式を非常に厳格に行った。し
かし金銭欲が彼らの用心深さを圧倒していた。彼らは、自
分たちが神ご自身によって定められた儀式の本来の目的か
らはるかにそれていることにほとんど気がついていなかっ
た。
主がシナイ山上におくだりになった時、その場所は主

のこ臨在によってきよめられた。モーセは、山のまわりに
境界を設けて、そこをきよめるようにと命じられた。そし
て「あなたがたは注意して、山に上らずまた、その境界に
触れないようにしなさい。山に触れる者は必ず殺されるで
あろう。手をそれに触れてはならない。触れる者は必ず石
で打ち殺されるか、射殺されるであろう。獣でも人でも生
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きることはできない」という主の警告のことばがきかれた
（出エジプト19：12、13）。このように、神がご臨在をあ
らわされるところはどこでも、神聖な場所であるという教
訓が教えられた。神の宮の境内は神聖なところとみなされ
るべきだった。ところがもうけを争うあまり、すべてこり
したことが忘れられていた。
祭司と役人たちは国民に神を代表する者と呼ばれてい

た。彼らは宮の庭がこのように悪用されているのを改革す
べきであった。彼らは民に正直とあわれみの模範を示すべ
きであった。自分自身の利益を追い求めないで、彼らは礼
拝者たちの事情と必要とを考慮レまた必要ないけにえを買
うことのできない人々をいつでも助ける用意がなければな
らなかった。ところが彼らはそうしたことをしなかった。
彼らの心は貧欲に固まっていた。 [743]
郵の祭りには、苦しんでいる者や困っている貧しい人々

もやってきた。盲人も足の不自由な人も耳の聞こえない
人もきた。寝床にのせてつれてこられる者もあった。貧し
いために、主にささげる一番安い献げ物も買えず、自分自
身の空腹を満たす食物さえ買うζとのできない人たちもた
くさんきた。こうした人たちは祭司の言明にひどく当惑し
た。祭司たちは自分醸さを誇り、民の保護者であると自称
した。だ力鞍らは同情や憐れみの心がなかった。貧しい者
や病人や死にかけている者が助けを乞うてもむだだった。
彼らの苦しみは祭司たちの心に何の同情も呼び起こさな
かった。
イエスは宮に入ってこられると、すべての光景をじつ

とごらんになった。彼は不正な取引をごらんになった。血
を流さなければ自分たちの罪はゆるされないと考えて困っ
ている貧しい人たちを彼はごらんになった。彼は、神の宮
の外庭がけがれた商売の場所にかわうでいるのをごらんに
なった。神聖な境内が一つの大きな取引場となっていた。
キリストは、どうにかしなければならないとお考えに

なった。無数の儀式が、その意味について正しい教えも
なされないままに民に命じられていた。礼拝者たちは、た
だ1人の完全ないけにえであられるキリストを象徴するもの
であることも理解しないで彼らのいけにえをささげた。し
かも彼らの中に、みとめられもしなければ、あがめられも
しないで、彼らのすべての儀式によって象徴されているお
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方が立っておられた。彼は献げ物について指示をお与えに
なったのだった。彼は献げ物の象徴的価値を理解しておら
れた。イエスはそうした献げ物がいま悪用され、誤解され
ているのをごらんになった6霊的な礼拝は急速に影をひそめ
ていた。祭司たちや役人たちと神との間のつながりは何も
なかった。キリストの働きは、まったく異なうた礼拝を確
立することであった。
宮の庭の石段に立たれたキリストは、鋭い一べつで、目

の前の光景を見抜かれる。預言の目をもって、イエスは未
来を、幾年後ばかりでなく幾世紀幾時代後までごらんにな
る。彼は祭司たちや役人たちが貧しい人々の権利を奪い、
彼らに福音が伝えられるのを禁じているのをごらんにな
る。彼は、神の愛が罪人にかくされ、人々が神の恵みを商
品にするのをごらんになる。その光景をごらんになると、
怒りと権威と力とがその顔にあらわれる。人々の注意は彼
にひきつけられる。けがれた取引をやっていた人たちの目
が、イエスの顔にくぎづけにされる。彼らは目をそらすこ
とができない。彼らは、この人に自分たちの心の奥底が見
抜かれ、かくれた動機が見つけ出されるのを感じる。中に
は、自分の悪い行為が顔に書かれているのをあの鋭い目に
じっと見つめられるかのように、顔をかくそうとする者も
ある。
騒ぎはおさまった。商売とかけひきの声はやんだ。沈黙

は苦痛となる。群衆は畏怖の念に圧倒される。彼らは自分
たちの行為を弁明するために神のさばきの前に呼び出され
たかのようである。キリストを見あげて、彼らは、人性と
いう衣から神性がひらめいているのを見る。天の君が、最
後の日におけるさばき主のように、その時ご自分に伴う栄
光にいまはつつまれておられないが、同じように魂を見抜
く力をもって立っておられるのである。彼の目は群衆を見
渡して、一人一人を見抜かれる。彼の姿は堂々たる威厳を
そなえて彼らの中にそびえているように見え、天来の光が
そのみ顔を照らしている。イエスが話されると、そのはっ
きりしたひびきわたる声は——いま祭司たちや役人たちが
犯している律法をかつてシナイ山上で宣言されたのと同
じ声は——宮の門に反響してきこえる。「これらのものを
持って、ここから出て行け。わたしの父の家を商売の家と
するな」（ヨハネ2：16）。
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ゆっくり石段をおりながら、イエスは、境内にはいる時
に拾われた縄の鞭をふりあげで取引をしている連中に宮の
境内から立ち去るように命じられる。これまでにあらわさ
れたことのない激しさと厳格さをもって、イエスは両替屋
のテーブルをひっくり返される。貨幣は高い音を立てて、
大理石の歩道に落ちる。誰一人彼の権威をあえて問題にし
ようとしない。誰一人不正なもうけの金を拾い集めようと
して立ちどまろうとしない。イエスは彼らを縄の鞭で打ち [744]
はなさらないが、そのただの鞭が彼の手にあると、燃える
剣のように恐ろしいものにみえる。宮の役員たちや、投機
をしていた祭司たちや、仲買人たちや家畜商人たちは、イ
エスの目の前にいると心が責められるので、それからまぬ
かれたい一心で羊や牛といっしょにその場から逃げ出す。
あわてふためきは群衆全体にひろがり、彼らはイエスの

神性に圧倒される感じがする。幾百人の青ざめた唇から、
恐怖の叫びがもれる。弟子たちでさえふるえあがる。弟子
たちは、イエスのふだんのふるまいとはまったく不似合い
なことばと行動におそれをなす。彼らは、イエスのことに
ついて、「あなたの家を思う熱心がわたしを食いつくし」
と書かれていることばを思い出す（詩篇69：9）。まもなく
そうそうしい群衆は商品といっしょに神の宮から遠くへ追
いやられる。宮の庭からけがれた取引が姿を消し、深い静
寂と荘厳さが混乱の場面をおおう。主のこ臨在は昔シナイ
山をきよめたが、いまは主のみ栄えのために建てられた宮
をきよいものにした。
宮をきよめることによって、イエスはメシヤとしての

ご自分の使命を公表し、その働きにはいられたのであっ
た。神の住居として建てられたこの宮は、イスラエルと世
界のために実物教訓となるように計画されていた。輝く聖
なるセラフから入間にいたるまで、すべての被造物が創造
主の内住される宮となることが、永遠の昔から神の目的で
あった。罪のために人類は神の宮とならなくなった。人の
心は、悪のために暗くなり、けがれたものとなったので、
もはや聖なる神の栄光をあらわさなくなった。しかし神の
み子の受肉によって天の神の目的は達成された。神は人類
の中にお住みになり、救いの恵みを通して、人の心はふた
たび神の宮となる。神はエルサレムの宮が、すべての魂に
とって可能な高い運命についてのたえまないあかしとなる
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ように計画された。しかしユダヤ人は彼らが非常な誇りを
もって見ていた建物の意義を理解していなかった。彼らは
自分自身をみたまの聖なる宮としてささげなかった。けが
れた商売のそうそうしさにつつまれていたエルサレムの宮
の庭は、肉欲やきよくない思いが入りこんでけがれている
心の宮をそのままあらわしていた。宮を世的な売り買いか
らきよめることによって、イエスは、罪のけがれ、すなわ
ち魂を堕落させる世俗的な望み、利己的な欲望、悪習慣な
どから心をきよめられるご自分の使命を宣言された。「あ
なたがたが求める所の主は、たちまちその宮に来る。見
よ、あなたがたの喜ぶ契約の使者が来ると、万軍の主が言
われる。その来る日には、だれが耐え得よう。そのあらわ
れる時には、だれが立ち得よう。彼は金をふきわける者の
火のようであり、布さらしの灰汁のようである。彼は銀を
ふきわけて清める者のように座して、レビの子孫を清め、
金銀のように彼らを清める」（マラキ3：13）。
「あなたがたは神の宮であって、神の御霊が自分のう

ちに宿っていることを知らないのか。もし人が、神の宮
を破壊するなら、神はその人を滅ぼすであろう。なぜな
ら、神の宮は聖なるものであり、そして、あなたがたは
その宮なのだからである」（コリント3：16、17）。だれ
も心を占領している悪のかたまりを自力で追い出すこと
はできない。キリストだけが魂の宮をきよめることがお
できになる。しかし彼ははいることを強制なさらない。主
は昔の宮にお入りになったようには心にお入りにならない
で、「見よ、わたしは戸の外に立って、たたいている。だ
れでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしはその
中にはい（る）」と言われる（黙示録3：20）。主は1日だ
けのためにお入りになるのではない。「わたしは彼らの間
に住み、かつ出入りをするであろう。. . . . . .彼らはわたし
の民となるであろう」と言われる（Ⅱコリント6：16）。
「われわれの不義を足で踏みつけられる。あなたはわれ
われのもろもろの罪を海の深みに投げ入れ」られる（ミ
カ7：19）。主のこ臨在は、魂が主の聖なる宮となり、「霊
なる神のすまい」となるように、その魂を洗いきよめる
（エペソ2：21、22）。
恐ろしさに圧倒されて祭司たちと役人たちは宮の庭から

逃げ出し、彼らの心を見抜く鋭い目からのがれた。彼らは
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逃げて行く時、宮へやって来る他の人たちに出会うと、自 [745]
分たちの見聞きしたことを語り、ひき返すように命じた。
キリストは逃げて行く人たちをごらんになって、彼らの恐
怖と、彼らが真の礼拝の本質について無知であることをか
わいそうにお思いになった。この光景の中に、イエスは、
ユダヤ国民全体が邪悪で悔い改めないために、離散させら
れることが象徴されているのをごらんになった。
ではなぜ祭司たちは宮から逃げ出したのだろうか。なぜ

彼らはその場にふみとどまらなかったのだろうか。彼らに
行ってしまえと命じたのは、この世の地位も権力もない大
工の息子、貧しいガリラヤ人だった。なぜ彼らはイエスに
抵抗しなかったのか。なぜ彼らは不正にもうけた金を捨て
て、外観はまったくみすぼらしいこの人の命令で逃げ出し
たのか。
キリストは王の権威をもって語られたので、彼の様子や

声の調子には、人々が抵抗する力をゆるさないものがあっ
た。命令のことばで、彼らはかつてこれまでになかったほ
ど、偽善者やどろぼうとしての自分たちの真の立場をみと
めた。人性を通して神性がひらめいた時、彼らはキリスト
の顔つきに怒りをみとめたばかりでなく、彼のみことばの
意味をさとった。彼らは永遠のさばき主のみ座の前で、こ
の世と永遠のために宣告をくだされたかのように感じた。
その時だけ、彼らはキリストが預言者であることを確信
し、多くの者が彼をメシヤとして信じた。聖霊が彼らの心
にキリストに関する預言者のことばをひらめかせた。彼ら
はこの自覚に従ったであろうか。
彼らは悔い改めようとしなかった。彼らは貧しい者に

村してキリストの同情心が呼び起こされたことを知って
いた。彼らは民に対する自分たちの態度に搾取の罪があ
ることを知っていた。キリストが彼らの思いを見抜かれた
ので、彼らはキリストを憎んだ。キリストが公衆の面前で
彼らを責められたことが彼らの誇りを傷つけた。そして彼
らはキリストの勢力が民の中にひろがって行くのをねたん
だ。彼らは、キリストが彼らを追い出された力について、
まただれがそのカを彼に与えたかについて、彼に挑戦しよ
うと決心した。
ゆっくりと用心深く、しかし心に憎しみをいだいて、彼

らは宮へもどってきた。だが彼らのいない間に、何という
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変化が起こったことだろう。彼らが逃げた時、貧しい人々
があとに残った。そしてこの人たちはいま顔に愛と同情の
あらわれているイエスに見入っていた。目に涙をためて、
イエスはまわりのふるえている人たちに、恐れるには及ば
ない、わたしはあなたがたを救い、あなたがたはわたしを
あがめるであろう。そのためにわたしはこの世にきたのだ
と言われた。
人々は、主よ、祝福してくださいというさし迫った、

同情すべき訴えをもってイエスの前におしよせた。主の耳
は一つ一つの叫びをきかれた。やさしい母親にもまさる憐
れみをもって、主は病気の子供たちの上に身をかがめられ
た。みんなが手当てをしてもらった。どの人もみなどんな
病気もいやされた。口のきけない者は口を開いて賛美し、
盲人は目をあけてくださったお方の顔を見た。苦しむ者た
ちの心はよろこぼされた。
祭司たちと宮の役人たちがこのすばらしいわざを目に見

た時、彼らの耳にきこえた声は彼らにとって何という思い
がけないことだったことだろう。人々は自分たちの受けて
いる苦しみや裏切られた望みや、苦悩の日々や眠られない
幾夜について語っていた。望みの最後のともしびが消えた
ようにみえた時、キリストが彼らをいやされたのだった。
重荷はとても重かったが、わたしは助けてくださる方をみ
つけた。その人は神キリストだ。わたしは一生をキリスト
の奉仕にささげるとある者は言った。両親は子供たちに、
あの方があなたのいのちを救ってくださったのだ。あなた
の声をあげてあの方を賛美しなさいと言った。子供たちと
若者たち、父親と母親たち、友人たちと見物人たちは、声
をあわせて感謝し、賛美した。望みと喜びが彼らの心を満
たした。平安が彼らの心にのぞんだ。彼らは魂と体を回復
し、イエスの比類のない愛をどこででも宣伝しながら家へ
帰った。
キリストが十字架につけられた時に、このようにいや

された人たちは、やじ馬連中の「十字架につけよ、十字架
につけよ」との叫びに加わらなかった。彼らの同情はイエ[746]
スの側にあった。彼らはイエスの大いなる同情とふしぎな
力を経験したからである。彼らはイエスが救い主であると
わかっていた。イエスが彼らに肉体と魂の健康をお与えに
なったからである。彼らは使徒たちの説教を聞き、その心
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に神のみことばが開けたので知恵が与えられた。彼らは神
のめぐみの代理者、神の救いのうつわとなった。
宮の庭から逃げた群衆は、しばらくすると少しずつ押

し返してきた。彼らは自分たちが陥っていたあわてふた
めきから幾分立ち直ったが、その顔にはまだ決断のつかな
い臆病さがあらわれていた。彼らはイエスのみわざを見て
驚き、イエスを通してメシヤに関する預言が成就されたこ
とを確信した。宮をけがした罪は、大部分祭司たちにあっ
た。宮の庭が市場になってしまったのは、彼らのとりき
めによったのである。人には比較的に罪がなかった。彼ら
はイエスの天来の権威に印象づけられたが、しかし彼らに
とっては祭司たちと役人たちの勢力が絶対であった。彼ら
はキリストの使命を革新的なものに考え、宮の当局者たち
から許可されていたことに干渉する権利がイエスにあるか
どうかを問題にした。彼らは商売が邪魔されたので腹を立
て、聖霊のさとしをうち消した。
ほかのだれよりも祭司たちと役人たちは、イエスを、エ

ホバにあぶらそそがれたお方として見るべきであった。な
ぜなら、彼らはイエスの使命について書かれた聖なる巻物
を手にしており、宮のきよめが人間の力以上のあらわれで
あることがわかっていたからである。
彼らはイエスをひどく憎んだが、イエスが宮の清潔を

回復するために神からつかわされた預言者であるかもしれ
ないとの思いからのがれることができなかった。この恐れ
から生じた尊敬をもって、彼らはイエスのところへ行き、
「こんなことをするからには、どんなしるしをわたしたち
に見せてくれますか」とたずねた（ヨハネ2：18）。
イエスはすでに彼らにしるしを示しておられた。彼らの

心に光を照すことによって、またメシヤのなすべきわざを
彼らの前で行うことによって、イエスはご自分の本性につ
いて確信させる証拠をお与えになっていた。いま彼らがし
るしを求めると、イエスはたとえを用いてお答えになり、
彼らの悪意を見抜いておられて、彼らの悪意がどこまで発
展するかを知っておられることをお示しになった。「この
神殿をこわしたら、わたしは3日のうちに、それを起すであ
ろう」と主は言われた（ヨハネ2：19）。
イエスのこのことばには二重の意味があった。イエス

はユダヤ人の神殿と礼拝の破壊のことを言われたばかり
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でなく、ご自分の死すなわちご自身の肉体の宮の破壊に
ついて言われた。すでにユダヤ人たちはイエスの死につ
いてはかりごとをめぐらしていた。祭司たちと役人たちが
宮へもどってきた時には、彼らはすでに、イエスを殺すこ
とによって邪魔者をとり除く相談をしていた。それなのに
イエスが彼らの意図を目の前に示された時、彼らはイエス
の言っておられることがわからなかった。彼らはイエスの
ことばがエルサレムの神殿についてだけ言われたものと考
え、憤慨して叫んだ。「この神殿を建てるのには、46年も
かかっています。それだのに、あなたは3日のうちに、それ
を建てるのですか」（ヨハネ2：20）。彼らは、イエスに対
する彼らの不信が正当なものであったと感じ、イエスを拒
否しようとの決心を固めた。
キリストは、ご自分のことばを不信なユダヤ人にも、

また当時の弟子たちにさえもわからせるおつもりはなかっ
た。イエスはこのことばが彼の反対者たちに曲解され、
ご自分にとって不利になることをご存じだった。裁判の時
に、このことばが告発され、カルバリーではこれらのこと
ばが嘲笑となって彼に投げつけられるのであった。だがい
まそのことばを説明すれば弟子たちにご自分の苦難を知ら
せ、彼らがまだ耐えることのできない苦悩を与えることに
なる。またそのことばを説明すれば、ユダヤ人に彼らの偏
見と不信の結果を早まってばくろすることになる。すでに
彼らは、イエスが小羊としてほふり場に引かれるまで、彼
らが着々とたどる道に入っていたのである。
キリストのこのことばが語られたのは、主を信ずる者

のためであった。イエスはこのことばが伝えられ ること[747]
をご存じだった。このことばは、過越節に語られたのだか
ら、幾千の人々の耳に入り、世界の全地に伝えられるであ
ろう。キリストが死からよみがえられてから、このことば
の意味が明らかになるのである。多くの者にとって、それ
はキリストの神性の決定的な証拠となるのである。
霊的に暗かったために、イエスの弟子たちさえ、主の教

訓をさとらないことがたびたびあった。しかしそれらの教
訓の多くは、次々に起る事件によって明らかになった。キ
リストがもはや弟子たちといっしょにおられなくなってか
ら、そのみことばは彼らの心のささえとなった。
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「この神殿をこわしたら、わたしは3日のうちに、それ
を起すであろう」との救い主のことばには、エルサレムの
宮をさすことばとして、聞いた者たちが認めたよりももっ
と深い意味があった（ヨハネ2：19）。キリストは宮の土台
であり、いのちであった。宮の儀式は神のみ子の犠牲を象
徴していた。祭司職は、キリストの仲保者としての性格と
働きをあらわすために設けられていた。いけにえをささげ
る礼拝の制度全体は、世の人々をあがなわれる救い主の死
を予表していた。それらの献げ物が幾時代にわたってさし
示してきた大事件が完結されると、その献げ物にはもう何
の効力もないのだった。
儀式の制度全体はキリストを象徴していたから、キリ

ストを離れては何の価値もなかった。ユダヤ人がキリスト
を死に渡すことによって、キリストを決定的に捨てた時、
彼らは宮とその奉仕に意義を与えていた一切のものを捨
てた。宮の神聖さは失われた。宮は破壊される運命にあっ
た。
その日から、いけにえの献げ物とそれに関係のある奉

仕は無意味となった。カインの献げ物と同じように、そ
れは救い主への信仰を表わさなかった。キリストを殺した
ことによって、ユダヤ人は実質的に宮を滅ぼした。キリス
トが十字架につけられたとき、宮の内側の幕が上から下ま
でまっ二つに裂けて、最後の大いなるいけにえがささげら
れ、いけにえをささげる制度が永遠に終りを告げたことを
意味した。
「わたしは3日のうちに、それを起すであろう」（ヨハ

ネ2：19）。救い主が死なれたことによって暗黒の勢力は勝
利したように見え、彼らはその勝利をよろこんだ。しかし
イエスは、割れたヨセフの墓から勝利者としてあらわれ、
「もろもろの支配と権威との武装を解除し、キリストに
あって凱旋し、彼らをその行列に加えて、さらしものとさ
れたのである」（コロサイ2：15）。キリストは、その死と
よみがえりとによって、「人間によらず主によって設けら
れた真の幕屋」に奉仕する者となられた（ヘブル8：2）。
人間がユダヤ人の幕屋を建て、人間がユダヤ人の宮を建て
た。だが地上の聖所の原型である天の聖所は、人間の建築
家によって建てられなかった。「見よ、その名を枝という
人がある。彼は自分の場所で成長して、主の宮を建てる。
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すなわち彼は主の宮を建て、王としての光栄を帯び、その
位に座して治める」（ゼカリヤ6：12、13）。
キリストをさし示していたいけにえの儀式は過ぎ去っ

た。しかし人間の目は、世の罪のためのまことのいけに
えに向けられた。地上の祭司制度はやんだ。だがわれわれ
は、新しい契約の奉仕者イエスと「アベルの血よりも力強
く語るそそがれた血」とに目をそそぐ。「それによって聖
霊は、前方の幕屋が存在している限り、聖所にはいる道は
まだ開かれていないことを、明らかに示している。. . . . . .し
かしキリストがすでに現れた祝福の大祭司としてこられた
とき、手で造られず、この世界に属さない、さらに大きく
完全な幕屋をとおり、. . . . . .ご自身の血によって、1度だけ
聖所にはいられ、それによって永遠のあがないを全うされ
たのである」（ヘブル12：24、9：812）。
「そこでまた、彼は、いつも生きていて彼らのためにと

りなしておられるので、彼によって神に来る人々を、いつ
も救うことができるのである」（ヘブル7：25）。奉仕は地
上の宮から天上の宮へ移されても、また聖所とわれらの大
祭司は人間の目には見えなくても、弟子たちはそのことに
よって何の損失もこうむらないのであった。救い主がおら
れないからといって、まじわりが中断されたり、力が減少
したりするようなことはないのであった。イエスは天の聖[748]
所で奉仕しておられる一方では、いまでもみたまによって
地上の教会の奉仕者であられる。イエスは人間の目からは
とり去られても、「見よ、わたしは世の終りまで、いつも
あなたがたと共にいるのである」という別れの約束は成就
されている（マタイ28：20）。イエスは下位の奉仕者たち
にご自分の力を委任されているが、その力づけるご臨在は
依然としてご自分の教会とともにある。
「わたしたちには. . . . . .大祭司なる神の子イエスがいま

すのであるから、わたしたちの告自する信仰をかたく守ろ
うではないか。この大祭司は、わたしたちの弱さを思いや
ることのできないようなかたではない。罪は犯されなかっ
たが、すべてのことについて、わたしたちと同じように試
練に会われたのである。だから、わたしたちは、あわれみ
を受け、また、恵みにあずかって時機を得た助けを受ける
ために、はばかることなく恵みの御座に近づこうではない
か」（ヘブル4：1416）。
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本章はヨハネ3：117に基づく

ニコデモはユダヤ国民の中で高い信任の地位を占めて
いた。彼は高い教育を受け、並々ならぬ才能を持ち、また
国民議会の名誉ある議員であった。他の人たちと同じに、
彼もイエスの教えに心を動かされていた。彼は金持ちで、
学問があり、尊敬されていたが、ふしぎにこのいやしいナ
ザレ人に心をひかれていた。救い主の口から語られた教訓
が、彼に強い印象を与えたので、彼はそうしたすばらしい
真理についてもっと学びたいと望んだ。
キリストが宮のきよめに権威を行使されたことから、

祭司たちと役人たちの断固とした憎悪心がひき起こされ
た。彼らはこの未知の人の力を恐れた。名もない一ガリ
ラヤ人のこのような大胆さをゆるしておけなかった。彼ら
は何とかしてイエスの働きをやめさせようとした。しかし
全部の者がこの目的に賛成したわけではなかった。こんな
にはっきり神のみたまによって動かされているお方に反対
することを恐れた者も何人かあった。彼らは、預言者たち
が、イスラエルの指導者たちの罪を責めたために殺された
ことを思い起こした。ユダヤ人が異教国民に支配されてい
るのは、神からの譴責を頑固にこばんだ結果であることを
彼らは知っていた。イエスに対してはかりごとをめぐらす
ことによって、祭司たちと役人たちが父祖たちと同じ道を
たどり、国民に新たな災難がもたらされることを彼らは恐
れた。ニコデモはこうした気持をいだいていた者の1人で
あった。サンヒドリンの会議で、イエスに対してどういう
方針をとるかが討議されたとき、ニコデモは慎重さと穏健
さとを忠告した。もしイエスがほんとうに神から権威をさ
ずけられているものなら、その警告をこばむことは危険で
あると彼は説いた。祭司たちはあえてこの勧告を無視する
こともできず、当分は救い主に対して公然たる手段をとら
なかった。

149
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イエスのことばをきいてから、ニコデモはメシヤに関
する預言を熱心に研究した。調べれば調べるほど、これこ
そきたるべきお方であるという確信が強められた。イスラ
エルの他の多くの人たちといっしょに、彼は宮がけがされ
ていることに非常な困惑を感じていた。イエスが売り買い
する人たちを追い出された時、彼はその場の光景を見てい
た。彼はそこに天来の力のふしぎなあらわれを見た。彼は
救い主が貧しい人々をいたわり、病人をいやしておられる
のを見た。彼は人々のうれしい顔つきを見、賛美の声を聞
いた。そしてナザレのイエスが神からつかわされたお方で
あることを、彼は疑うことができなかった。
ニコデモはイエスとの面会を非常に望んだが、公然とイ

エスに会うことをちゅうちょした。ユダヤ人の役人が、ま
だほとんど名も知られていない一教師に共鳴していること[749]
を公然と表明することは不面目なことだった。イエスをた
ずねたということがもしサンヒドリンに知られたら、彼ら
の嘲笑と非難とを招くであろう。彼は、自分が公然とたず
ねるとほかの者たちがまねをするからという理由を口実に
して、ひそかにイエスに面会しようと決心した。特別な調
査によって、オリブ山にひっこんでおられる救い主の居所
を知ると、彼は町が眠りのうちに静まるまで待ち、それか
らイエスをたずねて行った。
キリストの前に出ると、ニコデモは妙な気おくれを感

じ、それを平静と威厳の様子によっておしかくそうとつと
めた。彼は言った、「先生、わたしたちはあなたが神から
こられた教師であることを知っています。神がご一緒でな
いなら、あなたがなさっておられるようなしるしは、だれ
にもできはしません」（ヨハネ3：2）。彼は、教師として
のキリストの非凡な才能について、また奇跡を行われるす
ばらしい力について語ることによって、面会の道ならしを
しようと望んだ。彼のことばは信頼心をあらわし、また信
頼心を起こさせるように意図されていた。だが実際にはそ
のことばに不信があらわれていた。彼はイエスをメシヤと
して認めず、ただ神からつかわされた教師として認めた。
このあいさつを認めないで、イエスは、相手の心の奥底

を読んでおられるかのように、語り手にじっと目をそそが
れた。限りない知恵を持っておられるイエスは、ご自分の
目の前に真理を求めている1人の人間をごらんになった。主
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はこの来訪の目的をご存じであった。そこで主は、相手の
心にすでにめばえている確信を深めようと望んで、まっす
ぐ中心点にふれ、厳粛に、しかしやさしく言われた、「よ
くよくあなたに言っておく。だれでも新しく生れなけれ
ば、神の国を見ることはできない」（ヨハネ3：3）。
ニコデモは、主と議論しようと思ってやってきたので

あったが、イエスは真理の根本原則をはっきりとお示し
になった。主はニコデモにこう言われた、あなたにとって
必要なのは、理論的な知識よりもむしろ霊的な生れ変わり
である。あなたは、好奇心を満足させるより、新しい心を
持つ必要がある。あなたは天の事物を理解できる前に上か
らの新しいいのちを受けなくてはならない。この変化が起
こって一切のことが新しくなるまでは、わたしの権威やわ
たしの使命についてわたしと議論しても、その結果は、あ
なたにとって救いの益とはならないと。
ニコデモは、バプテスマのヨハネが悔い改めとバプテス

マについて説き、聖霊をもってバプテスマを授けられるお
方を人々にさし示すのを見聞きしていた。彼自身も、ユダ
ヤ人の間に霊性が欠けており、彼らが頑迷さと世俗的野心
に大いに支配されていることを感じていた。彼はメシヤが
来臨される時、物事の状態がもっとよくなるようにと望ん
でいた。しかしバプテスマのヨハネの鋭いメッセージは、
彼の心のうちに罪の自覚を起こさなかった。彼は厳格なパ
リサイ人で、自分の善行を誇っていた。彼は、慈善心と、
宮の奉仕を維持するために惜しまず献金することとによっ
て世間から尊敬されていたので、神の恵みは確実であると
思っていた。彼はみ国が自分の現在の状態では見ることが
できないほどきよいものであるという思いに驚かされた。
イエスは、新しく生れるという表現をお用いになった

が、それはニコデモにとって全然聞きなれないことばで
はなかった。異教からイスラエルの信仰に改宗した者は、
よく生れたばかりの子供にたとえられた。だから彼はキリ
ストのことばを文字通りの意味に受け取るべきではないこ
とを認めていたにちがいない。しかし彼は、イスラエル人
として生れたおかげで、自分は必ず神のみ国に入るものと
考えていた。彼は自分が変化する必要があると思わなかっ
た。だから救い主のことばに驚いたのである。彼はこの
ことばがぴったりと自分自身にあてはめられたことにいら



152 各時代の希望

だった。パリサイ人としての誇りが真理を求める者として
の正直な願いと戦っていた。彼はキリストがイスラエルの
つかさとしての彼の立場を尊敬しないで、自分にこんな話
し方をされるのをあやしんだ。
驚いて落ち着きを失った彼は、皮肉のこもったことば

で、「人は年をとってから生れることが、どうしてできま
すか」とキリストに答えた（ヨハネ3：4）。彼は、他の多[750]
くの人々と同じように、鋭い真理が良心に訴えられると、
生れながらの人は神のみたまの賜物を受け入れないという
ことをあらわした。彼のうちには霊的事物に応ずる何もの
もない。なぜなら霊的事物は霊的に判断されるからである
（コリント2：14参照）。
しかし救い主は議論に議論をもって応じられなかった。

キリストは重々しく静かな威厳をもって片手をあげ、一層
強い保証をもって、「よくよくあなたに言っておく。だれ
でも、水と霊とから生れなければ、神の国にはいることは
できない」と、真理を強調された（ヨハネ3：5）。ニコデ
モは、キリストがここに言っておられるのは、水のバプテ
スマのことと神のみたまによって心が新たにされることと
であることがわかった。彼はバプテスマのヨハネが預言し
たお方の前に自分がいることを確信した。
イエスはことばをつづけて、「肉から生れる者は肉

であり、霊から生れる者は霊である」と言われた（ヨハ
ネ3：6）。心は生れながらにして悪く、「だれが汚れたも
ののうちから清いものを出すことができようか、ひとりも
ない」のである（ヨブ14：4）。
どんな人間の発明によっても、罪を犯している魂を救

う道をみいだすことはできない。「肉の思いは神に敵す
るからである。すなわち、それは神の律法に従わず、否、
従い得ないのである。」「悪い思い、すなわち、殺人、
姦淫（かんいん）、不品行、盗み、偽証、誹（そし）り
は、心の中から出てくるのである」（ローマ8：7、マタ
イ15：19）。流れが清くなるには、心の泉がきよめられな
ければならない。自分で律法を守る行為によって天国に入
ろうとする者は不可能なことを試みているのである。律法
的な宗教、敬虔の形だけを持っている者には安全がない。
クリスチャンの生活は古いものを修正したり改良したりす
ることではなくて、性質が生れ変わることである。自我と
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罪に対する死があり、まったく新しいいのちがある。この
変化は聖霊の効果的な働きによってのみ行われる。
ニコデモはまだ迷っていたので、イエスは風を例にとっ

てその意味をお示しになった。「風は思いのままに吹く。
あなたはその音をきくが、それがどこからきて、どこへ行
くかは知らない。霊から生れる者もみな、それと同じであ
る」（ヨハネ3：8）。
風は木々のこずえに音をたて、葉や草花をさらさらと

鳴らせるが、目に見えないので、だれも風がどこからき
てどこへ行くかを知らない。心に働く聖霊の働きもこれと
同じである。それは、風の動きと同じように、説明するこ
とができない。人は自分が信仰に入った正確な日時と場所
を言ったり、入信の過程における事情を始めから終りまで
説明したりすることができないかも知れない。だがそのこ
とは、彼が信仰に入っていないという証拠にはならない。
風のように目に見えない力によって、キリストはたえず心
に働きかけておられる。すこしずつ、おそらく本人の気が
つかないうちに、魂をキリストへひきよせるのに役立つ印
象が与えられているのである。こうした印象は、キリスト
について瞑想したり、聖書を読んだり、あるいは説教者の
ことばをきいたりすることによって与えられるかもしれな
い。そしてみたまがもっと直接に訴える時、突然にその魂
はよろこんでイエスに屈服する。多くの人はこれを突然の
改心と呼ぶが、それは神のみたまが長い間その人を説得し
た結果、すなわち長期間にわたる忍耐強い作用の結果であ
る。
風自体は目に見えないが、風によって生ずる結果は見た

り感じたりすることができる。同じように、魂に対するみ
たまの働きは、その救いの力を感じた人のすべての行為に
あらわれる。神のみたまが心を占領される時、それは生活
を生れ変わらせる。罪の思いはしりぞけられ、悪い行為は
放棄され、愛と謙遜と平安が怒りとねたみと争いに入れ代
る。よろこびが悲しみに入れ代り、顔には天の光が反映す
る。だれも重荷を持ちあげる手を見たり、天の宮からくだ
る光を見る者はない。祝福は、信仰によって魂が神に屈服
するときに与えられる。その時、人間の目で見ることので
きない力が、神のかたちにかたどって新しい人間を創造す
る。
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限りある人間の頭脳ではあがないの働きを理解すること
は不可能である。あがないの奥義は、人間の知識を超越し[751]
ている。それでも、死から生へ移る者は、それが天来の事
実であることを認める。われわれは、あがないの発端はこ
の世において個人的な経験を通して知ることができる。し
かしその結果は永遠の時代にまで及んでいるのである。
イエスが語っておられる間に、真理のかすかなひらめき

がこのつかさの心にさし込んだ。人の心をやわらげ服従さ
せる聖霊の感化が彼の心を動かした。それでも彼は救い主
のみことばを完全に理解しなかった。彼は新生の必要より
も、むしろそれが達成される方法に心を動かされた。彼は
あやしみながら、「どうして、そんなことがあり得ましょ
うか」と言った（ヨハネ3：9）。
「あなたはイスラエルの教師でありながら、これぐら

いのことがわからないのか」とイエスはおたずねになった
（ヨハネ3：10）。たしかに、民の宗教的な教育をまかされ
ている者が、こんな大切な真理について無知であるべきで
はない。イエスのみことばはニコデモが真理の率直なこと
ばにいらだたないで、霊的無知のゆえに自分自身について
へりくだった意見を持つべきであるという教訓を含んでい
た。しかしイエスは、厳粛な威厳をもってお語りになり、
その顔にも声の調子にも熱心な愛があらわれていたので、
ニコデモは自分の不面目な立場を認めても腹がたたなかっ
た。
しかしイエスが、地上におけるご自分の使命はこの世

の王国を建てることではなくて、霊的王国を建てること
だと説明されると、相手は困惑した。それをごらんになっ
て、イエスは、「わたしが地上のことを語っているのに、
あなたがたが信じないならば、天上のことを語った場合、
どうしてそれを信じるだろうか」とつけ加えられた（ヨハ
ネ3：12）。もしニコデモが、人の心に働く恵みを例示した
キリストの教えを信じることができないならば、天の栄光
の王国がどういうものかをどうして理解することができよ
う。彼は、地上におけるキリストの働きの性質を認識しな
いならば、天におけるキリストの働きを理解することはで
きないのである。
イエスが宮から追い出されたユダヤ人は、アブラハム

の子であると主張していたが、彼らは、キリストのうち
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にあらわされている神の栄光に耐えることができなかった
ので、救い主の前から逃げ出した。こうして彼らは、神の
恵みによって宮の聖なる奉仕にあずかるのにふさわしい者
ではないことを立証した。彼らは聖潔の外観を保つのに熱
心だったが、心の聖潔をなおざりにした。彼らは律法の文
字についてやかましかったが、絶えずその精神を破ってい
た。彼らの大きな必要は、キリストがニコデモに説明され
た変化すなわち霊的新生であり、罪からのきよめであり、
知識と聖潔とを新たにされることであった。
生れ変わりのわざについてイスラエルが盲目であるこ

とには言い訳の余地がなかった。聖霊による霊感の下にイ
ザヤは、「われわれはみな汚れた人のようになり、われわ
れの正しい行いは、ことごとく汚れた衣のようである」と
書いた（イザヤ64：6）。ダビデは、「神よ、わたしのため
に清い心をつくり、わたしのうちに新しい、正しい霊を与
えてください」と祈った（詩篇51：10）。またエゼキエル
を通して、「わたしは新しい心をあなたがたに与え、新し
い霊をあなたがたの内に授け、あなたがたの肉から、石の
心を除いて、肉の心を与える。わたしはまたわが霊をあな
たがたのうちに置いて、わが定めに歩ませ、わがおきてを
守ってこれを行わせる」との約束が与えられていた（エゼ
キエル36：26、27）。
ニコデモはこれらの聖句をくもった心で読んでいた。

だが今彼はその意味をさとりはじめた。律法を外面的な生
活にあてはめ、どんなに厳格に文字通りこれを守っても、
だれも天の王国に入る資格はないということを彼はさとっ
た。人間の目から見れば、彼の生活は正しく尊敬すべきも
のであった。だがキリストの前に出ると、彼は、自分の心
が清潔でなく、自分の生活が聖潔でないことを感じた。
ニコデモはだんだんキリストにひきつけられた。救い

主が新生について説明された時、彼はこの変化が自分のう
ちに行われるようにと切望した。どんな方法によってそれ
を達成することができるのだろう か。イエスは、口に出 [752]
されないこの質問に答えて、「ちょうどモーセが荒野でへ
びを上げたように、人の子もまた上げられなければならな
い。それは彼を信じる者が、すべて永遠の命を得るためで
ある」と言われた（ヨハネ3：14、15）。
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ここにニコデモのよく知っている根拠があった。上げら
れた蛇（へび）の象徴によって、彼は救い主の使命をはっ
きりさとった。イスラエルの民が火の蛇のかみ傷のため
に死にかけていた時、神はモーセに青銅の蛇を作って会衆
のまん中に高くかかげるように命じられた。そして蛇を仰
ぎ見る者はみな生きられるという布告が陣営中に伝えられ
た。人々は、蛇そのものには彼らを助ける力がないことを
よく知っていた。それはキリストの象徴だった。滅ぼす蛇
の形に作られた像が彼らのいやしのためにあげられたよう
に、「罪の肉の様」につくられたお方が彼らのあがない主
となられるのであった（ローマ8：3）。イスラエル人の多
くは、いけにえの儀式そのものに彼らを罪から解放する力
があると思っていた。青銅の蛇に価値がなかったように、
いけにえの儀式そのものにも価値がないことを彼らに教え
ようと神は望まれた。それは彼らの心を救い主に向けさせ
るのであった。傷をいやされるためであろうと、罪をゆる
されるためであろうと、彼らは神の賜物キリストへの信仰
をあらわす以外に自分では何もできなかった。彼らは仰い
で見て、生きるのであった。
蛇にかまれた人たちは、青銅の蛇を仰いで見るのをお

くらせることもできた。こんな青銅の象徴に何の効力があ
るだろうかと疑うこともできた。彼らはまた科学的な説明
を要求することもできた。だが何の説明も与えられなかっ
た。彼らはモーセを通して与えられた神のみことばを信じ
なければならなかった。仰いで見るのをこばむことは、滅
びることであった。
論争や議論によっては、魂に光が与えられない。われわ

れは仰いで見て生きなければならない。ニコデモは教訓を
受け入れてそれを持ち帰った。彼は理論について議論する
ためではなく、魂にいのちを受けるために、新しい方法で
聖書を調べた。聖霊の導きに身を委ねた時、彼は天の王国
を見はじめた。
あげられた蛇によってニコデモに教えられたのと同じ

真理を学ぶ必要のある人が今日も幾千人となくいる。彼
らは、神の律法に従うことが神のめぐみを受ける資格であ
ると信じこんでいる。イエスを仰いで見て、イエスがめぐ
みによってのみ救ってくださることを信じなさいと言われ
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ると、彼らは、「どうして、そんなことがあり得ましょう
か」と叫ぶのである（ヨハネ3：9）。
ニコデモのように、われわれも、自ら進んで罪人のかし

らと同じ方法でいのちに入らねばならない。キリストより
「以外に救はない。わたしたちを救いうる名は、これを別
にしては、天下のだれにも与えられていないからである」
（使徒行伝4：12）。信仰を通してわれわれは神のめぐみ
を受ける。だが信仰はわれわれの救い主ではない。信仰そ
のものには功績がない。信仰は、キリストをしっかりとら
えて、彼の功績すなわち罪からの救いをわがものとする手
である、またわれわれは神のみたまの助けなしには悔い改
めることさえできない。聖書にはキリストについて、「イ
スラエルを悔い改めさせてこれに罪のゆるしを与えるため
に、このイエスを導き手とし救主として、ご自身の右に上
げられたのである」といわれている（使徒行伝5：31）。悔
い改めは、罪のゆるしとまったく同じにキリストからくる
のである。
では、われわれはどのようにして救われるのだうりか。

「ちょうどモーセが荒野でへびを上げたように」人の子
イエスもまたあげられた（ヨハネ3：14）。蛇にだまさ
れ、かまれた者はみなこのイエスを仰ぎ見て生きること
ができる。「見よ、世の罪を取り除く神の小羊」（ヨハ
ネ1：29）。十字架から輝いている光は神の愛をあらわし
ている。神の愛はわれわれをみもとにひきよせている。こ
のひきよせる力にさからわなければ、われわれは救い主を
十字架につけた罪を悔いて十字架の下に導かれる。その時
神のみたまは、信仰を通して魂に新しいいのちを生じさせ
る。考えること望むことはキリストのみこころに服従させ
られる。心と思いは、「万物をご自身に従わせ」るために
われわれのうちに働かれるキリストのみかたちに新しくつ [753]
くられる（ピリピ3：21）。その時神の律法は心と思いにし
るされ、われわれはキリストとともに、「わが神よ、わた
しはみこころを行うことを喜びます」と言うことができる
（詩篇40：8）。
ニコデモとの会見において、イエスは救いの計画と世

に対するご自分の使命をお示しになった。キリストが、天
の王国を継ぎたいと望むすべての者の心のうちになされる
必要のある働きを、1歩1歩、こんなにくわしく説明された
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ことは、その後の講話にも1度もなかった。キリストは、
その公生涯の初めにあたって、サンヒドリンの議員で、最
も信じやすい心を持ち、民の教師として任命されている者
に、真理を明らかにされた。しかしイスラエルの指導者た
ちは、光を歓迎しなかった。ニコデモは真理を心の中にか
くしていたので、3年の間、表立った結果はみられなかっ
た。
しかしイエスはご自分が種をまかれた土をよく知ってお

られた。さびしい山の中で、夜たった1人の聞き手に語ら
れたことばは失われなかった。しばらくの間ニコデモはキ
リストを公然と認めはしなかったが、キリストの生活を注
視し、その教えを心に思いめぐらした。サンヒドリンの会
議で、彼は、イエスを殺そうとする祭司たちのくわだてに
何度も反対した。ついにイエスが十字架に上げられた時、
ニコデモは、「ちょうどモーセが荒野でへびを上げたよう
に、人の子もまた上げられなければならない。それは彼を
信じる者が、すべて永遠の命を得るためである」といわれ
たオリブ山での教えを思い出した（ヨハネ3：14、15）。
あのひそかな会見から出た光がカルバリーの十字架を照ら
し、ニコデモは、イエスが世のあがない主であられること
を知った。
主の昇天後、弟子たちが迫害のために離散した時、ニコ

デモは大胆に前面に現われた。彼は、キリストの死ととも
に消滅するものとユダヤ人たちが予期していた若い教会を
ささえるために、自分の富を用いた。かつては用心深く、
疑っていた彼が、危機に際して、岩のように固く立ち、弟
子たちの信仰をはげまし、福音の働きを前進させる資金を
供給した。彼は、かつては彼に尊敬を払っていた人たちか
らあざけられ、迫害された。彼はこの世の財産には貧しく
なったが、イエスとの夜の会見から始まった信仰はゆるが
なかった。
ニコデモは、ヨハネにあの会見の話を物語った。そして

ヨハネの筆によって、それは幾百万の人々の教えのために
記録された。そこに教えられている真理は、ユダヤ人のつ
かさが身分の低いガリラヤの教師からいのちの道を学ぶた
めに木影の深い山へやってきたあの厳粛な夜と同じに、今
日もまた重要なのである。
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本章はヨハネ3：2236に基づく

国民に対するバプテスマのヨハネの勢力は、一時は役人
や祭司やつかさたちの勢力よりも大きかった。もし彼が自
分はメシヤであると名のって、ローマに反乱を起こしてい
たら、祭司たちと民は彼の旗の下に集まったであろう。サ
タンは、この世の征服者たちの野心をそそるあらゆる報酬
をバプテスマのヨハネに強調しようとしていた。しかしヨ
ハネは自分の勢力の証拠を目の前に見ながら、そのすばら
しいわいろを断固としてしりぞけた。彼は自分にそそがれ
る注意を他のお方に向けた。
いま彼は人気の波が自分から去って、救い主に向かって

いることを知った。日に日に、彼のまわりの群衆が減って
行った。イエスがエルサレムからヨルダン付近の地方にお
いでになると、人々はイエスのことばを聞くために集まっ
た。イエスの弟子たちの数は日に日にふえた。多くの者
がバプテスマを受けにやってきた。キリストはご自分では
バプテスマをおさずけにならなかったが、弟子たちがこの
儀式を行うのを是認された。こうしてイエスはご自分の先
駆者の使命を承認された。しかしヨハネの弟子たちは高ま
って行くイエスの人気をねたみの目で見た。彼らはイエス [754]
の働きを批判しようと待ちかまえていたが、まもなくその
機会を見つけた。バプテスマは魂を罪からきよめるのに役
立つかどうかということについて、彼らとユダヤ人との間
に疑問が起こった。彼らはイエスのバプテスマはヨハネの
バプテスマと本質的にちがっていると主張した。まもなく
彼らはバプテスマの時に用いるのに適当なことばの形式に
ついて、そしてついにはいったいキリストの弟子たちには
バプテスマをさずける権限があるのかどうかということに
ついて、キリストの弟子たちと論争した。
ヨハネの弟子たちはヨハネのところへ苦情を訴えてき

て、「先生、ごらん下さい。ヨルダンの向こうであなた

159
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と一緒にいたことがあり、そして、あなたがあかしをし
ておられたあのかたが、バプテスマを授けており、皆の者
が、そのかたのところへ出かけています」と言った（ヨハ
ネ3：26）。こうしたことばによって、サタンはヨハネを
試みた。ヨハネの使命はまさに終わろうとしているように
見えたが、彼がキリストの働きをさまたげることはまだ可
能だった。もし彼が自分自身に同情し、自分が取りかえら
れたことに悲しみか失望を表明したら、彼は不和の種をま
き、ねたみを助長し、福音の進歩をひどくさまたげたであ
ろう。
ヨハネは人間に共通の欠点や弱点を生れつき持っていた

が、神の愛にふれることによって生れ変わっていた。彼は
利己心と野心にけがされていない雰囲気のうちに住み、ね
たみという毒気にまったく超越していた。彼は自分の弟子
たちの不満に同情を示さないで、自分がメシヤに対してど
んな関係にあるかをはっきりわきまえていることと、自分
がそのために道を備えてきたお方を歓迎していることとを
明らかにした。
彼はこう言った、「人は天から与えられなければ、何

ものも受けることはできない。『わたしはキリストではな
く、そのかたよりも先につかわされた者である』と言った
ことをあかししてくれるのは、あなたがた自身である。花
嫁をもつ者は花婿である。花婿の友人は立って彼の声を聞
き、その声を聞いて大いに喜ぶ」（ヨハネ3：2729）。ヨハ
ネは自分のことを、婚約者たちのために結婚への道を準備
する使者の役目をつとめる友人であると言っている。花婿
が花嫁を受け取った時に、その友人の役目は果たされる。
彼は自分が尽力して縁を結ばせた人々の幸福をよろこぶ。
このようにヨハネは、人々をイエスに向けるために召さ
れていたので、救い主の働きの成功を目に見ることは彼の
よろこびであった。彼は、「この喜びはわたしに満ち足り
ている。彼は必ず栄え、わたしは衰える」と言った（ヨハ
ネ3：29、30）。
ヨハネは、信仰をもってあがない主を見た時、自己否認

の高さにまで高められた。彼は人々を自分にひきつけよう
としないで、むしろ彼らの思いをだんだん高めて、ついに
は彼らが神の小羊イエスに目を向けるようにした。彼自身
は一つの声、荒野の叫びにすぎなかった。いま彼は、いの
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ちの光であられるお方にすべての人の目が向けられるため
に、自分はよろこんで沈黙し、世間から忘れられることに
甘んじた。
神の使命者としての召しに忠実な人たちは自分にほまれ

を求めない。自分を愛する思いは、キリストへの愛によっ
てなくなる。とうとい福音のみわざをさまたげるような
対抗意識は何もない。彼らは、バプテスマのヨハネのよう
に、「見よ、世の罪を取り除く神の小羊」とのべつたえる
ことが自分の働きであることをみとめる（ヨハネ1：29）。
彼らはイエスを高め、そしてイエスとともに人間性が高め
られる。「いと高く、いと上なる者、とこしえに住む者、
その名を聖ととなえられる者がこう言われる、『わたしは
高く、聖なる所に住み、また心砕けて、へりくだる者と共
に住み、へりくだる者の霊をいかし、砕けたる者の心をい
かす』」（イザヤ57：15）。
おのれをむなしくした預言者ヨハネの魂は、神からの

光に満たされていた。救い主のみ栄えのためにあかしした
時、彼のことばは、キリストご自身がニコデモとの会見の
時に語られたことばとほとんどそっくりであった。ヨハネ
は、「上から来る者は、すべてのものの上にある。地から
出る者は、地に属する者であって、地のことを語る。天か
ら来る者は、すべてのも のの上にある。. . . . . .神がおつか [755]
わしになったかたは、神の言葉を語る。神は聖霊を限りな
く賜うからである」と言った（ヨハネ3：31、34）。キリ
ストは、「わたしは. . . . . .わたし自身の考えでするのではな
く、わたしをつかわされたかたの、み旨を求めているから
である」と言うことがおできになった（ヨハネ5：30）。
「あなたは義を愛し、不法を憎まれた。それゆえに、神、
あなたの神は、喜びのあぶらを、あなたの友に注ぐよりも
多く、あなたに注がれた」とキリストに言われている（ヘ
ブル1：9）。天父は、「聖霊を限りなく賜うからである」
（ヨハネ3：34）。
キリストに従う者たちもこれと同じである。われわれ

は、よろこんでおのれをむなしくする時にのみ天の光を受
けることができる。われわれは、すべての思いをとりこに
してキリストに従わせることに同意しないかぎり、神のご
品性を認識することも、信仰によってキリストを受け入れ
ることもできない。これをなす者にはすべて、聖霊が無制
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限に与えられる。「キリストにこそ、満ちみちているいっ
さいの神の徳が、かたちをとって宿っており、そしてあな
たがたは、キリストにあって、それに満たされているので
ある」（コロサイ2：9、10）。
ヨハネの弟子たちは、人々がみなキリストのもとに行っ

ていると告げたが、ヨハネはもっとはっきりした見通し
をもって、「だれもそのあかしを受けいれない」と言った
（ヨハネ3：32）。キリストを罪からの救い主として信じ
ようとする者はほとんどなかった。しかし「そのあかしを
受けいれる者は、神がまことであることを、たしかに認め
たのである。」「み子を信じる者は永遠の命をもつ」（ヨ
ハネ3：33、36）。キリストのバプテスマとヨハネのバプテ
スマのどちらが罪からきよめるかということは議論の必要
がない。魂にいのちを与えるのはキリストの恵みである。
キリストを離れては、バプテスマは、他の儀式と同じよう
に、無価値な形式である。「御子に従わない者は、命にあ
ずかることがない」（ヨハネ3：36）。
キリストの働きの成功を、バプテスマのヨハネはこの

ようによろこんで受け取っていたが、その成功は工ルサレ
ムの当局者たちにも伝えられた。祭司たちとラビたちは、
人々が会堂を去って荒野へ集まって行くのを見て、ヨハネ
の勢力をねたんでいた。ところがそれよりももっと大きな
力で群衆をひきつけるお方がここにおられるのだった。イ
スラエルのこれらの指導者たちは、ヨハネのように、「彼
は必ず栄え、わたしは衰える」と言いたくなかった（ヨハ
ネ3：30）。彼らは、民を自分たちから引き離している働き
をやめさせるために、新しい決意をもって立ちあがった。
イエスは、彼らがご自分の弟子たちとヨハネの弟子た

ちとの間にみぞをつくるためには努力を惜しまないことを
ご存じだった。イエスは、かつてこの世に与えられた最も
偉大な預言者の1人を吹き倒すような嵐が迫っていること
を知っておられた。誤解と不和のあらゆる機会を避けよう
と望んで、キリストは静かにご自分の働きをやめてガリラ
ヤに退かれた。われわれもまた、真理に忠実である一方で
は、不和と誤解にいたるかも知れないようなことはすべて
避けるようにすべきである。なぜなら、そうしたことが起
こるといつでも、その結果は魂が失われることになるから
である。われわれは、不和を生ずる恐れのある事情が起っ
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た時にはいつでも、イエスとバプテスマのヨハネの模範に
ならわねばならない。
ヨハネは改革者として先頭に立つように召されていた。

そのためにヨハネの弟子たちは、働きの成功が彼の骨折
りによってきまるかのように思い、ヨハネが神の働きのう
つわにすぎないという事実を見落して、注意を彼に向ける
危険があった。しかしヨハネの働きは、キリスト教会の土
台を置くのに十分ではなかった。彼が自分の使命を果たし
た時、彼のあかしでは達成できなかったほかの働きがなさ
れるのであった。彼の弟子たちはこのことを理解していな
かった。キリストがおいでになって、この働きに着手され
た時、彼らはねたみと不満とを感じた。
いまもこれと同じ危険がある。神はある働きをさせる

ためにある人を召される。そしてその人がその働きをなす
能力があるところまで仕事を進めると、主はこんどは他の
人を用いてその働きをさらに進められる。だがヨハネの弟
子たちのように、多くの者は、その働きの成功が最初の働 [756]
き人によってきまるかのように思うのである。注意は神よ
りも人に向けられ、ねたみが入りこみ、こうして神の働き
がさまたげられる。このように不当にほまれを受けた当人
は、自信をいだくように誘惑を受ける。彼は自分が神に依
存していることをみとめない。人々は、人間の指導を信頼
するように教えられ、こうして彼らは誤りに陥り、神から
離れさせられる。
神の働きには人間の肖像や刻印はおされない。主は

時々、別のうつわを持ってこられるが、その人を通して
神のみこころは最もよく成就されるのである。おのれを低
くして、バプテスマのヨハネのように、「彼は必ず栄え、
わたしは衰える」と心から言うことのできる者はさいわい
である（ヨハネ3：30）。



第第第19章章章ヤヤヤコココブブブののの井井井戸戸戸ででで

本章はヨハネ4：142に基づく

ガリラヤへの途中、イエスはサマリヤをお通りになっ
た。イエスがシケムの美しい谷にお着きになったのは正午
だった。この谷の入口に、ヤコブの井戸があった。旅にお
疲れになったイエスは、弟子たちが食物を買いに行ってい
る間ここに腰をおろして休まれた。
ユダヤ人とサマリヤ人とは互いに激しい敵意を持ち、で

きるだけお互いの交渉は一切避けていた。必要な場合にサ
マリヤ人と取引をすることはラビたちから合法的とみなさ
れていたが、彼らとの社交的な交際はすべて非難された。
ユダヤ人はサマリヤ人から借りることはもちろん、1切れの
パン、1杯の水でさえもサマリヤ人の親切を受けようとしな
かった。弟子たちは、食物を買うのに、ユダヤ人の習慣に
従ってふるまい、それ以上深入りしなかった。サマリヤ人
にものをたのもうとか、あるいは何かの方法で彼らの益に
なることをしようなどということは、キリストの弟子たち
でさえ思い浮ばなかった。
イエスは、井戸端にすわられた時、飢えとかわきのため

に弱っておられた。朝からの旅は長かった。そしていま真
昼の太陽がイエスを照りつけていた。すぐそばにありなが
ら手の届かないつめたい新鮮な水のことを思うと、イエス
ののどのかわきは一層つのった。綱もなければ水おけもな
く、しかも井戸は深かった。イエスは、べ間の身であられ
たので、だれかが水をくみにくるのを待たれた。
サマリヤの女が近づいてきて、イエスがおられるのを意

識しない様子で、水さしに水を満たした。彼女が向きをか
えて立ち去ろうとした時、イエスは水を1杯もらいたいとた
のまれた。東洋人には、こんな願いをしりぞける人はいな
い。東方では、水は「神の賜物」といわれた。のどのかわ
いた旅人に1杯の水をさし出すことは、神聖な義務と考えら
れていて、砂漠のアラビヤ人は、その義務を果たすために

164
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はまわり道さえするのであった。ユダヤ人とサマリヤ人と
の間に憎しみがあるために、この女はイエスに親切を申し
出ることができなかった。しかし救い主はこの人の心に入
る鍵をみつけようとしておられたので、神の愛から生じる
機知をもって、恩恵を提供するのではなくかえってこれを
求められた。親切を提供しようとすれば、ことわられたか
もしれなかった。だが信頼心は信頼心を呼び起こす。天の
王がこの見捨てられた魂のところにおいでになって、彼女
の手の奉仕を求められたのである。大洋を作り、大海を支
配し、この地上の泉と水路をお開きになったお方が、疲れ
てヤコブの井戸のところで休み、1杯の水をもらうためにさ
え見知らぬ人の親切にたよられたのである。
女はイエスがユダヤ人であることに気がついた彼女は驚

きのあまり、イエスの願いをかなえることを忘れて、その
理由を知ろうとした。女は、「あなたはユダヤ人でありな
がら、どうしてサマリヤの女のわたしに、飲ませてくれと
おっしゃるのですか」と言った（ヨハネ4：9）。
イエスは、「もしあなたが神の賜物のことを知り、ま

た、『水を飲ませてくれ』と言った者が、だれであるか [757]
知っていたならば、あなたの方から願い出て、その人か
ら生ける水をもらったことであろう」と答えられた（ヨハ
ネ4：10）。あなたは、足下のこの井戸から1杯の水をほし
いというわたしの小さなたのみをあやしんでいる。もしあ
なたがわたしにたのんだら、わたしは永遠のいのちという
水をあなたに飲ませてあげたのだ。
女はキリストのことばを理解しなかったが、その厳粛な

意味を感じた。彼女の軽々しい、ひやかすような態度が変
化しはじめた。彼女は、イエスが目の前の井戸のことを言
われたのだと思って、「主よ、あなたは、くむ物をお持ち
にならずその上、井戸は深いのです。その生ける水を、ど
こから手に入れるのですか。あなたは、この井戸を下さっ
たわたしたちの父ヤコブよりも、偉いかたなのですか。ヤ
コブ自身も飲み、その子らも、その家畜も、この井戸から
飲んだのですが」と言った（ヨハネ4：11、12）。彼女は、
目の前の人を、歩き疲れたほこりだらけの旅人にしか思わ
なかった。彼女は、心の中で、イエスを尊敬すべき父祖ヤ
コブとくらべた。彼女の心中には、父祖から与えられたこ
の井戸にくらべられる井戸はほかにないという感情が宿っ



166 各時代の希望

ていたが、それは当然なことであった。彼女は父祖たちを
回顧し、メシヤの来臨を待望していた。
ところが父祖たちの望みであったメシヤご自身が彼女

のそばにおられるのに、彼女はそのお方を知らなかった。
今日、生きている泉のすぐ近くにいながら、いのちの泉
を求めて遠いところをさがしている魂がどんなに多いこ
とだろう。「『あなたは心のうちで、だれが天に上るで
あろうかと言うな』。それは、キリストを引き降ろすこ
とである。また、『だれが底知れぬ所に下るであろうか
と言うな』。それは、キリストを死人の中から引き上げる
ことである。. . . . . .『言葉はあなたの近くにある。あなた
の口にあり、心にある』。. . . . . .自分の口で、イエスは主
であると告白し、自分の心で、神が死人の中からイエスを
よみがえらせたと信じるなら、あなたは救われる」（ロー
マ10：69）。
イエスはご自分のことについてすぐには答えず厳粛な

まじめさで、「この水を飲む者はだれでも、またかわくで
あろう。しかし、わたしが与える水を飲む者は、いつまで
も、かわくことがないばかりか、わたしが与える水は、そ
の人のうちで泉となり、永遠の命に至る水が、わきあがる
であろう」と言われた（ヨハネ4：13、14）。
この世の泉でかわきをいやそうとする者は、飲んでもす

ぐにまたかわくだけである。どこでも人々は満足していな
い。彼らは魂の必要を満たすものを求めている。その足り
ないところを満たすことのできるお方は1人しかない。世の
必要、「万国の願うところのもの」はキリストである（ハ
ガイ2：7・文語訳）。キリストだけがお与えになれる神の
恵みこそ、魂をきよめ、清新にし、活気づける生ける水で
ある。
イエスは、1杯のいのちの水を受けるだけで十分である

という意味のことは言われなかった。キリストの愛を味わ
う者はたえずもっと求める。だがそれ以外のものは何も求
めない。彼には世の富も栄えも楽しみも、魅力がない。彼
の心は、『もっとあなたを』とたえず叫びつづける。魂に
必要をお示しになるお方が、その飢えとかわきを満たそう
と待っておられる。人間的な手段や人間にたよる時にみな
失敗する。水槽はからになり、水たまりはかわく。だがあ
がない主は尽きない泉である。飲んでも飲んでも新しい水
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がいつでもわいている。キリストを内住させている人は、
自分のうちに祝福の泉、永遠のいのちに至る水のわきあが
る泉を持っている。この泉から、彼は自分のすべての必要
を満たすのに十分な力と恵みとをくむことができる。
イエスが生ける水のことを話されると、女は驚きのまな

ざしでイエスを見た。イエスは彼女の興味を起こし、ご自
分が話された賜物をほしいという気持を目覚めさせられた
のだった。彼女は、イエスが言われたのはヤコブの井戸の
水のことではないことに気がついた。この井戸の水なら、
いつでもくんで飲み、そしてまたのどがかわくからであ
る。そこで彼女は「主よ、わたしがかわくことがなく、ま
た、ここにくみにこなくてもよいように、その水をわたし [758]
にください」と言った（ヨハネ4：15）。
するとイエスは、突然に話題を変えられた。イエスが与

えようと望んでおられる賜物をこの魂が受けることができ
る前に、彼女は自分の罪と救い主をみとめねばならない。
イエスは、「あなたの夫を呼びに行って、ここに連れてき
なさい」と言われる。彼女は、「わたしには夫はありませ
ん」と答えた。こうして彼女はその方面の質問を一切封じ
ようとした。だが救い主は続けて、「夫がないと言ったの
は、もっともだ。あなたには5人の夫があったが、今のはあ
なたの夫ではない。あなたの言葉のとおりである」と言わ
れた（ヨハネ4：17、18）。
これを聞いた女はふるえた。神秘の手が彼女の経歴の

ページを開き、永遠にかくしておきたいと望んでいたこと
を明るみに出そうとしていた。自分の一生の秘密を読みと
ることができるとは一体このお方はどなただろう。彼女の
心には、現在かくされていることがすべて明らかにされる
来世すなわち未来のさばきについての考えが浮んだ。その
光の中に、良心が目覚めた。
彼女は何もこばむことができなかった。だがこの面白く

ない問題についてふれるのを一切避けようとした。深い尊
敬の念をもって、彼女は、「主よ、わたしはあなたを預言
者と見ます」と言った（ヨハネ4：19）。それから、罪の自
覚をうち消そうと望んで、彼女は宗教上の論争になってい
る問題を持ち出した。もしこの人が預言者なら、この人は
長年論議されてきたこの問題について教えることができる
にちがいない。
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イエスはこの女が話題を自分の好む方向に持って行こ
うとするのを忍耐強くおゆるしになった。そうしている間
に、イエスは彼女の心に真理をもう1度うえつける機会を注
意深く待たれた。女は「わたしたちの先祖は、この山で礼
拝をしたのですが、あなたがたは礼拝すべき場所は、エル
サレムにあると言っています」と言った（ヨハネ4：20）。
ちょうど目に見えるところにゲリジム山があった。その神
殿は破壊されて、祭壇だけが残っていた。礼拝の場所は、
ユダヤ人とサマリヤ人との間の論争のまととなっていた。
サマリヤ人の先祖の一部はかつてイスラエルに属していた
が、罪のために、主は彼らが偶像礼拝の国民に征服される
のをおゆるしになった。幾世代もの間彼らは偶像礼拝者た
ちにまじったので、後者の宗教が彼ら自身の宗教をだんだ
ん堕落させた。なるほど彼らは、自分たちの偶像は宇宙の
支配者であられる生ける神を思い出すためのものにすぎな
いと主張した。だがそれにもかかわらず民はきざんだ像を
あがめるようになった。
エズラの時代にエルサレムの神殿が再建された時、サ

マリヤ人はユダヤ人といっしょに建築にあたりたいと望
んだ。この特権は拒否され、サマリヤ人とユダヤ人との間
にはげしい憎しみが生じた。サマリヤ人はユダヤ人に対抗
してゲリジム山に神殿を建てた。ここで彼らはモーセの儀
式に従って礼拝したが、一方また偶像礼拝もまったく捨て
きってはいなかった。ところが災難が起こって、神殿は敵
に破壊され、彼らはのろわれているようにみえた。それで
もなお彼らは礼拝について自分たちの伝統と形式とを固守
した。彼らはエルサレムの神殿を神の家としてみとめよう
とせずまたユダヤ人の宗教が自分たちの宗教にまさってい
るとみとめようとしなかった。
女に答えてイエスは、「女よ、わたしの言うことを信じ

なさい。あなたがたが、この山でも、またエルサレムでも
ない所で、父を礼拝する時が来る。あなたがたは自分の知
らないものを拝んでいるが、わたしたちは知っているかた
を礼拝している。救いはユダヤ人から来るからである」と
言われた（ヨハネ4：21、22）。イエスはサマリヤ人に対し
てユダヤ人の偏見を持っておられないことをすでにお示し
になった。いま彼はユダヤ人に対するサマリヤ人の偏見を
うち破ろうとされた。イエスは、サマリヤ人の信仰が偶像
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礼拝によって堕落したことを指摘される一方で、あが列い
の大真理がユダヤ人に委託され、ユダヤ人の中からメシヤ
が現われることを言明された。聖書を通して彼らは神のご
品性と神の統治の原則とについてはっきり示されていた。 [759]
イエスはご自分を、神がご自身についての知識をお与えに
なったユダヤ人と同類におかれた。
イエスは、聞き手の思いを、形式や儀式の問題、そし

てまた論争の問題から高めようと望んで、こう言われた、
「しかし、まことの礼拝をする者たちが、霊とまことと
をもって父を礼拝する時が来る。そうだ、今きている。父
は、このような礼拝をする者たちを求めておられるからで
ある。神は霊であるから、礼拝をする者も、霊とまことと
をもって礼拝すべきである」（ヨハネ4：23、24）。
イエスがニコデモに、「だれでも新しく生れなければ、

神の国を見ることはできない」と言われた時に示された
のと同じ真理がここに宣言されている（ヨハネ3：3）。人
は、聖なる山や聖なる宮を求めることによって天とのまじ
わりに入れるのではない。宗教は外面的な形式や儀式に限
定されるのではない。神から出ている宗教だけが神へいた
る宗教である。神に正しく仕えるためには、神のみたまに
よって生まれなければならない。みたまは心をきよめ、思
いを新たにし、神を知り愛する新しい能力をわれわれに与
える。それは神のすべてのご要求によろこんで従う心をわ
れわれに与える。これが真の礼拝である。それは聖霊の働
きの実である。みたまによって、すべての真実な祈りはこ
とばとなり、このような祈りは神に受け入れられる。魂が
神を追い求めるところにはどこでもみたまの働きがあらわ
れ、神はその魂にご自身をあらわされる。神はこのような
礼拝者を求めておられる。神は彼らを受け入れて、ご自分
の息子娘にしようと待っておられる。
女はイエスとお話して、そのみことばに感動した。彼

女はサマリヤ人の祭司からもユダヤ人からもこんな意見を
聞いたことがなかった。過去の生活が目の前にひろげられ
た時、彼女は自分の大きな必要に気づいていた。彼女は自
分の魂がかわいているのを認めた。そのかわきは、スカル
の井戸の水では決して満足させることができなかった。こ
れまで接したものの中で、彼女の心をもっと高い必要にこ
れほどめざめさせたものは何もなかった。イエスは、彼女
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の生活の秘密を見抜いたことを彼女に自覚させられた。そ
れでも彼女は、イエスが友として自分を憐れみ、愛してく
ださることを感じた。純潔なイエスの前にいることによっ
て彼女は自分の罪を責められたが、イエスは譴責のことば
を言もお語りにならず、ただ魂を新たにすることのできる
恵みについて語られた。彼女はイエスがどういうお方であ
るかについて、いくらか確信を持ちはじめた。このお方が
長い間待望されていたメシヤではないだろうかという疑問
が心の中に起こった。彼女は、「わたしは、キリストと呼
ばれるメシヤがこられることを知っています。その方がこ
られたならば、わたしたちに、いっさいのことを知らせて
下さるでしょう」とイエスに言った。イエスは、「あなた
と話をしているこのわたしが、それである」と答えられた
（ヨハネ4：25、26）。
女は、このことばをきくと、心の中に信仰がわき起こっ

た。彼女は天来の教師イエスの口から出たこのすばらしい
宣言を受け入れた。
この女はものごとを感知する心を持っていた。彼女は

最もとうとい啓示を受け入れる用意ができていた。それは
彼女が聖書に興味を持ち、もっと光を受けられるように聖
霊が彼女の心を準備していたからであった。彼女は、「あ
なたの神、主はあなたのうちから、あなたの同胞のうちか
ら、わたしのようなひとりの預言者をあなたのために起さ
れるであろう。あなたがたは彼に聞き従わなければならな
い」との旧約の約束を学んでいた（申命記18：15）。彼女
はこの預言をさとりたいと望んだ。光はすでに彼女の心に
さし込みはじめていた。いのちの水、すなわちキリストが
すべてのかわける魂に与えられる霊的生命は、彼女の心の
うちにめばえ始めていた。主のみたまが彼女の上に働いて
いた。
キリストがこの女にはっきり語られたことばは、自分自

身を義とするユダヤ人に向かっては語ることのできなかっ
たことばだった。キリストは、ユダヤ人に向かって語られ
る時にはずっとひかえ目だった。ユダヤ人に向かっては言
われたことのないこと、そしてあとで弟子たちに秘密にす[760]
るように命じられたことが、彼女にうち明けられた。イエ
スは彼女がこの知識を利用して、ほかの人たちにイエスの
恵みをわけ与えることをご存じだった。
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弟子たちは、使いから帰ってきた時、主が女と話してお
られるのを見て驚いた。主はご自分が望まれた清新な1杯
の水をまだ飲んでおられず、また弟子たちが持ってきた
食物を食べるために話をやめようともされなかった。女が
立ち去ると、弟子たちはイエスに食べてくださるようにと
願った。彼らはイエスが深い瞑想のうちにあられるかのよ
うに、だまって考えこんでおられるのを見た。イエスのお
顔は光に輝いていたので、彼らはイエスの天とのまじわり
をさまたげることを恐れた。しかし彼らはイエスが疲れて
弱っておられることを知っていたので、イエスの肉体上の
必要を気づかせる義務があると思った。イエスは彼らのや
さしい関心をみとめられたが、「わたしには、あなたがた
の知らない食物がある」と言われた（ヨハネ4：32）。
弟子たちは、だれが主に食物を持ってきたのだろうとあ

やしんだ。だがイエスは、「わたしの食物というのは、わ
たしをつかわされたかたのみこころを行い、そのみわざを
なし遂げることである」と説明された（ヨハネ4：34）。イ
エスは、ご自分のことばによって女の良心がめざめたこと
をよろこばれた。イエスは、女がいのちの水を飲むのをご
らんになって、ご自身の飢えとかわきが満足させられた。
イエスが天を去って、なしとげるためにこられたその使
命の達成が救い主の働きを力づけ、人間の必要を超越させ
た。真理に飢えかわいている魂に奉仕することは、イエス
にとって飲んだり食べたりするよりうれしいことだった。
それはイエスを慰めるものであり、元気づけるものであっ
た。博愛がイエスの魂のいのちであった。
あがない主は人々に認められることにかわいておられ

る。主はご自分の血で買われた人々の同情と愛に飢えてお
られる。主は、言い表しようのない願いをもって、彼らが
みもとにきていのちをいただくことを望んでおられる。小
さな子供が母親を認めてにっこり笑うのは知恵のめばえを
告げている。母親がその表現を注意深く見守っているよう
に、キリストは、魂のうちに霊的な生命が始まった証拠で
ある感謝にみちた愛が表現されるのを見守っておられる。
女はキリストのみことばに聞き入っている時喜びに満た

された。そのすばらしい啓示はほとんど圧倒的であった。
彼女は水がめを残して、イエスのことばをほかの人たちに
伝えるために町へもどった。イエスはなぜ彼女が立ち去っ
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たかをご存じだった。生ける水を手に入れることが彼女の
魂の熱心な願いであった。彼女は井戸へきた用事を忘れ、
イエスのかわきをいやしてさしあげるつもりだったことも
忘れた。喜びにあふれる心をもって、彼女は自分が受けた
とうとい光をほかの人たちに与えるために道を急いだ。
彼女は町の人たちに、「わたしのしたことを何もかも、

言いあてた人がいます。さあ、見にきてごらんなさい」
と言った。「もしかしたら、この人がキリストかも知れま
せん」。彼女のことばは人々の心を動かした。彼女の顔に
は新しい表情があらわれ、全体の様子に変化がみられた。
彼らはイエスを見たいという興味をそそられた。そこで
「人々は町を出て、ぞくぞくとイエスのところへ行った」
（ヨハネ4：29、30）。
イエスは、まだ井戸端にすわっておられる時、緑の若葉

に黄金の日光を浴びて目の前にひろがっている麦畑をごら
んになった。その光景を弟子たちに指さして見せながら、
主はそれを一つの象徴としてお用いになった。「あなたが
たは、刈入れ時が来るまでには、まだ4か月あると、言っ
ているではないか。しかし、わたしはあなたがたに言う。
目をあげて畑を見なさい。はや色づいて刈入れを待ってい
る」（ヨハネ4：35）。語りながらイエスは、井戸へやって
くる人々の群れに目をとめられた。麦の収穫時までには4か
月あるが、ここにすでに刈り手を待っている収穫があっ
た。
イエスは言われた、「刈る者は報酬を受けて、永遠

の命に至る実を集めている。まく者も刈る者も、共々に
喜ぶためである。そこで、『ひとりがまき、ひとりが刈
る』ということわざが、ほんとうのこととなる」（ヨハ
ネ4：36、37）。ここにキリストは、福音を受け入れる者が[761]
当然神のためにしなければならない聖なる奉仕を指摘して
おられる。彼らは神の生ける代表者となるのである。神は
彼らの個人的な奉仕を求められる。われわれはまこうが刈
り入れようが、神のために働いているのである。1人が種を
まき、他の者が収穫を集める。そしてまく者も刈る者も賃
金をもらい、彼らは共にその働きの報酬を喜ぶのである。
イエスは弟子たちに、「わたしは、あなたがたをつか

わして、あなたがたがそのために労苦しなかったものを
刈りとらせた。ほかの人々が労苦し、あなたがたは、彼
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らの労苦の実にあずかっているのである」と言われた（ヨ
ハネ4：38）。救い主はここでペンテコステの日の大収穫
を予見しておられた。弟子たちはこれを自分たちの努力の
結果とみなすべきではなかった。彼らは他の人々の働きに
加わっているのであった。アダムが堕落してから後ずっと
キリストは人の心の中にまくために、選ばれたしもべたち
にみことばの種を託してこられた。そして目に見えない作
用、しかも全能の力が、収穫を生じさせるために、無言の
うちに効果的に働いてきた。真理の種に活力と栄養とを与
えるために、神の恵みという露と雨と日光が与えられてき
た。キリストはご自身の血でその種に水をそそごうとして
おられた。キリストの弟子たちには神と共に働く者となる
特権があった。彼らはキリストと共に働く者であり、また
古代の聖人たちの共労者であった。ペンテコステの聖霊の
降下によって、1日に幾千の者が改心するのであった。これ
がキリストの種まきの結果であり、キリストの働きの収穫
であった。
井戸のところで女に話されたことばによって、よい種が

まかれたが、何とまあ早く収穫が与えられたことだろう。
サマリヤ人はやってきてイエスのみことばを聞き、イエス
を信じた。彼らは井戸のところにおられるイエスのまわり
におしよせ、イエスを質問攻めにして、これまではっきり
わからなかった多くのことについてイエスの説明を熱心に
聞いた。
聞くにつれて、彼らの疑問が晴れはじめた。彼らはちょ

うど非常な暗やみの中にあって突然ひとすじの光をさがし
あて、ついに真昼に出会った人々のようだった。しかし彼
らはこの短い会見に満足しなかった。彼らはもっと聞きた
がり、また友人たちにもこのすばらしい教師の話をきかせ
たがった。人々はイエスを自分たちの町に招き、彼らのと
ころにとどまって下さるようにたのんだ。2日の間イエスは
サマリヤにとどまられたが、さらに多くの人々がイエスを
信じた。
パリサイ人はイエスの単純さを軽蔑した。彼らはイエス

の奇跡を無視し、イエスが神のみ子であるという証拠を要
求した。しかしサマリヤ人はしるしを求めなかった。イエ
スは、井戸端で女に彼女の生活の秘密をあらわされた以外
には、サマリヤ人の中で奇跡を行われなかった。それでも
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多くの者がイエスを信じた。この新しい喜びの中で、彼ら
は女に、「わたしたちが信じるのは、もうあなたが話して
くれたからではない。自分自身で親しく聞いて、この人こ
そまことに世の救主であることが、わかったからである」
と言った（ヨハネ4：42）。
サマリヤ人は、メシヤがユダヤ人の救い主としてばかり

でなく、世の救い主としておいでになることを信じた。聖
霊は、モーセを通して、イエスを、神からつかわされた預
言者と予告していた。ヤコブを通して民はイエスのもとに
集められることが告げられ、またアブラハムを通して、地
の諸国民がイエスのうちにあって祝福されるということが
告げられていた。サマリヤの人々はメシヤに対する彼らの
信仰をこうした聖書のみことばに置いた。ユダヤ人が後期
の預言者たちを誤って解釈し、キリスト再臨の栄光を初臨
にあてはめていたので、サマリヤ人はモーセを通して与え
られたもの以外は全部聖書をすてていた。しかし救い主が
そうしたまちがった解釈を一掃されたので、多くの人々が
後期の預言と、神のみ国についてのキリストご自身のみこ
とばとを信じた。
イエスはユダヤ人と異邦人との間をへだてている壁を

とりこわし、世界に救いを宣べ伝え始めておられた。キリ
ストはユダヤ人であられたが、自由にサマリヤ人とまじわ
り、ご自分の国民のパリサイ的な習慣を無視された。ユダ
ヤ人の偏見に直面しながら、主はこの軽蔑された民のもて
なしを受けられた。主はサマリヤ人の屋根の下に眠り、彼[762]
らと同じテーブルで食事をし、彼らの手で料理されて食卓
に出された食物を食べ、彼らの町の通りで教え、できるだ
けの親切と礼儀をつくして彼らに応対された。
エルサレムの宮は、低い壁によって、外庭が神聖な建物

のすべての部分から仕切られていた。この壁に各国語で文
字がきざまれていて、ユダヤ人以外の者はこの境界内には
入ることをゆるさないということが書かれていた。もし異
邦人があえて境内の中に入りこむようなことがあれば、彼
は宮をけがしたことになり、その罰としていのちをとられ
るのだった。しかし宮とその儀式の創始者であられるイエ
スは、人間的な同情というきずなで異邦人をみもとにひき
よせ、またユダヤ人のこばんだ救いはイエスのとうとい恵
みによって彼らにもたらされた。
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イエスがサマリヤにとどまられたことは、まだユダヤ
人的な頑迷さの影響下にあった弟子たちに祝福となるよう
にくわだてられたのであった。彼らは、自分自身の国に忠
誠であるためにはサマリヤ人に対して敵意をもたねばなら
ないと考えていた。彼らはイエスの行為に驚いた。彼らは
イエスの模範に従うことを拒絶することができなかったの
で、サマリヤにいた2日間、イエスに対する忠誠心から、
彼らの偏見を抑えていたが、心の中にはやはりうちとけな
いものがあった。彼らの軽蔑心と憎悪心は憐れみと同情に
代えられねばならないことを彼らが学ぶのに時間がかかっ
た。しかし主の昇天後、イエスの教訓は新しい意味をもっ
て彼らの胸によみがえった。聖霊の降下後、彼らはこの
軽蔑された他国人に対する救い主の顔つき、ことば、尊敬
のこもったやさしい態度を思い浮べた。ペテロはサマリヤ
に説教に行った時、その働きに主と同じ精神をそそいだ。
ヨハネは、エペソとスミルナに招かれた時、シケムの経験
を思い出し、天来の教師イエスが彼らの出会わねばならな
い困難を予見して、ご自分の模範によって助けをお与えに
なったことに対する感謝の思いに満たされた。
救い主はサマリヤの女にいのちの水を提供された時と同

じ働きを今もなおつづけておられる。キリストの弟子と自
称する人たちが、社会から見捨てられた人々をさげすみ、
いやがるようなことがあるかもしれない。だが生れや国籍
による事情も、社会的な身分も、イエスの愛を人の子らか
ら離れさせることはできない。どんなに罪深くあろうと、
一人一人の魂に向かって、もしわたしに求めたらいのちの
水をあげたのにと、イエスは言われる。
福音の招きは、狭い範囲に限定され、相手が受け入れた

らこちらの名誉になるような少数のえらばれた人たちだけ
に与えられるのではない。福音はすべての人に与えられる
のである。真理を受け入れるように心の開かれているとこ
ろならどこででも、キリストは彼らを教えようとしておら
れる。主は彼らに天父をあらわし、人の心をお読みになる
神に受け入れられる礼拝をお示しになる。こういう人々に
は、イエスは譬をお用いにならない。イエスは、彼らに向
かって、井戸端の女にお語りになったように「あなたと話
をしているこのわたしが、それである」と言われる（ヨハ
ネ4：26）。
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イエスがヤコブの井戸のそばに腰をおろして休まれた
時、彼はこれまで伝道してほとんど実を結んでいないユ
ダヤからおいでになった。彼は祭司たちとラビたちからし
りぞけられ、イエスの弟子であることを告白している人た
ちでさえイエスの神としての性格を認識していなかった。
イエスは疲れ、弱っておられたそれでも彼は、他国人であ
り、イスラエルの異邦人であり、あきらかに罪のうちに生
活している1人の女に語りかける機会をのがされなかった。
救い主は会衆が集まるのを待たれなかった。たびたび主

はご自分のまわりに集まっているほんの少数の人々に教え
はじめられたが、通りかかった人々が1人2人と立ちどまっ
て聞き入り、ついには群衆がこの天から送られた教師イエ
スを通して、驚嘆と尊敬の念をもって神のみことばを聞く
のだった。キリストの働き人は、少数の聴衆に対しては大
きな会衆に対するのと同じ熱心さでしやべることができな
いと思ってはならない。説教を聞いているのはたった1人
であるかもしれないが、しかしその影響がどれほど遠大な
ものであるかをだれが知ることができよう。救い主がサマ[763]
リヤの女のために時間を費されたことは、弟子たちにとっ
てさえ小さなことに思われた。しかしイエスは、王や議官
や大祭司たちに対するよりももっと熱心に、雄弁に論じら
れた。イエスがその女にお与えになった教訓は、地のはて
にいたるまでくりかえされた。
サマリヤの女は、このお方が救い主であるということが

わかるとすぐにほかの人たちをみもとにつれてきた。彼女
は、イエスご自身の弟子たちよりも有能な伝道者であるこ
とがわかった。弟子たちはサマリヤが有望な伝道地である
というしるしを何も見なかった。彼らの思いは、将来なさ
れる大きな働きに集中されていた。自分たちのすぐまわり
に集めるべき収穫があることに彼らは気がついていなかっ
た。ところが彼らの軽蔑していた女によって、町中の人々
が救い主のみことばを聞きにつれてこられた。彼女は光を
すぐに自分の国民に伝えた。
この女は、キリストを信じる実際的な信仰の働きを表わ

している。真の弟子はみな伝道者として神の国に生まれて
いるのである。生ける水を飲む者はいのちの泉となる。受
ける者が与える者となる。魂のうちにあるキリストの恵み
は、砂漠の中の泉のようなもので、それはわきあがってす
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べての人を元気づけ、いまにも死にそうになっている人々
にいのちの水を飲みたいと熱望させるのである。



第第第20章章章「「「あああなななたたたがががたたたはははしししるるるしししととと奇奇奇跡跡跡ををを見見見ななないいいかかか
ぎぎぎりりり」」」

本章はヨハネ4：4354に基づく

過越節から帰ってきたガリラヤ人たちは、イエスのふ
しぎなみわざについて知らせを持ってきた。イエスの行動
に対するエルサレムの高官たちの意見が決定的となったた
め、イエスはガリラヤに道を求められた。民の中には宮の
悪用と祭司たちの貧欲と尊大さとを嘆く者が多かった。彼
らは、役人たちを追つぱらったこの人が、待望の救世主で
あるようにと望んだ。そしていま彼らの最も輝かしい予想
を裏づけるような知らせが伝わった。この預言者が自らメ
シヤであると宣言したというのだった。
しかしナザレの人たちは、イエスを信じなかった。そ

のために、イエスはカナへの途中ナザレにおいでにならな
かった。救い主は弟子たちに、預言者は自分の故郷ではと
うとばれないと言明された。人間は自分の理解できる範囲
だけしか人物の評価ができない。世俗的で狭量な心を持っ
た人たちは、キリストの貧しい生れや粗末な衣服や日々
の骨折り仕事によってキリストを判断した。彼らは罪のけ
がれのないキリストの純潔な精神を評価することができな
かった。
キリストがカナへ帰られたという知らせは、ガリラヤ中

にひろがり、困り苦しんでいる人たちに望みを与えた。カ
ペナウムで、王に仕えている役人である、あるユダヤ人貴
族がその知らせに注意をひかれた。この役人の息子が不治
と思われる病気にかかっていた。医者たちはその子が死ぬ
ものとあきらめていた。だが父親はイエスのことを耳にし
た時、イエスの助けを求めようと決心した。子供は非常に
衰弱していて、父親が帰って来るまでいのちはもつまいと
心配されたが、父親は病状をイエスに訴えねばならないと
思った。彼は父親の祈りが大医者イエスの同情をひきおこ
すようにと望んだ。

178
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カナに着いてみると、群衆がイエスをとりまいていた。
心配な気持で、彼は人々をおしわけて救い主の前へ進ん
だ。しかしそこに、粗末な衣服をまとい、旅のほこりにま
みれて疲れた様子の人だけしか見なかった時、彼の信仰は
動揺した。果たしてこのお方が自分がお願いしようと思っ
てやってきたことをなさることができるだろうかと彼は
疑った。しかしイエスと面会することができると、彼は自
分の用事を話し、救い主に自分の家までいっしょにおいで
いただきたいと願った。ところが彼の悲しみはすでにイエ
スに知られていた。この役人が家を出る前から、救い主は [764]
彼の苦悩を見ておられたのだった。
しかしイエスは、この父親がイエスに対する信仰につ

いて、自分自身の心の中に条件をもっていることもご存じ
だった。自分の願いがかなえられなければ、彼はイエスを
メシヤとして信じないであろう。役人がどっちつかずの思
いに苦しめられながら待っていると、イエスは、「あなた
がたは、しるしと奇跡とを見ない限り、決して信じないだ
ろう」と言われた（ヨハネ4：48）。
イエスがキリストであるというあらゆる証拠があるに

もかかわらずこの嘆願者は、自分の願いがきかれるという
ことを条件にして、イエスを信じようと決心していた。救
い主はこの疑いの念のまじった不信を、奇跡やしるしを求
めなかったサマリヤ人の単純な信仰と比較された。イエス
の神性についての証拠をたえず示しているそのみことばに
は、サマリヤ人の心を動かし、確信させる力があった。キ
リストは、神のみことばを託されているご自分の民が、み
子を通して彼らに語られる神の声をきかないことを悲しま
れた。
しかしこの役人はある程度の信仰を持っていた。なぜ

なら彼は、あらゆる祝福の中で最もとうといと思えるもの
をたのみにやってきたからである。イエスはもっと大きな
賜物を与えようとしておられた。イエスは子供の病気をな
おすばかりでなく、この役人とその家族を救いの祝福にあ
ずからせ、まもなくイエスご自身の働きの場所となろうと
していたカペナウムに光をともそうと望まれた。しかしこ
の役人は、キリストの恵みを望む前に自分の必要を認めな
ければならない。この宮廷の役人はユダヤ国民の多くの者
を代表していた。彼らは利己的な動機からイエスに関心を
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持っていた。彼らはイエスの力によって何か特別な利益を
受けようと望み、その信仰はこの世の恩恵を受けることに
かけられていた。しかし彼らは自分たちの霊的な病気につ
いて無知であり、神の恵みの必要に気がつかなかった。
この役人に対する救い主のみことばは、光のひらめき

のように、彼の心を明るみに出した。彼はイエスを求めて
いる自分の動機が利己的であることがわかった。彼は動揺
している自分の信仰の本当の姿を見た。彼は自分の疑いの
ために息子のいのちが失われるかもしれないことを認めて
深い心配を感じた。彼は自分がいま、人の思いを読むこと
がおできになり、どんなことでもおできになるお方の前に
いることを知った。苦悩に満ちた嘆願をもって、彼は「主
よ、どうぞ、子供が死なないうちにきて下さい」と叫んだ
（ヨハネ4：49）。彼は、ヤコブが天使と格闘して、「わた
しを祝福してくださらないなら、あなたを去らせません」
と叫んだ時のように、信仰をもってキリストにすがりつい
た（創世記32：26）。
ヤコブのように、彼は勝利した。救い主は、大きな必要

を訴えながらすがりつく魂をしりぞけることがおできにな
らない。イエスは、「お帰りなさい。あなたのむすこは助
かるのだ」と言われた（ヨハネ4：50）。役人はこれまでか
つて経験したことのない平安と喜びとをもって救い主の前
から立ち去った。彼は息子の病気がなおることを信じたば
かりでなく、強い確信をもってキリストを救い主として信
頼した。
同じ時刻に、カペナウムの家では、死にかけている子供

を見守っていた者たちが、急にふしぎな変化を目に見た。
死の影が病人の顔から消えた。熱により紅みを帯びていた
顔色は、回復しつつある健康のおだやかな色にかわった。
くもっていた目は理性に輝き、衰弱していた体に力がよ
みがえった。病気の面影は子供のどこにもみられなくなっ
た。火照っていた肉体はやわらかくうるおい、子供は静か
な眠りに落ちた。熱は日盛りになくなっていた。家族の者
たちは驚き、その喜びは大きかった。
カナはカペナウムからそんなに遠いところではなく、

この役人がイエスと面会したあと、その夜には帰り着ける
ところだった。だが彼は家路を急がなかつた。彼がカペナ
ウムに到着したのは翌朝になってからだった。それは何と
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いううれしい帰宅だったことだろう。イエスに会いに行く
時には、彼の心は悲しみで重かった。彼には太陽の光が残
酷に思え、小鳥の鳴き声が嘲笑にきこえた。いまは何とい
う気持のちがいだろう。自然界のすべてが新しい様相を帯 [765]
びていた。彼は新しい目で見る。早朝の静けさの中を旅し
ていると、自然の万物が自分といっしょに神を賛美してい
るようにみえる。彼が自分の家からまだかなり離れたとこ
ろまで来ると、しもべたちが迎えに出てきている。彼らは
主人がきっと心配しているにちがいないから、安心させよ
うと思っている。ところが彼は、しもべたちの知らせをき
いても別に驚きをみせず、彼らにはわからない深い関心を
もって、子供の病気はいつからよくなりはじめたかとたず
ねる。彼らは、「きのうの午後1時に熱が引きました」と答
える（ヨハネ4：52）。「あなたのむすこは助かるのだ」と
の保証を、父親が信仰をもって把握した瞬間に、神の愛が
死にかけていた子供にふれたのだった。
父親は息子に会いに急ぐ。彼は息子を死からよみがえっ

た者のように胸にだきしめ、このふしぎな回復について
何度も何度も神に感謝する。この役人はキリストについ
てもっと知りたいと熱望した。のちにイエスの説教を聞い
て、彼と家族の全部が弟子となった。彼らの苦しみはきよ
められて家族全体の改宗となった。この奇跡の知らせはひ
ろがった。そしてキリストの多くの偉大な働きがなされた
カペナウムで、キリストがご自分で伝道をされる道が備え
られた。
カペナウムで役人を祝福されたお方は同じようにわれ

われを祝福しようと望んでおられる。だがこの苦悩してい
た父親のように、われわれはしばしば何かこの世の利益を
望んでイエスを求める。そして自分の願いがかなえられた
ら、イエスの愛に信頼しようとする。救い主はわれわれが
求めるよりももっと大きな祝福を与えようと望んでおられ
る。イエスは、われわれ自身の心の悪と、イエスの恵みの
深い必要とを示すために、われわれの願いに対する答えを
遅らせられる。イエスはわれわれが、利己的な動機からイ
エスを求めることをやめるように望んでおられる。自分の
無力と大きな必要を告白して、われわれはイエスの愛に自
分自身をまったく委ねるのである。
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この役人は、信じる前に自分の祈りの成就を目に見た
いと望んだ。しかし彼は、彼のたのみがきかれて祝福が
与えられたというイエスのみことばを信じなければならな
かった。この教訓をわれわれもまた学ばねばならない。わ
れわれは、神がわれわれの願いをきかれるのを見たり感じ
たりするから、信じるのではない。われわれは、神の約束
に信頼するのである。信仰をもって神のみもとに行く時、
願いごとはすべて神のみ心にとめられる。神の祝福を求め
たら、それを受けることを信じ、そしてそれを受けたこと
を感謝すべきである。それからわれわれは、最も必要な時
にその祝福が実現されることを確信して、自分の義務をつ
くすのである。こうすることをわれわれが学んだ時、われ
われは祈りが答えられることを知る。神はわれわれのため
に、「その栄光の富にしたがい」「神の力強い活動によっ
て」「はるかに越えて」なしてくださるのである（エペ
ソ3：16、1：19、3：20）。
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本章はヨハネ5章に基づく

「エルサレムにある羊の門のそぼに、ヘブル語でベテス
ダと呼ばれる池があった。そこには5つの廊があった。その
廊の中には、病人、盲人、足の不自由な人、やせ衰えた者
などが、大ぜいからだを横たえていた。〔彼らは水の動く
のを待っていたのである〕」（ヨハネ5：2、3）。
ある時期になると、この池の水面が動いた。一般の人た

ちは、これは超自然の力の結果で、池の水が動いてから、
真っ先に水にとび込む者は、だれでも、どんな病気を持っ
ていても、いやされると信じていた。何百人という病人た
ちがこの場所へやってきた。しかし水が動くと、群衆が多
いために、人々は、自分より弱い男や女や子供たちを足の
下にふみつけて、突進した。池に近づくことができない者
が多かった。うまく池にたどりつくことができた者でも、 [766]
そのふちで死ぬ者が多かった。病人たちを昼の暑さと夜の
寒さから守るために、その場所には屋根ができていた。病
人の中には夜をこの廊の中で過ごし、むなしい回復の望み
をもって、来る日も来る日も池のふちまではって行く人た
ちがいた。
イエスはまたエルサレムにきておられた。瞑想と祈りの

うちにあられるかのように、イエスは1人で歩いて、この
池のところべおいでになった。イエスはかわいそうな病人
たちが唯一のいやしの機会と考えているものを見守ってい
るのをごらんになった。イエスは、ご自分のいやしの力を
働かせて、病人を1人残らず完全な体にしてやりたいと熱望
された。しかしその日は安息日だった。多くの人々が宮へ
礼拝に行くところだったので、そのようないやしの行為が
ユダヤ人の偏見を刺激し、ご自分の働きが中断されること
を、イエスはご存じだった。
しかし救い主は特にかわいそうな1人の病人をごらんに

なった。それは38年間も1人で動けない障害者だった。彼の

183
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病気は大部分自分自身の罪の結果であって、神からの刑罰
とみなされていた。友だちもなく1人ぼっちで、この病人
は、自分が神の恵みからしめだされていると思いながら、
悲惨な長い年月を送ってきた。
水が動くころだと思われる時期になると、彼の無力を気

の毒に思っている人たちが、彼を廊のところに運んで行っ
てやるのだった。だがちょうどよい時に、彼を中に入れて
くれる人はいなかった。彼は水面が波立っているのを見た
が、決して池のふちから先へ進むことができなかった。彼
より丈夫な人たちが、先に飛びこんでしまうのであった。
彼は、われ先にと争う群衆とうまく競争することができな
かった。一つの目的に向かっての根気のいる努力と、心配
と、たえまない失望とのために、彼の残った力は急速に衰
えて行った。
この病人は、むしろの上に横たわって、時々頭をあげ

ては池をみつめていた。その時、やさしい、同情にあふれ
た顔が彼をのぞきこんで、「なおりたいのか」とのことば
が、彼の注意をひいた（ヨハネ5：6）。望みが彼の心にわ
き起こった。何とか助けが得られると彼は感じた。だが燃
えあがった望みの焔はすぐ消えた。彼はこれまで何べんも
池にたどりつこうと試みたことを思い出した。そしてもう
こんど水が動くまで生きられる見込みはほとんどないので
あった。彼は弱々しく顔をそむけて、「主よ、水か動く時
に、わたしを池の中に入れてくれる人がいません。わたし
がはいりかけると、ほかの人が先に降りて行くのです」と
言った（ヨハネ5：7）。
イエスは、この病人に、わたしを信じる信仰を働かせ

なさいとは要求なさらない。主はただ「起きて、あなた
の床を取りあげ、そして歩きなさい」と言われる（ヨハ
ネ5：8）。しかしこの男の信仰はそのことばをしっかりと
らえる。どの神経もどの筋肉も新しい生命に躍動し、不
自由な四肢に健康な動きがあらわれる。何にもたずねない
で、彼はキリストのご命令に自分の意思を従わせる。する
とすべての筋肉が彼の意思に応ずる。立ちあがってみて、
彼は自分が動ける人間になっていることを知る。
イエスは彼に神の助けについて何の保証もお与えになっ

ていなかった。その男はちょっと考えてみて疑い、1度のい
やしの機会を失ったかも知れなかった、だが彼は、キリス
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トのみことばを信じ、みことば通りに行動することによっ
て力を受けた。
同じ信仰によって、われわれも霊的ないやしを受けら

れる。罪のために、われわれは神のいのちから切り離され
た。われらの魂は麻痺している。ちょうどあの身体の不自
由な男が1人で歩くことができなかったように、われわれ
も1人ではきよい生活を送ることができない。自分の無力を
認めている人、また神に一致するような霊的生活をあこが
れ求めている人が多い。彼らはそうした生活を求めてむな
しい努力をしている。そして絶望のうちに、「わたしは、
なんというみじめな人間なのだろう。だれが、この死のか
らだから、わたしを救ってくれるだろうか」と叫ぶ（ロー
マ7：24）。こうした絶望のうちにもがいている人々は、
上を見あげるがよい。救い主は、ご自分の血であが なわ [767]
れた者をのぞきこんで、言い表しようのないやさしさと憐
れみとをもって、「なおりたいのか」と言われる。主はあ
なたに、健康と平安のうちに立ちあがりなさいとお命じに
なる。いやされたと感じるのを待ってはならない。キリス
トのみことばを信じなさい。そうすればみことばは実現す
る。あなたの意思をキリストの側におきなさい。キリスト
に仕えようと決心なさい。そうすれば、みことばを行うこ
とによって、あなたは力を受ける。どんなに悪い習慣であ
ろうと、長い間の放縦によって魂と肉体とをしばりつけて
きた支配的な情欲から、キリストはわれわれを救うことが
おできになり、また救おうと望んでおられる。彼は「自分
の罪過と罪とによって死んでいた者」にいのちをお与えに
なる（エペソ2：1）。キリストは、弱さと不幸と罪の鎖に
つながれているとりこを解放される。
麻痺した体をいやされた男は、かがんで敷物と毛布だ

けの寝床をとりあげ、喜びを感じながら、もう1度からだ
をまっすぐにのばし、救い主をさがしてあたりをみまわし
た。だがイエスのお姿は群衆の中に消えていた。男は、イ
エスにもう1度会っても、みわけがつかないのではないかと
心配した。彼が神を賛美し、新しく与えられた力を喜びな
がら、しっかりした自由な足どりで道を急いでいると、数
人のパリサイ人に出会ったので、彼はすぐに自分がいやさ
れたことを彼らに語った。彼は、パリサイ人たちが自分の
話を冷淡に聞くのを見て驚いた。
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パリサイ人たちはまゆをしかめて彼をとどめ、なぜ安
息日に寝床を運んでいるのかときいた。彼らは、主の日
に荷物を運ぶことは律法にかなわないことだときびしく注
意した。男は、喜びのあまり、安息日であることを忘れて
いた。それでも彼は、神からのこのような力を持っておら
れるお方の命令に従っていることに、心のとがめを感じな
かった。彼は「わたしをなおして下さったかたが、床を取
りあげて歩けと、わたしに言われました」と大胆に答えた
（ヨハネ5：11）。彼らはそんなことをしたのはだれだとた
ずねたが、男は答えることができなかった。この役人たち
は、この奇跡を行うことができるお方は1人しかないことを
よく知っていた。だが彼らは、イエスを、安息日を犯した
者として、非難するためには、それがイエスであったとい
う直接の証拠がほしかった。彼らの判断によれば、イエス
は、安息日に病人をいやして、律法を破られたばかりでな
く、その男に寝床を運ぶように命ずることによって、安息
日の神聖をけがしたというのであった。
ユダヤ人は律法を曲解して、これを束縛のきずなとし

ていた。彼らの無意味な規則は、他国民の語り草になっ
ていた。特に安息日はあらゆる種類の無意味な制限にと
りかこまれていた。安息日は、彼らにとって、喜びの日
でもなければ、主の聖日でもなく、とうとぶべき日でも
なかった（イザヤ58：13参照）。律法学者やパリサイ人た
ちが、安息日の遵守を耐えがたいほどの重荷にしていた。
ユダヤ人は、安息日に火を燃やすことも、ろうそくをつけ
ることもゆるされなかった。その結果、ユダヤ人は、規則
に禁じられているために自分にはできない多くの仕事を異
邦人にたのんでしてもらった。仕事をすることが罪になる
ものなら、他人をやとってその仕事をさせることも、自分
がしたのと同じに罪になるということを、彼らは考えても
みなかった。彼らは、救いはユダヤ人にだけ限られたもの
であって、他のすべての人の状態はすでに絶望的なのだか
ら、それ以上悪くなりようがないと考えていた。しかし神
は、だれも従うことのできないような戒めをお与えになっ
てはいない。神の律法は、不合理な、利己的な制限を是認
しない。
宮の中で、イエスは、いやされた男に出会われた。男

は、罪祭の献げ物と同時に、自分の受けた大きな憐れみ
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に対する感謝の献げ物をささげるためにきていた。イエス
は、その男を参拝者の中に見つけ出されると、顔をお見せ
になって、「ごらん、あなたはよくなった。もう罪を犯し
てはいけない。何かもっと悪いことが、あなたの身に起る
かも知れないから」と戒めのことばをお与えになった（ヨ
ハネ5：14）。
いやされた男は、救い主に出会ったことを大喜びした。

彼はイエスに対するパリサイ人たちの敵意を知らなかっ
たので、さきに自分に質問したパリサイ人た ちに、これ [768]
がいやしを行ったお方だと告げた。「そのためユダヤ人
たちは、安息日にこのようなことをしたと言って、イエス
を責め. . . . . .イエスを殺そうと計るようになった」（ヨハ
ネ5：16、18）。
イエスは、安息日を破ったという告発に答えうために、

サンヒドリンの前へ出された。もしユダヤ人がこの時独立
していた国民だったら、このような告発は彼を死刑にする
という彼らの目的に役立ったであろう。しかしローマの支
配下にあったために、そういうことはできなかった。ユダ
ヤ人は死刑を課する権利を持っていなかったし、またキリ
ストに対するこの告発は、ローマ人の法廷では重視されな
かったであろう。し1かしながら、そこには彼らが達成しよ
うと望んでいた他の目的があった。彼らがキリストの働き
を妨害しようと努力しているにもかかわらず民衆に対する
キリストの勢力は、エルサレムにおいてさえ、彼らの勢力
よりもだんだん大きくなっていった。ラビたちのながった
らしい大げさな話に興味のない民衆は、キリストの教えに
ひきつけられた。彼らは、キリストのみことばを理解する
ことができ、彼らの心はあたためられ、慰められた。キリ
ストは、神が刑罰をくだされるさばき主ではなく、やさし
い父であられることについて語り、またご自身のうちに反
映している神のみかたちをお示しになった。心が傷ついて
いる者にとって、イエスのみことぼは、香油のようであっ
た。みことばと憐れみの行為によって、キリストは古い言
い伝えと人間の作った戒めの圧力とをうち破り、尽きるこ
となく満ち満ちている神の愛をお示しになっていた。
キリストについて、最も古い預言の一つに、「つえは

ユダを離れず、立法者のつえはその足の間を離れること
なく、シロの来る時までに及ぶであろう。もろもろの民は



188 各時代の希望

彼に従う」としるされている（創世記49：10）。民はキリ
ストに従おうとしていた。共鳴する民衆の心は、祭司たち
の要求する厳格な儀式よりも、愛となさけの教訓を受け入
れた。もし祭司たちやラビたちが妨害しなかったら、キリ
ストの教えによって、この世界にはかつてみられなかった
ような改革が行われたであろう。しかしこれらの指導者た
ちは、自分たちの権力を維持するために、イエスの勢力を
打破しようと決心していた。サンヒドリンでキリストを審
問し、彼の教えを公然と非難することは、この目的をとげ
るのに役立つのである。なぜなら民は、自分たちの宗教上
の指導者たちに対して、まだ深い尊敬の念を持っていたか
らである。ラビたちの要求をあえて非難したり、あるいは
彼らが民に課した重荷を軽くしようとする者はだれでも、
冒?の罪ばかりでなく、反逆の罪があるものとみなされた。
ラビたちは、この点において、キリストについての疑念を
ひき起こそうと望んだ。彼らは、キリストが、一般に認め
られている慣習を廃し、そうすることによって、民の間に
分裂をひき起こし、ローマ人から完全に征服される道を備
えているのだと主張した。
しかし、ラビたちがその実現に熱中しているこうした

計画は、サンヒドリンの会議よりもほかの会議で始まった
のである。サタンは、荒野でキリストに敗れた後、キリス
トの伝道に反対し、できればその働きを失敗させようとし
て、自分の軍勢を結集した。彼は直接個人的に働きかけて
達成できなかったところを、戦術によって達成しようと決
心した。サタンは、荒野の戦いから退去するとすぐに、自
分の軍の天使たちとの会議で、ユダヤ人が救い主を認めな
いように、彼らの心をもっとくもらせるための計画を練っ
た。サタンは、宗教界においてサタンを代表している人
間どもに、この真理の擁護者に対する敵意を吹きこみ、彼
らを通して働こうと計画した。彼は、そうした人たちにキ
リストを排斥させ、その生活をできるだけつらいものにし
て、キリストがご自分の使命を果たすのに落胆されるよう
にしようと望んだ。こうしてイスラエルの指導者たちは、
サタンのうつわとなって、救い主と戦った。
イエスは、律法を「大いなるものとし、かつ光栄あるも

のとする」ためにおいでになっていた。彼は律法の尊厳を
低くしないで、かえって高められるのであった。聖書に、
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「彼は衰えず落胆せずついに道を地に確立する」と言われ
ている（イザヤ42：21、4）。イエスは、安息日を祝福では
なくてわざわいにしていたやっかいな規則から解放するた
めに、おいでになったのである。 [769]
こういう理由から、彼は、ベテスダでいやしの行為を

なさるのに安息日をおえらびになったのだった。彼は週の
他の日でもその病人をいやすことがおできになったのであ
る。あるいはただ病気をなおすだけにしておいて、寝床を
運んで行くことまでお命じにならなくてもよかったのであ
る。しかしそれではイエスのお望みになった機会は与えら
れないのであった。地上におけるキリストの生涯一つ一つ
の行為の底には、賢明な目的があった。キリストのなさっ
たことはすべて、それ自体において、またその教えにおい
て、重要であった。イエスは、池のそばの病人たちの中か
ら、最も重い病人をえらんで、その者の上にいやしの力を
働かせ、そこになされた偉大なわざを公表するために、町
の中に寝床を運んで行くようにその男にお命じになった。
このことによって、安息日に何をすることが律法にかなっ
ているかということについて質問が起こり、イエスが主の
日に関するユダヤ人の束縛を攻撃され、彼らの言い伝えが
無効であることを言明される道が開かれるのであった。
イエスは、苦しんでいる者を救う行為は、安息日の律

法にかなっていると彼らにお述べになった。それは、苦し
んでいる人間に奉仕するためにいつも天と地との間をのぼ
りくだりしている神の天使たちの働きに一致していた。イ
エスは、「わたしの父は今に至るまで働いておられる。わ
たしも働くのである」と言明された（ヨハネ5：17）。す
べての日は神の日で、人類のための神のご計画を実行すべ
き日である。律法について、もしユダヤ人の解釈が正しい
なら、エホバ神はまちがっておられることになる。神が初
めて地の基を置かれてから、神のみわざはすべての生物を
生かし、ささえてきた。もしユダヤ人の言う通りなら、み
わざを見て良しとされ、その完成を記念するために安息日
を制定された神は、ご自分の働きをおしまいにして、やむ
ことのない宇宙の運行をとめたまわねばならないことにな
る。
神は、太陽が安息日にその職務を遂行するのを禁じ、そ

の温和な光線が地上をあたため、植物を繁茂させるのをと
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めたまわねばならないだろうか。もろもろの世界は、この
聖日の間じゅう静止しなければならないだろうか。神は小
川に野や森をうるおさないように命じ、海の波にそのたえ
まない干満を停止するように命じたまわねばならないだろ
うか。麦や穀物は生長をやめ、ぶどうの房は紫色に熟する
のを延ばさなくてはならないだろうか。木や草花は、安息
日につぼみをつけることも花を咲かせることもしてはなら
ないのだろうか。
そうなったら、人は、地の果実と、生活を豊かにしてく

れるいろいろな祝福を失うであろう。自然はその変ること
のない営みをつづけなければならない。神は一瞬間もみ手
を休めるわけにいかない。もしそうされたら、人は衰え、
死んでしまう。人間にもまた、この日になすべき働きがあ
る。生活上の必要に備え、病人を世話し、困っている人々
の欠乏を満たさねばならない。安息日に、苦しみをやわ
らげることをおこたる者は罪をまぬかれない。神の聖なる
休みの日は、人のためにつくられたもので、憐れみの行為
は、安息日の意図に完全に一致している。神は、ご自分の
被造物が安息日でもほかの日でも、苦しみをやわらげられ
るものなら、1時間でも苦しむことをお望みにならない。
安息日には、神に対する要求は、ほかの日よりも大き

い。この日には、神の民は、いつもの仕事をやめて、瞑想
と礼拝に時を過ごすのである。彼らは、安息日にはほかの
日よりももっと多くの恵みを神に求める。彼らは神の特別
な関心を要求する。彼らは神の最上の祝福を切望する。神
は、安息、日が過ぎるのを待たないで、こうした願いにお
答えになる。天の神の働きは決してやむときがない。人間
もよいことをするのを休んではならない。安息日は何の活
動もしない無益な日として与えられているのではない。律
法には、主の休みの日に世俗の仕事をすることを禁じてあ
る。生活費を得るための働きはやめなければならない。世
俗的なたのしみや金もうけのための働きをこの日にするこ
とは、律法にかなわない。だが神が創造の働きをおやめに
なって、安息日に休み、これを祝福されたように、人間も[770]
日常生活の仕事を離れて、この日の聖なる時間をもっぱら
健康的な休みや礼拝や聖なる行為に用いるべきである。病
人をいやされたキリストの働きは、律法に完全に一致して
いた。それは安息日をとうとぶことになった。
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イエスは、天父がなしておられるのと同じく神聖で、そ
して同じ性格をもった働きをすることによって、神と等し
い権利を主張された。ところがパリサイ人たちはますます
怒った。彼らの判断によれば、イエスは律法を破られたば
かりでなく、神を「自分の父」と呼ぶことによって、自分
を神と等しい者であると言明されたというのである（ヨハ
ネ5：18）。
ユダヤ国民はみな、神を父と呼んでいたのだから、キリ

ストが神に対して同じ関係にあると言われても、そんなに
怒る理由はなかった。しかし彼らは、キリストのこの主張
が、最高の意味においてなされたものと判断されると言っ
て、キリストを冒?だと非難した。
このようなキリストの敵どもは、キリストが彼らの良

心に感じさせられる真理に議論をもって対抗することが
できなかった。彼らは自分たちの慣習や言い伝えをひき合
いに出すことしかできなかった。だがそうしたものは、イ
エスが神のみことばと休むことのない自然の営みから引用
される議論にくらべた時に、無力で、間の抜けたもののよ
うに思えた。光を受けたいという気持がラビたちにあった
ら、彼らは、イエスが真理を語っておられることをさとっ
たのである。だが彼らは、イエスが安息日について言われ
た大事な点を避けて、イエスがご自分は神と等しい者だと
主張されたといって、彼に対する怒りをあおりたてようと
した。役人たちの怒りはとどまるところを知らなかった。
祭司たちとラビたちは、民を恐れなかったら、イエスをそ
の場で殺してしまったであろう。しかしイエスに対する民
衆の好意的な感情は強かった。多くの者は、自分たちの病
気をいやし、悲しみを慰めてくださったイエスに親しみを
感じ、ベテスダでイエスが病人をいやされたことを弁護し
た。そのため、当分の間指導者たちはやむを得ずその憎し
みをおさえなければならなかった。
イエスは冒涜の告発をはねつけられた。あなたがたが

非難している働きをなす権威がわたしにあるのは、わた
しが神の子であり、性質においても、意思においても、
目的においても、神と一つであるからだと、イエスは言
われた。創造と摂理におけるすべての神の働きに、わた
しは神と協力しているのだ。「子は父のなさることを見て
する以外に、自分からは何事もすることができない」（ヨ
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ハネ5：19）。祭司たちとラビたちは、神のみ子がこの世
においてなすためにおいでになった働きについて、神のみ
子を非難していた。彼らは、罪のために神から離れてしま
い、高慢な心をもって、神とは無関係に行動していた。彼
らは、すべてのことに自己満足を感じ、彼らの行動をみち
びく一層高い知恵の必要を認めなかった。しかし神のみ子
は、天父のみこころに従い、天父の力をあてにされた。キ
リストは、ご自分をまったくむなしくされたので1ご自分で
計画をおたてにならなかった。主はご自分れわれも、自分
の生活が神のみこころのはっきりしたあらわれであるよう
に、神に依存すべきである。
モーセは、神の住居として聖所を建てようとした時、す

べてのものを山で示された型に従ってつくるように命じら
れた。モーセは、神の働きをする熱意に満ちていた。そし
てモーセの案を実行するために、最も才能のある、腕のい
い人たちが手近にいた。だが彼は、示された型通りのもの
でなければ、鈴、ざくろ、ふさ、幕、その他聖所のどんな
器具も作ってはならなかった。神はモーセを山に呼び、天
の事物を彼にお小しになった。主は、モーセが型を見るよ
うに、ご自分の栄光をもって彼をおおわれ、その型に従っ
てすべてのものがつくられた。同じように神は、ご自分の
住居にしようと望まれたイスラエルに、神の輝かしい品性
の理想をお示しになった。その型は、シナイ山で律法が与
えられた時に、彼らに山で示された。その時主は、モーセ
の前を通りすぎて、「主、主、あわれみあり、恵みあり、
怒ることおそく、いつくしみと、まこととの豊かなる神、
いつくしみを千代までも施し、悪と、とがと、罪とをゆる[771]
す者」と宣言された（出エジプト34：6、7）。
イスラエルは自分自身の道をえらんでいた。彼らは型に

従って築いていなかった。だが神の内住される真の宮であ
られるキリストは、ご自分の地上生涯をこまかい点にいた
るまで、神の理想に一致して形づくられた。キリストは、
「わが神よ、わたしはみこころを行うことを喜びます。あ
なたのおきてはわたしの心のうちにあります」と言われた
（詩篇40：8）。同じようにわれわれの品性も、「霊なる神
のすまい」として築かれるのである（エペソ2：22）。われ
われは、「示された型どおり」すなわち「あなたがたのた
めに苦しみを受け、御足の跡を踏み従うようにと、模範を
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残された」キリストにならって「いっさいを作」るのであ
る（ヘブル8：5、1ペテロ2：21）。
キリストのみことばは、われわれが自分自身を、天の

神に結びついて離れることのできない者とみなすように教
えている。われわれの立場がどんなものであろうと、われ
われは、すべてのものの運命をご自身のみ手ににぎってお
られる神に依存しているのである。神はわれわれを働きに
任命し、その働きに必要な才能や手段をお与えになった。
われわれが意志を神に服従させ、神の力と知恵に信頼する
かぎり、われわれは安全な道にみちびかれ、神の大いなる
計画の中に定められているわれわれの立場を果たすのであ
る。しかし自分自身の知恵と力とをあてにする者は、自分
を神からひき離しているのである。彼はキリストと一致し
て働かないで、神と人との敵であるサタンの目的を果たし
ているのである。
救い主はつづけて、「父のなさることであればすべて子

もそのとおりにするのである。. . . . . .父が死人を起して命を
お与えになるように、子もまた、そのこころにかなう人々
に命を与えるであろう」と言われた（ヨハネ5：19、21）。
サドカイ人は、肉体のよみがえりはないと主張した。し
かしイエスは、天父の最高のみわざの一つは、死人をよみ
がえらせることであって、イエスご自身も同じわざをなす
力を持っていると彼らに言っておられる。「死んだ人たち
が、神の子の声を聞く時が来る。今すでにきている。そし
て聞く人は生きるであろう」（ヨハネ5：25）。パリサイ人
は、死人のよみがえりを信じた。キリストは、死人にいの
ちを与える力はいまでさえ彼らの間にあって、彼らはその
力のあらわれを見ると断言しておられる。この同じよみが
えりの力は、「自分の罪過と罪とによって死んでいた」魂
にいのちを与える力である（エペソ2：1）。イエス・キリ
ストにあるいのちのみたま、すなわち「復活の力」は、人
を「罪と死との法則から. . . . . .解放」する（ピリピ3：10、
ローマ8：2）。悪の主権はうち破られ、信仰によって魂は
罪から守られる。キリストのみたまに心を開く者は、肉体
を墓からよみがえらせるその大いなる力にあずかる者とな
る。
このいやしいナザレ人は、ご自分のまことの高貴な身

分を主張される。彼は人性を超越し、罪と恥のよそおい
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を捨てて、天使たちにあがめられるお方、神のみ子、宇
宙の創造主と一つであられるお方として、ご自身をお示し
になる。聞いている者たちは、魅せられたようにじっとき
いている。誰もキリストのようなことばを語ったり、この
ようにどうどうたる威厳をもってふるまったりした者はな
かった。イエスの話しぶりははっきりしていて、率直で、
その中にはキリストの使命と世の人々の義務とがあます
ところなく宣言されている。「父はだれをもさばかない。
さばきのことはすべて、子にゆだねられたからである。
それは、すべての人が父を敬うと同様に、子を敬うためで
ある。子を敬わない者は、子をつかわされた父をも敬わな
い。. . . . . .それは、父がご自分のうちに生命をお持ちになっ
ていると同様に、子にもまた、自分のうちに生命を持つ
ことをお許しになったからである。そして子は人の子であ
るから、子にさばきを行う権威をお与えになった」（ヨハ
ネ5：22、23、26、27）。
祭司たちと役人たちは、自らをキリストのみわざに罪

を宣告する裁判官の立場に置いていたが、キリストは、ご
自身が彼らのさばき主であり、また全地のさばき主である
と宣言された。世はキリストにまかされ、キリストを通し
て、神からのすべての祝福が堕落した人類に与えられた。
キリストは受肉の後と同じように、受肉の前にもあがない[772]
主であられた。罪が生じると同時に、救い主がおられた。
彼はすべての者に光といのちをお与えになったので、各人
は、与えられた光の量に従ってさばかれる。光をお与えに
なったお方、最もやさしい懇願をもって魂を追いかけ、そ
の魂を罪から聖潔へ導こうとされたお方が、魂の助け主で
あると同時にまたさばき主である。天で大争闘が始まって
以来、サタンは自分の働きを欺瞞によって維持してきた。
そこでキリストは、サタンの計画をばくろし、その力をう
ち破るために働いてこられた。欺瞞者サタンに対抗された
お方、各時代にわたってサタンの手中からとりこを奪回す
るために努力してこられたお方、すべての魂にさばきをく
だされるお方、それはキリストである。
また神は、キリストが「人の子であるから、子にさばき

を行う権威をお与えになった」（ヨハネ5：27）。キリスト
は、人間のあらゆる苦悩と試みとを経験し、人の弱さと罪
とを理解されるので、また主はわれわれのためにサタンの
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試みに抵抗して勝利し、救うためにご自身の血を流された
魂を正しく、やさしくとり扱われるので、このゆえに、人
の子イエスは、さばきを行うように任命されているのであ
る。
しかしキリストの使命は、さばきではなくて救いであっ

た。「神が御子を世につかわされたのは、世をさばくた
めではなく、御子によって、この世が救われるためであ
る」（ヨハネ3：17）。そこでイエスは、サンヒドリンの前
で、「わたしの言葉を聞いて、わたしをつかわされたかた
を信じる者は、永遠の命を受け、またさばかれることがな
く、死から命に移っているのである」と言明された（ヨハ
ネ5：24）。
キリストは、聞いている人たちに、驚くに及ぼないと命

じておいて、彼らの前に将来の秘密をもっと広い視野から
お示しになった。「墓の中にいる者たちがみな神の子の声
を聞き、善をおこなった人々は、生命を受けるためによみ
がえり、悪をおこなった人々は、さばきを受けるためによ
みがえって、それぞれ出てくる時が来るであろう」とイエ
スは言われた（ヨハネ5：28、29）。
未来のいのちについてのこの保証は、イスラェルが長い

間待ち望んでいたもので、彼らはメシヤの来臨の時にそれ
を受けることを望んでいた。墓の暗黒を照すことのできる
唯一の光が彼らの上に輝いていた。しかし強情は盲目にす
る。イエスがラビの言い伝えを破り、彼らの権威を無視さ
れたので、彼らはイエスを信じようとしなかった。
その時、その場所、その機会、会衆の中にひろがってい

た緊張感などがみな一つになって、サンヒドリンの前にお
けるキリストのみことばを一層印象的にした。国家の最高
の宗教当局者たちは、自らイスラエルの回復者を名乗るイ
エスのいのちをねらっていた。安息日の律法を破ったとい
う告発に答えるために、安息日の主が地上の法廷に訴えら
れた。イエスが恐れるところなくご自身の使命を宣言され
ると、裁判官たちは驚きと怒りをこめてイエスを見た。だ
がイエスのことばに答えることができなかった。彼らはイ
エスを有罪とすることができなかった。イエスは、祭司た
ちとラビたちとがイエスに疑いをかけ、その働きに口を出
す権利を拒否された。彼らは、そのような権威をさずけら
れていなかった。彼らの主張は高慢心と尊大な心に根ざし
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ていた。イエスは彼らの告発している罪に服したり、彼ら
から問いただされたりすることを拒絶された。
イエスは、彼らが文句をつけている行為について、弁

解したり、どういう目的でそのようなことをしたかを説明
したりなさらず、役人たちに向き直って、被告から告発者
になられた。イエスは彼らの無慈悲な心と聖書についての
無知とを責められた。彼らは神からつかわされたお方をこ
ばんだのだから、神のみことばをこばんだことになるのだ
と、イエスは断言された「あなたがたは、聖書の中に永遠
の命があると思って調べているが、この聖書は、わたしに
ついてあかしをするものである」（ヨハネ5：39）。
旧約聖書は、歴史であろうと、律法であろうと、預言

であろうと、どのページにも、神のみ子の栄光が輝いて
いる。ユダヤ教の制度全体は、それが神の制度であるかぎ
り、福音のぎっしりつまった預言であった。キリストにつ[773]
いて、「預言者たちもみな. . . . . .あかしをしています」と言
われている（使徒行伝10：43）。アダムに与えられた約束
から、父祖の家系と律法の制度とを通じて、天の輝かしい
光はあがない主の足跡を明らかにした。預言者たちは、未
来の事がらが神秘的な行列をなして目の前を通りすぎたと
きに、ベツレヘムの星、きたるべきシロを見た。すべての
いけにえにキリストの死が示された。香煙の一筋一筋にキ
リストの義がのぼった。ヨベルのラッパが鳴るたびにキリ
ストのみ名がひびき渡った。至聖所のおそれ多い神秘の中
に、キリストの栄光がとどまっていた。
ユダヤ人は聖書を所有していて、みことばを外面的に

知ることだけで永遠のいのちが与えられると思っていた。
しかしイエスは、「神の御言（みことば）はあなたがた
のうちにとどまっていない」と言われた。彼らはみこと
ばの中のキリストをこばんだので、人となられたキリス
トをこばんだ。「あなたがたは、命を得るためにわたし
のもとにこようともしない」とイエスは言われた（ヨハ
ネ5：38、40）。
ユダヤ人の指導者たちは、メシヤの王国に関する預言

者たちの教えを学んでいたが、それは真理を知ろうとす
る真剣な願いからではなく、彼らの野心的な望みを支持す
る証拠をさがし出すのが目的だった。キリストが彼らの期
待に反する様子でこられた時、彼らは、キリストを受け入
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れようとしなかった。そして彼らは、自分自身を正当づけ
るために、キリストが欺瞞者であることを証拠だてようと
した。彼らがこの道にひとたび足を踏みいれた時、サタン
がキリストに対する彼らの敵対心を強めることは容易だっ
た。キリストの神性の証拠として受けとられるはずのこと
ばが、キリストに不利なように解釈された。こうして彼ら
は、神の真理を虚偽に変え、救い主が憐れみのみわざを通
して彼らに直接語りかけられるたびに、ますます頑強に光
に反抗した。
イエスは、「わたしは人からの誉を受けることはしな

い」と言われた（ヨハネ5：41）。イエスがお望みになった
のは、サンヒドリンの権力でもなければ、サンヒドリンか
ら認められることでもなかった。イエスがサンヒドリンか
ら是認されたとしても、イエスにとっては誉とならなかっ
た。イエスは天の神の誉と権威とをさずかっておられた。
イエスがお望みになれば、天使たちがやってきて尊敬をさ
さげ、天父はもう1度イエスの神性を証明されたであろう。
だがユダヤ人の指導者たち自身のために、また彼らが指導
している国民のために、イエスは、彼らがイエスの品性を
認め、イエスが彼らに与えるためにおいでになったその祝
福を彼らが受けることを望まれた。
「わたしは父の名によってきたのに、あなたがたは

わたしを受けいれない。もし、ほかの人が彼自身の名に
よって来るならば、その人を受けいれるであろう」（ヨハ
ネ5：43）。イエスは、神のみかたちをそなえ、神のみこ
とばを成就し、神のみ栄えを求め、神の権威によっておい
でになった。それでもイエスは、イスラエルの指導者たち
から受けいれられなかった。しかしほかの人たちがキリス
トの品性をよそおいながら、自分自身の意思に基づいて行
動し、自分自身の栄えを求めてやってくるなら、彼らは受
け入れられるであろう。それはなぜだろうか。自分自身の
栄えを求める者は、ほかの人たちのうちにある高慢心に訴
えるからである。このような訴えならば、ユダヤ人はこれ
に応ずることができるのである。偽りの教師は、ユダヤ人
の宿望や言い伝えを是認することによって、彼らの誇りに
へつらうので、彼らはそうしたにせ教師を受け入れるので
ある。だがキリストの教えは、彼らの考えに一致しなかっ
た。キリストの教えは、霊的で、自我を犠牲にすることを
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要求した。そのため彼らは、キリストの教えを受け入れよ
うとしなかった。彼らは、神を親しく知っていなかったの
で、キリストを通して語られる神のみ声は、彼らにとって
見知らぬ人の声であった。
「もし、あなたがたがモーセを信じたならば、わた

しをも信じたであろう。モーセは、わたしについて書い
たのである。しかし、モーセの書いたものを信じないな
らば、どうしてわたしの言葉を信じるだろうか」（ヨハ
ネ5：46、47）。モーセを通してイスラエルに語られたの
はキリストであった。もし彼らが偉大な指導者モーセを通[774]
して語られた神のみ声を聞いていたら、彼らはそれをキリ
ストの教えのうちに認めたのである。もし彼らがモーセを
信じていたら、彼らはモーセが書いたお方を信じたのであ
る。
イエスは、祭司たちとラビたちが、イエスのいのちをと

ろうと決心していることをご存じだった。それでもイエス
は、ご自分と天父との一致について、またご自分と世との
関係について、彼らにはっきり説明された。彼らはイエス
に対する自分たちの反対が言いわけの余地のないものであ
ることがわかったが、それでも彼らの激しい憎しみは消え
なかった。イエスの伝道には人を心服させる力が伴ってい
ることを目にした時、彼らは恐怖にとりつかれた。しかし
彼らはイエスの訴えに抵抗し、自らを暗やみの中にとじこ
めた。
彼らは、イエスの権威をくつがえすことに、またみこ

とばによって自らの罪をさとった多くの人々の尊敬と注
意とをイエスからひき離すことに大失敗した。役人たちで
さえ、イエスが彼らのとがを良心に感じさせられる時に、
深く罪を自覚していた。しかしこのことは、ますます彼ら
のイエスに対する敵意を増したにすぎなかった。彼らはイ
エスのいのちをとる決心をしていた。彼らは国中に使者を
送って、イエスは詐欺師だと民に警告した。スパイが送ら
れてイエスを見張り、イエスの言われたこと、されたこと
を報告した。とうとい救い主は、いまやまったく十字架の
影に立っておられた。
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本章はマタイ11：111、14：111、マルコ6：1728、ル
カ7：1928に基づく

バプテスマのヨハネは、キリストの王国について一番先
に告げ知らせたが、彼はまた苦難を受けることにおいても
最初であった。荒野の自由な空気と、彼のことばを熱心に
きいた大群衆から離れて、彼はいま獄舎の壁の中にとじこ
められていた。彼はヘロデ、アンテパスの城の中に囚人と
なっていた。ヨハネの伝道の大部分は、アンテパスの支配
下にあったヨルダンの東の領地でなされてきた。ヘロデ自
身ヨハネの説教をきいていた。放蕩な王は悔い改めを促す
叫びにふるえあがった。「それはヘロデが、ヨハネは正し
くて聖なる人であることを知って、彼を恐れ、彼に保護を
加え、またその教を聞いて非常に悩みながらも、なお喜ん
で聞いていたからである」（マルコ6：20）。ヨハネはヘロ
デに対して誠実にふるまい、彼が兄弟の妻ヘロデヤと不義
の結婚をしたことを公然と非難した。一時ヘロデは自分の
身をしばりつけている情欲の鎖をたち切ろうとかすかな努
力をした。しかしヘロデヤは彼を自分の網にますます強く
とらえ、ヨハネを投獄するようにそそのかすことによって
ヨハネに報復した。
ヨハネは活動的な仕事に日を送ってきた人だったので、

することもない、陰気な獄舎の生活が彼の心を重くした。
何の変化もなく1週また1週と過ぎて行くにつれて、落胆と
疑惑が彼の心にしのびこんだ。彼の弟子たちは彼を捨てな
かった。彼らは牢獄（ろうごく）に出入りすることをゆる
されていたので、イエスのみわざについて消息をつたえ、
人々がイエスのもとにおしかけていることをヨハネに話し
た。しかし彼らは、もしこの新しい教師がメシヤなら、な
ぜヨハネの釈放に努力しないのかと質問した。メシヤだっ
たら、自分の忠実な先駆者が自由とおそらく生命まで奪わ
れることをどうしてゆるすことができようか。

199
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こうした質問は効果がないわけではなかった。そうで
なければ決して起こらないような疑問がヨハネの前に持ち
出された。サタンは、この弟子たちのことばをきき、その
ことばが主の使者の魂を傷つけるのを見てよろこんだ。あ
あ、自分は親しい人の友であると考え、その人への忠誠心
をあらわすのに熱心な人たちが、かえってその人の最も危
険な敵となる場合がどんなに多いことだろう。どんなにし
ばしば彼らのことばはその人の信仰を強めないで、かえっ
て失望落胆させることだろう。
救い主の弟子たちと同じように、バプテスマのヨハネ[775]

は、キリストの王国の性質を理解していなかった。彼はイ
エスがダビデの位につかれるものと期待した。ところが、
時が過ぎても、救い主が王の権威を主張されないので、ヨ
ハネは困惑し、心配した。ヨハネは、主の前に道が備えら
れるためには、イザヤの預言が成就しなければならないと
民に宣言していた、すなわち、もろもろの山と丘とは低く
せられ、高低のある地は平らになり、険しい所は平地とさ
れねばならない（イザヤ40：4参照）。彼は人間の誇りと権
力という高い所が倒されるのを期待していた。彼はメシヤ
を、「箕（み）を手に持って、打ち場の麦をふるい分け、
麦は倉に納め、からは消えない火で焼き捨てる」お方とし
てさし示していた（マタイ3：12）。ヨハネは預言者エリ
ヤの霊と力とをもってイスラエルにあらわれたのであった
が、そのエリヤのように彼は、主が火によって答えられる
神としてご自身をあらわされるものと期待した。
バプテスマのヨハネは、その使命において、高いとこ

ろでも低いところでも、恐れるところなく不義を責める者
であった。彼はあえてヘロデ王に対面して率直に罪を責め
た。彼は自分が任命された働きをなしとげるためには、生
命を惜しまなかった。そしていま彼は、ユダ族の獅子（し
し）が圧制者の誇りを打ち倒し、貧しい者と泣き悲しむ者
とを救われるのを獄屋の中から期待した。だがイエスは、
まわりに弟子たちを集めることと、人々をいやしたり人々
に教えたりすることに満足しておられるようにみえた。
ローマのくびきが毎日イスラエルの上にますます重くのし
かかり、またヘロデ王とその邪悪な情婦は好き勝手にふる
まい、貧しい者たちと苦しむ者たちとの叫びが天にのぼっ
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ているのに、イエスは取税人たちの食卓で食べておられる
のだった。
荒野の預言者にとって、こうしたことがみなはかり知

ることのできないなぞに見えた。悪魔のささやきが彼の心
を苦しめ、非常な不安の影が彼にしのびよる時があった。
長い間待ち望んでいた救い主がまだ現われておられない
ということがあり得るだろうか。すると自分がこれまで叫
ばされたメッセージはどういうことなのだろうか。ヨハネ
は自分の使命の結果にひどく失望していた。彼は神からの
使命が、ヨシヤの時代やエズラの時代に律法が読まれた時
と同じような効果を生み、悔い改めて神に立ちかえる根強
い働きが伴うものと期待していた（歴代志下34章、ネヘミ
ヤ8、9章参照）。この使命の成功のために、彼は一生をさ
さげたのだった。それはむだだったのだろうか。
ヨハネは、彼自身の弟子たちが、彼に対する愛から、

イエスについて不信の念をいだいているのを見て、心を痛
めた。彼らのために働いたことは何の実も結ばなかったの
だろうか。彼がいまこうして働きから切り離されているの
は、使命に忠実でなかったためだろうか。もし約束された
救い主が現われて、ヨハネが召しに忠実であったことがわ
かったら、イエスはいま圧制者の権力を倒し、ご自分の先
駆者を解放しようとお思いにならないだろうか。
しかしバプテスマのヨハネは、キリストへの信仰を捨て

なかった。天から声がきこえ、はとがくだった思い出、イ
エスのけがれのない純潔さ、救い主の前に出た時ヨハネに
のぞんだ聖霊の力、聖書の預言のことばのあかし、一すべ
ては、ナザレのイエスが約束のお方であることをあかしし
ていた。
ヨハネは、自分の疑いや心配について友人たちと議論

しようとしなかった。彼は、イエスにメッセージを送って
質問しようと決心した。彼は、この役目を弟子たちのうち
の2人にまかせ、救い主を訪問することによって彼らの信
仰が強められ、兄弟たちに確信が与えられるようにと望ん
だ。また彼は、自分のためにキリストが直接に何か言って
くださるようにと心から望んだ。
弟子たちは、イエスのところへやってきて「『きた

るべきかた』はあなたなのですか。それとも、ほかにだ
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れかを待つべきでしょうか」とのことばを伝えた（マタ
イ11：3）。
バプテスマのヨハネが、イエスを指さして、「見よ、世

の罪を取り除く神の小羊」「それがわたしのあとにおいで
になる方であ」ると宣言してから、まだいくらも日はたっ[776]
ていなかった（ヨハネ1：29、27）。それなのにいま「『き
たるべきかた』はあなたなのですか」とたずねている。そ
れは人間の性質にとって、まことに苦い、失望させられる
経験であった。忠実な先駆者ヨハネが、キリストの使命を
認識しないなら、利己的な大衆に何を期待できようか。
救い主は、弟子たちの質問にすぐにはお答えにならな

かった。彼らがイエスの沈黙をあやしみながら立ってい
ると、病気の者や苦しんでいる者たちが、いやしてもらう
ために、イエスのところへやってきた。盲人たちは、手さ
ぐりで、群衆をわけて進んできた。あらゆる階級の病人た
ちが、ある者は自分で道を急ぎ、ある者は友だちにかつが
れて、熱心にイエスの前へおしかけてきた。偉大な医者イ
エスのみ声は、聞こえない人の耳をつらぬいた。イエスの
一言葉、み手のひとふれが、盲人の目を開いて、昼の光、
自然の景色、友人たちの顔、救い主のみ顔が見えた。イエ
スは、病気がなおるように命じ、熱を追い出された。イエ
スのみ声が死にかかっている者の耳にとどくと、彼らは、
健康と力を与えられて立ち上がった。悪鬼につかれて無能
力になっていた者たちが、イエスのみことばに従って、そ
の狂気がなおり、イエスを拝した。イエスは、人々の病気
をなおす一方では、彼らにお教えになった。ラビたちから
不潔なものとして避けられていた貧しい百姓や労働者たち
が、イエスのそばに集まり、イエスは、彼らに永遠のいの
ちのことばを語られた。
こうしてヨハネの弟子たちが、すべてのことを見たり

聞いたりしているうちに、1日が過ぎて行った。最後にイ
エスは、彼らをみもとに呼んで、あなたがたが見たまま
のことを、行ってヨハネに告げなさいと命じ、「わたしに
まずかない者は、さいわいである」とつけ加えられた（ル
カ7：23）。イエスの神性の証拠は、悩んでいる人間の必要
にそれが適用されることに見られた。イエスの栄光は、彼
がわれわれのいやしい身分にまで身をひくくされたことに
示された。
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弟子たちは、メッセージを伝えたが、それで十分だっ
た。ヨハネは、メシヤについて、「主なる神の霊がわたし
に臨んだ。これは主がわたしに油を注いで、貧しい者に福
音を宣べ伝えることをゆだね、わたしを1つかわして心のい
ためる者をいやし、捕われ人に放;免を告げ、縛られている
者に解放を告げ、主の恵みの年とわれわれの神の報復の日
とを告げさせ、また、すべての悲しむ者を慰め」と言われ
ている預言を思い浮べた（イザヤ61：1、2）。キリストの
みわざは、彼がメシヤであることを宣言しているばかりで
なく、彼の王国がどのような形で建てられるかを示した。
エリヤが荒野にいた時、「主の前に大きな強い風が吹き、
山を裂き、岩を砕いた。しかし主は風の中におられなかっ
た。風の後に地震があったが、地震の中にも主はおられな
かった。地震の後に火があったが、火の中にも主はおられ
なかった一」（列王記上19：11、12）。その火の後で、神
は、「細い声」で預言者にお語りになったが、これと同じ
真理がヨハネに示された。イエスは、武力の衝突や王位や
王国をくつがえしたりすることによってではなく、憐れみ
と自己犠牲の生活を通して人々の心に語ることによって、
その働きをされるのだった。
バプテスマのヨハネ自身の克己の生活の原則は、メシ

ヤの王国の原則であった。ヨハネは、そうしたことのす
べてが、イスラエルの指導者たちの原則や望みとまったく
異なったものであることを知っていた。ヨハネにとって、
キリストの神性についての有力な証拠となるものが、彼ら
には何の証拠にもならないのであった。彼らは約束されて
いないメシヤを求めていた。救い主の使命は、彼らの憎し
みと非難とを招くにすぎないことを、ヨハネは知った。ヨ
ハネは、先駆1者として、キリストが自ら最後の1滴まで飲
みほされなければならないさかずきから飲んでいたにすぎ
な1かった。
救い主が、「わたしにつまずかない者は、さいわいで

ある」と言われたことばは、ヨハネに対するやさしい韻で
あった（マタイ11：6）。それはヨハネにとってむだでは
なかった。いまヨハネは、キリストの使命の性質をもっと
はっきりさとったので、生きるにも死ぬにも、愛する働き
のために最もよく役立つように、神に献身した。
使者たちが去ったあとで、イエスは、ヨハネについて [777]
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人々にお語りになった。救い主の心は、いまヘロデの地下
牢の中で世にうずもれている忠実な証人への同情となって
そそがれた。イエスは、人々が神はヨハネを捨てられたの
だとか、ヨハネの信仰は試練の日にくじけたのだというよ
うな結論をくだすままにしてはおかれなかった。「あなた
がたは、何を見に荒野に出てきたのか。風に揺らぐ葦（あ
し）であるか」とイエスは言われた（ルカ7：24）。
ヨルダン川のほとりにはえていて、風のまにまにゆら

ぐ脊の高いあしは、バプテスマのヨハネの使命を批判し、
非難するラビたちをあらわすのにふさわしかった。彼ら
は民衆の世論という風であちらこちらへゆれた。彼らはへ
りくだってバプテスマのヨハネの鋭いことばを受け入れよ
うとはしなかったが、民衆を恐れたので、あえて彼の働き
に公然と反対しようとしなかった。しかし神の使者は、こ
んな臆病な精神ではなかった。キリストのまわりに集まっ
た群衆はヨハネの働きの証人だった。彼らはヨハネが恐れ
るところなく罪を責めるのを聞いた。自らを義とするパリ
サイ人にも、祭司のサドカイ人にも、ヘロデ王とその廷臣
にも、つかさたちや兵士たちにも、取税人や百姓にも、ヨ
ハネは、同じように率直に語った。彼は人の称賛や偏見と
いう風に動かされる揺れるあしではなかった。牢獄の中に
あっても、神に対する彼の忠誠心と義への熱意は、荒野で
神のみことばを説いていた時と同じにかわらなかった。主
義に対する彼の忠実さは岩のように固かった。
イエスはつづけて、「では、何を見に出てきたのか。

柔らかい着物をまとった人か。きらびやかに着かざって、
ぜいたくに暮している人々なら、宮殿にいる」と言われた
（ルカ7：25）。ヨハネは、当時の罪と不節制とを責めるた
めに召しを受けていて、彼の質素な衣服と克己の生活は、
その使命の性格に一致していた。はでな衣服とこの世のぜ
いたくは神のしもべの受けるべき分ではなく、それは「宮
殿」に住む人々、すなわちこの世の支配者たちの受ける
べき分で、世の権力と富とは彼らに属しているのである。
イエスは、ヨハネの着ているものと、祭司たちや役人たち
の着ているものとの相違に人々の注意を向けようと望まれ
た。こうした役人たちは、はでな衣服を着、高価な飾り物
を身につけていた。
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彼らは、見栄を好み、人々の目をくらませて、もっと高
い尊敬を受けようと望んでいた。彼らは、神に承認される
心の純潔さを獲得するよりも人間の称賛を受けることに熱
心だった。こうして彼らは、神に忠誠を尽くさないで、こ
の世の王国に忠誠を尽くしていることをあらわした。
イエスは言われた、「では、何を見に出てきたのか。預

言者か。そうだ、あなたがたに言うが、預言者以上の者で
ある。
『見よ、わたしは使をあなたの先につかわし、あなたの

前に、道を整えさせるであろう』
と書いてあるのは、この人のことである。あなたがた

に言っておく。女の産んだ者の中で、ヨハネより大きい人
物はいない」（ルカ7：2628）。ヨハネが生れる前に、天使
は、ザカリヤへのお告げの中で、「彼は主のみまえに大い
なる者となり」と言った（ルカ1：15）。天の神の評価で、
大いなるものとは何だろうか。世の人々が大いなるものと
みなしているもの、すなわち富や階級や名門や知的な才能
自体ではない。もし神を考慮に入れない知的な偉大さに尊
敬の価値があるとしたら、われわれの尊敬は、どんな人間
もくらべることのできない知力をもっているサタンに当然
ささげられる。だが自我に奉仕するために悪用される時、
知力は、その才能が大きければ大きいほど、一層大きなわ
ざわいとなる。神がとうとばれるのは道徳的価値である。
愛と純潔とは、神が最もとうとばれる特性である。ヨハネ
がサンヒドリンの使者たちの前で、人々の前で、自分の弟
子たちの前で、自分自身の誉を求めようとしないで、イエ
スを約束のお方としてすべての人にさし示した時、彼は、
イエスの目に大いなる者となった。キリストの働きにおけ
る彼の無我の喜びは、人間のうちにあらわされた最高級の
気高さをあらわしている。 [778]
イエスについてのヨハネのあかしを聞いた人々が、ヨハ

ネの死後、彼についてあかししたことばは、「ヨハネはな
んのしるしも行わなかったが、ヨハネがこのかたについて
言ったことは、皆ほんとうであった」ということばであっ
た（ヨハネ10：41）。エリヤのように、天から火を呼びお
ろしたり、死人をよみがえらせたり、モーセのように、
神のみ名によって権力の杖を使うことは、ヨハネにゆるさ
れなかった。彼は、救い主の来臨のさきぶれであり、その
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現われに対して備えるように民に呼びかけるためにつかわ
された。彼は、その使命を忠実に果たしたので、彼がイエ
スについて教えたことを人々が思い出した時に、彼らは、
「ヨハネがこのかたについて言ったことは、皆ほんとうで
あった」と言うことができた（ヨハネ10：41）。主の弟子
たちはみな、キリストについて、このようなあかしをたて
るために召されているのである。
メシヤの先駆者として、ヨハネは、「預言者以上の者」

であった（ルカ7：26）。なぜなら預言者たちは、キリス
トの来臨を遠くからながめただけであったが、ヨハネはキ
リストを見、キリストがメシヤであられることについて、
天からの証言を聞き、キリストを神からつかわされたお方
として、イスラエルに紹介することをゆるされたからであ
る。しかしイエスは、「神の国で最も小さい者も、彼より
は大きい」と言われた（ルカ7：28）。
預言者ヨハネは、2つの時代をつなぐ環（わ）であっ

た。神の代表者として、彼は、キリストの時代の律法と
預言者の関係を示していた。彼は小さな光で、そのあとに
は大きな光がつづくのであった。ヨハネが彼の民に光を放
つように、彼の心は聖霊に照されていた。しかしイエスの
教えと模範から出ている光ほど堕落した人類を明るく照す
光は、これまでほかになかったし、またこれからもない。
影としての犠牲制度に象徴されているキリストとその使命
は、かすかにしか理解されていなかった。ヨハネでさえ、
救い主を通して与えられる未来の永遠のいのちを十分に理
解していなかった。
ヨハネが自分の使命に感じていた喜びは別として、彼

の一生は悲しみの一生であった、彼の声は荒野よりほか
のところではめったにきかれなかった。彼は孤独な身分で
あった。彼は自分自身の働きの結果を見ることをゆるされ
なかった。キリストといっしょにいて、大きな光に伴う神
の力のあらわれを見る特権は彼になかった。盲人が見える
ようになり、病人がいやされ、死人がよみがえらせられる
のを、彼は見なかった。彼は、キリストのすべてのことば
を通して光が輝き、預言の約束が栄光に照されるのを見な
かった。キリストの大いなるみわざを見、キリストのみこ
とばを聞いた最も小さい弟子でさえ、この意味において、
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バプテスマのヨハネよりも大きな特権があった。したがっ
てヨハネよりも大きい者といわれているのである。
ヨハネの説教を聞いた多くの群衆によって、彼の評判は

国じゅうにひろがっていた。彼の投獄の結果について深い
関心がよせられていた。しかし非難すべき点のない彼の生
活と、彼に味方する民衆の強い感情から考えて、暴力手段
はとられないものと信じられていた。
ヘロデは、ヨハネを神の預言者と信じていたので、彼を

自由の身にする意志が十分あった。だが彼は、ヘロデヤを
恐れて、その意図を果たすことを遅らせた。
ヘロデヤは、公然たる手段では、ヨハネを殺すことに

ヘロデの同意を得ることができないことがわかっていたの
で、策略を用いてその目的を果たそうと決心した。王の誕
生日に、国の役人たちと宮廷の貴族たちのために宴会が催
されることになっていた。ごちそうを食べ、酒を飲むので
あった。ヘロデは、こうして油断し、彼女の意のままに動
かされるのであった。
その祝いの日になって、王が貴族たちと飲み食いしてい

ると、ヘロデヤは客への余興として踊りをおどらせるため
に娘を宴会場にやった。サロメは青春の盛りで、その肉感
的な美しさは酒に酔った貴族たちの官能をとりこにした。
こうした宴会の席に宮廷の婦人たちが現われるのは習慣
ではなかったが、このイスラエルの祭司たちと君たちの娘
が、客を楽しませるために踊った時、へつらいのお世辞が [779]
ヘロデによせられた。
王は酒のためにもうろうとなっていた。情欲が支配し、

理性が失われていた。彼の目には浮かれている客と、ご
ちそうのテーブルと、きらめく酒と、輝いているあかり
と、目の前で踊っている若い娘のいる享楽の広間しか見え
なかった。一瞬間向こう見ずな気持になった王は、自分の
領地の高官たちの前でいばれるような見せびらかしを何か
やってみたいと思った。彼は、ヘロデヤの娘に向かって、
願うものはどんなものでも、たとえ国の半分でもやろう
と、誓いをもって約束した。
サロメは何を願ったらよいかをきくために、母親のとこ

ろへ急いで行った。返事は用意されていた。それはバプテ
スマのヨハネの首であった。サロメは母親の心が復讐（ふ
くしゅう）に飢えているのを知らなかったので、この願い
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をもち出すことをためらった。だがヘロデヤの決心が勝っ
た。若い娘はひき返して、「今すぐに、バプテスマのヨハ
ネの首を盆にのせて、それをいただきとうございます」と
いう恐ろしい願いをだした（マルコ6：25）。
ヘロデはびっくりし、ろうばいした。飲めや歌えの騒

ぎはやみ、歓楽の場は不吉な沈黙に支配された。王は、ヨ
ハネの生命をとることを考えると、恐怖にうたれた。しか
し誓いのことばを出した以上、気まぐれや軽率に思われた
くなかった。誓いは客のためになされたのだから、もし客
の1人が約束を果たす必要はないと言ったら、彼は、よろこ
んで預言者のいのちを助けたであろう。ヘロデは、客たち
が囚人のために口をきく機会を与えた。彼らは、ヨハネの
説教を聞くために遠い道を行ったことがあった。そしてヨ
ハネが罪のない人間であり、神のしもべであることを知っ
ていた。彼らは、少女の要求に肝をつぶしたが、酔っぱ
らっていたので、抗議をさしはさむ者もなかった。天の使
者の生命を助けるために声をあげた者はなかった。この人
たちは国家の高い信任の地位を占め、重大な責任を負って
いたが、ごちそうと酒におぼれて、ついには感覚が麻痺し
ていた。彼らは音楽とダンスの目のくらむような光景に頭
がおかしくなり、良心は眠っていた。彼らは沈黙すること
によって、神の預言者に死の宣告をくだし、1人の恥知らず
な女の復讐心を満足させた。
ヘロデは、自分の誓いから解放されるのを待ったがむだ

だった。そこで彼はしぶしぶ預言者の処刑を命じた。すぐ
にヨハネの首が、王と客の前に持ってこられた。ヘロデに
罪の生活を離れるように忠実に警告した唇は永遠にとじら
れた。人々に悔い改めを呼びかけるその声は2度ときかれな
いのであった。一夜の歓楽は、最も偉大な預言者の1人の生
命を代価とした。
ああ、正義の守護者であるべき人々の飲酒によって、

何の罪もない人間の生命がどんなにしばしば犠牲にされた
ことだろう。酔わせるさかずきを唇にあてる者は、正気を
失わせる酒の力によって犯すかも知れないあらゆる不正に
対して責任がある。感覚を麻痺させることによって、彼は
冷静に判断することも、善悪のはっきりした識別力も持つ
こともできない。彼は、サタンが彼を通して罪のない者を
しいたげ、滅ぼすために働く道を開くのである。「酒は人



第22章ヨハネの投獄と死 209

をあざける者とし、濃い酒は人をあばれ者とする、これに
迷わされる者は無知である」（箴言20：1）。こうして「公
平はうしろに退けられ、. . . . . .悪を離れる者はかすめ奪われ
る」（イザヤ59：14、15）。同胞の生命の支配権を持って
いる人々は、飲酒に身をまかせる時に罪に問われる。法律
を執行する者はみな法律を守る者でなければならない。彼
らは自制のできる人間でなければならない。彼らは活発な
知力と高い正義感とを持つために、知的霊的肉体的な能力
を完全に統御する必要がある。
バプテスマのヨハネの首がヘロデヤのところへ持って

こられると、彼女は悪魔的な満足をもってそれを受け取っ
た。彼女はこの復讐を喜び、これでヘロデの良心はもう苦
しめられないとうぬぼれた。だが彼女の罪からは何の幸福
も生じなかった。彼女の悪名は高くなっていみきらわれ、
一方ヘロデは、預言者の警告に悩まされた時よりももっと
ひどい後悔に苦しめられた。ヨハネの教えの影響は沈黙さ [780]
せられなかった。それは世の終りにいたるまで、各時代に
わたってひろがるのであった。
ヘロデの罪は、いつも彼につきまとった。彼は罪を犯

した良心の責めからのがれようとたえず努力していた。ヨ
ハネについての彼の確信はゆるがなかった。ヨハネの自己
犠牲的な生活と、その厳粛で熱心な訴えと、健全な判断に
もとづく勧告とを思い浮べ、そして彼め死のいきさつを思
い出すと、ヘロデは心が安まらなかった。国務に従事し、
人々から尊敬を受ける時に、彼は笑顔と威厳のある態度と
を保っていたが、一方には、わざわいが自分の上にのぞん
でいるという心配で、いつも重い不安な心がかくされてい
た。
ヘロデは、神には何1つかくすことができないというヨ

ハネのことばに深い感銘を受けていた。神がどこにでも臨
在しておられること、宴会場の浮れ騒ぎをごらんになった
こと、ヨハネの首を切るようにとの命令を聞かれたこと、
ヘロデヤの狂喜と彼女を譴責した者の切られた首に彼女
があびせた侮辱をごらんになったことなどを、ヘロデはさ
とった。ヘロデが預言者ヨハネの口からきいていた多くの
ことが、いま荒野の説教の時よりもっとはっきり彼の良心
に語りかけた。
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ヘロデは、キリストのみわざについて聞いた時、非常
に心配した。彼は、神がヨハネを死人の中からよみがえ
らせ、罪を責めるために、もっと大きな力をもってつかわ
されたのだと思った。彼は、ヨハネが自分と自分の家に罪
の宣告をくだすことによって、彼の死刑に復讐するのでは
ないかとたえず心配していた。ヘロデは、神が罪の行為の
結果として宣言しておられる通りのものを自ら刈りとって
いた。すなわち「その国々の民のうちであなたは安きを得
ず、また足の裏を休める所も得られないであろう。主はそ
の所で、あなたの心をおののかせ、目を衰えさせ、精神を
打ちしおれさせられるであろう。あなたの命は細い糸にか
かっているようになり、夜昼恐れおののいて、その命もお
ぼつかなく思うであろう。あなたが心にいだく恐れと、目
に見るものによって、朝には『ああ夕であればよいのに』
と言い、夕には『ああ朝であればよいのに』と言うであろ
う」と宣告されている（申命記28：6567）。罪人自身の思
いが彼の告発者であって、やましい良心のとがめという針
ほど鋭い痛みはない。それは彼に夜も昼も休みを与えない
のである。
多くの人々の心にとって、バプテスマのヨハネの運命

は、深い神秘につつまれている。なぜヨハネは牢獄の中
で衰弱し、死ぬがままに放っておかれたのかと彼らは質問
する。われわれ人間の目では、この暗い摂理の神秘を見通
すことはできない。しかしヨハネはキリストと苦難を共に
したにすぎないのだということをおぼえている時、神に対
するわれわれの信頼は決して動揺させられることがない。
キリストに従う者はみな犠牲の冠をかぶるのである。彼ら
は、かならず利己的な人々から誤解され、サタンの激しい
攻撃のまととなる。サタンの王国は、この自己犠牲の原則
を滅ぼすために建てられているのであって、彼はどこでも
この原則があらわされると戦うのである。
ヨハネの子供時代にも、青年時代にも、おとなになって

からも、堅固な志操と道徳的な力とが特に目立っていた。
「主の道を備えよ。その道筋をまっすぐにせよ」と叫ぶヨ
ハネの声が荒野に聞こえた時、サタンは自分の王国の安全
を心配した（マタイ3：3）。罪の深さが、人々がふるえあ
がるような調子でばくろされた。サタンの支配下にあった
多くの人々に対する彼の権力はうち破られた。サタンは、
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バプテスマのヨハネを、神に対する完全な献身の生活から
ひき離そうと根気よく努力したが、失敗だった。サタンは
またイエスにうち勝つことにも失敗した。荒野の試みで、
サタンは敗北したので、その怒りは大きかった。いま彼
は、ヨハネを打つことによってキリストに悲しみを与えよ
うと決心した。彼は、自分が罪にひき入れることのできな
かったお方を苦しめようと思ったのである。
イエスはご自分のしもべを救い出すために手をお出しに

ならなかった。イエスはヨハネが試練に耐えることをご存
じだった。救い主は、よろこんでヨハネのもとに行き、ご
自分がそこにおられることによって暗い牢獄を明るくしよ
うと思われたことだろう。だがイエスは、ご自分を敵の手 [781]
に渡して、その使命を危険にさらすようなことをなさらな
かった。イエスはよろこんでご自分の忠実なしもべをお救
いになりたかった。だが後年牢獄から死へ移らねばならな
い幾千の人々のために、ヨハネは、殉教のさかずきを飲む
のであった。
イエスに従う者たちが、神と人とに捨てられたように見

えながら1人さびしく獄舎の中で弱りはてたり、剣やごうも
んや火あぶりの刑で殺されたりする時、キリストご自身が
その忠実さについてあかしされたバプテスマのヨハネが同
じ経験を味わったことを思って、彼らの心は、どんなにか
ささえられることだろう。
サタンは、神の使者の地上生活を中断することをゆる

された。だがこの滅ぼす者も、「キリストと共に神のうち
に隠されている」生命には手をつけることができなかった
（コロサイ3：3）。サタンは、キリストに悲しみを与えた
ことに狂喜したが、ヨハネを征服することに失敗した。死
そのものはヨハネを永遠に誘惑の力のとどかないところに
やってしまったにすぎなかった。この戦いで、サタンは自
分自身の性格をばくろしていた。宇宙の目の前で、彼は神
と人とに対する敵意をはっきりあらわした。
ヨハネに奇跡的な救助は与えられなかったが、彼は捨て

られなかった。彼は、いつも天からの天使たちを友とし、
天使たちがキリストについての預言と聖書のとうとい約
束を彼の目の前に開いた。それが彼の心のささえとなり、
それはまたその後の時代の神の民の心のささえとなるので
あった。バプテスマのヨハネに、その後につづく者たちと
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同じように、「見よ、わたしは世の終りまで、いつもあな
たがたと共にいるのである」との保証が与えられた（マタ
イ28：20）。
もし神の子らが始めから終りを見通すことができ、神の

共労者として自分の果たしている栄光ある目的をみとめる
ことができたら、彼らは、神がみちびかれる以外の道を決
して選ばないであろう。天に移されたエノクも、火の車で
天へのぼったエリヤも、ただ1人牢獄の中で殺されたバプ
テスマのヨハネより偉大であったのでもなければ、彼より
とうとばれたのでもない。「あなたがたはキリストのため
に、ただ彼を信じることだけではなく、彼のために苦しむ
ことをも賜わっている」（ビリピ1：29）。天が人に与える
ことのできるすべての賜物の中で、キリストと共にその苦
難にあずかることは、最も重い信任であり、最高の栄誉で
ある。



第第第23章章章「「「神神神ののの国国国ははは近近近づづづいいいたたた」」」

「イエスはガリラヤに行き、神の福音を宣べ伝えて言わ
れた、『時は満ちた、神の国は近づいた。悔い改めて福音
を信ぜよ』」（マルコ1：14、15）。
メシヤの来臨は最初にユダヤで発表された。エルサレム

の宮で、先駆者の誕生が、祭壇の前で奉仕していたザカリ
ヤに予告された。ベツレヘムの丘の上で、天使たちがイエ
スの誕生をふれ知らせた。エルサレムへは博士たちがメシ
ヤをさがしにきた。宮の中で、シメオンとアンナが、イエ
スが神のみ子であることをあかしした。「エルサレムとユ
ダヤ全国」は、バプテスマのヨハネの説教を聞いた。サン
ヒドリンの代表者たちは、群衆といっしょに、イエスにつ
いてのヨハネのあかしを聞いた。ユダヤで、キリストは、
最初の弟子たちを受け入れられた。イエスの公生涯の初め
の大部分は、ここで送られた。宮のきよめにあらわれた神
性のひらめき、いやしの奇跡、その口から出た天来の真理
の教え、そうしたことのすべては、ベテスダでのいやしの
のちに、イエスがサンヒドリンの前で宣言されたこと、す
なわちイエスが永遠の神のみ子であることを告げていた。
もしイスラエルの指導者たちが、キリストを受け入れて

いたら、イエスは、世に福音を伝える使者となる栄誉を彼
らにお与えになったのである。神の国と恩恵とを告げ知ら
せる者となる機会は、最初に彼らに与えられた。しかしイ
スラエルはおとずれの時を知らなかった。ユダヤ人の指導
者たちのねたみと不信は、公然たる憎悪心へ発展し、民の [782]
心はイエスから離れた。
サンヒドリンは、キリストの使命を拒否し、イエスの死

刑を決めていた。そこでイエスは、エルサレムから、祭司
たちから、宮から、宗教界の指導者たちから、また律法に
よって教育された民から離れて、使命を宣伝するためと、
万国の民に福音を伝える者たちを集めるために、他の階級
に向かわれた。

213
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キリストの時代に人類の光と生命が、教会当局によって
拒否されたように、それはつづく各時代においても拒否さ
れた。キリストがユダヤからしりぞかれた歴史は、幾度も
くりかえされた。宗教改革者たちが神のみことばを説いた
時、彼らは、国教会から分離する考えはなかった。しかし
宗教界の指導者たちが、光に対して寛容な態度を示そうと
しなかったので、光を持った人たちは、真理にあこがれて
いる他の階級の人たちをさがさねばならなかった。今日宗
教改革者たちに従う者であることを自称している人々の中
には、彼らの精神に生きている者が少ない。神のみ声をも
とめて耳をかたむけ、真理がどんな形で示されようと、そ
れを受け入れる用意のできている人は少ない。宗教改革者
たちの足跡に従う者たちは、神のみことばのはっきりした
教えを宣言するために、愛する教会から離れなければなら
ない場合がたびたびある。また光を求めている人たちは、
神に服従するために、この同じ教えによってやむなく父祖
たちの教会から離れなければならないことが幾度もある。
ガリラヤの人たちは、エルサレムのラビたちから、無

作法で、無教育だといって軽蔑されたが、救い主にとっ
ては、はるかに有望な働き場であった。彼らは、ラビたち
よりも熱心で、誠実で、頑迷さに支配されていなかった。
彼らの心は、真理を受け入れるのにもっと広く開かれて
いた。イエスがガリラヤに行かれたのは、世間から離れた
り、1人でいたりするためではなかった。当時この地方は、
人口の多い土地で、ユダヤよりもずっと多くの他国人がま
ざっていた。
イエスが教えたり病人をいやしたりしながらガリラヤ

を旅行されると、町や村から、群衆がみもとに集まって
きた。ユダヤや隣接の地方からさえ多くの人々がやって
きた。たびたびイエスは、人々から身をかくされねばなら
なかった。民の熱心が高まってきたので、ローマ当局に反
乱の不安を感じさせないように用心する必要があった。こ
の世界にとって、このような時代はこれまでかつてなかっ
た。天の神が、人々のもとにくだられたのである。イスラ
エルの救いを長い間待って、飢えかわいていた魂は、いま
恵み深い救い主の恩恵のふるまいにあずかった。
キリストの説教の主旨は、「時は満ちた、神の国は

近づいた。悔い改めて福音を信ぜよ」であった（マル
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コ1：15）。このように、救い主ご自身によって与えられ
た福音の使命は、預言に基づいていた。イエスが「時は
満ちた」と宣言されたその「時」は、天使ガブリエルに
よってダニエルに知らされた期間のことであった。「あ
なたの民と、あなたの聖なる町については、70週が定め
られています。これはとがを終らせ、罪に終りを告げ、
不義をあがない、永遠の義をもたらし、幻と預言者を封
じ、いと聖なる者に油を注ぐためです」と天使は言った
（ダニエル9：24）。預言の1日は1年を表わしている（民
数記14：34、エゼキエル4：6参照）。70週すなわち490日
は、490年を表わす。この期間の起算点が与えられている。
「エルサレムを建て直せという命令が出てから、メシヤ
なるひとりの君が来るまで、7週と62週あることを知り、
かつ悟りなさい」つまり69週、すなわち483年である（ダ
ニエル9：25）。エルサレム再建の命令は、アルタシャス
タ・ロンギマナスの布告によって完結されたが、それは紀
元前457年の秋に発効した（エズラ6：14、7：1・英訳聖書
注、9参照）。この時からかぞえて、483年は、紀元27年に
当る。預言によれば、この期間は、あぶらそそがれたお方
メシヤに及ぶことになっていた。紀元27年に、イエスは、
バプテスマの時、聖霊のあぶらを受け、その後すぐに公
生涯にお入りになった。その時、「時は満ちた」とのメッ
セーシが宣伝されたのであった。
それから天使は、「彼は1週の間（7年間）多くの者と、

堅く契約を結ぶでしょう」と言った（ダニエル 9：27）。 [783]
救い主が公生涯にお入りになってから7年の間、福音は、特
にユダヤ人に伝えられるのであった。すなわち3年半はキリ
ストご自身によって、その後は使徒たちによって、福音が
伝えられるのであった。「彼はその週の半ばに、犠牲と供
え物とを廃するでしょう」（ダニェル9：27）。紀元31年の
春、まことのいけにえであられるキリストは、カルバリー
でささげられた。その時神殿の幕が真っ二つに裂けて、犠
牲制度の神聖さと意義とが失われたことを示した。地上の
いけにえと供え物とが廃される時がきたのであった。

1週—7年—は紀元34年に終った。その時、ユダヤ人は、
ステパノを石で打ち殺したことによって福音の拒否を決定
的なものにした。迫害されたために国外に離散した弟子た
ちは、「御言を宣べ伝えながら、めぐり歩いた」（使徒行
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伝8：4）。それからまもなく、迫害者サウロが改心して、
異邦人への使徒パウロとなった。
キリストの来臨、キリストが聖霊によってあぶらをそ

そがれること、キリストの死、異邦人に福音が伝えられ
ることなどについて、その時期がはっきり示されていた。
こうした預言をさとり、それがイエスの使命の中に成就さ
れているのを認めることは、ユダヤ民族の特権であった。
キリストは弟子たちに、預言の研究が重要であることを
強調された。イエスは、彼らの時代についてダニエルに与
えられた預言にふれ、「読者よ、悟れ」と言われた（マタ
イ24：15）。復活後キリストは、「聖書全体にわたり、ご
自身についてしるしてある事どもを」弟子たちに説明され
た（ルカ24：1η）。救い主は、すべての預言者たちを通し
てお語りになっていた。「彼ら. . . . . .のうちにいますキリス
トの霊が、キリストの苦難とそれに続く栄光とを、あらか
じめあかしした」のであった（ペテロ1：11）。
ダニエルのところへ神からのみことばをもってきたの

は、神のみ子に次ぐ位にある天使ガブリエルであった。
愛するヨハネに将来のことを示すために、キリストから
つかわされたのも、「彼の天使」ガブリエルであった。そ
してこの預言のことばを朗読し、聞き、そこに書かれてい
ることを守る者に、祝福が宣告されている（黙示録1：3参
照）。
「まことに主なる神はそのしもべである預言者にその

隠れた事を示さないでは、何事をもなされない」「隠れた
事はわれわれの神、主に属する」が、「表わされたことは
長くわれわれとわれわれの子孫に属」するのである（アモ
ス3：7、申命記29：29）。神はこれらのことをわれわれに
お与えになっており、神の祝福は、預言の書を祈りのうち
に、敬虔な思いで研究する者に伴うのである。
キリスト初臨の使命が、キリストの恩恵の王国を宣言

したように、キリスト再臨の使命は、キリストの栄光の
王国を宣言している。そして第二の使命は、第一の使命
と同じに、預言に基づいている。末の世についてダニエル
に言われた天使のことばは、終わりの時に理解されるので
あった。その時になると、「多くの者は、あちこちと探り
調べ、そして知識が増すでしょう」「悪い者は悪い事をお
こない、ひとりも悟ることはないが、賢い者は悟るでしょ
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う」と言われている（ダニエル12：4、10）。救い主は、自
ら来臨のしるしをお与えになって、こう言っておられる。
「このようにあなたがたも、これらの事が起るのを見たな
ら、神の国が近いのだとさとりなさい」「あなたがたが放
縦や、泥酔や、世の煩いのために心が鈍っているうちに、
思いがけないとき、その日がわなのようにあなたがたを捕
らえることがないように、よく注意していなさい」「これ
らの起ろうとしているすべての事からのがれて、人の子の
前に立つことができるように、絶えず目をさまして祈って
いなさい」（ルカ21：31、34、36）。
われわれは、これらの聖句に予告されている時期に達し

た。終わりの時は来、預言者たちのまぼろしは解明され、
彼らの厳粛な警告は、主が栄光のうちにこられるのが迫っ
ていることを、われわれにさし示している。
ユダヤ人は、神のみことばの解釈とその適用とを誤り、

彼らはおとずれの時がわからなかった。キリストと使徒た
ちとによる伝道の幾年間、——選民にとって恩恵のとうと
い最後の幾年間を——彼らは、主の使者たちを殺す計画の [784]
うちにすごした。彼らは、この世の野望に熱中していたの
で、彼らに霊的王国が提供されてもむだだった。同じよう
に今日も、人々の思いは、この世の王国のことに奪われ、
彼らは急速に成就しつつある預言と、すみやかにやってく
る神の王国のしるしとについて何の注意も払っていない。
「しかし兄弟たちよ。あなたがたは暗やみの中にいない

のだから、その日が、盗人のようにあなたがたを不意に襲
うことはないであろう。あなたがたはみな光の子であり、
昼の子なのである。わたしたちは、夜の者でもやみの者で
もない」（テサロニケ5：4、5）：主の再臨の時日を知るこ
とはできないが、その日が近いことはわかる。「だから、
ほかの人々のように眠っていないで、目をさまして慎んで
いよう」（テサロニケ5：6）。



第第第24章章章「「「こここののの人人人ははは大大大工工工ののの子子子ででではははななないいいかかか」」」

本章はルカ4：1630に基づく

ガリラヤでのキリストの公生涯の明るい日々に、ひとす
じの影がさした。ナザレの人々が、キリストをこばんだの
である。「この人は大工の子ではないか」と彼らは言った
（マタイ13：55）。
イエスは、子供の時にも青年時代にも、ご自分の兄弟た

ちといっしょに、ナザレの会堂で礼拝された。公生涯が始
まってから、イエスは、ナザレの人々から離れておられた
が、彼らは、イエスの身に起こった出来事について知らな
かったわけではなかった。イエスがふたたび彼らの中に姿
を現された時、彼らの興味と期待とは最高潮に達した。そ
こにはイエスが幼児の時から知っておられる親しい姿や顔
がみられた。そこにはイエスの母や兄弟たちや姉妹たちが
いた。イエスが安息日に会堂にはいって行かれて、礼拝者
たちの中に座を占められると、すべての人々の目が、彼に
向けられた。
その日のきまった礼拝に、長老は、預言者の書を読み、

栄光ある統治をもたらし、一切の圧制をとり除いて下さ
るきたるべきお方を依然として待望するようにと、民に
すすめた。長老は、メシヤの来臨が近いという証拠をく
りかえして述べ、聴衆を励まそうとつとめた。彼は、キ
リスト来臨の栄光を説き、キリストがイスラエルを救うた
めに軍の首長としておいでになるという思想を強調した。
ラビが会堂に出席している時には、そのラビが説教をす
ることになっており、またイスラエルの人ならだれでも、
預言者の書を朗読してよかった。この安息日に、イエスは
礼拝の役割をたのまれた。彼は、「聖書を朗読しようとし
て立たれた。すると預言者イザヤの書が手渡された」（ル
カ4：16、17）。イエスの読まれた聖句は、メシヤについて
言われたことばとして知られているものであった。
「『主の御霊がわたしに宿っている。

218
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貧しい人々に福音を宣べ伝えさせるために、
わたしを聖別してくださったからである。
主はわたしをつかわして、
囚人が解放され、盲人の目が開かれることを告げ
知らせ、
打ちひしがれている者に自由を得させ、
主のめぐみの年を告げ知らせるのである』
イエスは聖書を巻いて係りの者に返し、席に着か

れると、会堂にいるみんなあ者の目がイエスに注がれ
た。. . . . . .彼らはみなイエスをほめ、またその口から出て
くるめぐみの言葉に感嘆し」た（ルカ4：1822）。
イエスは、ご自身についての預言の生きた解説者とし

て、人々の前にお立ちになった。イエスはいま読まれた
ことばを説明するにあたって、メシヤはしいたげられる者
を救う者、とりこを解放する者、苦しんでいる者をいやす
者、盲人に視力を回復する者、世に真理の光をあらわす者
であるとお語りになった。イエスの印象的な態度と、その [785]
みことばのすばらしい意味とは、聴衆がこれまでかつて感
じたことのなかった力をもって、彼らを感動させた。神の
力の波があらゆる障壁をうちこわした。モーセのように、
彼らは目に見えないお方を見た。彼らは、心が聖霊に動か
されるままに、熱烈なアーメンと賛美とをもって主に答え
た。
しかしイエスが、「この聖句は、あなたがたが耳にし

たこの日に成就した」と宣言されたとき、彼らは急にわれ
に返って、自分たちのことと、いままで語りかけておられ
たイエスの主張とについて考えた（ルカ4：21）。アブラハ
ムの子であるイスラエル人が、とりこの状態にある者とし
て、表された。彼らは悪の力から救い出されなければなら
ない囚人、くらやみの中にあって真理の光を要している者
として、話しかけられた。
彼らの誇りは傷つけられ、不安が生じた。イエスのみこ

とばは、イスラエル人のためのイエスの働きが、彼らの望
んでいたものとはまったく異なったものであることを示し
た。彼らの行為はあまりにもきびしく調べられるかも知れ
なかった。彼らは、外面的な儀式を厳格に守っていたにも
かかわらず、はっきりした鋭い目によって吟味されること
をしりごみした。
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このイエスは何者だと、彼らはたずねた。メシヤの栄
光をご自分のものとして主張されたこのお方は、大工の息
子で、父親のヨセフといっしょに、大工仕事をしておられ
た。人々は、イエスが骨折って丘をのぼりくだられたのを
見、イエスの兄弟姉妹たちと知り合いであり、イエスの生
活と労働とを知っていた。彼らは、イエスが子供から青年
へ、青年からおとなへと成長されるのを見てきた。イエス
の生活にけがれはなかったが、彼らはイエスが約束のお方
であることを信じようとしなかった。
新しい王国についてのイエスの教えと、長老からきいた

話とには何という相違があることだろう。イエスは、彼ら
をローマ人から救い出すことについてはひとことも言われ
なかった。彼らは、イエスの奇跡について聞き、その力が
彼らの利益のために用いられるように望んでいたが、その
ような目的に用いられる気配はみられなかった。
彼らは、疑いに対してとびらを開いたので、彼らの心を

さしあたってやわらげることはますます困難になった。サ
タンは、盲人の目がその日に開かれたり、とりこになって
いる魂が自由になったりするようなことはさせないと決心
していた。彼は非常な努力をもって、人々を不信の中につ
ないでおくために働いた。彼らは、自分たちに話しかけら
れたのが救い主であるという確信に動かされていたのに、
すでに与えられたしるしを重視しようとしなかった。
しかしイエスは、いま彼らの心の奥底の秘密をばくろす

ることによって、ご自身の神性の証拠を彼らに示された。
「そこで彼らに言われた、『あなたがたは、きっと「医
者よ、自分自身をいやせ」ということわざを引いて、カペ
ナウムで行われたと聞いていた事を、あなたの郷里のこの
地でもしてくれ、と言うであろう』。それから言われた、
『よく言っておく。預言者は、自分の郷里では歓迎されな
いものである。よく聞いておきなさい。
エリヤの時代に、3年6か月にわたって天が閉じ、イス

ラエル全土に大ききんがあった際、そこには多くのやもめ
がいたのに、エリヤはそのうちのだれにもつかわされない
で、ただシドンのサレプタにいるひとりのやもめにだけつ
かわされた。また預言者エリシャの時代に、イスラエルに
は多くのハンセン病人がいたのに、そのうちのひとりもき
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よめられないで、ただシリヤのナアマンだけがきよめられ
た』」（ルカ4：2327）。
預言者たちの生涯の出来事をこのようにのべることに

よって、イエスは、聴衆の疑問に応じられた。神が特別な
働きのためにお選びになったしもべたちは、心のかたくな
な、不信な民のために働くことをゆるされなかった。しか
し感ずる心と信ずる信仰とを持った者たちは、預言者たち
を通しての神の力の証拠によって特別に恵まれた。エリヤ
の時代に、イスラエルは神から離れた。彼らは、罪から離
れず主の使者たちを通して与えられるみたまの警告をこば
んだ。こうして彼らは、神の祝福が与えられる通路を自ら
たちきった。主は、イスラエルの家々をみすごして、選民
に属していない1人の婦人のいる異教の地をご自分のしもべ [786]
の避難所とされた。この女は、受けた光に従い、神がご自
分の預言者を通して送られたもっと大きな光に心を開いて
いたために恵まれた。
エリシャの時代に、イスラエルのハンセン病人たちがみ

すごされたのも同じ理由からであった。しかし異教国の貴
族ナアマンは、正義の信念に忠実であって、助けが非常に
必要であることを感じていた。彼は、神の恩恵の賜物を受
ける状態にあった。彼は、その病からきよめられたばかり
でなく、真の神を知る特権に恵まれた。
神の前におけるわれわれの立場は、われわれが受けた光

の量によってきまるのではなくて、われわれが持っている
ものをどう用いるかによって決まるのである。だからたと
え異教徒であっても、認めることができるかぎり正しいこ
とをえらぶ時、彼らは、大きな光を与えられて、神に仕え
ると公言しながらその光を軽視し、その日常生活が告白と
矛盾しているような人たちよりも、好ましい状態にあるの
である。
会堂の聴衆に対するイエスのみことばは、おのれを義

とする彼らの思いをうちくだき、彼らが神から離れ、神の
民としての資格を失っているという苦々しい事実を、彼ら
の心にきざみつけた。彼らの真の状態が目の前に示された
時、すべてのことばが刀のように切れた。彼らは、イエス
が最初彼らのうちに起こされた信仰を、こんどはあざけっ
た。彼らは、貧乏といやしい身分の出であるお方を普通の
人間以上のお方として認めようとしなかった。
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彼らの不信は、悪意をはらんだ。サタンが彼らを支配し
た。彼らは怒って、救い主に反対の声をあげた。いやし、
回復することを使命としておられるお方から、彼らは離れ
てしまった。そしていま彼らは、滅ぼす者であるサタンの
特性をあらわした。
イエスが、異邦人に祝福が与えられることについて言

われると、聴衆の激しい国民的な誇りが呼びさまされ、イ
エスのみことばは、騒然たる声にかき消された。この人々
は、律法を守っていることを誇っていた。しかしいま彼
らの偏見が傷つけられると、彼らは、いまにも殺人を犯そ
うとした。集会は中止され、人々は、イエスに手をかけて
会堂から突き出し、町の外へつれ出した。みな何とかして
イエスを殺そうとしているようにみえた。彼らはイエスを
まっさかさまに突き落すつもりで、絶壁のいただきに追い
たてた。叫び声とのろいの声が大気を満たした。イエスに
石を投げつけている者もあった。そのとき突然イエスの姿
が、彼らの中から消えた。会堂の中でイエスのそばにいた
天の使者たちは、この狂気した群衆のまん中にあっても、
イエスとともにいた。彼らはイエスを敵からおおいかく
し、安全な場所へ案内した。
同じように天使たちは、ロトを保護して、ソドムのまん

中から無事につれだした。また、同じように天使たちは、
山の小さな町で、エリシャを守った。まわりの山々がシリ
ヤ王の軍馬と戦車と兵士の大軍でいっぱいになった時、エ
リシャは、近くの山々の斜面が神の軍勢、——主のしもべ
をとりまいている火の軍馬と戦車でおおわれているのを見
た。
このように、どの時代にも、天使たちは、キリストに忠

実に従う人たちの近くにいた。勝利したいと望むすべての
人に対して、おびただしい悪の同盟軍が勢ぞろいするが、
キリストは、目に見えないもの、すなわち神を愛するすべ
ての人を救うためにそのまわりに天の軍勢が陣を張ってい
るのを見させたいとお思いになる。天使たちの守りによっ
て、われわれがどんなに目に見える危険や目に見えない危
険から守られたかということは、永遠の光のうちに神の摂
理が明らかにされる時まで、決してわからない。その時に
なってわれわれは、天の全家族が地上の家族に関心をもっ
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ていたこと、また神のみ座からの使者たちが、日々われわ
れの歩みにつきそっていたことを知るのである。
イエスが会堂で預言者の書から読まれた時、彼は、メ

シヤの働きについて描写されている最後のことばをお読み
にならなかった。イエスは、「主の恵みの年. . . . . .を告げ
させ」と読まれて、「われわれの神の報復の日」というこ
とばを省略された（イザヤ61：2）。この預言のあとの部
分は、初めの部分と同じに、事実なのである。イエスは沈
黙することによって、この事実を否定されたのではなかっ [787]
た。この最後のことばは、聴衆がよろこんで強調し、その
成就を望んでいることばだった。彼らは、異教徒に刑罰を
宣言したが、彼ら自身の不義がほかの人たちの不義よりも
もっと大きいことを認めていなかった。彼らは、異教徒に
憐れみをかけることをこばみがちであったが、その彼ら自
身が最も深い憐れみを必要としていた。イエスが会堂で彼
らの中にお立ちになったその日は、彼らが天の神の呼びか
けを受け入れる機会だった。「神はいつくしみを喜ばれる
ので、」彼らが罪のために招きつつあった破滅から、彼ら
をよろこんでお救いになったであろう（ミカ7：18）。
もう1度悔い改めを促さないうちは、イエスは、彼らを

あきらめることがおできにならなかった。ガリラヤでの
公生涯の終わりごろ、イエスは、子供時代のふるさとをも
う1度おたずねになった。ガリラヤで拒否されて以来、イエ
スの説教と奇跡についての評判は、国中にゆきわたってい
た。
イエスが人間の力以上のものを持っておられることを、

いまはだれも、否定することができなかった。ナザレの
人たちは、イエスがよい働きをしながら、また悪魔に押さ
えつけられている人々をことごとくいやしながら、巡回さ
れたことを知っていた。彼らの周囲には、村中どこの家に
も病人のうめき声のない村々があった。イエスがそれらの
村々を通りすぎて、病気を全部なおしてくださったからで
ある。イエスの生活の一つ一つの行為にあらわされた憐れ
みは、イエスが神からあぶらをそそがれたお方であること
を証明した。
ナザレ人は、もう1度イエスのみことばを聞いて、神の

みたまに動かされた。しかしいまになってもなお彼らは、
自分たちの間で育たれたこの人が、自分たちとはちがっ
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たお方であり、自分たちよりもすぐれたお方であること
を、認めようとしなかった。イエスが、ご自分は約束の
メシヤであると主張しながら、実際にはイスラエルの立場
を拒否されたことについて、すなわちイスラエルが異教の
男女よりも神の恩恵を受ける価値がないことを示されたこ
とについて、にがにがしい記憶がまだ彼らの心を苦しめて
いた。だから彼らは、「この人は、この知恵とこれらの力
あるわざとを、どこで習ってきたのか」とたずねても、イ
エスを、神からつかわされたキリストとして受け入れよう
とはしなかった（マタイ13：54）。彼らが不信仰だったた
めに、救い主は、彼らの中で多くの奇跡を行うことがおで
きにならなかった。イエスの祝福に心を開いていたのは、
少数の人々にすぎなかったので、イエスはしぶしぶ立ち去
り、ふたたびもどられなかった。
不信の念が1度いだかれると、それはいつまでもナザレ

の人々を支配した。それはまたサンヒドリンと国民とを支
配した。祭司たちと民にとって、聖霊の力のあらわれに対
する最初の拒否は、破滅のはじまりであった。自分たちの
最初の抵抗が正しかったことを証明するために、彼らはそ
の後もずっとキリストのみことばのあら探しをつづけた。
彼らがみたまをこばんだことは、カルバリーの十字架か
らエルサレムの滅亡となり、さらに天の風に吹かれるまま
に、国民の離散となってその頂点に達した。
ああ、キリストはどんなにかイスラエルに真理のとう

とい宝を開いてみせようと熱望されたことだろう。しか
し彼らの霊的盲目はひどかったので、キリストの王国に
ついての真理を彼らに示すことは、不可能だった。天の
神の真理が彼らに受け入れられるのを待っているのに、彼
らは、自分たちの教義と無益な儀式とを固守した。いのち
のパンが彼らの手の届くところにあるのに、彼らは、もみ
がらやいなごまめに金銭を費やした。なぜ彼らは、神のみ
ことばを開いて、自分たちがまちがっていないかどうかを
知るために熱心に調べなかったのであろうか。旧約聖書に
は、キリストの公生涯について、こまかい点まではっきり
書かれており、イエスは何度も何度も預言者たちの書から
引用して、「この聖句は、あなたがたが耳にしたこの日に
成就した」と宣告された（ルカ4：21）。もし彼らが正直
に聖書を調べ、自分たちの理論を神のみことばに照してい
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たら、イエスは、彼らのかたくなな心にお泣きになる必要
はなかったのである。「見よ、おまえたちの家は見捨てら
れてしまう」と宣言され る必要はなかったのである（ル [788]
カ13：35）。彼らは、イエスがメシヤであられる証拠を知
り、また彼らの誇りとしていた都、エルサレムの滅亡とい
うわざわいをまぬかれることができたのである。しかしユ
ダヤ人の心は、道理をわきまえない頑迷さのために小さく
なっていた。キリストの教訓は、彼らの品性の欠点をばく
ろし、悔い改めを要求した。もし彼らがイエスの教えを受
け入れるなら、彼らの行為は変化し、彼らの宿望は放棄さ
れなければならない。神からの栄誉を受けるためには、人
間の栄誉を犠牲にしなければならない。もしこの新しいラ
ビのことばに従うなら、当時の偉大な思想家や教師たちの
意見と反対にならねばならない。
真理は、キリストの時代に人気がなかった。それはわれ

われの時代にも人気がない。サタンが、人を高慢にするよ
うな作り話をきかせて、真理をいやがる気持を初めて人間
のうちにうえつけて以来、真理はいつも不人気であった。
われわれは、今日、神のみことばに根拠をもっていない学
説や教理に直面しないであろうか。ユダヤ人がその言い伝
えを固守したように、人々は、そうした学説や教理を根強
く守っているのである。
ユダヤ人の指導者たちは、霊的な誇りに満たされてい

た。自分があがめられたいという彼らの願望は、聖所の奉
仕にさえあらわれた。彼らは会堂の中の最高の座席を好ん
だ。彼らは市場であいさつされることを喜び、人々の口か
ら尊称をたてまつられるのを聞いて満足した。真の敬神の
念がうすれるにつれて、彼らはますます言い伝えと儀式と
を守ることに熱心になった。
彼らの理解力は、利己的な偏見のために暗くなってい

たので、彼らは、罪をさとらせるキリストのみことばの
力とキリストのけんそんな生活とを調和させることができ
なかった。真の偉大さは、外面的な見せびらかしを必要と
しないということを、彼らは理解しなかった。この人の貧
しさは、ご自分がメシヤであるという主張とまったく矛盾
しているようにみえた。もしこの人が自ら主張される通り
のお方だったら、なぜあんなに気取らないのだろうかと、
彼らは疑った。もし彼が武力がないことに満足している
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のだったら、自分たちの国はどうなるのだろう。長い間期
待されていた権力と栄光とによって、諸国民をユダヤ人の
都の臣民にすることがどうしてできようか。祭司たちは、
イスラエルが全地を統治するようになると教えたではない
か。偉大な宗教家たちがまちがうということがあり得るだ
ろうか。
しかしユダヤ人がイエスを拒否したのは、彼の生活に

外面的な栄光がみられなかったからだけではなかった。イ
エスは純潔そのものであり、彼らは不潔であった。イエス
は、非のうちようのない正直の模範として人々の中にお住
みになった。欠点のないイエスの生活が、彼らの心を光に
照した。イエスの正直さによって彼らの不正直がばくろさ
れた。そのために、彼らのうわべだけのむなしい信心が、
明るみに出され、不義の憎むべき性質がばくろされた。こ
のような光は歓迎されなかった。
もしキリストが、人々の注意をパリサイ人に向け、彼

らの学問と信心とを称賛されたら、彼らはイエスをよろこ
んで歓迎したのである。しかしキリストが、天の王国は全
人類に対する恩恵の賜物だと語られた時、彼は、ユダヤ人
の容認できない宗教の一面を示しておられた。彼ら自身の
模範と教えとは決して神への奉仕を好ましいものとするよ
うなものではなかった。彼らが憎みいやがっている者たち
にイエスの注意が向けられているのを見て、彼らの高慢な
心は激しい怒りに燃えあがった。「ユダ族のしし」のもと
に、イスラエルは全世界の国々に高く抜きん出た地位を占
めるのだと彼らは自慢していたにもかかわらずキリストか
ら自分たちの罪を譴責されたり、純潔なキリストの前にい
ることだけで心のとがめを感じたりするのをがまんするよ
りは、むしろそうした野心的な望みが裏切られるのをしの
ぶ方がよいのだった（黙示録5：5）。
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本章はマタイ4：1822、マルコ1：1620、ルカ5：111に基づ
く

ガリラヤの海に夜が明けようとしていた。弟子たちは、
収穫のなかった一晩の骨折り仕事に疲れて、まだ湖の上
の漁船にいた。イエスは水ぎわで静かな時間を過ごすため
にきておられた。イエスは毎日ご自分のあとについてくる
群衆からのがれて、朝早くしばらく休む時間をとりたいと
望まれた。しかしまもなく人々が彼のまわりに集まりはじ
めた。その数はたちまちふえて、イエスは四方から押され
た。そうしているうちに、弟子たちは陸へあがってきてい
た。群衆の殺到からのがれるために、イエスはペテロの舟
にとび乗られて、岸からすこしひっぱり出すようにと彼に
命じられた。これでイエスのお顔はもっとよく見え、みん
なに声がきこえるので、イエスは舟から波打ちぎわの群衆
にお教えになった。
天使たちは、彼らの光栄ある司令官イエスが漁師の舟に

すわられて、波のまにまにあちこちゆられながら、水ぎわ
まで押しよせてきている群衆に救いのよいおとずれを述べ
伝えておられるこの光景をじっと見ていた。天であがめら
れているお方が、み国の重要な事がらを戸外で一般の民衆
に告げ知らせておられるのであった。しかしイエスの働き
にとってこれ以上ふさわしい場面はなかった。湖、山々、
ひろがっている畑、地にふりそそぐ日光など、すべてはイ
エスの教訓を例示し、それを彼らの心に印象づけるための
材料となった。だからキリストのどんな教訓もむだにはな
らなかった。イエスの口から出る一言一言が、ある人々に
とっては永遠のいのちのことばとなった。
刻一刻と岸辺の群衆は数を増した。つえにすがった老人

たち、丘からやってきたがんじょうな百姓たち、湖の骨折
り仕事からやってきた漁師たち、商人たちやラビたち、金
持ちで教育のある人たち、年よりや若い人たちなどが、病

227
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気で苦しんでいる者たちをつれて、この天来の教師のみこ
とばをきくためにおしよせた。預言者たちは、このような
光景を予見してこう書いた。
「ゼブルンの地、ナフタリの地、
海に沿う地方、ヨルダンの向こうの地、
異邦人のガリラヤ、
暗黒の中に住んでいる民は大いなる光を見、
死の地、死の陰に住んでいる人々に、光がのぼった」

（マタイ4：15、16）

イエスが海辺で説教された時、彼の心の中には、この
ゲネサレの海辺の群衆のほかに他の聴衆があった。イエ
スは、後の世まで見渡して、牢獄や裁判所に、あるいは試
みや孤独や苦悩の中にいるご自分の忠実な者たちをごらん
になった。喜びも戦いも困窮も、すべての光景がイエスの
前に示された。まわりに集まった者たちに語られたみこと
ばを通して、イエスはまたこうしたほかの魂にとって、試
みの中で望みとなり、悲しみの中で慰めとなり、暗黒の中
で天の光となるみことばを語っておられた。ガリラヤの海
で漁師の舟の上から語られたその声は、聖霊を通して、世
の終りまで人々の心に平安を語っているのがきかれるので
あった。
説教が終ると、イエスはペテロに向かって、海へ乗り出

してひとあみあげるために網をおろすように命じられた。
しかしペテロは落胆していた。一晩中かかって何もとれな
かったのである。その1人ぽっちの時間の間中、彼は牢獄の
中でただ1人苦悩しているバプテスマのヨハネの運命につい
て考えていた。彼はイエスと弟子たちの前途や、ユダヤに
対する使命の不成功や、祭司たちとラビたちの敵意などに
ついて考えていた。彼自身の商売さえ思わしくなかったの
で、からっぽの網のそばで見つめていると、落胆のために
将来は暗く見えたのだった。「先生」と彼は言った、「わ
たしたちは夜通し働きましたが、何も取れませんでした。
しかし、お言葉ですから、網をおろしてみましょう」（ル
カ5：5）。
水のきれいな湖で、魚を網でとるのに適している時間は[790]

夜しかなかった。一晩中骨折ってもうまくいかなかった
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のだから、昼間網をおろしても望みはないように思えた。
しかしイエスが命令されたのだから、弟子たちは、主を愛
する気持から、従う気になった。シモンとその兄弟がいっ
しょに網をおろした。彼らが網をひきあげようとすると、
大量の魚が中にはいっていて、網が破れはじめた。彼らは
ヤコブとヨハネを助けに呼ばねばならなかった。とれた魚
を舟にあげてみると、それは舟が2そうともあぶなく沈みそ
うになるほどいっぱいの荷となった。
しかしペテロは、いま舟や積荷のことなど頭になかっ

た。彼にとってこの奇跡は、これまで見たほかのどんな
奇跡にもまさって神の力のあらわれであった。彼はイエス
が自然界のすべてを支配されるお方であることを知った。
神の前にいることによって、彼自身のけがれがあらわされ
た。彼は、主に対する愛、自分の不信仰の恥ずかしさ、キ
リストがいやしい人間の肉体をとられたことに対するあり
がたさ、特に限りなく純潔であられるイエスの前にあって
感じさせられる自分自身のけがれに圧倒された。仲間の者
たちが網の中のえものをとりいれている時、ペテロは、救
い主の足下にひれ伏して「主よ、わたしから離れてくださ
い。わたしは罪深い者です」と叫んだ（ルカ5：8）。
預言者ダニエルが神の天使の前に死んだようになって倒

れたのは、同じように神の聖潔の前に出た時であった。彼
は、「わが顔の輝きは恐ろしく変って、全く力がなくなっ
た」と言った（ダニエル10：8）。同じようにイザヤも主
の栄光を見た時、「わざわいなるかな、わたしは滅びるば
かりだ。わたしは汚れたくちびるの者で、汚れたくちびる
の民の中に住む者であるのに、わたしの目が万軍の主なる
王を見たのだから」と叫んだ（イザヤ6：5）。欠点と罪を
もっている人性が、完全な神性と対照された時、彼は自分
がまったく足りない、けがれた者であることを感じた。神
の偉大さと尊厳を見ることをゆるされた者はみなこのよう
であった。
ペテロは「主よ、わたしから離れてください。わたしは

罪深い者です」と叫んだが、それでもイエスから離れるこ
とができない気持で、その足下にすがりついた。救い主は
「恐れることはない、今からあなたは人間をとる漁師にな
るのだ」とお答えになった（ルカ5：10）。イザヤに神から
のメッセージが委ねられたのは、彼が神の聖潔と自分自身
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の無価値とを認めてからであった。ペテロがキリストの働
きに召しを受けたのは、彼が自我を放棄し、神の力により
たのむようになってからであった。
この時まで、弟子たちはだれも、イエスの共労者とし

て完全に一致していなかった。彼らはキリストの奇跡の多
くを見、キリストの教えをきいていたが、これまでの職業
をまったく捨てきっていなかった。バプテスマのヨハネの
投獄は全ての弟子たちにとって苦い失望であった。もしこ
うしたことがヨハネの使命の結果であるならば、宗教界の
全ての指導者たちが一つになってイエスに反対する時、彼
らは主についてほとんど望みを持つことができないであろ
う。こういう事情だったので、彼らはしばらくの間魚とり
の仕事にもどる方が安心だった。ところがいまイエスは、
これまでの生活をすててイエスと利害を共にするようにと
彼らを召された。ペテロはすでに召しを受け入れていた。
岸辺にお着きになると、イエスはほかの3人に「わたしにつ
いてきなさい。あなたがたを、人間をとる漁師にしてあげ
よう」とお命じになった（マタイ4：19）。すぐに彼らは全
てをすててイエスに従った。
彼らに網と漁船をすてるように求める前に、イエスは、

神が彼らの必要を満たしてくださるという保証をお与えに
なった。ペテロの舟を福音の働きのために用いたことは豊
かに報いられた。「彼を呼び求めるすべての人を豊かに恵
んで下さる」主は、「与えよ。そうすれば、自分にも与え
られるであろう。人々はおし入れ、ゆすり入れ、あふれ出
るまでに量をよくして、あなたがたのふところに入れてく
れるであろう」と言われた（ローマ10：12、ルカ6：38）。
このはかりをもって、主は弟子たちの奉仕に報いられた。
主の奉仕に払われたすべての犠牲は「神の恵みの絶大な
富」にしたがってつぐなわれるのである（エペソ2：7）。
キリストから離れて湖ですごしたあの悲しい夜の間中、弟[791]
子たちは不信仰に苦しめられ、収穫のない骨折り仕事に疲
れた。しかしイエスがそばにおられる時に彼らの信仰は燃
え、喜びと成功とが与えられた。われわれの場合も同じで
ある。キリストを離れる時、われわれの働きには収穫がな
く、不信と不満におちいりがちである。しかしイエスがそ
ばにおられ、イエスのさしずの下に働く時、われわれはイ
エスの力の証拠を見て喜ぶのである。魂を落胆させるのが
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サタンの働きであり、信仰と望みを起こさせるのがキリス
トの働きである。
この奇跡によって弟子たちに与えられたもっと深い教

訓は、われわれにとってもまた一つの教訓である。すな
わち、みことばによって海から魚を集めることがおできに
なったお方は、またご自分のしもべたちが「人間をとる漁
師」となることができるように、人々の心を感動させ、こ
れをご自分の愛のきずなでみもとにひきよせることがおで
きになるのである（マタイ4：19）。
このガリラヤの漁師たちは、いやしい、無学な人たちで

あった。しかし世の光であられるキリストは、彼らをその
選ばれた立場にふさわしい資格のある者となさることが十
分おできになった。救い主は教育を軽んじられなかった。
なぜなら神の愛に支配され、神の奉仕に献身する時、知的
な教養は一つの祝福であるからだ。しかしイエスは当時の
賢人たちをみすごされた。それは彼らが自信が強すぎて、
悩んでいる人類に同情することができずナザレの人イエ
スの共労者となることができなかったからである。偏狭な
彼らはキリストから教えられることを軽蔑した。主イエス
は、主の恵みを伝えるのにさまたげるもののない水路とな
る人々の協力をお求めになる。神と共に働く者になりたい
と思う者がだれでも学ばねばならない第一のことは、自分
にたよらないという教訓である。その時彼らはキリストの
品性を与えられる用意ができる。これはどんなに科学的な
学校の教育によっても得られないものである。それは天来
の教師イエスからのみ得られる知恵の実である。
イエスは無学な漁師たちをお選びになったが、それは彼

らが当時の言い伝えやまちがった慣習によって教育されて
いなかったからである。彼らは生れつき才能を持った人た
ちで、謙遜で教えやすく、キリストがご自分の働きのため
に教育なさることのできる人たちであった。世の一般の人
たちの中には、もしその能力が呼びさまされて活動するな
らば、世の中の最も尊敬されている人々と同等の立場まで
高められるのに、そうした能力を持っていることに気がつ
かないで、日々の骨折り仕事を根気よくくりかえしている
人々がたくさんいる。このような眠っている才能が目覚め
るにはじょうずに接せられることが必要である。イエスが
ご自分の共労者とするために召されたのはこういう人たち
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であった。こうしてイエスは、彼らにご自分とまじわる特
権をお与えになった。世のえらい人たちは決してこのよう
な教師をもたなかった。弟子たちが救い主の訓練を受けた
時、彼らはもはや無知でも無教養でもなかった。彼らは頭
も品性もイエスのようになり、世の人々は彼らがイエスと
共にいた者であることを知った。
教育の最高の働きは知識だけを与えることではなくて、

それは心と心、魂と魂とがふれ合うことによって受けられ
る生きた力をさずけることである。命を生ずることができ
るのは命だけである。だから神の命に3年の間日々接触し
ていた彼らの特権はどんなに大きかったことだろう。この
神の命から命を与えるあらゆる衝動が流れ出て世の祝福と
なったのである。愛された弟子ヨハネはほかのすべての仲
間たちにまさって、このすばらしい命の力に屈服した。彼
はこう言っている。「このいのちが現れたので、この永遠
のいのちをわたしたちは見て、そのあかしをし、かつ、あ
なたがたに告げ知らせるのである」「わたしたちすべての
者は、その満ち満ちているものの中から受けて、めぐみに
めぐみを加えられた」（ヨハネ1：2、ヨハネ1：16）。
主の使徒たちの中には、彼らにとって誇りとなるような

ものは何もなかった。彼らの働きの成功はただ神のおかげ
であったことは明らかであった。この人たちの生涯、彼ら
の築いた品性、彼らを通して神が達成された偉大なみわざ[792]
は、すなおで従順なすべての者に神がどういうことをして
くださるかということについてのあかしである。
キリストを最も多く愛する者は最も多くよいことをす

る。自我を捨てて、聖霊が心に働かれる余地をつくり、
神にまったく献身した生涯を送る者の有用さには限りがな
い。もし人々が、不平を言ったり、途中で弱ったりしない
で、必要な訓練に耐えるなら、神は日々に、時々刻々に彼
らを教えてくださる。神はご自分の恵みをあらわそうと熱
望しておられる。もし神の民が障害をとり除くなら、神は
人間という水路を通して救いの水の豊かな流れをそそがれ
る。もしいやしい身分の人たちを励まして彼らのできるよ
いことをさせるならば、またもし彼らの上にその熱意をお
さえるような抑制の手がおかれないならば、いまキリスト
の働き人が1人しかいないところに100人の働き人がいるで
あろう。
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もし人々が神に屈服するならば、神は彼らをそのままに
受け入れて、ご自分の奉仕のために彼らを教育される。神
のみたまが魂に受け入れられる時、その魂のあらゆる才能
が目覚めさせられる。あますところなく神にささげられた
心は、聖霊の導きのもとに、調和のとれた発達をとげ1神の
ご要求を理解しこれを果たすように力づけられる。動揺し
がちな弱い性格は、力強い、しっかりした性格に変えられ
る。ふだんの献身によって、イエスと弟子との間に密接な
関係が結ばれ、そのクリスチャンは心と品性がキリストの
ようになる。キリストとつながることによって、彼はもっ
とはっきりした、もっと広い見解を持つようになる。彼
の判断力はますます鋭くなり、その意見は一層つりあいの
とれたものとなる。キリストのために役立ちたいと熱望す
る者は、義の太陽キリストのいのちを与える力によって活
気づけられ、神の栄えのために豊かな実を結ぶことができ
る。
科学や芸術において最高の教育を受けた人々が、世の

人々から無学のレッテルをはられているようないやしい
身分のクリスチャンからとうとい教訓を学んできた。し
かしこれらの無名の弟子たちは、すべての学校の中の最
高の学校で教育を受けたのであった。彼らは、「この人の
語るように語った者は、これまでにありませんでした」と
いわれているキリストの足下にすわったのであった（ヨハ
ネ7：46）。



第第第26章章章　　　カカカペペペナナナウウウムムムででで

イエスは、あちらこちらへ旅行されるあいまにカペナウ
ムに住まわれたので、この町はイエスご自身の町として知
られるようになった（マタイ9：1参照）。この町はガリラ
ヤの海の沿岸にあって、ゲネサレの美しい平野にまたがっ
ているとまではいえないが、その境界の近くにあった。
ガリラヤ湖の深いくぼみは、その岸に沿った平野に南

国のようなおだやかな気候をもたらした。キリストの時
代には、ここにしゅろの木やオリーブの木が茂っていた。
ここにはまた果樹園やぶどう園や緑の野や、はなやかに咲
きほこる美しい花々がみられ、それらはすべてがけから吹
き出してくる新鮮な水によってうるおされていた。湖の沿
岸や、すこし離れて湖をとりまいている丘には、町や村が
点々とあった。湖は漁をする舟でいっぱいだった。どこも
多忙で活動的な生活がみられた。
カペナウムそのものは救い主の働きの中心地となるのに

非常に適していた。この町は、ダマスコからエルサレム、
エジプト、地中海へ通じる街道に沿っていたので、旅の往
来のはげしいところであった。多くの国々からやってきた
人たちはこの町を通り、あるいはあちらこちらへの旅の途
中休息のために滞在した。ここでイエスはあらゆる国民と
あらゆる階級の人々、貧しくていやしい人々にも、金持ち
でえらい人々にもお会いになることができたので、その教
訓はほかの国々や多くの家庭に伝えられるのであった。こ
うして預言の研究が刺激され、人々の注意が救い主に向け
られ、イエスの使命が世の人々の前に示される のであっ[793]
た。
サンヒドリンがイエスに反対する決議をしたにもかかわ

らず民衆はイエスの使命の発展を熱心に待っていた。全天
は関心をもって活動していた。天使たちは、人々の心に働
きかけ、彼らを救い主にひきよせて、イエスの伝道に道を
備えていた。

234
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カペナウムでは、キリストが病気をなおしておやりに
なった貴族の息子が、キリストの力の証人であった。ま
たこの宮廷の役人とその家族は、彼らの信仰を喜んであか
しした。師であるイエスが自分たちの中におられるという
ことがわかると、街中がわきたった。群衆がイエスの前へ
集まってきた。安息日には、会堂が人でいっぱいになり、
ついには大勢の人々が入りきれないでひき返さねばならな
かった。
救い主の話をきいた人々はみな「その言葉に権威があっ

たので、彼らはその教に驚いた。」「それは律法学者た
ちのようにではなく、権威ある者のように教えられたから
である」（ルカ4：32、マタイ7：29）律法学者たちと長老
たちの教えは、つめたくて形式的で、丸暗記した教えのよ
うであった。彼らにとって神のみことばは生命力がなかっ
た。彼ら自身の考えと言い伝えとが神のみことばの教えと
入れ代っていた。習慣的にくりかえされる儀式を通して、
彼らは律法を説明すると公言したが、しかし彼ら自身の心
も聴衆の心も神からの霊感に動かされていなかった。
イエスは、ユダヤ人の間でいろいろ意見の異なっている

問題には関係されなかった。真理を示すことがイエスの働
きであった。イエスのみことばは、父祖たちと預言者たち
の教えを豊かな光で照し、聖書人々にとって新しい啓示と
なった。聴衆は、これまでにかつてなかったほど神のみこ
とばに深い意味をめた。
イエスは人々の困難をよく知っている者として、ら自

身の立場に立って人々に応対された。彼は真理を最も率
直で単純な方法で示すことによって、れを美しいものとさ
れた。イエスのことばは純潔で洗練されていて、流れる川
のように澄んでいた。イスのお声はラビたちの単調な調子
にききなれた人ちにとって音楽のようだった。しかし、教
えは単純であったが、イエスは権威を持つ者として語られ
た。この特徴のために、イエスの教えはほかのすべての人
たちの教えと対照的だった。ラビたちは、聖書のみことば
をある意味に、あるいはそれと正反対の意味にも解釈でき
るかのように、疑いとためらいとをもって語った。聞く者
たちは毎日ますますわからなくなった。しかしイエスは聖
書を疑問の余地のない権威のあるものとして教えられた。
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どんな問題であっても、イエスのみことばに反ばくする余
地がないかのように、それは力強く語られた。
しかしイエスは、激しいというよりも熱心だった。イエ

スは達成すべきはっきりした目的を持っているお方として
語られた。イエスは永遠の世界の事実を示しておられた。
どのテーマにも神があらわされた。イエスは、人々が地
上の事物に心を奪われている状態を打破しようとされた。
彼はこの世の事物を、永遠の利害関係に従属するものとし
て、その正しい関係に置かれた。しかしイエスはこの世の
事物の重要さを無視されなかった。イエスは、天と地がつ
ながっているということ、また神の真理を知ることによっ
て、人は日常生活の義務を一層よく果たすことができる
ようになることをお教えになった。イエスは天をよく知っ
ているお方として語り、神とご自分との関係を意識してお
られたが、同時にまたご自分が人類家族の一人一人とつな
がっていることをみとめておられた。
イエスのめぐみのみことばは聴衆に向くようにいろい

ろ変えられた。彼は「疲れた者を言葉をもって助けること
を知」っておられた（イザヤ50：4）。それは人々を最もよ
くひきつける方法で真理の宝を彼らに伝えることができる
ように、イエスのくちびるに恵みがそそがれていたからで
あった。彼は、心に偏見をもっている人たちに接して、彼
らの注意をとらえるような実例によって彼らを驚かせる気
転をもっておられた。想像力を通してイエスは心にふれら
れた。イエスの例話は日常生活の事物からとられた。それ
は単純な例であったが、驚くほど深い意味をもっていた。
空の鳥、野のゆり、種、羊飼と羊——こうした事物によっ[794]
てキリストは永遠の真理を例示された。聴衆は、その後い
つでもそうした自然界の事物を見るたびに、イエスのみこ
とばを思い出した。キリストの例話はたえずその教訓をく
りかえした。
キリストは決して人々にへつらいを言われなかった。

彼らの空想と想像とを高慢にするようなことを語ったり、
彼らのじょうずな作り話をほめたりするようなことをされ
なかった。しかし偏見にとらわれないで深く物事を考える
人たちは、イエスの教えを受け入れ、その教えによって自
分たちの知恵がためされることを知った。彼らはどんな単
純なことばにも霊的な真理があらわされているのに驚嘆し
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た。最高の教育を受けた人たちも、イエスのみことばに魅
力を感じ、教育のない人たちもいつも益を受けた。イエス
は読み書きのできない人たちのためにメッセージをもって
おられた。イエスはまた異教徒にさえ、彼らのためのメッ
セージをもっておられることを理解させられた。
イエスのやさしい憐れみはいやしの力を伴って、疲れ

悩んでいる心にそそがれた。怒った敵の狂乱の中にあって
さえ、主は平和の雰囲気にかこまれておられた。イエスの
お顔の美しさ、品性の美しさ、とりわけその顔つきと口調
にあらわれている愛は、不信のために心のかたくなになっ
ていないすべての人々をみもとへひきつけた。イエスの顔
つきとことばの一つ一つからやさしい同情的な精神が輝き
出ていなかったら、イエスはあのように多くの会衆をひき
つけられなかったであろう。イエスのみもとにやってきた
苦しんでいる人々は、イエスが忠実なやさしい友として自
分たちと利害を一つにされていることを感じ、イエスの教
えられる真理をもっと知りたいと望んだ。天は近くにあっ
た。彼らは、イエスの愛の慰めがたえず自分たちの上にあ
るように、いつまでもイエスの前にいたいと望んだ。
イエスは聴衆の顔にあらわれる変化を非常に熱心に見守

られた。興味と喜びをあらわしている顔はイエスに大きな
満足を与えた。真理の矢が魂にささり、利己主義という壁
をつらぬき、悔い改めとそしてついには感謝の思いをひき
起こす時、救い主は喜ばれた。イエスの目が聴衆の群れを
見渡して、その中に以前見えた顔を認められると、そのお
顔はよろこびに輝いた。イエスは彼らのうちにご自分の王
国の有望な民をごらんになった。真理がはっきりと語られ
て、それが何か大事な偶像にふれると、イエスは彼らの顔
色が冷たく、きびしい顔つきに変るのを認められた。それ
はその光が歓迎されないことを物語っていた。人々が平和
のメッセージを拒否するのをごらんになると、イエスの心
はその奥底まで突き刺された。
イエスは、会堂で、ご自分が建設するためにおいでに

なった王国について、またサタンのとりこを解放されるご
自分の使命について語られた。イエスは鋭い恐怖の叫び声
にさまたげられた。1人の狂人が人々の中からとび出してき
て、「ああ、ナザレのイエスよ、あなたはわたしたちとな
んの係わりがあるので洗わたしたちを滅ぼしにこられたの
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ですか。あなたがどなたであるか、わかっています。神の
聖者です」と大声で叫んだ（ルカ4：34）。
たちまち混乱と恐れが生じた。人々の注意はイエスか

らそれて、みことばをきかなかった。サタンが自分のとり
こを会堂に入れた目的はここにあった。しかしイエスは悪
鬼をいましめて、「黙れ、この人から出ていけ」と言われ
た。「すると悪霊は彼を人なかに投げ倒し、傷は負わせず
に、その人から出て行った（ルカ4：35）。
このあわれな苦しんでいる者は、サタンのために心が暗

くなっていたが、救い主の前に出たときに、ひとすじの光
がその暗黒をつらぬいた。彼はサタンの支配から自由にな
りたいという願いにめざめた。だが悪鬼はキリストの力に
抵抗した。その男がイエスに助けを求めて訴えようとする
と、悪霊が彼の口にことばを入れ、彼は恐怖に苦しみなが
ら叫んだ。悪鬼につかれた男は、自分を自由にしてくださ
ることのできるお方の前に自分がいることをある程度理解
した。しかし彼がその偉大なみ手のとどくところに行こう
とすると、ほかの者の意志が彼をひきとめ、ほかの者のこ
とばが彼の口から語られた。サタンの力と、自由を求める
彼自身の願いとの間の戦いは激しかった。
試みの荒野でサタンを征服されたお方はふたたび敵と顔[795]

をあわされた。悪鬼は自分のとりこに対する支配力を保つ
ために全力をつくした。ここで退いたら、イエスを勝利さ
せることになるだろう。苦しめられているその男は、自分
の人間性を破壊した敵との戦いにいのちを失わねばならな
いかのようにみえた。しかし救い主は権威をもって語り、
とりこを解放された。さっきまで悪鬼にとりつかれていた
男は驚きあやしむ人々の前に落ちついた自由な人間として
うれしそうに立った。悪鬼さえも救い主の神の力を証拠だ
てたのであった。
男は自分が救われたことについて神を賛美した。最近ま

で狂気の炎に燃えていた目は、いま知性に輝き、感謝の涙
にあふれた。人々は驚いて口のきけない者のようにだまっ
ていた。口がきけるようになったとたんに、彼らはお互
いに叫び合った。「これは、いったい何事か。権威ある新
しい教だ。けがれた霊にさえ命じられると、彼らは従うの
だ」（マルコ1：27）。
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この男が友人たちの前に恐ろしいみせものになり、自分
で自分をもてあましていた苦悩のかくれた原因は、彼自身
の生活の中にあった。彼は罪の快楽に魅惑され、人生をす
ばらしい謝肉祭にしようと考えた。彼は自分が世間の人か
ら恐れられる者となり、家族の恥さらしになろうなどとは
夢にも思わなかった。彼は罪のない道楽に時を過ごすこと
ができると思った。しかし1度くだり坂になると、彼の足
は非常な勢いでくだって行った。不節制と道楽は、彼の性
質のとうとい特性を堕落させ、サタンが完全に彼を支配し
た。
後悔した時はすでに遅かった。失われた人間性をとり

戻すためには富も快楽も犠牲にしたいと思った時には、彼
は悪魔の手ににぎられていてどうにもならなかった。彼は
敵の側に身をおいたので、サタンが彼の才能を全部手に入
れた。誘惑者は多くの魅力的なものをみせて彼を誘惑した
が、いったんこのあわれな男が自分の手中におちいると、
悪魔は容赦なく残酷になり、恐ろしい怒りをもってのぞん
だ。悪に負ける者はみなそうなるのである。彼らの若いこ
ろの魅力的な快楽の結果は、絶望の暗黒か破滅した魂の狂
気である。
荒野でキリストを試み、カペナウムの狂人を支配した同

じ悪霊が不信のユダヤ人を支配した。しかし悪霊は、ユダ
ヤ人の前では敬虔さをよそおい、救い主をこばむ動機につ
いて彼らをあざむこうとつとめた。彼らの状態はあの狂人
の状態よりも絶望的だった。なぜなら彼らはキリストの必
要を感じないために、サタンの力に固くとらえられていた
からであった。
キリストが人々の中で個人的に伝道された期間は、暗

黒の王国の勢力が最も活動していた時であった。各時代に
わたってサタンと悪天使たちは、人間の肉体と精神とを支
配して罪と苦難とを生じさせようと努力してきた。そして
彼はそうしたすべての悲惨な状態を神のせいにした。イエ
スは神のご品性を人々にお示しになっていた。彼はサタン
の力をうち破り、そのとりこを解放しておられた。天から
の新しいいのちと愛と力とが人々の心に働きかけていたの
で、悪の君は自分の王国の主権を守るために戦いに立ちあ
がった。サタンは全軍を召集してあらゆるところでキリス
トと争った。
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義と罪との間における最後の大争闘もまた同じである。
天から新しいいのちと光と力とがキリストの弟子たちの上
にくだる一方で、一つの新しいいのちが地から生じてサタ
ンの働きを活気づける。地上のあらゆる要素は緊張につつ
まれる。何世紀もの争闘を通して身につけた狡猾（こうか
つ）さをもって、悪の君は変装して働く。彼は光の天使の
装いをしてあらわれ、多くの人々が「惑わす霊と悪霊の教
とに気をとられ」る（テモテ4：1）。
キリストの時代にはイスラエルの指導者や教師たちはサ

タンの働きに抵抗するのに無力だった。彼らは悪霊をおさ
えることのできる唯一の方法をおろそかにしていた。キリ
ストが悪魔を征服されたのは神のみことばによってであっ
た。イスラエルの指導者たちは、神のみことばの解説者で
あると自称していたが、彼らは自分たちの言い伝えを支持
し、人間のつくった慣習を強制するためだけにみことばを
研究していた。 彼らは自分たちの解釈によって、神が決[796]
して意図されなかった意味をみことばに与えた。彼らの神
秘的な解釈は、神が明らかに示しておられることを不明瞭
（ふめいりょう）にした。彼らはつまらない専門用語につ
いて論争し、最も本質的な真理を事実上否定した。こうし
て不信仰の種が広くまかれた。神のみことばはその力を奪
われ、悪霊は思いのままに働いた。
歴史はくりかえされている。聖書を目の前に開いて、

その教えをとうとぶと告白しながら、今日多くの宗教家
たちは、聖書を神のみことばとして信じる信仰を破壊して
いる。彼らはみことばを批評するのに忙しく、みことばに
はっきり言われていることよりも自分自身の意見を第一に
する。彼らの手によって、神のみことばは人を生れかわら
せる力を失う。不信仰がはびこり、不義が盛んな理由はこ
こにある。
サタンは、聖書に対する信仰をひそかに破壊してしま

うと、人々を他の光と力のみなもとにみちびく。こうして
彼は巧妙に入りこむ。聖書の明らかな教えと、罪について
さとらせてくださる神の聖霊の力から離れる者は、悪鬼の
支配を招いているのである。聖書についての批評と空論と
は、古代の異教が近代化されたものである降神術と接神論
とが、われらの主イエス・キリストの教会と自称している
教会の中にさえ足場を獲得する道を開いた。
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福音の教えと並んで、偽りの霊の仲介にすぎない力が
働いている。多くの人々はただの好奇心からこうしたもの
に手を出すが、人間の力以上のものが働いている証拠を見
て、だんだんおびきよせられ、ついには自分の意志よりも
力の強い意志に支配されるようになる。彼はその神秘的な
力からのがれることができない。
魂の防備はうち破られる。彼には罪に対する防壁がな

い。神のみことばとみたまの抑制がひとたび拒否される
と、人はどこまで堕落の深みに落ちるかわからない。秘密
な罪や支配的な情欲のために、彼はカペナウムの悪鬼につ
かれた男と同じように無力なとりことなる。それでもなお
彼の状態には望みがないのではない。
われわれが悪魔にうち勝つことができる方法は、キリ

ストが勝たれた方法、すなわちみことばの力によってで
ある。神はわれわれの同意なしには心を支配なさらない。
しかし神のみこころを知り、これを行おうと望むとき、次
の神の約束はわれらのものである。「また真理を知るであ
ろう。そして真理は、あなたがたに自由を得させるであろ
う」。「神のみこころを行おうと思う者であれば、だれで
も、わたしの語っているこの教が神からのものか、それと
も、わたし自身から出たものか、わかるであろう」（ヨハ
ネ8：32、7：17）。これらの約束を信ずることによって、
誰でもみな誤謬のわなと罪の支配から救われるのである。
人はみなどんな力によって支配されようと自由である。

キリストのうちに救いをみいだすことができないほどど
ん底まで堕落した者はなく、またそれほど悪い人間はいな
い。悪鬼につかれたあの男は、祈りの代りに、サタンのこ
とばしかしゃべることができなかった。それでも彼の心の
中にある無言の訴えはきかれた。困っている魂の叫びは、
たとえそれがことばにならなくても、決してみすごされる
ことはない。天の神との契約関係にはいることに同意する
者は、サタンの力や自分自身の弱い性質のままにうちすて
られることはない。彼らは救い主から、「むしろわが力に
たよりて我とやわらぎを結べ、われと平和をむすぶべし」
と招かれている（イザヤ27：5・文語訳）。暗黒の悪霊たち
はかつて自分たちの支配下にあった魂を求めて戦う。しか
し神の天使たちがすぐれた力をもってその魂のために戦う
のである。主はこう言われる、「勇士が奪った獲物をどう
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して取り返すことができようか。暴君がかすめた捕虜をど
うして救い出すことができようか。しかし主はこう言われ
る、『勇士がかすめた捕虜も取り返され、暴君が奪った獲
物も救い出される。わたしはあなたと争う者と争い、あな
たの子らを救うからである』」（イザヤ49：24、25）。
会堂の中の会衆がまだ畏敬の念にわれを忘れている間

に、イエスはしばらく休むためにペテロの家へ退かれた。
だがここにもまた暗い影が落ちていた。ペテロの妻の母親
が高い熱のために病床に横たわっていたのである。イエス[797]
は病気を責められた。すると病人は起きあがって主と弟子
たちの必要に奉仕した。
キリストのみわざについてのうわさはたちまちカベナ

ウム中にひろがった。ラビたちを恐れたために、人々は安
息日に病気をなおしてもらうためにやってこようとはしな
かった。だが太陽が地平線にかくれたとたんに大さわぎが
始まった。家から、商店から、市場から、町の住民がイエ
スの泊まっておられるそまつな住居へおしかけた。病人は
寝いすにのせてつれてこられた。つえにすがってやってく
る者もあれば、友人たちにささえられて力なくよろめきな
がら、救い主の前に出る者もあった。
何時間にもわたって、人々は出たり入ったりした。なぜ

なら翌日になればこのいやし主がまだ自分たちの中におら
れるかどうかだれにもわからなかったからである。カペナ
ウムでこのような日がみられたことはかつてなかった。大
気は勝利の声と救いの叫びに満たされた。救い主はご自分
がひき起こされた歓喜をお喜びになった。イエスは、ご自
分のところにやってきた人々の苦難をごらんになって、同
情に心を動かされたが、彼らに健康と幸福を回復しておや
りになる力があることを喜ばれた。
イエスは最後の病人がなおるまで働きをやめられなかっ

た。群衆が立ち去り、シモンの家が静けさにつつまれたの
は夜おそくになってからだった。長いさわぎの1日が過ぎ
去って、イエスは休まれた。しかし町がまだ眠りにつつま
れているころ、救い主は「朝はやく、夜の明けるよほど前
に、. . . . . .起きて寂しい所へ出て行き、そこで祈っておられ
た」（マルコ1：35）。
こうしてイエスの地上生活の日々が明け暮れた。イエス

はたびたび弟子たちにひまをおやりになって自分の家をた
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ずねさせたり、休息させたりされた。だがご自分は、弟子
たちがイエスを働きからひき離そうとする努力を静かにお
しとどめられた。イエスは無知な人々に教え、病人をなお
し、盲人に視力を与え、群衆を養うために、1日中働かれ
た。そして夕方や早朝に天父とまじわるために山のかくれ
場に行かれた。たびたびイエスは一晩中祈りと瞑想をし、
夜明けに、人々の中で働くために帰られた。
朝早く、ペテロと仲間たちがイエスのところにやって

きて、カペナウムの人たちがもうイエスに面会したがって
いると言った。弟子たちは、キリストに対するこれまでの
世間の人たちの態度にひどく失望していた。エルサレムの
当局者たちはイエスを殺そうと求めていた。故郷の町の人
たちでさえイエスの命をとろうとした。だがカペナウムで
は、イエスは人々からよろこんで熱心に歓迎されたので、
弟子たちの望みは新たに燃えた。自由を愛するガリラヤ
の人々の中から新しい王国の支持者が出るかも知れないと
思われた。しかし、彼らはイエスが「『わたしは、ほかの
町々にも神の国の福音を宣べ伝えねばならない。自分はそ
のためにつかわされたのである』と言われた」のをきいて
驚いた（ルカ4：43）。
当時力ペナウムにみなぎっていた興奮の中にあって、

イエスの使命の目的が見落される恐れがあった。イエスは
ただふしぎなことをされる人、あるいは肉体の病気をなお
される人として、人々の注意をご自分にひきつけることで
満足されなかった。彼は人々を彼らの救い主としてのご自
分にひきよせようとしておられた。人々はイエスが王とし
て地上の統治権を確立するためにおいでになったと信じた
がったが、イエスは人々の心を世俗的なものからはなれて
霊的なものへ向けようと望まれた。単なる世俗的な成功は
イエスの働きを邪魔するのであった。
軽はずみな群衆の驚嘆はイエスの心をいらだたせた。

イエスの生活には自分を主張するということがすこしも
なかった。世間の人たちが地位や富や才能にささげる尊敬
は、人の子イエスには無関係だった。人々から忠節をつく
されたり、人々の尊敬をあつめたりするために一般に用い
られる手段を、イエスは用いられなかった。イエスがお生
れになる何世紀も前に、そのことがイエスについて預言さ
れていた。「彼は叫ぶことなく、声をあげることなく、そ
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の声をちまたに聞えさせず、また傷ついた葦を折ることな
く、ほのぐらい灯心を消すことなく、真実をもって道をし[798]
めす。彼は衰えず、落胆せず、ついに道を地に確立する」
（イザヤ42：24）。
パリサイ人はきちょうめんな儀式主義や、これ見よが

しの礼拝と慈善行為などによって、世間からえらい者に見
られたいと望んだ。彼らは宗教を討論の主題とすることに
よって、宗教への熱心さを示した。反対派の間で長時間に
わたって大声で論争がつづけられ、学問のある律法学者た
ちの怒った論争の声が街頭できかれることが珍しくなかっ
た。
イエスの生活は、こうしたすべてのことと著しい対照を

なしていた。その生活には、さわがしい論争やこれ見よが
しの礼拝や称賛を受けんがための行為はまったく見られな
かった。キリストは神のうちにかくされ、神はみ子の品性
のうちに啓示されていた。イエスはこの啓示に人々の心を
向け、これに彼らの尊敬をささげさせたいと望まれた。
義の太陽キリストは、さんぜんと輝く光を世に放って、

その栄光で人々の感覚をくらませるようなことをなさら
なかった。「主はあしたの光のように必ず現れいで」と、
キリストについて書かれている（ホセア6：3）。朝の光は
静かにやさしく地を照して、暗い影を追いやり、世人を
命に目覚めさせる。そのように、義の太陽キリストは「そ
の翼には、いやす力を備えて」のぼられるのである（マラ
キ4：2）。
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本章はマタイ8：24、9：18、3234、マル
コ1：4045、2：112、ルカ5：1228に基づく

東洋で知られているすべての病気の中でハンセン病が一
番恐れられていた。この病気は伝染してなおりにくいとい
う特性がある上に、病人に恐ろしい結果を及ぼすので、ど
んなに勇敢な人でも恐怖に満たされるのであった。ユダヤ
人の間では、それは罪を犯した罰とみなされ、そのために
「打撃」とか「神の指」などと呼ばれていた。この病気は
根深くて、根絶することができず、致命的であるために、
罪の象徴とみなされた。ハンセン病にかかった人は、儀
式の規則によって、けがれた者と宣告された。彼はすでに
死んでしまった者のように、人々が住んでいるところから
しめ出された。彼のさわったものはみなけがれた。空気も
彼の呼吸によってけがれた。この病気の疑いのある者は、
祭司にみてもらい、祭司が調べてみて病気かどうかを決定
するのであった。もしハンセン病であると宣告されたら、
彼は家族から隔離され、イスラエルの会衆から絶たれ、同
じようにこの病気にかかっている者とだけしか交われない
運命に定められた。律法の要求は曲げることができなかっ
た。王や役人たちでさえ例外ではなかった。この恐るべき
病気に襲われた君主は、王位を捨てて、社会から逃げ出さ
ねばならなかった。
ハンセン病にかかった人は友人や肉親から離れて、自分

の病気ののろいを負わねばならない。彼は自分のわざわい
を公表し、衣を裂き、警戒の声をあげて、不潔な自分の前
から逃げるようにみんなに警告しなければならなかった。
人々は、孤独な追放人が悲しい調子で「けがれた者、けが
れた者」と叫ぶ声を、一つの合図として恐怖と嫌悪の念を
もって聞いた。
キリストが伝道しておられた地方には、このような病

人がたくさんいた。イエスの働きのうわさは彼らの耳にも

245
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きこえ、かすかな望みの光をともした。しかし預言者エリ
シャの時代からこのかた、この病気にとりつかれた人がき
よめられたという例がなかった、彼らはイエスがまだ誰の
ためにもされたことのないことを自分たちのためにしてく
ださるとは期待しなかった。しかしながら、心に信仰の芽
ばえはじめた人が1人いた。それでもその男は、イエスにど
うやって近づいてよいかわからなかった。ほかの人たちと
の接触を禁じられているのだから、どうやっていやし主の
前に出ることができよう。それにキリストが彼のよりな者
をなおして下さるかどうか疑問だった。神の刑罰のもとに[799]
苦しんでいると思われている者を、イエスが身をかがめて
認めてくださるだろうか。パリサイ人魚医者たちと同じよ
うに、イエスも自分にわざわいを宣告して、人々の出入り
するところから離れるように警告されるのではないだろう
か。彼はイエスについて聞かされていたことをみな思い浮
べてみた。イエスに助けを求めて追い返されたものは1人も
なかった。このあわれな男は救い主をさがしだそうと決心
した。自分は町から隔離されているが、イエスがわき道を
とって山道を通られるのに出会うかも知れないし、あるい
は町のそとで教えておられるのをみかけるかも知れない。
困難は大きかったが、しかしそれだけが彼の唯一の望みで
あった。
彼は救い主のみもとへ導かれる。イエスは湖のほとり

で教えておられ、人々がそのまわりに集まっている。遠く
に離れて立ちながら、彼は救い主の口から出ることばをい
くつかとらえる。彼はイエスが病人の上に手をおかれるの
を見る。足の不自由な人や、目の見えない人や、中風の者
や、いろいろな病気で死にかかっている者たちが、健康を
与えられて立ちあがり、救いを神に感謝するのが見える。
信仰が彼の心の中で強まる。彼は集まっている群衆の方
へ1歩また1歩と近づいて行く。自分が拘束されていること
や、人々の安全や、みんなが恐怖の念をもって自分を見る
ことなど忘れている。彼はいやされるというありがたい望
みのことしか考えない。
彼はいまわしいみせものである。病気はびっくりするほ

ど深く食いこみ、そのくさっていく肉体は見るも恐ろしい
ほどである。彼を見ると、人々は恐れてあとずさりする。
人々は彼にふれまいとしてお互いにぶつかり合って逃げ
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る。彼がイエスに近づかないように、とめようとする人々
がいるがむだである。彼は彼らを見もしなければ、彼らの
言うことを聞きもしない。彼は人々の嫌悪の表情など見向
きもしない。彼は神のみ子しか見ない。彼は死にかけてい
る者にいのちを謡る声しか聞かない。イエスのそばまで押
しわけて進むと、彼は「主よ、みこころでしたら、きよめ
ていただけるのですが」と叫んで、イエスの足もとに身を
投げる。
イエスは「そうしてあげよう、きよくなれ」とお答えに

なって、彼の上に手をおかれた（マタイ8：2、3）。
たちまち、この病人に変化があらわれた。彼の肉体は健

康になり、神経は鋭敏になり、筋肉がひきしまった。この
病気特有のざらざらしたうろこ状の皮膚が消えて、そのか
わりに健康な子供のはだにみられるような、なめらかな赤
みがあらわれた。
イエスは彼に、いまなされた働きを誰にも知らせずに、

ささげ物を持ってまっすぐ宮に行くようにとお命じになっ
た。このようなささげ物は、祭司たちが病人を診察して、
病気がすっかりなおっていると宣告するまでは、受け入
れられなかった。祭司たちは、この役目を行うことがどん
なにいやでも、診察して病状を決定しなければならなかっ
た。
聖書のみことばには、キリストが彼に沈黙と敏速な行

動の必要を非常にせきたてて命じられたことが示されて
いる。「イエスは彼をきびしく戒めて、すぐにそこを去ら
せ、こう言い聞かせられた、『何も人に話さないように、
注意しなさい。ただ行って、自分のからだを祭司に見せ、
それから、モーセが命じた物をあなたのきよめのためにさ
さげて、人々に証明しなさい』」（マルコ1：43、44）。
もし祭司たちがその彼のいやしの実情を知ったら、彼らは
キリストへの憎しみから不正直な宣告をくだすかも知れな
かった。この奇跡についてのうわさが彼らの耳にはいる前
に、彼が宮に出頭するようにイエスは望まれた。こうして
公平な決定がくだされ、ハンセン病をいやされたこの男は
もう1度家族や友人たちの間で暮すことをゆるされるので
あった。
イエスが彼に沈黙を命じられた時、イエスのお考えに

はほかの目的もあった。救い主は敵がいつもイエスの働
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きを制限したり、人々をイエスから離れさせようとしたり
しているのを知っておられた。もし彼のいやしがうわさに
のぼったら、この恐ろしい病気にかかっているほかの者た
ちがイエスのまわりにおしよせ、そのため彼らとの接触に
よって人々が伝染させられるということを、イエスは知っ
ておられた。ハンセン 病にかかった多くの人は、健康の[800]
賜物を自分自身や他人の祝福となるように用いようとしな
かった。また彼らをまわりにひきよせると、イエスが儀式
の規則に禁じられていることを破っておられるという非難
の機会を与えるのであった。こうして福音をのべつたえる
イエスの働きが妨害されるのだった。
この出来事は、キリストの警告が正しかったことを証

明した。群衆はハンセン病にかかった人がいやされたのを
目撃していたので、祭司たちの決定を知りたがった。彼が
友人たちのところへもどってくると、大さわぎとなった。
イエスの注意があったにもかかわらず彼は自分の病気が
なおった事実をもはやかくそうと努力しなかった。実際そ
れはかくしきれるものではなかったが、彼はこのできごと
を広く公表した。自分を口止めしたのはイエスの遠慮にす
ぎないと考えて、彼はこの大医者の力を宣伝して歩いた。
彼はこうして発表するたびに祭司たちや長老たちがイエ
スを殺そうという決意をますます固めることを理解してい
なかった。いやされた男は健康の恵みが非常にとうといも
のであることを知った。彼は人間としての力を与えられ、
家族と社会へ復帰できたことを喜び、自分を完全な体にし
てくださった医者であるイエスに栄光を帰さないではいら
れない気持だった。しかしこの出来事を言いふらした彼の
行為は、結果においては救い主の働きをさまたげることに
なった。そのために、おびただしい群衆がイエスのもとに
殺到し、イエスはしばらく働きをおやめにならねばならな
かった。
キリストの公生涯における行為の一つ一つには遠大な

目的があった。そこには行為自体にあらわれているよりも
もっと深い意味が含まれていた。この病人のいやしの場合
もそうである。イエスはみもとにやってきたすべての者に
奉仕される一方では、こなかった人々を祝福したいと心か
ら望まれた。イエスは取税人、異教徒、サマリヤ人などを
ひきよせられる一方では、偏見と言い伝えの中にとじこめ
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られている祭司たちや教師たちの心に訴えたいと熱望され
た。彼らの心を動かすためにはどんな方法も試みられない
ものはなかった。ハンセン病をいやされた男を祭司たちの
もとへつかわすことによって、イエスは、一つのあかしを
与えて彼らの偏見をとり除くおつもりだった。
キリストの教えは神がモーセを通してお与えになった律

法に反すると、パリサイ人たちは主張していた。しかしハ
ンセン病からきよめられた男に律法に従ってささげ物をさ
さげるようにイエスが命じられたことは、この非難が不当
であることを証明した。それは、さとろうとする気のある
すべての入にとって、十分な証拠であった。
エルサレムの指導者たちは、キリストを死刑にする口実

をさがし出すためにスパイを送り出していた。イエスは人
類に対するご自分の愛と、律法に対するご自分の尊敬と、
罪と死から救うご自分の力との証拠を彼らに与えてこれ
に応じられた。こうしてイエスは、彼らについて、「彼ら
は悪をもってわが善に報い、恨みをもってわが愛に報いる
のです」とあかしをたてられた（詩篇109：5）。「敵を愛
し」なさいとの戒めを山でお与えになったイエスは、自ら
この原則を実行し、「悪をもって悪に報いず、悪口をもっ
て悪口に報いずかえって、祝福をもって報い」られた（マ
タイ5：44、ペテロ3：9）。
このハンセン病にかかった人に追放を宣告した同じ祭司

たちが、彼のいやしを証明した。この宣告は、公に発表さ
れ、記録されるので、それはいつまでもキリストをあかし
するものであった。そしてこのいやされた男が、病気の跡
さえないという祭司たち自身の保証によって、イスラエル
の会衆の中へ復帰した時、彼自身が恩人であられるイエス
の生きた証人となった。彼は喜びにあふれてささげ物をさ
さげ1イエスのみ名をあがめた。祭司たちは救い主の天来
の力について確信させられた。真理を知り、光によって益
を受けるように、彼らに機会が与えられた。もししりぞけ
られたら、その機会は過ぎ去ってふたたび返ってこないの
であった。多くの人々は光をしりぞけた。それでも光が与
えられたことはむだではなかつた。一時何のしるしもみえ
なかった多くの人々の心が動かされた。救い主の在世中に
は、その使命は祭司たちや教師たちの中に愛の反応をすこ
しも呼び起こさないようにみえた。しかしキリストの昇天 [801]
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後、「祭司たちも多数、信仰を受けいれるようになった」
（使徒行伝6：7）。
ハンセン病にかかった人をその恐るべき病気からきよ

められたキリストの働きは、魂を罪からきよめられるキ
リストの働きの実例である。イエスのみもとにきた男は、
「全身重い皮膚病」であった（ルカ5：12）。その致命的
な病毒は彼の全身にひろがっていた。弟子たちは主が彼に
さわられないようにしようとした。この病人にさわるとそ
の人もけがれた者となるからであった。しかしイエスは病
人に手をおいても、けがれを受けられなかった。イエスの
手がふれたことによって、いのちを与える力がさずけられ
た。ハンセン病はきよめられた。罪という病もこれと同じ
である、——それは根強く、致命的で、人間の力できよめ
ることはできない。「その頭はことごとく病み、その心は
全く弱りはてている。足のうらから頭まで、完全なところ
がなく、傷と打ち傷と生傷ばかりだ」（イザヤ1：5、6）。
しかしイエスは、人類の中に住むためにおいでになって、
何のけがれもお受けにならない。イエスの前に出ることに
は罪人にとっていやしの力がある。信仰をもって「主よ、
みこころでしたら、きよめていただけるのですが」と言
いながらイエスの足もとにひれ伏す者は誰でも、「そうし
てあげよう、きよくなれ」との答えを聞くのである（マタ
イ8：2、3）。
イエスは、あるいやしの場合には、求められた祝福をす

ぐにはお与えにならなかった。ところがこのハンセン病に
かかった人の場合には、訴えがなされたとたんに祝福が与
えられた。この世の祝福を祈り求める時に、われわれの祈
りに対する答えは遅れるかも知れない。あるいは神はわれ
われの求めるものよりもほかのものをお与えになるかも知
れない。
しかし罪からの救いをもとめる時にはそうではない。

われわれを罪からきよめて神の子とし、聖なる生活を送
ることができるようにしてくださるのが神のみこころであ
る。「キリストは、わたしたちの父なる神の御旨に従い、
わたしたちを今の悪の世から救い出そうとして、ご自身
をわたしたちの罪のためにささげられたのである」（ガラ
テヤ1：4）。「わたしたちが神に対していだいている確信
は、こうである。すなわち、わたしたちが何事でも神の御
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旨に従って願い求めるなら、神はそれを聞きいれて下さる
ということである」（ヨハネ5：14）。「もし、わたしたち
が自分の罪を告白するならば、神は真実で正しいかたであ
るから、その罪をゆるし、すべての不義からわたしたちを
きよめて下さる」（ヨハネ1：9）。
カペナウムの中風患者のいやしを通して、キリストはも

う1度この同じ真理をお教えになった。この奇跡が行われた
のは、罪をゆるすキリストの力をあらわすためであった。
中風患者のいやしもまたほかのとうとい幾つかの真理を例
示している。それは望みと励ましに満ちており、またあら
探しをするパリサイ人と関連していたことから、警告の教
訓も含んでいる。
あのハンセン病にかかった人と同じように、この中風患

者の回復の望みはすっかり失われていた。彼の病気は罪の
生活の結果であって、その後悔のために苦しみは一層ひど
かった。彼は心の苦しみと肉体の苦痛から救われたいと望
んで、ずっと前からパリサイ人たちや医者たちに訴えてい
た。しかし彼らは彼の病気はなおらないと冷淡に宣告し、
彼を神の怒りにまかせた。パリサイ人は苦悩を神の不快の
しるしとみなし、病人や困っている人たちから遠ざかって
いた。ところが自分たちはきよい者だといばっている当人
たちが、実は彼らが罪人呼ばわりしている苦しむ者たちよ
りももっと罪が重い場合がしばしばあった。
中風の男はまったく無力であった。そしてどこからも助

けを受ける見込みがないことを知って、彼は絶望に沈んで
いた。その時彼はイエスのすばらしいみわざについて聞い
た。彼は自分と同じに罪深くて無力なほかの人たちがいや
されたことを聞いた。ハンセン病さえきよめられたという
ことだった。そこでこうした話を伝えた友人たちは、イエ
スのところへ行くのならいやされるかもしれないと信じる
ように、彼をはげました。しかし彼は自分がどうして病気
になったかを思い出すと、望みが消えた。純潔な医者であ
られるイエスは自分がみ前に出ることをおゆるしにならな
いだろうと、彼は恐れた。 [802]
しかし彼が熱望したのは肉体的な回復よりもむしろ罪

の重荷からの解放だった。もしイエスにお会いすることが
できて、罪のゆるしと天とのやわらぎの保証が与えられる
なら、神のみこころにしたがって死のうが生きようが満足
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だった。死にかけている男の叫びは、ああ、あの方のみ前
に出られますようにということだった。ぐずぐずしている
時間はなかった。すでに彼の衰えた肉体には死の徴候が見
えはじめていた。彼が友人たちに、寝台にのせてイエスの
ところにつれて行ってくれるようにたのむと、彼らは喜ん
でそうすることを引受けた、だが救い主のおられる家の内
塁外には人々が密集していて、病人とその友人たちがイエ
スのそばに近づくことも、あるいはみ声のきこえるところ
まで行くことさえできなかった。
イエスはペテロの家で教えておられた。いつもの習慣

通り、弟子たちはイエスのそば近くにすわっており、「ガ
リラヤやユダヤの方々の村から、またエルサレムからきた
パリサイ人や律法学者たちが、そこにすわっていた」（ル
カ5：17）。この人たちはスパイとしてやってきて、イエ
スを訴えるとがをみつけようとしていた。この役人たちの
外側に、熱心な者、敬虔な者、好奇心のある者、不信心な
者など、雑多な群衆がむらがっていた。彼らはいろいろな
国籍や、社会のあらゆる階層を代表していた。「主の力が
働いて、イエスは人々をいやされた」（ルカ5：17）。命
のみたまは会衆をおおっていたが、パリサイ人と学者たち
はその臨在を認めなかった。彼らは必要を感じなかったの
で、いやしは彼らのためではなかった。イエスは「飢えて
いる者を良いもので飽かせ、富んでいる者を空腹のまま帰
らせ」になった（ルカ1：53）。
中風患者をはこんできた人たちは何度も何度も群衆の

中を押しわけて進もうとしたがむだだった。病人は言いよ
うのない苦痛のうちにあたりをみまわした。待ち望んだ助
けを目の前にしながら、どうして望みをすてることができ
よう。病人の思いつきで、友人たちは彼を屋上にはこびあ
げ、屋根を破ってイエスの足もとに病人をおろした。講話
は中断された。救い主はその悲しげな顔つきをごらんにな
り、訴える目がじっとご自分にそそがれているのをごらん
になった。イエスは事情を理解された。イエスがその困り
疑っている魂をみもとにひきよせられたのであった。この
中風患者がまだ家にいた時に、救い主は彼の良心に自覚を
お与えになった。彼が罪を悔い改め、自分を健康にしてく
ださるイエスの力を信じた時、救い主のいのちを与える憐
れみは、まずその切望する心を祝福した。イエスは、最初
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のかすかな信仰の光が、イエスを罪人の唯一の助け手とし
て信じる信仰に育って行くのを見守り、それが救い主のみ
もとに行きたいと努力する度にだんだん強くなって行くの
をごらんになっていた。
いま救い主は、苦しむ者の耳に音楽のようにひびくこと

ばで、「子よ、しっかりしなさい。あなたの罪はゆるされ
たのだ」と言われた（マタイ9：2）。
絶望の重荷は病人の魂からころがり落ちる。ゆるしの平

安が彼の心に宿り、彼の顔の輝きにあらわれる。彼の肉体
の苦痛は去り、身も心も一変する。無力の中風患者がいや
され、不義の罪人がゆるされたのだ。
単純な信仰をもって、彼はイエスのみことばを新しいい

のちの賜物として受け入れた。彼はもうこれ以上何も願わ
ないで、うれしさのあまりことばもなくただ幸福な沈黙の
うちに横たわっていた。天の光は彼の顔にかがやき、人々
は畏敬の思いをもってその光景をながめた。
ラビたちはイエスがこの病人をどう処置されるかを見よ

うと熱心に待っていた。彼らは、この病人から助けを求め
られた時、望みや同情を与えることを拒絶したことを思い
出した。それだけで満足しないで、彼らはこの男が罪のた
めに神からわざわいを受けているのだと宣告した。目の前
にこの病人を見た時・そうしたことが彼らの心に新たによ
みがえった。人々がみなその光景を興味深く見守っている
のを見て彼らは人々に対する自分たちの影響力が失われる
のではないかと、恐ろしい不安を感じた。
これらの偉い人たちはことばこそかわさなかった が、 [803]

お互いに顔を見合わせることによって、人々の感動の波を
防ぎとめるために何かしなければならないという同じ思い
をお互いの胸から読みとった。イエスは中風患者の罪がゆ
るされたと宣告された。パリサイ人はこのことばをとらえ
て、それを神への冒?とし、死刑に値する罪として示すこと
ができると考えついた。彼らは心の中で「この人は、なぜ
あんなことを言うのか。それは神をけがすことだ。神ひと
りのほかに、だれが罪をゆるすことができるか」と言った
（マルコ2：7）。
イエスがじっと目をそそがれると、彼らは小さくなって

あとずさりした。するとイエスは、「なぜ、あなたがたは
心の中で悪いことを考えているのか。あなたの罪はゆるさ
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れた、と言うのと、起きて歩け、と言うのと、どちらがた
やすいか」と言われた。そして「しかし、人の子は地上で
罪をゆるす権威をもっていることが、あなたがたにわかる
ために」と言われて、中風の者に向かい、「起きよ、床を
取りあげて家に帰れ」と言われた（マタイ9：46）。
すると担架にのせられてイエスのところへつれてこられ

たその男は、若者のようなはずむ力で立ちあがる。いのち
を与える血潮が彼の血管に脈打つ。彼の体の器官がどれも
急に活動をはじめる。近づいていた死の青白さが消えて、
健康の輝きがあらわれる。「すると彼は起きあがり、すぐ
に床を取りあげて、みんなの前を出て行ったので、一同は
大いに驚き、神をあがめて、『こんな事は、まだ1度も見た
ことがない』と言った」（マルコ2：12）。
ああ、罪のある者と苦しんでいる者とをいやすために身

をかがめられた驚くべきキリストの愛。悩んでいる人類の
苦難を悲しみ、これをやわらげてくださる神。ああ・この
ように人の子らに示された驚くべき力。だれが救いのメッ
セージを疑うことができよう。だれが憐れみ深い救い主の
いつくしみを軽んじることができよう。
あの朽ちかけていた肉体に健康を回復するのに要したの

は、創造の力以外の何ものでもなかった。地のちりから造
られた人間にいのちを宣告した同じ声が、死にかけていた
中風患者に命を告げた。しかも肉体に命を与えたのと同じ
力が心を新たにしたのであった。創造の時に、「主が仰せ
られると、そのようになり、命じられると、堅く立った」
が、その主が罪ととがのうちに死んだ魂に命を語られたの
であった（詩篇33：9）。肉体のいやしは、心を新たにした
力の証拠であった。キリストは中風患者に「人の子は地上
で罪をゆるす権威をもっていることが、あなたがたにわか
るために」起きて歩めとお命じになった（マルコ2：10）。
この中風患者は、キリストのうちに魂と肉体のいやし

を見いだした。霊的ないやしに肉体的な回復がつづいた。
この教訓をみのがしてはならない。今日肉体の病気にかか
りながら、この中風患者のように、「あなたの罪はゆるさ
れた」とのことばをきくのを待ち望んでいる者が幾千人と
なくいる。とどまるところを知らず、満たされることのな
い欲望をもった罪の重荷こそ、彼らの病気の根源である。
彼らは魂をいやしてくださるお方のもとに行くまでは安心
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が得られない。イエスだけがお与えになることのできる平
安によって、心に活力が与えられ、肉体に健康が与えられ
る。
イエスは「悪魔のわざを滅ぼしてしまうため」におい

でになった（ヨハネ3：8）。「この言に命があった」。イ
エスは「わたしがきたのは、羊に命を得させ、豊かに得さ
せるためである」と言われる。イエスは「命を与える霊」
である（ヨハネ1：4、10：10、1コリント15：45）。イエス
は、この地上において病人をいやし、罪人にゆるしをお
告げになった時と同じに、いまもなおいのちを与える力を
持っておられる。主は「あなたのすべての不義をゆるし、
あなたのすべての病をいや」される（詩篇103：3）。
中風患者のいやしが人々に与えた効果は、ちょうど天が

開いて天国の栄光があらわされたようなものだった。病気
をいやされたこの男が1歩ごとに神を賛美し、荷物を羽毛の
ように軽々とかついで群衆の間を通って行くと、人々はう
しろへさがって道をあけ、畏敬の念にうたれた顔つきで彼
をじっと見つめ、「きょうは驚くべきことを見た」とそっ
とささやき合った（ルカ5：26）。 [804]
パリサイ人は驚きのあまり口の利けない人のようにだま

りこみ、敗北感に圧倒された。彼らは、彼らのねたみを群
衆にたきつける機会がここにはないことを知った。彼らが
神の怒りにまかせてしまった男のためになされた不思議な
わざが、人々に強い印象を与えたので、ラビたちは一時忘
れられてしまった。彼らが神にだけあると言っていた力を
イエスが持っておられることを人々は知った。だがイエス
のやさしくて威厳のある態度は、ラビたち自身のこうまん
な態度といちじるしい対照をなしていた。彼らは口にこそ
出さないが、自分たちよりもすぐれたお方が目の前におら
れることを認めて、まごつき、赤面した。イエスがこの地
上で罪をゆるす権威を持っておられるという証拠が強けれ
ば強いほど、彼らはますます固く不信のからにとじこもっ
た。彼らは、中風患者がイエスのみことばによっていやさ
れるのを見たペテロの家から、神のみ子を沈黙させる新し
い計略を考え出すために出て行った。
肉体の病気は、それがどんなに悪質で、根深いもので

あっても、キリストの力によっていやされた。しかし魂の
病気は、光に目をとじた人々をもっと固くとらえていた。
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ハンセン病や中風は、頑迷さや不信ほど恐ろしくはなかっ
た。
中風をいやされた男の家では、ほんのちょっと前に寝

床にのせられたまま静かに家からかつぎ出されて行った彼
が、寝床をらくらくとかついで帰ってきた時、大きな喜び
があった。彼らは喜びの涙を浮かべてまわりに集まり、自
分の目が信じられないようだった。彼は元気に満ちた1人
前の男として彼らの前に立った。以前にはいのちがかよっ
ているようには見えなかった彼の両腕が、すぐに彼の意
志に従った。ちぢかんで鉛色をしていた彼の肉体が、いま
は若々しく赤味をおびていた。彼はしっかりした足どりで
自由に歩いた。彼の顔つきの一つ一つには喜びと望みが書
かれ、罪と苦難のしるしに代って純潔と平和の表情が見ら
れた。喜びと感謝のことばがその家からのぼって行き、神
は、望みのない者に望みを回復し、傷ついた者に力をお与
えになったみ子を通して栄光を受けられた。この男とその
家族は、イエスのためならいつでも命をささげようと思っ
た。彼らの信仰をくもらせる疑いはなく、彼らの暗い家庭
に光をお与えになったイエスへの忠誠心をさまたげる不信
はなかった。
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本章はマタイ9：917、マルコ2：1422、ルカ5：2739に基づ
く

パレスチナのローマ官吏の中で、取税人ほど憎まれた者
はなかった。外国の権力によって税を課せられるというこ
とが、自国の独立権が失われたことをユダヤ人に思い出さ
せ、たえず彼らを怒らせた。取税人はローマの圧制の手先
であったばかりではなかった。彼らはまた自分自身のため
に強奪者となり、民を犠牲にして私腹を肥やした。ローマ
人の手からこの任命を受けたユダヤ人は、国民の名誉を裏
切る者とみなされた。彼は変節者として軽蔑され、社会の
最も下等な階層に入れられた。
レビ・マタイはこの階級に属していたが、彼はゲネサレ

での4人の弟子たちの次に、キリストの奉仕に召された。パ
リサイ人はマタイをその職業から判断していたが、イエス
はこの男のうちに真理を受け入れるために心が開かれてい
るのをごらんになった。マタイは救い主の教えを聞いてい
た。罪をさとらせる神のみたまが彼の罪深さを示した時、
彼はキリストの助けを求めたいと熱望した。だが彼は、ラ
ビたちの排他心になれていたので、この大教師イエスが自
分に注目されるだろうとは考えていなかった。
ある日、この取税人が収税所にすわっていると、イエス

が近づいてこられるのが見えた。「わたしに従つてきなさ
い」ということばが自分に向かって語られるのを聞いた時
の彼の驚きは大きかった。
マタイは、「いっさいを捨てて立ちあがり、イエスに [805]

従ってきた」（ルカ5：27、28）。ちゅうちょもなく、質問
もせず金もうけの商売が貧乏と苦労にとり代えられるとい
う考えもなかった。イエスといっしょにいるということ、
イエスのみことばをきき、イエスの働きに加われるという
ことだけで彼は十分だった。

257
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これより前に召された弟子たちも同じだった。イエス
がペテロとその仲間に「わたしに従ってきなさい」とお命
じになった時、彼らはすぐに舟と網を捨てた。これらの弟
子たちの中には、生活の面倒をみなければならない友人た
ちをかかえている者もあった。しかし彼らは救い主の招き
を受けた時、ちゅうちょして、わたしはどうして生活し家
族を養えるでしょうかとたずねなかった。彼らは召しに従
順だった。後になってイエスが、「わたしが財布も袋もく
つも持たせずにあなたがたをつかわしたとき、何かこまっ
たことがあったか」とおたずねになった時、彼らは、「い
いえ、何もありませんでした」と答えることができた（ル
カ22：35）。
金持ちだったマタイにも、貧乏だったアンデレとペテロ

にも、同じ試みが与えられたが、彼らはそれぞれ同じよう
に献身した。成功の瞬間に、すなわち、網が魚でいっぱい
になり、これまで通りの生活をつづけたいという気持が最
も強かった時に、イエスは、海辺で、弟子たちに福音の働
きのために一切を捨てるように求められた。同じように一
人一人の魂は、この世の幸福を望む心と、キリストとのま
じわりを望む心と、そのどちらが最も強いかを試みられる
のである。
原則はいつでもきびしい。全心全霊を働きにうちこ

み、「わたしの主キリスト・イエスを知る知識の絶大な
価値のゆえに、いっさいのものを損と思」うようでなけ
れば、だれも神への奉仕に成功することはできない（ピリ
ピ3：8）。自分のために少しでも取って置く者はキリスト
の弟子になることはできないし、ましてや共労者となるこ
とはできない。人々が大いなる救いの真価を知る時、キリ
ストの生活にみられた自己犠牲が彼らの生活の中にみられ
る。キリストがどこへみちびかれようとも、彼らはよろこ
んで従うのである。
マタイがキリストの弟子の1人として召されたことから

非常な憤慨がひき起こされた。宗教教師が、直弟子の1人と
して取税人をえらぶということは、宗教的社会的国民的な
慣例に反していた。パリサイ人は、人々の偏見に訴えるこ
とによって、イエスに対する人気の流れを反対の方向に変
えようと望んだ。
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取税人たちの間に、広く行きわたる興味が起こった。彼
らの心は天来の教師イエスへひきつけられた。マタイは弟
子にしてもらったことをよろこんで、以前の仲間をイエス
にみちびきたいと熱望した。そこで彼は自分の家にふるま
いの席を設けて、親戚や友人たちをいっしょに呼んだ。そ
こには取税人たちばかりでなく、いかがわしい評判の人た
ちや用心深い隣人たちから排斥されているような人々がた
くさんきていた。
もてなしはイエスを主賓としてなされたが、イエスはそ

の心づくしを受け入れるのにちゅうちょされなかった。イ
エスはこのことがパリサイ党を怒らせ、また民の目にご自
分の信用を落すことをよくご存じだった。しかし慣例はイ
エスの行動を左右することができなかった。イエスにとっ
て外面的な偉さはすこしも重要でなかった。イエスの心に
訴えたものはいのちの水にかわき、それを求めている魂で
あった。
イエスは取税人たちの食卓に主賓としておつきになり、

同情心と社交的な親切とによって、ご自分が人間性の尊厳
を認めておられることをお示しになった。そこで人々は、
イエスの信頼に値する者になりたいと心から願った。彼ら
のかわいた心に、イエスのみことばは、いのちを与える祝
福の力となってのぞんだ。社会からのけ者にされていたこ
の人たちに、新しい衝動がめざめ、新しい生活の可能性が
開かれた。
このような集まりで救い主の教えに深い感銘を受け、キ

リストが昇天されてからはじめてキリストを認めた者が少
なくなかった。聖霊が豊かにそそがれ、1日に3000人が悔い
改めた時、その中には、取税人たちの食卓で初めて真理を
聞いた人たちが多くまじっていて、彼らのうちのある者は
福音の使者となった。マタイ自身にとっても、ふるまいの [806]
席でのイエスの模範はいつも教訓となっていた。軽蔑され
ていたこの取税人は最も献身的な伝道者の1人となり、彼自
身の伝道において主のみ足跡に忠実に従った。
ラビたちは、イエスがマタイのふるまいの席に出席され

たことを知ると、イエスを非難する機会ととらえた。しか
し彼らは、弟子たちを通して働きかけようと望んだ。ラビ
たちは、弟子たちの偏見をひき起こすことによって、彼ら
を主からひき離そうと望んだ。弟子たちにはキリストのこ
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とを非難し、キリストには弟子たちのことを悪く言って、
一番傷つきやすいところにねらいをつけるのがラビたちの
手段だった。これは、サタンが天で不満を感じて以来、い
つもしてきた方法である。不和と離反をひき起こそうとす
る者はみな彼の精神に動かされているのである。
ねたみ深いラビたちは、「なぜ、あなたがたの先生は、

取税人や罪人などと食事を共にするのか」とたずねた（マ
タイ9：11）。
イエスは、弟子たちがその非難に答えるのを待たない

で、自らお答えになった。「丈夫な人には医者はいらな
い。いるのは病人である。『わたしが好むのは、あわれ
みであって、いけにえではない』とはどういう意味か、学
んできなさい。わたしがきたのは、義人を招くためではな
く、罪人を招くためである」（マタイ9：12、13）。パリサ
イ人たちは、自分たちは霊的に健康であるから、医者の必
要はないと主張し、取税人や異邦人を魂の病気で死にかけ
ている者とみなしていた。だから、イエスの助けを要して
いる階級へ医者として行かれるのが、イエスの働きではな
かっただろうか。
しかしパリサイ人たちは、自分を偉いものに思ってい

たが、実際には彼らは彼らが軽蔑している人たちよりも悪
い状態にあった。取税人たちは彼らよりも頑迷さや自己満
足の念がなく、したがって真理の感化に対してもっと心が
開かれていた。イエスはラビたちに、「『わたしが好むの
は、あわれみであって、いけにえではない』とはどういう
意味か、学んできなさい」と言われた（マタイ9：13）。こ
のようにイエスは、彼らが神のみことばを説明すると主張
しながら、その精神については全く無知であることをお示
しになった。
パリサイ人たちはその時はだまっていたが、しかし彼

らの敵意は一層固くなっただけであった。彼らは次にバプ
テスマのヨハネの弟子たちをさがし出して、救い主に反対
させようと試みた。このパリサイ人たちは、バプテスマの
ヨハネの使命を信じていなかった、彼らはヨハネの節制生
活、彼の単純な習慣、彼の粗末な衣服などを嘲笑的に指さ
して、彼を狂信者だと断言していた。ヨハネが彼らの偽善
を攻撃したので、彼らはヨハネのことばに抵抗し、人々が
ヨハネに反対するようにあおりたてていた。神のみたまは
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このような嘲笑者たちの心に働いて、彼らに罪をさとらせ
られたが、彼らは神の勧告をしりぞけ、ヨハネは悪鬼につ
かれていると断言していた。
いまイエスが人々の中にまじって、彼らの食卓で飲み食

いされると、彼らはイエスのことを大食家だとか大酒飲み
だとか言って攻撃した。二のような攻撃をする彼ら自身こ
そやましいのであった、神についてまちがった解釈がなさ
れ、サタン自身の特性が神に着せられるように、主の使者
たちもこうした悪人たちによって曲解された。
パリサイ人たちは、イエスが暗黒の中にある人々に天の

光を与えるために取税人や罪人たちといっしよに食事をし
ておられるのだということを考慮しようとしなかった。天
来の教師のまかれる一つ一つのみことばが生きた種であっ
て、それは発芽して神の栄えのために実を結ぶのだという
ことを、彼らは認めようとしなかった。彼らは光を受け入
れまいと決心していた。彼らは、バプテスマのヨハネの使
命に反対してきていたのに、イエスに対する反対に彼らの
協力を1得ようと望んで、いまヨハネの弟子たちの友情を求
めようとした。彼らは、イエスが昔からの言い伝えを廃し
ようとしておられると言った。また彼らはバプテスマのヨ
ハネの厳格な敬虔さと、取税人や罪人といつしょに食事を
されたイエスの行動とを比較した。
ヨハネの弟子たちはこの時非常な悲しみのうちにあっ

た。それは彼らがヨハネの伝言をもってイエスに会いに行 [807]
く前だった。彼らの愛する教師は牢獄の中におり、彼らは
悲嘆のうちに日をすごしていた。しかもイエスは、ヨハネ
を釈放するために、何の努力もされず、むしろヨハネの教
えに不信を表明しておられるかのようにさえみえた。もし
ヨハネが神からつかわされたのなら、なぜイエスとその弟
子たちはこんなにまったく異なった道を歩まれるだろう。
ヨハネの弟子たちはキリストの働きをはっきり理解して

いなかった。パリサイ人たちの非難には何か根拠があるか
も知れないと、彼らは思った。彼らはラビたちが規定した
規則の多くを守り、律法のわざによって義とされることを
望んでさえいた。ユダヤ人は断食を功績の行為として実行
し、彼らの中で最も厳格な者は毎週2日間断食した。ヨハネ
の弟子たちが、イエスのもとにやってきて、「わたしたち
とパリサイ人たちとが断食をしているのに、あなたの弟子
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たちは、なぜ断食をしないのですか」とたずねた時、彼ら
もパリサイ人たちも断食していた（マタイ9：14）。
イエスは非常にやさしく彼らにお答えになった。イエス

は、断食について彼らのまちがった観念をなおそうとはさ
れずご自分の使命について彼らが正しい見方をするように
されただけだった。しかもイエスは、バプテスマのヨハネ
自身がイエスについてのあかしに用いたのと同じ譬を使っ
てこのことを説明された。ヨハネは「花嫁をもつ者は花婿
である。花婿の友人は立って彼の声を聞き、その声を聞い
て大いに喜ぶ。こうして、この喜びはわたしに満ち足りて
いる」と言った（ヨハネ3：29）。イエスがこの例をとりあ
げて「あなたがたは、花婿が一緒にいるのに、婚礼の客に
断食をさせることができるであろうか」と言われたとき、
ヨハネの弟子たちは彼らの教師のことばを思い出さずには
いられなかった（ルカ5：34）。
天の大君がご自分の民の中におられた。神の最高の賜

物が世に与えられていた。貧しい者に喜びあれ。キリスト
が彼らをみ国の世継ぎとするためにおいでになったからで
ある。富める者に喜びあれ。キリストは永遠の富を手に入
れる方法を彼らにお教えになるからである。無知な者に喜
びあれ。キリストは彼らを救いについて賢明な者とされる
からである。知識のある者に喜びあれ。キリストは彼らが
これまできわめたところよりももっと深い神秘を明らかに
されるからである。世の基がおかれた時からかくされてい
た真理は、救い主の使命によって人々に開かれるのであっ
た。
バプテスマのヨハネは救い主を見て喜んだ。天の大君と

共に歩み、共に語る特権にあずかっていた弟子たちには何
という大きな喜びの機会があったことだろう。いまは彼ら
が嘆いたり断食をしたりする時ではなかった。暗黒と死の
影にすわっている人々に光を照すために、彼らは心を開い
てキリストの栄光を受けねばならない。
キリストのみことばは明るい光景をえがき出したが、

その向こうには濃い影が落ちていて、イエスの御目だけが
それを認めていた。「しかし、花婿が奪い去られる日が来
る。その日には断食をするであろう」とイエスは言われた
（ルカ5：35）。主が売り渡され、十字架につけられるの
を見る時に、弟子たちは嘆き断食するであろう。あの二階
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の広間で弟子たちに語られた最後のことばの中に、イエス
は、「しばらくすればわたしを見なくなる、またしばらく
すればわたしに会えるであろう. . . . . .よくよくあなたがたに
言っておく。あなたがたは泣き悲しむが、この世は喜ぶで
あろう。あなたがたは憂えているが、その憂いは喜びに変
るであろう」と言われた（ヨハネ16：19、20）。
イエスが墓から出ておいでになる時、彼らの悲しみはよ

ろこびに変るのであった。イエスの昇天後そのお姿はみえ
なくなるが、慰め主を通してイエスはなお彼らとともにお
られるので、彼らは悲嘆のうちに時をすごさないのであっ
た。彼らが悲嘆のうちに時をすごすことは、サタンの望む
ところだった。サタンは、彼らがあざむかれ、失望したと
いう印象を世に与えたいと望んだ。しかし信仰によって、
彼らは、イエスが彼らのために奉仕しておられる天の聖
所をながめるのであった。彼らはキリストの代表者であら
れる聖霊に心を開き、そのご臨在の光をよろこぶのであっ
た。しかし誘惑と試練の日がくるのであった。その時彼ら [808]
は、この世の支配者たちや暗黒の王国の指導者たちと衝突
するのであった。その時キリストは、自ら彼らのそばにお
られず、彼らは慰め主を認めなかった。その時こそ彼らが
断食することは一層ふさわしいのであった。
パリサイ人は、形式を厳格に守ることによって自分をえ

らそうにみせようとつとめたが、一方その心はねたみと争
いに満ちていた。聖書にこう言われている、「見よ、あな
たがたの断食するのは、ただ争いと、いさかいのため、ま
た悪のこぶしをもって人を打つためだ。きょう、あなたが
たのなす断食は、その声を上に聞えさせるものではない。
このようなものは、わたしの選ぶ断食であろうか。人が
おのれを苦しめる日であろうか。そのこうべを葦のように
伏せ、荒布と灰とをその下に敷くことであろうか。あなた
は、これを断食ととなえ、主に受けいれられる日と、とな
えるであろうか」（イザヤ58：4、5）。
真の断食は単なる形式的な行事ではない。神がおえらび

になった断食は、「悪のなわをほどき、くびきのひもを解
き、しえたげられる者を放ち去らせ、すべてのくびきを折
るなどの事. . . . . .飢えた者にあなたのパンを施し、苦しむ者
の願いを満ち足らせる」ことであると聖書に書かれている
（イザヤ58：6、10）。ここにキリストの働きの精神と性格
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が示されている。キリストの一生は世の救いのためにご自
身を犠牲にされることであった。試みの荒野で断食されて
も、マタイのふるまいの席で取税人たちといっしょに食事
をされても、イエスは、失われた者の救いのためにご自身
のいのちを与えておられた。ただ嘆き悲しんだり、肉体を
痛めつけたり、おびただしい犠牲を払ったりすることなど
の中に真の信心の精神があらわされるのではなく、それは
神と人とに対する心からの奉仕に自分をささげることに示
されるのである。
イエスは、ヨハネの弟子たちへの答をつづけ、譬を用

いてこう言われた、「だれも、新しい着物から布切れを
切り取って、古い着物につぎを当てるものはない。もしそ
んなことをしたら、新しい着物を裂くことになるし、新し
いのから取った布切れも古いのに合わないであろう」（ル
カ5：36）。バアテスマのヨハネのメッセージを、言い伝え
や迷信に織り込んではならなかった。パリサイ人の見せか
けとヨハネの信心とをまぜ合わせようとする試みは、両者
の不一致をますます明らかにするだけであった。
キリストの教えの原則をパリサイ主義の形式に一致さ

せることもまたできなかった。キリストは、ヨハネの教え
によって生じた破れをふさがれるのではなかった。キリス
トは古いものと新しいものとの分離をますます明らかにさ
れるのであった、イエスはこの事実をさらに次のような例
をもって示された「まただれも、新しいぶどう酒を古い皮
袋に人れはしない。もしそんなことをしたら、新しいぶど
う酒は皮袋をはり裂き、そしてぶどう酒は流れ出るし、皮
袋もむだになるであろう」（ルカ5：37）。新しい酒を入れ
る容器として用いられた皮袋は、しばらくすると乾いても
ろくなり、同じ目的のためにはもう役立たなくなった。こ
のよく知られた例を用いて、イエスはユダヤ人の指導者た
ちの状態をお示しになった。祭司たち、律法学者たち、役
人たちは、型にはまった儀式と言い伝えにこり固まってい
た。彼らの心は、イエスがひからびた皮の酒袋にたとえら
れたように、ちぢまっていた。律法的な宗教に満足してい
るかぎり、彼らが天の生きた真理の保管者となることは不
可能だった。彼らは、自分自身の義は十分であると思って
いたので、自分たちの宗教に新しい要素がはいりこむこと
を望まなかった。彼らは、人類に対する神の恵みを彼ら自
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身と関係のないものとして受け入れることをしなかった彼
らはそれを自分たちの善行のせいにして、彼ら自身の功績
に結びつけた。愛によって働き、魂をきよめる信仰が、儀
式と人の命令から成り立っているパリサイ人の宗教と結合
する余地はなかった。イエスの教えを既成宗教と結びつけ
ようと努力してもむだであつた。神の重要な真理は、発酵
するぶどう酒のように、パリサイ的言い伝えという古い朽
ちた袋を破るのであった。
パリサイ人は、自分たちは賢いから教えを受ける必要は

ない、義人だから救いの必要はない、高い誉を受けている [809]
からキリストから栄えを受ける必要はないと考えていた。
救い主は彼らから離れ、天の使命を受け入れるようなほか
の人々をさがされた、イエスは、教育のない漁夫たち、市
場の取税人、サマリヤの女、喜んでみことばをきく一般の
人々などを新しい酒を入れる新しい袋としてごらんになっ
た。福音の働きにうつわとして用いられる者は、神が彼ら
に送られる光をよろこんで受け入れる魂である。こういう
人々は真理の知識を世に与えるための神の代理者である。
もし神の民が、キリストの恵みによって新しい袋となるな
らば、神はそれに新しいぶどう酒を満たされるのである。
キリストの教えは、新しい酒として表現されているが、

それは新しい教理ではなくて、世の初めから教えられてい
たことを啓示したものであった。しかしパリサイ人たちに
は、神の真理の本来の意義と美しさとがわからなかった。
彼らにとって、キリストの教えはほとんどすべての点にお
いて新しく、したがって、それを認識することも、承認す
ることもできなかった。
イエスは、真理を求める心と理解力とを破壊する偽りの

教えの力を指摘された。「まただれも、古い酒を飲んでか
ら、新しいのをほしがりはしない。『古いのが良い』と考
えているからである」（ルカ5：39）。父祖たちと預言者た
ちとを通して世に与えられてきたすべての真理は、キリス
トのみことばのうちに新しい美しさを放って輝いた。しか
し律法学者たちとパリサイ人たちは、とうとい新しい酒を
望まなかった。古い言い伝え、慣例、習慣を空にしてしま
うまでは、彼らは、頭や心にキリストの教えを入れる余地
がなかった。彼らはいのちのない形式に執着し、生きた真
理と神の力から離れた。
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このことが結局はユダヤ人を滅亡させたが、それはまた
われわれの時代にも多くの魂を滅亡させるであろう。マタ
イのふるまいの席でキリストから非難されたパリサイ人た
ちのように、幾千の者が同じあやまちを犯している。多く
の者は心にいだいている何かの考えを放棄したり、何か大
事な意見を捨てたりするよりは、むしろ光の父から与えら
れる真理をこばむのである。彼らは自分に信頼し、自分自
身の知恵にたよっていて、自分の霊的な貧しさをみとめな
い。彼らは何かの方法である重要な働きをすることによっ
て救われることを強調する。そしてその働きに自我を織り
込む方法がないことを知ると、備えられた救いをこばむの
である。
律法的な宗教は決して魂をキリストに導くことができ

ない。なぜならそれは愛のない宗教、キリストのない宗教
だからである。自分を義とする精神に動かされての断食や
祈りは、神の御目に憎むべきものである。荘厳な礼拝の集
まり、宗教的儀式のくりかえし、外面的な苦行、強制的な
犠牲などは、こうしたことを行う人が自分自身を義とし、
天国にはいる資格があるとみなしていることを公告してい
る。しかしそれはまったくの欺瞞である。われわれは自分
自身のわざによって救いを買うことは決してできない。
キリストの時代にそうであったように、今日も同じで

ある。パリサイ人たちは自分の霊的欠乏がわからない。彼
らに次のような警告が与えられている、「あなたは、自分
は富んでいる、豊かになった、なんの不自由もないと言っ
ているが、実は、あなた自身がみじめな者、あわれむべき
者、貧しい者、目の見えない者、裸な者であることに気が
ついていない。そこで、あなたに勧める。富む者となるた
めに、わたしから火で精錬された金を買い、また、あなた
の裸の恥をさらさないため身に着けるように、白い衣を買
いなさい。また、見えるようになるため、目にぬる目薬を
買いなさい」（黙示録3：17、18）。信仰と愛は火で練られ
た金である。しかし多くの者にとって、金は光沢を失い、
とうとい宝は失われた。キリストの義は、彼らにとって
は、着たことのない衣、ふれたことのない泉である。彼ら
に向かってこう言われている、「しかし、あなたに対して
責むべきことがある。あなたは初めの愛から離れてしまっ
た。そこで、あなたはどこから落ちたかを思い起し、悔い



第28章レビ・マタイ 267

改めて初めのわざを行いなさい。もし、そうしないで悔い
改めなければ、わたしはあなたのところにきて、あなたの
燭台をその場所から取りのけよう」（黙示録2：4、5）。
「神の受けられるいけにえは砕けた魂です。神よ、 [810]

あなたは砕けた悔いた心をかろしめられません」（詩
篇51：17）。人は、最高の意味において、イエスを信じ
る者となることができる前に、自分自身をむなしくしなけ
ればならない。自我が放棄される時、主はその人を新しい
人間にすることがおできになる。新しい袋は新しいぶどう
酒を入れることができる。キリストの愛は新しいいのちを
もって信者を生かす、われわれの信仰の創始者でありまた
完成者であるおかたを見つめる人のうちに、キリストの品
性があらわされるのである。
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安息日は創造の時に聖とされた。それは人のために
定められたのだから、その起源は「明けの星は相共に歌
い、神の子たちはみな喜び呼ばわった」時にあった（ヨ
ブ38：7）。平和が世界をおおっていた。地が天と調和し
ていたからであった。「神が造ったすべての物を見られた
ところ、それは、はなはだ良かった」（創世記1：31）。そ
こで神は、みわざを完成されたよろこびのうちに休息され
た。
神は安息日に休息されたので「神はその第7日を祝福し

て、これを聖別された」——すなわちこの日を聖なるご用
のためにとりわけられた（創世記2：3）。神はこの日を休
息の日としてアダムにお与えになった。それは創造のみ
わざの記念で、神の力と愛のしるしとなった。「主はその
くすしきみわざを記念させられた」と聖書に書かれている
（詩篇111：4）。「被造物」は「神の見えない性質、すな
わち、神の永遠の力と神性」とを「天地創造このかた」宣
言している（ローマ1：20）。
万物は神のみ子によって造られた。「初めに言があっ

た。言は神と共にあった。. . . . . .すべてのものは、これに
よってできた。できたもののうち、一つとしてこれによら
ないものはなかった」（ヨハネ1：13）。安息、日は創造の
みわざの記念であるから、それはキリストの愛と力のしる
しである。
安息日はわれわれの思いを自然に向けさせ、われわれ

を創造主とのまじわりに入らせる。鳥の歌に、木々のさ
さやきに、海の調べに、われわれは日の涼しいころエデン
の園でアダムとお語りになった神のみ声をいまもきくこと
ができる。こうしてわれわれは、自然界の中に神の力を見
る時、そこに慰めを見いだすのである。なぜなら、万物を
おつくりになったみことばは、魂にいのちを語ることばだ
からである。「『やみの中から光が照りいでよ』と仰せに
なった神は、判ストの顔に輝く神の栄光の知識を明らかに

268
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するために、わたしたちの心を照して下さったのである」
（Ⅱコリント4：6）。
歌を呼び起したのはこの思いであった。——
「主よ、あなたはみわざをもって
わたしを楽しませられました。
わたしはあなたのみ手のわざを喜び歌います。
主よ、あなたのみわざは
いかに大いなることでしょう。
あなたのもろもろの思いは、いとも深く」

（詩篇92：4、5）

聖霊は、預言者イザヤを通して、こう宣言しておられ
る。「それで、あなたがたは神をだれとくらべ、どんな
像と比較しようとするのか。偶像は細工人が鋳て造り、
鍛冶が、金をもって、それをおおい、また、これがため
に銀の鎖を造る。貧しい者は、ささげ物として朽ちるこ
とのない木を選び、巧みな細工人を求めて、動くことの
ない像を立たせる。あなたがたは知らなかったか。あなた
がたは聞かなかったか。初めから、あなたがたに伝えられ
なかったか。地の基をおいた時から、あなたがたは悟らな
かったか。主は地球のはるか上に座して、地に住む者をい
なごのように見られる。主は天を幕のようにひろげ1これ
を住むべき 天幕のように張り、また、もろもろの君を無 [811]
きものとせられ、地のつかさたちを、むなしくされる。彼
らは、かろうじて植えられ、かろうじてまかれ、その幹が
かろうじて地に根をおろしたとき、神がその上を吹かれる
と、彼らは枯れて、わらのように、つむじ風にまき去られ
る。聖者は言われる、『それで、あなたがたは、わたしを
だれにくらべ、わたしは、だれにひとしいというのか』。
目を高くあげて、だれが、これらのものを創造したかを見
よ。主は数をしらべて万軍をひきいだし、おのおのをその
名で呼ばれる。その勢いの大いなるにより、またその力の
強きがゆえに、1つも欠けることはない。ヤコブよ、何ゆ
えあなたは、『わが道は主に隠れている』と言うか。イス
ラエルよ、何ゆえあなたは、『わが訴えはわが神に顧みら
れない』と言うか。あなたは知らなかったか、あなたは聞
かなかったか。主はとこしえの神、地の果の創造者であっ
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て、弱ることなく、また疲れることなく、その知恵はは
かりがたい。弱った者には力を与え、勢いのない者には強
さを増し加えられる」。「恐れてはならない、わたしはあ
なたと共にいる。驚いてはならない、わたしはあなたの神
である。わたしはあなたを強くし、あなたを助け、わが勝
利の右の手をもって、あなたをささえる」。「地の果なる
もろもろの人よ、わたしを仰ぎのぞめ、そうすれば救われ
る。わたしは神であって、ほかに神はないからだ」（イザ
ヤ40：1829、41：10、45：22）。これが自然の中に書かれ
ているメッセージで、安息日はこのメッセージを記憶にと
どめるために定められているのである。主は、イスラエル
に安息日をあがめるようにお命じになった時、こう言われ
た。「わが安息日を聖別せよ。これはわたしとあなたがた
との間のしるしとなって、主なるわたしがあなたがたの神
であることを、あなたがたに知らせるためである」（エゼ
キエル20：20）。
安息日は、シナイで与えられた律法の中に具体的に表

現されたが、しかしその時はじめて休みの日として知ら
されたのではなかった。イスラエルの民はシナイへ来る
前に安息日についての知識をもっていた。そこへ行く道
中、安息日は守られた。安息日をけがす者があると、主
は彼らを責めて、「あなたがたは、いつまでわたしの戒め
と、律法とを守ることを拒むのか」と言われた（出エジプ
ト16：28）。
安息日はイスラエルのためだけでなく、世界のためで

あった。それはエデンで人に知らされ、十戒の中の他の戒
めと同じに、不滅の義務である。この第4条が一部となっ
ている律法について、キリストは、「天地が滅び行くま
では、律法の一点、一画もすたることはな」いと宣言し
ておられる（マタイ5：18）。天と地がつづくかぎり、安
息日は、創造主の力のしるしとしてつづくのである。そし
てエデンがふたたびこの地上に栄える時に、神の聖なる休
日は、天下のすべての者によってあがめられるのである。
安息日ごとに、輝く新天地の住民は「わが前に来て礼拝す
る」と主は言われる（イザヤ66：23）。
ユダヤ人に与えられた制度の中で彼らを周囲の国民から

区別するのに安息日ほど役立ったものはなかった。神は、
安息日を守ることが神の礼拝者である証拠となるように計
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画された。それは、彼らが偶像礼拝から離れ、真の神とつ
ながっていることの証拠となるのであった。しかし安息日
を聖とするためには、人は自ら聖でなければならない。信
仰によって彼らはキリストの義にあずかる者とならねばな
らない。「安息日を覚えて、これを聖とせよ」との命令が
イスラエルに与えられた時、主はまた彼らに、「あなたが
たは、わたしに対して聖なる民とならなければならない」
と言われた（出エジプト20：8、22：31）。このようにして
のみ、安息日は、イスラエルを神の礼拝者として区別する
ことができた。
ユダヤ人が神から離れ、信仰によってキリストの義を

自分の義としなかった時、安息、日は彼らにとって、そ
の意義が失われた。サタンは自分自身を高め、人々をキリ
ストからひき離そうとつとめていた。そして彼は、安息日
がキリストの力のしるしなので、これをゆがめるために働
いた。ユダヤ人の指導者たちは、神の休みの日をやっかい
な規則づくめにすることによって、サタンの意図を達成し
た。キリストの時代に、安息日はまったくゆがめられてい
たので、安息日を守ることは、愛に富まれる天父のご品性 [812]
よりはむしろ利己的でわがままな人間の品性を反映してい
た。ラビたちは、神が、人の守ることのできない律法をお
与えになっていると事実上言っているのも同然だった。彼
らは、人々に、神を暴君としてみさせ、神のご要求通りに
安息日を守る時に、人は無情になり残酷になると考えさせ
た。このような誤った観念をとり去ることがキリストの働
きであった。ラビたちは冷酷な敵意をいだいてキリストに
ついてまわったが、キリストは彼らの規則に一致しようと
する様子さえお見せにならないで、神の律法に従って安息
日を守りながらまっすぐ進まれた。
ある安息日に、救い主は、弟子たちと礼拝の場所から

帰りながら、みのった麦畑を通りかかられた。イエスが
遅い時間まで働きをつづけられたので、弟子たちは、畑を
通りながら麦の穂をつみ、手でもんで、中の穀粒を食べ始
めた。ほかの日だったら、この行為について人から何も言
われることはなかった。麦畑や果樹園やぶどう園などを通
りすぎる人は、食べたいものを自由にとってもよかったか
らである（申命記23：24、25参照）。しかし安息日にそう
することは、安息日をけがす行為とみられた。麦をつむこ
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とが一種の収穫であるばかりでなく、それを手でもむこと
も一種の脱穀であった。こうして、ラビたちの意見によれ
ば、二重の罪となるのであった。
スパイどもはすぐイエスに、「ごらんなさい、あなたの

弟子たちが、安息日にしてはならないことをしています」
と文句を言った（マタイ12：2）。
イエスは、ベテスダで、安息日を犯されたとの非難を受

けられた時、ご自分が神のみ子であることを主張され、ご
自分が天父と一致して働いておられることを宣言して、ご
自分を弁護された。いま弟子たちが攻撃されたので、イエ
スは、旧約聖書から神の奉仕にたずさわっている人たちに
よって安息日になされた行為を例として引用し、それを非
難者たちにお示しになる。
ユダヤの教師たちは、彼らの聖書の知識について誇っ

ていたが、救い主の答えには、彼らが聖書を知らないこと
について、暗黙の譴責があった。イエスは言われた、「あ
なたがたは、ダビデとその供の者たちとが飢えていたと
き、ダビデのしたことについて、読んだことがないのか。
すなわち、神の家にはいって、祭司たちのほかだれも食
べてはならぬ供えのパンを取って食べ、また供の者たちに
も与えたではないか」。「また彼らに言われた、『安息日
は人のためにあるもので、人が安息日のためにあるのでは
ない。それだから、人の子は、安息日にもまた主なのであ
る』」。「また、安息日に宮仕えをしている祭司たちは安
息日を破っても罪にはならないことを、律法で読んだこと
がないのか。あなたがたに言っておく。宮よりも大いなる
者がここにいる」（ルカ6：3、4、マルコ2：27、28、マタ
イ12：5、6）。
ダビデが、聖なるものとしてとっておかれたパンを食

べて空腹を満たしたことが正しかったならば、弟子たちが
安息、日の聖なる時間に麦をつんで、彼らの必要を満たし
たことは正しかった。また宮の祭司たちは、安息日にはほ
かの日よりも大きな働きをした。世俗の働きを同じように
すれば罪となるのであるが、祭司の働きは神の奉仕であっ
た。彼らはキリストのあがないの力をさし示す儀式を行っ
ているのであつて、その働きは安息日の目的と一致してい
た。しかしいま、キリストご自身がおいでになっていた。
弟子たちは、キリストの働きをすることによって、神の奉
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仕にたずさわっていた。そしてこの働きを遂行するのに必
要なことを安息日にすることは正しかった。
キリストは、弟子たちにも敵にも、神の奉仕が何より

も第一であることを教えようとお思いになった。この世に
おける神の働きの目的は、人のあがないである。したがっ
て、この働きをなしとげるために安息日にしなければなら
ないことは、安息日の律法と一致している。イエスは次に
ご自分の議論のしめくくりとして、ご自身のことを、「安
息日の主である」——すなわちご自分があらゆる問題、あ
らゆる律法を超越するお方であることを宣言された。この
無限の審判者であられるお方は、弟子たちが犯していると
いって非難されたその戒めに照らして、彼らの非難が不当
であることを宣言された。 [813]
イエスは反対者たちに譴責を加えただけでこの問題を

すまされなかった。イエスは、彼らが盲目になっている
ために、安息日の目的を誤解しているのだと宣言された。
「『わたしが好むのは、あわれみであって、いけにえで
はない』とはどういう意味か知っていたなら、あなたがた
は罪のない者をとがめなかったであろう」と主は言われた
（マタイ12：7）。彼らの熱意のない多くの儀式は、神の真
の礼拝者たちの特徴であるまごころとやさしい愛に欠けて
いるところを埋め合わせることができなかった。
ふたたびイエスは、いけにえそのものには何の価値もな

いという事実をくりかえされた。それは手段であって目的
ではない。その目的は人を救い主にみちびくことで、そう
することによって人を神と一致させるのである。神がとう
とばれるのは愛の奉仕である。これが欠けている時に、単
なる儀式のくりかえしは、神にとって不快なものとなる。
安息、日も同じである。安息日は人を神と交わらせるため
に計画された。しかしあきあきするような儀式に人の心が
奪われた時、安息日の目的はさまたげられた。単にうわべ
だけの安息日遵守は徒労であった。
またほかの安息日に、イエスは会堂にお入りになって、

そこに手のなえた男をごらんになった。パリサイ人は、
イエスがどうされるか熱心に見守っていた。救い主は安息
日に人をいやせば律法を破る者とみなされることをよくご
存じだったが、安息日のまわりにバリケードを築いていた
言い伝えの規則という壁を打破するのにちゅうちょされな
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かった。イエスは、病気の男に立ちあがるようにお命じに
なり、それから「安息日に善を行うのと悪を行うのと、命
を救うのと殺すのと、どちらがよいか」とおたずねになっ
た（マルコ3：4）。善をなす機会があるのにそれをしない
のは、悪をなすことであるというのが、ユダヤ人の格言で
あった。いのちを救うことを無視するのは殺すことであっ
た。このようにイエスはラビたちの立場に立って、彼ら
に応対された。「彼らは黙っていた。イエスは怒りを含ん
で彼らを見まわし、その心のかたくななのを嘆いて、その
人に『手を伸ばしなさい』と言われた。そこで手を伸ばす
と、その手は元どおりになった」（マルコ3：4、5）。
イエスは、「安息日に人をいやしても、さしつかえない

か」と質問された時、「あなたがたのうちに、1匹の羊を
持っている入があるとして、もしそれが安息日に穴に落ち
こんだなら、手をかけて引き上げてやらないだろうか。人
は羊よりも、はるかにすぐれているではないか。だから、
安息日に良いことをするのは、正しいことである」とお答
えになった（マタイ12：1012）。
スパイたちは自分たちが困難な立場におちいることを

恐れて、群衆の前ではあえてキリストに答えなかった。
彼らはイエスが事実をお語りになったことがわかってい
た。動物の場合にはほおっておくと所有者の損失になるの
で、彼らはその動物を救おうと思うのであるが、人間の場
合には、言い伝えを犯すよりはむしろその人間を苦しむま
まにほおっておくのだった。このように、神のみかたちに
つくられた人間よりも口のきけない動物に対してずっと深
い注意が払われた。このことはすべてのまちがった宗教の
働きを例示している。そうした宗教は、神よりも自分を高
めたいという人間の欲望から出発しているが、その結果は
人間を動物よりも低いところへ堕落させる。神の主権にさ
からって戦う宗教は、すべて創造の時人のものであった栄
光を、またキリストを通して人に回復される栄光を、人間
からだましとるのである。まちがった宗教は人間の貧困、
苦難、権利などを気にかけないようにと信者に教える。
福音は、キリストの血によって買われた者として人間を高
く評価し、人間の必要と苦悩をやさしくかえりみるように
と教える。主は「わたしは人を精金よりも、オフルのこが
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ねよりもとうとくする」と言われる（イザヤ13：12・英語
訳）。
安息日に善をなすのと悪をなすのと、またいのちを救

うのと殺すのと、どちらが律法にかなっているかという質
問で、イエスがパリサイ人に迫られた時、彼はパリサイ人
を彼ら自身の邪悪な目的に直面させられた。彼らは、激し
い憎しみをもって、イエスのいのちをねらっていたが、イ [814]
エスはいのちを救い、民衆に幸福をもたらしておられた。
キリストがされたように、苦しんでいる者を安息日にいや
すよりは、彼らが計画していたように安息日に殺す方がよ
かっただろうか。神の聖なる日にすべての人に対する愛を
心にもち、その愛が憐れみの行為となってあらわれるより
は、心の中で殺人をする方が正しかっただろうか。
イエスは手のなえた人をいやすことによって、ユダヤ人

の慣習を責め、第4条の戒めを、神がお与えになったままの
立場におかれた。「安息日に良いことをするのは、正しい
ことである」とイエスは宣言された（マタイ12：12）。イ
エスについて文句をいっている人々が神の聖日をけがして
いた時に、イエスは、ユダヤ人の無意味な制限を一掃する
ことによって、安息日をとうとばれた。
キリストは律法を廃されたと主張する人々は、キリス

トが安息日を破り、また弟子たちが同じことをしてもこ
れを正しいとされたと教える。このようにして彼らは、あ
らさがしをしたユダヤ人と事実上同じ立場をとっている。
この点において彼らは、「わたしがわたしの父のいましめ
を守ったので、その愛のうちにおる」と宣言されたキリス
トご自身のあかしと矛盾している（ヨハネ15：10）。救い
主も弟子たちも安息日の律法を破られたのではなかった。
キリストは律法の生きた代表者であられた。キリストは一
生の間律法の聖なる戒めを一つも破られなかった。あかし
の国民でありながら、イエスを罪に定める機会をねらって
いた彼らをごらんになって、イエスは、「あなたがたのう
ち、だれがわたしに罪があると責めうるのか」と言われた
が、これに挑戦できる者はいなかった（ヨハネ8：46）。
救い主は、父祖たちと預言者たちの語ったことを廃す

るためにおいでになったのではなかった。なぜなら、こ
れらの代表者たちを通してお語りになったのは、キリスト
ご自身であったからである。神のみことばのすべての真理
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は、キリストから与えられた。しかしこのようなはかり知
ることのできない価値をもった宝石が、まちがった台には
められていた。そのとうとい光は、誤謬に奉仕させられて
いた。神はそれらの宝石が誤謬という台からとりはずされ
て、真理のわくにはめなおされるように望まれた。この働
きをなしとげることができるのは、神のみ手だけだった。
真理は誤謬とむすびつくことによって、神と人との敵の働
きに役立っていた。キリストは真理を、神の栄えをあらわ
し、人類の救いに役立つような位置におくためにおいでに
なったのだった。
「安息日は人のためにあるもので、人が安息日のため

にあるのではない」とイエスは言われた。神がお定めに
なった制度は人類のためである。「すべてのことは、あ
なたがたの益」である。「パウロも、アポロも、ケパも、
世界も、生も、死も、現在のものも、将来のものも、こ
とごとく、あなたがたのものである。そして、あなたが
たはキリストのもの、キリストは神のものである」（Ⅱ
コリント4：15、1コリント3：22、23）。神は安息日の戒め
がその一部となっている十戒の律法を祝福として民にお
与えになった。「そして主はこのすべての定めを行えと、
われわれに命じられた。これはわれわれの神、主を恐れ
て、われわれが、つねにさいわいであり、また今日のよ
うに、主がわれわれを守って命を保たせるためである」と
モーセは言った（申命記6：24）。また詩篇記者を通して
イスラエルに次のようなメッセージが与えられた。「喜び
をもって主に仕えよ。歌いつつ、そのみ前にきたれ。主こ
そ神であることを知れ。われらを造られたものは主であっ
て、われらは主のものである。われらはその民その牧の羊
である。感謝しつつ、その門に入り、ほめたたえつつ、そ
の大庭に入れ。主に感謝し、そのみ名をほめまつれ」（詩
篇100：24）。「安息日を守って、これを汚さ」ないすべて
の人について、主は、「わたしはこれをわが聖なる山にこ
させ、わが祈の家のうちで楽しませる」と宣言しておられ
る（イザヤ56：6、7）。
「それだから、人の子は、安息日にもまた主なのであ

る」（マルコ2：28）。このことばは教えと慰めとに満ち
ている。安息日は人のためにつくられたのだから、それ
は主の日である。それはキリストのもので ある。なぜな[815]
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ら「すべてのものは、これによってできた、できたもの
のうち、1つとしてこれによらないものはなかった」から
である（ヨハネ1：3）、キリストは万物をおつくりになっ
たのだから、キリストが安息日をつくられた。キリスト
によって、安息日は創造のみわざの記念として聖別され
た。安息日は、キリストを創造主またきよめるお方とし
てさし示す。安息口は、天地の万物をおつくりになって、
すべてのものを保っておられるキリストが、教会の首長で
あられるということ、またキリストの力によってわれわれ
は神と和解させられるということを宣言している。なぜな
らキリストは、イスラエルについて語って、「わたしはま
た彼らに安息日を与えて、わたしと彼らとの間のしるしと
した。これは主なるわたしが彼らを聖別したことを、彼ら
に知らせるためである」と言われたからである（エゼキエ
ル20：12）。だから安息日は、われわれを聖としてくださ
るキリストの力のしるしである。そしてそれは、キリスト
が聖とされるすべての人に与えられているのである。キリ
ストのきよめの力のしるしとして、安息日は、キリストを
通して神のイスラエルの一部となるすべての人に与えられ
ているのである。
主はまたこう言われる、「もし安息日にあなたの足を

とどめ、わが聖日にあなたの楽しみをなさず、安息日を
喜びの日と呼び、主の聖日を尊ぶべき日ととなえ」るな
らば、「その時あなたは主によって喜びを得」る（イザ
ヤ58：13、14）、安息、口をキリストの創造とあがないの
力のしるしとして受け入れるすべての人にとって、この
日は楽しみとなる。彼らはその中にキリストを見いだし、
キリストのうちにあってよろこぶ。安息日は創造のみわざ
をあがないにおけるキリストの大いなる力の証拠として彼
らにさし示す。それはエデンの失われた平和を心に呼びも
どすとともに、救い主を通して回復された平和を告げてい
る。こうして自然界の事物の一つ一つは、「すべて重荷を
負うて苦労している者は、わたしのもとにきなさい。あな
たがたを休ませてあげよう」とのキリストの招きをくりか
えしている（マタイ11：28）。
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本章はマルコ3：1319、ルカ6：1216に基づく

「さてイエスは山に登り、みこころにかなった者たちを
呼び寄せられたので、彼らはみもとにきた。そこで12人を
お立てになった。彼らを自分のそばに置くためであり、さ
らに宣教につかわ」すためであった（マルコ3：13、14）。
使徒としての務めに12人が召され、山上の垂訓が与えら

れたのは、ガリラヤの海から少し離れた山の中腹の木蔭に
おいてであった。野原や山は、イエスが好んで行かれた場
所で、イエスの教えの多くは、宮や会堂の中よりもむしろ
青空の下でなされた。イエスについてくる群衆を収容しき
れる会堂はなかった。イエスが野や森で教える方がよいと
お思いになった理由は、それだけではなかった。イエスは
自然の景色がお好きだった。静かなひっこんだ場所は、み
なイエスにとって聖なる宮であった。
地上の最初の住民が彼らの聖所として選んだのはエデ

ンの木の下であった。そこでキリストは、人類の父祖と
交わられた。楽園から追放された時も、アダムとエバは、
やはり野や森の中で礼拝し、キリストは、そこで、彼ら
に恵みの福音をもってお会いになった。マムレのかしの木
の下で、アブラハムと語られたのは、キリストであった。
キリストはまた、夕暮れに野で祈るために出てきたイサク
と語り、ベテルの丘でヤコブと語り、ミデアンの山でモー
セと語り、羊の群れの番をしていた少年ダビデと語られ
た。15世紀にわたって、ヘブル人が毎年1週間家を離れ、
「美しい木. . . . . .なつめやしの枝と、茂った木の枝と、谷
のはこやなぎの枝」などの緑の小枝でつくられた仮小屋
に住んだのは、キリストのさしずによってであった（レ
ビ23：40）。
弟子たちを訓練するにあたって、イエスは都会の混雑か[816]

ら離れて、ご自分が彼らに教えようと望んでおられる克己

278
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の教訓にもっとよく調和している静かな野と丘をお選びに
なった。
またイエスは、その公生涯の間、青空の下のどこか草

の茂った山腹や、湖の岸辺に人々を集めるのがお好きだっ
た。ここでイエスは、ご自分の創造のみわざにかこまれ
て、聴衆の思いを人工的なものから自然界の事物へ向け
るごとがおできになった。自然界の事物の成長と発展の中
に、キリストのみ国の原則があらわされていた。人々が目
をあげて神の山を見、神のみ手の不思議なみわざをながめ
る時に、彼らは、神の真理についてとうとい教訓を学ぶこ
とができた。キリストの教えは、自然界の事物を通して、
彼らにくりかえされるのであった。心の中にキリストを宿
して野に行く人はみな、これと同じ経験をするのである。
彼らは、自分たちが聖なる感化にかこまれているのを感
ずる。自然界の事物は、われらの主の譬をとりあげ、また
主の勧告をくりかえしている。自然界の中で神と交わるこ
とによって、人はその思いが高められ、心が休まるのであ
る。
キリストがこの世を去られた後に、地上におけるキリ

ストの代表者となる教会を組織するのに、いまその第一歩
がふみ出されるのであった。弟子たちはぜいたくな聖所を
自由に使うことはできなかったが、救い主は、彼らをご自
分の好きなかくれ場へつれて行かれたので、その日の経験
は、彼らの心の中で山や谷や海の美しさと永遠にむすびつ
いた。
イエスは、弟子たちを証人としてつかわし、イエスに

ついて見聞きしたことを世にのべつたえさせるために、
彼らを召されたのであった。彼らの任務は、人類がこれま
でに受けた任務の中で最も重要なものであって、ただキリ
ストご自身の任務に次ぐものであった。彼らは、世の救い
のために神と共に働く者となるのであった。旧約聖書の中
で、12人の父祖たちがイスラエルの代表者どなっているよ
うに、12人の使徒たちは、福音を伝える教会の代表者とな
るのであった。
救い主は、ご自分が選ばれた人々の性格をご存じだっ

た。彼らの弱点やまちがいはみな、イエスにはっきりわ
かっていた。イエスは、彼らが経験しなければならない危
険や、彼らの上に負わされる責任を知っておられた。だか
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らイエスのお心は、この選ばれた人々の上にそそがれてい
た。ガリラヤの海に近い山の上で、イエスはただ1人、一晩
中彼らのために祈られたのに、弟子たちは、山のふもとで
眠っていた。夜明けの光がさしてくると、イエスは、彼ら
を呼んでこちらにくるようにと招かれた。彼らに伝えなけ
ればならない何か重大なことがあったからである。
これらの弟子たちは、ある期間イエスといっしょに活動

的な働きにたずさわった。ヨハネとヤコブ、アンデレとペ
テロは、ピリポ、ナタナエル、マタイといっしょに、ほか
のだれよりも親しく、イエスと交わり、イエスの奇跡を、
だれよりも多く見てきた。中でもペテロとヤコブとヨハネ
は、一層イエスと親しい関係にあった。彼らは、ほとんど
たえまなくイエスといっしょにいて、その奇跡を見、その
みことばを聞いてきた。特にヨハネは、イエスと親しかっ
たので、イエスから愛される者として目立っている。救い
主は、彼らをみな愛されたが、ヨハネが最も感受性の強い
心を持っていた。彼はほかの人たちよりも年が若く、ほか
のだれよりも子供のようにつつみかくしのない信頼をもっ
て、イエスに心を開いた。このようにヨハネは、イエスに
対してだれよりも心をよせていたので、彼を通して、救い
主の最も深い霊的な教えが、イエスの民に伝えられた。
使徒たちが分けられているグループの一つの最初に、ピ

リポの名前がある。彼は、イエスが「わたしについてきな
さい」とはっきり命令をお与えになった最初の弟子であっ
た。ピリポは、アンデレとペテロの町であるベツサイダの
出身だった。彼は、バプテスマのヨハネの教えを聞き、ヨ
ハネがキリストを神の小羊として宣言するのを聞いた。ピ
リポは真理のまじめな探求者だったが、信じるのが遅かっ
た。彼はキリストに連なる者になったけれども、彼がナタ
ナエルにキリストのことを知らせたことばには、イエスの
神性について完全な確信をもっていなかったことがあらわ
れている。キリストは、天からの声によって神のみ子とし[817]
て宣言されたのであったが、ピリポにとっては、彼は「ヨ
セフの子、ナザレのイエス」であった（ヨハネ1：45）。ま
た5000人に食物が与えられた時、ピリポの信仰の足りなさ
があらわれた。イエスが、「どこからパンを買って来て、
この人々に食べさせようか」とおたずねになったのは、ピ
リポをためすためであった。ピリポの答えは不信に傾き、
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彼は、「200デナリのパンがあっても、めいめいが少しずつ
いただくにも足りますまい」と言った（ヨハネ6：5、7）。
イエスは悲しまれた。ピリポは、イエスのみわざを見、イ
エスの力を感じていたにもかかわらず彼には信仰がなかっ
た。ギリシャ人が、イエスについてピリポにたずねた時
にも、彼は、救い主を彼らに紹介する機会ととらえずに、
アンデレに行って告げた（ヨハネ12：2022参照）。またキ
リストの十字架を前にした最後の時にも、ピリポのこと
ばは、信仰をくじくようなことばであった。トマスがイエ
スに、「主よ、どこへおいでになるのか、わたしたちには
わかりません。どうしてその道がわかるでしょう」と言っ
た時、救い主は「わたしは道であり、真理であり、命であ
る。. . . . . .もしあなたがたがわたしを知っていたならば、
わたしの父をも知ったであろう」とお答えになった。する
とピリポの口から、「主よ、わたしたちに父を示して下さ
い。そうして下されば、わたしたちは満足します」との不
信の答が出た（ヨハネ14：58）。3年間イエスといっしよ
にいたこの弟子は、このように心がにぶく、信仰が弱かっ
た。
ピリポの不信にくらべてよろこばしいのは、ナタナエ

ルの子供のような信頼であった。彼は非常に熱心な性質の
男で、目に見えない実体を信仰によってとらえていた。し
かしピリポは、キリストの学校の生徒だったので、天来の
教師イエスは、彼の不信と愚かさを忍耐強く忍ばれた。聖
霊が弟子たちの上にそそがれた時、ピリポは、天の命令に
従って教師となった。彼は、自分が何について語っている
かを知っていて、確信をもって教えたので聴衆を心服させ
た。
イエスが弟子たちを按手礼のために準備しておられた

時、召されていないのに仲間に加わりたいと強要した者
があった。それはイスカリオテのユダという男で、自らキ
リストの弟子と名乗っていた。いま彼はやってきて、弟子
たちの仲間に入れてもらいたいとたのんだ。彼は非常な熱
心さと、見たところ真実な様子で、「先生、あなたがおい
でになる所なら、どこへでも従ってまいります」と断言し
た。イエスは彼をことわることも歓迎することもなさらず
「きつねには穴があり、空の鳥には巣がある。しかし、人
の子にはまくらする所がない」と悲しいことばを言われた
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だけだった（マタイ8：19、20）。ユダは、イエスがメシヤ
であると信じた。そして使徒たちに加わることによって、
新しい王国の高い地位を占めようと望んだ。イエス1は、ご
自分の貧しさを語ることによって、この望みをた1ち切ろう
と考えられた。
弟子たちは、ぜひユダに仲間の1人になってもらいたい

と望んだ。ユダは、堂々たる外見をそなえ、鋭い洞察力
と実行力とを持った男だったので、弟子たちは、イエスの
働きに大きな助けになる人物として、彼をイエスに推薦し
た。彼らは、イエスがこんなに冷淡にユダに応対されるの
を見て驚いた。
弟子たちは、イエスがイスラエルの指導者たちの協力を

求めようとされないので、非常に失望していた。こうした
有力な人たちの支持を得て、キリストの働きを強化しよう
としないのはまちがっていると、彼らは思った。もしイエ
スがユダを拒絶されたら、弟子たちは、心の中で、主の知
恵を疑ったことだろう。その後のユダの経歴は、神の働き
に適する人物かどうかを決定するのに世俗的な考慮を重ん
じることが、危険であることを弟子たちに示すことになっ
た。弟子たちが熱心に望んだような人々に協力してもらう
ことは、その働きを最悪の敵の手に売り渡すことになった
であろう。
しかしユダは、弟子となった時、キリストの品性の美し

さに気がつかなかったわけではなかった。彼は、魂を救い
主にひきよせている神の力の感化力を感じた。「いためら
れた葦を折ることがなく、煙っている燈心を消すこともな
い」ためにおいでになったイエスは、たった一つの思いで
も光に向けられている間は、この魂を拒絶しようとされな[818]
かった（マタイ12：20）。救い主はユダの心をお読みにな
り、ユダが神の恵みによって救われなければ不義の深みに
沈んでしまうことをご存じだった。この男をご自分に結び
つけることによって、イエスは、ご自身のわきあふれる無
我の愛に日々ふれることのできるところに彼を置かれた。
もしユダが心をキリストに向かって開くなら、神の恵みは
利己主義という悪鬼を追い出し、たとえユダでも神のみ国
の住民となるかもしれない。
もし人々が訓練され、神について学ぶなら、神は彼らを

人間的な要素のある品性のままに受け入れて、神のご用の
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ために彼らを養成される。彼らは完全な人間だから選ばれ
るのではなくて、不完全な人間であるにもかかわらず、真
理を知りこれを実行することにより、またキリストの恵み
によって、神のみかたちに変えられる者となるために選ば
れるのである。
ユダは、ほかの弟子たちと同じように機会が与えられ

た。彼は、同じとうとい教訓を聞いた。しかしキリストが
要求された真理の実行は、ユダの心の思いや目的とくいち
がっていたので、彼は、神からの知恵をうけるために、自
分の考えを放棄しようとしなかった。
救い主は、ご自分を売り渡す者となるこの男を、どんな

にやさしくとり扱われたことだろう。イエスは、ご自分の
教えを通して、貧欲な心を根絶する慈善の原則についてこ
んこんとさとされた。イエスは、ユダの前に貧欲という憎
むべき性格をお示しになった。この弟子は自分の性格が描
写され、自分の罪が指摘されているのを幾度も認めたが、
自分の不義を告白してこれを捨てようとしなかった。彼は
自分に満足していたので、誘惑に抵抗しないで、その不正
な行為をつづけた。キリストは、彼の目の前にあって生き
た模範となり、もし彼が天来の仲保と奉仕による益を受け
るなら、どんな者になり得るかをお示しになったが、どの
教訓もどの教訓もユダは無関心に聞き流した。
イエスは、ユダの貧欲を鋭いことばで譴責されないで、

開かれた本を読むようにユダの心を読んでおられる証拠を
示された時でも、天来の忍耐心をもって、このあやまちを
犯している男を忍ばれた。イエスは、彼の前に正しい行為
の最高の動機をお示しになった。ユダが天の神の光をしり
ぞけるなら、彼はもはや弁解の余地がないのである、
ユダは、光の中を歩まないで、自分の欠点を持ちつづけ

ることをえらんだ。悪い欲望、復讐の熱情、暗い不きげん
な思いが宿り、ついにはサタンがこの男を全面的に支配し
た。ユダはキリストの敵の代表者となった。
ユダがイエスと交わるようになった時、彼のうちには、

教会にとって祝福となることができたかもしれないとう
とい品性の特徴がいくつかあった。もし彼が喜んでキリス
トのくびきを負っていたら、使徒たちの中の主だった者と
なったかも知れなかった。だが彼は、自分の欠点が指摘さ
れると、心をかたくなにし、高慢心と反抗心のままに、自
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分自身の利己的な野望を選び、神が彼にさせようと望まれ
た働きにふさわしくない者となった。
イエスが弟子たちをご自分の奉仕に召されたとき、彼ら

は全部ひどい欠点を持っていた。柔和で心のへりくだった
お方と最も親密に交わったヨハネでさえ、生れつき柔和で
従順な人間ではなかった。彼とその兄弟は、「雷の子」と
呼ばれた。彼らがイエスと一緒にいた時に、イエスに対し
てだれかが軽蔑でも示そうものなら、彼らは憤慨してけん
か腰になるのだった。短気、復讐心、批判の精神といった
ものがすべてこの愛された弟子のうちにあった。彼は高慢
で、神の国では第1位の者になりたいという野心をもって
いた。しかし1日1日、自分自身の激しい気性と対照的に、
彼は、イエスの柔和と寛容とを見、謙遜と忍耐についてイ
エスの教訓を聞いた彼は天来の感化に向かって心を開き、
救い主のみことばをきく者となるばかりでなく、これを行
う者となった。自我はキリストのうちにかくれた。彼はキ
リストのくびきを負い、キリストの重荷を負うことを学ん
だ。
イエスは弟子たちをしかり、彼らに警告し、また注意

された。しかしヨハネとその兄弟たちは、イエスから離れ
なかった。彼らは、しかられたにもかかわらずイエスをえ
らんだ。救い主は、彼らに欠点とまちがい があるからと[819]
いって、彼らから離れるようなことをなさらなかった。彼
らは、終わりまでイエスと試練を共にし、イエスの生活か
ら教訓を学んだ。キリストを見ることによって、彼らの品
性が一変した。
使徒たちは習慣も気質もまったくちがっていた。取税人

のレビ・マタイと、ローマの権威を徹底的に憎んでいた激
しい熱心党のシモンがいたし、気前がよくて直情的なペテ
ロと、卑劣な精神の持ち主ユダがいたし、まごころはある
が内気で心配性のトマスと、心の動きがにぶくて疑い深い
ピリポ、また野心的で率直なゼベダイの子たちがその兄弟
たちとともにいた。この人たちは、いろいろな欠点と、み
な先天的後天的な悪への傾向を持ったまま集められた。し
かしキリストのうちにあって、またキリストを通して、彼
らは、神の家族のうちに住み、信仰において、教理におい
て、精神において一つとなることを学ぶのであった。彼ら
は、試練も、苦情も、意見の相違もあったが、しかしキリ
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ストが彼らの心に住んでおられるかぎり、不和があるはず
はなかった。キリストの愛がお互いの愛となり、主の教訓
がすべての不和を一致へみちびき、弟子たちは一体となっ
て、ついには一つの心、一つの意見となるのであった。キ
リストが真の中心であり、彼らはその中心に近づくにした
がって、お互いに接近するのであった。
イエスは、弟子たちへの教えを終えられた時、この小さ

な一団をまわりに集めて、その中心にひざまずき、ご自分
の手を彼らの頭の上におき、彼らを聖なる働きにささげる
祈りをささげられた。こうして、主の弟子たちは、福音の
働きに任命された。
人々の中にあってキリストを代表する者として、キリ

ストは、全然堕落したことのない天使たちをお選びになら
ず、救おうとする相手の人間と同じ情を持った人間をお選
びになる。キリストは、人性に触れるためにご自分も人性
をおとりになった。神性は人性を必要とした。なぜなら、
救いを世に伝えるためには、神と燗とが必要だったから
である。人性が神と人との間の伝達のチャンネルとなるよ
うに、神性は人性を必要とした。キリストのしもべたちと
使者たちも同様である。人は、自分のうちに神のみかたち
を回復し、神の働きをなすことができるようになるために
は、自分以外のそして自分以上の力が必要である。だから
といって、人間の力が不要だということにはならない。人
性は神の力をとらえ、信仰によって、キリストが心のうち
にお住みになる。こうして神との協力によって、人の力は
善をなすのに効果的となる。
ガリラヤの漁師をお召しになったイエスは、いまもなお

人々をご自分の奉仕に召しておられる。しかもイエスは、
最初の弟子たちを通して力をあらわされたのと同じに、わ
れわれを通してよろこんで力をあらわされる。われわれが
どんなに不完全で罪深い者であろうと、主はわれわれに、
キリストとの共同者、キリストに見習う者となるようにと
の招きを提供しておられる。キリストと1つになって神の
みわざに働くことができるように、神の教えを受けなさい
と、主はわれわれを招いておられる。
「しかしわたしたちは、この宝を土の器の中に持ってい

る。その測り知れない力は神のものであって、わたしたち
から出たものでないことがあらわれるためである」（Ⅱコ
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リント4：7）。福音の宣伝が、天使にまかされないで、あ
やまちの多い人間にまかされた理由はここにある。人間の
弱さを通して働く力は神の力であることが明らかである。
こうしてわれわれは、われわれと同じように弱いほかの
人を助けることのできる力が、われわれを助けることがで
きるということを信じたくなる。自分自身「弱さを身に負
うている」者は、「無知な迷っている人々を、思いやるこ
とができる」（ヘブル5：2）。自分自身が危険の中にあっ
たために、彼らは道中の危険と困難をよく知っており、そ
のために彼らは、同じような危険のうちにあるほかの人々
に手をさしのべるために召されているのである。疑いに悩
み、弱さに苦しみ、信仰弱く、目に見えない神をとらえる
ことのできない魂がいる。しかし彼らの目に見える友人が
キリストの代りに彼らのところにやってきて、彼らのふる
えている信仰をキリストに固くつなぐ環とすることができ
る。
われわれは、キリストを世に紹介するのに、天使たちと[820]

共に働く者となるのである。ほとんどじっとしていられ
ないような熱心さで、天使たちは、われわれの協力を待っ
ている。なぜなら人間が、人間と通信するチャンネルとな
らねばならないからである。だからわれわれが全心全霊を
もってキリストに献身する時、天使たちは、神の愛をあら
わすためにわれわれの声を通して語ることができるので喜
ぶのである。
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本章はマタイ5、6、7章に基づく

キリストは、ご自分の言葉をきかせるために、弟子た
ちだけをお集めになったことはめったになかった。主はい
のちの道を知っている者だけを聴衆としてお選びにならな
かった。無知とまちがいの中にある大衆の心に訴えること
がイエスの働きであった。主は真理についての教えを人々
のにぶい理解力でわかる範囲でお教えになった。イエス
ご自身が真理であって、彼は腰に帯をしめ、祝福するため
にいつでも手をさし出して立ち、みもとにくるすべての者
を、戒めと訴えと励ましのことばをもって、高めようとさ
れた。
山上の垂訓は特に弟子たちに与えられたものであった

が、それは群衆の聞いているところで語られた。使徒たち
の按手礼（あんしゅれい）ののち、イエスは彼らと海辺へ
行かれた。ここに朝早くから人々が集まり始めていた。ガ
リラヤの町々からやって来るいつもの群衆のほかに、ユダ
ヤから、エルサレムからさえ、またペレヤから、デカポリ
スから、ユダヤの南のイドマヤから、地中海沿岸のフェニ
キヤの都市ツロやシドンからも、人々がやってきた。彼ら
はイエスの「なさっていることを聞いて」「教を聞こうと
し、また病気をなおしてもらおうとして」やってきた。そ
して「力がイエスの内から出て、みんなの者を次々にいや
（された）」（マルコ3：8、ルカ6：18、19）。
せまい海辺では、イエスのみ言葉を聞こうと望む人た

ちがみな、そのみ声のとどく範囲に立つ余地もなかったの
で、イエスは山の中腹まで道を退かれた。おびただしい群
衆のために気持ちのよい集合場所になっている平らな場所
にこられると、イエスはご自分から草の上にすわられたの
で、弟子たちも群衆もイエスにならってすわった。
弟子たちの場所は、いつもイエスの隣だった。人々は絶

えずイエスのそばに押しよせたが、弟子たちは、イエスの

287
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前から押し出されてはならないことを知っていた。彼らは
イエスの教えを一言葉も聞きもらさないように、イエスの
すぐそばにすわった。彼らは、すべての国すべての時代に
知らせる真理を理解しようと、熱心に注意深く耳をかたむ
けた。
彼らは、いつもとちがった何ものかが期待されるような

気がして、今イエスの周りにつめかけた。彼らはみ国がま
もなく建設されることを信じていたので、その朝の出来事
から、み国について何か発表がなされようとしているとい
う確信をいだいていた。群衆にもまた期待の感情がみなぎ
り、熱心な顔が深い興味を物語っていた。人々が緑の丘に
すわって天来の教師イエスのみ言葉を待っていると、彼ら
の心は、将来の栄光についての思いで満たされた。そこに
は、憎むべきローマ人を支配して、世界の大帝国の富と栄
光とを、自分たちの手におさめる日を待望している学者た
ちとパリサイ人たちがいた。貧しい百姓や漁師たちは、彼
らのみじめなあばら家、乏しい食物、苦労の生活、欠乏の
心配が、ぜいたくな邸宅と安楽な日々に取り替えられると
いう保証を聞きたいと望んだ。昼は体にまとい、夜は毛布
となっている1枚のぞまつな外衣のかわりに、彼らは、キリ
ストが彼らの征服者たちの高価な美しい衣服を与えてくだ
さることを望んだ。もうすぐイスラエルが、主の選民とし
て諸国民の前にあがめられ、エルサレムが世界帝国の首都
として高められるのだという誇らしい望みに、すべての心
が高鳴った。
キリストは世俗的な偉大さへの望みをくじかれた。山上[821]

の垂訓の中で、キリストは、まちがった教育によってな
された働きをもと通りにし、キリストのみ国とご自身の品
性について、正しい観念を聴衆に与えようとされた。しか
し彼は民の間違いを直接に攻撃されなかった。イエスは、
罪のために世の人々がおちいっている不幸をごらんになっ
たが、その悲惨な状態をまざまざと彼らの前にえがいてみ
せるようなことをされなかった。イエスは彼らが知ってい
たものよりももっと無限にすぐれた何ものかを彼らにお教
えになった。神のみ国についての彼らの考え方と戦おうと
しないで、イエスはそこへ入る条件を彼らに語り、み国の
性質については彼らが自分で結論をひき出すのにまかされ
た。イエスのお教えになった真理は、イエスについてきた
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群衆に劣らずわれわれにとっても重要である。われわれも
彼らと同じに神のみ国の根本的な原則を学ぶ必要がある。
山の上で、キリストが民に語られた最初の言葉は祝福

の言葉であった。自分の霊的な貧しさを認めて、あがない
の必要を感ずる者はさいわいであるとイエスは言われた。
福音は、貧しい人たちにのべつたえられるのである。福音
は、霊的に高慢な人たち、すなわち自分は富んでいる、何
も必要なものはないと主張する人たちに示されないで、へ
りくだり、くだけた心を持っている人たちに示される。罪
を洗いきよめる泉はただ一つしかない。それは心の貧しい
者のために開かれている泉である。
高慢な心は、自分の行為によって救いを得ようと努力す

る。しかし天国に入る権利書と資格はキリストの義のうち
にある。自分自身の弱さを自覚し、すべてのうぬぼれを取
り去って、自分自身を神の支配にまか世るまでは、主は、
その人の回復のために何もすることがおできにならない。
自分自身を神にまかせる時に、彼は、神が与えようと待っ
ておられる賜物を受けることができる。必要を感じている
魂にはどんなものも与えられないものはない。彼は、「す
べての満ちみちた徳」の宿っている神に、何の制限もなく
近づくことができる（コロサイ1：19）。「いと高く、いと
上な緒、とこしえに住む者、その名を聖ととなえられる者
がこう言われる、『わたしは高く、聖なる所に住み、また
心砕けて、へりくだる者と共に住み、へりくだる者の霊を
いかし、砕けたる者の心をいかす』」（イザヤ57：15）。
「悲しんでいる人たちは、さいわいである、彼らは慰め

られるであろう」（マタイ5：4）。この言葉によって、キ
リストは、悲しむこと自体に罪の不義を取りのぞく力があ
ると教えておられるのではない。主は、見せかけやわざと
らしい謙遜を承認されない。イエスが言われた悲しむとい
う言葉は、ふさぎこんだり、悲嘆にくれたりすることでは
ない。われわれは罪のために悲しむが、一方では神の子で
あるという尊い特権を喜ぶのである。
われわれは、自分の悪い行為によって面白くない結果が

自分自身にふりかかるために悲しむことがよくある。しか
しこれは悔い改めではない。罪について本当に悲しむこと
は、聖霊の働きの結果である。みたまは、救い主を軽んじ
悲しませた心の忘恩を示し、われわれをくだけた心をもっ



290 各時代の希望

て十字架のもとに行かせる。われわれが罪を犯す度に、イ
エスは新たな傷を受けられる。自分が刺したイエスを仰ぎ
見る時、われわれは、イエスに苦悩を与えた罪について悲
しむ。このように悲しむことによって、われわれは、罪を
放棄するようになるのである。
世俗の人々は、この悲しみを一つの弱さと公言するかも

しれない。しかしこれこそ、悔い改めた者をたちきること
のできないきずなで限りないお方に結びつける力である。
それは、かたくなな心と罪とがのために失われた恩恵を、
神の天使たちが魂にとり戻してくれていることを示す。
悔い改めた者の涙は、聖潔という日光に先立つ雨のしず
くにすぎない。この悲しみは、魂の中の生きた泉となる喜
びの先ぶれである。「わたしの声に聞き従わなかったこと
を言いあらわせと、主は言われる。」「わたしは怒りの顔
をあなたがたに向けない、わたしはいつくしみ深い者であ
る。」「シオンの中の悲しむ者に喜びを与え、灰にかえて
冠を与え、悲しみにかえて. . . . . .さんびの衣を与えさせるた
めである。こうして、彼らは義のかしの木ととなえられ、
主がその栄光をあらわすために植えられた者ととなえられ[822]
る」（エレミヤ3：13、12、イザヤ61：3）。
試練と不幸の中にあって悲しむ人々のためにもまた慰め

がある。悲嘆と屈辱のつらさは、罪にふけるよりもましで
ある。神の恵みによって、われわれが自分の欠点にうち勝
つことができるように、神は苦しみを通してわれわれの品
性のけがれた点を示される。われわれ自身に関する未知の
章が目の前に開かれ、神の譴責と勧告とを受け入れるかど
うかがテストされる。試練に会った時、いらだったり、不
平をいったりすべきでない。反抗したり心配したりして、
キリストのみ手から離れてはならない。われわれは、神の
前に魂をへりくだらせるのである。ものごとを自分の気に
入るような光の中に見たがる者には、主の道はぼんやりと
しか見えない。それはわれわれ人間の性質にとっては、暗
く、喜びがないように見える。しかし神の道は憐れみの道
であり、その終わりは救いである。エリヤが荒野でもう人
生はたくさんだと言って、死にたいと祈った時、彼は自分
のしていることがわからなかった。憐れみ深い主は、エリ
ヤをその言葉通りには受けとられなかった。エリヤにはま
だしなければならない大きな仕事があった。そして彼の仕
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事が終わった時、彼は荒野で落胆と孤独のうちに死ぬので
はなかった。彼は死の塵の中へくだるのではなく、天の戦
車に守られて栄光のうちに天のみ座のもとへ上るのであっ
た。
悲しんでいる者に対する神のみ言葉はこうである。

「わたしは彼の道を見た。わたしは彼をいやし、また彼
を導き、慰めをもって彼に報い、悲しめる者のために、
くちびるの実を造ろう」「わたしは彼らの悲しみを喜び
にかえ、彼らを慰め、憂いの代りに喜びを与える」（イザ
ヤ57：18、エレミヤ31：13）。
「柔和な人たちは、さいわいである」（マタイ5：5）。

われわれが出会わねばならない困難は、キリストのうちに
かくれている柔和によってずっと軽くなる。もしわれわれ
が、主の謙遜を身につけるなら、われわれは毎日受ける軽
蔑や拒絶や迷惑などに超越し、そうしたものが心に暗い影
をなげることがなくなる。クリスチャンのうちにある高貴
なものについて最高の証拠は自制心である。ののしられた
り、ひどい目にあわされたりした時、冷静な、信頼に満ち
た精神を持ち続けない者は、神がご自身の完全な品性を彼
のうちにあらわされる権利を神から奪うのである。へりく
だった心は、キリストに従う者たちに勝利を与える力であ
り、それは彼らが天の宮とつながっている証拠である。
「主は高くいらせられるが低い者をかえりみられる」

（詩篇138：6）。キリストのへりくだった柔和な精神をあ
らわす者たちは、神からやさしく見守られている。彼ら
は、世の人々からさげすみの目をもって見られるかも知れ
ないが、神の御目には非常に尊いのである。賢明な人、偉
大な人、慈善に富んだ人たちだけが、天の宮への旅券を獲
得するのではない。それはまた、熱心で、休まず活動して
いる忙しい働き人だけでもない。そうだ、心の貧しい者—
—キリストの内住を熱望し、謙遜な心をもち、神のみここ
ろを行うことを最高の望みとしている人こそ、十分に天国
に入るのである。彼らは、衣を洗い、小羊の血によって衣
を白くした人たちの仲間に入るのである。「それだから彼
らは、神の御座の前におり、昼も夜もその聖所で神に仕え
ているのである。御座にいますかたは、彼らの上に幕屋を
張って共に住まわれるであろう」（黙示録7：15）。
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「義に飢えかわいている人たちは、さいわいである」
（マタイ5：6）。自分がどんなに無価値な者であるかを意
識する時、心は義に飢えかわくようになるが、この思い
は失望させられることがない。心にイエスを入れる余地を
つくる者は、イエスの愛を認める。神のご品性のみかたち
をそなえたいとあこがれる者はみな満足させられる。聖霊
は、イエスを見ている魂を助けのないままにしておかれな
い。聖霊は判ストの事柄を取り上げて、それを魂に示され
る。もし目をキリストにそそいでいるなら、みたまの働き
は、その魂が神のみかたちに一致するまでやまない。純粋
な愛の要素が魂を拡大し、もっと高い教養と天の事物につ
いてのもっと多くの知識を受け入れる余地を与えるので、[823]
その魂は、完全に達するまでは満足しない。「義に飢えか
わいている人たちは、さいわいである、彼らは飽き足りる
ようになるであろう」（マタイ5：6）。
憐れみのある人は憐れみを見いだし、心の清い者は神を

見る。すべての不純な思いは魂をけがし、道徳観念をそこ
ない、聖霊の印象をかき消してしまう。それは霊的な眼を
くもらせるので、人々は神を見ることができない。主は、
悔い改める罪人をお赦しになるだろうし、また実際お赦し
になるが、しかし赦されても、その魂は損なわれている。
霊的な真理をはっきり見わけたいと思う者は、言葉や思い
における不純さを避けねばならない。
しかしキリストのみ言葉には、肉欲的なけがれがない

とか、ユダヤ人が極力避けていた儀式上のけがれがないと
かいうよりももっと深い意味がある。利己心は、われわれ
が神を見ることをさまたげる。利己的な精神は、神もまた
まったく利己的なお方として判断する。この利己的な精神
を放棄しない限り、われわれは愛であられる神を理解する
ことができない。無我の心、へりくだって信頼する心だけ
が、神を「あわれみあり、恵みあり、怒ることおそく、い
つくしみと、まこととの豊かなる神」として見ることがで
きるのである（出エジプト34：6）。
「平和をつくり出す人たちは、さいわいである」（マ

タイ5：9）。キリストの平和は、真理から生まれる。それ
は神との調和である。世は神の律法に敵意をいだき、罪人
たちは創造主に敵意をいだき、その結果、彼らは互に敵意
をいだいている。だが詩篇記者は、「あなたのおきてを愛
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する者には大いなる平安があり、何ものも彼らをつまずか
すことはできません」と断言している（詩篇119：165）。
人間は平和を製造することができない。個人や社会をきよ
め、向上させる人間の計画は、人の心をとらえないので、
平和を生み出さない。真の平和をつくり出したり、永続さ
せたりできる唯一の力は、キリストの恵みである。これが
心にうえつけられる時に、それは争いや不和をひき起す悪
い欲望を追い出す、「いとすぎは、いばらに代って生え、
ミルトスの木は、おどろに代って生える、」こうして人生
の砂漠は、「喜びて花咲き、さふらんのように、さかんに
花咲」くのである（イザヤ55：13、35：1、2）。
群衆はこの教えに驚いた。それはパリサイ人の教えや

手本とまったく異なっていた。幸福とはこの世の事物を所
有することにあって、人間の名声と名誉こそ大いに望まし
いものであると人々は考えるようになっていた。「ラビ」
と呼ばれ、公衆の前に自分の美徳を並べたて、賢明で信仰
心のあつい人だとほめそやされることが非常にうれしいの
であった。こういうことがこの上ない幸福とみなされてい
た。ところがイエスは、あのおびただしい群衆の前で、こ
の世の利得と名誉だけがそういう人たちの受ける報いの全
部であると宣言された。イエスは、確信をもってお語りに
なり、その言葉には人々を説得する力があった。人々は沈
黙し、ひそかに不安な思いにとらえられた。彼らは疑わし
げに顔を見合わせた。もしこの人の教えが事実だったら、
自分たちの中のだれが救われるだろう。多くの者は、こ
のすばらしい教師が神のみたまに動かされておられること
と、彼が語られた思想は神からのものであることを確信し
た。
真の幸福とはどういうものであるか、またそれはどのよ

うにして得られるかを説明してから、イエスは、ほかの人
たちを義と永遠の命の道へ導くために神から選ばれた教師
としての弟子たちの義務をもっと明確にお示しになった。
イエスは弟子たちが度々失望と落胆を味わうこと、彼らが
断固たる反対に出会うこと、彼らがあざけられ、そのあか
しが拒否されることなどをご存知だった。イエスのみ言葉
に熱心に耳をかたむけたこのいやしい人たちが、彼らの使
命を達成するにあたって、中傷、拷問、投獄、死に出会わ
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ねばならないことを、イエスはよく知っておられた。そこ
で主は言葉を続けてこう言われた。
「義のために迫害されてきた人たちは、さいわいであ

る、天国は彼らのものである。わたしのために人々があ
なたがたをののしり、また迫害し、あなたがたに対し偽っ
て様々の悪口を言う時には、あなたがたは、さいわいであ
る。喜び、よろこべ、天においてあなたがたの受ける報い[824]
は大きい。あなたがたより前の預言者たちも、同じように
追害されたのである」（マタイ5：1012）。
世は罪を愛し、義を憎む。これがイエスに対する世の

敵意の原因であった。イエスの限りない愛をこばむ者はみ
なキリスト教を一つの邪魔な要素と考える。キリストの光
が、彼らの罪をおおっている暗黒をはらいのけ、改革の必
要が明らかにされる。聖霊の感化に服する人は、自己との
戦いを始めるが、罪に執着する人は、真理とその代表者た
ちに向かって戦いをいどむ。
こうして衝突が生じ、キリストに従う者たちは、民を悩

ます者として非難される。しかし彼らに世の敵意が向けら
れるのは、彼らが神と交わっているからである。彼らはキ
リストへの非難を負っているのである。彼らは聖徒たちが
通った道を歩いているのである。彼らは悲しみをもってで
はなく、喜びをもって、迫害に応ずべきである。激しい試
練の一つ一つは、彼らを洗練するための神の手段である。
その一つ一つは、彼らを神の共労者として彼らの働きに
ふさわしい者とする。一つ一つの戦いは、義のための大き
な戦いの中にそれぞれの立場を占めていて、それは、彼ら
の最後の勝利に喜びをまし加える。このことを念頭におく
時、彼らの信仰と忍耐の試みは、恐れて避けるよりも、む
しろ喜んで受け入れられるであろう。神の僕たちは、世に
対する彼らの義務を果たすことを心がけ、神から承認され
ることに彼らの望みをおいて、人を恐れたり人から好かれ
たりなどということにかかわりなく、一つ一つの義務を果
たすのである。
「あなたがたは、地の塩である」とイエスは言われた

（マタイ5：13）。迫害をのがれるために世からかくれては
ならない。神の愛の香りが世を堕落から守る塩となるよう
に、あなたがたは人々の中に住むのである。
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聖霊の感化に応ずる心は、神の祝福が流れるチャンネル
である。もし神に仕える人々が地から取り去られ、神のみ
たまが人々の中からひきあげたら、この世は、サタンの支
配の結果である荒廃と破壊にまかされるであろう。悪人た
ちにはわからないが、彼らに与えられるこの世のよいもの
でさえ、彼らが軽蔑し圧迫する神の民がこの世にいるため
に与えられるのである。しかしもしクリスチャンが、名前
だけのクリスチャンなら、彼らはききめを失った塩のよう
なものである。彼らは世にあってよいことのために感化力
を及ぼさない。彼らは神についてまちがった印象を与える
ので、未信者よりも悪いのである。
「あなたがたは、世の光である」（マタイ5：14）。ユ

ダヤ人は、救いの恩恵を自国民だけに制限しようと考え
た。しかしキリストは、救いは日光のようなものである
ことを彼らに示された。それは全世界のものである。聖書
の宗教は、本の中や、教会の壁の内側にとじこめておかれ
るものではない。それは、自分自身のために時々とり出し
て、それからまた大事にしまいこんでおくものでもない。
それは、日常の生活をきよめ、どんな実務上の取引にも、
またわれわれのどんな社交関係にもあらわされるのであ
る。
真の品性は、外部から形づくられて着せられるものでは

なく、内部から輝き出るものである。もしわれわれが人を
義の道にみちびこうと望むなら、義の原則がわれわれ自身
の心のうちに宿っていなくてはならない。われわれの信仰
告白は、宗教の理論を公言するかもしれないが、真理のこ
とばを示すものは、われわれの実際の敬虔さである。矛盾
のない生活、きよい行状、変らない誠実、積極的で情深い
精神、敬虔な模範——こうしたものが世に光を伝える手段
である。
イエスは、律法のこまかい点までくわしく説明されな

かったが、イエスが律法の要求を廃すうためにこられたの
だと聴衆に結論させるようなことはされなかった。主は、
スパイどもが一言葉一言葉をつかまえて、自分たちの目
的に都合のよいようにこじつけようと待ちかまえているの
をご存知だった。イエスは、聴衆の多くの者の心のうちに
ある偏見を知っておられたので、モーセを通して彼らに委
託された宗教と制度に対する彼らの信仰を動揺させるよう
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なことは何も言われなかった。道徳律も儀式上の律法も、
キリスト ご自身がお与えになったのであった。イエスは[825]
ご自分の教えに対する人々の信頼を破壊するためにおいで
になったのではなかった。ユダヤ人のまわりに築かれてい
る伝統的な資格という壁をイエスが打破しようとされたの
は、律法と預言者とを非常に尊ばれたからであった。イエ
スは律法についてのまちがった解釈を取り除かれたが、そ
の一方では、弟子たちがユダヤ人に委託された重大な真理
を放棄するようなことのないように注意深く警戒された。
パリサイ人は、自分たちが律法に服従していることを

誇っていた。しかし彼らは、毎日の生活を通して、律法
の原則をほとんど知らなかったので、彼らには救い主のみ
言葉が異端のように聞こえた。イエスが、真理を下にうず
もれさせていたがらくたを取り除かれると、彼らは、イエ
スが真理そのものを一掃しておられるのだと思った。彼ら
は、イエスが律法を軽んじておられると、互いにささやき
合った。イエスは彼らの心の思いを読んで、こうお答えに
なった。
「わたしが律法や預言者を廃するためにきた、と思って

はならない。廃するためではなく、成就するためにきたの
である」（マタイ5：17）。ここにイエスはパリサイ人の非
難を反ばくしておられる。イエスは律法を破っておられる
と彼らが非難しているその律法の聖なる要求を擁護するこ
とが、イエスの世に対する使命である。もし神の律法が変
更したり廃止したりできるものだったら、キリストは、わ
れわれの罪とがの結果を身に負われる必要はなかった。イ
エスは、律法と人との関係を説明し、自ら律法に従う生活
をすることによって、その戒めを例示するためにおいでに
なった。
神は、人類を愛されるから、その聖なる戒めをわれわれ

にお与えになったのである。罪とがの結果からわれわれを
かばうために、神は義の原則をお示しになっている。律法
は神の思想のあらわれである。キリストのうちにあって受
け入れられる時、それはわれわれの思想となる。それはわ
れわれを生来の欲望や性質の力から高め、また罪にいたる
誘惑から高める。神はわれわれが幸福になることを望んで
おられる。そこで神は、律法の戒めをお与えになったが、
それは、われわれがこれに従うことによって、喜びを感ず



第31章山上の垂訓 297

るようになるためである。イエスの誕生にあたって天使た
ちが、
「いと高きところでは、神に栄光があるように、
地の上では、み心にかなう人々に平和があるように」
と歌った時、彼らは、イエスが拡大しそして尊いものと

するためにおいでになった律法の原則を宣言していたので
あった（ルカ2：14）。
シナイで律法が布告された時、神は、ご自分の品性の

聖なることを人々にお知らせになったが、それは、対照的
に彼らが自分自身の品性の罪深さを認めるためであった。
律法は、彼らに罪を自覚させ、彼らに救い主が必要であ
ることを明らかにするために与えられた。律法は、その原
則が聖霊によって心に適用される時に、この働きをするの
であった。律法は今もなおこの働きをするのである。キリ
ストの一生には律法の原則が明らかにされている。神の聖
霊が心にふれるように、またキリストの光が、罪を洗い清
めるキリストの血と人を義とするキリストの義の必要とを
人々に明らかにするように、信仰によってわれわれが義と
されるために、律法は今もなおわれわれをキリストに導く
手段である。「主のおきては完全であって、魂を生きかえ
らせ」る（詩篇19：7）。
「天地が滅び行くまでは、律法の一点、一画もすたるこ

とはなく、ことごとく全うされるのである」とイエスは言
われた（マタイ5：18）。天に輝く太陽、あなたの住んでい
る大地は、神の律法が永遠不変のものであるという神の証
人である。それらが過ぎ去ることがあっても、神の戒めは
続くのである。「しかし、律法の一画が落ちるよりは、天
地の滅びる方が、もっとたやすい」（ルカ16：17）。イエ
スを神の子羊としてさし示していた象徴的な制度は、キリ
ストの死とともに廃されるのであった。だが十戒の戒めは
神のみ座と同じに不変である。
「主のおきては完全」であるから、律法にはずれたこと

はすべて悪でなければならない。神の戒めに従わず、人々 [826]
にもそうするように教える者は、キリストから罪を宣告
される。救い主は律法に服従した一生によって、律法の要
求を支持された。それは人性のうちにあっても律法を守る
ことができることを証明し、律法に従うことによって養わ
れる品性のすばらしさを示した。キリストのように律法に
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従う者はみな同じように、律法が「聖であって、正しく、
かつ善なるものである」とを宣言しているのである（ロー
マ7：12）。一方、神の戒めを破る者はみな、律法が不正で
あって従うことのできないものであるというサタンの主張
を支持しているのである。こうして彼らは大敵サタンの欺
瞞の後おしをし、神をはずかしめる。彼らは神の律法に最
初に反抗した悪者サタンの子らである。もし彼らを天に入
れるなら、再び不和と反抗の要素が持ちこまれ、宇宙の幸
福は危険にさらされるであろう。律法のただ一つの原則で
も、これを故意に無視する者は、だれも天国に入ることが
できない。
ラビたちは自分自身の義を天国へのパスポートとみな

したが、イエスは彼らの義を不十分な、価値のないものと
断言された。パリサイ人の義は、外面的な儀式と、真理に
ついての理論的な知識にあった。ラビたちは、律法を守る
自分自身の努力によって、自分たちが聖潔であると主張し
た。だが彼らのわざは、義を宗教からひき離していた。彼
らは儀式を守ることにはきちょうめんだったが、その生活
は不道徳で、堕落していた。彼らのいわゆる義は、決して
天国に入ることができなかった。
キリストの時代に人々の心のうちにあった最大の欺瞞

は、真理にただ同意することが義であるということだっ
た。真理を理論的に知っているということだけでは魂を救
うのに不十分であることが、人間のあらゆる経験を通して
証明された。それは義の実を生じない。いわゆる神学的な
真理を熱心に重んじることは、生活にあらわされる真正の
真理に対する憎しみをしばしば伴う。歴史の最も暗黒な幾
章かは、頑迷な宗教家たちの犯した罪の記録を背負ってい
る。パリサイ人はアブラハムの子であることを主張し、神
のみ言葉を所有していることを誇った。しかしそうした特
典も、彼らを利己主義、悪意、利得への貧欲卑劣な偽善か
ら守らなかった。彼らは、自分たちが世界で最も偉大な宗
教家であると思っていたが、彼らのいわゆる正統派的な信
仰が、栄光の主を十字架につけさせたのであった。
同じ危険が今も存在している。多くの者は、ある神学

上の教義に同意しているからというだけのことで、自分は
当然クリスチャンだと思っている。だが彼らは、真理を実
生活に持ちこまなかった、彼らは真理を信じてもいなけれ
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ば、愛してもいなかった。したがって彼らは、真理の清め
を通して与えられる力と恩恵とを受けなかった。人は、真
理に対する信仰を告白しても、もしその信仰によって、彼
らが真実で、親切で、忍耐強く、寛大で、天来の心を持っ
た者となるのでなければ、それは所有者にとって災いであ
り、また彼らの感化によって、それは世にとっても災いと
なる。
キリストがお教えになった義とは、心と生活とを神の

みこころのあらわれに一致させることである。罪深い人
間は、神への信仰を持ち、神と生きた関係を持続するこ
とによってのみ義となることができる。そのとき真の信心
によって思想が高められ、生活は高潔なものとなる。その
時、宗教の外面的な形式が、クリスチャンの内面的な純潔
と一致する。その時、神の奉仕に要求されている儀式は、
偽善的なパリサイ人の儀式のような無意味なものとならな
い。
イエスは、戒めを一つ一つ取り上げて、その要求の深さ

と広さとを説明される。主は戒めの力を少しでもそぐよう
なことをなさらずに、その原則がどんなに深遠なものであ
るかを示し、ユダヤ人の表面的なみせかけの服従が致命的
なまちがいであることをばくろされる。邪悪な思いや情欲
的な目つきによっても、神の律法は犯されるのだとイエス
は宣言される。どんな小さな不正に関係しても、人は、律
法を破り、自分自身の道徳的性質を堕落させる。殺人はま
ず心のうちにある。心に憎しみが入るのを許す時、その人
は殺人の道に足をふみ入れているのであって、彼の献げ物
は神にきらわれる。
ユダヤ人は復讐の精神を育てた。ローマ人を憎 むあま [827]

り、彼らは激しい非難の言葉を口に出し、サタンの特性を
発揮して彼を喜ばせた。こうして彼らは、サタンが彼らを
ひきいれる恐るべき行為のために自らを訓練していた。パ
リサイ人の信仰生活には、異邦人に信心をすすめるような
ものは何もなかった。心のうちで圧制者たちに反抗し、彼
らの悪に復讐したいという熱望をいだいてもよいという考
えで自らをあざむいてはならないと、イエスは彼らにお命
じになった。
キリストに従っている者たちの中にさえ、正当な憤りと

いうものがあるのは事実である。神がけがされたり、神の
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ご用について悪口がいわれたり、何の罪もないものが虐待
されたりするのを見たり聞いたりすると、正義の憤りが魂
を動かす。感じ易い道徳心から生ずるこのような怒りは罪
ではない。しかし挑発と思われるようなことをされたら、
怒りや恨みをほしいままにしてもかまわないと思う人は、
サタンに向かって心を開いているのである。天と調和し
たければ、魂から冷酷さと憎しみとを追い出さねばならな
い。
救い主はそれよりも以上のことを要求しておられる。

イエスは、「だから、祭壇に供え物をささげようとする
場合、兄弟が自分に対して何かうらみをいだいていること
を、そこで思い出したなら、その供え物を祭壇の前に残し
ておき、まず行ってその兄弟と和解し、それから帰ってき
て、供え物をささげることにしなさい」と言っておられる
（マタイ5：23、24）。宗教的な奉仕に熱心でありながら、
一方では兄弟たちとの間に和解すべき不幸な不和のある
人々が少なくない。神は、全力をつくして一致をとり戻す
ように彼らに要求しておられる。そうするまで神は、彼ら
の奉仕を受け入れることがおできにならない。この問題に
ついてクリスチャンの義務がはっきり指摘されている。
神は、すべての者に祝福をそそがれる。「天の父は、悪

い者の上にも良い者の上にも、太陽をのぼらせ、正しい者
にも正しくない者にも、雨を降らして下さるからである」
（マタイ5：45）。神は「恩を知らぬ者にも悪人にも、な
さけ深いからである」（ルカ6：35）。神は、わたしと同じ
上うにしなさいとわれわれに言われる。「しかし、わたし
はあなたがたに言う。敵を愛し迫害する者のために祈れ。
こうして、天にいますあなたがたの父の子となるためであ
る」とイエスは言われた（マタイ5：44、45）。こうしたこ
とが律法の原則であり、それはまた命の泉である。
神がご自分の子らに望まれる理想は、人間の最高の思

いが達することができるよりももっと高い。「それだか
ら、あなたがたの天の父が完全であられるように、あなた
がたも完全な者となりなさい」（マタイ5：48）。この命
令は約束である。あがないの計画には、われわれをサタン
の権力から完全にとり戻すことがもくろまれている。キリ
ストは、悔い改めた魂を、いつでも罪から引き離される。
主は、悪魔のわざを滅ぼすためにおいでになったのであっ
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て、すべての悔い改めた魂に聖霊を与え、罪を犯さないよ
うに道を備えられた。
一つの悪の行為に対して、誘惑者の力は言いわけになら

ない。サタンは、キリストに従うことを告白している人た
ちが、品性の欠陥について言いわけをするのを聞くとこお
どりして喜ぶ。罪へいたらせるのはこのような言いわけで
ある。罪を犯すことに言いわけはない。悔い改めて信ずる
すべての神の子らは、聖なる気質を持ち、キリストのよう
な生活に入ることができるのである。
クリスチャン品性の理想は、キリストに似ることであ

る。人の子キリストが、その生活において完全であられ
たように、キリストに従う者も、その生活において完全で
なければならない。イエスは、あらゆる点において、兄弟
たちと同じようになられた。イエスは、われわれと同じよ
うに、肉体をおとりになった。彼は飢え、渇き、お疲れに
なった。主は、食物によって力づけられ、睡眠によって元
気を回復された。イエスは、人と同じ身分でありながら、
しかも傷のない神のみ子であられた。イエスは、肉体をと
られた神であられた。キリストのご品性がわれわれのもの
となるのである。主を信ずる者について、主は、こう言わ
れる、「わたしは彼らの間に住み、かつ出入りをするであ
ろう。そして、わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの
民となるであろう」（Ⅱコリント6：16）。 [828]
キリストはヤコブの見たはしご、すなわち足が地面につ

いて、てっぺんが天の門、栄光の門口に達しているはしご
である。もしこのはしごがたった1段でも地についていな
かったら、われわれは滅びてしまったのである。だがキリ
ストは、われわれが今いるところで、われわれにとどいて
くださる。主は、われわれの性質をおとりになって勝利さ
れたが、それは、われわれがキリストの性質をとることに
よって勝利するためである。イエスは「罪の肉の様」にな
られたが、罪のない生涯をおくられた（ローマ8：3）。今
キリストは、神性によって天のみ座につらなっておられる
が、一方では人性によってわれわれのもとに達しておられ
る。キリストは、わたしを信ずることによって、神のご品
性の栄光に到達しなさいとわれわれに命じられる。だから
われわれは、「天の父が完全であられるように」完全な者
となるのである（マタイ5：48）。
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イエスは、すでに、義が何にあるかを示し、神を義の根
源としてさし示された。今主は、実際的な義務に目を向け
られた。施しにおいても、祈りにおいても、断食において
も、人の注意をひくためや、自分がほめられるために何事
もしてはならないと、主は言われた。困っている貧しい者
のために、まごころから施しなさい。祈りにおいて、魂を
神と交わらせなさい。断食においては、頭をたれ、自我の
思いでいっぱいになった心でこれを行ってはならない。パ
リサイ人の心は、収穫のない不毛の土地で、清い生活とい
う種はそこに繁茂することができない。神に最も喜ばれる
奉仕をする者は、自分を余すところなく神に従わせる者で
ある。なぜなら、神との交わりによって、人は、神と共な
る働き人となり、人類に神のご品性を示すことができるか
らである。
誠実な心からなされる奉仕には、大きな報いがある。

「隠れた事を見ておられるあなたの父は、報いてくださ
るであろう」（マタイ6：4）。キリストの恵みによって生
きる生活を通して、品性が形成される。魂には本来の美
しさが回復しはじめる。キリストの品性の特質がわけ与え
られ、神のみかたちが光を放ち始める。神と共に歩み、働
く男女の顔には、天の平安があらわれる。彼らは天の雰囲
気でかこまれる。このような魂には、神のみ国がはじまっ
たのである。彼らには、キリストの喜び、すなわち人類の
祝福となっているという喜びがある。彼らには、主のご用
に受け入れられるという光栄がある。彼らは、主のみ名に
よって、主の働きをするように信任されている。
「だれも、ふたりの主人に兼ね仕えることはできない」

（マタイ6：24）。二心をもって神に仕えることはできな
い。聖書の宗教は、たくさんある感化力の中の一つでは
なく、この感化力は、最高のものとして、ほかのすべての
ものに浸透し、それらを支配するのである。それは画布の
上のそこここにさっと塗られた色のようなものではなく、
ちょうど布地の1本1本の糸が、あせない深い色に染まるま
で、画布がその色の中にひたされるように、生活の全体に
浸透するのである。
「だから、あなたの目が澄んでおれば、全身も明るい

だろう。しかし、あなたの目が悪ければ、全身も暗いだろ
う」（マタイ6：22、23）。純潔と堅固な目的は、神から光
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を受ける条件である。真理を知りたいと望む者は、その真
理によって示されるすべてのことを進んで受け入れねばな
らない。彼は誤謬と妥協することはできない。真理への忠
誠が、中途半端であったり、動揺したりすることは、誤謬
の暗黒とサタンの欺瞞とを選ぶことである。
世俗的な方針と、まっすぐな義の原則とは、虹の色のよ

うに気づかないほど互いにまざりあうことがない。この両
者の間には、永遠の神によって、はっきりした太い線がひ
かれている。キリストのみかたちは、真昼と真夜中の対照
のように、はっきりサタンのかたちと区別される。キリス
トの生涯に生きる者だけが、キリストの共労者である。も
し一つの罪が魂のうちに宿っていたり、一つの悪い行為が
生活のうちに保留されていたら、生活全体がけがされる。
その人は不義の器となる。
神の奉仕を選んだ者はみな、神の守りに安心している

ことができる。キリストは、空を飛ぶ鳥と野の花 とを指 [829]
さして、神のおつくりになったこうしたものを考えてみ
なさいと、聴衆に言われた。「あなたがたは彼らよりも、
はるかにすぐれた者ではないか」と彼は言われた（マタ
イ6：26）。神は、どんなものにも、それぞれの身分に応じ
た尺度で守りをお与えになる。小さな茶色のすずめは、神
に見守られている。野の花や、地面に敷物をしいたような
草は、それぞれに天父の注意と守りとを受けている。大画
家であられる神は、ゆりの花に心を用いて、これにソロモ
ンの栄光をしのぐ美しさをお与えになった。神は、ご自分
のみかたちであり栄光である人間に、どんなにかもっと多
く心を用いておられることだろう。神はご自分の子らが、
ご自分に似た品性をあらわすのを見たいと熱望しておら
れる。日光が、変化に富んだ優美な色彩を花に与えるよう
に、神は魂にご自身の品性の美しさをお与えになる。
キリストの愛と義と平和のみ国を選び、このみ国の利害

を、他のすべての利害にまさるものとする者はみな、天の
世界に結合しており、この世の生活に必要な祝福はことご
とく彼のものである。われわれは、神の摂理という本、す
なわち人生という本の中に、各々1ページを与えられてい
る。そのページには、われわれの歴史が、細かい点まで書
かれていて、頭の髪の毛までかぞえられている。神の子ら
は神のみこころから忘れられることがないのである。
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「だから、あすのことを思いわずらうな」（マタ
イ6：34）。われわれは、日々キリストに従うのである。
神は明日のための助けをお与えにならない。神は、ご自分
の子らが混乱することがないように、彼らに人生行路の方
向を全部1度にお教えにならない。神は、彼らがおぼえて実
行することができる程度にお語りになる。与えられた知恵
と力は、現在のさし迫った必要のためである。今日のため
に「あなたがたのうち、知恵に不足している者があれば、
その人は、とがめもせずに惜しみなくすべての人に与える
神に、願い求めるがよい。そうすれば、与えられるであろ
う」（ヤコブ1：5）。
「人をさばくな。自分がさばかれないためである」（マ

タイ7：1）。自分は人よりまさっていると考えて、人をさ
ばく立場に自分を高めてはならない。あなたは、動機を見
わけることができないのだから、他人をさばくことはでき
ない。相手を批判することによって、あなたは自分自身に
宣告をくだしているのである。なぜなら、あなたは、兄弟
たちを訴える者すなわちサタンの仲間であることを示して
いるからである。主は「あなたがたは、はたして信仰があ
るかどうか、自分を反省し、自分を吟味するがよい」と言
われる（Ⅱコリント13：5）。これがわれわれの働きであ
る。「自分をよくわきまえておくならば、わたしたちはさ
ばかれることはないであろう」（コリント11：31）。
よい木はよい実を結ぶ。もし実の味がまずくて無価値な

ら、その木が悪いのである。同じように、生活の中に結ば
れる実は、心の状態とすぐれた品性とを証拠だてる。善行
によって救いを買うことはできないが、しかしそれは、愛
によって働き、魂を清める信仰の証拠である。永遠の報い
は、われわれの功績によってさずけられるのではないが、
それでも、キリストの恵みによってなした働きに比例して
与えられるのである。
キリストは、このようにみ国の原則を説明し、これを

生活の大原則としてお示しになった。この教訓を印象づ
けるために、彼は例話をつけ加えておられる。あなたがた
は、わたしの言葉を聞くだけでは十分でないと、主は言わ
れる。従うことによって、あなたがたはわたしの言葉を品
性の土台としなければならない。自我は移り変る砂にすぎ
ない。人間の学説や作り話の上に家を築くなら、その家は



第31章山上の垂訓 305

倒れてしまうであろう。試みの風すなわち試練の嵐によっ
て、それは吹きとばされてしまうであろう。だがわたしが
与えたこれらの原則は持ちこたえる。わたしを受け入れ、
わたしの言葉の上に築きなさい。
「それで、わたしのこれらの言葉を聞いて行うものを、

岩の上に自分の家を建てた賢い人に比べることができよ
う。雨が降り、洪水が押し寄せ、風が吹いてその家に打ち
つけても、倒れることはない。岩を土台としているからで
ある」（マタイ7：24、25）。



第第第32章章章　　　百百百卒卒卒長長長[830]

本章はマタイ8：513、ルカ7：117に基づく

キリストは、息子の病気をなおしておやりになったあ
る役人に「あなたがたは、しるしと奇跡とを見ない限り、
決して信じないだろう」と言われた（ヨハネ4：48）。キ
リストは、ご自分の国民が、キリストにこのようなメシ
ヤとしての外面的なしるしを要求することを悲しまれた。
キリストはこれまで何度も彼らの不信に驚かれた。しかし
主は、みもとにやってきた百卒長の信仰に驚かれた。この
百卒長は救い主の力を疑わなかった。彼は、奇跡を行うた
めにキリストに自らきていただきたいと願うことさえしな
かった。「ただ、お言葉を下さい。そうすれば僕はなおり
ます」と彼は言った（マタイ8：8）。
百卒長のしもべは中風にかかって、ほとんど死ぬばかり

であった。ローマ人の間では、しもべは市場で売り買いさ
れる奴隷で、残酷なとり扱いを受けていた。だがこの百卒
長は自分のしもべにやさしい愛情をそそぎ、彼の回復を心
から望んでいた。百卒長は、イエスならしもべの病気をな
おして下さることができると信じた。彼はイエスにお会い
したことはなかったが、そのうわさを聞いて信仰がわき起
こった。ユダヤ人の形式主義にもかかわらず、このローマ
人は、ユダヤ人の宗教が自分の宗教よりもまさっているこ
とを確信していた。すでに彼は征服者と征服された民とを
へだてている国民的な偏見と憎悪の壁をうち破っていた。
彼は神の奉仕に対する尊敬心を表明し、神の礼拝者とし
てのユダヤ人に親切心を示していた。キリストの教えにつ
いてうわさを聞いた時、彼はその中に魂の必要に答えるも
のをみいだした。彼のうちにあるすべての霊的なものが救
い主のみ言葉に応じた。しかし彼は、自分はイエスの前に
出る価値がないと感じたので、しもべの病気をいやしてい
ただくようにイエスにお願いしてもらいたいとユダヤ人の
長老たちに訴えた。彼らなら大教師イエスの知り合いだか

306
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ら、イエスにお願いするために近づく方法を知っているだ
ろうと、彼は思った。
イエスがカペナウムにはいってこられると、長老たち

からつかわされた代表者たちが、イエスにお会いして、百
卒長の希望を伝えた。彼らは、「あの人はそうしていただ
くねうちがございます。わたしたちの国民を愛し、わたし
たちのために会堂を建ててくれたのです」と力説した（ル
カ7：4、5）。
イエスはすぐにこの将校の家へお出かけになった。だ

が群衆におされて、イエスは、ゆっくり進むことしかお
できにならなかった。イエスがおいでになるというしら
せは、イエスよりも先に伝わって行った。百卒長は、自
信がないままに、伝言をもって、「主よ、どうぞ、ご足
労くださいませんように。わたしの屋根の下にあなたを
お入れする資格は、わたしにはございません」と言わせた
（ルカ7：6）、しかし救い主がなおも道を進んでこられた
ので、ついに百卒長は、思いきってイエスに近づき、さき
の伝言をむすんでこう言った。「それですから、自分でお
迎えにあがるねうちさえないと思っていたのです」。「た
だ、お言葉を下さい。そうすれば僕はなおります。わたし
も権威の下にある者ですが、わたしの下にも兵卒がいまし
て、ひとりの者に『行け』と言えば行き、ほかの者に『こ
い』と言えばきますし、また、僕に『これをせよ』と言え
ば、してくれるのです」（ルカ7：7、マタイ8：8、9）。わ
たしがローマの権力を代表し、兵士たちが私の権威を最高
のものとして認めているように、あなたは無限なる神の権
力を代表しておられ、つくられたものはすべてあなたのみ
ことばに従っています、あなたが病気に去れとお命じにな
れば病気はあなたの仰せに従います。あなたが天の使者た
ちをお呼びになれば、彼らはいやしの力をさずけます。た
だみことばを語ってくだされば、それでわたしのしもべは
いえるのです。
「イエスはこれを聞いて非常に感心され、ついてきた群

衆の方に振り向いて言われた、『あなたがたに言っておく
が、これほどの信仰は、イスラエルの中でも見たことがな
い』」「それからイエスは百卒長に『行け、あなたの信じ [831]
たとおりになるように』と言われた。すると、ちょうどそ
の時に、僕はいやされた」（ルカ7：9、マタイ8：13）。
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百卒長をキリストに推薦したユダヤ人の長者たちは、彼
らが福音の精神をまったく持ち合わせていないことをあら
わしていた。われわれの大きな必要こそ神の憐れみを求め
る唯一の資格であるということを、彼らは認めなかった。
自分を義とする彼らは、百卒長が「わが国民」に好意を示
したからといって、彼を推薦した。しかし百卒長は自分の
ことを「資格は、わたしにはございません」と言った（マ
タイ8：8）。彼の心はキリストの恵みに動かされていた。
彼は自分自身の無価値を認めたが、それでも助けを求め
ることを恐れなかった。彼は自分自身の善をたのみにしな
かった。彼の論拠は、彼の大きな必要であった。彼は、信
仰によって、キリストの真の性格をとらえた。彼はキリス
トをただ奇跡を行われるお方としてではなく、人類の友人
また救い主として信じた。
このように罪人は、だれでもキリストのみもとにくる

ことができる。「わたしたちの行った義のわざによって
ではなく、ただ神の憐れみによって、再生の洗いを受け」
る（テトス3：5）。サタンが、あなたは罪人だから神の祝
福を受けることを望むことはできないと言ったら、キリス
トは罪人を救うためにこの世においでになったのだと彼に
言いなさい。われわれは、自分自身を神に推薦するような
ものを何も持っていない。われわれがいつでも訴えること
のできる懇願は、われわれがまったく無力な状態にあるの
で、神の救いの力が必要なのだということである。自己に
たよる思いをまったく放棄して、われわれは、カルバリー
の十字架を見上げて、こう言うのである。
「わたしは何も価値のあるものを手に持ってきていませ

ん。
ただあなたの十字架にすがるのみです。」
ユダヤ人は、子供の時分からメシヤの働きについて教え

られていた。父祖と預言者たちが霊感を受けて語ったこと
ばと犠牲制度の象徴的な教えは、彼らのものであった。し
かし彼らは、その光を無視してきた。そしていま彼らは、
イエスのうちに望ましいものを何一つ見なかった。ところ
が異教の中に生れ、ローマ帝国の偶像礼拝の中で教育をう
け、軍人として訓練され、教育と環境とによって霊的な生
活から切り離されているようにみえ、さらにまたユダヤ人
の頑迷さと、またイスラエル民族に対するローマ人の軽蔑
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心のゆえに霊的な生活からしめ出されているようにみえた
百卒長一この人が、アブラハムの子らが盲目になっていた
真理を認めたのだった。彼は、ユダヤ人のメシヤであると
主張しておられるお方を、ユダヤ人自身が受け入れるかど
うかを見るために待っていようとはしなかった。「すべて
の人を照すまことの光」が彼の上に照り輝いた時、彼は、
遠くからではあったが、神のみ子の栄光を認めた（ヨハ
ネ1：9）。
イエスにとって、これは福音によって異邦人の中にな

しとげられる働きの前兆であった。イエスは万国から魂が
神のみ国に集められるのを、喜びのうちに期待された。主
は、ユダヤ人が神の恵みをこばんだ結果を、深い悲しみを
もって、彼らにこうえがいておられる。「なお、あなたが
たに言うが、多くの人が東から西からきて、天国で、アブ
ラハム、イサク、ヤコブと共に宴会の席につくが、この国
の子らは外のやみに追い出され、そこで泣き叫んだり、歯
がみをしたりするであろう」（マタイ8：11、12）。ああ、
どんなに多くの人々がこれと同じ致命的な絶望に向かっ
て進んでいることだろう。異教の暗黒のうちにある魂が、
神の恵みを受け入れる一方では、キリスト教国において、
光を受けながらこれを無視する者がどんなに多いことだろ
う。
カペナウムから20マイル（約32キロ）以上離れたあたり

の、広い美しいエズレルの平原を見渡す台地にナインとい
う村があった。イエスは次にそこへ足を向けられた。弟子
たちの多くとそのほかの人々が、イエスといっしょだった
が、道中いたるところから、人々がイエスの愛と憐れみの
ことばを求め、いやしてもらうために病人をつれてやって
きた。彼らはまたこのようにふしぎな力を発揮されるイエ [832]
スが、イスラエルの王として名乗りをあげられるのを、い
つも待ち望んていた。群衆はイエスの足あとにむらがり、
喜びと期待に満ちた群衆が、この山村の門へ向かって岩だ
らけの道をイエスについて行った。
彼らが近づくと、葬式の行列が門から出てくるのかみら

れる。ゆっくりと悲しい足どりで、行列は埋葬場へ進んで
行く。行列の先頭を行く屋根のない棺台の上には死体がの
せられ、そのまわりには会葬者たちがいて、彼らの泣きわ
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めく声が大気を満たしている町中の人たちが集まって死人
への哀悼と、遺族への同情を表している様子である。
それは同情をそそる光景だった。死人は母親の1人息子

で、その母親は寡婦だった。この1人ぽっちの喪主はこの
世のただ1人の支えであり慰めであった息子のあとを墓場ま
でついて行くところだった。「主はこの婦人を見て深い同
情を寄せられ」た（ルカ7：13）。母親が何も目にはいらな
いで、イエスのおられることにも気がつかず泣きながら進
んで行くと、イエスは、彼女のそば近くにこられて、「泣
かないでいなさい」とやさしく言われた。イエスは彼女の
悲しみをよろこびに変えようとしておられたが、それでも
このようなやさしい同情のことばをかけないではいられな
かった。
イエスは「近寄って棺に手をかけられ」た（ル

カ7：14）。イエスにとっては死人にふれることさえけが
れとならなかった。棺をかついでいた人たちが立ちどま
り、会葬者たちの泣き声がやんだ。両方の群れは望みの
ないことを望みながら棺台のまわりに集まった。病気を追
い出し、悪鬼を征服されたお方が目の前におられるのであ
る。死もまた彼の力に屈服するであろうか。
権威のあるはっきりした声で、みことばが語られる「さ

あ、起きなさい」（ルカ7：14）。その声は死人の耳をつら
ぬく。若者は目をあける。イエスは彼の手をとって起こし
ておやりになる。若者は自分のそばで泣いていた母親をみ
つめる。母親と息子は、喜びのあまりしっかりと抱き合っ
ていつまでも離れない。群衆は魔法にでもかけられたよう
に無言のうちにながめている。「人々はみな恐れをいだ」
いた（ルカ7：16）。しばらくの間、彼らは、神の前にいる
かのように、だまってうやうやしく立っている。それから
彼らは「『大預言者がわたしたちの間に現れた』、また、
『神はその民を顧みてくださった』と言って、神をほめた
たえた」（ルカ7：16）。葬式の行列は、凱旋の行列となっ
て、ナインへもどった。「イエスについてのこの話は、
ユダヤ全土およびその附近のいたる所にひろまった」（ル
カ7：17）。
ナインの門で、悲しむ母親のそばにお立ちになったイエ

スは、棺のかたわらで泣き悲しんでいる一人一人を見守っ
ておられる。イエスの心はわれわれの悲しみへの同情で動
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かされる。愛し、憐れまれたイエスの心は、変ることのな
いやさしい心である。死人を生きかえらせたイエスのみこ
とばは、それがナインの若者に語られた時と同じに、いま
も力がある。イエスは、「わたしは、天においても地にお
いても、いっさいの権威を授けられた」と言われる（マタ
イ28：18）、その権威は年月がたつにつれて減ったり、溢
れるばかりの恩恵のたえまない活動によって尽きてしまっ
たりするようなものではない。イエスを信ずるすべての者
にとって、彼はいまもなお生ける救い主である。
イエスは、息子を母親の手に戻された時、彼女の悲し

みをよろこびに変えられた。だがこの若者は、この世の
生活に呼びもどされて、その悲しみと苦労と危険に耐え、
ふたたび死の権力に渡されたにすぎなかった。しかしイエ
スは次のような限りない望みのことばをもって、死者を悲
しむわれわれの心を慰めてくださる。わたしは、「生きて
いる者である。わたしは死んだことはあるが、見よ、世々
限りなく生きている者である。そして、死と黄泉（よみ）
とのかぎを持っている」「このように、子たちは血と肉と
に共にあずかっているので、イエスもまた同様に、それら
をそなえておられる。それは、死の力を持つ者、すなわち
悪魔を、ご自分の死によって滅ぼし、死の恐怖のために一
生涯、奴隷となっていた者たちを、解き放っためである」
（黙示録1：18、ヘブル2：14、15）。
神のみ子が死人に生きよとお命じになる時、サタンは [833]

彼らをつかまえておくことができない。サタンは、キリス
トの力のみことばを信仰をもって受け入れる魂を1人も霊
的な死のうちにとらえておくことができない。罪のうちに
死んでいるすべての者に向かって、神は、「眠っている者
よ、起きなさい。死人のなかから、立ち上がりなさい」と
言われる（エペソ5：14）。このみことばこそ、永遠の命で
ある。最初の人間に生きよとお命じになった神のみことば
が、いまもなおわれわれに命を与えるように、また「若者
よ、さあ、起きなさい」とのキリストのみことばがナイン
の若者にいのちを与えたように、「死人のなかから立ちあ
がりなさい」とのみことばは、これを受け入れる魂にとっ
ていのちである。「神は、わたしたちをやみの力から救い
出して、その愛する御子の支配下に移して下さった」（コ
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ロサイ1：13）。救いはすべてみことばのうちに提供されて
いる。みことばをうけいれる時に、救いがある。
「もし、イエスを死人の中からよみがえらせたかたの

御霊が、あなたがたの内に宿っているなら、キリスト・
イエスを死人の中からよみがえらせたかたは、あなたがた
の内に宿っている御霊によって、あなたがたの死ぬべきか
らだをも、生かしてくださるであろう」「すなわち、主ご
自身が天使のかしらの声と神のラッパの鳴り響くうちに、
合図の声で、天から下ってこられる。その時、キリストに
あって死んだ人々が、まず最初によみがえり、それから生
き残っているわたしたちが、彼らと共に雲に包まれて引き
上げられ、空中で主に会い、こうして、いつも主と共にい
るであろう」（ローマ8：11、1テサロニケ4：16、17）。主
は、こうした慰めのことばをもって互に慰め合うようにと
命じておられる。
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本章はマタイ12：2250、マルコ3：2035に基づく

ヨセフの息子たちは、イエスの働きにすこしも共鳴を示
さなかった。イエスの生活と働きについてのうわさが耳に
入ると、彼らは驚きとろうばいに満たされた。彼らは、イ
エスが液どおし祈りに没頭しておられることや、昼は大群
衆にとりかこまれて、食事をされる時間さえないことを聞
いた。イエスの友人たちは、イエスがたえまない働きのた
めに疲れはてておられると思った。彼らは、パリサイ人に
対するイエスの態度をどう説明したらよいかわからなかっ
た。中にはイエスの理性が動揺してきたのではないかと心
配する者さえあった。
イエスの兄弟たちはそのことを耳にし、またパリサイ人

たちが、イエスはサタンの力によって悪鬼を追い出された
と非難するのも聞いた。彼らはイエスと肉親関係にあるた
めに、自分たちによせられる非難をするどく感じた。彼ら
は、イエスのみことばとわざによってどんな騒ぎがもちあ
がっているかを知り、イエスの大胆な声明に驚かされたば
かりでなく、イエスが学者たちやパリサイ人たちを公然と
非難されることを憤慨した。彼らは、イエスがこのような
働きをやめられるように納得させるか、強制しなくてはな
らないと決心した。そこで彼らは、母親に対するイエスの
愛を通して、イエスがもっと用心深くなられるように説得
することができるかもしれないと考え、母のマリヤに協力
してもらうようにすすめた。
イエスはこれよりすこし前2度目のいやしの奇跡を行っ

て、悪鬼につかれた盲人と口の聞けない男をいやされたの
で、パリサイ人たちは、「彼は、悪霊どものかしらによっ
て悪霊どもを追い出しているのだ」との非難をくりかえし
ていた（マタイ9：34）。聖霊の働きをサタンのせいにす
ることによって、彼らは自分自身を祝福の泉からたちきっ
ているのだと、キリストは、彼らにはっきり言われた。キ

313
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リストの神性を知らないでイエスご自身のことを悪く言っ
た者はゆるされるかも知れない。なぜなら、聖霊によっ
て、彼らは自分のあやまちを認めて悔い改めにみちびかれ
るかもしれないからである。罪がどんなものであろうと、[834]
もし魂が悔い改めて信ずるなら、その不義はキリストの血
によって洗われる。だが聖霊の働きをこばむ者は、悔い改
めと信仰のとどかないところにわが身をおいているのであ
る。神が心に働かれるのは、みたまによってである。人が
故意にみたまをこばみ、それをサタンから出たものである
と断言する時、彼らは神が彼らと交わることのおできにな
る道を自らとざすのである。みたまが最後までこばまれる
時、神はもうそれ以上魂のためにつくすことがおできにな
らない。
イエスがこの警告をお与えになったパリサイ人たちは、

キリストを非難しながらも、心の中ではその非難が正当で
あるとは思っていなかった。高い地位を占めているこれら
の人々の中には、救い主に心をひかれていない者は一人も
なかった。彼らは、みたまの声がイエスをイスラエルのあ
ぶらそそがれた者として宣告し、キリストの弟子となるこ
とを告白するようにすすめるのを自分自身の心の中で聞い
ていた。キリストの前に出ると、彼らは自らの不潔をみと
め、自分ではつくり出すことのできない義をあこがれた。
しかしキリストをこばんでしまってからは、いまさらキリ
ストをメシヤとして受け入れることはあまりに不面目でで
きなかった。不信の道に足をふみ入れた以上、あやまちを
告白することは、彼らの高慢心がゆるさなかった。真理を
認めるのを避けるために、彼らは必死の勢いで救い主の教
えに反対の議論を試みた。キリストの力と憐れみの証拠は
彼らを怒らせた。彼らはイエスが奇跡を行われないように
することも、イエスの教えを沈黙させることもできなかっ
た。だが彼らはイエスについて偽りを言いふらし、イエス
のことばを偽って伝えるためにあらんかぎりの力をつくし
た。それでもなお罪をさとらせる神のみたまが彼らを追い
かけたので、彼らはみたまの力に抵抗するために多くの壁
を築かねばならなかった。人の心を感動させるために与え
られる最大の力が彼らと争っていたが、彼らは屈服しよう
としなかった。
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人々の目を見えなくし、心をかたくなにするのは神では
ない。神は彼らのあやまちを正し、彼らを安全な道にみち
びくために光をお送りになる。目が見えなくなり、心がか
たくなになるのは、この光をこばむからである。この過程
はゆるやかでほとんど気がつかない場合が多い。光は、神
のみことばを通し、神のしもべたちを通し、あるいはみた
まの直接の働きによって魂にのぞむ。だが一すじの光が無
視されると、霊的知覚力が部分的に麻痺し、次に光があら
わされた時、それは前ほどはっきり認められなくなる。こ
うして暗さが増し、ついには魂に夜がおとずれる。これら
のユダヤ人指導者たちがそのとおりだった。彼らはキリス
トに神の力が伴っていることを自覚させられたが、真理に
抵抗するために、聖霊の働きをサタンのせいにした。こう
することによって彼らは故意に欺瞞を選んだのである。彼
らはサタンに屈服したので、それからはサタンの力に支配
された。
聖霊に対する罪についてのキリストの警告と密接な関

係があるのは、むなしいことばや悪いことばに対する警
告である。ことばは心のうちにあるものを示す。「おお
よそ、心からあふれることを、口が語るものである」（マ
タイ12：34）。しかしことばは、品性をあらわすだけでは
ない。ことばは品性に作用する力を持っている。人は自分
自身のことばに影響される。サタンにそそのかされ、一時
の感情にかられて、彼らは、ねたみや悪い臆測などを口に
し、本当に信じてもいないことを口にする。だが口に出し
たことばは考え方に作用する。彼らは自分のことばにだま
され、サタンにそそのかされて語ったことを事実として信
ずるようになる。1度意見や決心を口に出してしまうと、
面目にこだわってそれをひっこめることができないことが
多く、あくまで自分が正しいことを証明しようとし、つい
には自分が正しいのだと信ずるようになる。疑いのことば
を口に出すことは危険である。すなわち天来の光を疑った
り批判したりすることは危険である。不注意で不敬な批判
をする習慣は品性に作用し、不敬と不信の念を助長する。
この習慣をほしいままにしていた多くの人々が、危険を
意識しないで続けているうちに、ついには聖霊の働きを批
判したりこばんだりするようになった。イエスは、「あな
たは、自分の 言葉によって正しいとされ、また自分の言 [835]
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葉によって罪ありとされるからである」と言われた（マタ
イ12：37）。
次にイエスは、みことばに感動し、イエスの言われる

ことをよろこんで聞いていながら、聖霊の内住に身をまか
せなかった人々に対する警告をつけ加えられた。魂は抵抗
によるばかりか、怠慢によっても滅びる。イエスはこう言
われた。「汚れた霊が人から出ると、休み場を求めて水の
無い所を歩きまわるが、見つからない。そこで、出てきた
元の家に帰ろうと言って帰って見ると、その家はあいてい
て、そうじがしてある上、飾りつけがしてあった。そこで
また出て行って、自分以上に悪い他の7つの霊を一緒に引き
連れてきて中にはいり、そこに住み込む。そうすると、そ
の人ののちの状態は初めよりももっと悪くなるのである。
よこしまな今の時代も、このようになるであろう」（マタ
イ12：4345）。
今日と同じように、キリストの時代にも、サタンの支

配力が一時たたれたようにみえた人々がたくさんしいた。
神の恵みによって、彼らはこれまで自分の魂を支配して
いた悪霊から解放された。彼らは神の愛をよろこんだ。
だが譬にある石地の聞き手のように、彼らは神の愛のう
ちにとどまっていなかった。彼らは心の中にキリストに
住んでいただくように日々自分自身を神にまかせなかっ
た。そこで悪霊が「自分以上に悪い他の7つの霊」をつれも
どってきた時、彼らは悪の力に全面的に支配された（マタ
イ12：45）。
魂がキリストに屈服する時、新しい力が新しい心を占領

する。人が自分自身ではなしとげることのできない変化が
行われる。それは超自然の働きであって、人の性質に超自
然の要素をもたら魂キリストに屈服した魂は、キリストご
自身のとりでとなり、キリストはそれをそむいた世の中に
保たれる。キリストはその中でご自身の権威よりほかの権
威が認められないよりに望まれる。このように天の勢力に
よって占領された魂はサタンの攻撃に攻め落されることが
ない。しかしわれわれは、キリストの支配に服していない
時に、悪魔に支配される。われわれはこの世の主権を争っ
ている二大勢力のどちらかに必然的に支配されるのであ
る。
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暗黒の王国の支配に入るためには、わざわざその国の
奉仕を選ぶ必要はない。光の王国と同盟することをおこた
りさえすればよいのである。もしわれわれが天の勢力と協
力しなければ、サタンは心を占領してそこを永住の地とす
る。悪に対する唯一の防備は、キリストの義を信じる信仰
によって、心のうちにキリストに内住していただくことで
ある。神とのいのちのつながりをもたないかぎり、われわ
れは、利己主義、放縦、罪への誘惑などのけがれた影響に
抵抗することは決してできない。われわれは、多くの悪い
習慣をやめ、しばらくの間はサタンとの交わりをたちきっ
ているかも知れない。だが時々刻々に神に献身することに
よって、神との命のつながりを持っているのでなければ、
われわれは打ち負かされてしまう。キリストを個人的に知
り、たえずキリストと交わっていなければ、敵の思うまま
になり、ついには敵の命ずるとおりのことを行うようにな
る。
「その人ののちの状態は初めよりももっと悪くなるので

ある。よこしまな今の時代も、このようになるであろう」
とイエスは言われた（マタイ12：45）。恵みの招待を軽ん
じ、恵みのみたまを侮辱した者ほどかたくなな者はいな
い。聖霊に対する罪として最も一般的なものは、悔い改め
をうながす天の招きをどこまでもあなどることである。キ
リストをこばむ1歩1歩は、救いをこばみ、聖霊に対して罪
を犯す1歩である。
キリストをこばんだことによって、ユダヤ民族はゆる

されない罪を犯した。われわれも、恵みの招きをこばむこ
とによって、同じあやまちを犯すかも知れない。キリスト
を代表する使者たちのことばを聞くことをこばみ、かえっ
て魂をキリストから引き離そうとするサタンの代理者たち
のことばを聞く時、われわれは命の君を侮辱し、サタンの
会堂と天の宇宙の前でキリストをはずかしめているのであ
る。このようなことをしているかぎり、人は望みもゆるし
も見いだすことができずついには神とやわらぎたいとの願
望をまったく失うのである。
イエスがまだ人々に教えておられると、イエスの母と兄 [836]

弟たちが外にいて会いたがっているということづけを弟子
たちが伝えた。イエスは彼らの心のうちにあるものを知っ
ておられたので、「イエスは知らせてくれた者に答えて言
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われた、『わたしの母とは、だれのことか。わたしの兄弟
とは、だれのことか』。そして、弟子たちの方に手をさし
伸べて言われた、『ごらんなさい。ここにわたしの母、わ
たしの兄弟がいる。天にいますわたしの父のみこころを行
う者はだれでも、わたしの兄弟、また姉妹、また母なので
ある』」（マタイ12：4850）。
信仰によってキリストを受け入れる者はみな人間の血肉

関係よりももっと密接なきずなによってキリストにむすば
れた。キリストが天父と一つであられたように、彼らもキ
リストと一つになるのであった。イエスの母は、イエスの
みことばを信じ、これを行う者として、イエスとの間に肉
親関係よりももっと近い霊的なつながりをもっていた。イ
エスの兄弟たちは、イエスを自分自身の救い主として受け
入れないかぎり、兄弟という関係だけでは何の益も受けな
いのであった。
もし彼らがイエスを天からくだられたお方として信じ、

イエスと協力して神のみわざをなしたのだったら、この地
上の肉親関係はどんなにかキリストの支えとなっていたこ
とだろう。彼らの不信はイエスの地上生涯に暗い影を投げ
た。それは、イエスがわれわれのために飲みほされたあの
苦悩のさかずきのにがさの一部分であった。
神のみ子は、福音に対する敵意が人の心に燃えあがって

きたのを鋭く感じられたが、それを家庭において感ずるこ
とは特に苦痛であった。それはイエスご自身の心が親切と
愛に満ち、家族の者の間におけるやさしい心づかいを高く
評価しておられたからである。イエスの兄弟たちは、イエ
スが彼らの考えに譲歩されるように望んだが、そのような
行動をとることは、イエスの天来の使命と全然一致しない
のであった。彼らは、イエスが自分たちの助言を必要とし
ておられると考えた。彼らは、人間的な見地からイエスを
判断し、もしイエスが律法学者たちとパリサイ人たちに受
け入れられるようなことだけを語られたら、彼のみことば
から引き起される不愉快な論争が避けられると思った。イ
エスが神の権威を三1張し、ラビたちの罪の譴責者として
彼らの前に立たれるとは余りに思いあがっていると彼らは
思った。彼らは、パリサイ人たちがイエスを訴える機会を
ねらっていることを知っており、またイエスが彼らにその
十分な機会を与えられたと思った。
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兄弟たちの短いはかりなわでは、イエスが果たすため
においでになった使命をはかることができなかった。し
たがって彼らは、こころみのうちにあられるイエスに同情
することができなかった。彼らの下品で、物事のわからな
いことばは、彼らがイエスの品性を真に認識していないこ
と、したがって神性が人性にまじりあっていることを認め
ていないことをあらわした彼らは、イエスが悲しみに満た
されておられるのをよくみかけた。だが彼らの精神とこと
ばは、イエスを慰めるどころか、かえってその心を傷つけ
た。イエスの感じやすい性質は苦しめられ、イエスの動機
は誤解され、その働きは理解されなかった。
イエスの兄弟たちは、年月を経てすり切れて古くさく

なったパリサイ人の哲学をよく持ち出し、すべての真理を
理解し、すべての奥義に通じておられるお方を教えること
ができるとせんえつにも考えた。彼らは自分たちの理解で
きないものは勝手に非難した彼らの非難はイエスの急所を
刺したので、イエスの魂は疲れ、悩まされた。彼らは神へ
の信仰を告白し、神を擁護しているのだと考えていたが、
実は神が肉体をとって彼らの中におられ、しかも彼らはそ
のお方を知らないのだった。
こうしたことのために、イエスの歩まれる道はいばらの

道だった。キリストはご自分の家庭での誤解に非常に心を
痛められたので、そうした誤解のないところへ行かれるこ
とがイエスにとっては救いだった。イエスがたずねて行く
ことを好まれた家庭が一つあつたが、それはラザロとマリ
ヤとマルタの家庭だっだこの家庭の信仰と愛の雰囲気の中
でイエスの心は休まった。それでも、イエスの天来の使命
を理解し、イエスが人類のために負っておられる重荷を知 [837]
ることのできる人はこの地上に1人もいなかった。イエスは
たびたび1人でおられて、天父と交わることだけに心の救い
を見いだされた。
キリストのために苦しみを受け、自分の家庭においてさ

え誤解と疑惑に耐え忍ばねばならない者は、イエスも同じ
ことに耐えられたのだと思うことによって慰められる。イ
エスは、彼らに対して憐れみの心を動かされる。イエスは
彼らに、イエスを友とし、イエスが経験されたように、天
父との交わりのうちに心の休みを見いだすようにと命じら
れる。
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キリストを自分自身の救い主として受け入れる者は、み
なし子としてとり残され、1人で人生の試練に耐えねばな
らないようなことはない。キリストは彼らを天の家族の一
員として受け入れて下さる。キリストは、ご自分め父を彼
らの父として呼ぶように命じておられる。彼らは神の心に
とって愛する子供たちであり、最もやさしく、いつまでも
変らないきずなによって神にむすばれているのである。神
性が人性よりもすぐれているように、神は、父や母が無力
なわれわれに対して感じたよりもはるかにまさったやさし
さを彼らに対して感じておられる。
イスラエルに与えられた律法の中に、キリストとその民

との関係について、美しい例がある。ヘブル人が、貧乏の
ために世襲財産を手離し、身を奴隷として売らねばならな
いときには、彼とその相続財産とをあがなう義務は一番近
い親族の上に負わされた（レビ25：25、4749、ルツ2：20参
照）。同じように、われわれと、罪によって失われたわ
れわれの嗣業をあがなう義務が、われわれにとって近親に
あたるキリストに負わされた。キリストがわれわれの近親
者になられたのは、われわれをあがなうためであった。わ
れわれの主なる救い主は、父母、兄弟、友人あるいは愛人
よりも近いのである。主はこう言っておられる。「恐れる
な、わたしはあなたをあがなった。わたしはあなたの名を
呼んだ、あなたはわたしのものだ。. . . . . .あなたはわが目に
尊く、重んぜられるもの、わたしはあなたを愛するがゆえ
に、あなたの代りに人を与え、あなたの命の代りに民を与
える」（イザヤ43：1、4）。
キリストはみ座をとりまいている天の住民を愛される。

しかし主がわれわれを愛されたその大きな愛は何によって
説明することができるだろう。われわれはその愛を理解す
ることができないが、しかし自分自身の経験において、そ
の愛の真実なことを知ることができる。だからもしわれわ
れがキリストとの近親関係を保っているならば、われわれ
は主の兄弟姉妹である人々をどんなにかやさしい気持でみ
なければならないことだろう。われわれはわれわれと天と
の関係に要求されているところをすみやかに認めるべきで
はないだろうか。神の家族の一員となった以上、われわれ
は天の父とわれわれの肉親の者たちをあがめるべきではな
いだろうか。



第第第34章章章　　　「「「わわわたたたしししのののもももとととにににきききなななさささいいい」」」

本章はマタイ11：2830に基づく

「すべて重荷を負うて苦労している者は、わたしのも
とにきなさい。あなたがたを休ませてあげよう」（マタ
イ11：28）。
この慰めのことばは、イエスについてきた群衆に語られ

た。人はただイエスご自身を通してのみ神の知識を受ける
ことができると、救い主は言われた。救い主は弟子たちの
ことを、天の事物について知識を与えられた者であると言
われた。しかし主は、だれも自分は神の愛と守りからしめ
だされていると感じさせられなかった。重荷を負って苦労
している者はみな主のみもとに行くことができる。
律法学者とラビたちは、宗教上の形式をきちょうめん

に守っていたが、ざんげの儀式によっては、決して満たさ
れない欠乏を感じていた。取税人や罪人たちは、肉欲的な [838]
ことや世俗的なことに満足しているようなふりをしていて
も、彼らの心の中には不信と不安があった。イエスは、心
に重荷を負って苦しんでいる者たち、すなわち望みを裏切
られ、この世の楽しみによって魂のあこがれを満足させよ
うとしている人々をごらんになって、みなわたしのもとに
きて休みなさいと招かれた。
イエスは、骨折っている人々にやさしくこうお命じに

なった。「わたしのくびきを負うて、わたしに学びなさ
い。そうすれば、あなたがたの魂に休みが与えられるであ
ろう。わたしのくびきは負いやすく、わたしの荷は軽いか
らである」（マタイ11：29、30）。
このことばを通して、キリストは人類の一人一人に話し

かけておられる。意識しようとしまいと、人はみな重荷を
負って、疲れている。みな重荷におしつぶされているが、
それをとり除くことができるのはキリストだけである。わ
れわれが背負っている一番重い重荷は罪の重荷である。も
しわれわれがこの重荷を負うままにされていたら、それは

321
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われわれをおしつぶしてしまうだろう。しかし罪のないお
方がわれわれの身代りになられた。「主はわれわれすべて
の者の不義を、彼の上におかれた」（イザヤ53：6）。主
はわれわれの不義の重荷を負われた。主はわれわれの疲れ
た肩から荷物をとられる。主はわれわれに休みを与えられ
る。また心配や悲しみの重荷も主は負ってくださる。心配
ごとは全部わたしにまかせなさいと主は招いておられる。
なぜなら主はわれわれのことを心にとめておられるからで
ある。
人類の長兄であられるイエスは、永遠のみ座のそばにお

られる。イエスは救い主としてのご自分に顔を向けている
一人一人をごらんになる。イエスは、人性の弱点は何か、
われわれの足りないところは何か、われわれの誘惑の力
はどこにあるかをご自分の経験を通して知っておられる。
なぜなら主は、すべての点にわれわれと同じように試み
られ、しかも罪を犯されなかったからである。主はおのの
いている神の子であるあなたを見守っておられる。あなた
は試みられるだろうか。主は救いだしてくださる。あなた
は弱いだろうか。主は強くしてくださる。あなたは無知だ
ろうか。主は知識を与えてくださる。あなたは傷ついてい
るだろうか。主はいやしてくださる。「主はもろもろの星
の数を定め、すべてそれに名を与えられる。」しかも「主
は心の打ち砕かれた者をいやし、その傷を包まれる」（詩
篇147：4、3）。「わたしのもとにきなさい」というイエ
スの招きである。あなたの心配事や試練が何であろうと、
主の前に事情をうち明けなさい。あなたの心には忍耐のさ
さえができる。あなたが困惑や困難からぬけ出す道が開か
れる。あなたは自分が弱く無力であることを知れば知るほ
ど、イエスの力によってますます強くなる。あなたの重荷
が重ければ重いほど、その重荷を負ってくださる方にまか
せた時の休みは有難いのである。キリストが提供される休
みは条件つきであるが、その条件は明示されている。それ
はだれでも応ずることのできる条件である。イエスはその
休みがどのようにして見いだされるかを告げておられる。
「わたしのくびきを負いなさい」とイエスは言われる。

くびきは奉仕の道具である。牛は労働するためにくびき
を負わされるが、それは牛が効果的に働くために必要なの
である。この実例によって、キリストはわれわれが、命の
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あるかぎり、奉仕に召されていることをお教えになってい
る。われわれはキリストと共に働く者となるために、キリ
ストのくびきを身に負うのである。
奉仕にむすびつけるくびきは神の律法である。エデン

であらわされ、シナイで布告され、新しい契約のもとに
心にしるされる偉大な愛の律法は働く人間を神のみこころ
にむすびつけるものである。もしわれわれが自分の好むま
まに歩み、自分の意志の命ずるところへどこへでも行くま
まに放っておかれるならば、われわれはサタンの隊列には
いりこみ、サタンの特性を持つ者となるであろう。そこで
神は、われわれを高い、とうとい、そして向上させるご自
身のみこころにつながれるのである。神は、われわれが忍
耐強く、賢明に奉仕の義務を負うように望んでおられる。
この奉仕のくびきを、キリストは自ら人性をもって負わ
れた。イエスはこう言われた、「わが神よ、わたしはみこ [839]
ころを行うことを喜びます。あなたのおきてはわたしの心
のうちにあります」（詩篇40：8）「わたしが天から下って
きたのは、自分のこころのままを行うためではなく、わた
しをつかわされたかたのみこころを行うためである」（ヨ
ハネ6：38）。神に対する愛、神のみ栄えをあらわそうとす
る熱心、堕落した人類に対ける愛のゆえに、イエスはこの
世においでになって、苦難を受け、死なれたのである。こ
れがイエスの一生を支配した力であった。この原則をとり
入れるようにと、イエスはわれわれに命じておられる。
この世の標準に達しようとして、心配の重荷に心を痛

めている人が多い。彼らは世の奉仕を選び、世のわずらい
を受け入れ、世の習慣をとり入れた。こうして彼らの品性
はそこなわれ、人生は疲れはてたものとなる。野心と世俗
的な欲望を満足させるために、彼らは良心を傷つけ、悔恨
というよけいな重荷まで背負いこむ。たえまない心配のた
めに、生活の力はすりへって行く。主は彼らがこの束縛の
くびきを放棄するように望まれる。イエスはわたしのくび
きを負いなさいと彼らを招いておられる。「わたしのくび
きは負いやすく、わたしの荷は軽いからである」と主は言
われる（マタイ11：30）。イエスは彼らに、まず神の国と
神の義とを求めなさいと命じられる。そうしたらこの世の
生活に必要なものはすべて加えられると、主は約束してお
られる。心配は盲目であり、将来をみわけることができな
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い。だがイエスは、始めから終りまで見通される。困難の
たびに、イエスはそれをとり除くためにご自分の道を備え
られる。天の父なる神は、われわれのために無数の道を備
えて下さるが、われわれはそのことを何も知らないのであ
る。神に奉仕しそのみ栄えをあらわすことを最高のものと
するというただ一つの原則を受け入れる者は、困った隠題
がなくなり、足元にはっきりした道が開かれることに気が
つくのである。
「わたしは柔和で心のへりくだった者であるか

ら. . . . . .わたしに学びなさい」とイエスは言われる（マタ
イ11：29）。われわれはキリストから柔和と謙遜を学ぶた
めに、キリストの学校に入るのである。あがないは、魂が
天国のために訓練される過程である。この訓練はキリスト
を知ることである。それは暗黒の君の学校で身についた考
え方、習慣、行為からの解放である。魂は神への忠誠に反
する一切のものから救い出されねばならない。
キリストの心の中は、神との完全な調和に支配されて

いたので、完全な平安があった。彼は称賛に得意になった
り、酷評や失望に落胆したりなどされなかった。最も激し
い反対と最も残酷な仕打ちのただ中にあっても、イエスは
勇気を失われなかった。しかしキリストに従う者であると
自称している人々の中には、不安で心配な心を持っている
人が多いが、それは彼らが自分自身を神にまかせきれない
からである。彼らは神に完全に屈服しない。それは彼らが
このような屈服に含まれている結果を避けるからである。
彼らは、この屈服をしないかぎり平安を見いだすことがで
きない。
不安を生じさせるのは自分を愛する心である。われわれ

が天から生まれる時に、イエスのうちにあったのと同じ心
がわれわれのうちに宿るようになる。それはわれわれを救
うために自らいやしい身となられたイエスの心である。そ
の時われわれは、最高の地位を求めなくなる。われわれは
イエスの足元にすわってイエスについて学びたいと望むよ
うになる。われわれの働きの価値は、世間にそうそうしい
宣伝をしたり、自分自身の力で熱心に活動したりすること
にあるのではないということがわかる。
われわれの働きの価値は、聖霊を与えられる度合いに比

例する。こうして神に信頼することによって、一層きよい
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心の品質が与えられ、忍耐のうちにわれわれの魂を保つこ
とができる。
くびきは、牛が荷物をひくのを助けるため、また重荷

を軽くするために牛にかけられる。キリストのくびきも
これと同じである。われわれの意志が神のみこころのう
ちに没入し、他人を祝福するために神の賜物を用いる時、
われわれは人生の重荷を軽く感ずる。神の戒めの道を歩む
者は、キリストを道つれとし て歩いているのであって、 [840]
その心はキリストの愛のうちに休まる。モーセが、「ど
うか、あなたの道を示し（てください）」と祈った時、
主は「わたし自身が一緒に行くであろう。そしてあなた
に安息を与えるであろう」と彼に答えられた（出エジプ
ト33：13、14）。また預言者たちを通して次のメッセージ
が与えられた。「あなたがたはわかれ道に立って、よく
見、いにしえの道につき、良い道がどれかを尋ねて、その
道に歩み、そしてあなたがたの魂のために、安息を得よ」
（エレミヤ6：16）。また神はこう言われる、「どうか、
あなたはわたしの戒めに聞き従うように。そうすれば、あ
なたの平安は川のように、あなたの義は海の波のようにな
（る）」（イザヤ48：18）。
キリストをみことば通りに信じ、自分の魂をキリスト

の守りに委ね、その生活をキリストの命令に従わせる者に
は、平安とおだやかさがある。イエスがそのこ臨在によっ
て彼らをよろこぼせてくださる時、この世のどんなものも
彼らを悲しませることができない。ただ黙々として従うこ
とに完全な休みがある。「あなたは全き平安をもってここ
ろざしの堅固なものを守られる。彼はあなたに信頼してい
るからである」と主は言われる（イザヤ26：3）。われわれ
の生活は混乱しているようにみえるかも知れない。しかし
賢明な巨匠であられる神に自分自身をまかせる時、神はご
自身の栄えとなる生活と品性の型をつくり出される。こう
してキリストの栄光すなわちキリストの品性をあらわす人
は、神のパラタマスに受け入れられる。新しくされた人類
は、白衣を着て神とともに歩むのである。彼らにその価値
があるからである。
われわれがイエスを通して休みに入る時、天国はこの

地上に始まる。わたしのもとにきて、わたしに学びなさ
いとのイエスの招きに応じてみもとに行く時、われわれ
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の永遠のいのちが始まる。天国はキリストを通してたえず
神に近づくことである。幸福な天国にいればいるほどます
ます栄光がわれわれに示されるであろう。神について知れ
ば知るほど、われわれの幸福はまし加わるであろう。この
世にあってイエスとともに歩む時、われわれはイエスの愛
に満たされ、イエスのこ臨在に満足するかもしれない。こ
の世にあってわれわれは、人間の性質の耐えられることを
すべて受けるかもしれない。だがこうしたことは来世に比
較する時、もののかずではない。そこでは「それだから彼
らは、神の御座の前におり、昼も夜もその聖所で神に仕え
ているのである。御座にいますかたは、彼らの上に幕屋を
張って共に住まわれるであろう。彼らは、もはや飢えるこ
とがなく、かわくこともない。太陽も炎暑も、彼らを侵す
ことはない。御座の正面にいます小羊は彼らの牧者となっ
て、いのちの水の泉に導いて下さるであろう。また神は、
彼らの目から涙をことごとくぬぐいとって下さるであろ
う」（黙示録7：1517）。
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本章はマタイ8：2334、マルコ4：3541、5：120、ル
カ8：2239に基づく

その日は、イエスのこ生涯の中でも出来事の多い1だっ
た。ガリラヤの海のほとりで、イエスは最初のたとえ話を
されたが、その中で、イエスはよく知られている実例を用
いて、み国の性質と、そのみ国がどのようにして建設され
るかをもう1度人々に説明された。イエスはご自分の働き
を種を播く人の働きにたとえ、み国の発展をからし種の成
長と粉の中に入れたパン種の効果にたとえられた。麦と毒
麦、また魚とりの網のたとえの中で、イエスは義人と悪人
の最後の厳粛な隔離を描写された。イエスのお教えになっ
た真理のすぐれたとうとさが、かくされた宝と非常に高価
な真珠によって例示され、一方イエスは家の主人のたとえ
を通して、弟子たちがイエスの代表者としてどのように働
くべきかをお教えになった。

1日中イエスは人々に教え、病人をいやされた。夕暮が
迫ってきても、群衆はなおイエスのまわりにおしよせた。 [841]
来る日も来る日も、イエスは食事や休息をされるひまもほ
とんどないくらい人々に奉仕された。パリサイ人たちが、
悪意のある批評や偽りの宣伝をもって、たえずイエスにつ
きまとったことが、イエスの働きを一層きびしく、苦しい
ものにした。そしていま1日の終りに、イエスは疲れはてて
しまわれたので、湖を渡って、どこかさびしいところへか
くれ場所を求めようと決心された。
ゲネサレの東岸は人の住んでいないところではなく、湖

畔のそこここに町があった。それでも西岸にくらべると、
そこはさびしい地方であった。そこの住民はユダヤ人より
も異教徒が多く、ガリラヤとの往来はほとんどなかった。
だからそこは、イエスが求めておられるかくれ場所にふさ
わしかったので、イエスはいま弟子たちに、そこへついて
くるようにお命じになった。

327
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イエスが群衆を解散させられると、弟子たちはイエスを
そのまま舟にのせて、いそいで舟をこぎ出した。だが出か
けたのは彼らだけではなかった。岸の近くにはほかにも魚
とりの舟があったので、それらの舟は、イエスに会ってみ
ことばを聞きたいとまだ熱望してイエスについて行く人た
ちでたちまちいっぱいになった。
救い主はおしかけた群衆からやっと解放されると、疲

れと空腹のために力がつきはてて舟のともに横たわったま
ま、すぐに眠ってしまわれた。夜は静かで気持がよく、静
けさが湖をおおっていた。しかしにわかに、暗闇が空一面
にひろがり、東岸の山の谷間から風がはげしく吹きおろし
てきて、すさまじい嵐が湖をおそった。
太陽はすでに沈み、夜のくらやみが嵐の海にたれこめ

ていた。波はうなり声をあげる風に荒れ狂い、弟子たちの
舟に激しくぶつかって、いまにも舟をのみこみそうにみえ
た。この屈強な漁師たちは、これまで湖で生活し、何度嵐
に会っても安全に舟をあやつってきたが、こんどだけは彼
らの腕も力も役にたたなかった。彼らは嵐にまきこまれて
どうすることもできず舟に水がたまってくるのを見ると望
みが失われてしまった。
彼らは自分たちのいのちを救うことに熱中していたの

で、舟の中にイエスがおられることを忘れていた。いま、
自分たちの努力がむなしく、目の前にあるのは死だけで
あることを知ると、彼らはだれの命令で湖の横断に乗り出
したかを思い出した。無力と絶望のはてに、彼らは、「主
よ、主よ」と叫んだ。だが濃いくらやみがイエスのお姿
を彼らの見えないところにかくしていた。彼らの声は嵐の
うなりにのみこまれて、返答がなかった。疑惑と恐怖が彼
らをおそった。イエスは自分たちを見捨てられたのだろう
か。病気と悪鬼と死をさえ征服されたお方が、いま弟子た
ちを助けてくださる力がないのだろうか。困りきっている
自分たちを気にかけてくださらないのだろうか。
もう1度彼らは呼んでみる。だが答えるのは荒れ狂う疾

風のうなり声だけである。もはや舟は沈みはじめている。
もう少しで、彼らは飢えた波にのみこまれそうになる。
突然一すじのいなづまが暗闇をつらぬいて光る。すると

このさわぎにじゃまされないで横になったまま眠っておら
れるイエスのお姿が彼らの目にうつる。驚きと絶望のうち
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に、彼らは、「先生、わたしどもがおぼれ死んでも、おか
まいにならないのですか」と叫ぶ（マルコ4：38）。自分た
ちが危険の中にあって死と戦っているのに、主はよくあん
なに安らかに休んでおられるものだ。
彼らの叫び声がイエスを起こす。いなづまのひらめきが

イエスのお姿を照し出すと、そのお顔には天の平安がみら
れる。彼らはイエスの御目から、無我のやさしい愛を読み
とり、心をイエスに向けると、「主よ、お助けください、
わたしたちは死にそうです」と叫ぶ（マタイ8：25）。
この叫びをあげてかえりみられない魂はない。弟子た

ちが最後の努力をかたむけるためにオールをにぎりしめる
と、イエスが立ちあがられる。イエスが弟子たちのまん中
に立たれると、嵐は荒れ狂い、波が彼らの上にくだけ、い
なづまがイエスのお顔を照す。イエスは、これまでも幾度
か憐れみの行為に使われ大み手をあげて、荒れ狂う海に、
「静まれ、黙れ」と言われる。 [842]
暴風はやみ、大波は静まる。黒雲は消え去り、星が輝き

出る。舟は静かな海の上に安定する。するとイエスは、弟
子たちに向かって悲しげにこうおたずねになる、「なぜ、
そんなにこわがるのか。どうして信仰がないのか」（マル
コ4：40）。
弟子たちは一言もなく静まりかえった。ペテロさえ、

自分の心を満たした畏敬の思いを口に出そうとはしなかっ
た。イエスについて行くために出かけてきた舟は、弟子た
ちと同じ危険に出会った。それらの舟に乗っていた人たち
は恐怖と絶望にとりつかれたが、イエスの命令によって嵐
の騒ぎは静まった。激しい嵐に吹きまくられて舟は一つと
ころにかたまっていたので、舟の上の者はみなその奇跡を
見た。静けさがやってくると、恐怖は忘れられた。人々は
互に、「このかたはどういう人なのだろう。風も海も従わ
せるとは」とささやきあった（マタイ8：27）。
イエスが目をさまして嵐に応じられた時、彼は平安そ

のものであった。そのことばにも顔つきにも恐怖の跡はみ
られなかった。イエスの心の中には恐怖がなかったのであ
る。しかしイエスは、ご自分が大能の力を持っておられる
ことをあてにされなかった。イエスが静かに落ちついてお
られたのは、天と地と海の主としてではなかった。イエス
はその大能の力をさしおいて、「わたしは、自分からは何
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事もすることができない」と言われる（ヨハネ5：30）。
彼は天父の力に信頼された。イエスが安心しておられた
のは、信仰、すなわち神の愛と守りに対する信仰のゆえで
あった。鼠を静めたみことばの力は神の力であった。
イエスが信仰によって天父の守りに安んじておられたよ

うに、われわれも救い主の守りに安心していることができ
る。もし弟子たちがイエスに信頼していたら、彼らは平安
のうちに守られたのである。彼らは危険な時に恐れたこと
によって、不信仰をばくろした、自分を救おうと努力して
いるうちにイエスを忘れたのぐある。彼らが自分にたよる
ことに絶望してイエスに助けを求めた時にはじめて、イエ
スは彼らに助けを与しることがおできになった。
弟子たちの経験がそのままわれわれの経験である場合が

どんなに多いことだろう。誘惑の嵐が迫り、はげしいいな
づまがひらめき、波がわれわれの上におおいかぶさる時、
われわれは助けてくださることのできるお方がおられるこ
とを忘れて、自分1人で嵐と戦う。望みが失われていまにも
滅びそうになるまでわれわれは自分自身の力にたよる。そ
してそれからイエスのことを思い出寅救ってくださいとイ
エスに呼び求める時、その叫びは無駄にならない。イエス
は、われわれの不信と自信を悲しく思って責められるが、
必要な助けをお与えにならないことは決してない、陸の上
でも、海の上でも、心のうちに救い主を持っているなら、
恐れる必要はない。救い主に対する生きた信仰によって、
人生の海はおだやかになり、主が最善とごらんになる方法
で、われわれは危険から救われるのである。
嵐を静めたこの奇跡には、もう一つの霊的教訓がある。

どの人の経験も聖書のみことばの真実を立証している。
「悪しき者は波の荒い海のようだ。静まることができな
い. . . . . .わが神は言われる、『よこしまな者には平安がな
い』と」（イザヤ57：20、21）。罪はわれわれの平安を破
壊してしまった。自我を征服しないかぎり平安はない。
人間の力では、心の中の支配的な欲情を制することがで
きない。弟子たちが荒れ狂う嵐を静めることができなかっ
たように、われわれはこの点において、無力である。だ
がガリラヤの大波に平安を語られたお方は、どの魂にも
平安のことばを語ってこられた。どんなに嵐がはげしくて
も、イエスに向かって「主よ、助けてください」との叫び
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をあげる者には救いがある。魂を神にやわらがせてくださ
るイエスの恩恵によって、人間の欲情との戦いは静まり、
心はイエスの愛のうちに休まる。「主があらしを静めら
れると、海の波は穏やかになった。こうして彼らは波の静
まったのを喜び、主は彼らをその望む港へ導かれた」（詩
篇107：29、30）、「このように、わたしたちは、信仰に
よって義とされたのだから、わたしたちの主イエス・キリ
ストにより、神に対して平和を得ている」。「正義は平和
を生じ、正義の結 ぶ実はとこしえの平安と信頼である」 [843]
（ローマ5：1、イザヤ32：17）。
救い主と、その連れの一行が朝早く岸に着くと、昇る太

陽の光が平和を祝福するかのように海と陸にふりそそいで
いた。だが波うちぎわに足をつけたとたんに、彼らの目は
荒れ狂う嵐よりももっと恐ろしい光景にぶつかった。墓場
の隠れ場所のあたりから2人の狂人が彼らを八つ裂きにしそ
うな勢いで飛びかかってきたのである。狂人たちの体のま
わりには、つながれていたところから逃げ出すときにたち
切った鎖の一部がたれさがっていた。その肉体は裂け、と
がった石で自ら切ったところから血が流れていた。長くの
びてもつれた髪の毛の下には目がぎらぎら光り、彼らにと
りついている悪鬼によって人間のかたちがわからなくされ
てしまったかのように、人間というよりは野獣のようにみ
えた。
弟子たちや連れの人たちはおびえて逃げ出した。だが彼

らはすぐにイエスがいっしょにお逃げにならなかったのに
気がつき、ふりかえってイエスをさがした。イエスは彼ら
が逃げ出したところに立っておられた。嵐を静め、サタン
に出会ってこれを征服されたイエスは、この悪鬼どもの前
から逃げ出されなかった。この人たちが歯をくいしばり、
口にあわをふいてイエスに近づくと、イエスは波に静まる
ように合図された手をおあげになった。するとこの人たち
はもうそれ以上近よれなかった。彼らは怒って立っていた
が、イエスの前では無力だった。
イエスは権威をもって、けがれた霊に、彼らから出るよ

うにお命じになった。イエスのみことばは、この不幸な人
たちの暗くなった心をさしつらぬいた。自分たちを苦しめ
ている悪鬼から救ってくださることのできるお方が近くに
おられるということを、彼らはおぼろげながらさとった。
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彼らはイエスをおがもうとして地にひれふした。だがイ
エスの憐れみを乞おうとして彼らが口を開くと、悪鬼が彼
らを通して語り、「いと高き神の子イエスよ、あなたはわ
たしとなんの係わりがあるのです。神に誓ってお願いしま
す。どうぞ、わたしを苦しめないでください」とはげしく
叫んだ（マルコ5：7）。
イエスは、「なんという名前か」とおたずねになった。

すると答は「レギオンと言います。大ぜいなのですから」
であった（マルコ5：9）。悪鬼はこの苦しんでいる人間を
伝達の仲介として、イエスに、自分たちを国の外へ追い
出さないでいただきたいと願った。そこから遠くない山腹
にぶたの大群が飼われていた。悪鬼どもはこのぶたの群れ
の中へ入らせてもらいたいとたのんだ。イエスはそれをお
ゆるしになった。するとたちまちぶたの群れは恐慌にとり
つかれた。ぶたの群れは気が狂ったようにがけを駆けくだ
り、水ぎわにとまることができないで、そのまま湖にとび
こんで死んでしまった。
そうしているうちに、悪鬼につかれていた人間に驚くべ

き変化が起こった。彼らの心に光がさし込み、その目は知
性に輝いた。長い間サタンのかたちにゆがめられていた彼
らの顔つきがにわかにおだやかになり、血にそまった手が
静かになった。彼らは喜びの声をあげて、自分たちが救わ
れたことを神に感謝した。
ぶたの群れの番をしていた人たちは、がけの上からこの

光景を見ていた。彼らはいそいでこの出来事を雇い主とほ
かのすべての人たちに知らせようと走った。全住民が驚き
恐れて、イエスに会いに集まって来た。この悪鬼につかれ
ていた2人の人間は国中の恐怖のまとであった。彼らの居る
場所を無事に通り抜けられる者は誰もいなかった。彼らは
通りかかる人に悪鬼のすさまじさでとびかかるのだった。
ところがいまこの2人が、衣服を身につけ、正気になって、
イエスの足下にすわってみことばをきき、健全な心身にし
て下さったイエスのみ名をたたえていた。しかしこのふし
ぎな光景を見た人たちはよろこぼなかった。彼らにとって
ぶたの損失は、サタンのとりこになっていたこの人たちの
救いよりも重大に思えた。
この損害がぶたの所有者たちに及ぶがままにされたの

は、彼らに対する憐れみからだった。彼らは世俗の事に心
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を奪われ、霊的生活の重大な利害を気にしていなかった。
イエスは、彼らがイエスの恵みを受け入れるように、利己 [844]
的無関心という魔力をたち切ろうと望まれた。だがこの世
の事物の損失に対する残念さと憤慨のために、彼らの目は
救い主のあわれみに対して盲目になった。
超自然の能力があらわされたことから、人々の迷信が起

こり、恐怖心が刺激された。この見知らぬ人が自分たちの
中にいたら、これ以上どんな災難が起こるかも知れなかっ
た。彼らは経済上の損失を恐れ、イエスにいてもらいた
くないと決心した。イエスと一緒に湖を渡ってきた人たち
は、前の晩に起こった出来事について、すなわち嵐の中で
危険だったことや、風と海が静められたことなどをすっか
り話した。だが彼らのことばには効果がなかった。恐怖の
うちに、人々はイエスのまわりにむらがり集まってきて、
ここから出て行っていただきたいとイエスにたのんだ。そ
こでイエスは承知されて、すぐ対岸へ向かって舟を出され
た。
ガダラ人の目の前には、キリストの力と憐れみの生きた

証拠があった。彼らは理性をとり戻した人々を見た。だが
彼らは、この世の利益が危険にさらされることを恐れたの
で、目の前で暗黒の君を征服されたお方を侵入者としてと
り扱った。こうして、天の賜物であられるイエスは、彼ら
の門口から退けられた。われわれは、ガダラ人のように、
キリストご自身の前から立ち去る機会はない。だがイエ
スのみことばに従うことをこばむ者が多い。服従にはこの
世の何かの利益を犠牲にすることが含まれているからであ
る。イエスの存在によって金銭上の損失が起こるのを防ぐ
ために、多くの者はキリストの恵みをこばみ、そのみたま
を追い出すのである。
だが悪鬼を追い出してもらったこの2人の思いはこれと

まったくちがっていた。彼らは自分たちを救ってくださっ
たお方について行きたいと望んだ。イエスの前にいると、
これまで自分の生活を苦しめ、人間性を破壊してきた悪鬼
から安全に守られているのを感じるのだった。イエスが舟
に乗ろうとされると、彼らはそばから離れないで、足下に
ひざまずき、いつでもイエスのみことばがきかれるおそば
においてくださいと嘆願した。しかしイエスは、家へ帰っ
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て、主がどんなにすばらしいことを自分たちのためにして
下さったかを語りなさいとお命じになった。
ここに彼らのなすべき働きがあった。それは異教の家

庭へ帰って、自分たちがイエスから受けた祝福を語るこ
とであった。救い主と別れることは彼らにとってつらいこ
とだった。異教の同国人と交わることには必ず大きな困難
がつきまとうにちがいなかった、また長い間社会から孤立
していたために、キリストの指示されたような働きをする
資格は彼らにはないように思われた。だがイエスが彼らの
義務を指摘されたとたんに、彼らはすぐに従った。彼らは
自分の家族や隣人にイエスのことを語っただけでなく、デ
カポリスのいたるところを歩いて、どこででもキリストの
救いの力をのべつたえ、自分たちが悪鬼から解放された模
様を語ってきかせた。この働きをすることによって、彼ら
は、単に自分の利益だけのためにイエスの前にとどまって
いるよりも、もっと大きな祝福を受けることができた。わ
れわれは救いのよきおとずれをのべつたえる働きをするこ
とによって、救い主の近くにひきよせられるのである。
悪鬼から解放されたこの2人はデカポリス地方に福音を

のべつたえるためにキリストからつかわされた最初の宣
教師となった。彼らがキリストの教えを聞く特権を与え
られたのはほんの数分間にすぎなかった。彼らはキリスト
から一つの説教さえきかされなかった。彼らは、毎日キリ
ストといっしょにいた弟子たちのように、人々を教えるこ
とはできなかった。だが彼らは、自分自身のうちにイエス
がメシヤであるという証拠を持っていた。彼らは知ってい
ることを語ることができた。キリストの力について自分自
身が目で見、耳で聞き、心に感じたことを語ることができ
た。これこそキリストの恵みにふれたことのある人ならだ
れでもできることである。愛された弟子ヨハネは「初めか
らあったもの、わたしたちが聞いたもの、目で見たもの、
よく見て手でさわったもの、すなわち、いのちの言につい
て——このいのちが現れたので、この永遠のいのちをわた
したちは見て、そのあかしをし、か つ、あなたがたに告[845]
げ知らせるのである」と書いた（ヨハネ1：1、2）。キリ
ストの証人として、われわれは、知っていること、自分が
見、聞き、感じたことを語るのである。もし1歩1歩イエス
に従ってきているならば、われわれは、イエスがわれわれ
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をみちびかれた道について何か要点にふれたことを語るこ
とができるのである。イエスの約束を試みて、その約束が
真実であったことを語ることができる。キリストの恵みに
ついて知ったことをあかしすることができる。これこそ主
が求めておられるあかしであって、このあかしが欠けてい
るために、世の人々は滅びつつあるのである。
ガダラ人はイエスを受け入れなかったが、イエスは彼

らを、彼らが自らえらんだ暗黒の中に捨てておかれなかっ
た。イエスにここから立ちのくように命じた時、彼らはイ
エスのみことばをまだきいていなかった。彼らは自分たち
がこばんでいるものについて何も知らなかった。そこでイ
エスはもう1度彼らに光をお送りになったが、それは彼らが
聞くことをこばむことのできない者を通してであった。
ぶたを全滅させることによって、人々を救い主から離

れさせ、その地方の福音宣伝を妨げようとするのがサタン
の目的だった。ところがこの出来事は、他のどんなことに
よってもなし得られないほど、国中をわき立たせ、注意を
キリストに向けさせた。救い主ご自身は立ち去られたが、
イエスからいやされた者たちはイエスの力の証人として
残った。暗黒の君の仲介をしていた者が光の伝達者、神の
み子の使者となった。人々はそのすばらしい知らせをきい
て驚いた。この地方のいたるところに福音の門戸が開かれ
た。イエスがデカポリスにお帰りになると、人々はみもと
に群れ集まった。そして3日の間、一つの町の住民だけでな
く、周囲のあらゆる地方の幾千の人々が救いのみことばを
聞いた。悪鬼の力さえ救い主に制せられ、悪の働きはくつ
がえされて益となる。
ガダラ人と出会ったことは、弟子たちにとって教訓と

なった。そこにはサタンが全人類をひきずり込もうとし
ている堕落の深みと同時に、そのサタンの力から人を解放
されるキリストの使命が示されている。悪鬼にとりつかれ
て墓場を住居とし、激情を制御できず、いまわしい欲望の
とりことなっていたこのみじめな人間どもは、人がサタン
の支配下にまかされる時にどんなことになるかを示してい
る。サタンの影響は、たえず人々の感覚を混乱させ、心を
支配して悪へ向け、暴力と犯罪とをそそのかすことに集中
される。サタンは肉体を弱くし、知性をくもらせ、魂を堕
落させる。人々が救い主の招待をこばむ時にはいつでも、
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彼らはサタンに負けているのである。今日、人生の各方面
において、家庭で、商売で、また教会の中でさえ、多くの
人々がキリストをこばんでいる。暴力と犯罪が地にひろが
り、道徳的暗黒が死のとばりのように人々の住居をおおっ
ているのはこのためである。サタンは見かけのよい誘惑で
人々をだんだん悪い方へひつばって行って、ついにはまっ
たく堕落させ、破滅させてしまうのである。サタンの力
に対するただ一つの防備はイエスのこ臨在のうちにある。
人類と天使の前で、サタンは人類の敵であり、人類を滅ぼ
す者であることがばくろされた。一方キリストは人の友、
また人を救うお方であることが示された。キリストのみた
まは、品性を高め、性質を高貴にするような一切のものを
人のうちに発達させる。それはまた肉体と精神と魂によっ
て神の栄えをあらわすように人を築きあげる。「というの
は、神がわたしたちに下さったのは、臆する霊ではなく、
力と愛と慎みとの霊なのである」（Ⅱテモテ1：7）。神は
「そのために、わたしたちの福音によりあなたがたを召し
て、わたしたちの主イエス・キリストの栄光（品性）にあ
ずからせて下さるからである。」また「更に御子のかたち
に似たものとしようとして」、われわれを招かれたのであ
る（Ⅱテサロニケ2：14、ローマ8：29）。
堕落してサタンの道具となってしまった魂が、今でも、

キリストの力によって義の使者として生まれ変わり、「主
がどんなに大きなことをしてくださったか、またどんなに
あわれんでくださったか」を告げるために神のみ子によっ
てつかわされている（マルコ5：19）。
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本章はマタイ9：1826、マルコ5：2143、ルカ8：4056に基づ
く

イエスが、ガダラ人の地から西海岸へもどってこられる
と、群衆が集まってきてイエスを迎え、喜んでイエスにあ
いさつした。イエスはしばらく海辺に残って教えたり、い
やしたりされてから、取税人たちと一緒に食事をするため
にレビ・マタイの家へおいでになった。ここで会堂司（か
いどうつかさ）のヤイロがイエスと出会った。
このユダヤ人の長老は非常な苦しみのうちにイエスのみ

もとにやってくると、その足下に身を投げ出し、「わたし
の幼い娘が死にかかっています1どうぞ、その子がなおって
助かりますように、おいでになって、手をおいてやってく
ださい」と叫んだ（マルコ5：23）。
イエスはすぐこのつかさと一緒にその家へお出かけに

なった。弟子たちは、これまで何度かイエスの情深い働き
を見てきたが、イエスが高慢なラビの嘆願に応じられたの
には驚いた。それでも彼らは、主に同行し、また人々も熱
心な、期待に満ちた思いでついて行った。
つかさの家は遠くなかったが、群衆が四方から押し合っ

たので、イエスは同行者たちとゆっくり進んで行かれた。
心配な父親は、遅くなるのががまんできなかった。しかし
イエスは、人々をあわれんで、時々立ちどまっては病人の
苦しみをやわらげたり、心の悩みを慰めたりされた。
彼らがまだ途中にいた時に、1人の使者が群衆をおしわ

けてやってきて、ヤイロに、娘が死んだという知らせを告
げ、これ以上主をわずらわせても無益だと言った。そのこ
とばはイエスの耳に入った。するとイエスは、「恐れるこ
とはない。ただ信じなさい。娘は助かるのだ」と言われた
（ルカ8：50）。
ヤイロは一層イエスの近くによりそい、一緒に自分の

家へ急いだ。家にはすでに雇われた泣き人や笛吹きなどが

337
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やってきていて、泣き声や笛の音があたりの空気を満たし
ていた。群衆がつめかけて騒いでいることが、イエスの気
にさわった。イエスは彼らを静めようとして、「なぜ泣き
騒いでいるのか。子供は死んだのではない。眠っているだ
けである」と言われた（マルコ5：39）。人々はこの外来者
のことばに憤慨した。彼らは子供が死んだのを見ていたの
で、イエスをあざ笑った。イエスはみんなが家から出るよ
うにと要求され、少女の父親と母親、ペテロ、ヤコズ、ヨ
ハネの3人の弟子をおつれになって、いっしょに死者のいる
部屋にお入りになった。
イエスは寝床のそばに近づき、ご自分の手に少女の手

をおとりになって、彼女の家庭のききなれたことばで、
「少女よ、さあ、起きなさい」と静かに言われた（マル
コ5：41）。
その瞬間、意識のない少女の体にかすかな動きが伝わっ

た。生命の鼓動がふたたび始まった。くちびるは微笑ん
だ。‘あたかも眠りからさめたように両眼をぱっちり開く
と、少女はかたわらの人たちをふしぎそうにじっとみつ
めた。少女が起きあがると、両親は彼女を両腕にだきしめ
て、喜びに泣いた。
つかさの家に行かれる途中、イエスは、群衆の中で1人

のかわいそうな女に会われた。彼女は12年の間病気に苦し
められ、人生が重荷になっている女だった。医者と治療に
全財産を使い果たしても、不治を宣告されたにすぎなかっ
た。しかしキリストが行われたいやしのことをきいた時、
望みがよみがえった。キリストのみもとに行くことさえ
できたら、自分はいやされるのだと彼女は確信した。苦し
み弱りながらも、彼女は、イエスが教えておられる海辺へ
やってきて、群衆をかきわけて進もうとしたが、むだだっ
た。彼女は、レビ・マタイの家からもう1度イエスについ
て行ったが、やはりイエスのおそばに近づくことができな
かった。彼女は絶望しかかっていた、するとその時、群衆
をおしわけて、イエスが彼女の近くにやってこりれた。
絶好の機会がきたのであった。彼女は大医師イエスの

前にいた。だが混雑の最中にあって、彼女はイエスに話し[847]
かけることができずイエスのお姿をちらっと見ただけだっ
た。唯一の救いの機会を失うことを恐れて、彼女は、「み
衣にさわりさえすれば、なおしていただけるだろう」と心
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の中に思い、前へ進み出た（マタイ9：21）。イエスが通
りすぎようとされると、彼女は前へのり出して、イエスの
衣のへりにかすかにさわることができた。その瞬間、彼女
は、自分がいやされたことがわかった。1度だけさわるこ
とに、彼女の一生の信仰が集中されていた。するとたちま
ち、彼女の痛みと弱さは完全に健康にかわった。
感謝の気持をもって、彼女は群衆の中からしりそこうと

した。すると突然イエスが立ち止まられ、人々も一緒に立
ちどまった。イエスはふりかえってあたりを見まわし、群
衆のざわめきを圧倒してはっきりきこえる声で、「わたし
にさわったのは、だれか」と言われた（ルカ8：45）5人々
は、この質問に驚きの表情で答えた。イエスは四方から押
し合う群衆の中で乱暴にあちらへ押されこちらへ押されし
ておられたのだから、それは奇妙な質問に思えた。
いつでもすぐ口を出すペテロが、「ごらんのとおり、

群衆があなたに押し迫っていますのに、だれがさわったか
と、おっしゃるのですか」と言った（マルコ5：31）。イ
エスは、「だれかがわたしにさわった。力がわたしから出
て行ったのを感じたのだ」と答えられた（ルカ8：46）。
救い主は不注意な群衆が偶然さわったのと、信仰をもって
さわったのとを区別することがおできになった。このよう
な信頼を、何にも言わないで、みすごすわけにいかなかっ
た。イエスは、このいやしい女に喜びの泉となるような慰
めのことば——イエスに従う者にとって世の終わりまで祝
福となるようなことばを語りたいとお思いになった。
女の方をごらんになって、イエスは、だれが自分にさ

わったのか知りたいと強く主張された。かくしてもむだな
ことがわかると、彼女はふるえながら前へ出て、イエスの
足下にひれ伏した。彼女は、感謝の涙を流して、自分の苦
難の物語を告げ、救われた次第を語った。イエスは、「娘
よ、あなたの信仰があなたを救ったのです。安心して行き
なさい」とやさしく言われた（ルカ8：48）。いやしの力を
ただイエスの衣にさわる行為だけに求める迷信の余地を、
イエスはお与えにならなかった。いやしが行われたのは、
イエスとの外面的な接触によってではなくて、イエスの天
来の力にすがる信仰によってであった。
イエスのまわりにひしめき合って驚いている群衆は、

いのちの力を受けられることを認めていなかった。しか
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し苦しんでいる女が、いやされることを信じてイエスにさ
わろうと手をさし出した時、彼女はいやしの力を感じた。
霊的なことにおいてもこれと同じである。不用意に宗教
のことを語ったり、魂のかわきや生きた信仰がなくて祈っ
たりしても、それは何の役にもたたない。キリストをただ
世の救い主として受け入れる口さきだけの信仰では、決し
て魂をいやすことができない。救いにいたる信仰は、頭だ
けで真理に同意することではない。全部わかるまでは信仰
を働かそうとしない人は、神から祝福を受けることができ
ない、キリストについて信ずるだけでは十分でない。キリ
ストそのものを信じなければならない。われわれを益する
信仰は、キリストを自分自身の救い主として信ずる信仰、
キリストの功績を自分自身のものとする信仰だけである。
信仰を一つの意見として持っている人が多い。人を救う信
仰は、キリストを受け入れる者が神との契約関係に入る一
つの取引である。真の信仰はいのちである。生きた信仰と
は、活力と信頼心とが増し加わり、それによって魂が勝利
する力となることを意味する。
イエスは、女をいやされてから、彼女が自分の受けた祝

福を感謝するように望まれた。福音によって提供される賜
物は、それをこっそり確保したり、ひそかに楽しんだりす
るためではない。だから主は、神の恵みを告白するように
と、われわれに呼びかけておられる。「『あなたがたはわ
が証人である』と主は言われる。『わたしは神である』」
（イザヤ43：12、13）。
キリストの忠実さについてわれわれが告白することは、

キリストを世にあらわすために天のえらばれた方法であ
る。われわれは、昔の聖人たちを通して知らされた神の恩
恵を告白すべきであるが、しかし最も 効果があるのは、[848]
われわれ自身の経験によるあかしである。神の力の働きを
自分自身のうちにあらわす時、われわれは、神の証人であ
る。各個人はそれぞれ他人とちがった人生を持っており、
また本質的に他人とちがった経験を持っている。神は、わ
れわれの賛美が、それぞれ特有の個性を帯びてみもとにの
ぼることをお望みになる。このようなとうとい告白によっ
て神の恵みの栄光を賛美することは、それがクリスチャン
生活によって裏づけられる時、抵抗することのできない力
をもって魂の救いのために働くのである。
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10人のハンセン病人がいやしを求めてイエスのところへ
やってきた時、イエスは、彼らに、行って祭司に見せなさ
いとお命じになった。彼らは途中できよめられたが、イエ
スを賛美するためにもどってきたのは、その中の1人だけ
だった。ほかの者たちは自分をいやしてくださったお方を
忘れて、そのまま行ってしまった。いまでもこれと同じこ
とをしている者がどんなに多いことだろう。主は人類の利
益のためにたえず働いておられる。主はいつも恵みを与え
て下さる。主は病人をその苦しみの床から起こし、人々を
目に見えない危険から救い、天使たちに命じて人々を災難
から助け、「暗やみに歩きまわる疫病」、と「真昼に荒す
滅び」から守って下さる（詩篇91：6）。それでも彼らの心
は感じない。神は人類をあがなうために天の全財産をお与
えになったのに、彼らはその大きな愛を心にとめない。忘
恩のために、彼らは神の恵みに心をとざしている。彼らは
「荒野に育つ小さい木のように、何も良いことの来るのを
見ない」で、その魂は「荒野の、干上がったところに住」
んでいる（エレミヤ17：6）。
神の賜物の一つ一つについて記憶を新たにすることは、

われわれ自身のためである、こうして、もっと多くを求
め、もっと多くを受けるように、信仰が強められる。他
人の信仰と経験についての話を残らず読むよりも、自分自
身が神から受ける一番小さな祝福の方がずっと大きな励ま
しとなる。神の恵みに答える魂は、「潤った園」のように
なる。彼は「すみやかにいやされ、」彼の「光は暗きに輝
き」主の栄光が彼の上にみられる（イザヤ58：811参照）。
だから主のいつくしみとそのやさしい多くの憐れみとを
忘れないようにしよう。イスラエルの民のように、あかし
の石を立て、神がわれわれのためにしてくださったことに
ついて、とうとい物語をそれにきざみつけよう。そうして
この世の旅路において、主がわれわれをどのように扱われ
たかをふりかえってみて、感謝にみちた心でこう叫ぼう、
「わたしに賜わったもろもろの恵みについて、どうして主
に報いることができようか。わたしは救の杯をあげて、主
のみ名を呼ぶ。わたしはすべての民の前で、主にわが誓い
をつぐなおう」（詩篇116：1214）。
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本章はマタイ10章、マルコ6：711、ルカ9：16に基づく

使徒たちはイエスの家族であった。イエスが歩いてガリ
ラヤを旅行される時、彼らはイエスについてまわった。彼
らは、身にふりかかる苦労と困難を、イエスとともにわけ
合った。彼らはイエスの説教をきいた。彼らは神のみ子と
ともに歩み、そして語った。イエスの日ごとの教えから、
彼らは、人類の向上のためにどのように働いたらよいかを
学んだ。イエスがまわりに集まったおびただしい群衆に奉
仕される時、弟子たちはそばにつきそっていて、イエスの
言いつけを行い、その骨折りを軽くしようと努めた。彼ら
は人々を整理したり、苦しんでいる人たちを救い主のもと
につれてきたり、みんなが気持よくいられるようにしたり
など、いろいろ手伝った。彼らは興味を示している聴衆を
見守り、その人たちに聖書を説明し、彼らの霊的な利益の
ためにいろいろな方法で働いた。彼らはイエスから学んだ
ことを教え、毎日豊かな経験を積んでいた。しかし彼らは
また1人で働く経験も必要だった。彼らはまだもっと多くの
教訓と大きな忍耐と思いやりが必要だった。いま、救い主[849]
が親しくいっしょにおられて、彼らのまちがいを示し、彼
らに助言を与え、彼らのまちがいを直してくださることが
できる間に、救い主は、彼らをご自分の代表者として送り
出された。
弟子たちは、イエスと一緒にいた時、祭司たちとパリ

サイ人たちの教えにたびたび悩まされたが、その悩みをイ
エスのところへ持って行った。イエスは言い伝えと対照的
に、聖書の真理を彼らの前に示されたこうしてイエスは、
神のみことばに対する彼らの信頼心を深め、ラビたちを
恐れる気持や、言い伝えの束縛から、彼らを大いに解放さ
れた。弟子たちの訓練において、救い主の生活の模範は、
単なる教義上の教えよりもはるかに効果があった。弟子た
ちがイエスと別れた時、イエスの顔つきや口調やことばの

342
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一つ一つが彼らによみがえってきた。福音の反対者たちと
衝突した時、彼らは、たびたびイエスのみことばをくりか
えし、その効果が人々にあらわれるのを見て、非常に喜ん
だ。
イエスは、12人をみもとにお呼びになって、2人ずつ一

緒になって町々や村々をまわるようにお命じになった。誰
も1人ではつかわされず、兄弟と兄弟、友だちと友だちが組
み合わされた。こうして彼らは、互に助け合い、励まし合
い、共に助言したり祈ったりして、一方の力で他方の弱さ
を補うことができた。同じやり方で、イエスはのちに70人
をつかわされた。福音の使者たちがこのように組み合わさ
れることが、救い主のみこころであった。今の時代にこの
模範にもっと忠実に従うなら、伝道の働きはもっとずっと
成功するであろう。
弟子たちのメッセージは、バプテスマのヨハネやキリ

ストご自身のメッセージと同じに、「天国は近づいた」
であった。彼らは、ナザレのイエスがメシヤであるかどう
かということについて、人々と論争を始めるのではなく、
イエスがなさったように慈善の働きを、キリストのみ名
によってするのであった。「病人をいやし死人をよみがえ
らせ、重い皮膚病を患っている人をきよめ、悪霊を追い出
せ。ただで受けたのだから、ただで与えるがよい」とイエ
スは彼らに命じられた（マタイ10：8）。
イエスは、公生涯の間、説教することよりも病人を治

すことに、多くの時間をささげられた。イエスの奇跡は、
イエスが滅ぼすためではなく救うためにおいでになった
というみことばが事実であることを証明した。イエスの義
はその前に行き、主の栄光はそのしんがりとなった（イザ
ヤ58：8参照）。どこへ行かれても、イエスの恵みのおとず
れが先立った。イエスのお通りになったあとには、イエス
から憐れみを受けた人たちが健康を喜び、新しく与えられ
た力を試みていた。彼らのまわりに集まった群衆は、主の
なさったみわざを、彼らの口から聞いた。イエスの声は、
多くの人々がきいた最初の声であり、イエスのみ名は、彼
らが語った最初のことばであり、イエスのみ顔は、彼らが
仰いだ最初の顔であった。どうしてイエスを愛し、イエス
を賛美しないでいられようか。イエスが町々や都市を通り
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すぎられる時、彼は、いのちの流れのように、いたるとこ
ろにいのちと喜びとをまきちらされた。
イエスに従う者は、イエスが働かれたように働くのであ

る。われわれは、飢えた者に食べさせ、裸の者に着せ、苦
しみ悩む者を慰めるのである。われわれは、絶望している
者に奉仕し、望みのない者に望みを起こさせるのである。
その時われわれにもまた「あなたの義はあなたの前に行
き、主の栄光はあなたのしんがりとなる」との約束が成就
される（イザヤ58：8）。無我の奉仕にあらわされるキリス
トの愛は、悪事を行う者を矯正するのに、剣や裁判所より
も効果がある。剣や裁判所は、法律を犯す者に恐怖を与え
るのに必要だが、愛の伝道者はそれ以上のことができる。
心は譴責されるとしばしば固くなるが、キリストの愛にふ
れるととける。伝道者は肉体の病気を軽くすることができ
るばかりでなく、罪という悪疾から魂をきよめてくださる
ことのできる大医師に罪人を導くことができる。神は、ご
自分のしもべたちを通して、病人や不幸な人たちや悪霊に
つかれた人たちに、ご自分のみ声をきかせようと計画して
おられる。神は人間といううつわを通して、世の人々が知
らなかったような慰め主になることを望んでおられる。[850]
弟子たちは、最初の伝道旅行では、「イスラエルの家の

失われた羊のところ」にだけ行くことになっていた（マタ
イ10：6）。もしその時、異邦人やサマリヤ人に福音を説い
ていたら、彼らはユダヤ人に対する影響力を失ったであろ
う。彼らはパリサイ人の偏見を引き起こして、論争にまき
こまれ、そのために働きの初めから落胆したであろう。使
徒たちでさえ、福音はすべての国々に伝えられるのだとい
うことをなかなか理解しなかった。この事実を彼らが自ら
つかむことができるまでは、異邦人のために働く準備がで
きていなかった。もしユダヤ人が福音を受け入れたら、神
は彼らを異邦人への使者にしようと考えておられた。そこ
で最初にユダヤ人がメッセージを聞いたのであった。
キリストが働かれた伝道地のいたるところに、自身の必

要にめざめて飢えかわくように真理を求めている魂があっ
た。こうしたあこがれ求める心に、キリストの愛について
の音信を伝える時がきていた。こうしたすべての人々に、
弟子たちは、キリストの代表者として行くのであった。こ
うして信者たちは、弟子たちを天から任命された教師とし
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て仰ぐようになり、救い主が彼らの間からとり去られた時
に、彼らは教師がないままにとり残されないのであった。
この最初の旅行で、弟子たちは、イエスが前に行って友

だちをおつくりになったところにだけ行くのであった。彼
らの旅行の準備は、最も簡単なものであった。彼らの心を
この大きな働きからそらしたり、あるいは何かのことで反
対を引き起こして今後の働きの門戸をとざしてしまうよう
なものは、何もゆるされないのであった。彼らは宗教教師
の服を着たり、いやしい農夫たちと区別をつけるような服
装をしたりしてはならなかった。彼らは会堂に入って人々
を公の礼拝に呼び集めてはならなかった。彼らは戸ごと訪
問の働きに努力を集中するのであった。もてなしを受ける
ために家から家を回ったり、不必要なあいさつなどに時間
を浪費してはならなかった。しかしどこでも、価値のある
人々やキリストご自身をもてなすかのように心から彼らを
歓迎する人々のもてなしは受けてよかった。彼らは、「平
安がこの家にあるように」との美しい挨拶で住居に入っ
て行くのであった（ルカ10：5）。その家庭は、彼らの祈
りや、賛美の歌や、家族が集まって聖書を開くことなどに
よって祝福されるのであった。
これらの弟子たちは、真理の先駆者となって、主の来

臨に道を備えるのであった、彼らが伝えなければならない
メッセージは、永遠のいのちのことばで、人々の運命は、
そのことばを受け入れるかこばむかにかかっていた。この
メッセージが厳粛なものであることを弟子たちに印象づけ
るために、イエスは彼らにこう言われた、「もしあなたが
たを迎えもせずまたあなたがたの言葉を聞きもしない八が
あれば、その家や町を立ち去る時に、足のちりを払い落し
なさい。あなたがたによく言っておく。さばきの日には、
ソドム、ゴモラの地の方が、その町よりは耐えやすいであ
ろう」（マタイ10：14、15）。
いま救い主の目は将来を見通される。主は、ご自分の

死後弟子たちがイエスのために証人となるもっと広い分野
をごらんになる。イエスの預言の目は、ご自分がもう1度
おいでになるまで、各時代にわたって、ご自分のしもべた
ちが経験することを、とらえられる。主は、ご自分に従う
者たちに、彼らの会わねばならない戦いをお示しになる。
主は、その戦いの性格と規模を明らかにされる。主は、弟
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子たちが会わねばならない危険と、必要な克己心を彼らの
前に示される。主は、弟子たちが、気づかないうちに敵に
とらえられることがないように、前もって結果を検討する
ように望まれる。彼らの戦いは、血肉との戦いではなく、
「もろもろの支配と、権威と、やみの世の主権者、また天
上にいる悪の霊に対する戦いである」（エベソ6：12）。彼
らは超自然の勢力と戦うのであるが、しかし超自然の助け
が保証されている、天のすべての天使たちがこの軍勢の中
にいる。また天使たちよりも強いお方がこの隊列の中にお
られる、主の軍勢の隊長を代表される聖霊が、戦闘を指揮
するためにくだってこられる。われわれの弱点は多く、わ
れわれの罪と過失は悲しむべきものかもしれない。だが神[851]
の恩恵は、悔いた心でこれを求めるすべての人に与えられ
る。全能者の力は、神に信頼する人に協力するのである。
イエスは「わたしがあなたがたをつかわすのは、羊を

おおかみの中に送るようなものである。だから、へびの
ように賢く、はとのように素直であれ」と言われた（マタ
イ10：16）。キリストご自身は、真理のみことばをひとこ
ともかくさずいつでも愛をもってそれをお語りになった。
イエスは人々との交わりに、最大の機知と思いやりのあ
る親切な注意とを働かされた。主は、決して不作法だった
り、不必要にきびしいことばを出したり、感じやすい魂に
不必要な苦痛を与えたりなどされなかった。主は、人間の
弱さを非難されなかった。イエスは、偽善、不信、不義を
恐れるところなく攻撃されたが、激しい譴責のことばを出
される時には、その声に涙があった。道であり真理であり
いのちであるイエスを受け入れることをこばんだエルサレ
ム、イエスの愛された都エルサレムのために、イエスはお
泣きになった。人々は救い主イエスをこばんだが、イエス
はやさしい憐れみと、心を裂く深い悲しみとをもって彼ら
をごらんになった。どの魂もイエスの御目にはとうとかっ
た。イエスはいつも天来の威厳を備えておられたが、同時
にまたこの上なくやさしい思いやりをもって、神の家族の
一人一人をかえりみられた。すべての人のうちに、イエス
は堕落した魂をごらんになり、その魂を救うことがイエス
の使命であった。
キリストのしもべたちは、生れつきの心が命じるままに

行動しない。彼らは、挑発されて、自我が頭をもたげ、不
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似合いなことば、枯れしぼむ草木をうるおす露や小雨のよ
うではないことばをはきちらすことがないように、神と密
接に交わる必要がある。こうしたことは、サタンが彼らに
させようと望んでいることである。なぜならそうしたこと
はサタンの手段だからである。怒っているのは龍である。
怒りと非難のうちにあらわされるのはサタンの精神であ
る。神のしもべたちは神の代表者となるのである。神は、
彼らが神ご自身のみかたちと刻印とを備えている真理を、
天の雰囲気のうちにとり扱うように望んでおられる。彼ら
が悪にうち勝つ力は、キリストの力である。キリストの栄
光が彼らの力である。彼らは、キリストの美しさに目をそ
そぐ。その時彼らは、天来の機知とやさしさとをもって福
音を示すことができる。こうして、腹が立つようなことが
あってもやさしさを失わない精神は、どんな力強い議論よ
りも、真理のためにずっと効果的に語るのである。
真理の敵との戦いにはいった人たちは、人間だけでな

く、サタンとその部下にも対抗しなければならない。こう
した人々は、「わたしがあなたがたをつかわすのは、小羊
をおおかみの中に送るようなものである」との救い主のみ
ことばを覚えているがよい（ルカ10：3）。彼らは、神の愛
のうちに安んじるがよい。そうすれば、個人的にひどい仕
打ちを受けても、冷静な精神を保つことができる。主は、
彼らに天来のよろいかぶとを着せてくださる。聖霊が心と
思いに働くので、彼らの声はおおかみのほえるような調子
を帯びない。
弟子たちへの教えを続けて、イエスは「人々に注意しな

さい」と言われた（マタイ10：17）。彼らは、神を知らな
い人たちを盲目的に信頼して、自分の考えを彼らに打ち明
けるようなことをしてはならなかった。そうすることは、
サタンの部下たちを有利にするからであった。人間の考え
出したことは、しばしば神のご計画にさからう。主の宮を
建てる者たちは、山で示された型、すなわち天の型に従っ
て建てるのである。神のしもべたちが、聖霊のみちびき
のもとにない人たちの助言にたよる時、神ははずかしめら
れ、福音は裏切られる。世の知恵は神には愚かである。こ
れにたよる者は必ずまちがう。
「彼らはあなたがたを衆議所に引き渡し、. . . . . .またあ

なたがたは、わたしのために長官たちや王たちの前に引
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き出されるであろう。それは、彼らと異邦人とに対してあ
かしをするためである」（マタイ10：17、18）。迫害は光
をひろめる。神のしもべたちは、世のえらい人たちの前に
ひっぱり出されるが、この人たちは、こういうことがなけ[852]
れば、福音をきくことは決してないかもしれない。この人
たちは、真理を曲解してきた。彼らはキリストの弟子たち
の信仰についてまちがった非難をきいてきた。しばしば彼
らの信仰の本当の性格を知る唯一の手段は、彼らの信仰を
審問するためにつれてこられた人たちのあかしである。審
問の際に、彼らは答えねばならず、また裁判する人たちは
陳述されるあかしをきかねばならない。神の恵みは、その
危急に応ずるために、神のしもべたちに与えられる。「言
うべきことは、その時に授けられるからである。語る者
は、あなたがたではなく、あなたがたの中にあって語る父
の霊である」（マタイ10：19、20）。神のみたまがご自分
のしもべたちの心を照すとき、神の力と尊さを伴った真理
が示される。真理をこばむ者は、弟子たちを訴え、圧迫し
ようとする。しかしたとえ死にいたるまで損害と苦難を受
けても、主の民は、天来の模範であられるキリストの柔和
をあらわすのである。このようにして、サタンの部下とキ
リストの代表者たちの間の相違がみられる。救い主は役人
たちや民衆の前で高められるのである。
弟子たちは殉教者の勇気と不屈の精神を、こうした徳が

必要となるまでは、与えられなかった。それが必要となっ
た時、救い主の約束は成就した。ペテロとヨハネがサンヒ
ドリンの会議であかしをたてた時、人々は「不思議に思っ
た。そして彼らがイエスと共にいた者であることを認め」
た（使徒行伝4：13）。ステパノについては、こう書かれ
ている、「議会で席についていた人たちは皆、ステパノに
目を注いだが、彼の顔は、ちょうど天使の顔のように見え
た。」人々はステパノが、「知恵と御霊とで語っていたの
で、それに対抗できなかった」（使徒行伝6：15、10）。パ
ウロもまた、カイザルの法廷で審問を受けた時のことを、
こう書いている。「わたしの第1回の弁明の際には、わたし
に味方をする者はひとりもなく、みなわたしを捨てて行っ
た。. . . . . .しかし、わたしが御言を余すところなく宣べ伝
えて、すべての異邦人に聞かせるように、主はわたしを助
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け、力づけて下さった。そして、わたしは、ししの口から
救い出されたのである」（Ⅱテモテ4：16、17）。
キリストのしもべたちは裁判にかけられた時に陳述する

ことばを前もって準備してきめておくのではなかった。彼
らの準備は、日々に神のみことばのとうとい真理をたくわ
え、祈りを通して信仰を強めることによってなされるので
あった。彼らが裁判に呼び出された時に、聖霊は必要な真
理を彼らに思い出させてくださるのであった。
神と、神がおつかわしになったイエス・キリストとを知

るために日々熱心に努力する時に、魂には力と能率とが与
えられる。聖書を熱心に研究することによって得られた知
識は、ちょうどよい時にぱっと思い出される。しかしもし
だれでもキリストのみことばを知ることを怠っていたら、
またもし彼らが試みの時にキリストの恵みの力をためして
いなかったら、彼らは、聖霊がキリストのみことばを思い
出させてくださることを、期待することはできなかった。
彼らは日々二心のない愛情をもって神に仕え、それから神
に信頼するのであった。
福音に対する敵意は非常に激しく、この世の最も親

しいきずなさえ無視されるのであった。キリストの弟子
たちは、自分自身の家族の者から裏切られて死に渡され
るのであった。「また、あなたがたはわたしの名のゆえ
に、すべての人に憎まれるであろう。しかし、最後まで
耐え忍ぶ者は救われる」とイエスはつけ加えられた（マ
ルコ13：13）。しかしイエスは、不必要に迫害に身をさら
さないようにとお命じになった。イエスご自身も、彼の
いのちを求める者からのがれるために、ある働き場所を
去って他の場所へ行かれたことがたびたびあった。イエ
スがナザレでこばまれ、ご自分の町の人たちが彼を殺そ
うとした時、彼はカペナウムに行かれたが、そこでは「そ
の言葉に権威があったので、彼らはその教に驚いた」（ル
カ4：32）。同じように、キリストのしもべたちも、迫害に
落胆しないで、魂の救いのためにまだ働くことのできる場
所をさがすのであった。
しもべはその主人以上のものではない。天の君イエス

はベルゼブルと呼ばれたが、彼の弟子たち同 じょうに曲 [853]
解されるであろう。しかしどんな危険があろうと、キリス
トに従う者たちは、自分たちの主義を公言しなくてはなら
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ない。彼らは、かくすことをいさぎょしとしない気持がな
ければならない。彼らは、安全を保証されるまでは真理を
告白しないでいるということはできない。彼らは、人々に
危険を警告する見張り人として立てられているのである。
キリストから受けた真理を、自由に公然と、すべての人
に分け与えねばならない。「わたしが暗やみであなたがた
に話すことを、明るみで言え。耳にささやかれたことを、
屋根の上で言いひろめよ」と、イエスは言われた（マタ
イ10：27）。
イエスご自身、決して妥協によって安全をお求めになら

なかった。イエスの心は全人類に対する愛であふれていた
が、イエスは、彼らの罪を決して甘やかされなかった。イ
エスは、人々が自分の魂——イエスがご自分の血で買われ
た魂を滅ぼす道を歩むのを彼らの友としてだまって見てい
ることがおできにならなかった。イエスは、人が自分自身
に忠実であるように、自分のもっと高い永遠の利害に忠実
であるように、ほねおられた。キリストのしもべたちは同
じ働きに召されているのであって、彼らは、不和を防こう
として、真理を放棄するようなことがないように気をつけ
ねばならない。彼らは「平和に役立つこと. . . . . .を、追い求
め」るのであるが、真の平和は決して主義を妥協させるこ
とによって確保することはできない（ローマ14：19）。だ
れでも主義に忠実であれば必ず反対が引き起こされる。霊
的であるキリスト教は、不麹順の子らによって反対される
であろう。しかしイエスは、弟子たちに、「からだを殺し
ても、魂を殺すことのできない者どもを恐れるな」とお命
じになった（マタイ10：28）。神に忠実な者たちは、人間
の権力やサタンの敵意を恐れるにおよぼない。キリストの
うちに彼らの永遠のいのちが確保されているのである。被
らのただ一つの恐れは、真理を放棄するようなことはない
か、そうすることによって神からの名誉ある信任を裏切る
ようなことはないかということでなければならない。
人々の心を疑いで満たすことが、サタンの働きである。

サタンは、神がきびしくさばかれるおかたであると人々
に考えさせる。サタンは人々を誘惑して罪を犯させてお
いて、自分は悪人だから天父のみもとに行くことはできな
いとか、天父の憐れみを請うことはできないと、彼らに考
えさせる。主はすべてこうしたことをご存知である。イエ
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スは、弟子たちが必要と弱さのうちにある時に、神の同情
が彼らにあることを保証しておられる。ため息が出るたび
に、苦痛を感じるたびに、魂が悲しみに刺されるたびに、
その心のうずきは天父の心に伝わるのである。
聖書には、高く聖なるところにおられる神は、何もしな

いで、だまってただ1人でおられるのではなく、みこころ
をなそうと待っている千々万々の聖天使たちにとりかこま
れておられることが示されている。われわれがみわけるこ
とのできない方法で、神は、宇宙のどんな部分とも活発に
交わっておられる。しかし、神の関心と全天の関心が集中
されているのは、この一粒の世界、救うためにひとり子を
お与えになった魂である。神は、しいたげられている者の
叫びを聞くために、み座から身をかがめておられる。真心
からの祈りの一つ一つに対して、「わたしはここにいる」
と、神はお答えになる。神は苦しんでいる人々やしいたげ
られている人々を起こして下さる。われわれのすべての苦
しみに神が苦しんで下さる。誘惑されるたびに、試みられ
るたびに、神のみ前にある天使が、救い出すために近くに
いるのである。

1羽のすずめでさえも地に落ちるとかならず天父の注意
をひく。サタンは神を憎むあまりに、救い主の関心のまと
になっているものを何でも憎む。サタンは神のみ手のわざ
を傷つけようとし、もののいえない被造物さえ滅ぼすこと
を喜ぶ。神の守りのみ手によってのみ、鳥たちは生きて、
その喜びの歌でわれわれを喜ばせることができるのであ
る。しかし神は、すずめでさえもお忘れにならない。「そ
れだから、恐れることはない。あなたがたは多くのすずめ
よりも、まさった者である」（マタイ10：31）。
イエスは続けてこう言われる。あなたがたが人々の前で [854]

わたしを告白するように、わたしも神と聖天使たちの前で
あなたがたを告白しよう。あなたがたは地上にあってわた
しの証人、世の人々をいやすためにわたしの恵みが流れて
行く水路となるのである。同じようにわたしも、天におい
てあなたがたを代表する者となる。天父はあなたがたの欠
点のある品性をごらんにならないで、わたしの完全を着せ
られたあなたがたをごらんになる。わたしは天父の祝福を
あなたがたに注ぐ仲立ちである。そして、失われた者のた
めにわたしと犠牲を共にすることによって、わたしを告白
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する者はだれでも、あがなわれた者の栄光と喜びを共にす
る者として、わたしはその人を告白しよう。
キリストを告白したい者は、自分のうちにキリストに

住んでいただかねばならない。彼は、自分が受けていない
ものを伝えることはできない。弟子たちは、教理について
雄弁に語ることも、キリストご自身のみことばをくりかえ
すこともできたかもしれなかった。しかしもしキリストの
ような柔和と愛とをもっていなかったら、彼らは、キリス
トを告白していることにならなかった。告白はどうであろ
うと、キリストの精神に反する精神は、キリストをこばん
でいるのである。人は、悪口やおろかなおしゃべりや、不
真実なことばや不親切なことばなどによって、キリストを
こばむかもしれない。人はまた生活の重荷を避けたり、罪
の快楽を追い求めたりすることによって、キリストをこば
むかもしれない。彼らは世に従ったり、無作法な行為をし
たり、自分自身の意見に執着したり、自分自身を義とした
り、疑いをいだいたり、とり越し苦労をしたり、暗黒のう
ちに住んだりすることなどによって、キリストをこばむか
もしれない。すべてこうしたやり方によって、彼らはキリ
ストが自分のうちにおられないことを宣言するのである。
そこでキリストは、「人の前でわたしを拒む者を、わたし
も天にいますわたしの父の前で拒むであろう」と言われる
（マタイ10：33）。
救い主は、福音に対する敵意が克服されるだろうとか、

しばらくしたらその反対がやむだろうなどと望んではなら
ないと、弟子たちに命じられた。キリストは、「平和では
なく、つるぎを投げ込むためにきたのである」と言われた
（マタイ10：34）。このように戦いが起こるのは、福音の
影響ではなくて、福音への反対の結果である。あらゆる迫
害の中で耐えるのに一番つらいのは、家庭内の不一致、地
上の一番親しい友との不和である。しかしイエスは、「わ
たしよりも父または母を愛する者は、わたしにふさわしく
ない。わたしよりもむすこや娘を愛する者は、わたしにふ
さわしくない。また自分の十字架をとってわたしに従って
こない者はわたしにふさわしくない」と宣言しておられる
（マタイ10：37、38）。
キリストのしもべたちの使命は、高いほまれであり、

聖なる信任である。「あなたがたを受けいれる者は、わた
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しを受けいれるのである。わたしを受けいれる者は、わた
しをおつかわしになったかたを受けいれるのである」とキ
リストは言われる（マタイ10：40）。キリストのしもべた
ちに対して神のみ名によってなされる親切な行為は、一つ
として認められなかったり、報いられなかったりするもの
はない。また神は、ご自分の家族のどんなにかよわい者に
も、どんなにいやしい者にも、やさしく目をとめておられ
る。「わたしの弟子であるという名のゆえに、この小さい
者のひとりに（すなわち信仰とキリストを知る知識におい
て子供のような人々に）冷たい水1杯でも飲ませてくれる者
は、よく言っておくが、決してその報いからもれることは
ない」（マタイ10：42）。
こうして救い主はその教えを終えられた。選ばれた12人

は、キリストが行かれたように、「貧しい人々に福音を宣
べ伝え. . . . . .囚人が解放され、盲人の目が開かれることを告
げ知らせ、打ちひしがれている者に自由を得させ、主のめ
ぐみの年を告げ知らせる」ために、キリストのみ名によっ
て出て行った（ルカ4：18、19）。
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本章はマタイ14：1、2、12、13、マルコ6：：3032、ル
カ9：710に基づく

伝道旅行から帰ってくると、「使徒たちはイエスのもと
に集まってきて、自分たちがしたことや教えたことを、み
な報告した。するとイエスは彼らに言われた、『さあ、あ
なたがたは、人を避けて寂しい所へ行って、しばらく休む
がよい』。それは、出入りする人が多くて、食事をする暇
もなかったからである」（マルコ6：30、31）。
弟子たちは、イエスのもとへやってきて、すべてのこと

をイエスに語った。イエスと親密な間柄にあることから、
彼らは、うまくいったこと、うまくいかなかったこと、骨
折りの結果を見てうれしかったこと、失敗を見て悲しんだ
こと、自分たちの欠点や弱さなど、どんなことでもイエス
に話したい気持になった。彼らは伝道者としての最初の働
きにいろいろまちがいを犯した。そうした経験を率直にイ
エスにお話しした時、イエスは、彼らに教えなくてはなら
ないことがたくさんあることにお気づきになった。イエス
はまた、彼らが働きに疲れていて、休息が必要なことをお
知りになった。
しかし現在いる場所では、彼らは、必要な静かな生

活を送ることができなかった。「それは、出入りする人
が多くて、食事をする暇もなかったからである」（マル
コ6：31）。人々は、病気をなおしてもらおうと熱望し、
またイエスのみことばをきこうと熱望して、キリストの
もとにおしかけた。多くの者がイエスに心をひかれた。彼
らには、イエスがあらゆる祝福のみなもとにみえたからで
ある。そのとき、健康の恵みを受けようとしてキリストの
まわりにむらがり集まったこれらの人々の中の多くは、イ
エスを自分の救い主として受け入れた。他の多くの者たち
は、その時パリサイ人を恐れて、イエスを告白することを
ためらったが、彼らも、聖霊が降下したときに悔い改め、

354
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怒っている祭司たちと役人たちの前で、イエスを神のみ子
として認めた。
だがいまキリストは、弟子たちに言いたいことがたくさ

んおありになったので、彼らと一緒にいられるように、人
目につかないところへ退きたいと望まれた。弟子たちは、
働きを通して戦いの試練を経験し、いろいろな形の反対
に出会った。それまでは彼らは何でもかんでもキリストに
相談していたが、しばらくの間自分たちだけだったので、
時々どうしたらよいか判断に困るようなことがあった。
彼らは、自分たちの働きに多くの励ましを見いだした。な
ぜならキリストは、みたまなしには彼らをおつかわしにな
らなかったし、またキリストを信じる信仰によって、彼ら
は多くの奇跡を行ったからであった。だが彼らは、今いの
ちのパンによって養われる必要があった。彼らは、イエス
と交わり、将来の働きのために教えを受けることができる
ようなどこかひっこんだ場所へ行く必要があった。「する
とイエスは彼らに言われた、『さあ、あなたがたは、人を
避けて寂しい所へ行って、しばらく休むがよい』」（マル
コ6：31）。キリストは、主の奉仕に働くすべての人に対し
て、やさしさと憐れみに富んでおられる。キリストは、弟
子たちに、神がお求めになるのはいけにえではなく、情深
いことであるということを示したいと望まれた。彼らは、
人々のための働きに全心全霊を注いでいたので、体力も知
力も使い果たしていた。休息することは彼らの義務であっ
た。
弟子たちは、自分たちの働きが成功したので、それを

自分の手柄にしたり、高慢な精神をいだいたりして、サタ
ンの誘惑に陥る危険があった。彼らの前には大きな働きが
あったが、何よりもまず彼らは、力が自分自身のうちには
なくて、神のうちにあるということを学ばねばならなかっ
た。シナイの荒野におけるモーセ、ユダヤの丘におけるダ
ビデ、あるいはケリテ川のほとりのエリヤのように、弟子
たちは、忙しい活動の舞台からしりぞいて、キリストと交
わり、自然と交わり、そして自分自身の心と交わる必要が
あった。
弟子たちが伝道旅行に行っていたるすに、イエスは他

の町々や村々をおとずれて、み国の福音をのべ伝えられ
た。バプテスマのヨハネが死んだという知らせをイエスが [856]
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お受けになったのは、ちょうどこのころであった。この出
来事は、イエスご自身の歩みがたどりつつあった終局を、
まざまざとイエスに思わせた。影がイエスの道にだんだん
濃くなってきていた。祭司たちとラビたちは、イエスの死
を企てる機会をねらい、スパイたちがイエスの後につきま
とい、イエスを滅ぼそうとする陰謀が四方にふえていた。
使徒たちがガリラヤのいたるところで教えを説いている
という知らせがヘロデの耳に入り、彼の注意が、イエスと
その働きに向けられた。彼は、「あれはバプテスマのヨハ
ネだ。死人の中からよみがえったのだ」と言って、イエス
に会いたいという希望を表明した（マタイ14：2）。ヘロ
デは、自分を領主の地位から追い出し、ユダヤ国民に対す
るローマの束縛をたち切るために、ひそかに革命が進めら
れているのではないかということをしじゅう恐れていた。
民衆の間には不満と反乱の精神がみなぎっていた。ガリラ
ヤでのキリストの公衆伝道が長くつづけられないことは明
らかであった。苦難の場面が近づいていたので、キリスト
は、しばらくの間、群衆の混乱から離れたいと望まれた。
悲しい思いのうちに、ヨハネの弟子たちは、首切ら

れたヨハネのからだを運んで行って埋葬した。それか
ら彼らは、「イエスのところに行って報告した」（マタ
イ14：12）。この弟子たちは、キリストが民衆をヨハネか
弓引き離しておられるようにみえた時、キリストをねたん
だ。彼らは、キリストがマタイの食卓に取税人たちと一緒
にすわられた時、パリサイ人たちと一緒にキリストを非難
した。彼らは、キリストがバプテスマのヨハネを自由の身
にされなかったので、キリストの天来の使命を疑った。し
かしいま自分たちの師が死んだので、彼らはその大きな悲
しみのうちにあって、慰めと、将来の働きについての指導
とを心から求めてイエスのところへやってきて、イエスと
利害を一つにした。彼らもまた救い主と交わる静かなひと
時が必要であった。
湖の北端ベッサイダの近くに、さびしい地方があって、

そこはいま春の新鮮な緑が美しく、イエスと弟子たちに
とって有難いかくれ場所にみえた。この場所へ向かって、
彼らは舟で湖を横切って出かけた。ここでは、街路の交通
や都会の雑踏と騒がしさから離れていられるのであった。
自然の景色そのものが休息であり、感覚にとって有難い変



第38章　さあ、しばらく休みなさい 357

化だった。ここでなら、怒って妨害する声、すなわち律法
学者たちとパリサイ人たちのやりかえしや非難の声を聞か
ないで、キリストのみことばに耳を傾けろことができた。
ここだったら、主との交わりのうちにしばらくのとうとい
交わりを楽しむことができた。
キリストの弟子たちがとった休息は、放縦な休息、で

はなかった。彼らがひきこもって過ごした時間は、快楽を
追い求めることに費されなかった。彼らは、神のみわざに
ついて、またみわざをもっと能率的に進展させる可能性に
ついて、共に語り合った。弟子たちはこれまでキリストと
いっしょにいて、キリストを理解することができた。キリ
ストは、彼らには、たとえをもって語られる必要がなかっ
た。イエスは、弟子たちのあやまちをただし、民衆に接
触する正しい方法を明らかにされた。イエスは、天来の真
理のとうとい宝をもっと十分に彼らにお見せになった。彼
らは、神の力によって活気づけられ、望みと勇気がわき起
こった。
イエスは、奇跡を行うことがおできになり、また弟子た

ちにも奇跡を行う力をさずけておられたが、この疲れ果て
たしもべたちに、人をさけていなかに行って休むようにお
命じになった。収穫は多く働き人が少ないとキリストが言
われた時、彼は、弟子たちに休むまもなく働く必要がある
とは強調されないで、「だから、収穫の主に願って、その
収穫のために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」
と言われた（マタイ9：38）。神は、各人の能力に応じて、
一人一人をその働きに任命された（エペソ4：1113参照）。
神は、ある人々は何の重荷も、魂の苦しみもないのに、
少数の人々にだけ重い責任を負わせようとは望まれなかっ
た。
キリストの憐れみのことばは、当時の弟子たちに語ら

れたのと同じに、今日の働き人に向かって語られる疲れは
てて弱っている者に向かって、キリストは、「さあ、あな [857]
たがたは、人を避けて、. . . . . .しばらく休むがよい」と言わ
れる。人々の霊的な必要に奉仕することにおいてさえ、い
つも働きの重荷と緊張のうちにあることは賢明ではない。
なぜなら、このようにして本人自身の信仰がおろそかにな
り、心と魂とからだの能力に過重な負担がかかるからであ
る。キリストの弟子たちは克己心を要求され、また犠牲を
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払わねばならない。しかし熱心の度が過ぎたために、サタ
ンが人間の弱味につけこみ、神の働きが妨害されるような
ことがないように注意することもまた必要である。
ラビたちの意見によれば、宗教の本質はいつも忙しく

活動していることにあるというのであった。彼らは、人
よりもすぐれた自分たちの信仰を示すために、何か外見的
な業績にたよった。こうして彼らは自らの魂を神から引き
離し、自己満足のうちに自己を築きあげた。同じ危険が今
も存在している。人々は、活動が増し、神のためのどんな
働きにも成功するようになると、人間的な計画や方法にた
よる危険がある。祈りが少なくなり、信仰がうすくなりが
ちである。弟子たちと同じように、われわれは、神により
たのむことを忘れて、自分の活動を救い主にしようとする
危険がある。われわれは、たえずイエスをながめて、働き
をなすのはキリストの力であることを認める必要がある。
われわれは、失われた者の救いのために熱心に働く一方で
は、瞑想と祈りと神のみことばの研究に時間をとら拙ばな
らない。多くの祈りによってなしとげられ、キリストの功
績によってきよめられた働きだけが、善に対して力のある
ものであったことが最後にわかるであろう。
イエスの一生ほど骨折りと責任で多忙な生活はほかに

なかった。それなのに、祈っておられるイエスの姿がど
んなにかしばしば見受けられたことだろう。彼はどんな
に始終神と交わられたことだろう。キリストの地上生涯
の歴史には、次のような記録がいくつも見られる。「朝
はやく、夜の明けるよほど前に、イエスは起きて寂しい
所へ出て行き、そこで祈っておられた」「おびただしい
群衆が教えを聞いたり、病気をなおしてもらったりする
ために、集まってきた。しかしイエスは、寂しい所に退
いて祈っておられた」「このころ、イエスは祈るために
山へ行き、夜を徹して神に祈られた」（マルコ1：35、ル
カ5：15、16、6：12）。
他人の幸福のために全的にささげられた生涯において、

救い主は、旅の往来と、毎日毎日ご自分についてくる群
衆から退くことが必要であることに気がつかれた。ひっこ
んでだれにも邪魔されないで天父と交わるために、イエス
はたえまない活動の生活と人間のいろいろな必要との接触
から離れられねばならなかった。イエスは、われわれと同
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じお方、われわれの必要と弱さを共にされるお方として、
全的に神によりたのまれた。そして義務と試練に対して
張り切って出て行くために、イエスは、ひそかな祈りの場
所で、神の力をお求めになった。罪の世にあって、イエス
は、魂の戦いと苦しみに耐えられた。主は、神と交わるこ
とによって、ご自分に重くのしかかっている悲しみの重荷
をおろすことがおできになった。そこにイエスは、慰めと
喜びを見いだされた。
キリストを通して、人類の叫びは限りなく憐れみ深い

天父に達した。人としてキリストは、人性と神性とを結
合する天来の電流によって、ご自分の人性が充電されるま
で、神のみ座に嘆願された。世の人々にいのちを与えるた
めに、イエスは絶え間ない交わりを通して神からいのちを
受けられた。イエスの経験がわれわれの経験となるのであ
る。
「さあ、あなたがたは、人を避けて」とイエスはわれ

われに命じられる（マルコ6：31）。イエスのみことばに
留意する時、われわれはもっと強く、もっと役立つ者と
なる。弟子たちは、イエスを求めて、すべてのことをイエ
スに語った。するとイエスは、彼らを力づけ、彼らに教え
られた。もしきょうわれわれが時間をとってイエスのみも
とに行き、われわれの必要をイエスに告げるならば、われ
われは失望させられないであろう。主は、われわれの右側
にいて助けてくださる。われわれは、もっと単純になり、
もっとイエスに信頼し、もっとイエスを信用する必要が
ある。「大能の神、とこしえの父、平和の君」という名の
お方、「まつりごと はその肩にあり」といわれているお [858]
方は、「霊妙なる議士」である。われわれは、そのお方に
知恵を求めるように招かれているのである。彼は「とがめ
もせずに惜しみなくすべての人に与え」てくださる（イザ
ヤ9：6、ヤコブ1：5）。
神の訓練を受けているすべての者のうちには、世とそ

の慣例や習慣に一致しない生活があらわされる。だれでも
みな、神のみこころを知るために、個人的な経験をする必
要がある。われわれは、神が心に語られるのを個人的にき
かねばならない。ほかの声がみな沈黙して、静けさのうち
に神の前に待つ時、魂の静寂は神のみ声を一層明らかにす
る。神は、「静まって、わたしこそ神であることを知れ」
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とわれわれに命じておられる（詩篇46：10）。ここにだけ
真の休息が見いだされる。これこそ神のために働くすべて
の者にとって効果的な準備である。あわただしい群衆の中
にあって、人生の激しい活動の緊張のうちにあって、この
ように活気づけられた魂は、光と平和の雰囲気にとりかこ
まれる。その生活はかぐわしい香りを放ち、人々の心に達
する神の力をあらわすのである。



第第第39章章章　　　「「「あああなななたたたがががたたたののの手手手ででで食食食物物物をををやややりりりなななさささ
いいい」」」

本章はマタイ14：1321、マルコ6：3244、ルカ9：1017、ヨ
ハネ6：113に墓づく

キリストは弟子たちと一緒に人里離れた場所へしりぞ
かれたが、このめったにない平和と静けさのひと時は、ま
もなく破られた。弟子たちは、人々に邪魔されないところ
へひっこんだと思った。だが群衆は、天来の教師イエスの
姿がみえなくなったとたんに、「イエスはどこにおられる
のか」とたずねた。彼らの中には、キリストが弟子たちと
いっしょに行かれた方向に気づいていた者たちがいた。イ
エスと弟子たちに会うために、多くの者は陸づたいに、ま
たある者たちは舟で湖を渡って追いかけた。過越節が近づ
いていたので、エルサレムに行く途中の巡礼者たちの団体
が、イエスを見るために遠近から集まった。人々の数は増
し加わって、ついに女子供のほかに5000人が集まった。キ
リストが岸にお着きになる前に、群衆がイエスを待ってい
た。しかしイエスは、彼らに見られないように上陸して、
弟子たちと一緒に人々を離れてしばらくの時間を過ごされ
た。山の中腹から、イエスは、動いている群衆をごらんに
なった。するとイエスの心は、同情に動かされた。邪魔を
され、休息を奪われても、イエスは短気を起こされなかっ
た。イエスは、人々がぞくぞくとやってくるのをごらんに
なった時、彼らの世話をすることがもっと必要であること
に気がつかれた。イエスは、「飼う者のない羊のようなそ
の有様を深くあわれ」まれた（マルコ6：34）。イエスは、
かくれ場所を出て、人々に奉仕するのに都合のよい場所を
みつけられた。人々は、祭司たちと役人たちからは何の助
けも受けなかった。しかしキリストが群衆に救いの道をお
教えになった時、いやしを与えるいのちの水がキリストか
ら流れ出た。

361
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人々は神のみ子の口から豊かに流れ出る憐れみのことば
に耳をかたむけた。彼らは恵み深いことばを聞いたが、そ
れは単純で、率直で、彼らの魂にとってギレアデの香油の
ようであった。キリストの聖なるみ手によるいやしによっ
て、死にかけている者にはいのちと喜びが与えられ、病気
に苦しんでいる者には安心と健康が与えられた。その日は
彼らにとって地上の天国のように思われ、彼らは、もう何
時間もものを食べていないことなどまったく念頭になかっ
た。
ついにその日もほとんど過ぎ去った。太陽は西に沈みか

けていたが、まだ人々は立ち去りかねていたイエスは、終
日、食事も休息もとらずに働かれた。イエスが疲れと空腹
で青い顔をしておられたので弟子たちは働きをやめてくだ
さいとたのんだ。しかしイエスは、まわりにつめかけてい
る群衆から退くことがおできにならなかった。
弟子たちは、ついにイエスのもとにきて、群衆自身の

ためにも彼らを去らせてくださるようにとすすめた。多く
の者は、遠くからきていて、朝から何も食べてい なかっ[859]
た。彼らはまわりの町や村で食物を買うことができるかも
知れなかった。しかしイエスは、「あなたがたの手で食物
をやりなさい」と言われ、ふり向いてピリポに、「どこか
らパンを買ってきて、この人々に食べさせようか」とおた
ずねになった（マルコ6：37、ヨハネ6：5）。イエスがこ
う言われたのは、この弟子の信仰をためすためであった。
ピリポは人の波を見わたして、これほどの群衆の欲求を満
足させるだけの食物を準備することは不可能だと思った。
彼は、200デナリのパンを買っても人々にくばるほど十分
ではなく、たとえくばってみてもごく僅かずつしかないで
しょうと答えた。イエスは、弟子たちの中にどれほどの食
物があるかとおたずねになった。するとアンデレが、「こ
こに、大麦のパン5つと、さかな2ひきとを持っている子供
がいます。しかし、こんなに大ぜいの人では、それが何に
なりましょう」と言った（ヨハネ6：9）。イエスは、それ
を持ってくるようにお命じになった。それからイエスは、
弟子たちに、人々の秩序を保っためと、イエスがしようと
しておられることがみんなに見えるように、50人か100人ず
つの組にして草の上にすわらせるようにお命じになった。
その通り実行された時、イエスは食物を手にとり、「天を
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仰いでそれを祝福してさき、弟子たちにわたして群衆に配
らせた。みんなの者は食べて満腹した。そして、その余り
くずを集めたら、12かごあった」（ルカ9：16、17）。
人々に平和と幸福とを手に入れる方法をお教えになった

イエスは、彼らの霊的必要と同じに、物質的必要も思いや
られた。人々は疲れ、弱っていた。腕に赤ん坊をかかえ、
すそにまつわりつく小さな子供をつれた母親たちもいた。
多くの者は何時間も立ちつづけていた。彼らはキリストの
みことばに熱心な興味をおぼえたので、1度も腰をおろそう
と考えたこともなく、また群衆があまりに多いために、お
互いに踏みつける危険もあった。イエスは彼らに休む機会
を与えようとお思いになって、すわるようにお命じになっ
た。その場所にはたくさんの草がはえていて、みな気持よ
く休むことができた。
キリストは真の必要を満たすことのほかには決して奇跡

を行われなかった。しかも奇跡の一つ一つは、万国の民を
いやす葉をもったいのちの木に人々をみちびくような性質
のものだった。弟子たちの手によってくばられた質素な食
物には、いろいろな教訓の宝が含まれていた。用意された
ものは粗末な食事だった。魚と大麦のパンは、ガリラヤ湖
のほとりの漁師たちの家族の常食だった。キリストは人々
の前にぜいたくな食事を並べることもおできになった。
だが食欲を満足させるためだけに用意された食物は、彼ら
のためになる教訓を与えなかった。キリストは、この教訓
を通して、神が人のためにお与えになった自然の食糧が正
しく用いられていなかったことを彼らにお教えになった。
ゆがめられた食欲を満足させるために作られるぜいたく
な食事をしている人たちは、人の住居から遠く離れたとこ
ろで、キリストから与えられた休みと質素な食事を楽しん
だこの人たちのような喜びを味わったことは決してなかっ
た。
もし今日人々が、創世当時のアダムとエバのように、単

純な習慣のうちに自然の法則と一致した生活を送るなら、
人類家族の必要は豊かに満たされるのである。想像だけの
必要は少なくなり、神の方法で働く機会が多くなる。しか
し利己心と不自然な食欲をほしいままにすることから、一
方では有り余っているのに、一方では足りないために、こ
の世に罪と不幸とが生じた。
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イエスは、人々のぜいたくへの欲求を満足させることに
よって、彼らをひきつけようとはされなかった。興奮した
長い1日のあとで、疲れと空腹とをおぼえているこの大群衆
にとって、質素な食事は、キリストの力の保証であったば
かりでなく、また日常の一般的な必要についてもキリスト
が彼らのためにやさしく心を用いておられることの保証で
あった。救い主はご自分に従う者たちにこの世のぜいたく
を約束されなかった。彼らの食事は、質素であり、また乏
しいことさえあるかもしれない。彼らは貧乏な境遇にとじ
こめられているかも知れない。だがキリストのみことばに
は、彼らの必要が満たされることが保証されており、キリ[860]
ストは、彼らに、この世のよいものよりもはるかによいも
の、すなわちご自身の臨在といういつまでも続く慰めを約
束しておられる。

5000人に食物をお与えになったことによって、イエス
は、自然界のベールを開いて、たえずわれわれの幸福のた
めに働いている力をお示しになる。地の作物の生産に、神
は毎日奇跡を行っておられる。自然の働きを通して、あの
群衆に食物を与えたのと同じ働きがなしとげられる。人は
土地をたがやし、種をまく。だが種子を発芽させるのは神
からのいのちである。「初めに芽、つぎに穂、つぎに穂の
中に豊かな実」を生じさせるのは、神の雨と空気と日光で
ある（マルコ4：28）。地の作物畑から毎日幾百万の人々
を養われるのは神である。人は、穀物を管理し、パンを
作ることに、神と協力するように求められる。そのために
人は、神の働きを見落す。彼らは当然神の聖なるみ名にさ
さげられるべき栄光を神にささげない。神の力の働きが、
自然の原因や人間の手段のせいにされる。神の代りに人間
があがめられ、神の恵みの賜物は利己的な用途に悪用され
て、祝福ではなくわざわいとなる。神はこうしたことをす
べて変えようとしておられる。神は、われわれのにぶい感
覚がめざめて、神の憐れみ深い親切を認め、神の力のみわ
ざについて神をあがめるように望まれる。神はまた、神の
賜物がみこころ通りに、われわれにとって祝福となるよう
に、その賜物を通してわれわれが神を認めるように望まれ
る。キリストの奇跡が行われたのは、この目的を達成する
ためであった。
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群衆に食べさせたあとに、たくさんの食物が残った。
しかし無限の力のみなもとをすべて自由に用いることが
おできになるイエスが、「少しでもむだにならないよう
に、パンくずのあまりを集めなさい」と言われた（ヨハ
ネ6：12）。このことばには、パンをかごに入れることよ
りももっと深い意味があった。これには二重の教訓があっ
た。何一つむだにしてはならない。われわれは、この世で
益となるものは一つものがしてはならない。人類を益する
のに役立つものは何一つおろそかにしてはならない。地上
の飢えた人々の必要を満たすものは何でも集めなさい。ま
た霊的な事物にも同じ注意を払わねばならない。食べくず
のかごが集められた時、人々は家にいる友人たちのことを
心に思った。彼らはキリストが祝福されたパンを友人たち
に分け与えたいと望んだ。かごの中味はそうした熱心な群
衆にくばられて、まわりのすべての地方にはこばれて行っ
た。これと同じように、ごちそうになった者は、魂の飢
えを満足させるために、天からくだるパンを他人に与える
のであった。彼らは、神のすばらしい事がらについて学ん
だことをくりかえすのであった。何一つ失われてはならな
かった。彼らの永遠の救いにかかわることばは、一つもむ
だに地面に落ちてはならなかった。
パンの奇跡は、神によりたのむことについて教訓を教え

ている。キリストが5000人を養われた時、食物は手もとに
なかった。キリストがお用いになれる手段はないように見
えた。キリストは、この荒野に女子供のほか5000人と共に
おられた。イエスがご自分についてくるようにこの大群衆
を招かれたのではなかった。彼らは、招かれたり、命じら
れたりしてきたのではなかった。しかし群衆が長い時間イ
エスの教えをきいたあとで、気が遠くなりそうにおなかが
すくことを、イエスはわかっておられた。なぜならイエス
こ自身も彼らと同じに食物を必要とされたからである。彼
らは家から遠く離れており、夜が迫っていた。彼らの多く
は食物を買う金がなかった。彼らのために荒野で40日間断
食されたイエスは、彼らを空腹のまま家へ帰そうとは思わ
れなかった。神の摂理がイエスをその立場に置いたのだっ
た。そこでイエスは、必要を満たす手段を求めて、天父に
よりたのまれた。
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われわれもまた困難な立場におちいった時には、神に
よりたのむべきである。われわれは、向こう見ずな行動
によって苦境におちいることがないように、人生の一つ一
つの行為に、知恵と判断とを働かすべきである。神がお備
えになった手段を無視し、神がわれわれにお与えになった
才能をまちがったことに用いて、困難にとび込むようなこ
とがあってはならない。キリストの働き人は、絶対的にキ
リストの教えに 従うべきである。この働きは神の働きで[861]
ある。だから他人の祝福になりたければ、神のご計画に従
わねばならない。自我を中心とすることはできない。自我
が誉を受けることはできない。もしわれわれが自分自身の
考えにしたがって計画すれば、主は、われわれをわれわれ
自身の誤りの中に放置される。しかし神の指示にしたがっ
ていて、それでも苦境におちいるようなことがあれば、神
は、われわれを救ってくださる。われわれは落胆してあき
らめてしまわないで、どんな危急の時にも、無限にどんな
手段でもお用いになれる神に助けを求むべきである。われ
われは、しばしばきびしい境遇にとりかこまれることがあ
るが、そういう時こそ絶対の信頼心をもって神によりたの
まねばならない。神は、主の道に従おうとして困難におち
いっている魂を1人ももれなく守ってくださる。
キリストは、預言者を通して、「飢えた者に、あなた

のパンを分け与え、さすらえる貧しい者を、あなたの家
に入れ、裸の者を見て、これに着せ、. . . . . .苦しむ者の願
いを満ち足らせ」よとわれわれにお命じになった（イザ
ヤ58：710）。キリストはまた、「全世界に出て行って、
すべての造られたものに福音を宣べ伝えよ」とわれわれ
にお命じになった（マルコ16：15）。しかしわれわれは、
必要が大きく、われわれの手にある資金が少ないのを見
る時、どんなにしばしば気持ちが沈み、信仰がなくなるこ
とだろう。アンデレが大麦のパン5つと小さな魚2匹を見た
時のように、われわれは「こんなに大ぜいの人では、それ
が何になりましょう」と叫ぶ（ヨハネ6：9）。自分の持っ
ているものを全部ささげたくないのと、他人のために費
したり費されたりするのを恐れるために、われわれはしば
しばちゅうちょする。しかしイエスは、「あなたがたの手
で食物をやりなさい」とわれわれにお命じになった（マル
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コ6：37）。キリストの命令は約束である。その約束の背後
には、海辺で群衆を養われたのと同じ力がある。
飢えた群衆の一時的な必要を満たされたキリストの行

為の中に、ご自分のすべての働き人に対するキリストの深
い教訓が含まれている。キリストは天父からお受けになっ
た。彼は弟子たちにお与えになった。弟子たちは群衆に与
え、人々は互いに与え合った。同じように、キリストにつ
ながっている者はみな、キリストから天の食物である命の
パンを受け、それを他人に与えるのである。
イエスは、神にまったく信頼しきって、わずかなパンの

たくわえを手にとられた。そしてキリストご自身の家族で
ある弟子たちのために少しの分け前しかなかったが、イエ
スは彼らに食べるようにとはおっしゃらずに、人々にくば
りなさいと命じて弟子たちの手に渡し始められた。食物は
イエスの手で何倍にもふえたので、ご自身が命のパンであ
られるキリストにさし出された弟子たちの手は決してから
にならなかった。少しのたくわえが、みんなのために十分
であった。人々の欲求が満たされてから、その食べくずが
集められ、キリストは弟子たちと天の神から与えられたこ
のとうとい食物をとられた。
弟子たちは、キリストと民との間の伝達のチャンネル

であった。このことは今日のキリストの弟子たちにとって
大きな励ましでなければならない。キリストは大中心、す
なわちすべての力のみなもとである。キリストの弟子たち
は、キリストから補給を受けるのである。どんなに賢明な
者でも、どんなに霊的な心を持った者でも、受ける時にの
み与えることができる。彼らは自分自身では魂の必要を何
一つ満たすことができない。われわれは、キリストから受
けるものだけを与えることができる。われわれはまた、他
人に与える時にのみ受けることができる。われわれは、た
えず与えるときに、たえず受ける。そして多く与えれば与
えるほどますます多く受ける。こうしてわれわれは、たえ
ず信じ、頼り、受け、与えることができるのである。
キリストのみ国を建設する働きは、どう見ても進展が遅

く、不可能なことがらが前進を妨げているようにみえるけ
れども、それでもそれは前進するのである。この働きは神
からのものであり、神が資金を用意し、また真実で真面目
な弟子たちを助手としてつかわされるが、彼らの手にも飢
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えた大衆に与える食物が満たされるのである。神は、滅び
つつある魂にいのちのみことばを与えるために愛をもって[862]
働く人々のことをお忘れにならない。これらの魂は、こん
どはほかの飢えた魂に与えるために、食物を求めて手をさ
し出すのである。
神のためのわれわれの働きにおいて、才能や手腕のある

人の力量にあまりたよりすぎる危険がある。こうしてわれ
われは、ただ1人の偉大な働き人であられる主を見失うので
ある。キリストのために働く者が、自分自身の責任を認め
ないことがよくある。彼は、すべての力のみなもとであら
れるキリストによりたのまないで、自分の重荷を団体にお
しつける危険がある。神の働きにおいて人間の知恵や数を
たよりにするのは大きな間違いである。キリストのための
働きにおける成功は、数や才能よりもむしろ純粋な目的と
熱心によりたのむ信仰の真実な単純さにかかっている。個
人の責任を負い、個人の義務をとりあげ1キリストを知らな
い人々のために個人的な努力を払わねばならない。あなた
の責任をあなたよりももっと豊かな才能をそなえていると
思われるほかの人におしつけないで、あなたの才能にした
がって働きなさい。
「どこからパンを買ってきて、この人々に食べさせよ

うか」との質問があなたの心に浮ぶ時、あなたの答に不
信が反映してはならない（ヨハネ6：5）。「あなたがたの
手で食物をやりなさい」との救い主のご命令を弟子たち
がきいた時、彼らの心にはあらゆる困難が浮んだ（マル
コ6：37）。食物を買いに村まで出かけるのですかと、彼
らは質問した。そのように今も、いのちのパンに欠乏し
ている時、主の民は、彼らに食物を与えるために遠くの
だれかを呼びにやりましょうかと質問する。しかしキリ
ストは何と言われただろうか。イエスは、「人々をすわら
せなさい」と言われ、そこで彼らに食べさせられた（ヨハ
ネ6：10）。そのように、あなたが必要を感じている魂にか
こまれている時には、キリストがそこにおられると知りな
さい。キリストと交わりなさい。あなたの大麦のパンをイ
エスのもとに持って行きなさい。
われわれの持っている資金はみわざのために十分とは

思えないかも知れない。しかし神の満ち足りた力を信じ
て、信仰をもって前進する時、われわれの前には豊かな資
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源が開かれる。この働きが神からのものならば、その完成
のためには、神が自ら資金を備えてくださる。正直に単純
に神によりたのむ者に、神は報いてくださる。少しのもの
でも、それが天の主への奉仕に賢明に経済的に用いられる
時、それは与える行為そのものによって増し加わる。キリ
ストのみ手にある時に、少しの食物の供給は、飢えた群衆
が満足するまで、いつまでも減らなかった。もしわれわれ
が、受けるために信仰の手をさし出して、すべての力のみ
なもとであられる神のもとへ行くならば、われわれは、ど
んなに見込みのない事情の中にあっても、われわれの働き
は支えられ、他人にいのちのパンを与えることができる。
主はこう言われる、「与えよ。そうすれば、自分にも

与えられるであろう」「少ししかまかない者は、少しし
か刈り取らず、豊かにまく者は、豊かに刈り取ることにな
る。. . . . . .神はあなたがたにあらゆる恵みを豊かに与え、あ
なたがたを常にすべてのことに満ち足らせ、すべての良い
わざに富ませる力のあるかたなのである。
『彼は貧しい人たちに散らして与えた。その義は永遠に

続くであろう』
と書いてあるとおりである。種まく人に種と食べるた

めのパンとを備えて下さる方は、あなたがたにも種を備
え、それをふやし、そしてあなたがたの義の実を増して
下さるのである。こうして、あなたがたはすべてのこと
に豊かになって、惜しみなく施し、その施しはわたしたち
の手によって行われ、神に感謝するに至るのである」（ル
カ6：38、Ⅱコリント9：611）。
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本章はマタイ14：2233、マルコ6：4552、コハネ6：1421に
基づく

春の夕暮のうす明りの中で、人々は草原にすわって、
キリストがお備えになった食物を食べた。その日聞いた
みことばは、神のみ声として彼らにのぞんだ。彼らが目に
見たいやしのわざは、神の力だけしか行うことのできない
ものだった。しかしパンの奇跡はこの大群衆の一人一人の
心をとらえた。全部の者がその恩恵にあずかった。モーセ
の時代に、神は荒野でイスラエル人をマナで養われたが、
その日彼らを養われたのは、モーセが預言していたお方
にほかならなかった。5つの大麦のパンと2匹の小さな魚か
ら5000人の飢えた人々に食べさせるだけの十分な食物をつ
くり出すことは、どんな人間の力でもできなかった。そこ
で彼らは互いに「ほんとうに、この人こそ世にきたるべき
預言者である」と言った（ヨハネ6：14）。
終日この確信は強まって行った。あの最高のみわざこ

そ、長い間待望していた救世主がわれわれの中におられる
証拠である。人々の望みはだんだん高まっていく。この方
こそユダヤをこの世の楽園にし、乳と蜜の流れる地にして
くださるお方である。彼はあらゆる望みを満足させてくだ
さることができる。彼は憎むべきローマ人の権力を打破す
ることがおできになる。彼はユダとエルサレムを救うこと
がおできになる。彼は戦いに傷ついた兵士たちをいやすこ
とがおできになる。彼は全軍に食物を補給することがおで
きになる。彼は諸国を征服し、イスラエルが長い間求めて
いた主権を与えることがおできになる。
民衆は熱心のあまりいますぐにもイエスを王位につけ

ようとする。彼らは、イエスがご自分に注意をひきつけ
たり、栄誉を求めたりしようと努力されないのを見る。こ
の点イエスは祭司たちや役人たちと根本的にちがっておら
れるので、彼らはイエスがダビデの位につく権利を主張さ

370
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れないのではないかと恐れる。彼らは相談し合って、イエ
スをむりやりにおし立て、イスラエルの王として宣言する
ことに一致する。弟子たちも群衆と一緒になって、ダビデ
の位が彼らの主の正当な嗣業であることを宣言しようとす
る。キリストがこのような栄誉をこばまれるのは、遠慮の
せいだと彼らは言う。民衆に救世主をあがめさせよう。高
慢な祭司たちや役人たちにも、神の権威を帯びてこられた
イエスを否応なしにあがめさせよう。
彼らは自分たちの目的を実行する手はずを熱心に進め

る。だがイエスは、この成り行きをごらんになり、彼ら
には理解できないが、このような運動の結果がどうなるか
を理解される。いまでさえ祭司たちと役人たちは、イエス
のいのちをねらっている。彼らは、イエスが民衆を彼らか
ら引き離しているといって非難している。イエスを王位に
つけようとする努力には暴力と反乱がともない、霊的王国
のみわざがさまたげられるであろう。すぐにこの運動をと
めなければならない。イエスは、弟子たちをお呼びになっ
て、民衆を解散させるためにわたしは残るから、あなたが
たは舟に乗ってすぐカペナウムへもどりなさいと命じられ
る。
キリストの命令がこれほど実行できないことに思えた

ことはこれまでになかった。弟子たちは、イエスを王位に
つける民衆の運動を長い間待ち望んできた。彼らは、この
ような熱心さがみなむだになってしまうという考えに耐え
られなかった。過越節を守るために集まってきている群衆
は、この新しい預言者を見たがっていた。キリストに従っ
ている者たちにとって、これこそ愛する主のためにイスラ
エルの王位を確立する絶好の機会に思えた。この新しい野
心が燃えあがっている中を、淋しい岸辺にイエス1人を残し
て、自分たちだけで立ち去るのはつらいことだった。彼ら
はこの手はずに抗議した。だがイエスは、かつてこれまで
彼らに対してとられたことのない権威をもって、いま彼ら
に語られた。彼らは、これ以上反対することが無益である
ことを知り、だまって海へ向かった。
イエスは、こんどは群衆に解散するようにお命じにな

る。イエスの態度が断固としているので、彼らは従わない [864]
わけにいかない。賛美と称賛のことばが彼らのくちびるか
ら消える。イエスをつかまえようと前へ進み出た彼らの足
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はとまり、喜びにあふれ、熱心な表情が彼らの顔つきから
消える。この群衆の中には堅固な精神と固い決意の人々が
いるが、イエスの堂々たる態度とことば少ない静かな命令
によって騒ぎがおさまり、彼らの計画は失敗する。彼らは
キリストのうちに地上の一切の権威にまさる権力を認め、
文句なく屈服する。

1人になられると、イエスは「祈るためひそかに山へ登
られた」（マタイ14：23）。何時間もイエスは神に嘆願し
つづけられた。その祈りはご自分のためではなく、人々
のためであった。主はサタンのために人々の理解力がく
もり、判断が誤ることのないように、ご自分の使命の天来
の性格を人々に示す力が与えられるように祈られた。救い
主は、この地上で自ら伝道される日がほとんど終わり、し
かも彼をあがない主として受け入れる者が少ないことをご
存知だった。魂の苦しみと戦いのうちに、主は弟子たちの
ために祈られた。彼らは苦痛なまでに試みられるのであっ
た。世間一般のまちがった信念にもとつく彼らの宿望は、
非常な苦痛に満ちた屈辱的な方法で失望させられるので
あった。彼らはキリストがダビデの位にのぼられるどころ
か、十字架につけられるのを見るのであった。これこそイ
エスの真の即位となるのだった。だが彼らは、そのことを
認めなかったので、その結果、強い試みが彼らにのぞみ、
彼らはそれを試みとして認めることが困難となるのだっ
た。聖霊によって心を照され、理解力が増し加えられな
ければ、弟子たちの信仰は失われるであろう。キリストの
み国についての彼らの観念が大部分現世的な誇張と名誉に
限られていることが、イエスにとって苦痛だった。彼らの
ために、重荷がイエスの心に重くのしかかっていたので、
イエスは、苦痛とにがい涙とをもって、嘆願を口に出され
た。
イエスはすぐに出発するように命じられたが、弟子たち

はすぐには陸地を離れなかった。彼らはイエスが自分たち
のところへおいでになることを望んで、しばらく待った。
しかし夕やみがたちまち迫ってくるのを見て、彼らは「舟
に乗って海を渡り、向こう岸のカペナウムに行きかけた」
（ヨハネ6：17）。彼らは不満な気持でイエスを残してき
た。
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イエスを自分たちの主と認めてから、こんなにいらだっ
た気持はこれまでに感じたことがなかった。彼らはイエス
を王として宣言することがゆるされなかったので、不平を
言った。イエスの命令にこんなにたやすく従ったことで自
分たちを責めた。もっとがんばったら、われわれの目的は
達成されたかも知れないと、彼らは議論した。
彼らの思いと心は、だんだん不信に占められた、名誉欲

が彼らを盲目にしていた。彼らは、イエスがパリサイ人か
ら憎まれているのを知っていた。彼らはイエスがあがめら
れるべきであると考えていたので、そうなるのをぜひ見た
かった。偉大な奇跡を行うことがおできになる先生といっ
しょにいて、しかも欺瞞者としてののしられることはとて
も耐えられない試みだった。自分たちはいつでもにせ預言
者の弟子とみなされるのだろうか。キリストは王としての
権威を主張されないのだろうか。これほどの力を持ったお
方がなぜご自分の真の性格を示して、われわれの道を苦痛
のないものにしてくださらないのだろうか。イエスはなぜ
バプテスマのヨハネを非業の死から救われなかったのだろ
うか。弟子たちはこのように議論したので、ついには彼ら
自身の上に非常な霊的暗黒を招いた。イエスはいったいパ
リサイ人たちが主張するように詐欺師なのだろうかと、彼
らは質問した。
弟子たちは、その日キリストのふしぎなみわざを目に

見ていた。天が地におりてきたように思えた。この輝かし
く、とうとい日の思い出によって、彼らは信仰と望みに満
たされるべきだった。そうしたことについて、心に満ちあ
ふれるままに語り合っていたら、彼らは試みにおちいるよ
うなことはなかったのである。だが彼らは失望に心を奪わ
れていた。「少しでもむだにならないように、パンくずの
あまりを集めなさい」と言われたキリストのみことばに注
意が払われなかつた（ヨハネ6：12）。それは弟子たちに
とって大きな 祝福の時であったのに、彼らはそのことを [865]
まったく忘れていた。彼らは波の立ちさわぐ湖のまん中に
いた。彼らの思いもまた荒れて、理性を欠いていたので、
主は、彼らの魂を苦しめ、彼らの心を占領するような何か
ほかのものをお与えになった。人間が自分で重荷と苦労と
をつくり出す時に、神はたびたびそういうことをなさる。
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弟子たちは自分で苦労をつくるに及ばなかった。すでに危
険が急速に迫っていた。
激しい嵐がしのびよってきていたのに、彼らはそのた

めに備えができていなかった。その日は申し分のない天
気だったので、それは突然な変化だった。疾風に襲われる
と、彼らは恐れた。彼らは不満も不信もいらだっている気
持も忘れた。だれもが舟が沈まないように働いた。ベッサ
イダから、イエスにお会いすることになっていた地点まで
は、海上いくらもない距離で、普通の夫候の時なら、その
旅には数時間しかかからなかった。だがいま彼らは、目ざ
す地点からだんだん遠くへ流された。明け方の4時になるま
で、彼らはほねおって舟をこいだ。それから彼らは疲れ果
ててしまってもうだめだとあきらめた。嵐と暗黒の中で、
彼ら自身、己の無力さがわかったので、主がいてくださっ
たらと熱望した。
イエスは彼らをお忘れになっていなかった。陸上で見

守っておられるイエスは、恐怖にとりつかれたこの人たち
が嵐と戦っているのをごらんになっていた。一瞬間も、イ
エスは、弟子たちを見失っておられなかった。イエスの目
は大事な人たちをのせて嵐にもまれている舟を最も深い心
配のうちに追っていた。なぜなら、この人たちは世の光と
なるのだった。母親がやさしい愛情をもって子供を見守る
ように、憐れみ深い主は弟子たちを見守っておられた。彼
らが自分の心に打ち勝ち、きよくない野心を征服し、謙遜
な気持で助けを祈った時、その助けが与えられた。
彼らがもうだめだと思った瞬間、かすかな光の中に彼ら

の方へ向かって海の上を近づいてくる一つのふしぎな姿が
現われる。しかし彼らにはそれがイエスであることがわか
らない。自分たちを助けにこられたお方を、彼らは敵だと
思う。彼らは恐怖に圧倒される。鉄のような筋肉でオール
をにぎっていた手が離れる。舟は波のまにまに揺れ、全部
の目はあわだつ海の白い波頭の上を歩いてくる人間の光景
に釘づけにされる。
彼らはその姿を彼らの滅亡を予告する幻影と考え、恐ろ

しさのあまり叫び声をあげる。イエスは彼らのそばを通り
過ぎられるかのように進んで行かれる。すると彼らは、そ
れがイエスであることを認め、大声をあげて助けを懇願す
る。愛する主はふりかえられ、「しっかりするのだ、わた
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しである。恐れることはない」とのお声が彼らの恐怖を静
める（マタイ14：27）。
彼らがこのすぼらしい事実を信ずることができたとた

んに、ペテロはうれしさのあまりわれを忘れた。彼はま
だ信じられないかのように叫んだ。「『主よ、あなたでし
たか。では、わたしに命じて、水の上を渡ってみもとに行
かせてください』。イエスは、『おいでなさい』と言われ
た」（マタイ14：28、29）。
イエスをみつめながら、ペテロは安全に歩いて行く。だ

が自己満足のうちに舟の中の仲間たちの方をちらっとふり
かえった時、彼の目はイエスからそれる。風は荒れ狂って
いる。波が高くうねってペテロと主との間にまっすぐやっ
てくると、ペテロは恐れる。一瞬キリストの姿がペテロ
の視界からかくれると、彼の信仰は失われる。ペテロは沈
み始める。しかし大波が死と語っている間に、ペテロは荒
れ狂う波から目をあげてイエスを見つめ、「主よ、お助け
ください」と叫ぶ（マタイ14：30）。すぐにイエスは、ペ
テロのさし出した手をつかんで、「信仰の薄い者よ、なぜ
疑ったのか」と言われる（マタイ14：31）。
ペテロは、主の手につかまりながら並んで歩いて、一

緒に舟の中に入った。だがペテロはこんどはおとなしく
だまっていた。彼は仲間たちに自慢する理由がなかった。
不信と高慢のためにあぶなくいのちを失いかけたからであ
る。イエスから目をそらした時、彼は足場を失い波のまん
中に沈んだのだ。
われわれも、苦難におそわれる時、ペテロのようになる

ことがどんなに多いことだろう。われわれは、目を救い主
にそそがないで、波をみつめる。われわれの足はすべり、 [866]
もりあがった波がわれわれの魂の上を越える。イエスは、
ペテロが滅びるために、みもとにこいと命じられたのでは
なかった。イエスは、ご自分に従うようにわれわれを召し
ておいて、そのあとでわれわれを捨てるようなことをなさ
らない。イエスはこう言われる、「恐れるな、わたしはあ
なたをあがなった。わたしはあなたの名を呼んだ、あなた
はわたしのものだ。あなたが水の中を過ぎるとき、わたし
はあなたと共におる。川の中を過ぎるとき、水はあなたの
上にあふれることがない。あなたが火の中を行くとき、焼
かれることもなく、炎もあなたに燃えつくことがない。わ
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たしはあなたの神、主である、イスラエルの聖者、あなた
の救主である」（イザヤ43：13）。
イエスは弟子たちの品性をお読みになった。イエスは弟

子たちの信仰がどんなにきびしく試みられるかを知ってお
られた。海上での出来事を通して、イエスは、ペテロに彼
自身の弱さを示そうと望まれた。すなわち彼の安全は、た
えず神の力にたよっていることにあることを示そうと望ま
れたのである。試みの嵐のさなかにあって、彼は、まった
く自分にたよらずに、救い主によりたのむ時はじめて安全
に歩むことができるのであった。ペテロの弱いところは、
彼自身が一番強いと考えていたところにあった。彼は、自
分の弱さを感じないうちは、キリストによりたのむ必要を
認めることができなかった。もし彼が海上でのあの経験を
通して、イエスが彼に教えようとされた教訓を学んでいた
ら、彼は、大きな試練がやってきた時に失敗しなかったで
あろう。
日ごとに、神は、ご自分の子らをお教えになる。日常生

活の環境を通して、神は、ご自分の子らが神の摂理によっ
て彼らに負わされている一層広い舞台での役割を果たすよ
うに、彼らを準備しておられる。人生の大危機における勝
利か敗北かを決定するのは、毎日の試みの結果である。
たえず神によりたのんでいることを認めない者は、試み

に負ける。われわれは、自分の足がしっかり立っていて、
決して動かされることがないといまは思うかも知れない。
わたしは自分が信じたお方を知っている、何ものも神とそ
のみことばに対するわたしの信仰をゆり動かすことはでき
ないと、確信をもって言うかも知れない。だがサタンは、
われわれの先天的後天的な性格に乗じ、われわれ自身の
必要と欠点とをわれわれの目からおおいかくそうとたくら
む。自分自身の弱さを認め、イエスにしっかり目をそそぐ
ことによってのみ、われわれは、安全に歩むことができる
のである。
イエスが舟の中の席につかれたとたんに、風はやみ、

「舟は、すぐ、彼らが行こうとしていた地に着いた」（ヨ
ハネ6：21）。恐怖の夜につづいて夜明けの光がさしてき
た。弟子たちと、舟の中にいたほかの者たちは、感謝の思
いでイエスの足下にひざまずき、「ほんとうに、あなたは
神の子です」と言った（マタイ14：33）。
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本章はヨハネ6：2271に基づく

キリストは、民衆がイエスを王として宣言することを
禁じられた時、ご自分の歴史の転換期がきたことをお知り
になった。きょうはキリストを王位につけようと望んでい
る群衆が、あしたは彼から離れ去るであろう。彼らの利己
的な野心が裏切られた時、彼らの愛情は憎しみに、彼らの
賛美はのろいにかわるであろう。しかもこのことを知りな
がら、キリストは、その危機を避ける手段をとられなかっ
た。初めからキリストは、ご自分に従う者たちにこの世の
報酬について望みを与えておられなかった。ご自分の弟子
になりたいと望んできた者に向かって、イエスは、「きつ
ねには八があり、空の鳥には巣がある。しかし、人の子に
はまくらする所がない」と言われた（マタイ8：20）。もし
キリストと共に世界を支配することができたら、群衆は、 [867]
キリストに忠誠をつくしたのである。だがキリストは、こ
のような奉仕をお受けになることができなかった。いまキ
リストと関係のある者たちの中には、この世の王国の望み
にひきつけられている者が多くいた。こうした人々の夢を
さまさねばならない。パンの奇跡のうちにある深い霊的な
教えは理解されていなかった。このことを明らかにする必
要があった。しかしこの新しい啓示は同時にまた一層きび
しい試みを生じさせるのであった。
パンの奇跡についてのうわさが遠近にひろがると、人々

は、イエスを見に翌朝非常に早くべッサイダに集まってき
た。彼らは、大変な人数で、海と陸づたいにやってきた。
前の晩帰って行った者たちも、イエスが向こう岸に渡ら
れる舟がなかったので、まだそこにおられると思ってまた
やってきた。しかしさがしても、イエスはおられなかった
ので、多くの者はまだイエスをさがし求めながらカペナウ
ムに行った。

377
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とかくするうちに、イエスは1日だけ姿をお見せになら
なかったあと、ゲネサレに着いておられた。イエスが上陸
されたことがわかると、人々は、「その地方をあまねく駆
けめぐり、イエスがおられると聞けば、どこへでも病人を
床にのせて運びはじめた」（マルコ6：55）。
しばらくして、イエスは、会堂に行かれたので、ベッサ

イダからきた人たちは、そこでイエスをみつけ出した。彼
らは、弟子たちから、イエスが海をお渡りになった様子を
きいた。嵐がたけり狂ったこと、逆風に向かって何時間も
むなしく舟をこいだこと、キリストが海の上を歩いて姿を
現わされたこと、そのために恐怖が起こったこと、安心し
なさいとのキリストのことば、ペテロの冒険とその結果、
突然に嵐が静まって舟が岸に着いたことなどを、彼らは、
驚く群衆にありのまま詳しく語ってきかせた。しかし多く
の者は、これに溝足しないで、イエスのまわりに集まり、
「先生、いつ、ここにおいでになったのですか」とたずね
た（ヨハネ6：25）。彼らは、イエスご自身の口から奇跡の
話をもっとききたいと望んだのである。
イエスは、彼らの好奇心を満足させられなかった。彼

は、「あなたがたがわたしを尋ねてきているのは、しる
しを見たためではなく、パンを食べて満腹したからであ
る」と悲しそうに言われた（ヨハネ6：26）。彼らがイエ
スを求めたのはりっぱな動機からではなく、パンを食べさ
せてもらったので、キリストについていることによって、
もっとこの世の利益を受けようと望んだからであった。
救い主は「朽ちる食物のためではなく、永遠の命に至る朽
ちない食物のために働くがよい」とお命じになった（ヨハ
ネ6：27）。物質的な利益だけを求めてはならない。現世の
ために備えることだけが主要な努力であってはならない。
霊的な食物すなわち永遠のいのちにいたるまで続く知恵を
求めなさい。これは神のみ子だけが与えることのできるも
ので、「父なる神は、人の子にそれをゆだねられたのであ
る」（ヨハネ6：27）。
ちょっとの間、聴衆の興味が呼び起こされた。彼らは

叫んで言った、「神のわざを行うために、わたしたちは何
をしたらよいでしょうか」（ヨハネ6：28）。彼らは、神の
気に入るようにたくさんのわずらわしいわざを行ってきた
が、もっと大きな功績になるために遵奉すべき新しいこと
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があったら聞きたいという気になった。彼らの質問は、天
国に入る資格を得るためにはわれわれは何をしなければな
らないか、きたるべきいのちを手に入れるためにはどんな
代価を払わねばならないかというのであった。
「イエスは彼らに答えて言われた、『神がつかわされた

者を信じることが、神のわざである』」（ヨハネ6：29）。
天国の代価はイエスである。天国への道は、「世の罪を
取り除く神の小羊」を信ずる信仰によるのである（ヨハ
ネ1：29）。
しかし人々は、天来の真理についてのこの宣言を信じよ

うとしなかった。イエスは、メシヤが行うであろうと預言
に予告されているわざをされた。ところが人々は、自分た
ちの利己的な望みによってメシヤのわざとしてえがいてい
たものを目に見なかった。なるほどキリストは、1度は大麦
のパンで群衆を養われた。しかしモーセの時代には、イス
ラエルは40年間マナで養われたので、これよりもはるかに
大きな祝福がメシヤに期待された。もしイエスが、自分た [868]
ちの見たような多くのふしぎなわざをなさることができる
のだったら、なぜご自分の民の全部に健康と力と富とを与
え、われわれを圧制者から解放し、権力と名誉の座に高め
てくださることができないのかと、彼らの不満な心に疑問
が起こるのだった。イエスが、ご自分は神からつかわされ
た者だと主張しながら、しかもイスラエルの王となること
塗拒絶されたことは、彼らにははかり知ることのできない
一つの神秘であった。イエスの拒絶は誤って解釈された。
多くの者は、イエスご自身がご自分の使命について、その
天来の性格に疑問を持たれたので、当然の権利を主張しよ
うとされないのだとの結論をくだした。こうして彼らは、
心を不信に向かって開き、サタンがまいた種は、その種類
に従って誤解と背信という実を結んだ。
そこで1人のラビが、なかば嘲笑的にこう質問した。

「わたしたちが見てあなたを信じるために、どんなしるし
を行って下さいますか。どんなことをして下さいますか。
わたしたちの先祖は荒野でマナを食べました。それは『天
よりのパンを彼らに与えて食べさせた』と書いてあるとお
りです」（ヨハネ6：30、31）。
ユダヤ人はマナを与えてくれた人としてモーセをあが

め、うつわにすぎない彼に賛美をささげて、そのわざを
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なしとげられたキリストを見落していた。彼らの先祖たち
は、モーセに向かってつぶやき、彼の天来の使命を疑い、
これを否定した。いま同じ精神で、イスラエルの子らは、
自分たちに神のメッセージを伝えておられるお方を拒絶し
た。
「そこでイエスは彼らに言われた、『よくよく言って

おく。天からのパンをあなたがたに与えたのは、モーセで
はない』」（ヨハネ6：32）。マナをお与えになったお方が
彼らの中に立っておられた。荒野のヘブル人をみちびき、
天からのパンで彼らを日々養われたのはキリストご自身で
あった。この食物は天のまことのパンの型であった。無限
に満ち足りた神のみもとから流れ出るいのちを与えるみた
まは、まことのマナである。「神のパンは、天から下って
きて、この世に命を与えるものである」と、イエスは言わ
れた（ヨハネ6：33）。
聴衆のある者たちは、イエスが言われたのはこの世の

食物のことであるとまだ考えて、「主よ、そのパンをい
つもわたしたちに下さい」と叫んだ。するとイエスは、
「わたしが命のパンである」とはっきり言われた（ヨハ
ネ6：34、35）。
イエスがお用いになった比喩は、ユダヤ人のよく知って

いる比喩であった。モーセは、聖霊の感化を受けて、「人
はパンだけでは生きず人は主の口から出るすべてのことば
によって生きる」と言った（申命記8：3）。また預言者エ
レミヤはこう書いた、「わたしはみ言葉を与えられて、そ
れを食べました。み言葉は、わたしに喜びとなり、心の楽
しみとなりました」（エレミヤ15：16）。ラビたち自身の
間にも、パンを食べるということの霊的な意味は、律法を
学び、よいわざを実行することであるという言いならわし
があったそして、メシヤが来臨されると、イスラエル全体
が養われるということがよく言われていた。預言者たちの
教えは、パンの奇跡に含まれている深い霊的な教訓を明ら
かにした。キリストは、会堂の聴衆に、この教訓を明らか
にしようとしておられた。もし彼らが聖書を理解していた
ら、彼らは、「わたしが命のパンである」というキリスト
のみことばをさとったのである（ヨハネ6：35）。疲れて、
弱り果てた大群衆が、キリストから与えられたパンで養
われたのはついきのうのことであった。そのパンから肉体
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の力と元気とを受けたように、彼らは、キリストから永遠
のいのちにいたる霊的な力を受けられるのであった。「わ
たしに来る都決して飢えることがなく、わたしを信じる者
は決してかわくことがない」とイエスは言われた。しかし
主は、「あなたがたはわたしを見たのに信じようとはしな
い」とつけ加えられた（ヨハネ6：35、36）。
彼らは、聖霊のあかしと、魂に示される神の啓示とに

よってキリストを見たのであった。キリストの力について
生きた証拠が日々彼らに示されたが、それでも彼らはもっ
とほかのしるしを求めた。もしほかのしるしが与えられ
たとしても、彼らはあいかわらず不信のままであっただろ
う。自分たちが見たり聞いたりしたことによって確信が得 [869]
られないのなら、彼らにもっと多くのふしぎなわざを示す
ことはむだだった。不信はいつでも疑問の口実をみつけ、
どんな絶対的な証拠も理屈で片づけられてしまうのであ
る。
ふたたびキリストは、かたくなな心に向かって、「わ

たしに来る者を決して拒みはしない」と訴えられた（ヨハ
ネ6：37）。信仰をもってキリストを受け入れる者は永遠の
いのちを持つと、主は言われた。1人も失われることはな
い。パリサイ人とサドカイ人が、来世のいのちについて論
争する必要はない。人々は、望みのない悲しみのうちに死
者を嘆くには及ばない。「わたしの父のみこころは、子を
見て信じる者が、ことごとく永遠の命を得ることなのであ
る。そして、わたしはその人々を終りの日によみがえらせ
るであろう」（ヨハネ6：40）。
しかし民の指導者たちは、感情を害して言った、「これ

はヨセフの子イエスではないか。わたしたちはその父母を
知っているではないか。わたしは天から下ってきたと、ど
うして今いうのか」（ヨハネ6：42）。彼らは、イエスのい
やしい素性を嘲笑的に引き合いに出して、偏見をあおりた
てようと試みた。彼らはガリラヤ人の一労働者としてのイ
エスの生活と、貧しくていやしいその家族とを軽蔑的にほ
のめかした。この無教育な大工の主張には注意を払う価値
がないと、彼らは言った。また彼らは、イエスの生れが神
秘的であったために、イエスの親だってあやしいものだと
あてこすり、こうしてイエスの生れについての人間的な境
遇をイエスの経歴の汚点として表現した。
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イエスはご自分の生れの神秘について説明しようとされ
なかった。イエスは、海を横断されたことについての質問
にいっさいお答えにならなかったように、ご自分が天から
おくだりになったことについての質問にも返答されなかっ
た。
イエスはご自分の生涯に目立っている奇跡に注意を求

められなかった。イエスはご自分から名声のない者とな
られ、しもべのかたちをおとりになった。しかしイエスの
ことばとわざとがその品性をあらわした。心を天来の光に
向けて開いている者ならだれでも、イエスを「父のひとり
子. . . . . .めぐみとまこととに満ちてい」るお方として認める
のである（ヨハネ1：14）。
パリサイ人の偏見には、彼らの質問に表現されているよ

りも根深いものがあった。それは、彼らの邪悪な心に根を
おろしていた。イエスの一つ一つのことばと行為は、彼ら
の心のうちに敵対意識を引き起こした。それは彼らのいだ
いている精神が、イエスのうちに共感を呼び起こさなかっ
たからである。
「わたしをつかわされた父が引きよせて下さらなけれ

ば、だれもわたしに来ることはできない。わたしは、その
人々を終りの日によみがえらせるであろう。預言者の書に
「彼らはみな神に教えられるであろう」と書いてある。父
から聞いて学んだ者は、みなわたしに来るのである」（ヨ
ハネ6：44、45）。天父の愛に引きよせられ、それに応ず
る者のほかは、だれもキリストのもとにこないであろう。
しかし神は、すべての心をみもとに引きよせておられる
のであって、神から引きよせられるのに反抗する者だけが
キリストのみもとにくることをこばむのである。「彼らは
みな神に教えられるであろう」ということばの中に、イエ
スは、「あなたの子らはみな主に教をうけ、あなたの子ら
は大いに栄える」というイザヤの預言に言及された（イザ
ヤ54：13）。ユダヤ人は、この聖句を自分たちにあてはめ
ていた。神が自分たちの教師であるというのが彼らの自慢
であった。しかしイエスは、この主張がどんなにむなしい
ものであるかを示して、「父から聞いて学んだ者は、みな
わたしに来るのである」と言われた（ヨハネ6：45）。彼ら
は、キリストを通してのみ天父から知識を受けることがで
きるのであった。人間は神の栄光を見ることに耐えられな
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かった。神から学んだ者はみ子の声をきいていたのであっ
て、彼らはナザレのイエスこそ、自然と啓示とを通して天
父を宣言されたお方であることを認めるのであった。
「よくよくあなたがたに言っておく。信じる者には永

遠の命がある」（ヨハネ6：47）。愛されたヨハネは、こう
したことばをきいたが、聖霊は彼を通して教会にこう宣言
された。「そのあかしとは、神が永遠のいのちをわたした
ちに賜わり、かつ、そのいのちが御子のうちにあるという [870]
ことである。御子を持つ者はいのちを持ち、神の御子を持
たない者はいのちを持っていない」（ヨハネ5：11、12）。
またイエスは、「わたしはその人々を終りの日によみが
えらせるであろう」と言われた（ヨハネ6：40）。キリス
トは、われわれがキリストと一つ精神になるために、われ
われと一つ肉体になられた。われわれが墓から出てくるの
は、この結合によるのである。すなわちキリストの力のあ
らわれとしてだけでなく、信仰によってキリストのいのち
がわれわれのものとなったからである。キリストの真の品
性を見、キリストを心に受け入れる者は、永遠のいのちを
持つ。キリストがわれわれのうちに住まわれるのは、みた
まを通してであり、神のみたまが信仰によって心に受け入
れられる時、それは永遠のいのちの始まりとなる。
人々は、彼らの先祖が荒野で食べたマナのことをキリ

ストの前に引き合いに出して、その食物が備えられたこと
が、あたかもイエスの行われた奇跡よりも偉大なことであ
るかのように言ったが、イエスはご自分が与えるためにお
いでになった祝福とくらべる時に、その賜物がどんなに貧
弱であったかをお示しになっている。マナはこの世の生存
をささえることしかできなかった。それは死がやってくる
のをとめることもできなければ、永遠のいのちを保証する
こともできなかった。しかし天のパンは、魂を養って永遠
のいのちに入らせるのであった。イエスはこう言われた、
「わたしは命のパンである。あなたがたの先祖は荒野で
マナを食べたが、死んでしまった。しかし、天から下って
きたパンを食べる人は、決して死ぬことはない。わたしは
天から下ってきた生きたパンである。それを食べる者は、
いつまでも生きるであろう」（ヨハネ6：4851）。この比
喩に、キリストは、いまもう一つをつけ加えられる。死ぬ
ことによってのみ、キリストは、人にいのちを与えること
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がおできになるのであって、次に続くことばの中に、キリ
ストは、ご自分の死を救いの手段としてさし示しておられ
る。すなわち、「わたしが与えるパンは、世の命のために
与えるわたしの肉である」とイエスは言っておられる（ヨ
ハネ6：51）。
ユダヤ人は、エルサレムで、ちょうど過越節を祝おう

としていた。それは死の天使が、エジプトの家々を撃った
時、イスラエルが救済された夜を記念するものであった。
神は、彼らが過越の小羊を神の小羊イエスとして見、こ
の象徴を通して、世の人々のいのちのためにご自分をお与
えになったキリストを受け入れるように望まれた。しかし
ユダヤ人は、象徴だけを重視して、その意義を見失ってい
た。彼らは主のからだをわきまえなかった。過越節の儀式
に象徴されているのと同じ真理が、キリストのみことばの
うちに教えられた。しかしそれもまた認められなかった。
そこでラビたちは、立腹して叫んだ、「この人はどうし

て、自分の肉をわたしたちに与えて食べさせることができ
ようか」（ヨハネ6：52）。ニコデモが「人は年をとってか
ら生れることが、どうしてできますか」とたずねた時のよ
うに、彼らもキリストのみことばを字義通りの意味に解釈
したようなふりをした（ヨハネ3：4）。ある程度彼らは、
イエスの言われた意味がわかっていたのであるが、それを
認めようとしなかった。イエスのみことばの意味をとりち
がえることによって、彼らはイエスに対する偏見を民衆に
うえつけようと望んだのであった。
キリストはご自分の象徴的な表現をやわらげようとさ

れなかった。彼はさらに強いことばで、その真理をくり
かえされた、「よくよく言っておく。人の子の肉を食べ
ずまた、その血を飲まなければ、あなたがたの内に命は
ない。わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者には、永
遠の命があり、わたしはその人を終りの日によみがえらせ
るであろう。わたしの肉はまことの食物、わたしの血はま
ことの飲み物である。わたしの肉を食べ、わたしの血を飲
む者はわたしにおり、わたしもまたその人におる」（ヨハ
ネ6：5356）。
イエスの肉を食べ、その血を飲むということは、判スト

を自分自身の救い主として受け入れ、キリストがわれわれ
の罪をゆるしてくださることと、彼のうちにあるときわれ
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われが完全であるということとを信じることである。キリ
ストの愛を見つめ、これについて瞑想し、これを飲むこと
によって、われわれはキリストの性質にあずかる者となる [871]
のである。肉体にとって食物がなくてはならないように、
魂にとって、キリストはなくてはならないものである。食
物は、われわれがそれを食べて、それがわれわれの生命の
一部となるのでなければ、何の役にもたたない。同様にキ
リストは、もしわれわれが彼を自分自身の救い主として知
るのでなければ、われわれにとって何の価値もないのであ
る。理論的な知識はわれわれに何の益も与えない。キリス
トのいのちがわれわれのいのちとなるためには、キリスト
を食べ、キリストを心に受け入れねばならない。キリスト
の愛、キリストの恵みを同化しなければならない。
しかしこのような比喩でさえ、信者とキリストとの関

係にある特権を表わしてはいない。イエスは、「生ける父
がわたしをつかわされ、また、わたしが父によって生きて
いるように、わたしを食べる者もわたしによって生きるで
あろう」と言われた（ヨハネ6：57）。神のみ子が天父への
信仰によって生きられたように、われわれもキリストへの
信仰によって生きるのである。イエスは、神のみこころに
まったく服従されたので、その生涯には天父のみがあらわ
された。キリストは、すべての点にわれわれと同じように
試みをお受けになったが、ご自分をとりかこむ悪に少しも
けがされずに世人の前に立たれた。このように、われわれ
もまたキリストが勝利されたように勝利するのである。
あなたはキリストに従う者だろうか。そうなら、霊的生

活について書かれていることはすべてあなたのために書か
れているのであって、それはあなた自身をイエスに結合さ
せることによって達成されるのである。あなたの熱意は衰
えつつあるだろうか。あなたの初めの愛は冷たくなっただ
ろうか。キリストがさし出されている愛をもう1度受け入れ
なさい。彼の肉を食べ、彼の血を飲みなさい。そうすれば
あなたは、天父と一つになり、またみ子と一つになる。
不信なユダヤ人は、救い主のみことばのうちにある字義

的な意味よりほかには何もわかろうとしなかった。儀式の
律法の中には、血を飲むことが禁じられているので、彼ら
はこんどはキリストのみことばを神聖をけがすことばとし
て解釈し、互にそのことについて議論した。弟子たちの中
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にさえ、「これは、ひどい言葉だ。だれがそんなことを聞
いておられようか」という者が多かった（ヨハネ6：60）。
救い主は彼らに答えて言われた、「このことがあなた

がたのつまずきになるのか。それでは、もし人の子が前
にいた所に上るのを見たら、どうなるのか。人を生かすも
のは霊であって、肉はなんの役にも立たない。わたしがあ
なたがたに話した言葉は霊であり、また命である」（ヨハ
ネ6：6163）。
世の人々にいのちを与えるキリストのいのちは、そのみ

ことばのうちにある。イエスが病気をいやし、悪鬼を追い
出されたのはそのみことばによってであった。そのみこと
ばによって、主は海を静め、死人をよみがえらせられた。
人々は彼のみことばに力があったことをあかしした。キリ
ストは、旧約のすべての預言者たちと教師たちとを通して
語られたように、神のみことばをお語りになった。聖書全
体はキリストを表わすものであって、救い主は、ご自分に
従う者の信仰をみことばの上に固くすえようと望まれた。
キリストの目に見える存在がとり去られた時、みことば
が彼らの力のみなもとでなければならない。主と同じよう
に、彼らも「神の口から出る一つ一つの言で生き」るので
あった（マタイ4：4）。
われわれの肉体の生命が食物でささえられるように、

われわれの霊的生命は、神のみことばによってささえられ
る。だからどの魂も、神のみことばから自分のためにいの
ちを受けるのである。栄養をとるには自分が食べねばなら
ないように、われわれは、自分自身でみことばを受け入れ
ねばならない。われわれは、みことばを他人の頭脳を仲介
として受けるだけであってはならない。神のみことばをさ
とることができるように、聖霊の助けを神に求めながら聖
書を注意深く研究しなければならない。1節をとりあげて、
神がわれわれのためにその1節の中におかれた思想を確かめ
る仕事に頭脳を集中しなければならない。われわれは、そ
の思想がわれわれ自身のものとなるまで、それについて考
えをめぐらさねばならない。その時われわれは、「主が言[872]
われたこと」を知るのである。
イエスの約束と警告の中には、わたしのことが言われて

いる。神は世を愛してその独り子を賜わったが、それは、
わたしがみ子を信ずることによって滅びることなく永遠の
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いのちを得るためである。神のみことばのうちに述べられ
ている経験はわたしの経験となるのである。祈りと約束、
教えと警告はわたしのものである。「わたしはキリスト
と共に十字架につけられた。生きているのは、もはや、わ
たしではない。キリストが、わたしのうちに生きておられ
るのである。しかし、わたしがいま肉にあって生きている
のは、わたしを愛し、わたしのためにご自身をささげられ
た神の御子を信じる信仰によって、生きているのである」
（ガラテヤ2：1920）。このように信仰によって真理の原
則を受け入れ、それを同化する時に、それはわれわれの生
命の一部となり、生活の原動力となる。神のみことばは魂
に受け入れられて、思想を形成し、品性の発達の要素とな
る。
信仰の目をもってイエスをたえずながめることによっ

て、われわれは強められる。神は、飢えかわいているご
自分の民に最もとうとい啓示をお与えになる。彼らはキリ
ストが自分自身の救い主であることを発見する。キリスト
のみことばを食べる時に、彼らは、それが霊でありいのち
であることを知る。みことばは、生れながらの世俗的な性
質を滅ぼし、イエス・キリストのうちにある新しいいのち
を与える。聖霊は、助け主として魂にくだる。人を生まれ
変らせる神の恵みの力によって、神のみかたちが、弟子の
うちに再現され、彼は新しい人間となる。愛が憎しみに入
れ代り、心は神のみかたちにかたどられる。「神の口から
出る一つ一つの言で生きる」というのは、このことである
（マタイ4：4）。これが天からくだるパンを食べることで
ある。
キリストは、ご自身と彼に従う者との間の関係につい

て永遠の聖なる真理を語られた。イエスは、イエスの弟子
と称する入々の性格を知っておられ、イエスのみことばは
彼らの信仰を試みた。イエスは、彼らがイエスの教えを信
じてこれを実行すべきであると宣言された。イエスを受け
入れた者はみな、イエスの性質にあずかり、その品性に一
致するのであった。このことは彼らの心に宿っている野心
を放棄することを意味した。そのためには、イエスに全的
に献身することが必要であった。彼らは、自己犠牲的で、
柔和で、心のへりくだった者となるように召された。彼
らは、いのちの賜物と天の栄光にあずかる者となりたけれ
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ば、カルバリーの人イエスの歩まれた狭い道を歩まねばな
らない。
この試みは大きすぎた。力ずくでイエスをおしたてて王

としようとした人々の熱意はさめた。会堂におけるこの講
話によって自分たちの目は開かれたと、彼らは断言した。
いまや彼らは夢からさめた。彼らの考えによれば、イエス
のみことばは、彼がメシヤではないということ、また彼と
関係があってもこの世の報酬は何も得られないということ
のはっきりした告白であった。彼らは、キリストの奇跡を
行う力を歓迎し、病気と苦しみから解放されることを熱望
したが、キリストの自己犠牲的な生活に共鳴しようとしな
かった。彼らはイエスの語られた神秘的な霊的王国を好ま
なかった。キリストを求めた不誠実で利己的な人々は、も
はやキリストを望まなかった。もしキリストが、ローマ人
からの解放のためにその権力と勢力とをそそがれないのな
ら、彼らはキリストと関係したくなかった。
イエスは彼らに、「あなたがたの中には信じない者が

いる」とはっきり言われて、「それだから、父が与えて
下さった者でなければ、わたしに来ることはできないと、
言ったのである」とつけ加えられた（ヨハネ6：64、65）。
イエスは、もし彼らが天父に引きつけられないなら、それ
は彼らの心が聖霊に向かって開かれていないからであると
いうことを彼らが理解するように望まれた。「生れながら
の人は、神の御霊の賜物を受けいれない。それは彼には愚
かなものだからである。また、御霊によって判断されるべ
きであるから、彼はそれを理解することができない」（コ
リント2：14）。魂がイエスの栄光を仰ぎ見るのは、信仰に
よってである。この栄光は、信仰が聖霊によって魂のりち
に燃えあがるまではかくされているのである。
この弟子たちは、自分たちの不信を公然と譴責された[873]

ので一層イエスから遠ざかった。彼らは非常に不快だった
ので、救い主を傷つけてパリサイ人の敵意を満足させよう
と望んで、イエスに背を向け、軽蔑の色を浮べて立ち去っ
た。彼らは自ら選択して、精神のない形式、実の入って
いないからを取った。彼らの決心はその後もかわらなかっ
た。彼らはふたたびイエスとともに歩まなかったからであ
る。
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「箕（み）を手に持って、打ち場の麦をふるい分け、
麦は倉に納め. . . . . .るであろう」（マタイ3：12）。それは
ふるい分ける一つの時代であった。真理のみことばによっ
て、からは麦から分けられつつあった。彼らは、うぬぼれ
が強く、独善的で、譴責を受け入れることができずまた世
俗への愛着のためにつつましい生活を受け入れることがで
きなかったので、多くの者がイエスから離れた。今日も多
くの者が同じことをしている。カペナウムの会堂でこれら
の弟子たちが試みられたように、今日も魂が試みられる。
真理が心にうえつけられると、彼らは、自分たちの生活
が神のみこころに一致していないことをさとる。彼らは自
分自身のうちに完全な変化が行われなければならないこと
を認めるが、自己犠牲的な働きをとりあげたくない。だか
ら彼らは、自分の罪がばくろされると怒るのである。彼ら
は、弟子たちがイエスを離れ去ったように、「これは、ひ
どい言葉だ。だれがそんなことを聞いておられようか」と
つぶやきながら、気を悪くして行ってしまうのである（ヨ
ハネ6：60）。
彼らの耳には称賛とお世辞はこころよいが、真理は歓

迎されない。彼らはそれを聞くことができない。民衆が従
い、大群衆が養われ、勝利の叫びが聞かれると、彼らは、
声高らかに賛美する。しかし神のみたまのさぐりによって
彼らの罪があらわされ、その罪を離れるように命じられる
と、彼らは、真理に背を向けてふたたびイエスと共に歩ま
ない。
こうした不満な弟子たちがキリストから離れ去ると、

異なった精神が彼らを支配した。彼らは、1度は非常な興
味をもって見ていたイエスに、心をひかれるものを何も
見ることができなかった。彼らは、イエスの敵をさがし出
した。それは彼らが敵の精神と働きに一致していたからで
あった。彼らは、イエスのことばを誤解し、彼の宣言を曲
解し、彼の動機を攻撃した。彼らは、イエスにとって不利
なあらゆる項目を集めることによって、自分たちの行動を
正当づけた。このような偽りのうわさによって、非常な怒
りがかきたてられたので、イエスの生命は危険になってき
た。
ナザレのイエスが自分はメシヤではないと告白したとい

う知らせがたちまちひろがった。こうして、前の年にユダ



390 各時代の希望

ヤにおいてそうであったように、ガリラヤにおいても民衆
の感情の流れはイエスにさからった。イスラエルのために
残念なことに、彼らは救い主をこばんだ。なぜなら彼らは
この世の権力を与えてくれるような征服者をあこがれたか
らである。彼らは永遠のいのちにいたるまで保つ食物でな
く、朽ちる食物を望んだ。
イエスは、これまで弟子だった者たちが、人のいのちで

あり光であるご自分のもとから離れ去って行くのを憐れみ
の思いをもってごらんになった。ご自分の憐れみが理解さ
れず、その愛が報いられず、いつくしみが軽んじられ、救
いがこばまれたという意識が、イエスの心を言い表しよう
のない悲しみで満たした。イエスが「悲しみの人で、病を
知っていた」といわれたのは、このような事情からであっ
た（イザヤ53：3）。
イエスは、ご自分から離れ去って行く人たちをとめよう

としないで、12人弟子に向かって、「あなたがたも去ろう
とするのか」と言われた（ヨハネ6：67）。
ペテロが答えて、「主よ、わたしたちは、だれのとこ

ろに行きましょう」とたずね、「永遠の命の言をもって
いるのはあなたです。わたしたちは、あなたが神の聖者で
あることを信じ、また知っています」とつけ加えた（ヨハ
ネ6：68、69）。
「わたしたちは、だれのところに行きましょう」（ヨ

ハネ6：68）。イスラエルの教師たちは形式主義のとりこで
あった。パリサイ人とサドカイ人はしじゅう言い争ってい
た。イエスを去ることは、慣例や儀式をやかましくいう連
中や自分自身の名誉を求める野心家たちの仲間に入ること[874]
であった。弟子たちは、キリストを受け入れてから、以前
のどんな生活よりも平和と喜びとを感じていた。どうして
彼らは、罪人の友イエスをあざけり迫害した人たちのとこ
ろへもどって行けようか。彼らは、長い間メシヤを待望し
てきた。そのメシヤがいまおいでになったのである。彼ら
は、イエスの前から立ち去って、イエスの生命をねらい、
またイエスに従う者となったために彼らを迫害した人たち
のところへ行くことはできなかった。
「わたしたちは、だれのところに行きましょう」。キ

リストの教え、また愛といつくしみについてのキリスト
の教訓から離れて、不信の暗黒、世間の邪悪さの中に入っ
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て行くことはできなかった。救い主のふしぎなみわざを目
に見た多くの人々が主を捨てて去ったが、ペテロは、「あ
なたこそキリストです」と弟子たちの信仰を表明した（マ
ルコ8：29）。自分たちの魂の錨（いかり）であるこのお
方を失うことを考えただけで、彼らは恐れと苦痛に満たさ
れた。救い主なしでは、暗い嵐の海をただようのも同然で
あった。
イエスのみことばと行いの多くは、限りある人間の心に

は神秘的に思えるが、そのことばと行いの一つ一つには、
われわれをあがなうための働きにおける明確な目的があっ
て、それぞれの結果を生ずるように考慮されていた。もし
われわれがキリストの意図を理解することができるなら、
すべてのことが重要であり、完全であり、そしてキリスト
の使命と調和していることがわかるのである。
われわれは、いま神のみわざと方法とを理解することは

できないが、人に対する神のすべての態度の根底には神の
大いなる愛があることを認めることができる。イエスの近
くに生活している者は、敬虔の奥義について多くのことを
さとる。譴責が与えられ、品性が試みられ、心の意図が明
るみに出されるのは、憐れみによるものであることを彼は
認める。
イエスが試金石となる真理を示され、そのために多く

の弟子たちが離反した時、彼はご自分のことばの結果がど
うなるかをご存知であった。しかし主は、達成すべき憐れ
みの目的をもっておられた。イエスは、試みの時に、愛す
る弟子たちの一人一人が激しく試みられることを予見して
おられた。ゲッセマネのキリストの苦しみ、キリストが売
り渡され十字架につけられることは、彼らにとって非常に
きびしい試練となるのであった。もし前もって試練が与え
られなかったら、ただ利己的な動機から行動していた多く
の者たちも弟子たちとの関係を続けたであろう。彼らの主
が法廷で有罪の宣告を受けられた時、またかつてイエスを
王として歓呼した群衆がイエスをののしり、イエスに悪口
を浴びせた時、あるいはまたやじ馬たちが「十字架につけ
よ」と叫んだ時、一こうして彼らの世俗的な野心が裏切ら
れた時、これらの利己的な連中は、イエスへの忠誠心を捨
てることによって、虫のよい望みがこわれてしまったこと
に悲嘆と失望とを感じていた弟子たちに一層心の重荷とな
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るにがい悲しみを与えたであろう。こうした暗黒の時に、
イエスから離れ去った連中の手本によって、他の者たちも
彼らにひきずられたかも知れなかった。しかしイエスは、
ご自分に真に従っている者たちを、ご自分の存在によって
まだ強めることがおできになる間に、この危機を招かれた
のであった。
憐れみ深いあがない主は、ご自分を待っている運命を十

分に知っておられたので、やさしくも弟子たちのために道
を平らにし、最大の試練に彼らを備えさせ、最後の試みの
ために彼らを強められた。
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本章はマタイ15：120、マルコ7：123に基づく

律法学者たちとパリサイ人たちは、過越節の時にイエ
スに会うことを予期して、イエスにわなをしかけておい
た。しかしイエスは、彼らの意図をお知りになって、この
集まりに出られなかった。すると「パリサイ人と、ある律 [875]
法学者たちとが、. . . . . .イエスのもとに集まった」（マル
コ7：1）。イエスが彼らのところへ行かれなかったので、
彼らはイエスのところへやってきた。一時は、ガリラヤ
の人たちがイエスをメシヤとして受け入れ、この地方の
祭司政治の権力が打破されるかのようにみえた。12弟子の
使命は、キリストの働きの発展を示し、弟子たちを一層直
接にラビたちと衝突させたので、エルサレムの指導者たち
の警戒心を新たに引き起こしていた。キリストの公生涯の
初めごろ彼らがカペナウムへ送ったスパイたちは、キリス
トに安息日違反の罪を着せようとしてかえって混乱させら
れた。だがラビたちは、彼らの目的を達成するのに懸命で
あった。そこで、キリストの行動を看視し、キリストを告
発する理由をみつけ出そうとして、もう1度代表団が送られ
た。
前と同じように、苦情の理由は、イエスが神の律法をわ

ずらわしいものにしている伝統的な戒律を無視されている
ということだった。これらの戒律は神の律法の遵守を保護
するためにつくられたものであるが、実際は律法そのもの
よりも神聖なものにみなされていた。もしこれがシナイ山
で与えられた十戒と両立しない場合には、ラビの戒律に優
先権が与えられた。
最も厳重に遵守を励行されたものの一つは、儀式上のき

よめを守ることであった。食事の前に守るべき形式を無視
することは、憎むべき罪であって、この世においても来世
においても罰せられるのであった。そしてこの罪を犯す者
を根絶することは、一つの善行とみなされていた。

393
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きよめについての規則は、かぞえきれないほどあった。
その全部をおぼえるには一生の年月をかけても足りないく
らいであった。ラビの規則を守ろうとする者の生活は、儀
式上のけがれとの長い戦いであり、洗いときよめとの果て
しないくりかえしであった。人々はつまらない区別と、神
が要求されたことのない遵守に心を奪われて、彼らの注意
は、神の律法の大原財から離れた。
キリストと弟子たちは、こうした儀式上の洗いを守られ

なかったので、スパイたちはこのような無視を告発の理由
にした。しかし彼らは、キリストを直接に攻撃しないで、
キリストのところへやってきて、弟子たちを批判した。群
衆のいるところで、彼らは、「あなたの弟子たちは、なぜ
昔の人々の言伝えを破るのですか。彼らは食事の時に手を
洗っていません」と言った（マタイ15：2）。
真理のことばが特別な力をもって魂に訴える時にはいつ

でも、サタンは、手先の者たちを扇動して、あまり重要で
ない問題について論争を始めさせる。こうしてサタンは、
実際の問題から注意を引き離そうとするのである。よい働
きが始められるといつでも、あら探しの名人が形式や規則
的なことについて口を出し、大事な実際問題から人々の心
をそらそうとする。神がご自分の民のために特別な方法で
働こうとしておられるようにみえる時には、魂を滅ぼすこ
とにしか役立たないような論争にさそいこまれてはならな
い。われわれにとって最も大事な問題は、わたしは救いの
信仰をもって神のみ子を信じているだろうか、わたしの生
活は神の律法と一致しているだろうかということである。
「御子を信じる者は永遠の命をもつ。御子に従わない者
は、命にあずかることがない」「もし、わたしたちが彼の
戒めを守るならば、それによって彼を知っていることを悟
るのである」（ヨハネ3：36、ヨハネ2：3）。
イエスは、ご自分や弟子たちを弁護しようとされなかっ

た。イエスは、ご自分に向けられた非難については何も言
われずに、人間の儀式を固守している人たちの動機となっ
ている精神を示し始められた。イエスは彼らがくりかえ
し行っていること、また彼らがイエスをさがしにくる前に
行ったことを例としてあげられた。
イエスはこう言われた、「あなたがたは、自分たちの

言伝えを守るために、よくも神のいましめを捨てたもの
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だ。モーセは言ったではないか、『父と母とを敬え』、
また『父または母をののしる者は、必ず死に定められる』
と。それだのに、あなたがたは、もし人が父または母にむ
かって、あなたに差上げるはずの このものはコルバン、 [876]
すなわち、供え物ですと言えば、それでよいとして、その
人は父母に対して、もう何もしないで済むのだと言ってい
る」（マルコ7：912）。彼らは、第5条の戒めを、すこし
も重要なものではないかのように捨てたが、昔の人々の言
い伝えを励行することにはすこぶる厳格であった。人が財
産を宮にささげることは親を養うよりももっと神聖な義務
である、またどんなに必要が大きかろうと、このように聖
別されたものを一部でも父または母に分け与えることは神
聖をけがすことであると、彼らは民に教えた。親不孝な子
供は、自分の財産に「コルバン」ということばを宣告しさ
えすればよかった。そうすればその財産は、神にささげら
れるので、彼はそれを一生の間自分が使用するためにとっ
ておくことができ、彼の死後それは宮の奉仕に用いられる
のであった。このように彼は、生きても死んでも、神への
みせかけの献身というおおいの下で、勝手に親をはずかし
め、まただましたのであった。
イエスは、ことばによっても、行為によっても、神に献

げ物をする人間の義務を軽くされたのではなかった。10分
の1と献げ物について律法のすべての指示をお与えになっ
たのは、キリストであった。イエスは、この世におられた
時、貧しい女が持っているだけのものを全部宮の金庫にさ
さげたのをおほめになった。しかし祭司たちとラビたちの
神への表面的な熱心さは、自分たちの勢力を拡大しようと
する欲望をおおいかくすためのみせかけであった。民は彼
らからあざむかれていた。彼らは神が負わせられなかった
重荷も背負っていた。キリストの弟子たちでさえ、父祖伝
来の偏見とラビの権威によって彼らに負わされているくび
きからまったく解放されていたわけではなかった。いまラ
ビの本性をばくろすることによって、イエスは、神に仕え
ようと心から望んでいるすべての者を言い伝えの束縛から
解放しようとされた。
「偽善者たちよ」と、イエスは陰険なスパイたちに向

かって言われた、「イザヤがあなたがたについて、こうい
う適切な預言をしている、『この民は、口さきではわたし
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を敬うが、その心はわたしから遠く離れている。人間のい
ましめを教として教え、無意味にわたしを拝んでいる』」
（マタイ15：79）。キリストのことばは、パリサイ主義の
制度全体に対する非難であった。ラビたちは、自分たちの
規則を天の戒めよりも上位におくことによって、自分自身
を神よりも高いところにおいているのだと、イエスは断言
された。
エルサレムからの代表者たちは、怒りに満たされた、彼

らは、イエスを、シナイ山で与えられた律法の違反者とし
て告発することができなかった。なぜならイエスは、彼ら
の言い伝えに反対して律法を擁護されたからである。イエ
スが示された律法の大いなる戒めは、人間が考え出した小
さな規則とくらべる時に著しい相違がみられた。
イエスは、群衆に、そしてあとからもっとくわしく弟子

たちに、けがれは外からくるものではなくて内からくるも
のであると説明された。純潔と不純とは魂の問題である。
人をけがすのは、人間のつくった外面的な儀式を無視する
ことではなくて、悪い行為、悪いことば、悪い思い、神の
律法を犯すことなどである。
弟子たちは、偽りの教えをばくろされた時のスパイたち

の怒りに気がついた。彼らは、怒った顔を見、なかばつぶ
やくような不満と報復のことばを聞いた弟子たちは、キリ
ストが開かれた本を読むように人の心を読まれる証拠を何
度もお示しになったことを忘れて、キリストにそのみこと
ばの効果を告げた。彼らは、キリストが、怒った役人たち
と和解してくださるように望んで、「パリサイ人たちが御
言を聞いてつまずいたことを、ご存じですか」とイエズに
言った（マタイ15：12）。
イエスは、「わたしの天の父がお植えにならなかつたも

のは、みな抜き取られるであろう」とお答えになった（マ
タイ15：13）。ラビたちが高く評価している慣習や言い伝
えは、この世のものであって、天からのものではなかっ
た。そうしたものが民に対してどんなに大きな権威をもっ
ていても、神の試みに耐えることはできなかった。神の戒
めの代りに人間が考え出したものはどんなものでも、「神
はすべてのわざ、ならびにすべての隠れた事を善悪ともに
さばかれる」その日に無価値なことがわかるのである（伝[877]
道の書12：14）。
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神の戒めに人間の戒律を代用することはやまなかった。
クリスチャンの間にさえ、昔の人々の言い伝えというだ
けでほかに何の根拠もない制度や慣習がみられる。この
ような制度は、ただ人間の権威に支えられて、天から指示
された制度と入れ代ったのである。人々は自分たちの言い
伝えを固守し、自分たちの風習を尊重し、彼らに誤りを示
そうとする者に対して憎しみをいだく。今日、神の戒めと
イエスを信ずる信仰とに注意を喚起するようにわれわれが
命じられる時に、キリストの時代にあらわされたのと同じ
敵意がみられる。神の残りの民について、こう書かれてい
る、「龍は、女に対して怒りを発し、女の残りの子ら、す
なわち、神の戒めを守り、イエスのあかしを持っている者
たちに対して、戦いをいどむために、出て行った」（黙示
録12：17）。
だが「わたしの天の父がお植えにならなかったものは、

みな抜き取られるであろう」（マタイ15：13）。いわゆる
教会の父祖たちの権威の代りに、天と地の主であられる
永遠の父のみことばを受け入れるようにと、神はわれわ
れに命じられる。ここにだけ誤りのまじっていない真理が
ある。ダビデは、「わたしはあなたのあかしを深く思うの
で、わがすべての師にまさって知恵があります。わたしは
あなたのさとしを守るので、老いた者にまさって事をわき
まえます」と言った（詩篇119：99、100）。人間の権威、
教会の慣習、昔の人々の言い伝えを受け入れる者はみな、
「人間のいましめを教として教え、無意味にわたしを拝ん
でいる」と言われたキリストのみことばのうちに含まれて
いる警告を心に留めるがよい（マタイ15：9）。
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本章はマタイ15：2128、マルコ7：2436に基づく

パリサイ人と対決されたあと、イエスは、カペナウムか
ら退いてガリラヤを横切り、フェニキヤとの境界にある山
間地方へ行かれた。西の方を向くと、下の平原には、異教
の寺院と、壮麗な宮殿と、商業の市場と、船でいっぱいに
なった港のあるツロとシドンという古い都市がひろがって
いるのが見られた。その向こうには地中海の青海原があっ
たが、この海を渡って、福音の使者たちは、世界の大帝
国の中心に喜びのおとずれをたずさえて行くのであった。
しかしその時はまだきていなかった。イエスの当面の仕事
は、弟子たちを使命のために準備することであった。この
地方へおいでになることによって、イエスは、ベッサイダ
で得られなかった静かな生活を見いだそうと望まれた。し
かしそれだけがこの旅に出られたイエスの唯一の目的では
なかった。
「すると、そこへ、その地方出のカナンの女が出てき

て、『主よ、ダビデの子よ、わたしをあわれんでくださ
い。娘が悪霊にとりつかれて苦しんでいます』と言って叫
びつづけた」（マタイ15：22）。この地方の人民は、昔の
カナン族の出身であった。彼らは偶像礼拝者で、ユダヤ人
から軽蔑され、憎まれていた。いまイエスのところへやっ
てきた女は、そうした階級の人間であった。彼女は異教
徒だったので、ユダヤ人が日々受けているような特典から
除外されていた。フェニキヤには多くのユダヤ人が住んで
いたので、キリストの働きについての知らせはこの地方に
も行き渡っていた。人々の中には、キリストのみことばを
聞き、そのふしぎなみわざを見た者もあった。この女は、
あらゆる種類の病気をなおされるといううわさのあるこの
預言者のことを聞いていた。キリストの力について聞いた
時、彼女の心に望みがわき起こった。母親としての愛情に
動かされて、彼女は娘の状態をイエスに訴えようと決心し

398
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た。彼女は、自分の苦悩をイエスに持って行こうと固く心
にきめた。ぜひともイエスにこの子をなおしていただかな
くてはならない。彼女はこれまで異教の神々の助けを求め
たが、何の安心も得られなかった。時々彼女は、このユダ [878]
ヤ人の教師がわたしのために何ができるだろうかという考
えにさそわれた。しかし、イエスに助けを求めた者は、金
持ちであろうと、貧しい人間であろうと、あらゆる種類の
病気をいやされるといううわさがたっていた。彼女はただ
一つの望みを失うまいと決心した。
キリストはこの女の事情をご存知だった。主はこの女が

ご自分に会いたいと心から願っていることをお知りになっ
て、彼女の道に身を置かれた。彼女を不幸から救うことに
よって、イエスは、ご自分が教えようと考えておられる教
訓について、生きた実例を与えることがおできになるので
あった。このためにイエスは、弟子たちをこの地方へ連れ
てこられたのだった。イエスは、イスラエルの国のすぐ近
くの都市や村々に見られる無知に弟子たちが気づくように
望まれた。真理を理解するためにあらゆる機会を与えられ
ている民が、周囲の人々の必要については何も知らなかっ
た。暗黒のうちにある魂を助ける努力は何もなされていな
かった。ユダヤ人としての誇りによって築かれたへだての
壁は、弟子たちが異教の世界に同情するのさえさまたげて
いた。だがこうした壁は打破されるのであった。
キリストは女の願いにすぐにはお答えにならなかった。

イエスは軽蔑されている民族のこの代表者に、ユダヤ人な
らこんなふうにしたであろうと思われるような応対の仕方
をされた。そうすることによって、イエスは、この女に対
するご自分の応接に示される、このような場合のユダヤ人
の冷酷で無情な態度と、次に女の願いをきかれたことに示
される、このような困っている人々をとり扱われるイエス
の憐れみ深い態度に、弟子たちが感銘を受けるように意図
されたのであった。
イエスは答えられなかったが、この女は信仰を失わな

かった。彼女のことばが耳にはいらなかったかのように、
イエスが通り過ぎて行かれると、彼女はイエスについてき
て願いつづけた。弟子たちは女のしつこさに困ってしまっ
て、イエスに女を追っぱらってくださいとたのんだ。彼
らは、主が女を冷淡にとり扱われるのを見た。そして主も
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カナン人に対するユダヤ人の偏見をよろこんでおられるの
だと思った。しかしこの女が懇願したのは、憐れみ深い救
い主に対してであった。イエスは弟子たちのたのみに答え
て、「わたしは、イスラエルの家の失われた羊以外の者に
は、つかわされていない」と言われた（マタイ15：24）。
この答はユダヤ人の偏見に一致しているように見えるが、
そこには弟子たちに対する譴責が言外に含まれていた。そ
の譴責は、イエスがたびたび彼らに言われたこと、すなわ
ちイエスはご自分を受け入れるすべての者を救うためにお
いでになったのだということを彼らに思い出させるためで
あったことを、弟子たちはのちになってさとった。
女は、キリストの足下にひれ伏して、ますます熱心に

事情を訴え、「主よ、わたしをお助けください」と叫ん
だ（マタイ15：25）。イエスは、ユダヤ人の無情な偏見に
従って、あいかわらず女のたのみをしりぞけるふうをし
て、「子供たちのパンを取って小犬に投げてやるのは、
よろしくない」と答えられた（マタイ15：26）。このこと
は、恵まれている神の民に与えられた祝福を他国民や、イ
スラエルに国籍のない外国人に気前よく与えることは正当
でないといっているのと同じであった。熱心さの足りない
嘆願者だったら、この答に落胆してしまったであろう。と
ころが女は、自分の機会がきたと思った。イエスは表面拒
絶しておられるが、女はその底にかくしきれない憐れみを
見たのである。女は答えた、「主よ、お言葉どおりです。
でも、小犬もその主人の食卓から落ちるパンくずは、いた
だきます」（マタイ15：27）。家族の子供たちは、父親の
食卓で食べるが、犬たちでさえ食物をもらわないでほうっ
ておかれることはない。犬たちは、十分な食物のある食卓
から落ちるパンくずをもらう権利がある。そのように、多
くの祝福がイスラエルに与えられている一方には、彼女の
ためにもまた祝福があるのではないだろうか。彼女は犬と
してみられていたが、そうならイエスの豊かな恵みからこ
ぼれるバンくずをもらう犬の資格もあるのではないだろう
か。
イエスは律法学者たちとパリサイ人たちがご自分の生命[879]

をねらっていたので、働きの場所から離れられたばかりで
あった。彼らはつぶやき、不平を言った。彼らは不信とに
がにがしさを表明し、自分たちに惜しみなくさし出された
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救いを拒絶した。ここでイエスは、神のみことばの光に恵
まれていない不幸な、軽蔑された種族の1人にお会いになる
が、彼女はその場でキリストの天来の感化に従い、イエス
が彼女のたのみをかなえてくださる能力を持っておられる
ことに絶対の信仰を持っている。彼女は主の食卓から落ち
るパンくずを求めている。彼女はもし犬の特権が与えられ
るなら、喜んで犬としてみられたいというのである。彼女
は、その行動に影響するような国民的あるいは宗教的な偏
見や誇りなどを持っていないので、イエスがあがない主で
あり、また願うことは何でもかなえてくださることができ
るお方であることをすぐに認める。
救い主は満足された。主はご自分に対する彼女の信仰

を試みられた。彼女に対する態度によって、イエスは、
イスラエルから社会ののけもののようにみなされていたこ
の女が、もはや外国人ではなくて、神の家族の子供である
ことを示された。天父の賜物にあずかることは、子供とし
て彼女の特権である。キリストはいま彼女のたのみを聞き
入れ、弟子たちへの教訓をとじられる。同情と愛の顔つき
で彼女の方へふり向かれたイエスは、「女よ、あなたの信
仰は見あげたものである。あなたの願いどおりになるよう
に」と言われた（マタイ15：28）。その時から、彼女の娘
は健康になった。悪鬼はもう彼女を苦しめなかった。女は
救い主を認め、自分の祈りがきかれた喜びのうちに帰って
行った。
この旅行の間にイエスが行われた奇跡はこれだけであっ

た。イエスがツロとシドンの境に行かれたのはこの奇跡
を行うためであった。イエスは、この苦しんでいる女を救
い、同時にご自分がおられなくなった時弟子たちのために
なるように、軽蔑されている民の1人に対する憐れみのみわ
ざを通して、模範を残そうと望まれたのであった。イエス
は、弟子たちがユダヤ人的排他心を捨て、自分の民のため
に働くと同時に、さらにまたほかの民のためにも働くこと
に関心を持つように望まれた。
イエスは、長年の間かくされてきた真理の深い奥義

を示したいと望まれた。それは、異邦人がユダヤ人と同
じ世継ぎであり、「福音によりキリスト・イエスにあっ
て、. . . . . .共に約束にあずかる者となることである」（エペ
ソ3：6）。弟子たちにはこの真理がなかなかわからなかっ
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たので、天来の教師は次々と教訓をお与えになった。カペ
ナウムで百卒長の信仰に報いられたことによって、またス
カルの住民に福音を説かれたことによって、イエスはご自
分がユダヤ人の偏狭さを持っておられない証拠をすでに示
された。しかしサマリヤ人は神のことをいくらか知ってい
たし、また百卒長はイスラエルに親切を示していた。いま
イエスは、弟子たちを1人の異教徒と接触させられたが、彼
らは、この女がその属している民と同じように、イエスの
恵みを期待する理由は何もないと思っていた。イエスはこ
のような者をどう扱うべきかについて、手本を与えようと
お思いになった。弟子たちは、イエスが恵みの賜物をあま
りにも惜しげなく施されると思っていた。イエスは、ご自
分の愛が民族や国民に限定されるものではないことを示し
たいと望まれた。
「わたしは、イスラエルの家の失われた羊以外の者に

は、つかわされていない」と言われた時、イエスは、事
実を述べられたのであって、このカナン人の女のための
働きにおいて、ご自分の任務を果たしておられた（マタ
イ15：24）。この女はイスラエルが救うべきであった失わ
れた羊の1匹であった。キリストがしておられたのは、彼ら
に割り当てられた働きで、しかも彼らがなおざりにしてき
た働きであった。
この行為によって、弟子たちの心は、目の前におかれて

いる異邦人のための働きについて、もっと広く開かれた。
彼らはユダヤの外側に有用な広い伝道地を見た。彼らは、
より大きな恵みを受けている人たちの知らない悲しみに耐
えている魂を見た。軽蔑すべき相手として教えられてきた
人々の中に、大いなるいやし主の助けを熱望し、ユダヤ人
に豊かに与えられている真理の光を飢えかわくように求め
ている魂がいた。[880]
のちになって、弟子たちがイエスを世の救い主と宣言し

たために、ユダヤ人がもっとかたくなに弟子たちから離れ
た時、またキリストの死によってユダヤ人と異邦人とのへ
だての壁がうち倒された時、この教訓は、福音の働きが風
習や国籍によって制限されないということを示している他
の同じような教訓とともに、キリストの代表者たち炉その
働きを指導する上に大きな影響を及ぼした。



第43章　打破された壁 403

救い主がフェニキヤを訪れ、そこで奇跡を行われたこと
にはもっと広い目的があった。この働きがなされたのは、
苦しんでいる女のためだけでもなければ、弟子たちや弟
子たちの働きを受け入れた人々のためだけでもなかった。
それは「あなたがたがイエスは神の子キリストであると
信じるためであり、また、そう信じて、イエスの名によっ
て命を得るため」であった（ヨハネ20：31）。1800年前に
（注・本書の執筆当時からかぞえて）人々とキリストとの
間をさまたげていた勢力は今日も働いている。ユダヤ人と
異邦人との間のへだての壁を築きあげた精神は、いまも生
きている。誇りと偏見のために、異なった階級の人々の間
に頑固なへだての壁が築かれてきた。キリストとその使命
はまちがって解釈され、一般の人々は、自分たちは事実上
福音の働きからしめ出されていると思っている。だがキリ
ストからしめ出されていると彼らに思わせてはならない。
人間やサタンが築くことのできる壁で信仰によって突破で
きないものは一つもない。
フェニキヤの女は、ユダヤ人と異邦人の間につみあげら

れた壁に信仰をもってぶつかった。落胆させられるような
ことに抵抗し、疑いたくなるような様子がみえたにもかか
わらず、彼女は救い主の愛に信頼した。キリストは、われ
われがこのようにキリストに信頼するように望まれる。救
いの祝福はすべての魂のためである。自分自身でえらぶ以
外には、どんなものも、人が福音を通しイエス・キリスト
にあって約束にあずかる者となるのをさまたげることはで
きない。
神は差別的階級制度を憎まれる。神はこの種のものを

すべて無視される。神の御目には、すべての人の魂は同じ
価値がある。神は「ひとりの人から、あらゆる民族を造り
出して、地の全面に住まわせ、それぞれに時代を区分し、
国土の境界を定めて下さったのである。こうして、人々
が熱心に追い求めて捜しさえすれば、神を見いだせるよう
にして下さった。事実、神はわれわれ一人一人から遠く離
れておいでになるのではない」（使徒行伝17：26、27）。
年令、地位、国籍、宗教上の特権などの区別なく、だれで
もみな神のもとにきて生きるように招かれている。「『す
べて彼を信じる者は、失望に終ることがない』. . . . . .ユダ
ヤ人とギリシャ人との差別はない」「もはやユダヤ人も
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ギリシャ人もなく、奴隷も自由人もなく」「富める者と
貧しい者とは共に世におる、すべてこれを造られたのは
主である」「同一の主が万民の主であって、彼を呼び求
めるすべての人を豊かに恵んでくださるからである。なぜ
なら、『主の御名を呼び求める者は、すべて救われる』と
あるからである」（ローマ10：11、12、ガラテヤ3：28、箴
言22：2、ローマ10：12、13）。
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本章はマタイ15：2939、16：112、マル
コ7：3137、8：121に基づく

「それから、イエスはまたッロの地方を去り、シドンを
経てデカポリス地方を通りぬけ、ガリラヤの海辺にこられ
た」（マルコ7：31）。
悪霊につかれたガダラ人がいやされたのは、デカポリ

ス地方においてであった。その時ここの人たちは、豚が全
滅したのに驚いて、イエスが彼らのところから立ちのかれ
るように強制した。しかし彼らはイエスがあとに残された
使者たちから話を聞き、イエスに会いたいという願いが起
こった。この地方にもう瞳イエスがこられると、群衆がイ
エスのまわりに集まり、耳 が聞えず口のきけない人をみ [881]
もとにつれてきた。イエスは、こんどはいつもの場合とち
がって、ただ一言でその男をなおしておやりにならなかっ
た。イエスは、彼を群衆の中から連れ出されると、その
両耳に指をさしこみ、その舌にふれ、天を仰いで、真理に
向かって開こうとしない耳と、あがない主を告白しようと
しない舌とを思って、ため息をっかれた。「開けよ」とい
うことばに、この男は話すことができるようになり、そし
て、だれにも言ってはならないとの命令を無視して、自分
がいやされた話を言いひろめた。
イエスが山へのぼって行かれると、そこへ群衆が集ま

り、病人や足の不自由な人を連れてきてイエスの足もとに
おいた。イエスは、彼らを全部なおしておやりになった。
すると人々は、異教徒ではあったが、イスラエルの神をほ
めたたえた。彼らは、3日間救い主のまわりにむらがりつづ
け、夜は野外に眠り、昼間は熱心につめかけて、キリスト
のみことばを聞き、そのみわざを見た。3日の終りには、彼
らの食物がなくなった。イエスは、空腹のまま彼らを去ら
せたくないと思われ、弟子たちを呼んで、人々に食物を与
えるようにと言われた。すると弟子たちはふたたび不信を

405
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ばくろした。ベッサイダで、彼らの手にあったすこしばか
りのものが、キリストによって祝福された時、群衆に食べ
させるのに役立ったのを彼らは見ていた。それなのに彼ら
は、イエスの力が飢えた群衆のために何倍にもふやしてく
ださることを信じて、持っているだけのものを全部さし出
そうとしなかった。その上、イエスがベッサイダで養われ
たのはユダヤ人だったが、ここの人たちは異邦人であり、
異教徒であった。弟子たちの心の中にはまだ偏見が強かっ
た。彼らはイエスに、「荒野の中で、こんなに大ぜいの群
衆にじゆうぶん食べさせるほどたくさんのパンを、どこで
手に入れましょうか」と答えた（マタイ15：33）。しかし
イエスのことばに従って、彼らはあるだけのもの、すなわ
ち7つのパンと2匹の魚を持ってきた。群衆は食べ、そして
なお7つの大きなかごにくずが残った。女や子供たちのほか
に4000人の男たちが、こうして元気をとりもどし、イエス
はこれらの人たちを喜びと感謝の気持をもって帰された。
それからイエスは、弟子たちと舟に乗って湖を渡り、ゲ

ネサレ平野の南端にあるマグダラに行かれた。ツロとシド
ンの境では、スロ・フェニキヤの女のたよりきった信頼に
よって、イエスの心は新しい力を回復していた。デカポリ
スの異教の民は、よろこんでイエスを受け入れた。前にご
自分の力を最もめざましくあらわされ、多くの憐れみのみ
わざをなし、教えを与えられたこのガリラヤに、イエスが
もう1度上陸された時、そこでイエスが出会われたのは侮辱
的な不信であった。
パリサイ人の代表団には、祭司派であり、懐疑論者であ

り、国民の貴族階級であり、かつ金持ちである尊大なサド
カイ人からの代表者たちが加わっていた。この2つの分派
は互に激しい敵意をいだいていた。サドカイ人は、自分た
ちの地位と権威とを維持するために、支配当局のごきげん
をとっていた。一方パリサイ人は、ローマ人に対する民衆
の憎悪心を育て、征服者のくびきをたち切ることのできる
日を待ち望んでいた。だがパリサイ人とサドカイ人は、い
ま一緒になって、キリストに反対した。類は類を求め、悪
は、どこにあっても、善人を滅ぼすために、悪と同盟する
のである。
いまパリサイ人とサドカイ人は、キリストのところへ

やってきて、天からのしるしを求めた。ヨシュアの時代
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に、イスラエルがベテホロンでカナン人と戦うために出
て行った時、勝利をおさめるまで太陽が指揮官の命令で静
止したことがあった。イスラエルの歴史には同じような多
くのふしぎがあらわされた。何かそういったようなしるし
がイエスに要求されたのである。しかしユダヤ人にとって
必要なのはこうしたしるしではなかった。単に外面的なし
るしは、彼らの益とならなかった。彼らにとって必要なの
は、知的な啓示ではなくて、霊的な革新であった。
「偽善者よ、あなたがたは天地の模様を見分けることを

知りながら」——彼らは空を調べて天気を予報することが
できた——「どうして今の時代を見分けることができない
のか」と、イエスは言われた（ルカ 12：56）。彼らに罪を [882]
自覚させる聖霊の力をもって語られるキリストご自身のこ
とばこそ、神が彼らの救いのためにお与えになったしるし
であった。また天から直接のしるしもキリストの使命を証
拠だてるために与えられていた。牧羊者たちへの天使たち
の歌、博士たちをみちびいた星、イエスのバプテスマの時
に天からくだったはとと声は、イエスをあかしするもので
あった。
「イエスは、心の中で深く嘆息して言われた、『なぜ、

今の時代はしるしを求めるのだろう』」「しかし、ヨナ
のしるしのほかには、なんのしるしも与えられないであろ
う」（マルコ8：12、マタイ16：4）。ヨナが3日3晩くじら
の腹の中にいたように、キリストも同じ間「地の中」にお
られるのであった（マタイ12：40）。そしてヨナの警告が
ニネベの人たちにとってしるしであったように、キリスト
の説教は当時の世代にとってしるしであった。しかし世人
の受け入れ方には何という相違がみられたことだろう。異
教の大都市ニネベの住民は、神からの警告を聞いた時ふる
えあがった。王も貴族もへりくだり、身分の高い人も低い
人もいっしょに天の神の前に叫び求めたので、神の憐れみ
が彼らに与えられた。「ニネベの人々が、今の時代の人々
と共にさばきの場に立って、彼らを罪に定めるであろう。
なぜなら、ニネベの人々はヨナの宣教によって悔い改めた
からである。しかし見よ、ヨナにまさる者がここにいる」
とキリストは言われた（マタイ12：41）。
キリストが行われた奇跡の一つ一つは、キリストの神性

のしるしであった。イエスは、メシヤについて予告された
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働きをしておられたが、パリサイ人にとって、こうした憐
れみのみわざはまことに不愉快だった。ユダヤ人の指導者
たちは、人間の苦しみを冷酷な無関心をもってながめた。
多くの場合、キリストがやわらげてくださった苦しみは、
こうした指導者たちの利己心と圧迫から生じたものであっ
た。だからキリストの奇跡は、彼らにとらて一つの譴責で
あった。
ユダヤ人に救い主の働きをこばませたものが、キリス

トの神としてのご品性についての最高の証拠であった。キ
リストの奇跡の最大の意義は、それが人類を祝福するため
であったということにみられる。キリストが神のみもとか
らこられたという最高の証拠は、キリストの生活が神のご
品性をあらわしていたことである。キリストは神の働きを
し、神のみことばを語られた。このような生活こそあらゆ
る奇跡の中で最高の奇跡である。
今日、真理のことばが示されると、ユダヤ人のように、

わたしたちに証拠をみせてください、わたしたちのために
奇跡を行ってくださいと叫ぶ者が多い。キリストは、パリ
サイ人の要求によって奇跡を行われたことはなかった。彼
は荒野でサタンのそそのかしに応じて奇跡を行われなかっ
た。キリストは、われわれが自分自身を弁護したり、不信
と高慢の要求を満足させたりするために、われわれに力を
お与えにならない、しかし福音が神から出たものであるこ
とを示すしるしがないわけではない。われわれがサタンの
束縛をたち切ることができるのは、一つの奇跡ではないだ
ろうか。サタンに対する敵意は人の心に自然にあるもので
はなくて、それは神の恵みによってうえつけられるのであ
る。頑固で、わがままな意志に支配されていた者が自由に
なり、神が天の使者を通して引きよせられるのに全心全霊
をもって応ずる時、一つの奇跡が行われる。強力な欺瞞に
陥っていた人が道徳的真理をさとるようになった時もそう
である。魂が悔い改めて、神を愛し、神の戒めを守るよう
になるたびに、「わたしは新しい心をあなたがたに与え、
新しい霊をあなたがたの内に授け」るとの神の約束が成就
される（エゼキエル36：26）。
人間の心の変化、すなわち人の品性が一変することは、

一つの奇跡であって、それは生きておられる救い主が魂を
救うために働いておられる証拠である。キリストのうちに
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あって矛盾のない生活は、一つの大きな奇跡である。神の
みことばが説かれるときにいつもあらわされるしるしは、
聖霊が臨在されて、聞く者にそのことばを新生の力として
下さることである。これこそ神がご自分のみ子の使命につ
いて世人の前に示されるあかしである。
イエスにしるしを望んだ人々は、不信のうちに心がか [883]

たくなになっていたので、キリストのご品性のうちに神の
みかたちを認めなかった。彼らは、キリストの使命が聖書
の成就であることを認めようとしなかった。金持ちとラザ
ロのたとえの中で、イエスは、パリサイ人に「もし彼らが
モーセと預言者とに耳を傾けないなら、死人の中からよみ
がえってくる者があっても、彼らはその勧めを聞き入れは
しないであろう」と言われた（ルカ16：31）。天あるいは
地において、どんなしるしが与えられても、それは彼らの
益とはならないであろう。
イエスは「心の中で深く嘆息して」あら探しをする人々

の群れから離れ、弟子たちとふたたび舟に乗られた（マル
コ8：12）。悲しい沈黙のうちに、彼らはもう1度湖を渡っ
た。しかし彼らは、さきに出たところへは戻らず15000人が
養われた場所の近くのベッサイダに舟を向けた。向こう岸
に着くと、イエスは、「パリサイ人とサドカイ人とのパン
種を、よくよく警戒せよ」と言われた（マタイ16：6）。ユ
ダヤ人は、モーセの時代以来、過越節の期間には家の中か
らパン種を除く習慣があった。こうして彼らはパン種を罪
の型とみなすことを教えられていた。しかし弟子たちは、
イエスのことばを理解しなかった。彼らはマグダラを急に
出発したので、パンを持参することを忘れ、持っていたパ
ンは一つしかなかった。彼らはキリストがこうした事情の
ことを言われ、パリサイ人やサドカイ人のパンを買わない
ようにと注意しておられるのだと思った。彼らは信仰と霊
的な洞察力に欠けていたので、イエスのみことばをこんな
ふうに誤解することがよくあった。そこでイエスは、少し
の魚とパンとで数千人に食べさせたご自分がこの厳粛な警
告の中で一時の食物だけのことを言ったように彼らが考え
たことをおしかりになった。パリサイ人とサドカイ人のず
るい論議によって、弟子たちの中に不信の種がまかれ、彼
らがキリストのみわざを軽んずるようになる危険があった
のである。
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弟子たちは、天のしるしを求める人々の願いを主がきき
入れてくださったらよかったのにと考えたがった。主はし
るしを与えることが十分おできになり、またそのようなし
るしによって敵は沈黙するであろうと、彼らは信じた。彼
らは、あら探しをする連中の偽善をみわけていなかった。
何か月かのちに、「おびただしい群衆が、互に踏み合う

ほどに群がってきた」時に、イエスは同じ教えをくり返さ
れた。「イエスはまず弟子たちに語りはじめられた、『パ
リサイ人のパン種、すなわち彼らの偽善に気をつけなさ
い』」（ルカ12：1）。
パン種が食物の中に入れられると、それは目に見えない

働きをして、全部の量をそれ自身の性質に変える。そのよ
うにもし心の中に偽善があるのをそのままにしておくと、
それは品性と生活に充満する。いわゆる「コルバン」の習
慣によって、宮に献げ物をするという口実の下に、子とし
ての義務を怠ることがおおいかくされていたが、キリスト
は、すでにこの習慣を攻撃することによって、パリサイ人
の偽善についてその目立った例を責められた。学者やパリ
サイ人は、欺瞞的な原則をしのびこませていた。彼らは、
自分たちの教義の真の意図をかくし、あらゆる機会を利用
して、聞く人々の心にその教義をたくみに吹きこんだ。こ
のようなまちがった原則は、1度受け入れられると、食物の
中のパン種のように働き、品性にしみこんでこれを変えて
しまうのであった。人々がキリストのみことばを受け入れ
るのを困難にしたのは、この欺瞞的な教えだった。
今日も、神の律法を自分たちの習慣に合うように説明し

ようとする人たちによって、同じ影響が及ぼされている。
このような人たちは、律法を公然と攻撃しないで、律法
の原則をひそかに害するような臆測的な理論を口にする。
彼らは律法の力を破壊するような説明の仕方をするのであ
る。
パリサイ人の偽善は、利己主義の産物であった。自分自

身の栄誉が彼らの人生の目的であった。このために、彼ら
は、聖書を曲解し、これを悪用するようになり、キリスト
の使命の目的について盲目になった。キリストの弟子たち
でさえ、この陰険な悪を心に宿す危険があった。イエスに
従う者たちの仲間に入りながら、キリストの弟子となるた[884]
めにいっさいを捨てきっていない者は、パリサイ人の理屈
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から大きな影響を受けた。彼らはたびたび信仰と不信の間
を動揺し、キリストのうちにかくされている知恵の宝をみ
わけなかった。弟子たちでさえ、外面的にはイエスのため
にいっさいを捨てていたが、心の中では自分自身のために
大きなことを求めることをやめていなかった。だれが一番
えらいかということについて争いを引き起こしたのは、こ
の精神であった。この精神が彼らとキリストとの間に入り
こんだために、彼らは、キリストの自己犠牲の使命に共鳴
することができずあがないの奥義を理解するのに手間どっ
た。パン種が最後まで働くのを放っておくと腐敗が生じる
ように、利己主義の精神が心に宿ると、それは魂を堕落さ
せ、滅ぼしてしまうのである。
昔と同じように今日も、主イエスに従う者の中に、この

陰険で欺瞞的な罪がどんなに広く見られることだろう。キ
リストへの奉仕やお互いの間のまじわりが、自分を高めた
いとのひそかな欲望のためにどんなにしばしばそこなわれ
ることだろう。自己満足の思いと、人の賛成を願う心が何
とすぐに起こりがちだろう。神の戒めの代りに人間の理論
と言い伝えに従うようになるのは、自分を愛し、神が定め
られたよりももっとらくな道を望むからである、「パリサ
イ人のパン種. . . . . .に気をつけなさい」とのキリストの警告
のみことばは、キリストご自身の弟子たちに語られている
のである（ルカ12：1）。
キリストの宗教は誠実そのものである。神の栄えをあ

らわそうとする熱心さは、聖霊によってうえつけられる動
機であって、この動機をうえつけることができるのはみた
まの効果的な働きだけである。利己心と偽善とを追放でき
るのは神の力だけである。この変化こそキリストが働いて
おられるしるしである。われわれの受け入れる信仰によっ
て、利己心と見せかけとが滅ぼされる時、またこの信仰に
よってわれわれ自身の栄えではなく神の栄えを求めるよう
になる時、われわれはその信仰が正しいものであることが
わかる。「父よ、み名があがめられますように」というの
が、キリストのこ生涯の基調であったが、われわれがキリ
ストに従うとき、それはまたわれわれの一生の基調となる
のである（ヨハネ12：28）。主はわれわれに「彼が歩かれ
たように」歩くように命じておられる。「もし、わたした



412 各時代の希望

ちが彼の戒めを守るならば、それによって彼を知っている
ことを悟るのである」（ヨハネ2：6、3）。
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本章はマタイ16：1328、マルコ8：2738、ルカ9：1827に基
づく

地上におけるキリストの働きは、急速に終わりに近づ
いていた。キリストの前には、その足が向けられている
光景がはっきりと輪郭をえがいていた。キリストは、すで
に人性をおとりになる前から、失われた者を救うためにご
自分の歩まねばならない道のりの全体をごらんになってい
た。キリストは、王冠と王衣を脱ぎ捨てて王座から下り、
人性をもって神性をおおわれる前から、その心をひき裂
く悲しみ、ご自分に浴びせられる侮辱、耐えねばならない
欠乏の一つ一つを、はっきりごらんになっていた。馬ぶね
からカルバリーまでの道は、すべてイエスの目の前にあっ
た。主はご自分にのぞむ苦悩をご存知だった。主はそうし
たことのすべてを知りながらなお、「見よ、わたしはまい
ります。書の巻に、わたしのためにしるされています。わ
が神よ、わたしはみこころを行うことを喜びます。あなた
のおきてはわたしの心のうちにあります」と言われた（詩
篇40：7、8）。
キリストは、ご自分の使命の結果をいつも目の前に見

ておられた。イエスの地上生活はほねおりと犠牲に満ちて
いたが、イエスは、こうしたことがすべてむだな労苦にな
らないという見通しによって元気づけられた。人々のいの
ちのためにご自分のいのちを与えることによって、イエス
は、世を神への忠誠に導きかえされるのであった。まず血
のバプテスマを受けられねばならなかったが、またその罪 [885]
なき魂に世の罪が重くのしかかるのであったが、そしてま
た言いつくせないほどの苦悩の影が主の上にあったが、そ
れでもなおキリストは「自分の前におかれている喜びのゆ
えに、恥をもいとわないで十字架を忍」ぶことを望まれた
（ヘブル12：2）。

413
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キリストの伝道の仲間としてえらばれた者たちの目に
は、キリストの前にある光景がまだかくされていた。し
かし彼らがキリストの苦悩を見なければならない時が近づ
いていた。彼らは、自分たちが愛し信頼しているキリスト
が敵の手に渡され、カルバリーの十字架につけられるのを
目に見なければならない。まもなくキリストは、彼らを目
に見えるご自分の存在という慰めなしに世に当面させねば
ならない。主は、彼らがどんなにはげしい憎しみと不信に
よって迫害されるかを知っておられた。そこでイエスは、
彼らを試練に対して備えさせようと望まれた。
いまイエスは弟子たちとピリポ・カイザリヤ地方のある

町にきておられた。彼らは、ガリラヤの境を越えて、偶像
礼拝の盛んな地方へきていた。ここで弟子たちは、ユダヤ
教の支配的な影響からしりぞいて、異教の礼拝と一層近く
接触させられた。彼らの周囲には世界のどこにも見られる
ような迷信を形に表わしたものがあった。イエスは、弟子
たちがこうしたものを見ることによって、異教徒に対する
責任を感ずるように望まれた。この地方に滞在しておられ
る間、イエスは民に教えることをひかえて、もっと十分に
弟子たちのために力をつくそうと努力された。
キリストは、ご自分を待ち受けている苦難について彼ら

に語ろうとしておられた。しかし主は、まず1人離れて、
彼らの心がキリストのことばを受け入れる備えができるよ
うに祈られた。弟子たちのところへもどってこられると、
主は、知らせようと思っておられたことをすぐにはお伝え
にならなかった。そうする前に、イエスは、彼らがきたる
べき試練に対して力が与えられるように、イエスに対する
信仰を告白する機会をお与えになった。「人々は人の子を
だれと言っているか」とイエスはおたずねになった（マタ
イ16：13）。
残念ながら弟子たちは、イスラエルがメシヤを認めな

かったことを承認しないわけにいかなかった。もっともあ
る人々は、イエスの奇跡を見て、イエスはダビデの子であ
ると断言した。ベッサイダで食べさせてもらった群衆は、
イエスをイスラエルの王として宣言しようと望んだ。多く
の者は、イエスを預言者として受け入れようとした。だが
彼らは、イエスをメシヤとして信じなかった。
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イエスは、こんどは弟子たち自身に関係のある第二の質
問を出された。「それでは、あなたがたはわたしをだれと
言うか。」ペテロが答えて言った、「あなたこそ、生ける
神の子キリストです」（マタイ16：15、16）。
ペテロは、はじめからイエスをメシヤと信じていた。

バプテスマのヨハネの説教を聞いて罪を悟った他の多く
の者たちは、ヨハネが投獄されて死刑に処せられると、ヨ
ハネの使命について疑いをいだきはじめた。彼らはこんど
は、イエスが長い間待ち望んでいたメシヤであるかどうか
を疑った。イエスがダビデの位につかれることを熱烈に期
待していた弟子たちの多くも、イエスにその気持がないこ
とを認めると、イエスから離れた。だがペテロとその仲間
たちは忠誠を変えなかった。救い主にほんとうに従ってい
る者たちの信仰は、きのうは称賛し、きょうは非難すると
いったような人々の移り変る態度によって、破壊されるこ
とはなかった。ペテロは、「あなたこそ、生ける神の子キ
リストです」と断言した。彼は、主が王として冠をつけら
れる栄誉を待たないで、屈辱のうちにあられるキリストを
受け入れた。
ペテロは12人の信仰を表明していた。それでも弟子たち

は、まだまだキリストの使命を理解していなかった。祭司
たちや役人たちの反対と悪宣伝は弟子たちをキリストから
引き離すことができなかったが、それでも彼らのうちに大
きな困惑を生じさせた。彼らは自分たちの道がはっきりわ
からなかった。彼らの子供時代の教育の影響やラビたちの
教えや、言い伝えの力などが依然として真理に対する彼ら
の考え方をさまたげていた。時々イエスからの尊い光が彼
らを照らしたが、それでも彼らは、しばしば暗がりを手さ [886]
ぐりで進んでいる人々のようであった。しかしこの日、彼
らが信仰の大きな試みに直面させられる前に、聖霊は力を
ともなって彼らの上にとどまった。しばらくの間彼らの目
は、「見えるもの」から離れて、「見えないもの」にそそ
がれた（Ⅱコリント4：18）。人性のよそおいの下に、彼ら
は神のみ子の栄光を認めたのであった。
イエスはペテロに答えて言われた、「バルヨナ・シモ

ン、あなたはさいわいである。あなたにこの事をあらわ
したのは、血肉ではなく、天にいますわたしの父である」
（マタイ16：17）。
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ペテロが告白した真理は、信者の信仰の土台である。こ
れこそキリストご自身が永遠のいのちであると宣言された
ものである。だがこの知識を持っていることは、自己称賛
の理由にはならなかった。それがペテロに示されたのは、
彼に知恵や徳があったからではなかった。人間は1人で神
についての知識に到達することはできない。「それは天よ
りも高い、あなたは何をなしうるか。それは陰府（よみ）
よりも深い、あなたは何を知りうるか」（ヨブ11：8）。
「子たる身分を授ける霊」のみが、神について「目がま
だ見ず耳がまだ聞かず人の心に思い浮びもしなかった」
深い事がらをわれわれに示すことができるのである（ロー
マ8：15、1コリント2：9）。「そして、それを神は、御霊
によってわたしたちに啓示して下さったのである。御霊は
すべてのものをきわめ、神の深みまでもきわめるのだから
である」（コリント2：10）。「主の奥義は主をおそれる者
のためにあり」（詩篇25：14・英語訳）。ペテロがキリス
トの栄光をみとめたことは、彼が「神に教えられ」た証拠
である（ヨハネ6：45）。ああ、実に「バルヨナ・シモン、
あなたはさいわいである。あなたにこの事をあらわしたの
は、血肉ではな」かった（マタイ16：17）。
イエスはつづけて言われた、「そこで、わたしもあな

たに言う。あなたはペテロである。そして、わたしはこの
岩の上にわたしの教会を建てよう。黄泉（よみ）の力もそ
れに打ち勝つことはない」（マタイ16：18）。ペテロとい
うことばは、石——ころがる石という意味である。ペテロ
は、その上に教会を建てられる岩ではなかった。よみの門
は、ペテロがのろいと誓いとをもって主をこばんだ時に彼
に打ち勝った。教会は、よみの門が打ち勝つことのできな
いお方の上に建てられた。
救い主来臨の何世紀も前に、モーセは、イスラエルの救

いの岩であられるキリストをさし示した。詩篇記者は「わ
が力の岩」について歌った。イザヤはこう書いている、
「主なる神はこう言われる、『見よ、わたしはシオンに一
つの石をすえて基とした。これは試みを経た石、堅くすえ
た尊い隅の石である』」（申命記32：4参照、詩篇62：7、
イザヤ28：16）。ペテロ自身、霊感を受けて書いた時、こ
の預言をイエスにあてはめて、こう言っている。「あな
たがたは、主が恵み深いかたであることを、すでに味わい



第45章　十字架の前兆 417

知ったはずである。主は、人には捨てられたが、神にとっ
ては選ばれた尊い生ける石である。この主のみもとにき
て、あなたがたも、それぞれ生ける石となって、霊の家に
築き上げられ. . . . . .なさい」（ペテロ2：35）。
「すでにすえられている土台以外のものをすえること

は、だれにもできない。そして、この土台はイエス･キリ
ストである」（コリント3：11）。「わたしはこの岩の上
にわたしの教会を建てよう」とイエスは言われた（マタ
イ16：18）。神と全天使たちの前で、また目に見えないよ
みの軍勢の前で、キリストは生ける岩の上にご自分の教
会を建てられた。その岩はキリストご自身——われわれの
ために裂かれ傷つけられたキリストご自身のからだであっ
た。この土台の上に建てられた教会に、よみの門は打ち勝
つこと炉できない。
キリストがこのことばを語られた時、教会は、何と弱々

しくみえたことだろう。信者はほんの一握りしかなく、
この人々に向かって悪鬼と悪人の全勢力が向けられるの
であった。それでもキリストに従う者たちは恐れないので
あった。力の岩なるキリストの上に建てられているので、
彼らを打ち倒すことはできなかった。

6000年の間、信仰はキリストの上に築かれてき [887]
た。6000年の間、サタンの怒りという洪水と嵐がわれら
の救いの岩なるキリストを襲った。だがそれは動かされる
ことなく立っている。
ペテロは、教会の信仰の基である真理を表明したので、

イエスは、いまペテロに、信者全体の代表としての栄誉を
お与えになった。イエスは、「わたしは、あなたに天国の
かぎを授けよう。そして、あなたが地上でつなぐことは、
天でもつながれ、あなたが地上で解くことは天でも解かれ
るであろう」と言われた（マタイ16：19）。
「天国のかぎ」はキリストのみことばである。聖書のみ

ことばはすべてキリストのみことばであるから、「天国の
かぎ」は聖書を意味している。聖書のことばには天国を開
いたり閉じたりする力がある。それは人々が受け入れられ
るか拒否されるかする条件を宣告する。こうして神のみこ
とばを説く者たちの働きは、「いのちからいのちに至らせ
るかおり」か「死から死に至らせるかおり」となる（Ⅱコ
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リント2：16）。彼らの使命は、永遠の結果を負わされてい
る使命である。
救い主は、福音の働きを個人的にペテロにおまかせに

なったのではなかった。のちになって、キリストは、ペ
テロに言われたことばをくり返して、それを直接教会に適
用された。また実質的に同じことが、信者の団体を代表す
る12人に語られた。もしイエスが何か特別な権威を特に1人
の弟子におさずけになったのだったら、弟子たちの中で
だれが一番えらいかということについてしばしば論争され
るようなことはなかったであろう。彼らは主のご希望に服
従して、主がえらばれた1人を尊敬したであろう。キリス
トは、1人を彼らの首長として任命することをしないで、
「あなたがたは先生と呼ばれてはならない. . . . . .あなたがた
は教師と呼ばれてはならない。あなたがたの教師はただひ
とり、すなわち、キリストである」と弟子たちに言われた
（マタイ23：8、10）。
「すべての男のかしらはキリストで. . . . . .ある」（コリ

ント11：3）。神は、「万物をキリストの足の下に従わせ、
彼を万物の上にかしらとして教会に与えられた。この教
会はキリストのからだであって、すべてのものを、すべて
のもののうちに満たしているかたが、満ちみちているもの
に、ほかならない」（エペソ1：22、23）。教会は、キリス
トを土台として、その上に建てられている。教会は、キリ
ストをかしらとして、キリストに従うのである。教会は、
人にたよったり、人に支配されたりしない。教会の中の信
任の地位を占めることによって、その人は他の人たちに何
を信じさせ、何をさせるかを命令する権威が与えられると
主張する人が多い。神はこの主張を是認されない。救い主
は、「あなたがたはみな兄弟」であると宣言しておられる
（マタイ23：8）。人はみな試みに会い、誤りを犯しがち
である。有限な人間の指導にたよることはできない。信仰
の岩は、教会内におけるキリストの生きた存在である。ど
んなに弱い者も、キリストにたよることができ、自分は一
番強いと思っている者も、キリストを力としないかぎり、
一番弱い者であるということがわかる。「おおよそ人を頼
みとし肉なる者を自分の腕とし、その心が主を離れている
人は、のろわれる。」「主は岩であって、そのみわざは全
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く」「すべて主に寄り頼む者はさいわいである」（エレミ
ヤ17：5、申命記32：4、詩篇2：12）。
ペテロが告白したあとで、イエスは、ご自分がキリス

トであることをだれにも言ってはならないと弟子たちに
お命じになった。この命令は、学者とパリサイ人のがんこ
な反対があったから与えられたのであった。それよりも大
きな理由は、民はもちろん弟子たちでさえ、メシヤについ
てまったく誤った概念をいだいていたので、キリストにつ
いて公の発表をしたところで、キリストの性格と働きにつ
いて正しい理解を彼らに与えることができなかったからで
あった。しかし日1日とキリストは、ご自身を救い主として
彼らに示し、こうして、メシヤとしてのご自分について、
正しい概念を彼らに与えようと望まれた。
弟子たちは、キリストがこの世の王として統治されるも

のと、まだ期待していた。キリストはご自分の計画を長い
間かくしてこられたが、いつまでも世に知られず貧しいま [888]
まであられるとは限らないのだ、イエスが王国を建設され
る時は近づいているのだと、弟子たちは信じていた。祭司
たちとラビたちの憎しみは決して克服されないということ
や、キリストがご自分の国民からこばまれ、欺瞞者として
非難され、犯罪人として十字架につけられるなどという考
えを、弟子たちは決していだいたことがなかった。しかし
暗黒の勢力の時が近づいていたので、イエスは弟子たちの
前に、その戦いをお示しにならねばならなかった。イエス
はその試練を予想して悲しまれた。
これまでイエスは、ご自分の苦難や死に関連したこと

を彼らに知らせるのをひかえておられた。ニコデモと語
られた時、イエスは、「ちょうどモーセが荒野でへびを上
げたように、人の子もまた上げられなければならない。そ
れは彼を信じる者が、すべて永遠の命を得るためである」
と言われた（ヨハネ3：14、15）。しかし弟子たちは、こ
れを聞かなかったし、またたとえ聞いたとしても理解し
なかったであろう。しかしいま彼らは、イエスといっしょ
にいて、そのみことばを聞き、そのみわざを見てきたの
で、イエスのいやしい境遇や、祭司たちや民たちの反対に
もかかわらず「あなたこそ、生ける神の子キリストです」
とのペテロのあかしに加わることができるのである（マ
タイ16：16）。いま、将来をおおっているベールを取り除
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く時がきていた。「この時から、イエス・キリストは、
自分が必ずエルサレムに行き、長老、祭司長、律法学者た
ちから多くの苦しみを受け、殺され、そして3日目によみ
がえるべきことを、弟子たちに示しはじめられた」（マタ
イ16：21）。
弟子たちは、悲しみと驚きとで、ことばもなく聞いた。

キリストは、ペテロがイエスを神のみ子として認めたこと
を承認された。だから、いまイエスのみことばがご自分の
苦難と死を示していることは、不可解に思えた。ペテロは
だまっていることができなかった。彼は、さし迫った運命
からイエスを引き戻そうとするかのように、イエスをつか
まえて、「主よ、とんでもないことで魂そんなことがある
はずはございません」と叫んだ（マタイ16：22）。
ペテロは主を愛していた。だがイエスは、ペテロがこの

ように主を苦難から守りたいという希望を表明したことを
称賛されなかった。ペテロのことばは、大きな試練に直面
しておられるイエスにとって助けと慰めになるものではな
かった。彼のことばは、失われた世に対する神の恵みの目
的に一致するものでもなければ、イエスがご自分の模範を
通して教えるためにこられた自己犠牲の教訓に一致するも
のでもなかった。ペテロは、キリストの働きの中に十字架
を見ることを望まなかった。ペテロのことばから受ける印
象は、キリストがご自分に従う者たちに与えようと望んで
おられる印象と正反対のものであった。
そこで救い主は、これまでその口から聞かれたことの

ないほど激しい譴責のことばを語る気になられた、「サ
タンよ、引きさがれ。わたしの邪魔をする者だ。あなた
は神のことを思わないで、人のことを思っている」（マタ
イ16：23）。
サタンは、イエスを落胆させて、その使命から引き離

そうとしていたが、ペテロは、盲目的な愛情から、その試
みを口に出していた。悪の君サタンがその考え方の張本人
であった。衝動的な訴えの背後にはサタンのそそのかしが
あった。荒野で、サタンは、キリストが屈辱と犠牲の道を
捨てるならという条件で、この世の主権をキリストに提供
した。いまサタンは、キリストの弟子に同じ試みを仕向け
ていた。イエスは、ペテロの目を十字架に向けさせようと
望まれたが、サタンは、ペテロが十字架を見ないように、
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その目を地上の栄誉にそそがせようとした。こうしてサタ
ンは、ペテロを通して、もう1度イエスに試みをおしつけよ
うとしていた。しかし救い主は見向きもされなかった。イ
エスの思いはご自分の弟子の上にあった。サタンは、この
弟子の心が、彼のために受けられるキリストの屈辱のまぼ
ろしに感動させられないように、ペテロと主の間に入りこ
んでいた。キリストのみことばは、ペテロに向かってでは
なく、ペテロをあがない主から引き離そうとしていた者に
向かって語られたのであつた。「サタンよ、引きさがれ」
（マタイ16：23）。わたしと、まちがっているわたしのし
もべとの間にもうこれ以上入ってはいけない。わたしは、 [889]
わたしの愛の奥義を彼に示すために、ペテロと直接に向か
いあいたいのだ。
地上におけるキリストの道が苦悩と屈辱のうちにあると

いうことは、ペテロにとってはつらい教訓であって、彼は
それを学ぶのに時間がかかった。この弟子は苦難の主とま
じわることをちゅうちょした。しかし彼は、熱した炉の火
の中にあって、その祝福を学ぶのであった。ずっとのちに
なって、長年の重荷と働きで彼の元気な体がまがった時、
彼はこう書いた。「愛する者たちよ。あなたがたを試みる
ために降りかかって来る火のような試練を、何か思いがけ
ないことが起ったかのように驚きあやしむことなく、むし
ろ、キリストの苦しみにあずかればあずかるほど、喜ぶが
よい。それは、キリストの栄光が現れる際に、よろこびに
あふれるためである」（ペテロ4：12、13）。
イエスは、いま弟子たちに、ご自分の犠牲の生活が彼ら

の生活のあるべき姿の模範であることを説明された。イエ
スは、立ち去らないで近くにいた人々を、弟子たちといっ
しょにそばにお呼びになって、「だれでもわたしについて
きたいと思うなら、自分を捨て、自分の十字架を負うて、
わたしに従ってきなさい」と言われた（マタイ16：24）。
十字架はローマの権力と関連していた。それは最も残酷で
屈辱的な形の死の道具であった。最も下等な犯罪人は処刑
場まで十字架をかついで行かねばならなかった。十字架を
彼らの肩にのせようとすると、彼らはしばしば必死の力で
抵抗するが、ついには負けてしまって、この責め道具が彼
らにくくりつけられるのであった。しかしイエスは、従う
者たちに、十字架を取りあげてわたしのあとからそれをか
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ついでくるようにとお命じになった。弟子たちにはイエス
のそのみことばがぼんやりしかわからなかったが、それは
最もひどい屈辱に身をまかせること、すなわちキリストの
ために死にいたるまで従うことを彼らにさし示した。救い
主のみことばは、一これ以上完全な自己の屈服を表現する
ことはできなかった。しかしイエスは、彼らのためにこの
ことをすべて受け入れておられた。われわれが失われてい
る限り、イエスは天を望ましい場所とお考えにならなかっ
た。主は非難と侮辱の生涯を送り、死の恥を受けるために
天の宮廷からくだられた。天のはかりつくすことのできな
い宝に富んでおられたお方が、ご自分の貧しさによってわ
れわれが富める者となるために、貧しくなられた。われわ
れは、彼が歩まれた道に従うのである。
キリストがそのために死なれた魂を愛することは、自

我を十字架につけることを意味する。神の子である者は、
これからは自分自身を世の救いのためにさげられた鎖の一
環とみなさねばならない。すなわち、神の憐れみの計画に
おいて、自分をキリストと一体とみなし、失われた者をさ
がし求め、これを救うために、キリストと共に出て行かね
ばならない。クリスチャンは、自分が神に献身したこと、
また自分の品性を通して世にキリストをあらわすのだとい
うことをたえず認める。キリストの生活にあらわされた自
己犠牲、同情、愛が、神のために働く者の生活に再現され
る。
「自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わたしのた

め、また福音のために、自分の命を失う者は、それを救う
であろう」（マルコ8：35）。利己主義は死である。身体の
どんな器官でも、そのものだけの働きに限るならば、それ
は生きることができない。心臓は手や頭に血液を送らねば
たちまち力を失ってしまう。われわれのいのちの血液と同
じように、キリストの愛は、彼の神秘な体（注・教会）の
各部に満ちわたっている。われわれは互いにつながってい
るのであって、分け与えることをこばむ魂は滅びる。「た
とい人が全世界をもうけても、自分の命を損したら、なん
の得になろうか。また、人はどんな代価を払って、その命
を買いもどすことができようか」（マタイ16：26）。
現在の貧しさと屈辱のかなたに、キリストは、弟子たち

に、栄光——それもこの世の王座の光輝ではなくて、神と
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天の万軍の栄光のうちに来臨されることをさし示された。
そして、「その時には、実際のおこないに応じて、それぞ
れに報いるであろう」と言われた（マタイ16：27）。それ
から彼らを励ますために、主は「よく聞いておくがよい、
人の子が御国の力をも って来るのを見るまでは、死を味 [890]
わわない者が、ここに立っている者の中にいる」との約束
をお与えになった（マタイ16：28）。しかし弟子たちは、
イエスのみことばを理解しなかった。その栄光は遠い先の
ことのように思えた。彼らの目はもっと近い景色——貧乏
と屈辱と苦難の地上生活にそそがれていた。メシヤの王国
に対する燃えるような期待を放棄しなければならないのだ
ろうか。主がダビデの位にあげられるのを見ないのだろう
か。キリストが家もないいやしい放浪者として生き、あな
どられ、こばまれ、ついには死に処せられるということが
あり得るだろうか。彼らは主を愛していたので、悲しみが
心に重くのしかかった。疑いもまた彼らの心を苦しめた。
神のみ子がそのような残酷な屈辱を受けられるということ
が理解できないことに思えたのである。なぜ主はご自分か
ら進んでエルサレムへ行き、ご自分がそこで受けると言わ
れたような取り扱いを受けようとされるのだろうかと、彼
らは疑問に思った。どうして主はそのような運命に身をま
かせて、主が神のみ子であることを明らかにされる前に、
われわれが手さぐりで進んでいたときよりももっと深い暗
黒のうちにわれわれを残そうとされるのだろうか。
ピリポ・カイザリヤ地方なら、ヘロデやカヤバの手も

キリストにとどかないと、弟子たちは判断した。主にとっ
て、ユダヤ人の憎しみもローマ人の権力も恐れるものでは
ない。パリサイ入から離れたこの場所で働かれたらよい。
どうして、ご自分を死に渡される必要があろう。もし死な
れるならば、主の王国がよみの力も打ち勝てないほど固く
築かれるということはどうなるのか。弟子たちには、それ
はまったく一つの神秘であった。
彼らはいまでさえ、彼らのすべての望みが打ちくだかれ

る都へ向かって、ガリラヤの海の沿岸を旅しているのだっ
た。彼らはあえてキリストに抗議しようとはしなかった
が、声をおとして悲しい調子で、将来がどういうことにな
るのだろうかと語り合った。いろいろ質問しながらも、彼
らは、予測できない何かの事情によって、主を待ち受けて
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いるようにみえる運命を避けられるのではないかという思
いにしがみついていた。こうして彼らは、6日もの長い暗い
日を、悲しんだり、疑ったり、希望をいだいたり、恐れた
りした。
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本章はマタイ17：18、マルコ9：28、ルカ9：2836に基づく

夕暮が近づいてくると、イエスは、弟子たちの中からペ
テロ、ヤコズヨハネの3人をそばにお呼びになり、彼らの先
頭に立って野を横切り、けわしい道をのぼって、さびしい
山の中腹へと行かれる。救い主と弟子たちは、その日を旅
と教えに過ごしたばかりだったので、山登りで彼らの疲労
が加わる。キリストは、苦しんでいる多くの人たちの心と
体から重荷を取り除き、彼らの弱った肉体に生命の躍動を
お与えになった。しかしイエスご自身もまた人性をとって
おられたので、山を登ることには弟子たちと同じようにお
疲れになる。
沈んでゆく太陽の光はまだ山のいただきのあたりに残

り、うすれてゆく光輝が彼らの歩いている道をいうどる。
だがその光もまもなく谷間や丘から消えさると、このさび
しい旅人たちは夜の暗やみに包まれる。周囲の暗がりは、
黒雲が現われてそれがだんだん濃くなって行くような彼ら
の悲しい生活と調和しているようにみえる。
弟子たちは、キリストがどこへ行かれるのか、また何の

ために行かれるのか、あえてたずねようとしない。イエス
は、山の中で祈りのうちに一晩を送られることがよくあっ
た。そのみ手で山や谷を作られたキリストは、自然の中に
あってくつろぎをおぼえ、その静けさを楽しまれる。弟子
たちは、キリストが道を進まれるところへついて行く。だ
が彼らは、みんなが疲れている時に、そしてイエスもまた
休まれる必要がある時に、なぜ主がこのほねのおれる登り [891]
道を、自分たちをつれて行かれるのだろうかとあやしむ。
やがてキリストは、もうこれ以上遠くへは行かないと彼

らにお告げになる。悲しみの人イエスは、彼らからちょっ
とわきへ退いて、強い叫びと涙とをもって嘆願をおささげ
になる。彼は人類のために試練に耐える力を祈り求められ
る。イエスは自ら全能者のみ手に新たにすがられねばなら

425
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ない。なぜならそうすることによってのみ、主は、将来を
考えることがおできになるからである。主はまた暗黒の力
の時に弟子たちの信仰が衰えることがないように、彼らの
上に思いをよせて、みこころをそそぎ出される。ひざまず
かれたイエスのお体に露がひどくおりるが、イエスは気に
されない。夜の影が主のまわりに濃くなるが、イエスはそ
の暗さを気にとめられない。こうして時間がだんだん過ぎ
去る。初めは弟子たちも、心からの信仰をもって、イエス
と祈りを共にしている。だが彼らは、疲れに負けてしまっ
て、この場の光景に関心を保とうと努力しながらも、眠り
におちいってしまう。イエスは、弟子たちにご自分の苦難
について語られた。イエスは、彼らが主と一つになって祈
るように、彼らをおつれになった。いまも主は、彼らのた
めに祈っておられる。救い主は、弟子たちの重い心をごら
んになって、彼らの信仰がむだではなかったのだという保
証によってその悲しみをやわらげようと望まれた。12人の
弟子たちでさえ、全部の者が、イエスが与えようと望んで
おられる啓示を受けることができるとはかぎらない。ゲッ
セマネの園でのイエスの苦しみを目撃する3人だけが、山の
上でイエスといっしょにいるようにえらばれた。いまイエ
スの祈りの主題は、世がある前からイエスが父と共に持っ
ておられた栄光のあらわれが彼らに示されるようにとい
うこと、またイエスのみ国が人間の目に示されるようにと
いうこと、そしてまた弟子たちがそれを目に見て強められ
るようにということである。イエスがたしかに神のみ子で
あって、その恥辱的な死は、あがないの計画の一部である
ということを知ることによって、イエスの苦悶の絶頂の時
に綾らに慰めが与えられるように、イエスの神性のあらわ
れを彼らの目に見せてくださるようにと、イエスは祈り求
められる。
イエスの祈りは聞かれる。主がへりくだった心で石だ

らけの地面にひざまずいておられると、突然に天が開け、
神の都の黄金の門があけ放たれ、聖なる光の輝きが山の上
にくだって、救い主のお体をつつむ。内部の神性が人性を
つらぬいて光を放ち、天からくだった栄光と一つになる。
ひれ伏した姿勢から起き上って、キリストは、神らしい威
厳をもってお立ちになる。魂の苦悩は過ぎ去った。主のお
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顔はいま「日のように輝き、その衣は光のように白くなっ
た」（マタイ17：2）。
弟子たちは、目をさまして、山を照しているまばゆい

栄光を見る。恐れと驚きのうちに、彼らは光り輝く主のお
体をみつめる。ふしぎな光に目がなれてくると、イエスは
お1人ではないことがわかる。イエスのそばには2人の天の
人がいて、イエスと親しく話をかわしている。この2人は、
シナイ山上で神と語ったモーセと、アダムの子らの中では
ほかにただ1人しか与えられていない高い特権を与えられて
死の力を受けなかったエリヤであった。
これより15世紀前に、モーセはピスガ山上に立って、

約束の地を見渡した。しかしメリバでの罪のために、モー
セは、そこに入ることをゆるされなかった。イスラエル
の大軍を父祖の嗣業の地へみちびいて入る喜びは彼に与え
られなかった。「どうぞ、わたしにヨルダンを渡って行か
せ、その向こう側の良い地、あの良い山地、およびレバノ
ンを見ることのできるようにしてください」という彼の必
死の願いはこばまれた（申命記3：25）。40年の間、荒野を
放浪していた時の暗黒を照した望みは拒否されねばならな
かった。40年間の苦労と心の重荷のはては荒野の墓であっ
た。だが、「わたしたちが求めまた思うところのいっさ
いを、はるかに越えてかなえて下さることができるかた」
は、その通りに、しもべの祈りにお答えになった（エペ
ソ3：20）。モーセは死の主権の下を通ったが墓の中にと
どまっていなかった。キリストが自ら彼をいのちによみが
えらせてくださったのである。サタンは、モーセの罪の故 [892]
に、彼の体を要求したが、救い主キリストは、彼を墓から
連れ出された（ユダ9参照）。
変貌（へんぼう）の山におけるモーセは、罪と死に対

するキリストの勝利の証人であった。彼は、義人のよみ
がえりの時に墓から出てくる人々を代表していた。エリ
ヤは、死を見ないで天へ移された人だったので、キリス
トの再臨の時に地上に生存していて、「終りのラッパの響
きと共に、またたく間に、一瞬にして変えられ、. . . . . .こ
の朽ちるものは必ず朽ちないものを着、この死ぬものは
必ず死なないものを着る」人々を代表していた（コリン
ト15：51、53）。イエスは、「罪を負うためではなしに2度
目に現れ」たもうときに見られるお姿と同じように天の光
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を着ておられた（ヘブル9：28）。なぜなら、彼は「父の
栄光のうちに聖なる御使たちと共に」こられるからである
（マルコ8：38）。弟子たちに対する救い主の約束はいま果
たされた。山の上で、キリストを王とし、モーセをよみが
えった聖徒たちの代表者とし、エリヤを天に移された人た
ちの代表者として、未来の栄光の王国が縮図で示されたの
であった。
弟子たちはまだその光景を理解していないが、しかし

彼らは、柔和で心のへりくだったお方であり、無力な旅人
としてあちらこちらを歩きまわられた忍耐強い教師であら
れるイエスが、天の愛された者たちからあがめられたこと
をよろこぶ。彼らは、エリヤがメシヤの統治を宣告するた
めにやってきて、キリストのみ国がこの地上に建てられよ
うとしているのだと信じる。彼らは恐れと失望の思い出を
永遠に追い払いたいと思う。そして神の栄光があらわされ
たこの場所にとどまりたいと願う。ペテロは、「主よ、わ
たしたちがここにいるのは、すばらしいことです。もし、
おさしつかえなければ、わたしはここに小屋を三つ建てま
しょう。一つはあなたのために、一つはモーセのために、
一つはエリヤのために」と叫ぶ（マタイ17：4）。弟子たち
は、モーセとエリヤが主を保護し、王としてのキリストの
権威を確立するためにつかわされたのだと確信する。
しかし、王冠の前に十字架がこなければならない。彼ら

とイエスとの会談の主題は、キリストが王として即位され
ることではなくて、主がエルサレムで死をとげられること
である。人性の弱さに耐え、人類の悲しみと罪を負って、
イエスはただ1人で人々の中を歩まれた。きたるべき試練
の暗黒がイエスに迫った時、主はご自分を知らない世に孤
独な気持でおられた。愛する弟子たちでさえ、彼ら自身の
疑いと悲しみと野心的な望みに心を奪われて、キリストの
使命の奥義を理解していなかった。イエスは天の愛とまじ
わりのうちに住んでおられたが、ご自分が創造された世で
は孤独であった。いま天は、イエスのもとに使者たちをつ
かわした。それは天使たちではなくて、苦難と悲しみに耐
え、地上生涯の試練にあたって救い主に同情することので
きる人たちであった。モーセとエリヤは、キリストの共労
者であった。彼らは人類の救いを願われるキリストと思い
を一つにしていた。モーセは、イスラエルのために、「今
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もしあなたが、彼らの罪をゆるされますならば——。しか
し、もしかなわなければ、どうぞあなたが書きしるされ
たふみから、わたしの名を消し去ってください」と祈った
（出エジプト32：32）。エリヤは、3年半の飢饉の間、国民
の憎しみとわざわいに耐えた時、孤独な思いを味わった。
彼はただ1人で、神のためにカルメル山上に立った。彼は苦
悩と絶望のうちにただ1人で荒野へ逃げた。み座のまわりの
天使たちよりもこの人たちがえらばれ、彼らがイエスの苦
難の場面について語り、天の同情の確証をもってイエスを
慰めるためにやってきたのだった。世の望み、人類の一人
一人の救いが、彼らの会見の主題であった。
眠りに負けてしまっていたので、弟子たちは、キリス

トと天の使者たちとの間に起こったことをほとんど聞か
なかった。彼らは、目をさまして祈らなかったので、神が
彼らに与えようと望まれたもの、すなわちキリストの苦難
とそれにつづく栄光についての知識を受けなかった。彼ら
は、キリストの自己犠牲にあずかることによって彼らのも
のとなったはずの祝福を失ったこの弟子たちは、信ずる心
がにぶく、天が彼らを富ませるために与えようとされた宝
の価値がほとんどわからなかった。 [893]
それでも彼らは、大きな光を受けた。彼らは、ユダヤ国

民がキリストをこばんだ罪について全天が知っているとい
うことを確信した。彼らは、あがない主の鋤きについて、
もっとはっきりした見通しを与えられた。彼らは、人間の
理解を越えた事物を自分たちの目で見、耳で聞いた。彼ら
は、「そのご威光の目撃者」で、イエスこそ、父祖と預言
者たちがあかししていたメシヤであり、天の宇宙によって
メシヤとして認められたお方であることを認めた（Ⅱペテ
ロ1：16）。
弟子たちが山の上の光景をまだ見つめていると、「輝く

雲が彼らをおおい、そして雲の中から声がした、『これは
わたしの愛する子、わたしの心にかなう者である。これに
聞け』」（マタイ17：5）。弟子たちが、荒野でイスラエル
の部族の先頭を行った雲よりももっと輝く栄光の雲を見、
山をゆるがすほどのおそれ多い威厳をもって語られる神の
み声を聞いたとき、彼らは、うたれて地面に倒れた。彼ら
がひれ伏して顔をおおっていると、イエスが近よってこら
れて、彼らにさわり、聞きおぼえのあるお声で、彼らの恐
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怖を払いのけ、「起きなさい、恐れることはない」と言わ
れた（マタイ17：7）。おそるおそる目をあげてみると、天
の栄光はすでに過ぎ去り、モーセとエリヤの姿は消えてい
た。彼らだけがイエスとともに山の上にいた。
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本章はマタイ17：921、マルコ9：929、ルカ9：3745に基づ
く

山の中で丸一晩が過ぎた。太陽がのぼると、イエスは弟
子たちと平地へくだって行かれた。弟子たちは、もの思い
にふけり、おそれ多い思いでだまっていた。ペテロでさえ
一言もしゃべらなかった。天の光に照され、神のみ子がご
自分の栄光をあらわされたあの聖なる場所に彼らはよろこ
んでいつまでもいたかったが、人々のためにしなければな
らない働きがあった。彼らはすでにイエスを求めて遠いと
ころや近いところをさがしていた。
山のふもとには大勢の人々が集まっていた。あとに残っ

ていた弟子たちは、イエスがどこへ行かれたかを知ってい
たので、人々をそこへつれてきた。救い主賊近づいてこら
れると、3人の弟子たちに、彼らが目撃したことについてだ
まっているように命じて、「人の子が死人の中からよみが
えるまでは、いま見たことをだれにも話してはならない」
と言われた（マタイ17：9）。弟子たちにあらわされた啓
示は、彼ら自身の心の中でよく考えるべきものであって、
外へ向かって発表すべきものではなかった。それを群衆に
しゃべったら、嘲笑やつまらない驚きをひき起こすだけで
あろう。9人の弟子たちでさえ、キリストが死人の中幅よみ
がえられるまでは、その光景を理解できないのであった。
愛された3人の弟子たちでさえ、どんなに理解がにぶかった
かということは、キリストが目の前に迫っていることにつ
いてすっかり話されたにもかかわらず、死からよみがえる
とはどういうことだろうかと互にたずね合ったことにあら
われている。それでも彼らは、イエスに説明を求めなかっ
た。将来についてのイエスのみことばは、彼らの心を悲し
みで満たした。彼らがそういうことは決して起こらないよ
うにと信じたがっていることについて、彼らはもうこれ以
上示されることを求めなかった。

431
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平地にいた人たちは、イエスを見かけると、走ってき
てイエスを迎え、尊敬と喜びの表情でイエスにあいさつし
た。しかしイエスは、彼らが非常に困惑していることを目
ざとく見抜かれた。弟子たちも困っているようにみえた。
ある出来事が起こって、彼らは激しい失望と屈辱を味わっ
たのだった。
弟子たちが山のふもとで待っていた時、ある父親が、

息子を彼らのところにつれてきて、この子を苦しめている
ものが言えない霊から救って下さいと願った。イエスがガ
リラヤ一帯に福音を伝えるために12弟子を送られた時、彼
らは、汚れた霊を制し、これを追い出す権威をさずけられ
た。彼らが強い信仰をもって出て行った時、悪霊は彼らの[894]
ことばに従った。いま彼らは、キリストのみ名によって、
苦しみを与えている霊にその被害者から出て行くようにと
命じた。だが悪鬼は、新たに力を発揮して彼らをあざけっ
たにすぎなかった。弟子たちは、敗北の理由を説明する
ことができないで、彼ら自身と主に不名誉を招いたと思っ
た。しかも群衆の中には、この機会を利用して、弟子たち
に恥をかかせようとする律法学者たちがいた。彼らは、弟
子たちのまわりにおしよせ、質問を浴びせかけ、弟子たち
と主とが欺瞞者であることを証明しようとした。弟子たち
もキリスト自身も征服できない悪霊がここにいると、ラビ
たちは勝ち誇ったように断言した。人々は律法学者たちに
味方したい気持になり、軽蔑とあざけりとが群衆の間にみ
なぎった。
だが突然非難がやんだ。イエスが3人の弟子たちと近づ

いてこられるのが見えたのである。するとたちまち気持
を変えた群衆は、向き直って彼らを迎えた。夜の間に天の
栄光と交わった名残が救い主と弟子たちの上にとどまって
いた。彼らの顔には、見る者におそれを感じさせるような
光があった。律法学者たちは恐れてうしろへさがったが、
人々はイエスを歓迎した。
救い主は、あたかもそこに起こった出来事を全部見てお

られたかのように、論争の場へこられると、律法学者たち
にじっと目をそそぎ、「あなたがたは彼らと何を論じてい
るのか」とおたずねになった（マルコ9：16）
だがそれまで大胆で反抗的だった声がいまは沈黙してい

た。群衆全体が鳴りをひそめた。そこで苦悩している父親
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は、群衆の中を進み出て、イエスの足下にひれ伏し、自分
の心配と失望の次第を物語った。
「先生、ものが言えない霊につかれているわたしのむす

こを、こちらに連れて参りました。霊がこのむすこにとり
つきますと、どこででも彼を引き倒し. . . . . .ます。それでお
弟子たちに、この霊を追い出してくださるように願いまし
たが、できませんでした」（マルコ9：17、18）。
イエスはまわりを見まわして、おそれの念にうたれて

いる群衆と、あら探しをする律法学者たちと、困惑してい
る弟子たちとをごらんになった。イエスは、一人一人の心
の中にある不信仰を見抜かれ、悲しみに満ちた声で、「あ
あ、なんという不信仰な時代であろう。いつまで、わたし
はあなたがたと一緒におられようか。いつまで、あなたが
たに我慢ができようか」と叫ばれた。そして困っている父
親に、「その子をわたしの所に連れてきなさい」とお命じ
になった（マルコ9：19）。
少年が連れてこられ、救い主の目が彼にそそがれると、

悪霊は、彼を地面に打ち倒して、苦悶のけいれんを起こさ
せた。少年は、あわを吹いてころげまわり、この世のもの
でないような叫び声が大気をふるわせた。
ふたたび生命の君と暗黒の勢力とが戦場で遭遇し

た、——キリストは、「福音を宣べ伝え. . . . . .囚人が解放
され. . . . . .打ちひしがれている者に自由を得させ」る使命を
果たすために、サタンは自分の支配下にある被害者をつか
まえておくために（ルカ4：18）。人の目には見えなかった
が、光の天使たちと悪天使たちの軍勢がおしよせてきて、
この戦いを見守ったちょっとの間、イエスは、悪霊が力を
発揮するのをおゆるしになったが、それは目撃者たちがま
さに行われようとしている解放を理解するためであった。
群衆は、息、をこらして見守り、父親は胸苦しいまで

の望みと心配のうちに見守った。イエスは、「いつごろ
から、こんなになったのか」とおたずねになった（マル
コ9：21）。父親は、長年の苦しみを物語り、もうそれ以
上がまんできないかのように、「できますれば、わたしど
もをあわれんでお助けください」と叫んだ。「できますれ
ば」。いまになってもなお父親は、キリストの力を疑った
（マルコ9：22）。
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イエスは答えて、「信ずる者には、どんな事でもでき
る」と言われる（マルコ9：23）。キリストの側に力の不足
はない。息子がいやされることは父親の信仰次第である。
父親は自分の弱さを認めると、あふれる涙とともにキリス
トの憐れみに身をまかせ、曙じます。不信仰なわたしを、
お助けください」と叫ぶ（マルコ9：24）。[895]
イエスは苦しんでいる者に向かって、「言うことも聞く

こともさせない霊よ、わたしがおまえに命じる。この子か
ら出て行け。2度と、はいって来るな」と言われる（マル
コ9：25）。少年は叫び声をあげて、苦しみもだえる。悪鬼
は、出て行くにあたって、この被害者の生命を引き裂いて
しまいそうにみえる。すると少年は、身動きしなくなり、
いのちがとだえたかのようにみえる。群衆は、「あの子は
死んだ」とささやく。しかしイエスは、少年の手をとって
起こし、まったく健康な心と体になった彼を父親に引き渡
される。父親と子は救い主のみ名を賛美する。「人々はみ
な、神の偉大な力に非常に驚いた」（ルカ9：43）。一方、
律法学者たちは、敗北し、うちしおれ、ふきげんな顔をし
ながら立ち去った。
「できますれば、わたしどもをあわれんでお助けくだ

さい」（マルコ9：22）。どれほど多くの魂が罪の重荷の下
にこの祈りをくり返したことだろう。するとすべての者に
向かって、憐れみ深い救い主はこうお答えになる、「もし
できれば、と言うのか。信ずる者には、どんな事でもでき
る」（マルコ9：23）。われわれを天に結びつけ、暗黒の勢
力と戦う力をわれわれに与えてくれるのは信仰である。キ
リストを通して、神は、あらゆる罪の傾向を征服し、あら
ゆる誘惑に抵抗する手段をお与えになった。しかし、自分
は信仰が足りないと思って、キリストから離れたままでい
る者が多い。こういう魂は、無力と無価値のままに、憐れ
み漆い救い主のいつくしみにすがりなさい。自分を見ない
で、キリストを見なさい。この世におられた時に、病人を
いやし悪鬼を追い出されたお方は、今日も同じに偉大なあ
がない主であられる。信仰は神のみことばによって生まれ
る。だから「わたしに来る者を決して拒みはしない」との
キリストの約束をしっかりつかみなさい（ヨハネ6：37）。
「信じま丸不信仰なわたしを、お助けください」と叫ん
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で、イエスの足下に身を投げなさい（マルコ9：24）。そう
するかぎり、あなたは決して滅びることはない、決して。
短い時間の間に、愛された弟子たちは栄光と屈辱の両極

端を目に見た。彼らは、神のみかたちに変えられた人と、
サタンのかたちにまで堕落した人間とを見た。彼らは、イ
エスが天の使者たちと語り、光り輝く栄光の中から出る声
によって神のみ子であると宣告された山からくだられて、
どんな人間の力でも救うことのできない苦痛の発作に顔を
ゆがめ、歯をかみならしているあの最も悲惨な、ぞっとす
るような見もの——気が変になった少年に応対されるのを
見た。この偉大なあがない主は、数時間前には、驚きあや
しむ弟子たちの前に栄光の姿で立たれたばかりなのに、い
まは身をかがめてサタンの被害者をそのころがりまわって
いる地面から立たせ、心も体も健康にして父親と家庭へも
どしておやりになる。
父の栄光の中からおいでになった神が、身をかがめて失

われた者を救われる、——このことはあがないについての
実物教訓であった。それはまた弟子たちの使命をあらわし
ていた。キリストのしもべたちの生活は、山の上でイエス
といっしょに霊的な光の中にいることにだけ費やされるの
ではない。下の平地には彼らの働きがある。サタンのとり
こにされた魂が、彼らを自由の身にしてくれる信仰のこと
ばと祈りとを待っているのである。

9人の弟子たちは、自分たちの失敗というにがい事実に
ついてまだ考えこんでいた。彼らはもう1度イエスと自分
たちだけになると、「わたしたちは、どうして霊を追い
出せなかったのですか」とたずねた（マタイ17：19）。イ
エスは彼らに答えて、「あなたがたの信仰が足りないから
である。よく言い聞かせておくが、もし、からし種一粒ほ
どの信仰があるなら、この山にむかって『ここからあそこ
に移れ』と言えば、移るであろう。このように、あなたが
たにできない事は、何もないであろう。しかし、このたぐ
いは、祈と断食とによらなければ、追い出すことはできな
い」と言われた（マタイ17：20、21）。キリストに一層深
く共鳴するのをさまたげていた不信仰と、まかされた聖な
る働きに対する彼らの不注意な考え方が、暗黒の勢力との
戦いに彼らを失敗させたのであった。
ご自分の死をさし示しているキリストのみことばが悲し [896]
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みと疑いとを生じさせていた。しかもイエスが山へ行か
れるのに3人の弟子たちを選んで連れて行かれたことか
ら、9人の弟子たちのねたみがひき起こされていた。キリ
ストのみことばを瞑想することと祈ることによって信仰を
強めようとしないで、彼らは、落胆と個人的な不平に心を
奪われていた。このような暗黒の状態にあって、彼らはサ
タンとの戦いをくわだてたのであった。
このような戦いに成功するためには、彼らはもっと異

なった精神で働きにたずさわらねばならない。彼らの信仰
は熱烈な祈りと断食、また心のへりくだりによって、強め
られねばならない。彼らは自分をむなしくして神の霊と力
に満たされねばならない。信仰、すなわち神にまったくよ
りたのみ、神のみわざに全的に献身するようになる信仰を
もって、熱心にたゆまず神に嘆願することによってのみ、
人は「もろもろの支配と、権威と、やみの世の主権者、ま
た天上にいる悪の霊に対する戦い」において、聖霊の助け
を受けることができるのである（エペソ6：12）。
「もし、からし種一粒ほどの信仰があるなら、この山に

むかって『ここからあそこに移れ』と言えば、移るであろ
う」とイエスは言われた（マタイ17：20）。からし種の粒
は小さなものであるが、その中には最も高い木を生長させ
るのと同じ神秘な生命の原則が含まれている。からし種が
地にまかれると、その小さな芽は神がその栄養としてお与
えになったあらゆる要素をとらえてたちまちたくましい生
長をはじめる。もしこのような信仰があれば、あなたは神
のみことばと、神がお定めになったあらゆる有益な方法を
とらえる。こうしてあなたの信仰は強められ、天の力があ
なたの助けとして与えられる。サタンがあなたの道に積み
あげた邪魔物は、永遠の山のように乗り越えることができ
ないようにみえても、それは信仰の要求の前には消えうせ
てしまう。「あなたがたにできない事は、但もないであろ
う」（マタイ17：20）、
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本章はマタイ17：2227、18：120、マルコ9：3050、ル
カ9：4648に塁つく

イエスは、カペナウムに帰られると、人々をお教えに
なったあの有名な場所には行かれずに、弟子たちと静かに
家へお入りになって、そこを一時の住居とされた。ガリラ
ヤ滞在期間の残りを群衆のために働くよりもむしろ弟子た
ちを教えることが、イエスの目的であった。
ガリラヤの旅では、キリストは、弟子たちの心を、ご

自分の前にある場面のために備えさせようともう1度試み
られた。イエスは、ご自分がエルサレムにのぼって死刑に
され、ふたたびよみがえられることを彼らに語られた、し
かもイエスは、ご自分が敵の手に売り渡されるというふし
ぎで厳粛な知らせをつけ加えられた。弟子たちはいまでも
まだイエスのことばがわかっていなかった。大きな悲しみ
の影が彼らの上に落ちかかったが、彼らの心には競争意識
が宿っていた。彼らは王国ではだれが一番えらい者として
みられるだろうかということを互いに論じた。彼らはこの
争いをイエスにかくしておこうと思ったので、いつものよ
うにイエスのそばによりつかないで、うしろかりかりぶら
歩いて行った。だからカペナウムにはいった時には、イエ
スが彼らよりも先に歩いておられた。イエスは、弟子たち
の心を見抜かれて、彼らに忠告と教えを与えたいと望まれ
た。しかしイエスは、彼らの心がイエスのみことばを受け
入れるように開かれる静かな時間を待たれた。
彼らが町につくとまもなく、宮の納入金を集める人が

ペテロのところへやってきて、「あなたがたの先生は宮の
納入金を納めないのか」とたずねた（マタイ17：24）。こ
の納入金というのは、市民税ではなく、宗教上の寄付金で
あって、ユダヤ人はみな宮を維持するために毎年納めねば
ならないのだった。納入金を納めるのをこばむことは、宮
への不忠誠とみなされラビたちの見方では、まことに悲し [897]

437
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むべき罪であった。ラビの律法に対する救い主の態度と、
言い伝えの擁護者たちに対する彼の明らかな非難とは、イ
エスが宮の奉仕を放棄しようとしておられるという非難の
口実を与えた。いまイエスの敵どもはイエスに疑惑を投げ
かけるチャンスをつかんだ。彼らは納入金を集める人をや
すやすと味方にした。
ペテロは、集金人の質問の中に、宮に対するキリストの

忠誠心を問題にするようなほのめかしがあるのを感じた。
主の名誉を守ることに熱心なあまり、ペテロはイエスに相
談もしないで、イエスは納入金を納められるだろうと、い
そいで答えた。
しかしペテロは、質問者の意図が一部分しかわかって

いなかった。納入金を納めることを免除されているある階
級の人々がいた。モーセの時代に、レビ人が聖所の奉仕の
ために区別された時、彼らは民の中に何の嗣業も与えられ
なかった。主は、「レビは兄弟たちと一緒には分け前がな
く、嗣業もない。. . . . . .主みずからが彼の嗣業」であると言
われた（申命記10：9）。キリストの時代になっても、祭
司とレビ人は、特に宮にささげられた者とみなされ、宮を
維持するために毎年の寄付をする必要はなかった。預言者
たちもまたこの支払いを免除されていた。イエスに納入金
を要求することによって、ラビたちは、イエスがご自分の
ことを預言者または教師であると言っておられるのを無視
して、イエスを一般の人なみに扱おうとしていたのであっ
た。イエスが納入金を納めることをこばまれると、それ
は宮への不忠誠とみなされ、一方これを納められると、ラ
ビたちがイエスは預言者ではないと言っていたことが正し
かったと受けとられる卿あった。
ほんのちょっと前に、ペテロはイエスを神のみ子として

認めた。だがいま彼は、主がどういうお方であるかを公表
する機会を失った。ペテロが、イエスは納入金を納められ
るだろうと集金人に答えたことによって、彼は祭司や役人
たちが言いふらそうとしているイエスについてのあやまっ
た観念を実質的に承認したのであった。
ペテロが家の中に入って行くと、救い主はいま起こった

ことにはふれないで、「シモン、あなたはどう思うか。こ
の世の王たちは税や貢をだれから取るのか。自分の子から
か、それとも、ほかの人たちからか」とおたずねになった
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（マタイ17：25）。ペテロは、「ほかの人たちからです」
と答えた。するとイエスは「それでは、子は納めなくても
よいわけである」と言われた（マタイ17：26）。国の民衆
は、自分たちの王を維持するために税を課せられるが、王
自身の子供たちは免除される。同じように、神の民と称し
ているイスラエルは、神の奉仕を維持することを要求され
ていた。だが神のみ子イエスには、このような義務はない
のであった。祭司たちとレビ人が、宮との関係から、納入
金を免除されているのなら、イエスにとって、宮は父の家
なのであるから、イエスが納入金を納められる必要はます
ますなかった。
もしイエスが、抗議もしないで納入金を納められたら、

イエスは、彼らの主張が正当であることを実質的に認めた
ことになり、そのことによってご自分の神性を否定された
ことになっただろう。しかしイエスは、要求に応ずること
はよいとされたが、彼らの要求の根拠は否定された。納入
金を納める方法を講ずるにあたって、イエスはご自分の神
性についての証拠をお与えになった。イエスは神と一つで
あり、したがって王国の単なる臣民として納入金を納めら
れる義務はないことが明らかにされた。
イエスはペテロにこうお命じになった。「海に行って、

つり針をたれなさい。そして最初につれた魚をとって、
その口をあけると、銀貸1枚が見つかるであろう。それを
とり出して、わたしとあなたのために納めなさい」（マタ
イ17：27）。
イエスはご自分の神性を人性で包んでおられたが、こ

の奇跡を通してキリストの栄光があらわされた。ダビデを
通して、「林のすべての獣はわたしのもの、丘の上の千々
の家畜もわたしのものである。わたしは空の鳥をことごと
く知っている。野に動くすべてのものはわたしのものであ
る。たといわたしは飢えても、あなたに告げない、世界と
その中に満ちるものとはわ セしのものだからである」と [898]
宣言されたのはキリストであったことは明らかだった（詩
篇50：1012）。
イエスは、納入金を納める義務がないことを明らかに

されたが、この問題についてユダヤ人と論争を始められ
なかった。もしそうされたら、彼らはイエスのことばをま
ちがって解釈し、これをイエスに反対する材料にしただろ
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う。納入金を納めないことによって、彼らを怒らせること
がないように、イエスは正当にいえばする必要のないこと
をされた。この教訓は弟子たちにとって非常に価値のある
ものとなるのだった。まもなく宮の奉仕に対する彼らの態
度に目立った変化が起ころうとしていた。そこでキリスト
は、不必要に既定の秩序に反するような立場に立たないよ
うにということをお教えになった。できるだけ彼らは、彼
らの信仰をまちがって解釈されるような機会を避けるべき
であった。クリスチャンは、真理の原則を一つでも犠牲に
してはならないが、可能な場合にはいつでも、論争を避け
るべきである。
ペテロが海へ行って、家の中はキリストと弟子たちだ

けだった時、イエスは彼らをみもとに呼んで、「あなたが
たは途中で何を論じていたのか」とおたずねになった（マ
ルコ9：33）。イエスの前でこう質問されると、この問題
は、途中で言い争っていた時とは全然異なって考えられる
のだった。恥ずかしさと自責の思いで、彼らはだまってい
た。イエスは、彼らのために死ぬのだということを語って
おられたので、彼らの利己的な野心は、イエスの無我の愛
にくらべるときに苦痛に感じられるのだった。
イエスは、ご自分が死刑にされてふたたびよみがえられ

ることを弟子たちに語られた時、彼らが自分たちの信仰の
大きな試練について語り合うようにさせようとされたので
あった。もし彼らに、イエスが彼らに知らせたいと望んで
おられることを受け入れる用意ができていたら、彼らは激
しい苦悩と絶望を味わわずにすんだのであった。離別と失
望の時に、イエスのみことばが慰めを与えたのであった。
だがイエスが、ご自分を待ち受けている事がらについて
はっきり語られたにもかかわらず、まもなくエルサレムへ
行くと言われたことから、王国が建てられようとしている
のだという望みがもう1度明るくなった。このことから、
だれが最高の地位を占めるかということが問題になったの
であった。ペテロが海から帰ってくると、弟子たちは救い
主の質問のことをペテロに語り、ついに1人が思いきってイ
エスに、「いったい、天国ではだれがいちばん偉いのです
か」とたずねた（マタイ18：1）。
救い主は弟子たちをまわりに集めて、彼らに言われ

た、「だれでも一番先になろうと思うならば、一番あと
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になり、みんなに仕える者とならねばならない」（マル
コ9：35）。このことばの中には、弟子たちがとうてい理
解することのできない厳粛さと強い印象があった。彼ら
はキリストが見通しておられたものを見ることができな
かった。彼らはキリストの王国の性格がわかっていなかっ
たので、この無知が彼らの論争の表面的な原因であった。
だが真の原因はもっと深いところにあった。キリストは、
王国の性格を説明することによって、一時は彼らの争い
を静めることがおできになったであろう。しかしそれで
は、根本にある原因にふれていないのであった。彼らが
十分に知った後でもなお、何か優先的な問題が起こると、
争いは新たにされるかもしれなかった。そうしたら、キ
リストがいなくなられたあとに、わざわいが教会に起こっ
たであろう。最高の地位を争うことは、天の世界に大争闘
をひき起こしてキリストを死ぬために天からくだらせたそ
の同じ精神の働きであった。「黎明（れいめい）の子」ル
シフアーが、み座をとりまき、神のみ子と密接なきずなで
むすばれていたすべての天使にまさる栄光につつまれてい
た光景が、イエスの前に浮かんだ（イザヤ14：12）。ルシ
フアーは、「いと高き者のようになろう」と言った（イザ
ヤ14：14）。自分を高めようとするこの望みから、天の宮
に争いが生じ、1群の天使たちが追われたのであった。も
しルシファーが、ほんとうにいと高き神に似る者になろう
と望んだのだったら、彼は決して天における自分の定めら
れた地位を捨てなかったであろう。なぜなら、いと高き神
の精神は、無我の奉仕のうちにあらわされるからである。
ルシファーは、神のご品性を望んだのではなくて、神の権 [899]
力を望んだのであった、彼は自分のために最高の地位を求
めたが、彼の精神に動かされる者はだれでもみなこれと同
じことをするのである。こうして離反、不一致、争いは避
けられないものとなる。支配権は最も強い者のほうびとな
る。サタンの王国は暴力の王国であって、各人は互いに相
手を自分自身の昇進の道におけるじゃま物とみなすか、あ
るいは自分がもっと高い地位へのぼるための踏み石とみな
すのである。
ルシファーは、自分が神と同等になることを「固守す

べき事」とみなしたが、高い地位におられたキリストは、
「かえって、おのれをむなしうして僕のかたちをとり、人
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間の姿になられた。その有様は人と異ならずおのれを低く
して、死に至るまで、しかも十字架の死に至るまで従順で
あられた」（ピリピ2：68）。いま、十字架はちょうどキ
リストの前にあった。ところがキリストご自身の弟子たち
は、サタンの王国の原則である利己主義で心が一杯になっ
ているので、主と同じ気持になることもできなければ、あ
るいは主が彼らのために屈辱を受けられることを話されて
もそれを理解することさえできなかった。
イエスはやさしくしかし厳粛に強調しながら、この悪を

正そうとされた。イエスは天の王国を支配している原則は
何であるか、また天の宮の標準によって評価される時、真
の偉大さは何であるかをお示しになった。誇りと権勢欲に
動かされている者は自分自身のことしか考えずまた自分が
受けた賜物を神にお返しすることよりも、自分が受けるは
ずの報酬のことしか考えなかった。彼らはサタンの仲間と
いっしょになったのだから、天の王国に入る余地がないの
であった。
栄誉の前に謙遜がある。人の前で高い地位を占めさせ

るために、天は、バプテスマのヨハネのように、神の前
に低い地位を占めている働き人をお選びになる。最も子供
のような弟子が、神のための働きにおいて最も有能な者で
ある。天使たちは、自分がえらくなろうとする者とではな
く、魂を救おうとする者と協力することができる。神の助
けの必要を最も深く感ずる者が、その助けを嘆願する時、
聖霊は、イエスを一目見させて、その魂を力づけ、高めて
くださる。彼はキリストとのまじわりから出て行って、罪
のうちに滅びつつある人々のために働く。彼は使命のため
に油をそそがれる。そして学問があって、知的に賢明な人
たちの多くが失敗する時に、彼は成功するのである。
しかし人が高慢になって、自分は神の大計画の成功に必

要な人間だと思ったら、主は彼らをとり除かれる。そして
主が彼らをあてにしておられないことが明らかにされる。
彼らが離れたからといって働きがとまってしまうようなこ
とはなく、それはもっと大きな力をもって前進する。
イエスの弟子たちは、キリストの王国の性格について

教えられただけでは十分でなかった。彼らにとって必要
だったことは、王国の原則と一致するようになる心の変
化であった。イエスは小さな子供をお呼びになって、彼
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らのまん中に立たせ、それからやさしくその子を腕の中に
いだき、「心をいれかえて幼な子のようにならなければ、
天国にはいることはできないであろう」と言われた（マタ
イ18：3）。幼な子の単純さと、私心のなさと、信じきった
愛情は、天の神がとうとぼれる特性である。これこそ真の
偉大さの特徴である。
ふたたびイエスは、ご自分の王国の特徴は世俗的な威厳

と見せびらかしではないことを弟子たちに説明された。イ
エスのみもとでは、こうした区別は忘れられる。金持ちも
貧しい者も、学問のある者も無知な者も、社会的な地位や
世俗的な優越など心にとめないで融和する。だれでもみな
血で買われた魂、あがなって神のみもとへ戻してくださっ
たお方に一様によりたのんでいる者としてまじわるのであ
る。
罪を深く悔い改めたまじめな魂は、神の御目にとうと

い。神は、地位によらず、富によらず知的な偉大さによ
らずただキリストと一つであることによって、人々にご
自身の印をおされる。栄光の主は、柔和で心のへりくだっ
た者に満足される。ダビデは、「あなたはその救いの盾を
わたしに与え、」またあなたの「へりくだり」（文語訳）
は、——人間の品性における一つの要素として——「わた [900]
しを大いなる者とされました」と言った（詩篇18：35）。
「だれでも、このような幼な子のひとりを、わたしの名

のゆえに受けいれる者は、わたしを受けいれるのである。
そして、わたしを受けいれる者は、わたしを受けいれるの
ではなく、わたしをおつかわしになったかたを受けいれる
のである」と、イエスは言われた（マルコ9：37）。
「主はこう言われる、『天はわが位、地はわが足台であ

る。. . . . . .しかし、わたしが顧みる人はこれである。すなわ
ち、へりくだって心悔い、わが言葉に恐れおののく者であ
る』」（イザヤ66：1、2）。
救い主のことばは、弟子たちのうちに自信のない思い

を生じさせた。特にだれに答えるようにと命じられなかっ
たが、ヨハネはある一つの出来事において自分の行為が正
しかったかどうかをたずねてみる気になった。子供のよう
な心になって、彼はその問題をイエスの前に持ち出した。
「先生、わたしたちについてこない者が、あなたの名を
使って悪霊を追い出しているのを見ましたが、その人はわ
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たしたちについてこなかったので、やめさせました」（マ
ルコ9：38）。
ヤコブとヨハネは、この男をとめたのは主の名誉を念頭

においたからであると思っていた。しかし彼らは、自分自
身の名誉を求めていたのだということがわかり始めた。彼
らは、自分たちの過失を認め、「やめさせないがよい。だ
れでもわたしの名で力あるわざを行いながら、すぐそのあ
とで、わたしをそしることはできない」とのイエスの譴責
を受け入れた（マルコ9：39）。何かの方法でキリストに親
しい態度を示す者はだれもこばんではならなかった。キリ
ストの品性と働きに深く心を動かされ、信仰のうちにキリ
ストに向かって心を開こうとしている人たちが多くいた。
そこで弟子たちは、動機を読みとることができないのだか
ら、こうした魂を落胆させないように注意しなければなら
なかった。イエスが自ら彼らの中におられなくなって、働
きが彼らの手にまかされた時、彼らは、狭い、排他的な精
神をほしいままにしないで、彼らが主のうちに見たのと同
じ広範囲の同情をあらわさねばならない。
人がわれわれ自身の理想や意見に全面的に一致しないか

らといって、その人が神のために働くことを禁じることは
正当ではない。キリストは偉大な教師であられる。われわ
れはさばいたり、命令したりしないで、おのおのけんそん
にイエスの足下にすわり、彼について学ばねばならない。
神が心を開かれた魂はみな、キリストがご自分のゆるしの
愛をあらわされるチャンネルである。神の光をかかげてい
る人たちの1人を落胆させ、そのことによって神が世に輝か
そうと望んでおられる光をさえぎるようなことがないよう
に、われわれはどんなにか気をつけねばならないことだろ
う。
キリストが引きよせておられる人に対して1人の弟子が

示した苛酷さと冷淡さは、——すなわち、キリストの名に
よって奇跡を行っていた人をヨハネが禁止したような行
為、——その人の足を敵の道に向けさせ、その魂が失われ
る結果になるかも知れない。そうするよりも「大きなひき
うすを首にかけられて海の深みに沈められる方が、その人
の益になる」とイエスは言われた（マタイ18：6）。そし
てさらにイエスはこうつけ加えられた。「もし、あなたの
片手が罪を犯させるなら、それを切り捨てなさい。両手が
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そろったままで地獄の消えない火の中に落ち込むよりは、
かたわになって命に入る方がよい。. . . . . .もし、あなたの片
足が罪を犯させるなら、それを切り捨てなさい。両足がそ
ろったままで地獄に投げ入れられるよりは、片足で命に入
る方がよい」（マルコ9：43、45）。
これ以上強いことばがないほどの強さで、この真剣な

ことばが語られたのはなぜだろうか。それは、「人の子
は、滅びる者を救うために」こられたからである（マタ
イ18：11）。キリストの弟子たちは、同胞の魂に対して、
天の君が示されたよりも低い関心を示してよいだろうか。
どの魂にも無限の価が払われているのである。1人の魂をキ
リストから離れさせ、その結果、救い主の愛と屈辱と苦悩
とがむだになるとは、何という恐ろしい罪であろう。
「この世は、罪の誘惑があるから、わざわいである。

罪の誘惑は必ず来る」（マタイ18：7）。世は、サタンに [901]
そそのかされて、必ずキリストに従う者たちに反対し、彼
らの信仰を破壊しようとする。だがキリストの名を帯びな
がら、しかもこのようなわざをしている者はわざわいであ
る。主に仕えると口では言いながら、主のご品性について
あやまった印象を与える者たちによって、主ははずかしめ
られる。そして多くの人々はあざむかれ、まちがった道へ
みちびかれるのである。
罪にいたらせ、キリストの栄えをけがす習慣や行為は、

どんな犠牲を払ってもとり除くがよい。神の栄えをけが
すものは、魂を益することはできない。天の祝福は、正義
についての永遠の原則を犯している人に伴うことができな
い。心に宿っているたった一つの罪でも、それは品性を堕
落させ、他人を誤った方向へみちびくのに十分である。肉
体を死から救うためには、足や手を切り落し、あるいは目
さえくりぬかねばならないとしたら、魂を死にいたらせる
罪をとり除くために、われわれはどんなにかもっと熱心に
ならねばならないことだろう。
儀式においては、どのいけにえにも塩が加えられた。

これは、香をささげるのと同じに、キリストの義だけが奉
仕を神に受け入れられるものとすることを意味した。この
習慣にふれて、イエスは、「すべての供え物は塩をもて塩
つけらる」（マルコ9：49・元訳）。「あなたがた自身の
内に塩を持ちなさい。そして、互に和らぎなさい」と言わ
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れた（マルコ9：50）。わが身を「神に喜ばれる、生きた、
聖なる供え物」としてささげる者は、救いの塩すなわち救
い主の義を受け入れねばならない（ローマ12：1）。その
時彼らは、ちょうど塩が腐敗を防ぐように、「地の塩」と
なって人々の悪を防止するのである（マタイ5：13）。しか
し、もし塩のききめがなくなったら、すなわち口さきだけ
の敬虔で、キリストの愛がなかったら、そこにはよいこと
のために何の力もない。その生活は、世の人たちに救いの
感化を及ぼすことができない。わたしの王国を築くための
あなたの精力と能力とは、あなたがわたしの霊を受け入れ
ることにかかっていると、イエスは言われる。あなたは、
生命から生命へいたるかおりとなるためにわたしの恵みに
あずかる者とならねばならない。そのとき、競争心もなけ
れば、利己心もなく、また最高の地位を望む心もなくなる
のである。そしてあなたは「自分の益を求めないで、ほか
の人の益を求める」愛を持つようになるのである（コリン
ト10：24）。
悔い改める罪人に、「世の罪を取り除く神の小羊」に目

をそそがせなさい（ヨハネ1：29）。見ることによって彼は
変えられる。彼の不安は喜びにかわり、疑いは望みにかわ
る。感謝の思いがわきあがる。石の心がくだかれる。愛の
潮流が魂に流れこむ。キリストは彼のうちにあってわきあ
がって永遠のいのちにいたる水の泉となられる。悲しみの
人で、病を知っておられたイエスが、失われた者を救うた
めに、軽蔑され、侮辱され、嘲笑され、町から町へ追われ
ながら働かれ、ついに使命を達成されたのを見る時、イエ
スがゲッセマネで大粒の血の汗を流し、十字架上で苦しみ
のうちに死なれたのを見る時、——われわれがこうしたこ
とを見る時に、自分を認めてもらいたいという欲求の叫び
は、もはやなくなる。イエスを見上げて、われわれは、自
分自身の冷淡さ、無気力、利己心を恥じる。われわれは、
主に心から奉仕することができさえすれば、何になっても
よいし、あるいは何にもならなくてもよいのである。われ
われは、主のためなら、イエスにならって十字架を負い、
試練と恥と迫害に耐えることをよろこぶのである。
「わたしたち強い者は、強くない者たちの弱さをにな

うべきであって、自分だけを喜ばせることをしてはなら
ない」（ローマ15：1）。どんな魂でも、信仰が弱く、幼
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い子供のように足がよろめいても、キリストを信じてい
る限り、軽く評価されることはない。われわれに他人より
も有利な点があったら、それが教育であろうと教養であろ
うと、高潔な品性であろうと、クリスチャンとしての訓練
であろうと、宗教経験であろうと、われわれは、われわれ
よりも恵まれていない人々にそれだけ負債があるのであっ
て、力の及ぶかぎり、そうした人々に奉仕すべきである。
もしわれわれが強い者 であったら、弱い者の手をささえ [902]
ねばならない。栄光の天使たちは、天においていつも天父
のみ顔を仰いでいるが、神の子供たちに奉仕することをよ
ろこぶ。天使たちは特に、品性に多くの好ましくない傾向
があるためにおののいている魂を見守っている。天使は、
最も必要とされる場所におり、また自己と最も困難な戦い
をたたかい、最も落胆させられるような境遇のうちにある
人々といっしょにいる。そしてキリストに真に従う者は、
この奉仕において協力するのである。
もしこうした小さな者たちの1人が敗北し、あなたに対

して悪いことをするならば、その時彼を立ち直らせること
があなたの働きである。先方から和解してくるのを待って
はならない。イエスはこう言われた、「あなたがたはどう
思うか。ある人に100匹の羊があり、その中の1匹が迷い出
たとすれば、99匹を山に残しておいて、その迷い出ている
羊を捜しに出かけないであろうか。もしそれを見つけたな
ら、よく聞きなさい、迷わないでいる99匹のためよりも、
むしろその1匹のために喜ぶであろう。そのように、これら
の小さい者のひとりが滅びることは、天にいますあなたが
たの父のみこころではない」（マタイ18：1214）。
「自分自身も誘惑に陥ることがありはしないかと、反

省」しながら、柔和な心をもって、あやまちを犯してい
る人のところへ行き、「彼とふたりだけの所で忠告しな
さい」（ガラテヤ6：1、マタイ18：15）。彼の過失を他の
人たちにばくろして彼に恥をかかせたり、キリストのみ
名を称している人の罪や過失を公表してキリストの栄えを
けがすようなことがあってはならない。過失を犯している
者に事実をはっきり告げなくてはならない場合がしばしば
ある。彼を改心させるためには、その過失を認めさせねば
ならない。しかしあなたは批判したり、非難したりしては
ならない。魂の傷をとり扱うには、最も神経の行き届いた
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接触と、こまかい感情とが必要である。カルバリーで苦難
を受けられたお方から出ている愛だけがこれに役立つので
ある。もしうまく行けば、「そのたましいを死から救い出
し、かつ、多くの罪をおおう」ことができるということを
おぼえて、やさしい憐れみの思いをもって、兄弟と兄弟の
間で解決しなさい（ヤコブ5：20）。
しかしこうした努力さえ役に立たないことがある。そ

うしたら、「ほかにひとりふたりを、一緒に連れて行きな
さい」とイエスは言われた（マタイ18：16）。これらの人
たちの力を合わせれば、最初の人の力では成功しなかった
ところに、勝利が得られるかも知れない。彼らは問題の当
事者ではないので、公平に行動しやすい。この点彼らの忠
告は、過失を犯している者にとって一層大きなききめがあ
る。
もしその人が、彼らの言うことをきかなければ、その時

はじめて、問題を信者全体の前に持ち出すべきである。教
会員は、過失を犯している者が立ち直るように、キリスト
の代表者として心を合わせて祈り、愛情をもって嘆願しな
ければならない。聖霊は、しもべたちを通して語り、さま
よっている者に神に帰るように訴える。使徒パウロは、聖
霊によって語り、「神がわたしたちをとおして勧めをなさ
るのであるから、. . . . . .そこで、キリストに代って願う、神
の和解を受けなさい」と言っている（Ⅱコリント5：20）。
この共同の申し入れをこばむ者は、自分とキリストとを
つないでいるきずなをたち切り、教会のまじわりから離れ
たのである。だから、イエスは、「その人を異邦人または
取税人同様に扱いなさい」と言われた（マタイ18：17）。
しかし彼を神の慈悲から断たれたものとみなしてはならな
い。以前の兄弟たちは、彼を軽蔑したり、無視したりしな
いで、キリストがご自分の檻（おり）に入れようといまだ
に努力しておられる失われた羊として、彼をやさしく同情
をもってとり扱わねばならない。
過失を犯した者のとり扱いについてのキリストの教え

は、モーセを通してイスラエルに与えられた教えをもっと
具体的にくりかえしたものである。「あなたは心に兄弟を
憎んではならない。あなたの隣人をねんごろにいさめて、
彼のゆえに罪を身に負ってはならない」（レビ19：17）。
すなわち過失や罪を犯している人を改心させるようにとキ
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リストがお命じになった義務をおこたる者は、共にその罪
にあずかるというのである。阻止できたかも知れない悪に [903]
ついては、われわれ自身がその行為に罪があるかのように
われわれに責任があるのである。
しかしわれわれが悪を示すのは、その悪を行った本人に

対してである。われわれは、自分たちの間で、それを論議
や批判の材料にしてはならない。それが教会に発表された
あとであっても、われわれはそれを他人にくりかえす自由
はない。クリスチャンの非行が知られることは、未信者の
世界につまずきを与えるだけである。また、われわれ自身
もこうしたことにいつまでもかかわりあっていると害を受
けるだけである。なぜなら、見ることによってわれわれも
変えられるからである。われわれが1人の兄弟のあやまちを
なおそうとする時、キリストのみたまはできるだけその兄
弟を兄弟たちの批判からさえ守るように、ましてや未信者
の世界の非難から兄弟を守るようにわれわれをみちびかれ
る。われわれ自身あやまちを犯しがちで、キリストの憐れ
みとゆるしが必要である。われわれがキリストにわれわれ
をとり扱っていただきたいと望む通りに、われわれもお互
いをとり扱うようにと、キリストは命じておられる。
「あなたがたが地上でつなぐことは、天でも皆つなが

れ、あなたがたが地上で解くことは、天でもみな解かれる
であろう」（マタイ18：18）。あなたがたは天の大使とし
て行動しているのであって、あなたがたの働きの結果は永
遠に続くのである。
しかしわれわれは、この大きな責任を1人で負っている

のではない。キリストのみことばに真心から従うところに
はどこでもキリストが住まれる。キリストは、教会の集会
の中におられるだけでなく、どんなに小人数でも、弟子た
ちがキリストのみ名によって集まるところにおられる。キ
リストは、「もしあなたがたのうちのふたりが、どんな願
い事についても地上で心を合わせるなら、天にいますわた
しの父はそれをかなえて下さるであろう」と言われる（マ
タイ18：19）。
イエスは、「天にいますわたしの父」と言われることに

よって、ご自分が人性によって弟子たちと試練を共にする
者として彼らにつながっておられ、また弟子たちの苦難に
同情しておられると同時に、神性によって限りない神のみ
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座につながっておられることを、彼らに気づかせられる。
何というすばらしい保証であろう。天使たちは失われた者
を救うために人間と同じ心になってほねおっている。こう
して、魂をキリストに引きよせるために、天のすべての力
が人間の能力と結合させられるのである。



第第第49章章章仮仮仮庵庵庵かかかりりりいいいおおおののの祭祭祭りりり

本章はヨハネ7：115、3739に基づく

ユダヤ人は1年に3回、宗教上の目的のためにエルサレム
に集まるように要求されていた。雲の柱におおいかくされ
た中から、イスラエルの目に見えない指導者キリストが、
こうした集会について指示をお与えになったのであった。
ユダヤ人の捕囚のあいだは、そうした集会を開くことはで
きなかったが、民が故国に帰った時、こうした記念行事の
遵守がもう1度始まった。こうした記念祭によって、民が心
に神を思い起こすようにというのが神のご計画であった。
しかし少数の例外を除いて、祭司や国民の指導者たちは、
この目的を見失っていた。こうした国民的な集りを定め、
その意義を理解しておられたキリストは、それがゆがめら
れているのをごらんになった。
仮庵の祭りは1年の最後の集会であった。この時に民が

神の恵みと憐れみとを反映するようにというのが神のご計
画であった。全地は神のみちびきの下にあって、その祝福
を受けていた。昼も夜も、神の見守りがつづいた。太陽と
雨が地に産物を生じさせた。パレスチナの谷と野から、収
穫が集められた。オリーブの実をもいで、貴重な油がびん
に貯えられた。なつめやしは収穫を生じた。紫色のぶどう
の房は酒ぶねの中で踏まれた。
祭りは7日間つづき、その祝いのために、パレスチナの [904]

住民は、ほかの国々からやってきた多くの人たちととも
に、家を離れてエルサレムへやってきた。遠くから近く
から、人々は、手に喜びのしるしをたずさえてやってき
た。老人も若者も、金持ちも貧しい者もみな、恵みをもっ
て年の冠とし、その道にあぶらをしたたらせてくださっ
た神への感謝の贈り物として、何か献げ物を持参した（詩
篇65：11参照）。見た目に美しく、国をあげての喜びをあ
らわすようなあらゆるものが森から持ってこられて、都は
美しい森林のように見えた。

451
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この祭りは、収穫の感謝だけでなく、神が荒野のイス
ラエル人を守ってくださった記念でもあった。彼らの天幕
生活を記念して、イスラエル人は、この祭りの間中緑の木
の枝でつくった仮小屋に住んだ。こうした仮小屋が町の通
りや、宮の庭や屋上などに造られた。エルサレムの周囲の
山や谷にも、こうした木の葉の茂った住居がちらばってい
て、人々でにぎやかにみえた。
礼拝者たちは、聖歌と感謝の祈りでこの祭りを祝った。

祭りの少し前に、贖罪（しょくざい）の日があった。この
時に、民は罪を告白したのち天とやわらいだことを宣告さ
れた。このようにして、祭りを喜び楽しむために道が備え
られた。「主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのいつくし
みはとこしえに絶えることがない」との歌声が誇らしげに
わきあがると、あらゆる種類の音楽が、ホサナの叫びにま
じって、声をそろえてうたわれるこの歌の伴奏をするので
あった（詩篇106：1）。宮はこの全国的なよろこびの中心
であった。ここではいけにえをささげる儀式が盛大に行わ
れた。ここではまたレビ人の合唱隊が聖なる建物の白い大
理石の石段の両側に整列して、賛美歌礼拝を指導した。礼
拝者たちの群れは、しゅろや、てんにんかの枝を振りなが
らその調べに和し、合唱をひびかせた。するとその歌の調
べにふたたび遠くや近くの歌声が和し、ついにはまわりの
山々が、賛美の歌声にひびきわたるのであった。
夜になると、宮とその庭にはともし火があかあかとと

もった。音楽、打ち振られるしゅろの枝、ホサナの歓声、
大群衆の流れ、その人々の上を照しているつりランプの
光、祭司たちの盛装、儀式の荘厳さなどが一つになって、
その光景は、見る者に深い印象を与えた。しかしこの祭り
の中で、最も印象的な儀式で、しかもまた最も大きな喜び
を呼び起こしたものは、荒野に滞在していた時の一つの出
来事を記念する儀式であった。
初日の夜明けに、祭司たちが銀のラッパで長く鋭い音

と、これに応ずるラッパを吹き鳴らすと、仮小屋から人々
の歓喜の叫びが、丘を越え谷を渡ってひびき渡り、祭りの
日を歓迎した。次に祭司は、ケデロン川の流れから1びん
の水をくみとってそれを高くかかげ、ラッパの鳴り渡る中
を、音楽にあわせてゆっくりと歩調をとり、その間に「エ
ルサレムよ、われらの足はあなたの門のうちに立ってい
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る」と詠唱しながら、宮の広い石段をのぼって行った（詩
篇122：2）。
祭司は、その1びんの水を、祭司の庭の中央にある祭壇

のところへ持って行った。ここには銀の水盤が二つあっ
て、その各々のそばに祭司が立っていた。その1びんの水は
一方の水盤にそそがれ、もう一つの水盤には1びんの酒がそ
そがれた。両方の水盤の中味は、ケデロン川につながって
いる管を通って、死海に流れ込むようになっていた。この
奉納された水は、神のご命令によって岩からほとばしり出
てイスラエルの民のかわきをいやした泉を象徴していた。
すると「主なる神はわが力、わが歌」「あなたがたは喜
びをもって、救の井戸から水をくむ」との歓喜の歌がわき
起った（イザヤ12：2、3）。
ヨセフの息子たちは、仮庵の祭りに出る用意をしてい

る時、キリストの様子に祭りに出られる無配がないことに
気がついた。彼らは心配しながらイエスを見守っていた。
ベテスダで病人をいやされてから、イエスは、国民的な
集りに出ておられなかった。エルサレムの指導者たちとの
無用なまさつを避けるために、イエスはご自分の働きをガ
リラヤに限っておられた。イエスが大事な宗教的な集りを
無視しておられるようにみえることと、祭司たちとラビた
ちがイエスに敵意を示していることとが、イエスの周囲の
人々や、イエスご自身の弟子たちと肉親の者たちにとって [905]
さえ、当惑の種であった。イエスは、神の律法に従うこと
が祝福であるということをこんこんとお教えになったが、
ご自身は神がお定めになった奉仕に無関心であるようにみ
えた。取税人やそのほか評判のよくない人たちとまじわっ
たり、ラビの慣習を無視したり、安息日に関する伝統的
な規則を勝手に破ったりなど、すべてのことがイエスを宗
教界の当局と敵対的な立場に立たせているようにみえ、多
くの疑問をひき起こした。イエスの兄弟たちは、イエスが
国のえらい、学問のある人たちから遠ざかっておられるこ
とはまちがいだと思った。彼らは、この人たちが正しいに
ちがいない、そしてイエスがそうした人たちと敵対的な立
場にあることはまちがいだと思った。しかし彼らは、イエ
スの欠点のない生活を目に見、弟子たちの仲間ではなかっ
たが、そのみわざに深く感動していた。イエスがガリラヤ
で人気のあることが、彼らの野心を満足させていた。彼ら
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は、イエスが自ら主張される通りのお方であることをパリ
サイ人たちにわからせるような権力の証拠を示されるよう
にとまだ望んでいた。イエスがイスラエルの君、メシヤだ
としたらどうだろう。彼らは誇らしい満足をもってこの考
えをいだいていた。
彼らは、このことについて非常に熱心だったので、キ

リストにエルサレムに行かれるようにとしきりにすすめ
た。彼らは、「あなたがしておられるわざを弟子たちにも
見せるために、ここを去りユダヤに行ってはいかがです。
自分を公にあらわそうと思っている人で、隠れて仕事をす
るものはありません。あなたがこれらのことをするからに
は、自分をはっきりと世にあらわしなさい」と言った（ヨ
ハネ7：3、4）。この終わりのことばには疑いと不信が表わ
されていた。彼らは、イエスが臆病で弱気であるとみてい
た。もしイエスが、自分はメシヤであるということを知っ
ておられるのだったら、こんなに妙に引込んでばかりい
て活動されないのはなぜだろう。もしほんとうにそんな権
力を持っておられるのだったら、なぜ大胆にエルサレムへ
行って、ご自分の資格を主張されないのだろう。ガリラヤ
でうわさになっているようなふしぎなわざをエルサレムで
行ったらどうだろう。片いなかにかくれて、無知な百姓や
漁師のためにあなたの偉大なわざを行っていないで、首都
に姿を現わして、祭司たちと役人たちの支持を受け、国民
を結合して新しい王国を建てなさいと彼らは言った。
イエスの兄弟たちは、見せびらかしの野心を持ってい

る人たちの心にしばしばみられる利己的な動機から推論
した。この精神は世の人々の支配的な精神であった。彼ら
は、キリストが、この世の王座を求めないで、ご自分が生
命のパンであると宣言されたので、腹を立てた。イエスの
多くの弟子たちがイエスを捨てた時、彼らは非常に失望し
た。彼ら自身もまた、イエスのみわざにあらわされている
こと、すなわちイエスが神からつかわされたお方であると
いうことを認める重荷からのがれるために、イエスから離
れた。
「そこでイエスは彼らに言われた、『わたしの時はま

だきていない。しかし、あなたがたの時はいつも備わっ
ている。世はあなたがたを憎み得ないが、わたしを憎ん
でいる。わたしが世のおこないの悪いことを、あかしして
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いるからである。あなたがたこそ祭に行きなさい。わたし
はこの祭には行かない。わたしの時はまだ満ちていないか
ら』。彼らにこう言って、イエスはガリラヤにとどまって
おられた」（ヨハネ7：69）。イエスの兄弟たちは、イエス
の歩まれる道を規定して、権威のある調子でイエスに語っ
た。イエスは、彼らの非難を投げ返し、彼らを自己犠牲的
なイエスの弟子たちと同類にしないで、世の人々と同類に
された。「世はあなたがたを憎み得ないが、わたしを憎ん
でいる。わたしが世のおこないの悪いことを、あかしして
いるからである」とイエスは言われた（ヨハネ7：7）。世
は、その精神において世と同じである者を憎まない。世は
そういう人たちを世のものとして愛するのである。
キリストにとって、世は安楽と自己発展の場所ではな

かった。キリストは世の権力とその栄光とをつかむ機会を
ねらっておられなかった。世はこのようなほうびをキリス
トに提供しなかった。世は、天父がキリストをおつかわし
になった場所であった。イエスは、世の人々のいのちのた [906]
めに、あがないの大いなる計画を遂行するために、与えら
れたのであった。イエスは堕落した人類のためにご自分の
働きを完成しようとしておられた。だがイエスは、出しゃ
ばったり、危険の中にとびこんだり、危機を早めたりされ
ないのであった。キリストの働きの中の一つひとつの出来
事には、時が定まっていた。イエスは忍耐強く待たれねば
ならなかった。イエスは、ご自分が世の憎しみを受けるこ
とを知っておられた。ご自分の働きの結果、ご自分が死な
ねばならないこともわかっておられた。しかし早まって、
身を危険にさらすことは、天父のみこころではないので
あった。
キリストの奇跡のうわさは、エルサレムから、ユダヤ人

の離散しているところへはどこへでもひろがっていた。イ
エスは、何か月ものあいだ祭りに出られなかったが、それ
でもイエスに対する関心はうすれていなかった。世界の各
地から、多くの人々が、イエスを見たいという希望をもっ
て、仮庵の祭りにやってきた。祭りの初めに、多くの者が
イエスのことをたずねた。パリサイ人たちと役人たちは、
イエスを罪に定める機会をみつけたいと望んで、イエスが
こられるのを待った。彼らは心配しながら、「彼はどこに
いるか」とたずねたが、だれも知らなかった。すべての人
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の心は、イエスについての思いで占められていた。祭司た
ちと役人たちを恐れたために、だれもあえてイエスをメシ
ヤとして承認しようとはしなかったが、いたるところで、
イエスについて、静かで熱心な議論が聞かれた。多くの者
は、イエスを神からつかわされたお方として弁護したが、
一方他の者たちは民衆をあざむく者としてイエスを攻撃し
た。
とかくするうちに、イエスはこっそりエルサレムに到着

しておられた。イエスは、四方から都をめざして進んでい
る旅人たちを避けるために、めったに人の通らない道をえ
らばれたのだった。もしイエスが祭りに行く旅人の隊に加
わっておられたら、都に入られる時に人々の注意がイエス
に向けられ、イエスに共鳴する民衆のデモのために、イエ
スに対する当局の反対が起こったであろう。イエスが1人で
旅をされたのは、そうしたことを避けるためであった。
祭りのなかばに、イエスについての興奮が最高潮に達

した時、イエスは群衆の目の前で、宮の庭に入られた。イ
エスが祭りに出られなかったので、イエスは祭司たちと役
人たちの権力を恐れているのだと言われていた。人々はみ
なイエスが姿を現わされたのに驚いた。だれもが声をひそ
めた。自分の生命をねらっている強力な敵の真っ只中にお
けるイエスの態度の威厳と勇気とを見て、みんなは感嘆し
た。
この大群衆の注目のまととなって、イエスは誰もかつ

てしたことがないような演説をされた。彼のことばには、
イスラエルの律法と制度、またいけにえの儀式や預言者
の教えについて、祭司たちやラビたちよりもはるかにすぐ
れた知識が示された。彼は形式主義と言い伝えの壁を打ち
破られた。来世の光景がイエスの前にくりひろげられたよ
うにみえた。目に見えない神を見たお方として、イエスは
地上のこと天上のこと、人間のこと、神のことについて、
絶対の権威をもって語られた。イエスのみことばは非常に
はっきりしていて、人々の心をなっとくさせた。人々は、
カベナウムで驚いたように、ふたたびイエスの教えに驚い
た。なぜなら「その言葉に権威があった」からである（ル
カ4：32）。イエスは、いろいろな表現を用いて、ご自分が
与えるためにこられた祝福をこばむすべての人々に臨むわ
ざわいについて聴衆に警告された。イエスは、ご自分が神
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のみもとからこられたというあらゆる証拠を示し、彼らを
悔い改めにみちびくためにできるかぎりのあらゆる努力を
払われた。もしイエスが、そのような不義の行為を彼らに
させないようにおできになるなら、彼はご自分の国民から
こばまれ、殺害されることはないであろう。
みんなは律法と預言についてのイエスの知識こ驚いた。

人々は、「この人は学問をしたこともないのに、どうして
律法の知識をもっているのだろう」と口々に質問した（ヨ
ハネ7：15）。ラビの学校で学んだ者でなければだれも宗
教教師の資格があるものとみなされなかった。イエスとバ
プテスマのヨハネは、この教育を受けていなかったので、
無学の者といわれていた。イエスとバプテスマのヨハネの [907]
教えを聞いた者たちは、2人が「学問をしたこともないの
に、」聖書の知識があることに驚いた。なるほど彼らは、
人からは学ばなかったが、天の神が彼らの教師であって、
彼らは神から最高の知恵を受けたのであった。
イエスが宮の庭で語られると、人々はうっとりとなっ

た。イエスに最も激しく反対している者さえ、イエスに害
を加える力がないことを感じた。その時は、ほかのすべて
の利害が忘れられた。
来る日も来る日も、イエスは、最後の「祭の終りの大事

な日」まで、人々に教えられた（ヨハネ7：37）。この日の
朝になると、人々は長い期間の祭りに疲れをおぼえた。そ
の時突然、イエスは、宮の庭にひびき渡るような調子で、
声を張りあげて言われた。
「だれでもかわく者は、わたしのところにきて飲むが

よい。わたしを信じる者は、聖書に書いてあるとおり、
その腹から生ける水が川となって流れ出るであろう」（ヨ
ハネ7：37、38）。人々の状態がこの訴えを力強いものと
した。彼らは次々とくりひろげられる盛んな儀式とお祭り
の場面に参加し、その目は光と色彩にくらみ、その耳はは
なやかな音楽をたのしんだが、この儀式の中には始めから
終りまで、精神的な欲求に応ずるものや、不滅なものに対
する魂のかわきを満たしてくれるものは何一つなかった。
イエスは、いのちの水の泉にきて飲むようにと彼らを招か
れた。それは彼らのうちにあって水の井戸となり、わきあ
がって永遠のいのちにいたるのであった。
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その朝、祭司は、荒野で岩を打ったことを記念する行事
をとりおこなった。その岩は、ご自分の死によって、かわ
いているすべての者に向かって救いの生ける水を流れさせ
てくださるキリストの象徴であった。キリストのみことば
は生命の水であった。集まった群衆の目の前で、キリスト
は、生命の水が世に流れ出るように打たれるためにご自分
を聖別された。サタンは、キリストを打つことによって、
いのちの君を滅ぼそうと思ったが、打たれた岩からは生け
る水が流れ出た。イエスがこのように人々に語られた時、
彼らの心はふしぎなおそれにうちふるえ、多くの者は、
サマリヤの女のように、いまにも「わたしがかわくことが
な. . . . . .いように、その水をわたしに下さい」と叫びそうに
なった（ヨハネ4：15）。
イエスは魂の欲求を知っておられた。はなやかさや

富や名声は心を満足させることができない。「だれでも
かわく者は、わたしのところにきて飲むがよい」（ヨハ
ネ7：37）。金持ちも貧しい者も、身分の高い者も低い者
もみな一様に歓迎される。イエスは、重荷を負った心を
助け、悲しむ者を慰め、落胆した者に望みを与えると約束
しておられる。イエスのみことばを聞いた者の中には、望
みを失って嘆いている者や、ひそかな悲しみを心にいだい
ている者や、やむことのない心のあこがれを世俗の事物と
人々の称賛によって満たそうとしている者が多かった。
だが彼らは、これらのものをすべて手に入れた時、自

分のほねおりによって到達したものはかわきをいやすこと
のできないこわれた水槽にすぎないことを知った。はなや
かな歓喜の光景のさなかに、彼らは不満と悲しみのうちに
立っていた。「だれでもかわく者は」というその突然の叫
びが、彼らを悲しい思いから呼びさました。そしてそれに
つづくことばを聞いた時、彼らの心には新しい望みの火が
ともった。聖霊は彼らの前に象徴を示されたが、ついに彼
らはその中に無限の価をもった救いの賜物が提供されてい
るのに気がついた。
かわいた魂に対するキリストの叫びはいまもなお出さ

れており、それはあの祭りの最後の日に宮で聞いた人々
に対するよりももっと強い力でわれわれに訴えている。泉
はすべての人のために開かれている。疲れ果てた人々に、
清新な力を与える永遠の生命の水が提供されている。イエ
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スはいまもこう叫んでおられる。「だれでもかわく者は、
わたしのところにきて飲むがよい」。「かわいている者
はここに来るがよい。いのちの水がほしい者は、価なしに
それを受けるがよい」。「わたしが与える水を飲む者は、
いつまでも、かわくことがないばかりか、わたしが与える
水は、その人のうちで泉となり、永遠の命に至る水が、わ
きあがるであろう」（ヨハネ7：37、黙示録22：17、ヨハ
ネ4：14）。



第第第50章章章　　　わわわなななののの間間間ででで[908]

本章はヨハネ7：1636、4053、8：111に基づく

祭の時エルサレムにおられた間中、イエスは、スパイた
ちにっきまとわれた。来る日も来る日も、イエスを沈黙さ
せるために新しい計略が試みられた。祭司たちと役人たち
は、イエスをわなにかけようと見張っていた。彼らは、暴
力によってイエスを阻止しようと、計画していた。しかも
それだけではなかった。彼らはこのガリラヤ人のラビを民
衆の目の前でいやしめてやろうと思った。
イエスが祭に姿を現わされた最初の日に、役人たちがみ

もとにやってきて、イエスは何の権威によって教えておら
れるのかと聞きただした。彼らは人々の注意をイエスから
そらして、イエスが何の権威で教えておられるのかという
問題に向け、そのことからさらに自分たちの貫録と権威に
人々の注意を向けようと思ったのであった。
「わたしの教はわたし自身の教ではなく、わたしをつか

わされたかたの教である。神のみこころを行おうと思う者
であれば、だれでも、わたしの語っているこの教が神から
のものか、それとも、わたし自身から出たものか、わかる
であろう」と、イエスは言われた（ヨハネ7：16、17）。あ
らさがしをするこの連中の質問に対して、イエスは、その
あらさがしに答えないで、魂の救いにとって大事な真理を
示すことによって、これに応じられた。真理を感知し、認
識することは、頭よりも心の問題であると、イエスは言わ
れた。真理は魂に受け入れられねばならない。それは意思
の服従を要求する。もし真理を理性だけで納得することが
できたら、それを受け入れるのに誇りは邪魔にならないで
あろう。しかし真理は、心のうちにおける恵みの働きを通
して受け入れられるのである。そして、その受け入れは、
神のみたまによって示される一切の罪を放棄することにか
かっている。

460
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真理を受け入れるように心が開かれ、真理の原則に反
する一切の習慣と行為を良心的にやめるのでなければ、人
はどんなに真理の知識を得ることのできる恵まれた立場に
あっても、それは何にも役にたたない。神のみこころを知
り、これを行いたいというまじめな願いをもって神に屈服
する人々に、真理は彼らを救う神の力として示される。こ
ういう人々は、神のために語る人と、ただ自分の考えで語
る人とを区別することができる。パリサイ人は、彼らの意
思を神のみこころの側に置かなかった。彼らは真理を知ろ
うとつとめないで、これを言いのがれる何らかの口実をさ
がそうとしていた。だから彼らはキリストの教えがわから
ないのだと、キリストは示された。
キリストはいま真の教師と欺瞞者とを区別する方法を

お示しになった。「自分から出たことを語る者は、自分
の栄光を求めるが、自分をつかわされたかたの栄光を求め
る者は真実であって、その人の内には偽りがない」（ヨハ
ネ7：18）。自分自身の栄誉を求める者は、自分の考えで
語っているにすぎない。利己的な精神は、その根源を明ら
かにしている。しかしキリストは、神の栄えを求めておら
れた。イエスは神のみことばを語られた。このことが、真
理の教師としてイエスの権威の証拠であった。
イエスは、ラビたちの心を読まれたことを示すことに

よって、ご自分の神性の証拠を彼らに示されたべテスダで
のいやしののち、彼らはずっと、イエスの死をたくらんで
きた。こうして彼らは、律法を擁護していると口では言い
ながら、老の律法を自ら破っていた。「モーセはあなたが
たに律法を与えたではないか。それだのに、あなたがたの
うちには、その律法を行う者がひとりもない。あなたがた
は、なぜわたしを殺そうと思っているのか」とイエスは言
われた（ヨハネ7：19）。
このことばは、ラビたちがまさにとび込もうとしている

破滅の穴を光のひらめきのように、彼らに示した。一瞬、
彼らは恐怖に満たされた。彼らは、自分たちが限りない力
の神と争っていることを知った。しかし彼らは、警告を受
け入れようとしなかった。民衆に対する勢力を維持するた [909]
めに、彼らは殺害計画をかくしておかねばならない。イエ
スの質問をそらして、彼らは、「あなたは悪霊に取りつか
れている、だれがあなたを殺そうと思っているものか」と
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叫んだ（ヨハネ7：20）。彼らは、イエスのふしぎなわざ
は、悪霊にそそのかされたものだとほのめかした。
このほのめかしに、キリストは注意を払われなかった。

イエスはつづいて、ベテスダでのいやしの働きが安息日の
律法と一致していること、またユダヤ人自身の律法の解釈
によって正当なものであることを示された。「モーセはあ
なたがたに割礼を命じたので、. . . . . .あなたがたは安息日
にも人に割礼を施している」と、イエスは言われた（ヨハ
ネ7：22）。律法によれば、どの子も8日目に割礼を受けさ
せねばならない。もしその定められた日が安息日にあたっ
ても、この儀式を行わねばならない。ましてや「安息日に
人の全身を丈夫にしてや」ることは律法の精神に一致して
いなければならない（ヨハネ7：23）。そこでイエスは、
「うわべで人をさばかないで、正しいさばきをするがよ
い」と彼らを戒められた（ヨハネ7：24）。
役人たちは沈黙させられた。すると多くの人々は、「こ

の人は人々が殺そうと思っている者ではないか。見よ、
彼は公然と語っているのに、人々はこれに対して何も言
わない。役人たちは、この人がキリストであることを、
ほんとうに知っているのではなかろうか」と叫んだ（ヨハ
ネ7：25、26）。
エルサレムに住んでいて、キリストに対する役人たち

の陰謀を知らないことはなかった聴衆の中には、抵抗でき
ない力によってキリストにひきつけられている者が多かっ
た。彼らは、イエスが神のみ子であるという確信を強く感
じさせられた。だがサタンはすぐに疑いを起こそうとする
のであった。メシヤとその来臨について、彼ら自身のまち
がった考え方によって、疑いへの道が備えられていた。キ
リストはベツレヘムにお生まれになるが、しばらくすると
その姿が見えなくなり、2度目に姿を現わされた時には、だ
れも彼がどこからこられたかを知らないと一般に信じられ
ていた。メシヤは人間から生まれるのではないと主張する
人たちが少なくなかった。またメシヤの栄光についての民
衆の観念がナザレのイエスにあてはまらなかったので、多
くの者は、「わたしたちはこの人がどこからきたのか知っ
ている。しかし、キリストが現れる時には、どこから来る
のか知っている者は、ひとりもいない」との暗示に注意を
払った（ヨハネ7：27）。
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このように彼らが疑いと信仰の間を動揺していると、
イエスは、彼らの思いを取りあげて、こうお答えになっ
た、「あなたがたは、わたしを知っており、また、わた
しがどこからきたかも知っている。しかし、わたしは自
分からきたのではない。わたしをつかわされたかたは真
実であるが、あなたがたは、そのかたを知らない」（ヨハ
ネ7：28）。彼らは、キリストの生まれがどうあるべきかに
ついて知っていると主張したが、しかしそのことについて
まったく無知であった。もし彼らが神のみこころに一致し
た生活をしていたら、彼らは、神のみ子が彼らにあらわさ
れた時にみ子を知ったであろう。
聴衆は、キリストのみことばを理解しないではいられな

かった。それは明らかに何か月も前にイエスがサンヒドリ
ンの議員達の前でご自分を神のみ子と宣言された時の主張
のくりかえしであった。役人たちは、その時イエスの死を
たくらんだように、いままたイエスを捕らえようとした。
しかし彼らは目に見えない力にさまたげられた。その力は
彼らの怒りを制限して、「ここまで来てもよい、越えては
ならぬ」と彼らに言った（ヨブ38：11）。
民衆の中にはイエスを信ずる者が多くいて、彼らは、

「キリストがきても、この人が行ったよりも多くのしるし
を行うだろうか」と言った（ヨハネ7：31）。パリサイ人の
指導者たちは、事の成り行きを心配して見守っていたが、
群衆の中に共鳴の表情を見てとった。彼らは急いで祭司長
たちのところへ行って、イエスを捕らえる計画をたてた。
しかし彼らは、イエスが1人でおられる時に捕らえるよう
に手はずをきめた。なぜなら人々の目の前でイエスを捕ら
える勇気がなかったからである。ふたたびイエスは、彼ら
の意図を見抜いておられることを明らかにされた。「今し
ばらく の間、わたしはあなたがたと一緒にいて、それか [910]
ら、わたしをおつかわしになったかたのみもとに行く。あ
なたがたはわたしを捜すであろうが、見つけることはでき
ない。そしてわたしのいる所に、あなたがたは来ることが
できない」とイエスは言われた（ヨハネ7：33、34）。
まもなくイエスは、彼らのあざけりと憎しみのとどか

ないところへ避難されるであろう。彼は天父のみもとにの
ぼって、ふたたび天使たちにあがめられるお方となられる
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であろう。そこへはキリストの殺害者たちは決して行くこ
とができないのである。
ラビたちは冷笑して言った、「わたしたちが見つけるこ

とができないというのは、どこへ行こうとしているのだろ
う。ギリシャ人の中に離散している人たちのところにでも
行って、ギリシャ人を教えようというのだろうか」（ヨハ
ネ7：35）。このあらさがしをする連中は、自分たちの嘲笑
のことばの中にキリストの使命が表現されていようとは夢
にも思わなかった。服従せずに反抗する民に、イエスは、
終日その手をさしのべておられた。しかしイエスは、彼を
求めない者たちに見いだされ、彼をたずねない者に、ご自
分を現わされるのであった（ローマ10：20、21参考）。
イエスが神のみ子であることを確信した多くの者たち

が、祭司たちとラビたちの偽りの議論でまちがった方向
へ導かれた。これらの教師たちは、メシヤに関する預言、
すなわちメシヤは、「シオンの山およびエルサレムで統べ
治め、かつその長老たちの前にその栄光をあらわされる」
また「海から海まで治め、川から地のはてまで治める」と
いう預言をくりかえして、大きな影響を与えていた（イザ
ヤ24：23、詩篇72：8）。そして彼らは、ここにえがかれて
いる栄光と、イエスのみすぼらしい外観とを軽蔑的に比較
した。預言のことばそのものが、まちがいを是認するよう
に悪用された。もし人々が自分で正直にみことばを研究し
ていたら、彼らはまちがった方向へ導かれなかったのであ
る。イザヤ61章には、キリストが実際にされたような働き
をされるということが証明されている。53章には、この世
においてキリストがこばまれ、苦難を受けられることが示
されており、59章には祭司たちとラビたちの性格がえがか
れている。
神は人々が不信を捨てるように強制されない、彼らの前

には光と闇、真理と誤謬がある。どちらを受け入れるかを
決定するのは彼ら自身である。人間の心には善と悪とを区
別する能力がさずけられている。神は、人々が衝動的に決
定しないで、聖句と聖句をくらべ、重要な証拠によって決
定するように計画しておられる。もしユダヤ人が偏見を捨
てて、書かれている預言をイエスの生活の特徴となってい
る事実とくらべてみたら、彼らは預言とこのいやしいガリ
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ラヤ人の生活と奉仕におけるその成就との間に美しい調和
を認めたであろう。
今日も多くの者が、昔のユダヤ人と同じようにだまされ

ている。宗教教師たちは、彼ら自身の理解と言い伝えの光
に照して聖書を読み、人々は、自分で聖書をさぐって真理
が何であるかを自分で判断しようとしない。彼らは、自分
の判断を放棄して、自分の魂を指導者たちにまかせる。神
のみことばを説き、これを教えることは光をゆきわたらせ
るために神がお定めになった方法の一つである。しかしわ
れわれは、どんな人の教えも聖書に照して調べてみなけれ
ばならない。真理を知ってこれに従いたいとの望みをもっ
て聖書を祈りのうちに研究する者はだれでも、神からの光
を受ける。彼は聖書を理解する。「神のみこころを行おう
と思う者であれば、だれでも、わたしの語っているこの教
が. . . . . .わかるであろう」（ヨハネ7：17）。
祭の最後の日に、祭司たちと役人たちからつかわされ

た下役どもは、イエスを捕らえないで帰ってきた。彼らは
「なぜ、あの人を連れてこなかったのか」と腹立たしげに
問われた。すると彼らは、厳粛な顔をして、「この人の語
るように語った者は、これまでにありませんでした」と答
えた（ヨハネ7：45、46）。
彼らの心はかたくなだったが、イエスのみことばによっ

てやわらげられたのであった。イエスが宮の庭で話してお
られる間、彼らはそばをうろついていて、何かイエスに反
対するきっかけをつかもうと待っていた。しかし聞いてい [911]
るうちに、彼らは自分たちがつかわされた目的を忘れた。
彼らはわれを忘れた人間のように立っていた。キリスト
は、彼らの魂にご自分をお示しになった。彼らは祭司たち
と役人たちが見ようとしないもの——神性の栄光にあふれ
ている人性を見た。彼らはこの思いに満たされ、イエスの
みことばに感動して帰ってきたので、「なぜ、あの人を連
れてこなかったのか」という質問に対して、「この人の語
るように語った者は、これまでにありませんでした」と答
えることしかできなかった。
祭司たちと役人たちも、初めてイエスの前に出た時、同

じように確信したのだった。彼らの心は深く感動し、この
人の語るように語った者はこれまでになかったとの思いに
迫られた。しかし彼らは、聖霊による確信をおし殺した。
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いま、彼らは、律法を執行する立場にある者までが、あの
憎むべきガリラヤ人の影響を受けたことを怒って、「あな
たがたまでが、だまされているのではないか。役人たちや
パリサイ人たちの中で、ひとりでも彼を信じた者があった
だろうか。律法をわきまえないこの群衆は、のろわれてい
る」と叫んだ（ヨハネ7：4749）。
真理のことばが語られると、人々はめったに、「それは

本当だろうか」とたずねないで「それはだれから支持され
ているだろうか」とたずねる。大衆は、それを受け入れる
人の数で評価する。「学者や宗教界の指導者たちの中には
信じている者があるだろうか」という質問がいまでもきか
れる。キリストの時代と同じように、今日も人々は真の信
心に対して好意を示さない。彼らはあいかわらず永遠の富
をなおざりにして、地上の幸福を熱心に求めている。多数
の人たちがそれを受け入れようとしないとか、世のえらい
人たちや宗教界の指導者たちさえそれを受け入れないとい
うことは、真理に反対する論拠とはならない。
ふたたび祭司たちと役人たちはイエスを捕らえる計画を

たて始めた。もし彼をこれ以上自由にしておいたら、彼は
民衆をこれまで認められていた指導者たちから引き離すで
あろう。したがってただ一つの安全な道は、ただちに彼を
沈黙させることであると彼らは主張した。議論が最高潮に
達した時、彼らは突然さまたげられた。ニコデモが、「わ
たしたちの律法によれば、まずその人の言い分を聞き、そ
の人のしたことを知った上でなければ、さばくことをしな
いのではないか」と質問したのである（ヨハネ7：51）。会
議は沈黙に陥った。ニコデモのことばが彼らの良心を打っ
たのである。弁明をゆるさないで人を罪に定めることはで
きなかった。高慢な役人たちがだまりこんだまま、あえて
正義のために口を開いたニコデモをみつめたのはそうした
理由からばかりではなかった。彼らは自分たちの仲間の1人
がイエスをかばうためにことばを出すほどその品性に深い
印象を受けていることに驚き、そしてくやしがった。驚き
からわれに返ると、彼らは、ニコデモに鋭い皮肉を浴びせ
て言った、「あなたもガリラヤ出なのか。よく調べてみな
さい、ガリラヤからは預言者が出るものではないことが、
わかるだろう」（ヨハネ7：52）。
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だがこの抗議の結果、会議の進行はとまってしまった。
役人たちは、彼らの意図を実行して、聴聞なしにイエスを
罪に定めることができなかった。一時は敗北して、「人々
はおのおの家に帰って行った。イエスはオリブ山に行かれ
た」（ヨハネ7：53、8：1）。
都の騒ぎと混乱を離れ、熱心な群衆と不信実なラビたち

からのがれて、イエスは静かなオリブ山へ向かわれた。イ
エスはそこで神とただ1人になることがおできになった。し
かし朝早く、イエスは宮に引き返し、人々がまわりに集ま
ると、腰をおろして彼らにお教えになった。
イエスの話はすぐにさまたげられた。パリサイ人と律法

学者の1群が、恐怖におびえた女をひっぱってイエスに近づ
き、はげしく熱心な声で、この女が第7条の戒めを犯したこ
とを責めた。彼らは、女をイエスの前におしやると、イエ
スに向かって偽善的な敬意を示しながら、「モーセは律法
の中で、こういう女を石で打ち殺せと命じましたが、あな
たはどう思いますか」と言った（ヨハネ8：5）。
彼らの敬虔のよそおいの下には、イエスの破滅をたく

らむ深い陰謀がかくされていた。彼らは、イエスがどんな [912]
決定をくだされるにせよ、彼を非難するチャンスをみつけ
ることができると考え、イエスを罪に定めるのにこの機会
をとらえたのであった。もしイエスがこの女を無罪とされ
たら、モーセの律法を軽んじているという非難を受けられ
るだろう。もしこの女が死に値すると宣告されたら、イエ
スは、ローマ人にのみ属している権威を自分がとられたと
いってローマ人に対して訴えられるであろう。
イエスはしばらくその光景——恥ずかしさにうちふるえ

ている被害者と人間的な憐れみの情さえないこわい顔つき
をした高官たちとをながめておられた。けがれのないイエ
スの純潔な心はその光景にすくんだ。この問題がどんな目
的で自分のところへ持ち込まれたかを、イエスはよくご存
知だった。イエスはみ前にいる一人一人の心を読み、その
品性と経歴を知っておられた。正義の擁護者を気取ってい
るこれらの人たちは、イエスをわなにかけるために自分た
ちでこの被害者を罪におとし入れたのだった。イエスは、
彼らの質問を聞いた様子をなさらずに、かがみこんで、目
をじっと地面にそそぎ、土の上に何か書き始められた。



468 各時代の希望

イエスがぐずぐずして無関心な様子をしておられるのに
がまんができなくなって、非難者たちは、そばへ近より、
この問題にイエスの注意を促した。だが彼らの視線が、イ
エスの目の方向にそって、その足下の地面に落ちると、彼
らの顔色が変った。そこには、彼らの目の前に、彼ら自身
の生活の罪の秘密が書かれていた。見物していた人々は、
彼らの表情が急にかわったのを見て、いったい彼らが何を
見てそんなに驚き恥じているのかを知ろうと進みよった。
このラビたちは、口では律法を敬うと言っているにも

かかわらずこの女を告発するのに律法の条項を無視してい
た。彼女を告発するのは夫の義務であって、不義の当事者
たちは同等に罰を受けるのであった。この告発者たちの処
置はまったく権限のないものであった。しかしイエスは、
彼らの立場でこれに応じられた。罰として石で打つ場合に
は、その証人が最初に石を投げねばならないことが律法に
明示されていた。そこで、イエスは立ちあがって、陰謀を
たくらんでいる長老たちに目をそそぎ、「あなたがたの中
で罪のない者が、まずこの女に石を投げつけるがよい」と
言われた（ヨハネ8：7）。そしてまた身をかがめて、地面
にものを書きつづけられた。
イエスは、モーセを通して与えられた律法を無視するこ

とも、またローマの権威を侵害することもされなかった。
告発者たちは敗北した。いま聖潔をよそおった彼らの衣は
引きはがされ、彼らは限りない純潔そのものであられるお
方の前に、不義と罪に定められて立っていた。彼らは自分
たちの生活のかくれた不義が群衆の前にさらけ出されはし
ないかとふるえあがった。そして1人ずつ、頭をたれ、目
を伏せて、被害者を同情深い救い主といっしょに残したま
ま、こそこそと立ち去った。
イエスは、立ちあがって、女の方を見て言われた、

「『女よ、みんなはどこにいるか、あなたを罰する者は
なかったのか』。女は言った、『主よ、だれもございませ
ん』。イエスは言われた、『わたしもあなたを罰しない。
お帰りなさい。今後はもう罪を犯さないように』」（ヨハ
ネ8：10、11）。
女は、恐怖にふるえながらイエスの前に立っていた。

「あなたがたの中で罪のない者が、まずこの女に石を投げ
つけるがよい」と言われたイエスのことばは、彼女には死
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刑の宣告のように聞こえた。彼女は目をあげて救い主の顔
を見る勇気もなく、だまって自分の運命を待った。彼女は
告発者たちが一言もいわずあわてて立ち去るのを見で驚い
た。すると「わたしもあなたを罰しない。お帰りなさい。
今後はもう罪を犯さないように」との望みのことばが彼女
の耳にとびこんできた（ヨハネ8：11）。女の心はやわらい
だ。彼女はイエスの足下に身を投げ、感謝に満ちた愛のあ
まり、すすり泣きながら、にがい涙とともに自分の罪を告
白した。
これは彼女にとって新しい生活、すなわち神の奉仕に

ささげられる純潔で平和な生活の始まりであった。この堕
落した魂を立ち直らせることによって、イエスは、最も苦
しい肉体の病気をいやすよりももっと大きな奇跡を行われ [913]
た。イエスは、永遠の死にいたる心の病気をなおされたの
である。悔い改めたこの女は、キリストの最も忠実な信者
の1人となった。自己犠牲的な愛と奉仕をもって、彼女は自
分をゆるしてくださったイエスの憐れみに報いた。
この女をゆるし、もっとよい生活をするように励まし

ておやりになったイエスの行為を通して、イエスのご品性
は完全な義の美しさに輝いている。イエスは、罪を軽く見
たり、不義の意識を弱めたりはされないが、罪に定めよう
としないで、救おうとされる。世の人たちは、過失を犯し
ているこの女を軽蔑し嘲笑することしかしなかった。だが
イエスは、慰めと望みのことばを語られる。罪のないお方
は、罪人の弱さを憐れみ、彼女に助けの手をさしのべられ
る。偽善的なパリサイ人は攻撃するが、イエスは、彼女に
「お帰りなさい。今後はもう罪を犯さないように」と命じ
られる（ヨハネ8：11）。
過失を犯している者たちに目をそむけ、彼らが堕落の道

を進むのをとめもしないで放っておくのは、キリストの弟
子ではない。自分が先頭に立ってほかの人たちを非難し、
律法に照らして彼らを処断するのに熱心な人々が、自分自
身の生活においては相手よりももっと罪深い場合がしばし
ばある。人間は罪人を憎みながら、一方では罪を愛する。
キリストは罪を憎まれるが、罪人を愛される。これがキリ
ストに従うすべての者の精神である。クリスチャンの愛は
いつも、人を非難するのに遅く、悔い改めをみとめるのに
早く、人をゆるし、励まし、さまよっている者を聖潔の道
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に歩ませ、彼の足をそこにしっかりとどめるようにするの
である。



第第第51章章章　　　命命命ののの光光光

本章はヨハネ8：1259、9章に基づく

「イエスは、また人々に語ってこう言われた、『わた
しは世の光である。わたしに従って来る者は、やみのう
ちを歩くことがなく、命の光をもつであろう』」（ヨハ
ネ8：12）。
イエスは、このことばを語られた時、仮庵の祭の儀式に

特に関係のある宮の庭におられた。この庭の中央には二つ
の高い台が立っていて、大きなランプがのっていた。夕べ
のいけにえのあとで、全部のランプに火がともされ、エル
サレム中に光を放った。この儀式は、荒野のイスラエルを
みちびいた光の柱を記念するものであり、またメシヤの来
臨をさし示すものとみなされた。夕方になってランプがと
もされると、宮の庭は非常な喜びと楽しみの場となった。
白髪の人たちも、宮の祭司たちも、民の役人たちも、楽器
の音とレビ人の詠唱にあわせて、祭のダンスに加わった。
エルサレムの照明を通して、民は、メシヤが来臨されて

イスラエルに光を放たれるという彼らの望みを表明した。
しかしイエスにとって、この光景はもっと深い意味があっ
た。宮の輝くランプが彼らのまわりを照したように、霊的
な光のみなもとであられるキリストは、世の暗黒を照され
るのである。それでもまたこの象徴は不完全であった。キ
リストがご自分の手で天におかれたあの大いなる光こそ、
キリストの使命の栄光をもっと真実にあらわすものであっ
た。
朝であった。太陽はちょうどオリブ山の上にのぼっ

たところで、その光は大理石の宮殿をまぶしく照らし、
宮の壁の黄金を輝かしていた。その時イエスは、太陽を
指さして、「わたしは世の光である」と言われた（ヨハ
ネ8：12）。
このことばは、それを聞いた者の1人によって、ずっと

のちにあの崇高な1節となって反響した。「この言に命が

471
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あった。そしてこの命は人の光であった。光はやみの中に
輝いている。そして、やみはこれに勝たなかった。. . . . . .す
べての人を照すまことの光があって、世にきた」（ヨハ
ネ1：4、5、9）。またイエスが天にのぼられてからずっと
のちに、ペテロも、聖霊のみちびきのもとに書いた時、イ
エスが用いられた象徴を思い出してこう言っている、「こ
うして、預言の言葉は、わたしたちにいっそう確実なもの[914]
になった。あなたがたも、夜が明け、明星がのぼって、あ
なたがたの心の中を照すまで、この預言の言葉を暗やみに
輝くともしびとして、それに目をとめているがよい」（Ⅱ
ペテロ1：19）。
神が民にご自身をあらわされる時には、いつも光が神の

こ臨在の象徴であった。世の初めの創造のみことばによっ
て、光が暗やみに照りいでた。光は、昼は雲の柱に宿り、
夜は火の柱となってイスラエルの大軍をみちびいた。光
は、シナイ山上で主のまわりにおそるべき威光となって燃
えた。光は、幕屋の贖罪所の上にとどまった。光は、ソロ
モンの神殿の献堂式のときに宮の中に満ちた。光は、天使
たちが待ち望んでいた羊飼いたちに救いのおとずれをもた
らした時、ベッレヘムの丘の上に輝いた。
神は光である。「わたしは世の光である」とのみこと

ばの中に、キリストは、ご自分が神と一つであられること
と、全人類家族に対するご自分の関係とを宣言された。世
の初めに「やみの中から光が照りいで」るようにされたの
は、キリストであった（Ⅱコリント4：6）。キリストは、
太陽と月と星の光である。キリストは、象徴と型と預言を
通してイスラエルを照らした霊的光であった。だがこの光
は、ユダヤ国民にだけ与えられたのではなかった。太陽の
光線が地のすみずみにまで行きわたるように、義の太陽キ
リストの光は、一人一人の魂の上に照りいでるのである。
「すべての人を照すまことの光があって、世にきた」

（ヨハネ1：9）。世には偉大な教師たち、すぐれた知性を
持ち、すばらしい研究をした人たち、その言論によって
思想を刺激し、広い知識の分野を明らかにした人たちがい
る。そしてこの人たちは、人類の指導者また恩人としてあ
がめられてきた。だが彼らよりも高くぬきん出ておられる
お方がある。「彼を受けいれた者、すなわち、その名を信
じた人々には、彼は神の子となる力を与えたのである。」
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「神を見た者はまだひとりもいない。ただ父のふところ
にいるひとり子なる神だけが、神をあらわしたのである」
（ヨハネ1：12、18）。
われわれは、人類の最も古い記録にまでさかのぼって、

世の偉大な教師たちをたどることができる。しかし光なる
キリストは、彼らよりも前からおられたのである。太陽系
の月や星が太陽の光を反射して輝くように、世の偉大な思
想家たちは、彼らの教えが真実であるかぎり、義の太陽キ
リストの光を反射しているのである。思想のかがやき、知
性のひらめきの一つ一つは、世の光なるキリストから出て
いる。今日、われわれは「高等教育」ということをよく耳
にする。真の「高等教育」は「知恵と知識との宝が、いっ
さい隠されている」キリスト、「この言に命があった。そ
してこの命は人の光であった」といわれているキリストか
ら授けられる教育である（コロサイ2：3、ヨハネ1：4）。
「わたしに従って来る者は、やみのうちを歩くことがな
く、命の光をもつであろう」とイエスは言われた（ヨハ
ネ8：12）。
「わたしは世の光である」というみことばによって、

イエスはご自分がメシヤであることを宣言された年老いた
シメオンは、キリストがその時教えておられた宮の中で、
イエスのことを「異邦人を照す啓示の光、み民イスラエル
の栄光」であると言った（ルカ2：32）。シメオンは、こ
のことばによって、どんなイスラエル人もよく知っている
一つの預言をイエスに適用していた。聖霊は、預言者イザ
ヤを通してこう宣言された、「あなたがわがしもべとなっ
て、ヤコブのもろもろの部族をおこし、イスラエルのう
ちの残った者を帰らせることは、いとも軽い事である。わ
たしはあなたを、もろもろの国びとの光となして、わが救
を地の果にまでいたらせよう」（イザヤ49：6）。この預
言はメシヤについて言われたものと一般に理解されていた
ので、イエスが「わたしは世の光である」と言われた時、
人々は、イエスがご自分のことを約束のメシヤであると主
張しておられるのだと認めることができた。
パリサイ人や役人たちには、この主張は横柄な出しゃ

ばりに思えた。彼らは、自分たちと同じような人間がこ
んな主張をするのをゆるしておくことができなかった。
彼らは、イエスのことばを無視した様子で、「あなたは、
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いったい、どういうかたですか」と聞き ただした（ヨハ[915]
ネ8：25）。彼らは、イエスに自分はキリストであると宣言
させたかったのである。イエスの外観とそのわざが民衆の
期待とまったくちがっていたので、陰険な敵どもは、イエ
スが自分はメシヤであると自ら発表されたら、詐欺師とし
て排撃されるであろうと信じたのであった。
しかし、「あなたは、いったい、どういうかたですか」

との彼らの質問に対して、イエスは、「わたしがどういう
者であるかは、初めからあなたがたに言っているではない
か」とお答えになった（ヨハネ8：25）。イエスのみこと
ばにあらわれていたことは、そのご品性にもあらわれてい
た。イエスは、ご自分がお教えになった真理の具体的表現
であった。イエスはことばをつづけて言われた、「わたし
は自分からは何もせずただ父が教えて下さったままを話し
ていたことが、わかってくるであろう。わたしをつかわさ
れたかたは、わたしと一緒におられる。わたしは、いつも
神のみこころにかなうことをしているから、わたしをひと
り置きざりになさることはない」（ヨハネ8：28、29）。
イエスは、ご自分がメシヤであるとの主張を証明しようと
されないで、ご自分が神と一つであることをお示しになっ
た。もし彼らの心が神の愛に向かって開かれていたら、彼
らはイエスを受け入れていたであろう。
聴衆の中には、信仰をもってイエスにひきつけられて

いた者が多かった。彼らに向かって、イエスは言われた、
「もしわたしの言葉のうちにとどまっておるなら、あなた
がたは、ほんとうにわたしの弟子なのである。また真理を
知るであろう。そして真理は、あなたがたに自由を得させ
るであろう」（ヨハネ8：31、32）。
このことばがパリサイ人の気にさわった。彼らは、ユ

ダヤ国民が長い間外国の束縛下にあるのを無視して、腹
立たしげに叫んだ、「わたしたちはアブラハムの子孫で
あって、人の奴隷になったことなどは、1度もない。どう
して、あなたがたに自由を得させるであろうと、言われる
のか」（ヨハネ8：33）。悪意の奴隷であり、復讐の思い
にこりかたまっているこの人たちの顔をごらんになって、
イエスは、悲しげに答えられた、「よくよくあなたがたに
言っておく。すべて罪を犯す者は罪の奴隷である」（ヨハ
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ネ8：34）。彼らは最悪の種類の束縛下にあった——すなわ
ち悪意に支配されていた。
神に献身しようとしない魂はみな、別の権力の支配下

にある。彼は彼自身のものではない。彼は自由を口にする
かも知れないが、最もあわれむべき奴隷状態にある。彼の
心はサタンの支配下にあるので、真理の美しさを見ること
がゆるされない。彼は、自分自身の判断の命令に従ってい
るとうぬぼれているが、実は暗黒の君の意思に従っている
のである。キリストは、魂を罪の奴隷の束縛から切り離す
ためにこられた。「だから、もし子があなたがたに自由を
得させるならば、あなたがたは、ほんとうに自由な者とな
るのである」（ヨハネ8：36）。「キリスト・イエスにある
いのちの御霊の法則は、」われわれを「罪と死との法則か
ら. . . . . .解放」するのである（ローマ8：2）。
あがないの働きに強制はない。外部からの圧力は用い

られない。神のみたまの影響下にあって、人はだれに仕え
るかを自由に選ぶことができる。魂がキリストに屈服する
時に行われる変化の中に、最高の意味の自由がある。罪を
追い出すことは、その魂自身の行為である。なるほどわれ
われは、サタンの支配からわが身を解放する力はない。だ
が罪から解放されたいと望み、非常な必要を感じて、われ
われ以外の、そしてわれわれ以上の力を求めて叫ぶ時、魂
の能力には聖霊の天来の力が吹きこまれ、その能力は神の
みこころを成就することにおいて意思の命令に従うのであ
る。
人間の自由が可能であるただ一つの条件は、キリスト

と一つになることである。「真理は、あなたがたに自由
を得させるであろう」とあるが、キリストがその真理であ
る（ヨハネ8：32）、罪は、心を弱め、魂の自由を滅ぼす
ことによってのみ勝利することができる。神に屈服するこ
とは、自分自身を回復すること、すなわち人間の真の栄光
と威厳とを回復することである。われわれは、神の律法に
従うようになったが、それは「自由の律法」である（ヤコ
ブ2：12）。
パリサイ人は、自分たちはアブラハムの子であると宣言 [916]

していた。この主張はアブラハムのわざをすることによっ
てのみ立証できるのだと、イエスは彼らにお告げになっ
た。



476 各時代の希望

アブラハムの真の子ならば、アブラハムと同じように、
神に服従する生活を送るであろう。彼らは、神から与え
られた真理を語っておられるお方を殺そうとはしないであ
ろう。ギリストに対して陰謀をくわだてているのだから、
ラビたちは、アブラハムのわざをしているとはいえなかっ
た。アブラハムの系図による子孫であるということだけで
は、何の価値もなかった。アブラハムと同じ精神を持ち、
同じわざをすることにあらわされる霊的関係がないなら
ば、彼らは、アブラハムの子ではなかった。
この原則は、長い間キリスト教界を騒がせた問題、す

なわち使徒の継承という問題に同じように重大な関係があ
る。アブラハムの子孫ということは、名や血統によらず、
品性が似ていることで証明された。同じように使徒の継承
は、教会の権威を引き継ぐことにあるのではなくて、霊的
な関係にあるのである。使徒たちの精神、彼らが教えた信
念と真理の教えとを原動力とする生活——これが使徒の継
承の真の証拠である。これが人を福音の最初の教師たちの
後継者とならせるのである。
イエスは、ユダヤ人がアブラハムの子であることを否

定された。「あなたがたは、あなたがたの父のわざを行っ
ている」とイエスは言われた（ヨハネ8：41）。彼らは嘲
笑して、「わたしたちは、不品行の結果うまれた者ではな
い。わたしたちにはひとりの父がある。それは神である」
と答えた（ヨハネ8：41）。このことばは、イエスの生れに
ついての事情をそれとなく指していて、イエスを信じ始め
た人たちのいる前でキリストに打撃を与えるつもりで言わ
れたのであった。イエスは、この卑劣なあてこすりに注意
を払わないで、「神があなたがたの父であるならば、あな
たがたはわたしを愛するはずである。わたしは神から出た
者、また神からきている者であるからだ」と言われた（ヨ
ハネ8：42）。
彼らのわざは、嘘つきであり殺人者であるサタンとの関

係を証拠だてた。そこでイエスは、こう言われた、「あな
たがたは自分の父、すなわち、悪魔から出てきた者であっ
て、その父の欲望どおりを行おうと思っている。彼は初め
から、人殺しであって、真理に立つ者ではない。彼のうち
には真理がないからである。. . . . . .わたしが真理を語ってい
るので、あなたがたはわたしを信じようとしない」（ヨハ
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ネ8：44、45）。イエスが真理を語られたということ、しか
も確信をもって語られたということが、彼がユダヤ人の指
導者たちに受け入れられなかった理由であった。自分自身
を義人とするこれらの人々を怒らせたのは真理であった。
真理は誤謬の欺瞞性をばくろした。真理は、彼らの教えと
慣習とを非難したので、歓迎されなかった。彼らは自分た
ちが誤っていたということをけんそんに告白するよりは、
むしろ真理に対して目をつぶっていたかった。彼らは真理
を好まなかった。たとえ真理であっても、彼らはそれを望
まなかった。
「あなたがたのうち、だれがわたしに罪があると責め

うるのか。わたしは真理を語っているのに、なぜあなた
がたは、わたしを信じないのか」（ヨハネ8：46）。3年の
間、イエスの敵どもは、来る日も来る日も、イエスのあと
をつけまわして、イエスの品性に何か欠点をみつけようと
した。サタンと悪の共謀者たちはイエスを征服しようとね
らっていたが、イエスのうちには、彼らに有利な立場を与
えるようなものが何もみいだされなかった。悪鬼でさえ、
あなたは「神の聖者です」と告白しないではいられなかっ
た（マルコ1：24）。イエスは、天の目の前で、他世界の目
の前で、罪深い人々の目の前で、律法を実行されたイエス
は、天使たちと人々と悪鬼たちの前で、「わたしは、いつ
も神のみこころにかなうことをしている」と語られたが、
だれもこれに挑戦するものはなかった。もしこのことばが
ほかの人の口から語られたのだったら、冒瀆とみなされた
であろう（ヨハネ8：29）。
イエスのうちに何の罪も見いだすことができなかった

にもかかわらず、ユダヤ人がイエスを受け入れようとしな
かったことは、彼ら自身が神と何のつながりも もってい [917]
なかった証拠であった。彼らは、み子のことばのうちに神
のみ声を認めなかった。彼らは、自分たちがキリストに審
判をくだしていると思っていたが、イエスをこばむことに
よって、彼らは自分自身に宣告をくだしていたのである。
「神からきた者は神の言葉に聞き従うが、あなたがたが聞
き従わないのは、神からきた者でないからである」と、イ
エスは言われた（ヨハネ8：47）。
この教訓はいつの時代にも真実である。こじつけや、

批判が好きで、神のみことばのうちに何か疑問となるよう
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なものをさがしてばかりいる者は、そうすることが思想の
自由と鋭い頭脳の証拠であると思っている。彼は、自分が
聖書をさばいていると思っているが、事実は自分自身をさ
ばいているのである。彼は、天に始まり永遠に及んでいる
真理を理解することができないことをばくろしている。神
の義という大いなる山の前にあって、彼の精神はおそれを
感じない。彼は棒きれやわらくずをさがすのに忙しく、そ
のことによって狭い世俗的な性質、すなわち神を理解する
能力を急速に失いつつある心をばくろしているのである。
心が神の霊感に応じた人は、神についての知識を増すよう
なものや、品性をきよめ、高めるようなものを求める。花
が、明るい光線によって美しい色合いに染まるために太陽
に向かって開くように、魂は、天の光がキリストのご品性
の恵みによって品性を美しくすることができるように、義
の太陽に向かうのである。
イエスは、ユダヤ人の立場とアブラハムの立場との間に

いちじるしい相違があることを示し、つづいて言われた、
「あなたがたの父アブラハムは、わたしのこの日を見よ
うとして楽しんでいた。そしてそれを見て喜んだ」（ヨハ
ネ8：56）。
アブラハムは、約束の救い主を見たいと非常に望んで

いた。彼は、自分が死ぬ前にメシヤを見ることができるよ
うにと最も熱心な祈りをささげた。そして彼はキリストを
見た。超自然の光が彼に与えられ、彼は、キリストのきよ
いご品性を認めた。彼はキリストの日を見、そしてよろこ
んだ。彼は、罪のための天来のいけにえを見せられた。こ
のいけにえについて、彼は、自分の経験を通して実例を与
えられていた。「あなたの子、あなたの愛するひとり子イ
サクを連れて. . . . . .彼を燔祭としてささげなさい」との命令
が彼に与えられた（創世記22：2）。彼は、いけにえの祭
壇に、約束の息子、——彼の望みの中心であった息子を置
いた。それから、神に従うために、ナイフをふりあげて祭
壇のわきに待っていると、「わらべを手にかけてはならな
い。また何も彼にしてはならない。あなたの子、あなたの
ひとり子をさえ、わたしのために惜しまないので、あなた
が神を恐れる者であることをわたしは今知った」という天
の声を彼は聞いた（創世記22：12）。この恐ろしい苦しみ
がアブラハムに負わされたのは、彼に、キリストの日を見
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させ、この世に対する神の愛、すなわちこの世を堕落から
ひきあげるためにひとり子を非常な屈辱的な死に渡された
ほどの神の大いなる愛を認めさせるためであった。
アブラハムは、神について、かつて人間に与えられた最

高の教訓を学んだ。死ぬ前にキリストを見たいという彼の
祈りは答えられた。彼は、キリストを見た。彼は、人間が
見ても生きることのできる全部を見たのである。全面的に
屈服することによって、彼は自分に与えられたキリストの
まぼろしを理解することができた。神は罪人を永遠の滅び
から救うためにひとり子をお与えになることによって、人
間がなし得るよりももっと大きな、そしてもっとすばらし
い犠牲を払おうとしておられるのだということを、彼は示
された。
アブラハムの経験は、次の質問に答えるものであった。

「わたしは何をもって主のみ前に行き、高き神を拝すべ
きか。燔祭および当歳の子牛をもってそのみ前に行くべき
か。主は数千の雄羊、万流の油を喜ばれるだろうか。わが
とがのためにわが長子をささぐべきか。わが魂の罪のため
にわが身の子をささぐべきか」（ミカ6：6、7）。「子よ、
神みずから燔祭の小羊を備えてくださるであろう」とのア
ブラハムのことばと、神がイサクの代りにいけにえを用意
されたことを通して、人はだれも自力で罪のあがないをす
ることができないことが明らかにされた（創世記22：8）。
異教の犠牲制度は全く神に受け入れられない ものであっ [918]
た。父親は息子または娘を罪祭としてささげるべきではな
かった。神のみ子だけが世の罪を負うことがおできになる
のである。
アブラハムは、自分自身の苦難を通して、救い主の犠

牲の使命を見ることができた。だがイスラエルは、彼らの
高慢な心にとって面白くないことを理解しようとしなかっ
た。アブラハムにっいて言われたキリストのみことばは、
聴衆に何の深い意義も感じさせなかった。パリサイ人た
ちは、キリストのことばに新しいあげ足とりの理由をみつ
けただけであった。彼らは、イエスが狂人であることを証
明しようとするかのように、冷笑をもって、「あなたはま
だ50にもならないのに、アブラハムを見たのか」とやり返
した（ヨハネ8：57）。
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イエスは、おごそかな威厳をもって、「よくよくあなた
がたに言っておく。アブラハムの生れる前からわたしは、
いるのである」と答えられた（ヨハネ8：58）。
たくさんの群衆は、沈黙につつまれた。永遠の存在に

ついての観念を表わすためにモーセに与えられた神のみ名
が、このガリラヤのラビによって自分のものとされた。イ
エスは、ご自分が自力によって存在されるお方、「その出
るのは昔から、いにしえの日からである」とイスラエルに
約束されたお方であると宣言された（ミカ5：2）。
ふたたび祭司たちとラビたちが、イエスは冒瀆者だと

叫びたてた。イエスが神と一つであると主張されたため
に、彼らが騒ぎたててイエスの生命をとろうとしたこと
が以前にあった。それから数か月後に、彼らは、「あなた
を石で殺そうとするのは、よいわざをしたからではなく、
神を汚したからである。また、あなたは人間であるのに、
自分を神としているからである」とはっきり断言した（ヨ
ハネ10：33）。イエスが神のみ子であり、また自らそう公
言されたために、彼らはイエスを殺すことばかり考えてい
た。いま人々の中には、祭司たちとラビたちの味方になっ
て、石をとってイエスに投げつけようとする者が多かっ
た。「しかし、イエスは身を隠して、宮から出て行かれ
た」（ヨハネ8：59）。
光であられるキリストが暗黒のうちに輝いておられた。

しかし「暗黒はこれを悟」らなかった（ヨハネ1：5･文語
訳）。
「イエスが道をとおっておられるとき、生れつきの盲人

を見られた。弟子たちはイエスに尋ねて言った、『先生、
この人が生れつき盲人なのは、だれが罪を犯したためです
か。本人ですか、それともその両親ですか』。イエスは答
えられた、『本人が罪を犯したのでもなく、また、その両
親が犯したのでもない。ただ神のみわざが、彼の上に現れ
るためである。』. . . . . .イエスはそう言って、地につばきを
し、そのつばきで、どうをつくり、そのどうを盲人の目に
塗って言われた、『シロアム（つかわされた者、の意）の
池に行って洗いなさい』。そこで彼は行って洗った。そし
て見えるようになって、帰って行った」（ヨハネ9：17）。
罪はこの世で罰せられると、ユダヤ人は一般に信じて

いた。あらゆる苦難は、苦しんでいる本人か、あるいはそ



第51章　命の光 481

の両親が何か悪いことをした罰だと考えられていた。なる
ほどあらゆる苦難は神の律法を犯した結果であるが、この
事実は曲解されていた。罪とそのすべての結果の張本人で
あるサタンは、病気と死は神から出るもの、すなわち罪の
故に神が勝手に人に課せられる罰であると人々に考えさせ
ていた。だから何か大きな苦難やわざわいに見舞われた人
は、大罪人としてみられるという余計な重荷まで負わされ
た。
こうしてユダヤ人が、イエスをこばむ道が用意された。

「われわれの病を負い、われわれの悲しみをになった」お
方が、「打たれ、神にたたかれ、苦しめられたのだ」とユ
ダヤ人からみなされ、彼らはイエスに対して顔をおおった
（イザヤ53：4）。
神はこうしたことを防ぐために教訓をお与えになってい

た。ヨブの経歴は、苦難はサタンから与えられ、神が、憐
れみの目的をもってそれを支配されるということを示して
いた。だが、イスラエルは、この教訓がわからなかった。
神はヨブの友人たちのあやまちを譴責されたが、ユダヤ人
がキリストをこばんだことにその同じあやまちがくりかえ
された。
罪と苦難との関係についてのユダヤ人の信念は、キリス [919]

トの弟子たちのうちにもあった。イエスが、彼らの誤りを
正された時、主は、その男の苦難の原因を説明しないで、
その結果をお告げになった。すなわちその苦難の故に神の
みわざがあらわされるというのである。「わたしは、この
世にいる間は、世の光である」とイエスは言われた（ヨハ
ネ9：5）。それからイエスは、その盲人の目に泥を塗り、
シロアムの池に行って洗わせられた。するとその男の視力
が回復した。このようにしてイエスは、弟子たちの質問に
実際的な方法でお答えになったが、好奇心から出た質問に
はたいていこんな答え方をされた。弟子たちは、だれが罪
を犯したとか犯さなかったとかいう質問を議論するのでな
く、盲人に視力をお与えになった神の力と恵みを理解する
ように求められた。どろや、盲人が洗いに行かされた池に
いやしの力があったのではなく、その力はキリストのうち
にあったことは明らかであった。
パリサイ人たちはそのいやしに驚かないではいられな

かった。それでもなお彼らはいままでよりももっと憎しみ
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に満たされた。というのは、この奇跡が安息日に行われた
からであった。
その若者の隣人や、彼が盲人であることを前から知って

いた人たちは、「この人は、すわってこじきをしていた者
ではないか」と言った（ヨハネ9：8）。彼らは疑わしげに
彼を見た。彼は、目があいたら、顔つきが変って明るくな
り、ほかの人のようにみえたからである。人から人へ疑問
が伝わった。ある人たちは、「その人だ」と言い、他の人
たちは、「あの人に似ているだけだ」と言った。しかしこ
の大きな祝福を受けた本人が、「わたしがそれだ」と言っ
て、疑問を解決した。そして彼は、イエスについて、ま
た自分がどんな方法でいやされたかについて語った。彼ら
は、「その人はどこにいるのか」とたずねたが、彼は「知
りません」と答えた（ヨハネ9：9、12）。
そこで彼らは、その男をパリサイ人の会議につれて行っ

た。男はどうやって目が見えるようになったかと、ふた
たびたずねられた。「彼は答えた、『あのかたがわたしの
目にどうを塗り、わたしがそれを洗い、そして見えるよう
になりました』。そこで、あるパリサイ人たちが言った、
『その人は神からきた人ではない。安息日を守っていない
のだから』」（ヨハネ9：15、16）。パリサイ人たちは、イ
エスが罪人であって、メシヤではないということを言いた
かったのである。彼らは、盲人をいやしたお方が、安息日
をつくってそのすべての義務を知っておられるお方である
ことを知らなかった。彼らは、安息日を守ることにはふし
ぎなくらい熱心にみえたが、それにもかかわらずその日に
殺人を計画していた。だが多くの者は、この奇跡のことを
聞いて非常に心を動かされ、盲人の目をあけたお方がただ
の人間ではないことを確信した。イエスは安息日を守られ
なかったから罪人であるとの非難に対して、彼らは、「罪
のある人が、どうしてそのようなしるしを行うことができ
ようか」と言った（ヨハネ9：16）。
ラビたちは「もう1度この盲人に聞いた、『おまえの目

をあけてくれたその人を、どう思うか』。『預言者だと思
います』と彼は言った」（ヨハネ9：17）。パリサイ人は、
この男は生れつきの盲人ではなかったから目が見えるよう
になったのだと主張した。彼らはこの男の両親を呼び、た
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ずねて言った、「これが、生れつき盲人であったと、おま
えたちの言っているむすこか」（ヨハネ9：19）。
自分は生れつき盲人であったのに目がみえるようになっ

たのだと断言している当の本人がいるのに、パリサイ人た
ちは、自分たちの誤りを認めるよりはむしろ自分自身の目
で見た証拠を否定したかった。それほど偏見は根強く、そ
れほどパリサイ人の義はゆがめられていた。
パリサイ人たちにとって一つの望みが残っていた。それ

はこの男の両親を脅迫することであった。真心をよそおっ
て、彼らは、「それではどうして、いま目が見えるのか」
とたずねた（ヨハネ9：19）。両親はやっかいな問題にま
きこまれるのを恐れた。なぜならイエスをキリストと認め
る者はだれでも「会堂から追い出す」、すなわち30日間会
堂にはいらせないということが布告されていたからである [920]
（ヨハネ9：22）。この期間中は、違反者の家庭では割礼
を施すこともできないし、死者をいたむこともできなかっ
た。だからこの宣告をくだされることは非常なわざわいと
みなされていた。もし悔い改めがみられなければ、もっと
重い刑罰が加えられた。両親は息子のためになされたすば
らしいみわざを通して確信を与えられていたが、それでも
こう答えた、「これがわたしどものむすごであること、ま
た生れつき盲人であったことは存じています。しかし、ど
うしていま見えるようになったのか、それは知りません。
また、だれがその目をあけて下さったのかも知りません。
あれに聞いて下さい。あれはもうおとなですから、自分の
ことは自分で話せるでしょう」（ヨハネ9：20、21）。こう
して彼らは責任を全部自分たちから息子へ移した。彼らは
あえてキリストを告白しようとしなかった。
パリサイ人たちがおちいっているジレンマ、彼らの質問

と偏見、事件の真相に対する彼らの不信などから、群衆、
特に一般民衆の目がだんだん開かれてきた。イエスはたび
たび人の通っている路上で奇跡を行われ、しかもそのみわ
ざはいつも苦しんでいる者を救う性格のものだった。多く
の人々の心にあった疑問は、パリサイ人たちはイエスを詐
欺師だと言い張るが、神はそんな人間を通してこのような
偉大なみわざをされるだろうかということであった。この
論争は両者の間で非常に熱してきていた。
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パリサイ人たちは、自分たちが、イエスによってなさ
れたみわざを宣伝していることに気がついた。彼らは奇
跡を否定することができなかった。盲人は喜びと感謝に
満ちていた。彼は、自然界のすばらしいものを目に見、
地と空の美しさを見て喜びに満たされた。彼は、遠慮なく
自分の経験を語った。するとまた彼らは、彼をだまらせよ
うとして、「神に栄光を帰するがよい。あの人が罪人であ
ることは、わたしたちにはわかっている」と言った（ヨハ
ネ9：24）。あの人がおまえの目を見えるようにしてくれた
と2度と言うな、おまえの目が見えるようにしてくださった
のは神であるというのだった。
盲人は答えて言った、「あのかたが罪人であるかどう

か、わたしは知りません、ただ1つのことだけ知っていま
す。わたしは目が見えなかったが、今は見えるということ
です」（ヨハネ9：25）。
すると彼らは、もう1度たずねた、「その人はおまえに

何をしたのか。どんなにしておまえの目をあけためか」
（ヨハネ9：26）。彼らは、いろいろなことを言ってこの男
を混乱させ、自分はだまされたのだと考えるようにしむけ
た。サタンと悪天使たちは、パリサイ人のがわにいて、キ
リストの感化力を打ち消すために彼らの勢力とずるさを人
間の理性と結合させた。彼らは、多くの人々の心に強まり
つつあった確信をくもらせた。神の天使たちもまたその場
にいて、視力を回復してもらった男を力づけた。
パリサイ人たちは、生れつき目が見えない無教育なこの

男よりもほかのお方を相手にしなければならないことに気
がつかなかった。彼らは、論争している相手のお方を知ら
なかった。天来の光がこの盲人の魂の奥底にさし込んだ。
これらの偽善者たちが彼に信じさせないようにしようとし
た時、神は、この男の力強く鋭い答によって、彼がわなに
おちいるような人間ではないことをお示しになった。「彼
は答えた、『そのことはもう話してあげたのに、聞いてく
れませんでした。なぜまた聞こうとするのですか。あなた
がたも、あの人の弟子になりたいのですか。』そこで彼ら
は彼をののしって言った、『おまえはあれの弟子だが、わ
たしたちはモーセの弟子だ。モーセに神が語られたという
ことは知っている。だが、あの人がどこからきた者か、わ
たしたちは知らぬ』」（ヨハネ9：2729）。
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主イエスは、この男が経験している苦悩を知っておら
れ、彼に恵みとことばをお与えになったので、彼はキリ
ストの証人となった。彼がパリサイ人に答えたことばは、
質問者たちにとって鋭い譴責であった。彼らは、聖書の
解説者、国民の宗教上の指導者であると自称していた。そ
れなのに奇跡を行われるお方が目の前におられても、その
お方の力のみなもとについて、またそのお方の性格と主張
について何も知らない と告白した。そこでこの男は言っ [921]
た、「わたしの目をあけて下さったのに、そのかたがどこ
からきたか、ご存じないとは、不思議千万です。わたした
ちはこのことを知っています。神は罪人の言うことはお聞
きいれになりませんが、神を敬い、そのみこころを行う人
の言うことは、聞きいれて下さいます。生れつき目が見え
なかった者の目をあけた人があるということは、世界が始
まって以来、聞いたことがありません。もしあのかたが神
からきた人でなかったら、何一つできなかったはずです」
（ヨハネ9：3033）。
この男は、相手の立場に立って、審問者たちに応じた。

彼の議論には答えることができなかった。パリサイ人た
ちは驚いてしまった。彼らはこの男の鋭い、断固たるこ
とばの前にすくんだようになって、だまってしまった。
しばらく沈黙がつついた。それから、ふきげんな顔をした
祭司たちとラビたちは、この男との接触から汚れでもうつ
されるかのように、衣をひきよせた。彼らは足のちりを払
い、「おまえは全く罪の中に生れていながら、わたしたち
を教えようとするのか」とのおどし文句を浴びせた（ヨハ
ネ9：34）。そして彼らはこの男を破門した。
イエスはこの出来事をお聞きになった。そこでイエス

は、そのすぐあとでこの男をみつけて、「あなたは人の子
を信じるか」と言われた（ヨハネ9：35）。
はじめて盲人は、自分を救ってくださった方のお顔を見

た。会議の場所では、この男は、両親が困り、当惑してい
るのを見た。彼は、ラビたちのふきげんな顔を見た。いま
彼は、イエスのやさしい、平和な顔つきに目をとめた。す
でに彼は、わが身の不利益もかまわずに、イエスが天来の
力の代表者であられることを公然と認めていた。そこでい
ま彼にもっと高い啓示が与えられた。
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「あなたは人の子を信じるか」との救い主の質問に、
盲人は答えて、「主よ、それはどなたですか。そのかた
を信じたいのですが」とたずねた（ヨハネ9：36）。する
とイエスは、「あなたは、もうその人に会っている。今あ
なたと話しているのが、その人である」と言われた（ヨハ
ネ9：37）。男は、救い主の足下にひれ伏して主を拝した。
彼は肉眼が見えるようになったばかりでなく、さとりの目
も開かれたのだった。彼の魂にキリストがあらわされたの
で、彼は、キリストを神からつかわされたお方として受け
入れた。
一群のパリサイ人たちが近くに集まっていたが、彼ら

をごらんになったイエスの心には、ご自分のことばとみわ
ざの効果にいつもはっきりあらわれる相違が浮んだ。イエ
スは、「わたしがこの世にきたのは、さばくためである。
すなわち、見えない人たちが見えるようになり、見える人
たちが見えないようになるためである」と言われた（ヨハ
ネ9：39）。キリストは盲人の目を開き、暗黒のうちにある
人々に光を与えるためにおいでになった。
彼は、ご自分が世の光であることを宣言しておられた

が、いま行われた奇跡は、イエスの使命を証明した。救い
主の来臨の時に主を見た人たちは、前の時代の人々が受け
たよりも一層深い神のご臨在のあらわれを示された。神に
ついての知識は、もっと完全にあらわされた。しかしこの
ようにあらわされたことによって、さばきが人々の上にく
だっていた。彼らの品性が試みられ、その運命が決定され
た。
天来の力のあらわれは、この盲人に肉眼の視力と霊的

視力とを与えたが、それはまたパリサイ人を一層深い暗
黒のうちに残した。聴衆の中のある者たちは、キリスト
のみことばが自分たちにあてはまると思って、「それで
はわたしたちも目が見えないのでしょうか」とたずねた
（ヨハネ9：40）。イエスは、「もしあなたがたが盲人で
あったなら、罪はなかったであろう」と答えられた（ヨハ
ネ9：41）。もし神が、あなたがたが真理を見ることがで
きないようにされたのだったら、あなたがたの無知に罪は
ない。しかし今あなたがたは見えると言う。あなたがたは
自分は見えると信じて、目の見える唯一の方法をこばんで
いる。自分の必要を認めるすべての者のために、キリスト
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は無限の助けをもってこられた。だがパリサイ人たちは、
必要を告白しようとしなかった。彼らは、キリストのみも
とに行くことをこばんだ。だから彼らは、盲目のままにと
り残された。その盲目は、彼ら自身の罪である。イエスは [922]
「あなたがたの罪がある」と言われた（ヨハネ9：41）。



第第第52章章章　　　よよよいいい羊羊羊飼飼飼

本章はヨハネ10：130に基づく

「わたしはよい羊飼である。よい羊飼は、羊のために命
を捨てる。. . . . . .わたしはよい羊飼であって、わたしの羊を
知り、わたしの羊はままた、わたしを知っている。それは
ちょうど、父がわたしを知っておられ、わたしが父を知っ
ているのと同じである。そして、わたしは羊のために命を
捨てるのである」（ヨハネ10：11、14、15）。
ふたたびイエスは、聴衆のよく知っている事がらにつ

いての連想を通して、彼らの心をとらえる道を見いださ
れた。イエスは、みたまの感化を、つめたい、清新な水
にたとえられたことがあった。イエスはまた、ご自分が
光であって、自然界にとっても人間にとっても生命とよろ
こびのみなもとであると言われたことがあった。いまイエ
スは、美しい田園的な描写をもって、イエスを信ずる者と
ご自分との関係を表現される。聴衆にとってこれほど見な
れた光景はなかったので、キリストのみことばは、この光
景を永遠にキリストご自身に結びつけた。弟子たちは、羊
の群れを世話している羊飼たちを見ると、救い主の教訓を
思い出さないではいられなかった。彼らは、一人一人の忠
実な羊飼のうちにキリストを見るのであった。彼らは、た
よっている無力な羊の群れの1頭1頭に、自分自身を見るの
であった。
預言者イザヤは、この譬をメシヤの使命にあてはめて、

慰めのことばをこう語った。「よきおとずれをシオンに
伝える者よ、高い山にのぼれ。よきおとずれをエルサレ
ムに伝える者よ、強く声をあげよ、声をあげて恐れるな。
ユダのもろもろの町に言え、『あなたがたの神を見よ』
と、. . . . . .主は牧者のようにその群れを養い、そのかいなに
小羊をいだき、そのふところに入れて携えゆき、乳を飲ま
せているものをやさしく導かれる」（イザヤ40：911）。ダ

488
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ビデは、「主はわたしの牧者であって、わたしには乏しい
ことがない」と歌った（詩篇23：1）。
聖霊はまた、エゼキエルを通して、こう言明された、

「わたしは彼らの上にひとりの牧者を立てる. . .彼は彼らを
養う。. . . . . .わたしは、うせたものを尋ね、迷い出たものを
引き返し、傷ついた者を包み、弱ったものを強くし. . . . . .、
わたしは彼らと平和の契約を結び. . . . . .、彼らは重ねて、
もろもろの国民にかすめられることなく. . . . . .彼らは心を
安んじて住み、彼らを恐れさせる者はない」（エゼキエ
ル34：23、16、25、28）。
キリストは、これらの預言をご自分にあてはめ、ご自身

の性格とイスラエルの指導者たちの性格との相違をお示し
になった。パリサイ人たちは、キリストの力についてあえ
てあかしをたてたという理由で、1人の人間をかこいの中か
ら追い出したばかりであった。彼らはまことの羊飼イエス
がご自分のもとにひきよせようとしておられた魂を追い出
した。このことによって、彼らは、自分たちにまかされて
いる働きについて無知であることと、羊の群れの牧者とし
て信任される価値のないことをばくろした。イエスは、い
ま彼らとまことの羊飼との相違を彼らの目の前に示し、ご
自身を主の羊の群れのまことの番人としてさし示された。
しかしイエスは、その前に、別な譬で、ご自分のことを
語っておられる。
イエスはこう言われた、「羊の囲いにはいるのに、門

からでなく、ほかの所からのりこえて来る者は、盗人で
あり、強盗である。門からはいる者は、羊の羊飼である」
（ヨハネ10：1、2）。バリサイ人たちはこのことばが彼ら
を非難して語られたことばであることに気がつかなかっ
た、彼らがその意味を心の中でおしはかっていると、イエ
スは、はっきり彼らに言われた、「わたしは門である。わ
たしをとおってはいる者は救われ、また出人りし、牧草に
ありつくであろう。 盗人が来るのは、盗んだり、殺した [923]
り、滅ぼしたりするためにほかならない。わたしがきたの
は、羊に命を得させ、豊かに得させるためである」（ヨハ
ネ10：9、10）。
キリストは神の囲いの門である。大昔から、神の子ら

はみなこの門を通って入って行った。イエスは、型に示さ
れ、象徴に予表され、預言者たちの啓示にあらわされ、弟
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子たちに与えられた教訓を通してあらわされているが、そ
のイエスのうちに、また人の子らのためになされた奇跡の
うちに、彼らは「世の罪を取り除く神の小羊」を見（ヨハ
ネ1：29）、また、イエスを通して、主の恵みという囲いの
中につれてこられた。多くの人々が現れて、世の信仰の対
象としてほかのものを示した。人々は、儀式や制度を作り
出し、それによって義とされ、神とやわらいで、神の囲い
に入ることを望んでいる。しかしただ一つの門は、キリス
トである。キリストの代りになるような何かを置いたり、
何かほかの道から囲いに入ろうと試みた者は、みな盗人で
あり、強盗である。
パリサイ人は門から入らなかった。彼らは、キリスト以

外の方法で、囲いによじのぼって入ったのであって、真の
羊飼の働きを果たしていなかった。祭司たちや役人たち、
律法学者たちやパリサイ人たちは、生きた牧草地をだめに
し、生命の水のみなもとをけがした。霊感のみことばは、
こうした偽りの羊飼をありのままにこうえがいている、
「あなたがたは弱った者を強くせず、病んでいる者をい
やさず、傷ついた者をつつまず、迷い出た者を引き返らせ
ず、. . . . . .彼らを手荒く、きびしく治めている」（エゼキエ
ル34：4）。
どの時代にも、哲学者たちと教師たちは、魂の必要を満

足させるための学説を世に示してきた。どの異教国にも、
鰍な教師や宗教制度があって、キリスト以外のあがない
の方法を提供し、人々の目を天父のみ顔からそらし、人々
に祝福しかお与えになったことのない神について、恐怖を
人々の心に満たしてきた。彼らの働きの傾向は、創造とあ
がないによって神ご自身のものであるところのものを、神
力ら奪うことである。このような偽りの教師たちは人から
もまた盗んでいる。幾百万の人間が偽りの宗教の下にあっ
て、奴隷的な恐れとにぶい無関心という束縛につながれ、
この世における望みもよろこびも抱負も奪われて、ただ
来世についての重苦しい恐れを抱きながら、荷物を背負わ
された動物のように骨おっている。魂を高めることができ
るのは神の恵みの福音だけである。み子のうちにあらわさ
れている神の愛について瞑想する時、ほかのどんなことに
よるよりも、心が動かされ、魂の能力が呼び起こされる。
キリストは、人間のうちに神のみかたちを再創造するため
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においでになった。人々をキリストから離れさせる者はだ
れでも彼らを真の向上のみなもとから離れさせているので
あって、人生の希望と目的と栄光とを彼らからだましとっ
ているのである、彼は盗人であり、強盗である。
「門からはいる者は、羊の羊飼である」（ヨハ

ネ10：2）。キリストは門であり、また羊飼である。主
は1人でお入りになる。キリストが羊の羊飼となられるの
はご自身の犠牲を通してである。「門番は彼のために門を
開き、羊は彼の声を聞く。そして彼は自分の羊の名をよん
で連れ出す。自分の羊をみな出してしまうと、彼は羊の先
頭に立って行く。羊はその声を知っているので、彼につい
て行くのである」（ヨハネ10：3、4）。
すべての動物の中で、羊は最も臆病で無力な動物の一

種なので、東方の国では、羊飼はたえまなく、うむことな
く、羊の群れを世話する。昔は、今と同じように、城壁を
めぐらした町の外側は安全ではなかった。辺境をうろつい
ている部族からの略奪者たちや、岩の間をかくれ場所にし
ている猛獣などが、羊の群れをあらそうとして待ち伏せて
いた。羊飼は、いのちがけの責任を自覚して見張った。ヤ
コブは、ハランの牧草地でラバンの羊の群れを飼ったが、
自分自身のしんぼう強い働きを描写して、「昼は暑さに、
夜は寒さに悩まされて、眠ることもできませんでした」と
言った（創世記31：40）。少年ダビデが、1人で、ししと熊
に出会い、盗まれた小羊をそのきばから救い出したのは、
父の羊の番をしていた時であった。
羊飼が岩だらけの丘を越え、森林や荒れ果てた谷を通っ [924]

て、羊の群れを草の多い川辺の安全な場所へ連れて行く
時、また山の上で、淋しい夜の間、羊を盗賊から守り、病
気の羊や弱い羊をやさしく世話しながら番をしている時、
彼の生命は羊たちの生命と一体となる。一つの強いやさし
いきずなによって、彼は、自分が世話をしているものに結
びつけられる。羊の群れがどんなに大きくても、羊飼はど
の羊も知っている。どの羊にも名前があって、羊飼が名前
を呼ぶと答えるのである。
この世の羊飼が自分の羊を知っているように、天の羊

飼イエスは、世界中にちらばっているご自分の羊の群れ
を知っておられる。「あなたがたはわが羊、わが牧場の
羊である。わたしはあなたがたの神であると、主なる神
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は言われる」。イエスは「わたしはあなたの名を呼んだ、
あなたはわたしのものだ」。「わたしは、たなごころにあ
なたを彫り刻んだ」と言われる（エゼキエル34：31、イザ
ヤ43：1、49：16）。
イエスは、われわれを個人的に知っておられ、われわ

れの弱さを感じて心を動かされる。イエスはわれわれの名
前をみな知っておられる。イエスはわれわれの住んでいる
家を、またその家に住んでいる一人一人の名前を知ってお
られる。イエスは、時々、ご自分のしもべたちに、どこそ
この町の何という通りのこれこれの家に行ってわたしの羊
の1匹をさがしなさいと命じられた。
一人一人は、あたかも救い主がその者のためだけに死な

れたかのように、よくイエスに知られている。一人一人の
悲嘆はイエスの心を動かす。助けを求める叫びはイエスの
耳に達する。イエスはすべての人をみもとに引きよせるた
めにおいでになった。イエスは彼らに、「わたしに従って
きなさい」とお命じになる。するとみたまが彼らの心に働
いて、彼らがみもとにくるように引きよせる。多くの者は
引きよせられるのをこばむ。イエスはそれがだれであるか
をご存知である。イエスはまた、ご自分の呼び声をよろこ
んで聞いて、羊飼であられるイエスの守りに身をゆだねよ
うとする者をご存知である。「わたしの羊はわたしの声に
聞き従う。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしにつ
いて来る」とイエスは言われる（ヨハネ10：27）。イエス
は、この地上にほかにだれもいないかのように、一人一人
を気づかわれる。
「彼は自分の羊の名をよんで連れ出す。. . . . . .羊はその

声を知っているので、彼について行くのである」（ヨハ
ネ10：3、4）。東方の羊飼は羊を追いたてない。彼は、暴
力や恐怖心に訴えないで、自分が先に行って羊たちを呼
ぶ。羊たちは、彼の声を知っているので、その呼び声に従
う。救い主であられる牧者イエスも、これと同じように、
ご自分の羊をとり扱われる。聖書に、「あなたは、その
民をモーセとアロンの手によって羊の群れのように導かれ
た」といわれている（詩篇77：20）。預言者を通して、イ
エスは、「わたしは限りなき愛をもってあなたを愛してい
る。それゆえ、わたしは絶えずあなたに真実をつくしてき
た」と宣言しておられる（注・英語訳には、「それゆえ、
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わたしはやさしく親切にあなたを引きよせた」となってい
る。エレミヤ31：3）。イエスは、わたしに従いなさいと、
だれにも強制されない。「わたしはあわれみの綱、すなわ
ち愛のひもで彼らを導いた」と、イエスは言われる（ホセ
ア11：4）。
弟子たちがキリストに従うのは、罰を恐れるとか、永遠

の報いを望むからではない。彼らは、ベツレヘムの馬ぶね
からカルバリーの十字架にいたるまで、この地上における
旅路を通じてあらわされた救い主の比類のない愛を見る。
そのキリストのお姿が彼らをひきつけ、魂をやわらげ、征
服するのである。イエスを仰ぎ見る者の心のうちに愛がめ
ざめる。彼らはみ声を聞き、イエスに従うのである。
羊飼が羊たちの前に行って、自分がまず道中の危険に遭

遇するように、イエスもまたご自分の民に対して同じよう
になさる。「自分の羊をみな出してしまうと、彼は羊の先
頭に立って行く」（ヨハネ10：4）。天への道は、救い主の
み足跡によってきよめられている。道はけわしく荒れてい
るかもしれないが、イエスがその道を歩まれたのである。
イエスの足は、ひどいいばらをふみつけて、われわれがそ
の道を通りやすいようにされた。イエスは、われわれが負
うように召されているどの重荷もご自分で負われた。 [925]
今イエスは、神のみもとにのぼって、神と共に宇宙の

王座についておられるが、その慈悲深いご性質をすこし
も失ってはおられない。今日も同じように、やさしい同情
に満ちたイエスの心は、人類のすべての苦悩に向かって開
かれている。刺されたみ手は、世にあるご自分の民をもっ
と豊かに祝福するために今日もさし出されている。「だか
ら、彼らはいつまでも滅びることがなく、また、彼らをわ
たしの手から奪い去る者はない」（ヨハネ10：28）。キリ
ストに献身した魂は、キリストの御目には、全世界よりも
とうといのである。救い主は、ひとりがみ国に救われるた
めであっても、カルバリーの苦悩を経験されたであろう。
主は、ご自分がそのために死なれた魂を決してお捨てに
ならない。イエスに従う者たちが自分からイエスを離れよ
うとしない限り、イエスは、彼らを固くひきとめておられ
る。
われわれには、どんな試練の時にも、決してわれわれ

を裏切られることのない助け主がいる。主は、われわれ
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が誘惑に抵抗し、悪と戦い、ついには重荷と悲しみにおし
つぶされてしまうがままに、放っておかれない。いまは、
イエスは人間の目からかくされているが、信仰の耳は、
イエスのみ声が、「恐れるには及ばない、わたしがあな
たといっしょにいるのだ」と言われるのを聞くことができ
る。「（わたしは）また、生きている者である。わたしは
死んだことはあるが、見よ、世々限りなく生きている者で
ある」（黙示録1：18）。わたしは、あなたの悲しみに耐
え、あなたの戦いを経験し、あなたの誘惑に会った。わた
しはあなたの涙を知っている。わたしもまた泣いたのであ
る。人間の耳に聞かせられないほどの深い悲しみをわたし
は知っている。あなたは、自分がうち捨てられた孤独な人
間だと思ってはならない。この地上にはあなたの苦しみを
心の琴線に感じてくれる人がなくても、わたしを見、そし
て生きなさい。「『山は移り、丘は動いても、わがいつく
しみはあなたから移ることなく、平安を与えるわが契約は
動くことがない』とあなたをあわれまれる主は言われる」
（イザヤ54：10）。
羊飼は、自分の羊をどんなに愛しても、やはり自分の

息子娘はもっとかわいいのである。イエスは、われわれの
羊飼であるばかりでなく、われらの「永遠の父」であられ
る。だからイエスは、「わたしは. . . . . .わたしの羊を知り、
わたしの羊はまた、わたしを知っている。それはちょう
ど、父がわたしを知っておられ、わたしが父を知っている
のと同じである」と言われる（ヨハネ10：14、15）。これ
は何というとうといみことばだろう。天父の愛されるひと
り子、神が「わたしの次に立つ人」（ゼカリヤ13：7）と
宣言されたお方、そのお方と永遠の神との間のまじわりを
もって、キリストと地上の子らとの交わりを描写されると
は。
われわれは天父の賜物であり、イエスの働きの報いで

あるから、イエスはわれわれを愛されるのである。イエス
は、われわれをご自分の子として愛される。読者よ、イエ
スはあなたを愛される。天そのものは、イエスよりも偉大
なもの、イエスよりもよいものを与えることができない。
だから信頼なさい。
イエスは、にせの羊飼によってまちがった道へ連れて

行かれた全地の魂に思いをよせられた。イエスがご自分
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の牧場の羊として集めようと熱望された人たちが、狼の間
にちりぢりになっていた。そこでイエスは、「わたしには
また、この囲いにいない他の羊がある。わたしは彼らをも
導かねばならない。彼らも、わたしの声に聞き従うであろ
う。そして、ついに一つの群れ、ひとりの羊飼となるであ
ろう」と言われた（ヨハネ10：16）。
「父は、わたしが自分の命を捨てるから、わたしを愛し

て下さるのである。命を捨てるのは、それを再び得るため
である」（ヨハネ10：17）。すなわち、父はあなたを深く
愛されたので、あなたをあがなうために自分の生命をささ
げたわたしをますます愛してくださるのである。わたしの
生命をささげることによって、あなたの負債、あなたの罪
とがを引き受けることによって、わたしがあなたの身代り
また保証となったために、わたしは父から愛されているの
である。
「命を捨てるのは、それを再び得るためである。だれ

かが、わたしからそれを取り去るのではない。わ たし [926]
が、自分からそれを捨てるのである。わたしには、それ
を捨てる力があり、またそれを受ける力もある」（ヨハ
ネ10：17、18）。イエスは、人類家族の一員として死ぬべ
き身であられたが、一方また、神として世の人々のため
の生命の泉であられた。イエスは死の前進をとどめ、そ
の主権の下に人ることをこばむこともおできになった。
だが主は、生命と不死を明るみに出すために、自発的にご
自分の生命をお捨てになった。イエスは、人類が永遠に滅
びることがないように、ご自分が世の罪を負い、罪ののろ
いに耐え、ご自分の生命をいけにえとしてささげられた。
「まことに彼はわれわれの病を負い、われわれの悲しみを
になった. . . . . .彼はわれわれのとがのために傷つけられ、
われわれの不義のために砕かれたのだ。彼はみずから懲ら
しめをうけて、われわれに平安を与え、その打たれた傷に
よって、われわれはいやされたのだ。われわれはみな羊の
ように迷って、おのおの自分の道に向かって行った。主は
われわれすべての者の不義を、彼の上におかれた」（イザ
ヤ53：46）。
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本章はルカ9：5156、10：124に基づく

キリストの公生涯が終わりに近づくと、キリストの働き
の方法に変化がみられた。これまでイエスは、騒ぎや宣伝
を避けようとしておられた。イエスは、人々からあがめら
れることをこばみ、イエスを支持する民衆の熱心さが抑え
ることができないほど燃えあがってくるようにみえると、
急いでこの場所からあの場所へと移られた。何度も何度
も、イエスは、だれもわたしのことをキリストと宣言して
はいけないとお命じになっていた。
仮庵の祭りの時には、イエスは、ひそかに急いでエル

サレムへ旅をされた。イエスの兄弟たちが、イエスにメ
シヤとして公然と名乗り出るようにすすめた時、イエス
の答は「わたしの時はまだきていない」であった（ヨハ
ネ7：6）。イエスは、人目につかずにエルサレムへ進み、
先ぶれもなく、群衆からあがめられもしないで都へ入られ
た。ところがイエスの最後の旅はそうではなかった。イエ
スは、祭司たちとラビたちの敵意のために、エルサレムを
しばらく離れておられた。しかしいまイエスは、エルサレ
ムへもどられるにあたって、遠まわりの道を通って公然と
旅をされ、これまで決してされなかったような先ぶれをし
て出かけられた。イエスは大いなる犠牲の場面へ進んで行
かれるのであって、このことに民衆の注意が向けられねば
ならなかった。
「ちょうどモーセが荒野でへびを上げたように、人の子

もまた上げられなければならない」（ヨハネ3：14）。イス
ラエルのすべての人々の目が、彼らのいやしのために定め
られた象徴としてあげられたへびに向けられたように、失
われた世に救いをもたらしたいけにえであられるキリスト
に、すべての人の目がそそがれなければならない。
イエスの兄弟たちが、仮庵の祭りの時に、イエスが民の

前に公然と名乗り出られるようにとすすめたのは、彼らが

496
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メシヤの働きについてまちがった考えを持ち、イエスの神
としての性格に対する信仰が欠けていたからであった。い
まこれと同じ精神で、弟子たちは、できることならイエス
がエルサレムに行かれるのをとめたかった。彼らは、エル
サレムでご自分の上に落ちかかる運命について言われたイ
エスのみことばを思い出し、宗教界の指導者たちの恐ろし
い敵意がわかっていたので、主を説得してそこへ行かれな
いようにしたかった。
イエスの心にとっては、愛する弟子たちの心配や失望や

不信にさからって、道を進まれることは苦しいことであっ
た。エルサレムで弟子たちを待ち受けている苦悩と絶望に
向かって彼らを連れて行くことはつらいことであった、そ
こでサタンは、近くにいて、人の子イエスに誘惑をもって
迫ったなぜイエスは死ぬにきまっているエルサレムにいま [927]
行かれるのか。イエスの周囲には生命のパンに飢えている
魂がいる。どちらを向いても悩める者たちがイエスのいや
しのことばを待っている。キリストの恵みの福音をもって
なされる働きは始まったばかりであった。しかもイエスは
壮年の盛りで力に満ちておられた。なぜその恵みのことば
といやしの力のみ手をもって世界の広い野へ出て行かれな
いのか。なぜ暗黒のうちにある不幸な幾百万の人々に光と
幸福を与える喜びをご自分のものとされないのか。なぜそ
の収穫を、信仰が弱く、さとりがにぶく、行動の遅い泊子
たちの手に残されるのか。なぜいま死に直面し、始めたば
かりの働きを残されるのか。荒野でキリストに立ち向かっ
た敵は、いま激しく巧妙な誘惑をもってイエスを攻撃し
た。もしイエスが一瞬でも屈服されたら、そしてもしご自
分を救うためにほんの一点でも予定を変更されたら、サタ
ンの力は勝利し、世は滅びたのである。
しかしイエスは、「エルサレムへ行こうと決意して、

その方へ顔をむけられ」た（ルカ9：51）。イエスの生涯の
ただ一つの法則は、天父のみこころであった。イエスは、
少年時代に宮参りをされたとき、マリヤに、「わたしが
自分の父の家にいるはずのことを、ご存じなかったのです
か」と言われた（ルカ2：49）。カナで、マリヤがイエスに
奇跡の力をあらわしてくださいと希望した時、イエスの答
は、「わたしの時は、まだきていません」であった（ヨハ
ネ2：4）。イエスの兄弟たちがイエスに祭りに行くように
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すすめた時にも、彼は同じことばで答えられた。しかし神
の大いなるご計画のうちには、イエスが人類の罪のために
ご自身をささげられる時が定められていて、その時刻がま
さに到来しようとしていた。イエスは、弱ったり、動揺し
たしようとなさらない。イエスの足はエルサレムに向けら
れている。そこでは敵どもが彼の生命をとろうと長い間た
くらんでいた。いまこそイエスは、ご自分の生命を激よう
とされるのである。イエスは、迫害、拒否、拒絶、罪の宣
告、死に対して顔をしっかりと向けて進んで行かれた。
イエスは、「自分に先立って使者たちをおつかわしに

なった。そして彼らがサマリヤ人の村へはいって行き、イ
エスのために準備をしようとした」（ルカ9：52）。ところ
が人々は、イエスがエルサレムへ行かれる途中だというの
で、イエスを迎えることをこばんだ。彼らは、イエスがエ
ルサレムに行かれるのは、彼らが激しく憎んでいるユダヤ
人をひいきにされている証拠であると解釈した。もしイエ
スがゲリジム山の神殿を回復して、そこで礼拝するために
こられたのだったら、彼らはよろこんでイエスを迎えたの
である。しかしイエスはエルサレムへ行かれるところだっ
たので、彼らは、イエスを親切にもてなそうとしなかっ
た。彼らは、天の最上の賜物を彼らの戸口から追い払っ
ていることに少しも気がついていなかった。イエスは、彼
らに近づいて最も豊かな祝福を授けるために、彼らがイエ
スを受け入れるように招き、彼らの手による好意を求めら
れた。イエスは、ご自分に対して示される好意の一つ一つ
に、もっととうとい恵みをもって報いられた。しかしサマ
リヤ人は、偏見と偏狭さのためにすべてを失った。
キリストの使者に立ったヤコブとヨハネは、主に対して

侮辱が表明されるのをみてひどく当惑した。主ご自身がお
いでになることは、サマリヤ人にとって名誉であるのに、
主に対してこんな無礼な態度をとったといって、彼らは憤
慨した。彼らは、変貌の山でイエスと一緒にいて、イエス
が神から栄光を受けられ、モーセとエリヤからあがめられ
たのを最近見たばかりだった。サマリヤ人が示したこの明
らかな侮辱は、明白な罰を受けることなしにはみすごされ
ないであろうと彼らは思った。
ヤコブとヨハネは、キリストのところへきて、サマリ

ヤ人が言っていることを報告し、主のために晩の宿を提
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供することさえことわられたことをお話した。彼らは、
サマリヤ人が主に対して悲しむべき罪を犯したと思い、
かつてエリヤが偽預言者たちを殺したカルメル山を遠方
に見て、「主は、いかがでしよう。彼らを焼き払ってしま
うように、天から火をよび求めましょうか」と言った（ル
カ9：54、注・英訳聖書には「エリヤがしたように」との
ことばが入っている）。彼ら は、イエスがこのことばに [928]
悲しい顔をされたのを見て驚いたが、イエスの譴責のこ
とばが耳にひびいてきた時にはもっと驚いてしまった。イ
エスは「あなたがたは自分の心がどんなものであるかを知
らないのである。人の子は、人のいのちを滅ぼすためでは
なく、これを救うためにきたのである」と戒められた（ル
カ9：55・英訳聖書）。そこでイエスは、ほかの村へ行かれ
た。
キリストを受け入れるように人々に強制することは、キ

リストの使命の一部ではない。良心を強制するのは、サタ
ンと、サタンの精神に動かされている人々である。悪天使
たちと同盟している人たちは、正しいことのために熱心で
あるようにみせかけながら、実は人々を宗教についての自
分たちの考え方に変えてしまうために、同胞に苦しみを与
える。しかしキリストは、いつもあわれみを示し、ご自分
の愛をあらわすことによっていつも人々の心をとらえよう
としておられる。イエスは、一つの魂のうちに競争者がい
るのを認めることや、中途半端な奉仕を受けることがおで
きにならない。主はただ自発的な奉仕、愛に迫られた自発
的な心の屈服をお望みになる。われわれの働きを理解しな
い人たちや、われわれの考えと反対な行動をするような人
たちを傷つけたり滅ぼしたりしようとする気持くらい、わ
れわれがサタンの精神を持っていることの決定的な証拠は
ない。
一人一人の人間は、肉体においても、魂においても、精

神においても、神の財産である。キリストはすべての人を
あがなうために死なれたのである。宗教的な偏狭さから、
人間が救い主の血潮であがなわれた人々を苦しめることぐ
らい神に忌みきらわれることはない。
「それから、イエスはそこを去って、ユダヤの地方と

ヨルダンの向こう側へ行かれたが、群衆がまた寄り集まっ
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たので、いつものように、また教えておられた」（マルコ
１0：1）。
キリストの公生涯の終わりの何か月かの大部分は、ユダ

ヤからヨルダンの向こう側にあたる地方のペレヤで過ごさ
れた。ガリラヤでの初めごろの伝道のように、ここでは、
群衆がイエスの足もとに群がり、イエスの以前の教えの多
くがくりかえされた。
イエスは、前に12人をつかわされた時のように、「別

に72人を選び、行こうとしておられたすべての町や村へ、
ふたりずつ先におつかわしになった」（ルカ10：1）。この
弟子たちは、しばらくイエスと共にいて、働きのために訓
練を受けた。12人の弟子たちが初めて独り立ちで使命のた
めに送り出された時、ほかの弟子たちはイエスのガリラヤ
旅行について行った。こうして彼らは、イエスと親密に交
わって、直接に教えを受ける特権を与えられた。いまこの
多数の弟子たちもまた独り立ちで使命のために出て行くこ
とになった。
この70人に与えられたさしずは、12人に与えられたの

と同じであった。しかし、異邦人とサマリヤ人の町に行く
なと12人に言われた命令は、この70人には与えられなかっ
た。キリストは、サマリヤ人から拒否されたばかりであっ
たが、彼らに対するイエスの愛は変らなかった。70人がイ
エスの名によって出て行った時、彼らは、どこよりもま
ず、サマリヤの町々をおとずれた。
救い主がご自分でサマリヤに行かれたことや、のちに

なってよきサマリヤ人をほめられたことや、重い皮膚病を
患っていた10人の中で1人だけキリストにお礼を言いにも
どってきたあのサマリヤ人の感謝と喜びなどは弟子たちに
とって意味深いものだった。その教訓は、彼らの胸の奥底
にきざまれていた。イエスが昇天される直前に弟子たちに
お与えになった任務の中に、彼らが最初に福音をのべ伝え
る場所としてエルサレム、ユダヤとともにサマリヤの名を
イエスはおあげになった。イエスの教えは、彼らがこの任
務を達成する準備となっていた。主の名によってサマリヤ
に行った時、彼らは、人々が自分たちを受け入れるばかり
になっているのを発見した。サマリヤ人は、キリストの称
賛のことばと、自分の国の人たちに対するキリストの憐れ
みのみわざについてすでに聞いていた。彼らがイエスに無
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礼な応対をしたにもかかわらず、イエスが彼らに対して愛
の思いしかいだいておられないことを知って、彼らの心は [929]
とらえられた。キリストの昇天後、彼らは、救い主の使者
たちを歓迎し、弟子たちは、かつて彼らにとって最もにが
にがしい敵であった人々の中からとうとい収穫を集めた。
「傷ついた葦を折ることなく、ほのぐらい灯心を消すこと
なく、真実をもって道をしめす」。「異邦人は彼の名に望
みを置くであろう」（イザヤ42：3、マタイ12：21）。

70人をつかわすにあたって、イエスは、12人に命じら
れた時と同じように、歓迎されないところには無理に残
らないようにとお命じになった。「どの町へはいっても、
人々があなたがたを迎えない場合には、大通りに出て行っ
て言いなさい、『わたしたちの足についているこの町の
ちりも、ぬぐい捨てて行く。しかし、神の国が近づいた
ことは、承知しているがよい』」とイエスは言われた（ル
カ10：10、11）。彼らは、憤慨の動機から、あるいは体面
を傷つけられたからそうするのではなくて、主のことば
や使者をこばむことがどんなに悲しむべきことであるかを
示すためにそうするのであった。主のしもべをこばむこと
は、キリストご自身をこばむことである。
「あなたがたに言っておく。その日には、この町より

もソドムの方が耐えやすいであろう」とイエスはつけ加
えられた（ルカ10：12）。それからイエスの思いは、ご自
分の奉仕の多くが費されたガリラヤの町々の上にもどっ
て行った。深い悲しみの口調で、イエスは叫ばれた、「わ
ざわいだ、コラジンよ。わざわいだ、ベッサイダよ。お
まえたちの中でなされた力あるわざが、もしツロとシドン
でなされたなら、彼らはとうの昔に、荒布をまとい灰の中
にすわって、悔い改めたであろう。しかし、さばきの日に
は、ツロとシドンの方がおまえたちよりも、耐えやすいで
あろう。ああ、カペナウムよ、おまえは天にまで上げられ
ようとでもいうのか。黄泉にまで落されるであろう」（ル
カ10：1315）。
ガリラヤの海辺のそうしたにぎやかな町々に、天の最

も豊かな祝福が惜し気もなく提供されたのだった。毎日毎
日、生命の君はそれらの町々をめぐり歩かれた。預言者と
王たちが待ち望んだ神の栄光は、救い主の足もとに群がっ



502 各時代の希望

た群衆の上に照り輝いた。それなのに彼らは天の賜物イエ
スをこばんだのだった。
ラビたちは、自分たちの思慮深さを大げさに示しなが

ら、この新しい教師の理論と慣習は父祖たちの教えに反
するものだから、彼の教える新しい教理を信じてはならな
いと、人々に警告した。人々は、自分で神のみことばをさ
とろうとしないで、祭司たちとパリサイ人たちの教えるこ
とを信用していた。彼らは、神をあがめないで、祭司たち
と役人たちをあがめ、彼ら自身の言い伝えを守るために真
理をしりぞけた。多くの者が感動し、ほとんど説得された
が、彼らはその確信を実行しようとしなかったので、キリ
ストの側につく者とみなされなかった。サタンは誘惑をし
むけ、ついに光はやみのようにみえた。こうして多くの者
が、魂の救いとなったはずの真理をこばんだ。
まことの証人イエスは、「見よ、わたしは戸の外に立っ

て、たたいている」と言われる（黙示録3：20）。神のみ
ことばや、神の使命者たちを通して与えられる警告と譴責
と懇願の一つ一つは、心の戸をたたく音である。それは中
に入ることを求めておられるイエスのみ声である。ノック
を無視するたびに、戸を開く気持がうすれる。聖霊の感動
は、きょう無視されると、明日は今日ほど強くなくなる。
心はだんだん感じなくなり、人生の短さについて、また未
来の大いなる永遠について、危険な無感覚状態に陥る。さ
ばきの時にわれわれが罪に定められるとすれば、それは、
われわれが誤謬の中にいた結果ではなくて、何が真理であ
るかを学ぶ機会を天から与えられていたにもかかわらず、
これを無視した結果である。
使徒たちと同様に、70人は、彼らの使命の証拠として超

自然の能力を授けられていた。働きをなし終えた時、彼ら
はよろこんで帰ってきて、「主よ、あなたの名によってい
たしますと、悪霊までがわたしたちに服従します」と言っ
た。すると主は、「わたしはサタンが電光のように天から
落ちるのを見た」と答えられた（ルカ10：17、18）。
過去と未来の光景がイエスの心に示された。イエスは、

ルシファーがはじめて天から追い出されたのをごらんに
なった。イエスはご自身の苦悩の光景を予見された。その[930]
時もろもろの世界の前に、欺瞞者の本性がばくろされるの
であった。イエスは「すべてが終った」との叫びを聞かれ
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たが、それは、失われた人類のあがないが永遠に定まり、
天が、サタンの扇動する告発、欺瞞、偽装に対して永遠に
安全になったことを告げるのであった（ヨハネ19：30）。
苦悩と恥辱を伴ったカルバリーの十字架のかなたに、

イエスは、大いなる最後の日を予見された。その日には、
空中の権をとる君が、その反逆によって長い間そこなって
きた地上で滅亡に会うのである。イエスは、悪のわざが永
遠に終わり、神の平和が天と地に満ちるのをごらんになっ
た。
これからは、キリストに従う者たちは、サタンを征服さ

れた敵としてみるのであった。十字架上で、キリストは、
彼らのために勝利を獲得されるのであった。その勝利を、
彼らが自分自身のものとして受け入れるように、イエスは
望まれた。「わたしはあなたがたに、へびやさそりを踏み
つけ、敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を授けた。だから、
あなたがたに害をおよぼす者はまったく無いであろう」と
イエスは言われた（ルカ10：19）。
聖霊の全能の力は、悔い改めた一人一人の魂の防壁で

ある。悔い改めと信仰をもってキリストの保護を求める者
が1人でも敵の権力下に陥ることを、キリストはおゆるしに
ならない。救い主は、誘惑と試みを受けている人たちのそ
ばにおられる。イエスといっしょなら、失敗も損失も不可
能も敗北もない。われわれは、われわれを強くしてくださ
るイエスを通してすべてのことをなすことができる。誘惑
や試みがやってくる時、全部の困難を処理するまで待たな
いで、あなたの助け手であるイエスを仰ぎなさい。
サタンの力について、あまりにも過大に考えたり、話し

たりするクリスチャンがいる。彼らは、敵について考え、
敵について祈り、敵について語るので、敵は彼らの想像の
中にだんだん大きく現われてくる。なるほどサタンは強力
な存在である。だがありがたいことに、われわれには、そ
の悪者を天から追い出された力の強い救い主がいる。サタ
ンは、われわれが彼の力を拡大する時によろこぶ。イエス
について語ろうではないか。イエスの力と愛とを拡大しよ
うではないか。
天のみ座をとりまいている約束の虹は、「神はそのひと

り子を賜わったほどに、この世を愛して下さった。それは
御子を信じる者がひとりも滅びないで、永遠の命を得るた
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めである」という永遠のあかしである（ヨハネ3：16）。そ
れは神がご自分の民を悪との戦いに放っておかれないとい
うことを宇宙にあかししている。それは、み座そのものが
続くかぎり、力と保護とをわれわれに保証している。
イエスはつけ加えてこう言われた、「しかし、霊が

あなたがたに服従することを喜ぶな。むしろ、あなた
がたの名が天にしるされていることを喜びなさい」（ル
カ10：20）。あなたがたは力を持っていることをよろこば
ないで、神に依存していることを見落さないようにしな
さい。自己満足に陥り、自分自身の力で働くようなこと
がないように、むしろ主の精神と力で働くように注意しな
さい。働きに少しでも成功が伴うと、その手柄を自分自身
のものにしがちである。自我とうぬぼれで高慢になり、神
が「すべてであり、すべてのもののうちにいます」という
印象をほかの人々の心にうえつけることができない（コロ
サイ3：11）。パウロは、「わたしが弱い時にこそ、わた
しは強い」と言っている（Ⅱコリント12：10）。自分の弱
さを認めるとき、われわれは、生れつきのものではない力
にたよることを学ぶのである。神に対するわれわれの変ら
ない責任感くらい心を強くとらえるものはない。キリスト
のゆるしの愛を意識することくらい、行為の一番奥底にあ
る動機となるものはない。われわれは神と接触するのであ
る。その時われわれは、神の聖霊を吹き込まれて、同胞と
接触することができるのである。その時あなたは、キリス
トを通して神とつながり、天の家族の人々とつながるよう
になったことを喜びなさい。あなたが自分自身よりも高い
ところをながめている間は、あなたは人間の弱さをたえず
意識するであろう。自我の意識が少なければ少ないほど、
あなたは救い初すぐれた徳についてますますはつきりと十
分に理解するのである。光と力のみなもとに密接につなが[931]
ればつながるほど、ますます光があなたを照らし、神のた
めに働くために一層大きな力があなたのものとなるのであ
る。あなたが、神と一つ、キリストと一つ、天の全家族と
一つであることを喜びなさい。

70人がキリストのみことばに聞き入っていた時、聖霊は
彼らの心に生きた事実を印象づけ、魂の石碑に真理を書き
つけていた。群衆が彼らをとりまいていたが、彼らはあた
かも神と共にとじこめられているかのようであった。
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イエスは、彼らがその時霊感を受けたことをお知りに
なって、「聖霊によって喜びあふれて言われた、『天地の
主なる父よ。あなたをほめたたえます。これらの事を知恵
のある者や賢い者に隠して、幼な子にあらわしてください
ました。父よ、これはまことに、みこころにかなった事で
した。すべての事は父からわたしに任せられています。そ
して、子がだれであるかは、父のほか知っている者はあり
ません。また父がだれであるかは、子と、父をあらわそう
として子が選んだ者とのほか、だれも知っている者はいま
せん』」（ルカ10：21、22）。
世の中であがめられている人々、彼らが自慢にしている

知恵を持っているいわゆる偉大な賢人たちは、キリストの
品性を理解することができなかった。彼らは、外観と、1人
の人間としてのイエスにのぞんだ屈辱を通して、イエスを
判断した。しかし漁師や取税人たちには、目に見えないお
方を見ることがゆるされた。弟子たちでさえ、イエスが彼
らにあらわそうと望まれたことを全部は理解しなかった。
しかしだんだん聖霊の力に屈服した時に、彼らの心は光に
照らされた。彼らは大いなる神が、人性という衣をまとっ
て、自分たちの中におられることを認めた。イエスは、
賢くて抜け目のない人々がこの知識を持たないで、それ
がこれらのいやしい人々にあら矛、されたことをよろこば
れた。しばしばイエスが旧約聖書を引用して、それをご自
身と、ご自分がなさるあがないの働きに適用された時、彼
らはみたまによってめざめさせられ、天の雰囲気にひきあ
げられた。預言者たちによって語られた霊的真理を、彼ら
は、はじめにそれ書いた人たちよりもはっきり理解した。
これからは、彼らは、旧約聖書を、律法学者やパリサ

イ人の教理としてではなく、またすでに死んでいる賢人の
語ったことばとしてではなく、神からの新しい啓示として
読むのであった。「この世はそれを見ようともせず、知ろ
うともしないので、それを受けることができない。あなた
がたはそれを知っている。なぜなら、それはあなたがたと
共におり、またあなたがたのうちにいる」お方を、彼らは
見た（ヨハネ14：17）。
われわれが真理についてもっと完全な理解を持つことが

できるただ一つの方法は、キリストのみたまによって、心
を感じやすく、やわらげられた状態にしておくことによっ
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てである。魂をむなしいことと高慢心からきよめ、それを
占領していた一切のものを追い出して、キリストに心の王
座についていただかねばならない、人間の科学は限られて
いて、あがないを理解することができない。あがないの計
画は深遠で、哲学はそれを説明することができない。それ
は依然として、どんな深遠な議論によってもおしはかるこ
とのできない神秘である。救いの科学は、説明することが
できないが、経験によって知ることができる。自分自身の
罪深さを認める者だけが、救い主のとうとさをみわけるこ
とができるのである。
キリストがガリラヤからエルサレムに向かってゆっくり

進んで行かれた時に説かれた教えは、教訓に満ちていた。
人々は、熱心にキリストのみことばを聞いた。ガリラヤ
と同様にペレアでは、人々がユダヤにおけるよりも、ユダ
ヤ人の偏狭さに支配されていなかったので、イエスの教え
は、彼らの心に感動を起こした。
キリストの公生涯の終わりのこの何か月間に、キリス

トの譬話の多くが語られた。祭司たちとラビたちがます
ます苛酷さを加えながらイエスを追跡したので、イエスは
彼らに対する警告を象徴を通して語られた。彼らは、イエ
スの言われている意味をまちがいなくわかったが、それで
もそのみことばの中にイエスを告発する根拠となるものを
何一つ見いだすことができなかった。パリサイ人と取税人
の譬の中で、「わたしはほかの人たちのよう. . . . . .でない
ことを感謝しま す」という独善的な祈りは、「神様、罪[932]
人のわたしをおゆるしください」という悔い改めた人の願
いといちじるしい対照をなしていた（ルカ18：11、13）。
このようにキリストは、ユダヤ人の偽善を譴責された。ま
たキリストは、実のならないいちじくの木の譬と盛大な晩
餐会の譬を通して、悔い改めない国民にふりかかろうとし
ている運命について予告された。福音のごちそうへの招待
を冷笑してことわった人々は、「あなたがたに言って置く
が、招かれた人で、わたしの晩餐にあずかる者はひとりも
ないであろう」というイエスの警告のことばを聞いた（ル
カ14：24）。
弟子たちに与えられた教えはとうといものであった。

しつこく願ったやもめの譬と、真夜中にパンを求めた友人
の譬とは、「求めよ、そうすれば、与えられるであろう。
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捜せ、そうすれば見いだすであろう。門をたたけ、そうす
れば、あけてもらえるであろう」とのイエスのみことばに
新しい力を与えた（ルカ11：9）。「まして神は、日夜叫び
求める選民のために、正しいさばきをしてくださらずに長
い間そのままにしておかれることがあろうか。あなたがた
に言っておくが、神はすみやかにさばいてくださるであろ
う」とキリストが言われたことを思い出すことによって、
彼らの動揺する信仰が強められたことがしばしばあった
（ルカ18：7、8）。
キリストは、失われた羊の美しい譬をくりかえされた。

また失われた1枚の銀貨と放蕩息子の譬を語られた時、その
教訓をもっと深く教えられた。弟子たちは、その時にはこ
うした教訓の力を十分に認めることができなかった。しか
し聖霊降下の後、異邦人が集められ、ユダヤ人がねたんで
怒ろのを見た時、彼らは、放蕩息子の教訓を一層よく理解
し、「このむすこが死んでいたのに生き返り、いなくなっ
ていたのに見つかったのだから」。「喜び祝うのはあたり
まえである」とのキリストのみことばの喜びを味わうこと
ができた（ルカ15：24、32）。彼らが主このみ名によって
出かけて行き、非難と貧乏と迫害とに直面した時、イエス
がこの最後の旅に、「恐れるな、小さい群れよ。御国を下
さることは、あなたがたの父のみこころなのである。自分
の持ち物を売って、施しなさい。自分のために古びること
のない財布をつくり、盗人も近寄らず。虫も食い破らない
天に、尽きることのない宝をたくわえなさい。あなたがた
の宝のある所には、心もあるからである」と語られたその
ご命令をくりかえすことによって、彼らの心は、しばしば
強められたのであった（ルカ12：3234）。
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本章はルカ10：2537に基づく

よいサマリヤ人の物語を通して、キリストは真の宗教の
本質を例示しておられる。真の宗教は、制度や、信条や、
儀式にあるのではなくて、それは愛の行為を実行するこ
と、他人に最高の幸福をもたらすこと、真の親切さにある
ことを、キリストは示しておられる。
キリストが人々に教えておられると、「ある律法学者が

現れ、イエスを試みようとして言った、『先生、何をした
ら永遠の生命が受けられましょうか』」（ルカ10：25）。
大勢の会衆はかたずをのんでその答えを待った。祭司た
ちとラビたちは、律法学者にこの質問をさせることによっ
て、キリストをわなにかけようと思ったのであった。し
かし救い主は、論争をはじめられなかった。主はこの質
問をした当人から答えを求められた。主は、「律法にはな
んと書いてあるか。あなたはどう読むか」と言われた（ル
カ10：26）。ユダヤ人は、シナイ山で与えられた律法をイ
エスが軽視しておられるとまだ非難していた。ところがイ
エスは、救いについての質問を神の律法を守る問題に向け
られたのである。
律法学者は、「『心をつくし、精神をつくし、力をつ

くし、思いをつくして、主なるあなたの神を愛せよ』。ま
た、「自分を愛するように、あなたの隣り人を愛せよ」と
あります」と言った。イエスは「あなたの答は正しい。そ
のとおり行いなさい。そうすれば、いのちが得られる」と[933]
言われた（ルカ10：27、28）。
この律法学者は、パリサイ人の見解と行為に満足してい

なかった。彼は、聖書の真の意味を知りたいという願いを
もって聖書を学んできた。彼はこの問題に重大な関心を持
ち、「わたしは何をしたらよいのでしょうか」と真心から
たずねたのだった。律法の要求についての答えの中で、彼
はおびただしい儀式や礼典の規則を全部無視した。彼はそ

508
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うしたものに何の価値もおかず、律法の全体と預言者とが
かかっている2つの大原則を示した。この答えはキリストに
ほめられ、救い主はこの答えによって、ラビたちに対して
有利な立場にたたれた。彼らは、律法の解説者から言い出
されたことをキリストが承認されたのだから、それを非難
することができなかった。
「そのとおり行いなさい。そうすれば、いのちが得られ

る」とイエスは言われた（ルカ10：28）。キリストは律法
を神聖な一体としてお示しになった。そうしてこの教訓を
通して、律法の全体は同じ原則でつらぬかれているので、
一つの戒めを守って他の戒めを破るというわけにはいかな
いことをお教えになった。人の運命は律法の全体に従うこ
とによってきまるのである。神への最高の愛と、人へのわ
けへだてのない愛は、生活に実行されなければならない原
則である。
この律法学者は、自分が律法を破っている者であること

に気がっいた。彼は、キリストのするどいみことばによっ
て、罪をさとった。彼は、自分が理解していると主張して
いる律法の義を実行していなかった。彼は同胞に対する愛
をあらわしていなかった。悔い改めが要求された。しかし
彼は悔い改めないで、自分の立場を弁護しようと試みた。
彼は、事実を認めるよりも、むしろ戒めを守ることがどん
なに困難であるかを示そうとした。こうして彼は、罪の自
覚をごまかすと同時に、人々の目に自分が正しいことを証
明しようと望んだ。彼は自分で自分の質問に答えることが
できたのだから、その質問が不必要であることを救い主の
みことばは示していた。それでも彼はほかの質問をして、
「わたしの隣り人とはだれのことですか」と言った（ル
カ10：29）。
ユダヤ人の間では、この質問は、はてしない議論を引

き起こした。彼らは、異邦人とサマリヤ人については問題
にしなかった。この人たちは他国人であり、敵であった。
すると自分自身の国の人たち、また社会のいろいろな階層
の間ではどこに区別をつけたらよいのだろう。祭司たちや
ラビたちや長老たちは、だれを隣り人とみなしたらよいの
だろう。彼らは自分自身をきよめるために儀式のくりかえ
しに一生を送った。無知で軽率な大衆と接触すればけがれ
を生じ、そのけがれを取り除くためにはうんざりするよう
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な努力が必要であると、彼らは教えた。彼らは「きよくな
い」者たちを隣り人とみなすべきだろうか。
ふたたびイエスは論争にひき入れられるのを拒否され

た。イエスはこ自分を罪に定めようと見張っている人たち
の偏狭な心を非難されなかった。むしろイエスは、単純な
物語によって、すべての人の心を感動させるような天来の
愛の流れを聴衆の前にえがき、律法学者から事実について
一つの告白を引き出された。
暗やみを追い払う方法は光を入れることである。誤謬を

とり扱う最上の方法は真理を示すことである。自己中心の
心のみにくさと罪とを明らかに示すのは、神の愛のあらわ
れである。
イエスはこう言われた、「ある人がエルサレムからエリ

コに下って行く途中、強盗どもが彼を襲い、その着物をは
ぎ取り、傷を負わせ、半殺しにしたまま、逃げ去った。す
るとたまたま、ひとりの祭司がその道を下ってきたが、こ
の人を見ると、向こう側を通って行った。同様に、レビ人
もこの場所にさしかかってきたが、彼を見ると向こう側を
通って行った」（ルカ10：3032）。これは想像の光景では
なく、実際の出来事であって、ここに言われている通りの
ことが知られていた。向こう側を通った祭司とレビ人が、
キリストのみことばをきいている人たちの中にいた。
エルサレムからエリコへ旅をするには、旅人はユダヤ

の荒野の場所を通らねばならなかった。道は荒れはてた岩
の多い谷間へくだっているが、そこは強盗が出没し、しば[934]
しば暴力がふるわれる場所であった。ここてその旅人は襲
われて、貴重品を全部奪われ、傷つけられ、半殺しにされ
たまま道ばたに置いてきぼりにされた。こんな有様で彼が
横たわっていると、祭司がその道をやってきた。しかし祭
司は負傷している男の方を一目見ただけだった。次にレビ
人が現われた。そこに起こった出来事を知りたい好奇心か
ら、彼は立ちどまって被害者を見た。彼は自分がとうしな
ければならないかを自覚したが、それは愉快な義務ではな
かった。彼は、この道をこなければよかった、そしたらこ
の負傷者を見ないですんだのにと思った。彼はこの事件は
自分の関係したことではないと、自分に言いきかせ。
祭司もレビ人もともに聖職にあって、聖書の解説者で

あると自称していた。彼らは民に対して神を代表する者
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として特にえらばれた階級であった。彼らは、人類に対
する神の大いなる愛を理解させるように、「無知な迷って
いる人々を、思いやる」はずだった（ヘブル5：2）。イエ
スはご自分の働きについて、「主の御霊がわたしに宿って
いる。貧しい人々に福音を宣べ伝えさせるために、わたし
を聖別してくださったからである。主はわたしをつかわし
て、囚人が解放され、盲人の目が開かれることを告げ知ら
せ、打ちひしがれている者に自由を得させ」と表現された
が、祭司やレビ人もこれと同じ働きをするために召されて
いた（ルカ4：18）。
天使たちは、地上の神の家族が困っているのを見て、

その重荷と苦しみを助けるのにいつでも人々と協力しよう
とする。神は、その摂理によって、祭司とレビ人に、負傷
した被害者が横たわっているところを通らせ、彼が同情と
助けを必要としているのを見させようとされた。この人た
ちの心が人間の苦悩に対する同情に動かされるかどうかを
みようと、全人は見守っていた。救い主は、荒野でヘブル
人をお教えになったお方であった。主は、雲と火の柱の中
から、いま民が祭司たちと教師たちから受けているのとは
ちがった教訓をお教えになった、律法の情深い条項には、
自分の願いや苦しみをことばで言い表すことのできない下
等動物のことさえ規定されていた。イスラエルの民のため
に次のような趣旨のことかモーセに命令されていた、「も
し、あなたが敵の牛または、ろばの迷っているのに会う時
は、必ずこれを彼の所に連れて行って、帰さなければなら
ない。もしあなたを憎む者のろばが、その荷物の下に倒れ
伏しているのを見る時は、これを見捨てて置かないように
気をつけ、必ずその人に手を貸して、これを起さなければ
ならない」（出エジプト23：4、5）。ところがイエスは、
強盗に負傷させられたこの男を通して、困っている兄弟の
実例をお示しになった。彼らの心は、荷物を運ぶ動物に対
するよりもずっと同情心に動かされるはずであった。彼ら
の神であられる主は、「大いにして力ある恐るべき神にま
しまし. . . . . .みなし子とやもめに正しいさばきを行い、また
寄留の他国人を愛」されるということばが、モーセを通し
て彼らに与えられていた（申命記10：17、18）。だから神
は、「あなたがたと共にいる寄留の他国人を、. . . . . .あなた
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自身のようにこれを愛さなければならない」と命じられた
のである（レビ19：34）。
ヨブは、「他国人はちまたに宿らず、わたしはわが門を

旅びとに開いた」と言った（ヨブ31：32）。また、人の姿
をしたふたりの天使がソドムへやってきた時、ロトは地面
にひれ伏して、「わが主よ、どうぞしもべの家に立寄って
足を洗い、お泊まりください」と言った（創世記19：2）。
祭司もレビ人もこうした教訓をよく知っていたが、それ
を実際の生活にとり入れていなかった。国民的な偏狭心と
いう学校で訓練されていたので、彼らは、利己的で、狭量
で、排他的であった。彼らは、負傷者を見た時、その人が
自国民かどうかわからなかった。彼らはその人がサマリヤ
人かも知れないと思って立ち去った。
キリストがこの話をされた時、律法学者は、彼らの偽の

うちに、律法の要求に関して自分が教えられたことに反す
るようなものは何も見いださなかった。しかしこんどは別
の光景が示された。
あるサマリヤ人か、旅の途中、この被害者のいるところ

を通りかかったが、彼はその人を見た時同情した。彼はこ[935]
の見知らない人がユダヤ人であるか、それとも異邦人であ
るかを問題にしなかった。もしそれがユダヤ人だったら、
そして、立場が逆だったら、その男は顔につばをはきか
け、軽蔑して行ってしまうことを、サマリヤ人はよく知っ
ていた。しかしそうだからといって、彼はちゅうちょしな
かった。彼はまたこの場所にぐずぐずしていたら、自分自
身暴力を受ける危険があることをかえりみなかった。自分
の目の前に困って苦しんでいる1人の人間がいるということ
が重大であった。彼はその男に着せるために自分の上衣を
ぬいだ。その傷ついた男をいやし、元気づけるために、彼
は、自分の旅行用の油と酒を用いた。彼は、その男を自分
の家畜にのせ、揺れて余計痛むようなことがないように、
一様な歩調でゆっくり歩いて行った。彼は、その男を宿屋
に連れて行って、一晩中看護し、やさしく見守った。朝に
なって、病人がよくなったので、サマリヤ人は出かけるこ
とにした。しかしそうする前に、彼はその男の世話を宿屋
の主人にたのみ、その費用を支払い、またその男のために
お金まで預け、それでもまだ満足しないで、もっと入用が
あった場合の用意までして、主人に、「この人を見てやっ
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てください。費用がよけいにかかったら、帰りがけに、わ
たしが支払います」と言った（ルカ10：35）。
物語が終わると、イエスは魂まで見通すような目つき

で、律法学者の方をじっとごらんになって、「この3人のう
ち、だれが強盗に襲われた人の隣り人になったと思うか」
と言われた（ルカ10：36）。
律法学者は、それでも、サマリヤ人という名を口にした

くなかったので、「その人に慈悲深い行いをした人です」
と答えた。するとイエスは、「あなたも行って同じように
しなさい」と言われた（ルカ10：37）。
こうして、「わたしの隣り人とはだれのことですか」と

いう質問は永久に答えられた。キリストは、われわれの隣
り人とは、われわれ属している教会や信仰の隣人だけでは
ないことをお示しになった。それは人種、皮膚の色、ある
いは階級差と何の関係もない。われわれの隣り人は、われ
われの助けを要している一人一人である。われわれの隣り
人は、敵から傷つけられている魂の一人一人である、われ
われの隣り人は、神の財産である人間の一人一人である。
よいサマリヤ人の物語の中で、イエスは、ご自分とご

自分の使命について描写された。人はサタンから欺かれ、
傷つけられ、奪われ、台無しにされて、滅びるがままにう
ち捨てられている。だが救い主は、われわれの無力な状態
をあわれんでくださった。主は、われわれを救うために、
ご自身の栄光を捨てられた。主は、われわれが死ぬばかり
になっているのをこらんになって、われわれの身代りとな
られた。主は、われわれの傷をいやされた。主はご自身の
義の衣でわれわれをおおわれた。主は、われわれのために
安全な避難場所を備え、こ自分で費用を払って、われわれ
のために完全な用意をされた。主は、われわれをあがなう
ために死なれた。ご自身の模範をさし示して、主は、従う
者たちにこう言われる、「これらのことを命じるのは、あ
なたがたが互に愛し合うためである」。「わたしがあなた
がたを愛したように、あなたがたも互に愛し合いなさい」
（ヨハネ15：17、13：34）。
律法学者がイエスに質問したことは、「何をした

ら. . . . . .」であった（ルカ10：25）。するとイエスは、神
と人とに対する愛を義の総計として認め、「そのとおり
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行いなさい。そうすれば、いのちが得られる」と言われた
（ルカ10：28）。
サマリヤ人は、親切な愛の心の命令に従い、そのことに

よって、律法を行う者であることを示した。キリストは律
法学者に、「あなたも行って同じようにしなさい」とお命
じになった（ルカ10：37）。ただ口で言うばかりでなく、
行うようにということが、神の子らに期待されている。
「『彼におる』と言う者は、彼が歩かれたように、その人
自身も歩くべきである」（ヨハネ2：6）。
この教訓は、それがイエスの口から出た時におとらな

いほど今日も、この世にとって必要である。利己主義と冷
たい形式主義が愛の火をほとんど消してしまい、品性を香
り高いものとする美徳を追い払ってしまった。キリストの
み名を称する多くの者は、クリスチャンはキリストを表わ
さねばならないという事実を忘れている。家庭の中におい[936]
て、隣近所において、教会の中において、われわれがどこ
にいようと、またわれわれの職業が何であろうと、ほかの
人の幸福のために実際に自己犠牲を払うのでなければ、わ
れわれは口では何と言おうとも、クリスチャンではない。
キリストは、ご自分の関心を人類の関心と結びつけら

れた。そして主は、人類を救うために、われわれがキリス
トと一体となるように求めておられる。「ただで受けたの
だから、ただで与えるがよい」とイエスは言われる（マタ
イ10：8）。罪はすべてのわざわいの中で最大のものである
から、われわれは罪人を憐れみ、助けねばならない。まち
がいを犯して、恥しさと愚かさを感じている者がたくさん
いる。彼らは、励ましのことばに飢えている。彼らは、自
分の過失や誤りをながめて、ついにはほとんど絶望に追い
やられる。このような魂を無視してはならない。もしわれ
われがクリスチャンなら、われわれの助けを最も必要とし
ている人からできるだけ遠く離れて向こう側を通り過ぎる
ようなことをしないであろう。苦悩のためにあるいは罪の
ために困りはてている人を見たら、これはわたしに関係の
ないことだとは決して言わないであろう。
「霊の人であるあなたがたは、柔和な心をもって、そ

の人を正しなさい」（ガラテヤ6：1）。信仰と祈りによっ
て、敵の力をおし返しなさい。傷ついている人にいやしの
香油となるような信仰と勇気のことばを語りなさい。たっ
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た一言の親切な励ましのことばで勝利するように力づけ
られたであろうものを、人生の大きな戦いに弱り果て、落
胆してしまった人々がどんなに多いことだろう。われわれ
は、苦しんでいる魂のそばを通りすぎる時にはかならず、
自分自身が神から慰めてもらった慰めをその魂に与えるよ
うにつとめなければならない。
こうしたことはすべて律法の原則、——よいサマリヤ

人の物語に例示され、イエスの一生にあらわされている
原則の成就にすぎない。イエスのご品性は律法の真の意
味をあらわし、隣人を自分自身と同じように愛するとい
うことがどういうことであるかを示している。こうして
神の民が、どんな人に対しても同情と親切と愛とをあら
わす時、彼らはまた天の規則の性格についてあかしをた
てているのである。彼らは、「主のおきては完全であっ
て、魂を生きかえらせ」るという事実をあかししているの
である（詩篇19：7）。この愛をあらわさない者は、彼が
あがめていると告白している律法を破っているのである。
なぜなら、われわれが兄弟たちに対してあらわす精神は、
神に対するわれわれの精神がどんなものであるかを宣言し
ているからである。心のうちにある神の愛は、われわれの
隣人に対する愛のただ一つの泉である。「『神を愛してい
る』と言いながら兄弟を憎む者は、偽り者である。現に見
ている兄弟を愛さない者は、目に見えない神を愛すること
はできない。. . . . . .愛する者たちよ。. . . . . .もしわたしたち
が互に愛し合うなら、神はわたしたちのうちにいまし、神
の愛がわたしたちのうちに全うされるのである」（ヨハ
ネ4：20、11、12）。
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本章はルカ17：2022に基づく

一部のパリサイ人たちがイエスのところへやってきて、
神の国はいつ来るのかとたずねた。バプテスマのヨハネ
が、「天国は近づいた」とのメッセージをラッパの音のよ
うに国中にひびきわたらせてからもう3年以上が過ぎてい
た（マタイ3：2）。それなのに、これらのパリサイ人たち
は、まだ神の国が建設された徴候を見なかった。ヨハネを
こばみ、事ごとにイエスに反対してきた人たちの多くは、
イエスの使命は失敗したのだとほのめかしていた。
イエスは、「神の国は、見られるかたちで来るものでは

ない。また『見よ、ここにある』『あそこにある』などと
も言えない。神の国は、実にあなたがたのただ中にあるの
だ」とお答えになった（ルカ17：20、21）。神の国は心に
はじまるのだ。神の国が来たことを表示する世俗的な権力[937]
の現れをここかしことさがし求めてはならない。
主は、弟子たちの方をふり向いて、「あなたがたは、人

の子の日を1日でも見たいと願っても見ることができない時
が来るであろう」と言われた（ルカ17：22）。わたしの使
命には世俗的なはなやかさが伴っていないので、あなたが
たは、わたしの使命の栄光を認めない危険がある。人性に
おおわれてはいるが、生命であり人の光であるお方があな
たがたのうちにおられる現在の特権がどんなに大きなもの
であるかを、あなたがたは認めていない。いまあなたがた
が神のみ子と共に生活し共に語っているこの機会を、あこ
がれの思いをもってふりかえる日が来るであろう。
利己心と世俗的な思いのために、イエスの弟子たちでさ

え、イエスが彼らにあらわそうとしておられる霊的な栄光
を理解できなかった。弟子たちが救い主の性格と使命とを
十分に理解したのは、キリストが父のみもとへ昇天され、
信者たちに聖霊が降下してからであった。彼らはみたまの

516
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バプテスマを受けてから、自分たちが栄光の主の前にいた
のだということに気がつきはじめた。
キリストの言われたことが思い出されるにつれて、彼

らは、心が開かれて預言をさとり、キリストが行われた奇
跡を理解したのであった。イエスの一生のふしぎなことが
彼らの目の前を通りすぎた。すると彼らは、夢からさめた
人たちのようであった。「言（ことば）は肉体となり、わ
たしたちのうちに宿った。わたしたちはその栄光を見た。
それは父のひとり子としての栄光であって、めぐみとまこ
ととに満ちていた」ということに彼らは気がっいた（ヨハ
ネ1：14）。キリストは、堕落したアダムのむすこ、むすめ
らを救うために、実際に神のみもとから罪の世界においで
になったのである。弟子たちは、このことをさとった時、
自分たちが非常につまらない人間に思えた。破らは、イ
エスのみことばとみわざを繰り返し繰り返し語るのにあき
なかった。彼らは、イエスの教えをこれまでかすかにしか
理解していなかったが、それが、いまは新しい啓示となっ
た。聖書は彼らにとって新しい本となった。
弟子たちがキリストについてあかししている預言を調

べた時、彼らは、神とまじわり、ご自分がこの地上にお始
めになった働きを完結するために天に昇られたお方につい
て学んだ。彼らは、神の力の助けなしにはどんな人間も理
解することのできない知識がキリストのうちに宿っている
という事実を認めた。王たち、預言者たち、義人たちが予
告していたお方の助けが必要だった。彼らは、キリストの
性格と働きについての預言の描写を驚きの念をもって繰り
返し繰り返し読んだ。彼らは、聖書の預言を、何とかすか
にしか理解していなかったことだろう。キリストについて
あかししている大真理を納得することが何と遅かったこと
だろう。キリストが人々の中に住んでおられ時、屈辱のう
ちにあられるキリストを見て、彼らは、キリストの受肉の
神秘、すなわちキリストの二重の性格を理解しなかった。
彼らの目はふさがれていたので、彼らは人性のうちにあ
る神性を十分に認めなかった。しかし聖霊の光を受けてか
ら、彼らはキリストにもう1度お会いしたい、そしてその
足下にすわりたいと、どんなにかあこがれたことだろう。
彼らは、キリストのみもとに行って、自分たちの理解でき
ない聖句を説明していただきたいとどんなに願ったことだ
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ろう。そうしたらどんなに注意深く彼らはキリストのみこ
とばに耳をかたむけることだろう。「わたしには、あなた
がたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今は
それに堪えられない」と言われた時、キリストはどんなお
つもりだったのだろう（ヨハネ16：12）。その全部をどん
なにか知りたいことだろう。彼らは、自分たちの信仰が弱
く、考え方がまとをはずれていたために、現実を理解しな
かったことを悲しんだ。
人々がキリストを受け入れる備えができるように、キリ

ストの来臨を宣べ伝え、ユダヤ国民と世界の人々の注意を
キリストの使命に向けるために、1人の先駆者が神からつか
わされていた。ヨハネが布告したふしぎなお方は30年以上
にわたって人々の中におられたが、彼らはそのお方が神か
らっかわされたお方であることを実際に知らなかった。弟
子たちは、自分たちの考え方が世の全般的な不信に影響さ
れ、理解がくもったことについて後悔につきまとわれた。[938]
この暗い世界の光であられるお方は、暗黒の中に輝いてお
られたが、彼らはその光がどこからきているかをさとらな
かった。なぜ自分たちはキリストから譴責されなくてはな
らないような生活を送ったのだろうと、彼らは自問した。
彼らはしばしばキリストの会話をくりかえし、なぜわれわ
れは世俗的な考慮や祭司たちとラビたちの反対のために頭
を混乱させて、モーセよりも偉大なお方がわれわれの中に
おられることや、ソロモンよりも賢いお方がわれわれを教
えておられることをさとらなかったのだろう、われわれの
耳は何とにぶく、われわれの理解力は何と弱かったことだ
ろうと言った。
トマスは、ローマの兵士たちから受けられた傷口に指を

突っこんでみるまでは信じようとしなかった。ペテロは、
屈辱と拒絶を受けられたイエスをこばんだ。このような苦
痛の思い出が、はっきりした形で浮んだ。彼らは、イエス
といっしょにいたのに、イエスを知りもしなければ、理解
もしなかった。しかしいま自分たちの不信仰を認めた時、
彼らの心は、こうした事がらに動かされた。
祭司たちと役人たちがいっしょになって、キリストに

従う者たちに反対し、彼らを法廷に引っぱり出し、獄に投
げ込んだ時、彼らは、「御名のために恥を加えられるに足
る者とされたことを喜」んだ（使徒行伝5：41）。彼らは、
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人々と天使たちの前で、自分たちがキリストの栄光を認
め、一切のものを失ってもキリストに従うことを選んだこ
とを喜んで証言した。
使徒時代と同じように今日も、天来のみたまの光がなけ

れば、人はキリストの栄光を認めることができないことは
事実である。真理と神の働きは、世を愛する妥協的なキリ
スト教によっては理解されない。主に従う者たちは、安楽
な道、世俗的な名誉や世俗と一致した道にいない。彼らは
苦労と屈辱と非難の道に、また「もろもろの支配と、権威
と、やみの世の主権者、また天上にいる悪の霊に対する戦
い」の第一線のはるか前方にいる（エペソ6：12）。そして
いまも、キリストの時代と同じように、彼らは現代の祭司
たちとパリサイ人たちによって誤解され、非難され、圧迫
されている。
神の国は見えるかたちで現われない。神の恵みの福音

は、克己の精神を伴っているので、決して世の精神と一致
するはずがない。この両方の原則は互いに相反するもので
ある。「生れながらの人は、神の御霊の賜物を受けいれな
い。それは彼には愚かなものだからである。また、御霊に
よって判断されるべきであるから、彼はそれを理解すろこ
とができない」（コリント2：14）。
しかし今日、宗教界には、自分たちが信じる通りに、

キリストのみ国を、この地上に、現世の支配権をもった国
として建設するために働いている人たちが大勢いる。彼ら
は主イエスを、この世の王国の主権者、世の法廷、軍隊、
議会、王宮、市場の主権者にしたいと望むのである、彼
らは、主が人間の権威によって施行される法律を通して統
治されるのを期待する。キリストがいまみずからこの地上
におられないので、彼らは、キリストの代理をつとめ、キ
リストのみ国の律法を施行しようとする。このような国を
建設することは、ユダヤ人がキリストの時代に希望したこ
とである。もしキリストが、現世の主権を確立され、彼ら
が神の律法とみなしているものを施行され、彼らを神のみ
こころの解説者とし、神の権威の代理人とされる気があっ
たら、彼らはイエスを受け入れたのである。しかしキリス
トは、「わたしの国はこの世のものではない」と言われた
（ヨハネ18：36）。主はこの世の王座を受けようとされな
かった。
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イエスの在世当時の政治は堕落していて、圧制的であっ
た。棄てておけない悪弊——搾取、偏狭、暴虐な残酷さが
いたるところに見られた。それでも救い主は、社会改革
を試みられなかった。主は国民の悪弊を攻撃したり、国民
の敵を非難したりされなかった。主は、権力者たちの権威
や行政に干渉されなかった。われわれの模範であられたえ
方は、現世の政治から遠ざかっておられた。それは、主が
人々の不幸に対して無関心であられたからではなく、これ
を救う方法がただ人間の外面的な手段にはなかったからで[939]
ある。効果があるためには、救済策は個人に及び、心を生
まれかわらせねばならないのである。
キリストのみ国は、法廷や会議や立法議会などの決定

や、世俗的に有力な人たちの後援によってではなく、聖霊
の働きを通して、キリストの性質が人間性のうちにうえつ
けられることによって、建てられるのである。「彼を受け
いれた者、すなわち、その名を信じた人々には、彼は神の
子となる力を与えたのである。それらの人は、血すじによ
らず、肉の欲によらず、また、人の欲にもよらず、ただ神
によって生れたのである」（ヨハネ1：12、13）。ここに人
類を高めろことのできるただ一つの力がある。そしてこの
働きをなしとげるために人間のできることは、神のみこと
ばを教え、実行することである。コリントという町は、人
口が多くて、富裕で、言いようもない異教の悪徳にけがれ
た邪悪な都市であった。使徒パウロがこの町で伝道を始め
た時、彼は、「わたしはイエス・キリスト、しかも十字架
につけられたキリスト以外のことは、あなたがたの間では
何も知るまいと、決心した」と言った（コリント2：2）。
のちに彼は、かつて最もいまわしい罪にけがれていた人た
ちに手紙を書いて、「しかし、あなたがたは、主イエス・
キリストの名によって、またわたしたちの神の霊によっ
て、洗われ、きよめられ、義とされたのである」。「わた
しは、あなたがたがキリスト・イエスにあって与えられた
神の恵みを思って、いつも神に感謝している」と言うこと
ができた（コリント6：11、1：4）。
いまも、キリストの時代と同じように、神の国の働き

は、世の支配者たちに認められ、人間の法律によって支
持されることをやかましく求める人たちの手にはなくて、
受け入れる人々に、「わたしはキリストと共に十字架につ



第55章　見られるかたちでなく 521

けられた。生きているのは、もはや、わたしではない。キ
リストが、わたしのうちに生きておられるのであろ」との
パウロの経験をさせるような霊的真理を、キリストのみ名
によって民に宣言する人たちの手にあるのである（ガラテ
ヤ2：19、20）。その時彼らは、パウロのように、人々を益
するために働くのである。「神がわたしたちをとおして勧
めをなさるのであるから、わたしたちはキリストの使者な
のである。そこで、キリストに代って願う、神の和解を受
けなさい」とパウロは言った（Ⅱコリント5：20）。



第第第56章章章　　　子子子供供供たたたちちちををを祝祝祝福福福ささされれれるるる

本章はマタイ19：1315、マルコ10：1316、ルカ18：1517に
基づく

イエスはいつでも子供を愛されるお方であった。イエス
は彼らの子供らしい共感と、うちとけた気取らない愛を受
け入れられた。彼らの純潔な口から出る感謝の賛美はイエ
スの耳には音楽にきこえ、狡猾（こうかつ）で偽善的な人
たちと接触して心が重くなられた時、その精神を生きかえ
らせた。救い主はどこへ行かれても、そのおだやかな顔つ
きと、やさしく親切な態度によって、子供たちの愛情と信
頼とをかち得られた。
ユダヤ人の間では、子供たちをラビのところにつれて

行き、手をのせて祝福してもらう習慣があった。ところ
が救い主の弟子たちは、主が大事な働きをしておられるの
で、そんなことに邪魔されてはならないと思っていた。母
親たちが、小さな子供たちをつれてイエスのところへやっ
てくると、弟子たちは面白くない顔で彼らをながめた。彼
らは、この子供たちがあまり幼いので、イエスのみもとに
きても益を受けることはないと考え、主は子供たちがそば
にくることをお喜びにならないと結論した。しかし主がお
喜びにならなかったのは弟子たちのことであった。救い主
は、子供たちを神のみことばに従って訓練しようとつとめ
ている母親たちの心配と重荷を理解された。主は彼らの祈
りを聞いておられた。主ご自身が彼らをみもとに引きよせ
られたのであった。

1人の母親が子供をつれてイエスに会いに行くため家を
出た。途中彼女は隣の人に自分の用向きを話した、すると[940]
その隣人も自分の子供たちをイエスに祝福していただきた
いと願った。こうして数人の母親たちが子供たちをつれて
一緒にやってきた。中には幼児の年令をすぎて、少年少女
の年ごろの子供たちもいた。母親たちがその願いを封ち明
けると、イエスは、その内気な涙ぐましいたのみを、同情
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をもってお聞きになった。しかし主は、弟子たちが彼らを
どう扱うかをごらんになるために待たれた。主は、弟子た
ちがイエスのために尽したつもりで母親たちを追い払うの
をごらんになると、「幼な子らをわたしの所に来るままに
しておきなさい。止めてはならない。神の国はこのような
者の国てある」と言って、彼らのまちがいを小された（マ
ルコ10：14）。主は、子供たちをご自分の腕に受けとり、
彼らの上に手をおき、彼らが受けにやってきたその祝福を
お与えになった。
母親たちは慰められた。彼らはキリストのみことばに

力づけられ、祝福されて家へ帰った。彼らは、新しい元気
をもって重荷をとりあげ、予供たちのために希望に満ちて
働く力が与えられた。今日の母親たちも、同じ信仰をもっ
て主のみことばを受け入れるのである。キリストは、人と
して人々の中に生活された時とまったく同じに、今日も個
人的な救い主である。主は、ユダヤで小さい子らを両腕に
いだかれた時とまったく同じに、今日も母親たちを助けて
くださるお方である。われわれの家庭の子供たちは、昔の
子供たちと同じように、キリストの血潮で買われた者であ
る。
イエスはどの母親の心の重荷もご存知である。貧乏や

不自由と戦った母親をお持ちになったイエスは、苦労し
ている母親の一人一人に同情される。カナン人の女の心配
を除いてやるために遠い道を行かれたイエスは、今日の母
親たちのためにも同じことをしてくださるのである（マタ
イ15：22参照）。ナインのやもめに1人息子を返しておやり
になったイエス、また十字架上の苦悶のさなかにもご自分
の母のことをおぼえておられたイエスは、今日も母親の悲
しみに心動かされる。どの悲しみにも、どの必要にも、イ
エスは、慰めと助けをお与えになるのである。
母親たちは、自分たちの悩みをたずさえてイエスのみ

もとに行きなさい、彼らは、子供たちを冶めるのに助けと
なる十分な恵みを見いたすであろう。救い主の足もとに重
荷を置きたいと願うすべての母親のために、門は開かれて
いる。「幼な子らをわたしの所に来るままにしておきなさ
い」と言われたイエスは、母親たちが子供たちをイエスに
祝福してもらうためにつれてくるようにといまでも招いて
おられる（マルコ10：14）。母親の腕のなかにある赤ん坊
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てさえも、祈る母親の信仰によって全能者のかけにやとろ
のである。パフテスマのヨハネは、生まれた時から聖霊に
満たされていた。もしわれわれが神と美じわろ生活をして
いるならば、われわれもまた、神のみた柔かわれわれの子
供たちを、生れ落ちたときから、形づくってくださること
を期待できるのである。
イエスはこ自分のもとにつれてこりれた子供たちのうち

に、主の恵みの相続人またキリストのみ国の民となる男女
をごらんになったが、その中のある者たちは、キリストの
ために殉教老となるのであった。イエスは、これらの子供
たちがみことばに封を傾け、世才がたけて強情な大人たち
よりもはるかにたやすくイエスを救い主として受け入れる
ことをご存知であった。イエスはお教えになる時、子供た
ちの水準にまでくだられた。天の君であられるイエスは、
子供たちの質問に答えることや、大切な教訓を彼らの幼稚
な理解力に向くようにわかりやすくすることをおろそかに
されなかった。イエスは彼らの頭に真理の種をうえつけら
れたが、それは後年になって身を出し、永遠の生命にいた
る実を結ぶのであった。
子供たちは今でも福音の教えを最も素直に受け入れる。

彼らの心は天来の感化力に対して開かれ、受けた教訓を固
くもちつづける。小さい子供たちは、それぞれの年令にふ
さわしい経験をもったクリスチャンとなることができる。
彼らを霊的な事がらに教育する必要がある。両親は、子
供たちかヤリストのご品性に型どって品性を形成するよう
に、あらゆる便宜を彼らに与えねばならない。
父と母は、その子供たちを主の家族の子供として、すな

わち天のために教育するように委託れた者とみなすべきで[941]
ある。われわれは鈴供たちに、われわれ自身がキリストか
ら学ぶ教訓を、その若い頭脳が受け入れることができるに
したがって、すこしずつ天の原則の美しさをわからせなが
ら与えねばならない。こうしてクリスチャンの家庭は一つ
の学校となり、そこではキリストご自身が主任教師となら
れ、両親が助手として奉仕するのである。
われわれは、子供たちの悔い改めのために働く時、罪

の自覚の重要な証拠として激しい感情を期待してはならな
い。また彼らが悔い改める正確な時を知る必要もない。わ
れわれは、彼らが罪をイエスに告白して、そのゆるしを願
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い、イエスが自らこの地上におられた時に子供たちを受け
入れてくださったように、彼らをゆるし、受け入れてくた
さることを信ずるように、彼らに教えねばならない。
子供たちは母を愛するから母に従うのだということを母

親が彼らに教える時、彼女は子供たちにクリスチャン生活
の最初の教訓を教えているのである。母の愛は子供たちに
キリストの愛を代表しているのであって、母親に信頼し従
う子供たちは、救い主に信頼し従うことを学んでいるので
ある。
イエスは、子供たちのお手本であられたが、また父親の

模範でもあられた。主は権威をもっている者としてお語り
になったので、そのみことばには力があった。しかし無作
法で乱暴な者たちとのまじわりには、どんな時にも、一つ
も不親切なことばや無作法なことばを用いられなかった。
心のうちにあるキリストの恵みは、天来の威厳と礼儀正
しさについての感覚を与える。それはどんな苛酷なものも
やわらげ、粗野で不親切なものをすべて抑制する。それは
父親と母親に、自分たちがとり扱われたいと願うように、
子供たちをものわかりのよい者としてとり扱うようにさせ
る。
両親がたよ、あなたがたか子供たちを教育する時に、神

が自然界の中にお与えになった教訓を学びなさい。なでし
こやばらやゆりを栽培するとしたら、あなたがたはどうす
るだろうか。どんなやり方で、枝や葉をあんなに美しく茂
らせ、形のよい美しいものに仕立てるかを園芸家にたずね
なさい。彼は、手荒な扱い方や無理な手入れは弱い茎を痛
めるだけだから、そんな育て方は決してしないと教えてく
れるだろう。彼は、こまかい注意を何度も繰り返して育て
たのてある。彼は、土をしめらせ、成長する植物を激しい
突風や焼けつく太陽から守ったのである。その時神がその
植物を茂らせ、美しい花を咲かせてくださったのである。
あなたがたの子孔供たちをとり扱う時、園芸家の方法に従
いなさい。やさしいとり扱い、愛の奉仕によって、子供た
ちの品性をキリストのご品性の型にならって形づくるよう
に努力なさい。
神に対する愛と、お互いの間の愛を表現するように奨

励なさい。世の中に無情な男女が多い理由は、真の愛情が
弱さとみなされ、それが阻止され、おさえつけられてきた
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からてある、こうした人々のよい面の性質は、子供の時に
押さえつけられたのてあって、神の愛の光か彼らのつめた
い利己主義を溶かさない限り、彼らの幸福は永遠に失われ
る。もしわれわれが自分の子供たちにイエスのやさしい精
神と、天使たちがわれわれにあらわす同情心とを持っても
らいたければ、子供時代のおおらかな、愛の衝動を育てね
ばならない。
自然界の中にキリストを見るように子供たちに教えな

さい。彼らを戸外の大木の下や、庭につれ出しなさい。そ
して、創造のあらゆるすばらしいみわさの中で、キリスト
の愛のあらわれを見ることを彼らに教えなさい。キリスト
が、すべての生物を支配する法則をお定めになったこと、
主がわれわれのための法則をおつくりになったこと、し
かもそれらの法則はわれわれの幸福と喜びのためであるこ
とを、彼らに教えなさい。長い祈りと退屈な訓戒で彼らを
疲れさせるようなことをしないで、自然の実物教訓によっ
て、神の律法に服従することを彼らに教えなさい。
あなたかたか、キリストに従う者として、子供たちから

信頼されるようになったら、主がわれわれを愛されたその
大きな愛を彼らに教えることはたやすい。救いの真理を明
らかにし、子供たちにキリストを個人的な救い主としてさ
し示す時、天使たちはあなたがたのそばにいる。主は、ベ
ツレヘムの赤ちゃんの尊い物語に子供たちの興味を向ける[942]
力を父親と母親にお与えになる。まことにこのお方こそ世
の望みなのである。
イエスが弟子たちに、子供たちがわたしのもとにくるの

をとどめるなと言われた時、主は各時代のキリストに従う
者たち——教会の役員に、牧師に、助手たちに、すべての
クリスチャンに語りかけておられた。イエスは子供たちを
ひきよせ、彼らをわたしのところにこさせなさいとお命じ
になる。それはあたかも、もしあなたがたがじゃまをしな
かったら、子供たちはわたしのもとに来るのだと言ってお
られるかのようである。
キリストに似ないあなたの品性によって、イエスについ

て誤った印象を与えてはならない。あなたの冷淡さときび
しさのために、子供たちをイエスからひき離してはならな
い。もしあなたが天国にいるなら天国は楽しいところでは
ないと、彼らに思わせてはならない。宗教というものは子
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供たちの理解できないものであるかのように語ったり、子
供たちが幼い時にキリストを受け入れることは期待できな
いかのようにふるまってはならない。キリストの宗教は陰
気な宗教だとか、救い主のみもとに行くためには、人生を
楽しいものにするようなものはすべて捨てなくてはならな
いなどという誤った印象を子供たちに与えてはならない。
聖霊が子供たちの心に働く時、みたまの働きに協力しな

さい。救い主が彼らを召しておられるということ、彼らが
元気のよい若さにあふれた年ごろに主に献身することぐら
いキリストをおよろこばせすることはないということを彼
らに教えなさい。
救い主は、ご自身の血で買われた魂を、限りないやさし

さをもってごらんになる。彼らは主の愛によって当然主の
ものである。主は彼らを言うに言われぬ熱望をもってごら
んになる。主の心は一番行儀のよい子供ばかりでなく、生
れつき好ましくない品性の傾向を持っている者にもそそが
れる。子供たちのこうした傾向にどれほど親の責任がある
かを理解していない親が多い。彼らは自分が子供たちをそ
うしたまちがった者にしてしまったのに、そうした1先供た
ちをとり扱う知恵とやさしさを持っていない。しかしイエ
スはそうした子供たちを同情をもってごらんになる。イエ
スは原因から結果をつきとめられる。
クリスチャンの働き人は、こうした子供たちを救い主に

引きよせるのに、キリストの代理人となることができる。
彼は知恵と機知とによって、彼らを自分の心に結びつけ、
彼らに勇気と望みを与え、キリストの恵みによって、彼ら
の品性が一変し、その結果彼らについて「天国はこのよう
な者の国である」と言われるようにすることができるので
ある（マダイ19：14）。
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本章はマタイ19：1622、マルコ10：1722、ルカ18：1823に
基づく

「イエスが道に出て行かれると、ひとりの人が走り寄
り、みまえにひざまずいて尋ねた、『よき師よ、永遠の生
命を受けるために、何をしたらよいでしょうか』」（マル
コ10：17）。
この質問をした若者は役人であった。彼は非常な財産家

で、責任のある地位を占めていた。彼は、キリストが、ご
自分のもとに連れてこられた子供たちに対してあらわされ
た愛を知った。キリストがやさしく子供たちを迎えて、そ
の腕にだきあげられるのを見て、彼の心は救い主に対する
愛に燃えた。彼はキリストの弟子になりたいという願いを
感じた。深く心を動かされた彼は、キリストが道を歩いて
おられる時、あとを追いかけて行って、その足下にひざま
ずき、彼の魂にとってまた人類の一人一人にとって重要な
質問、「よき師よ、永遠の生命を受けるために、何をした
らよいでしょうか」ということを、真心から熱心にたずね
た（マルコ10：17）。
するとキリストは、「なぜわたしをよき者と言うの

か。 神ひとりのほかによい者はいない」と言われた（マ[943]
ルコ10：18）。イエスは、この役人の真心をためし、彼が
どういう風にキリストをよき師とみなしているかをさぐり
出してみようと望まれたのであった。彼は自分が話しかけ
ているお方を神のみ子として認めたのだろうか。彼の心の
本当の思いはどうなのだろうか。
この役人は、自分自身の義を高く評価していた。彼は自

分に何か欠けたところがあるとは本当に思っていなかった
が、そうかといって全く満足しているわけでもなかった。
彼は自分の持っていないもの、何か足りないものを感じて
いた。イエスが小さな子供たちを祝福されたように、自分
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を祝福してくださって、自分の魂の欲求を満たしてくださ
ることがおできになるのではないだろうか。
この質問に答えて、イエスは、もし彼が永遠の生命を得

たいなら、神のいましめに従うことが必要であるとお告げ
になった。そしてイエスは、同胞に対する人の義務をあら
わしている幾つかのいましめを引用された。役人の答は肯
定的で、「それらのことはみな、小さい時から守っており
ます」。「ほかに何が足りないのでしょう」であった（ル
カ18：21、マタイ19：20）。
キリストは、あたかもこの若者の生活を見通し、その品

性をさぐられるかのように、彼の顔を見つめられた。イエ
スは、彼を愛され、彼の品性を実質的に変えるような平安
と恵みと喜びを与えたいと熱望された。イエスは、「あな
たに足りないことが一つある。帰って、持っているものを
みな売り払って、貧しい人々に施しなさい。そうすれば、
天に宝を持つようになろう。そして、わたしに従ってきな
さい」と言われた（マルコ10：21）。
キリストはこの若者にひきつけられた。イエスは、こ

の若者が「それらの事はみな、小さい時から守っておりま
す」と主張したことばが真心か出たものであることをご存
知であった（マルコ10：20）。あがない主は、心をささげ
ることと、クリスチゃンの慈善が必要であることとを認め
させる識別力を彼のうちに起こしたいと熱望された。イエ
スは、この若者のうちにへりくだって悔い改めた心が起こ
り、彼が神にささぐべき最高の愛を意識し、その愛の足り
ないところをキリストの完全によっておおっていただくの
を見たいと熱望された。
イエスは、もしこの若い役人が救いの働きにイエスの

共労者となるなら、主にとってちょうど必要な助けとな
ることをお知りになった。もし彼がキリストのみちびき
に従うなら、彼は善のために一つの力となるであろう。こ
の役人は、きわだってキリストを代表することができたで
あろう。なぜなら彼は、もし救い主に結合するなら、人々
の間で神の力となることのできる資格を備えていたからで
ある。キリストは、彼の性格をごらんになって、彼を愛さ
れた。この役人の心に、キリストに対する愛が目覚めてき
た。愛は愛を生むのである。イエスは、彼がご自分の共労
者となろのを見たいと望まれた。イエスは、彼をご自分と
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同じように、神のみかたちをうつす鏡にしたいと熱望され
た。イエスは、彼のすぐれた品性を啓発し、それを主のご
用のためにきよめたいと熱望された。もしこの役人がその
時キリストに献身していたら、彼は主のこ臨在の雰囲気の
うちに育ったのである。もし彼がそうなることを選択して
いたら、彼の将来はどんなに異なったものとなったことだ
ろう。
「あなたに足りないことが一つある」。「もしあなた

が完全になりたいと思うなら、帰ってあなたの持ち物を売
り払い、貧しい人々に施しなさい。そうすれば、天に宝を
持っようになろう。そして、わたしに従ってきなさい」と
イエスは言われた（マルコ10：21、マタイ19：21）。キリ
ストはこの役人の心を読まれた。彼にはただ一つ足りない
ことがあったが、しかしそれは重大な原則であった。彼は
その魂のうちに神の愛が必要だった。の足りないところを
補わなければ、それは彼にとって致命傷となるのである。
彼の性質全てがだめになってしまうのである。甘やかして
おくと、利己心がますます強くなるだろう。彼が神の愛を
受け入れるためには、自我に対する最高の愛を克服しなけ
ればならない。
キリストはこの男を試みられた。イエスはこの男に、

天の宝と世俗的な偉大さのどちらかを選ぶように要求され[944]
た。もし彼がキリストに従うならば、天の宝が保証され
た。しかし自我を放棄しなければならない。彼の意思はキ
リストに支配されねばならない。神の聖潔そのものがこの
若い役人に提供された。彼は神の子となり、キリストと共
に天の宝を受け継ぐ者となる特権が与えられた。しかし彼
は十字架をとりあげて、克己の道をキリストに従わねばな
らない。
キリストのことばは、この役人にとって、実に、「あ

なたがたの仕える者を、きょう、選びなさい」との招き
であった（ヨシュア24：15）。選択は彼にまかされた。イ
エスは彼の改心を熱望しておられた。イエスは、彼の品性
の欠点をお示しになり、そしてこの若者がこの間題をおし
はかって考えた時、何という深い関心をもってその結果を
見守られたことだろう。もし彼がキリストに従うことを決
心するなら、彼はどんなことにおいてもキリストのみこと
ばに従わねばならない。彼は自分の野心的な計画を捨てな
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ければならない。何という熱心な思いと魂のかわきをもっ
て、キリストは、この若者が神のみたまの招きに応ずるこ
とを望みながら、彼をごらんになったことだろう。
キリストは、この役人がクリスチャン品性を完成できる

ただ一つの条件を示された。キリストのみことばは、きび
しく強要的に思えたが、しかしそれは知恵のことばであっ
た。この役人が救われる唯一の望みは、そのみことばを
受け入れ、これに従うことにあった。彼の高い地位と財産
が、彼の品性に微妙な悪い影響を及ぼしていた。そうした
ものに執着していると、彼の愛情の中から神が押しのけら
れるであろう。多くても少なくても、神にさし出さないで
おくことは、彼の道徳的な力と能力とを低下させるような
ものをとどめておくことになるのであった。なぜならこの
世の物を大事にしていると、それがどんなにあてにならな
い無価値なものであっても、それはすっかり心を奪うよう
なものとなるからである。
役人はキリストのみことばの意味を全部すぐにさとっ

て、悲しく思った。もし彼が提供された賜物の価値を認め
たら、彼はすぐにキリストに従う者の1人として加わった
だろう。彼はユダヤ人の名誉ある議会の議員だったので、
サタンは有望な前途で彼を誘惑していた。彼は天の宝がほ
しかったが、自分の富によってもたらされるこの世の特典
もほしかった。彼はこんな条件があることが残念だった。
彼は永遠の生命を望んだが、犠牲は払いたくなかった。永
遠の生命の代価は大きすぎるように思えた。そこで彼は、
「悲しみながら立ち去った。たくさんの資産を持っていた
からである」（マタイ19：22）。
神の律法を守ってきたという彼の主張は欺瞞であった。

彼は、富が彼の偶像であることをあらわした。世俗が彼
の愛情の中で首位を占めている間は、彼は神のいましめ
を守ることができなかった。彼は物をお与えになった神よ
りも、神がお与えになった物を愛した。キリストはこの若
者にご自身との交わりを申し出られた。イエスは、「わた
しに従ってきなさい」と言われた。しかしこの役人にとっ
て、救い主は、人々の間における彼自身の名前や、彼の財
産ほど大事ではなかった。目に見えない天の宝のために、
目に見えるこの世の宝を捨てることはあまりに大きな冒険
であった。彼は、永遠の生命の申し出をことわって立ち去
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り、その後は世俗が彼の礼拝を受けることになった。幾千
の人々がキリストと世俗をはかりにかけて、このきびしい
試練を味わっている。そして多くの者が世俗をえらぶ。こ
の若い役人と同じように、彼らは、「わたしはこの人をわ
たしの指導者とすまい」と心のうちに言いながら、救い主
から離れて行くのである。
この若者に対するキリストの態度は、一つの実物教訓

として示されている。神は、神のしもべの一人一人が従わ
ねばならない行為の法則をわれわれにお与えになった。そ
れは、神の律法への服従であるが、ただ義務的に従うこと
ではなくて、生命へ至る服従であって、品性にあらわされ
る。神は、神の国の民になりたいと望むすべての人のため
に、品性についての神ご自身の標準をおたてになった。キ
リストの共労者となる者、「主よ、わたしの持っているも
ののすべて、わたしの全人格はあなたのものです」と言う
者だけ が、神の息子娘として認められる。天国を望みな[945]
がら、しかも定められた条件をみて離れ去ることがどうい
うことになるかを、人はみな考えてみなければならない。
キリストに、「いやです」と言うことが、何を意味するか
を考えなさい。この役人は、「いや、わたしはあなたに全
部をさしあげられません」と言った。われわれはこれと同
じことを言うだろうか。救い主は、神がわれわれになすよ
うにお与えになった働きをいっしょにしてあげようと申し
出ておられる。主は、神がわれわれにお与えになった金銭
を、世にみわざを進めるために用いなさいと申し出ておら
れる。この方法によってのみ、主はわれわれをお救いにな
ることができるのである。
この役人の財産は、彼が忠実な家つかさになるように彼

に委託されたのであった。彼はそうした財産を、困ってい
る人々に恵むために分配すべきであった。同様に神は、今
も、人に金銭、才能、機会を委託されるが、それは、彼ら
が神の代理人となって貧しい人々や苦しんでいる人々を助
けるためである。委託された賜物を神の望まれる通りに用
いる者は、救い主と共に働く者となる。彼は魂をキリスト
に導く。なぜなら彼はキリストのご品性の代表者であるか
らである。
この若い役人と同じように、高い信任の地位にあって、

大きな財産を持っている人々にとっては、キリストに従う
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ためにすべてを放棄することは犠牲が大きすぎるように思
えるかもしれない。しかしこれはキリストの弟子になりた
いと望むすべての人の行為の法則である。服従に欠けるも
のは何も受け入れられない。自我を屈服させることがキリ
ストの教えの本質である。それはしばしば高圧的とも思え
るようなことばで示されたり、命じられたりする。なぜな
ら、心のうちにいだかれる時全人格を破壊するようなもの
を切り捨てる以外に、人を救う道がないからである。
キリストに従う者たちが主ご自身のものを主にお返しす

る時、彼らは宝をたくわえているのであって、それは、彼
らが、「良い忠実な僕よ、よくやった。. . . . . .主人と一緒に
喜んでくれ」とのみことばをきく時に、彼らに与えられる
のである（マタイ25：23）。「彼は、自分の前におかれて
いる喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字架を忍び、神
の御座の右に座するに至ったのである」（ヘブル12：2）。
あがなわれた魂、すなわち永遠に救われた魂を見る喜びこ
そは、「わたしに従ってきなさい」と言われたキリストの
み足跡に従うすべての者にとって報いである。
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本章はルカ10：3842、ヨハネ11：144に基づく

キリストの一番しっかりした弟子たちの中にベタニヤ
のラザロがいた。キリストを信じるラザロの信仰は、初め
てお会いした時から強かった。キリストに対する彼の愛は
深く、彼は救い主から非常に愛された。このテザロのため
にキリストの最高の奇跡が行われた。救い主はご自分の助
けを求めるすべての者を祝福された。主は、人類家族のす
べての人を愛されるが、しかしある人々に対しては特に目
だってやさしいまじわりによって結ばれておられる。イエ
スの心は、べタニヤの家族に対して強い愛情のきずなで結
ばれていた。そしてこの家族の1人のために、キリストの最
もふしぎなみわざがなされたのであった。
イエスはたびたびラザロの家でくつろがれた。救い主に

はご自分の家庭がなかった。主は、友人や弟子たちのもて
なしを受けられたが、それでもしばしば疲れて人とのまじ
わりがほしくなられると、怒っているパリサイ人たちの疑
いやねたみからのがれて、このなごやかな家族のところへ
おいでになることを喜ばれた。ここにイエスは、心からの
歓迎と、純粋できよい友情を見いだされた。イエスは、こ
こでは、ご自分のことばが理解され、心にとめられること
を知っておられたので、率直に、何の遠慮もなくお話にな
ることができた。
救い主は、静かな家庭と、興味をもってご自分の話を聞[946]

いてくれる人たちを喜はれた。主は人間的なやさしさ、
礼儀、愛情を熱望された。主がいつも与えようとしておら
れる人の教えを受け入れた人たちは非常にめぐまれた。群
衆が、ひらけた野原を通って、キリストについて行くと、
主は自然界の美しさを彼らに説明された。神のみ手がこ
の世界を支えていることを彼らが認めるように、主は、彼
らのさとりの目を開こうとされた。神の恵みといつくしみ
に対する感謝の思いを呼ひさますために、主は、聴衆の注

534
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意を、善人のためにも悪人のためにも、音もなくおりる露
や、静かに降りそそく雨や、輝く日光に向けられた。
主は、それにもまして、神かこ自分の創造された人間

をかえりみてくださることを、人々か認めるように望まれ
た。しかし群衆はなかなか理解しなかった。キリストは、
公生涯における披労の多い戦いからの休息をベタニヤの家
でとられた。ここで主は、理解のある聞き手に神の書を開
かれた。こうして個人的にお会いになっている時に、キリ
ストは、雑多な群衆には語ろうとされなかったことを、聞
き手たちに説明された。彼はご自分の友人たちに譬で語ら
れる必要がなかった。
キリストがすはらしい教訓をお与えになる時、マリヤ

は敬虔で熱心な聞き手となって、その足下にすわった。
ある時、マルタは、食事の支度の苦労に困ったあげく、
キリストのみもとへきて、「主よ、妹がわたしだけに接
待をさせているのを、なんともお思いになりませんか。
わたしの手伝いをするように妹におっしゃってください」
と言った（ルカ10：40）。それは、キリストが初めてベタ
ニヤにこられた時であった。救い主と弟子たちは、エリ
コから徒歩で、骨の折れる旅をしてこられた。マルタは
彼らの疲れをねぎらうことに心をうばわれ、その熱心さの
あまり、お客に対する当然の礼儀を忘れた。イエスは、お
だやかな、忍耐強いことばで、「マルタよ、マルタよ、あ
なたは多くのことに心を配って思いわずらっている。しか
し、無くてならぬものは多くはない。いや、一つだけであ
る。マリヤはその良い方を選んたのだ。そしてそれは、彼
女から取り去ってはならないものである」と言われた（ル
カ10：41、42）。マリヤは、救い主の口から出るとうとい
みことば、彼女にとっては地上のどんな高価な宝石よりも
とうといみことばを心にたくわえていたのだった。
マルタにとって必要な「一つのもの」は、落ちついた、

信心深い精神、未来の永遠の生命について知りたいという
もっと強い熱望、霊的進歩に必要な徳であった。彼女は、
過ぎ去ってしまうものに対する関心よりも、永遠に続く
ものに対する関心の方か必要だった。イエスは、こ自分の
子らに、救いに至ろ知恵を与える知識を得るあらゆる機会
をつかむように教えようと望まれる。キリストのみわさに
は、注意深く、かつ精力的な働き人か必要てある。マルタ
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の女うな人たちか熱心に宗教活動をする広い分野がある。
しかし彼らをまずマリヤといっしょに、イエスの足下に
すわらせなさい。勤勉と敏速と精力とをキリストの恵みに
よってきよめなさい。その時、そのような生活は、征服さ
れることのない善の力となるのである。
これまでイエスが休息されていた平和な家庭に不幸か

起こった。ラザロが急に病気になったので、彼の姉妹た
ちは救い主に使いをやって、「主よ、ただ今、あなたが
愛しておられる者が病気をしています」と言わせた（ヨハ
ネ11：3）。彼女たちは、兄弟を襲った病気の激しさを見た
が、キリストかとんな病気でも直すことがおできになるこ
とを知っていた。彼女たちはキリストが困りきっている自
分たちに同情してくださると信じた。そこで、キリストに
すくおいでくださるようにというさし迫った要求をしない
で、「あなたが愛しておられる者が病気をしています」と
いう信頼に満ちたことばを申し送っただけであった（ヨハ
ネ11：3）。姉妹たちは、キリストがすくに伝言に応じて、
ペタニヤにお着きになったらすぐ自分たちのところにきて
くださるものと思っていた。
姉妹たちは、イエスからのことはを熱心に待った。兄

弟に生気があるかぎり、彼女たちは祈りながらイエスのお
いでを待った。しかし使いの者は、イエスをお連れしない
で帰ってきた。それても彼が、「この病気は死ぬほどのも
のではない」とのイエスのみこ とばを伝えたので、姉妹[947]
たちは、ラザロが生きるという望みをすてなかった（ヨハ
ネ11：4）。彼女たちは、ほとんど意識不明の病人にやさし
く望みと励ましのことばを語ろうと努めた。ラザロが死ん
だ時、姉妹たちはひどく失望した。しかし彼女たちは、キ
リストの支えの恵みを感じ、救い主を非難する気持になれ
なかった。
ラザロが死んだという知らせをキリストがきかれた時、

弟子たちは、キリストがその知らせを冷淡に受け取られ
たように思った。キリストは、彼らが予想したような悲し
みをあらわされなかった。イエスは、彼らを見て、「この
病気は死ぬほどのものてはない。それは神の栄光のため、
また、神の子がそれによって栄光を受けるためのものてあ
る」と言われた（ヨハネ11：4）。イエスは、2日間同じ場
所にとどまられた。この遅延は弟子たちにとってふしぎで
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あった。イエスがおられたら、あの不幸な家族がどんなに
慰められるだろうと彼らは思った。弟子たちは、ベタニヤ
の家族に対するイエスの深い愛情をよく知っていたので、
イエスが「あなたが愛しておられる者が病気をしていま
す」という悲しい伝言に応じられなかったことに驚いた。

2日の間、キリストは、その伝言を心の中から忘れてお
られるようにみえた。キリストがラザロのことを口にさ
れなかったからである。弟子たちは、イエスの先駆者で
あるバプテスマのヨハネのことを思った。ふしぎな奇跡を
行う力をもっておられるイエスが、どうしてヨハネを獄の
中で衰弱して非道な死に方をするがままにしておかれたの
だろうと、彼らはふしぎに思ったのだった。そのような力
を持っておられるのに、なぜキリストは、ヨハネの生命を
救われなかったのだろう。この質問はパリサイ入たちから
もよくたすねられた。パリサイ人たちは、ご自分か神のみ
子であるというキリストの主張に対して、答えることので
きない議論としてこの質問を出した。救い主は、弟子たち
に、試練と損失と迫害について警告しておられた。主は試
練のうちに彼らを棄てられるのだろうか。自分たちはキリ
ストの使命をまちがえたのではないだろうかと疑う者たち
もいた。そしてみんなが深く思い悩んだ。

2日待ってから、イエスは弟子たちに、「もう1度ユダヤ
に行こう」と言われた（ヨハネ11：7）。弟子たちは、もし
イエスがユダヤに行かれるのだったのなら、どうして2日
間待たれたのだろうとふしぎに思った。しかしいま彼らの
心を占めているのは、キリストと彼ら自身についての心配
てあった。彼らは主がたどろうとしておられる道に危険し
か見ることができなかった。彼らは、「先生、ユダヤ人ら
が、さきほともあなたを石で殺そうとしていましたのに、
またそこに行かれるのですか」と言った（ヨハネ11：8）。
するとイエスは、「1日には12時間あるではないか」と答え
られた（ヨハネ11：9）、わたしは天父の導きの下にある。
わたしが父のみこころを行っているかぎり、わたしの生命
は安全である。わたしの1日12時間はまだ終っていない。わ
たしは、わたしの日の最後の残りに入った。しかしこの残
りがまだある限り、わたしは安全である。
イエスはつづけて言われた、「昼間あるけば、人はっま

ずくことはない。この世の光を見ているからである」（ヨ
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ハネ11：9）。神のみこころをなす者、神が示された道を
歩む者にとって、つまずいて倒れるということはあり得な
い。神の導きのみたまの光は、彼の義務について明らかな
さとりを与え、その働きの終りまで彼を正しく導く。「し
かし、夜あるけば、つまずく。その人のうちに、光がない
からである」（ヨハネ11：10）。自分自身でえらんだ道、
神が召されたのではない道を歩む者は、つまずくであろ
う。彼にとって、昼は夜にかわり、どこにいようとも、彼
は安全ではない。
「そう言われたが、それからまた、彼らに言われた、

『わたしたちの友ラザロが眠っている。わたしは彼を起し
に行く』」（ヨハネ11：11）。「わたしたちの友ラザロが
眠っている」。何という感動させられることばだろう。何
という同精に満ちたことばだろう。弟子たちは、エルサレ
ムへ行くことによって主が招こうとしておられる危険に心
がうばわれて、ベタニヤの遺族のことをほとんど忘れてい
た。しかしキリストはそうではなかった。弟子たちは心を
責められた。彼らは、キリストがもっとすばやく伝言に応[948]
じられなかったので、失望していた。彼らは、キリストが
ラザロとその姉妹たちにやさしい愛情を持っておられると
思っていたのに、実際はそうでなかったのだ、そうでなけ
れば主は使いの者といっしょに急いで行かれたはずだと、
考えたくなっていた。しかし、「わたしたちの友ラザロが
眠っている」ということばは、彼らの心のうちに正しい感
情を呼びさました。キリストは悲しんでいる友人たちを忘
れてはおられなかったのだと、彼らは確信した。
「すると弟子たちは言った、『主よ、眠っているのでし

たら、助かるでしょう』。イエスはラザロが死んだことを
言われたのであるが、弟子たちは、眠って休んでいること
をさして言われたのだと思った」（ヨハネ11：12、13）。
キリストは、信じる子らにとって死は眠りであると言って
おられる。彼らの生命はキリストとともに神のうちにかく
れているのであって、最後のラッパが鳴りわたる時まで、
死ぬ者はキリストのうちに眠るのである。
「するとイエスは、あからさまに彼らに言われた、『ラ

ザロは死んだのだ。そして、わたしがそこにいあわせな
かったことを、あなたがたのために喜ぶ。それは、あなた
がたが信じるようになるためである。では、彼のところに
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行こう』」（ヨハネ11：14、15）。トマスは、もし主がユ
ダヤに行かれるなら、死が待ちかまえているとしか思えな
かった。だが彼は覚悟をきめて、ほかの弟子たちに、「わ
たしたちも行って、先生と一緒に死のうではないか」と
言った（ヨハネ11：16）。彼は、キリストに対するユダヤ
人の憎しみを知っていた。イエスの死をたくらむことが彼
らの目的であったが、この目的は成功していなかった。な
ぜなら、イエスに定められた時の幾分かがまだ残っていた
からである。この時の間、イエスは天使たちの守護を受け
ておられた。そして、ラビたちがイエスを捕らえて死に処
することをくわだてているユダヤの地方においてさえ、ど
んな危害も、イエスにのぞむことはできなかった。
弟子たちは、キリストが、「ラザロは死んだのだ。そし

て、わたしがそこにいあわせなかったことを. . . . . .喜ぶ」と
言われたことばに驚いた。救い主は、悲しんでいる友人の
家庭をわざと避けられたのだろうか。マリヤとマルタと死
にかけているラザロがうちすてられたようにみえた。だが
彼らは1人ぽっちではなかった。キリストはすべての光景を
ごらんになっていて、ラザロの死後、あとに残された姉妹
たちはキリストの恵みによって支えられた。イエスは、彼
女たちの兄弟が強敵である死と戦っている時、彼女たちの
引き裂かれた心の悲しみを目に見ておられた。主は、「ラ
ザロは死んだのだ」と弟子たちに言われた時、心に激しい
苦痛を感じられた。しかしキリストは、ベタニヤの愛する
者たちだけのことを考えておられなかった。主は弟子たち
を訓練することを考えられねばならなかった。天父の恵み
がすべてのべをおおうことができるように、彼らは世に対
して天父を代表する者となるのであった。彼らのために、
主は、ラザロが死ぬことをおゆるしになった。もし主がラ
ザロを病気から健康へ回復されたら、イエスの神としての
性格についての最も絶対的な証拠であるこの奇跡は行われ
なかったのである。
もしキリストが病室におられたら、サタンはラザロに権

力をふるうことができないので、ラザロは死ななかったで
あろう。生命を与えるお方であるイエスのおられるところ
では、死は、ラザロをめがけて矢を放つことができなかっ
たであろう。そこでキリストは離れておられた。主は敵に
権力をふるわせておかれたが、それはご自分が敵を征服し
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て撃退されるためであった。キリストは、ラザロが死の支
配下にはいることをお許しになった。悲しむ姉妹たちは、
兄弟が墓に横たえられるのを見た。彼女たちが兄弟の死に
顔を見る時、あがない可三に対する彼女たちの信仰が激し
く試みられることを主はご存知であった。しかし主は、姉
妹たちの信仰が、いま経験している戦いを通して、ずっと
大きな力となって輝き出ることをご存知だった。主は、彼
女たちが耐えた苦痛の一つ一つをご自分も経験された。主
は手間どられたとはいっても、彼らを愛しておられること
に変わりはなかった。主は、彼女たちのために、ラザロの[949]
ために、ご自身のために、また弟子たちのために、勝利が
得られることをご存知だった。
「あなたがたのために」「あなたがたが信じるようにな

るためである」（ヨハネ11：15）。神の導きのみ手を求め
て手をさしのべているすべての者にとって、最も落胆して
いる時が、神の助けが1番近い時である。彼らは自分たち
の道の一番暗かったところを感謝をもってふりかえるであ
ろう。「主は、信心深い者を試練の中から救い出」される
（Ⅱペテロ2：9）。誘惑のたびに、試みのたびに、主はそ
こから彼らを、もっと固い信仰、もっと豊かな経験をもっ
て、導き出される。
ラザロのところに行くのを遅らせることには、まだ主を

受け入れていない人々に対するキリストの憐れみの目的が
あった。ラザロを死人の中からよみがえらせることによっ
て、頑固で不信な民に、ご自分がほんとうに「よみがえ
りであり、命である」という別な証拠をお与えになるため
に、キリストは出かけるのを延ばされたのであった（ヨハ
ネ11：25）。主は、イスラエルの家の迷えるあわれな羊で
ある民について、望みをまったく放棄することを好まれな
かった。彼らがかたくなであるために、イエスの心は痛ん
でいた。憐れみ深い主は、ご自分が救い主であって、生命
と不死を明らかにすることのできるただ1人のお方である
という証拠をもう1度彼らに与えようと意図された。これ
は祭司たちが誤解することのできない証拠となるのであっ
た。これが、イエスがベタニヤに行くのを遅くされた理由
であった。この最高の奇跡であるラザロのよみがえりは、
キリストの働きと、神性についてのキリストの主張に、神
の印をおすものであった。
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ベタニヤへ行かれる途中、イエスは、いつもの習慣通
り、病人たちや困っている人たちに奉仕された。町へお着
きになると、イエスは、使者を姉妹たちのところへつかわ
して、到着をお知らせになった。キリストは、すぐに家へ
お入りにならないで、道ばたの静かな場所に立ちどまって
おられた。友人や肉親の者たちが死んだ時にユダヤ人がや
るような大げさな外面的な表現はイエスの精神に調和しな
かった。主は、やとわれた泣き人たちの泣き叫ぶ声をきか
れたので、騒がしい光景の中で姉妹たちに会いたいと思わ
れなかった。会葬者たちの中には、この家族の親戚の人た
ちがいて、そのある者はエルサレムで高い責任の地位を占
めている人たちだった。その中にはキリストの最も激しい
反対者たちが何人かいた。キリストは彼らの意図を知って
おられたので、すぐには姿をお見せにならなかった。
知らせはそっとマルタに伝えられたので、部屋の中のほ

かの人たちにはきこえなかった。マリヤは、悲しみに心を
奪われていてそのことばが耳に人らなかった。マルタは、
すぐ立ちあがると、主を迎えるために出て行ったが、マ
リヤは、マルタがラザロの葬られているところへ行ったの
だろうと考え、泣き声もたてずに悲しみのうちに静かにす
わっていた。
マルタは、イエスを出迎えるために急いだが、彼女の

心は矛盾する感情に波立っていた。マルタは、イエスのお
顔の表情に、いつもと変らないやさしさと愛情を読みとっ
た。イエスに対する彼女の信頼は裏切られなかった。しか
し彼女は、イエスも愛しておられた自分の愛する兄弟のこ
とを思った。イエスがもっと早くきて下さらなかったため
に彼女の心にわき起こっている悲しみと、今でも主は自分
たちを慰めるために何かをして下さるだろうという望みと
で、彼女は、「主よ、もしあなたがここにいて下さったな
ら、わたしの兄弟は死ななかったでしょう」と言った（ヨ
ハネ11：21）。この姉妹たちは、泣き人たちのさわぎの中
にあって、このことばを何度も何度も繰り返したのだっ
た。
人としてまた神としての同情をもって、イエスは悲し

みと心配にやつれたマルタの顔をじっとごらんになった。
マルタは過ぎ去ったことをくどくど繰り返したいとは思
わなかった。すべては、「主よ、もしあなたがここにい
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て下さったなら、わたしの兄弟は死ななかったでしょう」
との悲痛なことばに表現されていた。しかしイエスの愛
のお顔をじっと見ながら、彼女は、「しかし、あなたが
どんなことをお願いになっても、神はか なえて下さるこ[950]
とを、わたしは今でも存じています」とっけ加えた（ヨハ
ネ11：21、22）。
イエスはマルタの信仰を励まして、「あなたの兄弟は

よみがえるであろう」と言われた（ヨハネ11：23）。イエ
スの答は、その場の変化について望みを起こさせるために
言われたのではなかった。主は、マルタの思いを、彼女の
兄弟の現在の回復をこえて、義人のよみがえりに向けられ
た。主がそうされたのは、彼女が、ラザロのよみがえりを
通して、死んだすべての義人のよみがえりについての保証
と、義人のよみがえりが救い主の力によってなしとげられ
るという確信とをみるためであった。
マルタは、「終りの日のよみがえりの時よみがえること

は、存じています」と答えた（ヨハネ11：24）。
イエスはなおマルタの信仰に正しい方向を与えようと

して、「わたしはよみがえりであり、命である」と宣言
された（ヨハネ11：25）。キリストのうちには、借りたも
のでもなければ、ほかから由来したものでもない、本来
の生命がある。「御子を持つ者はいのちを持」つ（ヨハ
ネ5：12）。キリストの神性は、永遠の生命についての信者
の確信である。「わたしを信じる者は、たとい死んでも生
きる。また、生きていて、わたしを信じる者は、いつまで
も死なない。あなたはこれを信じるか」とイエスは言われ
た（ヨハネ11：25、26）。キリストはここでご自分の再臨
の時を予期しておられる。その時、死せる義人は朽ちない
者としてよみがえり、生ける義人は死を見ないで天へ移さ
れるのである。キリストがラザロを死人の中からよみがえ
らせることによって行おうとしておられた奇跡は、死せる
すべての義人のよみがえりを代表するのであった。キリス
トはみことばとみわざによって、ご自分がよみがえりの創
始者であることを宣言された。まもなくご自分が十字架上
で死のうとしておられたキリストは、よみの征服者として
死の鍵をもって立ち、永遠の生命を与える権利と権力とを
主張された。
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「あなたはこれを信じるか」との救い主のことばに、
マルタは、「主よ、信じます。あなたがこの世にきたるべ
きキリスト、神の御子であると信じております」と答えた
（ヨハネ11：26、27）。彼女は、キリストが語られたみこ
とばの意味を全部理解したわけではなかったが、キリスト
の神性についての信仰と、キリストがみこころのままにど
んなことでも行うことがおできになるという確信とを告白
した。
「マルタはこう言ってから、帰って姉妹のマリヤを呼

び、『先生がおいでになって、あなたを呼んでおられま
す』と小声で言った」（ヨハネ11：28）。マルタはできる
だけそっと知らせを伝えた。祭司たちと役人たちが、機会
があったらイエスを捕らえようと、待ちかまえていたから
である。泣き人たちの泣き声のために、彼女のことばは聞
かれなかった。
知らせを聞くと、マリヤは急いで立ちあがり、緊張した

顔つきで部屋を出た。彼女が墓に泣きに行ったのだろうと
考えて、泣き人たちがあとをついて行った。マリヤは、イ
エスが待っておられるところへくると、イエスの足下にひ
ざまずき、ふるえる唇で、「主よ、もしあなたがここにい
て下さったなら、わたしの兄弟は死ななかったでしょう」
と言った（ヨハネ11：32）。泣き人たちの泣き声は彼女に
とって苦痛だった。彼女は、イエスとだけ静かに二言三語
りたかったからである。しかし彼女は、そこに居合わせた
人たちの心にキリストに対するねたみやしっとが宿ってい
ることを知っていたので、自分の悲しみを充分に表に出す
ことをひかえた。
「イエスは、彼女が泣き、また、彼女と一緒にきたユダ

ヤ人たちも泣いているのをごらんになり、激しく感動し、
また心を騒がせ」られた（ヨハネ11：33）。主は集まって
いるみんなの心を読まれた。悲しみの表現として通って
いることが、多くの者にとっては見せかけにすぎないこ
とを、主はごらんになった。いま偽善的な悲しみを表し
ている人々の中に、偉大な奇跡を行うお方ばかりでなく、
死入の中からよみがえらせられろラザロの死もまもなくた
くらむ人たちがいることをご存知だった。キリストは、彼
らのみせかけの悲しみという衣を引きはがすこともおでき
になった。しかし主は、その正しい怒りを抑えられた。主
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は、事実のままに語ることのおできになることばを、口か
ら出されなかった。なぜなら、そこには、悲しみのうちに[951]
主の足下にひざまずきながら本当に主を信じている愛する
者がいたからである。
「彼をどこに置いたのか」とイエスはおたずねになっ

た。「彼らはイエスに言った、『主よ、きて、ごらん下
さい』」（ヨハネ11：34）。彼らはいっしょに墓の方へ進
んで行った。それは悲しみに満ちた光景であった。ラザロ
は大層愛されていたので、その姉妹たちは心をたち切られ
るような思いで泣き、一方ラザロの友人だった人たちも、
あとに残された姉妹たちといっしょに涙を流した。人とし
てのこのような悲嘆を思い、また世の救いセがそばに立っ
ておられるのに、友人たちが死人についてこんなにも悲し
み苦しんでいるのをごらんになって、「イエスは涙を流さ
れた」（ヨハネ11：35）。イエスは、神のみ子であられた
が、人性をとっておられたので、人の悲しみに心を動かさ
れた。主のやさしい、憐れみに満ちた心は、苦悩をごらん
になることによっていつも同情をよび起こされる。主は泣
く者と共に泣き、喜ぶ者と共に喜ばれるのである。
しかし、イエスが泣かれたのはマリヤとマルタに対す

る人間的な同情のせいばかりではなかった。イエスの涙
には、天が地よりも高いように、人間的な悲しみよりも
深い悲しみがあった。キリストは、ラザロを墓から呼び
出そうとしておられたのだから、ラザロのために泣かれた
のではなかった。主は、いまラザロのために悲しんでいる
多くの者が、生命でありよみがえりである主の死をまもな
くくわだてるので、泣かれたのであった。しかし不信のユ
ダヤ人に、イエスの涙を正しく解釈することがどうしてで
きよう。ある者たちは、イエスの悲しみの原因として、イ
エスの目の前の外面的な事情しか見ることができないで、
そっと「ああ、なんと彼を愛しておられたことか」と言っ
た（ヨハネ11：36）。またある者たちは、そこに居合わせ
た人々の胸に不信の種をまこうとして、嘲笑的に、「あの
盲人の目をあけたこの人でも、ラザロを死なせないように
は、できなかったのか」と言った（ヨハネ11：37）。ラザ
ロを救う力がキリストにあるのなら、なぜラザロを死なせ
たのかというのである。
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キリストは、預言の目で、パリサイ人とサドカイ人の
敵意をごらんになった。主は、彼らがキリストの死をく
わだてていることをご存知だった。いま同情しているよう
に見えるこれらの人々の中には、まもなく望みの戸口と神
の都の門とを目の前に閉ざしてしまう者がいることを、主
は知っておられた。まもなくキリストの屈辱と十字架の光
景が起こり、それはエルサレムの滅亡へとつづくのであっ
た。しかもその時には誰1人死者のために嘆き悲しむ者は
ないのであった。エルサレムにのぞもうとしていた報復が
キリストの前にはっきりえがかれた。主は、エルサレムが
ローマの軍団によってかこまれるのをごらんになった。い
まラザロのために嘆き悲しんでいる多くの者たちが、エル
サレム包囲のうちに死に、彼らの死には何の望みもないこ
とを、キリストは知っておられた。
キリストが泣かれたのは、目の前の光景のせいばかり

ではなかった。各時代の悲しみの重さがキリストの上にか
かっていた。神の律法を犯した恐るべき結果を、主はごら
んになった。主は、この世の歴史には、アベルの死をはじ
めとして、善悪の戦いにたえまがなかったことをごらんに
なった。幾年も後の世まで見わたされて、主は、人類の運
命となる苦難と悲しみ、涙と死をごらんになった。イエス
の心は、各時代すべての国の人類家族の苦痛によって刺し
つらぬかれた。罪深い人類のわざわいはキリストの魂に重
かった。主が人類のすべての苦しみを救いたいと熱望され
た時、その涙の泉が破れた。
「イエスはまた激しく感動して、墓にはいられた」（ヨ

ハネ11：38）。ラザロは岩のほら穴の中に寝かされてい
て、大きな石が入口におかれていた。「石を取りのけなさ
い」とキリストが言われた（ヨハネ11：39）。マルタは、
主がただ死人を見たいと望まれたのだと考えたので、死体
は葬られてから4日もたっていてすでに腐りはじめています
と言って、反対した。ラザロのよみがえりの前にマルタが
言ったこのことばは、キリストの反対者たちに欺瞞が行わ
れたのだと言わせる余地を与えなかった。これまでもパリ
サイ人たちは、
神の力の最もふしぎなあらわれについて、いつわりのこ [952]

とばを言いふらしていた。キリストは、ヤイロの娘をいの
ちによみがえらせられた時、「子供は死んだのではない。
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眠っているだけである」と言われた（マルコ5：39）。彼女
はちょっとの間しか病気をしていなくて、死ぬとすぐよみ
がえらせられたので、パリサイ人たちは、その子が死んだ
のではない、キリストがご自身言われたように眠っていた
だけなのだと断言した。彼らは、キリストが病気を直すこ
とがおできにならないこと、またキリストの奇跡はごまか
しであるということを明らかにしようと試みたのだった。
だがこんどの場合、ラザロが死んでいたということを否定
できる者は1人もなかった。
主が働きをしようとされると、サタンはだれかが反対

するように働きかける。「石を取りのけなさい」とキリス
トは言われた。できるだけ、わたしの働きに道を備えなさ
い。しかしマルタの積極的で野心的な性質が表面にあらわ
れた。彼女は、腐りかけた体を見せたくなかった。人間の
心は、キリストのみことばをなかなか理解できないので、
マルタの信仰は、キリストの約束の真の意味を把握してい
なかった。
キリストはマルタを責められたが、そのことばはこ

の上なくやさしく語られた。「もし信じるなら神の栄光
を見るであろうと、あなたに言ったではないか」（ヨハ
ネ11：40）。なぜあなたはわたしの力について疑うのか。
何の理由でわたしの要求に反対するのか。あなたはわたし
のことばを持っている。もしあなたが信じるなら、あなた
に神の栄光を見させてあげる。自然の不可能は、大能の神
の働きを妨げることができない。懐疑と不信は謙遜ではな
い。キリストのみことばを絶対に信ずることこそ、真の謙
遜であり、真に自己を放棄することである。
「石を取りのけなさい」（ヨハネ11：39）。キリスト

は、石にそこをどきなさいとお命じになることもできた
し、また石もその声に従ったであろう。キリストはこ自分
のそば近くの天使たちに石を取りのけるように命じること
もおできになった。キリストのご命令に、目に見えない手
が石を取りのけたであろう。しかしそれは人間の手で取り
のけられねばならなかった。こうしてキリストは、人は神
と協力することを示そうと望まれた。人の力でできること
には、神の力は呼び求められない。神は人の助けなしには
すまされない。神は人を強め、彼が自分に与えられている
才能と能力とを用いる時、その人と協力される。
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命令に従って、石がとり除かれる。すべてのことが公然
とわざわざ行われる。何の欺瞞も行われていないというこ
とを見る機会がすべての人に与えられる。岩の墓の中に、
ラザロのからだが死のうちに冷たく無言のまま横たわって
いる。泣き人たちの泣き声が静まる。人々は、驚きと期待
の思いで、次に何事が起こるかを見ようと待ちかまえて、
墓のまわりに立っている。
静かにキリストは墓の前に立たれる。神聖な厳粛さが、

居合わせる一同の上に流れる。キリストは墓の方へ進ま
れる。「イエスは目を天にむけて言われた、『父よ、わ
たしの願いをお聞き下さったことを感謝します』」（ヨハ
ネ11：41）。このすこし前、キリストの反対者たちは、キ
リストが神のみ子であることを主張されたために、彼に冒
瀆の罪があるといって石を取りあげ、キリストに投げつけ
たことがあった。彼らはキリストがサタンの力によって奇
跡を行っておられるといって非難した。しかしここでキリ
ストは、神をご自分の父と呼び、完全な確信をもって、ご
自分が神のみ子であることを宣言しておられる。
キリストはご自分がなさったすべてのことにおいて、

天父と協力しておられた。キリストはいつもご自分が独
力で働かれるのではないということを注意深く明らかにさ
れた。キリストが奇跡を行われたのは信仰と祈りによって
であった。キリストは、すべての人がキリストと天父との
関係を知るように望まれた。「父よ、わたしの願いをお聞
き下さったことを感謝します。あなたがいつでもわたしの
願いを聞きいれて下さることを、よく知っています。しか
し、こう申しますのは、そばに立っている人々に、あなた
がわたしをつかわされたことを、信じさせるためでありま
す」と主は言われた（ヨハネ11：41、42）。ここで、弟子
たちと人々は、 キリストと神との間に存在する関係につ [953]
いて、最も確信させられる証拠を与えられるのであった。
キリストの主張が欺瞞ではないことが彼らに示されるので
あった。
「こう言いながら、大声で『ラザロよ、出てきなさい』

と呼ばわれた」（ヨハネ11：43）。はっきりした、鋭いキ
リストのみ声が死者の耳をつらぬく。キリストが語られ
ると、神性が人性の中にひらめく。神の栄光に照されたキ
リストのみ顔に、人々はキリストの力についての確信を見
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る。どの日もほら穴の入口に釘づけにされる。どの耳も、
ほんのかすかな音でも聞きのがすまいとする。苦痛なまで
の非常な関心をもって、どの人もみなキリストの神性がた
めされるのを待ち受ける。それは神のみ子であるというキ
リストの主張を実証するか、それとも望みを永遠に消滅さ
せるか、そのどちらかの証拠となるのであった。
静かな墓の中に動く気配がして、死んでいた者が墓の戸

口に立つ。彼の動作は、寝かされる時に体にまかれた布の
ために妨げられる。するとキリストは、驚いて見ている人
たちに、「彼をほどいてやって、帰らせなさい」と言われ
る（ヨハネ11：44）。ふたたび彼らは人間の働き人が神ど
協力することを示される。人は人のために働かねばならな
い。ラザロは自由になり、病気でやつれ果てて手足のよろ
めく弱々しい人間としてではなく、人生の盛りにある、力
に満ちたりっぱな人間として人々の前に立つ。彼の目は知
性と救い主への愛に輝いている。彼は、賛美のうちに、イ
エスの足下にひれ伏す。
これを見ていた人たちは、はじめは驚きのあまりこと

ばが出ない。それから言い表しようのない再びと感謝の場
面がつづく。姉妹たちは命によみがえった兄弟を神の賜物
として受けとり、喜びの涙にくれながらとぎれとぎれに救
い主への感謝を言いあらわす。しかし、兄弟姉妹たち友人
たちがこの再会を喜びあっている間に、イエスはその場か
ら立ち去られる。彼らが命をお与えになったお方をさがす
と、その姿はもうどこにも見当らなかった。
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本章はヨハネ11：4754に基づく

ベタニヤはエルサレムに近かったので、ラザロのよみ
がえりについての知らせはすぐに都へ伝わった。ユダヤの
役人たちは、その奇跡を目撃したスパイたちを通して、た
ちまちその事実をつかんだ。どんな手をうつべきかを決め
るために、すぐにサンヒドリンの会議が召集された。キリ
ストは、ご自分が死とよみを支配しておられることをいま
完全に明らかにされた。その偉大な奇跡は、神が人々を救
うためにみ子を世に送られたことについて、神から人々に
与えられた最高の証拠であった。それは、理性と光に照ら
された良心の支配下にあるすべての人の心を納得させるの
に十分な神の力の表示であった。ラザロのよみがえりを目
撃した多くの者たちは、イエスを信ずるようになった。し
かしイエスに対する祭司たちの憎しみはますます強くなっ
た。彼らは、イエスの神性についてのこれより小さな証拠
を全部否定していたので、この新しい奇跡は彼らを怒らせ
たにすぎなかった。死人が、真昼間にしかも大勢の目撃者
の前でよみがえったのである。どんな策略によっても、こ
のような証拠を言いのがれることはできなかった。こうし
た理由のために、祭司たちの敵意はますます執念深いもの
となった。彼らはキリストの働きをやめさせようと、これ
まで以上に固く決心した。
サドカイ人は、キリストに対して好意的ではなかった

が、パリサイ人ほどには敵意に満ちていなかった。彼らの
憎しみはそれほど激しくはなかった。しかし彼らはこんど
はまったく驚いてしまった。彼らは死人のよみがえりを信
じていなかった。いわゆる科学を持ち出して、彼らは、死
体が生きかえるということは不可能であると説いていた。
しかしキリストの口から出た二言三言によって、彼らの説 [954]
はくつがえされた。彼らは、聖書についても神の力につい
ても無知であることを示された。彼らは、この奇跡によっ

549
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て人々にうえつけられた印象をうち消すことができないこ
とを知った。よみにうち勝って死人を奪いかえされたお方
から、どうして人々を引き離すことができよう。虚偽の報
告を言いふらしたが、奇跡を否定することがてきなかった
ので、彼らは、どうやってその効果をうち消してよいかわ
からなかった。これまでサドカイ人たちは、キリストを殺
す計画を奨励していなかった。しかしラザロの復活後、彼
らは、自分たちに対するキリストの大胆な非難をやめさせ
るには、キリストを殺すしかないと決心した。
パリサイ人は復活を信じていたので、彼らは、この奇跡

か自分たちの間にメシヤがおられる証拠てあるということ
を認めないわけにはいかなかった。しかし彼らはずっとキ
リストの働きに反対してきた。キリストが彼らの偽善的な
みせかけをあばかれたので、彼らは、最初からキリストを
憎んでいた。主は、彼らの道徳的な欠陥をおおいかくして
いる厳格な慣習という衣を引きはがされた。主がお教えに
なった純粋な宗教は、彼らの中味のない口先だけの信心を
責めた。彼らは、キリストの鋭い譴責に対して報復しよう
と熱望した。彼らは、キリストを罪に定めるきっかけとな
るようなことをキリストに言わせたりさせたりしようとし
て、挑発を試みた。キリストを石で打とうとしたことが数
回あったが、キリストが静かに立ち去られたので、彼らは
その姿を見失ったのだった。
キリストが安息日に行われた奇跡はみな、苦しんでいる

者を救うためであったが、パリサイ人たちは、キリストを
安息日の違反者として罪に定めようとした。彼らは、ヘロ
デ党をキリスト反対に立ち上がらせようとした。彼らは、
キリストが対抗的な主国を建設しようとしていると言い
ふらして、ヘロデ党の者たちにキリストを殺す力法を相談
した。彼らはまた、ローマ人を扇動してキリストに反対さ
せるために、キリストがローマ人の格力をくつがえそうと
していると言いふらした。彼らは、民衆に対するキリスト
の影響をたち切るために、あらゆる口実を試みた。しかし
これまでのところ、彼らの試みは裏をかかれてしまった。
キリストの憐れみのみわざを目に見、その純粋て卵なる教
えを耳に聞いた群衆は、そうしたことが、安息日を破った
り、神をけがしたりする人の行為やことはではないことを
知っていた。
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パリサイ人からつかわされた役人たちでさえ、キリスト
のみことばに心を動かされて、彼に手をかけることができ
なかった。絶望のあまり、ユタヤ人はついに、イエスの信
仰を告白する者は誰ても会堂から追い出すという布告を出
したのだった。
そこで、祭司たち、役人たち、長老たらが相談のために

集まった時、彼らは、すぺての人を驚かせるようなふしぎ
なわざをするキリストを沈黙させなけれはならないという
ことを固く決心していた。パリサイ人とサドカイ人は、こ
れまでにみられなかったほど団結していた。これまで分裂
していた彼らか、キリスト反対において一つになった。ニ
コデモとヨセフは、これまでの会議では、イエスを罪に定
めろのをさまたげていた。そのため、彼らはこんどは召集
されなかった。会議には、イエスを信じているほかの有力
な人たちも出席していたが、彼らの勢力は敵意に満ちたバ
リサイ人たちの勢力に対しては何のききめもなかった。
それでも、会議における議員たちの意見がみな一致した

わけではなかった。この時のサンヒドリンは、合法的な会
議ではなかった。その存在がただ黙認されていたにすぎな
かった。議員のある者たちは、キリストを殺すことが賢明
であるかどうかを疑った。彼らは、そのことによって民衆
の暴動かひき起こされ、そのためローマ人が祭司制度に好
意を示さなくなり、まだ自分たちの手にある権力まで取り
あけられることになりはしないかと恐れた。サドカイ人は
キリストを憎むことにおいては一致していたが、彼らの高
い身分をローマ人に取りあけられることを恐れて、慎重に
行動しなくてはならないという気持を持っていた。
ネブカデネザルの自慢のことばを聞さ、ベルシャサルの

偶像礼拝の酒宴を目撃し、キリストがナザレでご自身をあ
ぶらそそがれた者として宣言された時に
そこにおられた証人が、キリストの死を計画するために [955]

集まったこの会議に出席しておられた。この証人は、いま
役人たちに、彼らのしているわざを印象づけておられた。
キリストの一生の出来事が彼らの前に驚くほどはっきり浮
かびあがった。彼らは、当時12才の子供であったイエスが
博学の律法学者たちの前に立って、彼らを驚かせる質問を
された時の宮の光景を思い出した。最近行われたばかりの
奇跡は、イエスが神のみ子にほかならないということを証
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拠だてていた。キリストに関する旧約聖書の真の意味が、
彼らの心にひらめいた。役人たちは、当惑し、悩んだあげ
く、「どうしたらよいか」とたずねた。会議は意見が分か
れた。聖霊の印象のもとに、祭司たちと役人たちは、自分
たちが神と戦っているという自覚をうち消すことができな
かった。
会議が困惑の絶頂に達すると、大祭司カヤパが立ち上

がった。カヤパは高慢で、残酷で、威張っていて、偏狭な
男だった。彼の一族の中にはサドカイ人がいて、彼らはみ
せかけの義という衣の下に、高慢、大胆、無謀、満々たる
野心と残酷さをかくしていた。カヤパは、その真の意味を
知らなかったけれども預言を研究していたので、非常な権
威と確信をもって、「あなたがたは、何もわかっていない
し、ひとりの人が人民に代って死んで、全国民が滅びない
ようになるのがわたしたちにとって得だということを、考
えてもいない」と語った（ヨハネ11：49、50）。たとえイ
エスに罪がなくても、彼を除かねばならないと、大祭司は
主張した。彼は、民を自分にひきよせ、役人たちの権威を
低下させているのでやっかいな男だ。彼はたった1人だ、役
人たちの権力を弱めるよりも彼を死なせた方がよい。もし
役人に対する民衆の信頼が失われるとしたら国力は滅びる
であろう。この奇跡のあと、イエスに従う者たちが暴動を
起こすであろうと、カヤバは主張した。そうしたら、ロー
マ人かやってきて、われわれの宮を閉鎖し、われわれの
律法を廃止し、一国家としてのわれわれを滅ぼすであろう
と、彼は言った。国家の生命に比較すれば、このガリラヤ
人の生命に何の価値があろう。もし彼がイスラエルの安全
を妨害するなら、彼を除き去ることが神に奉仕する道では
ないか。全国民が滅ぼされるより、1人の人間が滅ぼされる
方がよいのだ。

1人の人間が国民のために死なねばならないということ
を宣言することによって、カヤパは、ごく限られてはい
たが、預言についていくらか知識を持っていることを示し
た。しかしヨハネは、この場面の記述にあたって、この頂
言をとりあげ、その広くて深い意味を示している。「ただ
国民のためだけではなく、また散在している神の子らを一
つに集めるために、死ぬことになっている」と、ヨハネは
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言っている（ヨハネ11：52）。何と盲目的に、この高慢な
カヤパは、救い主の使命を認めたことだろう。
この最もとうとい真理は、カヤパの口で虚偽に変えられ

た。彼の主張した方針は、異教から借りた一つの原則にも
とづいていた。異教徒たちは、1人の人間が人類のために死
ぬべきだというばく然とした意識から、人間をいけにえと
してささげるようになっていた。そこでカヤパは、不義の
国民が罪のうちに存続できるように、イエスの犠牲によっ
て、彼らを罪とがからではなく、罪とがの中で救おうと提
案した。そしてこの理屈によって、彼は、イエスには死に
値するようなものはまだ何もないと言い張るかもしれない
人々の抗議を沈黙させることができると考えた。
この会議で、キリストの反対者たちは深い自覚を与え

られた。聖霊は彼らの心に感動を与えた。しかしサタン
は、彼らの支配権をにぎろうと努めた。サタンは、彼らが
キリストのために味わったにがにがしい気持を思い出させ
ようとした。キリストは、彼らの義をすこしも尊重されな
かった。主はそれよりはるかに大きな義を示されたが、そ
れは神の子となることを望むすべての者が持たねばならな
いものだった。主は、彼らの形式や儀式を無視し、罪人た
ちに、恵み深い天父として直接神のみもとへ行って、その
願いを訴えるように奨励された。彼らの意見によれば、イ
エスはこうして祭司職を廃されたというのである。主はラ
ビの学校の神学を認めようとされなかった。主は、祭司た
ちの悪習慣をばくろし、彼らの影響力に取り返しのつかな [956]
い損害を与えられた。主は、彼らが儀式的な律法を厳格に
励行しているけれども神の律法を無効にしていると宣言し
て、彼らの金言や言い伝えの効力に損害を与えられた。こ
うしたすべてのことを、サタンはいま彼らの心に思い出さ
せた。
彼らの権威を維持するためには、イエスを死刑にしなけ

ればならないと、サタンは彼らに告げた。この勧告に彼ら
は従った。自分たちがいま行使している権力を失うかも知
れないという事実だけでも、何らかの決定をしなければな
らない十分な理由であると、彼らは考えた。あえて本心を
語ろうとしなかった数名を除いて、サンヒドリンはカヤパ
のことばを神のことばとして受け入れた。会議は救われ、
不一致がやんだ。彼らは都合のよい機会があり次第キリ
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ストを死刑にすることに決めた。イエスの神性についての
証拠をしりぞけたことによって、これらの祭司たちと役人
たちは暗黒の中にとじこめられた。彼らはまったくサタン
の支配するがままになり、永遠の滅亡のふちを越えて追い
たてられた。それにもかかわらず、彼らはすっかりだまさ
れて、自分自身に満足していた。彼らは、自分自身のこと
を、国民の救いを求めている愛国者とみなした。
しかしながら、民衆が怒って、イエスに向けられるはず

の暴力が彼ら自身の上に向けられるといけないので、サン
ヒドリンは、イエスに対して過激な手段をとることを恐れ
た。そのために、会議は、すでに発表した判決の執行を遅
らせた。救い主は、祭司たちの陰謀をさとられた。主は、
彼らがイエスを除こうとしていることと彼らの目的がまも
なく達成されることを知っておられた。しかし危機を早め
ることはキリストの本分ではなかったので、主は弟子たち
をつれて、その地方から退かれた。こうしてイエスは、弟
子たちにお与えになった教訓すなわち「一つの町で迫害さ
れたなら、他の町へ逃げなさい」という教えを、自ら手本
を示して、ふたたび実行された（マタイ10：23）。魂の救
いのために働く広い分野があった。主のしもべたちは、主
に忠誠をつくすためにやむを得ないかぎり、自らの生命を
危険にさらしてはならなかった。
イエスは、いま世のために3年間の公生涯を送ってこら

れた。主の克己と無我の慈善心についての模範は彼らの前
にあった。主の純潔と苦難と信仰の生活はだれにでも知ら
れていた。しかしこの3年の短い年月は、世の人々があがな
い主の存在に耐えることのできる限界であった。
主の一生は迫害と侮辱の一生だった。ねたみ深い王に

よってベツレヘムから追われ、ナザレではご自身の民か
らこばまれ、エルサレムでは理由もなく死にあたる罪に定
められ、イエスは、少数の忠実な弟子たちと、見知らぬ町
に一時の避難所を求められた。いつも人間の不幸に心を動
かされ、病人をいやし、盲人に視力を回復し、きこえない
人の耳をきこえるようにし、口がきけない人がものを言え
るようにし、飢えた者に食物を与え、悲しむ者を慰められ
たお方が、救うために働かれたその民から追われたのであ
る。うねる波の上を歩き、その荒れ狂う波の音を一言で沈
黙させられたお方、離れるまぎわにイエスを神のみ子とし
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て認めた悪霊を追い出されたお方、死人の眠りを破られた
お方、幾千の者を知恵のみことばによって夢中にさせたお
方が、偏見と憎しみに心がくらんで、頑固に光をしりぞけ
る人々の心を動かすことがおできにならなかった。
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本章はマタイ20：2028、マルコ10：3245、ルカ18：3134に
基づく

過越節の時が近づき、イエスはふたたびエルサレムへ
向かわれた。イエスの心の中には、天父のみこころと完全
に一つであるという平安があったので、主は熱心な足どり
で、犠牲の場所へ進んで行かれた。しかし弟子たちは、不
可解と疑いと恐れの思いにおそわれた。「イエスが先頭に
立って行かれたので、彼らは驚き怪しみ、従う者たちは恐[957]
れた」（マルコ10：32）。
ふたたびキリストは、12人をまわりにお呼びになって、

ご自分が裏切られ、苦難を受けられることを、これまで
よりも一層はっきり打ち明けられた。イエスは言われた、
「『見よ、わたしたちはエルサレムへ上って行くが、人の
子について預言者たちがしるしたことは、すべて成就する
であろう。人の子は異邦人に引きわたされ、あざけられ、
はずかしめを受け、つばきをかけられ、また、むち打たれ
てから、ついに殺され、そして3日目によみがえるであろ
う』。弟子たちには、これらのことが何一つわからなかっ
た。この言葉が彼らに隠されていたので、イエスの言われ
た事が理解できなかった」（ルカ18：3134）。
自分たちはちょっと前までいたるところで、「天国は近

づいた」と宣伝したではないか。多くの者がアブラハム、
イサク、ヤコブとともに神の国にすわると、イエスご自身
が約束されたではないか。キリストのために何かを捨てた
者は誰でもこの世で100倍を受け、またみ国の一部を受ける
と、主は約束されたではないか。主はみ国の高い栄誉の地
位——イスラエルの12の支族をさばく座につくことについ
て、特別な約束を12人にお与えになったではないか。いま
でも主は、ご自分に関して預言者の書に書かれていること
はすべて成就すると言われた。

556
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その預言者たちは、メシヤの統治の栄光を預言したで
はないか。こうした考え方に照らしてみる時、裏切り、
迫害、死についてのイエスのことばはばく然としていて、
はっきりしないように思えた。どんな困難が生じようと、
み国はまもなく建てられるのだと、彼らは信じた。
ゼベ列の子ヨハネは、イエスに従った最初の2人の弟子

の中の1人であった。彼とその兄弟ヤコブは、キリストの
奉仕にすべてを捨てた最初の人たちのグル一プに入ってい
た。彼らはキリストと一緒にいるために家も友だちも喜ん
で捨てた。彼らはイエスとともに歩み、ともに語った。彼
らは家にひっこんでいる時も、公の集りの中にいる時も、
イエスといっしょだった。イエスは、彼らの恐れを静め、
彼らを危険から救い、彼らの苦しみをやわらげ、彼らの悲
しみを慰め、忍耐とやさしさをもって彼らをお教えになっ
たので、ついに彼らの心はイエスの心に結ばれ、イエスを
愛するあまり、み国においてイエスに一番近いところにい
たいとあこがれるようになった。機会のあるたびに、ヨハ
ネは救い主の隣に席を占め、ヤコブはできるだけイエスに
一番近いところにいたいとあこがれた。
彼らの母親は、キリストに従う者であって、その財産を

惜しまずささげてイエスに仕えた。息子たちに対する母親
の愛情と野心から、彼女は息子たちのために新しいみ国の
最高の地位をほしがった。彼女は息子たちにこのことをイ
エスにお願いするように促した。
母親と息子たちは、一緒にイエスのところへやってき

て、彼らの心にかかっている願いをかなえてくださるよう
にたのんだ。
「何をしてほしいのか」とイエスはおたずねになった

（マタイ20：21）。
母親は、「わたしのこのふたりのむすこが、あなたの御

国で、ひとりはあなたの右に、ひとりは左にすわれるよう
に、お言葉をください」と答えた（マタイ20：21）。
イエスは、兄弟たちよりも有利な立場を占めたいとい

う彼らの利己心を責めないで、彼らのことをやさしく忍耐
される。イエスは彼らの心を読まれ、彼らが深く主を慕っ
ていることをお知りになる。彼らの愛はただの人間的な
愛ではない。それは、人間の世俗的な水路によってよごれ
てはいるが、主ご自身のあがないの愛という泉から湧きあ
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ふれたものである。主は責めないで、それを深くし、清め
られる。イエスは、「あなたがたは、わたしが飲む杯を飲
み、わたしが受けるバブテスマを受けることができるか」
と言われた。彼らは、さばきと苦難をさし示しているキ
リストのふしぎなことばを思い浮べたが、それでも確信を
もって、「できます」と答える（マルコ10：38、39）。彼
らは、主に起ころうとしているすべてのことをわかち合う
ことによって、自分たちの忠誠心を証明することができれ
ば、最高の名誉であると考える。[958]
「あなたがたは、わたしが飲む杯を飲み、わたしが受け

るバプテスマを受けるであろう」とイエスは言われた（マ
ルコ10：39）。キリストの前には、王座ではなく、十字架
があった。その右と左には、2人の犯罪者が道連れとなるの
であった。ヨハネとヤコブは、主の苦難を分かち合うので
あった。ヤコブは兄弟たちのうちで最初に剣に倒れ、ヨハ
ネは兄弟たちのうちで最後まで生き残って苦労と非難と迫
害に耐えるのであった。
イエスは続けて言われた、「しかし、わたしの右、左

にすわらせることは、わたしのすることではなく、ただ
備えられている人々だけに許されることである」（マル
コ10：40）。神の国では、地位はえこひいきによって得ら
れるのではない。それは功績によって得られるものでも、
独断的にさずけられるものでもない。それは品性の結果で
ある。王冠と王座はある状態に到達したことのしるしであ
る。それは主イエス・キリストを通して自我を克服したこ
とのしるしである。
ずっとのちになって、弟子ヨハネがキリストの苦難に

あずかることによって主と一致するようになった時、主
は、神の国において主の近くにすわることができる条件を
ヨハネにお示しになった。キリストはこう言われた、「勝
利を得る者には、わたしと共にわたしの座につかせよう。
それはちょうど、わたしが勝利を得てわたしの父と共に
その御座についたのと同様である」。「勝利を得る者を、
わたしの神の聖所における柱にしよう。彼は決して2度と
外へ出ることはない。そして彼の上に、わたしの神の御名
と、. . . . . .わたしの新しい名とを、書きつけよう」（黙示
録3：21、12）。同じように使徒パウロもこう書いている、
「わたしは、すでに自身を犠牲としてささげている。わた
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しが世を去るべき時はきた。わたしは戦いをりっぱに戦い
ぬき、走るべき行程を走りつくし、信仰を守りとおした。
今や、義の冠がわたしを待っているばかりである。かの日
には、公平な審判者である主が、それを授けて下さるであ
ろう」（Ⅱテモテ4：68）。
キリストの一番近くに立つ者は、この地上においてキ

リストの自己犠牲的な愛、すなわち、「高ぶらない、誇ら
ない、. . . . . .自分の利益を求めない、いらだたない、恨みを
いだかない」ところの愛、また主の心を動かしたように、
人類を救うために死にいたろまで、すべてを献げ、生き、
働き、犠牲を払うように弟子の心を動かすところの愛、—
—そうした愛の精神を最も深く飲んだ者である（コリン
ト13：4、5）、この精神はパウロの一生にあらわされた。
パウロは、「わたしにとっては、生きることはキリストで
あ」ると言った。なぜなら彼の一生は人々にキリストをあ
らわしたからである。そして「死ぬことは益である」——
キリストにとって益である。死そのものは主の恵みの力を
あらわし、魂を主のもとに集めるであろう。「生きるにも
死ぬにも、わたしの身によってキリストがあがめられる」
と彼は言った（ピリピ1：21、20）。

10人の弟子たちは、ヤコブとヨハネのたのみについて
聞くと、非常に不愉快に思った。み国の最高の地位は、彼
らの一人一人がねらっていたものだったので、彼らは、こ
の2人の弟子たちが自分たちに1歩先んじたようにみえるこ
とを怒った。
だれが一番えらいかということについてもう1度新たに

争いが起こりそうにみえた、その時、イエスは、弟子た
ちをそばにお呼びになり、憤慨している彼らにこう言われ
た、「あなたがたの知っているとおり、異邦人の支配者た
ちはその民を治め、また偉い人たちは、その民の上に権力
をふるっている。あなたがたの間ではそうであってはなら
ない」（マタイ20：25、26）。
この世の国では、地位は自分を高めることを意味した。

民衆は支配階級の利益のために存在していると思われてい
た。勢力、富、教育は、指導者たちが大衆を自分のために
使用するために彼らを支配する手段であった。上層階級が
考え、決定し、楽しみ、支配し、下層階級は従い、仕える
のであった。ほかのすべてのこと同様に、宗教も柏かの問
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題であった。民衆は目上の人から命じられる通りに信じ、
実行するものと期待されていた。自分で考え、実行する人
間としての人権はまったく認められなかった。
キリストは、これと異なった原則の上にみ国を築いて[959]

おられた。主は人々を権力の立場にではなく、奉仕の立場
に召し、強い者を弱い者の欠点を負うために召された。権
力、地位、才能、教育のある人は、それだけほかの人々に
仕える一層大きな義務を負わされた。キリストの弟子の中
の一番小さな者にさえ、「すべてのことは、あなたがたの
益. . . . . .である」と言われている（Ⅱコリント4：15）。
人の子がきたのも、仕えられるためではなく、仕えるた

めであり、また多くの人のあがないとして、自分の命を与
えるためである」（マルコ10：45）。ご自分の弟子たちの
間にあって、キリストは、あらゆる意味で、世話人、すな
わち重荷を負う人であられた。主は弟子たちと貧乏を共に
し、彼らのために克己を実行し、彼らの先に立って、もっ
と困難な場所を平らにし、まもなくご自身の生命を捨てる
ことによって地上におけるご自分の働きを完成されるので
あった。キリストが実行された原則は、ご自分の体である
教会の信者を行動させる動機となるのである。救いの計画
と土台は愛である。キリストのみ国では、キリストがお与
えになった模範に従い、キリストの羊の群れの牧者として
活動する者が最も大いなる者である。
パウロの次のことばは、クリスチャン生活の真の威厳

と栄誉を示している。「わたしは、すべての人に対して自
由であるが. . . . . .すべての人の奴隷になった」。「多くの人
が救われるために、自分の益ではなく彼らの益を求めてい
る」（コリント9：19、10：33）。
良心の問題において、人を束縛してはならない。だれ

も他人の心を支配したり、他人の代りに判断したり、他人
の義務を規定したりすべきでない。神は、一人一人に考え
る自由と、自分自身の確信に従う自由をお与えになってい
る。「わたしたちひとりびとりは、神に対して自分の言い
ひらきをすべきである」（ローマ14：12）。自分自身の個
性を他人の個性の中に没入させる権利はだれにもない。原
則にかかわるすべての問題において、「各自はそれぞれ心
の中で、確信を持っておるべきである」（ローマ14：5）。
キリストの国には、横平な圧制もなければ、強制的なやり
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方もない。天使たちは、支配したり、尊敬を強要するため
ではなく、人類の向上に人々と協力するために、恵みの使
者としてこの地上にくるのである。
救い主この教えの原則は、ことばそのものまで、聖な

る美しさをもって、愛された弟子ヨハネの記憶にいつまで
も残った、晩年にいたろまで、教会に対するヨハネのあか
しの趣旨はこうであった、「わたしたちは互に愛し合うべ
きである。これが、あなたがたの初めから聞いていたおと
ずれである」。「主は、わたしたちのためにいのちを捨て
て下さった。それによって、わたしたちは愛ということを
知った。それゆえに、わたしたちもまた、兄弟のためにい
のちを捨てるべきである」（ヨハネ3：11、16）。
これが初代の教会にみなぎっていた精神であった。聖霊

の降下があってから、「信じた者の群れは、心を一つにし
思いを一つにして、だれひとりその持ち物を自分のものだ
と主張する者がなく、. . . . . .彼らの中に乏しい者は、ひとり
もいなかった」。「使徒たちは主イエスの復活について、
非常に力強くあかしをした」（使徒行伝4：32、34、33）。



第第第61章章章　　　ザザザアアアカカカイイイ

本章はルカ19：110に基づく

エルサレムへの途中、「イエスはエリコにはいって、
その町を通になった」（ルカ19：1）。ヨルダン川から数マ
イル離れ、谷の西端平原へひろがっているあたりに、この
町は、熱帯的な緑と繁茂した美しい木立ちにかこまれてい
た。尽きることのない泉にうるおされるしゅろの木とぜい
たくな庭園のあるこの町は、エルサレムとこの平原の町と
の間にはさまっている石灰石の丘と荒涼とした山峡とを背
景にして、エメラルドのように輝いていた。
多くの隊商が、祭りに行く途中、このエリコを通っ

て行った。彼らの到着はいつも祭りの季節であったが、[960]
こんどは人々はいつもより深い興味にわきたっていた。最
近ラザロをよみがえらせたガリラヤのラビが群衆の中にお
られるということがわかったのである。祭司たちの陰謀に
ついて盛んにうわさがささやかれていたが、群衆はキリス
トに敬意を表したいと熱望していた。
エリコは、昔、祭司たちのためにとっておかれた町々の

一つで、当時たくさんの祭司たちがここに住居を持ってい
た。しかしこの町にはまた非常に異なった性格の住民が住
んでいた。ここは交通の中心地であって、各地からやって
きた他国人にまじって、ローマの官吏や軍人たちが見受け
られ、一方また関税を徴収するために多くの取税人たちが
住んでいた。
「取税人のかしら」ザアカイはユダヤ人で、同国人か

らきらわれていた。彼の地位と富は人々のいやがる職業
の報酬で、この職業は不正と搾取の別名のように考えられ
ていた。しかしこの富める税関役人のザアカイは、それほ
ど冷酷な人間ではなかった。その世俗的で高慢な外観の下
には、天来の感化力に動かされやすい心があった。ザアカ
イは、イエスのことを聞いていた。排斥されている階級の
人々に対して親切と礼儀のある態度をとられたお方のうわ
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さが遠く広くひろがっていた。この取税人のかしらの内に
は、もっとよい人生をあこがれる思いがあった。
エリコからわずか数マイル離れたヨルダン川で、バプテ

スマのヨハネが福音を説いた時、ザアカイは悔い改めへの
呼びかけを聞いた。「きまっているもの以上に取り立てて
はいけない」という取税人たちに対する教えは、外面的に
は無視されたが、それはザアカイの心に深い感銘を与えて
いた（ルカ3：13）。彼は聖書を知っていて、自分の行為が
まちがってしることを自覚していた。いま彼は大教師イエ
スから出たものといわれているこのことばを聞いて、自分
が神の前に罪人であることを感じた。しかし彼がイエスに
ついて聞いていたことが、彼の心に望みの火をともした。
悔い改め、すなわち生活の改革は、自分のような者にさえ
可能なのだ。この新しい教師が最も信頼しておられろ弟子
たちの1人も取税人ではないか。ザアカイは自分の心をとら
えたこの自覚にただちに従い、自分が不正を働いた相手の
人々の損害をさっそく償いはじめた。
このように彼がすでに自分の歩みを正しい道へ戻し始め

ていた時に、イエスがエリコに入ってこられるといううわ
さが町じゅうに伝わった。ザアカイはイエスに会う決心を
した。彼は罪の実がどんなににがいものであるか、また悪
の道から引き返そうとする者の歩みがどんなに困難なもの
であるかを認め始めていた。自分のあやまちを直す努力が
誤解され、疑いと不信の目でみられることは耐えきれない
ことだった。この取税人のかしらは、自分の心に望みをも
たらしてくれたことばを語られたイエスのお顔を見たいと
熱望した。
町の通りは人々でいっぱいだった。ザアカイは背が低

かったので、人々の頭にさえぎられて何も見ることがで
きなかった。だれも彼に道をあけようとしなかった。そ
こで、この富裕な取税人は、群衆よりすこし先に走って行
き、枝のひろがったいちじく桑の木が道におおいかぶさっ
ているところへくると、その木にのぼって枝の間に座を占
めた。そこなら、行列が下を通りすぎるのを見渡すことが
できた。群衆が近づき、通りすぎて行く。ザアカイは目を
こらして、お会いしたいと熱望しているお方をみっけよう
とする。
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祭司たちとラビたちのさわがしい声や群衆の歓迎の叫
び声をこえて、この取税人のかしらの無言の願いがイエス
の心に語りかけた。突然、ちょうどこのいちじく桑の木の
下で、一群が立ちどまり、その前後の群衆も動かなくなる
と、1人のお方が心の底まで餌み通すような目つきをして上
をごらんになる。「ザアカイよ、急いで下りてきなさい。
きょう、あなたの家に泊まることにしているから」とのこ
とばを聞くと、木の上の男はほとんど自分の耳を疑う（ル
カ19：5）。
群衆が道をあけると、ザアカイは、夢心地で歩きなが

ら、わが家の方へ道案内をする。しかしラビたちはにがい
顔をして、不満とあざけりのうちに、「彼は罪人の家には
いって客となった」とつぶやく（ルカ 19：7）[961]
ザアカイは、自分のような無価値な者に目をとめられた

キリストの愛とへりくだりに圧倒され、驚いて口もきけな
かった。いまこの新しく見いだした主に対する愛と忠誠心
が彼の口を開かせる。彼は自分の告白と悔い改めを公表し
ようとする。
群衆のいる前で、「ザアカイは立って主に言った、『主

よ、わたしは誓って自分の財産の半分を貧民に施します。
また、もしだれかから不正な取立てをしていましたら、そ
れを4倍にして返します』。イエスは彼に言われた、『きょ
う、救がこの家にきた。この人もアブラハムの子なのだか
ら』」（ルカ19：8、9）。
富裕な若い役人がイエスから立ち去った時に、弟子た

ちは主が、「財産のある者が神の国にはいるのは、なんと
むずかしいことであろう」と言われるのを聞いて驚き、互
に、「それでは、だれが救われることができるのだろう」
と叫んだ（マルコ10：23、26）。いま彼らは、「人にはで
きない事も、神にはできる」と言われたキリストのみこと
ばが事実であることを実際に示された（ルカ18：27）。彼
らは、富裕な人でも、神の恵みによって、神の国に入るこ
とができることを知った。
ザアカイは、キリストのお顔を見る前に、彼が真に悔

い改めた者である証拠となる働きを始めていた。人から
非難される前に、彼は自分の罪を告白していた。彼は聖霊
による罪の自覚に従い、古代イスラエルのために、またわ
れわれのために書かれたみことばの教えを実行しはじめて
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いた。主は、ずっと昔こう言われた、「あなたの兄弟が落
ちぶれ、暮して行けない時は、彼を助け、寄留者または旅
びとのようにして、あなたと共に生きながらえさせなけれ
ばならない。彼から利子も利息も取ってはならない。あな
たの神を恐れ、あなたの兄弟をあなたと共に生きながらえ
させなければならない。あなた利子を取って彼に金を貸し
てはならない。また利益をえるために食物を貸してはなら
ない」。「あなたがたは互に欺いてはならない。あなたの
神を恐れなければならない」（レビ25：3537、17）。こう
したことばは、キリストが雲の柱におおわれておられた時
に、自ら語られたのであったが、キリストの愛に対するザ
アカイの最初の応答は、貧しく困っている人たちに対して
同情を表すことであった。
取税人たちは徒党を組んでいたので、彼らは民衆を圧迫

し、お互いに自分たちの詐欺行為を支持し合うことができ
た。彼らは、搾取するにあたって、ほとんど全国的な慣例
となっていたことを実行しているにすぎなかった。彼らを
軽蔑していた祭司たちとラビたちさえ、聖なる職務のかげ
で不正直な行為によって私腹を肥やすような不義を行って
いた。しかしザアカイは、聖霊の感化力に身をまかせると
すぐに、正直に反する行為を一切捨てた。
改革を伴わない悔い改めは、真正なものではない。キ

リストの義は、告白されてもいなければ捨てられてもいな
い罪をおおう外衣ではない。それは品性を一変し、行為を
規制する生活原則である。聖潔とは神のために完全になる
ことである。それは内住する天の原則に対して心と生活を
まったく屈服させることである。
クリスチャンは、その実業生活において、主ならこの

ように事業を経営されるであろうという方法を世にあら
わすのである。すべての取引において、彼は神が自分の
教師であることを明らかにする。「主に聖なる者」とい
うことが、日記帳にも元帳にも証書にも領収書にも為替手
形にも書かれている（出エジプト28：36）。キリストに従
う者であることを告白しながら、不正なやり方で取引をす
る者は、聖にして正しく、憐れみある神のご品性に反する
まちがったあかしをたてているのである。悔い改めた魂は
みな、ザアカイのように、自分の生活に目立っている不正
な習慣を放棄することによって、キリストが心の中に入ら
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れたことを表明する。この取税人のかしらのように、彼は
損害を償うことによって誠実心を証明する。主はこう言わ
れる、「すなわちその悪人が質物を返し、奪った物をもど
し、命の定めに歩み、悪を行わないならば、. . . . . .彼の犯し
たすべての罪は彼に対して覚えられない。彼は. . . . . .必ず生
きる」（エゼキエル33：15、16）。
もしわれわれが商売上の不正な取引で他人に損害を与え[962]

たり、商売上のごまかしをやったり、だれかをだましたり
したなら、たとえそれが法律を犯すことではなくても、わ
れわれは、そのまちがいを告白して、力の及ぶかぎり償い
をすべきである。われわれは、取ったものを返すばかりで
なく、われわれがそれを所有していた間に正しく賢明に用
いられたら蓄積されたはずの分まですべて返すのが当然で
ある。
救い主は、ザアカイに、「きょう、救がこの家にきた」

と言われた（ルカ19：9）。ザアカイ自身が祝福されたばか
りでなく、彼といっしょに家族の全部が祝福されたのであ
る。キリストは、ザアカイに真理を教えるために、また彼
の家族にみ国の事がらを教えるために、彼の家庭に行かれ
た。彼らはラビたちと礼拝者たちから軽蔑されて、会堂か
ら閉め出されていた。しかしいま、エリコ中で最も恵まれ
た家族として、彼らは、自分の家で天来の教師のまわりに
集まり、自分たちの力で生命のみことばを聞いた。
魂に救いがのぞむのは、キリストが個人的な救い主とし

て受け入れられる時である。ザアカイはイエスを自分の家
庭の一時のお客としてばかりでなく、魂の宮に住むお方と
して受け入れた。学者たちとパリサイ人たちはザアカイを
罪人として非難し、またキリストがザアカイの客となられ
たことについてつぶやいたが、主は彼をアブラハムの子と
して認められた。なぜなら、「信仰による者こそアブラハ
ムの子である」からである（ガラテヤ3：7）。
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本章はマタイ26：613、マルコ14：311、ルカ7：3650、コハ
ネ11：5557、12：111に基づく

ベタニヤのシモンは、イエスの弟子とみなされていた。
彼は、公然とキリストに従う者の仲間に加わった少数のパ
リサイ人の1人であった。シモンはイエスを教師として認
め、イエスがメシヤであるようにと望んでいたが、救い主
として受け入れてはいなかった。彼の品性は変えられてい
なかったし、彼の主義は変化していなかった。
シモンはハンセン病をいやしてもらっていたので、彼が

イエスにひかれたのはそのためであった。彼は、感謝の気
持を表したいと望み、キリストの最後のベタニヤ訪問の時
に、救い主と弟子たちにごちそうをした。このごちそうの
席で多くのユダヤ人が一緒になった。そのころ、エルサレ
ムでは人々が非常に騒いでいた。キリストとその使命は、
かつてなかったほどに人々の注意をひいていた。ごちそう
にやってきた人たちは、イエスの行動にこまかく注目し、
中には悪意のある目で見ている人たちがいた。
救い主は、過越の祭のわずか6日前にベタニヤに着か

れ、いつもの習慣通り、ラザロの家で休息しようとしてお
られた。都へやってきた大勢の旅人たちは、イエスが、エ
ルサレムへの道中にあって、安息日をベタニヤで休まれる
という知らせをひろめた。人々の間には非常な熱心さがみ
られた。ある者たちはイエスに対する共鳴から、またある
者たちは死からよみがえらされた者を見たいとの好奇心か
ら、多くの者がベタニヤに集まってきた。
多くの者は、ラザロが死後に見た光景についてふしぎな

物語を聞かせてもらえると期待した。彼らはラザロが何も
語らないので驚いた。彼はそうしたことについて語ること
は何もなかったのである、霊感のことばに、「死者は何事
をも知らない、. . . . . .その愛も、憎しみも、ねたみも、すで
に消えうせ」ると宣言されている（伝道の書9：5、6）。し

567
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かしキリストのみわざについては、ラザロはすばらしいあ
かしをもっていた。彼はこの目的のために死からよみがえ
らされたのである。彼は力と確信とをもって、イエスが神
のみ子であることを断言した。
ベタニヤをおとずれた者たちによってエルサレムへ伝

えられた報告は、騒ぎを大きくした。人々はイエスを見、
イエスのことばを聞きたいと熱望した、ラザロがエルサレ[963]
ムまでイエスについてくるかどうか、またこの預言者が過
越の祭の時に王位につかれるかどうかということが世間一
般の質問であった。祭司たちと役人たちは、民衆に対する
自分たちの勢力が一層弱くなっていくことを知り、イエス
に対する彼らの怒りはますます激しくなった。彼らはイエ
スを自分たちの道から永久に除いてしまう機会を待ちきれ
なかった。時が過ぎるにつれて、彼らは、結局イエスはエ
ルサレムにこられないのではないかと心配しはじめた。彼
らは、これまでもイエスがたびたび彼らの殺害計画の裏を
かかれたことを思い出し、こんどもイエスがご自分に対す
る彼らの目的を見破って、エルサレムにこられないのでは
ないかと恐れた。彼らはその心配をかくしきれず、お互い
に、「あなたがたはどう思うか。イエスはこの祭にこない
のだろうか」とたずねあった（ヨハネ11：56）。
祭司とパリサイ人の会議が召集された。ラザロがよみ

がえってから、人々はキリストに対してとても良い好感を
いだいていたので、彼を公然と捕らえることは危険であっ
た。そこで、当局者たちは、キリストをひそかにとらえ、
できるだけこっそり裁判をすることに決めた。キリストの
有罪が知れ渡ったら、変りやすい世論の波が彼らを有利に
してくれることを、彼らは希望した。
こうして彼らは、イエスを殺害することを提案した。し

かしラザロが生きているかぎり、祭司たちとラビたちは安
心できないことを知っていた。4日間墓にいて、イエスの
みことばによってよみがえらせられた男がいるということ
で、遅かれ早かれ反応が起こるであろう。民衆は、このよ
うな奇跡を行うことができたお方の生命をとったことにつ
いて、指導者たちに復讐するであろう。そこでサンヒドリ
ンは、ラザロも殺すことに決めた。ねたみと偏見のとりこ
になる者たちはそこまで追いこまれるのである。ユダヤの
指導者たちの憎しみと不信が高まり、ついに彼らは、限り
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ない力によって墓から救い出された人間の生命までとろう
とするのであった。
この陰謀がエルサレムで進行している間、イエスと弟

子たちはシモンのごちそうに招かれておられた。イエス
は、いまわしい病気をなおしておやりになったシモンを一
方に、死人の中からよみがえらせておやりになったラザロ
を一方にして、食卓におつきになった。マルタが食卓の給
仕をしたが、マリヤはイエスの口から出るひとことばひと
ことばを熱心にきいていた。イエスが、その憐れみによっ
て、マリヤの罪をゆるし、また愛する兄弟を墓からよみ
がえらせてくださったので、マリヤの心は感謝に満たされ
ていた。彼女は、イエスがご自分の死が近づいていること
を語られるのを聞いていたので、深い愛とかなしみのうち
に、イエスに尊敬を示したいと熱望していた。彼女は、イ
エスのお体に油をそそぐために、自分で大きな犠牲を払っ
て、「非常に高価で純粋なナルドの香油が入れてある石膏
のつぼ」を買っていた（マルコ14：3）。しかしいま、多く
の者は、イエスが王位につかれるのだと宣言していた。マ
リヤの悲しみは喜びに変わり、彼女は自分が真先に主に尊
敬を示したいと熱望した。香油のつぼを割ると、彼女は、
中の油をイエスの頭と足にそそいだ。それから彼女は、泣
きながらひざまずいて、その涙でイエスの足をぬらし、長
くたれた髪の毛でぬぐった。
マリヤは、人々の目を避けたいと思っていた。彼女の動

作は、人々の目にふれないですんだかも知れないが、香油
のかおりが部屋に満ちたので居合わせたすべての人たちに
その行為が知れた。ユダはこの行為を非常に不愉快に思っ
た。このことについてキリストが言われることばを聞く
のを待たないで、彼は、そばの人たちに不満をささやき始
め、キリストがこのような浪費をゆるされることを非難し
た。彼は、不満をひき起こすようなずるい言い方をした。
ユダは弟子たちの会計係であった。彼は弟子たちのわ

ずかな貯えの中からひそかに自分自身のためにひき出して
使っていたので、彼らの貯えはだんだん減って、乏しいは
した金になってしまっていた。彼は手に入れられるものは
全部袋に入れたがった。袋の中の金はしばしば貧しい人た
ちを助けるために利用された。ユダが必要でないと考える
ようなものを 弟子たちが買うと、「どうしてこんな浪費 [964]
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をするのか。どうしてこれだけの値段のお金を、わたしが
貧しい人たちのために持っているこの袋に入れないのか」
と彼はよく言った。いまマリヤの行為は、ユダを赤面さ
せるほど、彼の利己心といちじるしい対照をなしていた。
ユダは、いつもの通り、彼女の献げ物に反対する正しい動
機を示そうとした。彼は弟子たちの方を向いてたずねた。
「『なぜこの香油を300デナリに売って、貧しい人たちに、
施さなかったのか』。彼がこう言ったのは、貧しい人たち
に対する思いやりがあったからではなく、自分が盗人であ
り、財布を預かっていて、その中身をごまかしていたから
であった」（ヨハネ12：5、6）。ユダは、貧しい人たちに
対して思いやりはなかった。もしマリヤの香油を売って、
その収入をユダの手に渡したとしても、貧しい人は何の益
も受けなかったのである。
ユダは自分自身の実行的な能力を高く評価していた。

彼は、自分が財政家として、仲間の弟子たちよりもずっと
すぐれていると思い、彼らにもそう思いこませていた。彼
は、弟子たちの信用を得、彼らに対して大きな勢力を持っ
ていた。貧しい人々に対するユダの同情的なことばにだま
され、彼のたくみな暗示によって、彼らは、マリヤの信心
を不信の目をもって見た。「なんのためにこんなむだ使を
するのか。それを高く売って、貧しい人たちに施すことが
できたのに」というつぶやきが食卓のまわりにひろがった
（マタイ26：8、9）。
マリヤはこの非難の声をきいた。彼女の心はふるえた。

彼女は、姉のマルタが自分の浪費を責めるだろうと恐れ
た。主もまた自分のことを思慮の足りない女だと思われる
だろう。あやまりも、言い訳もしないで、彼女は引きさが
ろうとした。するとその時、「するままにさせておきなさ
い。なぜ女を困らせるのか」という主の声がきこえた（マ
ルコ14：6）。主は、マリヤがまごつき、困っているのをご
らんになった。主は、マリヤがこの奉仕の行為を通して、
自分の罪のゆるしに対する感謝の気持を表したことをお知
りになって、彼女を安心させられた。非難のつぶやきをお
さえる声をあげて、主はこう言われた。「わたしによい事
をしてくれたのだ。貧しい人たちはいつもあなたがたと一
緒にいるから、したいときにはいっでも、よい事をしてや
れる。しかし、わたしはあなたがたといつも一緒にいるわ
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けではない。この女はできる限りの事をしたのだ。すなわ
ち、わたしのからだに油を注いで、あらかじめ葬りの用意
をしてくれたのである」（マルコ14：68）。
マリヤは、救い主の死体に惜しますふりかけようと思っ

ていたかおり高い献げ物を、主の生きたお体にそそいだ
のである。葬りの時だったら、そのかおりは墓の中にた
ちこめるだけであるが、いまそれは、彼女の信仰と愛につ
いての確証とともに主の心を喜ばせた。アリマタヤのヨセ
フとニコデモは、愛の献げ物を、イエスが生きておられる
時にささげなかった。にがい涙とともに、彼らは、主の冷
たい、意識のなくなったお体のために高価な香料を持参し
た。香料を墓に持って行った婦人たちは、主がよみがえら
れたので、自分たちの用事がむだであったことを知った。
しかしマリヤは、救い主が彼女の信心を認めてくださるこ
とができる間に、主に愛をそそぐことによって、葬りのた
めに主に油をそそいだのであった。こうして主は、その大
いなる試練という暗黒の中を進んで行かれた時に、この行
為の思い出、すなわちあがなわれた者が永遠に主に対して
ささげる愛の保証をたずさえて行かれたのであった。
死人のために高価な献げ物を持参する人が多い。冷た

い、無言のなきがらのそばに立つ時に、彼らは惜しみな
く愛のことばを語る。見ることも聞くこともできない者に
向かって、やさしさ、感謝、愛情のすべてがそそがれる。
疲れ果てた心が最も必要としていた時に耳にきくことが
でき、心に感ずることができた時にそうしたことばが語ら
れていたら、そのかおりはどれほどとうとかったことだろ
う。
マリヤは自分の愛の行為の意義を十分に知らなかった。

彼女は自分を非難する人たちに答えることができなかっ
た。彼女はイエスに油をそそぐのになぜそんな機会をえら
んだのか説明できなかった。聖霊 が彼女のために計画さ [965]
れ、彼女はそのささやきに従ったのである。霊感はことさ
ら理由を説明なさらない。目に見えない存在、それが心と
魂に語り、心にはたらきかけて行動させる。それだけで正
当な理由である。
キリストは、マリヤに彼女の行為の意味をお告げにな

り、そのことによって、ご自分が受けられたよりも多く
のものをマリヤにお与えになった。「この女がわたしのか
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らだにこの香油を注いだのは、わたしの葬りの用意をする
ためである」とキリストは言われた（マタイ26：12）。香
油のつぼが割れて、そのかおりが家中に満ちたように、キ
リストは死なれて、そのお体がこわれるのであった。しか
し主は墓からよみがえって、その生命のかおりが地を満た
すのであった。キリストは、「あなたがたを愛して下さっ
て、わたしたちのために、ご自身を、神へのかんばしいか
おりのささげ物、また、いけにえとしてささげられたので
ある」（エペソ5：2）。「よく聞きなさい。全世界のどこ
ででも、この福音が宣べ伝えられる所では、この女のした
事も記念として語られるであろう」（マタイ26：13）。将
来をごらんになって、救い主は、福音について確信をもっ
て語られた。福音は全世界に宣べ伝えられるのであった。
そして、福音がひろがるかぎりどこまでも、マリヤの献げ
物はそのかおりを放ち、人々の心は彼女の自然に発した行
為によって恵まれるのであった。国々は起こり、そして倒
れるであろう。君主たちと征服者たちの名前は忘れられる
であろう。しかしこの婦人の行為は、聖史のページに永久
に残るであろう。世にあるかぎり、あの割られた香油のつ
ぼは、堕落した人類に対する神の豊かな愛の物語を告げる
のである。
マリヤの行為は、ユダが意図していた行為といちじるし

い対照をなしていた。キリストは、弟子たちの心に批判と
悪い考え方の種をまいた者に、どんなにでも鋭い教訓をお
与えになることができた。人を非難する者が非難されたと
しても当然であった一人一人の心の動機を読み、一人一人
の行為を理解される主は、食事の席にいる者たちの前に、
ユダの生活の暗いページを開いて見せることもおできに
なった。裏切り者のことばがむなしいみせかけにすぎない
ことをばくろすることもおできになった。なぜなら、ユダ
は、貧しい人たちに同情するどころか、その救済にあてら
れる金を盗んでいたからである。やもめ、みなし子、雇い
人たちに対する彼の圧迫について、憤激をひき起こすこと
もできた。しかし、もしキリストがユダの仮面をはがれた
ら、そのことが裏切りの理由として主張されたであろう。
そして盗人と非難されても、ユダは、弟子たちからさえ同
情を受けたであろう。救い主はユダを責められなかった。
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そのことによって、主は、彼に裏切りの口実を与えること
を避けられた。
しかしイエスがユダをごらんになる目つきは、救い主が

彼の偽善を見抜き、彼の卑劣で軽蔑すべき品性を読んでお
られることを彼に確信させた。しかもキリストは、きびし
い非難を受けたマリヤの行為をほめることによって、ユダ
を譴責された。これより前にも、救い主はユダを直接に譴
責されたことはなかった。いまこの譴責は、ユダの心に激
しい苦痛を与えた。彼は報復しようと決心した。夕食の席
からまっすぐ大祭司の邸（やしき）へ行くと、そこで会議
が召集されていたので、ユダは、イエスを裏切って彼らの
手に渡すことを申し出た。
祭司たちは非常に喜んだ。このイスラエルの指導者た

ちは、金銭も価もなしに、キリストを救い主として受け入
れる特権を与えられていた。しかし彼らは、最もやさしく
迫る愛の精神で提供されているとうとい賜物を拒絶した。
彼らは黄金よりも価値のある救いを受け入れることをこば
み、銀30枚で主を買った。
ユダは貧欲をほしいままにしたので、ついには彼の品性

のあらゆるよい面がこれに圧倒されてしまった。彼はイエ
スに香油がささげられたことが気にくわなかった。救い主
が地上の君主たちにふさわしいような献げ物を受けられた
ことで、ユダの心はねたみに燃えた。香油のつぼよりもは
るかに安い金額で、彼は主を裏切った。
弟子たちはユダのようではなかった。彼らは救い主を

愛した。しかし彼らは、主の高貴な性格を正し く評価し [966]
ていなかった。主が自分たちのためにしてくださったこと
を認めていたら、彼らは、主のためにささげられたものは
何一つ浪費ではないことを感じたのである。東方の博士た
ちは、イエスについてすこししか知らなかったが、当然主
にささげられるべき尊敬についてもっと真実な評価を示し
た。彼らは救い主にとうとい贈り物を持参し、馬ぶねを寝
台にしておられた赤ん坊にすぎない主をひれ伏しておがん
だ。
キリストは心のこもった親切な行為をとうとばれる。だ

れかがイエスのために何かをしてさしあげると、主はその
行為をした人を天来のていねいさをもって祝福された。主



574 各時代の希望

は、子供の手によってつまれ、愛をもってささげられたど
んな粗末な花もこばまれなかった。
主は子供たちの贈り物を受け取り、それをささげた者を

祝福し、その名を生命の書にしるされた。マリヤはイエス
に油をそそいだために、他のマリヤたちと区別して聖書に
しるされている。イエスに対する愛と尊敬の行為は、イエ
スを神のみ子として信じる信仰の証拠である。聖書の中に
は、「聖徒の足を洗い、困っている人を助け、種々の善行
に努める」ことを、キリストに対する女性の忠誠心の証拠
として述べてある（テモテ5：10）。
キリストは、マリヤが主のみこころをなそうと熱心に望

んだことをよろこばれた。主は、弟子たちが理解しなかっ
た、また理解しようとしなかった純粋な愛という富を受
け入れられた。主のためにこの奉仕をしたいというマリヤ
の願いは、キリストにとってこの世のすべての貴重な香油
よりもとうとかった。なぜならこの願いに、世のあがない
主に対する感謝があらわされていたからである。彼女にそ
うするように迫ったのはキリストの愛であった。キリスト
の品性の比類のない美しさが彼女の魂を満たしたのであっ
た。あの香油は、ささげた者の心の象徴であった。それは
天の流れを溢れるまで受け入れた愛が外に向かって表現さ
れたのであった。
マリヤの行為は、キリストに対する弟子たちの愛の表現

がキリストによろこばれるということを彼らに示すのに、
ちょうど必要な教訓であった。キリストは彼らにとって
全部であったが、彼らはまもなく主の存在が取り去られ、
主の大いなる愛に対する感謝のしるしを示すことができな
くなることに気がつかなかった。天の宮から離れ、人間と
して一生を送っておられるキリストの孤独は、弟子たちか
ら正しく理解もされなければ、評価もされなかった。キリ
ストは、弟子たちから当然受けられるべきものを彼らがさ
さげなかったために、しばしば悲しまれた。もし弟子たち
が、キリストにつきそっている天使たちの影響を受けてい
たら、彼らもまた心のうちにある霊的な愛情を十分にあら
わすだけの価値のあるささげものはないと思うだろうとい
うことを、キリストは知っておられた。
彼らは、イエスのおそばにいた時に心のうちにある愛

と感謝の表現としてイエスのためになし得た多くのことに
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ついて、その真の意義をのちになって知った。イエスがも
はや彼らと一緒におられなくなって、自分たちが実際羊飼
のいない羊のようであることを感じた時、彼らは、イエス
の心をよろこはせるような心づくしを示すことができたの
だったということがわかり始めた。彼らはもうマリヤを非
難しないで、自分自身を責めた。ああ、キリストにささげ
るよりも貧しい人たちに施した方がよいなどと非難したこ
とばを取消すことができたら。彼らは、主のくだかれた体
を十字架からおろしながら、激しく心を責められた。
今日のわれわれの世界においても明らかにこのことが

不足している。しかしキリストが自分にとってどういうお
方であるかを全部理解している人はほとんどいない。もし
それが理解されているなら、マリヤの大きな愛があらわさ
れ、惜しむことなく油がそそがれるであろう。高価な香料
もむだ使いとはいわれないだろう。どんなものも、キリス
トにささげるには高価すぎるとか、キリストのために耐え
忍ぶには克己と犠牲が大きすぎるということはないであろ
う。
「なんのためにこんなむだ使をするのか」と憤慨して言

われたことばは、最高の犠牲、すなわち失われた世のため
にあがないの供え物としてご自身を献げられることを、あ
りありとキリストに思い出きせた。主は、もうこれ以上お
できにならないと言えるほど、人類家族に対して恵み深い [967]
のであった。キリストという賜物を通して、神は全天をお
与えになった。人間的な見地からすれば、このような犠牲
は無意味な浪費であった。人間の考えでは、救いの計画全
体は憐れみと資産の浪費である。どちらを向いても克己と
全心全霊の犠牲が見られる。人類家族が、キリストのうち
にあらわされている限りない愛によって高められ豊かにさ
れることをこばむのを見て、天使たちが驚くのも無理はな
い。天使たちが、これは何という大きなむだだろうと叫ぶ
のももっともである。
しかし失われた世界のあがないは、欠けるところがな

く、豊富で、完全なものとなるのであった。キリストの献
げ物は非常に豊かで、神が造られたすべての魂にとどくの
であった。この大いなる賜物であられるイエスを受け入れ
たいと望む人の数を越えないように制限することはできな
かった。すべての人が救われるとはかぎらないが、あがな
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いの計画は、豊富に用意されていることが全部達成されな
いからといってむだになるのではない。有りあまるほど十
分なければならないのである。
主人役のシモンは、マリヤの贈り物に対するユダの非難

に心を動かされ、イエスの行為に驚いた。彼のパリサイ的
な誇りは傷つけられた。彼は、お客たちの多くが不信と不
快の思いでキリストを見ていることを知った。シモンは心
の中で、「もしこの人が預言者であるなら、自分にさわっ
ている女がだれだか、どんな女かわかるはずだ。それは罪
の女なのだから」と思った（ルカ7：39）。
キリストは、シモンのハンセン病をなおすことによっ

て、彼を生けるしかばねから救われたのだった。しかし
いまシモンは、救い主が預言者であるかどうかを疑った。
この女が近づくのをキリストがゆるされたので、ゆるすこ
とができないほど大きな罪を持っている者としてこの女を
憤然とキリストがはねつけられなかったので、またこの女
が堕落していることをキリストが認めるような様子をされ
なかったので、シモンは、イエスが預言者でないと考えた
かった。イエスはこんなに無遠慮にふるまっている女につ
いて何もご存じないのだ、そうでなければこの女がイエス
にさわるのをおゆるしになるはずがないと、シモンは思っ
た。
しかしシモンがそのように考えたのは、彼が神について

またキリストについて知らなかったからであった。彼は、
神のみ子が神の方法に従って、憐れみ深く、やさしく、い
つくしみをもってふるまわれなければならないということ
に気がっかなかった。シモンの方法は、悔い改めたマリヤ
の奉仕を無視することであった。彼女がキリストの足に接
吻して香油を塗った行為は、シモンの冷酷な心をいらだた
せた。キリストがもし預言者ならば、罪人をみわけて、譴
責されるだろうと、彼は思った。
この無言の思いに、救い主はこうお答えになった、

「『シモン、あなたに言うことがある』. . . . . .『ある金貸
しに金をかりた人がふたりいたが、ひとりは500デナリ、も
うひとりは50デナリを借りていた。ところが、返すことが
できなかったので、彼はふたり共ゆるしてやった。このふ
たりのうちで、どちらが彼を多く愛するだろうか』。シモ
ンが答えて言った、『多くゆるしてもらったほうだと思い
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ます』。イエスが言われた、『あなたの判断は正しい』」
（ルカ7：4043）。
ナタンがダビデに対してそうしたように、キリストは

譬のヴェールの下に急所を突くことばをかくされた。キリ
ストは、自分自身に宣告をくだす責任を主人のシモンに負
わせられた。シモンは、自分がいま軽蔑している女を罪に
陥れたのであった。マリヤはシモンからひどく悪いことを
されたのであった。シモンとマリヤは、譬の中の金を借り
た2人に代表されていた。イエスは、この2人が異なった程
度の義務を感じなければならないことを教えようとは考え
ておられなかった。なぜなら2人ともそれぞれ決して返す
ことのできないほどの感謝という負債を負っていたからで
ある。しかしシモンは、自分の方がマリヤよりも正しいと
思っていたので、イエスは、彼の不義が実際にどれほど大
きいものであるかを彼に認めさせようと望まれた。500デナ
リの借金が50デナリの借金よりも大きいように、シモンの
罪はマリヤの罪よりも大きいということを、イエスは、シ
モンにお示しになりたかったのである。
シモンはいま自分自身を新しい光の中で見はじめた。彼 [968]

は、マリヤが預言者以上のお方からどのように見られてい
るかを知った。彼は、キリストが鋭い預言者の目をもって
彼女の愛と信心を見抜かれたことを知った。彼は恥ずかし
さにおそわれ、自分よりもすぐれたお方の前にいることに
気がついた。
「わたしがあなたの家にはいってきた時に、あなたは

足を洗う水をくれなかった」と、キリストはことばを続
けられた（ルカ7：44）。しかしマリヤは、悔い改めの涙
を流し、愛に迫られてわたしの足を洗い、自分の頭の髪の
毛でわたしの足をふいた。「あなたはわたしに接吻をして
くれなかったが、」あなたが軽蔑しているこの女は、「わ
たしが家にはいった時から、わたしの足に接吻をしてやま
なかった」（ルカ7：45）。キリストは、シモンが、主に
対する愛と、自分のためにしていただいたことについての
感謝をあらわす機会があったことを語られた。救い主は、
ご自分の子らが愛のことばと行為によって主に対する感謝
の思いを示すことを怠る時に悲しまれるということを、率
直に、しかし慎み深い礼儀正しさで、弟子たちに言明され
た。
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人の心を見抜かれるイエスは、マリヤの行為の動機を読
まれ、またシモンのことばの動機となった精神をごらんに
なった。「この女を見ないか」と、イエスはシモンに言わ
れた（ルカ7：44）。彼女は罪人である。「それであなたに
言うが、この女は多く愛したから、その多くの罪はゆるさ
れているのである。少しだけゆるされた者は、少しだけし
か愛さない」（ルカ7：47）。
救い主に対するシモンの冷淡さと怠慢は、彼が自分の

受けた恵みを感謝していないことをあらわした。彼は、
イエスを自分の家へ招待することによってイエスを尊敬し
ていると思っていた、しかしいま彼は、自分の本当の姿を
見た。シモンがお客のイエスを見抜いていると思っていた
間に、イエスはシモンの心を読んでおられた。シモンは、
自分について言われたキリストの批評が真実であることを
知った。彼の宗教はパリサイ主義という衣であった。彼は
イエスの憐れみを軽んじていた。彼はイエスを神の代表者
として認めていなかった。マリヤがゆるされた罪人であっ
たのに、彼はゆるされていない罪人であった。シモンがマ
リヤに強要しようとした硬直した正義の法則が、彼を罪に
定めた。
シモンは、イエスが自分を客たちの前で公然と非難され

なかった親切さに、心を打たれた、シモンは、マリヤに望
んだような扱い方をしなかった。彼は、イエスが彼の不義
をほかの人たちにはくろすることを望まれないで、この問
題の事実を述べろことによって彼の心を自覚させ、憐れみ
深い親切さによって彼の心をやわらげようとされたことを
知った。公然ときびしく非難されたら、シモンは、心をと
ざして悔い改めなかったであろうが、忍耐深い教えによっ
て、彼は自分の誤りをさとった。彼は自分が主に対して大
きな負債を負っていることを知った。彼の高慢心はへりく
だり、彼は悔い改めた。そしてこの高慢なパリサイ人は、
けんそんで、自己犠牲的な弟子なった。
マリヤは非常に悪い罪人として見られていたが、キリス

トは、彼女をそうした生活に追いやった事情をご存じだっ
た。主はマリヤの魂から望みのともし火をすっかり消して
しまうこともおできになったのであるが、そうはなさらな
かった。マリヤを絶望と滅亡から引きあげたのはイエスで
あった。彼女の心と思いを支配していた悪魔を責められる
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イエスのことばを、彼女は7回聞いた。彼女は、自分のため
に天父に祈ってくださるイエスの強い叫びを聞いた。彼女
は、イエスのけがれない純潔さのうちにあって罪がどんな
に憎むべきものであるかを知り、キリストの力によって勝
利したのだった。
マリヤの問題が人間の目には絶望的に見えた時にも、

キリストは彼女のうちに善への可能性をごらんになった。
キリストは彼女の性格のよい面をごらんになった。あがな
いの計画によって、人類は大きな可能性をさずけられてい
たので、こうした可能性がマリヤのうちに実現されるので
あった。キリストの恵みを通して、彼女は、神の性質にあ
ずかる者となった。堕落し、心が悪霊の住み家となってい
た者が、交わりと 奉仕を通して救い主に近づけられた。 [969]
イエスの足下にすわって、イエスから学んだのはマリヤで
あった。イエスの頭に貴重な香油をそそぎ、イエスの足を
涙で洗ったのはマリヤであった。マリヤは十字架のそばに
立ち、イエスについて墓に行った。マリヤは、イエスの復
活ののち1番先に墓にいた。よみがえられた救い主のこと
を1番先に言いひろめたのはマリヤであった。
イエスは、一人一人の魂の事情をご存じである。自分は

罪深い者だ、とても罪深いとあなたは言うだろう。あるい
はそうかも知れない。しかしあなたが悪ければ悪いほど、
イエスが必要なのである。主は泣いて悔い改める者を決
してしりぞけられない。主は明らかに示すことがおできに
なることを全部だれにでもお告げになるとは限らない。主
は、ふるえている魂に勇気を出しなさいと命じられる。主
はゆるしと回復とを求めてみもとに来るすべての者を心よ
くゆるしてくださる。
キリストは、神の怒りの鉢（はち）をこの世に傾ける

ように、そして神への憎しみに心が満ちている人々を滅ぼ
すようにと天使たちに命じることもおできになる。主は宇
宙からこの暗い地球を消し去ることもおできになる。しか
し主はそうはなさらない。主は、きょう香壇のそばに立っ
て、神の助けを望む者の祈りを神のみ前にささげておられ
る。
イエスを避け所として求める魂を、主は告発とことば

の争いから高めてくださる。だれも、またどんな悪天使
も、このような魂を訴えることはできない。キリストはそ
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うした魂をご自身の神また人としての性質に結びつけられ
る。彼らは、罪を負うてくださるお方のそばにあって、神
のみ座から出る光のうちに立つのである。「だれが、神の
選ばれた者たちを訴えるのか。神は彼らを義とされるので
ある。だれが、わたしたちを罪に定めるのか。キリスト・
イエスは、死んで、否、よみがえって、神の右に座し、
また、わたしたちのためにとりなして下さるのである」
（ローマ8：33、34）。



第第第63章章章　　　「「「あああなななたたたののの王王王がががおおおいいいでででににになななるるる」」」

本章はマタイ21：111、マルコ11：110、ルカ19：2944、ヨ
ハネ12：1219に基づく

「シオンの娘よ、大いに喜べ、エルサレムの娘よ、呼ば
われ。見よ、あなたの王はあなたの所に来る。彼は義なる
者であって勝利を得、柔和であって、ろばに乗る。すなわ
ち、ろばの子である子馬に乗る」（ゼカリヤ9：9）。
キリストがお生まれになる500年前に、預言者ゼカリヤ

は、イスラエルの王がおいでになることをこのように予告
した。いまこの預言が成就されるのである。長い間王とし
ての栄誉をこばんでこられたお方が、いまダビデの王位の
約束された後継者として、エルサレムにおいでになるので
ある。
キリストがエルサレムに勝利の入城をされたのは週の

第1日であった。キリスト見ようとベタニヤに集まった群衆
は、キリストが歓迎を受けられるのを見ようと熱望して、
いまそのあとに従った過越節を守るために多くの人たちが
都へのぼる途中だったので、彼らはイエスについて歩いて
いる群衆に加わった。自然界の万物もよろこんでいるよう
に見えた。木々は緑につつまれ、その花はかぐわしい香り
を空中にただよわせた。新しい生命と喜びが人々に生気を
与えた。新しい王国の望みがふたたびめばえつつあった。
イエスは、エルサレムに乗り入れるために、ろばと子ろ

ばを引いてくるように、2人の弟子をおつかわしになった。
救い主は、誕生の時には、見知らぬ人たちの好意にたよら
れた。イエスがおやすみになった馬ぶねは借りた休み場所
であった。「丘の上の千々の家畜」はイエスのものである
のに（詩篇50：10）、いま彼は、主としてエルサレムに入
城するためにお乗りになる家畜を手に入れるのに見知らぬ
人の親切にたよられる。しかしこの用事のために弟子たち
にお与えになったこまかい指示の中にさえ、ふたたびイエ
スの神性があらわされる。 [970]

581
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イエスが予告されたように、「主がお入り用なのです」
というたのみはすぐに聞かれた（マタイ21：3）。イエス
は、人が乗ったことのない小馬を、ご自分の用にえらばれ
た。弟子たちは、喜びいさんで、この家畜の上に自分たち
の上着をひろげ、それに主をお乗せした。これまでイエス
はいつも徒歩で旅行されたので、弟子たちは、主がいまご
自分からろばに乗られることをはじめはふしぎに思った。
しかし主がいま首都に人られ、王であることを宣言し、ご
自分の王権を主張されるのだというよろこばしい思いで、
彼らの胸は希望に燃えた。使いに行く途中、彼らはこの輝
かしい期待をイエスの友人たちに伝えたので、興奮は遠近
にひろがり、人々の期待は最高潮に達した。
キリストは、王の入城について、ユダヤ人の慣例に従っ

ておられた。キリストが乗られた動物はイスラエルの王
たちが乗った動物であって、預言には、このようにして
メシヤが王国にこられるということが予告されていた。キ
リストが小馬にお乗りになるやいなや、勝利の叫びが大気
をふるわせた。群衆は、キリストをメシヤ、彼らの王とし
て歓呼した。イエスはいま、以前には決しておゆるしにな
らなかった敬意をお受けになったので、弟子たちはこのこ
とを、イエスが王位につかれるのを見ることによって自分
たちのうれしい望みが実現される証拠として受けとった。
群衆は、彼らの解放の時が近づいたことを確信した。彼ら
は、ローマの軍隊がエルサレムから追われ、イスラエルが
もう1度独立国家になる時のことを胸にえがいた。誰もが
喜び、興奮した。人々は先を争ってキリストに敬意をささ
げた。彼らは、外面的なはなやかさやきらびやかさを示す
ことはできなかったが、楽しい心からの礼拝を主にささげ
た。彼らは高価な贈物をささげることはできなかったが、
主の道に彼らの上着をひろげて敷物とし、葉のしげったオ
リーブの枝やしゅろの枝を道にまきちらした。彼らは、勝
利の行列を王家の旗でみちびくことはできなかったが、自
然界の勝利の象徴であるしゅろの木のひろがった枝を切り
とり、それを高らかにうちふって声高く歓呼し、ホサナと
叫んだ。
進んで行くうちに、イエスのおいでを聞いて、行列に

加わろうと急いでやってきた人たちで群衆はふえつづけ
た。見物人がひっきりなしに群衆に加わり、「これはどな
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ただ。この騒ぎはいったい何ごとだ」とたずねた。彼らは
みなイエスのことを聞いていて、イエスがエルサレムに行
かれるものと期待していた。しかしイエスがこれまでご自
分を王位につけようとする努力をいっさいゆるされないど
いうことを聞いていたので、これがあのイエスであること
を知ってすっかり驚いてしまった。わたしの王国はこの世
のものではないと宣言しておられたお方が、いったいどう
してこのようにかわってしまったのかと、彼らはあやしん
だ。
彼らの質問は勝利の叫びで沈黙ざせられる。勝利の叫

びは、熱心な群衆によって何度も何度もくりかえされる。
ずっと向こうにいる人たちも勝利の叫びをあげ、それは周
囲の山々や谷にこだまする。するとこんどはエルサレムか
らやってきた群衆が行列に加わる。過越節に集まった群衆
の中から、幾千の人たちがイエスを歓迎するために出かけ
てくる。彼らはしゅろの枝をうちふり、聖歌を爆発させて
イエスにあいさつする。宮の祭司たちはタベの礼拝を知ら
せるラッパを吹き鳴らすが、答える者はほとんどない。役
人たちは驚いて、「世をあげて彼のあとを追って行ったで
はないか」とお互いに言う（ヨハネ12：19）。
イエスは、ご自分の地上生涯において、それまでこのよ

うなデモンストレーションをおゆるしにならなかった。イ
エスははっきりと結果を予見しておられた。それはイエス
を十字架につけることになるのであった。しかしこのよう
に公然とご自身をあがない主として示されることはイエス
のみこころであった。イエスは堕落した世に対するご自分
の使命の最後の仕上げとなる犠牲に人々の注意を引こうと
望まれた。人々は過越節を守るためにエルサレムに集まっ
てきていたが、小羊の本体であられるイエスが、自発的な
行為によって、ご自身を供え物として聖別された。これに
つづく、すべての時代のキリスト教会は、世の罪のための [971]
イエスの死を、深い思想と研究の主題にすることが必要で
あった。
これに関係のある1つ1つの事実が、疑いの余地がないま

でに証明されねばならないのであった。だからいますべて
の人の目をイエスに向ける必要があった。イエスの大いな
る犠牲に先立っいろいろな出来事は、人々の注意を犠牲そ
のものにひきつけるようなものでなければならない。イエ
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スのエルサレム入城に伴うこのようなデモンストレーショ
ンのあとで、すべての人々の目は、イエスの最後の場面へ
の急速な進展を追うのであった。
この凱旋式に関連した出来事はすべての人々の話題に

なり、どの人の心にもイエスを思わせるのであった。イエ
スが十字架につけられたのち、多くの人たちが、イエスの
裁判と死に関連してこれらの出来事を思い起こすのであっ
た。彼らは預言を調べるようになり、イエスがメシヤであ
ることをさとるのであった。そして全地において、この信
仰に改宗する者がふえるのであった。
キリストの地上生涯におけるこの1つの凱旋的場面にお

いて、救い主は、天使たちに護衛され、神のラツパに先導
されて現れることもおできになった。しかしそのようなデ
モンストレーションは、イエスの使命の目的に反し、イエ
スの一生を支配していた原則に反するものであった。イエ
スはご自分がお受けになったいやしい身分に忠実であられ
た。世の人々の生命のためにご自分の生命がささげられる
まで、イエスは、人性という重荷をお負いにならねばなら
ないのであった。
もしこの喜びの場面が主の苦難と死の前奏曲にすぎない

ことを知ったなら、弟子たちにとって生涯の最良の日のよ
うに思えたこの日は、暗雲にとざされたであろう。主はご
自分の避けられない犠牲についてたびたび彼らにお語りに
なっていたのであるが、彼らは目の前のよろこばし勝利に
よって主の悲しいことばを忘れ、ダビデの位につかれた主
の輝かしい統治を待ち望んだ。
行列にはひっきりなしに新しい人たちが加わり、少数

の人たちをのぞいて、これに加わった人々はみなその場の
霊感を受けてホサナの叫び声を高め、丘から丘へ、谷から
谷へこだまを反響させた。「ダビデの子に、ホサナ。主の
御名によってきたる者に、祝福あれ。いと高き所に、ホサ
ナ」と、叫び声はたえまなくあげられた（マタイ21：9）。
世界はこのような凱旋式をかつて見たことがなかった。

それは世の有名な征服者たちの凱旋式のようなものではな
かった。そこには、こうした場面の呼び物となる王の武勇
を記念する捕虜たちの悲嘆に暮れた行列はなかった、救い
室のまわりには、罪人に対する主の愛の働きによる輝かし
い戦勝記念となる人たちがいた。主がサタンの権力から救
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い出された捕虜たちが、彼らの救いについて神を賛美して
いた。主が視力を同復しておやりになった目の見えない人
たちが先頭に立っていた。主が舌を動くようにしておやり
になった口のきけない人たちが一番大きな声でホサナと叫
んだ。主がなおしておやりになった足の不自由な人たちが
喜びで足どりも軽く、一番元気よく、しゅろの枝を折って
救い主の前でうち振っていた。やもめたちとみなし子たち
が自分たちに対するイエスのいつくしみ深いみわざについ
て、み名をあがめていた。主がきよめておやりになった重
い皮膚病の人たちがそのけがれていない衣を道にひろげ、
栄光の王としてイエスに歓呼した。主のみ声によって死の
眠りからよびさまされた人たちがその群れの中にいた。墓
の中で肉体が腐敗していたラザロが、いますばらしい人間
としての力を喜びながら、救い主の乗っておられる動物を
みちびいた。
多くのパリサイ人たちが、この光景を見て、ねたみと敵

意に燃え、民衆の人気の流れを変えようとした。彼らは、
あらゆる権威をもって、人々を沈黙させようと試みた、し
かし彼らの訴えとおどかしは熱心さを増したにすぎなかっ
た。彼らはこの大群衆が、数の力で、イエスを王にする
ことを恐れた。最後の手段として、彼らは群衆を押しわけ
て救い主のおられるところへ近づき、非難と脅迫のことば
で、「先生、あなたの弟子たちをおしかり下さい」とイエ
スに呼びかけた（ルカ19：39）。彼らは、こんな騒がしい [972]
デモンストレーションは不法であり、当局から許可されな
いだろうと断言した。しかし彼らは、「あなたがたに言う
が、もしこの人たちが黙れば、石が叫ぶであろう」という
イエスの答えに沈黙させられた（ルカ19：40）。この勝利
の光景は、神ご自身がお定めになったものであった。それ
は預言者によって予告されていて、人間には神の目的をそ
らす力はなかった。
もし人間が神のご計画を実行しなかったら、神はいのち

のない石に声を与え、石が賛美の叫びをもってみ子を歓呼
したであろう。沈黙させられたパリサイ人たちが引きさが
ると、幾百の人々の声がゼカリヤのことばをとりあげた。
「シオンの娘よ、大いに喜べ、エルサレムの娘よ、呼ば
われ。見よ、あなたの主はあなたの所に来る。彼は義なる
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者であって勝利を得、柔和であって、ろばに乗る。すなわ
ち、ろばの子である子馬に乗る」（ゼカリヤ9：9）。
行列が丘のはずれにきて、ちょうど町へ向かってくだろ

うとした時、イエスが立ちどまられたので、いっしょにい
たおおぜいの者たちもみな立ちどまった。彼らの目の前に
は、いま沈んでいく太陽の光を浴びて輝かしいエルサレム
がひろがっていた。みんなの目は宮にひきつけられた。そ
れは堂々たる威厳をそなえて、他のすべてのものの上にそ
びえ立ち、ただ1人の真の生ける神を民に示すかのように天
を指さしているようにみえた。宮は長い間ユダヤ国民の誇
りであり、栄光であった。ローマ人もまた宮の壮麗さを誇
りにした。ローマ人によって任命された王が、ユダヤ人と
協力して宮を再建してこれを飾り、ローマ皇帝がささげ物
によって宮を富ませた。宮は、その力と富と壮麗さのゆえ
に世界の驚異の1つとなっていた。
西に傾いた太陽が空を色どって輝かせると、そのまば

ゆい輝きが宮の純白な大理石の壁を照らし、黄金をかぶせ
た柱をきらめかせた。イエスとそのあとに従っている者た
ちが立っている山の頂からみると、宮は黄金の尖塔をもっ
た巨大な雪の建物のようにみえた。宮の入口には、最もす
ぐれた芸術家たちによって製作された金銀のぶどうの木が
あって、それには緑の葉とたくさんのぶどうの房がっいて
いた。このデザインは、イスラエルを繁栄するぷどうの木
として象徴していた。金銀と新鮮な緑とが、すぐれた趣向
と精巧な細工と1つになっていた。それは、白く輝く柱に
優美にまきつき、光るまきひげが柱頭の金の飾りにまつわ
りついて、夕日の輝きを受け、天から借りた栄光のように
光っていた。
イエスはそのながめにじっと目をそそがれ、大群衆はこ

の突然の美しい光景にうっとりとなって叫び声を静める。
すべての人の目が救い主に向けられ、自分たちの感じてい
る感嘆が主の顔付きにも見られることを期待する。ところ
が彼らは、感嘆ではなくて、悲しみの暗い影を見る。主の
目に涙かたまっており、主のお体が嵐の前の木のように前
後に揺れ、あたかも傷心の奥底からつきあげてくるような
苦悩のうめきが主のふるえる唇からもれるのを見て、彼ら
は驚き、失望する。これはまた天使たちが見ても何という
光景であったことだろう。彼らの愛する主が苦悩の涙をた
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めておられるのである。勝利の叫びをあげ、しゅうの枝を
うちふりながら主につき従って栄光の都へ行き、主はいま
にも統治されるのだと勝手な望みによろこんでいた群衆に
とって、これは何という光景だったことだろう。イエスは
ラザロの墓で泣かれたが、それは人間の悲しみに対する神
の同情であった。しかしこの突然の悲しみは、偉大な勝利
の合唱のさなかにおける悲嘆の調べのようであった。すべ
ての人々が敬意をささげている喜びの場面のさなかで、イ
スラエルの王が涙を流しておられる。それは喜びの無言の
涙ではなく、おさえきれない苦悩の涙とうめきであった。
群衆は突然暗い気持ちになった。歓呼の叫び声が沈黙し
た。多くの者が理解のできない悲しみに同情して泣いた。
イエスの涙は、ご自分の苦難を予想されたためではな

かった。イエスのすぐ前にはゲッセマネがあって、そこで
はまもなく非常な暗黒の恐怖が主をおおうのであった。羊
の門も見えたが、それは幾世紀もの問いけにえとしてささ
げられる動物がそこを通って行った門であった。これらの
すべてのささげ物は、世の 罪のためのいけにえであられ [973]
るイエスを本体としてさし示していたが、その大いなる本
体であられるイエスのために、まもなくこの門が開かれる
のであった。近くにカルバリーがあったが、それは迫りつ
つあるイエスの苦悶の場所となるのであった。しかし救い
主が泣かれ、心の苦しみにうめき声を出されたのは、主が
ご自分の残酷な死を思い出させるこうしたものをごらんに
なったからではなかった。イエスの悲しみは決して利己的
な悲しみではなかった。
ご自身の苦悩についての思いは、主の高貴な、自己犠

牲的な魂をおびやかさなかった。イエスの心を刺し通し
たのは、エルサレムの光景であった。神のみ子をこばみ、
その愛をあざけり、その大いなる奇跡を見ても罪を自覚し
ようとしないで、主の生命をとろうとしているエルサレム
であった。あがない主をこばむ罪のうちにあるエルサレム
の現状と、エルサレムが、その傷をいやすことのできるた
だ1人のお方であるイエスを受け入れていたらどうなってい
たかということを、イエスはご存じであった。主は、エル
サレムを救うためにおいでになったのである。どうしてこ
の都をあきらめることができよう。
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イスラエルは恵まれた民であった。神は彼らの宮をご
自分の住居とされた。それは「うるわしく、全地の喜び」
であった（詩篇48：2）。父親が独り子に対するようなキリ
ストの守りとやさしい愛について1000年以上の記録がそこ
にあった。この宮の中で、預言者たちは厳粛な警告を語っ
た。そこでは、燃える香炉が揺れ、香煙が礼拝者の祈りに
まじって、神のみもとへのぼって行った。そこでは、キリ
ストの血を象徴して、動物の血が流された。そこでは、エ
ホバが贖罪所の上でご自身の栄光をあらわされた。そこで
は、祭司たちが職務をとり行い、長年にわたってきらびや
かな象徴と儀式が続けられた。しかしこうしたことのすべ
ては終わらねばならない。
イエスは、これまでたびたび病める者と苦しむ者とを

祝福されたそのみ手をあげ滅ぶべき運命に定められた都
の方を指さして、とだえがちな悲しい口調で、「もしお
まえも、この日に、平和をもたらす道を知ってさえいた
ら. . . . . .」と叫ばれた（ルカ19：42）。救い主は、ここでこ
とばをきり、もしエルサレムが、神が与えようと望まれた
助け、すなわち神の愛するみ子を受け入れていたら、どう
いう状態になっていたかについては何も言われなかった。
もしエルサレムが知る特権のあった事柄を知って、天の神
が送られた光に心をとめていたら、それは輝かしい繁栄の
うちに、国々の女王として、神から与えられた豊かな力を
もって続いていたかもしれなかった。武装した兵士たちが
エルサレムの門に立つことも、ローマの旗が城壁にひるが
えることもなかったであろう。
もしエルサレムが救い主を受け入れていたら、エルサレ

ムのものとなったかもしれない輝かしい運命が、神のみ子
の前に浮かんだ。エルサレムは、救い主を通して、その悲
しむべき病気をいやされ、束縛から解放されて、地上の偉
大な首都として固く立ったかもしれないということを、イ
エスはごらんになった。エルサレムの城壁から平和のはと
がすべての国々に飛んで行ったであろう。エルサレムは、
世界の栄光の王冠となったであろう。
しかしエルサレムがそうなっていたかもしれない輝か

しい光景は、救い主の視界から消える。主は、エルサレム
がいまローマのくびきの下にあって、神の不興を招き、神
の報いの刑罰を受ける運命にあることに気がつかれる。主
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は切れた嘆きの糸をとりあげられる。「しかし、それは今
おまえの目に隠されている。いつかは、敵が周囲に塁を築
き、おまえを取りかこんで、四方から押し迫り、おまえと
その内にいる子らとを地に打ち倒し、城内の1つの石も他の
石の上に残して置かない日が来るであろう。それは、おま
えが神のおとずれの時を知らないでいたからである」（ル
カ19：4244）。
キリストは、エルサレムをその民とともに救うために

おいでになった。しかしパリサイ人の誇り、偽善、ねた
み、敵意が主の目的の達成をさまたげていた。イエスはこ
の滅ぶべき運命に定められた都をおとずれる恐るべき報復
を知っておられた。エルサレムが軍隊にとりかこまれ、包
囲された住民が飢えと死に追いこまれ、母親たちが自分自 [974]
身の子供たちの死体を食べ、親も子も互いに最後のひと口
の食物を奪い合い、激しい飢えの苦しみによって自然の愛
情が滅ぼされることをお知りになった。主の救いをこばん
だことにあらわれたユダヤ人の頑固さは、侵入軍への降伏
をこばむようになることを、イエスはごらんになった。イ
エスは、ご自分があげられるカルバリーに、十字架が林の
木々のようにたくさん立つのをごらんになった。主は、あ
われな住民が拷問台や十字架で苦しめられ、美しい場所が
荒され、宮が破壊され、その巨大な壁が1つの石もほかの石
の上に残されず、都は畑のようにたがやされるのをごらん
になった。この恐るべき光景をごらんになって、救い主が
苦悩のうちに泣かれたのは当然である。

それまでエルサレムは、主の保護の下にある子供であっ
た。やさしい父親がわがままな息子のことを嘆くように、
イエスは愛する都について泣かれた。どうしてわたしはあ
なたをあきらめることができよう。あなたが破壊されるま
まになるのをどうして見ていられよう。あなたが不義のさ
かずきを満たすのをそのままにしておかねばならないの
か。1つの魂は、それにくらべればもろもろの世界もとるに
たりないものとなるほど価値があるのに、ここに全国民が
滅びようとしている。急速に西に沈む太陽が天から姿を消
せば、エルサレムの恵みの日は終わるのであった。行列が
オリブ山のはしにたちどまっている間に、エルサレムが悔
い改めてもまだ遅すぎないのであった。恵みの天使はその
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時まさに翼をたたんで、正義と急速にのぞみつつあるさば
きに座をゆずるために、黄金の座からおりようとしてい
た。しかしキリストの大いなる愛の心は、ご自分のなさけ
をあざけり、その警告を軽んじ、まさに主の血に手を染め
ようとしていたエルサレムのためにまだ弁護していた。も
しエルサレムが悔い改めさえすれば、まだ手おくれではな
かった。沈んで行く太陽の最後の光が宮と塔と、尖塔のあ
たりにまだ消えやらないでいるうちに、誰かよい天使がエ
ルサレムを救い主の愛にみちびいて、滅びの運命を避けさ
せないであろうか。預言者たちを石で打ち、神のみ子をこ
ばみ、その頑固さのために束縛の足かせに身をしばってい
る美しくそしてけがれた都。その恵みの日はほとんど暮れ

かけていた。

しかしふたたび神のみたまはエルサレムに語る。日が暮
れる前に、キリストについてもう1つのあかしがたてられ
る。預言に示された過去からの呼び声に応じて、あかしの
声があげられる。もしエルサレムがその呼び声をきくなら
ば、もしエルサレムがその都に入ろうとしておられる救い
主を受け入れるならば、エルサレムはまだ救われるのであ
る。
イエスが大群衆とともに都へ近づいておられるという

知らせがエルサレムの役人たちにとどいた。しかし彼らに
は神のみ子を歓迎する気持ちはない。彼らは群衆を追い払
いたいと望みながら、恐る恐るイエスに会いに出かける、
ちょうどオリブ山をくだろうとするところで、行列は役人
たちにさえぎられる。彼らはこのさわがしい喜びの理由を
たずねる。彼らが、「これは、いったい、どなただろう」
とたずねると、弟子たちは霊感に満たされて、その質問に
答える。彼らは雄弁な口調で、キリストに関する預言をく
りかえす。
アダムはあなたがたに告げるであろう、彼は蛇の頭をく

だく女のすえであると。
アブラハムにたずねるならば、彼はあなたがたに告げる

であろう、それは「サレムの王メルキゼデク」平和の王で
あると（創世記14：18）。
ヤコブは告げるであろう、彼はユダ族のシロであると。
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イザヤは告げるであろう、「インマヌエル」「霊妙なる
議士、大能の神、とこしえの父、平和の君」であると（イ
ザヤ7：14、9：6）。
エレミヤは告げるであろう、彼はダビデのわかれ、「主

はわれわれのの正義」と（エレミヤ23：6）。
ダニエルは告げるであろう、彼はメシヤであると。
ホセアは告げるであろう、「主こは万軍の神、その名は

主である」と（ホセア12：5）。
バプテスマのヨハネは告げるであろう、彼は「世の罪を

取り除く神の小羊」であると（ヨハネ1：29）。
大いなる神エホバはそのみ座から宣告された、「これは [975]

わたしの愛する子」であると（マタイ3：17）。
キリストの弟子であるわれわれは宣言する、これはイエ

ス、メシヤ、いのちの君、世の救い主であると。
しかも暗黒の勢力の君でさえ、イエスをみとめて言う、

「あなたがどなたであるか、わかっています。神の聖者で
す」と（マルコ1：24）。
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本章はマタイ21：1719、マルコ11：1114、20、21に基づく

キリストの凱旋的なエルサレム入城は、天使たちの勝
ち歌と聖徒たちの喜びのうちにキリストが力と栄光をもっ
て天の雲に乗ってこられるありさまをかすかに予表して
いた。キリストが祭司たちとパリサイ人たちに、「『主の
御名によってきたる者に、祝福あれ』とおまえたちが言う
時までは、今後ふたたび、わたしに会うことはないであろ
う」と言われたことばが、その時成就するのである（マタ
イ23：39）。ゼカリヤは、預言のまぼろしの中で、その最
後の勝利の日を示された。彼はキリストの初臨の時に主を
こばんだ人々の滅びを見た。「彼らはその刺した者を見る
時、ひとり子のために嘆くように彼のために嘆き、ういこ
のために悲しむように、彼のためにいたく悲しむ」（ゼカ
リヤ12：10）。キリストは、都をごらんになってこの町の
ために泣かれた時、この場面を予見された。エルサレムの
一時的滅亡のうちに、キリストは、神のみ子の血について
罪のあるこの人たちの最後的な滅亡をごらんになった。
弟子たちは、キリストに対するユダヤ人の憎しみを知っ

ていたが、しかしそれがどういうことになるかはまだわ
かっていなかった。彼らはまだイスラエルの真の状態を理
解してもいなければ、エルサレムにのぞもうとしている刑
罰についてもわかっていなかった。このことを、キリスト
は、意味の深い実物教訓によって彼らにお示しになった。
エルサレムに対する最後の訴えはむだであった。祭司た

ちと役人たちは、「これは、いったい、どなただろう」と
いう質問に対する答として、過去の預言の声が群衆によっ
てくりかえされるのを聞いたが、彼らはそれを神の声とし
て受けなかった。怒りと驚きのうちに、彼らは人々を沈黙
させようとした。群衆の中にはローマの役人たちがいたの
で、キリストの反対者たちは役人たちに向かって、イエス
は反乱の指導者であると告発した。反対者たちはキリスト

592
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が宮を占領し、主としてエルサレムを統治しようとしてお
られると主張した。
しかしイエスが、自分はこの世の支配権を確立するた

めにきたのではないと、ふたたび断言された時、イエスの
落ちついたお声は、一瞬間、騒々しい群衆をだまらせた。
イエスはまもなく天父のもとにのぼられ、イエスを非難
する者たちは、主が栄光のうちにふたたびこられるまでも
う主を見ることはないのである。その時になって主をみと
めても、彼らの救いはすでに手遅れである。そうしたこと
ばを、イエスは悲しみとふしぎな力をもってお語りになっ
た。ローマ人の役人たちは威圧されて沈黙した。彼らは天
来の感化力というものを知らなかったが、これまでかつて
なかったほど心を動かされた。イエスの落ち着いた、おご
そかな顔から、彼らは愛と慈悲と静かな威厳とを読みとっ
た。彼らは、理解できない同情に心を動かされた。イエ
スを捕らえるどころか、彼らはむしろイエスに敬意をささ
げたかった。彼らは、祭司たちと役人たちに向かって、騒
ぎをひき起こしたのはあなたたちだと非難した。これらの
指導者たちは、敗北してくやしがり、その不満を民衆に向
け、怒って互いに議論し合った。
その間にイエスは、気づかれないで、宮へ入って行か

れた。そこではすべてが静かであった。オリブ山の騒ぎに
人々はみな行ってしまっていたからである。しばらくの問
イエスは宮にいて、悲しそうな目つきで宮をながめておら
れた。それから弟子たちといっしよに退いて、ベタニヤへ [976]
帰られた。人々がイエスを王座につけるためにさがし求め
た時、イエスはみつからなかった。

1晩中イエスは祈りのうちに過ごされ、朝になってふた
たび宮にこられた。途中、イエスはいちじくの園を通りか
かられた。主はおなかがすいておられたので、「葉の茂っ
たいちじくの木を遠くからごらんになって、その木に何
かありはしないかと近寄られたが、葉のほかは何も見当ら
なかった。いちじくの季節でなかったからである」（マル
コ11：13）。
その時は、ある場所を除けば、いちじくの熟する季節で

はなかった。エルサレム周辺の高地では、当然「いちじく
の季節でなかった」。しかしイエスがおいでになった果樹
園の中では、1本の木がほかのすべての木よりも早いよう
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にみえた。その木はすでに葉におおわれていた。葉が開く
前に実がみのるのがいちじくの木の性質である。だから葉
の茂ったこの木にはよく熟した実がありそうにみえた。し
かしそれは見かけ倒しであった。木の枝を1番下からてっぺ
んの小枝までさがしても、「葉のほかは何も見当らなかっ
た」（マルコ11：13）。見かけだけたくさんの葉が茂って
いたが、それ以外には何もなかった。
キリストは、その木が枯れるようにというのろいのこと

ばを出された。「今から後いつまでも、おまえの実を食べ
る者がないように」と主は言われた（マルコ11：14）。次
の朝、救い主が弟子たちともう1度都へ行かれる途中、枯れ
た枝としおれた葉が彼らの注意をひいた。ペテロが、「先
生、ごらんなさい。あなたがのろわれたいちじくが枯れて
います」と言った（マルコ11：21）。
キリストがいちじくの木をのろわれた行為は、弟子たち

を驚かせた。それはキリストの方法やみわざにふさわしく
ないものに思えた。これまでしばしば彼らは、わたしは世
を罪に定めるためではなくわたしを通して世が救われるた
めにきたのだと、キリストが宣言されるのをきいた。彼ら
は、「人の子は人の生命を滅ぼすためではなく、これを救
うためにきたのである」と言われたキリストのことばを思
い出した（ルカ9：56・英語訳聖書）。これまでキリストの
ふしぎなみわざは、決して滅ぼすためではなく、回復する
ためになされた。弟子たちは回復してくださるお方、いや
してくださるお方としてしかキリストを知らなかった。し
かしこの行為だけは目立っていた。その目的は何であろう
と、彼らはたずねた。
「神はいつくしみを喜ばれ」「主なる神は言われる、

わたしは生きている。わたしは悪人の死を喜ばない」
（ミカ7：18、エゼキエル33：11）。神にとって滅ぼすわ
ざと刑罰の宣言とは、「異なったものである」（イザ
ヤ28：21）。しかし神が未来の幕を開いて、罪の行為の
結果を人々に示されるのは、憐れみと愛によるのである。
いちじくの木がのろわれたのは、実地に示された譬で

あった。キリストの面前で、見せかけの葉をひらひらさ
せている実のならないこの木は、ユダヤ国民の象徴であっ
た。救い主は、イスラエル滅亡の原因と必然性を弟子た
ちにはっきり示したいと望まれた。この目的のために、
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主はこの木に道徳的性質をさずけ、これを天来の真理の
解説者とされた。ユダヤ人はほかのすべての国民とは異
なっていて、神への忠誠を公言していた。彼らは神から
特別に恵まれ、ほかのどんな民にもまさる義を主張してい
た。しかし彼らは世俗への愛着と利欲によって堕落してい
た。彼らは知識を誇ったが、神のご要求については無知で
あり、偽善に満ちていた。実のならないいちじくの木のよ
うに、彼らはみせかけの枝を高くひろげて外観を誇り、目
に美しかったが、「葉のほかは何も」生じなかった（マル
コ11：13）。ユダヤ人の宗教は、壮麗な神殿、その聖なる
祭壇、帽子をかぶった祭司たちと印象的な儀式があって、
外観はまことに美しかったが、謙遜、愛、慈悲に欠けてい
た。
いちじくの園の木には全部実がなかった、しかし葉のな

い木は期待をいだかせず1したがって失望を与えなかった。
このような木によって異邦人が象徴されていた。彼らは
ユダヤ人と同じように信心に欠けていた。しかし彼らは神
に仕えるとは告白していなかった。彼らはみせかけの善を
誇っていなかった。彼らは神のみわざと道がわからなかっ [977]
た。彼らにとって、いちじくの実のなる時はまだきていな
かった。彼らは、光と望みが与えられる日をまだ待ってい
た。ユダヤ人は、彼らよりも大きな祝福を神から受けてい
たので、そうした賜物の悪用に責任があった。ユダヤ人が
自慢していた特権は彼らの不義を増しただけであった。
イエスは、おなかがすいて、食物をみつけるためにい

ちじくの木のところへこられたのだった。同様に主は、イ
スラエル人の中に義の実をみつけようと熱望して、彼らの
ところにこられたのであった。主は彼らが世の祝福のため
に実をむすぶように、惜しげもなく賜物を彼らにお与えに
なった。あらゆる機会と特権が彼らに与えられたが、こん
どは主が、ご自分の恵みの働きに、彼らの共鳴と協力とを
求められた。主は彼らのうちに自己犠牲、同情、神への熱
意、同胞の救いに対する魂の底からの熱意を見たいと望ま
れた。
もし彼らが神の律法を守っていたら、彼らはキリストと

同じ無我の働きをしたのである。しかし神と人とに対する
愛は、誇りと自己満足によっておおわれていた。彼らは人
に奉仕することをこばんで自らの上に滅びを招いた。彼ら
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は、神が彼らに委託された真理の宝を世に与えなかった。
実のなっていないいちじくの木を通して、彼らは自分た
ちの罪とその刑罰とを読みとることができたはずである。
救い主ののろいの下にしおれ、枯れしなびて立ち、根のか
わいたこのいちじくの木は、神の恵みが取り去られた時に
ユダヤ民族がどうなるかを示していた。祝福を与えようと
しなかったために、彼らはもはや祝福を受けられないので
あった。「イスラエルよ、あなたはあなたを滅ぼした」と
主は言われる（ホセア13：9・英語訳）。
この警告はどの時代にもあてはまる。キリストがご自分

の力でつくられた木をのろわれたこの行為は、すべての教
会とすべてのクリスチャンにとって1つの警告である。人に
奉仕しないならば、だれも神の律法を生活に実行している
とはいえない。ところがキリストの憐れみ深い、無我の生
活を実行していない人が多い。自分はりっぱなクリスチャ
ンであると考えている人々が、神に奉仕することがどんな
ことであるかをわかっていない。彼らは自分自身をよろこ
ばせるために計画し、学ぶ。彼らは自分自身に関してのみ
行動する。時間は自分の利益になる時だけ値うちがある。
生活のすべての点において、これが彼らの目的である。人
のためではなく、自分自身のために、彼らは奉仕するので
ある。神は、無我の奉仕を行わねばならない世界に住まわ
せるために、彼らをつくられた。神は、彼らがあらゆる方
法で同胞を助けるように計画された。しかし自我があまり
に大きいために、彼らはほかのものは何も見ることができ
ない。彼らは人間と接触していない。このように自我のた
めに生きる者は、すべてがみせかけだけで実のならないい
ちじくの木と同じである。彼らは礼拝の形式を守っている
が、悔い改めもなければ信仰もない。口先では神の律法を
敬っているが、服従が欠けている。彼らは口では言うが、
行わない。
いちじくの木に対する宣告の中に、キリストは、この

ようなむなしいみせかけがキリストの御目にどんなに憎む
べきものであるかを実際に示しておられる。神に仕えると
告白しながら神のみ栄えのために実をむすぼない人間より
は、公然たる罪人の方がまだ罪が軽いということをキリス
トは宣言しておられる。
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キリストのエルサレム訪問の前に語られたいちじくの木
の譬は、実のならない木をのろうことによって教えられた
教訓と直接に関係があった。譬の中の実のならない木につ
いて園丁はこう懇願した、「ことしも、そのままにして置
いてください。そのまわりを掘って肥料をやってみますか
ら。それで来年実がなりましたら結構です。もしそれでも
だめでしたら、切り倒してください」（ルカ13：8、9）。
実をむすぼない木にもっと手入れを施すことになった。こ
れにあらゆる利点を与えることになった。しかしそれでも
実がならなかったら、どんなこともそれを破滅から救うこ
とはできない。
この譬の中には、園丁の働きの結果は予告されなかっ

た。それはキリストがこのことばを語られた人々の態度に
かかっていた。彼らは実のならない木によって象徴されて [978]
いた。彼らの運命を決定するのは彼ら自身であった。天の
神がお与えになることのできるあらゆる利点が彼らに与え
られたが、彼らは増し加えられた祝福から益を受けなかっ
た。その結果は、実のならないいちじくの木をのろわれた
キリストの行為によって示された。彼らは自分自身の破滅
を決定したのであった。

1000年以上にわたってユダヤ国民は神の恵みを悪用し、
神の刑罰を招いた。彼らは神の警告をこばみ、その預濠
者たちを殺した。キリストの時代の人々も同じ道に歩むこ
とによって、こうした罪に責任があった。この世代の不義
は、その時の恵みと警告をこぼむことにあった、幾世紀に
わたってこの国民が作ってきた足かせを、キリストの時代
の民は自らの身にむすびつけつつあった。
どの時代にも、光と特権の日、すなわち神と和解する

恩恵の時が人々に与えられている、しかしこの恵みには限
度がある。何年間人々に訴えても、恵みは軽んじられ、こ
ばまれるかも知れない。しかし恵みが最後の訴えをする時
が来る。心はかたくなになって、神のみたまに答えなくな
る。すると、人をひきつけるやさしいみ声はもはや罪人の
心に訴えなくなり、譴責と警告はやむ。
その日がエルサレムにきていた。イエスは滅ぶべき都

のために苦しんで泣かれたが、エルサレムを救うことがお
できにならなかった。主はありとあらゆる手段をつくされ
た。神のみたまの警告をこばむことによって、イスラエル
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は、唯一の助けの方法をこばんだ。彼らを救うことができ
る力はほかになかった。
ユダヤ国民は、限りない愛の神の訴えをあざける各時代

の人々を象徴していた。キリストがエルサレムについて泣
かれた時の涙は、すべての時代の罪のためであった。神の
聖霊の譴責と1近警告をこばむ者は、イスラエルに宣告さ
れた刑罰のうちに、自分自身の罪の宣告を読むことができ
る。
いまの世代に、不信のユダヤ人と同じ道を歩んでいる者

が多い。彼らは神の力のあらわれを目に見た。聖霊は彼ら
の心に語った。しかし彼らは不信と抵抗をあくまでもやめ
ない。神は彼らに警告と譴責を送られるが、彼らは自分の
誤りを告白したがらないで、神の使命と使者をこばむ。彼
らの回復のために神が用いられる方法までが、彼らにとっ
てはつまずきの石となる。
神の預言者たちは、かくれた罪を明るみに出すので、

背信のイスラエルから憎まれた。頂言者エリヤは、アハ
ブ王の秘密の不義を忠実に責めたので、彼はアハブ王から
敵とみなされた。同様に、今日キリストのしもべ、すなわ
ち罪を責める者は、嘲笑と拒絶に出あう。聖書の真理、す
なわちキリストの宗教は、道徳的不純という強い風潮にさ
からって戦う。今日、人々の心の中の偏見は、キリストの
時代よりも強い。キリストは人々の期待を実現されなかっ
た。主の生活は彼らの罪にとって1つの譴責であったので、
彼らは主をこばんだ。そのようにいまも、神のみことばの
真理は人々の習慣や生来の傾向と調和しないので、幾千の
人々がその光をこばむ。サタンにそそのかされる人々は神
のみことばに疑いを投げかけ、独自の判断を働かせること
をえらぶ。彼らは光よりも暗黒をえらぶが、彼らは自分の
魂の危険をかけてそうするのである。キリストのみことば
のあらさがしをした者たちは、あらさがしのもとをますま
す多く発見し、ついには真理でありいのちであるお方から
離れて行った。今日も同様である。神は、肉の心が神の真
理にさからって生じさせる障害の1つ1つを取り除こうとは
言っておられない。暗黒を照らすとうとい光をこばむ者に
は、神のみことばの神秘は永遠に神秘である。真理は彼ら
の目からかくされている。彼らは盲目のままに歩むので、
目の前にある滅びを知らない。
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キリストは、オリブ山の高いところから、世界と各時代
を見渡された。彼のみことばは神の恵みの訴えを軽んじる
すべての魂にあてはまる。キリストの愛をあざける者よ、
主は今日あなたに語られる。平和をもたらす道を知ってい
るべき者は「あなた」である（ルカ19：42参照）、キリス
トはあなたのために涙を流しておられるのに、あなたは自
分自身のために流す涙がない。パリサイ人たちを破滅させ
たあの致命的 な頑固な心はすでにあなたのうちにあらわ [979]
れている。神の恵みの1つ1つの証拠、天来の光の一筋一筋
は、魂をとかして従わせるか、絶望的な頑迷さを一層固く
するかのどちらかである。
キリストは、エルサレムがいつまでも頑固に悔い改めな

いことを予見された。しかしすべての不義、しりぞけられ
た憐れみのすべての結果は、エルサレム自身の門口にあっ
た。同じ道を歩むすべての魂にとっても同様である。主は
こう宣告しておられる。「イスラエルよ、あなたはあなた
を滅ぼす」「地よ、聞け、見よ、わたしはこの民に災をく
だす。それは彼らのたくらみの実である。彼らがわたしの
言葉に気をつけず、わたしのおきてを捨てたからである」
（ホセア13：9・英訳、エレミヤ6：19）。
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本章はマタイ21：1216、2346、マル
コ11：1519、2732、12：112、ルカ19：4548、20：119に基

づく

キリストは、公生涯の始めに、けがれた商売によって
宮をけがしていた者たちを宮から追い出された。そのきび
しい、威厳のある態度はずるい商人たちの心に恐怖を与え
た。公生涯のおわりに、主はもう1度宮にこられて、そこ
が前と同じようにけがされているのをごらんになった。事
態は前よりもひどかった、宮の外庭は広い家畜置場のよう
であった。動物の鳴き声と貨幣のかん高い音に商人たちの
怒った口論の声がまじり、その中に聖職者たちの声がきか
れた。宮の当局者たちが自ら売り買いと金銭の両替をやっ
ていた。彼らはまったく利欲に動かされていたので、神の
御目にはどろぼうとかわらなかった。
祭司たちと役人たちは、自分たちが果たさねばならな

い厳粛な任務にすこしも気づいていなかった。過越節と
仮庵の祭のたびに、幾千の動物が殺され、その血が祭司た
ちの手によって祭壇にそそがれた。ユダヤ人は血をささげ
ることに慣れてしまって、動物の血をこのように流さねば
ならないのは罪のためであるという事実をほとんど忘れて
いた。彼らは、それが神のいとし子の血を予表するもので
あって、それは世の人々のいのちのために流されるのだと
いうこと、人はいけにえをささげることによって、十字架
につけられた救い主に心を向けるのであるということをみ
とめていなかった。
イエスは、けがれのない犠牲の動物をごらんになって。

ユダヤ人がこうした大きな集会を流血と残酷の場としてい
るのをごらんになった。へりくだって罪を悔い改めること
をしないで、彼らは、心のこもらない奉仕によって神をあ
がめることができるかのように、動物のいけにえの数を増
していた。祭司たちと役人たちは、利己心と貧欲心のため

600
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に心がかたくなになっていた。彼らは、神の小羊イエスを
さし示している象徴さえ、金もうけの手段としていた。こ
うして、人々の目の前で、犠牲制度の神聖さは大部分失わ
れていた。イエスの憤激がわき起こった。イエスは、もう
すぐ世の罪のために流されるご自分の血が、たえず流され
ている動物の血と同じように、祭司たちと長老たちからす
こしも理解されないことをご存じであった。
こうした習慣に対して、キリストは預言者たちを通し

て語っておられた。サムエルは、「主はそのみ言葉に聞
き従う事を喜ばれるように、燔祭や犠牲を喜ばれるであ
ろうか。見よ、従うことは犠牲にまさり、聞くことは雄羊
の脂肪にまさる」と言った（サムエル上15：22）。またイ
ザヤは、預言のまぼろしの中でユダヤ人の背信を見て、ソ
ドムとゴモラの統治者としての彼らに告げた、「あなたが
たソドムのつかさたちよ、主の言葉を聞け。あなたがたゴ
モラの民よ、われわれの神の教に耳を傾けよ。主は言われ
る、『あなたがたがささげる多くの犠牲は、わたしになん
の益があるか。わたしは雄羊の燔祭と、肥えた獣の脂肪と
に飽いている。わたしは雄牛あるいは小羊、あるいは雄や
ぎの血を喜ばない。あなたがたは、わたしにまみえようと
して来るが、だれが、わたしの庭を踏み荒すことを求めた
か』」（イザヤ1：1012）。「あなたが たは身を洗って、 [980]
清くなり、わたしの日の前からあなたがたの悪い行いを除
き、悪を行うことをやめ、善を行うことをならい、公平を
求め、しえたげる者を戒め、みなしごを正しく守り、寡婦
の訴えを弁護せよ」（イザヤ1：16、17）。
こうした預言を自らお与えになったキリストが、いま最

後にもう1度この警告をくり返された。預言の成就として、
民は、イエスをイスラエルの王として宣言していた。イエ
スは彼らの敬意を受け、王位を受けられた。王としてイエ
スは行動されなければならない。主は堕落した祭司制度を
改革しようとするご自分の努力がむだであることを知って
おられた。それにもかかわらず主の働きはなされねばなら
ない。信じない民に、主天来の使命について証拠を与えね
ばならない。
ふたたびイエスの鋭い視線がけがされた宮の庭にそそ

がれた。すべての目がイエスの方へ向けられた。祭司も役
人も、パリサイ人も異邦人も、天の王の威厳をもって目の
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前に立っておられるイエスを驚きとおそれの念をもって見
た。神性が人性を通してひらめき、キリストは、これまで
かつてあらわされたことのなかった威厳と栄光を帯びられ
た。主のいちばん近くに立っていた人たちは、できるだけ
群衆の方へ遠ざかった。少数の弟子たちのほかには、イエ
スは1人で立っておられた。あらゆる音がしずまった。深い
沈黙は耐えがたいように思われた。キリストは、すさまじ
い嵐のように民をゆすぶる力をもって語られた、「『わた
しの家は、すべての国民の祈の家ととなえられるべきであ
る』と書いてあるではないか。それだのに、あなたがたは
それを強盗の巣にしてしまった」（マルコ11：17）。イエ
スの声はラッパのように宮じゅうに響きわたった。主のみ
顔の不興は焼きつくす火のようにみえた。権威をもって、
主は、「これらのものを持って、ここから出て行け」と命
じられた（ヨハネ2：16）。

3年前に、宮の役人たちは、イエスの命令に逃げ出して
恥をかいた。それ以来彼らは、自分たちが恐れを感じたこ
とと、ただ1人のいやしい人間に無条件に従ったことをふ
しぎに思っていた。こんな不面目な屈服をふたたびくりか
えしてはならないと彼らは思っていた。ところが彼らは、
今度は前よりももっと恐ろしくなり、もっとあわててイエ
スの命令に従ったのである。イエスの権威を疑う者はだれ
もいなかった。祭司たちと商人たちは家畜を追い立てなが
ら、イエスの前から逃げ出した。
宮から逃げる途中、彼らは、大医師イエスをたずねなが

ら病人を連れてきた群の人たちに出会った。逃げて行く人
たちから話を聞いて、中には引き返す者たちもいた。彼ら
は、祭司たちと役人たちをひとにらみで目の前から追い払
われたほどの力のあるお方に会うのがこわかった。しかし
大勢の者たちが彼らの唯一の望みであるイエスのもとに行
こうと熱望して、あわただしく逃げて行く群衆の中を押し
進んだ。群衆が宮から逃げ出したあとには、まだ多くの者
が残っていた。この人たちと新しくやってきた人たちとが
いっしょになり、宮の庭はもう1度病人や死にかけている人
たちでいっぱいになった。そこでもう1度イエスはこれらの
人々に奉仕された。
しばらくして、祭司たちと役人たちは思いきって宮へ

もどってきた。あわてふためいた気持ちがすこし落ちつい
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てくると、彼らはイエスが次にどんな行動をとられるかを
知りたいという思いにとりつかれた。彼らはきっとイエス
がダビデの位につかれるのだと思った。そっと宮へもどっ
てくると、彼らは、男や女や子供たちが神を賛美してい
る声を聞いた。中へはいってみて、彼らは驚くべき光景の
前にぼうぜんと立ちすくんだ。彼らは、病人がいやされ、
目の見えない人が視力を回復し、聞こえない人が聞こえる
ようになり、足の不自由な人が喜びにおどりあがっている
のを見た。子供たちがまっさきによろこんでいた。イエス
が彼らの病気をいやされたのである。主は、彼らを両腕に
いだき、彼らの感謝と愛情の接吻をお受けになった。子供
たちの中には、人々に教えておられるイエスの胸によりか
かって眠っている者もあった。いま喜びの声をあげて、子
供たちは主を賛美した。彼らは前の日のホサナをくりかえ
し、救い主の前に意気 揚々としゅろの枝をふった。「主 [981]
のみ名によってはいる者はさいわいである」「見よ、あな
たの王はあなたの所に来る。彼は義なる者であって勝利を
得」、「ダビデの子に、ホサナ」と叫ぶ彼らの歓呼に、宮
は反響をくりかえした（詩篇118：26、ゼカリヤ9：9、マタ
イ21：9）。
このようなよろこぼしい、遠慮のない声の響きは宮の役

人たちにとって不快であった。彼らはこのようなデモンス
トレーションをやめさせようとしはじめた。そして神の家
が子供たちの足と喜びの叫び声にけがされたと人々に言っ
た。自分たちのことばが人々の心を動かさないことを知
ると、役人たちは、キリストに訴えて言った、「『あの子
たちが何を言っているのか、お聞きですか』。イエスは彼
らに言われた、『そうだ、聞いている。あなたがたは「幼
な子、乳のみ子たちの口にさんびを備えられた」とあるの
を読んだことがないのか』」（マタイ21：16）。キリスト
が王として宣言されるということが預言に予告されていた
が、このことばは成就しなければならない。イスラエルの
祭司たちと役人たちが、キリストの栄光を先触れすること
をこばんだので、神は子供たちの心に働いて、彼らをキリ
ストの証人とされた。もし子供たちの声が沈黙させられた
ら、宮の柱が救い主の賛美をひびかせたであろう。
パリサイ人たちはすっかりまごつき、混乱した。彼ら

がおどかすことのできないお方が指揮しておられた。イエ
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スは宮の保護者としての立場をとられた。主はこれまでこ
のように堂々たる権威のある態度をとられたことがなかっ
た。主のことばとわざにこれほど大きな力があったことは
これまでになかった。主はエルサレムのいたるところでふ
しぎなわざを行われたが、これほど厳粛で印象的な態度を
とられたことはなかった。主のふしぎなみわざを目撃した
人々の前では、祭司たちと役人たちは、あえて主に公然た
る敵意を見せようとしなかった。イエスの答に怒り、まご
つきながらも、彼らはその日はそれ以上どうすることもで
きなかった。
次の朝、サンヒドリンは、イエスに対してとるべき手

段についてもう1度考慮した。3年前に、彼らは、イエスに
メシヤであることの証拠を要求した。その時から、イエス
は全国で偉大なわざを行われた。主は病人をいやし、数千
人の人たちを奇跡的に養い、波の上を歩き、波立つ海をみ
ことばでしずめられた。主は、人々の心をあたかも開かれ
た本を読むかのように何度も読まれた。主は悪鬼を追い出
し、死人をよみがえらせられた。イエスがメシヤであると
いう証拠は、役人たちの目の前にあった。そこで彼らは、
イエスの権威のしるしを求めないで、イエスから何らかの
告白か宣言を引き出し、それによってイエスを罪に定めよ
うと決心した。
イエスが教えておられる宮へ入って行って、彼らはイ

エスに、「何の権威によって、これらの事をするのです
か。だれが、そうする権威を授けたのですか」と質問しは
じめた（マタイ21：23）。彼らは、イエスが自分の権威は
神からさずけられたのだと主張されるものと期待した。こ
のような主張をされたら、彼らはそれを否定するつもりで
あった。しかしイエスは、ほかの問題に関連しているよう
にみえる質問で彼らに応じられた。そしてイエスは、この
質問に彼らが答えたらわたしも答えようと言われた。「ヨ
ハネのバプテスマはどこからきたのであったか。天からで
あったか、人からであったか」とイエスは言われた（マタ
イ21：25）。
祭司たちは、自分たちがどんな理屈を並べても、のが

れることのできないジレンマに陥ったことを知った。もし
ヨハネのバプテスマは天からだと言えば、彼らの矛盾が明
らかになる。ではなぜあなたがたはヨハネを信じなかった
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のかとキリストは言われるだろう。ヨハネはキリストにつ
いて、「見よ、世の罪を取り除く神の小羊」とあかしした
（ヨハネ1：29）。もし祭司たちが、ヨハネのあかしを信じ
るなら、どうしてキリストがメシヤであることを否定する
ことができよう。もし彼らが本当の信念、すなわちヨハネ
の使命は人からだと宣言すれば、彼らは怒りの嵐を招くで
あろう。なぜなら人々はヨハネを預言者と信じていたから
である。
熱心な興味をもって、群衆は決定を待った。彼らは、 [982]

祭司たちがヨハネの使命を受け入れると告白したのを知っ
ていたので、ヨハネが神からつかわされたということを
問題なくみとめるだろうと期待した。ところがひそひそ
と相談し合ってから、祭司たちは何にも言わないことに
きめた。偽善的に無知をよそおいながら、彼らは、「わ
たしたちにはわかりません」と言った（マタイ21：27）。
するとキリストは、「わたしも何の権威によってこれらの
事をするのか、あなたがたに言うまい」と言われた（マタ
イ21：27）。
学者たち、祭司たち、役人たちはみなだまった。彼ら

は、どうしてよいかわからず、失望し、それ以上キリス
トに質問を浴びせる元気もなく、まゆをよせて。立った
ままであった。臆病と優柔不断のために、彼らは人々の尊
敬を大部分失った。人々はいまそばに立って、これらの高
慢な、自らを義とする入たちが敗北するのを見ておもしろ
がった。
キリストのこうしたすべての言行は重要であって、その

影響は、キリストが十字架につけられ、昇天されてから一
層強くみられるのであった。イエスに対する質問の結果を
熱心に待った人々のうちの多くは、はじめはこの出来事の
多かった1日におけるイエスのみことばによってイエスに
ひかれ、最後にはその弟子になることになった。宮の庭の
光景は彼らの心から決して消えなかった。イエスが大祭司
と語られた時、2人の対照はきわだっていた。宮の最高位に
あるいばった大祭司は、豪華で高価な衣服を身につけてい
た。その頭にはきらめくテアラー（宝冠）がのっていた。
彼の挙動には威厳があって、その髪の毛と長くなびいてい
るあごひげは老齢のために銀色をしていた。彼の外観は見
る者を恐れさせた。
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この威風堂々たる人物の前に、天の大君が何の飾りもみ
えもなく立っておられた。主の衣は旅によごれ、その顔は
青くてがまん強い悲しみがあらわれていた。しかしそこに
は、高慢で自信満々として、恐ろしい様子をしている大祭
司と奇妙な対照をなしている尊厳と慈悲が書かれていた。
宮の中でイエスのことばと行いを見聞きした者たちの多
くは、その時から、イエスが神の預言者であることを、心
の中に秘めていた。しかし人々の心がイエスに傾くにつれ
て、イエスに対する祭司たちの憎しみがました。イエスが
ご自分の足にしかけられたわなをのがれられた知恵は、イ
エスの神性についての新しい証拠となったので、彼らの怒
りに油がそそがれた。
ラビたちとの論争において、相手に恥をかかせることが

キリストの目的ではなかった。主は彼らの苦境を見ること
をよろこばれなかった。キリストはたいせっな教訓を教え
ようとされたのであった。主は、敵どもが主の前にかけた
わなに彼ら自身が落ち込むままにして恥ずかしい思いを彼
らにさせられた。ヨハネのバプテスマの性格について彼ら
が無知を告白したことによって、主は語る機会をつかみ、
その機会を利用して彼らの真の状態を示し、これまですで
に与えられた多くの警告にさらにもう1つを加えられた。
イエスは言われた、「あなたがたはどう思うか。ある

人にふたりの子があったが、兄のところに行って言った、
『子よ、きょう、ぶどう園へ行って働いてくれ』。する
と彼は『おとうさん、参ります』と答えたが、行かなかっ
た。また弟のところにきて同じように言った。彼は「いや
です』と答えたが、あとから心を変えて、出かけた。この
ふたりのうち、どちらが父の望みどおりにしたのか」（マ
タイ21：2831）。
この不意の質問は、聞いている者たちに警戒心を忘れ

させた。彼らはこの譬を注意深く聞いていたので、すぐ
に「あとの者です」と答えた（マタイ21：31）。イエスは
彼らにじっと目をそそいで、きびしくおごそかな調子で
これに応じられた。「よく聞きなさい。取税人や遊女は、
あなたがたより先に神の国にはいる。というのは、ヨハ
ネがあなたがたのところにきて、義の道を説いたのに、
あなたがたは彼を信じなかった。ところが、取税人や遊女
は彼を信じた。あなたがたはそれを見たのに、あとになっ
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ても、心をいれ変えて彼を信じようとしなかった」（マタ
イ21：31、32）。
祭司たちと役人たちはキリストの質問に対して正しい答

をしないわけにいかなかった。こうして主は、弟の立場を [983]
支持する彼らの意見をはっきりさせられた。この息子は、
パリサイ人たちから軽べつされ憎まれている取税人たちを
代表していた。取税人たちはひどく不道徳であった。彼ら
は実際神の律法の違反者たちであり、神のご要求に対する
頑固な抵抗をその生活に表していた。彼らは感謝すること
を知らず、けがれていた。主のぶどう園に行って働くよう
に命じられた時、彼らは軽べつしてことわった。しかしヨ
ハネがきて、悔い改めとバプテスマを説いた時、取税人た
ちは、ヨハネのことばを信じてバプテスマを受けた。
兄の方はユダヤ国民の指導的な人々を代表していた。パ

リサイ人の中には悔い改めてヨハネのバプテスマを受けた
者もあった。しかし指導者たちは、ヨハネが神からつかわ
されたことをみとめようとしなかった。ヨハネの警告と告
発は、彼らを改革するにいたらなかった。彼らは、「彼か
らバプテスマを受けないで、自分たちに対する神のみここ
ろを無にした」（ルカ7：30）。彼らはヨハネのことばを軽
べつ的にあしらった。呼ばれた時に、「おとうさん、参り
ます」と言いながら行かなかった兄のように、祭司たちと
役人たちは、口では従いますと言いながら、行為において
は従っていなかった。彼らは神を敬っていると大きな口を
きき、また神の律法に従っていると主張したが、それは偽
りの従順にすぎなかった。取税人たちはパリサイ人から不
信心者として非難され、のろわれていた。しかし彼らは、
大きな光を与えられていながらその行いが敬神の告白に一
致しないで、しかも自らを義としているそうした人たちよ
りも先にみ国に入ることを、その信仰と行いによって示し
た。
祭司たちと役人たちは、こうした鋭い真理をがまんし

たくなかった。しかしイエスを攻撃する手がかりとなるよ
うなことを何かイエスが言われるだろうと思って、だまっ
ていた。しかし彼らはもっとがまんしなければならなかっ
た。
「もう1つの譬を聞きなさい。ある所に、ひとりの家の

主人がいたが、ぶどう園を造り、かきをめぐらし、その
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中に酒ぶねの穴を堀り、やぐらを立て、それを農夫たち
に貸して、旅に出かけた。収穫の季節がきたので、その
分け前を受け取ろうとして、僕たちを農夫のところへ送っ
た。すると、農夫たちは、その僕たちをつかまえて、ひ
とりを袋だたきにし、ひとりを殺し、もうひとりを石で
打ち殺した。また別に、前よりも多くの僕たちを送った
が、彼らをも同じようにあしらった。しかし、最後に、
わたしの子は敬ってくれるだろうと思って、主人はその
子を彼らの所につかわした。すると農夫たちは、その子を
見て互に言った、『あれはあと取りだ。さあ、これを殺し
て、その財産を手に入れよう』。そして彼をつかまえて、
ぶどう園の外に引き出して殺した、このぶどう園の主人が
帰ってきたら、この農夫たちをどうするだろうか」（マタ
イ21：3340）。
イエスは居合わせたすべての人に語りかけておられた。

しかし祭司たちと役人たちが答えた、「悪人どもを、皆殺
しにして、季節ごとに収穫を納めるほかの農夫たちに、そ
のぶどう園を貸し与えるでしょう」（マタイ21：41）。こ
う言った人たちは、この譬の適用が最初わかっていなかっ
たが、しかしいま彼らは、自分自身の罪の宣告をくだした
ことに気がついた。この譬の中で、家の主人は神を、ぶど
う園はユダヤ国民を、かきは彼らの保護となっている神の
律法をあらわしていた。やぐらは宮の象徴であった。ぶど
う園の主人は、その繁栄のために必要ないっさいのことを
した。「わたしが、ぶどう畑になした事のほかに、何かな
すべきことがあるか」と彼は言っている（イザヤ5：4）。
このように、イスラエルに対する神のたゆまない守り

があらわされた。そして、農夫たちがぶどう園の収穫のき
まった一部を主人に返すべきであったように、神の民はそ
の聖なる特権にふさわしい生活を送ることによって神をあ
がめるべきであった。しかし、わけ前を受け取るために主
人からつかわされたしもべたちを農夫たちが殺してしまっ
たように、ユダヤ人は、神が彼らに悔い改めを呼びかける
ためにつかわされた預言者たちを殺してしまった。使者た
ちは次々に殺された。ここまでは譬の適用に疑問はなかっ
たが、つづく話の中でもその適用はこれにおとらないほど
明らかであった。ぶどう園の主人が不従順なしもべたちに[984]
最後につかわし、しかもしもべたちにとらえられて殺され
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た愛する子のうちに、祭司たちと役人たちはイエスとその
さし迫った運命についてはっきりした描写を見たのであっ
た。すでに彼らは天父が最後の訴えとして彼らに送られた
お方を殺す計画をたてていた。忘恩的な農夫たちの上に加
えられた報復のうちに、キリストを死刑にする者たちの運
命がえがかれていた。
憐れみの思いをこめて彼らを見わたしながら、救い主

は続けて言われた、「あなたがたは、聖書でまだ読んだ
ことがないのか、『家造りらの捨てた石が隅のかしら石に
なった。これは主がなされたことで、わたしたちの目には
不思議に見える』。それだから、あなたがたに言うが、神
の国はあなたがたから取り上げられて、御国にふさわしい
実を結ぶような異邦人に与えられるであろう。またその石
の上に落ちる者は打ち砕かれ、それがだれかの上に落ちか
かるなら、その人はこなみじんにされるであろう」（マタ
イ21：4244）。
この預言をユダヤ人はしばしば会堂でくり返し、それ

をきたるべきメシヤにあてはめていた。キリストはユダヤ
人の制度と救いの計画全体の隅のかしら石であった。この
土台石を、ユダヤ人の建築家、すなわちイスラエルの祭司
たちと役人たちはいま捨てようとしていた。救い主は、彼
らの危険が示されている預言に彼らの注意を呼び起こされ
た。主は、可能なかぎりあらゆる手段をつくして、彼らが
しようとしている行為の性格を明らかにしようとされた。
主のみことばにはほかの目的もあった。「このぶどう

園の主人が帰ってきたら、この農夫たちをどうするだろ
うか」と質問することによって、キリストはパリサイ人
たちがあのような答え方をするようにはかられた（マタ
イ21：40）。主は彼らが自分自身の上に罪の宣告をくだす
ようにはかられたのであった。主の警告が彼らのうちに悔
い改めを起こさない時に、それは彼らの運命を決定的なも
のとするのであった。
そこで主は、彼ら自身が自分たちの上に破滅を招いた

ことをみとめるように望まれた。主は、彼らの国家的な特
権が取り去られることに含まれている神の公義を彼らに示
すように計画された。この特権の喪失はすでに始まってい
て、その結果は彼らの宮と都との破滅ばかりでなく、国民
の離散となろのであった。
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聞いている人たちはこの警告に気づいた。しかし祭司
たちと役人たちは、彼ら自身宣告をくだしたにもかかわ
らず、「あれはあと取りだ。さあ、これを殺」そうと言
うことによって、その場面を実現しようとしていた（マタ
イ21：38）。彼らは「イエスを捕らえようとしたが、群衆
を恐れた」。なぜなら世論がイエスを支持していたからで
ある（マタイ21：46）。
捨てられた石についての預言を引用された時、キリスト

は、イスラエルの歴史に実際に起こったことを語られた。
この出来事は最初の宮の建築と関係があった。それは特
にキリストの初臨の時代にあてはまり、ユダヤ人に特別な
力をもって訴えるはずであったが、同時にまた、われわれ
のためにも教訓となっている。ソロモンの神殿が建てられ
た時、壁と土台のための巨大な石は全部石切場で用意され
た。それらの石が建築場へはこんでこられると、手を加え
ないでそのまま用いられ、職人たちはその場所にすえつけ
さえすればよかった。ところがここに土台として用いるた
めに、異常に大きく特殊な形をした1つの石がはこばれてき
た。しかし職人たちはその石の場所をみつけることができ
ないので、これを受け入れようとしなかった。それが用い
られないでじゃまになっているのは、彼らにとって迷惑で
あった。長い間それは捨てられた石であった。しかし建築
家たちが隅のおや石を据える段になると、この特別な場所
を占め、その上にかかる巨大な重みに耐えるのに十分な大
きさと力と独特な形をした石をみつけるために、彼らは長
い間さがした。この重要な場所のために選択を誤れば、建
物全体の安全がおびやかされるのであった。彼らは、太陽
や霜や嵐の作用に耐えることのできる石をさがし出さねば
ならなかった。何度かいくつかの石が選ばれたが、巨大な
重さの圧力の下にこなごなにくだけた。またほかのものは
大気の突然の変化のテストに耐えられなかった。
しかし最後に、長い間捨てられていたあの石に注意が向[985]

けられた。それは空気と太陽と嵐にさらされながら、すこ
しの割れ目もみせていなかった。建築家たちはこの石を検
査した。それはあらゆるテストに合格し、ただ1つのテス
トが残った。もしこの石が激しい圧力のテストに耐えるこ
とができたら隅のおや石として受け入れようと、彼らはき
めた。テストが行われた。石は受け入れられ、指定された
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場所へはこばれ、ぴったりと合った。預言のまぼろしの中
で、イザヤは、この石がキリストの象徴であることを示さ
れた。彼はこう言っている、
「あなたがたは、ただ万軍の主を聖として、彼をかし

こみ、彼を恐れなければならない。主はイスラエルの2つ
の家には聖所となり、またさまたげの石、つまずきの岩と
なり、エルサレムの住民には網となり、わなとなる。多く
の者はこれにつまずき、かつ倒れ、破られ、わなにかけら
れ、捕らえられる」（イザヤ8：1315）。イザヤは、預言の
まぼろしの中で初臨の時までつれて行かれ、キリストが、
ソロモンの神殿における隅のおや石の取り扱いに象徴され
ていたような試みとテストに耐えられることを示される。
「それゆえ、主なる神はこう言われる、『見よ、わたしは
シオンに1つの石をすえて基とした。これは試みを経た石、
堅くすえた尊い隅の石である。「信ずる者はあわてること
はない」』」（イザヤ28：16）。
神は、限りない知恵をもって、隅のおや石をえらび、

それをご自分で据えられた。神はそれを「堅くすえた隅
の石」と呼ばれた。全世界の人々が彼らの重荷と不幸をそ
の上にのせても、この石はそれらの全部にもちこたえるの
である。彼らがその上に築いても絶対に安全である。キリ
ストは「試みを経た石」である。主は、ご自分に信頼する
者を決して失望させられない。主はどのテストにも耐えら
れた。主は、アダムの不義と、その子孫の不義の圧力に耐
え、悪の勢力に打ち勝って余りある者となられた。主はす
べての悔い改める罪人がのせる重荷に耐えられた。不義の
心は、キリストのうちに救いをみいだした。主は「堅くす
えた隅の石」である。主によりたのむ者はみな絶対に安全
である。
イザヤの預言の中に、キリストのことが「堅くすえた隅

の石」とも「つまずきの岩」とも宣言されている。使徒ペ
テロは、聖霊の感動によって書いた時、キリストがだれに
とっては堅くすえられた石であり、だれにとってはつまず
きの岩となるかをはっきり示している。
「あなたがたは、主が恵み深いかたであることを、すで

に味わい知ったはずである。主は、人には捨てられたが、
神にとっては選ばれた尊い生ける石である。この主のみ
もとにきて、あなたがたも、それぞれ生ける石となって、



612 各時代の希望

霊の家に築き上げられ、聖なる祭司となって、イエス・
キリストにより、神によろこばれる霊のいけにえを、ささ
げなさい。聖書にこう書いてある、『見よ、わたしはシオ
ンに、選ばれた尊い石、隅のかしら石を置く。それにより
頼む者は、決して、失望に終ることがない』。この石は、
より頼んでいるあなたがたには尊いものであるが、不信仰
な人々には『家造りらの捨てた石で、隅のかしら石となっ
たもの』、また『つまずきの石、妨げの岩』である。しか
し、彼らがつまずくのは、御言に従わないからであって、
彼らは、実は、そうなるように定められていたのである」
（ペテロ2：38）。
信じる者には、キリストは堅くすえられた隅のかしら

石である。これらの人々は、岩なるキリストの上に落ちて
砕ける人たちである。ここにキリストへの服従とキリスト
を信じる信仰があらわされている。岩なるキリストの上に
落ちて砕けることは、自らを義とする思いを捨てて、子供
のようなへりくだりをもってキリストのみもとに行き、罪
とがを悔い改め、キリストのゆるしの愛を信じることであ
る。われわれが隅のかしら石であられるキリストの上に築
くのも、信仰と服従によってである。
この生ける石の上に、ユダヤ人も異邦人も同様に築くこ

とができる。それはわれわれがその上に安全に築くことの
できる唯一の隅のかしら石である。それはすべての者のた
めに十分な広さがあり、全世界の重さと重荷を支えるのに
十分な強さがある。そして、生ける石であられるキリスト
につながることによって、この隅のかしら石の上に築く者[986]
はみな生ける石となるのである。
多くの人々が自分自身の努力によって切られ、磨かれ、

美しくされる。しかし彼らは、キリストとつながってい
ないので、生ける石となることはできない。このつながり
がなければ、だれも救われない。われわれのうちにキリス
トのいのちがないならば、試みの嵐に耐えることができな
い。われわれの永遠の安全は、堅くすえられた隅のかしら
石に築くことにかかっている。今日多くの者が試みを経て
いない土台の上に築いている。雨が降り、嵐が吹き荒れ、
洪水になると、彼らの家は倒れる。なぜなら、それは永遠
の岩、隅のかしら石であられるイエス・キリストの上に建
てられていないからである。
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「彼らがつまずくのは、御言に従わないからであ」る
（ペテロ2：8）。キリストはつまずきの岩である。しかし
「家造りらの捨てた石で、隅のかしら石となったもの」で
ある（ペテロ2：7）。捨てられた石と同じように、キリス
トは、地上の公生涯において、無視され、侮辱を受けられ
た。「彼は侮られて人に捨てられ、悲しみの人で. . . . . .侮ら
れた。われわれも彼を尊ばなかった」（イザヤ53：3）。し
かし主が栄光を受けられる時が近づいていた。死からよみ
がえることによって、主は「御力をもって神の御子」と宣
言されるのであった（ローマ1：4）。イエスは、再臨の時
に、天と地の主としてあらわされるのであった。主をいま
十字架につけようとしている人々は、主の偉大さをみとめ
るのであった。捨てられた石は、宇宙の面前で隅のかしら
石となるのであった。
また「それがだれかの上に落ちかかるなら、その人はこ

なみじんにされるであろう」（マタイ21：44）。キリスト
をこばんだ民は、まもなく彼らの都と国が滅ぼされるのを
見るのであった。彼らの栄光はうち砕かれ、風の前のちり
のように吹き散らされるのであった。
ではいったいユダヤ人を滅ぼしたものは何であったのだ

ろうか。それは、もし彼らがその上に築いていたら彼らの
安全となったはずの岩であった。それはあざけられた神の
恵み、拒絶された義、軽んじられたいつくしみであった。
人々は神に反対したので、彼らの救いとなるはずだったも
のがすべて滅亡とかわった。神がいのちにいたるように定
められたものが死にいたるものとなったことを彼らは知っ
た。
ユダヤ人がキリストを十字架につけたことの中に、エ

ルサレムの滅亡が含まれていた。カルバリーで流された血
は、ユダヤ人をこの世ときたるべき世において滅亡へ沈め
た重さであった。神の恵みをこぼんだ者に対してさばきが
のぞむ大いなる最後の日もこれと同じである。彼らにとっ
てはつまずきの百であるキリストは、その時彼らには復讐
の山とみえるのである。主のみ顔の輝きは、義人にはいの
ちであろが、悪人には焼きつくす火となるのである。愛を
こばみ、恵みをあなどったために、罪人は滅ぼされるので
ある。
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多くの例をあげ警告をくりかえして、イエスは、ユダ
ヤ人が神のみ子をこばむ結果がどんなものであるかを示さ
れた。これらのみことばを通して、キリストはまた、彼を
あがない主として受け入れようとしない各時代のすべての
人々に語りかけておられた、1つ1つの警告は彼らのためで
ある。けがされた宮、不従順な息子、いつわりの農夫、侮
べつ的な建築者などはみな1人1人の罪人の経験に反映して
いる。罪人は悔い改めないかぎり、そうしたものに予表さ
れていた運命が彼のものとなるのである。
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本章はマタイ22：1546、マルコ12：1340、ルカ20：2047に
基づく

祭司たちと役人たちはキリストの鋭い譴責をだまって
聞いた。彼らはキリストの非難に反ばくすることができな
かった。そこで彼らは、キリストをわなにかける決心を一
層固めたにすぎなかった。この目的をも って、彼らはキ [987]
リストのところヘスパイを送った。すなわち「義人を装う
まわし者どもを送って、イエスを総督の支配と権威とに引
き渡すため、その言葉じりを捕らえさせようとした」（ル
カ20：20）。彼らはこれまでイエスがしばしば会われたよ
うな年とったパリサイ人でなく、熱烈で、熱狂的で、キ
リストが知っておられないと彼らの考えた若者たちを送っ
た。この人たちにヘロデ党の人々が何人かっいて行った。
それは、裁判の時に、キリストに不利な証言をたてられる
ように、キリストのことばを聞いておくためであった。パ
リサイ人たちとヘロデ党の人たちとはこれまで激しく敵対
していたが、いまはキリストに対する敵意で1つになってい
た。
パリサイ人は、ローマ人から税金を取りたてられるこ

とにいつもいらだっていた。税金を払うことは神の律法に
反すると、彼らは主張した。いま彼らはイエスをわなにか
ける機会を発見した。スパイたちがイエスのもとにやって
きて、あたかも自分たちの義務を知りたいと望んでいるか
のように、誠実さをよそおいながら、「先生、わたしたち
はあなたが真実なかたで、だれをも、はばかられないこと
を知っています。あなたは人に分け隔てをなさらないで、
真理に基いて神の道を教えてくださいます。ところで、カ
イザルに税金を納めてよいでしょうか、いけないでしょう
か」と言った（マルコ12：14）。
もし彼らが誠実だったら、「わたしたちはあなたが真

実なかたで、だれをも、はばかられないことを知っていま
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す」ということばは、すばらしい告白であっただろう。し
かしこのことばは、あざむくために語られたのであった。
それにもかかわらず彼らのあかしは事実であった。パリサ
イ人たちはキリストが言われたこと、教えられたことが正
しいということを知っていた。だから彼らは、彼ら自身の
あかしによってさばかれるのである。
イエスに質問した人たちは、彼らの目的を十分かくし

たつもりであったが、イエスは、開かれた本を読むよう
に、彼らの心を読み、彼らの偽善をばくろされた。「な
ぜわたしをためそうとするのか」とイエスは言われた（マ
ルコ12：15）。こうしてイエスは、彼らのかくれた目的を
見抜いておられることを示すことによって、彼らの求め
なかったしるしをお与えになった。イエスが、「デナリ
を持ってきて見せなさい」とつけ加えられた時、彼らはま
すます困惑した（マルコ12：15）。彼らがそれを持ってく
ると、イエスは、「これは、だれの肖像、だれの記号か」
と言われた。彼らは「カイザルのです」と答えた（マル
コ12：16）。イエスは、貨幣の記号を指さしながら、「カ
イザルのものはカイザルに、神のものは神に返しなさい」
と言われた（マルコ12：17）。
スパイたちは、イエスが彼らの質問に対して、よいと

か、いけないとか端的に答えられるものと思っていた。も
しイエスが、カイザルに税を納めるのは不当だと言われた
ら、ローマ当局に通報され、反逆を煽動したというので捕
らえられるであろう。もしイエスが税を納めるのが正当だ
と宣言されたら、彼らは、神の律法に反していると言って
イエスを民の前に告発するつもりであった。しかしいま彼
らは、どうしてよいかわからないほど敗北したことを感じ
た。彼らの計画は狂った。彼らの質問がその場で簡単に片
づけられてしまったので、もはやそれ以上言うべきことが
なかった。
キリストの答は言いのがれではなく、質問に対する率

直な答であった。カイザルの名前と肖像がきざまれている
ローマの貨幣を手に持ちながら、イエスは、彼らがローマ
の権力下に生活しているのだから、神に対する義務と矛盾
しない限り、ローマの求める支持を与えるべきであると宣
言された。しかしその国の法律に柔順に従う一方で、いつ
でも神への忠誠を第一としなければならなかった。
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「神のものは神に返しなさい」という救い主のことば
は、陰謀をめぐらしているユダヤ人にとってきびしい譴責
であった。もし彼らが神に対する義務を忠実に果たしてい
たら、彼らは敗北した国民となって外国の権力に服従する
ようなことにはならなかったのである。ローマの旗がエル
サレムにひるがえることも、ローマの衛兵が城門に立つこ
とも、ローマ総督が城内にいて統治することもなかったの
である。ユダヤ国民は、当時、神から離反した罰金を払っ [988]
ていたのであった。
パリサイ人たちはキリストの答を聞いた時、「驚嘆し、

イエスを残して立ち去った」（マタイ22：22）。イエスは
彼らの偽善と独断を責められたが、そうすることによっ
て、彼は、1つの大原則、すなわち一国の政府に対する人
の義務の限界と神に対する人の義務とをはっきり定めてい
る1つの原則を述べられたのであった。多くの人々の心の
中で悩みの種であった問題が解決した。それからのちずっ
と、彼らはその正しい原則に従った。多くの者が満足しな
いまま立ち去ったけれども、彼らはその問題の根底となっ
ている原則がはっきり示されたことを知って、キリストの
深い洞察力に感嘆した。
パリサイ人たちが沈黙したとたんにサドカイ人たちが

巧妙な質問をもって進み出た。サドカイ人とパリサイ人
は互いに激しく対立していた。パリサイ人は言い伝えを厳
格に守る人たちであった。彼らは外面的な儀式に厳格で、
手足を洗うことや、断食や、長い祈りを励行し、施しを見
せびらかした。しかしキリストは、彼らが人間の戒めを教
理として教えることによって、神の律法をむなしくしてい
ると宣言された。彼らは階級としては頑迷であり、偽善的
であった。しかし彼らの中には真に敬虔な人たちがいて、
その人たちはキリストの教えを受け入れて弟子となった。
サドカイ人はパリサイ人の言い伝えを否定していた。彼ら
は、口では聖書の大部分を信じ、それを行為の原則とみな
すと言っていたが、実際には懐疑主義者であり、物質主義
者であった。
サドカイ人は天使の存在や死人の復活や、報いと刑罰を

伴う来世についての教えを否定した。そうしたすべての点
において、彼らはパリサイ人と異なっていた。特に両者の
間の論争のまとは復活についてであった。パリサイ人は復
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活をかたく信じていたが、こうした議論になると、来世の
状態について彼らの見解は混乱するのであった。死は不可
解な神秘となるのであった。サドカイ人の議論に応ずるこ
とができないので、彼らはいつもいらだちを感じた。両者
の議論はたいてい怒りの口論に終わり、彼らはこれまでよ
りも一層遠く離れるのであった。
数においては、サドカイ人はその対抗者よりはるかに劣

り、また一般民衆に対する勢力もそれほど強くなかった。
しかし彼らの多くは富裕であり、したがって富が与える
勢力を持っていた。たいていの祭司たちはサドカイ人の階
級に属しており、大祭司もたいてい彼らの中からえらばれ
た。しかしこのことには、彼らが懐疑的な意見を公表しな
いということがはっきり規定されていた。パリサイ人が数
と人気においてまさっていたために、サドカイ人は祭司職
につく時、外面的にはパリサイ人の教えに譲歩しなければ
ならなかった。しかし彼らがこのような職務につく資格が
あるということが彼らの誤りに力を与えた。
サドカイ人はイエスの教えを拒否しだ。イエスは1つの

目的に動かされておられたが、サドカイ人はそれがこのよ
うにあらわれることをみとめようとしなかった。神と来世
についてのイエスの教えは、彼らの理論と矛盾した。彼ら
は神が人間よりもすぐれた唯一の存在であることは信じた
が、支配的な摂理と神の先見性は人間から道徳的自由意志
を奪い、人間を奴隷の地位に堕落させるものであると論じ
た。神は人間をおつくりになって、これを上からの力に左
右されない独立した者とされたというのが、彼らの信念で
あった。人間は自由に自分自身の生活を支配し、世の出来
事を形成し、自分の運命を自分自身の手ににぎっているの
だと、彼らは主張した。彼らは神のみたまが人間の努力す
なわち生来の手段を通して働くことを否定した。それでも
彼らは、人間は自分の生まれつきの能力を正しく用いるこ
とによって、高められ、啓発される、またきびしくはげし
い苦行によって生活をきよめることができると主張した。
神についての彼らの考え方によって、彼ら自身の品性

が形成された。彼らは神が人間に何の関心も示されないと
考えていたが、そのように彼らもお互いに対してすこしの
関心も持たなかった。彼らの間には一致というものがほと
んどなかった。人間の行為に及ぼす聖霊の働きをみとめよ
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うとしないために、彼ら の生活にはみたまの力が欠けて [989]
いた。ほかのユダヤ人たちと同じように、彼らはアブラハ
ムの子としての家督権を持っていることと、律法の要求を
厳格に守っていることを非常に自慢にしていた。しかし彼
らは、律法の真の精神とアブラハムの信仰といつくしみに
欠けていた。彼らの自然な同情心は狭い範囲に限られてい
た。彼らは、人はみな生活の慰安と祝福を手に入れること
ができると信じていた。だから彼らの心は、他人の欠乏や
苦しみに動かされなかった。彼らは自分のためだけに生活
した。
キリストは、みことばとみわざによって、超自然的な結

果を生じる神の力、現在のかなたにある末来の生活、人の
子らの父としてたえず彼らの真の利害を見守っていて下さ
る神についてあかしされた。主は、サドカイ人の利己的な
排他心が責められるようないつくしみとあわれみの中に天
来の力のわざをあらわされた。主は、神がこの世における
人間の幸福のためにも永遠の幸福のためにも聖霊によって
人の心に働かれることをお教えになった。品性を生まれ変
わらせることを人間の力にたよることはまちがっている。
それは神のみたまによってのみ行われるのだということを
主はお示しになった。
この教えを、サドカイ人は信用しないことに心をきめ

ていた。イエスと論争することによって、彼らは、イエス
を罪に定めることはできないまでも、不評判に陥れること
ができると確信していた。彼らがイエスに質問するために
選んだ主題は復活の問題であった。もしイエスが自分たち
に同意されたら、パリサイ人をますます怒らせることにな
る。もし自分たちと意見がちがったら、その教えを嘲笑す
るつもりであった。
サドカイ人の議論によれば、もし肉体が来世においても

現世の時と同じ物質の分子で構成されるとすれば、死から
よみがえった時、それは肉と血（肉体）をそなえていなく
てはならない。そしてこの地上で中断された生活を永遠の
国において続けるべきであるというのである。その場合、
地上の関係が続き、夫と妻は再会し、結婚が行われ、すべ
てのことが死ぬ前と同じように続けられ、この世の弱さと
欲望が来世においてもそのまま続くと彼らは結論した。
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彼らの質問に答えて、イエスは来世の生活の幕を開かれ
た。「復活の時には、彼らはめとったり、とついだりする
ことはない。彼らは天にいる御使のようなものである」と
主は言われた（マタイ22：30）。主はサドカイ人の信念が
まちがっていることをお示しになった。彼らの前提がまち
がっているのであった。「あなたがたがそんな思い違いを
しているのは、聖書も神の力も知らないからではないか」
と、主はつけ加えられた（マルコ12：24）。主は、パリサ
イ人を非難された時のようにサドカイ人を偽善者呼ばわり
しないで、彼らの信念のまちがいを示された。
サドカイ人は、すべての人たちの中で自分たちが一番聖

書に忠実であるとうぬぼれていた。しかしイエスは、彼ら
が聖書の真の意味を知っていないということを示された。
聖書の知識は聖霊の光によって心にきざまれねばならな
い。聖書と神の力について知らないことが、彼らの信仰の
混乱と心の暗さの原因であると、イエスは言明された。彼
らは神の奥義を彼らの限られた考え方で理解しようと努力
していた。キリストは、理解力を広くそして強くするよう
な聖なる真理に、彼らの心を開くように呼びかけられた。
限りある頭脳で神の奥義をさとることができないために、
幾千の人たちが無神論者になる。彼らは神の摂理のうちに
あらわされているふしぎな神の力を説明することができな
い。そこで彼らは、このような力の証拠をこばみ、それを
もっと理解することのできない自然の力のせいにする。わ
れわれをとりまいている神秘を解く唯一の鍵は、それらの
すべての中に神の存在と力とをみとめることである。人は
神を宇宙の創造者、すべてのことを命令し実行されるお方
としてみとめなければならない。彼らは、神のご品性と神
の力の神秘についてもっと広い見解を持つ必要がある。
もし死人の復活がなければ、彼らが信じると告白して

いる聖書は何の役にもたたないであろうと、キリストは聴
衆に言明された。「また、死人の復活については、神があ
なたがたに言われた言葉を読んだことがないのか。『わた
しはアブラハムの神、イサクの神、 ヤコブの神である』[990]
と書いてある。神は死んだ者の神ではなく、生きている者
の神である」と主は言われた（マタイ22：31、32）。神は
無いものを有るかのようにごらんになる。神は始めから終
わりをごらんになり、ご自分の働きの結果をあたかもいま
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完成されているかのようにごらんになる。アダムを始めと
して、死んだ最後の聖徒にいたるまで、とうとい死人たち
は神のみ子の声を聞き、墓から現れて永遠の生命をうける
のである。神は彼らの神となり、彼らは神の民となる。神
とよみがえった聖徒たちとの間には密接で親しい関係があ
る。神の御目的の中に予期されているこの状態を、神はそ
れが現在の状態であるかのようにごらんになる。死んだ者
は神に生きるのである。
キリストのことばでサドカイ人は沈黙させられた。彼ら

はキリストに答えることができなかった。キリストを罪に
定めるためにすこしでも乗ずることのできるようなことば
はひとことも語られなかった。キリストの敵どもは民衆の
軽べつ以外に何も得るところがなかった。
しかしながらパリサイ人たちは、イエスを不利におとし

いれるために用いることのできることばをイエスに語らせ
ることをあきらめなかった。彼らはある学識のある律法学
者を説き伏せて、律法の10の戒めの中でどれが最も重要か
ということをイエスに質問させた。
パリサイ人は、創造主に対する人の義務が示されている

最初の4つの戒めを、人間同胞に対する人の義務を規定して
いる他の6つの戒めよりもはるかに重要なものとしてとうと
んでいた。その結果、彼らは実際的な信心に非常に欠けて
いた。イエスは人々に彼らの大きな欠点を示し、木はその
実によって知られるのだと言明して、よいわざが必要であ
ることを教えられた。そのためイエスは、はじめの4っの戒
めよりもあとの6つの戒めをとうとんでおられるという非難
を受けておられた。
律法学者は、「すべてのいましめの中で、どれが第一

のものですか」との率直な質問をもってイエスに話をも
ちかけた（マルコ12：28）。キリストの答は率直で説得力
のあるものであった。「第一のいましめはこれである、
『イスラエルよ、聞け。主なるわたしたちの神は、ただ
ひとりの主である。心をつくし、精神をっくし、思いをつ
くし、力をつくして、主なるあなたの神を愛せよ』」（マ
ルコ12：29）。第二の戒めも、第一の戒めと同じである、
なぜならそれは第一の戒めから出るものだからであると、
キリストは言われた。「『自分を愛するようにあなたの
隣り人を愛せよ』。これより大事ないましめは、ほかにな
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い」。「これらの2つのいましめに、律法全体と預言者と
が、かかっている」（マルコ12：31、マタイ22：40）。
十戒のはじめの4つは、「心をつくして主なるあなたの

神を愛せよ」という1つの人きな戒めに要約される。あと
の6つは、「自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ」
というもう1つの戒めに含まれる。これらの戒めは2つと
も、愛の原則の表現である。第二の戒めを破りながら第一
の戒めを守ることはできないし、また第一の戒めを破りな
がら第二の戒めを守ることもできない。神が心の王座に正
当な座を占められる時に、正当な場所がわれわれの隣人に
与えられる。われわれは自分自身と同じように神を愛する
ようになる。こうして神を最高に愛する時にのみ、隣人を
公平に愛することができるのである。
すべての戒めは神と人とに対する愛に要約されるの

で、1つの戒めを破ればこの原則を犯すことになる。こう
してキリストは、聴衆に、神の律法は、あるものは非常に
重要であるが、あるものはそれほど重要ではないから無視
してもさしつかえないといったような、多くの別々な戒め
ではないということをお教えになった。主ははじめの4つと
あとの6つの戒めを聖なる全体として示し、神への愛は神の
すべての戒めに従うことによって示されることをお教えに
なっている。
イエスに質問した律法学者は、律法について博学だった

ので、イエスのことばに驚いた。彼は、イエスが聖書につ
いてこんなに深く完全な知識を表明されるとは予期してい
なかった。彼は聖なる戒めの根底となっている原則につい
てもっと広い見方をするようになった。彼は祭司たちと役[991]
人たちが集まっている前で、キリストが律法の正しい解釈
をくだされたことを正直にみとめてこう言った。
「先生、仰せのとおりです、『神はひとりであって、そ

のほかに神はない』と言われたのは、ほんとうです。また
『心をつくし、知恵をつくし、力をつくして神を愛し、ま
た自分を愛するように隣り人を愛する』ということは、す
べての燔祭や犠牲よりも、はるかに大事なことです」（マ
ルコ12：32、33）。
キリストの賢明な答が律法学者を心服させたのであっ

た。律法学者は、ユダヤ人の宗教が内部の信心にはなく
て、外面的な儀式にあることがわかった。彼は単なる儀式
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的なささげ物や、罪のあがないとして信仰もなく血を流す
ことが無益であることにいくらか気づいた。神への愛と服
従、人に対する無我の関心が、そうしたすべての儀式より
もとうといものに思えた。この男がキリストの議論の正し
さをすぐにみとめ、人々の前ではっきりとただちに応答し
たことは、祭司たちや役人たちとまったく異なった精神を
あらわしていた。自分の心の確信を語るために、祭司たち
の不興と役人たちのおどかしにあえて直面したこの正直な
律法学者に、イエスの心は同情となってそそがれた。「イ
エスは、彼が適切な答をしたのを見て言われた、『あなた
は神の国から遠くない』」（マルコ12：34）。
この律法学者は、正しい行為は燔祭や犠牲よりも神に

受け入れられるということをみとめた点において、神の国
に近かった。しかし彼は、キリストの神性をみとめ、イエ
スを信じる信仰によって義のわざを行う力を受ける必要が
あった。儀式は、生きた信仰によってキリストとっながっ
ていないかぎり、何の価値もなかった。道徳律でさえ、そ
れが救い主との関連において理解されないかぎり、その目
的を達しない。天父の律法には単に権威のある命令よりも
もっと深い何ものかが含まれているということを、キリス
トはくりかえし示された。律法には、福音にあらわされて
いるのと同じ原則が具体的にあらわされている。律法は人
の義務を指摘し、その不義を示す。人は罪のゆるしと、律
法に命じられていることを行う力をキリストに求めなけれ
ばならない。
キリストが律法学者の質問に答えられた時、パリサ

イ人たちがイエスのすぐそばに集まっていた。そこでイ
エスは、彼らに向かって、「あなたがたはキリストをど
う思うか。だれの子なのか」とおたずねになった（マタ
イ22：42）。この質問は、メシヤについて彼らの信念をた
めすため、すなわち彼らがイエスを単に人間として見て
いるのか、それとも神の子として見ているのかをはっきり
させるためであった。彼らは口をそろえて、「ダビデの子
です」と答えた（マタイ22：42）。これは預言の中でメシ
ヤについていわれた肩書きであった。イエスがその偉大な
奇跡によって神性をあらわされた時、また病人をいやし、
死人をよみがえらせられた時、人々はお互いに、「この方
はダビデの子ではないか」とたずねた。スロ・フェニキヤ
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の女や、盲人のバルテマイや、その他の多くの者も、イエ
スに助けを求めて、「主よ、ダビデの子よ、わたしをあわ
れんでください」と叫んだ（マタイ15：22）。イエスがエ
ルサレムへ乗りこまれる時にも、人々は喜びの叫びをあげ
て、「ダビデの子に、ホサナ。主の御名によってきたる者
に、祝福あれ」と歓呼した（マタイ21：9）。宮の中にいた
子供たちも、その日、よろこぼしい賛美をひびかせた。し
かしイエスをダビデの子と呼んだ多くの者は、イエスの神
性をみとめなかった。彼らはダビデのみ子が神のみ子でも
あることをさとらなかった。
ダビデの子であると彼らがのべたことばに答えて、「イ

エスは言われた、『それではどうして、ダビデが御霊に感
じてキリストを主と呼んでいるのか。すなわち「主はわが
主に仰せになった、あなたの敵をあなたの足もとに置くと
きまでは、わたしの右に座していなさい」。このように、
ダビデ自身がキリストを主と呼んでいるなら、キリストは
どうしてダビデの子であろうか』。イエスにひと言でも答
えうる者は、なかったし、その日からもはや、進んでイエ
スに質問する者も、いなくなった」（マタイ22：4346）。
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わわわざざざわわわいいいででであああるるる」」」

本章はマタイ23章、マルコ12：4144、ル
カ20：4547、21：14に基づく

キリストが宮で教えられる最後の日であった。エルサ
レムに集まったおびただしい群衆の全部の注意がイエスに
引きつけられていた。人々は宮の庭におしよせて、論争の
進行を見守り、イエスの口から出る一言一言に熱心に聞き
入った。このような光景はこれまでかつて見られないこと
であった。この若いガリラヤ人は、この世の栄誉も王のし
るしも身につけないで立っておられた。そのまわりを、豪
華な服装をした祭司たち、高い地位をあらわす記章のつい
た服を着た役人たち、しばしば引用する巻物を手に持った
律法学者たちがとりかこんでいた。イエスは、王の威厳を
そなえて、彼らの前に冷静に立っておられた。天の権威を
さずけられたお方として、イエスは、彼の教えをあざけっ
てこばみ、その生命をねらっている反対者たちを、ひるむ
気配もなく見渡された。彼らは、これまで大勢でイエスを
攻撃したが、イエスを陥れて罪に定めようとする彼らの計
略はむだであった。イエスは次から次へと挑戦に応じ、祭
司たちパリサイ人たちの暗黒と誤謬と対照的に、純潔な輝
かしい真理を示された。イエスは、これらの指導者たちの
前に、彼らの真の状態と、彼らがあくまでも悪い行為を改
めない場合にかならず伴う報いを示された。警告は忠実に
与えられてきた。しかしキリストがなさらねばならないも
う1つの働きが残っていた。もう1つの目的がまだ達成され
ていなかった。
キリストとその働きに対する民衆の関心は着実に高まっ

てきていた。彼らはキリストの教えに魅力を感じたが、同
時にまた非常に困惑した。人々は、祭司たちとラビたちが
知識があって信心深くみえるので、彼らを尊敬していた。
どんな宗教上の事がらにおいても、民衆は彼らの権威にい

625
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つも絶対的に服従していた。それなのに人々は、攻撃され
るたびにますます徳と知識が輝き出る教師イエスに、彼ら
が不信を投げかけようとしているのをいま見た。彼らは祭
司たちと長老たちのしかめづらをながめ、そこにろうばい
と混乱を見た。彼らは、キリストの教えが明白でわかりや
すいにもかかわらず役人たちがイエスを信じようとしない
のに驚いた。人々は自分たちがどんな道をとったらよいか
わからなかった。彼らは、これまで自分たちがいつもその
忠告に従ってきた人たちの行動を、熱心な心配のうちに、
見守った。
キリストがお語りになった譬を通して、役人たちに警告

することと、よろこんで教えを受ける民衆に教えることと
が、キリストの目的であった。しかしもっとはっきり語る
必要があった。言い伝えに対する尊敬と、堕落した祭司制
度に対する盲目的な信仰によって、人々はとりこにされて
いた。そのような鎖をキリストはたち切っておしまいにな
らねばならない。祭司たち、役人たち、パリサイ人たちの
性格をもっと十分にばくろしなければならない。
「律法学者とパリサイ人とは、モーセの座にすわってい

る。だから、彼らがあなたがたに言うことは、みな守って
実行しなさい。しかし、彼らのすることには、ならうな。
彼らは言うだけで、実行しないから」と、イエスは言わ
れた（マタイ23：2、3）、律法学者とパリサイ人は、自分
たちにはモーセと同等の権威がさずけられていると主張し
た。彼らは自分勝手にモーセに代って、律法の解釈者また
民をさばく者となった。このような者として、彼らは民か
ら最高の尊敬と服従を受けることを要求した。イエスは聴
衆に、ラビたちが律法に従って教えたことを行うように、
しかし彼らの手本にならわないようにと命じられた。彼ら
は自分たちが教えたことを自ら実行しなかった。
彼らはまた聖書に反した多くのことを教えていた。彼ら

は「重い荷物をくくって人々の肩にのせるが、それを動か
すために、自分では指1本も貸そうとはしない」と、イエス
は言われた（マタイ23：4）。パリサイ人は、言い伝えをも
とにしてたくさんの規則を強要し、個人の自由を不当に制
限した。彼らはまた律法のある部分を、民に遵守をおしつ
けるような説明をしながら、自分たちはひそかにその遵守[993]
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を怠り、都合次第で、自分たちはその遵守を免除されてい
るのだと実際に主張した。
彼らはいつも自分たちの信心を見せびらかすように心が

けていた。この目的のためにはどんな神聖なものも利用さ
れた。神は、ご自分の戒めについて、モーセに「あなたは
これをあなたの手につけてしるしとし、あなたの目の間に
置いて覚えとし」なさいと、言われた（申命記6：8）。こ
のことばには深い意味がある。神のみことばを瞑想し、実
行するとき、人は身心ともに高められる。正しく、憐れみ
のある行為をとおして、手は、印として、神の律法の原則
をあらわす。その手はわいろをとらず堕落的なこと欺隔的
なことを何1つしない。その手は愛と憐れみのわざに活動的
である。目は、とうとい目的に向けられ、澄んでいて、真
実である。顔の表情、もの言う目は、神のみことばを愛し
とうとぶ者の欠点のない品性をあかししている。しかしキ
リスト時代のユダヤ人は、そうしたことをすこしも認識し
なかった。モーセに与えられた命令について、人々は、聖
書のいましめをからだにつけるようにという命令に解釈し
た。そこで彼らは、その戒めを羊皮紙の一片に書きつけ、
それを目立つように頭と腕首にしばりつけた。しかしそ
うしたからといって、神の律法が心と思いに一層固くきざ
みこまれたわけではなかった。そうした羊皮紙は人々の注
意をひくために、記章としてからだにつけているにすぎな
かった。これをつけていると、信心深く見え、人々から尊
敬されると思われていた。イエスはこのむなしい見せかけ
に一撃を加えられた。
「そのすることは、すべて人に見せるためである。すな

わち、彼らは経札を幅広くつくり、その衣のふさを大きく
し、また、宴会の上座、会堂の上席を好み、広場であいさ
つされることや、人々から先生と呼ばれることを好んでい
る。しかし、あなたがたは先生と呼ばれてはならない。あ
なたがたの先生は、ただひとりであって、あなたがたはみ
な兄弟なのだから。また、地上のだれをも、父と呼んでは
ならない。あなたがたの父はただひとり、すなわち、天に
います父である。また、あなたがたは教師と呼ばれてはな
らない。あなたがたの教師はただひとり、すなわち、キリ
ストである」（マタイ23：510）。
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心は貧欲とねたみに満たされているのに、いつわりの謙
遜をみせびらかしながら、たえず地位と権力を求めている
利己的な野心を、救い主はこのようにはっきりしたことば
でばくろされた。人々が宴会に招かれると、お客はそれぞ
れの階級にしたがって席をとったが、最も名誉のある席を
与えられた人たちがいちばん先にもてなされ、特別な好意
を受けた。パリサイ人は、こうした名誉を受けるようにた
えずたくらんでいた、この習慣をイエスは責められたので
ある。
主はまた、ラビとか師とかいう名称をほしがることに示

されている虚栄心を責められた。このような名称は人に属
するものではなく、キリストに属するものであると、主は
言明された。律法の解説者であり施行者である祭司たち、
律法学者たち、役人たちはみな兄弟であり、同じ天父の子
らであった。自分たちの良心や信仰に対する支配をあらわ
しているとうとい名称をだれにも与えてはならないという
ことを、イエスは人々に印象づけられた。
もしキリストが今日地上におられて、「師」とか「尊

師」とかいうような名称をもった人たちにかこまれてお
られたら、「あなたがたは教師と呼ばれてはならない。
あなたがたの教師はただひとり、すなわちキリストであ
る」とのことばをくりかえされはしないだろうか（マタ
イ23：10）。聖書には神について「そのみ名は聖にして、
おそれおおい」と宣言されている（詩篇111：9）。どんな
人間にこのような名称がふさわしいだろうか。この名称に
示されている知恵と義をあらわしている人がどんなに少な
いことだろう。この名称を帯びている者の中には、神のみ
名と品性について誤った印象を。与えている者がどんなに
多いことだろう。ああ、高位の聖職者の縫い取りされた衣
のドには、世俗的な野心と専制と最も卑劣な罪がかくされ
ていることがどんなにしばしばあることだろう。救い主は
つづけて言われた。
「そこで、あなたがたのうちでいちばん偉い者は、仕

える人でなければならない。だれでも自分を高くする者は[994]
低くされ、自分を低くする者は高くされるであろう」（マ
タイ23：11、12）。真の偉大さは道徳的な価値によっては
かられるということを、キリストは、これまで繰り返し繰
り返し教えられた。天の評価によれば、品性の偉大さは人
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類同胞の幸福のために生きること、すなわち愛と憐れみの
わざをなすことにある。栄光の王キリストは堕落した人類
のしもべであられた。
「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、

わざわいである。あなたがたは、天国を閉ざして人々をは
いらせない。自分もはいらないし、はいろうとする人をは
いらせもしない」（マタイ23：13）。聖書を曲解すること
によって、祭司たちと律法学者たちは、人々の心を盲目に
した。そうでなかったら、人々は、キリストのみ国につい
ての知識と真の聖潔になくてはならない内面的なきよい生
活を受け入れていたのである。
「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、

わざわいである。あなたがたは、やもめたちの家を食い
倒し、見えのために長い祈をする。だから、もっときびし
いさばきを受けるに違いない」（マタイ23：14）。パリサ
イ人は民の間に大きな勢力を持っていたので、彼らはその
ことを利用して、自分たちの利益に役立たせた。彼らは、
信心深いやもめたちの信頼を受けると、彼女たちがその財
産を宗教上の目的にささげることを義務として教えた。や
もめたちの金を自由にすることができるようになると、こ
のずるい策略者たちはそれを自分たちの利益のために用い
た。彼らは、自分たちの不正直をかくすために、人前で長
い祈りをささげ、非常に信心ぶった様子をした。この偽善
のゆえに、彼らはもっときびしいさばきを受けるとキリス
トは断言された。
今日も、口先だけで信心ぶったことを言う多くの者に、

同じ譴責がくだるのである。彼らの生活は利己心と貧欲に
けがれているが、彼らはそれらのすべてを見せかけの信心
という衣でおおって、しばらくは人々の目をごまかす。し
かし神をだますことはできない。神は心の意図をどれも見
抜かれ、各人をその行為にしたがってさばかれる。
キリストは、悪用を容赦なく非難されたが、しかし義

務を軽くしないように用心された。主はやもめのささげ物
を強要したり、それをまちがったことに用いたりすること
を責められた。同時に主は、神の庫にささげ物を持参した
やもめをおほめになった。人がささげ物を悪用しても、そ
れをささげた人から神の祝福を取り去ることはできなかっ
た。
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イエスは、さいせん箱がおいてある庭にいて、献金を
入れにやってくる人たちを見守っておられた。多くの金
持ちが多額の金を持参しては、それを見せつけながらささ
げた。イエスは彼らを悲しげに見ておられたが、その多額
な献金については何もぼわれなかった。1人の貧しいやも
めが、人に見られるのを恐れるかのように、おずおずと近
よってくるのを見られた時、イエスのお顔は、たちまち明
るくなった。高慢な金持ちたちが、献金を箱に入れるため
に、風をきって通り過ぎると、彼女はもう前へ進む勇気も
ないかのようにしりごみした。それでも彼女は、自分の愛
するみわざのために、どんなに小さくても、何かをしたい
と熱望した。彼女は手に持っている献金を見た。まわりの
人たちの献金にくらべれば、わずかなものであったが、そ
れは彼女の全部であった。機会を見て、彼女は急いで2枚の
レプタを投げ入れ、いそいで引きかえそうとした。しかし
そうしている時に、彼女はイエスの御目にとまり、それは
彼女の一上にじっとそそがれていた。
救い主は弟子たちをみもとに呼んで、このやもめの貧し

さに注目するようにお命じになった。その時、主のおほめ
のことばが彼女の耳にきこえた。「よく聞きなさい。あの
貧しいやもめは、さいせん箱に投げ入れている人たちの中
で、だれよりもたくさん入れたのだ」（マルコ12：43）。
自分の行為が理解され、認められたことを感じ時、彼女の
目に喜びの涙が浮かんだ。多くの者は、そんなわずかな収
入は自分自身の用にとっておきなさい、あの食物の満ち足
りた祭司たちの手にささげても、庫に持ってこられる多く
の 高価なささげ物にまじって見落されてしまうと彼女に[995]
忠告しただろう。しかしイエスは、彼女の動機を理解され
た。
彼女は宮の奉仕が神に定められたものであることを信じ

ていたので、それをささえるために全力をつくそうと願っ
た。彼女は自分のできることをした。彼女のこの行為は、
各時代を通じて彼女の思い出の記念となり、また永遠に
わたって彼女の喜びとなるのであった。彼女はささげ物と
いっしょに心をささげた。そのささげ物の価値は、貨幣の
価値によってではなく、彼女の行為の動機となった神への
愛とそのみわざに対する関心によってはかられた。



第67章　「パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである」631

イエスは、この貧しいやもめについて、彼女が「だれ
よりもたくさん入れた」と言われた（マルコ12：43）。金
持ちたちは豊富な中からささげ、しかもその多くの者が、
人々から見られ、あがめられるためにささげた。彼らは多
額の寄付をしても、そのために安楽な生活あるいはぜいた
くな生活ができなくなるといりのではなかった。その寄付
は、犠牲の必要がなく、価値においてもやもめのレプタと
比較することはできなかった。
われわれの行為に性格を与え、これに不名誉もしくは

高い道徳的価値の印をおすものは動機である。神は、すべ
ての人の目が見、すべての人の口が称賛する偉大な事がら
を、最もとうといものとしてごらんにならない。快活に果
たした小さな義務、何の見せびらかしもなく、人間の目に
は無価値に見えるような小さなささげ物が、神の御目には
最高に見えることがしばしばある。信仰と愛の心は、神に
とって、最も高価なささげ物よりもとうといのである。こ
の貧しいやもめのしたことは小さなことであったが、彼女
はそのために自分の生活費をささげた。彼女は、愛するみ
わざにあの2枚のレプタをささげるために食物を節約した。
しかも彼女はそのことを信仰をもって、天父が自分の大き
な必要を見のがされないことを信じてやったのである。救
い主からおほめのことばをいただいたのは、この無我の精
神、子供のような信仰であった。
貧しい人々の中には、神の恩恵と真理に対して神に感謝

を示したいと願う人々が大勢いる。彼らは、神のみわざを
ささえるためにもっと富んでいる兄弟たちと力をあわせた
いと熱望する。このような魂をことわってはならない。彼
らのレプタを天の銀行に積ませよう。神に対する愛に満た
された心からささげられるならば、見たところとるに足り
ないようなこれらのものが、きよめられたささげ物、はか
り知れない価値のあるささげ物となり、神はよろこんでこ
れを祝福される。
イエスがやもめのことを、彼女は「だれよりもたくさん

入れた」と言われた時、そのみことばは、彼女の献金の動
機についてばかりでなく、その結果についても事実であっ
た。1コドラントに当るレプタ2枚によって、これらの富裕
なユダヤ人の寄付よりもずっと大きな金額が神の庫に入れ
られた。このわずかな献金の影響は、川の流れのように、
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はじめは小さかったが、各時代を流れくだるにしたがっ
て、広く深くなった。それは、多くの方法によって、貧し
い者の救助と福音の宣伝に役立った。彼女の自己犠牲の模
範は各国、各時代の幾千幾万の人々の心に働きかけた。そ
れは金持ちにも貧しい人にも訴え、彼らの献金は、彼女の
献金額をまし加えた。やもめのレプタは、神の祝福によっ
て大いなる結果を生じるみなもととなった。神の栄えをあ
らわしたいとの真心からの願いによってささげられる献金
や、なされる行為はみなこれと同じである。それは全能者
の目的につながっている。それが善に及ぼす結果はだれも
はかり知ることができない。
救い主は、律法学者とパリサイ人に対する攻撃をつづけ

られた。「盲目な案内者たちよ。あなたがたは、わざわい
である。あなたがたは言う、『神殿をさして誓うなら、そ
のままでよいが、神殿の黄金をさして誓うなら、果す責任
がある』ど。愚かな盲目の人たちよ黄金と、黄金を神聖に
する神殿と、どちらが大事なのか。また、あなたがたは言
う、『祭壇をさして誓うなら、そのままでよいが、その上
の供え物をさして誓うなら、果す責任がある』と。盲目な
人たちよ。供え物と供え物を神聖にする祭壇とどちらが大[996]
事なのか」（マタイ23：1619）。祭司たちは神のご要求を
自分たちのまちがった狭い標準にしたがって解釈した。彼
らは、僣越にもいろいろな罪の軽重についてこまかい区別
をつけ、あるものは軽く見過ごし、それほど重大でもない
罪を、ゆるすことのできない罪として扱ったりした。彼ら
は、お金の心付けをもらえば、人々をその誓いから免除し
てやった。多額の金をもらうと、重大な犯罪を見のがすこ
とさえあった。同時に、これらの祭司たちと役人たちは、
他の場合には、ちょっとした違反にもきびしい刑罰を宣告
するのであった。
「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、

わざわいである、はっか、いのんど、クミンなどの薬味
の10分の1を宮に納めておりながら、律法の中でもっと重要
な、公平とあわれみと忠実とを見のがしている。それもし
なければならないが、これも見のがしてはならない」（マ
タイ23：23）。こうしたことばで、キリストはふたたび聖
なる義務の悪用を非難しておられる。キリストは、義務そ
のものを廃しておられるのではない。10分の1制度は神に
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よって定められたもので、最古の時代から守られてきた。
信仰の父アブラハムは、所有しているすべてのものの10分
の1を納めた。ユダヤの役人たちは、10分の1の義務をみと
めたが、そのことは正しかった。しかし彼らは、民がそ
れぞれの確信にもとついてこの義務を果たすのにまかせな
かった。1つ1つの場合について、独断的な規則が定められ
た。要求があまりにも複雑になったため、それを果たすこ
とは不可能だった。だれもいつ自分が義務を果たしたかわ
からなかった。神がお与えになった時、この制度は正しく
道理にかなっていた。しかし祭司たちとラビたちがそれを
うんざりするような重荷にしてしまっていた。
神が命じられることはすべて重要である。キリスト

は、10分の1を納めることを義務としてみとめられた。し
かし主は、そのことがほかの義務を怠ることの言い訳にな
らないことを示された。バリサイ人は非常にきちょうめん
に、はっか、いのんど、うん香など畑の薬草の10分の1を
納めた。これは彼らにとって大した犠牲ではなく、しかも
そのために彼らはきちょうめんで高潔であるという評判を
とった。
同時に彼らの無用な制限は民の重荷となり、神ご自身が

お定めになった聖なる制度に対する尊敬を失わせた。彼ら
は人々の頭をとるにたりないような区別でいっぱいにし、
人々の注意を重要な真理からそらした。律法の中でもっと
重要な公平と憐れみと真実が見のがされた。「それもしな
ければならないが、これも見のがしてはならない」と、キ
リストは言われた（マタイ23：23）。
ほかの律法も同じように、ラビたちによってゆがめられ

ていた。モーセを通して与えられた戒めの中に、けがれた
ものを食べることが禁じられていた。豚肉、その他ある種
の動物の肉を用いることは、血液を不純にし、寿命をちぢ
めるというので、禁じられていた。しかしパリサイ人は、
こうした制度を神が命じられたままにしておかなかった。
彼らは是認されていない極端に走った。中でも民は、水を
全部こして使うように要求されたが、それはけがれた動物
と同類の微小な虫が水の中に入っているといけないからと
いうのであった。イエスはそうしたつまらない要求を彼ら
の実際の罪の大きさと比較して、パリサイ人に「盲目な案
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内者たちよ。あなたがたは、ぶよはこしているが、らくだ
はのみこんでいる」と言われた（マタイ23：24）。
「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、

わざわいである。あなたがたは自く塗った墓に似ている。
外側は美しく見えるが、内側は死人の骨や、あらゆる不
潔なものでいっぱいである」（マタイ23：27）。白く塗ら
れ、美しく飾られた墓が、その内側に腐敗する死体をかく
しているように、祭司たちや役人たちの外面的な聖潔は不
義をかくしていた。イエスは続けて言われた。
「偽善な律法学者、バリサイ人たちよ。あなたがたは、

わざわいである。あなたがたは預言者の墓を建て、義人
の碑を飾り立てて、こう言っている、『もしわたしたちが
先祖の時代に生きていたなら、預言者の血を流すことに加
わってはいなかっただろう』と。このようにして、あなた
がたは預言者を殺した者の子孫であることを、自分で証明[997]
している」（マタイ23：2931）。死んだ預言者たちに対す
る。尊敬を示すために、ユダヤ人は彼らの墓を飾るのに熱
心だった。しかし彼らは、預言者たちの教えから益を受け
ず、その譴責に注意を払わなかった。
キリストの時代には、死人の休み場所に対して迷信的な

尊敬心がいだかれ、その場所を飾ることに莫大な額のお金
が気前よく使われた。このことは神の御目には偶像礼拝で
あった。死人に対する過度の尊敬によって、人々は、神を
最高に愛しているのではないということ、また自分と同じ
ように隣人を愛しているのではないということを示した。
今日も同じ偶像礼拝が広く行われている。多くの者は、

死人のために高価な記念碑をつくるために、やもめ、みな
し子、病人、貧しい者をかえりみないという罪を犯してい
る。この目的のために、時間と金銭と労力が惜しげなく使
われているのに、生きている者に対する義務——キリスト
がはっきりお命じになった義務は実行されないでいる。
パリサイ人は預言者たちの墓をたて、その墓所を飾っ

て、もしわれわれが父祖たちの時代に生存していたら、
神のしもべたちの血を流すことに加わるようなことはし
なかったであろうと、互いに言った。同時に彼らは、神の
み子の生命をとろうと計画しているのであった。このこと
はわれわれにとって教訓とならねばならない。このことに
よって、われわれの目は、真理の光にそむく者を欺くサタ
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ンの力に対して開かれねばならない。多くの者がパリサイ
人と同じことをしている。彼らは信仰のために死んだ人た
ちを尊敬する。彼らはキリストをこぼんだユダヤ人の盲目
をふしぎに思う。もしキリストの時代に生存していたら、
われわれはよろこんでその教えを受け入れたであろう。わ
れわれは救い主をこばんだ人々の罪にあずかるような者と
は決してならなかったであろうと、彼らは断言する。しか
し神に従うために、克己と屈辱が要求されると、当の本人
たちがその確信を押えつけて、従うことをこばむ。こうし
て彼らは、キリストが非難されたパリサイ人と同じ精神を
あらわすのである。
ユダヤ人は、キリストをこばむことがどんなに恐るべき

責任を意味しているかにほとんど気づいていなかった。罪
のない血がはじめて流された時、すなわち義人アベルがカ
インの手に倒れた時から、同じ歴史がくりかえされ、不義
が増大してきた。どの時代においても、預言者たちは、神
が彼らにお与えになったことばを語り、生命の危険をおか
して神のみこころに従いながら、王たちや役人たちや民衆
の罪を警告した。
世代をかさねるにしたがって、光と真理をこばむ者たち

に対する恐るべき刑罰がつみあげられてきた。キリストの
反対者たちは、いま自分自身の頭上にそれを招こうとして
いた。祭司たちと役人たちの罪は、前のどの世代の罪より
も大きかった。救い主をこばむことによって、彼らはアベ
ルからキリストにいたるまで、殺されたすべての義人たち
の血に対して責任のある者になろうとしていた。彼らは不
義のさかずきをあふれるところまでいっぱいにしようとし
ていた。しかもそれはまもなく正義の報復として彼らの頭
上にそそがれるのであった。このことについて、イエスは
彼らにこう警告された。
「こうして義人アベルの血から、聖所と祭壇との間

であなたがたが殺したバラキヤの子ザカリヤの血に至
るまで、地上に流された義人の血の報いが、ことごと
くあなたがたに及ぶであろう。よく言っておく。これら
のことの報いは、みな今の時代に及ぶであろう」（マタ
イ23：35、36）。
イエスのことばを聞いていた学者たちとパリサイ人たち

は、そのことばが真実であることを知っていた。彼らはザ
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カリヤが殺された事情を知っていた。ザカリヤが神からの
警告のことばを告げていた時に、背信の王は悪魔のように
激怒し、その命令によってこの預言者は殺されたのであっ
た。彼の血は宮の庭石を染め、それを消し去ることはでき
なかった。それはいつまでも背信のイスラエルに対してあ
かしをたてていた。宮が立っているかぎり、あの義人の血
のしみは、神に報いを求めて叫びつづけるであろう。イエ
スがこのような恐るべき罪のことを言われると、群衆の中
に恐怖の身ぶるいが伝わった。[998]
これから先のことをお考えになって、イエスは、ユダヤ

人の頑迷さと、神のしもべたちに対する彼らの偏狭さは、
将来も昔と同じであろうと断言された。
「それだから、わたしは、預言者、知者、律法学者たち

をあなたがたにつかわすが、そのうちのある者を殺し、ま
た十字架につけ、そのある者を会堂でむち打ち、また町か
ら町へと迫害して行くであろう」（マタイ23：34）。
信仰と聖霊に満たされた預言者たちと知者たち——ス

テパノ、ヤコブ、その他の人々が有罪の宣告を受けて殺さ
れるのであった。手を天に挙げ、体のまわりを天来の光に
かこまれて、キリストは、口の前にいる人々に裁判官のよ
うに語られた、イエスのお声は、これまでたびたびやさし
く嘆願するような調子にきこえていたが、いまは譴責と罪
の宣告にきこえた。聴衆は身ぶるいした。キリストのこと
ばと顔つきから受けた印象は決して消え去ることがなかっ
た。
キリストの憤激は、偽善という卑劣な罪に向けられた。

人々はそのために自分自身の魂を滅ぼし、人々をあざむ
き、神をけがしていた。祭司たちと役人たちのもっともら
しい欺瞞的な議論の中に、イエスは、サタンの勢力の働き
をみわけられた。罪に対するキリストの攻撃はするどかっ
た。しかし主は報復的なことばを語られなかった。主は、
暗黒の君に対して聖なる怒りをおぼえられた。しかしか
んしゃくを破裂させるようなことをなさらなかった。同様
に、神との調和のうちに生きているクリスチャンも、愛と
いつくしみという美しい特性を備えているが、罪に対して
は憤激をおぼえるのである。しかし彼は、自分をそしる者
に対して怒りのあまりののしり返すようなことをしない。
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暗黒の勢力に動かされて虚偽を主張する者に対しても、彼
はキリストのうちにあって、冷静と沈着を保つのである。
神のみ子が神殿に、それから聴衆にためらいがちな一

べつを投げかけられた時、その顔には天来の憐れみがみ
られた。心の深い苦悩にとぎれる声とにがい涙のうちに、
主は叫ばれた、「ああ、エルサレム、エルサレム、預言者
たちを殺し、おまえにつかわされた人たちを石で打ち殺す
者よ。ちょうど、めんどりが翼の下にそのひなを集めるよ
うに、わたしはおまえの子らを幾たび集めようとしたこと
であろう。それだのに、おまえたちは応じようとしなかっ
た」（マタイ23：37）。これは別れの苦しみである。キリ
ストの嘆きのうちに、神の心がそそぎ出されている。それ
は神の長く耐え忍ぶ愛の神秘的な別れである。
パリサイ人もサドカイ人も何も言えなくなってしまっ

た。イエスは弟子たちを呼んで、宮を去るしたくをされ
た。それは敗北して敵の前から逃げ出さねばならない者と
してではなく、働きをなしとげた者としてであった。主は
勝利者として、論争から退かれた。
この重大な日にキリストの口から出た真理の宝石は、

多くの人々の心にたくわえられた。彼らにとって、新しい
思想が生まれ、新しい抱負がめざめ、新しい歴史が始まっ
た。キリストの十字架とよみがえりのあとで、これらの
人々は前線に現れて、この働きの偉大さにふさわしい知恵
と熱意とをもって神からの任命を達成した。彼らは人々の
心に訴えるメッセージを伝え、長年の間幾千の人々の生活
をいじけさせていた古い迷信を弱めた。彼らのあかしの前
に、人間の理論と哲学はむなしいおとぎ話になった。エル
サレムの宮で、驚きとおそれの思いにうたれた群衆に語ら
れた救い主のことばから生じた結果は偉大であった。
しかしイスラエルは、国家として、神から離れた。オ

リーブの木の自然の枝は折りとられた。宮の内部を見おさ
めにして、イエスは悲しい調子で言われた、「見よ、おま
えたちの家は見捨てられてしまう。わたしは言っておく、
『主の御名によってきたる者に、祝福あれ』とおまえたち
が言う時までは、今後ふたたび、わたしに会うことはない
であろう」（マクイ23：38、39）。これまで主は宮を父の
家と呼ばれた。しかしいま神のみ子が宮から離れられると
ともに、神のご臨在は、み栄えのために建てられたこの宮
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から永久に離れるのであった。これからは宮の儀式は無意
味となり、その奉仕は物笑いとなるのであった。
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本章はヨハネ12：2043に基づく

「祭で礼拝するために上ってきた人々のうちに、数人の
ギリシャ人がいた。彼らはガリラヤのべッサイダ出である
ピリポのところにきて、『君よ、イエスにお目にかかりた
いのですが』と言って頼んだ。ピリポはアンデレのところ
に行ってそのことを話し、アンデレとピリポは、イエスの
もとに行って伝えた」（ヨハネ12：2022）。
この時、キリストの働きは残酷な敗北の様子を示してい

た。キリストは、祭司たちやパリサイ人たちとの論争に勝
利されたが、彼らからメシヤとして受け入れられないこと
は明らかであった。最後的な分離がきていた。弟子たちに
はこの問題が絶望的に思えた。しかしキリストはこ自分の
働きを完成しようとしておられた。ユダヤ国民ばかりでな
く、全世界にとって関係のある大事件がまさに起ころうと
していた。キリストは、世の人々の飢えた叫びを反響して
いる「イエスにお目にかかりたいのですが」という熱心な
願いを聞かれると、お顔が明るく輝き、「人の子が栄光を
受ける時がきた」と言われた。ギリシャ人たちの願いの中
に、主はご自分の大いなる犠牲の結果についての保証をご
らんになった。
キリストの生涯の初めに東方から博士たちがやってきた

ように、キリストの生涯の終わりに、このギリシヤ人たち
は救い主をみいだすために西方からやってきた。キリスト
がお生まれになった時、ユダヤ人は自分たちの野心的な計
画に夢中になっていたので、キリストの来臨を知らなかっ
た。異教国のマギたちは、救い主を拝するためにささげ物
をたずさえてうまぶねへやってきた。同様に、ギリシャ人
たちは、世の諸国諸族諸民を代表してイエスに会いにやっ
てきた。同じように全地の各時代の人々は、救い主の十字
架に引きよせられるのである。同じように「多くの人が東

639



640 各時代の希望

から西からきて、天国で、あぶらはむ、イサク、ヤコブと
共に宴会の席につく」のである（マタイ8：11）。
ギリシャ人たちは、キリストがエルサレムに凱旋的な入

城をされたことを聞いていた。一部の人たちが、キリスト
は祭司たちと役人たちを宮から追い出されたということ、
またキリストがダビデの位を占め、イスラエルの王とし
て支配されるということを想像して、そのうわさをひろめ
た。ギリシャ人たちはキリストの使命について真相を知り
たがった。「イエスにお目にかかりたいのですが」と彼ら
は言った。彼らの願いはかなえられた。このたのみがイエ
スに伝えられた時、イエスはユダヤ人以外の者はだれもは
いれない宮の内部におられたが、外庭のギリシャ人たちの
ところへ出てこられて、彼らに自ら面接された。
キリストが栄光を受けられる時がきていた。主は十字

架の影に立っておられたが、ギリシャ人たちの問い合わ
せは、主がまさに払おうとしておられる犠牲によって多く
の息子娘たちが神へみちびかれることをイエスに示した。
主は、ギリシャ人たちがその時には夢にも思わなかった
立場におられる主をまもなく見ることを知っておられた。
彼らは、主が強盗殺人のバラバと並んで立たれ、しかも
神のみ子よりもバラバがえらばれて釈放されるのを見るの
であった。彼らは人々が、祭司たちと役人たちに吹込まれ
て選択するのを耳にするのであった。「それではキリスト
といわれるイエスは、どうしたらよいか」という問いに、
「彼らはいっせいに『十字架につけよ』と言った」（マ
タイ27：22）。人々の罪のためにこのあがないの供え物を
することによって、キリストはご自分のみ国が完成され、
それが世界中にひろがることをご存じであった。主は回
復者として働かれ、そのみたまは勝利するのであった。一
瞬間、主は将来をごらんになって、全地のすみずみまで、
「見よ、世の罪を取り除く神の小羊」とのべつたえてい
る声をお聞きになった（ヨハネ1：29）。この見知らぬ人
たちの中に、主は、ユダヤ人と異邦人との間の隔ての壁が
とりこわされ、諸国諸族諸民が救いのおとずれを聞く時の
大収穫の保証をごらんになった。このこと、すなわち主の
望み 成されることについての予想は、「人の子が栄光を[1000]
受ける時がきた」というみことばに表現されている（ヨハ
ネ12：23）。しかし栄光を受けるためにはどのような道を
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通らねばならないかということが、キリストの頭から決し
て離れなかった。異邦人がかり集められることは、近づき
つつあったキリストの死に続くのであった。主の死によっ
てのみ、世は救われるのであった。
一粒の麦のように、人の子は地に投げられて死に、目に

見えないところに葬られねばならなかった。しかし主はふ
たたび生きられるのであった。
キリストは、弟子たちにわかるように、自然の事物を例

にとってご自分の将来をお示しになった。キリストの使命
の真の結果はその死によって到達されるのであった。「よ
くよくあなたがたに言っておく。一粒の麦が地に落ちて
死ななければ、それはただ一粒のままである。しかし、も
し死んだなら、豊かに実を結ぶようになる」と主は言われ
た（ヨハネ12：24）。麦の粒が地に落ちて死ぬ時に、それ
は芽生えて実を結ぶ。そのように、キリストの死は、神の
国のために実を結ぶのであった。植物界の法則にしたがっ
て、キリストの死の結果は生命であった。
土地をたがやす者は、この実例を始終みえる行為によっ

て、年々穀物の補給を維持しているのである。それはしば
らく畑のうねの下にかくれて、主から見守ってもらわねば
ならない。それから葉が現れ、次に穂が現れ、その穂の中
に実がみのる。しかしその穀物が目に見えないところに埋
もれ、かくされ、どう見ても失われたようになるまでは、
このような発育は行われないのである。
地中に埋もれた種は実を生じ、こんどはその実が播か

れる。こうして収穫は増大する。同様に、カルバリーの十
字架上におけるキリストの死は、永遠の生命にいたる実を
結ぶのである。この犠牲について瞑想することは、その実
として永遠の時代にわたって生きる者の輝かしい喜びであ
る。
自分自身の生命を保存する穀物は実を生ずることがで

きない。それは一粒のままである。キリストは、もしその
気になられたら、ご自分が死なれなくてもよかったのであ
る。しかし、もし死なれなかったら、キリストは1人のま
までなければならない。息子娘たちを神につれて行くこと
はおできにならない。ご自分の生命を放棄することによっ
てのみ、キリストは人類に生命を与えることがおできにな
る。死ぬために地に落ちることによってのみ、キリストは
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あの大収穫、すなわち諸国諸族諸民の中から神のみもとに
あがなわれた大群衆の種となることがおできになるのであ
る。
キリストはこの真理にすべての人が学ばねばならない

自己犠牲の教訓を結びつけておられる。「自分の命を愛
する者はそれを失い、この世で自分の命を憎む者は、それ
を保って永遠の命に至るであろう」（ヨハネ12：25）。キ
リストとともに働く者として実を生じさせたい者は、みな
まず地に落ちて死なねばならない。生命はこの世の必要と
いううねの中に投げ込まれねばならない。自己を愛する思
い、自己中心の思いは滅びなければならない、自己犠牲の
法則は、自己保存の法則である。農夫は穀物を投げ捨てる
ことによってそれを保存する。人間の生命も同様である。
与えることは生きることである。保存される生命は神と人
との奉仕に惜し気なく与えられる生命である。キリストの
ためにこの世の生命を犠牲にする者は永遠にいたる生命と
してこれを保つのである。
自分のために費やされる人生は食べてしまった穀物の

ようなものである。それは消えて無くなり、何の増加もな
い。人はできるだけ自分のために集めるかもしれない。自
分のために生き、考え、計画するかもしれない。しかし彼
のいのちは過ぎ去って、何ものも残らない。自分に仕える
法則は自分を滅ぼす法則である。
「もしわたしに仕えようとする人があれば、その人は

わたしに従って来るがよい。そうすれば、わたしのおる所
に、わたしに仕える者もまた、おるであろう。もしわたし
に仕えようとする人があれば、その人を父は重んじて下さ
るであろう」（ヨハネ12：26）。イエスとともに犠牲の十
字架を負うた者はキリストとともにその栄光にあずかる者[1001]
となる。ご自分の弟子たちがキリストとともに栄光を受け
るということが、屈辱と苦痛の中にあってキリストの喜び
であった。彼らはキリストの自己犠牲の実である。彼らの
うちにキリストご自身の品性と精神が完成されることがキ
リストにとって報いであり、永遠にわたる喜びある。彼ら
は自分たちの骨折りと犠牲の実がほかの人たちの心と生活
にみられる時、キリストのこのよろこびにあずかるのであ
る。彼らはキリストとともに働く者であって、天父はみ子
をあがめられるのと同じに、彼らをあがめられる。
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ギリシャ人たちのことばは、異邦人が集められる前兆で
あったが、イエスの心にその使命の全体を思わせた。あが
ないの働きが、天で計画された時から、死が迫った今にい
たるまで、イエスの前を通り過ぎた。神秘の雲が神のみ子
をおおっているようであった。その暗さがイエスの近くに
いる人々に感じられた。イエスは物思いにふけっておられ
た。ついにその沈黙はイエスの悲しみに沈んだ声によって
破られた。「今わたしは心が騒いでいる。わたしはなんと
言おうか。父よ、この時からわたしをお救い下さい」（ヨ
ハネ12：27）。事前にキリストはすでににがいさかずきか
ら飲んでおられた。キリストの人性は、ご自分が捨てら
れる時を思って、たじろいでいた。その時には、どう見て
も、キリストは神からさえ捨てられ、キリストが神から打
たれ、たたかれ、苦しめられるのをすべての者が見るので
あった。キリストは、人目にさらされ、極悪の罪人のよう
に取り扱われ、恥ずかしい不名誉な死にあうことをちゅう
ちょされた。暗黒の勢力との戦いについての予感、人類の
罪とがについての恐るべき重荷の思い、罪のゆえの天父の
怒りが、イエスの精神をめいらせ、死の青白さをイエスの
顔にひろがらせた。
その時、天父のみこころに対する気高い服従がみられ

た。「わたしはこのために、この時に至ったのです。父
よ、み名があがめられますように」（ヨハネ12：27）。キ
リストの死によってのみ、サタンの王国は打ち倒されるの
である。そうすることによってのみ、人があがなわれ、神
はあがめられるのである。イエスは苦悩に同意され、犠牲
を受け入れられた。天の大君イエスが罪を負う者として苦
難を受けることに同意された。「父よ、み名があがめられ
ますように」と、イエスは言われた（ヨハネ12：28）。キ
リストがこれらのことばを語られると、頭上にただよって
いた雲の中から、「わたしはすでに栄光をあらわした。そ
して、更にそれをあらわすであろう」という応答があった
（ヨハネ12：28）。キリストの全生涯は、かいばおけの時
からこのことばが語られた時まで、神の栄光をあらわして
いた。そしてきたるべき試練に、神および人としてのキリ
ストの苦難によって、実に天父のみ名があがめられるので
あった。
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この声がきこえると、光が雲からさして、あたかも無限
な力の神の両腕が火の壁のようにキリストをかこむかのよ
うに、キリストをとりまいた。人々は恐れと驚きの念でこ
の光景を見た。だれもあえて口を開こうとしなかった。だ
まって息をころしたまま、みんなはイエスを見つめて立っ
ていた。天父のあかしが与えられると、雲は晴れて天に
散った。天父とみ子との目に見えるまじわりはその時やん
だ。
「すると、そこに立っていた群衆がこれを聞いて、『雷

がなったのだ』と言い、ほかの人たちは、『御使が彼に話
しかけたのだ』と言った」（ヨハネ12：29）。しかしたず
ねてきたギリシャ人たちは、その雲を見、その声をきき、
その意味をさとって、実際にキリストをみとめた。彼らに
は、キリストが神からつかわされたお方としてあらわされ
た。
公生涯の初めにイエスがバプテスマを受けられた時に、

神のみ声がきこえ、それは山上の変貌の時にふたたびきこ
えた。いま公生涯の終わりに、それはもっと大勢の人々に
よって、特殊な事情のもとに3度聞かれた。イエスはユダヤ
人の状態について最も厳粛な事実を語られたばかりであっ
た。主は最後の訴えをなし、ユダヤ人の滅亡を宣告された
のだった。いま神はふたたびみ子の使命に印をおされた。
神はイスラエルがこぼんだお方をみとめられた。「この声
があったのは、わたしのためではなく、あなたがたのため
である」とイエスは言われた（ヨハネ12：30）。それはイ[1002]
エスがメシヤであられることについての最高の証拠、すな
わちイエスが事実を語られ、神のみ子であられるという天
父のしるしであった。
イエスは続けて言われた、「『今はこの世がさばかれる

時である。今こそこの世の君は追い出されるであろう。そ
して、わたしがこの地から上げられる時には、すべての人
をわたしのところに引きよせるであろう』。イエスはこう
言って、自分がどんな死に方で死のうとしていたかを、お
示しになったのである」（ヨハネ12：3133）。いまは世界
の危機である。もしわたしが人類の罪のためにあがないの
供え物となれば、世は明るくなるであろう。人の魂をとら
えているサタンの束縛はたちきられるであろう。けがされ
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た神のみかたちは人性のうちに回復され、信じる聖徒たち
の家族はついには天国を嗣ぐであろう。
これがキリストの死の結果である。救い主は、目の前に

浮かぶ勝利の光景について瞑想にふけられる。主は十字架
が、それも残酷で不名誉な十字架が、あらゆる恐怖を伴っ
ているにもかかわらず、栄光に輝いているのをごらんにな
る。
しかし人類のあがないの働きが十字架によってなしとげ

られる全部ではない。神の愛が宇宙にあらわされる。この
世の君が追い出される。サタンが神に向けた非難が反ばく
される。サタンが天に投げかけた非難は永遠に除かれる。
人類はもちろん天使たちもあがない主に引きよせられる。
「わたしがこの地から上げられる時には、すべての人をわ
たしのところに引きよせるであろう」と、イエスは言われ
た（ヨハネ12：32）。
キリストがこれらのことばを語られた時、周囲に多く

の人々がいたが、その1人が言った、「『わたしたちは律
法によって、キリストはいつまでも生きておいでになる
のだ、と聞いていました。それだのに、どうして人の子は
上げられねばならないと、言われるのですか。その人の子
とは、だれのことですか』。そこでイエスは彼らに言われ
た、『もうしばらくの間、光はあなたがたと一緒にここに
ある。光がある間に歩いて、やみに追いつかれないように
しなさい。やみの中を歩く者は、自分がどこへ行くのかわ
かっていない。光のある間に、光の子となるために、光を
信じなさい』」（ヨハネ12：3436）。
「このように多くのしるしを彼らの前でなさったが、彼

らはイエスを信じなかった」（ヨハネ12：37）。彼らはか
つて救い主に「わたしたちが見てあなたを信じるために、
どんなしるしを行って下さいますか」とたずねたことが
あった（ヨハネ6：30）。無数のしるしが与えられたが、彼
らは目をとじ、その心はかたくなであった。いま天父がご
自身で語られ、彼らはそれ以上のしるしを求めることがで
きないのに、それでも彼らは信じようとしなかった。
「しかし、役人たちの中にも、イエスを信じた者が多

かったが、パリサイ人をはばかって、告白はしなかった。
会堂から追い出されるのを恐れていたのである」（ヨハ
ネ12：42）。
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彼らは神の承認よりも人の称賛を好んだ。非難と恥を
まぬかれるために彼らはキリストをこばみ、さし出され
た永遠の生命をこばんだ。それ以来幾世紀の間、これと
同じことをしている者がどんなに多いことだろう。「自分
の命を愛する者はそれを失い」という救い主の警告のこと
ばは、このようなすべての者にあてはまるのである（ヨハ
ネ12：25）。イエスは言われた、「わたしを捨てて、わた
しの言葉を受けいれない人には、その人をさばくものがあ
る。わたしの語ったその言葉が、終りの日にその人をさば
くであろう」（ヨハネ12：48）。
おとずれの時がわからない人たちは気の毒である。ゆっ

くりと悲しそうに、キリストは宮の境内を永久に去られ
た。
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本章はマタイ24章、マルコ13章、ルカ21：538に基づく

「見よ、おまえたちの家は見捨てられてしまう」と祭司
たちと役人たちに言われたキリストのことばは、彼らの心
に恐怖を生じさせた。彼らは無関心をよそおっていたが、
このことばの意味についてたえず疑問が心のうちにわき
あがってくるのであった。目に見えない危険が彼らに迫っ
ているように思えた。国民の誇りである壮麗な宮がまもな
く廃虚になるということだろうか。弟子たちもまた悪い予
感をいだいて、イエスが何かもっとはっきりした説明をさ
れるのを熱心に待った。イエスといっしょに宮から出て行
く時、彼らはその強さと美しさにイエスの注意を向けた。
宮の石はまじりけのない純白の大理石で、中には信じられ
ないほど巨大なものもあった。壁の一部は、ネブカデネザ
ルの軍隊の包囲にも耐えたものであった。完全な石工技術
によって、それはあたかも石切場からそっくり切り出され
た1つのどっしりした石のように見えた。このような偉大
な壁がどうしてこわされようかと、弟子たちは理解できな
かった。
キリストの注意が宮の壮麗さにひきつけられた時、こば

まれたこのお方の無言の思いはどんなであったろう。なる
ほど主の目の前の景色は美しかったが、主は、悲しみをこ
めて、わたしには何もかもわかっていると言われた。なる
ほど建物はすばらしい。あなたがたはこの壁をさして、破
壊されそうにみえないと言りが、わたしのことばを聞きな
さい。「その石1つでもくずされずに、そこに他の石の上に
残ることもなくなる」日がくるのである（マタイ24：2）。
キリストのことばは多くの人々が聞いているところで

語られた。しかしイエスが1人になられて、オリブ山にす
わっておられると、ペテロ、ヨハネ、ヤコブ、アンアレが
みもとにやってきて、「どうぞお話しください。いつ、そ
んなことが起るのでしょうか。あなたがまたおいでになる

647
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時や、世の終りには、どんな前兆がありますか」と言った
（マタイ24：3）。
イエスは弟子たちに答えるにあたって、エルサレムの

滅亡とご自分がおいでになろ大いなる日とを別々にとり
あげられなかった。主はこの2つの出来事をいっしょにま
ぜて描写された。イエスがご自分のごらんになった通り
に未来の諸事件を弟子たちに示されたら、彼らはその光景
に耐えることができなかったであろう。彼らに対する思い
やりから、主は2つの大きな危機をまぜて描写し、その意
味を弟子たちが自分で学ぶようにされた。主がエルサレム
の滅亡のことを言われた時、その預言のことばはエルサレ
ムの滅亡という事件を超えて最後の大火の日にまで及んで
いた。その日には、「主はそのおられる所を出て、地に住
む者の不義を罰せられる。地はその上に流された血をあら
わして、殺された者を、もはやおおうことがない」（イザ
ヤ26：21）。この話の全体は、ただ弟子たちのためだけで
なく、地上歴史の最後の場面に住む者たちのために語られ
たのであった。
弟子たちの方を向いて、キリストは、「人に惑わされな

いように気をつけなさい。多くの者がわたしの名を名のっ
て現れ、自分がキリストだと言って、多くの人を惑わすで
あろう」と言われた（マタイ24：4、5）。多くのいつわり
のメシヤたちが現れて、奇跡を行うと称し、ユダヤ国民の
救済の時が来たと宣言する。これらの者は多くの人々をま
ちがった道へ導くのである。キリストのこのことばは成就
した。キリストの死とエルサレム包囲との間に、多くのい
つわりのメシヤたちが現れた。しかしこの警告は現代の世
に住んでいる者たちのためにも与えられたのである。エル
サレムの滅亡に先立って行われたのと同じ欺瞞が、各時代
を通じて行われてきたが、それはふたたび行われるであろ
う。
「また、戦争と戦争のうわさとを聞くであろう。注意し

ていなさい、あわててはいけない。それは起らねばならな
いが、まだ終りではない」（マタイ24：6）。エルサレム滅
亡の前に、人々は主権を争った。皇帝たちは殺害された。
王の近臣と思われている人たちが殺された。戦争と戦争の[1004]
うわさがあった。「それは起らねばならないが、まだ（一
国家としてユダヤ国家の）終りではない。民は民に、国は
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国に敵対して立ち上がるであろう。またあちこちに、きき
んが起り、また地震があるであろう。しかし、すべてこれ
らは産みの苦しみの初めである」（マタイ24：68）。
ラビたちがこれらのしるしを見る時、彼らはそれが神の

選民を束縛したために諸国にくだる神の刑罰であると宣言
するであろうと、キリストは言われた。こうしたしるしは
メシヤ来臨のしるしであると、彼らは宣告するであろう。
あざむかれてはならない。それらは神の刑罰のはじまりで
ある。人々は自分自身に満足してきた。彼らは悔い改めて
いやされることがなかった。彼らが束縛からの解放のしる
しと言っているしるしは、彼らの滅亡のしるしである。
「そのとき人々は、あなたがたを苦しみにあわせ、ま

た殺すであろう。またあなたがたは、わたしの名のゆえ
にすべての民に憎まれるであろう。そのとき、多くの人
がつまずき、また互に裏切り、憎み合うであろう」（マタ
イ24：9、10）。これらのすべてのことをクリスチャンは経
験した。父親と母親は子供たちを裏切った。子供たちは親
を裏切った。友人は友人をサンヒドリンに引き渡した。迫
害者たちはステパノ、ヤコブ、その他のクリスチャンたち
を殺すことによってその目的を達成した。
神は、ご自分のしもべたちを通して、ユダヤ人に最後の

悔い改めの機会をお与えになった。神の証人たちが捕らえ
られたり、裁判を受けたり、投獄されたりした時に、神は
ご自身をあらわされた。それでも裁判官たちは彼らに死刑
を宣告した。「この世は彼らの住む所ではなかった」（ヘ
ブル11：38）。ユダヤ人たちは、彼らを殺したことによっ
て、神のみ子を新たに十字架につけた。同じことがふたた
び起るであろう。当局は宗教の自由を制限する法律を作る
であろう。彼らは神だけのものである権利を自分たちのも
のにするであろう。彼らは神のみが支配されるべき良心を
自分たちが強制することができると考えるであろう。今で
さえそれが始まっている。この働きはおし進められて、つ
いには越えることのできない限界にまで達するであろう。
その時神は、戒めを守る忠誠な民のために手を出されるの
である、
迫害が起こるたびに、それを目撃する者たちは、キリス

トの側に立っかそれとも反対の側に立つかを決定する。不
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正な宣告を受ける人たちに同情を示す者たちはキリストへ
の愛着を示しているのである。
ほかの者たちは真理の原則が彼らの習慣をたち切るので

つまずいてしまう。多くの者がつまずき倒れ、かつて擁護
していた信仰をすてる。試みの時に自分自身の安全を求め
て背信する者たちは、偽りのあかしをたて、兄弟たちを裏
切る。キリストは、光をこばむ者たちが異常で冷酷な行動
をとってもわれわれが驚かないように、このことについて
警告された。
キリストはエルサレムにのぞむ滅亡のしるしを弟子た

ちに与え、のがれる方法を彼らに語られた。「エルサレ
ムが軍隊に包囲されるのを見たならば、そのときは、そ
の滅亡が近づいたとさとりなさい。そのとき、ユダヤにい
る人々は山へ逃げよ。市中にいる者は、そこから出て行く
がよい。また、いなかにいる者は市内にはいってはいけな
い。それは、聖書にしるされたすべての事が実現する刑罰
の日であるからだ」（ルカ21：2022）。この警告は、40年
のち、すなわちエルサレムの滅亡の時に注意するように与
えられたのであった。クリスチャンはこの警告に従ったの
で、エルサレムの陥落の時には、クリスチャンはひとりも
死ななかった。
「あなたがたの逃げるのが、冬または安息日にならない

ように祈れ」とキリストは言われた（マタイ24：20）。安
息日をつくられたお方は、それを廃してご自分の十字架に
つけるようなことをされなかった。安息日はキリストの死
によって無効とされなかった。キリストが十字架につけら
れてから40年のちにも、それは依然として聖なるものとみ
なされるのであった。弟子たちは逃げることが安息日に起
こらないように、40年の間祈るのであった。
キリストの話は、エルサレムの滅亡から、この地上歴

史の鎖の最後の環であるもっと大きな事件、すなわち神の[1005]
み子が威厳と栄光のうちに来臨されることに急速に移って
行った。この2つの事件の間に、長い暗黒の世紀、キリスト
の教会に血と涙と苦悩のみられる幾世紀が、キリストの目
の前に開かれていた。弟子たちはその時このような光景を
見るのに耐えられなかったので、イエスは短いことばを述
べられただけでこの光景を通り抜けられた。
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「その時には、世の初めから現在に至るまで、かつて
なく今後もないような大きな患難が起るからである。もし
その期間が縮められないなら、救われる者はひとりもない
であろう。しかし、選民のためには、その期間が縮められ
るであろう」（マタイ24：21、22）。1000年以上にわたっ
て、かつて世に知られなかったような迫害が、キリストに
従う者たちにのぞむのであった。キリストの忠実な証人た
ちが。幾百万となく殺されるのであった。神がご自分の民
を保存するために手をさしのべられなかったら、全部滅び
たであろう。「しかし選民のためには、その期間が縮めら
れるであろう」と主は言われた（マタイ24：22）。
今主は、まちがう余地のないことばをもって、主の再臨

についてお語りになり、その来臨に先立つ危険について警
告を世にお与えになる。「そのとき、だれかがあなたがた
に『見よ、ここにキリストがいる』、また、『あそこにい
る』と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、
にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行
い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう。見よ、
あなたがたに前もって言っておく。だから、人々が『見
よ、彼は荒野にいる』と言っても、出て行くな。また『見
よ、へやの中にいる』と言っても、信じるな。ちょうど、
いなずまが東から西にひらめき渡るように、人の子も現
れるであろう」（マタイ24：2327）。エルサレム滅亡のし
るしの1つとして、キリストは、「多くのにせ預言者たち
が起って、多くの人々を惑わすであろう」と言われた。事
実にせ預言者たちが起こって、民をあざむき、多数の者を
荒野へ連れて行った。魔術士たちと占い師たちは奇跡を行
う力があると言って、民を引きよせ、山の淋しいところへ
連れて行った。しかにの預言は、末の世のためにも語られ
たのである。このしるしは再臨のしるしとして与えられて
いる。今でさえもにせキリストたちやにせ預言者たちが主
の弟子たちを迷わすためにしるしやふしぎを見せている。
「見よ、彼は荒野にいる」という叫びをわれわれは聞かな
いだろうか。幾千の人々がキリストをみいだそうと望んで
荒野へ行かなかっただろうか。人々が死んだ霊魂とまじわ
るのだと称している幾千の集会から、「見よ、彼はへやの
中にいる」という叫びがいま聞こえないだろうか。
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これは降神術が叫んでいる主張である。しかしキリスト
は何と言っておられるだろうか。「信じるな。ちょうど、
いなずまが東から西にひらめき渡るように、人の子も現れ
るであろう」（マタイ24：26、27）。
救い主は来臨のしるしをお与えになっている。のみなら

ず、主はこれらの最初のしるしが現れる時を定めておられ
る。「しかし、その時に起る患難の後、たちまち日は暗く
なり、月はその光を放つことをやめ、星は空から落ち、天
体は揺り動かされるであろう。そのとき、人の子のしるし
が天に現れるであろう。またそのとき、地のすべての民族
は嘆き、そして力と大いなる栄光とをもって、人の子が天
の雲に乗って来るのを、人々は見るであろう。また、彼は
大いなるラッパの音と共に御使たちをつかわして、天のは
てからはてに至るまで、四方からその選民を呼び集めるで
あろう」（マタイ24：2931）。
法王による大迫害が終わると、日は暗く月はその光を放

つことをやめると、キリストは言明された。次に星が天か
ら落ちるのである。そして主は言われる、「いちじくの木
からこの警を学びなさい。その枝が柔らかになり、葉が出
るようになると、夏の近いことがわかる。そのように、す
べてこれらのことを見たならば、人の子が戸口まで近づい
ていると知りなさい」（マタイ24：32、33）。
キリストはご自分の来臨についてしるしをお与えになっ

た。われわれはキリストが戸口まで近づいておられる時を
知ることができると、主は言明しておられる。主はこれら
のしるしを見る人々について、「これらの事が、ことごと
く起るまでは、この時代は滅びることがない」と言われる[1006]
（マタイ24：34）。これらのしるしは、すでに現れた。い
まや主の来臨が迫っていることをわれわれは確実に知って
いる。「天地は滅びるであろう。しかしわたしの言葉は滅
びることがない」と主は言われる（マタイ24：35）。
キリストは雲に乗って大いなる栄光のうちにこられる。

多くの輝く天使たちがキリストにつき従う。主は、死人を
よみがえらせ、生ける聖徒たちを栄光から栄光へ変えるた
めにこられる。主を愛し、その戒めを守った者たちに栄光
を与え、彼らをみもとに連れて行くために、宅はおいでに
なる。主は、彼らを、またご自分の約束をお忘れにならな
かった。
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家族はふたたび一緒になる。死者を見るとき、神のラッ
パが鳴りわたる朝のことを思うことができる。その時、
「死人は朽ちない者によみがえらされ、わたしたちは変
えられるのである」（コリント15：52）。もうしばらくす
れば、「麗しく飾った王」にお会いするのである（イザ
ヤ33：17）。もうしばらくすれば、主はわれらの目から涙
を全くぬぐいとってくださる。もうしばらくすれば、主
はわれらを「その栄光のまえに傷なき者として、喜びのう
ちに立たせて下さる」（ユダ24）。だから主は、来臨のし
るしをお与えになった時に、「これらの事が起りはじめた
ら、身を起し頭をもたげなさい。あなたがたの救が近づい
ているのだから」と言われた（ルカ21：28）。
しかしキリストは、来臨の日時をお示しにならなかっ

た。主ご自身も再臨の日時を知らせることができないと
はっきり弟子たちに言われた。もしこのことを自由に示
すことがおできになったら、たえず期待して待つ態度を
持ちつづけるように弟子たちに勧める必要はなかったであ
ろう。主の来臨の日時を知っていると主張する人たちがい
る。彼らは熱心に将来を描く。しかし主は彼らにそうした
立場をとらないようにと警告された。人の子がふたたびお
いでになる正確な日時は神の奥義である。
キリストはことばをつづけて、来臨される時の世の状

態を指摘される。「人の子の現れるのも、ちょうどノアの
時のようであろう。すなわち、洪水の出る前、ノアが箱舟
にはいる日まで、人々は食い、飲み、めとり、とつぎなど
していた。そして洪水が襲ってきて、いっさいのものをさ
らって行くまで、彼らは気がつかなかった。人の子の現れ
るのも、そのようであろう」（マタイ24：3739）。キリス
トはここに、この世の千年期、すなわち、すべての人が永
遠のために備えをする1000年間についての考え方を示して
はおられない。人の子がふたたびおいでになる日は、ノア
の日と同じようであろうと、主は言っておられる。
ノアの時代はどうだっただろうか。「主は人の悪が地に

はびこり、すべてその心に思いはかることが、いつも悪い
ことばかりであるのを見られた」（創世記6：5）。
洪水前の世界の住民は、エホバから離れ、その聖なるみ

こころを行うことをこばんだ、彼らは自分自身のきよくな
い想像とゆがめられた考え方に従った。彼らが滅ぼされた
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のはその悪のためであった。今日、世は同じ道をたどって
いる。千年期の栄光についてのうれしがらせるようなしる
しはどこにもない。神の律法を犯している者たちは地を悪
で満たしている。かけごと、競馬、ばくち、放とう、好色
的な行為、抑制のない情欲などのために、世は非常な勢い
で暴虐に満たされている。
エルサレムの滅亡の預言の中に、キリストは、「また不

法がはびこるので、多くの人の愛が冷えるであろう。しか
し、最後まで耐え忍ぶ者は救われる。そしてこの御国の福
音は、すべての民に対してあかしをするために、全世界に
宣べ伝えられるであろう。そしてそれから最後が来るので
ある」と言われた（マタイ24：1214）。
この預言はふたたび成就するのである。当時はびこっ

ていた不義は今の時代にもそのまま見られる。福音の宣伝
についての預言も同様である。エルサレムの陥落前に、パ
ウロは、聖霊に感じて書き、「この福音は、天の下にある
すべての造られたものに対して宣べ伝えられた」と、宣言
した（コロサイ1：23）。同じように、いま人の子がこら
れる前に、この永遠の福音は、「あらゆる国民、部族、国
語、民族」に宣べ伝えられるのである（黙示録14：6）。
神は「世界をさ ばくためその日を定め」られた（使徒行[1007]
伝17：31）。キリストはその日がいつはじまるかをお告げ
になっている。主は世のすべての人が悔い改めるとは言わ
れないで、「この御国の福音は、すべての民に対してあか
しをするために、全世界に宣べ伝えられるであろう。そし
てそれから最後が来るのである」と言っておられる（マタ
イ24：14）。
世に福音を伝えることによって、主の再臨を早めるこ

とが、われわれの力でできる。われわれは神の日の到来を
待っているだけでなく、これを早めるのである。キリスト
の教会が命じられた働きを主がお定めになった通りにして
いたら、全世界に対する警告はすでに終わって、主イエス
は力と大いなる栄光をもってこの地上においでになってい
たのである。
キリストは、来臨についてのしるしをお与えになって

から、「このようにあなたがたも、これらの事が起るの
を見たなら、神の国が近いのだとさとりなさい。. . . . . .絶
えず目をさまして祈っていなさい」と言われた（ル
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カ21：31、36）。神はきたるべきさばきについていつも
警告をお与えになってきた。自分たちの時代に対する神の
みことばを信じ、神の戒めに従って信仰を実践した人たち
は、従わない者たちや、信じない者たちの上に落ちかかっ
たさばきをまぬかれた。「あなたと家族とはみな箱舟には
いりなさい。あなたがこの時代の人々の中で、わたしの前
に正しい人であるとわたしは認めたからである」というこ
とばがノアに与えられた（創世記7：1）。ノアは従い、そ
して救われた。ロトに、「立ってこの所から出なさい。主
がこの町を滅ぼされます」ということばが与えられた（創
世記19：14）。ロトは天の使者たちの守りに身を委ね、そ
して救われた。そのようにキリストの弟子たちは、エルサ
レムの滅亡について警告を与えられた。きたるべき滅亡の
しるしを見守っていた人たちは都をのがれて、滅亡をまぬ
かれた。そのように今われわれは、キリストの再臨と世に
のぞもうとしている滅亡について警告が与えられている。
この警告に注意する者は救われるのである。
キリスト来臨の正確な時はわからないのだから、目をさ

ましているようにと命じられている。「主人が帰ってきた
とき、目を覚しているのを見られる僕たちは、さいわいで
ある」（ルカ12：37）。主の来臨を待ち望んでいる者たち
は、何もしないでただ期待して待っているのではない。キ
リストの来臨を期待することによって、人々は主を恐れ、
不義に対する主のさばきを恐れるのである。彼らは主がさ
し出された憐れみをこばむ大きな罪を自覚するのである。
主を待ち望んでいる者たちは真理に従うことによって自ら
の魂をきよめる。彼らは油断のない警戒に熱心な働きを結
合する。彼らは、主が戸口におられることを知っているの
で、魂の救いのために天使たちと協力して働くように熱意
をよび起こされる。こういう人たちが主の家族に、「時に
応じて定めの食事をそなえさせる忠実な思慮深い」しもべ
たちである（ルカ12：42）。
彼らはいま特にあてはまる真理を宣べ伝えている。エノ

ク、ノア、アブラハム、モーセがそれぞれの時代のために
真理を宣べ伝えたように、キリストのしもべたちは今この
世代に対する特別の警告を与えるのである。
ところがキリストはもう1つの階級の人々をお示しに

なった。「もしその僕が、主人の帰りがおそいと心の中
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で思い、男女の召使たちを打ちたたき、そして食べたり、
飲んだりして酔いはじめるならば、その僕の主人は思い
がけない日、気がつかない時に帰って来るであろう」（ル
カ12：45、46）。
この悪いしもべは、「主人の帰りがおそい」と心の中で

思っている。彼は、キリストがおいでにならないとは言わ
ない。彼は主の再臨という考えを嘲笑しない。しかし心の
中で、またその行為とことばによって、主の来臨が遅いと
宣言する。彼は、ほかの人たちの心から、主はすみやかに
こられるという確信を追い出す。彼の影響で、人々の間に
独断的で不注意な遅れが生じる。人々の世俗心とまひ状態
がますますひどくなる。世俗的な欲望、堕落した思いが心
を占領する。悪いしもべは、酔っぱらいといっしょに飲み
食いし、世の人々といっしょになって快楽を求める。彼は
仲間のしもべたちを打ちたたいて、主人に忠実な者たちを[1008]
責め、非難する。彼は世俗の人たちにまじる。彼は世俗の
人々と同じように罪を犯す。それは恐るべき同化作用であ
る。世俗の人たちといっしょに彼はわなに捕らえられる。
「その僕の主人は思いがけない日、気がつかない時に帰っ
てきて、彼を厳罰に処し、偽善者たちと同じ目にあわせる
であろう」（マタイ24：50、51）。
「もし目をさましていないなら、わたしは盗人のよう

に来るであろう。どんな時にあなたのところに来るか、あ
なたには決してわからない」（黙示録3：3）。キリストの
来臨はにせ教師たちの不意を襲う。彼らは、「平和だ無事
だ」と言っている（テサロニケ5：3）。エルサレムが陥落
する前の祭司たちと教師たちのように、彼らは教会が世俗
的な繁栄とほまれを受けることを期待する。彼らは時のし
るしをこの事の予表として解釈する。しかし霊感のことば
には何と言われているだろうか。
「突如として滅びが彼らをおそって来る」（テサロニ

ケ5：3）。全地に住んでいるすべての者たちに、この世を
わが家としているすべての者たちに、神の日はわなのよう
にやってくる。それは忍び足の盗人のように彼らにやって
くる。
世は放蕩に満ち、邪悪な快楽に満ちて、現世的な安

全の中に眠っている。人々は主の来臨をずっとのちのこ
とにしている。彼らは警告をあざ笑う。「すべてのもの
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は天地創造の初めからそのままであって、変ってはいな
い」「あすも、きょうのようであるだろう、すばらしい日
だ」という高慢な誇りが表明される（Ⅱペテロ3：4、イザ
ヤ56：12）。もっと大いに楽しもうというのである。しか
しキリストは、「見よ、わたしは盗人のように来る」と言
われる（黙示録16：15）。世の人々が嘲笑して、「主の来
臨の約束はどうなったのか」とたずねているその時に、し
るしは成就しつつある（Ⅱペテロ3：4）。彼らが「平和だ
無事だ」と叫んでいる時に、突然の滅びがのぞみつつある
（テサロニケ5：3）。嘲笑する者、すなわち真理をこばむ
者が僣越になった時、各方面の金もうけ仕事が原則を無視
してくりかえされている時、研究者が聖書以外のあらゆる
知識を熱心に求めている時、キリストは盗人のようにこら
れる。
世のすべてのものが激動している。時のしるしは険悪な

兆候を示している。きたるべき事件が影を前方に投げてい
る。神のみたまは地から引き上げつつあり、海と陸に次々
と災害が起こっている。嵐、地震、火事、洪水、あらゆる
種類の殺人が起こっている。だれが将来を読むことができ
よう。どこに安全があるだろう。人についても、この世に
ついても保証は何もない。人々は自分の選んだ旗の下に急
いで参加している。落ちつかないで彼らは自分たちの指導
者たちの動きを待ち、見守っている。主の現れを待ち、見
守り、そのために働いている人たちがいる。もう一方の種
類の人たちは最初の大背信者の統率下に参加している。避
けるべき地獄と獲得すべき天国とがあることを全心全霊か
ら信じている人は少ない。
危機は徐々にわれわれに忍びよっている。太陽は空に

輝き、いつもの軌道を通り、天はいまも神の栄光をあらわ
している。人々はあいかわらず飲み食い、植え、建て、め
とり、とついでいる。商人たちはあいかわらず売り買いし
ている。人々は最高の地位を争ってお互いにおしのけ合っ
ている。快楽を愛する者たちがあいかわらず劇場や、競馬
や、ばくち場におしかけている。最高の興奮が行き渡って
いうが、恩恵の時は急速に閉じられつつあり、各人の運命
が永遠に決定されようとしている。サタンは自分の時が短
いことを知っている。サタンは人々が欺かれ、惑わされ、
心を占領され、夢中になって、ついには恩恵の日が終わ
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り、恵みの戸が永遠に閉ざされるように、すべての手下を
働かせてきた。
オリブ山での主の警告のことばは、幾世紀を経て今日の

われわれに厳粛にひびいてくる。「あなたがたが放縦や、
泥酔や、世の煩いのために心が鈍っているうちに、思いが
けないとき、その日がわなのようにあなたがたを捕らえる
ことがないように、よく注意していなさい。. . . . . .これらの
起ろうとしているすべての事からのがれて、人の子の前に
立つことができるように、絶えず目をさまして祈っていな
さい」（ルカ21：34、36）。
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さささいいい者者者」」」

本章はマタイ25：3146に基づく

「人の子が栄光の中にすべての御使たちを従えて来る
とき、彼はその栄光の座につくであろう。そして、すべて
の国民をその前に集めて. . . . . .彼らをより分け」るであろう
（マタイ25：31）。このようにキリストは、オリブ山で、
大いなるさばきの日の光景を、弟子たちに描写された。し
かもこの決定は、1つの点にかかっていると、主は言われ
た。国民が主の前に集められる時、そこには2つの階級しか
ないのであって、彼らの永遠の運命は、貧しい者や悩める
者を通して主のためにつくしたか、それともつくすことを
怠ったかによってきまるのである。
その日には、キリストは、ご自分が人々のあがないの

ために生命をささげて彼らのためにつくされた大いなる
みわざを彼らの前にお示しにならない。主は、人々が主の
ためになした忠実な働きをお示しになる。主はその右手を
置かれる人々にこう言われる、「わたしの父に祝福された
人たちよ、さあ、世の初めからあなたがたのために用意さ
れている御国を受けつぎなさい。あなたがたは、わたしが
空腹のときに食べさせ、かわいていたときに飲ませ、旅人
であったときに宿を貸し、裸であったときに着せ、病気の
ときに見舞い、獄にいたときに尋ねてくれたからである」
（マタイ25：3436）。しかしキリストからほめられる人た
ちは、自分がキリストに奉仕していたことを知らない。彼
らのとまどった質問に、主はこう答えられる。「わたしの
兄弟であるこれらの最も小さい者のひとりにしたのは、す
なわち、わたしにしたのである」（マタイ25：40）｡

イエスは、弟子たちに、あなたがたはすべての人々に憎
まれ、迫害され、苦しめられると言われた。多くの者が家
から追われ、貧乏になるだろう。多くの者が病気と欠乏に
苦しめられるだろう。多くの者が獄に入れられるだろう。

659
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キリストのために友人や家庭を捨てるすべての者に、主
は、この世で百倍を約束された。いま主は兄弟たちに奉仕
するすべての者に、特別な祝福を保証された。わたしの名
のために苦しみを受けるすべての者のうちにあなたがたは
わたしを認めるのであると、イエスは言われた。わたしに
奉仕するように、あなたがたは彼らに奉仕すべきである。
これがあなたがたがわたしの弟子である証拠である。
天の家族に生まれた者はみな、特別な意味において主の

兄弟である。キリストの愛が主の家族を結びつけ、この愛
があらわされるところにはどこにでも天の関係があらわさ
れる。「すべて愛する者は、神から生れた者であって、神
を知っている」（ヨハネ4：7）。
さばきの時に、キリストからほめられる者たちは、神学

についてはほとんど知っていなかったかも知れないが、彼
らはキリストの原則を心に宿していた。天来のみたまの感
化を通して、彼らはまわりの人たちの祝福になっていた。
異教徒の中にさえ、親切心のある人たちがいる。いのちの
みことばを聞かないうちから、彼らは宣教師たちと親しく
なり、自分自身の生命の危険をおかしてまで宣教師たちに
奉仕した。異教徒の中には、知らないで真の神を礼拝して
いる人たち、すなわち人を通して光を与えられたことのな
い人たちがいるが、それでも彼らは滅びないのである。彼
らは書かれた神の律法については無知であるが、自然を通
して語りかける神のみ声を聞き、律法に要求されているこ
とを実行した。彼らのわざは聖霊が彼らの心に触れた証拠
であって、彼らは神の子らとして認められる。
諸国民や異教徒の中のへりくだる者たちは、救い主の日

から、「わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者のひと
りにしたのは、すなわち、わたしにしたのである」という
ことばを聞いて、どんなに驚き、よろこぶことだろう（マ
タイ25：40）。限りない愛であられる主の心は、主に従う
者たちがその嘉納のことばを聞いて驚きと喜びの思いで見
上げるとき、どんなにか喜ばれることだろう。
しかしキリストの愛は、ある種類の人たちに限られてい[1010]

るのではない。主は入類の一人一人と一体になられる。わ
れわれが天の家族の一員となるために、主は地の家族の一
員となられた。主は人の子であり、したがってアダムのす
べての息子娘にとって兄弟である。主に従う者たちは、滅
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びつつあるまわりの世の人々と無関係だと思ってはならな
い。彼らは人類という大きな網の一部である。天の神は、
彼らを聖徒の兄弟であると同時に、また罪人の兄弟として
見ておられる。キリストの愛は、堕落した者、まちがって
いる者、罪深い者を包む。堕落した魂をひきあげるために
なされたすべての親切な行為、すべての愛の行為は、主に
対してなされたものとして受けとられる。
天のみ使いたちは救いを継ぐ者たちに仕えるために送

られる。救いを継ぐ者たちがだれであるかは今はわからな
い。だれが勝利し、光のうちにある聖徒の嗣業にだれがあ
ずかるかはまだ明らかでない。しかし天のみ使いたちは地
の果てから果てまで行きめぐって、悲しんでいる者たちを
慰め、危険に陥っている者たちを保護し、人々の心をキリ
ストにみちびいている。1人としておろそかにされたり、見
過ごされたりしない。神は人をかたより見られるお方では
なく、ご自分がっくられたすべての魂を同じように守られ
る。
困り著しんでいるクリスチャンたちに戸を開く時、あな

たは目に見えない天使たちを迎え入れているのである。あ
なたは天使たちとのまじわりを招いているのである。彼ら
は喜びと平和のきよい雰囲気をもってくる。彼らが口に賛
美をもってやってくるとき、天ではそれに応ずる歌の調べ
が聞かれる。愛の行為の1つ1つに天では音楽がかなでられ
る。天父はそのみ座から、無我の働き人をご自分の最もと
うとい宝にかぞえられる。
キリストの左側にいる者たち、すなわち貧しい者や苦し

んでいる者を通してキリストをおろそかにした人たちは、
自分の罪を意識しない。サタンが彼らを盲目にしたのであ
る。彼らは兄弟たちに対してどうすべきであったかを認め
なかった。彼らは自分のことばかり考えていて、他人の必
要をかまわなかった。
神は金持ちの人たちが神の筈しんでいる子らを助け慰め

るように、彼らに富をお与えになった。ところが彼らは、
他人の欠乏に対して無関心であることが多い。彼らは貧
しい兄弟たちよりも自分はえらいのだと思っている。彼ら
は貧しい人の立場になってみない。貧しい人たちの試みや
戦いがわからないので、彼らの心から同情が消えてなくな
る。高価な住居やすばらしい教会堂の中にいて、富める人
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たちは貧しい人たちをよせつけない。困っている人たちを
恵むために神がお与えになった金銭が、わがままな高慢心
と利己心のために費やされる。貧しい人たちは神のやさし
い憐れみについて与えられるはずの教訓を毎日奪われてい
る。神は、生活の必需品を与えて楽しく暮せるように十分
な備えをされたのである。彼らは生活を窮屈にする貧乏を
否応なしに感じさせられて、ねたみ、うらやみ、悪い憶測
に満たされるように誘惑されることがしばしばある。自分
で欠乏の重荷に耐えたことのない人たちは、しばしば貧し
い人たちに侮蔑的な態度をとり、彼らに自分たちは貧民の
ようにみられているという気持ちを起こさせる。
しかしキリストはすべてそうしたことを見ておられ、

飢えかわいていたのはわたしだったのだと言われる。見知
らぬ人はわたしだったのだ。病んでいたのはわたしだった
のだ。獄にはいっていたのはわたしだったのだ。あなたが
ごちそうのいっぱい並んだテーブルについて食べていた時
に、わたしはあばらやや人通りのない街路で飢えていた。
あなたがぜいたくな家で安楽に暮していた時に、わたしは
頭を横たえる場所もなかった。あなたのたんすの中にぜい
たくな衣服がいっぱいつまっていた時に、わたしは着るも
のが何もなかった。あなたが快楽を追い求めていた時に、
わたしは獄の中で弱りはてていたのだ。
あなたが飢えている貧しい人たちにほんの少しのパンを

しぶしぶ分け与えた時に、また身を切るような寒さから彼
らをおおうために薄っぺらな衣服を彼らに与えた時に、あ
なたはそれを栄光の主に与えていたのだということを知っ
ていただろうか。あなたの人生の間、わたしはそうした苦
しむ者の姿をとってあなたのそばにいたのだ。しかしあな[1011]
たはわたしを求めなかった。あなたはわたしとの交わりに
入ろうとしなかった。わたしはあなたを知らない。
キリストが地上で生活された場所をおとずれ、キリス

トが歩まれた場所を歩き、キリストが好んでお教えになっ
た湖のほとりや、キリストがたびたび目をとめられた丘や
谷を眺めることができたら大きな特権だろうと思う人が多
い。しかし、イエスの足跡を歩むために、ナザレやカペナ
ウムやベタニヤに行く必要はない。病床のかたわらや、貧
しいあばらやや、大都会の雑踏する横町や、人の心が慰め
を必要としている場所ならどこにでも、イエスの足跡がみ
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いだされる。イエスが地上におられた時にされた通りのこ
とをすることによって、われわれはイエスの足跡を歩むの
である。
誰でもみな何かすることをみつけることができる。「貧

しい人たちはいつもあなたがたと共にいる」とイエスは
言われた（ヨハネ12：8）。だからだれでも、自分は主の
ために働くことのできる場所がないと思うには及ぼない。
無知と罪の鎖につながれて滅びようとしている幾百千万
の魂が、彼らに対するキリストの愛を聞いたことさえない
のである。もしわれわれと彼らの立場が入れかわったとし
たら、われわれは彼らにどうしてもらいたいと望むだろう
か。われわれは自分の力の及ぶ限り、そうしたことをすべ
て彼らのためにする最も厳粛な義務がある。われわれは。
一人人みなキリストの一生の原則によって、さばきの時に
立っか倒れるかしなければならないのであるが、その原則
とは、「何事でも人々からしてほしいと望むことは、人々
にもそのとおりにせよ」である（マタイ7：12）。
救い主は、悲しみに満ち、試みられている魂を世話す

ることのできる教会を建てるために、ご自分のとうとい生
命をお与えになった。信者の群れは、貧しく、無教育で、
無名の人たちかも知れない。しかしキリストのうちにあ
る時、彼らは、家庭において、近隣において、教会におい
て、また遠い地方において働くことができ、その結果は永
遠と同じように遠大なものとなる。
多くの若い弟子たちが、クリスチャン経験のほんの初歩

から1歩も前進しないのは、この働きがおろそかにされて
いるからである。イエスから「あなたの罪はゆるされた」
と告げられたときに、彼ら自身の心のうちに燃えた火は、
困っている人たちを助けることによって燃えつづけること
ができたのである。若い人たちにとって危険の原因となり
易い不安定な精力は、祝福の流れとなって流れ出る水路へ
とみちびくことができたのである。他人のためによいこと
をする働きによって自我が忘れられるのである。
他人に奉仕する人たちは、大牧者イエスから奉仕され

る。彼らは白ら生ける水を飲み、そして満足する。彼ら
は興奮させられる娯楽や、生活上の何らかの変化を熱望し
ない。興味をひく大きな話題は、滅びようとしている魂を
どうやって救うかである。社交的なまじわりは有益であろ
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う。あがない主の愛が人々の心を1つに結びつけるのであ
る。
われわれは、神と共に働く者であることを認める時、神

の約束について無関心な語りかたをしない。それはわれわ
れの心のうちに燃え、われわれのくちびるを熱する。無知
で、しつけがなく、反逆してばかりいる民に奉仕するため
にモーセが召された時、神は彼に、「わたし自身が一緒に
行くであろう。そしてあなたに安息を与えるであろう」と
約束された（出エジプト33：14）。神はまた「わたしは必
ずあなたと共にいる」と言われた（出エジプト3：12）。こ
の約束は、苦しみ悩む人たちのためにキリストに代って働
くすべての者に対する約束である。
人に対する愛は、神の愛がこの地上にあらわされたも

のである。栄光の王キリストがわれわれと1つになられた
のは、この愛を植えつけ、われわれを1つの家族の子らに
するためであった。「わたしがあなたがたを愛したよう
に、あなたがたも互に愛し合いなさい」とのキリストの
別れのことばが成就される時、またキリストが世の人々
を愛されたようにわれわれも彼らを愛する時、その時われ
われにとってキリストの使命は達成されるのである（ヨハ
ネ15：12）。われわれは天国にふさわしい者となる。なぜ
ならわれわれの心のうちには天国があるからである。
「死地にひかれゆく者を助け出せ、滅びによろめきゆ[1012]

く者を救え。あなたが、われわれはこれを知らなかった
といっても、心をはかる者はそれを悟らないであろうか。
あなたの魂を守る者はそれを知らないであろうか。彼は
おのおのの行いにより、人に報いないであろうか」（箴
言24：11、12）。大いなるさばきの日には、キリストのた
めに働かなかった人たち、自分のことばかりを考え、自分
のことだけのために暮していた人たちは、全地の審判者な
る神から悪をなした者たちと同列におかれるであろう。彼
らは同じ罪の宣告を受けるのである。
どの魂にも責任が負わされている。大牧者イエスは、

一人一人に、「あなたに賜わった群れ、あなたの麗しい群
れはどこにいるのか」と要求される（エレミヤ13：20）。
「主があなたを罰されろときあなたは何と言うであろう
か」（エレミヤ13：21・英訳）。
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本章はルカ22：718、24、ヨハネ13：117に基づく

エルサレムの住宅の2階座敷で、キリストは弟子たちと
食卓についておられた、彼らは過越節を守るために集まっ
たのであった。救い主は、12人の弟子たちとだけで、この
過越の食事を守りたいと望まれた。主はご自分の時がきて
いることを知っておられた。イエスご自身が真の過越の小
羊であって、過越の食事の日にいけにえとしてささげられ
るのであった。主は怒りのさかずきを飲もうとしておられ
た。まもなく主は最後の苦難のバプテスマをお受けになら
ねばならなかった。しかし主にとってまだ静かな数時間が
残っていたので、愛する弟子たちのためにその時間をすご
されるのであった。
キリストの一生は無我の奉仕の一生であった。「仕えら

れるためではなく、仕えるため」というのが、主の1つ1つ
の行為の教えであった（マタイ20：28）。しかし弟子たち
は、この教えをまだ学んでいなかった。この最後の過越の
晩さんの時に、イエスは、実際の例を通してその教えをく
りかえされ、それが彼らの頭と心にいつまでも残る印象を
与えたのであった。
イエスと弟子たちとの対談は、たいてい静かな喜びの

時間となったので、彼らはみなこれを非常に大切にしてい
た。過越の晩さんは特別に興味のある場面であったが、イ
エスはこの時心に悩んでおられた。イエスの心は苦しみ、
その顔はくもっていた。イエスが2階の広間で弟子たちと会
われた時、彼らは、何かが主の心に重くのしかかっている
ことに気がつき、その原因はわからなかったけれども、イ
エスの悲しみに同情した。
彼らが食卓のまわりに集まると、主は、心を動かされる

ような悲しい口調で言われた。「『わたしは苦しみを受け
る前に、あなたがたとこの過越の食事をしようと、切に望
んでいた。あなたがたに言って置くが、神の国で過越が成

665
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就する時までは、わたしは2度と、この過越の食事をするこ
とはない』、そして杯を取り、感謝して言われた、『これ
を取って、互に分けて飲め。あなたがたに言っておくが、
今からのち神の国が来るまでは、わたしはぶどうの実から
造ったものを、いっさい飲まない』」（ルカ22：1518）。
キリストは、「この世を去って父のみもとに行くべき

自分の時がきたことを知り、世にいる自分の者たちを愛し
て、彼らを最後まで愛し通された」（ヨハネ13：1）。主は
今十字架の影の中におられ、その心に苦しみ悩んでおられ
た。主は、ご自分が裏切られる時に捨てられることを知っ
ておられた。主は、犯罪者が受ける最も屈辱的な方法でご
自分が死刑にされることをご存じであった、主は、ご自分
が救うためにこられた人々の忘恩と残酷さを知っておられ
た。主はご自分がどんなに大きな犠牲を払わねばならない
か、しかもまたそれがどれほど多くの人たちにとってむだ
であるかをご存じであった。主は、目の前にあるすべての
ことを知っておられたのだから、ご自身の屈辱と苦難につ
いての思いに当然圧倒されたかもしれなか った。しかし[1013]
主は、これまで主ご自身のものとして共にいて、主のはず
かしめと悲しみと虐待とが過ぎ去ってからは、世に残され
て戦わねばならない12人の弟子たちをごらんになった。主
はご自身の苦難を思われる時、その思いはいつも弟子たち
と関連していた。主はご自分のことをお考えにならなかっ
た。主の心の中では弟子たちについての心配が一番大きい
のであった。
弟子たちと一緒のこの最後の夜、イエスには彼らに話

したいことがたくさんあった、主が与えたいと願っておら
れることを受ける備えができていたら、彼らは、胸の張り
裂けそうな苦悩や、失望と不信に陥らないですんだのであ
る、しかしイエスは、ご自分が語らねばならないことに弟
子たちが耐えることができないことをお知りになった。主
が彼らの顔をじっとごらんになった時、警告と慰めのこと
ばは日の中でとまってしまった。沈黙のうちにしばらくの
時が過ぎた。イエスは待っておられるようにみえた。弟子
たちの心は平静ではなかった。キリストの悲しみによって
めざめさせられた同情心とやさしさは消えてしまっている
よりにみえた。ご自身の苦難をさし示している主の悲しみ
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に満ちたことばは、ほとんど印象に残っていなかった。彼
らがお互いにかわす目つきは嫉妬と争いを物語っていた。
「自分たちの中でだれがいちばん偉いだろうかと言っ

て、争論が彼らの間に、起った」（ルカ22：24）。キリス
トの面前で行われたこの争いは主を悲しませ、傷つけた。
弟子たちは、キリストがご自分の権力を主張されてダビデ
の位を占められるのだという好き勝手な考えに執着してい
た。そしてそれぞれに心の中で依然として王国の最高の地
位にあこがれていた。彼らは、自分自身に、またお互いの
上に勝手な評価をくだし、兄弟たちを自分よりもりつばな
人としてみないで、自分自身をまず最高とした。ヤコブと
ヨハネがキリストの王座の右と左にすわりたいと願ったこ
とが、ほかの弟子たちの憤激をひき起こしていた。2人の兄
弟があつかましくも最高の地位を求めたことから、10人の
弟子たちが怒って、離反の恐れがあった。自分たちはまち
がって判断されている、自分たちの忠誠心や才能は認めら
れていないのだと彼らは思った。ヤコブとヨハネに対して
最も手きびしかったのはユダだった。
弟子たちが晩さんのへやに入って行った時、彼らの心は

憤然とした気持ちで一杯だった。ユダはキリストのすぐ左
側に割りこんだ。ヨハネは右側にいた。もし最高の位置と
いうものがあるなら、ユダはそれを占めようと決心してい
たが、その位置はキリストの隣であるように思われた。し
かもユダは裏切り者であった。
不和の原因がほかにも起こっていた。食事の時には、

しもべが客の足を洗うのが習慣だったので、この場合も足
を洗う準備ができていた。足を洗うために水差しもたらい
も手ぬぐいも用意されていた。ところがしもべがいなかっ
たので、弟∫たちがその役を果たす立場にあった。しかし
弟子たちはそれぞれ誇りを傷つけられたという思いに負け
て、誰もしもべの役割を果たすまいと決心していた。みん
なは平然とした無関心さをよそおい、自分たちがすること
があることに気がつかないふりをしていた。沈黙すること
によって、彼らは自分を低くすることをこばんだ。
キリストは、このようにあわれな魂を、サタンが彼らに

決定的に勝利することのできないところへどうやってみち
びかれるだろう。ただ口先だけで弟子であると言うことが
弟子となることではなく、また天国に入ることを保証する
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ものでもないことを、キリストはどうやってお示しになる
ことができるだろう。真の偉大さは愛の奉仕、真の謙遜に
あるということを、キリストはどうやってお示しになるこ
とができるだろう。
キリストはどのようにして彼らの心に愛を燃やし、また

主が彼らに話したいと熱望しておられることをどのように
して彼らにわからせることがおできになるだろう。
弟子たちはお互いに仕えるために動こうとしなかった。

イエスは彼らがどうするかを見るためにしばらく待ってお
られた。それから、天来の教師であられるイエスが、食卓
から立ちあがられた。主は動作のじ ゃまになる上着をぬ[1014]
ぎ、タオルをとって腰にまかれた。弟子たちは、驚きと興
味の念をもって、何事が起こるのかだまって見ていた。主
は「それから水をたらいに入れて、弟子たちの足を洗い、
腰に巻いた手ぬぐいでふき始められた」（ヨハネ13：5）。
この行為が弟子たちの目を開いた。彼らの心は激しい恥ず
かしさと不面目な思いに満たされた。彼らは無言の譴責を
理解し、自分たちの姿をまったく新しい光のうちに見た。
このようにキリストは、弟子たちに対する愛をあらわ

された。彼らの利己的な精神をごらんになって、主の心
は悲しみに満たされたが、主は彼らの問題について議論さ
れなかった。その代わりに、主は、彼らが決して忘れるこ
とのできない模範をお与えになった。弟子たちに対する主
の愛は、簡単にさまたげられたり、消えたりしなかった。
主は、「父がすべてのものを自分の手にお与えになったこ
と、また、自分は神から出てきて、神にかえろうとしてい
ることを」わかっておられた（ヨハネ13：3）。主はご自分
の神性を十分に意識しておられた。しかし主は、王冠と王
衣をぬいで、しもべの姿をとられたのであった。地上にお
ける主の最後の行為の1つは、しもべのしたくをしてしもべ
の役割を果たされることであった。
過越の前に、ユダは祭司たち、律法学者たちともう1度

出会って、イエスを彼らの手に引き渡す契約を取りきめて
いた。それなのに彼は、そのあとで、何の悪いこともしな
かったかのように弟子たちの中にまじって過越の食事を用
意する働きに関心を示していた。弟子たちはユダの意図に
ついて何も知らなかった。彼の秘密を見ぬくことがおでき
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になったのはイエスだけだった。しかし主はユダを暴露さ
れなかった。
イエスは彼の魂を求めておられた。主は、滅ぶべき都

エルサレムについて泣かれた時にこの都に対して感じられ
たような重荷を、ユダに対して感じておられた。主は、ど
うしておまえをあきらめることができようと、心の中で泣
いておられた。この迫る愛の力をユダは感じた。救い主が
ご自分の手で彼のよごれた足を洗い、手ぬぐいでふかれた
時、ユダの心はいまこの場で自分の罪を告白してしまおう
という衝動に何度もかられた。しかし彼はへりくだろうと
しなかった。彼は悔い改めに対して心をかたくなにし、一
瞬間おしのけられていたもとの衝動がふたたび彼を支配し
た。ユダは、今度は、弟子たちの足を洗っておられるキリ
ストの行為につまずいた。イエスがこんなに自らを低くさ
れるのだったら、とてもイスラエルの王になられることは
できないと彼は思った。現世の主国における世俗的栄誉に
対するいっさいの希望が失われた。キリストに従うことか
らはやはり何の利益も得られないのだとユダは納得した。
ユダは、主がご自分を低くされたと思ったので、それを見
てから、主を否認し、自分はだまされていたのだと告白し
ようという考えをいっそう固めた。彼は悪魔に占領されて
いたので、主を裏切ることによって、自分が同意した働き
をやりとげようと決心した。
ユダは、食卓にすわる場所をえらぶ時に、一番先にすわ

ろうとしたが、キリストはしもべとして一番先に彼に奉仕
された。ユダはヨハネに対して非常ににがにがしい感情を
いだいていたが、そのヨハネは一番あとまわしになった。
しかしヨハネは、そうされたからといって譴責されたと
も、あるいは軽んじられたとも思わなかった。キリストの
行為を見た時、弟子たちは非常に心を動かされた。ペテロ
の番になると、彼は驚いて、「主よ、あなたがわたしの足
をお洗いになるのですか」と叫んだ（ヨハネ13：6）。キリ
ストのへりくだりが、彼の心をうち砕いた。彼はこの奉仕
をする者が弟子たちの中に1人もいなかったことを思って恥
ずかしい思いに満たされた。キリストは、「わたしのして
いることは今あなたにはわからないが、あとでわかるよう
になるだろう」と言われた（ヨハネ13：7）。ペテロは、神
のみ子と信じている主が、しもべの役割を果たしておられ
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るの観るにしのびなかった。彼は全心全霊でこの屈辱感と
戦った、キリストがこのためにこられたのであることに彼
は気がつかなかった。彼は非常な力をこめて、「わたしの
足を決して洗わないで下さい」と叫んだ（ヨハネ13：8）。
キリストはペテロに向かっておごそかに言われた。「も[1015]

しわたしがあなたの足を洗わないなら、あなたはわたしと
なんの係わりもなくなる」（ヨハネ13：8）。ペテロがこ
ぼんだ奉仕は、もっと高いきよめの型であった。キリスト
は心から罪のけがれを洗い落とすためにこられたのであっ
た。キリストに足を洗ってもらうのをこばむことによっ
て、ペテロは低いきよめの中に含まれている高いきよめを
こぼんでいるのであった。彼は事実上主をこばんでいるの
であった。
われわれのきよめのためにキリストに働いていただく

ことは、主にとっていやしいことではない。最も真実な謙
遜は、われわれのために備えられているどんなことでも感
謝の心をもって受け入れ、キリストのために熱心に奉仕を
することである。「もしわたしがあなたの足を洗わないな
ら、あなたはわたしとなんの係わりもなくなる」とのイエ
スのことばを聞いて、ペテロは、自分の高慢とわがままに
打ち勝った（ヨハネ13：8）。彼はキリストとなんの係わ
りもなくなるという思いに耐えられなかった。それは彼に
とって死であった。「シモン・ペテロはイエスに言った、
『主よ、では、足だけではなく、どうぞ、手も頭も』。イ
エスは彼に言われた、『すでにからだを洗った者は、足の
ほかは洗う必要がない。全身がきれいなのだから』」（ヨ
ハ不13：9、10）。
このことばには身体のきよめよりももっと深い意味があ

る。キリストはまだ低いきよめに例示されている高いきよ
めについて語っておられる。入浴した者は清潔であるが、
サンダルをはいた足はすぐによごれるので。また洗わねば
ならない。そのように、ペテロと兄弟たちは、罪と汚れと
をきよめる大いなる泉で洗われていた。キリストは彼らを
ご自分のものとしてみとめられた。しかし、試みのために
彼らは悪に陥っていたので。依然として主のきよめの恩恵
が必要だった。イエスが彼らの足のほこりを洗うためにタ
オルを腰にまかれた時、主はその行為によって、彼らの心
から不和、嫉妬、高慢を洗い流したいと望まれた。このこ
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とは、彼らのほこりまみれの足を洗うことよりもずっと重
大なのであった。その時の彼らの精神では、キリストとま
じわる用意のできている者は1人もいなかった。謙遜と愛の
状態に達するまでは、過越の食事にあずかる用意、すなわ
ちキリストが制定しようとしておられる記念式にあずかる
用意ができていないのであった。彼らの心はきよめられね
ばならない。
高慢心と利己心は不和と憎しみをつくり出すが、イエス

は、彼らの足を洗うことによって、そのすべてを洗い流さ
れた。気持ちの変化が生じた。イエスは、彼らをごらんに
なって、「あなたがたはきれいなのだ」と言うことがおで
きになった（ヨハネ13：10）、いまや心の一致があり、お
互いに対する愛があった。彼らはへりくだり、教えを受け
入れる気持ちになっていた。ユダのほかは、一人一人が最
高の地位を互いにゆずり合う気持ちになった。いま彼らは
おだやかな、感謝の思いをもってキリストのみことばを受
け入れることができた。
ペテロとその兄弟たちのように、われわれもまたキリス

トの血によって洗われたのであるが、悪との接触によって
しばしば心の純潔がけがされる。キリストのきよめの恩恵
を求めて、みもとに行かねばならない。ペテロは自分のよ
ごれた足が主のみ手にふれることをちゅうちょした。しか
し、われわれの罪深い、けがれた心がキリストの心にふれ
ることがどんなに多いことだろう。われわれの悪い性質、
虚栄心、高慢な心は、キリストにとってどんなに悲しむべ
きものだろう。それでもなおわれわれは、自分のすべての
弱さとけがれとを主のみもとに持って行かねばならない。
キリストだけがわれわれを洗いきよめてくださることがで
きるのである。われわれは、主のきよめの力によってきよ
めていただかねば、主とまじわる用意ができていないので
ある。
イエスは、弟子たちに「あなたがたはきれいなのだ。

しかし、みんながそうなのではない」と言われた（ヨハ
ネ13：10）。主はユダの足を洗われたが、彼の心は主に屈
服していなかった。その心はきよめられなかった。ユダは
自分自身をキリストに屈服させていなかった。
キリストは弟子たちの足を洗ってから、上着を取り、

ふたたび腰をおろして、彼らにこう言われた。「わたしが [1016]
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あなたがたにしたことがわかるか。あなたがたはわたしを
教師、また主と呼んでいる。そう言うのは正しい。わたし
はそのとおりである。しかし、主であり、また教師である
わたしが、あなたがたの足を洗ったからには、あなたがた
もまた、互に足を洗い合うべきである。わたしがあなたが
たにしたとおりに、あなたがたもするように、わたしは手
本を示したのだ。よくよくあなたがたに言っておく。僕は
その主人にまさるものではなく、つかわされた者はつかわ
した者にまさるものではない」（ヨハネ13：1216）。
キリストは、ご自分が弟子たちの足を洗われたけれど

も、それは主の威厳をすこしもそこなうものではないとい
うことを彼らにわからせたいとお思いになった。「あなた
がたはわたしを教師、また主と呼んでいる。そう言うのは
正しい。わたしはそのとおりである」（ヨハネ13：13）。
主は、無限にすぐれたお方であられたが、この奉仕に恩恵
と意義を与えられた。キリストほど高い地位にある者は誰
もないのに、主は、身をかがめて最もいやしいっとめをさ
れた。人の生まれつきの心に住みつき、自分自身に仕える
ことによってますます強くなる利己心のために、主の民が
道をまちがえないようにキリストご自身が謙遜の模範を示
されたのである。主はこの大きな問題を人の責任にまかせ
ておかれなかった。神と等しいお方であるキリストご自身
が、弟子たちに対してしもべとしてふるまわれたほど、主
はこの問題を重視された。彼らが最高の地位を争っている
間に、すべての人がひざまずく主、栄光の天使も仕えるこ
とを名誉としている主が、ご自分を主と呼んでいるこれら
の人たちの足を、ひざまずいて洗われた。主はご自分を裏
切る者の足を洗われた。
その生活と教訓を通して、キリストは、神にみなもと

がある無我の奉仕について完全な実例をお与えになった。
神はご自分のために生活されない。世界を創造すること
によって、また万物をささえることによって、神はたえ
ずほかのもののために奉仕しておられる。「天の父は、
悪い者の上にも良い者の上にも、太陽をのぼらせ、正し
い者にも正しくない者にも、雨を降らして下さる」（マタ
イ5：45）。この奉仕の理想を、神はみ子に託されたのであ
る。イエスが人類のかしらに立つために与えられたのは、
奉仕することがどういうことであるかをご自分の模範に
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よって教えるためであった。イエスの一生は奉仕の法則の
下にあった。主はすべての人に仕え、すべての人に奉仕さ
れた。こうして主は、神の律法を生活し、ご自分の模範に
よって、われわれが神の律法にどのように従うべきかを示
された。
イエスは、この原則を弟子たちのうちに確立しようと

幾度も試みられた。ヤコブとヨハネが高い地位を願った
とき、主は、「あなたがたの間で偉くなりたいと思う者
は、仕える人と. . . . . .ならねばならない」と言われた（マタ
イ20：26、27）。わたしの主国では優先と優越は許されな
い。唯一の偉大さは謙遜の偉大さである。唯一の卓越は他
人への奉仕に献身することにある。
今、弟子たちの足を洗ってしまわれると、主は、「わ

たしがあなたがたにしたとおりに、あなたがたもする
ように、わたしは手本を示したのだ」と言われた（ヨハ
ネ13：15）。このことばによって、キリストはもてなしの
慣習を命じられただけではなかった。旅のほこりを除くた
めに客の足を洗うことよりももっと深い意味があった。キ
リストはここに1つの宗教的行事を制定しておられたのであ
る。主の行為によって、この謙遜式は、聖別された儀式と
なった。それは、謙遜と奉仕についてのキリストの教訓を
いつも心におぼえているように、弟子たちによって守られ
るのであった。
この儀式は、聖さん式のためにキリストがお定めになっ

た準備である。高慢、不和、権力争いが宿っているあいだ
は、心はキリストとのまじわりにはいることができない。
われわれは、キリストの体と血との聖さんを受ける用意が
できていない。そこでイエスは、ご自分の謙遜を記念する
ものを最初に守るようにお定めになったのである。
神の子らがこ儀式にあずかる時、彼らは生命と栄光の

主のみことばを思い出さねばならない。「わたしがあなた [1017]
がたにしたことがわかるか。あなたがたはわたしを教師、
また主と呼んでいる。そう言うのは正しい。わたしはそ
のとおりである。しかし、主であり、また教師であるわた
しが、あなたがたの足を洗ったからには、あなたがたもま
た、互に足を洗い合うべきである。わたしがあなたがたに
したとおりに、あなたがたもするように、わたしは手本を
示したのだ。よくよくあなたがたに言っておく。僕はその
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主人にまさるものではなく、つかわされた者はっかわした
者にまさるものではない。もしこれらのことがわかってい
て、それを行うなら、あなたがたはさいわいである」（ヨ
ハネ13：1217）。
人のうちには、自分を兄弟よりも高く評価し、自我のた

めに働き、最高の地位を求める傾向がある。そしてこのこ
とから、しばしば悪い憶測と冷酷な精神が生じる。聖さん
式に先立つ洗足式は、こうした誤解を一掃し、人を利己心
から引き離し、高慢というたけうまからおろして、兄弟に
仕えるへりくだった心を与えるのである。
天の聖なる監視者であられる聖霊は、この式の間、臨在

されて、これを魂をさぐる時、罪を自覚する時、罪がゆる
されたというありがたい確証の時としてくださる。恵みに
満ちておられるキリストはそこにおられて、利己的な水路
を流れていた心の思いの流れを変えてくださる。聖霊は、
主の模範に従う者たちの感受性を鋭くしてくださる。われ
われのための救い主の屈辱を思い出す時、思いは思いとつ
ながり、記憶の鎖、すなわち神の大いなる恵みと地上の友
の好意とやさしさの記憶が呼び起こされる。祝福を忘れ、
恵みを悪用し、親切を軽んじたことが心に思い出される。
愛というとうとい植物を追い出していた冷酷という根があ
らわれる。品性の欠点、義務の怠慢、神への忘恩、兄弟た
ちに対する冷淡さが思い出される。罪は、神がそれをごら
んになる光をとおして見られる。われわれの思いは自己満
足の思いではなくて、きびしく自己を責める思いと謙遜な
思いである。不和を生じさせたあらゆる障害を打破する力
が心に与えられる。悪意と悪口は捨て去られる。罪は告白
され、ゆるされる。心をやわらげるキリストの恩恵が魂に
入り、キリストの愛が人びとの心を引きよせて、祝福され
た一致を生じさせる。
準備の式についての教訓をこのように学ぶ時、もっと

高い霊的な生活を望む思いが燃やされる。この望みに天の
証人イエスが答えてくださるのである。魂が高められる。
われわれは、罪がゆるされたことを意識して聖さんにあず
かることができる。キリストの義という日光が心の部屋と
魂の宮を満たす。われわれは、「世の罪を取り除く神の小
羊」を見るのである（ヨハネ1：29）。
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この儀式の精神を受け入れる者には、それは決してた
だの儀式とはならない。それは「愛をもって互に仕えなさ
い」という教訓をいつも教えている（ガラテヤ5：13）。
弟子たちの足を洗うことによって、キリストは、彼らをご
自分と共に天の宝という永遠の富を継ぐ者とならせるため
なら、どんなにいやしい奉仕でもなさるという証拠をお示
しになった。キリストの弟子たちは、同じ儀式を行うこと
によって、兄弟たちに仕えることを同じように誓うのであ
る。この儀式が正しく守られる時にはいつでも、神の子ら
は、互いに助け祝福するために聖なる関係に入る。
彼らは一生を無我の奉仕にささげることを誓うのであ

る。しかもそれは、お互いのためだけではない。彼らの
働きの分野は主の働きの分野と同じように広いのである。
世はわれわれの奉仕を必要としている人々で満ちている。
貧しい人たち、無力な人たち、無知な人たちが四方にい
る。2階の広間でキリストと交わった人たちは、キリストと
同じように奉仕するために出て行くのである。
すべての者から仕えられるお方であったイエスが、すべ

ての者のしもべとなられるためにこられた。そして主はす
べての者にお仕えになったので、またすべての者から仕え
られ、あがめられるのである。だから、主の聖なるご性質
にあずかり、魂があがなわれるのを見る喜びに、主ととも
にあずかりたい者は、無我の奉仕という主の模範に従わね
ばならない。
このことはすべて、「わたしがあなたがたにしたと

おりに、あなたがたもするように、わたしは手本を示し [1018]
たのだ」というイエスのことばに含まれていた（ヨハ
ネ13：15）。これこそ主がこの儀式を定められた目的で
あった。主はまたこう言っておられる。「もしこれらのこ
とがわかっていて」、すなわち主の教訓の目的がわかって
いて、「それを行うなら、あなたがたはさいわいである」
と（ヨハネ13：17）。
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本章はマタイ26：2029、マルコ14：1725、ルカ22：1423、
ヨハネ13：1830に基づく

「主イエスは、渡される夜、パンをとり、感謝してこれ
をさき、そして言われた、『これはあなたがたのための、
わたしのからだである。わたしを記念するためこのよう
に行いなさい』。食事ののち、杯をも同じようにして言わ
れた、『この杯は、わたしの血による新しい契約である。
飲むたびに、わたしの記念として、このように行いなさ
い』。だから、あなたがたは、このパンを食し、この杯を
飲むごとに、それによって、主がこられる時に至るまで、
主の死を告げ知らせるのである」（コリント11：2326）。
キリストは、2つの制度とその二大儀式の転換期に立っ

ておられた。神の傷なき小羊であられるキリストは、罪祭
としてご自分をささげようとしておられた。こうしてキリ
ストは、4000年の間キリストの死をさし示してきた型と儀
式の制度に終止符をうたれるであった。弟子たちと過越の
食事をされた時、主は、過越節の代りに、主の大いなる犠
牲の記念となる式をお定めになった。ユダヤ人の国民的祭
典は永久に過ぎ去るのであった。そしてキリストがお定め
になった式が、どの国どの時代においても弟子たちによっ
て守られるのであった。
過越節は、イスラエルがエジプトの奴隷状態から救済さ

れた記念として定められた。毎年、子供たちがこの儀式の
意味をたずねる時に、その歴史をくりかえして聞かせるよ
うにと、神は指示された。こうしてあのふしぎな救済がす
べての人たちの心に生きつづけるのであった。聖餐式は、
キリストの死の結果達成された大いなる救済を記念するた
めに与えられたのであった。主が力と栄光のうちにふたた
びおいでになるまで、この儀式は守られる。それは、われ
われのためのキリストの大いなるみわざがわれわれの心の
うちに生きっづけるための手段である。

676
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エジプトからの救済の時、イスラエルの民は、腰をか
らげ、つえを手にとり、旅の用意をして、立ちながら過越
の食事を食べた。このような式の守り方は、彼らの状態に
ふさわしかった。というのは、彼らはまさにエジプトの国
から追い出され、苦痛と困難に満ちた荒野の旅を始めよう
としていたからである。しかしキリストの時代には事態は
変わっていた。彼らはいまよその国から追い出されようと
しているのではなく、自分自身の国に住んでいる民であっ
た。与えられた休息にふさわしく、人々は、当時、食卓
によりかかった姿勢で過越の食事をした。食卓のまわりに
寝いすが置かれていて、客たちはその上に横になり、左手
で体をささえ、右手を自由に使って食事をとった。この姿
勢では、客は隣に腰かけている人の胸に頭をもたせかける
ことができた。そして足が寝いすの外側の端に出ていたの
で、一座の外側を通る人から足を洗ってもらうことができ
た。
キリストは、過越の食事が並べられた食卓にまだついて

おられる。過越の時に用いられる種入れぬパンがその前に
ある。発酵していない過越のぶどう酒が食卓の上にある。
これらの象徴を用いて、キリストは、きずのないご自身の
犠牲をお示しになる。罪と死の象徴である発酵によってけ
がされているものは「きずも、しみもない小羊」を象徴す
ることはできない（ペテロ1：19）。
「一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、

祝福してこれをさき、弟子たちに与えて言われた、『取っ
て食べよ、これはわたしのからだである』。ま た杯を取 [1019]
り、感謝して彼らに与えて言われた、『みな、この杯から
飲め。これは、罪のゆるしを得させるようにと、多くの人
のために流すわたしの契約の血である。あなたがたに言っ
ておく。わたしの父の国であなたがたと共に、新しく飲む
その日までは、わたしは今後決して、ぶどうの実から造っ
たものを飲むことをしない』」（マタイ26：2629）。
裏切り者のユダがこの聖餐に出席していた。彼は、イ

エスの裂かれた体と流された血の象徴を、イエスから受け
取った。彼は、「わたしを記念するため、このように行い
なさい」と言われたことばを聞いた。神の小羊イエスの目
の前にすわりながら、この裏切り者は、自分自身の暗い意
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図について思いをめぐらし、陰うつな復讐の思いを心にい
だいていた。
足を洗う時に、キリストは、ユダの性格をわかってお

られるということを確信させるような証拠を示された。
「みんながきれいなのではない」と主は言われた（ヨハ
ネ13：11）。このことばは、キリストがユダの秘密の意図
を読んでおられるということを、この偽りの弟子に確信
させた。いまキリストはもっとはっきり口に出された。弟
子たちが食卓にすわっていた時、主は、彼らを見渡して、
「あなたがた全部の者について、こう言っているのではな
い。わたしは自分が選んだ人たちを知っている。しかし、
『わたしのパンを食べている者が、わたしにむかっでそ
のかかとをあげた』とある聖書は成就されなければならな
い」と言われた（ヨハネ13：18）。
それでもなお弟子たちは、ユダを疑わなかった。しか

し彼らは、キリストが非常に苦しんでおられるようにみえ
ることに気がっいた。暗い影、どういうものかはわからな
いが、何か恐ろしいわざわいの予感が一同をおおった。彼
らがだまって食べていると、イエスは、「特にあなたがた
に言っておくが、あなたがたのつちのひとりが、わたしを
裏切ろうとしている」と言われた（マタイ26：21）。この
ことばに、彼らは肝をつぶすほど驚いた。自分たちの中の
だれかがこの天来の教師イエスを裏切るなどということは
考えられもしなかった。一体何のために、そして誰のため
に、主を裏切ろうというのか。一体誰の心がそんな計画を
思いついたというのか。主の教えをほかの誰にもまさって
聞く特権を与えられ、主のすばらしい愛を共に受け、ご自
身との密接なまじわりに入れられるほど主から信頼され、
愛された12人の中の1人ではまさかあるまい。
彼らは、主のことばの意味に気がつき、主の言われるこ

とがいつも真実であることを思い出した時、恐れと自信の
ない思いにとりっかれた。
そして、主を裏切るような気持ちが1つでも宿っては

いないかと、自分自身の心をさぐり始めた。最も苦痛な
思いをもって、彼らは次々に「主よ、まさか、わたしで
はないでしょう」とたずねた（マタイ26：22）。しかしユ
ダはだまってすわっていた。心配でたまらないヨハネが
ついに、「主よ、だれのことですか」とたずねた（ヨハ
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ネ13：25）。するとイエスは答えて言われた。「わたしと
一緒に同じ鉢に手を入れている者が、わたしを裏切ろうと
している。たしかに人の子は、自分について書いてあると
おりに去って行く。しかし、人の子を裏切るその人は、わ
ざわいである。その人は生れなかった方が、彼のためによ
かったであろう」（マタイ26：23、24）。弟子たちはお互
いの顔つきを綿密にさぐって、「主よ、まさか、わたしで
はないでしょう」とたずねた。そしていま、ユダの沈黙が
すべての目を彼に引きっけた。混乱した質問と驚きの表現
のさなかに、ユダはヨハネの質問に答えられたイエスのこ
とばを聞いていなかった。しかしいま、弟子たちのせんさ
くを避けるために、ユダは、彼らと同じように、「先生、
まさか、わたしではないでしょう」とたずねた。するとイ
エスはおごそかに、「いや、あなただ」と答えられた（マ
タイ26：25）。
自分の意図をばくろされて驚きあわてたユダは、部屋

から出て行こうと、急いで立ち上がった、「そこでイエス
は彼に言われた、『しようとしていることを、今すぐする
がよい』。. . . . . .ユダは切れの食物を受けると、すぐに出て
行った。時は夜であった」（ヨハネ13：27、30）。キリス
トから離れて外の暗がりへ出て行った時、この裏切り者に
とってそれは夜であった。
この1歩がふみ出されるまでは、ユダは悔い改めの可能 [1020]

性を越えてはいなかった。しかし彼が主と仲間の弟子たち
の前から立ち去った時、最後の決定がなされ、彼は境界線
を越えた。
試みられているこの魂に対するイエスの忍耐深い態度は

驚くばかりであった。ユダを救うためにできることはどん
なこともなされた。ユダが主を売り渡すことを2度も契約し
たあとでも、イエスはなお悔い改めの機会を彼にお与えに
なった。裏切り者の心の中の秘密の意図を読むことによっ
て、キリストはご自分の神性について確信を与える最後
の証拠をユダにお示しになった。これは偽りの弟子にとっ
て、悔い改めへの最後の呼びかけであった。キリストの
神としてまた人としての心からあらんかぎりの訴えがなさ
れた。恵みの波は、かたくなな高慢心に打ち返されると、
心をやわらげる愛というもっと強い潮流となってよせ返し
た。しかしユダは、自分の不義が発覚したことに驚きあわ
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てたが、ますます決心を固めたにすぎなかった。裏切りの
行為をやりぬくために、彼は聖餐式から出て行ったのであ
る。
ユダにわざわいを宣告することを通して、キリストは

また、弟子たちに対して恵みの目的をもっておられた。主
はこうしてご自身がメシヤであることについて最高の証拠
を彼らにお与えになった。「そのことがまだ起らない今の
うちに、あなたがたに言っておく。いよいよ事が起ったと
き、わたしがそれであることを、あなたがたが信じるため
である」と、主は言われた（ヨハネ13：19）。もしイエス
がご自分の身に起ころうとしていることを知らないふりを
してだまっておられたら、弟子たちは、主が天来の見通し
を持っておられなかったので、残忍な暴徒たちの手に売り
渡されて驚かれたと思うかも知れなかった。1年前に、イエ
スは弟子たちにわたしは12人を選んだが、1人は悪魔である
と語られた。今ユダに対することばは、主がユダの裏切り
を十分承知しておられることをあらわしていたので、それ
は主の屈辱の時に、キリストに真に従っている者たちの信
仰を強めるのであった。そして、ユダが恐ろしい最後をと
げた時に、彼らはイエスがこの裏切り者の上に宣告された
わざわいを思い出すのであった。
救い主はまた別な目的を持っておられた。主は、裏切

り者とわかっている相手に仕えることをおやめにならな
かった。主が足を洗うときに、「みんながきれいなのでは
ない」と言われたことばや、食卓についていた時に、「わ
たしのパンを食べている者が、わたしにむかってそのかか
とをあげた」と宣言されたことばを、弟子たちはわからな
かった（ヨハネ13：11、18）。しかしのちになってその意
味がはっきりした時、彼らは、最も悲しむべきあやまちを
犯している者に対する神の忍耐と慈悲について深く考えさ
せられた。
イエスは、ユダをはじめから知っておられたが、彼の足

を洗われた。しかもこの裏切り者は、キリストといっしょ
に聖餐にあずかる特権が与えられた。寛容な救い主は、
この罪人が、キリストを受け入れ、悔い改めて罪のけがれ
からきよめられるように、あらゆるさそいの手をのばされ
た。この模範はわれわれのためである。ある人が過失と罪
を犯していると思われる時、われわれはその人と絶縁して
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はならない。心ない離別によって、彼を試みの犠牲にした
り、サタンの陣地に追いやったりしてはならない。これは
キリストの方法ではない。弟子たちがまちがいを犯してお
り、欠点があったからこそ、主は彼らの足を洗われたので
ある。そのことによって、12人のうち1人を除いて全部が悔
い改めにみちびかれたのであった。
キリストの模範は聖餐式における排他心を禁じている。

公然たる罪がある場合には、その罪人を加えてはならな
いことは事実である。このことは聖劉こよってはっきり
教えられている（コリント5：11参照）。しかしそれ以外
には、だれも宣告をくだすべきではない。神は、このよう
な式にだれを出席させるかを人が口にすることをおゆるし
にならなかった。なぜなら。だれが心を読むことができる
だろう。毒麦と麦の区別が誰にできるだろう。「だれでも
まず自分を吟味し。それからパンを食べ杯を飲むべきであ
る」。なぜなら「ふさわしくないままでパンを食し主の杯
を飲む者は、主のからだと血とを犯すのである。. . . . . .主
のか らだをわきまえないで飲み食いする者は、その飲み [1021]
食いによって自分にさばきを招くからである」（コリン
ト11：28、27、29）。
信者たちがこの儀式を守るために集まる時、そこには人

の目に見えない使者たちが出席しているのである。会衆の
中にはユダがいるかも知れない。もしそうなら、暗黒の君
からつかわされた使者たちもそこにいる。なぜなら、彼ら
は聖霊によって支配されることをこばむすべての者につき
そっているからである。天のみ使いたちもそこにいる。こ
うした目に見えない訪問者たちが、このような式にはかな
らず出席しているのである。心の中では真理と聖潔のしも
べではないが、それでも式に加わりたいと望む人たちが、
この会衆の中にはいってくるかも知れない。このような人
ぴとをこばんではならない。イエスが弟子たちとユダの足
を洗われた時に出席していた証人たちが出席している。人
間の目以上のものがこの光景をながめたのであった。
キリストは、ご自身の式に印をおすために、聖霊によっ

てそこにおられる。主は、罪を自覚させ、心をやわらげる
ためにそこにおられる。罪を悔いる表情と思いを、1つとし
て主は見のがされない。主は、悔い改めて心のくだける者
を待っておられる。その魂を受け入れるために、すべての
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ことが用意されている。ユダの足を洗われたお方が、一人
一人の心から罪のけがれを洗いたいと待ちこがれておられ
る。
ふさわしくない人が出席しているからといって、聖餐式

にあずからないようなことがあってはならない。弟子たち
は1人残らず公然と参加し、そうすることによって、キリス
トを自分自身の救い主として受け入れているというあかし
をたてるように求められている。キリストがご自分の民に
会い、その臨在によって彼らを力づけられるのは、主が自
らお定めになったこのような式においてである。ふさわし
くない心や手によってこの式がとり行われることさえある
かも知れないが、それでもキリストがそこにおられて、ご
自分の民に奉仕されるのである。主に固い信仰をおいてこ
れにあずかる者はみな大いに祝福される。このような天来
の特権の時をおろそかにする者はみな損失をこうむる。こ
のような人たちについては、「みんながきれいなのではな
い」と言うことがふさわしいのである（ヨハネ13：11）。
弟子たちといっしょにパンとぶどう酒にあずかることに

よって、キリストは、ご自分が彼らのあがない主となられ
ることを彼らに契約された。主は彼らと新しい契約をされ
たが、その契約によって主を受け入れる者はみな神の子と
なり、キリストと共同の相続人となるのである。この契約
によって、天がこの世と来世でお与えになることのできる
あらゆる祝福が彼らのものであった。この契約書はキリス
トの血によって批准されるのであった。そしてこの聖餐式
をとり行うことは、堕落した人類という大きな全体の一部
分として弟子たち一人一人のために個人的に払われた無限
の犠牲をたえず彼らの目の前に示すことになった。
しかし聖餐式は悲しみの時となるのではなかった。こ

れはその目的ではなかった。主の弟子たちは、主の食卓
に集まる時、自分の欠点を思い出して、嘆き悲しむので
はない。彼らは、過去の信仰経験が向上していようと低
下していようと、それに思いを集中するのではない。兄
弟たちとの間の不和を思い出すのではない。すべてこうし
たことは洗足式に含まれていたのである。自分を吟味する
ことや、罪を告白することや、不和を解消することはすべ
てもうすんだのである。いまは彼らはキリストと会うため
に来ているのである。彼らは、十字架の影ではなくて、救
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いの光の中に立っている。彼らは、義なる太陽キリストの
輝かしい光に向かって魂を開くのである。彼らはキリスト
のとうとい血潮によってきよめられた心をもち、目に見え
なくてもキリストの臨在を十分に意識して、「わたしは平
安をあなたがたに残して行く。わたしの平安をあなたがた
に与える。わたしが与えるのは、世が与えるようなものと
は異なる」と言われる主のみことばを聞くのである（ヨハ
ネ14：27）。
罪を自覚する時に、わたしがあなたのために死んだのだ

ということを思い出しなさいと、主は言われる。わたしと
福音のために圧迫され、迫害され、苦しめられる時に、わ [1022]
たしがあなたのために生命をささげたほどの大きな愛を思
い出しなさい。あなたの義務がきびしく、つらく思われ、
あなたの重荷が負いきれないほど重く感じられる時に、わ
たしがあなたのために、恥をいとわないで、十字架に耐え
たことを思い出しなさい。あなたの心がきびしい試練にた
じろぐ時に、あなたのあがない主が生きてあなたのために
執り成しておられることを思い出しなさい。
聖餐式はキリストの再臨をさし示している。それはこ

の望みを弟子たちの心に生き生きと保つためであった。
キリストの死を記念するために共に集まったときには
いつでも、彼らは、主が「杯を取り、感謝して彼らに与
え. . . . . .、『みな、この杯から飲め。これは、罪のゆるし
を得させるようにと、多くの人のために流すわたしの契
約の血である。あなたがたに言っておく。わたしの父の国
であなたがたと共に、新しく飲むその日までは、わたしは
今後決して、ぶどうの実から造ったものを飲むことをしな
い』」と言われたあの時のことを語り合うのであった（マ
タイ26：2729）。苦難のうちにある時、彼らは主の再臨と
いう望みに慰めを見いだした。「だからあなたがたは、こ
のパンを食し、この杯を飲むごとに、それによって、主が
こられる時に至るまで、主の死を告げ知らせるのである」
との思いは、彼らにとって口に言い表せないほどとうとい
のであった（コリント11：26）。
こうしたことは、決して忘れてはならない事柄である。

迫る力をもったイエスの愛が、われわれの記憶の中にた
えず新たにされなければならない。キリストは、この儀式
が、われわれのためにあらわされた神の愛についてわれわ
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れの感覚に語りかけるように、これをお定めになった。キ
リストによる以外には、われわれの魂と神とを結びつける
ものはない。兄弟と兄弟との間の致と愛は、イエスの愛に
よって固められ、永遠なものとされなければならない。キ
リストの死より以下のものでは、主の愛をわれわれのため
に効力のあるものとすることができない。われわれが主の
再臨を喜びをもって期待できるのは、キリストが死んでく
ださったからにほかならない。キリストの犠牲はわれわれ
の望みの中心である。この上に、われわれの信仰をすえな
ければならない。
主の屈辱と苦難をさし示しているこの儀式が、あまりに

も形式的なものにみなされている。この儀式は1つの目的を
もって定められたのである。われわれの感覚は、敬神の奥
義を把握するために、呼びさまされねばならない。罪を償
うために払われたキリストの苦難を今よりもっともっとよ
く理解することが、すべての者の特権である。「ちょうど
モーセが荒野でへびを上げたように、人の子もまた上げら
れなければならない。それは彼を信じる者が、すべて永遠
の命を得るためである」（ヨハネ3：14、15）。死に臨まれ
た救い主がかかっておられるカルバリーの十字架をわれわ
れは見あげなくてはならない。われわれの永遠の利益は、
キリストに対する信仰をわれわれが示すように要求してい
る。
「人の子の肉を食べず、また、その血を飲まなければ、

あなたがたの内に命はない。. . . . . .わたしの肉はまことの食
物、わたしの血はまことの飲み物である」と主は言われた
（ヨハネ6：53、55）。
このことは肉体的な面において事実である。この世の

生命さえキリストの死のおかげである。われわれの食べる
パンは、キリストの裂かれた体をもって買われたものであ
る。われわれの飲む水は、キリストの流された血によって
買われたのである。聖徒であろうと罪人であろうと、日ご
との食物を食べる者はだれでも、キリストの体と血によっ
て養われているのである。どのパンにもカルバリーの十字
架の印がおされている。どの泉にもカルバリーの十字架が
反映している。キリストはご自分の大いなる犠牲をさし示
して、こうしたすべてのことをお教えになった。あの2階座
敷の聖餐式から輝き出ている光は、われわれの日常生活の
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飲食物を神聖なものとしている。家族の食卓は主の食卓と
なり、毎度の食事は聖餐となる。
キリストのことばはまたわれわれの霊的な面において

一層真実である。主は、「わたしの肉を食べ、わたしの血
を飲む者には、永遠の命があ」ると宣言しておられる（ヨ
ハネ6：54）。われわれが聖潔な生 活を送ることができる [1023]
のは、カルバリーの十字架上でそそぎ出された生命を自分
のために受けることによってである。そしてこの生命は、
キリストのみことばを信受し、キリストが命じられたこ
とをなすことによって、受けられるのである。こうしてわ
れわれは、キリストと1つになる。「わたしの肉を食べ、
わたしの血を飲む者はわたしにおり、わたしもまたその人
におる。生ける父がわたしをつかわされ、また、わたしが
父によって生きているように、わたしを食べる者もわたし
によって生きるであろう」（ヨハネ6：56、57）。この聖
句は、特別な意味において、聖餐式にあてはまる。信仰に
よって主の大いなる犠牲を瞑想する時、魂はキリストの霊
的生命に同化する。その魂は聖餐式のたびに霊的な力を受
ける。この式は、信者をキリストにむすびつけ、さらに天
父とむすびつける生きたつながりとなる。それは、特別な
意味において、神とたよっている人間との間のつながりと
なる。
キリストの裂かれた体と流された血潮を象徴するパンと

ぶどう酒をいただく時に、われわれは、想像を通して、あ
の2階座敷の聖餐の場面に加わるのである。われわれは、世
の罪を負われたキリストの苦悩によって神聖なものとされ
たあの園を通って行くような気がする。神に対するわれわ
れの和解が達成されたあの戦いが目に見える。キリストは
われわれの中に十字架につけられた姿で示される。
十字架につけられたあがない主をみっめる時に、われわ

れは、天の大君によって払われた犠牲の大きさと意味とを
もっと十分に理解するようになる。救いの計画はわれわれ
の前に輝き、カルバリーの思いはわれわれの心に生き生き
とした聖なる感情をよびさます。神と小羊への賛美がわれ
われの心とくちびるに宿る。なぜならカルバリーの光景を
いつも生き生きと記憶している魂のうちには、高慢と自己
崇拝の思いは栄えることができないからである。
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救い主の比類のない愛に目をそそぐ人は思いが高めら
れ、心がきよめられ、品性が一変する。彼は出て行って、
世の光となり、このふしぎな愛の幾分かを反映する。キリ
ストの十字架を熟視すればするほど、「わたしたちの主イ
エス・キリストの十字架以外に、誇とするものは、断じて
あってはならない」と言った使徒パウロのことばが一層深
くわれわれのものとなるのである（ガラテヤ6：14）。



第第第73章章章　　　「「「あああなななたたたがががたたたははは心心心ををを騒騒騒がががせせせななないいいがががよよよ
いいい」」」

本章はヨハネ13：3138、14章17章に基づく

天来の愛とこの上なくやさしい同情の思いとをもって
弟子たちをみわたしながら、キリストは、「今や人の子
は栄光を受けた。神もまた彼によって栄光をお受けになっ
た」と言われた（ヨハネ13：31）。ユダは2階の広間から
出て行って、キリストは11人の弟子たちとだけおられた。
主は彼らとの別離が近づいていることについて語ろうとし
ておられた。しかしそうする前に、主はご自分の使命の大
きな目的をさし示された。主がいつも目の前に見つづけて
おられたのはこの目的であった。ご自分の屈辱と苦難のす
べてを通して天父のみ名の栄光をあらわすことが主の喜び
であった。主は弟子たちの思いをまずこのことに向けられ
る。
それから主は、親しみをこめたことばで「子たちよ」と

呼びかけ、「わたしはまだしばらく、あなたがたと一緒に
いる。あなたがたはわたしを捜すだろうが、すでにユダヤ
人たちに言ったとおり、今あなたがたにも言う、『あなた
がたはわたしの行く所に来ることはできない』」と言われ
た（ヨハネ13：33）。
弟子たちはこれを聞いてよろこぶことができなかった、

恐れが彼らをおそった。彼らは救い主のまわりによりそっ
た。彼らの主、愛する教師であり友人であられるお方、そ
れは彼らにとっていのちよりも。大事なお方であった。こ
のお方に、彼らは困難のたびに助けを、悲しみと失望の時
に慰めを求めてきた。いまこのお方が孤独な、たよってい
る群れである彼らから去ろうとしておられる。彼らの心は [1024]
暗い予感に満たされた。
しかし彼らに対する救い主のことばは望みに満ちてい

た。主は、彼らが敵に攻撃されることも、困難のために落
胆している者たちに対してサタンの策略が非常に効果的で

687
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あることも知っておられた。そこで主は、「見えるもの」
から離れて、「見えないもの」を彼らにさし示された（Ⅱ
コリント4：18）。主はまた、地上のさすらいから、天の故
郷へと彼らの思いを向けられた。
主は言われた、「あなたがたは、心を騒がせないがよ

い。神を信じ、またわたしを信じなさい。わたしの父の
家には、すまいがたくさんある。もしなかったならば、わ
たしはそう言っておいたであろう。あなたがたのために、
場所を用意しに行くのだから。そして、行って、場所の用
意ができたならば、またきて、あなたがたをわたしのとこ
ろに迎えよう。わたしのおる所にあなたがたもおらせるた
めである。わたしがどこへ行くのか、その道はあなたがた
にわかっている」（ヨハネ14：14）。あなたがたのために
わたしは世に来た。わたしはあなたがたのために働いてい
る。わたしが去っても、わたしはあなたがたのために熱心
に働くのである。わたしは、あなたがたが信じるようにわ
たし自身をあなたがたにあらわすために世に来た。わたし
は、あなたがたのために天父と協力するためにみもとに行
くのである。キリストが去られる目的は、弟子たちが恐れ
ていることとは反対であった。それは最後の別離を意味し
なかった。主はもう1度来て、彼らをみもとに受け入れるよ
うに、彼らのために場所を用意しようとしておられた。主
が彼らのために住居を作っておられる間に、彼らは天の型
にかたどって品性を築くのであった。
それでも弟子たちは当惑していた。いつも疑いに悩ま

されるトマスは言った、「『主よ、どこへおいでになるの
か、わたしたちにはわかりません、どうしてその道がわか
るでしょう』。イエスは彼に言われた、『わたしは道であ
り、真理であり、命である。だれでもわたしによらないで
は、父のみもとに行くことはできない。もしあなたがたが
わたしを知っていたならば、わたしの父をも知ったであろ
う。しかし、今は父を知っており、またすでに父を見たの
である』」（ヨハネ14：57）。
天への道はたくさんあるのではない、それぞれが自分自

身の道を選ぶというわけにいかない。キリストは、「わた
しは道であり. . . . . .だれでもわたしによらないでは、父のみ
もとに行くことはできない」と言われる（ヨハネ14：6）。
女のすえがへびのかしらを砕くということがエデンで宣告
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された時に最初の福音が説かれて以来、キリストは道、真
理、生命としてかかげられてきた。
アダムが生存していた時に、またアベルがあがない主の

血を象徴する殺された小羊の血を神にささげた時に、キリ
ストは道であった。キリストは父祖たちと預言者たちが救
われる道であった。キリストはわれわれが神に近づくこと
のできる唯一の道である。
「もしあなたがたがわたしを知っていたならば。わた

しの父をも知ったであろう。しかし、今は父を知ってお
り、またすでに父を見たのである」と、キリストは言われ
た（ヨハネ14：7）。それでもなお弟子たちは理解しなかっ
た。「主よ、わたしたちに父を示して下さい。そうして
下されば、わたしたちは満足します」と、ピリポは叫んだ
（ヨハネ14：8）。
ピリポの理解の鈍さにびっくりされたキリストは、苦

痛に満ちた驚きで、「ピリポよ、こんなに長くあなたが
たと一緒にいるのに、わたしがわかっていないのか」とた
ずねられた（ヨハネ14：9）。わたしによって父がなさる
みわざのうちにあなたは一体父を見ないのか。わたしは父
についてあかしをするためにきたことをあなたは信じない
のか。「どうして、わたしたちに父を示してほしいと、言
うのか」「わたしを見た者は、父を見たのである」（ヨハ
ネ14：9）。キリストは人となられた時神でなくなられた
のではなかった。ご自分を低くされて人となられたが、神
の位はやはりキリストご自身のものであった、キリストだ
けが人類に天父をあらわすことがおできになったのである
が、弟子たちはこのあらわれを3年以上にわたって目に見る [1025]
特権を与えられていた。
「わたしが父におり、父がわたしにおられることを信じ

なさい。もしそれが信じられないならば、わざそのものに
よって信じなさい」（ヨハネ14：11）。彼らの信仰は、キ
リストのみわざに示されている証拠におかれる時安全であ
る。それはだれも自分でしたこともなければ、することも
できないみわざである。キリストの働きは彼の神性を証拠
だてた。キリストを通して、天父があらわされた。
弟子たちが父とみ子との間のこの重大な関係を信じるな

らば、滅びつつある世を救うためのキリストの苦難と死を
見る時、彼らの信仰は失われないのであった。
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キリストは彼らをその低い信仰状態から、キリストがど
んなお方であるかということ、すなわちキリストが人の肉
体をとられた神であるということに彼らが真に気づいた時
に受け入れるような経験へみちびこうとしておられた。
主は、彼らの信仰が当然神へみちびかれて行って、そこ

にいかりをおろすようになるのを見たいと望まれた。まも
なく弟子たちの上におそいかかろうとしている試みの嵐に
対して、あわれみ深い救い主はどんなに熱心に忍耐強く彼
らに準備させようとされたことだろう。主は彼らをご自分
と一緒に神のうちにかくれさせたいと望まれた。
キリストがこうしたことばを語っておられると、神の栄

光がそのみ顔から輝いたので、そこにいる者たちはみな、
みことばを夢中になって聞きながら、聖なるおそれにうた
れた。彼らの心は一層はっきりキリストの方へ引かれた。
そして大きな愛のうちにキリストへ引きつけられるにした
がって、彼らは層お互いに引きっけられた。彼らは天が近
いことを感じ、自分たちの聞いたことばは天の父から彼ら
に与えられたメッセージであると感じた。
キリストはことばを続けて、「よくよくあなたがたに

言っておく。わたしを信じる者は、またわたしのしている
わざをするであろう」と言われた（ヨハネ14：12）。救い
主は、何のためにご自分の神性が人性と結合しているかを
弟子たちが理解するように熱望された。キリストは、神の
栄光を示し、その回復力によって人が高められるようにこ
の世にこられた。神はキリストのうちにあらわされたが、
それはキリストを通して神が人々のうちにあらわされるた
めであった。イエスは、人がイエスに対する信仰を通して
持つことのできないような特性をあらわしたり、能力を働
かせたりされなかった。キリストの完全な人性は、キリス
トに従うすべての者が、キリストと同じように神に服従す
る時に所有することのできるものである。
「そればかりか、もっと大きいわざをするであろう。わ

たしが父のみもとに行くからである」（ヨハネ14：12）。
このことによって、キリストは、弟子たちのわざがキリス
トのみわざよりももっと崇高な性質のものになると言われ
たのではなく、もっと広い範囲のものになると言われたの
である。主は奇跡を行うことだけを言われたのではなく、
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聖霊の働きのもとに起こるすべてのことを言われたのであ
る。
主の昇天後、弟子たちは、主のみ約束の成就に気がつい

た。キリストの十字架と復活と昇天の場面は彼らにとって
生きた現実であった。彼らは預言が文字通りに成就したこ
とを知った。彼らは聖書を調べ、かつてないほどの信仰と
確信をもってその教えを受け入れた。彼らは天来の教師イ
エスが、かつてご自分について言われた通りのお方であっ
たことを知った。彼らが自分たちの経験について語り、神
の愛をあがめた時、人々の心はとけ、やわらげられ、多く
の人たちがイエスを信じた。
弟子たちに対する救い主の約束は、世の終わりにいたる

まで教会に対する約束である。神は人類をあがなうすばら
しい計画がとるに足りない結果しか生じないようには計画
されなかった。自分自身ができることをあてにしないで、
神が自分のためにまた自分を通してしてくださることをあ
てにして、働きに出て行く者は、キリストの約束の成就を
確実にみとめるのである。「もっと大きいわざをするであ
ろう。わたしが父のみもとに行くからである」と、主は断
言しておられる（ヨハネ14：12）。
その時にはまだ弟子たちは救い主の無限の方法と能力に [1026]

ついて知っていなかった、主は彼らに、「今までは、あな
たがたはわたしの名によって求めたことはなかった」と言
われた（ヨハネ16：24）。彼らの成功の秘訣は、主のみ名
によって力と恵みとを求めることにあることを主は説明さ
れた。主は、彼らのために願いをするために父の前に出ら
れるのであった。謙遜な嘆願者の祈りを、主は、その人に
代って、ご自身の願いとしてささげられる。真心からの祈
りはどれも天に聞かれる。それはなめらかなことばではな
いかも知れないが、その中に心がこもっている時、イエス
が奉仕しておられる聖所へのぼって行き、イエスはそれを
ぎこちないどもることばが1つもなく、ご自身の完全という
香で美しくかぐわしいものとして、父にささげてくださる
のである。
真心と誠実の道は障害物のない道ではない。しかしわれ

われは、あらゆる困難の中に祈りへの呼びかけをみとめる
のである。神から受けなかった能力を持っている人はだれ
もいないのであって、その能力のみなもとはどんなに弱い
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人のためにも開かれている。「わたしの名によって願うこ
とは、なんでもかなえてあげよう。父が子によって栄光を
お受けになるためである。何事でもわたしの名によって願
うならば、わたしはそれをかなえてあげよう」とイエスは
言われた（ヨハネ14：13、14）。
「わたしの名によって」祈りなさいと、キリストは弟子

たちに言われた。キリストに従う者たちは、キリストのみ
名によって神の前に立つのである。彼らのために払われた
犠牲の価値によって、彼らは神の御目に価値があるのであ
る。キリストの着せられた義によって、彼らはとうとい者
とみなされる。神は神をおそれる者たちを、キリストのた
めにおゆるしになる。神は彼らのうちに罪人のけがれをご
らんにならない。神は彼らのうちに、彼らが信じている神
のみ子のみかたちをみとめられるのである。
神の民が自分自身を低く評価するときに神は失望され

る。神はご自分の選民が、彼らの上に神がおかれた価値
にしたがって自らを評価するように望まれる。神が彼らを
所望されたのである、そうでなければ、神は彼らをあがな
うために、ご自分のみ子をあのように高価な使命におつか
わしにはならなかったのである。神は彼らに用があるので
あって、彼らが神のみ名の栄えをあらわすために、神に最
高の要求をするときに神はよろこばれる。神の約束に対し
て信仰を持つときに、大きなことを期待できるのである。
しかしキリストのみ名によって祈ることには多くの意

味がある。それはわれわれがキリストの品性を受け入れ、
キリストの精神をあらわし、キリストのみわざをなすこ
とを意味する。救い主の約束は条件つきで与えられてい
る主は、「もしあなたがたがわたしを愛するならば、わ
たしのいましめを守るべきである」と主は言われる（ヨハ
ネ14：15）。主は人を罪のうちにあって救われるのではな
く、罪から救われるのである。
そして、主を愛する者たちは、従うことによって彼らの

愛を示すのである。
すべての真の服従は心から生れる。キリストにとっては

それは心の働きであった。もしわれわれが承知するなら、
キリストはわれわれの思いやこころざしと一体となり、わ
れわれの心と思いとを1つにしてご自分のみこころに一致さ
せてくださるので、キリストに従う時に、われわれは自分
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自身の衝動を実行しているにすぎない。意志は洗練され、
きよめられて、主のご用をなすことに最高の喜びをみい
だす。神を知ることはわれわれの特権であるが、このよう
に神を知るときに、われわれの生活は変わろことのない服
従の生活となる。キリストのご品性の真価を認めることに
よって、神とまじわることによって、罪はわれわれにとっ
て憎むべきものとなる。
キリストが人性のうちにあって律法を生活されたよう

に、われわれも、キリストに力を求めてよりすがる時に、
それができるのである。しかし自分の義務についての責
任を他人におしつけて、彼らがわれわれにすべきことを告
げてくれるのを待ってはならない。われわれは人の助言に
たよることはできない。主はほかの人にお教えになるのと
同じようによろこんでわれわ れの義務をお教えになる。 [1027]
もし信仰をもって主のみもとに行くならば、主はご自分の
奥義をわれわれに個人的に語ってくださる。神がエノクに
そうされたように、われわれと交わるために近づかれる時
に、われわれの心はしばしばうちに燃える。神をよろこば
せないようなことは何もしないと決心する者は、自分の問
題を神の前に持ち出したあとで、とるべき道を知るであろ
う。そして彼らは、知恵ばかりでなくまた力を受けるので
ある。服従と奉仕の力は、キリストが約束されたように彼
らにさずけられる。キリストに与えられたものは何であっ
ても、——堕落した人類の必要を満たすためのものは何で
も——人類のかしらまた代表者としてキリストに与えられ
た、「そして、願い求めるものは、なんでもいただけるの
である。それは、わたしたちが神の戒めを守り、みこころ
にかなうことを行っているからである」（ヨハネ3：22）。
キリストは、ご自身をいけにえの供え物としてささげら

れる前に、ご自分に従う者たちに与える最も重要で完全な
賜物をお求めになった。それは無限の恵みの資源を彼らの
手のとどくところにもたらす賜物であった。キリストはこ
う言われた、「わたしは父にお願いしよう。そうすれば、
父は別に助け主を送って、いつまでもあなたがたと共に
おらせて下さるであろう。それは真理の御霊である。この
世はそれを見ようともせず知ろうともしないので、それを
受けることができない。あなたがたはそれを知っている。
なぜなら、それはあなたがたと共におり、またあなたがた
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のうちにいるからである。わたしはあなたがたを捨てて孤
児とはしない、あなたがたのところに帰って来る」（ヨハ
ネ14：1618）。
これより前に、みたまは世におられた。あがないの働き

の最初から、みたまは人々の心に働きかけておられた。し
かしキリストが世におられる間は、弟子たちはほかの助け
手を望まなかった。キリストの存在が取り去られてはじめ
て彼らはみたまの腰を感じるようになり、そのときみたま
がこられるのであった。
聖霊はキリストの代表者であるが、人間の個性を備えて

おられないので、これに拘束されない。キリストは、人性
の制約を受けておられたので、どこへでもみずから行かれ
るわけにいかなかった。だから、キリストが父のみもとに
行かれて、地上におけるご自分の後継者として聖霊をお送
りになることは彼らの利益であった。そうすれば、場所や
キリストとの個人的接触などによる特典はだれにもないの
であった。みたまによって、救い主はだれにでも近づかれ
るのであった。この意味において、主は、天にのぼられな
かったとした場合よりも一層近く彼らのそばにおられるの
であった。
「わたしを愛する者は、わたしの父に愛されるであろ

う。わたしもその人を愛し、その人にわたし自身をあらわ
すであろう」（ヨハネ14：21）。イエスは弟子たちの将来
を見通された。ある者は処刑台に立たされ、ある者は十字
架につけられ、ある者は海のさびしい岩の間に島流しにさ
れ、またほかの者たちは迫害と死にあうことを、イエスは
ご存じであった。主はどの試みにもご自分が一緒におられ
るという約束をもって弟子たちを励まされた。この約束は
少しも効力を失っていない。
主のために牢獄に横たわり、あるいはさびしい島に追

放されている忠実なしもべたちのことを、主は全部知って
おられる。主は自らそこにいて彼らを慰められる。真理の
ために信者が不正な裁判の座に立つ時、キリストは彼のか
たわらに立っておられる。彼の上に浴びせられるすべての
非難はキリストの上に落ちかかるのである。キリストがそ
の弟子の身代りとなってふたたび有罪の宣告を受けられる
のである。人が牢獄の壁の中に閉じこめられる時、キリス
トはご自分の愛をもって心をよろこぼせてくださる。人が
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主のために死にあう時、キリストは、わたしは「生きてい
る者である。わたしは死んだことはあるが、見よ、世々限
りなく生きている者である。そして、死と黄泉とのかぎを
持っている」とぼわれる（黙示録1：18）。わたしのために
犠牲となる生命は、永遠の栄光へと生きながらえるのであ
る。
どんな時にも、どんな場所でも、どんな悲しみにも、ど

んな苦しみにも、前途が暗く将来が困難に見えて無力と孤 [1028]
独を感じる時にも、信仰の祈りに答えて、助け主が送られ
る。この世のすべての友から離れるような事情が起こるか
もしれない。しかしどんな事情もどんな距離もわれわれを
天の助け主から離れさせることはできない。どこにいよう
とも、どこへ行こうとも、主はいつもわれわれの右にあっ
て、力づけ、助け、ささえ、励まされる。
弟子たちはそれでもキリストのことばの霊的な意味を理

解しなかったので、主はもう一度その意味を説明された。
みたまによって、わたしはあなたがたにわたし自身をあ
らわすであろうと、主は言われた（ヨハネ14：21参照）。
「助け主、すなわち、父がわたしの名によってつかわさ
れる聖霊は、あなたがたにすべてのことを教え」る（ヨハ
ネ14：26）。もうあなたがたは、理解できないと言わない
だろう。もうあなたがたは鏡にうつして見るようにおぼろ
げに見ることはないであろう。あなたがたは、「すべての
聖徒と共に、その広さ、長さ、高さ、深さを理解すること
ができ、また人知をはるかに越えたキリストの愛を知」る
ことができるであろう（エペソ3：18、19）。
弟子たちはキリストの生涯とその働きについてあかし

をたてるのであった。彼らのことばを通して、キリストは
地上のすべての民に語られるのであった。しかしキリスト
の屈辱と死によって、彼らは大きな試みと失望にあうので
あった。この経験ののちに、彼らのことばが正確なものと
なるために、イエスは、助け主が「わたしが話しておいた
ことを、ことごとく思い起させるであろう」と約束された
（ヨハネ14：26）。
イエスはことばをつづけて言われた、「わたしには、

あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたが
たは今はそれに堪えられない。けれども真理の御霊が来
る時には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれるで
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あろう。それは自分から語るのではなく、その聞くところ
を語り、きたるべき事をあなたがたに知らせるであろう。
御霊はわたしに栄光を得させるであろう。わたしのものを
受けて、それをあなたがたに知らせるからである」（ヨハ
ネ16：1214）。イエスは弟子たちの前に広大な真理の道を
お示しになった。
しかし彼らはキリストの教えを律法学者やパリサイ人の

言い伝えや格言と区別することは非常に困難であった。彼
らはラビたちの教えを神の声として受け入れるように教育
されていたので、それはいまだに彼らの心を支配する力を
もち、彼らの意見を形づくっていた。世俗的な考えやこの
世の事物がいまだに彼らの思いの中に大きな場所を占めて
いた。キリストはご自分のみ国の霊的な性質についてたび
たび彼らに説明されたが、彼らはそれを理解しなかった。
彼らの頭は混乱していた、彼らはキリストが示された聖
句の価値を理解しなかった。キリストの教えの多くは彼ら
にほとんど益を与えていないように思われた。イエスは、
彼らがイエスのことばの真の意味をとらえていないことを
お知りになった。主は、聖霊がそうしたことばを彼らの心
に思い出させてくださるということを、あわれみ深くも約
束された。また主は、弟子たちが理解できない多くのこと
をこれまで言わないでおかれた。そうしたこともみたまに
よって彼らに教えられるのであった。みたまは彼らが天の
事物を理解するように彼らのさとりを開いてくださるので
あった。「真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆ
る真理に導いてくれるであろう」（ヨハネ16：13）。
助け主は「真理の御霊」と呼ばれている。助け主の働

きは真理を明らかにし、これを守ることである。助け主
はまず真理のみたまとして心に住みこりして助け主とな
られる。真理には慰めと平安があるが、虚偽には真の平安
も慰めもない。サタンが人の心を支配する力を手に入れる
のは偽りの説や言い伝えを通してである。サタンは人々を
偽りの標準へ向けることによって、まちがった品性を形成
する。聖霊は、聖書を通して心に語り、真理を心に印象づ
ける。こうしてみたまは誤りをばくろし、それを魂から追
い出される。キリストが選民をご自身に心服させられるの
は、真理のみたまが神のみことばを通して働くことによっ
てである。



第73章　「あなたがたは心を騒がせないがよい」 697

イエスは、弟子たちに聖霊の任務をくわしく説明された
時に、ご自身の心に霊感を与えたよろこびと望みを彼らに [1029]
吹きこもうとされた。主はご自分が教会に十分な助けをお
与えになったことをよろこばれた。
聖霊は主がご自分の民を高めるために天父に嘆願する

ことがおできになるすべての賜物の中の最高のものであっ
た。みたまは人を生れかわらせる働きをするものとして
与えられるのであって、これがなければ、キリストの犠牲
は何の役にもたたなかったであろう。悪の力は幾世紀にわ
たって強められ、人々がこのサタンのとりことして屈服し
ていることは驚くばかりであった。罪に抵抗してこれに打
ち勝つ唯一の道は、制限された力ではなく天来の満ち足り
た力をもってこられる第三位の神、聖霊の偉大な働きを通
してである。世のあがない主によって達成されたことに効
果を与えるのはみたまである。心が清くされるのはみたま
によってである。みたまによって、信者は神の性質にあず
かる者となる。すべての先天的後天的な悪の傾向に打ち勝
つ天来の力として、またご自身の品性を教会に印象づける
天来の力として、キリストはみたまをお与えになった。
みたまについて、イエスは、「御霊はわたしに栄光を得

させるであろう」と言われた（ヨハネ16：14）。救い主は
父の愛を実際に示すことによって父の栄光をあらわすため
にこられた。そのようにみたまも、キリストの恵みを世に
あらわすことによってキリストの栄光をあらわすのであっ
た。神のみがたちが人間のうちに再現されるのである。神
の栄え、キリストの栄光は、神の民の品性の完成に含まれ
ている。
「それ（真理のみたま）がきたら、罪と義とさばきと

について、世の人の目を開くであろう」（ヨハネ16：8）。
みことばを説くことは、聖霊のたえまない臨在と助けがな
ければ何の効果もない。これが天来の真理の唯一の効果的
な教師である。真理が聖霊に伴われて心に入る時にのみ、
それは良心をめざめさせ、あるいは生活を一変させる。人
は神のみことばの字句を示すことができ、そのすべての命
令と約束とをよく知っているかもしれない。しかし聖霊に
よって真理がはっきり頭に入らないならば、魂は岩なるキ
リストの上に落ちてくだけないのである。どんなに教育が
あっても、どんなに大きな特典をもっていても、神のみた
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まの協力がなければ、人は光のうつわとなることができな
い。
種子が、天の露によって芽を出すのでなければ、福音の

種子をまくことには効果がない。新約聖書の1巻が書かれる
前に、キリストの昇天後1つの福音の説教がなされる前に、
聖霊が祈っている使徒たちの上にのぞんだのであった。
その時彼らの反対者たちのあかしは、「エルサレム中にあ
なたがたの教を、はんらんさせている」というのであった
（使徒行伝5：28）。
キリストは聖霊の賜物をご自分の教会に約束されたが、

その約束は、最初の弟子たちと同じようにまたわれわれ
のものである。しかしほかのすべての約束と同じように、
それは条件つきで与えられている、主の約束を信じ、これ
をわがものと主張する人は多い。彼らはキリストについて
語り、聖霊について語るが、何の益も受けない。彼らは天
来の力によってみちびかれ、支配してもらうために魂をあ
けわたそうとしない。われわれが聖霊を用いることはでき
ない。みたまがわれわれを用いてくださるのである。みた
まを通して、神は民のうちに働き、「その願いを起させ、
かっ実現に至らせ」てくださるのである（ピリピ2：13）。
しかし多くの者はこれに従おうとしない。彼らは自分で自
分を支配したいのである。これが、彼らが天の賜物を受け
ない理由である。みたまは、へりくだった心で神に仕え、
そのみちびきと恵みを待ち望む者にだけ与えられる。神の
力は彼らが求め、受けるのを待っている。
この約束された祝福を信仰によって求める時に、ほか

のすべての祝福は次々と与えられる。それはキリストの恵
みの富にしたがって与えられるのであって、主はどの魂に
もその受け入れる能力にしたがっていつでも与えてくださ
る。
弟子たちへの談話の中で、イエスは、ご自身の苦難と死

を暗示する悲しいことばはすこしも言われなかった。彼ら
に対するキリストの最後の遺産は、平安という遺産であっ
た。主は言われた、「わたしは平安をあなたがたに残して[1030]
行く。わたしの平安をあなたがたに与える。わたしが与え
るのは、世が与えるようなものとは異なる。あなたがたは
心を騒がせるな、またおじけるな」（ヨハネ14：27）。
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2階の広間を去られる前に、救い主は弟子たちを促して
賛美の歌をうたわれた。主のみ声は、悲嘆の調べではな
く、過越節の賛美の楽しい調べにきこえた。
「もろもろの国よ、主をほめたたえよ。
もろもろの民よ、主をたたえまつれ。
われらに賜わるそのいつくしみは大きいからである。
主のまことはとこしえに絶えることがない。
ドをほめたたえよ」

（詩篇117篇）

賛美歌をうたってから、彼らは外へ出て行った。雑踏
する通りを進んで行き、町の門を過ぎて、彼らはオリブ
山の方へ行った。彼らはそれぞれの思いにふけりながら、
ゆっくり進んで行った。山の方へ向かって下り始めた時、
イエスは最も悲しい口調で、「今夜、あなたがたは皆わた
しにつまずくであろう。『わたしは羊飼を打つ。そして、
羊の群れは散らされるであろう』と、書いてあるからであ
る」と言われた（マタイ26：31）。弟子たちは悲しみと驚
きにうたれて耳を傾けた。カペナウムの会堂で、キリスト
がご自分のことを生命のパンであると言われた時に、多く
の者がつまずき、主から離れ去ったことを彼らは思い出し
た。しかしその時12人は不忠実ではなかった。ペテロはそ
の時、兄弟たちに代って語り、キリストに対する忠誠心を
表明した。
その時キリストは、「あなたがた12人を選んだのは、わ

たしではなかったか。それだのに、あなたがたのうちのひ
とりは悪魔である」と言われた（ヨハネ6：70）。 2階の広
間では、イエスは、12人の中の1人がわたしを裏切り、また
ペテロがわたしを知らないと言うだろうと言われた。しか
しこんどは、主のことばには彼らの全部が含まれていた。
するとペテロが、「たとい、みんなの者がつまずいて

も、わたしはっまずきません」と激しく抗議の声をあげた
（マルコ14：29）。2階の広間で彼は「あなたのためには、
命も捨てます」と断言したのであった（ヨハネ13：37）。
イエスは、ペテロがその晩救い主を知らないと言うであ
ろうと警告された。いまキリストはその警告をくりかえし
て、「あなたによく言っておく。きょう、今夜、にわとり
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が2度鳴く前に、そう言うあなたが、3度わたしを知らない
ど言うだろう」と言われた（マルコ14：30）。しかし「ペ
テロは力をこめて言った、『たといあなたと一緒に死なね
ばならなくなっても、あなたを知らないなどとは、決して
申しません』。みんなの者もまた、同じようなことを言っ
た」（マルコ14：31）。自信のあるままに、彼らは、知っ
ておられる主の再度のことばを否定した。彼らは試練に対
する備えができていなかった。試みが彼らを襲う時に、彼
らは自分自身の弱さをさとるのであった。
ペテロが牢獄までも死にいたるまでも王について行く

と言った時、そのことばにうそはなかった。しかし彼は自
分自身を知らなかった。彼の心の中には。周囲の事情に扇
動されると芽を出す悪の要素がかくれていた。彼がその危
険に気づかなければ、それは彼を永遠に滅ぼすものとなる
のであった、救い主は彼のうちに、キリストに対する愛さ
え圧倒してしまうような自分を愛する思いと自信とがある
のをごらんになった。弱さ、克服されていない罪、軽率な
精神、きよめられていない性質、試みにとびこんで行く無
頓着さなどといったものが多分に彼の経験にあらわれてい
た。キリストの厳粛な警告は、心をさぐるようにとの呼び
かけであった。ペテロは自分を信頼しないで、キリストに
対するもっと深い信仰を持つ必要があった。
もし彼がけんそんにこの警告を受け入れていたら。彼

は群れの牧者であられるイエスにその羊の群れを守ってく
ださるように嘆願したであろう。ガリラヤの海で沈みかけ
た時に、彼は、「主よ、お助けください」と叫んだ（マタ
ｲ14：30）。するとキリストのみ手がさし出されて彼の手を
つかんだ。そのようにいま、彼がイエスに向かって、わた
しを自分自身から救ってくださいと叫んでいたら、彼は守
られたのである。しかしペテロは、自分が信頼されていな[1031]
いと感じ、そのことを情けないと思った。彼はすでにつま
ずいていた。そしてますますかたくなに自信をもった。
イエスは憐れみの目で弟子たちをごらんになる。主は

彼らを試みから救うことがおできにならないが、慰めのな
いままにはしておかれない。主はご自分がよみの鎖をたち
きられること、また彼らに対するご自分の愛が変わらない
ことを保証される。「わたしは、よみがえってから、あな
たがたより先にガリラヤへ行くであろう」と主は言われる
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（マタイ26：32）。こばむ前に、彼らはゆるしの保証を与
えられる。キリストの死とよみがえりののちに、彼らは自
分たちがゆるされ、キリストの心にいとしい者であること
を知った。
イエスは弟子たちとオリブ山のふもとにあるゲッセマ

ネへ行かれる途中であった。そこは人里離れた場所で、主
がたびたび祈りと瞑想のために行かれたところである。救
い主は、世に対するご自分の使命について、また弟子たち
とご自分との間の霊的な関係について、彼らに説明してこ
られた。いま主はその教えを例示される。月が明るく輝い
て、イエスの前に繁茂したぶどうの木が現れる。主は弟子
たちの注意をそのぶどうの木へ向けて、それを1つの象徴と
してお用いになる。
「わたしはまことのぶどうの木. . . . . .である」とイエス

が言われる（ヨハネ15：1）。イ土スはご自分を象徴される
のに、優美なしゅろの木や高い杉の木やたくましいかしの
木を選ばないで、巻きひげのまつわりついたぶどうの木を
例にとられる。しゅろの木も杉の木もかしの木も1本立ち
である。それはささえを必要としない。しかしぶどうの木
はたなにからみついて、天の方へのぼって行く。そのよう
に、人性をとられたキリストは神の力にたよられた。「わ
たしは、自分からは何事もすることができない」とイエス
は言明された（ヨハネ5：30）。
「わたしはまことのぶどうの木. . . . . .である」（ヨハ

ネ15：1）。ユダヤ人はいつもぶどうの木を植物の中で最も
高貴なもの、また力があり、すぐれていて、実をむすぶす
べてのものの型とみなしていた。イスラエルは神が約束の
地に植えられたぶどうの木として象徴されていた。ユダヤ
人は、自分たちがイスラエルとつながっていることに救い
の望みを置いていた。しかしイエスは、わたしがまことの
ぶどうの木であると言われる。イスラエルとつながってい
ることによって神の生命にあずかる者、神の約束を継ぐ者
となれると思ってはならない。わたしを通してのみ霊的生
命が受けられるのだ。
「わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農夫で

ある」（ヨハネ15：1）。パレスチナの丘に、天の父がこの
よいぶどうの木を植えられ、父ご自身が農夫であった。多
くの人たちがこのぶどうの木の美しさにひきつけられ、そ
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れが天から出たものであることを宣言した。しかしイスラ
エルの指導者たちには、それはかわいた土から出た根のよ
うに見えた。彼らはその木を引き抜いてこれを傷つけ、け
がれた足の下にふみつけた。彼らはそれを永久に滅ぼそう
と考えた。しかし天の農夫はご自分の木を決して見すごし
にされなかった。人々がその木を殺してしまったと考えた
あとで、天の農夫はそれを取りあげ、壁の向こう側に移植
された。ぶどうの木の幹はもう見られなくなった。それは
人々の乱暴な攻撃からかくされた。しかしまことのぶどう
の木の枝は壁をこえてたれさがった。その枝はまことのぶ
どうの木を代表するのであった。その枝によって、まだま
ことのぶどうの木につぎ木をすることができた。その枝か
ら実が得られた。それは通りかかる人がもいで収穫となっ
た。
「わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である」

とキリストは弟子たちに言われた（ヨハネ15：5）。キリス
トは弟子たちから引き離されようとしておられたが、彼ら
とキリストの霊的結合は変らないのであった。枝とぶどう
の木とのっながりは、あなたがたとわたしとの間の関係を
表していると、キリストは言われた、、若枝が生きたぶど
うの木につがれて、せんいはせんいと、木目は木目とっな
がって、木の幹へと生長するのである。ぶどうの木の生命
は枝の生命となる。
そのように、罪とがのうちに死んだも同様の魂は、キ

リストにつながることによって生命を受けるのであ る。[1032]
キリストを自分自身の救い主として信じる信仰によって、
この結合がなされる。罪人は自分の弱さをキリストの強さ
に、自分のむなしさをキリストの充実に、自分のもろさを
キリストの耐久力に結合させる。そのとき彼は、キリスト
の心を持つのである。キリストの人性はわれわれの人性に
触れ、われわれの人性は神性に触れたのである。こうして
聖霊の働きを通して、人は神の性質にあずかる者となる。
彼は愛するみ子のうちに受け入れられる。
キリストとのこのつながりは、1度できたら、持続しな

ければならない。キリストは、「わたしにつながっていな
さい。そうすれば、わたしはあなたがたとっながっていよ
う、枝がぶどうの木につながっていなければ、自分だけで
は実を結ぶことができないように、あなたがたもわたしに
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つながっていなければ実を結ぶことができない」と言われ
た（ヨハネ15：4）。これは気まぐれな接触でもなければ、
ついたり離れたりする関係でもない。枝は生きたぶどうの
木の一部となるのである。根から枝への生命と力と実りの
伝達はさまたげられることなく、たえまなく行われる。ぶ
どうの木から離れると、枝は生きることができない。あな
たがたはわたしを離れては生きることができないと、イエ
スは言われた。あなたがたがわたしから受けた生命は、た
えまないまじわりによってのみ持続されるのだ。わたしな
しでは、あなたがたは1つの罪にうち勝つことも、1つの試
みに抵抗することもできない。
「わたしにつながっていなさい。そうすれば、わたし

はあなたがたとっながっていよう」（ヨハネ15：4）。キリ
ストにつながっているということは、そのみたまをたえず
受けること、すなわちキリストの奉仕に無条件に服従する
生活である。人と神との間に伝達のチャンネルがたえず開
かれていなければならない。ぶどうの枝が生きた木の幹か
らたえず樹液を吸うように、われわれもイエスにすがりつ
き、信仰によって主から力と主ご自身の完全な品性を受け
るのである。
根は枝を通して小枝の先端にまで栄養を送る。同様にキ

リストは、霊的な力の流れを信者の一人一人に送られる。
魂がキリストにつながっているかぎり、しぼんだり枯れ
たりする危険はない。ぶどうの木の生命は枝になる香り高
い実にあらわれる。「もし人がわたしにつながっており、
またわたしがその人とつながっておれば、その人は実を
豊かに結ぶようになる。わたしから離れては、あなたがた
は何1つできないからである」とイエスは言われた（ヨハ
ネ15：5）。神のみ子を信じる信仰によって生きるとき、み
たまの実はわれわれの生活の中に見られ、1つとして失われ
ることはない。
「わたしの父は農夫である。わたしにつながっている枝

で実を結ばないものは、父がすべてこれをとりのぞ」かれ
る（ヨハネ15：1、2）。外面的にはぶどうの木につぎ木さ
れていながら、生命のつながりがないかもしれない。する
と成長もなければ、実りもない。同じように、信仰によっ
てキリストとほんとうにつながっていないで、表面的な関
係しかないかもしれない。信仰の告白によって人は教会に
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加わるが、その品性と行為は彼らがキリストにつながって
いるかどうかを示している。もし実をむすばなければ、彼
らは偽りの枝である。彼らがキリストから離れていること
は、枯れた枝によって表されているのとまったく同じ滅亡
を意味する。「人がわたしにつながっていないならば。枝
のように外に投げすてられて枯れる。人々はそれをかき集
め、火に投げ入れて、焼いてしまうのである」とキリスト
は言われた（ヨハネ15：6）。
「実を結ぶものは、もっと豊かに実らせるために。手入

れしてこれをきれいになさるのである」（ヨハネ15：2）。
イエスに従ってきた選ばれた12人のうち、1人は枯れた枝
としてとりのぞかれようとしており。ほかの者たちは激し
い試みという刈り込みのナイフを受けるのであった。イエ
スは厳粛にやさしく農夫の目的を説明された。刈り込みは
苦痛を生ずるが、ナイフを使われるのは天父である。天父
は気まぐれな手や無頓着な心で働かれない、地面をはって
行く枝がある。そうした枝は、巻きひげがからみついてい
る地面のささえから切り離さねばならない。それは天へ向
かって伸び、神にささえを見いだすのである。生命の流れ
をぶどうの実から奪ってしまうほど葉が多ければ、その葉[1033]
を刈り込まねばならない。繁茂しすぎているのは切り落し
て、義の太陽のいやしの光線のはいる余地をつくらねばな
らない。農夫は、もっとみごとな、もっとたくさんの実が
なるように、有害な成長を刈り込むのである。
「あなたがたが実を豊かに結（ぶならば）. . . . . .それに

よって、わたしの父は栄光をお受けになるであろう」とイ
エスは言われた（ヨハネ15：8）。神は、あなたを通して、
ご自身の品性の聖潔、慈愛、あわれみをあらわそうと望ま
れる。しかし救い主は、弟子たちに、実を結ぶために骨折
るようにとは命じられない。主はわたしにつながっていな
さいと彼らに言われる。「あなたがたがわたしにつながっ
ており、わたしの言葉があなたがたにとどまっているなら
ば、なんでも望むものを求めるがよい。そうすれば、与え
られるであろう」と主は言われる（ヨハネ15：7）。キリス
トがご自分に従う者たちの中に住まれるのはみことばを通
してである。これは、キリストの肉を食べ、その血を飲む
ことによってあらわされているのと同じ生命のつながりで
ある。キリストのみことばは霊であり生命である。みこと
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ばを受けることによって、あなたはぶどうの木であられる
キリストの生命を受けるのである。あなたは、「神の口か
ら出る1つ1つの言で生きるものである」（マタイ4：4）。
あなたのうちにあるキリストの生命は、キリストのうちに
あるのと同じ実を生ずる。キリストのうちに生き、キリス
トに固着し、キリストにささえられ、キリストから栄養分
をとる時に、キリストと同じ実を結ぶのである。
弟子たちとのこの最後の集まりにおいて、キリストが彼

らのために表明された大きな願いは、キリストが彼らを愛
されたように彼らが互いに相愛することであった。いく度
もキリストはこのことを語られた。「これらのことを命じ
るのは、あなたがたが互に愛し合うためである」と、イエ
スはくりかえして言われた（ヨハネ15：17）。イエスが2階
の広間で弟子たちとだけおられた時の最初の命令は、「わ
たしは、新しいいましめをあなたがたに与える、互に愛し
合いなさい。わたしがあなたがたを愛したように、あなた
がたも互に愛し合いなさい」であった（ヨハネ13：34）。
弟子たちにとって、このいましめは新しいものであった。
彼らは、キリストが彼らを愛されたように互いに愛してい
なかったからである。新しい考えと動機が彼らを支配しな
ければならないということ、新しい原則を彼らが実行しな
ければならないということ、主の生涯と死を通して彼らが
愛について新しい観念を受け入れるということを、キリス
トはお知りになった。
互いに愛し合いなさいという命令は、主の自己犠牲の光

に照らしてみる時、新しい意味を持っていた。恵みの全体
の働きは、愛と克己と自己犠牲的努力のたえまない1つの奉
仕である。キリストが地上に滞在しておられた一刻一刻に
神の愛はおさえることのできない流れとなってキリストか
ら流れていた。キリストのみたまを吹き込まれる者はみな
キリストが愛されたように愛するのである。キリストを動
かした原則がお互いの間における彼らの態度の動機となる
のである。
この愛は彼らが弟子であることの証拠である。「互に

愛し合うならば、それによって、あなたがたがわたしの弟
子であることを、すべての者が認めるであろう」とイエス
は言われた（ヨハネ13：35）。人が強制や利己心によって
ではなく、愛によってむすばれる時、彼らは人間の力にま
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さる力が働いていることを示すのである。この一致がある
時、それは神のみかたちが人のうちに回復され、新しい生
命の原則がうえつけられた証拠である。それはまた超自然
的な悪の力に抵抗するのに神の性質には力があるというこ
と、神の恵みは生れつきの心に固有の利己心を征服すると
いうことを示している。
この愛が教会内であらわされる時、かならずサタンの怒

りがひき起こされる。キリストは弟子たちに安楽な道をお
示しにならなかった。キリストは言われた、「もしこの世
があなたがたを憎むならば、あなたがたよりも先にわたし
を憎んだことを、知っておくがよい。もしあなたがたがこ
の世から出たものであったなら、この世は、あなたがたを
自分のものとして愛したであろう。しかし、あなたがたは
この世のものではない。かえって、わたしがあなたがたを[1034]
この世から選び出したのである。だから、この世はあなた
がたを憎むのである。わたしがあなたがたに『僕はその主
人にまさるものではない』と言ったことを、おぼえていな
さい。もし人々がわたしを迫害したなら、あなたがたをも
迫害するであろう。また、もし彼らがわたしの言葉を守っ
ていたなら、あなたがたの言葉をも守るであろう。彼らは
わたしの名のゆえに、あなたがたに対してすべてそれらの
ことをするであろう。それは、わたしをつかわされたかた
を彼らが知らないからである」（ヨハネ15：1821）。福音
は、反対、危険、損害、苦難の中を攻勢的な戦いによって
前進するのである。しかしこの働きをする者は、主の足跡
に従っているにすぎない。
世のあがない主として、キリストは失敗とみえるよう

なことにたえず直面された。この世界へのあわれみの使者
であられるキリストは、人々を高め、救うためにご自分が
なしたいと熱望されたような働きをあまりなさらないよう
にみえた。サタンの勢力がキリストの道に反対するために
たえず働いていた。しかしキリストは落胆しようとされな
かった。
イザヤの預言を通して、主はこう宣言しておられる、

「わたしはいたずらに働き、益なく、むなしく力を費し
た。しかもなお、まことにわが正しきは主と共にあり、わ
が報いはわが神と共にある。. . . . . .イスラエルをおのれの
もとに集めるために、. . . . . .（わたしは主の前に尊ばれ、
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わが神はわが力となられた）」（イザヤ49：4、5）。次の
約束はキリストに与えられているのである。「イスラエ
ルのあがない主、イスラエルの聖者なる主は、人に侮られ
る者、民に忌みきらわれる者. . . . . .にむかってこう言われ
る、. . . . . .『わたしはあなたを守り、あなたを与えて民の
契約とし、国を興し、荒れすたれた地を嗣業として継がせ
る。わたしは捕らえられた人に「出よ」と言い、暗きにお
る者に「あらわれよ」と言う。. . . . . .彼らは飢えることがな
く、かわくこともない。また熱い風も、太陽も彼らを撃つ
ことはない。彼らをあわれむ者が彼らを導き、泉のほとり
に彼らを導かれるからだ』」（イザヤ49：710）。
イエスは、このことばに信頼し、サダンが優勢になる

のをおゆるしにならなかった。キリストの屈辱の最後の
歩みが踏み出されようとしていた時に、最も深い悲しみ
が主の魂をとりかこもうとしていた時に、主は弟子たち
に「この世の君が来る. . . . . .だが、彼はわたしに対して、
なんの力もない」「この世の君がさばかれる」「今こそ
この世の君は追い出されるであろう」と言われた（ヨハ
ネ14：30、16：11、12：31）。
預言の目をもって、キリストはご自分の最後の大争闘に

起こる場面をたどられた。キリストは、ご自分が「すべて
が終った」と叫ばれる時に、全天が勝利することを知って
おられた（ヨハネ19：30）。主の耳は、天の宮廷における
遠くの音楽と勝利の叫びをとらえた。その時サタンの王国
では葬式の鐘が鳴らされ、一方キリストのみ名は宇宙の世
界から世界へと告げ知らされることを、主はご存じであっ
た。
キリストは、弟子たちが求めたり思ったりすることがで

きるよりももっと多くのことを彼らのためにすることがお
できになることをよろこばれた。世界がつくられる前から
神のご命令が出されていることをご存じだったので、キリ
ストは、確信をもって語られた。キリストは、真理が、聖
霊の全知全能によって武装されて悪との戦いに勝利し、キ
リストに従う者たちの上に血に染まった旗が高らかにひる
がえることを知っておられた。信頼している弟子たちの一
生は、キリストの一生と同じようにたえまない勝利の連続
となり、それはこの地上では勝利とは見えないが、大いな
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る来世においてその勝利がみとめられるということを、主
は知っておられた。
「これらのことをあなたがたに話したのは、わたしに

あって平安を得るためである。あなたがたは、この世で
はなやみがある。しかし、勇気を出しなさい。わたしはす
でに世に勝っている」（ヨハネ16：33）。キリストは衰え
も、落胆されなか。応キリストに従う者たちはこれと同じ
持久力のある信仰をあらわすのである。彼らはキリストが
生活されたように生活し、キリストが働かれたように働く
のである。なぜなら彼らは、キリストを大いなる監督とし
てたよっているからである。彼らは勇気、精力、不屈の精[1035]
神を持たねばならない。不可能にみえることが彼らの道を
さまたげても、キリストの恩恵によって彼らは前進するの
である。困難を嘆かないで、それを乗り越えるように命じ
られている。どんなことにも失望することなく、どんなこ
とにも望みを持つのである。キリストは、ご自分の比類の
ない愛という黄金の鎖で、彼らを神のみ座にむすびつけら
れた。すべての力のみなもとから発する宇宙の最高の力を
彼らに与えることが神の御目的である。彼らは、悪に抵抗
する力、この世も、死も、よみも征服することのできない
力、キリストが勝利されたように彼らにも勝利させる力を
与えられるのである。
キリストは、天の秩序、天の統治制度、天のきよい調

和を地上のご自分の教会にあらわすように意図しておられ
る。このようにして、キリストはご自分の民によって栄光
を受けられるのである。
彼らを通して義の太陽はくもりのない光輝をもって世を

照らすのである。キリストはご自分があがない、買われた
所有物である民から、栄光という大きな収入が受けられる
ように、教会に十分な便宜をお与えになった。
キリストは、ご自分の民がキリストご自身の満ち足りた

力をあらわすように、彼らに能力と祝福をおさずけになっ
た。キリストの義をさずけられている教会は、キリストの
宝庫であって、そこではキリストのあわれみ。恵み、愛と
いう富が十分にあますところなくあらわされる。キリスト
は、ご自分の屈辱の報い、またご自分の栄光を補足するも
のとして、ご自分の民の純潔と完全をごらんになる。キリ
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ストは、大いなる中心であって、そこからすべての栄光が
放射される。
望みに満ちた強いことばをもって救い主はその教えを

終えられた。それから、弟子たちのための祈りに魂の重
荷をそそぎ出された。目を天に向けて、キリストは、「父
よ、時がきました。あなたの子があなたの栄光をあらわす
ように、子の栄光をあらわして下さい。あなたは、子に賜
わったすべての者に、永遠の命を授けさせるため、万民を
支配する権威を子にお与えになったのですから。永遠の命
とは、唯一の、まことの神でいますあなたと、また、あな
たがっかわされたイエス・キリストとを知ることでありま
す」と祈られた（ヨハネ17：13）。
キリストはご自分に与えられたわざをなしとげられた。

キリストは地上で神の栄光をあらわされた。主は父のみ名
をあらわされた。キリストは、人々の中にご自分の働きを
続けて行く者たちをお集めになった。そして主はこう言わ
れた。「わたしは彼らによって栄光を受けました。わたし
はもうこの世にはいなくなりますが、彼らはこの世に残っ
ており、わたしはみもとに参ります。聖なる父よ、わたし
に賜わった御名によって彼らを守って下さい。それはわた
したちが1つであるように、彼らも1つになるためでありま
す。. . . . . .わたしは彼らのためばかりではなく、彼らの言葉
を聞いてわたしを信じている人々のためにも、お願いいた
します。父よ、それは. . . . . .みんなの者が1つとなるためで
あります。. . . . . .わたしが彼らにおり、あなたがわたしにい
ますのは、彼らが完全に1つとなるためであり、また、あな
たがわたしをつかわし、わたしを愛されたように、彼らを
お愛しになったことを、世が知るためであります」（ヨハ
ネ17：10、11、20、21、23）。
こうして天来の権威を持っているお方のことばで、キ

リストは、ご自分の選ばれた教会を父の腕におまかせにな
る。聖別された大祭司として、キリストはご自分の民のた
めにとりなされる。忠実な羊飼いとして、キリストはご自
分の群れを大能のかげ、じょうぶで安全なかこいの中にお
集めになる。サタンとの最後の戦いがキリストを待ってい
る。主はその戦いに応ずるために出て行かれる。



第第第74章章章　　　ゲゲゲッッッセセセマママネネネ[1036]

本章はマタイ26：3656、マルコ14：3250、ルカ22：3953、
ヨハネ18：112に基づく

救い主は弟子たちとつれだって、ゆっくりゲッセマネの
園の方へ進んで行かれた。雲のない空には過越の満月が輝
いていた。旅人たちが天幕を張った町はひっそりと静まっ
ていた。
イエスは弟子たちと熱心に語り、彼らを教えておられ

た。しかしゲッセマネに近づかれると、主は妙にだまっ
てしまわれた。イエスは瞑想と祈りのためにこの場所にた
びたびこられた。しかし最後の苦悩のこの夜ほど、イエス
の心が悲しみに満ちていたことはなかった。地上での一生
のあいだ、イエスは神のこ臨在の光のうちを歩まれた。サ
タンの精神を吹き込まれている人たちとの戦いに、イエス
は、「わたしをつかわされたかたは、わたしと一緒におら
れる。わたしは、いつも神のみこころにかなうことをして
いるから、わたしをひとり置きざりになさることはない」
と言うことがおできになった（ヨハネ8：29）。しかし今イ
エスは、神のささえの臨在という光からしめ出されている
ようにみえた。いまイエスは「とがある者と共に数えられ
た」（イザヤ53：12）。堕落した人類の罪をイエスがお負
いにならねばならない。罪を知らなかったお方の上にわれ
われの全部の罪とががおかれねばならない。罪が非常に恐
るべきものに見え、イエスの負われねばならない不義の重
荷があまりに大きいので、イエスは、そのため天父の愛か
ら永遠にしめ出されるのではないかという恐れにさそわれ
る。罪とがに対する神の怒りがどんなに恐るべきものであ
るかを感じて、イエスは、「わたしは悲しみのあまり死ぬ
ほどである」と叫ばれる（マタイ26：38）。
園に近づくと、弟子たちは、主にあらわれた変化に気

がついた。イエスがこんなにひどく悲しみ、だまっておら
れるのを、彼らはこれまで見たことがなかった。イエスが

710
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進んで行かれるにつれて、このふしぎな悲しみは一層深く
なった。しかし彼らはその原因について、イエスにあえて
たずねようとしなかった。イエスのお体はいまにも倒れる
かのように揺れた。
園に着くと、弟子たちは、主が休まれるように、いつも

のひっこんだ場所を気づかわしそうにさがした。主がいま
歩まれる1歩1歩は、苦しい努力であった。主は、恐るべき
重荷の重圧に苦しまれるかのように、声をあげてうめかれ
た。つきそっている者たちが2度イエスのお体をささえた
が、そうしなかったら地面に倒れておしまいになったであ
ろう。
園の入口の近くで、イエスは3人の弟子たちのほかは全

部残して、彼らに、あなたがた自身のために、またわたし
のために祈るようにとお命じになった。主はペテロ、ヤコ
ブ、ヨハネといっしょに、人目につかない奥まった場所へ
入って行かれた。この3人の弟子たちは、キリストのいちば
ん親密な友であった。彼らは変貌の山でキリストの栄光を
目撃し、モーセとエリヤがキリストと語っているのを見、
天からの声を聞いた。今キリストは非常な苦しみのうちに
あって、この3人がそばにいることをお望みになった。この
かくれた場所で、彼らはたびたびイエスと夜を明かしたの
だった。そのような時には、しばらく目をさまして祈った
あとに、彼らは主からすこし離れたところで邪魔されない
ままによく眠ってしまい、朝になってもう1度働きに出て行
くために、イエスが彼らをおこされたものであった。しか
し今主は、彼らに自分といっしょに祈りのうちに夜を明か
してくれるように願われた。それでも主は、ご自分が耐え
られねばならない苦悩を彼らにさえ見せるのにしのびない
気持ちになられた。主は、「ここに待っていて、目をさま
していなさい」と言われた（マルコ14：34）。
キリストは、彼らからすこし離れたところ——そんなに

遠くではなく、彼らが主を見たりその声を聞いたりできる
ほどのところ——へ行って、地面にひれふされた。キリス
トは、罪のためにご自分が天父から隔離されつつあること
を感じられた。深淵は広く、暗く、深かったので、キリス
トの精神はその前でおののいた。この苦悩からのがれるた
めに、キリストは、神としての
力を働かせてはならないのである。人間として、キリス [1037]
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トは、人の罪の結果をお受けにならねばならない。人間と
して、キリストは、罪とがに対する神の怒りに耐えたまわ
ねばならない。
キリストはいま、これまでとちがった態度をとってお

られた。主の苦難は、預言者ゼカリヤのことばによって最
もよくえがかれている。「万軍の主は言われる、『つるぎ
よ、立ち。上がってわが牧者を攻めよ。わたしの次に立つ
人を攻めよ』」（ゼカリヤ13：7）。罪深い人間の身代りま
た保証人として、キリストは神の正義の下に苦難を受けて
おられた。主は、正義が何であるかがおわかりになった。
これまでキリストは、他人のために執り成すお方であった
が、いま主はご自分のために執り成してくれる者がほしい
と望まれた。
キリストは、天父とのつながりが切れたと感じられた

時、人としてのご自分の性質では、きたるべき暗黒の勢
力との戦いに耐えることができないと心配された。試みの
荒野では人類の運命がかけられていた。その時キリストは
勝利者となられた。いま誘惑者は、最後の恐るべき戦いの
ためにやってきていた。このために、サタンは、キリスト
の3年の公生涯のあいだ準備してきた。サタンはすべてを
かけていた。もしここで失敗すれば、支配への望みは失わ
れるのである。この世の王国はついにキリストのものとな
り、彼自身は敗北して追い出されるのである。しかし、も
しキリストに打ち勝っことができれば、地はサタンの王国
となり、人類は永遠に彼の権力下におかれるのである。こ
の戦いの結果を目の前にして、キリストの魂は、神からの
隔離という恐れに満たされた。もしキリストが罪の世の保
証人となられるならば、隔離は永遠のものとなり、キリス
トは、サタンの王国と一体となり、ふたたび神と1つになる
ことがおできにならないであろうと、サタンはキリストに
告げた。
しかもこの犠牲によって、何の益があるのだろうか。人

間の不義と忘恩は何と絶望的にみえることだろう。サタン
は、事態の最悪の面をあがない主に強調した。現世的な特
権と霊的な特権において、ほかのどんな民よりもまさって
いると主張している民があなたをこばんだのだ。特選の民
として彼らに与えられた約束の基であり、中心であり、印
であるあなたを、彼らは殺そうとしている。あなた自身の
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弟子の1人は、あなたの教えをきき、教会活動の先頭に立っ
ていたのに、あなたを裏切るだろう。あなたの最も熱心な
弟子の1人があなたを知らないと言うだろう。全部の者が
あなたを見捨てるだろう。こうした思いに、キリストは身
も心も嫌悪をおぼえられた。主が救おうと試みられた人た
ち、主がこれほど愛された人たちが、サタンの陰謀に加わ
るのだということがキリストの魂を刺し通した。戦いは激
しかった。その激しさは、キリストの国民の不義、告発者
や裏切り者の不義、悪のうちにある世の不義であった。人
の罪がキリストの上に重くのしかかり、罪に対する神の怒
りの意識がキリストの生命をすりへらしていた。
キリストが、人の魂のために払われる価について思いを

めぐらしておられる姿を見なさい。苦悩のあまり、主は、
神から遠くへ引き離されまいとするかのように、冷たい
大地にすがりつかれる。冷たい夜露がそのひれふしたお体
におりるが、主は気にされない。その青ざめたくちびるか
ら、「わが父よ、もしできることでしたら、どうか、この
杯をわたしから過ぎ去らせてください」とのいたいたしい
叫びがもれる。それでもなお主は、「しかし、わたしの思
いのままにではなく、みこころのままになさって下さい」
とつけ加えられる（マタイ26：39）。
人の心は苦難のうちにあって同情を求める。このよう

な熱望をキリストは全心全霊の奥底まで感じられた。キ
リストは、悲しみと苦しみの時にしばしぼ祝福し、慰め、
保護しておやりになった者たちから何か慰めのことばを聞
きたいと心の底から望んで、魂の最高の苦悩をいだいて、
弟子たちのところへこられた。彼らにいつも同情のことば
をかけてこられたお方が、いま超人的な苦悩を経験し、弟
子たちが主のために、また自分自身のために祈っているこ
とを知りたいと熱望された。罪の邪悪さがどんなに暗くみ
えたことだろう。ご自分は神の前に罪のないお方のままで
いて、人類の不義の結果は彼ら自身に負わせたらよいでは
ないかという誘惑が激しかった。弟子たちがこのことを理 [1038]
解し、感謝しているということを知ることさえできたら、
キリストは力づけられるのであった。
キリストはいたいたしい努力をもって立ちあがり、

連れの者たちを残しておかれた場所へよろめきながら
もどってこられた。しかし彼らは「眠っていた」（マタ
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イ26：40）。彼らが祈っているということがわかったら、
主の心は救われたであろう。彼らがサタンの勢力に打ち
負かされることがないように神に保護を求めていたら、主
は彼らの固い信仰に慰められたであろう。しかし彼らは、
「目をさまして祈っていなさい」と何度も言われた警告
を心にとめていなかった（マタイ26：41）。最初彼らは、
いつもは冷静で威厳のある主が、理解できないほどの悲し
みと戦っておられるのを見て非常に心配した。苦しんでお
られる主の強い叫びを聞いて、彼らは祈った。彼らは、主
を見捨てる気持ちはなかったが、神に祈りつづけていたら
払い落とせたはずのもうろうとしたまひ状態に陥っている
ようだった。試みに耐えるためには目をさまして熱心に祈
ることが必要であるということに、彼らは気がついていな
かった。
イエスは、園の方へ足を向けられる直前に、「今夜、

あなたがたは皆わたしにつまずくであろう」と弟子たちに
言われた（マタイ26：31）。彼らは牢獄にでも、死にいた
るまでも主と共に行きますと最大限の保証をしていた。そ
して気の毒にも自信の強いペテロは、「たとい、みんなの
者がつまずいても、わたしはつまずきません」とっけ加え
た（マルコ14：29）。しかし弟子たちは自分自身にたよっ
ていた。彼らはキリストにすすめられたように大いなる助
け主を見ていなかった。だから救い主が彼らの同情と祈り
を最も必要とされた時に、彼らは眠っていた。ペテロさえ
眠っていた。
イエスの胸によりかかっていた愛する弟子ヨハネも眠っ

ていた。実際、ヨハネは、主に対する愛から目をさまし
ているべきであった。主の最高の悲しみの時に、ヨハネの
熱心な祈りが愛する救い主の祈りに加えられるべきであっ
た。あがない主は、弟子たちの信仰が衰えないように、彼
らのために夜通し祈られたことが何度もあった。もしイエ
スが前に1度ヤコブとヨハネにたずねられたことのある質
問、すなわち「あなたがたは、. . . . . .わたしの飲もうとして
いる杯を飲むことができるか」という質問をいまされると
したら、彼らはあえて「できます」とは答えなかったであ
ろう（マタイ20：22）。
弟子たちはイエスの声で目をさましたが、彼らはそれ

がイエスであることがほとんどわからなかった。主のお顔
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は苦悩のために変りはてていた。イエスはペテロに語りか
けて、「シモンよ、眠っているのか、ひと時も目をさまし
ていることができなかったのか。誘惑に陥らないように、
目をさまして祈っていなさい。心は熱しているが、肉体
が弱いのである」と言われた（マルコ14：37、38）。弟子
たちの弱さにイエスの同情心が目覚めた。主は、ご自分が
売りわたされて殺される時に弟子たちにのぞむ試みに彼ら
が耐えることができないだろうと心配された。主は彼らを
責めないで、「誘惑に陥らないように、目をさまして祈っ
ていなさい」と言われた。この大きな苦悩の中にあって
もなお主は、彼らの弱さをゆるそうとされた。「心は熱し
ているが、肉体が弱いのである」と、主は言われた（マタ
イ26：41）。
ふたたび神のみ子は、超人的な苦悩に陥り、気を失い

そうに力がつき果てて、よろめきながら前の戦いの場所へ
戻って行かれた。主の苦しみは前よりも一層ひどかった。
魂の苦悩がイエスにのぞむと、「その汗が血のしたたりの
ように地に落ちた」（ルカ22：44）。いとすぎの木としゅ
ろの木がイエスの苦悩について無言の目撃者であった。暗
黒の勢力と1人で戦っておられる創造主のために自然が泣い
ているかのように、葉の茂った木の枝から重いしずくがイ
エスの悲しいお姿の上に落ちた。
しばらく前には、イエスは、堂々たる杉の木のように

立って、激しく襲いかかる反対の嵐に耐えておられた頑固
な意志や、悪意と狡猜さに満ちた心がイエスを混乱させ、
圧倒しようとつとめてもむだだった。イエスは、神のみ子
として天来の威厳をもって耐えられた。ところが今イエス [1039]
は、激しい嵐に打たれて折れた葦のようであった。イエス
は、1歩1歩暗黒の勢力に勝利して、勝利者としてご自分の
働きの完成に近づいておられた。すでに栄光を受けたお方
として、イエスは神と1つであることを主張された。ため
らうことのない調子で、イエスは賛美の歌を口から出され
た。イエスは弟子たちに勇気のあるやさしいことばで語ら
れた。しかし今暗黒の勢力の時が来ていた。今イエスの声
は、静かな夜の大気の中で、勝利の調べではなく、人間の
苦悩に満ちた調べにきこえた。「わが父よ、この杯を飲む
ほかに道がないのでしたら、どうか、みこころが行われま
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すように」との救い主のことばが、眠い弟子たちの耳につ
たわってきた（マタイ26：42）。
弟子たちの最初の衝動はみもとに行くことであった。

しかしイエスは、そこにとどまって、目をさまし祈って
いるように命じられた。イエスが彼らのところにこられ
ると、彼らはまだ眠っていた。もう1度主は弟子たちとの
親しいまじわり、主をほとんど圧倒している暗黒の魔力を
払いのけて安心感を与えてくれるような弟子たちのことば
を熱望された。しかし弟子たちのまぶたは重かった。「そ
して、彼らはどうお答えしてよいか、わからなかった」
（マルコ14：40）。主がそばにこられたので彼らは目をさ
ました。彼らは主のみ顔が苦悩のために血の汗にぬれてい
るのを見て、恐怖に満たされた。主の心の苦しみを彼らは
理解できなかった。「彼の顔だちは、そこなわれて人と異
なり、その姿は人の子と異なっていたからである」（イザ
ヤ52：14）。
イエスは、引き返して、ふたたび1人になられると、大

いなる暗黒の恐ろしさに圧倒されて、ぱったりうつぶせに
なられた。神のみ子の人性はこの試みの時にたじろいだ。
主は、こんどは弟子たちの信仰が失われないようにと祈ら
ず、試みられ、苦しんでおられるご自分の魂のために祈ら
れた。
恐るべき瞬間がきていた。それは世の運命を決定する瞬

間であった。人類の運命ははかりでゆれていた。キリスト
は、不義な人類に課せられた杯から飲むことをいまでも拒
否することがおできになった。まだ遅くなかった。主はひ
たいの血の汗をふいて、人類を罪とがのうちに滅びるまま
にしておくこともおできになった。罪人にその罪の値を受
けさせて、わたしは父のみもとにもどろうと言うこともお
できになった。神のみ子は、屈辱と苦悩のにがい杯を飲ま
れるだろうか。罪なきお方が不義な者を救うために罪の行
為の結果を受けられるだろうか。イエスの青ざめたくちび
るから、「わが父よ、この杯を飲むほかに道がないのでし
たら、どうか、みこころが行われますように」とのことば
がふるえながらもれる（マタイ26：42）。

3度、イエスはその祈りを口にされた。3度、人性は最後
にして最高の犠牲の前にひるんだ。しかしいま人類の歴史
が世のあがない主の前に現れる。律法を犯した者たちは、
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放っておけば滅びなければならないことを、主はお知りに
なる。主は人類の無力をさとられる。主は罪の力をお知り
になる。滅びる運命にある世のわざわいと嘆きが主の前に
現れる。主は、世のさし迫った運命を見て決心される。ご
自分がどんなに犠牲を払ってでも、主は人類を救おうとさ
れる。滅びつつある幾百万の人がイエスを通して永遠の生
命を受けられるように、イエスは血のバプテスマを受け入
れられる。主が純潔と幸福と栄光に満ちた天の宮廷を去ら
れたのは、失われた1匹の羊、罪とがによって堕落した1つ
の世界を救うためであった。だから主は、ご自分の使命か
ら離れようとなさらない。イエスは、罪を犯した人類のた
めにあがないの供え物となられるのである。いまイエスの
祈りには、「この杯を飲むほかに道がないのでしたら、ど
うか、みこころが行われますように」と、服従することだ
けが表明される（マタイ26：42）。
決心をされると、イエスは、それまでわずかにからだを

もたげておられた地面に、いまにも死んでしまわれるかの
ようにばったり倒れておしまいになった。失神したように
なっておられる主の頭をやさしく手でささえ、人の子と異
なって見えるほどそこなわれたそのひたいをふいてさしあ
げるはずの弟子たちはその時どこにいたのだろう。救い主 [1040]
はただ1人でさかぶねを踏まれ、もろもろの民のなかに主と
事を共にする者はなかった。
しかし神はみ子と共に苦しまれた。天使たちは救い主

の苦悩を見守っていた。彼らは、主がサタンの大軍にとり
かこまれ、その人性が身ぶるいするような、ふしぎな恐れ
に圧倒されるのを見た。天は沈黙していた。立琴は音をた
てなかった。天父が愛するみ子からご自分の光と愛と栄光
の輝きをとり去られるのを天使たちが無言の悲しみのうち
に驚いて見守っている有様をもし人間が見ることができた
ら、彼らは罪が神の御目にどんなに恐るべきものであるか
をもっとよくさとるであろう。
戦いが終りに近づくにしたがって、他世界の聖者たちと

天のみ使たちは熱心な関心をもって見守っていた。サタン
と悪天使たち、すなわち背信の大軍が、あがないの働きに
おけるこの大危機を熱心に見守った。善と悪の両勢力は、
キリストの3度くりかえされた祈りにどんな応答が与えら
れるかを見ようと待った。天使たちはこの聖なる受難者の
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苦しみをとり除いてさしあげたいと願ったが、そうするわ
けにいかなかった。神のみ子にとってのがれる道はなかっ
た。すべてのことが危険に瀕し、神秘の杯が受難者の手
でふるえているこの恐るべき危機に、天が開け、一条の光
が嵐の暗黒のようなこの危機の時を照らし、サタンが落ち
たあとの地位を占めて神のそばに立っている大いなる天使
が、キリストのかたわらにやってきた。この天使はキリス
トの手から杯を取り去るために来たのではなく、キリスト
がそれを飲まれるのを力づけるために、天父の愛の確証を
もってやってきたのであった。彼は、神と人であられる嘆
願者イエスに力を与えるためにやってきた。彼は開いてい
る天をキリストに指さし、キリストの受難の結果救われる
魂について語った。天父がサタンよりも偉大で強力であら
れるということ、キリストの死の結果はサタンの完全な敗
北であること、この世の王国はいと高き神の聖徒たちに与
えられることをキリストに保証した。キリストはご自分の
魂の苦しみを見て満足されるであろう、なぜなら多数の人
類が救われ、しかも永遠に救われるのを見られるからであ
ると、だ使はキリストに語った。
キリストの苦しみはやまなかったが、しかし意気消沈と

落胆はなくなった。嵐は決して衰えていなかったが、その
まととなっておられたお方はその激しさに耐える力が与え
られた。イエスは冷静に落ちつかれた。血のついたイエス
のお顔に天来の平安が宿つた。イエスはどんな人間もかつ
て耐えなかったことに耐えられたのだった。イエスはすべ
ての人のために死の苦しみを味わわれたからである。
眠っていた弟子たちは救い主をとりまいている光で急

に目がさめた。彼らは、ひれふておられる主の上に天使が
かがみこんでいるのを見た。彼らは、その天使が救い主の
頭を自分の胸に持ちあげて、天の方を指さしているのを見
た。彼らは、その天使が、最も美しい音楽のように、慰め
と希望のことばを語っている声を聞いた。弟子たちは変貌
の山で見た光景を思い出した。彼らは、宮の中でイエスを
とりまいた栄光と、雲の中から語られた神のみ声を思い出
した。いまその同じ栄光がふたたびあらわされたので、彼
らはもはや主について心配しなかった。主は神の守りのう
ちにおられ、偉大な天使が主を保護するためにつかわされ
たのだ。ふたたび弟子たちは、疲れのあまり、うち勝ちが
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たいふしぎなねむたさに負ける。ふたたびイエスは彼らが
眠っているのに気づかれる。
主は彼らを悲しそうにごらんになって、「まだ眠つてい

るのか、休んでいるのか。見よ、時が迫った。人の子は罪
人らの手に渡されるのだ」と言われる（マタイ26：45）。
これらのことばを語っておられる時にも、イエスはご自分
をさがし求めている暴徒たちの足音を聞いて、「立て、さ
あ行こう。見よ、わたしを裏切る者が近づいてきた」と言
われた（マタイ26：46）。
イエスが裏切り者に会うためにふみ出された時、さっ

きまでの苦しみの跡はすこしもみえなかった。弟子たち
より先へ出て行って、主は「だれを捜しているのか」と
言われた。彼らは「ナザレのイエスを」と答えた。イエ
スは、「わたしが、それである」と応じ られた（ヨハ [1041]
ネ18：4、5）。これらのことばが語られた時、さっきイ
エスに仕えた天使がイエスと暴徒たちとの間に入った。一
条の天来の光が救い主のみ顔を照らし、鳩のような形をし
たものがイエスをおおった。この天来の栄光の前に、残忍
な暴徒たちは一瞬間も立っていることができなかった。彼
らはよろめいてうしろへさがった。祭司たち、長老たち、
兵士たちは、それにユダさえも、死人のように地面に倒れ
た。
天使が退くと、光は消えた。イエスは逃げる機会があっ

たが、冷静に落ち着いてふみとどまっておられた。栄光を
受けたお方として、イエスは、いまご自分の足下に無力の
ままうつぶせに倒れている冷酷な一群の真ん中に立ってお
られた。弟子たちは、ふしぎな思いとおそれの思いで、だ
まったままそれを眺めていた。
しかしたちまち場面は変わった。暴徒たちは立ち上がっ

た。ローマの兵士たち、祭司たち、ユダがキリストをとり
かこんだ。彼らは自分たちの無力を恥じ、イエスがまた逃
げ出されるのではないかと恐れているようだった。あがな
い主はもう1度「だれを捜しているのか」と質問された（ヨ
ハネ18：7）。彼らは目の前に立っているお方が神のみ子
であるという証拠を見たのに、まだ納得しようとしなかっ
た。「だれを捜しているのか」との問いに、彼らはもう1度
「ナザレのイエスを」と答えた。すると救い主は、「わた
しがそれであると、言ったではないか。わたしを捜してい
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るのなら、この人たちを去らせてもらいたい」と。弟子た
ちを指さして言われた（ヨハネ18：7、8）。イエスは弟子
たちの信仰が弱いことを知っておられ、彼らを試みと苦難
から守ろうとされた。彼らのために主はご自分を犠牲にす
る覚悟ができていた。
裏切り者のユダは自分が果たす役割を忘れていなかっ

た。暴徒たちが園に入ってきた時、ユダは先頭に立ち、す
ぐうしろに祭司長がつづいていた。ユダは、イエスの追跡
者たちに合図して、「わたしの接吻する者が、その人だ。
その人をつかまえろ」と言っていた（マタイ26：48）。い
ま彼は、暴徒たちとは関係のない者のようなふりをして
いる。イエスのすぐそばまでくると、彼は親しい友として
イエスの手をとる。そして「先生、いかがですか」という
ことばとともに、イエスに接吻をくりかえし、危機にある
イエスに同情しているかのように、泣き出しそうにみえる
（マタイ26：49）。
イエスは彼に「友よ、なんのためにきたのか」と言われ

た（マタイ26：50）。そして、「ユダあなたは接吻をもっ
て人の子を裏切るのか」とつけ加えられた時、イエスの声
は悲しみにうちふるえた（ルカ22：48）。この訴えは裏切
り者の良心をめざめさせ、そのかたくなな心を動かすべき
だった。しかし彼は、名誉、誠実、人間的なやさしさから
見放されていた。彼は心をやわらげる様子も見せないで、
大胆不敵につっ立っていた。わが身をサタンに引き渡した
ユダは、サタンに抵抗する力をもたなかった。イエスは裏
切り者の接吻をこばまれなかった。
暴徒たちは、たったいま彼らの目の前で栄光を受けら

れたお方の体にユダがさわったのを見て大胆になった。彼
らはいまイエスを捕らえ、これまでたえず恵みのわざをな
すために用いられたそのとうとい手をしばろうとしはじめ
た。
弟子たちは、主が捕らえられるようなことはなさらな

いと思っていた。なぜなら、暴徒たちを死人のように倒
れさせた同じ力で彼らを無力にしておいて、イエスと弟子
たちは逃げることができたからである。彼らは愛するお方
の手をしばるためにひもが取り出されるのを見て失望し、
憤慨した。ペテロは、怒りのあまりすばやく剣を抜き、
主を防衛しようとしたが、祭司長のしもべの片耳を切り落
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としただけだった。イエスがそれをごらんになって、ロー
マの兵士たちに固くおさえられている手をふりほどき、
「それだけでやめなさい」と言いながら、負傷した耳に手
をつけられると、それはたちまちもとどおりになった（ル
カ22：51）。イエスはそれからペテロに言われた。「あな
たの剣をもとの所におさめなさい。剣をとる者はみな、
剣で滅びる。それとも、わたしが父に願って、天の使た
ちを12軍団以上も、今つかわしていただくことができない
と、あなたは思うのか」（マタイ26：52、 53）。——弟子 [1042]
たちの一人一人の代わりに一軍団である。ああ、なぜ主は
ご自分とわれわれを救われないのかと弟子たちは思った。
彼らの無言の思いに答えて、主は、「しかし、それでは、
こうならねばならないと書いてある聖書の言葉は、どう
して成就されようか」「父がわたしに下さった杯は、飲む
べきではないか」とつけ加えられた（マタイ26：54、ヨハ
ネ18：11）。
ユダヤ人の指導者たちは、お役人の威厳をすてて、イエ

スの追跡に加わっていた。イエスを捕らえることは重大事
だったので、下役人たちにまかせておけなかった。陰険な
祭司たちと長老たちは、宮守がしらや暴徒たちといっしょ
に、ユダのあとについてゲッセマネにきていた。要人た
ちが、あたかも野獣でも追跡するかのように、あらゆる種
類の武器を手にしてわいわい騒いでいる暴徒たちの仲間に
入っていたのである。
祭司たちと長老たちの方に向いて、キリストは、その

鋭い視線を彼らにそそがれた。キリストが語られたこと
ばを、彼らは生きているかぎり忘れないであろう。その
ことばは大能の神からの鋭い矢のようであった。キリス
トは、威厳をもってこう言われた。あなたがたはどろぼう
や強盗に向かうように剣や棒をもってわたしに立ち向かっ
ている。毎日わたしは宮にすわって教えていた。あなたが
たはわたしを捕らえる機会があったのに何もしなかった。
あなたがたの働きのためには夜が都合がよいのだ、「今
はあなたがたの時、また、やみの支配の時である」（ル
カ22：53）。
弟子たちは、イエスが捕らえられ、しばられるままにな

られるのを見て恐れた。彼らは、イエスがご自分と弟子た
ちの上にこの屈辱をおゆるしになったことにつまずいた。
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彼らはイエスの行為を理解できなかった。そしてイエスが
暴徒たちに屈服されたことを非難した。憤慨と恐怖のあま
り、ペテロはみんな逃げ出そうと言い出した。このさそい
に応じて、「弟子たちは皆イエスを見捨てて逃げ去った」
（マルコ14：50）。しかしキリストはこの逃亡を予告して
おられた。「見よ、あなたがたは散らされて、それぞれ
自分の家に帰り、わたしをひとりだけ残す時が来ろであろ
う」と、イエスは言われたのであった（ヨハネ16：32）。



第第第75章章章　　　アアアンンンナナナスススののの前前前とととカカカヤヤヤパパパののの邸邸邸ででで

本章はマタイ26：5775、27：1、マルコ14：5372、15：1、
ルカ22：5471、ヨハネ18：1327に基づく

ケデロン川を越え、畑とオリーブの森を抜け、寝静まっ
た町を通って、彼らはイエスをせきたてた。時は真夜中過
ぎで、やじりながらイエスのあとをついて行く暴徒たちの
叫びが静かな空気に鋭く反響した。救い主はしばられて厳
重に護衛され、その足どりは重かった。しかしイエスをと
らえた者たちは、懸命に急いで、前大祭司アンナスの邸に
イエスをつれて行った。
アンナスは現職の祭司一族の長で、その老齢に対する敬

意から、大祭司として認められていた。人々は彼の助言を
求め、神の声としてそれを実行した。彼がまず第一に、祭
司の権力への捕虜としてイエスを見なければならない。彼
より経験の浅いカヤパが彼らの意図している目的を達成し
そこなうことがないように、彼がこの囚人の審問に立ち会
わねばならない。彼の策略、狡猾さ、陰険さがこの機会に
利用されねばならない。どんなことがあっても、キリスト
を有罪に定めねばならないのだ。
キリストは形式上サンヒドリンで裁判されるのであっ

た。しかしアンナスの前で、キリストは予備裁判を受け
られた。ローマの法律では、サンヒドリンは死刑の酷を執
行することができなかった。サンヒドリンは囚人を取り調
べ、判決をくだしてからローマ当局の承認を受けることし
かできなかった。したがって、ローマ人から犯罪者として
みなされるようにキリストを告発する必要があった。また
ユダヤ人の目にもキリストを有罪とみとめさせるような告
発をみつけ出 さねばならなかった。祭司たちと役人たち [1043]
の中には、キリストの教えによって罪を悟った者たちも少
なくなかったが、彼らは破門されるのがこわいばかりにキ
リストを告白しないのだった。祭司たちは、ニコデモが、
「わたしたちの律法によれば、まずその人の言い分を聞

723
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き、その人のしたことを知った上でなければ、さばくこと
をしないのではないか」と言った質問をよくおぼえていた
（ヨハネ7：51）。
この質問のためにその時の会議は解散し、彼らの計画は

妨げられた。アリマタヤのヨセフとニコデモはいま召集さ
れていなかったが、正しいことのためにはあえて口を出す
かもしれないほかの者たちがいた。裁判は、サンヒドリン
の議員が致してキリストに反対するように運営されなけれ
ばならない。祭司たちが主張しようと望んだ告発が2つあっ
た。もしイエスを、神をけがす者として立証できたら、ユ
ダヤ人によって彼を有罪に定めることができる。もし治安
を妨害する者として告発できたら、ローマ人によって彼を
有罪に定めることができる。アンナスはこの第二の告発を
まず確定しようと試みた。彼は、この囚人が手がかりとな
るような材料を何かしゃべってくれるように望みながら、
弟子たちとイエスの教理について質問した。アンナスはイ
エスが新しい王国を建設する目的で秘密結社を組織しよう
としているということを証拠だてるような陳述を引き出そ
うと考えた。そうすれば、祭司たちはイエスを治安妨害者
また反乱扇動者としてローマ人に引き渡すことができるの
だった。
キリストは、開いた本を読むように、この祭司の意図

を読みとられた。イエスは質問者の心の奥底を読まれるか
のように、ご自分と弟子たちとの間に何らかの秘密の結合
があるとか、ご自分の計画をかくすために彼らを人目につ
かないようにひそかに集めているなどということを否定さ
れた。イエスはご自分の目的や教えについて何の秘密もな
かった。「わたしはこの世に対して公然と語ってきた。す
べてのユダヤ人が集まる会堂や宮で、いつも教えていた。
何事も隠れて語ったことはない」とイエスはお答えになっ
た（ヨハネ18：2）。
救い主はご自分の働きの方法と告発者たちのやり方と

を対照された。何か月もの間、彼らはイエスを追いまわし
てわなにかけ、秘密裁判に引き出そうと努力していた。そ
こでは公平な手段によっては達成できないところを偽証に
よって達成できるかも知れないのであった。いま彼らはそ
の日的を実行しつつあった。真夜中に暴徒たちを使ってイ
エスを逮捕したり、有罪が確定しないうちからあざけった
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り侮辱したり、あるいは責めたりなどということが彼らの
やり方であって、そうしたことはイエスの方法ではなかっ
た。彼らの行動は法律に違反していた。彼ら自身の法律に
は、だれでも有罪を立証されるまでは罪のない者として取
り扱われねばならないことが明示されていた。彼ら自身の
法律によれば、祭司たちは有罪であった。
質問者に向かって、イエスは「なぜ、わたしに尋ねる

のか」と言われた（ヨハネ18：21）。祭司たちと役人たち
は、イエスの動静を監視して、その一言一句を報告させ
るためにスパイを送ったではないか。このスパイたちは、
人々が集まるたびにやってきて、イエスの言行についてい
ちいち情報を祭司たちに伝えたではないか。「わたしが彼
らに語ったことは、それを聞いた人々に尋ねるがよい。わ
たしの言ったことは、彼らが知っているのだから」とイエ
スは答えられた（ヨハネ18：21）。
アンナスはこの決定的な答に沈黙させられた。彼は、か

くしておきたいと思っている自分の行動についてイエスか
ら何か言われることを恐れて、この時にはそれ以上何もイ
エスに言わなかった。役人の1人は、アンナスが沈黙させ
られたのを見て怒りに満ち、イエスの顔を打って、「大祭
司にむかって、そのような答をするのか」と言った（ヨハ
ネ18：22）。
キリストは冷静に答えて、「もしわたしが何か悪いこと

を言ったのなら、その悪い理由を言いなさい。しかし、正
しいことを言ったのなら、なぜわたしを打つのか」と言わ
れた（ヨハネ18：23）。イエスは報復的な激しいことばを
出されなかった。その冷静な答は、挑発されることのない
潔白で忍耐強くやさしい心から出たのであった。
キリストは乱暴と侮辱に鋭く心を痛められた。ご自分 [1044]

が創られた人間、しかも無限の犠牲を払おうとしておられ
る相手の人間の手で、キリストはあらゆる侮辱を受けられ
た。キリストの苦しみは、ご自分の聖潔の完全さと罪に対
する憎しみに比例していた。悪鬼のようにふるまう人たち
によって裁判されることはキリストにとってたえまない苦
痛であった。サタンの支配下にある人間どもにとりかこま
れていることは、キリストにとって心の底から不快な思い
であった。神の権力をひらめかせさえすれば、一瞬間にこ
の残酷な迫害者たちを打ち倒すことができることを、キリ
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ストは知っておられた。それだけに裁判は一層耐えがたい
ものであった。
ユダヤ人は外面的なしるしをもって現れるメシヤを待ち

望んでいた。彼らは、キリストが、ちょっとした威圧的な
意思だけで人々の思想の流れを変え、いやおうなしにご自
分の主権を認めさせられるものと期待した。このように彼
らは、キリストが権力を保持し、彼らの野心的な望みを満
足させられるものと信じた。だからキリストが侮辱的な仕
打ちを受けられた時、神性を発揮するようにとの強い試み
がイエスにのぞんだ。ひと言葉で、あるいはひと目で、キ
リストは、ご自分が王たちと役人たち、あるいは祭司たち
と宮にまさるおかたであることを、迫害者たちに告白させ
ることがおできになるのである。しかしご自分がえらばれ
たその立場を1人の人間として守ることがキリストの困難な
仕事であった。
天のみ使いたちは愛する主に対するあらゆる行為を目撃

した。彼らはキリストを救いたいと熱望した。神の下にあ
る時、天使たちはどんな力でももっている。ある時には、
キリストの命令に従って、一晩でアッシリヤ軍の18万5千人
を殺した。天使たちは、キリストの裁判のはずかしい光景
を見た時、神の敵どもを全滅させることによってその憤り
を表明することも容易にできたのである。しかし彼らはそ
うするように命令されなかった。敵どもを死の運命に追い
やることもおできになったお方が、彼らの残酷さに耐えら
れた。天父を愛しておられるために、また罪を負う者にな
ることを世の初めに契約されたために、キリストは、救う
ためにおいでになった相手の人たちの粗暴な仕打ちを不平
も言わずに忍ばれた。人々がキリストにあびせることがで
きるかぎりのあらゆる嘲笑と悪口を人性のままで耐え忍ぶ
ことがキリストの使命の一部であった。人類のただ1つの望
みは、キリストが人々の手と心から受けられるすべてのこ
とに服従されることにあった。
キリストは、訴える者たちに乗ずるすきを与えるよう

なことは何も言われなかった。それなのにキリストは有罪
のしるしとしてしばられた。しかしながら見せかけの公正
がなければならなかった。法的な裁判の形式をとる必要が
あった。当局はこの裁判を急ごうと決心した。彼らはイエ
スが民衆から尊敬されていることを知っていたので、イエ
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スの逮捕が世間のうわさになると救助が試みられるだろう
と恐れた。
それにまた、もし裁判と処刑を一緒にやってしまわない

と、過越の祭のために1週間遅れるのであった。そうなると
彼らの計画が挫折するかも知れなかった。イエスを有罪に
定めるために、彼らは、主として、暴徒たち、その多くは
エルサレムのやじ馬連中のわめき叫ぶ声をあてにした。も
し1週間遅れるようなことがあると、興奮は下火になり、反
動が起こりそうであった。民衆の中の善良な人たちがキリ
ストのために立ち上がり、多くの人たちが進んでキリスト
を弁護する証言をたて、キリストのされた偉大な働きを明
らかにするであろう。そうなれば、サンヒドリンに対する
民衆の怒りが引き起こされるであろう。彼らのやり方が非
難され、イエスは釈放されて、多くの人々から新たな尊敬
を受けるであろう。そこで祭司たちと役人たちは、自分た
ちの意図を知られないうちに、イエスをローマ人の手に引
き渡そうと決心した。
しかしまず第一に、罪名をみつけ出さねばならなかっ

た。彼らはまだ何の手がかりももっていなかった。アン
ナスは、イエスをカヤパのところへ連れて行くように命
じた。カヤパはサドカイ人に属していたが、そのある者
たちはいまやイエスの最も危険な敵となっていた。カヤパ
自身、性格的に迫力こそ足りなかっ たが、アンナスと同 [1045]
じように残忍で、無情で、破廉恥であった。彼はイエスを
滅ぼすためなら手段をえらばなかった。時は早朝で、まだ
暗かった。たいまつとあかりをつけて、武器をもった一団
が、囚人をつれて大祭司の邸へやってきた。そこで、サン
ヒドリンの議員たちが集まってくるまでの間、アンナスと
カヤパはふたたびイエスに質問したが、効果はなかった。
法廷の広間に会議が召集されると、カヤパが議長として

席を占めた。そのどちらの側にも裁判官とこの裁判に特別
の関心をもっている人たちが座を占めた。大祭司の座の下
の壇にローマの兵士たちが配置された。イエスは、大祭司
の席の足ドに立たれた。そのイエスに全部の者の視線がそ
そがれた。興奮は強烈であった。この群衆の中にあって、
イエスだけが冷静でおだやかであった、イエスをとりまい
ている空気までが聖なる感化に満ちているように思えた。
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カヤパはイエスを競争相手と考えていた。人々が救い主
のことばを熱心に聞き、イエスの教えを受け入れそうなの
が、大祭司の激しいねたみをひき起こしていた。しかしい
まカヤパは、この囚人を見て、その高貴で威厳のある態度
に感心させられた。この人は神と同じおかたであるという
確信がひらめいた。だが次の瞬間、彼はその思いを嘲笑の
うちに打ち消した。たちまち彼の声は、イエスにその偉大
な奇跡をみんなの前で行うようにと要求する侮蔑的でおう
へいな調子となってひびき渡った。しかし彼の声は救い主
の耳にはあたかも聞こえないようであった。人々は、アン
ナスとカヤパの興奮した、悪意のある態度と、冷静で威厳
のあるイエスの態度とをくらべた。かたくなな群衆の心に
さえ、神々しい雰囲気をもったこの人を犯罪者として有罪
にすべきだろうかという疑問が浮かんだ。
カヤパは、そうした空気が生まれてくるのをみとめる

と、裁判を急いだ。イエスの反対者たちは非常に困り切っ
ていた。彼らはイエスを有罪に定めようとやっきになっ
たが、どうやってこの目的を達してよいかわからなかっ
た。会議の議員たちは、リサイ人とサドカイ人に分かれて
いた。彼らの間にはにがにがしい敵意と論争があった。彼
らは、口論を恐れて、ある論争点にはあえてふれようとし
なかった。イエスが二言三言言われたら、彼らの間の偏見
が刺激され、そのことによって、彼らの怒りをご自身から
そらすことがおできになるのだった。カヤパはそのことを
知っていたので、論争を引き起こすようなことを避けたい
と望んだ。キリストが祭司たちと律法学者たちを公然と非
難されたことや、キリストが彼らを偽善者また人殺しと呼
ばれたことなどを証明する証人はたくさんいた。しかしそ
うした証言をいま持ち出すことは得策ではなかった。サド
カイ人がパリサイ人との激しい論争中に同じことばをパリ
サイ人に対して使ったことがあった。またこのような証言
は、ローマ人にとってはたいしたことではなかった。とい
うのは彼ら自身バリサイ人の見せかけを不快に思っていた
からである。イエスがユダヤ人の言い伝えを無視し、彼ら
の制度の多くについて不敬なことを言われたという証拠は
たくさんあった。しかし言い伝えについても、パリサイ人
とサドカイ人は激しい議論をたたかわせていた。そしてこ
の証拠もローマ人にとってはすこしも重要ではなかった。
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キリストの反対者たちは、安息日の遵守についてあえてキ
リストを訴えようとしなかった。その問題を調べることに
よって、キリストの働きの性格が明らかにされることを恐
れたからであった。もしキリストのいやしの奇跡が明るみ
に出ると、祭司たちの目的そのものがくつがえされるので
あった。
イエスが反乱を扇動し、別な政府を作ろうとされたと訴

えるために買収された人たちが、偽りの証人となった。し
かし彼らの証言は漠然としていて、矛盾だらけであった。
取り調べが進むうちに、彼らは自分たちの陳述の偽りを立
証した。
キリストは公生涯の初め頃、「この神殿をこわしたら、

わたしは3日のうちに、それを起すであろう」と斉われた
（ヨハネ2：19）、イエスは預言の比喩的なことばを用い
て、ご自身の死とよみがえりをこのように預言されたので
あった。「イエスは自分のからだである神殿のことを言わ
れたのである」（ヨハネ2：21）。ユダヤ人はこのことば
を、エルサレムの神殿に ついて言われたものとして、文 [1046]
字通りの意味に受けとった。キリストが言われたすべての
ことの中で、イエスを不利な立場に陥れるために用いるこ
とのできるものは、このことば以外にないことを祭司たち
は知った。彼らはこのことばを偽って陳述することによっ
て、有利な立場を獲得しようと望んだ。ローマ人は神殿
の再建と装飾に従事したので、この宮を非常に誇りにして
いた。神殿に対して少しでも軽蔑を表明したら、かならず
ローマ人の憤激が引き起こされるだろう。ここに、ローマ
人とユダヤ人、パリサイ人とサドカイ人の一致点が見いだ
された。神殿に対してはだれでもみな非常な崇敬の念をい
だいていたからである。この点について2人の証人がみつ
かったが、彼らの証言は、ほかの証人たちのように矛盾し
ていなかった。イエスを訴えるように買収されたこの2人の
うちの1人が言った、「この人は、わたしは神の宮を打ちこ
わし、3日の後に建てることができる、と言いました」（マ
タイ26：61）。このように、キリストのことばは偽って伝
えられた。
もしキリストが話されたとおりに正確にこのことばが

報告されたら、たとえサンヒドリンでもキリストを有罪に
するわけにはいかなかっただろう。もしイエスが、ユダヤ
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人が主張するようなただの人間だったら、キリストの宣言
は、不合理で高慢な精神を表しているだけで、神を冒瀆す
る罪とまでは解釈されなかっただろう。偽りの証人たちが
まちがった陳述をしても、キリストのことばには、ローマ
人から死刑に値する犯罪とみなされるようなものは何も含
まれていなかった。
イエスは忍耐強く、矛盾する証言を聞かれた。イエス

は自己弁護のことばを一言も出されなかった。イエスを
訴える者たちは、とうとう話がもつれ、混乱し、逆上し
た。裁判はすこしも進行しなかった。そして彼らの計略
は失敗しそうにみえた。カヤパは必死だった、最後に1つ
の手段が残っていた。キリストが自分自身に有罪の宣告
をくだすように仕向けなければならない。大祭司は裁判
官の席から立ち上がったが、その顔は怒りにゆがみ、その
声と態度には、もし彼にその権利があったら目の前の囚人
を打ち倒すだろうということがはっきり表れていた。「何
も答えないのか。これらの人々があなたに対して不利な証
言を申し立てているが、どうなのか」と彼は叫んだ（マタ
イ26：62）。
イエスは沈黙を守られた。「彼はしえたげられ、苦しめ

られたけれども、口を開かなかった、ほふり場にひかれて
行く小羊のように、また毛を切る者の前に黙っている羊の
ように、口を開かなかった」（イザヤ53：7）。
ついにカヤパは、右手を天に向かってあげ、厳粛な宣

誓の形式で、イエスに問いかけた。「あなたは神の子キリ
ストなのかどうか、生ける神に誓ってわれわれに答えよ」
（マタイ26：63）。
この訴えに対して、キリストはだまっていられなかっ

た。沈黙すべき時があるとともに、語るべき時があった。
イエスは直接問いかけられるまでは日を開かれなかった。
いま答えることによってご自分の死が確定することをイエ
スは承知しておられた。しかしいま国民から最高の権威を
認められた者によって、いと高き神のみ名のもとに、訴え
がなされたのである。キリストは法に対して正しい尊重心
を示さないようなことはされなかった。それよりも、ご自
身と天父との関係が問題にされたのである。イエスはご自
分の性格と使命をはっきり宣言されなければならない。イ
エスは弟子たちに、「人の前でわたしを受けいれる者を。
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わたしもまた、天にいますわたしの父の前で受けいれるで
あろう」と言われたことがあった（マタイ10：32）。いま
イエスは、ご自身の模範によって、この教えをくりかえさ
れた。
イエスが、「あなたの言うとおりである」と答えられ

た時、だれもがみな耳をそばだてて、目をイエスのお顔
にじっとそそいだ。そしてイエスが、「しかし、わたしは
言っておく。あなたがたは、間もなく、人の子が力ある者
の右に座し、天の雲に乗って来るのを見るであろう」とつ
け加えられた時、その青ざめ顔を天の光が照らしたように
みえた（マタイ26：64）。
一瞬間、キリストの人としての姿に神性がひらめいた。

大祭司は救い主の射るような11艮光の前にたじろいだ。イ [1047]
エスの表情は彼のかくれた意図を見抜き、彼の心に焼きっ
くように思われた。迫害された神のみ子の鋭い眼光を彼は
その後死ぬまで忘れなかった。
「あなたがたは、間もなく、人の子が力ある者の右に座

し、天の雲に乗って来るのを見るであろう」とイエスは言
われた（マタイ26：64）。このことばの中に、キリストは
その時起こっている場面と反対の場面をお示しになった。
生命と栄光の主なるキリストが神の右に座しておられると
いうのである。キリストは全地のさばき主となられ、その
決定についてもはや訴えることはできないのである。その
時すべての秘密の事柄が神のみ顔の光の中に示され、各人
の行為に従ってすべての人に判決が宣告されるのである。
キリストのことばは大祭司を驚かせた。死人のよみがえ

りがあって、その時すべての者が神のさばきの座に立ち、
それぞれの行為にしたがって報いを受けるという思いは、
カヤパにとって恐怖すべき思いであった。将来、自分の行
為にしたがって宣告を受けるということを、彼は信じたく
なかった。最後のさばきの光景が彼の心の中をパノラマの
ように通りすぎた。一瞬間彼は、墓が永遠にかくしておき
たいと望んでいるいろいろな秘密とともに死人を手離す恐
るべき光景を見た。一瞬、彼は、自分が永遠のさばき主の
前に立っていて、すべてのことをごらんになる神の御目が
自分の魂を見抜き、死人と共に葬ってしまったと思ってい
た秘密が明るみに出されているような気がした。
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その光景は祭司の視界から消えた。キリストのことばは
サドカイ人である彼の神経にさわった。カヤバは、よみが
えりとさばきと来世についての教えを否定していた。彼は
こんどは悪魔のような狂暴さで怒った。目の前に捕らえら
れているこの男はわたしの番大事な教理を攻撃しようとい
うのか。彼は、人々が彼のよそおった恐怖心を見こるとが
できるように、自分の衣を裂いて、単刀直入にこの囚人を
冒瀆の罪に定めるようにと要求した。「彼は神を汚した。
どうしてこれ以上、証人の必要があろう。あなたがたは今
このけがし言を聞いた。あなたがたの意見はどうか」と、
彼は言った（マタイ26：65、66）。そこで彼らはみなイエ
スを有罪と断定した。
罪の自覚が怒りとまじって、カヤパはこのような行動

に出たのであった。彼はキリストのことばを信じることに
激しい怒りを覚え、真理の深い自覚のもとに自分の心を裂
いてイエスがメシヤであることを告白しようとしないで、
断固たる抵抗のうちに祭司の衣を裂いた。この行為には
深い意味があった。カヤパはその意味にすこしも気づいて
いなかった。裁判官たちに影響を及ぼしてキリストを有罪
に定めるためになされたこの行為によって、大祭司は自分
自身を罪に定めた。神の律法によって、彼は祭司職の資格
を失った、彼は自分自身に死刑の宣告をくだしたのであっ
た。
大祭司は衣を裂くべきではなかった。レビ記の律法によ

ると、これは死の宣告をもって禁止されていた。どんな事
情があっても、どんな場合にも、祭司は衣を裂いてはなら
なかった。ユダヤ人の間では、友人が死ぬと衣を裂くのが
慣習となっていたが、しかし祭司はこの慣習を守るべきで
はなかった。このことについて、キリストはモーセにはっ
きりした命令をお与えになっていた（レビ10：6参照）。
祭司の着ているものはすべて完全で傷のないものでなけ

ればならなかった。この美しい祭司服によって、大いなる
本体であられるイエス・キリストのご品性が象徴されてい
た。衣服でも態度でも、ことばでも精神でも、神は完全な
ものしか受け入れることがおできにならない。神は聖なる
お方であるから、その栄光と完全さが地上の奉仕に表され
ねばならない。天の奉仕の聖潔は完全なものしか正しく代
表することはできない。有限な人間は、悔い改めた、けん
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そんな精神を表明することによって自分自身の心を裂くこ
とができる。これを神は認めてくださる。しかし祭司の衣
を裂いてはならなかった。祭司の衣を裂くことは天の事物
の象徴を傷っけるからであった。破れた衣のままあえて祭
司の務めに出て来て、聖所の奉仕にたずさわる大祭司は、
自分自身を神から切り離した者とみなされた。衣を裂くこ [1048]
とによって、彼は代表的な人物となることを自らたち切っ
たのである。彼はもはや職務を行う祭司として神から認め
られなかった。カヤパが示したようなこうした行為は、人
間の激情、人間の不完全さを示した。
衣を裂くことによって、カヤパは神の律法を無効にし、

人間の言い伝えに従った。人間の作った律法には、神が冒
瀆された場合、祭司はその罪の恐ろしさに衣を裂いても罪
とされないことが定められていた。こうして神の律法は、
人間の律法によって無効にされた。
大祭司の一挙一動は人々から関心をもって見守られて

いた。そこでカヤパは、効果をあげるために、自分の敬慶
さを示したいと思ったのである。しかしキリストを訴える
ためにもくろまれたこの行為によって、カヤパは、神が、
「わたしの名が彼のうちにある」と言われたお方をのの
しっていた（出エジプト23：21）。カヤパ自身が神を冒瀆
していたのである。神からの断罪の下にありながら、彼は
キリストの上に神の冒瀆者としての宣告をくだした。
カヤパが衣を裂いた時、彼の行為は、ユダヤ国民が1つ

の民としてそののち神に対して占めるべき立場について
意義をもっていた。かつては神に祝福された民が彼ら自身
を神から隔離し、エホバに否認される民に急変しつつあっ
た。キリストが十字架上で、「すべてが終った」と叫ば
れ、神殿の幕が真二つに裂けた時、聖なる監視者であられ
る神は、ユダヤ人が彼らのすべての型の原型であり、彼ら
のすべての影の本体であられるキリストを拒否したことを
宣言された。イスラエルは神から離縁されたのである。カ
ヤパが、天の大祭司キリストの代表者であると主張してい
ることを示している祭司服をその時裂いたのは当然であっ
た。その祭司服は彼にとっても民にとってももはや何の意
味もなくなったからである。大祭司カヤパが自分自身のた
めにまた国民のために、恐ろしさのあまりその衣を裂いた
のは当然であった。
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サンヒドリンはイエスを死刑に値する者と宣告した。
しかし夜間に囚人を審問することはユダヤ人の律法に反し
ていた。法律上の有罪は、昼間正式に会議を開く以外には
宣告をくだすことができなかった。それにもかかわらず救
い主はいま罪の宣告を受けた犯罪人としてとり扱われ、最
もいやしく、下等な人間どもの虐待の手に引き渡された。
大祭司の邸は中庭をかこんでいて、そこに兵士たちや群
衆が集まっていた。この庭を通ってイエスは、番兵の詰所
へ連れて行かれたが、神のみ子であるというイエスの主張
に四方から嘲笑が浴びせられた。「力ある者の右に座し、
天の雲に乗ってくる」と言われたイエスのおことばが、ひ
やかし半分にくりかえされた（マルコ14：62）。番兵の詰
所で正式な裁判を待っておられる間、イエスは保護されな
かった。無知な群衆は、イエスが会議の席で残酷にとり扱
われたのを見ていたので、彼らも、それにならって、悪魔
的な性質の要素を思う存分に発揮した。キリストの気高さ
と神々しい態度そのものが彼らを狂気にかりたてた。キリ
ストの柔和、純潔、堂々たる忍耐は、彼らのうちにサタン
から生ずる憎悪心を満たした。慈悲と正義はふみつけられ
た。神のみ子イエスの場合ほど非人間的なやり方で扱われ
た犯罪人はなかった。
しかしもっと鋭い苦悩がイエスの心を裂いた。どんな敵

の手もこれより深い苦痛を伴う打撃を与えることはできな
かった。カヤパの前で嘲笑的な取り調べを受けておられる
時に、イエスはご自身の弟子の1人から否認されていたので
あった。
園で主を見捨ててから、弟子たちの中の2人が、イエス

を引き立てて行く群衆のあとから、間隔をおいてついて
行った。この弟子たちはペテロとヨハネであった。祭司た
ちは、ヨハネがイエスの有名な弟子であることを知ってい
たので、彼が先生の屈辱を目撃したらこんな人を神のみ子
として信じていたことを馬鹿らしく思うようになるだろう
と希望して、法廷の中へ入れてくれた。ヨハネがペテロの
ために話をつけてくれたので、ペテロもまた中に入ること
ができた。
中庭では火を燃やしていた。ちょうど夜明け前で、夜

の一番寒い時刻だったからである。一団の人々が火のま
わりに集まっていたので、ペテロは無遠慮 に彼らの中に[1049]
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加わった。彼はイエスの弟子であることに気づかれたくな
かった。何気なく群衆の中にまじっていることによって、
彼は、自分がイエスを法廷に引き連れてきた人々の仲間だ
と思われるように望んだ。
しかし焔の光がペテロの顔を照らすと、戸口のところに

いた女がさぐるような目つきで彼を見た。彼女はペテロが
ヨハネといっしょにはいってきたのを見ていた。女はペテ
ロの顔に落胆の色をみとめ、彼がイエスの弟子であるかも
知れないと思った。この女はカヤパの家族の召使いの1人
で、知りたがりやであった。彼女はペテロに、「あなた
も、あの人の弟子のひとりではありませんか」と言った
（ヨハネ18：17）。ペテロはびっくりして、まごついた。
居合わせた人々の目がたちまちペテロに釘づけにされた。
ペテロは女の言っていることがわからないようなふりを
した。しかし女はあくまでもこの男はイエスといっしょに
いたとまわりの人たちに言った。ペテロは返事をしないわ
けにいかないような気がしたので、怒って、「そんな人は
知らない」と言った（マタイ26：72）。これが最初の拒否
であった。するとすぐににわとりが鳴いた。ああ、ペテロ
よ、こんなにたちまち主を恥じるとは。こんなにたちまち
主をこばむとは。
弟子のヨハネは、法廷にはいって行ったが、自分がイエ

スの弟子であることをかくそうとしなかった。彼は。主を
ののしっている粗暴な連中の中にまじらなかった。彼は正
体をかくして嫌疑を受けるようなことをしなかったので、
あやしまれなかった。彼は暴徒の目のとどかない片隅に
行ったが、しかしできるだけイエスの近くにいた。そこで
彼は主の裁判に起こったすべてのことを見たり聞いたりで
きた。
ペテロは自分の正体を知られないようにくふうしてい

た。彼は無関心な風をよそおって、敵の陣地に身を置いた
ので、たちまち誘惑のとりこになった。もし主のために戦
うように召されたのだったら、彼は勇敢な戦士だっただろ
う。しかし嘲笑の指が自分に向けられた時、彼は臆病者で
あることをばくろした。主のために活動的に戦うことには
しりごみしないのに、嘲笑に負けて信仰を否定する人が多
い。避けねばならないものとまじわることによって、彼ら
は自分自身を誘惑の道に置く。彼らは誘惑するように敵を
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招いて、ほかの事情のもとでは決して罪を犯さないような
ことを、言ったりしたりする。今日、苦難や非難を恐れて
信仰を偽装するキリストの弟子は、法廷におけるペテロの
場合のように、主をこばむのである。
ペテロは主の裁判に何の関心もないように見せかけよ

うとしたが、主の受けられる残酷なあざけりを聞き、虐待
を見ると、心は悲しみにかきむしられるようだった。それ
にもまして彼が驚き怒ったことは、イエスがこのような仕
打ちに身をまかせることによってご自身と弟子たちをはず
かしめられることだった。自分の本心をかくすために、彼
は、イエスの迫害者たちの時ならぬじょうだんにつとめて
加わろうとした。しかし彼の様子は不自然だった。彼は行
為によってうそをついていた。彼は、無関心にしゃべろう
とつとめていたが、主の上に浴びせられる悪口に憤慨の表
情をおさえることができなかった。
ふたたびペテロに注意が向けられ、彼はもう1度イエス

の弟子であるととがめられた。するとペテロは、こんど
は誓って、「その人のことは何も知らない」と断言した
（マタイ26：74）。それでも、もう1度機会が彼に与えら
れた。1時間が過ぎた頃、大祭司のしもべの1人で、ペテロ
に耳を切られた男の近親の者が、「あなたが園であの人
と一緒にいるのを、わたしは見たではないか」とたずね
た。そして「確かにあなたも彼らの仲間だ。言葉づかい
であなたのことがわかる」と言った（ヨハネ18：26、マタ
イ26：73）。
これを聞いてペテロは急に怒った。イエスの弟子たちは

きれいなことばを使うことで有名だった。質問者たちを完
全にあざむいて、自分の偽りの正体を正当化するために、
ペテロはこんどはきたないことばで主を知らないと誓っ
た。するともう1度にわとりが鳴いた。するとペテロはそ
れを聞いて、「にわとりが2度鳴く前に、そう言うあなた
が、3度わたしを知らないと言うだろう」と言われたイエス
のことばを思い出した（マルコ14：30）。
この下等な誓いのことばを出したペテロの舌の根がまだ[1050]

かわかないうちに、そしてにわとりのかん高い鳴き声がま
だ彼の耳にひびいていた時に、救い主はしかめつらの裁判
官たちの前からふり向いてこのあわれな弟子をまともにご
らんになった。同時にペテロの目は主にひきつけられた。
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そのやさしい顔つきのうちにペテロは深い憐れみと悲しみ
とを読んだが、怒りのかげはなかった。
青ざめた苦難の顔、ふるえる唇、あわれみとゆるしの顔

つき、——そうした光景がペテロの心を矢のように刺し通
した。良心がめざめ、記憶がよみがえった。ほんの2、3時
間前に自分は主といっしょに獄までも死までも行きますと
言った約束が思い出された。救い主が2階座敷で、彼がその
夜主を3回こばむであろうと言われた時の悲しみを彼は思い
出した。ペテロはイエスを知らないと断言したばかりだっ
たが、いま激しい悲しみのうちに、主が自分をこんなにも
よく知っておられ、こんなにも正確に自分の心と、自分自
身も知らなかった虚偽を読み取っておられたことに気がっ
いた。
思い出が潮のように彼を襲った。まちがいを犯してい

る弟子たちに対する救い主のやさしいいつくしみ、その
親切と寛容、そのやさしさと忍耐——何もかもが思い出
された。彼は、「シモン、シモン、見よ、サタンはあな
たがたを麦のようにふるいにかけることを願って許され
た。しかし、わたしはあなたの信仰がなくならないよう
に、あなたのために祈った」との注意を思い起こした（ル
カ22：31、32）。彼は自分自身の忘恩、虚偽、偽証を恐怖
の思いでふりかえった。もう1度主を見た時、彼はそこに神
聖をけがす手が主の顔を打つためにふりあげられるのを見
た。それ以上その場にいられなくなって、彼は、断腸の思
いで法廷を走り出た。
ペテロは、孤独と暗黒のうちに道を急いだが、どこ

へ行くのかわからず、またどこへ行こうとかまわなかっ
た。ついに彼は自分がゲッセマネにいることに気がつい
た。2、3時間前の光景が彼の心にまざまざとよみがえっ
た。血の汗にまみれ、苦悩にけいれんしていた主の苦難の
お顔が彼の前に浮かびあがった。彼は主がただ1人で祈りの
うちに泣き苦しんでおられた時、一方ではその試練の時間
に主といっしょに苦しむべき者たちが眠っていたことを、
激しい後悔とともに思い出した。そして「誘惑に陥らない
ように、目をさまして祈っていなさい」と詫われた主の厳
粛な命令を思い出した（マタイ26：41）。彼はもう1度法廷
の場面を目撃した。救い主の屈辱と悲嘆に自分が最も重い
負担を加えたことを知ることは、血の出る思いのする彼の
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心にとって非常な苦痛であった。イエスが苦悶のうちに天
父に魂をそそぎ出されたその場所にうつぶせに倒れて、ペ
テロは死んでしまいたいと思った。
イエスが日をさまして祈りなさいと命じられたのに眠っ

ていた時、ペテロはこの大きな罪に対して道を備えてい
た。弟∫たちはみな、あの危機の時に眠ったことによっ
て、大きな損失をこうむった。キリストは、彼らが経験し
なければならない激しい試練をご存じだった。試練に対す
る彼らの備えができないように、サタンが彼らの感覚を麻
痺させようと働くのをイエスは知っておられた。そこでイ
エスは彼らに警告をお与えになったのである。園にいた時
間に、目をさまして祈っていたら、ペテロは自分自身の弱
い力にたよるがままに放ってはおかれなかったであろう。
彼は主をこばむようなことをしなかったであろう。弟子
たちがキリストの苦悶に共に目をさましていたら、彼らは
十字架上のイエスの苦難を仰ぎ見る備えができていたであ
ろう。彼らはキリストの圧倒的な苦悶の性格をある程度理
解したであろう。彼らはご自分の苦難と死とよみがえりを
予告しておられたイエスのみことばを思い出すことができ
たであろう。最も苦しい時の暗やみのさなかにいくらか希
望の光がその暗黒を照らし、彼らの信仰をささえたであろ
う。
夜が明けるとすぐに、サンヒドリンはもう1度召集さ

れ、イエスはもう1度会議室へ連れて行かれた。イエスは
ご自分が神のみ子であることを宣言されたので、彼らはそ
のことばからイエスに対する告発を引き出した。しかし彼
らは、そのことについてイエスを罪に定めることができな[1051]
かった。彼らの多くはその夜の会議に出席していなかった
ので、イエスのことばを聞かなかったからである。ローマ
人の法廷では、そうしたことばが死刑に値するとはまった
くみなされないことを、彼らは知っていた。しかしもしイ
エスの口から直接そうしたことばをもう1度みなが聞くこと
ができるなら、彼らの目的は達せられるであろう。イエス
がメシヤであることを主張されたら、それを治安妨害する
政治上の主張と解釈できるであろう。
そこで彼らは言った。「あなたがキリストなら、そ

う言ってもらいたい」（ルカ22：67）。しかしキリスト
はだまっておられた。彼らはイエスに質問を集中しつづ
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けた。ついに悲哀のこもった調子で、イエスはお答えに
なった。「わたしが言っても、あなたがたは信じないだ
ろう。また、わたしがたずねても、答えないだろう」（ル
カ22：67、68）。しかし彼らに口実の余地を与えないた
めに、イエスは、「人の子は今からのち、全能の神の右
に座するであろう」と厳粛な警告をつけ加えられた（ル
カ22：69）。
彼らは口をそろえて、「では、あなたは神の子なのか」

とたずねた。イエスは彼らに、「あなたがたの言うとお
りである」と言われた。すると彼らは、「これ以上、なん
の証拠がいるか。われわれは直接彼の口から聞いたのだか
ら」と叫んだ（ルカ22：70、71）。
このようにして、イエスはユダヤ当局者たちから3度目

の有罪の宣告を受けて死なれることになった。いま必要な
ことは、ローマ人がこの有罪の宣告を裁可して、イエスを
自分たちの手に引き渡してくれることだけだと、彼らは考
えた。
それから侮辱と嘲笑の3度目の光景が見られたが。それ

は無知な暴徒たちから受けられたものより一層激しかっ
た。それは祭司たちと役人たちのいる前で、しかも彼らの
承知のトに行われた。同情や人情味は、彼らの心からまっ
たく失われていた。彼らの議論が無力でイエスの声を沈黙
させられなくても、各時代において異端者たちを沈黙させ
るために用いられてきたほかの武器、すなわち苦難と暴力
と死があった。
裁判官たちがイエスの有罪を宣告すると、人々は悪魔的

な狂暴さにとりっかれた。怒号する声は野獣がほえるのに
似ていた、群衆は、有罪だ、死刑だと叫びながら、イエス
をめがけて突進した。ローマの兵士たちが手を出さなかっ
たら、イエスはカルバリーの十字架に釘づけられるまで生
きられなかったであろう。ローマ当局が一卜渉し、武力に
よって暴徒の暴力を抑えなかったら、イエスは裁判官たち
の日の前で八つ裂きにされたであろう。
異教の人たちは、まだ何も有罪の証拠のない人がこのよ

うに残虐な取り扱いを受けるのを見て怒った。ローマ人の
役人たちは、ユダヤ人がイエスに有罪を宣告したことは、
ローマの権力の侵害であり、また本人の証言だけによって
死刑に処することはユダヤ人の律法にも反していると宣言
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した。この干渉は裁判の進行を一時的にゆるめたが、しか
しユダヤ人の指導者たちは同情と恥に対して一様に無感覚
になっていた。
祭司たちと役人たちは、職務上の威厳を忘れて、口ぎた

ないことばで神のみ子をののしった。彼らはイエスの生ま
れをあざけった。彼らは、自らをメシヤと宣言したイエス
の僣越さは最も不名誉な死に値すると宣言した。最も堕落
した人たちが救い主に対する不当な侮辱に加わった。1枚の
古い衣がイエスの頭にすっぽりかぶせられると、迫害者た
ちは、イエスの顔を打って、「キリストよ、言いあててみ
よ、打ったのはだれか」と言った（マタイ26：68）。衣が
取りのけられると、1人のあわれな恥知らずがイエスの顔に
つばを吐きかけた。
神の天使たちは、愛する主に対する侮辱の顔つき、こと

ば、行為を1つももらさず忠実に記録した。嘲笑したあげ
く、冷静な、青ざめたキリストの顔につばを吐きかけた卑
劣な人たちは、いつか太陽よりも明るく輝く栄光のうちに
そのみ顔を見るのである。



第第第76章章章　　　ユユユダダダ [1052]

ユダの歴史には、神からとうとばれたかもしれない人
生が不幸な結末を告げたことが示されている。もしユダ
が、エルサレムへの最後の旅に出る前に死んでいたら、彼
は12弟子の1人としてふさわしい人物とみられ、非常に惜し
まれただろう。彼の経歴の終りにあらわされたような特性
がなかったなら、各世紀を通じて彼につきまとう嫌悪は存
在しなかったであろう。しかし彼の性格が世に公表された
ことには1つの目的があった。それは彼と同じように聖なる
委託を裏切るすべての者に対する警告となるのであった。
過越節のちょっと前に、ユダはイエスを祭司たちの手

に売り渡す契約を新たにした。その時、救い主が瞑想と
祈りのためによく行かれる場所で主を捕らえる手はずがき
められた。シモンの家での食事の時から、ユダは自分が遂
行しようと契約していた行為について反省する機会があっ
たが、彼の意図は変わらなかった。彼は、奴隷の値段の
銀30枚で、栄光の主を恥辱と死に売り渡した。
ユダは生れっき金銭欲が強かったが、しかしかならずし

もこのような行為をするほど堕落しきっていたわけではな
かった。貧欲という悪い精神を育てたので、ついにはそれ
が彼の生活の支配力となっていた。富に対する愛着は、キ
リストに対する愛よりも比重が大きかった。1つの悪徳のと
りことなることによって、彼はサタンに身をまかせ、どこ
までも罪の深みに落ちこんで行ったのであった。
ユダが弟子たちに加わったのは、多くの人々がキリスト

に従っている時であった。救い主の教えは、会堂や海辺や
山上で語られる主のことばにうっとりと聞き入っている彼
らの心を動かした。ユダは病人や障害のある人や盲人たち
が町々や都市からイエスのもとに群がり集まってくるのを
見た。彼は、瀕死の病人がイエスの足下に置かれるのを見
た。彼は、救い主が病人をいやし、悪鬼を追い出し、死人
をよみがえらせられた偉大なみわざを目に見た。彼は、自
らキリストの力の証拠を感じた。

741
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彼は、キリストの教えがこれまで聞いたどんな教えよ
りもすぐれていることに気づいた。彼は、この大教師を愛
し、いっしょにいたいと望んだ。彼は、品性と生活を変え
たいという願いを感じ、イエスと関係することによってこ
のような経験をもちたいと望んだ。救い主はユダを拒否さ
れなかった。主は彼を12人の中にお入れになった。主はユ
ダが伝道者としての働きをするものと信頼された。主は、
病人をいやし悪鬼を追い出す力をユダにおさずけになっ
た。しかしユダはキリストにまったく従いきるところまで
行かなかった。彼は世俗的な野心や金銭欲を放棄しなかっ
た。キリストに仕える立場を受け入れながら、一方では
天来の型にはまろうとしなかった。彼は自分自身の判断と
意見を持っていてもよいと考え、批判と非難の精神を育て
た。
ユダは弟子たちから非常に尊敬され、彼らに対して大

きな影響力を持っていた。彼自身も自分の資格を高く評
価し、兄弟たちが判断力においても能力においても自分よ
りずっと劣っているとみなしていた。この人たちは機会を
見てそのチャンスを利用することのできない人たちだと、
彼は考えた。見通しのきかないこんな人たちを指導者にし
ていたら教会は決して繁栄しないだろうと、考えた。ペテ
ロは、衝動的で、前後の考えなく行動する人間だった。ヨ
ハネは、キリストの口から出る真理を大事にしているが、
ユダから見れば金のやりくりはへただった。マタイは、自
分の受けた訓練から万事に正確でなければならないことを
教えられていたので、正直という点に非常にやかましかっ
た。そしてユダからみれば、彼はたえずキリストのみこと
ばを瞑想し、それに心を奪われていたので、抜け目なく先
のことまで考えなくてはならない事業をまかせることはで
きなかった。このようにユダは弟子たちを全部かぞえあげ
てみて、もし事務的な才能のある自分がいなかったら、教
会はしばしば困難と混乱に陥るだろうとうぬぼれた。ユダ
は自分がだれに もだまされない有能な人間であると考え[1053]
た。彼は自分こそみわざにとって誉れとなるべき人間であ
ると自己評価し、いつもそのように言いふらしていた。
ユダは自分自身の品性の弱さに盲目だったので、キリ

ストは、ユダが自分の欠点に気づいて直す機会のある立場
に彼を置かれた。弟子たちの会計係として、彼はこの小さ
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な群れの必要に備え、また貧しい人々が困っているのを助
ける立場に召された。過越の部屋でイエスがユダに、「し
ようとしていることを、今すぐするがよい」と言われた
時、弟子たちは、イエスが食事に必要なものを買うように
命じられたか、あるいは貧しい人々に何かやるように命じ
られたものと思った（ヨハネ13：27）。ほかの人たちに仕
えることによって、ユダは無我の精神を養うことができた
のだった。しかしユダは、毎日キリストの教訓を聞き、そ
の無我の生活を目に見ながら、貧欲な性質をほしいままに
していた。彼の手に渡されるわずかな金銭がたえず誘惑と
なった。キリストのためにすこしばかり奉仕したり、宗教
的な目的のために時間をささげたりすると、彼はしばしば
そのとぼしい資金の中から自分自身に支払った。彼自身の
目には、そうした口実が自分の行為の言いわけになった。
だが神の御目には、彼は泥棒であった。
キリストが、わたしの王国はこの世の王国ではないと

しばしばくりかえされたことばがユダをつまずかせた。
彼は、キリストが働かれると思われる分野をきめていた。
彼はバプテスマのヨハネが牢獄から救われるように計画し
た。しかし見よ、ヨハネは、首を切られてしまった。そし
てイエスは、王権を主張することも、ヨハネの死に復讐す
ることもなさらずに、弟子たちと田舎にひきこもられた。
ユダはもっと攻勢的な戦いを望んだ。もしイエスが弟子た
ちの計画の実行を引きとめられなければ、働きはもっとう
まくいくだろうと彼は考えた。彼はユダヤ人の指導者たち
の間に高まる敵意をみとめ、彼らがキリストに天のしるし
を求めた時、その挑戦撫視されたのを見た。彼の心は不信
に向かって開かれていたので、敵は疑問と反逆の思いを吹
きこんだ。なぜイエスはがっかりするようなことばかり言
われるのだろう。なぜご自分や弟子たちが裁判や迫害を受
けることを予告されるのだろう。
新しい王国で高い地位につけるという見込みから、ユダ

はキリストのみわざを支持するようになったのだ。彼の望
みは裏切られるのだろうか。ユダは、イエスが神のみ子で
ないとは断定していなかった。しかし彼は疑い、キリスト
の偉大なみわざについて何か説明をみいだそうと求めてい
た。
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救い主ご自身の教えにもかかわらず、ユダは、キリスト
がエルサレムで王として統治されるという考えをたえず表
明していた。5千人が養われた時、彼は、このことを実現さ
せようとした。その時ユダは、空腹の群衆に食物をくばる
のを手伝った。彼は、自分にも人のためになることをする
力があることを知る機会が与えられた。彼は、神への奉仕
にかならず伴う満足感を味わった。彼は、群衆の中から病
人や苦しんでいる人たちをキリストのもとに連れて行くの
を手伝った。彼は、救い主のいやしの力を通して、人々の
心にどんなにか安心とよろこびが与えられるのを見た。彼
は、キリストの方法を理解できるはずだった。しかし彼は
自分自身の利己的な欲望によって盲目になっていた。ユダ
は、パンの奇跡によってひき起こされた興奮をまっさきに
利用した。キリストを無理やりにおしたてて王にしようと
する計画に乗り出したのは彼だった。彼の望みは大きく、
その失望は激しかった。
キリストが会堂で生命のパンについて話されたことが

ユダの歴史における転機であった。「人の子の肉を食べ
ず、また、その血を飲まなければ、あなたがたの内に命は
ない」ということばを、彼は聞いた（ヨハネ6：53）。彼は
キリストが世俗的な幸福よりも霊的な幸福を提供しておら
れることを知った。彼は自分に先見の明があると思ってい
たので、イエスが栄誉を受けられることもなく、また弟子
たちに高い地位をお与えになることもないということがわ
かったと思った。彼は離れることができないほど密接にイ
エスに結びつくことはすまいと決心した。彼は見張ってい
ようと思った。そしてその通り見張っていた。
その時から、彼は、弟子たちを混乱させるような疑惑を[1054]

表明した。彼は議論と人をまよわせる意見とを持ち込み、
学者たちやパリサイ人たちがキリストの主張に反対してと
なえる議論をくりかえした。
大小の心配や苦労、福音の進展にとっての困難や妨害と

みえるものなどはすべて福音が真実なものではない証拠で
あるとユダは解釈した。彼はキリストが述べておられる真
理とは何の関係もない聖句をよく持ち出した。こうした聖
句は、前後関係を抜きにされると、弟子たちを困惑させ、
たえず彼らを襲っている落胆を増し加えた。しかもこうし
たことはすべて、自分を良心的にみせるようなやり方でな
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された。そして弟子たちが大教師イエスのみことばを確認
する証拠をさがしていると、ユダは彼らを気がっかないう
ちにほかの道へ連れ込むのだった。こうして彼は、宗教的
でしかも賢明そうに見える方法で、物事をイエスがお与え
になったのとはちがった光に照らして見せ、イエスが意図
されなかった意味をそのみことばにつけ加えていた。彼の
言うことはこの世の立身出世に対する野心的な欲望をたえ
ずかきたて、こうして弟子たちを彼らが考慮すべきであっ
た重大な事がらから離れさせていた。彼らの中でだれが最
高の地位につけられるかということについての争いは、た
いていユダがひき起こしたものであった。
イエスが富める若い役人に、弟子としての条件を示され

た時、ユダはよろこぼなかった。彼はイエスがまちがいを
犯されたと考えた。この役人のような人たちを信者の仲間
に加えることができたら、どんなにかキリストのみわざの
助けになるだろうと、彼は考えた。もし自分が助言者とし
て受け入れられさえしたら、この小さな教会の利益になる
ような多くの計画を提案できるのだがと、彼は考えた。自
分の原則や方法は、キリストのそれよりいくらか異なって
いるだろうが、しかしそうしたことでは、自分の方がキリ
ストより賢明なのだと、彼は思った。
キリストが弟子たちに言われたすべてのことの中には、

ユダが心の中で同意できないものがあった。彼の感化に
よって不満というパン種が急速に作用していた。弟子たち
はすべてこうしたことの真因が分らなかった。しかしイエ
スは、サタンが自分の特性をユダに伝え、こうして、ほか
の弟子たちに感化を及ぼす道が開かれっっあることを見て
おられた、そのことをイエスは、ご自分が裏切られる1年前
に断言された。「あなたがた12人を選んだのは、わたしで
はなかったか。それだのに、あなたがたのうちのひとりは
悪魔である」と、イエスは言われた（ヨハネ6：70）。
しかしユダは公然と反対もしなければ、救い主の教えを

問題にする様子もなかった。シモンの家で食事をした時ま
で、彼は不平を外にもらさなかった。マリヤが救い主の足
に油をそそいだ時、ユダはその貪欲な性質をあらわした。
イエスから譴責されて、彼の精神はにがい恨みに変わった
ようであった。傷つけられた誇りと、復讐心とが壁を打ち
倒し、長い間ほしいままにしていた貧欲が彼を支配した。
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このことはまた罪をいつまでももてあそんでいる人間の経
験となる。堕落の要素に抵抗し、これに打ち勝たないなら
ば、それは、サタンの誘惑に応じ、その魂はサタンの思い
のままにとりことなるのである。
しかしユダはまだまったくかたくなになりきってはいな

かった。救い主を売り渡すことを2回約束したあとでも、悔
い改める機会があった。過越の晩餐の時に、イエスは反逆
者の意図をばくろすることによつてご自分の神性を証明さ
れた。イエスは、弟子たちにお仕えになった時に、やさし
くユダもその中に加えられた。しかし最後の愛の訴えは無
視された。その時ユダの問題は決定した。そしてイエスが
洗っておやりになった足は、裏切り者の仕事へと出て行っ
たのである。
もしイエスが十字架につけられるものなら、その事件は

かならず起こるのだと、ユダは推論した。救い主を売り渡
す自分自身の行為は結果を変えないであろう。もしイエス
が死なれないのなら、自分の行為はイエスがご自分を救わ
れるのを促進するにすぎないだろう。いずれにしても、自
分は、裏切り行為によつていくらかもうかるのだ。彼は、
主を裏切ることによってりこうな取引をしたと計算した。
しかしながらユダは、キリストが捕らえられろことを[1055]

承知されるとは信じなかった。裏切ることによって、キリ
ストに思い知らせることが彼の目的だった。今後キリスト
が、正当な尊敬をもって彼を取り扱うように注意されるよ
うに、ユダは自分の役割を果たすつもりだった。
しかしユダは、自分がキリストを死に渡しているとは知

らなかった。救い主が讐によって教えられた時、律法学者
たちとパリサイ人たちはそのきわだった例話を何度われを
忘れて聞いたことだろう。何度彼らは自分自身に不利な宣
告をくだしたことだろう。彼らの心に事実が思い知らされ
ると、彼らは怒りに満たされ、石を拾ってイエスに投げつ
けようとしたことが何度あったことだろう。しかしイエス
は何度も何度もお逃げになった。これほど何回もわなをの
がれられたのだから、とても捕らえられるがままにはされ
まいとユダは思った。
ユダはためしてみようと決心した。もしイエスが本当

にメシヤなら、イエスに多くのことをしてもらった民衆は
イエスのもとに集合して、イエスを王として宣言するだろ
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う。そうすれば、現在もやもやしている多くの人々の心が
永久に決着するだろう。王をダビデの位につけた功績は自
分のものとなるだろう。そしてこの行為によって自分は新
しい王国でキリストに次ぐ最高の位を獲得するであろう。
この偽りの弟子はイエスを売り渡す役割を演じた。ゲ

ツセマネの園で、ユダが暴徒のかしらたちに、「わたしの
接吻する者が、その人だ。その人をつかまえろ」と言った
時、彼は、キリストが彼らの手から逃げられるものと信じ
きっていた（マタイ26：48）。そうしたら、もし彼らがユ
ダを責めたら、だからしっかりつかまえなさいと言ったで
はないかと彼は言うことができるだろう。
ユダはキリストを捕らえる人たちが、ユダのことばどお

りに、キリストを固くしばるのを目に見た。彼は救い主が
連れて行かれるままになられるのを見て驚いた。彼は心配
して、園からユダヤ人の役人たちが裁判するところヘイエ
スについて行った。彼は、イエスが彼らの前に神のみ子と
して現れ、彼らの計略や権力をうちくだいて、反対者たち
を驚かされるだろうと、その一挙一動を見守った。しかし
時々刻々過ぎても、イエスがあらゆる悪口を浴びせられる
がままになっておられるのを見て、この裏切り者は、主を
死に売り渡してしまったという恐怖に襲われた。
裁判が終りに近づくと、ユダは罪を犯した良心の苛責

に耐えられなくなった。突然しゃがれ声が法廷にひびき渡
り、すべての人々の心に恐怖の戦懐を与えた。ああ、カヤ
パよ、その人に罪はありません。助けてやってください。
その時、背の高いユダの姿が、びっくりした人々の中

を突進して行くのが見られた。彼の顔は青ざめ、やつれ
果て、そのひたいには大粒の汗が吹き出していた。彼は裁
判長の席に走りよると、主を売り渡した代価である銀30枚
を大祭司の前に投げた。そして、カヤパの衣を力いっぱい
につかみながら、イエスは死に値するようなことは何もし
なかったのだと断言して、その釈放を嘆願した。カヤパは
怒ってユダを払いのけたが、混乱してしまって何と言って
よいかわからなかった。祭司たちの不信行為がばくろされ
た。彼らがこの弟子を買収して主を裏切らせたことが明ら
かとなった。
「わたしは罪のない人の血を売るようなことをして、罪

を犯しました」とユダはまた叫んだ。大祭司は落ちっきを
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取り戻しながら、あざけりの色を浮かべて、「それは、わ
れわれの知ったことか。自分で始末するがよい」と答えた
（マタイ27：4）。祭司たちは進んでユダを自分たちの道具
にした。しかし彼らはユダの卑劣さをあざけった。ユダが
彼らに向かって告白した時、彼らははねつけた。
ユダは、こんどはイエスの足下に身を投げて、イエスが

神のみ子であることを告白し、どうかご自分を救ってくだ
さるようにと嘆願した。救い主はご自分を裏切った者を責
められなかった。主はユダが悔い改めていないことを知っ
ておられた。彼の告白は不義の魂に迫られ、自分の罪につ
いての自覚とさばきを恐れる思いから出たものであった。
彼は自分が罪のない神のみ子を売り渡し、イスラエルの聖[1056]
者をこばんだことについて、心の底からの深い悲しみを感
じていなかった。しかしイエスは、非難のことばを出され
なかった。主は、あわれみをもってユダをごらんになり、
この時のためにわたしは世にきたのだと言われた。
驚きのささやきが集まっている人々の中に起こった。彼

らは、自分を裏切った者に対するキリストの寛容さを驚き
の思いをもって見た。この人はただの人間ではないという
確信がもう1度わき起こった。だがもし彼が神のみ子なら、
どうして束縛からのがれて、告発者たちに勝利されないの
だろうと、彼らは疑った。
ユダは自分の嘆願がむだなことを知ると、もうだめだ、

もうだめだと叫びながら法廷から走り出た。彼はイエスが
十字架につけられるのを見ながら生きてはいられない気が
した。そして絶望のあまり、出て行って自ら首をつって死
んだ。
その同じ日の遅くに、ピラトの法廷からカルバリーへの

途中、イエスを十字架の処刑場へ引っ張って行く邪悪な群
衆の喚声と嘲笑がとだえた。人目につかない寂しい場所を
通り過ぎた時、彼らは枯れた木の根もとにユダの死体を見
たのである。それは目をそむけたくなるような光景であっ
た。ユダが木につるして首をつったひもは、からだの重
みで切れていた。彼のからだは落ちて無惨につぶれ、犬ど
もがいまそれをむさぼり食べていた。彼の遺体はすぐ目に
見えないところに埋められた。群衆の間にはあざけりが少
なくなり、多くの青ざめた顔が内心の思いをあらわしてい
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た。イエスの血について罪を犯した人たちの上に、すでに
報いがおとずれているようにみえた。
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本章はマタイ27：2、1131、マルコ15：120、ルカ23：125、
ヨハネ18：2840、19：116に基づく

ローマ人総督ピラトの法廷に、キリストは、囚人として
拘束されて立たれる。イエスのまわりには警備の兵士たち
が立ち、法廷は見物人でたちまちいっぱいになる。入口の
すぐ外側には、サンヒドリンの裁判官たち、祭司たち、役
人たち、長老たち、それにやじ馬連中がいる。
イエスを有罪に定めてから、サンヒドリンの会議は、そ

の判決の確認と執行をピラトに願い出ていた。しかしこれ
らのユダヤ人当局者たちは、ローマ人の法廷にはいろうと
しなかった。彼らの儀式の律法によれば、そうすることに
よって彼らはけがれ、したがって過越の食事に加わること
ができないのであった。盲目的な彼らは、自分たちの心が
殺人的な憎悪によってけがされていることに気づかなかっ
た。キリストが真の過越の小羊であられるということ、そ
してそのおかたをすてたからにはこの大いなる食事は彼ら
にとって何の意味もなさなくなっているということが、彼
らにはわからなかった。
救い主が法廷に連れてこられると、ピラトは好意的な目

で主を見なかった。このローマ人総督はあわただしく寝室
から呼び出されたので、できるだけ早く仕事を片づけよう
と決心していた。彼はこの囚人を行政長官らしいきびしさ
でとり扱うつもりでいた。できるだけきびしい表情を浮か
べながら、彼は、休息中の自分がこんなに朝早くから呼び
出されるとはいったいどんな種類の男を調べなくてはなら
ないのだろうと思って向き直った。彼は、これがユダヤ人
当局者たちが裁判と処刑を急いでもらいたがっている人間
にちがいないとわかった。
ピラトはイエスを護衛している人たちを見、それからさ

ぐるような目つきをじっとイエスにそそいだ。彼はこれま
であらゆる種類の犯罪人をとり扱わねばならなかった。し

750
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かしこんなに善良で気高い様子をした人間が彼の前に引き
出されたことはかつてなかった。
彼はイエスの顔に何の罪の影も、恐れの表情も、大胆

不敵さもみられなかった。彼は、その顔つきに犯罪人の特
徴ではなく、天の特性があらわれているおだやかで、威厳 [1057]
のある態度の人を見た。キリストの様子はピラトに好まし
い印象を与えた。ピラトの性質のよい一面が目覚めた。彼
はこれまでイエスとその働きについて聞いていた。彼の妻
は、このガリラヤの預言者がふしぎなわざを行って、病人
をいやしたり死人をよみがえらせたりしたことなどをいく
らか彼に話したことがあった。いまそのことが夢のように
ピラトの心によみがえってきた。彼は2、3の方面から聞い
たうわさを思い出した。彼はこの囚人に対する告発をユダ
ヤ人自身にやらせようと決心した。
この男はだれか、あなたがたは何のためにこの男をつれ

てきたのか、この男に何の罪があると言うのか、とピラト
は言った。ユダヤ人たちは当惑した。彼らはキリストに対
する告発を証拠だてることができないことがわかっている
ので、公開の尋問を望まなかった。彼らは、この男がナザ
レのイエスという詐欺師であると答えた。
ふたたびピラトはたずねた、「あなたがたは、この人に

対してどんな訴えを起すのか」（ヨハネ18：29）。祭司た
ちはこの質問に答えないで、彼らのいらだちをあらわして
いることばで、「もしこの人が悪事をはたらかなかったな
ら、あなたに引き渡すようなことはしなかったでしょう」
と言った（ヨハネ18：30）。サンヒドリンを構成している
人たち、すなわち国の最高の地位にある人たちが、死刑
に値すると考えられる人間をあなたのところへつれてくる
時、その訴えについてどうしてたずねる必要があろうか。
彼らは、自分たちの重要性についての認識をピラトに印象
づけ、それによって多くの予備尋問を経ないで、彼らの依
頼に応じさせようと望んだ。彼らは自分たちの宣告を裁可
してもらいたいと熱心に望んだ。キリストのふしぎなみわ
ざを目撃した人たちが、いま彼らが並べたてているつくり
ごととは異なった話をすることができるということを彼ら
は知っていたからである。
祭司たちは、気が弱くて考えのぐらぐらするピラトを通

して、彼らの計画を問題なく実行できると考えた。これよ
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り前、ピラトは、死刑に値しないと彼らにわかっているよ
うな人たちに死刑を宣告して、その死刑命令書に軽率に署
名していた。彼の目には、囚人の生命などたいしたことで
はなかった。その囚人が無罪であるかそれとも有罪である
かは、何も特別重要なことではなかった。祭司たちは、ピ
ラトがキリストの言い分を聞かないで、いまイエスに死刑
を言い渡すように望んだ。このことを彼らは、彼らの国の
大祭にあたっての1つの恩典として求めた。
しかしこの囚人のうちには、そうすることをピラトに

ちゅうちょさせる何ものかがあった。彼はあえてそうしな
かった。ビラトは祭司たちの意図を見抜いた。彼は、死ん
でから4日もたった男ラザロをイエスがよみがえらせたのは
そんなに前のことではなかったことを思い出した。そこで
彼は、有罪の判決に署名する前に、イエスに対する告発が
何であるか、そしてそれは証明できるかどうかを知ろうと
決心した。
もしあなたがたの判決が十分であるならば、なぜこの

囚人をわたしのところへ連れてきたのだと、彼は言った。
「あなたがたは彼を引き取って、自分たちの律法でさば
くがよい」（ヨハネ18：31）。こう迫られると、祭司たち
は、イエスにすでに判決をくだしたが、その有罪の宣告
を有効にするにはピラトの宣告が必要なのだと言った。
あなたがたはどんな宣告をくだしたのだと、ピラトはた
ずねた。死刑の宣告です、しかし「わたしたちには、人
を死刑にする権限がありません」と彼らは答えた（ヨハ
ネ18：31）。彼らは、キリストの有罪についてピラトが彼
らのことばを信じてその宣告を執行してくれるようにとた
のんだ。その結果については、自分たちが責任を負うとい
うのだった。
ピラトは正しい、あるいは良心的な裁判官ではなかっ

た。しかし道徳的な力は弱かったが、彼はこの願いを許可
することをことわった。彼は、イエスに対する告発の理由
が述べられないかぎり、有罪の宣告をくだそうとしなかっ
た。
祭司たちは苦境に陥った。彼らは自分たちの偽善をいち

ばん奥深いところへ隠さねばならないことを知っていた。
キリストが宗教上の理由で捕らえられたことをみせてはな
らなかった。これを理由として持ち出したら、彼らの訴え
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はピラトに何のききめもないであろう。イエスが一般の法 [1058]
律に反したことを行っているようにみせねばならない。そ
うしたらイエスを政治犯として処罰できるであろう。ロー
マ人の統治に対する騒動や反乱がしじゅうユダヤ人の間に
起こっていた。ローマ人は、こうした反乱をきびしく取り
しまり、暴動になりそうなことはどんなことでも弾圧する
ようにたえず警戒していた。
これよりほんの2、3日前、バリサイ人たちは、「カイザ

ルに貢を納めてよいでしょうか、いけないでしょうか」と
たずねてキリストをわなにかけようとした。しかしキリス
トは彼らの偽善をばくろされた。居合わせたローマ人たち
は、「カイザルのものはカイザルに. . . . . .返しなさい」との
イエスの返事に、陰謀家たちが完全に失敗し、ろうばいす
るのを見たのだった（ルカ20：2225）。
そこで祭司たちは、こんどは、自分たちの頭でつくりあ

げたことを、キリストが教えられたかのようにみせかけよ
うと思った。彼らは、苦しまぎれに、偽りの証人たちを助
けに呼び、「訴え出て言った、『わたしたちは、この人が
国民を惑わし、貢をカイザルに納めることを禁じ、また自
分こそ王なるキリストだと、となえているところを目撃し
ました』」（ルカ23：2）。ここに3つの点について告発が
なされたが、そのどれも根拠のないものだった。祭司たち
はそのことを知っていたが、目的をとげることができさえ
すれば、偽証することをいとわないのだった。
ピラトは、彼らの意図を見抜いた。彼は、この囚人が

政府に対して陰謀をくわだてたということを信じなかっ
た。イエスの柔和なへりくだった様子はこの告発にまった
く不似合いだった。ユダヤ人の高官たちの邪魔になってい
るこの罪なき人間を滅ぼすために根深い陰謀がめぐらされ
ているということを、ピラトは確信した。イエスに向かっ
て彼はたずねた。「あなたがユダヤ人の王であるか」。
救い主は、「そのとおりである」とお答えになった（マル
コ15：2）。こう言われた時、イエスの顔つきはあたかも太
陽の光線に照らされているかのように輝いた。
イエスの答を聞くと、カヤパやいっしょにいた人々は、

イエスがその告発された罪を認めたことをピラトが証言す
るように求めた。騒々しい叫び声をあげて、祭司たち、律
法学者たち、役人たちは、イエスに死刑の宣告をくだすよ
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うにと要求した。その叫び声にやじ馬たちが加わって、喚
声は耳もつぶれるばかりであった。ピラトは困惑した。イ
エスが告発者たちに何の返事もされないのを見て、ピラト
はイエスに言った。「何も答えないのか。見よ、あなたに
対してあんなにまで次々に訴えているではないか」（マル
コ15：4）。それでもイエスは、何もお答えにならなかっ
た。
法廷の全部の人たちの面前で、キリストは、ピラトの

うしろに立って、そのののしり声を聞かれた。しかしご
自分に対してどんなに偽りの告発がなされても、主は一言
もお答えにならなかった。その態度の全体はイエスが無罪
を意識しておられることを示していた。イエスはご自分の
まわりに打ちつける荒々しい波に動かされることなく立っ
ておられた。それはあたかも怒りの大波が、荒れ狂う大洋
の波のようにだんだん高くもりあがってイエスのまわりに
砕けるが、イエスにはとどかないようなものだった。主は
だまって立っておられたが、しかしその沈黙は雄弁であっ
た。それは人の内面から外面を照らしている光のようで
あった。
ピラトはイエスの態度に驚いた。この人は自分のいのち

を救いたくないので裁判の進行を無視しているのだろうか
と、彼は心の中で問うてみた。報復もしないで侮辱と嘲り
に耐えておられるイエスを見て、この人にはあのわめいて
いる祭司たちのような不義や不正があるはずがないとピラ
トは感じた。イエスから真実を引き出し、群衆の騒ぎから
のがれたいと望んで、ピラトは、イエスをかたわらに引き
よせ、もう1度「あなたは、ユダヤ人の王であるか」とたず
ねた（ヨハネ18：33）。
イエスはこの質問に直接お答えにならなかった。イエス

は、聖霊がピラトと争っているのを知っておられたので、
彼が自分の確信を認める機会をお与えになった。「あなた
がそう言うのは、自分の考えからか、それともほかの人々
が、わたしのことをあなたにそう言ったのか」とイエスは[1059]
おたずねになった（ヨハネ18：34）。
すなわち、ピラトにそのような質問をさせたのは、祭司

たちの訴えなのか、それともキリストから光を受けたいと
いう望みなのかというのであった。ピラトはキリストの言
われた意味を理解した。しかし彼の胸中に誇りがあたまを
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もたげた。彼は自分のうちにわきあがった確信を認めよう
としなかった。そして、「わたしはユダヤ人なのか。あな
たの同族や祭司長たちが、あなたをわたしに引き渡したの
だ。あなたは、いったい、何をしたのか」と言った（ヨハ
ネ18：35）。
ピラトの貴重な機会は過ぎ去った。それでもイエスは、

彼にもっと光を与えないではおかれなかった。イエスはピ
ラトの質問に直接お答えにはならなかったが、ご自分の使
命をはっきり述べられた。イエスは、ご自分がこの世の王
位を求めているのではないことを、ピラトに理解させられ
た。
イエスは言われた、「『わたしの国はこの世のもので

はない。もしわたしの国がこの世のものであれば、わたし
に従っている者たちは、わたしをユダヤ人に渡さないよう
に戦ったであろう。しかし事実、わたしの国はこの世のも
のではない』。そこでピラトはイエスに言った、『それで
は、あなたは王なのだな』。イエスは答えられた、『あな
たの言うとおり、わたしは王である。わたしは真理につい
てあかしをするために生れ、また、そのためにこの世にき
たのである。だれでも真理につく者は、わたしの声に耳を
傾ける』」（ヨハネ18：36、37）。
キリストは、ご自分のことばそのものが、それを受け

入れる気持ちのある者にとっては神秘を解く鍵であること
を肯定された。みことばはそれ自体にすばらしい力があっ
て、これがキリストの真理のみ国を発展させる秘訣であっ
た。イエスは、ピラトが真理を受け入れてそれを自分のも
のにすることによってのみ彼の堕落した性質はつくり直さ
れるのだということを理解するように望まれた。
ピラトは真理を知りたいと願った。彼の心は混乱してい

た。彼は熱心に救い主のことばをとらえ、彼の心は、それ
が本当に何であるか、またどのようにしたらそれを自分の
ものにすることができるかを知りたいとの熱望に動かされ
た。「真理とは何か」とピラトはたずねた。
しかし彼は返事を待たなかった。外部の騒ぎが彼の関

心を当面の問題に引きもどした。祭司たちが今すぐ判決を
くだすようにわめきたてていたからである。ピラトはユダ
ヤ人たちのところへ出て行くと、力をこめて、「わたしに
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は、この人になんの罪も見いだせない」と宣言した（ヨハ
ネ18：38）。
異教の裁判官のこのことばは、救い主を訴えているイ

スラエルの役人たちの不誠実と虚偽に対する痛烈な譴責
であった。祭司たちと長老たちがピラトのことばを聞いた
時、彼らの失望と怒りはとどまるところを知らなかった。
彼らは長い間陰謀をめぐらしてこの機会を待っていたの
だ。イエスが釈放されそうな形勢をみると、彼らはいまに
もイエスを八つ裂きにしそうな様子をみせた。彼らは大声
でビラトを攻撃し、ローマ政府から譴責されるぞと言って
おどした。彼らは、ピラトがイエスの有罪をこばんだこと
を非難し、イエスはカイザルに反対して立ちあがった人間
なのだと断言した。
怒った人々が口々にイエスの扇動的な感化は全国に知

れ渡っていると断言するのがこんどは聞かれた。祭司たち
は、「彼は、ガリラヤからはじめてこの所まで、ユダヤ全
国にわたって教え、民衆を煽動しているのです」と言った
（ルカ23：5）。
ピラトは、この時、イエスを有罪に定めようとは思って

いなかった。ユダヤ人が憎悪と偏見からイエスを訴えたこ
とが彼にはわかっていた。彼は自分の義務が何であるかを
知っていた。正義はキリストを直ちに釈放することを要求
した。しかしピラトは民衆の悪意を恐れた。イエスを彼ら
の手に渡すことをこばめば、騒動がもちあがるであろう。
彼はそのような騒ぎにまきこまれることを恐れた。ピラト
は、キリストがガリラヤの出身だと聞くと、その地方の領
主ヘロデがちょうどエルサレムにきていたので、キリスト
を彼のもとに送ることにきめた。この手順によって、ピラ
トは、裁判の責任を自分からヘロデへ移そうと思った。彼[1060]
はまたこのことを、自分とヘロデとの昔のけんかを和解す
るよい機会だと考えた。そして実際その通りになったので
あった。この2人の行政長官は救い主の裁判をめぐって親し
くなった。
ピラトがイエスをふたたび兵士たちに引き渡したので、

イエスは、嘲笑と侮辱の中をヘロデの法廷へ追いたてら
れた。「ヘロデはイエスを見て非常に喜んだ」。彼はまだ
救い主に会ったことがなかったが、「かねてイエスのこと
を聞いていたので、会って見たいと長いあいだ思っていた
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し、またイエスが何か奇跡を行うのを見たいと望んでいた
からである」（ルカ23：8）。このヘロデは、バプテスマの
ヨハネの血で手をけがしたヘロデである。ヘロデは、初め
てイエスのことを聞いた時、恐怖におそわれて、「わたし
が首を切ったあのヨハネがよみがえったのだ」「それで、
あのような力が彼のうちに働いているのだ」と言った（マ
ルコ6：16、マタイ14：2）。それでもヘロデはイエスに会
いたいと望んだ。いまこの預言者のいのちを救う機会がき
たのだ。そこで王は、血にまみれた首を大皿にのせて持っ
てこられたあの記憶を永久に心の中から追い払いたいと望
んだ。彼はまた自分の好奇心を満足させたいと望み、キリ
ストはもし釈放される見込みがあればたのまれることを何
でもされるだろうと思った。
祭司たちと長老たちの大群がキリストについてヘロデの

ところへやってきていた。そして救い主が中へ入れられる
と、これらの高官たちはみな興奮してしゃべりながら、キ
リストに対する訴えをのべたてた。しかしヘロデは彼らの
訴えにほとんど注意を払わなかった。彼は、キリストのな
わをとくように命令し、同時にキリストの反対者たちが彼
を手荒に取り扱っていることを非難した。世のあがない主
の平静なお顔を同情をもって見入った彼がそこに読みとっ
たものは知恵と純潔だけであった。ピラトと同様にヘロデ
もまた、キリストが悪意とねたみから訴えられているとい
うことを確信した。
ヘロデがキリストに多くのことばで質問したが、その間

ずっと救い主は深い沈黙をつづけられたすると、王の命令
によって、よぼよぼの障害者たちが呼ばれ、キリストは奇
跡を行なってその主張を証明するように命令された。人々
はあなたが病人をいやすことができると言っている。
広くひろがっているあなたの評判がうそでないことを

わたしは見たいのだと、ヘロデは言った。イエスはお答え
にならなかったのでヘロデはなおも言い張った。もしあな
たが他人のために奇跡を行うことができるのなら、いまそ
れを自分自身のために行いなさい、そうしたらあなたのた
めになるだろうと。ふたたび彼は、うわさに聞く力があな
たにあるという証拠を示せと命令した。しかしイエスは見
聞きしていない人のようであった。神のみ子は人の性質を
おとりになった。彼は同様な事情のもとで人がしなければ
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ならないようになさらねばならない。だからイエスは、人
が同様な立場に置かれたときに耐え忍ばねばならない苦痛
と恥辱から自分がまぬかれるために奇跡を行おうとされな
かった。
ヘロデは、もしキリストが目の前で何か奇跡を行われる

なら、釈放しようと約束した。キリストを訴えた人たちは
キリストの力で偉大なわざが行われたのを彼ら自身の目で
見ていた。彼らは、キリストが墓に死人を解放するように
命令されるのを聞いた。彼らは、その声に従って死人が出
てくるのを見た。彼らはいまキリストが奇跡を行われはし
ないかと恐怖におそわれた。何よりも彼らが恐れたのは、
キリストの力のあらわれであった。このような力のあら
われは、彼らの計画にとって致命的な打撃となり、おそら
く彼らの生命さえ危いかも知れないのだった。ふたたび祭
司たちと役人たちが、非常に心配しながら、キリストに対
する訴えを主張した。彼らは声を張りあげて、彼は反逆者
だ、彼は冒瀆者だ、彼は悪鬼の王ベルゼブルから与えられ
た力で奇跡を行うのだと断言した。人々が日々にいろいろ
なことを叫んだために、法廷は混乱の場となった。
ヘロデの良心は、ヘロデヤからバプテスマのヨハネの

首を求められて恐ろしさに身ぶるいした時ほどいまは敏感[1061]
ではなくなっていた、しばらくの間彼は自分の恐ろしい行
為に鋭い後悔の痛みを感じていた。しかし彼の道徳的観念
はその放縦な生活のためにますます堕落した。いま彼の心
は、ヨハネが自分を責めたから彼に刑罰をくだしたのだと
自慢できるほどまでにかたくなになっていた。そしていま
彼は、自分はイエスを釈放することも罪に定めることもで
きる権力を持っているのだと何度も宣言して、イエスをお
どした。しかしイエスの様子には、一言でも聞かれたよう
な証拠はみられなかった。
ヘロデはこの沈黙にいらだった。それは彼の権威に対し

てまったく無関心を示しているようにみえた。虚栄心の強
い、尊大な王にとって、このように無視されることは公然
と譴責されるよりも不愉快だった。ふたたび彼は腹立たし
げにイエスをおどかしたが、あいかわらずイエスは平静に
だまっておられた。
この世におけるキリストの使命は、いたずらな好奇心を

満足させることではなかった。主は、心の傷ついた者をい
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やすためにこられた。罪に悩む魂の傷をいやすために何か
ことばを語るのであったら、主はだまってはおられなかっ
たであろう。しかしイエスは、真理をけがれた足で踏みつ
けることしかしないような者たちに対しては、何も言われ
ることがなかった。
キリストは、このかたくなな王の耳を刺し通すようなこ

とばを、ヘロデに言うこともおできになった。イエスは、
ヘロデの前に彼の生活のあらゆる不義と彼にのぞもうと
している破滅の恐怖を示すことによって、彼を恐怖でふる
えあがらせることもおできになった。しかしキリストの沈
黙は、主がお与えになることのできた最もきびしい譴責で
あった。ヘロデは最も偉大な預言者によって彼に語られた
真理をこばんだので、もうほかのメッセージは受けられな
いのであった。天の大君には彼のために語られることばが
なかった。人類の苦悩に対していつも開かれていた耳は、
ヘロデの命令を聞く余地はなかった。悔い改めた罪人の上
にいつもそそがれていた憐れみとゆるしを語るイエスの愛
の目は、ヘロデに向けられる様子がなかった。最も感動的
な真理を語り、この上なくやさしい願いをこめて最も罪深
い者と最も堕落した者に訴えられた唇は、救い主の必要を
感じない高慢な王に対してはとざされていた。
ヘロデの顔は激怒で赤くなった。群衆の方を向くと、彼

は、怒ってイエスは詐欺師だと非難した。それからキリス
トに彼は言った。もしあなたが主張通りの証拠を示さない
ならば、わたしはあなたを兵士たちと民衆の手に引き渡そ
う。彼らはあなたに語らせることができるかも知れない。
もしあなたが詐欺師なら彼らの手にかかって死ぬのがあな
たには一番ふさわしいのだ。もしまたあなたが神の子なら
奇跡を行なって自分自身を救いなさいと。
このことばが語られたとたんに、人々はわっとキリスト

めがけて押しよせた。野獣のように、群衆はその餌食に突
進した。イエスはあちらこちらへ引きずられ、ヘロデもや
じ馬に加わって神のみ子をはずかしめようとした。ローマ
の兵土たちが間にはいって、狂気の群衆を押し返さなかっ
たら、救い主は八つ裂きにされてしまわれたであろう。
「ヘロデはその兵卒どもと一緒になって、イエスを

侮辱したり嘲弄したりしたあげく、はなやかな着物を着
せ. . . . . .た」（ルカ23：11）。ローマの兵士たちもこの虐待
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に加わった。これらの邪悪な、堕落した兵卒たちが、ヘロ
デとユダヤ人の高官たちに勢いづけられて、挑発できる限
りのことが救い主に対してなされた。それでもイエスの天
来の忍耐は変わらなかった。
キリストの迫害者たちは、彼ら自身の品性でキリストの

品性をおしはかろうとした。彼らはキリストが彼らと同じ
ような悪い人間であるように言いふらしていた。しかし現
在のあらゆる外観の奥に別な光景、すなわち彼らがいつか
はあらゆる栄光のうちに見る光景が現れた。キリストの前
でうちふるえた者もあった。粗暴な群衆がからかいながら
キリストの前に頭をさげていた時、同じ意図で進み出た者
の中には、恐れて無言のまま引き返す者たちがいた。ヘロ
デは罪を自覚した。あわれみの光の最後の光線が、罪に固
まった彼の心を照らしていた。この人はただの人間ではな[1062]
いと、彼は感じた。人性を通して神性がひらめいていたか
らであった。キリストが嘲る者たちや姦通者たちや殺人者
たちにとりかこまれておられたその時、ヘロデは、み座に
ついておられる神を見ているような気がした。
ヘロデはかたくなではあったが、キリストの有罪を裁

可しようとはしなかった。彼はこの恐るべき責任からまぬ
かれたいと望んで、イエスをローマ人の法廷に送りかえし
た。
ピラトは失望し、非常に不愉快に思った。ユダヤ人たち

が囚人をつれて戻ってくると、彼はいらいらして、いった
いわたしにどうしてもらいたいのだとたずねた。わたしは
すでにイエスをとり調べたが、彼には何の罪もみいだされ
なかったではないかとピラトは彼らに注意した。
おまえたちはイエスについて苦情を訴えてきたが、その

告発を1つも証明できなかったではないかと、彼は言った。
ガリラヤの領主であり、おまえたちの同国人であるヘロデ
にイエスを送ったが、彼もまたイエスのうちに死刑に相当
するものを何1つみいだすことができなかったのだ。「だ
から、彼をむち打ってから、ゆるしてやることにしよう」
と、ピラトは言った（ルカ23：16）。
ここでピラトは彼の弱さをあらわした。彼はイエスの無

罪を宣言しておきながら、訴える者たちをなだめるために
イエスがむち打たれることに賛成した。彼は暴徒たちと妥
協するために、正義と原則を犠牲にするのであった。この
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ために彼は不利な立場に陥った。群衆は、彼の優柔不断に
つけこんで、囚人の生命を要求してますますわめいた。も
し最初にピラトが断固とした態度をとって、無罪とわかっ
た人間に有罪を宣告することを拒否したら、彼は、彼を一
生しばりつけた悔恨と罪とがの致命的な鎖をたち切ること
ができたであろう。もし彼が正義についての自分の確信を
実行していたら、ユダヤ人がつけあがって彼に命令するよ
うなことはなかったであろう。キリストは死刑にされたで
あろうが、それでもその罪がピラトに着せられることはな
かったであろう。しかしピラトは1歩1歩自分の良心を犯し
た。彼は、正義と公平をもって裁判することを言いのがれ
たので、いまや祭司たちと役人たちの手に陥ってほとんど
無力になっている自分に気がついた。動揺と優柔不断が彼
の破滅となった。
それでもなおピラトは盲目的に行動することをゆるさ

れなかった。神からのメッセージが、彼の犯そうとして
いる行為について警告した。キリストの祈りに答えて、
ピラトの妻のもとに天からみ使いがおとずれ、夢の中で、
彼女は救い主を見、共に語ったのであった。ピラトの妻
はユダヤ人ではなかったが、夢の中でイエスを見た時、
イエスの性格や使命に疑いをもたなかった。彼女はイエス
が神の君であろことを知った。彼女は、イエスが法廷でさ
ばかれるのを見た。彼女はその手が犯罪人の手のように固
くしばられるのを見た。彼女はヘロデと兵卒たちが恐ろし
い働きをしているのを見た。また祭司たちと役人たちがね
たみと悪意に満ちて、気狂いのように訴えるのを聞いた。
「わたしたちには律法があります。その律法によれば、彼
は. . . . . .死罪に当る者です」ということばを彼女は聞いた
（ヨハネ19：7）。彼女は、ピラトが「彼にはなんの罪も
見いだせない」と言ってから、イエスをむち打ちのために
引き渡すのを見た（ヨハネ19：6）。彼女はピラトが有罪の
宣告をくだすのを聞き、キリストを殺人者たちに引き渡す
のを見た。彼女はカルバリーに十字架がたてられるのを見
た。彼女は地が暗黒につつまれるのを見、「すべてが終っ
た」という神秘的な叫びを聞いた。さらに彼女の目はも
う1つの光景を見た。彼女はキリストが大いなる白い雲に乗
り、一方地は空間に揺れ動き、キリストを殺した者たちが
その栄光の前から逃げ出すのを見た。恐怖の叫び声をあげ
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て目をさますと、彼女は、すぐピラトにあてて警告のこと
ばを書いた。
ピラトがどうしたらよいかためらっていると、1人の使

者が群衆をおしわけて進んで来て、彼の妻からの手紙を手
渡した。それにはこう書かれていた。
「あの義人には関係しないでください。わたしはきょう

夢で、あの人のためにさんざん苦しみましたから」（マタ[1063]
イ27：19）。
ピラトの顔は真っ青になった、彼は自分自身の矛盾する

感情に困惑した。しかし彼がぐずぐずしている間に、祭司
たちと役人たちは、さらに一層民衆の心をあおりたててい
た。ピラトは決断を迫られた。彼はキリストの釈放に役立
つかも知れない1つの慣例を今思いついた。この祭の時に、
民衆に選ばせて囚人を誰か1人釈放するのが慣例となってい
た。この習慣は異教の発明によるもので、その中には正義
の影すらなかったが、ユダヤ人はこの習慣を非常に重んじ
ていた。この時、ローマ当局は、死刑の宣告を受けたバラ
バという囚人を留置していた。この男は自分がメシヤであ
ると主張していた。彼は、これまでと異なった秩序をうち
たて、世直しをする権限をもっていると主張した。悪魔的
な欺隔のもとに、彼は窃盗や強盗によって手に入れること
ができる物は何でも自分のものだと主張した。彼はサタン
の媒介によってふしぎなわざを行い、民衆の中から信者を
獲得し、ローマ政府反対を扇動していた。宗教的な熱心さ
という仮面のもとに、彼は反逆と残酷なことしか考えない
強情で命知らずな悪人だった。この男と、罪のない救い主
とのどちらかを選ばせることによって、ピラトは、人々の
うちに正義感をめざめさせようと考えた。
彼は民衆が祭司たちや役人たちに反対して、イエスに同

情するようにしたいと望んだ。そこで群衆の方へ向いて、
非常な熱心さで、「おまえたちは、だれをゆるしてほし
いのか。バラバか、それとも、キリストといわれるイエス
か」と言った（マタイ27：17）。
野獣がほえるように、「バラバをゆるしてくれ」と

いう群衆の答えがあがった。「バラバ、バラバ」という
叫び声がますます高まって行った。自分の質問の意味が
人々にわからなかったのだろうと思って、ピラトは「お
まえたちはユダヤ人の王をゆるしてもらいたいのか」と
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たずねた（マルコ15：9）。しかし彼らはふたたび大声
で叫んで言った。「その人を殺せ。バラバをゆるしてく
れ」（ルカ23：18）。「それではキリストといわれるイエ
スは、どうしたらよいか」と、ビラトはたずねた（マタ
イ27：22）。大波のように動いている群衆はふたたび悪鬼
のようにほえた。悪鬼そのものが、人間の姿をとって群衆
の中にいたのだから、「十字架につけよ」という答えより
ほかに何を期待することができよう。
ピラトは困惑した。彼はこんなことになろうとは考え

ていなかった。彼は罪のない人間をこの上ない不名誉で残
酷な死に引き渡すことをちゅうちょした。わめき声がやむ
と、ピラトは人々に向かって言った。「では、この人は、
いったい、どんな悪事をしたのか」（ルカ23：22）。しか
し事態はもう議論の段階を過ぎていた。彼らが求めたのは
キリストの無罪の証拠ではなくて、キリストの有罪の宣告
であった。
それでもピラトはイエスを救おうと努力した。「ピラ

トは3度目に彼らにむかって言った、『では、この人は、
いったい、どんな悪事をしたのか。彼には死に当る罪は全
くみとめられなかった。だから、むち打ってから彼をゆる
してやることにしよう』」（ルカ23：22）。イエスの釈放
を口にしたことが人々を10倍もの狂乱に駆りたてた。彼ら
は「十字架につけよ、十字架につけよ」と叫んだ。ピラト
の優柔不断が生んだ嵐はますます高まっていった。
イエスは、疲労で弱り、からだじゅう傷ついたまま、

捕らえられて、群衆の見ている前でむち打たれた。「兵士
たちはイエスを、邸宅、すなわち総督官邸の内に連れて行
き、全部隊を呼び集めた。そしてイエスに紫の衣を着せ、
いばらの冠を編んでかぶらせ、『ユダヤ人の王、ばんざ
い』と言って敬礼をしはじめた。また. . . . . .つばきをかけ、
ひざまずいて拝んだりした」（マルコ15：16）。時々悪者
がイエスの手に持たせてあった葦の棒を引ったくり、それ
でイエスのひたいの上の冠をたたいていばらを頭につきさ
したので、血がイエスのお顔とひげをつたわってしたたり
落ちた。
ああ天よ、驚嘆せよ、ああ地よ、驚け。迫害する者たち

と迫害されるお方とを見よ。狂気した群衆が世の救い主を
とりかこんでいる。嘲りと冷笑が冒瀆のきたないことばに
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入りまじる。冷酷なやじ馬たちがイエスのいやしい生れと
貧しい生活を口にする。神のみ子であるというイエスの主[1064]
張がからかわれ、俗悪な冗談と侮辱的な冷笑が口からロへ
伝わる。
残酷な暴徒たちに救い主を虐待させたのはサタンであっ

た。できればイエスのうちに復讐心を起こさせるか、ある
いはイエスがご自分の釈放のために奇跡を行われるように
しむけることによって、救いの計画を破壊することがサタ
ンの目的であった。イエスの人間生活に1つでも欠点があ
れば、あるいはイエスの人性が恐るべき試練に1度でも耐え
られなかったら、神の小羊は不完全な供え物となり、人類
のあがないは失敗したのである。しかし、命令しさえすれ
ば天の万軍をご自分の助けに呼ぶことがおできになるお方
が、天の威光をひらめかせることによって暴徒たちを恐怖
のうちに目の前から追い払うことができたお方が、最も下
等な侮辱と暴行とをどこまでも平静に受けられたのであっ
た。
キリストの反対者たちは神性の証拠として奇跡を要求し

た。彼らは、彼らが求めたどんな証拠よりも大きな証拠を
与えられた。キリストの迫害者たちがその残酷さのために
人間以下になりさがってサタンに似た者となったように、
イエスはその柔和と忍耐によって人間以上に高められ、神
とひとしいお方であることを証明された。イエスの屈辱は
イエスが高められることの保証であった。イエスの傷つい
たこめかみから顔とひげを伝わって流れた苦悩の血のした
たりは、イエスがわれらの大祭司として「喜びのあぶら」
をそそがれることの保証であった（ヘブル1：9）。
救い主をどんなに虐待してもその口から一言のつぶやき

も出させることができなかったことを知った時、サタンは
激しく怒った。イエスは、人の性質をとっておられたが、
神のような堅固さによってささえられ、どの点において
も、天父のみこころから離れたまわなかった。
ピラトがイエスをむち打ちと嘲りに引き渡した時、彼は

群衆の同情心を起こそうと考えた。彼は、人々がこのこと
をト分な刑罰だと決定するように望んだ。祭司たちの敵意
もそれで満足させられるだろうと、彼は考えた。しかしユ
ダヤ人たちは、鋭い目で、無罪を宣告された人間をこのよ
うに罰することの弱点を見抜いた。彼らは、ピラトが囚人
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のいのちを助けようとしていることがわかっていたので、
イエスを釈放してはならないと決心していた。われわれを
よろこばせ満足させるために、ピラトは彼をむち打たせた
のだ、もし事態を決定的な結果にまで追い込めば、確実に
目的を達することができると、彼らは考えた
ピラトはいま、バラバを法廷に連れてくるように呼び

にやった。それから彼は、2人の囚人を並べて、救い主
の方を指さしながら、重々しい嘆願の口調で、「見よ、
この人だ」「わたしはこの人をあなたがたの前に引き出
すが、それはこの人になんの罪も見いだせないことを、
あなたがたに知ってもらうためである」と言った（ヨハ
ネ19：5、4）。
神のみ子は、あざけりの衣といばらの冠をつけて立って

おられた。腰まで衣をはがされたその背中には、残酷なむ
ちの跡が尾を引いていて、そこから血がとめどなく流れて
いた。イエスのお顔は血に染み、疲労と苦痛の跡があらわ
れていた。しかし、この時ほどイエスのお顔が美しく見え
たことはなかった、救い主の顔つきは、反対者たちの前に
あって醜くならなかった。お顔のつくりの1つ1つがやさし
さと忍従と残酷な敵に対する最もやさしい同情とをあらわ
していた。イエスの態度には臆病な弱さがなく、寛容の力
と威厳があった。イエスのかたわらの囚人はこれとはいち
じるしく対照的であった。バラバの顔つきのどの線も、彼
がまさしく手に負えない悪党であることを物語っていた。
その対照は見る者の一人一人に語りかけた。見物人の中に
は泣いている人たちもいた。イエスをながめて、彼らの心
は同情でいっぱいになった。祭司たちと役人たちさえ、イ
エスがご自分の主張された通りのお方であることを自覚し
た。
キリストをとりかこんでいたローマの兵士たちの全部が

無慈悲だったわけではない。ある者たちは、イエスが犯罪
人か危険な人物である形跡が1つでもあらわれているかどう
か熱心にその顔を見守った。時々彼らはふり返ってバラバ
に軽蔑の視線を投げた。彼を腹の底まで見抜くのには深い
洞察力はいらなかった。ふたたび彼らはさばきにかけられ [1065]
ているお方に向き直るのであった。彼らは、この聖なる受
難者を深い同情の思いをもってながめた。キリストの無言
の服従は、彼らがこのお方をキリストとして認めるまで、
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あるいはこのお方をこばんで自分自身の運命を決定するま
で、決して消し去ることのできない光景を彼らの心に焼き
つけた。
ピラトは、救い主が不平も言わずに忍耐しておられるの

を見て驚きの念に満たされた。彼は、ユダヤ人たちが、バ
ラバとくらべて、この人を見れば、心を動かされて同情す
るだろうと信じて疑わなかった。しかし彼は、世の光とし
て祭司たちの暗黒と誤りを明らかにされたキリストに対す
る彼らの熱狂的な憎しみがわからなかった。彼らは、暴徒
たちを気違いじみた激情へ駆りたて、ふたたび祭司たち、
役人たち、民衆が、「十字架につけよ、十字架につけよ」
と恐ろしい叫び声をあげた。ついにピラトは、彼らの道理
をわきまえない残酷さにすっかり忍耐心を失いながら、絶
望的な叫びをあげて言った。「あなたがたが、この人を引
き取って十字架につけるがよい。わたしは、彼にはなんの
罪も見いだせない」（ヨハネ19：6）。
このローマ人総督は、残酷な場面を見なれていたが、

有罪を宣告されてむち打たれ、額と裂けた背中から血を流
しながらもなお王座にある王のような態度を保っているこ
の受難の囚人に対する同情に心を動かされた。しかし祭司
たちは、「わたしたちには律法があります。その律法によ
れば、彼は自分を神の子としたのだから、死罪に当る者で
す」と言明した（ヨハネ19：7）。
ピラトははっとした。彼は、キリストとその使命につい

て正しい観念を持っていなかったが、神について、また人
間よりもまさった存在について漠然とした信仰を持ってい
た。前に1度彼の心を通りすぎた1つの思いが、いまもっと
はっきりした形をとって現れた。嘲りの紫の衣を着、いば
らの冠をかぶって目の前に立っているのは神ではないだろ
うかと彼は疑った。
もう1度ピラトは法廷に入って行って、「あなたは、

もともと、どこからきたのか」とイエスに言った（ヨハ
ネ19：9）。しかしイエスは返事をされなかった。救い主は
すでにピラトに十分語り、真理の証人としてのご自分の使
命について説明されたのだった。ピラトはその光を無視し
たのだった。彼は原則と権威を暴徒たちの要求に屈服させ
ることによって、裁判官という高い職務をけがしたのだ。
イエスは彼のためにそれ以上の光をお与えにならなかっ
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た。イエスの沈黙にいらだって、ピラトは横柄に言った。
「何も答えないのか。わたしには、あなたを許す権威が
あり、また十字架につける権威があることを、知らないの
か」（ヨハネ19：10）。
イエスは答えて言われた、「あなたは、上から賜わるの

でなければ、わたしに対してなんの権威もない。だから、
わたしをあなたに引き渡した者の罪は、もっと大きい」
（ヨハネ19：11）。
このように、憐れみ深い救い主は、激しい苦難と悲し

みの最中にも、イエスを十字架につけるために引き渡し
たローマ人総督の行為をできるだけゆるしておやりになっ
た。これはいつまでも世にも伝えられるべき何というとう
とい光景だったことだろう。それは全地のさばき主であら
れるキリストの品性に何というとうとい光を放ったことだ
ろう。
「わたしをあなたに引き渡した者の罪は、もっと大き

い」とイエスは言われた。キリストは、大祭司としてユダ
ヤ国民を代表しているカヤパのことを言われたのである。
彼らはローマ当局を支配している原則を知っていた。彼ら
はキリストをあかししている預言について、またキリスト
ご自身の教えと奇跡について光を与えられていた。
ユダヤ人の裁判官たちは、彼らが死刑を宣告したお方の

神性についてまちがう余地のない証拠を与えられていた。
そこで彼らは、彼らの光にしたがってさばかれるのであっ
た。
最も大きい罪と最も重い責任は、国民の中で最高の地位

を占めている人たち、卑劣にも自ら裏切りつつあった聖な
る信任の受託者たちにあった。ピラトもヘロデもローマの
兵士たちも、イエスについては比較的に無知だった。彼ら
は、イエスを虐待することによって祭司たちと役人たちを [1066]
よろこはせようと思った。彼らは、ユダヤ国民が豊かに受
けたような光を与えられていなかった。もし兵士たちに光
が与えられていたら、彼らはあんなにも残酷にキリストを
とり扱うようなことはしなかったであろう。
ふたたびピラトは、救い主を釈放するようにと提案し

た。「しかしユダヤ人たちが叫んで言った、『もしこの
人を許したなら、あなたはカイザルの味方ではありませ
ん』」（ヨハネ19：12）。このように、これらの偽善者た
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ちはカイザルの権威を熱心に支持しているようなふりを
した。ローマ人による統治に反対する者たちの中で、ユダ
ヤ人は最も激しかった。彼らは、安全な時には、彼ら自身
の国の規則と宗教上の規則を最も圧制的に励行したが、何
か残虐な目的を達成しようと望む時には、カイザルの権力
を称賛した。キリストの破滅を達成するために、彼らは自
分たちが憎んでいる外国の法律に対する忠誠を口にするの
だった。
「自分を王とするものはすべて、カイザルにそむく者で

す」と彼らは言い続けた（ヨハネ19：12）。これはピラト
の急所をついていた。彼はローマ政府から疑いの目で見ら
れていたので、こんなうわさをたてられたら身の破滅にな
ることを知っていた。もしユダヤ人を妨害すれば、その怒
りが自分に向けられることを彼は知っていた。彼らは復讐
をとげるためには、手段をえらばないであろう。現にピラ
トの目の前に、彼らが理由もなく憎悪している人間の生命
をどこまでもねらっている1つの例があるのだ。
それからピラトは、裁判官席にすわり、ふたたびイエ

スを人々に示して、「見よ、これがあなたがたの王だ」と
言った（ヨハネ19：14）。するとふたたび「殺せ、殺せ、
彼を十字架につけよ」という狂気じみた叫びがあがった。
ピラトは遠近に聞こえるような声で、「あなたがたの王
を、わたしが十字架につけるのか」とたずねた。しかし、
不敬虔で冒瀆的な口から、「わたしたちには、カイザル
以外に王はありません」ということばが出てきた（ヨハ
ネ19：15）。
こうして異教の統治者を選ぶことによって、ユダヤ国民

は神権政治から離れた。彼らは自分たちの王として神をこ
ばんだ。これからは彼らに救済主はないのだった。彼らに
はカイザルのほかに王がなかった。民をここまで引っぱっ
てきたのは祭司たちと教師たちであった。このために、彼
らは、その後に起こった恐るべき結果に責任があった。国
民の罪、国民の破滅は、宗教界の指導者たちに原因があっ
た。
「ピラトは手のつけようがなく、かえって暴動になりそ

うなのを見て、水を取り、群衆の前で手を洗って言った、
『この人の血について、わたしには責任がない。おまえた
ちが自分で始末をするがよい』」（マタイ27：24）。恐れ
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と自責の念で、ピラトは救い主を見た。上向きのおびただ
しい顔の波の中で、イエスのお顔だけが平和であった。イ
エスの頭のあたりにはやわらかな光が輝いているようにみ
えた。ピラトは、心の中で、この人は神だと言った。ピラ
トは、群衆の方をふり向いて断言した。わたしは彼の血に
責任がない。おまえたちがこの人を引き取って十字架につ
けるがよい。だが祭司たちと役人たちよ、よく聞け、彼は
正しい人間だぞ。今日のこのしわざについては、彼が自分
の父と主張している神が、わたしではなくおまえたちをさ
ばかれるように。次にピラトは、イエスに言った。この行
為についてわたしをゆるしていただきたい、わたしはあな
たを救うことができない。そして彼は、ふたたびイエスを
むち打ったのち、十字架につけるために引きわたした。
ピラトはイエスを救いたいと望んだ。しかしそうすれ

ば自分の地位と名誉を保つことができないことを彼は知っ
た。この世の権力を失うより、彼は罪のない人間を犠牲に
する方を選んだ。
同様に、損失と苦難とをまぬかれるために原則を犠牲に

する者がどんなに多いことだろう。良心と義務は1つの方向
をさし示し、利己心はほかの方向をさし示す。潮流はまち
がった方向へ強く流れるので悪と妥協する者は不義という
深い闇へ押し流される。
ピラトは暴徒たちの要求に屈服した。彼は自分の地位を

危険にさらすよりも、イエスを十字架につけるために、引
きわたした。しかし彼の用心にもかかわらず彼の恐れてい [1067]
たことがのちになって彼の身に起こった。彼は名誉をはぎ
とられてその高い地位から追われ、キリストの十字架のの
ちまもなく、悔恨と傷つけられた誇りに苦しみながら、自
らのいのちをたった。このように、罪と妥協する者はみな
悲哀と破滅だけしか得られないであろう。「人が見て自ら
正しいとする道でも、その終りはっいに死に至る道となる
ものがある」（箴言14：12）。
ピラトが、自分はキリストの血について責任がないと宣

言した時、カヤパは挑戦的に「その血の責任は、われわれ
とわれわれの子孫の上にかかってもよい」と答えた（マタ
イ27：25）。この恐ろしいことばは祭司たちと役人たちに
とりあげられ、それは群衆によって人間とは思えないよう
な絶叫となって反響した。全群衆は答えて言った。「その



770 各時代の希望

血の責任は、われわれとわれわれの子孫の上にかかっても
よい」。
イスラエルの民は彼らの選択をした。イエスを指さし

て、彼らは「その人ではなく、バラバを」と言った（ヨハ
ネ18：40）。強盗であり殺人者であったバラバは、サタン
の代表者であった。キリストは神の代表者であった。キリ
ストがしりぞけられ、バラバが選ばれた。彼らはバラバを
もらうことになった。この選択をするに当って、彼らは、
始めからうそつきで人殺しだった彼を受け入れたのであ
る。サタンが彼らの指導者であった。国民として彼らはサ
タンの命令を実行するのであった。サタンのわざを、彼ら
はするのであった。サタンの統治に彼らは服しなければな
らない。キリストの代わりにバラバを選んだ民は、時の続
くかぎりバラバの残酷さを感じるのであった。
うたれた神の小羊をながめながら、ユダヤ人たちは、

「その血の責任は、われわれとわれわれの子孫の上にか
かってもよい」と叫んだ（マタイ27：25）。その恐るべき
叫びは、神のみ座にのぼって行った。彼らが自らの上に
くだしたその宣告は、天に記録された。その祈りは聞かれ
た。神のみ子の血は、永遠ののろいとなって、彼らの子ら
とそのまた子らの上にあった。
それは、恐ろしくもエルサレムの滅亡に実現された。そ

れは、恐ろしくも1800年間にわたってユダヤ国民の状態に
あらわされてきた。すなわち彼らは、ぶどうの木から切り
離された枝、集められて焼かれる枯れた、実をむすばない
枝であった。世界中どこの国でも、幾世紀にわたって、彼
らは、罪とがのうちに死んだ。
その祈りは、恐ろしくも大いなるさばきの日に成就す

るのである。キリストが、やじ馬どもにかこまれた囚人と
してではなく、ふたたびこの地上にこられる時、人々は彼
を見るのである。その時彼らは、イエスを天の王として見
るのである。キリストはご自身の栄光と、天父の栄光と、
聖天使たちの栄光のうちに、こられる。勝ち誇った美しい
神の子ら、千々万々の天使たちが、比類のない美しさと栄
光とをもって、キリストの道中につき従うのである。その
時キリストは、栄光の王座におすわりになり、その前に万
国の民を集められる。その時すべての目はキリストを見る
が、キリストを刺した者たちもまた見るのである。いばら
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の冠の代わりに、キリストは、栄光の冠——冠の中の冠を
つけておられる。あの古い紫の王衣の代わりに、キリスト
は、「どんな布さらしでも、それほどに白くすることはで
きない」ほどの真白い衣を着ておられる（マルコ9：3）。
「その着物にも、そのももにも、『王の王、主の主』とい
う名がしるされている」（黙示録19：16）。キリストをあ
ざけり、打ちたたいた人たちもそこにいる。祭司たちと役
人たちは、ふたたびあの法廷の光景を見る。あらゆる出来
事が、火の文字で書かれているかのように、彼らの前に現
れる。「その血の責任はわれわれとわれわれの子孫の上に
かかってもよい」と祈った人たちは、この時、その祈りの
答を受けるのである。その時全世界は、知り、そして理解
する。
彼らは、あわれな、弱々しい、有限な人間である自分た

ちが誰と戦い、何と戦ってきたかに気がつくのである。恐
ろしい苦悩と恐怖のうちに、彼らは山と岩とに向かって叫
ぶであろう。「さあ、われわれをおおって、御座にいます
かたの御顔と小羊の怒りとから、かくまってくれ、、御怒
りの大いなる日が、すでにきたのだ。だれが、その前に立
つことができようか」（黙示録6：16、17）。



第第第78章章章　　　カカカルルルバババリリリーーー[1068]

本章はマタイ27：3153、マルコ15：2038、ルカ23：2646、
ヨハネ19：1630に基づく

「されこうべと呼ばれている所に着くと、人々はそこで
イエスを十字架につけ. . . . . .た」（ルカ23：33）。
「イエスもまた、ご自分の血で民をきよめるために、

門の外で苦難を受けられたのである」（ヘブル13：12）。
神の律法を犯したために、アダムとエバはエデンから追
放された。キリストはわれわれの身代りとして、エルサレ
ムの境界の外で苦難を受けられるのであった。主は門の外
で死なれたが、そこは重罪人たちと殺人者たちが処刑され
るところであった。「キリストは、わたしたちのためにの
ろいとなって、わたしたちを律法ののろいからあがない出
して下さった」ということばには深い意味がある（ガラテ
ヤ3：13）。
おびただしい群衆が法廷からカルバリーまでイエスのあ

とについて行った。イエスの有罪についての知らせがエル
サレム中にひろまり、あらゆる階級と地位の人々が処刑場
へむらがり集まった。祭司たちと役人たちは、もしキリス
ト自身を自分たちの手に引き渡してもらえば、その弟子た
ちは苦しめないと約束していたので、弟子たちも信者たち
も、エルサレムの町や周囲の地方からやって来て、救い主
のあとをついて行く群衆に加わった。
イエスがピラトの邸の門を通り過ぎられると、バラバの

ために用意されていた十字架が、イエスの傷ついて血の流
れる肩にのせられた。バラバの仲間が2人イエスと同時に
処刑されることになっていて、彼らの上にも十字架が背負
わされた。苦しみ弱りはてた状態にある救い主には、その
荷は重すぎた。弟子たちと一緒に過越の食事をとられてか
ら、イエスは食べることも飲むこともされなかった。イエ
スは、ゲッセマネの園で、サタンの勢力との戦いに苦しま

772
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れた。主は裏切られた苦悩に耐え、弟子たちがご自分を見
捨てて逃げるのをごらんになった。
主は、アンナスのところへ、それからカヤパのところ

へ、そしてピラトのところへと連れて行かれた。主は、ピ
ラトのところからヘロデのもとへ送られ、またビラトのと
ころへ送りかえされた。侮辱に新たな侮辱を、嘲笑に嘲笑
を加えられ、むち打ちによって2度苦しめられ、一晩中、人
間の魂を極度に試みるような性質の場面が次々に続いたの
であった。キリストは失敗されなかった。主は神の栄えと
なるのに役立つことばよりほか語られなかった。恥知らず
な裁判の茶番劇の間中ずっと、イエスはしっかりした威厳
のある態度を保たれた。しかし2度目のむち打ちのあと、十
字架が主に背負わされると、人性はもはや耐えられなかっ
た。主はその重荷の下に、気を失って倒れてしまわれた。
救い主についてきた群衆は、イエスの弱々しい、よろ

めく足どりを見たが、何の憐れみも示さなかった。彼ら
は、イエスが重い十字架を運ぶことができないといって、
あざけりののしった。ふたたび軍荷はイエスの上におかれ
たが、ふたたびイエスは気を失って地面に倒れてしまわれ
た。迫害者たちは、これ以上イエスが重荷を運ぶことがで
きないことを知った。彼らは、この屈辱的な荷を運んでく
れる者をさがすのに困惑した。ユダヤ人自身がそうするわ
けにいかなかった。けがれると過越節を守ることができな
くなるのであった。イエスのあとについてきたやじ馬連中
さえ、恥を忍んで自分が十字架を運ぼうという者は1人もい
なかった。
この時、いなかからやって来たクレネ人のシモンとい

う他国人が群衆に行き会う。彼は群衆の口汚いののしりの
声を耳にする。いかにも軽蔑したように、ユダヤ人の王さ
まのお通りだぞということばがくりかえされるのが聞こえ
る。彼はその場の光景に驚いて立ちどまる。シモンが同情
した顔つきをしていると、人々は彼をつかまえて、その肩
に十字架をのせる。
シモンはイエスのことを聞いていた。彼の息子たちは救

い主の信者であったが、彼自身は弟子ではなかった。カル
バリーまで十字架をかついで行ったことは、シモンにとっ
て恵みであった。彼はその後いつもこの摂理を感謝した。 [1069]
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彼はこの経験から自ら進んでキリストの十字架を背負い、
その重荷によろこんで耐えるようになった。
有罪の宣告を受けておられないイエスのあとについて

行って、その残酷な死を見とどけようとする群衆の中にか
なりたくさんの女たちがいる。彼女たちの注意はイエスに
そそがれる。その中のある者たちは、以前イエスに会った
ことがある。ある者たちは、病人や苦しんでいる人たちを
イエスのもとに連れて行ったことがある。ある者たちは自
分自身いやしてもらったことがある。その時に起こった出
来事について物語が述べられる。彼女たちは、イエスのた
めに自分たちの心が動かされ、いまにも張りさけそうなの
に、イエスに対する群衆の憎しみを見てふしぎに思う。し
かし狂気した群衆の行為と祭司たち役人たちの怒ったこと
ばにもかかわらずこれらの女たちは、同情心を表す。イエ
スが十字架のドに気を失って倒れられると、彼女たちは悲
しみのあまり泣き出す。
これがキリストの注意を引いたただ1つのことだった。

キリストは、世の罪を負って苦難に満ちておられたが、
悲しみの表現に対して無関心ではなかった。主は、やさし
い憐れみをもって、この女たちをごらんになった。彼女た
ちはイエスの信者ではなかった。イエスは、彼女たちが、
神からつかわされたお方としてイエスのために嘆いている
のではなく、人間的な同情心に動かされたのであることを
知っておられた。イエスは、彼女たちの同情心を軽蔑され
なかった。それは、イエスの心に、彼女たちに対する一層
深い同情心を呼び起こした。イエスは、「エルサレムの娘
たちよ、わたしのために泣くな。むしろ、あなたがた自身
のため、また自分の子供たちのために泣くがよい」と言わ
れた（ルカ23：28）。キリストは、目の前の光景から、エ
ルサレム滅亡の時を予見された。その恐るべき場面におい
て、いまキリストのために泣いている者たちの多くが子供
たちと共に滅びるのであった。
イエスの思いは、エルサレムの陥落からさらにもっと

大きなさばきへ移って行った。悔い改めない都の滅亡のう
ちに、イエスは、世界に臨むべき最後の滅亡の象徴をごら
んになった。「そのとき、人々は山にむかって、われわれ
の上に倒れかかれと言い、また丘にむかって、われわれに
おおいかぶされと言い出すであろう。もし、生木でさえも
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そうされるなら、枯木はどうされることであろう」と、イ
エスは言われた（ルカ23：30、31）。生木によって、イエ
スは罪なきあがない主であるご自身を象徴された。神は、
罪とがに対する怒りを、ご自分の愛するみ子の上にそそが
れた。イエスは人類の罪のために十字架にかかられるので
あった。ましてや、罪を犯しつづけた罪人はどんな苦難を
受けねばならないことだろう。悔い改めない者、信じない
者はすべて、ことばに言い表せない悲しみと不幸を知るの
であった。
カルバリーまで救い主について行った群衆の中には、イ

エスがエルサレムに凱旋的な人城をされた時に歓喜のホサ
ナを叫び、しゅろの葉をうちふってそのあとに従った者た
ちがたくさんいた。しかし、みんながそうしているからと
いうのでその時宅を声高らかに賛美した者たちの中に、い
ま「十字架につけよ、十字架につけよ」との叫びを張りあ
げている者たちが少なくなかった。キリストがエルサレム
に乗りこんで行かれた時、弟子たちの望みは頂点にまで高
まった。彼らはイエスと関係があることを非常な名誉に思
い、主の近くによりそっていた。いま、イエスが屈辱のう
ちにあられると、彼らは遠く離れてついて行った。彼らは
悲しみに満たされ、失望のあまり気力を失っていた。イエ
スが「今夜、あなたがたは皆わたしにつまずくであろう。
『わたしは羊飼を打つ。そして、羊の群れは散らされるで
あろう』と、書いてあるからである」と言われたことばが
何とよく実証されたことだろう（マタイ26：31）。
処刑場に着くと、囚人たちは、拷問道具にしばりつけら

れた。2人のどろぼうたちは、彼らを十字架につける人た
ちの手の中であばれた。しかしイエスは、抵抗されなかっ
た。イエスの母は、愛する弟子ヨハネにささえられて、カ
ルバリーまで息子のあとについてきていた。彼女は、イエ
スが十字架の重荷の下に気を失われるのを見ると、イエス
の傷ついた頭の下にささえの手をさしのべたい、かつては [1070]
自分の胸にいだかれたあのひたいを洗ってあげたいと心に
願った。しかし彼女は、この悲しい特権をゆるされなかっ
た。弟子たちと同じように、彼女は、イエスが力をあらわ
して、反対者たちの手からご自身を救い出されるだろうと
いう望みをまだいだいていた。
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しかしいま目の前に起こりつつある場面をイエスが予
告された時に言われたことばを思い出すと、彼女の心はふ
たたび沈んでしまうのであった。どろぼうたちが十字架に
しばりつけられると、彼女は、不安な思いに苦しめられな
がら、見ていた。死人を生きかえらせたお方が、十字架に
かけられるがままになられるだろうか。神のみ子がこんな
にも残酷な殺されかたをされるがままになられるのだろう
か。イエスがメシヤであるという信仰をあきらめなければ
ならないのだろうか。苦悩のうちにあられるイエスにお仕
えする特権さえないままに、イエスの屈辱と悲しみを見な
ければならないのだろうか。彼女はイエスの両手が十字架
の上にひろげられるのを見た。金づちとくぎが持ってこら
れ、先のとがったくぎがやわらかい肉に打ち込まれると、
悲しみに打ちひしがれた弟子たちは、失神しそうなイエス
の母のからだをかかえてこの残酷な場面から連れ出した。
救い主は一言も不平をもらされなかった。そのお顔はあ

いかわらず平静で落ちついていたが、大粒の汗がそのひた
いにたまった。イエスのお顔から死の露をふいてさしあげ
る同情の手も、人間としてのイエスの心をささえる同情と
変わらない忠誠のことばもなかった。兵士たちが彼らの恐
ろしい仕事をしていた時に、イエスは、「父よ、彼らをお
ゆるしください。彼らは何をしているのか、わからずにい
るのです」と、敵のために祈られた（ルカ23：34）。イエ
スの思いは、ご自身の苦難から迫害者たちの罪と、彼らに
のぞむであろう恐るべき報いへ移った。イエスをこんなに
も残酷に扱っている兵士たちに対して、何ののろいのこと
ばも出されなかった。目的の達成に満足気な祭司たちと役
人たちに何の復讐も求められなかった。キリストは、彼ら
の無知と罪をあわれまれた。イエスは、「彼らは何をして
いるのか、わからずにいるのです」と、彼らのゆるしを嘆
願されただけであった（ルカ23：34）。
彼らは、罪深い人類を永遠の滅亡から救うためにこられ

たお方を苦しめているのだということを知っていたら、悔
恨と恐怖の思いにとりつかれたであろう。しかし、知らな
かったということは彼らの罪を帳消しにしなかった。イエ
スを救い主として知り、受け入れることは彼らの特権だっ
たのである。
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彼らのうちのある者たちは、まだ自分の罪をみとめ、
悔い改め、改心するであろう。ある者たちは悔い改めない
で、彼らのためのキリストの祈りが答えられることを不可
能にするであろう。それでも、神の御目的は、同じに達成
されつつあった。イエスは天父の前で、人類の助け主とな
られる権利を獲得しようとしておられた。
敵のために祈られたキリストの祈りは世界を包含して

いた。それは、世の始めから時の終わりまで、かつて生
存し、これからも生存するすべての罪人を含んでいた。す
べての者の上に神のみ子を十字架につけた罪がおかれてい
る。すべての者にゆるしが豊かにさし出されている。望む
者は誰でも、神とやわらぎ、永遠の生命を継ぐことができ
るのである。
イエスが十字架にくぎづけられると、がんじょうな男

たちがそれをもちあげ、そのために用意された場所に乱暴
に落とし込んだ。これは神のみ子に最も激しい苦痛をひき
起こした。ピラトはその時ヘブル語とギリシャ語とラテン
語で罪状書きを書いて、それを十字架上のイエスの頭の上
部につけさせた、それには「ユダヤ人の王、ナザレのイエ
ス」と書かれていた（ヨハネ19：19）。この罪状書きはユ
ダヤ人を怒らせた。ピラトの法廷で、彼らは「彼を十字架
につけよ。. . . . . .わたしたちには、カイザル以外に王はあり
ません」と叫んだ（ヨハネ19：15）。カイザル以外のを認
める者はだれでも反逆者であると彼らは断言した。ピラト
は彼らが表明した意見を書きあらわしたのである。イエス
がユダヤ人の王であるということ以外に何の罪状も書かれ
なかった。この罪状はローマの権力に対するユダヤ人の忠 [1071]
誠を事実上認めるものであった。それは、イスラエルの王
たることを自称する者はだれでも、死刑に値するものと彼
らから判断されることを宣言していた。祭司たちはやり過
ぎたのだ。彼らがキリストの死をたくらんでいた時、カヤ
パは1人の人が国民を救うために死ぬのはよいことだと断言
した。いま彼らの偽善がばくろされた。キリストを滅ぼす
ために、彼らは自分たちの国の存在さえ犠牲にしようとし
ていた。
祭司たちは、自分たちのやったことを見て、ピラトに罪

状書きを書き直してくれるようにたのんだ。「『ユダヤ人
の王』と書かずに、『この人はユダヤ人の王と自称してい
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た』と書いてほしい」と彼らは言った（ヨハネ19：21）。
しかしピラトは自分のこれまでの弱さに腹が立っていたの
で、ねたみ深くてこうかつな祭司たちと役人たちを完全に
軽蔑した。彼は、「わたしが書いたことは、書いたままに
しておけ」と冷淡に答えた（ヨハネ19：22）。
ピラトよりも、あるいはユダヤ人よりも高い権力が、

その罪状書きをイエスの頭上にかけるように命じたのだっ
た。神の摂理によって、それは思いをめざめさせ、聖書を
調べさせるのであった。キリストが十字架につけられた場
所は都に近かった。そのころ、全地から幾千の人々がエル
サレムにきていたので、ナザレのイエスをメシヤと宣言し
ている罪状書きは人々の注目のまとになるのだった。それ
は神がみちびかれた手によって書かれた生きた真理であっ
た。
十字架上のキリストの苦難によって、預言が成就した。

十字架につけられる幾百年も前に、救い主はご自分が受け
られる取り扱いを預言された。主はこう言われた、「まこ
とに、犬はわたしをめぐり、悪を行う者の群れがわたしを
囲んで、わたしの手と足を刺し貫いた。わたしは自分の骨
をことごとく数えることができる。彼らは目をとめて、わ
たしを見る。彼らは互にわたしの衣服を分け、わたしの着
物をくじ引にする」（詩篇22：1618）。イエスの衣服につ
いての預言は、十字架につけられたお方の味方の側もしく
は敵の側の助言や干渉なしに実行された。イエスを十字架
につけた兵士たちに、イエスの衣服が与えられた。キリス
トは、彼らが仲間のあいだで衣服を分け合うときの言い争
いを聞かれた。その下着は縫い日なしに1つに織ったもので
あったので、彼らは、「それを裂かないで、だれのものに
なるか、くじを引こう」と言った（ヨハネ19：24）。
別な預言の中に、救い主は、こう宣言された。「そしり

がわたしの心を砕いたので、わたしは望みを失いました。
わたしは同情する者を求めたけれども、ひとりもなく、慰
める者を求めたけれども、ひとりも見ませんでした。彼ら
はわたしの食物に毒を入れ、わたしのかわいた時に酢を飲
ませました」（詩篇69：20、21）。
十字架につけられて死ぬ者には、その苦痛感をなくす

ために麻痺薬を与えることが許されていた。これがイエス
にさしだされたのであるが、イエスはなめてみてそれをこ
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ばまれた。イエスはご自分の頭をくもらせるようなものは
何1つ受けようとされなかった。イエスの信仰は固く神に
すがっていなければならない。それがイエスの唯一の力で
あった。感覚を麻痺させることは、サタンの乗ずるすきを
与えるのであった。
イエスが十字架にかかっておられると、敵どもはイエス

に向かって怒りをぶちまけた。祭司たち、役人たち、律法
学者たちは、群衆と一緒になって、瀕死の救い主を嘲笑し
た。バプテスマの時と、変貌の時に、キリストをご自分の
み子として宣言される神のみ声が聞かれた。またキリスト
が売り渡される直前に、天父は自らお語りになって、キリ
ストの神性を証明された。しかしいま天からの声は沈黙し
ていた。キリストのために語られるあかしのことばは聞か
れなかった。キリストはただ1人で悪人たちの虐待と嘲笑を
受けられた。
彼らは、「もし彼が神のキリスト、選ばれた者であるな

ら」「十字架からおりてきて自分を救え」と言った（ル
カ23：35、マルコ15：30）。試みの荒野で、サタンは、
「もしあなたが神の子であるなら、これらの石がパンに
なるように命じてごらんなさい。. . . . . .もしあなたが神の子 [1072]
であるなら、下へ飛びおりてごらんなさい」と宣言したの
だった（マタイ4：3、6）。
ところでサタンは、部下の天使たちと、人間の姿をとっ

て、十字架のところにきていた。悪魔と悪天使たちは、祭
司たちや役人たちと協力していた。民の教師たちが無知な
群衆を扇動し、多くの者たちがまだ見たことのなかったお
方に死刑を宣告するように、そしてついにはイエスに不利
なあかしをたてないではいられないようにしたのだった。
祭司たち、役人たち、パリサイ人たちと頑迷なやじ馬たち
は悪魔的な狂気のうちにこの陰謀に加わっていた。宗教界
の指導者たちがサタンや悪天使たちと1つになっていた。彼
らはサタンの命令を実行していたのである。
イエスは、瀕死の苦しみのうちにありながら、祭司たち

が、「他人を救ったが、自分自身を救うことができない。
イスラエルの王キリスト、いま十字架からおりてみるが
よい。それを見たら信じよう」と宣言していることばをの
こらず聞かれた（マルコ15：31、32）。キリストは十字架
からおりることもおできになったのである。しかし罪人が
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神からのゆるしと恵みについて望みをもつことができるの
は、イエスがご自分を救おうとされなかったからである。
預言の解説者と自称していた人たちは、この時彼らが

語ると神の霊感が預言されていたとおりのことばを、救い
主をあざけることばの中にくりかえしていた。しかし彼ら
は、盲目だったので、自分たちが預言を成就していること
がわからなかった。「彼は神にたよっているが、神のおぼ
しめしがあれば、今、救ってもらうがよい。自分は神の子
だと言っていたのだから」とのことばを、嘲笑的に語った
人たちは、そのあかしがその後各時代にわたってなりひび
くとはすこしも思っていなかった（マタイ27：43）。しか
し、あざけりのうちに語られたのではあったが、それらの
ことばによって、人々はこれまでになかったほどに聖書を
探究するようになった。賢い者たちは、聞き、さぐり、深
く考え、そして祈った。聖句と聖句をくらべて、キリスト
の使命の意味がわかるまでは決して満足しない人たちがい
た。キリストが十字架にかかられた時ほど、イエスが広く
一般に知られたことはなかった。十字架の光景を見、キリ
ストのことばを聞いた多くの人々の心に真理の光がさしこ
んでいた。
十字架上で苦しんでおられるイエスにかすかな慰めの

光が1すじさしてきた。それは悔い改めたどろぼうの祈り
であった。イエスといっしょに十字架につけられた男たち
は2人とも、最初イエスをののしっていた。1人は、苦しみ
のあまりますます絶望的な反抗を示すばかりであった。し
かしもう1人の仲間はそうではなかった。この男は常習犯
ではなかった。彼は悪い仲間たちにさそわれて道をふみは
ずしたのであったが、十字架のそばに立って救い主をのの
しっていろ人たちの多くよりも罪が軽かった。彼はかつて
イエスを見、イエスのことばを聞き、その教えによって自
覚させられたが、祭司たちと役人たちのためにイエスから
離れてしまった。
彼は、罪の自覚をおしころそうとして、ますます罪の

深みにとびこみ、ついに捕らえられて犯罪者としてさば
かれ、十字架の死を宣告されたのであった、法廷でも、
カルバリーへの途中でも、彼はイエスといっしよだった。
彼はピラトが、「この人になんの罪も見いだせない」と
断言するのを聞いた（ヨハネ19：4）。彼はイエスの神々
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しい態度に目をとめ、イエスが迫害者たちをあわれんで
ゆるされるのを見た。十字架上で、彼は多くのえらい宗
教家たちが、侮辱的なことばを浴びせ、主イエスをあざ
けるのを見る。彼は揺れる頭を見る。彼は仲間のどろぼ
うが、「あなたはキリストではないか。それなら、自分
を救い、またわれわれも救ってみよ」と非難することば
を聞く（ルカ23：39）。通りかかった人々の中で、多くの
人がイエスを弁護するのを、彼は耳にする。彼らがイエ
スのことばをくりかえし、イエスのみわざについて語るの
を、彼は聞く。これがキリストだという自覚が彼の心によ
みがえる。仲間のどろぼうに向かって、彼は、「おまえは
同じ刑を受けていながら、神を恐れないのか」と言う（ル
カ23：40）。瀕死のどろぼうたちは、もはや人間を恐れる
気持ちは何もない。しかしその中の1人は、恐るべき神がお
られることと、彼をおののかせる将来があることについて [1073]
深い自覚が起こる。しかもいま、罪にけがれたままに彼の
一生の経歴がとじられようとしている。彼はうめきながら
言う。「お互いは自分のやった事のむくいを受けているの
だから、こうなったのは当然だ。しかし、このかたは何も
悪いことをしたのではない」（ルカ23：41）。
もう問題はない。疑いもなければ、罪のとがめもない。

有罪を宣告された時、このどろぼうは絶望し、自暴自棄
になった。しかしいま、ふしぎな、やさしい思いがわきあ
がってくる。彼は、イエスが病人をいやし、罪をゆるされ
たことなど、イエスについて聞いたことをみな心に思い起
こす。彼は、イエスを信じて泣きながらついてきた人たち
のことばを聞いた。彼は、救い主の頭上の罪状書きを見て
読んだ。彼は、通りかかりの人たちが、ある者は悲しみに
ふるえる唇で、ある者はやじとあざけりをもってその罪状
書きを読むのを聞いた。
聖霊は彼の心を照らし、すこしずつ証拠の鎖がつなが

る。打たれ、あざけられ、十字架にかけられているイエス
のうちに、彼は、世の罪をとり除く神の小羊を見る。死に
かけている無力な魂が、瀕死の救い主に身をまかせると、
彼の声には苦悩の中に望みがまじる。「イエスよ、あなた
が御国の権威をもっておいでになる時には、わたしを思い
出してください」と、彼は叫ぶ（ルカ23：42）。
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すぐに応答があった。その調子はやわらかく、音楽の
ようで、そのことばは愛と憐れみと力に満ちていた。きょ
う、よく言っておくが、あなたはわたしと一緒にパラダイ
スにいるであろう。
長い幾時間かの苦悩のあいだ、ののしりとあざけりがイ

エスの耳にひびいてきた。イエスが十字架にかかられても
まだ、やじとのろいの声がみもとに舞いあがってくる。待
ちこがれる思いで、イエスは、弟子たちから何か信仰のこ
とばを聞きたいと耳をすまされた。しかしイエスがお聞き
になったのは、「わたしたちは、イスラエルを救うのはこ
の人であろうと、望みをかけていました」という悲しげな
ことばだけであった（ルカ24：21）。だから、この死にか
かったどうぼうが口にした信仰と愛のことばは、救い主に
とってどんなにうれしかったことだろう。有力なユダヤ人
たちがイエスをこぼみ、弟子たちさえイエスの神性を疑っ
ているのに、このかわいそうなどろぼうは、永遠の門口に
立って、イエスを主と呼んでいる。イエスが奇跡を行われ
た時や、墓からよみがえられたあとでは、多くの人たちが
よろこんでイエスを主と呼んだ。しかし十字架上で死にの
ぞんでおられるイエスを主と認めたのは、最後のまぎわに
救われたこの悔い改めたどろぼうだけであった。
見物人たちは、このどろぼうがイエスを主と呼んだ時そ

のことばを聞いた。悔い改めた人間の語調が彼らの注意を
ひいた。十字架の下でキリストの衣服を争い、下着をとる
のにくじを引いていた者たちは、動きをとめて耳をすまし
た。彼らの怒った口調がやんだ。息をころして彼らはキリ
ストを見あげ、その瀕死の唇から出る答を待った。
イエスが約束のことばを語られた時、十字架をおおって

いるようにみえた暗雲をつらぬいて明るい新鮮な光がさし
た。神に受け入れられたという完全な平安が悔い改めたど
ろぼうにのぞんだ。キリストは屈辱のうちにあってあがめ
られた。ほかのすべての者の目には征服されたお方に見え
たイエスが征服者であった。主は罪を負うお方として認め
られた。人々はイエスの人としての肉体に力を行使するだ
ろう。彼らはいばらの冠でその聖なるこめかみを刺すだろ
う。彼らはイエスからその衣服をはぎとり、それを分配す
るのに争うだろう。しかし彼らは、イエスから罪をゆるす
権利を奪うことはできない。死にのぞんで、イエスは、ご
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自身の神性と、天父の栄光についてあかしをたてられる。
「主の手が短くて、救い得ないのではない。その耳が鈍く
て聞き得ないのでもない」（イザヤ59：1）。彼によって神
に来る人々を、いつも救うことがイエスの王権である（ヘ
ブル7：25参照）。
わたしはきょうあなたに告げる、あなたはわたしといっ

しょにパラダイスにいるであろう。キリストはどろぼうが
その日にキリストと一緒にパラダイスにはいることを約束
されなかった。キリストご自身その日にパラタマスに行か [1074]
れなかった。主は墓に眠って、よみがえられた朝、「わた
しは、まだ父のみもとに上っていない」と言われた（ヨハ
ネ20：17）。しかし十字架につけられた日、すなわち敗北
と暗黒にみえたその日に、この約束が与えられた。「きょ
う」、犯罪人として十字架上で死にのぞんでおられるが、
キリストはこのかわいそうな罪人に、「あなたはわたしと
いっしょにパラダイスにいるであろう」と保証される。
イエスと一緒に十字架につけられたどろぼうたちは、

「イエスをまん中にして、. . . . . .両側に」つけられた（ヨハ
ネ19：18）。これは祭司たちと役人たちの指図であった。
どろぼうたちの間のキリストの位置は、彼が3人の中で最も
重い罪人であることを示すのであった。このようにして、
彼は「とがある者と共に数えられた」との聖句が成就した
（イザヤ53：12）。しかし祭司たちは自分たちの行為の意
味が十分にわからなかった。イエスがどろぼうたちと一緒
に十字架につけられて「まん中に」おかれたように、キリ
ストの十字架は、罪のうちにある世のまん中に置かれた。
そして、悔い改めたどろぼうに語られたゆるしのことば
は、地の果てまで照らす光をともした。
心と体に最も激しい苦痛を受けながら、人のことしか思

わず、悔い改めた魂が信ずるように励まされたイエスの限
りない愛を、天使たちは驚嘆して見守った。屈辱のうちに
あって、イエスは、預言者としてエルサレムの娘たちに語
りかけ、祭司また助け主として殺人者たちのためのゆるし
を天父に嘆願し、愛情深い救い主として悔い改めたどろぼ
うの罪をゆるされた。
イエスが周囲の群衆を見まわされた時、1つの姿が彼の

注意をひいた。十字架の足下に、イエスの母が、弟子の
ヨハネにささえられて立っていた。彼女は息子のそばから
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離れていることに耐えられなかった。そこでヨハネが、イ
エスの臨終が近いことを知って、彼女をもう1度十字架の
ところへ連れてきたのだった。臨終の際にも、キリストは
母をお忘れにならなかった。悲しみにうちひしがれた母の
顔をじっとごらんになってから、その目をヨハネに移し、
母に「婦人よ、ごらんなさい。これはあなたの子です」と
言って、次にヨハネに「ごらんなさい。これはあなたの母
です」と言われた（ヨハネ19：26、27）。ヨハネはキリス
トのことばを理解し、その責任を引き受けた。彼はすぐに
マリヤを自分の家へ連れて行き、その時から彼女をやさし
く世話した。ああ、何と憐れみ深く、やさしい救い主だろ
う。肉体の苦痛と精神の苦悩の最中に、母のために思いや
りの深い心づかいを示されるとは。イエスは母を安楽にす
るお金がなかった。しかしヨハネはイエスを大事なお方に
思っていたので、イエスは、ご自分の母をこのヨハネにと
うとい遺産としてお与えになった。こうしてイエスは、母
のために最も必要なものをお備えになった。それは彼女が
イエスを愛するがゆえに彼女を愛する者のやさしい同情で
あった。こうしてヨハネは、聖なる責任として彼女を引き
受けることによって、大きな祝福を受けていた。彼女は、
ヨハネの愛する主をいつも思い出させてくれる存在であっ
た。
キリストの子としての愛の完全な模範がくもりのない輝

きをもって長い年月の霧の中から光を放っている。イエス
は30年近くの間、毎日の労働によって家庭の重荷を負う助
けをされた。そしていま、最後の苦悩のうちにあっても、
イエスは、悲しんでいるやもめの母のために道を備える
ことをお忘れにならない。この同じ精神が主の弟子の一人
一人にみられるであろう。キリストに従う者たちは、親を
敬い、養うことを彼らの宗教の一部と考えるであろう。父
と母は、キリストの愛の宿っている心を持った子からかな
らず思いやりのある世話とやさしい同情とを受けるであろ
う。
さて栄光の主は、人類のあがないとしていま死なれる

のであった。そのとうとい生命をささげるに当たって、キ
リストは勝利の喜びによってささえられなかった。すべて
が重苦しく陰うつであった。キリストに重くのしかかって
いたのは死の恐怖ではなかった。言い表しようのないキリ
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ストの苦悩をひき起こしたのは十字架の苦痛と恥辱ではな
かった。キリストは受難者たちの君であった。しかし、主
の苦難は、罪の害毒についての意識、すなわち人間は罪と
親しむことによってその無法さに対して盲目になったこと [1075]
を知られたからであった。罪が深く人の心にくいこみ、そ
の力をたちきろうとする者が少ないのをキリストはごらん
になった。キリストは、神からの助けがなければ人間は滅
びなければならないことを知り、多くの者が十分な助けを
目の前にしながら滅びて行くのをごらんになった。
われわれの身代りまた保証人としてキリストの上にわれ

われ全部の者の不義がおかれた。律法による有罪の宣告か
らわれわれをあがなわんがために、キリストは、罪人にか
ぞえられた。アダムの子孫一人一人の不義がキリストの心
に重くのしかかった。罪に対する神の怒り、不義に対する
神の不興の恐るべきあらわれが、み子の魂を非常な驚きと
恐れで満たした。一生の間、キリストは、天父の憐れみと
ゆるしの愛についてのよい知らせを堕落した世に宣伝して
こられた。罪人のかしらの救いがキリストのテーマであっ
た。
しかしいま、自ら負っておられる不義の恐るべき重さ

で、キリストは、天父のやわらぎのみ顔を見ることがおで
きにならない。この最高の苦悩の時に神のみ顔が見えなく
なったために、救い主の心は、人にはとうていわからない
悲しみに刺し通された。この苦悩は、肉体的な苦痛などほ
とんど感じられないほど大きかった。
サタンは激しい試みでイエスの心を苦しめた。救い主は

墓の入口から奥を見通すことがおできにならなかった。キ
リストが征服者として墓から出てこられることや、犠牲が
天父に受け入れられることについて望みは与えられなかっ
た。キリストは、罪が神にとって不快なものであるため、
ご自分と神との間が永久に隔離されるのではないかと心配
された。キリストは、不義の人類のためにあわれみのとり
なしがやんだ時に罪人が感じる苦悩を感じられた。キリス
トが飲まれたさかずきをこんなにもにがいものとし、神の
み子を悲しませたのは、人類の身代りとしてキリストに神
の怒りをもたらしている罪についての観念であった。
天使たちは救い主の絶望的な苦悩を驚きの念をもって

見た。天の万軍はこの恐るべき光景に顔をおおった。あな
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どられて死んでいかれる創造主に非情の自然界さえ同情を
表した。太陽はその恐るべき光景を見るのをこぼんだ。太
陽の豊かな、明るい光線が真昼の地上を照らしていたが、
突然にその光がかき消されたようにみえた。葬式の黒布の
ように、真の暗やみが十字架を包んだ。「地上の全面が暗
くなって、3時に及んだ」（マタイ27：45）。月も星もな
い真夜中のようなこの深い暗やみは、日蝕のせいでもなけ
れば、ほかの自然現象のせいでもなかった。それは後世の
人々の信仰を一層固めるために神がお与えになった超自然
のあかしであった。
この深い暗やみのうちに神のこ臨在がかくされた。神は

暗やみを幕屋とし、その栄光を人間の目からかくされる。
神と聖天使たちは、十字架のそばにおられた、天父はみ
子と共におられた。しかし神のこ臨在はあらわされなかっ
た。もし神の栄光が雲からひらめきわたったら、見ている
人間はみな滅ぼされたであろう。
しかもキリストは、この恐るべき時に、天父のこ臨在に

よって慰めを受けられないのであった。主は1人で酒ぶねを
踏まれ、もろもろの民のなかには彼と事を共にする者がな
かった（イザヤ63：3参照）。
神は、み子の人間としての最後の苦悩を、深いやみの

なかにおおいかくされた。苦難のうちにあるキリストを
見た者はみな、キリストの神性を確信していた。そのお顔
は、1度見た人は、決して忘れなかった。カインの顔が殺人
者としての彼の罪悪を表していたように、キリストのお顔
は、潔白、平静、慈愛——神のみかたちを表した。しかし
キリストを訴えた者たちは、天のしるしに注意しようとし
なかった。長時間にわたる苦悩の間中、キリストは、嘲笑
する群衆の視線を浴びておられたが、いま彼は憐れみ深く
も神のマントにかくされた。
死の沈黙がカルバリーにおそってきたように思えた。十

字架のまわりに集まっていた群衆は言いようのない恐怖に
とらえられた。のろいとののしりは、なかば言いかけたこ
とばのままやんだ。男も女も子供たちも地にひれふした。[1076]
あざやかないなずまが時々雲からひらめいて、十字架とそ
こにつけられているあがない主を照らした。祭司たち、役
人たち、律法学者たち、死刑執行人たち、群衆はみな自分
たちの報いの時がきたと思った。しばらくすると、ある人
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たちはイエスがいま十字架からおりてこられるだろうとさ
さやいた。ある人たちは胸をうち、恐怖のあまり泣きなが
ら、道を手さぐりで都の方へ引き返そうとした。

3時になって、暗やみは人々のまわりから晴れたが、ま
だ救い主をつつんでいた。それは主の心に重くのしかかっ
ている苦悩と恐怖の象徴であった。誰の目も十字架をつつ
んでいる暗黒を見通すことができず、だれも苦しんでおら
れるキリストの魂をおおっている一層深い暗黒を見通すこ
とはできなかった。十字架にかかっておられるイエスをめ
がけて怒りのいなずまが投げつけられるようにみえた。そ
の時「イエスは大声で『エロイ、エロイ、ラマ、サバクタ
ニ』と叫ばれた。それは『わが神、わが神、どうしてわた
しをお見捨てになったのですか』という意味である」（マ
ルコ15：34）
そとの暗やみが救い主のまわりに集まると、多くの声が

叫んで言った、天の報いが彼に向けられたのだ、彼は神の
み子であると称したので、神の怒りのいなずまが彼をめが
けて投げつけられたのだと。イエスを信じていた多くの者
たちは、イエスの絶望的な叫びを聞いた。彼らから望みが
消えた。もし神がイエスを捨てられたのだったら、イエス
に従っている者たちは何に信頼することができよう。
キリストの重苦しい心から暗やみが晴れると、肉体的

な苦痛の意識がよみがえり、主は「わたしは、かわく」と
言われた（ヨハネ19：28）。ローマの兵士の1人が、かわい
た唇を見て同情し、ヒソプの茎につけた海綿を酢のうつわ
に浸して、それをイエスにさし出した。しかし祭司たちは
イエスの苦悩をあざけった。暗やみが地をおおった時彼ら
は恐怖に満たされたが、その恐怖がしずまると、イエスが
逃げはされないかという恐れがふたたび起こった。「エロ
イ、エロイ、ラマ、サバクタニ」というイエスのことばを
彼らはまちがって解釈した。にがにがしい軽蔑と嘲笑とを
もって、彼らは「あれはエリヤを呼んでいるのだ」と言っ
た（マタイ27：47）。イエスの苦難をやわらげる最後の機
会を彼らはこぼんだ。「待て、エリヤが彼を救いに来るか
どうか、見ていよう」と彼らは言った（マタイ27：49）。
けがれのない神のみ子は、その肉体はむち打ちで裂け、

しばしば祝福のうちにさし出されたその手は横木に釘づけ
られ、愛の奉仕に疲れを知らなかったその足は木にうちつ
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けられ、王の頭はいばらの冠で刺され、ふるえる唇は苦悩
の叫びにかたどられて、十字架にかかっておられた、しか
もイエスがしのばれたすべてのことは——その頭と手と足
から流れた血のしたたり、その肉体を苦しめた苦痛、天父
のみ顔がかくされた時にその魂を満たした言いようのない
苦悩——人類の子らの一人一人に向かって、神のみ子がこ
の不義の重荷を負うのを承諾されるのはあなたのためであ
り、死の支配をたちきって、パラダイスの門を開かれるの
はあなたのためであると語っている。
荒れ狂う波をしずめて、泡立つ大波の上をあるかれた

お方、悪鬼をふるえあがらせ、病気を追い出されたお方、
目の見えない人の目を開き、死人をいのちによみがえらせ
たお方が、いけにえとしてご自分を十字架上にささげられ
る、しかもそれはあなたを愛されるからである。罪を負う
お方であるイエスが、神の正義の怒りをしのび、あなたの
ために罪そのものとなられる。
沈黙のうちに、目撃者たちは、この恐るべき光景の結

末を見守った。太陽が輝き出たが、十字架はまだ暗黒につ
つまれていた。祭司たちと役人たちはエルサレムの方を見
た。すると見よ、濃い雲が都とユダヤの平原のあたりにか
たまっていた。義の太陽、世の光であられるキリストは、
かつてはめぐまれた都エルサレムから、その光をひきあげ
ておられた。神の怒りのすさまじいいなずまがこの滅ぶべ
き都に向けられた。
突然十字架のまわりの暗黒が晴れ、天地にひびきわた

るようなはっきりしたラッパの調子で、イエスは「すべて[1077]
が終った」「父よ、わたしの霊をみ手にゆだねます」と叫
ばれた（ヨハネ19：30、ルカ23：46）。ひとすじの光が十
字架をとりまき、救い主のお顔は太陽のような栄光に輝い
た。それから主は頭を胸にたれて、息をひきとられた。
恐ろしい暗黒のさなかに、神に見すてられたようにみ

える中にあって、キリストは人間の苦悩のさかずきを最
後の1滴まで飲みほされた。その恐るべき時に、主は、ご
自分が天父に受け入れられたことについて、これまで与え
られていた証拠によりたのまれた。イエスは天父の性格を
よく知っておられた。イエスは天父の正義、あわれみ、大
きな愛をわかっておられた。父に従うことがイエスの喜び
であったが、信仰によってイエスは父に信頼された。こう
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して、服従のうちにご自分をまったく神にまかせられた時
に、天父の恩恵が失われたという意識はなくなった。信仰
によってキリストは勝利者となられた。
このような光景は、この地上でみられたことがなかっ

た。群衆は麻痺したように、息をころして救い主をみつめ
た。ふたたび暗黒が地をおおい、重々しいかみなりのよう
なにぶい音が聞こえた。
すると激しい地震が起こった。人々はかたまりになっ

て揺れた。激しい混乱と胆をつぶすような驚きがつづいて
生じた。まわりの山で岩が真二つに割れ、音をたてて平原
へなだれ落ちた。墓が口を開き、死人がその墓所から投げ
出された。天地がこなみじんになるように思えた。祭司た
ち、役人たち、兵士たち、執行人たち、人々は、恐怖で声
も出ず地面にうつ伏せに倒れた。
「すべてが終った」との大声がキリストの口から出た

時、祭司たちは宮で務めを行っていた。夕ベのいけにえを
ささげる時間であった。キリストを象徴する小羊が、殺さ
れるために連れてこられていた。深い意味のある美しい衣
を着た祭司が、ちょうどアブラハムが息子を殺そうとした
時のように、ナイフをふりあげていた。人々は熱心にじっ
と見つめていた、しかし地が揺れ動く。主ご自身が近づか
れるからである。引き裂ける音をたてて宮の内部の幕が上
から下まで目に見えない手で裂かれ、かつては神のこ臨在
に満たされていた場所が群衆の目の前に開かれる。この場
所にシカイナがとどまっていたのだ。ここで神は贈罪所の
上のあたりに栄光を現されたのだ。宮のこの部屋とほかの
部分とを仕切っている幕は、大祭司のほかはだれもあけた
ことはなかった。大祭司は、民の罪のあがないをなすため
に、1年に1度この中に入って行った。ところが見よ、その
幕が真二つに裂けている。地上の聖所の至聖所はもはや神
聖なものではない。
すべてが恐怖であり、混乱である。祭司はまさにいけ

にえを殺そうとしている。しかしそのナイフは感覚を失っ
た手から落ち、小羊は逃げ去る。神のみ子の死によって、
型が本体に合ったのである。大いなるいけにえがささげら
れたのである。至聖所への道が開かれている。新しい、生
きた道がすべての人のために備えられる。罪を悲しむ人間
は、もはや大祭司が出てくるのを待つ必要はない。これか
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らは救い主がもろもろの天の天において祭司また助け主と
して務めを行われるのである。あたかも生きた声が礼拝者
たちに向かって、罪のためのいけにえと献げ物はもう全部
終ったと語られたかのようであった。
「神よ、わたしにつき、巻物の書物に書いてあると

おり、見よ、御旨を行うためにまいりました」とのみこ
とばにしたがって、神のみ子がこられたのである（ヘブ
ル10：7）。キリストは、「ご自身の血によって、1度だけ
聖所にはいられ、それによって永遠のあがないを全うされ
たのである」（ヘブル9：12）。



第第第79章章章　　　「「「すすすべべべてててががが終終終っっったたた」」」

イエスは、ご自分がするためにおいでになった働きをな
しとげ、臨終の息の下から「すべてが終った」と叫ばれた
時にはじめて息を引きとられた（ヨハネ19：30）。戦いは
勝利であった。イエスの右手とその聖なる腕が勝利をもた [1078]
らしたのであった。征服者として、イエスは、その旗を永
遠の高地にうちたてられた。天使たちの間に喜びがなかっ
ただろうか。全天は救い主の勝利に凱歌をあげた。サタン
は敗北し、彼の王国が失われたことを知った。
天使たちと他世界の住民たちにとって、「すべてが終っ

た」という叫びは深い意味があった。大いなるあがない
の働きがなしとげられたのは、われわれのためばかりで
なく、また彼らのためでもあった。彼らは、われわれと共
に、キリストの勝利の結果を分かち合うのである。
キリストが死なれてはじめて、サタンの性格が天使た

ちや他世界の住民たちにはっきりわかった。大背信者は欺
備の衣を着ていたので、聖者たちでさえ彼の原則を理解し
ていなかった。彼らは、サタンの反逆の性質をはっきりわ
かっていなかった。
神に反逆したのはすばらしい力と栄光を持った者であっ

た。ルシファーについて、主は、「あなたは知恵に満ち、
美のきわみである完全な印である」と言っておられる（エ
ゼキエル28：12）。ルシファーはおおうことをなす天使で
あった。彼は神のこ臨在の光の中に立っていた。彼はすべ
ての被造物の中で最高の者であって、神の意図が宇宙に知
らされるときにはいちばん先に彼に知らされた。罪を犯し
てから、彼のあざむく力はますます欺隔的になり、彼が天
父とともに高い地位を保っていたためにその正体をばくろ
することがますます困難となった。
神は、人が小石を地面に投げるようにたやすくサタンと

その同調者たちを滅ぼすこともおできになった。しかし神
はそうなさらなかった。反逆を暴力によって征服してはな
らなかった。

791
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強制的な力はサタンの統治だけにみられるものである。
主の原則はこのような種類のものではなかった。主の権威
は、恩恵、憐れみ、愛の上におかれている。このような原
則を示すことが用いるべき手段である。神の統治は道徳的
であり、真実と愛が有力な力となるのである。
物事を安全という永遠の基礎の上におくことが神の御目

的だったので、天の会議では、サタンがその統治制度の基
礎となっている原則を発揮する時間を与えるべきだという
ことが決定された。サタンは自分の原則が神の原則よりも
すぐれていると主張していた。そこでサタンの原則が天の
宇宙に知れ渡るように、それを発揮させる時間が与えられ
た。
サタンが人類に罪を犯させたので、あがないの計画が実

施された。4000年の間、キリストは人類を高めるために働
かれたが、サタンは人類を堕落させ、滅ぼすために働いて
いた。天の宇宙はそれをすべて目に見たのであった。
イエスがこの世にこられると、サタンの力はイエスに

向けられた。イエスが赤ん坊としてベツレヘムにお生れに
なった時から、横領者サタンはイエスを滅ぼすために働い
た。サタンは、イエスが完全な子供、欠点のないおとな、
聖なる公生涯、きずのないいけにえとなられないように、
あらゆる手段をつくした。しかし彼は敗北した。彼はイ
エスに罪を犯させることができなかった。彼はイエスを落
胆させたり、イエスをこの地上でなすためにおいでになっ
た働きから追い出すことができなかった。荒野からカルバ
リーまで、サタンの怒りの嵐がイエスを襲ったが、嵐が容
赦なく吹きつけるほど神のみ子は一層固く天父のみ手にす
がって、血に染まった道を進んで行かれた。イエスを圧迫
し、うち倒そうとするサタンのあらゆる努力は、イエスの
傷もないご品性を一層純潔な光に照らしただけであった。
全天と他世界は、争闘の証人であった。彼らはどんなに

熱心な興味をもって戦いの終りの場面を見守ったことだろ
う。彼らは、救い主がゲッセマネの園にはいって行かれ、
その魂が大いなる暗黒の恐怖にうなだれるのを見た。「わ
が父よ、もしできることでしたらどうか、この杯をわたし
から過ぎ去らせてください」とのイエスの苦痛の叫びを、
彼らは聞いた（マタイ26：39）。



第79章　「すべてが終った」 793

天父のこ臨在がかくされた時、彼らは、イエスが死との
最後の大きな戦いにまさるはげしい悲しみに満たされるの
を見た。イエスの毛あなからは血の汗が吹き出して地面に [1079]
したたり落ちた。救いを求める祈りが、イエスの口から3度
しぼり出された。天はその光景を見ていることができなく
て、慰めの使者が神のみ子のもとへつかわされた。
天は、犠牲者イエスが殺人的な暴徒たちの手に売り渡さ

れ、嘲笑と暴力によって次々と裁判に追いたてられるのを
見た。天は、迫害者たちが、イエスのいやしい生れを冷笑
するのを聞いた。天は、イエスの最も愛された弟子の1人
がきたないことばで主をこばむのを聞いた。天は、サタ
ンの狂気じみた働きと、彼が人々の心に及ぼす力を見た。
ああ、何という恐るべき光景だろう。救い主は真夜中に
ゲッセマネで捕らえられ、邸から法廷へとあちらこちらへ
引っぱりまわされ、祭司たちの前で2度、サンヒドリンの前
で2度、ピラトの前で2度、ヘロデの前で1度訴えられ、あざ
けられ、むち打たれ、有罪を宣告され、十字架につけられ
るために連れ出され、エルサレムの娘たちの嘆きとやじ馬
連の冷笑の中で、十字架という重荷を負って運ばれた。
天は、キリストが十字架にかかり、傷ついたそのこめか

みから血が流れ、血の色をした汗がそのひたいにたまるの
を、悲しみと驚きの思いをもってながめた。十字架をたて
るために穴をあけられた岩の上に、イエスの手と足から血
が1滴また1滴と落ちた。釘をうたれた傷は、体の重みに手
がひきずられるために大きな口をあけた。イエスの魂が、
世の罪の重荷の下にあえぐたびに、その苦しい呼吸は早
く、重くなった。恐ろしい苦難のさなかに、「父よ、彼ら
をおゆるしください。彼らは何をしているのか、わからず
にいるのです」とのキリストの祈りがささげられた時、全
天は驚嘆の思いに満たされた（ルカ23：34）。しかもそこ
には、神のみかたちにつくられた人間たちが、神のひとり
子のいのちをうちくだくために加わっているのであった。
天の宇宙にとって、それは何という光景だったことだろ
う。
暗黒の支配と権威である悪天使たちは十字架のまわり

に集まって、人々の心に不信という恐ろしい影を投げかけ
た。主がこれらの天使たちをみ座の前に立っ者として創造
された時、彼らは美しく、栄光に輝いていた。彼らの美し
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さと聖潔は、その高い地位にふさわしかった。彼らは神の
知恵に富み、天の美しい装いをまとっていた。彼らはエホ
バに仕える者であった。しかし誰の目にも、これらの堕落
した天使たちが、かつては天の宮廷で奉仕した輝かしいセ
ラピムであったとは見えない。
サタンの軍勢は悪人たちと組んで、キリストが罪人の

かしらであると人々に信じさせ、キリストを憎悪のまとに
しようとした。十字架にかかられたキリストをあざけった
者たちは、最初の大反逆者の精神を吹きこまれていた。サ
タンは彼らに下品でいまわしいことばをつめこんだ。彼は
人々に嘲笑を吹きこんだ。しかしこうしたことをどんなに
やってみても、彼は何にも得るところがなかった。
もしキリストのうちに1つの罪でも見いだされたら、ま

たキリストが恐るべき拷問をのがれるために一点でもサタ
ンに屈服されたら、神と人類との敵は勝利したのである。
キリストは頭をたれてなくなられたが、信仰と神への服従
を固く保たれた。「その時わたしは、大きな声が天でこう
言うのを聞いた、『今や、われらの神の救と力と国と、神
のキリストの権威とは、現れた。われらの兄弟らを訴える
者、夜昼われらの神のみまえで彼らを訴える者は、投げ落
された』」（黙示録12：10）。
サタンは自分の仮面が引きはがされたことを知った。彼

の統治は堕落していない天使たちと天の宇宙の前に公開さ
れた。彼は殺人者の正体を現した。神のみ子の血を流すこ
とによって、彼は天の住民の同情をまったく失ってしまっ
た。それからのち彼の働きは制限された。どんな態度を装
おうと、彼はもはや天使たちが天の宮廷から出てくるのを
待ち伏せて、キリストの兄弟たちが暗黒の衣と罪のけがれ
を着ていると彼らに訴えることができなくなった。サタン
と天の世界との間の同情という最後のつながりがたちきら
れた。
しかしサタンは、その時まだ滅ぼされなかった。天使た

ちは、その時になってもまだ、大争闘に含まれていること[1080]
をみな理解しているわけではなかった。問題となっている
原則をもっとはっきり示す必要があった。人のために、サ
タンの存在を続けさせねばならなかった。天使はもちろん
人も、光の君と暗黒の君との相違を見なければならない。
人は自分の仕えるべきものを選ばねばならない。
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大争闘の始めに、サタンは、神の律法は従うことので
きないものである、義と憐れみは両立しない、もし律法
を破ったら罪人がゆるされることは不可能だと宣言した。
すべての罪は罰を受けねばならない、もし神が罪の罰を免
除されるなら、神は真実と義の神ではないと、サタンは主
張した。人類が神の律法を破り、神のみこころに反抗した
時、サタンは狂喜した。律法は従うことのできないものだ
ということがわかった、人類はゆるしを得ることはできな
いのだと、サタンは断言した。サタンは、自分が反逆した
あと、天から追放されたので、人類も永久に神の恩恵から
しめ出されるべきであると要求した。神は義であるなら、
罪人にあわれみを示すことはできないはずだと、彼は言い
張った。
しかし、人は、たとえ罪人であっても、サタンの立場

とは異なっていた。天におけるルシファーは神の栄光とい
う光のうちにあって罪を犯したのである。彼には、ほかの
どんな被造物に対するよりも神の愛の現れが与えられてい
た。神のご品性を理解し、神の恵みがわかっていながら、
サタンは、自分自身の利己的で勝手な意思に従うことを
選んだ。この選択は決定的なものであった。彼を救うため
に神がおできになることはもうなかった。一方、人はだま
されたのであった。人の心は、サタンの誰弁によって暗く
なったのだった。人は、神の愛の高さと深さを知らなかっ
た。神の愛を知る時に、人には望みがあった。神のご品性
を見ることによって、人は神のみもとにひきもどされるか
もしれなかった。
イエスを通して、神の憐れみが人類にあらわされた。だ

が憐れみは義を無視しない。律法は、神のご品性の特質を
あらわしているので、その一点一画も、堕落した状態にあ
る人間に合うように変えることはできない。神は律法を変
更しないで、人のあがないのためにキリストを通して犠牲
を払われた。「神はキリストにおいて世をご自分に和解さ
せ」られた（Ⅱコリント5：19）。
律法は義すなわち正しい生活、完全な品性を要求する。

しかし人はそれを与えることができない。彼は神の聖な
る律法の要求に応ずることができない。けれどもキリス
トは、人としてこの地上においでになって、聖なる一生
を送り、完全な品性を発達させられた。これらのものを、



796 各時代の希望

キリストは受け入れる人には誰にでも無料の贈り物として
提供される。キリストの一生は人の一生の代わりとなる。
こうして人は、神の寛容によって、過去の罪をゆるされる
のである。のみならずキリストは、人のうちに神の属性を
うえつけてくださる。キリストは人の品性を神のご品性に
かたどって、霊的な力と美しさを備えたりっぱな織物とし
てくださる。こうして律法の義そのものが、キリストを信
ずる者のうちに成就されるのである。「神みずからが義と
なり、さらに、イエスを信じる者を義とされるのである」
（ローマ3：26）。
神の愛は、憐れみのうちにばかりでなく義のうちにもあ

らわされた。義は神のみ座の基礎であり、神の愛の実であ
る。憐れみを真実と義から引き離そうとするのがサタンの
意図であった。彼は神の律法の義が平和の敵であることを
証明しようと努力した。しかしキリストは、神のご計画の
うちにあってこの両者は離すことができないほど密接に結
合しており、一方がなければ他方は存在し得ないことを示
しておられる。「いつくしみと、まこととは共に会い、義
と平和とは互に口づけ」する（詩篇85：10）。
キリストは、ご自分の一生と死によって、神の義はその

憐れみを滅ぼすものではなく、罪がゆるされ、律法が正し
く完全に従うことのできるものであることを証明された。
サタンの非難の誤りは明らかにされた。神はご自分の愛に
ついてまちがうことのない証拠を人類にお与えになった。
するとこんどは別な欺瞞が持ち出されることになった。

サタンは、憐れみが義を滅ぼし、キリストの死が天父の律[1081]
法を廃止したと宣言した。しかしもし律法を変えたり、廃
止したりすることが可能であったら、キリストは死なれる
必要がなかったのである。律法を廃することは、罪とがを
不滅なものにし、世をサタンの支配下におくことになる。
イエスが十字架上にあげられたのは、律法が不変であった
からであり、律法の戒めに従うこと以外に人が救われる道
はなかったからである。それなのに、キリストが律法を確
立された手段そのものを、サタンは律法を廃するものであ
ると言った。この点について、キリストとサタンとの間の
大争闘における最後の戦いが起こるのである。
神ご自身のみ声によって語られた律法には欠点がある、

いくつかのある箇条は廃止されたのだというのが、サタン
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がいま持ち出している主張である。これはサタンが世にも
ちこむ最後の大欺瞞である。彼は律法の全体を攻撃する必
要はないのである。もし人々に1つの戒めを無視させること
ができるならば、彼の目的は達成されるのである。「なぜ
なら、律法をことごとく守ったとしても、その1つの点にで
も落ち度があれば、全体を犯したことになるからである」
（ヤコブ2：10）。1つの戒めを破ることに同意することに
よって、人はサタンの権力下にはいるのである。神の律法
を人間の律法ととり代えることによって、サタンは世を支
配しようとねらっている。この働きは預言の中に予告され
ている。サタンを代表している大きな背信的な権力につい
て、こう宣言されている。「彼は、いと高き者に敵して言
葉を出し、かつ、いと高き者の聖徒を悩ます。彼はまた時
と律法とを変えようと望む。聖徒は. . . . . .彼の手にわたされ
る」（ダニエル7：25）
人々は神の律法に対抗するためにかならず人間の律法を

定めるであろう。彼らはほかの人々の良心を強制しようと
し、人間の律法を励行しようとする熱心のあまり、同胞を
迫害するであろう。
神の律法に対する戦いは、天に始まったが、それは世の

終りまで続くであろう。どの人もみな試みられる。全世界
の人々が、従うか従わないかの問題を決定しなければなら
ない。すべての人が、神の律法か人の律法かをえらばせら
れるのである。この点で区別の線が引かれる。2種類の人た
ちしかいないのである。どの人の品性も完全に明らかにさ
れる。そして彼らはみな、忠誠の側をえらんだかそれとも
反逆の側をえらんだかを示すのである。
それから終りが来る。神はご自分の律法の正しさを立

証し、その民を救われる。サタンと、サタンに加わった
者たちはみな断たれるのである。罪と罪人は、根も枝も
滅びる（マラキ4：1参照）。サタンは根であり、サタンに
従う者たちは枝である。そのとき次のことばが悪の君に実
現するのである。「あなたは自分を神のように賢いと思っ
ているゆえ、. . . . . .守護のケルブはあなたを火の石の間か
ら追い出した。. . . . . .あなたは恐るべき終りを遂げ、永遠
にうせはてる」。その時「悪しき者はただしばらくで、
うせ去る。あなたは彼の所をつぶさに尋ねても彼はいな
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い」「彼らは. . . . . .かつてなかったようになる」（エゼキエ
ル28：6、16、19、詩篇37：10、オバデヤ16）。
これは神の側における専制的な権力行為ではない。神

の憐れみをこばむ人たちは、自分がまいたものを刈り取る
のである。神は生命の泉である。しかし罪に仕えることを
えらぶ時、その人は神から離れ、したがって生命から自分
自身を断つのである。彼は「神のいのちから遠く離れ」る
（エペソ4：18）。キリストは「すべてわたしを憎む者は死
を愛する者である」と言われる（箴言8：36）。神は、彼ら
がその本性をあらわし、その原則を示すように、しばらく
その存在をおゆるしになる。それがなしとげられると、彼
らは自分自身の選択の結果を受けるのである。サタンとサ
タンに加わっている者たちはみな、反逆の生活によって、
神と調和しない立場に身をおくので、神の存在は彼らに
とって焼きつくす火となる。愛であられる神の栄光は彼ら
を滅ぼすであろう。
大争闘の始めには、天使たちはこのことを理解していな

かった。もしその時に、サタンと悪天使たちが彼らの罪の
十分な結果を刈り取るがままに放っておかれたら、彼らは
滅びたのである。しかし彼らの滅びが罪の当然の結果であ
ることは天の住民に明らかにならなかったであろう。神の[1082]
憐れみについての疑いが悪い種のように彼らの心に残り、
それは罪とわざわいという致命的な実を生じたであろう。
しかし大争闘が終る時にはそうではない。その時には、

あがないの計画が完結し、神のご品性がすべての知的被造
物に明らかにされる。神の律法の戒めは完全にして不変な
ものであることがわかる。その時、罪はその本性を現し、
サタンはその正体をばくろしている。その時、罪の根絶
は、神のみこころを行うことを喜び、心に律法をしるされ
ている人々の宇宙の前で、神の愛を立証し、神の栄えを確
立するのである。
だから、天使たちは、救い主の十字架をながめて喜ぶこ

とができたはずである。なぜなら、彼らはその時全部はわ
からなかったけれども、罪とサクンの滅びが永久に確実と
なり、人類のあがないが保証され、宇宙が永遠に安全にな
ることを知っていたからである。キリストご自身、カルバ
リーの上でささげられた犠牲の結果を十分に理解しておら
れた。キリストが十字架上で、「すべてが終った」と叫ば
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れた時、彼はそうしたことのすべてを予見しておられたの
であった。
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ついに、イエスは休まれた。屈辱と拷問の長い日が終っ
た。夕日の最後の光線が安息日の到来を告げた時、神の
み子は、ヨセフの墓の静けさの中に横たわっておられた。
ご自分の働きを完成し、沈黙のうちに手を組んで、イエス
は、安息日の聖なる時間を休まれた。
世の始めに、天父とみ子は、創造の働きののちに安息

日を休まれた。「天と地と、その万象とが完成した」時、
創造主は天のすべての住民とその輝かしい光景をながめて
喜ばれた（創世記2：1）。「かの時には明けの星は相共に
歌い、神の子たちはみな喜び呼ばわった」のであった（ヨ
ブ38：7）。今イエスは、あがないの働きを休まれた。こ
の地上でイエスを愛した人々の間には悲しみがあったが、
天には喜びがあった。天の住民たちの目には、未来の約
束が輝かしくうつった。回復された被造物、あがなわれ
た人類は、罪を征服してしまったので、もう決して堕落
することがないのである。神と天使たちは、キリストの完
成された働きから生じるこの結果をごらんになった。キリ
ストが休まれた日は永遠にこの光景に結ばれている。なぜ
なら、「そのみわざは全く」、「すべて神がなさる事は永
遠に変ることがな」いからである（申命記32：4、伝道の
書3：14）。「神が聖なる預言者たちの口をとおして、昔か
ら預言しておられた万物更新の時」になっても、創造の安
息日、すなわちイエスがヨセフの墓で休まれたこの日は、
やはり休息と喜びの日となるのである（使徒行伝3：21）。
救われた諸国の民が「安息日ごとに」よろこびの礼拝を
もって神と小羊を拝する時、天と地は声を合わせて賛美す
るのである（イザヤ66：23）。
十字架の日の最後の場面で、預言の成就について新た

な証拠が与えられ、キリストの神性について新しいあか
しがたてられた。十字架のまわりの暗黒が晴れ、救い主
の臨終の叫びが発せられた時、すぐに別な声が、「まこと

800



第80章　ヨセフの墓の中に 801

に、この人は神の子であった」というのが聞かれた（マタ
イ27：54）。
このことばはささやくような調子で言われたのではな

かった。みんなの目は、どこからこのことばが聞こえて
きたのかを見ようとしてふりかえった。誰がしゃべったの
だろう。それはローマの軍人、百卒長であった。救い主の
とうとい忍耐、主が勝利の叫びを口にされると同時に突然
に死なれたことが、この異邦人を感動させたのであった。
十字架にかかっている傷つき破れた肉体に、百卒長は神の
み子の姿をみとめた。彼は信仰を告白しないではいられな
かった。こうして、あがない主がご自分の魂の苦しみの結
果をみられるという証拠がまた与えられた。キリストが死
なれたその日に、お互いにまったく異なった立場の3人、す [1083]
なわちローマの警備兵を指揮していた者と、救い主の十字
架をかついだ者と、キリストのかたわらで十字架上に死ん
だ者とが信仰を宣言したのであった。
夜が近づくと、この世ならぬ静けさがカルバリーをお

おった。群衆は散り、多くの者が朝とはまったくちがっ
た気持ちでエルサレムへ帰って行った。多くの者が十字架
の処刑に集まったのは好奇心からであって、キリストに対
する憎しみからではなかった。それでも彼らは、祭司たち
の非難を信じていて、キリストを悪人とみなしていた。異
常な興奮のうちに彼らは暴徒たちといっしょにキリストを
ののしった。しかし地が暗黒に包まれると、彼らは自分の
良心にとがめられ、大変な悪事を犯したという思いに責め
られた。あの恐るべき暗黒のさなかにあって、からかいや
あざけりの笑い声は聞かれなかった。そして暗黒が晴れる
と、彼らは厳粛な沈黙のうちに家路についた。彼らは、祭
司たちの非難がうそであって、イエスは詐欺師ではないと
確信した。それから数週間たって、ペアロがペンテコステ
の日に説教した時、彼らはキリストへの改心者となった幾
千の人々の中に加わった。
しかしユダヤ人の指導者たちは、そうした出来事を目撃

しても変わらなかった。イエスに対する彼らの憎しみは減
らなかった。祭司たちと役人たちの心をまだおおっていた
暗黒は、キリストが十字架につけられた時に地をおおった
暗黒よりも深かった。
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キリストの誕生の時に、星はキリストを知っていて、キ
リストの寝ておられるうまぶねに博士たちをみちびいた。
天使の軍勢はキリストを知っていて、ベツレヘムの丘の
上でキリストをたたえて歌った。海はキリストの声を知っ
ていて、その命令に従った。病気と死はキリストの権威
をみとめて、そのとりこをキリストに引き渡した。太陽は
キリストを知っていて、その臨終の苦しみを見て光の顔を
おおった。岩はキリストを知っていて、その叫びに身ぶる
いしてばらばらにくだけた。自然界はキリストを知ってい
て、その神性についてあかしをたてた。しかしイスラエル
の祭司たちと役人たちは神のみ子を知らなかった。
それでも祭司たちと役人たちは安心しなかった。彼ら

はキリストを死刑にする計画を実行した。だが期待して
いたような勝利感は味わえなかった。勝利に見えた時に
さえ、こんどは何が起こるだろうかという疑いに苦しめら
れた。彼らは、「すべてが終った」「父よ、わたしの霊を
み手にゆだねます」との叫びを聞いた（ヨハネ19：30、ル
カ23：46）。彼らは岩が裂けるのを見、大きな地震を感じ
たので、心が落ちつかず、不安であった。
彼らは、キリストが生きておられた時には、民衆に対

するキリストの勢力をねたんだが、死なれてもまだキリス
トをねたんでいた。彼らは、生きておられたキリストを恐
れていたよりも死なれたキリストをもっと恐れた。彼らは
キリストの十字架にともなう出来事に民衆の注意がこれ以
上向けられるのを恐れた。彼らはその日の働きの結果を恐
れた。どんなことがあっても安息日の間中キリストの体を
十字架上に残しておきたくなかった。安息日はもう近づい
ていた。体が十字架上にさがったままにしておくことは安
息、日の神聖を犯すことになるのであった。そこで有力な
ユダヤ人たちは、そのことを口実にして、犠牲者たちの死
を早め、太陽が沈まないうちにその体を片づけさせてもら
いたいと、ピラトに願い出た。
ピラトも彼らと同じく、イエスの体を十字架上に残した

くなかった。ピラトの承諾が得られると、死を早めるため
に2人のどろぼうの足が折られたが、イエスはすでに死んで
おられることがわかった。
粗暴な兵士たちは、キリストについて見たり聞いたりし

たことで心を和らげられていたので、キリストの足を折る
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ことをひかえた。こうして、神の小羊がささげられたこと
によって、過越節の律法が成就された。「これを少しでも
朝まで残しておいてはならない。またその骨は1本でも折っ
てはならない。過越の祭のすべての定めにしたがってこれ
を行わなければならない」（民数記9：12）。
祭司たちと役人たちはキリストが死なれたことを知って

驚いた。十字架による死は長引くのであった。いつ息がた
えたかを決定するのは困難であった。誰でも十字架につけ [1084]
られて6時間以内に死ぬということは例のないことであっ
た。祭司たちはイエスの死を確かめたいと思った。そこで
彼らに言われて、1人の兵士が救い主の脇腹にやりを突きさ
した。するとその傷口から、血と水がおびただしいはっき
りした二筋となって流れた。目撃者たちの全部がそれをみ
とめたが、ヨハネはこの出来事をはっきり述べてこう言っ
ている。「ひとりの兵卒がやりでそのわきを突きさすと、
すぐ血と水とが流れ出た。それを見た者があかしをした。
そして、そのあかしは真実である。その人は、自分が真実
を語っていることを知っている。それは、あなたがたも信
ずるようになるためである。これらのことが起ったのは、
『その骨はくだかれないであろう』との聖書の言葉が、
成就するためである。また聖書のほかのところに、『彼
らは自分が刺し通した者を見るであろう』とある」（ヨハ
ネ19：3437）。
キリストの復活後、祭司たちと役人たちは、キリストは

十字架上で死なれたのではなく、失神されただけであとか
ら息を吹き返されたのだといううわさをまきちらした。も
う1つのうわさは、墓におかれたのは骨と肉のある本当の肉
体ではなくて、肉体に見せかけたものであったという主張
であった。ローマの兵士たちの行為は、これらの虚偽を証
明している。彼らはイエスがすでに死んでおられたので、
その足を折らなかった。祭司たちを満足させるために彼ら
はイエスの脇腹を突き刺した。もし生命がまだたえていな
かったら、イエスはその傷で即死されたであろう。
しかしイエスの死の原因はやりで突かれたことでもな

ければ、十字架の苦痛でもなかった。死の瞬間にイエス
が「大声」で叫ばれたことと、その脇腹から血と水が流れ
出たことは、イエスが心臓の破裂でなくなられたことを物
語っていた（マタイ27：50、ルカ23：46）。イエスの心臓
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は精神的な苦悩のために破裂したのである。彼は世の罪に
よって殺されたのであった。
キリストの死とともに弟子たちの望みは滅びた。彼ら

はキリストのとじられたまぶたとうなだれた頭、血のから
みついた髪の毛、刺し通された手と足を見た時、その苦痛
は言い表しようがなかった。最後まで、彼らは、イエスが
死なれるとは信じていなかった。彼らはイエスが本当に死
なれるとは信じることができなかった。悲しみに圧倒され
てしまって、彼らは、この光景を予告されたイエスのみこ
とばを思い出さなかった。イエスの言われたことがいまは
何1つ彼らの慰めにならなかった。彼らは、十字架と、血を
流しておられる犠牲者しか見なかった。前途は絶望で暗く
みえた。イエスに対する彼らの信仰は滅びた、しかし彼ら
は、今ほど主を愛したことはなかった。今ほどイエスの価
値、イエスにいていただく必要を感じたことはなかった。
死んでおられても、キリストのお体は弟子たちにとって

非常に大切だった。彼らはイエスを手厚く葬りたいと願っ
たが、どうしたらそれを実現できるかわからなかった。
ローマ政府に対する反逆というのがイエスに対する有罪
の宣告であって、この罪科のために処刑された者は、この
ような犯罪人のために特に設けられている埋葬場に引き渡
されるのだった。弟子のヨハネは、ガリラヤの女たちと十
字架のそばに残っていた。彼らは、主のお体が冷酷な兵士
たちの手で扱われ、不名誉な墓に葬られるままにしておく
ことができなかった。そうかといって、それを防止するこ
ともできなかった。彼らはユダヤ当局の好意にすがること
も、ピラトに便宜をはかってもらうこともできなかった。
この危急に、アリマタヤのヨセフとニコデモが弟子たち

の助けに現れた。この人たちは2人ともサンヒドリンの議
員でピラトを知っていた。2人とも富裕で勢力のある人たち
だった。彼らはイエスのお体をりっぱに埋葬しようと決心
していた。
ヨセフは大胆にピラトのところへ行って、イエスの体を

引き渡してもらいたいとたのんだ。初めてピラトは、イエ
スが本当に死なれたことを知った。十字架の処刑に伴うい
ろいろな出来事についてつじつまの合わない知らせが彼の
耳にはいっていたが、キリストの死の真相はわざと彼にか
くしてあった。ビラトは、キリストの体について弟子たち[1085]



第80章　ヨセフの墓の中に 805

からだまされないようにと祭司たちや役人たちから注意を
受けていた。ヨセフのたのみを聞くと、ピラトはさっそく
十字架の責任を持っていた百卒長を迎えにやり、はっきり
イエスの死を知った。彼はまた百卒長からカルバリーの模
様を聞き出し、ヨセフの証言を確認した。
ヨセフの願いは許された。ヨハネが主の埋葬について

心配していると、ヨセフがキリストの体についてのピラ
トの命令をもって帰ってきた。またニコデモは、キリスト
のお体の防腐処置のために、「没薬と沈香とをまぜたもの
を100斤ほど持ってきた」（ヨハネ19：39）。エルサレム中
のどんなえらい人でも、死んでこれほどの尊敬を受けるこ
とはできなかったであろう。弟子たちは、こうした富裕な
役人たちが、主の埋葬に自分たちと同じように関心をもっ
ているのを見て驚いた。
ヨセフもニコデモも、救い主の在世中には、公然と主

を受け入れなかった。もしそのようなことをすれば、サン
ヒドリンから除名されることがわかっていた。彼らは会議
のときに自分たちの勢力によってイエスを守ろうと望んで
いたのだった。しばらくはそれがうまくいっているように
みえた。しかし陰険な祭司たちは、キリストに対する彼ら
の好意をみて、その計画を妨害した。彼らがいないところ
で、イエスは有罪を宣告され、十字架につけるために引き
渡された。キリストがなくなられたからには、彼らはもう
キリストへの愛着をかくさなかった。弟子たちがキリスト
に従う者であることを公然と示すことを恐れたときに、ヨ
セフとニコデモは大胆に彼らを助けにやってきた。このよ
うな富裕で高貴な身分の人たちの助けがこの時非常に必要
だった。彼らは、死なれた主のために、貧しい弟子たちが
できないことをすることができた。それに彼らの富と勢力
は、祭司たちと役人たちの悪意から彼らを守るのに非常に
役立った。
ていねいに、うやうやしく、彼らは、自分たちの手でイ

エスのお体を十字架からおろした。傷つき破れた主のお体
を見た時、同情の涙が走り落ちた。ヨセフは、岩に堀られ
た新しい墓を持っていた。これは自分のためにとっておい
たものであったが、カルバリーの近くにあったので、いま
彼はその墓をイエスのために準備した。主のお体は、ニコ
デモが持ってきた香料といっしょに念入りに亜麻布でまか
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れ、あがない主は墓にはこばれた。そこで3人の弟子たち
は、傷ついた主の足をまっすぐにのばし、破れたその両手
を息のたえた胸の上に組み合わせた。ガリラヤの女たちが
やってきて、愛する師のなきがらの処置に手落ちがないよ
うに気をくばった。それから彼らは、重い石が墓の入口に
ころがされて、救い主が休まれたままにおいておかれるの
を見た。女たちは最後まで十字架の下に残り、最後までキ
リストの墓に残った。たそがれの影が濃くなってきても、
マグダラのマリヤとほかのマリヤたちは、主の休まれた場
所のあたりを立ち去りかねて、愛するお方の運命に悲しみ
の涙を流した。「そして帰って、. . . . . .それからおきてに
従って安息日を休んだ」（ルカ23：56）。
それは、悲しみの弟子たちにとって、また祭司たち、役

人たち、律法学者たち、民にとって、忘れることのできな
い安息日であった。備え日の夕暮れの太陽が沈むと、ラッ
パが吹き鳴らされて安息日が始まったことを告げた。過越
節はキリストをさし示しているのであるが、当のキリスト
が悪人どもの手で殺され、ヨセブの墓に横たわっておられ
るのに、それはこれまでの何百年と同じように守られた。
安息日に、宮の庭は礼拝者でいっぱいだった。ゴルゴタか
ら帰ってきた大祭司は、美しい祭司服をつけて、そこにい
た。白い帽子をつけて祭司たちは活発に彼らの務めを行っ
た。しかしそこにいた人々の中には、牛や小羊の血が罪の
ためにささげられても、心が休まらない人たちがいた。
彼らは、型が本体に合い、世の罪のために無限の犠牲

がささげられたことに気がっいていなかった。彼らは儀式
を行うことにもはや価値がないことを知っていなかった。
しかしこの儀式がこんなちぐはぐな気持ちで見られたこと
はなかった。ラッパと楽器と歌手たちの声に、いつものよ
うに高くはっきりしていた。しかしどれにも奇妙な感じが
みなぎっていた。そこに起こったふしぎな出来事について[1086]
だれもが口々にたずねた。これまで至聖所は人々が入りこ
まないように神聖に守護されていた。ところが今それは誰
の目にもまる見えであった。純粋な亜麻で作られ、金色、
赤、紫の美しいししゅうの施された厚いつつれにしきの幕
がてっぺんから下まで裂けていた。エホバが大祭司とお会
いになって、その栄光を伝えられた場所、神の聖なる謁見
室がだれの目にもむき出しにされていた。それはもはや主
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によってみとめられた場所ではなかった。祭司たちは暗い
予感を味わいながら祭壇の前で奉仕した。至聖所の聖なる
神秘がむき出しになったことが、彼らの心にきたるべきわ
ざわいについての恐れを満たした。
多くの人々の心はカルバリーの光景によってひき起こさ

れた思いに忙しかった。十字架の処刑から復活までの間、
その時自分たちが祝っていた祭の意味を十分に知ろうとし
て、あるいはイエスが主張された通りのお方ではないとい
う証拠をみつけようとして、多くの油断のない目がたえず
預言を調べていた。またほかの人たちは後悔の思いをもっ
て、イエスが真のメシヤであるという証拠を調べていた。
異なった目的を頭にもって調べてはいたが、どの人も同じ
事実を確信した。すなわちそれは、過ぐる数日間の出来事
を通して預言が成就したということ、また十字架につけら
れたお方は世のあがない主であるということであった。そ
の時儀式に加わっていた多くの者は決してふたたび過越の
儀式にあずからなかった。多くの者が、祭司たちでさえ、
イエスの真の性格をさとった。彼らが預言を調べたことは
むだではなく、キリストの復活後、彼らはイエスを神のみ
子として認めた。
ニコデモは、イエスが十字架にあげられるのを見た時、

オリブ山で夜語られたイエスのみことばを思い出した。
「ちょうどモーセが荒野でへびを上げたように、人の子も
また上げられなければならない。それは彼を信じる者が、
すべて永遠の命を得るためである」（ヨハネ3：14、15）。
キリストが墓に横たわっておられたその安息日に、ニコデ
モは反省の機会があった。今もっとはっきりした1つの光が
彼の思いを照らし、イエスが彼に語られたことばはもはや
神秘的ではなかった。彼は、救い主の在世中に主と結合し
なかったことによって多くのものを失ったことを感じた。
いま彼はカルバリーの出来事を思い起こした。殺人者たち
のためのキリストの祈りと、死にかけているどろぼうの嘆
願に対するキリストの答が、学識のあるこの議員の心に語
りかけた。ふたたび彼は苦悶のうちにあられる救い主を見
あげた。ふたたび彼は、勝利者のことばのように語られた
あの「すべてが終った」という最後の叫びを聞いた。ふた
たび彼は揺れる大地と、暗くなった空と、裂けた幕と、ふ
るえる岩を見、彼の信仰は永久に定まった。弟子たちの望
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みを滅ぼしたその出来事が、ヨセフとニコデモにイエスの
神性を確信させた。彼らの恐れは、固い、ゆるがない信仰
の勇気によって征服された。
キリストは、墓に横たわっておられる今ほど群衆の注意

をひかれたことはなかった。いつもの習慣通り、人々は病
人や苦しんでいる者たちを宮の庭に連れてきて、「ナザレ
のイエスはどうなさったのか」とたずねた。多くの者が、
病人をいやし死人をよみがえらせられたイエスをみつけ出
そうと遠くからやってきていた。医者のキリストに会わせ
てくれとの叫びがいたるところで聞かれた。祭司たちはこ
の機会をのがさず、重いひふ病の徴候があると思われる人
たちを検査した。多くの人たちが、自分の夫、妻あるいは
子供らが思いひふ病と断定され、家庭の保護と友人たちの
見守りから離れて、「汚れた者、汚れた者」との悲しい叫
び声で知らない人を避ける運命を宣告されるのを聞かねば
ならなかった。ハンセン病人にいやしのみ手でさわること
を決してこばまれたことのなかったナザレのイエスのやさ
しい手はその胸の上に組み合わされていた。
ハンセン病人の嘆願に、「そうしてあげよう、きよくな

れ」との慰めのことばをもって答えられたくちびるは今と
ざされていた（マタイ8：3）。多くの人たちが、祭司長た
ちと役人たちに同情と救いを求めたがむなしかった。彼ら
は生きておられるキリストにもう1度きていただこうと決心
しているようだった。根気よく熱心に、彼らはキリストを[1087]
求めた。彼らは引き返そうとしなかったが、結局宮の庭か
ら追い払われた。死にかけている病人たちをつれて中へ入
れてくれと要求する群衆をおし返すために、どの門にも兵
士たちが配置された。
救い主にいやしていただこうとやってきた病人たちは失

望の底に沈んだ。街路は悲嘆の声に満ちた。イエスのいや
しのみ手にふれていただくことができなくて、病人は死に
かけていた。医者たちに見てもらってもだめだった。ヨセ
フの墓に横たわっておられるイエスのような手腕はなかっ
た。
苦しんでいる者たちの悲嘆の叫び声は、大いなる光がこ

の世から消えたことを多くの人々の心に確信させた。キリ
ストがおられなければ、この世は暗やみであった。「十字
架につけよ、彼を十字架につけよ」との叫び声をあげた多
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くの人々が、今やわざわいが彼らの上にふりかかったこと
に気づき、キリストがまだ生きておられたら、「われらに
イエスを与えよ」と叫んだであろう。
イエスが祭司たちから死刑にされたことがわかると、

人々はイエスの死についてたずねた。イエスの裁判の詳
細はできるだけ内密にされていた。しかしイエスが墓にお
られる間に、その名は幾千の人々の口にのぼり、イエスが
不正な裁判を受けられたことや、祭司たちと役人たちの非
人間ぶりについて、うわさがいたるところにひろまった。
祭司たちと役人たちは、知識人たちから、メシヤに関する
旧約の預言について説明を求められた。答えをうそで固め
ようとしているうちに、彼らは正気ではない人間のように
なった。彼らはキリストの苦難と死をさし示している預言
を、説明できなかった。こうして多くの質問者たちは、聖
書が成就されたことを確信した。
祭司たちが快感を予期していた復讐はすでに彼らにとっ

てにがいものとなった。彼らは人々の激しい非難に当面
していることを知った。イエスに反対するように圧力を
かけられた人たちが、自分たちの恥ずべき行為に今やに
がにがしい思いを味わっていることを彼らは知った。これ
らの祭司たちはイエスが詐欺師であると信じようとしたの
だった。しかしそれはむだだった。彼らのうちのある人た
ちはラザロの墓のそばに立ち、死人がいのちによみがえら
されるのを見たのだった。彼らはイエスが自ら死からよみ
がえって、ふたたび彼らの前に現れるのではないかとの恐
れにうちふるえた。彼らはイエスがわたしには自分のいの
ちを捨てる力があり、またそれを受ける力があると宣言さ
れるのを聞いたことがあった（ヨハネ10：18参照）。彼ら
はイエスが、「この神殿をこわしたら、わたしは3日のう
ちに、それを起すであろう」と言われたのをおぼえていた
（ヨハネ2：19）。ユダは、イエスがエルサレムへの最後の
旅の道中で、弟子たちに次のように言われたことばを彼ら
に語ったことがあった。「見よ、わたしたちはエルサレム
ヘ上って行くが、人の子は祭司長、律法学者たちの手に渡
されるであろう。彼らは彼に死刑を宣告し、そして彼をあ
ざけり、むち打ち、十字架につけさせるために、異邦人に
引きわたすであろう。そして彼は3日目によみがえるであろ
う」（マタイ20：18、19）。このことばを聞いた時、彼ら
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は嘲笑した。しかしいま彼らは、キリストの予告がここま
で実現したことを思い出した。あの人は3日目によみがえる
と言ったが、それが実現しないとはだれも言いきれない。
彼らは、そうした思いを払いのけたいと思ったが、払いの
けることができなかった。彼らの父、悪魔と同じように、
彼らは信じておののいた。
いま狂気のような興奮がすぎ去ってみると、キリストの

面影が彼らの心に浮かびあがってくるのだった。彼らはキ
リストが、ひと言のつぶやきもなく彼らの嘲笑と虐待に耐
えながら、平静に文句も言わず敵の前に立っておられるの
を見た。イエスの裁判と十字架のすべての出来事が、彼は
神のみ子であるという圧倒的な確信を伴って彼らにもどっ
てきた。彼らはイエスがいまにも彼らの前に現れて、訴え
られた者が訴える者となり、有罪を宣告された者が有罪を
宣告する者となり、殺された者が殺人者たちの死刑を法に
照らして要求されるのではないかと恐れた。
その安息日、彼らはじっとしていることができなかっ

た。彼らは、けがれを恐れて異邦人のしきいをまたこうと[1088]
はしなかったが、キリストの体について相談した。彼らが
十字架につけたキリストを、死と墓がとどめていなくては
ならない。「祭司長、パリサイ人たちは、ピラトのもとに
集まって言った、『長官、あの偽り者がまだ生きていたと
き、「3日の後に自分はよみがえる」と言ったのを、思い出
しました。ですから、3日目まで墓の番をするように、さし
ずをして下さい。そうしないと、弟子たちがきて彼を盗み
出し、「イエスは死人の中から、よみがえった」と、民衆
に言いふらすかも知れません。そうなると、みんなが前よ
りも、もっとひどくだまされることになりましょう』。ピ
ラトは彼らに言った、『番人がいるから、行ってできる限
り、番をさせるがよい』」（マタイ27：6265）。
祭司たちは、墓場を守るように指示を与えた、入口の前

に大きな石がおかれていた。彼らはこの石の上にひもを張
り渡して両端を岩に固定し、ローマの印で封印した。封印
を破らなければその石を動かすことができなかった。それ
から墓をこじあけられないように、周囲に百人の番兵が配
置された。祭司たちは、キリストの体を、その置かれたと
ころにおいておくためにあらゆる手を尽くした。キリスト
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は、永遠に墓の中にとどめておかれるかのように、厳重に
そこに封印されていた。
このように、弱い人間たちは相談し、計画した。殺人者

たちは、自分たちの努力のむなしさに気がつかなかった。
しかし、彼らの行為によって神があがめられた。キリス
トの復活を予防するためにとられた手段そのものが、キリ
ストの復活の証拠について最も有力な議論である。墓の周
囲におかれた番兵の数が多ければ多いほど、キリストがよ
みがえられたというあかしは一層強力になる。キリストの
死の何百年も前に、聖霊は詩篇記者を通してこう宣言され
た。
「なにゆえ、もろもろの国びとは騒ぎたち、もろもろの

民はむなしい事をたくらむのか。地のもろもろの王は立ち
構え、もろもろのつかさはともに、はかり、主とその油そ
そがれた者とに逆らって言う. . . . . .天に座する者は笑い、主
は彼らをあざけられるであろう」（詩篇2：14）。生命の主
を墓の中にとじこめておくには、ローマの番兵もローマの
軍隊も無力であった。キリストがとき放たれる時が迫って
いた。
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本章はマタイ28：24、1115に基づく

週の初めの日の夜がゆっくりと過ぎて行った。夜明け
前のいちばん暗い時間がきていた。キリストはまだ囚人と
してそのせまい墓の中におられた。大きな石はもとの場所
にあって、ローマの封印は破れていなかった。ローマ人の
番兵たちが見張りをつづけていた。そこにはまた、目に見
えない見張りたちもいた。悪天使の軍勢がそのあたりに集
まっていた。もしできることなら、暗黒の君は、その背信
の軍勢をもって神のみ子のとじこめられた墓を永久に封印
したであろう。しかし、天の軍勢が墓所をかこんだ。力の
すぐれた天使たちが墓を守り、生命の君を迎えようと待っ
ていた、
「すると、大きな地震が起った。それは主の使が天か

ら下っ」たのであった（マタイ28：2）。神の武具をまとっ
て、この天使は、天の宮廷を出発した。神の栄光の輝かし
い光が彼の前にあって、その行く手を照らした。
「その姿はいなずまのように輝き、その衣は雪のよ

うに真白であった。見張りをしていた人たちは、恐ろ
しさの余り震えあがって、死人のようになった」（マタ
イ28：3、4）。
さあ、祭司たちと役人たちよ、あなたがたの防備力は

どこにあるのか。人の力を決して恐れたことのなかった勇
敢な兵士たちが、いまは剣ややりもなしにとらえられた捕
虜のようである。彼らが見あげる顔は人間の戦士の顔では
ない。それは主の軍勢の中の一番強い戦士の顔である。こ
の使者は、サダンが落ちたあとの地位を占めている者であ
るそれはべツレヘムの丘でキリストの誕生を宣告した者で[1089]
ある。彼が近づいて地が震動し、暗黒の軍勢が逃げ去り、
彼が石をころがし去ると、天が地におりてくるようにみえ
る。兵士たちは、彼がその石をあたかも小石のようにとり

812
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のぞくのを見、彼が、神のみ子よ、姿を現してください、
父があなたを呼んでおられますと叫ぶのを聞く。
彼らはイエスがよみから現れて、開かれた墓のあたり

で、「わたしはよみがえりであり、命である」と宣言さ
れるのを聞く（ヨハネ11：25）。イエスが威光と栄光のう
ちに姿を現されると、天使の万軍は、あがない主をあがめ
て、その前に低く頭をたれ、賛美の歌でイエスを迎える。
キリストがいのちを捨てられた時刻が地震によって示

されたが、勝利のうちにいのちをおとりになった瞬間が
もう1度地震によってあかしされた。死とよみを征服され
たキリストは、地の震動と、いなずまのひらめきと雷のと
どろきの中を勝利者の歩調で墓から出てこられた。イエス
がふたたびこの地上にこられる時、彼は「地ばかりでなく
天をも震わ」れるのである。「地は酔いどれのようによろ
めき、仮小屋のよりにゆり動く」「もろもろの天は巻物の
ように巻かれ」「天体は焼けてくずれ、地とその上に造り
出されたものも、みな焼きつくされるであろう」「しかし
主はその民の避け所、イスラエルの人々のとりでである」
（ヘブル12：26、イザヤ24：20、34：4、Ⅱペテロ3：10、
ヨエル3：16）。
イエスが死なれた時に、兵士たちは、真昼に地が暗黒に

つつまれたのを見た。しかし、よみがえりの時に彼らは天
使たちの輝きが夜を照らすのを見、天の住民が大きな喜び
と勝利のうちに、あなたはサタンと暗黒の勢力を征服され
ました、あなたは死を勝利のりちに呑まれましたと歌うの
を聞いた。
キリストは栄化されて墓から姿を現され、ローマ人の

番兵たちは彼を見た。彼らはつい先日、自分たちがあざ
けり、嘲笑したお方の顔に目をこらした。この栄化された
お方のうちに、彼らが法廷で見た囚人、いばらの冠を編ん
でかぶせた人を見た。これが、残酷なむち打ちで体を傷つ
けられて、ピラトとヘロデの前に無抵抗のまま立っていた
人であった。これが、十字架につけられ、満足しきった祭
司たちと役人たちから軽蔑したようすで、彼は、「他人を
救ったが、自分自身を救うことができない」と言われた人
であった（マタイ27：42）。これがヨセフの新しい墓に横
たえられたお方であった。天の布告は、このとりこを解放
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した。彼の墓に山また山を積みあげたとしても、イエスが
出てこられるのをとめることはできなかった。
天使たちと栄化された救い主を見ると、ローマ人の番兵

たちは、気を失って死人のようになった。天の余光が視界
からかくれると、彼らは起きあがり、ふるえる手足をでき
るだけ早く動かしながら園の門の方へ進んで行った。酒に
酔ったもののようによろめきながら、彼らは都へ急ぎ、出
会う人たちにふしぎな知らせを告げた。彼らは、ピラトの
ところへ向かっていたが、彼らの知らせはすでにユダヤ当
局に伝えられていたので、祭司長たちと役人たちが彼らを
まず自分たちの前につれてくるように迎えを出した。兵士
たちは異様な姿を現した。彼らは、恐怖にふるえ、顔色を
失って、キリストの復活を証言した。兵士たちは、自分が
見たとおりのことをのこらず語った。事実以外のことを考
えたり話したりする時間はなかった。彼らは、苦痛に満ち
た口調で、十字架につけられたのは神のみ子でした、わた
したちは天使がイエスを天の大君、栄光の王として宣言す
るのを聞いたのですと言った。
祭司たちの顔は死人のようであった。カヤパがしゃべろ

うとした。彼の唇は動いたが声にならなかった。兵士たち
が会議室から出ようとすると、1つの声が彼らをとどめた。
カヤパがやっと口をきいたのだ。待て、待てと彼は言っ
た。おまえたちの見たことを誰にも言ってはならないぞ。
それから、いつわりの知らせが兵士たちにさずけら

れた。「『弟子たちが夜中にきて、われわれの寝てい
る間に彼を盗んだ』と言え」と祭司たちは言った（マタ
イ28：13）。ここで彼らは自ら策略につまずいた。兵士た
ちは、自分たちが眠っている間に弟子たちが イエスの体[1090]
を盗んだと、どうして言うことができよう。もし、眠って
いたらどうしてそれがわかろうか。そして、もし弟子たち
がキリストの体を盗んだという証拠があったのだったら、
祭司たちはまっさきに弟子たちの罪を鳴らしたのではない
だろうか。あるいはまた、番兵たちが墓で眠ったのだった
ら、祭司たちはまっさきにこの番兵たちをピラトに訴えた
のではないだろうか。
兵士たちは、勤務中に眠ったという告発を受けることを

思っただけで身ぶるいした。これは死刑の罰に相当する犯
罪だった。いつわりの証言をして民をあざむき、自分たち
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の生命を危険にさらしてよいものだろうか。彼らは不寝番
までやって、疲れる見張りをしたではないか。たとえ金の
ためではあっても、偽証をするなら、裁判で自分たちの立
場はないではないか。
祭司たちは、自分たちの恐れている証言を沈黙させる

ために、ピラトだってわれわれ同様こんなうわさが言いふ
らされるのを好まないのだと言って、番兵たちの身の安全
を保証することを約束した。ローマ人の兵上たちは、金の
ために正直をユダヤ人に売った。彼らは事実についてまこ
とに驚くべき知らせを背負って祭司たちの前に入ってきた
が、祭司たちが彼らのために作ってやったいつわりのうわ
さを舌にのせ、金を背負って出て行った。
こうしているうちにも、キリスト復活のうわさはピラ

トに伝わっていた。ピラトはキリストを死刑に引き渡した
責任があったが、比較的に無関心だった。彼は不本意なが
らキリストに有罪の宣告をくだし、気の毒には思っていた
が、いままで本当に良心の責めを感じていなかった。彼は
いま恐怖のあまり家にとじこもって、だれにも会うまいと
心にきめた。しかし祭司たちが彼の前にやってきて、彼ら
がつくりあげた話を語り、番兵たちの義務怠慢をみのがし
てもらいたいと主張した。ピラトはこれを承諾する前に、
自ら個人的に番兵に質問した。彼らは、身の安全をおそれ
て、何事もかくそうとしなかったので、ピラトは彼らから
出来事の一部始終について報告を聞き出した。そして、こ
の問題をそれ以上追求しなかったが、その時から彼に平安
はなかった。
イエスが墓の中に横たえられた時、サタンは勝ち誇っ

た。彼は救い主がふたたびよみがえられないようにとさ
え望んだ。彼は主の体を要求し、墓のまわりに番兵を配置
し、キリストをとりことしてとじこめておこうとした。彼
は、悪天使たちが天の使者の接近とともに逃げ出した時、
激しく怒った。彼は、キリストが勝利のうちに姿を現され
た時、自分の王国が終わり、自分はついに死なねばならな
いことを知った。
祭司たちは、キリストを死刑にしたことによって、自ら

サタンの道具となった。今彼らは完全にサタンの権力下に
あった。彼らはわなにかかり、キリストとの戦いを続ける
以外にそのわなからのがれる道がなかった。キリストがよ
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みがえられたとの知らせを聞いた時、彼らは民衆の怒りを
恐れた。彼らは、彼ら自身の生命が危険であると思った。
彼らにとって唯一の望みは、キリストがよみがえられ

たことを否定することによって、彼が詐欺師であることを
証明することだった、彼らは兵士たちを買収し、ピラトを
沈黙させた。彼らはいつわりのうわさを遠近にひろめた。
しかし沈黙させることのできない証人たちがいた。多くの
人々が、キリストのよみがえりについて兵士たちのあかし
を聞いていた。またある死者たちはキリストと共によみが
えって、多くの人々に現れ、キリストがよみがえられたこ
とを告げた。よみがえったこれらの人たちを見、そのあか
しを聞いた人々について、うわさが祭司たちの耳に入って
きた。祭司たちと役人たちは、通りを歩いていても、自分
の家にひっこんでいても、キリストにばったり出会うので
はないかとしじゅう恐れていた。自分たちにとって安全策
がないことを彼らは感じた。神のみ子を防ぐには、かんぬ
きもとめ金もたよりにならなかった。法廷で彼らが「その
血の責任は、われわれとわれわれの子孫の上にかかっても
よい」と叫んだ時の、あの恐ろしい場面が昼も夜も彼らの
前にあった（マタイ27：25）。その場面の記憶は決して彼
らの心から消えないであろう。彼らのまくらもとに平和な
眠りはもう決してないであろう。
キリストの墓で、父があなたを呼んでおられますという[1091]

強い天使の声が聞かれた時、救い主は、ご自身のうちにあ
る生命によってよみから出てこられた。「わたしが. . . . . .命
を捨てるのは、それを再び得るためである。. . . . . .わたしに
は、それを捨てる力があり、またそれを受ける力もある」
と言われたキリストのことばが事実であったことが今証明
された（ヨハネ10：17、18）。キリストが祭司たちと役人
たちに、「この神殿をこわしたら、わたしは3日のうちに、
それを起すであろう」と語られた預言が今成就した（ヨハ
ネ2：19）。
（封印を）裂かれたヨセフの墓を超えて、キリストは勝

利のうちに、「わたしはよみがえりであり、命である」と
宣言された。このことばを言うことができるのは神のみで
ある。すべての被造物は神のみこころと力によって生きて
いる。彼らは神に依存してその生命を受ける。最高のセラ
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フから最もいやしい生物にいたるまで、すべてのものは生
命のみなもとである神から力を補充されるのである。
神と1つであられるお方だけが、わたしはいのちを捨て

る力があり、またそれを受ける力があると言うことがおで
きになった。キリストはその神性のうちに死の縄目をたち
きる力を持っておられた。
キリストは眠った者の初穂として死人の中からよみ

がえられた。彼は揺祭のたばの本体であって、そのよみ
がえりは揺祭のたばが主の前にささげられる日に起こっ
た。1000年以上の間、この象徴的な儀式が行われてきた。
収穫の畑から、熟した穀物の初穂が集められ、人々が過
越節のためにエルサレムに行った時、その初穂のたばは主
の前に感謝のささげ物としてふられた。これがささげられ
るまでは、作物にかまを入れ、それを集めてたばにしては
ならなかった。神にささげられたたばは収穫を象徴してい
た。そのように、初穂なるキリストは、神の王国に集めら
れる霊的大収穫の象徴であった。キリストのよみがえりは
すべての死せる義人のよみがえりの型であり保証である。
「わたしたちが信じているように、イエスが死んで復活さ
れたからには、同様に神はイエスにあって眠っている人々
をも、イエスと一緒に導き出してドさるであろう」（テサ
ロニケ4：14）。
キリストは、よみがえられた時、多くのとりこをよみ

からおつれになった。キリストがなくなられる時の地震で
墓が口を開き、キリストがよみがえられると、彼らはキリ
ストといっしょに出てきた。彼らは神と共に働いた者、生
命を犠牲にして真理のためにあかしをたてた者たちであっ
た。いま彼らは、彼らを死人の中からよみがえらせてくだ
さったキリストの証人となるのであった。
キリストは、その公生涯の間に、死人をいのちによみが

えらせられた。彼はナインのやもめの子と、会堂司の娘と
ラザロをよみがえらせられた。しかし、彼らは不死を着せ
られなかった。彼らはよみがえってからも、やはり死ぬべ
き体であった。しかし、キリストの復活のときによみから
出て来た者たちは永遠の生命によみがえったのであった。
彼らは、死とよみに対するキリストの勝利を記念する者
として、キリストと共に昇天した。この人たちはもはやサ
タンのとりこではない、わたしが彼らをあがなったのだと
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キリストは言われた。彼らがわたしのいるところに共にい
て、決して死を見たり、悲しみを経験することがないよう
に、わたしは彼らをわたしの力の初穂として、よみからつ
れ出したのだ。
これらの人たちは都へ行って、多くの人に現れ、キリ

ストが死人の中からよみがえられ、われわれはキリストと
共によみがえったのだと宣言した。こうしてよみがえりに
ついての聖なる事実が不滅のものとなった。よみがえった
聖徒たちは、「あなたの死者は生き、彼らのなきがらは起
きる」ということばが事実であることをあかしした（イザ
ヤ26：19）。彼らのよみがえりは、「ちりに伏す者よ、さ
めて喜びうたえ。あなたの露は光の露であって、それを亡
霊の国の上に降らされるからである」という預言の成就に
ついての1つの例であった（イザヤ26：19）。
信じる者にとって、キリストはよみがえりであり、命で

ある。罪のために失われた命は、われらの救い主をとおし
て回復される。なぜなら、キリストはこ自身のうちに命を
もっておられて、みこころのままに人をよみがえらせられ
るからである。主は不死を与える権利を受けておられる。[1092]
キリストは人性のうちにあってお捨てになった命を、ふた
たびとりあげて人類にお与えになる。キリストはこう言わ
れた、「わたしがきたのは、羊に命を得させ、豊かに得さ
せるためである」「わたしが与える水を飲む者は、いつま
でも、かわくことがないばかりか、わたしが与える水は、
その人のうちで泉となり、永遠の命に至る水が、わきあが
るであろう」「わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者に
は、永遠の命があり、わたしはその人を終りの日によみが
えらせるであろう」（ヨハネ10：10、4：14、6：54）。
信じる者には、死は小事にすぎない。キリストは、そ

れをたいしたことではないかのように語っておられる。
「もし人がわたしの言葉を守るならば、その人はいつま
でも死を見ることがないであろう。. . . . . .わたしの言葉を
守る者はいつまでも死を味わうことがないであろう」（ヨ
ハネ8：51、52）。クリスチャンにとって死は眠り、一瞬
の沈黙と暗黒にすぎない。生命はキリストと共に神のうち
にかくされ、「キリストが現れる時には、あなたがたも、
キリストと共に栄光のうちに現れるであろう」（コロサ
イ3：4）。
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キリストが十字架から「すべてが終った」と叫ばれた声
は死者の中にも聞こえた。その声は纂の壁をつらぬいて、
眠っている者たちに起きよと呼びかけた。キリストの声が
天から聞こえる時もこれと同じである。
その声は墓所をつらぬき、墓を開き、キリストのうち

にある死人は起きあがるのである。救い主のよみがえり
の時には少数の墓が開いたが、再臨の時にはすべての死
せるとうとい人々がキリストの声を聞いて、輝かしい永遠
の生命に入るのである。キリストを死人の中からよみがえ
らせたのと同じ力が、教会をよみがえらせ、これに「すべ
ての支配、権威、権力、権勢. . . . . .また、この世ばかりで
なくきたるべき世においても唱えられる、あらゆる名」に
まさって、キリストと共に栄光をさずけるのである（エペ
ソ1：21）。



第第第82章章章　　　「「「なななぜぜぜ泣泣泣いいいててていいいるるるのののかかか」」」

本章はマタイ28：1、58、マルコ16：18、ルカ24：112、ヨ
ハネ20：118に基づく

キリストの十字架のそばに立った女たちは、安息日の
時間が過ぎ去るのを見守りながら待った。週の初めの日
の朝早く、女たちは救い主のお体に塗る高価な香料を持っ
て、墓へやってきた。彼女たちはイエスが死人の中からよ
みがえられるとは思っていなかった。望みの太陽は沈み、
夜が彼女たちの心をおおっていた。女たちは歩きながら
キリストの恵みのみわざと慰めのみことばを語り合った。
しかし、「わたしは再びあなたがたと会うであろう」と
言われたキリストのみことばをおぼえていなかった（ヨハ
ネ16：22）。
その時すでに起こっていたことを何も知らないで、女た

ちは、「だれが、わたしたちのために、墓の入口から石を
ころがしてくれるのでしょうか」と言いながら、園へ近づ
いた（マルコ16：3）。彼女たちは石をとりのけることがで
きないことを知っていたが、それでも道を進んで行った。
すると見よ、昇る太陽の光とちがった栄光で急に天が明る
くなった。地がゆれた女たちは大きな石がとりのけてある
のを見た。墓はからっぽであった。
女たちはみな同じ方向から墓へやってきたのではなかっ

た。マグダラのマリヤは一番先にその場に着いた。彼女は
石がとりのけられているのを見ると、弟子たちに知らせる
ために急いで立ち去った。そのうちにほかの女たちがやっ
てきた。光が墓のあたりに輝いていたが、イエスのお体
はそこになかった。女たちがそのあたりでうろうろしてい
ると、突然彼女たちはそこにいるのが自分たちだけではな
いことがわかった。輝く衣を着た若者が墓のそばに腰をお
ろしていた。それは石をころがした天使であった、彼は、
イエスの友だちを驚かさないように、人間の姿をとってい
た。しかし彼のまわりには、まだ天の栄光の光が輝いてい[1093]

820
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たので、女たちは恐れた。彼女たちは向きを変えて逃げよ
うとしたが、天使のことばが彼女たちの足をとどめた。
「恐れることはない。あなたがたが十字架におかかり

になったイエスを捜していることは、わたしにわかって
いるが、もうここにはおられない。かねて言われたとおり
に、よみがえられたのである。さあ、イエスが納められて
いた場所をごらんなさい。そして、急いで行って、弟子た
ちにこう伝えなさい、『イエスは死人の中からよみがえら
れた』」（マタイ28：57）。もう1度女たちは墓の中をのぞ
きこみ、ふたたびすばらしい知らせを聞く。人間の姿をし
たほかの天使がそこにいて、「あなたがたは、なぜ生きた
方を死人の中にたずねているのか。そのかたは、ここには
おられない。よみがえられたのだ。まだガリラヤにおられ
たとき、あなたがたにお話しになったことを思い出しなさ
い。すなわち、人の子は必ず罪人らの手に渡され、十字架
につけられ、そして3日目によみがえる、と仰せられたでは
ないか」と言う（ルカ24：57）。
主はよみがえられた、主はよみがえられたのだ。女たち

はそのことばを何度も何度もくりかえす。香料を塗る必要
はもうないのだ。救い主は死んでおられるのではなく、生
きておられるのだ。イエスがご自分の死について語られた
時、ふたたびよみがえると言われたことを、女たちは思い
出す。今日は世界にとって何という日だろう。「そこで女
たちは恐れながらも大喜びで、急いで墓を立ち去り、弟子
たちに知らせるために走って行った」（マタイ28：8）。
マリヤはよい知らせを聞いていなかった。彼女はペテ

ロとヨハネのところへ行って、「だれかが、主を墓から取
り去りました。どこへ置いたのか、わかりません」と悲し
いことばを伝えた（ヨハネ20：2）。弟子たちは墓へ急いで
行って、マリヤが言ったとおりであることを知った。彼ら
は覆いと布切れを見たが、主はおられなかった。しかしこ
こにさえ主がよみがえられた証拠があった。亜麻布は無頓
着に放り出してはなくて、念入りにたたまれ、それぞれの
場所におかれていた。ヨハネは「これを見て信じた」（ヨ
ハネ20：8）。彼は、キリストは死人の中からよみがえられ
ねばならないという聖句をまだ理解しなかった。しかしい
ま彼は、ご自分のよみがえりを預言された救い主のことば
を思い出した。
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亜麻布をこのように念入りに置いたのはキリストご自身
であった。強い天使が墓へやってくると、それまで仲間の
天使と主のお体を守っていたほかの天使が加わった。天か
らきた天使が石をころがしてどけると、もう1人の天使が墓
に入って、イエスのお体に巻かれていた布をほどいた。し
かし、それをたたんでその場に置いたのは救い主のみ手で
あった。星も原子もみちびかれるイエスの御目には、重要
でないものは何もなかった。秩序と完全が主のすべてのみ
わざに見られた。
マリヤは、ヨハネとペテロについて墓へ行った。2人が

エルサレムへ帰っても、マリヤは残った。からっぽの墓を
のぞきこむと、悲しみが彼女の心を満たした。のぞきこん
でいると、2人の天使が、1人はイエスの横たわっておられ
た場所のあたまのあたりに、もう1人は足のあたりにいるの
が見えた。彼らはマリヤに「女よ、なぜ泣いているのか」
と言った。「だれかが、わたしの主を取り去りました。そ
して、どこに置いたのか、わからないのです」と彼女は答
えた（ヨハネ20：13）。
マリヤは、イエスのお体がどうなったのか教えてくれ

る人を見つけなければならないと考えて、天使たちから
も離れた。するともう1つの声が彼女に、「女よ、なぜ泣
いているのか。だれを捜しているのか」と話しかけた（ヨ
ハネ20：15）。涙にくもった目で、マリヤは人の姿を見た
が、園の番人だと思って、「もしあなたが、あのかたを移
したのでしたら、どこへ置いたのか、どうぞ、おっしゃっ
て下さい。わたしがそのかたを引き取ります」と言った
（ヨハネ20：15）。もし、この富める人の墓が、イエスに
とってあまりにりっぱすぎる埋葬所と考えられるなら、
わたしがイエスのために場所を提供しよう。キリストご自
身の声によってからになった墓、すなわち、ラザロが横た
わっていた墓があった。そこを主の埋葬所としたらどうだ
ろう。十字架につけられた主のとうといお体をお世話でき[1094]
るなら、悲しみのうちにある自分にとって大きな慰めにな
ると彼女は思った。
しかし今イエスは、そのなつかしいお声で、「マリヤ

よ」と、彼女に言われた。今マリヤは自分に話しかけてい
るのが見知らない人ではないことがわかり、ふり向いて、
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生きておられるキリストを目のあたりに見た。彼女は、喜
びのあまり、イエスが十字架につけられたことを忘れた。
イエスの足をかきいだこうとするかのように、マリヤは

イエスにかけよって、「ラボニ」と言った。しかしイエス
は手をあげて、わたしを引きとめてはいけない、「わたし
は、まだ父のみもとに上っていないのだから。ただ、わた
しの兄弟たちの所に行って、『わたしは、わたしの父また
あなたがたの父であって、わたしの神またあなたがたの神
であられるかたのみもとへ上って行く』と、彼らに伝えな
さい」と言われた（ヨハネ20：17）。そこでマリヤはその
喜ばしい知らせをもって弟子たちのもとへ急いだ。
イエスは、ご自分の犠牲が天父によって受け入れられ

たとの確証が与えられるまではご自分の民から尊敬を受
けようとされなかった。イエスは天の宮廷へのぼり、その
血によってすべての人が永遠の生命を得られるように、イ
エスが人類のために払われたあがないは充分であったとの
保証を神ご自身から聞かれた。天父はキリストとの間の契
約、すなわち悔い改めて従う者たちを受け入れ、み子を愛
されるように、彼らを愛されるという契約を批准された。
キリストはそのみわざを完結して、「わたしは人を精金よ
りも、オフルのこがねよりも少なくする。（英訳・とうと
いものとする）」との誓いを果たされるのであった（イザ
ヤ13：12）。天と地の一切の権力はいのちの君に与えられ
たので、イエスは、ご自分の権力と栄光を分け与えるため
に、罪の世にある弟子たちのもとへお帰りになった。
救い主が神のみ前にあって、教会のための賜物を受けて

おられる時に、弟子たちは、イエスのからっぽの墓のこと
を思って嘆き悲しんでいた。全天にとって喜びの日であっ
たその日は、弟子たちにとっては不安と混乱と困惑の日
であった。女たちの証言こ対する彼らの不信は、彼らの信
仰が衰えていたことの証拠である。キリスト復活の知らせ
は、彼らが予期していたこととちがっていたので、彼らは
それを信じることができなかった。話がうますぎてほんと
うではあるまいと彼らは考えた。サドカイ人の教えや、彼
らのいわゆる科学的理論をあまりに聞かされていたので、
彼らが心に受けたよみがえりについての印象はぼんやりし
ていた。
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死人の中からよみがえるということがどういうことかほ
とんどわかっていなかった。彼らはこの大きな問題を理解
することができなかった。
天使たちは女たちに、「今から弟子たちとヘテロとの

所へ行って、こう伝えなさい。イエスはあなたがたより
先にガリラヤへ行かれる。かねて、あなたがたに言われ
たとおり、そこでお会いできるであろう」と言った（マ
ルコ16：7）。この天使たちは、キリストの地上生涯のあ
いだ、ずっと守護天使としてキリストと共にいたのであっ
た。彼らは、キリストの裁判と十字架の処刑を目撃したの
だった。彼らは弟子たちへのキリストのことばを聞いたの
だった。このことは、弟子たちに対する天使たちのことば
からわかるのであって、弟子たちはそのことを確信すべき
だったのである。このようなことばは、よみがえられた主
の使者たちしか語ることのできないものだった。
「弟子たちとペテロとの所へ行ってこう伝えなさい」と

天使たちは言った（マルコ16：7）。キリストがなくなられ
てから、ペテロは後悔にうちひしがれていた。主をこぼん
だ彼の恥ずべき行為と救い主の愛と苦悩のまなざしが、た
えず彼につきまとった。弟子たち全部の中で、彼が最もき
びしい苦しみを味わったのだった。その彼に、彼の悔い改
めが受け入れられ、彼の罪がゆるされたという保証が与え
られている。彼の名前が呼ばれているのである。
「弟子たちとペテロとの所へ行って、こう伝えなさい。

イエスはあなたがたより先にガリラヤへ行かれる。. . . . . .そ
こでお会いできるであろう、と」（マルコ 16：7）。弟子[1095]
たちの全部がイエスを捨てたのに、ふたたびイエスにお会
いするようにとの呼びかけに彼らの全部が含まれている。
イエスは彼らをお捨てにならなかった。マグダラのマリヤ
が、主にお会いしたことを彼らに告げた時、彼女はガリラ
ヤで会うようにとの召しを伝えた。しかもこの伝言は3度彼
らに伝えられたのである。イエスは天父のもとにのぼられ
たあとで、ほかの女たちに現れて「『平安あれ』と言われ
たので、彼らは近寄りイエスのみ足をいだいて拝した。そ
のとき、イエスは彼らに言われた、『恐れることはない。
行って兄弟たちに、ガリラヤに行け、そこでわたしに会え
るであろう、と告げなさい』」（マタイ28：9、10）。
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キリストの復活後、地上における主の最初の働きは、弟
子たちに対する変わらない愛とやさしい思いやりを彼らに
確信させることであった。イエスは、ご自分が彼らの生け
る救い主であるということ、墓の束縛をたちきられたとい
うこと、もはや死という敵の手にとらわれないということ
について、彼らに証拠を示すため、また彼らの愛する教師
として共におられたときと変わらない愛の心を持っておら
れることをあらわすために、何度も何度も彼らに現れたも
うた。イエスは彼らを愛のきずなで、いっそう固くむすぼ
うと望まれた。行って兄弟たちに、ガリラヤでわたしに会
うように告げなさいと、主は言われた。
このようなはっきりした約束を聞いた時、弟子たちは、

ご自分のよみがえりについて彼らに予告されたキリスト
のことばについて考え始めた。しかしそれでもなお彼らは
喜ばなかった。彼らは疑いと困惑を捨て去ることができな
かった。女たちが主を見たと断言したときでさえ、弟子た
ちは信じようとしなかった。彼らはそれを、女たちの幻影
だと思った。
困難に困難が加わりつつあるように思えた。週の6日目

に、彼らは主が死なれるのを見た。翌週の第1日に、彼ら
は主のお体がなくなったことを知り、民衆をあざむくため
にそれを盗み去ったのだという罪をきせられた。彼らを不
利な立場におとしいれつつあるいつわりの印象をたえず打
ち消すのに彼らは絶望した。彼らは祭司たちの敵意と民衆
の怒りを恐れた。彼らは困ったときにはいつも助けてくだ
さったイエスがいてくださったらと心から願った。
「わたしたちは、イスラエルを救うのはこの人であろう

と、望みをかけていました」ということばを、彼らはしば
しばくりかえした（ルカ24：21）。さびしい、悲観した気
持ちで、彼らは、「もし、生木でさえもそうされるなら、
枯木はどうされることであろう」と言われたキリストのこ
とばを思い出した（ルカ23：31）。彼らは2階の部屋に集ま
り、愛する師の運命がいつ自分たちの運命となるかも知れ
ないことを思って、戸口を固くとざした。
ところがその間中、ずっと彼らは、救い主がよみがえら

れたことを知って喜んでいられたはずである、園では、イ
エスがそば近くにおられた時、マリヤは泣いていた。彼女
の目は涙にくもっていたので、イエスがわからなかった。
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また、弟子たちの心は悲しみでいっぱいだったので、彼ら
は天使たちのことばも、キリストご自身のことばも信じな
かった。
いまでもこれらの弟子たちと同じことをしている者が

どんなに多いことだろう。「だれかが、わたしの主を取
り去りました。そして、どこに置いたのか、わからない
のです」というマリヤの絶望的な叫びをくりかえす者がど
んなに多いことだろう（ヨハネ20：13）。どんなに多くの
人々に、「女よ、なぜ泣いているのか。だれを捜している
のか」という救い主のことばが語られることだろう（ヨハ
ネ20：15）。イエスは彼らのそば近くにおられるのに、彼
らのくもった目にはイエスがわからないのである。イエス
は彼らに話しかけられるが、彼らは理解しないのである。
ああ、うなだれた頭をあげ、目を開いてイエスを見、

耳にイエスの声を聞くことができるように。「急いで行っ
て、弟子たちにこう伝えなさい、『イエスは. . . . . .よみがえ
られた』」（マタイ28：7）。大きな石でとざされ、ローマ
の封印をされたヨセフの新しい墓を見るなと彼らに告げな
さい。キリストはそこにおられない。からっぽの墓を見る
な。望みなく、助けなき者のように嘆くな。イエスは生き
ておられ、彼が生きておられるがゆえにわれわれも生きる[1096]
のである。感謝の心で、聖なる火にふれたくちびるで、キ
リストはよみがえられたと喜ばしい歌をひびかせなさい。
主は生きてわれらのとりなしをしてくださる。この望みを
とらえなさい。そうすれば、それはたしかな、あてになる
錨のようにわれらの魂をつなぎとめるであろう。信じなさ
い、そうすればあなたは神の栄光を見るであろう。
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本章はルカ24：1333に基づく

主が復活された口の午後遅く、2人の弟子たちが、エル
サレムから8マイルはなれたエマオという小さな町へ向かっ
ていた。この弟子たちは、キリストの働きに目だった立場
を占めたことはなかったが、キリストの熱心な信者であっ
た、彼らは過越節を守るために都へきたのであったが、
最近起こった出来事にひどく困惑していた。彼らは、キリ
ストのお体が墓からはこび去られたというその朝の知らせ
を聞き、また天使たちを見、イエスに会った女たちの報告
も聞いていた。いま彼らは、瞑想と祈りのために家へ帰る
ところだった。彼らは裁判と十字架の処刑の場面について
語り合いながら、悲しい気持ちで夕暮れの道をたどってい
た。こんなにまったく落胆したことはなかった。望みもな
く信仰もなく、彼らは十字架の影の中を歩いていた。
道をまだあまり遠くまで進まないうちに、1人の見知ら

ぬ人がいっしょになった。しかし彼らは憂うつと失望に心
を奪われていたので、その人をはっきり観察しなかった。
彼らは心の中の思いをうちあけながら、話をつづけてい
た。彼らは、キリストがお与えになった教訓について議論
していたが、それは理解できないように思えるのだった。
彼らが、起こった出来事について話していると、イエスは
彼らを慰めたいと熱望された。イエスは、彼らの悲しみを
ごらんになっていた。あんな屈辱を受けたこの人が果たし
てキリストだろうかという思いを彼らの心に起こさせる矛
盾と困惑に満ちた考え方を、イエスは理解された。彼らは
悲しみをおさえることができないで、泣いた。イエスは、
彼らの心が愛によって主につながっていることをお知りに
なり、彼らの涙をふいて、喜びに満たされるようにしたい
と望まれた。しかし主は、まず第一に、決して忘れること
のできない教訓を彼らにお与えにならねばならない。

827
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「イエスは彼らに言われた、『歩きながら互に語り合っ
ているその話は、なんのことなのか』彼らは悲しそうな
顔をして立ちどまった。そのひとりのクレオパという者
が、答えて言った、『あなたはエルサレムに泊まってい
ながら、あなただけが、この都でこのごろ起ったことをご
存じないのですか』」（ルカ24：17、18）。彼らは、主に
ついて自分たちの失望をイエスに語った。「あのかたは、
神とすべての民衆との前で、わざにも言葉にも力ある預言
者でしたが、祭司長たちや役人たちが、死刑に処するため
に引き渡し、十字架につけたのです」と彼らは言った（ル
カ24：19、20）。失望に痛む心と、ふるえる唇で、彼らは
つけ加えて言った、「わたしたちは、イスラエルを救うの
はこの人であろうと、望みをかけていました。しかもその
上に、この事が起ってから、きょうが3日目なのです」（ル
カ24：21）。
ふしぎなことに、この弟子たちは、キリストのことば

を思い出して、キリストが予告された通りのことが起こっ
たのだということに気がっかなかった。彼らはキリスト
がうちあけられた話のあとの部分、すなわち3日目にキリ
ストがよみがえられるということが、はじめの部分と同
じように成就するということに気がつかなかった。これ
は彼らが覚えていなければならなかった部分であった。
祭司たちと役人たちはこのことを忘れていなかった。「あ
くる日は準備の日の翌日であったが、その日に、祭司長、
パリサイ人たちは、ピラトのもとに集まって言った、『長
官、あの偽り者が まだ生きていたとき、「3日の後に自分[1097]
はよみがえる」と言ったのを、思い出しました』」（マタ
イ27：62、63）。しかしこの弟子たちは、そうしたことば
をおぼえていなかった。
「そこでイエスが言われた、『ああ、愚かで心のにぶ

いため、預言者たちが説いたすべての事を信じられない者
たちよ。キリストは必ずこれらの苦難を受けて、その栄光
に入るはずではなかったのか』」（ルカ24：25、26）。2人
は、自分たちの心の奥底を見通して、このように熱心に、
やさしく、しかも同情と望みにあふれた話し方をすると
は、いったいこの見知らぬ人はだれだろうとあやしんだ。
キリストが売り渡されて以来、初めて彼らは心に望みがわ
いてきた。たびたび彼らは道連れの人を熱心に見つめて、
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そのことばをキリストがお語りになりそうなことばだと
思った。彼らは驚きに満たされ、その心臓はよろこばしい
期待に脈うち始めた。
キリストは、聖書の歴史のアルファであるモーセの書か

ら始めて、聖書全体を通じて、ご自身に関する事柄を解説
された。もしキリストが最初にご自分を彼らにお知らせに
なったら、彼らの心は満足してしまったであろう。喜びの
あまり、彼らはもう何も求めなかったであろう。彼らは、
旧約の型と預言を通して、キリストについてたてられてい
るあかしを理解する必要があった。これらのものの上に彼
らの信仰が築かれねばならない。キリストは、彼らをさと
らせるのに奇跡を行われず、聖書を説明することがその最
初の働きであった。彼らは、キリストの死を彼らのすべて
の望みの消滅とみなしていた。ところがイエスは、ご自分
の死こそ、彼らの信仰の最も強力な証拠であることを預言
者の書からお示しになった。
この弟子たちを教えるにあたって、イエスは、ご自分

の使命の証拠として旧約聖書の重要性を示された。クリス
チャンと称する人々の多くは、旧約聖書はもう役にたたな
いと主張して、いまでは旧約聖書を捨てている。しかし、
キリストはそういうことを教えておられない。キリスト
は旧約聖書を非常に尊重されて、ある時こう言われたこと
がある。「もし彼らがモーセと預言者とに耳を傾けないな
ら、死人の中からよみがえってくる者があっても、彼らは
その勧めを聞き入れはしないであろう」（ルカ16：31）。
アダムの時代から世の終わりにいたるまで、父祖たち

と預言者たちを通して語られるのは、キリストのみ声で
ある。救い主は、新約聖書と同じようにはっきり旧約聖書
の中にあらわされている。キリストの生涯と新約聖書の教
えをはっきりと美しく浮き出させるのは、預言時代から出
ている光である。キリストの奇跡は、その神性の証拠であ
る。しかし、イエスが世のあがない主であるというもっと
強力な証拠は、旧約の預言を新約の歴史に照らしあわせる
ことの中に見いだされる。
預言から論じて、キリストは弟子たちにご自分が人とし

てどういうお方であるべきかについて正しい概念をお与え
になった。人々の希望通りに王位と王権をとられるメシヤ
を、彼らが期待していたことから誤解が生じていた。それ
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は、最高の地位から最低の地位までキリストがおくだりに
なったことについての正しい見解と矛盾するのであった。
キリストは、弟子たちの考え方がこまかい点にいたるま

で純粋であり、また真実であるように望まれた。彼らは、
キリストに割りあてられた苦難のさかずきについて、で
きるだけ深く理解しなければならない。彼らがまだ理解で
きない恐るべき戦いは、世の基がおかれる前からたてられ
た契約の成就であることをキリストは示された。律法を犯
す者は、誰でも罪をつづけるかぎり死なねばならないよう
に、キリストは死なれなければならない。このことはすべ
て起こらねばならないのであるが、それは、敗北のうちに
終わるのではなくて、栄光と永遠の勝利のうちに終わるの
であった。世を罪から救うために、あらゆる努力をつくさ
ねばならないと、イエスは彼らに語られた。イエスに従う
者たちは、熱心な辛抱強い努力をもって、イエスが生活さ
れたように生活し、イエスが働かれたように働かねばなら
ない。
このように、キリストは弟子たちに説き聞かせて、彼

らが聖書を理解するようにその心を開かれた。弟 子たち[1098]
は疲れていたが、話はおとろえなかった。いのちと保証
の言葉が救い主の口から語られた。しかし、それでも彼
らの目はふさがれていた。イエスがエルサレムの滅亡の
ことを話されると、彼らは滅ぶべき都を泣きながらなが
めた。しかし、彼らはまだ旅の道連れが誰であるかをあや
しまなかった。キリストは、ご自分のことを別人のように
言っておられたので、彼らは話題のぬしであるお方が自分
たちのそばを歩いておられるとは思わなかった。彼らは、
この人は大祭に出かけていま家へ帰る途中の人だと思っ
た。イエスは、彼らと同じように、ごつごつした石の上
を注意深く歩き、時々いっしょに立ちどまってはしばらく
休息された。こうして彼らは山道を進んで行ったが、まも
なく神の右に座を占めて、「わたしは、天においても地に
おいても、いっさいの権威を授けられた」と言うことので
きるお方が彼らのそばを歩いておられるのであった（マタ
イ28：18）。
道を歩いている間に、太陽は沈み、旅人たちがいこいの

場所に到着する前に、畑で働いている人たちは仕事をやめ
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ていた。弟子たちが家にはいろうとすると、その見知らぬ
人は旅を続けるようにみえた。
しかし、弟子たちは彼に心をひかれていた。彼らの魂

は、この人からもっと多くのことを聞きたいとあこがれ
た。そこで彼らは、「わたしたちと一緒にお泊まり下さ
い」と言った（ルカ24：29）。彼は、その招待を受けそう
にみえなかったので、彼らはしいて引きとめ、「もう夕暮
になっており、日もはや傾いています」とすすめた。キリ
ストは、その願いをきき入れて、「彼らと共に泊まるため
に、家にはいられた」（ルカ24：29）。
もし、弟子たちがしいて招待しなかったら、彼らは、旅

の道連れがよみがえられた主であることを知らなかったで
あろう。キリストは誰にも交際を強制されない。彼は、ご
自分を必要とする者と交際される。彼はどんな貧しい家に
も喜んでお入りになり、どんないやしい心も励まされる。
しかし、もし人が無関心で、天のお客のことを考えなかっ
たり、いっしょにいていただきたいと願ったりしなけれ
ば、イエスは通り過ぎておしまいになる。こうして、多く
の者が大きな損失をこうむるのである。キリストが、途中
いっしょに歩いておられたのに、弟子たちがイエスに気が
つかなかったように、彼らもまた、キリストに気がつかな
いのである。
簡単な夕食のパンがすぐに用意される、それは、食卓の

正面に席をとったお客の前におかれる。すると彼は、食物
を祝福するために手をさし出される。弟子たちは驚きのあ
まり、あとずさりする。道連れの人は、主がいつもされて
いたのとちょうど同じように手をさし出している。もう1度
よく見ると、見よ、その手には釘のあとが見える。2人は同
時に、主イエスだ、死からよみがえられたのだと叫ぶ。
彼らは立ち上がって主の足下にひれふし、主を拝する。

しかし、主のお姿は目の前から消えてしまった。彼らは、
最近までおからだを墓に横たえておられたお方が席を占
めておられたあたりを見て、互いに言う、「道々お話しに
なったとき、また聖書を説き明してくださったとき、お互
の心が内に燃えたではないか」（ルカ24：32）。
しかし、彼らはこのすばらしい知らせを伝えなくては

ならないと思うと、すわって語っていることができない。
彼らの疲れと空腹はどこかへいってしまった。彼らは、食
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事に手もつけないで、喜びのあまり、すぐにもう1度さっ
きやってきた道を出かけ、都の弟子たちにこの知らせを伝
えるために急ぐ。道は安全でないところもあったが、彼ら
は、つるつるする岩にすべりながら、けわしい場所を越え
て行く。彼らは、自分たちといっしょに道を歩かれたお方
の保護があることを見もしなければ、知りもしない。旅の
つえを手にして、彼らはもっと早くもっと早くと願いなが
ら道を急ぐ。彼らは道を見失ってはまた発見する。時には
走りながら、時にはつまずきながら、彼らは目に見えない
道連れであるイエスに途中ずっとそば近くにつきそわれな
がら、前進する。
夜は暗いが、義の太陽が彼らを照らしている、彼らの

心は喜びにおどる。彼らは新しい世界にいるような気がす
る。キリストは生きておられる救い主である。彼らは、も[1099]
はやキリストが死んでおられるといって嘆かない。キリス
トはよみがえられたのだと、彼らは何度も何度もくりかえ
す。この知らせを、彼らは悲しんでいる者たちに伝えるの
だ。彼らは、エマオへの道中のふしぎな話を弟子たちに語
らねばならない。彼らは、途中で誰と一緒になったかを語
らねばならない。彼らは、世に与えられた最高のメッセー
ジ、今も永遠までも、人類家族の望みがかかっているうれ
しいおとずれをたずさえているのだ。
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本章はルカ24：3348、ヨハネ20：1929に基づく

エルサレムに着くと、2人の弟子は東門から入って行
く。この門は、祭りの時には夜も開いているのである。
家々は暗くひっそりしているが、2人の旅人はのぼる月の
光をたよりに狭い通りを進んで行く。彼らは、イエスがな
くなられる前の最後の一晩を過ごされた2階の広間に行く。
ここに兄弟たちがいることを彼らは知っているのである。
時刻は遅かったが、彼らは、主のお体がどうなったかはっ
きりわかるまでは弟子たちが寝ないことを知っている。部
屋のとびらは、固くとざされている。案内を求めて戸をた
たくが、応答はない。すべてが静まりかえっている。そこ
で彼らは名前を名のる。とびらが注意深く開かれ、彼らは
はいって行く。その時目に見えないもう1人のお方が彼らと
いっしょにお入りになる。するととびらはふたたび固く閉
ざされて、スパイを防ぐ。
旅人たちは、みんなが驚いて興奮しているのに気がつ

く。部屋の中の人々がいっせいに感謝と賛美の声をあげ
て、「主は、ほんとうによみがえって、シモンに現れな
さった」と言う（ルカ24：34）。すると2人の旅人は、道を
急いだためにあえぎながら、イエスが自分たちに現れたも
うたふしぎな話を語る。彼らがちょうど語り終わり、ある
者たちが事実にしてはうますぎるから信じられないと言っ
ていると、見よ、もう1人のお方が彼らの前に立たれる。
どの目もその見知らないお方にくぎづけにされる。案内を
求めて戸口をたたいた者はなかった。足音もきこえなかっ
た。弟子たちはびっくりして、何事かとあやしむ。その
時、彼らはほかならぬ主の声を聞く。「安かれ」というこ
とばが、はっきりと明らかに主の口から語られる。
「彼らは恐れ驚いて、霊を見ているのだと思った。そ

こでイエスが言われた、『なぜおじ惑っているのか。ど
うして心に疑いを起すのか。わたしの手や足を見なさい。

833
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まさしくわたしなのだ。さわって見なさい。霊には肉や
骨はないが、あなたがたが見るとおり、わたしにはあるの
だ』。〔こう言って、手と足とをお見せになった〕」（ル
カ24：3740）。
彼らは、残酷な釘で傷つけられたその手と足を見た。

彼らは、かって聞いた声にほかならない主の声を認めた。
「彼らは喜びのあまり、まだ信じられないで不思議に思っ
ていると、イエスが『ここに何か食物があるか』と言われ
た。彼らが焼いた魚の1きれをさしあげると、イエスはそれ
を取って、みんなの前で食べられた」「弟子たちは主を見
て喜んだ」（ルカ24：41、42、ヨハネ20：20）。信仰と喜
びが不信にとって代わり、ことばでは言いあらわしようの
ない思いをもって、彼らはよみがえられた救い主をみとめ
た。
イエスの誕生の時、天使が「地の上では、み心にかなう

人々に平和があるように」と布告した（ルカ2：14）。そし
ていま、救い主はよみがえられてからはじめて弟子たちに
現れたもうたとき、「安かれ」という祝福のことばで彼ら
に話しかけられた。イエスは、疑いと恐れに悩んでいる魂
にいつでも平安を語られる。主は、われわれが心の戸を開
いて、「わたしたちと一緒にお泊まり下さい」と言うのを
待っておられる（ルカ24：29）。主は言われる、「見よ、
わたしは戸の外に立って、たたいている。だれでもわたし
の声を聞いて戸をあけるなら、わたしはその中にはいって
彼と 食を共にし、彼もまたわたしと食を共にするであろ[1100]
う」（黙示録3：20）。
イエスのよみがえりは、主にあって眠るすべての人の最

後のよみがえりの型であった。よみがえられた救い主の顔
つき、態度、ことばはみな弟子たちのよく知っているもの
であった。イエスが死人の中からよみがえられたように、
イエスにあって眠る者はふたたびよみがえるのである。弟
子たちがイエスを知っていたように、われわれは友人たち
がわかるのである。彼らは、この世では不能だったり、病
気だったり、みにくかったりしたかもしれないが、完全な
健康と均整のとれた肉体をもってよみがえる。しかし、そ
の栄化された体にあっても、彼らの正体は完全に保存され
る。「その時には、わたしが完全に知られているように、
完全に知るであろう」（コリント13：12）。われわれはイ
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エスのお顔から輝き出る光によって輝く、愛する者たちの
顔かたちを認めるのである。
イエスは弟子たちにお会いになった時、なくなられる前

に語られたことば、すなわち、「モーセの律法と預言書と
詩篇とに、わたしについて書いてあることは、必ずことご
とく成就する」と言われたことばを彼らに思い出させられ
た（ルカ24：44）。「そこでイエスは、聖書を悟らせるた
めに彼らの心を開いて言われた、『こう、しるしてある。
キリストは苦しみを受けて、3日目に死人の中からよみが
える。そして、その名によって罪のゆるしを得させる悔改
めが、エルサレムからはじまって、もろもろの国民に宣べ
伝えられる。あなたがたは、これらの事の証人である』」
（ルカ24：4548）。
弟子たちは、自分たちの働きの性質と範囲を理解しはじ

めた。彼らは、キリストが彼らにゆだねられたすばらしい
真理を世にのべ伝えるのであった。キリストの一生の出来
事、キリストの死とよみがえり、それらの出来事をさし示
している預言、神の律法の神聖さ、救いの計画の奥義、罪
のゆるしのためのイエスの力——こうしたすべてのことに
ついて、彼らは証人であって、それらを世に知らせるので
あった。彼らは、悔い改めと救い主の力を通して与えられ
る平安と救いの福音をのべ伝えるのであった。
「そう言って、彼らに息を吹きかけて仰せになった、

『聖霊を受けよ。あなたがたが許す罪は、だれの罪でも許
され、あなたがたが許さずにおく罪は、そのまま残るであ
ろう』」（ヨハネ20：22）。聖霊は、まだ十分にあらわさ
れていなかった。キリストがまだ栄光をお受けになってい
なかったからである。もっと豊かな聖霊の降下は、キリス
トの昇天後まで起こらなかった。聖霊を受けるまでは、弟
子たちは世に福音をのべ伝える任務を果たすことができな
いのであった。しかし、いま特別な目的のために聖霊が与
えられた。弟子たちが教会に関連した正式の義務を果たす
ことができる前に、キリストはご自分の霊を彼らに吹きか
けられた。キリストは、非常に神聖な責任を彼らに委託し
ようとしておられたので、聖霊なしにはこの働きは達成さ
れないということを彼らに印象づけようと望まれた。
聖霊は、魂の中の霊的生命の呼吸である、みたまを与え

ることはキリストのいのちを与えることである。それは、



836 各時代の希望

受ける者にキリストの属性を吹き込む。このように神か
ら教えられる人たち、心のうちにみたまの働いている人た
ち、その生活にキリストのような生活をあらわす人たちだ
けが、教会を代表する者として立ち、教会に代わってその
任務を行うのである。
「あなたがたが許す罪は、だれの罪でも許され、あなた

がたが許さずにおく罪は、そのまま残るであろう」とキリ
ストは言われた（ヨハネ20：23）。キリストはここで、他
人をさばく自由をお与えになっているのではない。山上の
垂訓で、イエスはこのことを禁じられた。それは神の大権
である。しかし、組織された教会に、キリストは、教会員
個人に対する責任を負わせておられる。罪におちいる人た
ちに対して、教会は警告し、教え、できるなら回復する義
務がある。「あくまでも寛容な心でよく教えて、責め、戒
め、勧めなさい」と主は言われる（Ⅱテモテ4：2）。まち
がった行為に対して正しい態度をとりなさい。危険のうち
にある一人一人の魂に警告なさい。自分をごまかしている
のをそのままにしておいてはならない。罪を罪と呼びなさ[1101]
い。うそをつくこと、安息日を破ること、盗むこと、偶像
をおがむこと、そのほかあらゆる悪について神が言ってお
られることを告げなさい。「このようなことを行う者は、
神の国をつぐことがない」（ガラテヤ5：21）。もし彼ら
があくまで罪を離れないならば、あなたがたが神のみこと
ばによって宣告したさばきは、天で彼らの上にくだるので
ある。罪を犯すことをえらぶことによって、彼らはキリス
トを否認するのである。教会は、彼らの行為を承認しない
ということを示さねばならない。さもなければ、教会自身
が主をはずかしめることになる。教会は、神が罪について
言っておられることを言わねばならない。教会は、神が指
示しておられるとおりに罪を処理しなければならない。そ
うする時に教会の行動は天で批准される。教会の権威をあ
などる者はキリストご自身の権威をあなどるのである。
しかし、この問題には明るい一面がある。「あなたがた

が許す罪は、だれの罪でも許され」る（ヨハネ20：23）。
この考え方を第一にしよう。まちがいを犯している人々の
ために働く時に、どの目もキリストに向けさせよう。牧者
は、主の牧場の群れにやさしい心づかいを持とう。まちが
いを犯している人たちに救い主のゆるしと憐れみについて
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語ろう。罪人が悔い改めるように、そしてゆるすことがお
できになるキリストを信ずるように励まそう。「もし、わ
たしたちが自分の罪を告白するならば、神は真実で正しい
かたであるから、その罪をゆるし、すべての不義からわた
したちをきよめて下さる」ということを、神のみことばの
権威にもとづいて宣言しよう（ヨハネ1：9）。神は、「再
びわれわれをあわれみ、われわれの不義を足で踏みつけら
れる。あなたはわれわれのもろもろの罪を海の深みに投げ
入れ」られるとの保証が、悔い改める者にはだれにでも与
えられている（ミカ7：19）。
教会は、罪人の悔い改めを感謝の心をもって受け入れよ

う。悔い改める者を不信の暗黒からみちびき出して、信仰
と義の光へ入れよう。彼のふるえる手をイエスの愛に置こ
う。このようなゆるしは天において批准される。
この意味においてのみ、教会は罪人をゆるす権威があ

る。罪のゆるしはキリストの功績によってのみ得られる。
誰にも、また人間のどんな団体にも、魂を不義からゆる
す権威は与えられていない。キリストは、弟子たちに、
万国へ行ってキリストの名により罪のゆるしを説くよう
にお命じになった。しかし、彼ら自身には1つの罪のけが
れさえとり除く力は与えられていなかった。イエスの名だ
けが、「わたしたちを救いうる名」で、「これを別にして
は、天下のだれにも与えられていない」のである（使徒行
伝4：12）。
イエスが初めて弟子たちに2階の広間で会われた時、ト

マスはいっしょにいなかった。トマスはほかの人たちのう
わさを聞き、イエスがよみがえられたという十分な証拠を
示されたが、憂うつと不信が彼の心を満たしていた。弟子
たちがよみがえられた救い主のふしぎな出現について語る
のを聞くと、彼はますます深い絶望に沈んだ。
もしイエスが実際に死人の中からよみがえられたとして

も、字義通りの地上の王国についてもう望みはあり得ない
のだった。また、主が自分を除いてほかのすべての弟子た
ちにあらわれたもうたと考えることは、彼の虚栄心を傷つ
けた。彼は信じないことを決心した。そして、1週の間中自
分のみじめさを思いつづけた。それは、兄弟たちの望みと
信仰とは対照的に一層暗くみえた。
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その間彼は、「わたしは、その手に釘あとを見、わたし
の指をその釘あとにさし入れ、また、わたしの手をそのわ
きにさし入れてみなければ、決して信じない」とくりかえ
し断言した（ヨハネ20：25）。彼は、兄弟たちの目で見よ
うとも、彼らのあかしにもとついた信仰を働かせようとも
しなかった。彼は熱烈に主を愛していたが、彼の心と思い
はねたみと不信に占領されていた。
幾人かの弟子たちは、いまあのなつかしい2階の広間を

一時の住居とし、夜になるとトマス以外の全部がそこに集
まった。ある晩、トマスはほかの弟子たちに会おうと決心
した。彼は、信じていないにもかかわらず、あのよい知ら
せがほんとうであるようにというかすかな望みをいだいて[1102]
いた。弟子たちは夕食をしながら、キリストが預言を通し
て彼らにお与えになった証拠について語った。「戸はみな
閉ざされていたが、イエスがはいってこられ、中に立って
『安かれ』と言われた」（ヨハネ20：26）。
イエスはトマスをふりかえって、「あなたの指をここに

つけて、わたしの手を見なさい。手をのばしてわたしのわ
きにさし入れてみなさい。信じない者にならないで、信じ
る者になりなさい」と言われた（ヨハネ20：27）。このこ
とばは、イエスがトマスの思いとことばを知っておられる
証拠であった。この疑い深い弟子は、仲間のだれも1週間イ
エスに会っていないことを知っていた。彼らが自分の不信
を主に告げたはずがない。彼は、目の前のお方が主である
ことに気づいた。彼はそれ以上の証拠を望まなかった。彼
の心は喜びでおどった。彼はイエスの足下に身を投げて、
「わが主よ、わが神よ」と叫んだ（ヨハネ20：28）。
イエスは、彼が主を認めたことを受け入れられたが、

やさしく彼の不信を譴責された。「あなたはわたしを見た
ので信じたのか。見ないで信ずる者は、さいわいである」
（ヨハネ20：29）。もしトマスが兄弟たちのあかしを聞い
て信ずる気持ちがあったら、彼の信仰はもっとキリストに
喜ばれたのであった。もし世の人々が、いまトマスの例に
従うなら、信じて救いにいたる人はいないだろう。キリス
トを受け入れる者はみな、ほかの人々のあかしによらねば
ならないからである。
疑いにおちいっている多くの人は、もし、トマスが仲

間から与えられたような証拠を自分たちにも与えられる
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なら、自分たちは信ずるのだがと言いわけをする。彼ら
は、その証拠が与えられているだけでなく、もっと多くが
与えられていることをみとめない。トマスのように、疑い
の原因が全部のぞかれるのを待っている人々の多くは、そ
の願いが決して実現されないであろう。彼らの不信はだん
だん固まってしまうのである。暗い面を見たり、つぶやい
たり、不平を言ったりするように自分自身を教育する人た
ちは、自分のやっていることがわからないのである。彼ら
は、疑いの種をまいているのであって、疑いの収穫をかり
とることになる。こうして多くの人たちは、信仰と確信が
最も必要な時に、望むことも信じることもできない無力な
自分に気がつくのである。
トマスのとり扱いにおいて、イエスは弟子たちに1つの

教訓をお与えになった。イエスの模範は、信仰が弱くて、
疑いをはっきり示す人々をどのように扱わねばならないか
を教えている。イエスはトマスをしかりつけて、おさえつ
けてしまったり、彼と議論したりなどなさらなかった。イ
エスは疑う者にご自身をお示しになった。トマスは、不当
にも自分の信仰の条件を規定したが、イエスは、その寛大
な愛と思いやりによって、すべての障壁を打破された。不
信は、議論によってはめったに征服されない。それはむし
ろ、自己を固く守り、新しいささえと口実を見いだす。し
かしイエスが、十字架につけられた救い主として、その愛
と憐れみのうちにあらわされる時、かつては固かった多く
の口から、「わが主よ、わが神よ」とのトマスの告白が聞
かれるであろう。
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本章はヨハネ21：122に基づく

イエスは弟子たちにガリラヤで会う約束をされた。そこ
で過越の週が終わるとすぐ、彼らはそこへ足を向けた。も
し祭の間エルサレムにいなかったら、彼らは不誠意や異端
として解釈されたであろう。そこで彼らは祭が終わるまで
残っていた。しかし祭が終わると、彼らは救い主に会うた
めに指示されたとおりに喜んで故郷へ向かった。

7人の弟子たちが一緒だった。彼らはいやしい漁夫の身
なりをしていた。彼らは世俗的な財産にはとぼしかった
が、真理を知り、これを実行することに富 んでいた。そ[1103]
のために彼らは、天の神の目には、教師として最高であっ
た。彼らは、預言者の学校の生徒だったことはなかった
が、世に知られるかぎり最高の教育者によって3年間教えら
れていた。キリストの教えによって、彼らは高められ、賢
明になり、洗練されて、人々を真理の知識に導く器となっ
ていた。
キリストは、公生涯の時間の多くをガリラヤの海辺です

ごされた。弟子たちが人々から邪魔されないような場所に
集まると、彼らは、イエスとその偉大なみわざを思い出さ
せるものにかこまれていることに気がついた。この海の上
で、彼らの心が恐怖に満たされ、激しい嵐が彼らを破滅に
追いやろうとした時、イエスが波の上を歩いて彼らの救助
にこられたのだった。ここで嵐がイエスのみことばによっ
て静められたのだった。すこしの小さなパンと魚で1万人以
上の人々が養われた海辺は目のとどくところにあった。多
くの奇跡の舞台となったカペナウムは遠くなかった。あた
りの風景をながめていると、弟子たちの心は救い主のこと
ばと行為でいっぱいになった。
気持ちのよい夜だった。するとペテロは、舟で魚とりに

出ていくことにまだ以前の愛着を多分に持っていて、海へ
出て行って網をうとうと提案した。この計画に彼らはすぐ

840
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に加わった。彼らは食物と衣類が必要だった。うまくいけ
ば一晩の魚獲によってこの必要が満たされるのであった。
そこで彼らは舟にのって出かけたが、何もとれなかった。
一晩中働いたが効果はなかった。退屈な時間の間中、彼

らはそこにおられない主のことを語り合い、海辺でのイエ
スの伝道で目に見たふしぎな出来事を思い起こした。彼ら
は自分たちの将来についてたずね合い、前途を悲観する気
持ちが高まった。
その間中ずっと、イエスは、ただ1人岸辺で彼らのあと

を目でおっておられたが、その姿は彼らの目に見えなかっ
た。ついに夜が明けた。舟は岸からすこししか離れてい
なかったので、弟子たちは見知らない人が波打ち際に立っ
ているのをみとめた。するとその人は近づいてきて、「子
たちよ、何か食べるものがあるか」と言った。「彼らは
『ありません』と答えた。すると、イエスは彼らに言われ
た、『舟の右の方に網をおろして見なさい。そうすれば、
何かとれるだろう』。彼らは網をおろすと、魚が多くと
れたので、それを引き上げることができなかった」（ヨハ
ネ21：5、6）。
ヨハネは、その見知らない人が誰であるかわかって、

ペテロに「あれは主だ」と叫んだ。ペテロはすっかり喜
んで元気になり、じっとしていられなくなって、水の中に
とびこんで行き、すぐに主のそばに立った。ほかの弟子た
ちは、魚のはいった網をひきながら、舟にのったままやっ
てきた。「彼らが陸に上って見ると、炭火がおこしてあっ
て、その上に魚がのせてあり、またそこにパンがあった」
（ヨハネ21：9）。
彼らはあまり驚いたので、その火と食物をどこから

持ってこられたのかたずねなかった。「イエスは彼らに
言われた、『今とった魚を少し持ってきなさい』」（ヨハ
ネ21：10）。ペテロはさっき手離した網のところへ走って
行って、兄弟たちがそれを岸へ引きあげるのを手伝った。
働きが終わり、川意ができると、イエスは弟子たちに食事
に来るように命じられた。イエスは食物をさき、それを彼
らにわけられたが、7人の者たちはみなそれがイエスである
ことを知って認めた。山の上で5000人を養われた奇跡が今
彼らの、心によみがえってきた。しかしふしぎなおそれに
満たされて、彼らは、黙ったまま救い主をみつめた。
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イエスがわたしに従ってきなさいと彼らに言われた時
の海辺の光景がまざまざと思い出された。彼らは、イエ
スの命令で、深いところへこぎ出して、網をおろしたら、
網が破けそうになるほど網にいっぱいたくさんの魚がと
れたことを思い出した。その時イエスは、魚とりの舟を
捨てるようにと言われ、彼らに人をすなどる者としよう
と約束されたのだった。イエスがふたたび奇跡を行われた
のは、その時の場面を思い出させ、その印象を深いものと
するためだった。イエスの行為は、弟子たちの任命の更新
であった。それは、主が死なれても、彼らがイエスから指
定された働きをなす義務は軽減されていないということを
示した。主との直接のまじわりはなくなり、また以前の職
業による生計の道はなくなるのであったが、よみがえられ
た救い主はなお彼らのことを心にかけてくださるのであっ[1104]
た。そして彼らが主の働きをしているかぎり、主は彼らの
必要に備えてくださるのであった。またイエスが彼らに網
を舟の右側におろすように命じられたことには目的があっ
た。右側には、イエスが岸に立っておられた。それは信仰
の側であった。もし彼らがイエスとつながって働くなら、
すなわちイエスの神としての力が彼らの人間的努力と結合
する時、彼らはかならず成功するのであった。
キリストはもう1つの教訓をお与えにならねばならな

かったが、それは特にペテロに関してであった。ペテロ
が主をこばんだことは、彼が以前に告白した忠誠心と恥ず
かしい対照をなしていた。彼は主を恥ずかしめ、兄弟たち
の不信を招いた。彼らはペテロが彼らの間で以前のような
立場を占めることはゆるされないと考え、また彼自身も信
頼を裏切ったものと思っていた。使徒としての働きにふた
たび召される前に、彼は、兄弟たち全部の前で悔い改めの
証拠を示さねばならない。そうしなければ悔い改めたとは
いっても、彼の罪は、キリストの牧師としての彼の感化力
を失わせたかもしれない。救い主は、ペテロが兄弟たちの
信頼をとりもどし、彼が福音の上に招いた非難をできるだ
けとりのぞく機会を彼にお与えになった。
ここに、キリストに従うすべての者に対する教訓があ

る。福音は悪と妥協しない。それは罪をみのがすことがで
きない。ひそかな罪はひそかに神に告白すべきである。し
かし公然の罪には公然の告白が必要である。
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弟子たちの罪に対する非難はキリストにあびせられる。
それはサタンを勝利させ、動揺する魂をつまずかせる。悔
い改めの証拠を示すことによって、この弟子は、力のおよ
ぶかぎり、この非難をとりのぞくのである。
キリストが海辺で弟子たちといっしょに食事をしておら

れる時、救い主は、「ヨハネの子シモンよ、あなたはこの
人たちが愛する以上に、わたしを愛するか」とペテロに言
われた（ヨハネ21：15）。この人たちとは兄弟たちのこと
である。ペテロはかつて、「たとい、みんなの者があなた
につまずいても、わたしは決してつまずきません」と断言
したことがあった（マタイ26：33）。しかしこんどは、彼
はもっと真実に自分自身を評価していた。ペテロは、「主
よ、そうです。わたしがあなたを愛することは、あなたが
ご存じです」と言った（ヨハネ21：15）。わたしの愛は兄
弟たちの愛よりも大きいのですという誇大な保証はない。
彼は自分の献身について自分自身意見を表明しない。心の
すべての動機を読まれるお方に、彼は、「わたしがあなた
を愛することは、あなたがご存じです」と言って、彼の真
心について判断してくださるようにお願いする。するとイ
エスは、「わたしの小羊を養いなさい」と命じられる（ヨ
ハネ21：15）。
ふたたびイエスは、ペテロに質問して、前のことばを

くりかえされる。「ヨハネの子シモンよ、わたしを愛す
るか」（ヨハネ21：16）。こんどはイエスは、ペテロが兄
弟たちよりもイエスを愛するかどうかをおたずねにならな
かった。2度目の答えも初めと同じに、誇張した保証はな
く、「主よ、そうです。わたしがあなたを愛することは、
あなたがご存じです」であった。イエスは「わたしの羊を
飼いなさい」と彼に言われた（ヨハネ21：16）。もう1度イ
エスは、「ヨハネの子シモンよ、わたしを愛するか」と試
みの質問をされた。ペテロは悲しんだ。彼はイエスが自分
の愛を疑っておられると思った。主が自分を信頼されない
理由があることを知っていたので、彼は、心をいためて、
「主よ、あなたはすべてをご存じです。わたしがあなたを
愛していることは、おわかりになっています」と答えた。
するともう1度イエスは、「わたしの羊を養いなさい」と言
われた（ヨハネ21：17）。
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3度ペテロは公然と主を知らないと言った、そこでイエ
スは3度ペテロから愛と忠誠心の保証を引き出し、その鋭
い質問を、ちょうどさかとげのある矢のように、彼の傷つ
いた心につきつけられた。弟子たちの集まっている前で、
イエスは、ペテロの悔い改めの深さを明らかにし、かつて
は威張っていた弟子がどんなに徹底的にへりくだった者に
なったかをお示しになった。
ペテロは、生まれつき出しゃばりで衝動的だったので、[1105]

サタンは彼を倒すためにそうした特性につけこんだ。ペ
テロがつまずく直前に、イエスは、「サタンはあなたがた
を麦のようにふるいにかけることを願って許された。しか
し、わたしはあなたの信仰がなくならないように、あなた
のために祈った。それで、あなたが立ち直ったときには、
兄弟たちを力づけてやりなさい」と彼に言われたのであっ
た（ルカ22：31、32）。その時が今きていた。そしてペテ
ロの生まれ変わりは明らかだった。主が、綿密な、試みの
質問をされても、出すぎた、自己満足の答えは1つも出てこ
なかった。そしてそのけんそんと悔い改めのゆえに、ペテ
ロは、群れの牧者として行動する前に、これまでになかっ
たほどよい準備ができた。
ペテロを伝道に復帰させるとすぐにキリストが彼にま

かされた最初の働きは、小羊を飼うことであった。これは
ペテロにとってほとんど経験のない働きだった。それには
非常な注意とやさしさ、また非常な忍耐と辛抱が必要だっ
た。それは、信仰の若い人たちに奉仕し、無知な人たちに
教え、彼らの前に聖書を開き、彼らをキリストの奉仕に役
立つように教育する働きであった。これまでペテロはその
ような働きをするのにふさわしくなかったし、またその重
要さを理解してもいなかった。しかしこれこそイエスがい
まペテロを召された働きだった。この働きのために、彼自
身の苦難と悔い改めの経験が準備となっていた。
ペテロはつまずく前には、いつも瞬間的な衝動から不用

意にしゃべっていた。彼は自分自身について、あるいは自
分が言わねばならないことについてはっきりした自覚をも
たないうちに、いつもすぐ人を矯正したり、自分の思って
いることを口に出したりした。
しかし悔い改めたペテロはまったくかわった。彼の以前

の激しさは残っていたが、キリストの恵みがその熱心さを
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調節した。彼はもう激越でもなければ、自己を過信するこ
とも威張ることもなく、冷静で、落ち着いていて、教えを
受け入れた。その時彼はキリストの羊の群ればかりでなく
小羊も飼うことができた。
ペテロに対するキリストの態度は本人にとっても、兄弟

たちにとっても教訓となった。それは、罪を犯した者に忍
耐と同情とゆるしの愛をもって対するようにということを
彼らに教えた。ペテロは主を知らないと言ったけれども、
彼をがまんされたイエスの愛は決してゆるがなかった。
キリストの牧者は、自分の手に世話をまかされた羊と小羊
にこれとちょうど同じ愛を感じなければならない。ペテロ
は、自分自身の弱さと失敗を忘れないで、キリストが彼を
扱われたようにやさしく羊の群れを扱うのであった。
キリストがペテロにされた質問には深い意味があった。

キリストは、弟子であることと奉仕とについてたった1つの
条件を述べられた。「わたしを愛するか」と、主は言われ
た。これが必要欠くことのできない資格である。ペテロが
ほかのあらゆる資格をそなえていても、キリストの愛がな
ければ、彼は主の羊の群れを飼う忠実な牧者となることは
できない。知識、慈悲心、雄弁、感謝、熱意はすべてよい
働きの助けとなる。しかしイエスの愛が心のうちになけれ
ば、キリスト教の牧師の働きは失敗である。
イエスは、ペテロにだけ知らせておきたいと望まれたこ

とがあったので、ペテロと2人だけで歩かれた。イエスは死
なれる前、ペテロに、「あなたはわたしの行くところに、
今はついて来ることはできない。しかし、あとになってか
ら、ついて来ることになろう」と言われた。するとペテロ
は、「主よ、なぜ今あなたについて行くことができないの
ですか。あなたのためには、命も捨てます」と言った（ヨ
ハネ13：36、37）。こう言った時、彼は、キリストの足が
どんなに高いところ、どんなに深いところへ進んで行かれ
るのかすこしも知っていなかった。
ペテロは試練がやってきた時失敗したが、ふたたびキ

リストに対する彼の愛を証明する機会を与えられることに
なった。ペテロが最後の信仰の試練のために力づけられる
ように、救い主は、彼の将来をお示しになった。有用な人
生を送って、老齢が体力に影響を及ぼしはじめた時、ペテ
ロはほんとうに主のあとに従うのであった。「イエスは彼
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に言われた、『. . . . . .あなたが若かった時には、自分で帯を
しめて、思いのままに歩きまわっていた。しかし年をとっ[1106]
てからは、自分の手をのばすことになろう。そして、ほ
かの人があなたに帯を結びつけ、行きたくない所へ連れて
行くであろう』。これは、ペテロがどんな死に方で、神の
栄光をあらわすかを示すためにお話しになったのである」
（ヨハネ21：18、19）。
このようにイエスは、ペテロがどんな死に方をするか

をお知らせになった。イエスはペテロが十字架上で手をひ
ろげることまで予告された。そしてふたたびイエスは、こ
の弟子に、「わたしに従ってきなさい」と言われた（ヨハ
ネ21：19）。ベテロはこのように示されたことによって落
胆しなかった。彼は主のためにどんな死でも喜んで受けた
いと思った。
いま多くの人々がそうであるように、ペテロはそれまで

肉体をとられたキリストしか知らなかった、しかしいまは
もうこのような限られた見方はしなかった。彼は、人性を
とられたキリストと交わっていた時のような見方はもうし
なかった。彼はイエスを1人の人、天からっかわされた教
師として愛していたが、今はイエスを神として愛した。彼
は、キリストが自分にとって何ものにもかえがたいお方で
あるという教訓を学んできた。いま彼は、主の犠牲の使命
にあずかる用意ができた。ついにト字架の前につれてこら
れた時、彼は、自分からたのんで、さかさまにはりつけら
れた。彼は主と同じ方法で苦難を受けることはあまりに名
誉すぎると考えたのであった。
ペテロにとって、「わたしに従ってきなさい」というこ

とばは教訓に満ちていた（ヨハネ21：19）。この教訓は、
彼の死についてばかりでなく、彼の人生の1歩1歩について
与えられた。それまでペテロは自分勝手に行動する傾向が
あった。彼は、神の計画を実行するために待とうとしない
で、自分が神の働きのために計画しようとした。
しかし、主よりも先に突進しても、何も得るところが

なかった。イエスは彼に、「わたしに従ってきなさい」と
命じられる。わたしより先に走ってはならない。そうした
ら、あなたは1人でサタンの軍勢に対抗しなくてもよいの
だ。わたしをあなたより先に行かせなさい。そうしたら、
あなたは敵にうち負かされることがないであろう。
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ペテロがイエスのそばを歩いていると、彼はヨハネが
ついてくるのに気がついた。するとこんどはヨハネの将来
について知りたいという願いが起こったので、彼は、「主
よ、この人はどうなのですか」とイエスに言った。「イ
エスは彼に言われた、『たとい、わたしの来る時まで彼
が生き残っていることを、わたしが望んだとしても、あな
たにはなんの係わりがあるか。あなたは、わたしに従って
きなさい』」（ヨハネ21：21、22）。ペテロが知った方が
よいことはみな主が彼に明らかにしてくださるということ
を彼は考えろべきであった。他人にわりあてられた働きに
ついて余計な心配をしないで、キリストに従うことが各人
の義務である。ヨハネについて、「たとい、わたしの来る
時まで彼が生き残っていることを、わたしが望んだとして
も」と言われたことによって、イエスは、この弟子が主の
再臨まで生きるという保証をお与えになったのではなかっ
た（ヨハネ21：22）。イエスはご自身の最高権力を主張さ
れ、そしてたといそうなるように望まれたとしてもそれは
何もペテロの働きに影響を与えるものではないということ
を言われたにすぎなかった。ヨハネとペテロの将来は主の
み手にあった。イエスに従順に従うことが2人に要求される
義務であった。
今日ペテロのような人がなんと多いことだろう。彼ら

は、人のことに関心を持ち、自分自身の義務をおろそかに
する危険があるのに、他人の義務を知りたがる。キリスト
をながめ、キリストに従うことがわれわれのわざである。
他人の生活にまちがいが、他人の品性に欠点が見えるであ
ろう。人性は弱さを負っている。しかしキリストのうちに
は完全さがある。キリストを仰ぎ見ることによって、生ま
れ変わった者となるであろう。
ヨハネは非常に長生きした。彼はエルサレムの滅亡と、

広大な神殿の破壊を目に見たが、それは世界の最後の滅亡
を象徴していた。ヨハネは最後の日まで、親しく主に従っ
た。教会に対するヨハネのあかしの主旨は、「愛する者た
ちよ。わたしたちは互に愛し合おうではないか」「愛のう [1107]
ちにいる者は、神におり、神も彼にいます」ということで
あった（ヨハネ4：7、16）。
ペテロは使徒の任務に復帰させられたが、キリストか

ら栄誉と権威を受けたことは、彼が兄弟たちよりも優越



848 各時代の希望

した地位を与えられたことを意味しなかった。「主よ、
この人はどうなのですか」とのペテロの問いに答えて、
主が、「あなたにはなんの係わりがあるか。あなたは、
わたしに従ってきなさい」と言われた時に、キリストは
この点をはっきり示された（ヨハネ21：21、22）。ペテロ
は教会のかしらとしての栄誉を与えられたのではなかっ
た。ペテロの背信をゆるし、羊の群れを養うことを委ねら
れることによってキリストが彼に示された恵みと、ペテロ
自身が忠実にキリストに従ったことによって、彼は兄弟た
ちの信頼をかち得た。彼は教会の中で大きな影響力を持っ
ていた。しかしペテロは、ガリラヤの海辺でキリストから
教えられた教訓を一生の間忘れなかった。聖霊によって彼
は教会にあててこう書いた、「そこで、あなたがたのうち
の長老たちに勧める。わたしも、長老のひとりで、キリス
トの苦難についての証人であり、また、やがて現れようと
する栄光にあずかる者である。あなたがたにゆだねられて
いる神の羊の群れを牧しなさい。しいられてするのではな
く、神に従って自ら進んでなし、恥ずべき利得のためでは
なく、本心から、それをしなさい。また、ゆだねられた者
たちの上に権力をふるうことをしないで、むしろ、群れの
模範となるべきである。そうすれば、大牧者が現れる時に
は、しぼむことのない栄光の冠を受けるであろう」（ペテ
ロ5：14）。
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本章はマタイ28：1620に基づく

天のみ座からほんの1歩のところに立って、キリスト
は、弟子たちに任命をお与えになった。「わたしは、天
においても地においても、いっさいの権威を授けられた」
とキリストは言われた。「それゆえにあなたがたは行っ
て、すべての国民を. . . . . .教えよ」「全世界に出て行っ
て、すべての造られたものに福音を宣べ伝えよ」（マタ
イ28：1820、マルコ16：15）。このことばは、弟子たちが
その意義を把握するように、何度も何度もくりかえされ
た。天の光は、身分の高い者にも低い者にも、富める者に
も貧しい者にも、地のすべての住民の上に、明るい強い光
線となって輝くのであった。弟子たちは世を救う働きにあ
がない主と共に働く者となるのであった。
この任命は、キリストが12人の弟子たちと2階の広間で

会合された時に与えられたのであったが、今はもっと多
数の者に与えられることになった。ガリラヤの山での集ま
りに、呼び集められるかぎりすべての信者が集められた。
この集まりについては、キリストご自身が、なくなられ
る前に、時と場所を指定しておかれた。墓場の天使は、ガ
リラヤで会うというキリストの約束を弟子たちに思い出さ
せた。この約束は、過越節の週の間エルサレムに集まって
いた信者たちにくりかえされ、彼らを通して、キリストの
死を嘆き悲しんでいた多くのさびしい人たちの耳にはいっ
た。すべての人たちが熱烈な関心をもってこの会見を待
望した。ねたみ深いユダヤ人の疑いを避けるために、彼ら
は、回り道をして四方から集会の場所へやってきた。キリ
ストについて自分たちが聞いた知らせを熱心に語り合いな
がら、彼らはふしぎな思いをもってやってきた。
定められた時間になると、およそ500人の信者たちが山

の上にいくつかの小さなかたまりになって集まり、キリス
トがよみがえられてからお会いした人たちから聞けるだけ
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のことを聞こうと熱心に待った。弟子たちはこの群れから
あの群れへと歩きまわって、自分たちがイエスについて見
たり聞いたりしたことを語り、またイエスが自分たちにそ
うされたように、聖書から説き聞かせた。
トマスは自分が不信仰だった話を物語り、彼の疑いが[1108]

一掃されたことを語った。突然イエスが彼らの間に立た
れた。どこから、どうやってこられたのか誰にもわからな
かった。集まっていた人々の多くは、これまでイエスにお
会いしたことがなかったが、その手と足に十字架につけら
れた傷跡を見た。イエスのお顔は神のみ顔のようだったの
で、彼らはイエスを見て、おがんだ。
しかしある人たちは疑った。いつでもそういう人はいる

ものである。信仰を働かせるのに困難を感じる人たちがい
て、彼らは自分自身を疑問の側に置く。こういう人たちは
不信のために多くのものを失うのである。
復活後イエスが多くの信者たちと会見されたのはこの時

だけであった。イエスは彼らのところへおいでになって語
り、「わたしは天においても地においても、いっさいの権
威を授けられた」と言われた（マタイ28：18）。弟子たち
はすでにイエスが語られる前におがんでいたが、死にとじ
られていたくちびるから出るイエスのことばには特別な力
があって彼らを感動させた。イエスは今やよみがえられた
救い主であった。彼らの多くは、イエスが力をあらわして
病人たちをいやし、サタンの力を支配されるのを見たので
あった。彼らは、イエスがエルサレムに王国を建てられる
権力を、すべての反対をおさえる力を、また自然界を支配
する力を持っておられると信じた。イエスは荒れ狂う波を
静め、泡立つ波の上を歩き、死人を命によみがえらせられ
た。今主は「いっさいの権威」がご自分に与えられたと宣
言された。イエスのことばは、聞く者の心をこの地上の一
時的なものから天上の永遠なるものへ向けた。彼らはキリ
ストの威厳と栄光について最高の概念にまで高められた。
山の上でのキリストのことばは、人類のためのキリスト

の犠牲が十分にして完全であるということを告げていた。
あがないの条件は果たされた。イエスがそのためにこの
世にこられた働きは達成された。イエスは、天使たちと支
配と権威からあがめられるために神のみ座のもとへ行かれ
る途中であった。イエスは仲保者としての働きにお入りに
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なったのだった。無限の権威を帯びて、キリストは、弟子
たちに任命をお与えになった。
「それゆえに、あなたがたは行って、すべての国民を弟

子として、父と子と聖霊との名によって、彼らにバプテス
マを施し、あなたがたに命じておいたいっさいのことを守
るように教えよ。見よ、わたしは世の終りまで、いつもあ
なたがたと共にいるのである」（マタイ28：19、20）。
ユダヤ国民は聖なる真理の保管者とされたが、パリサ

イ主義のために全人類の中で最も排他的で最も頑迷な者と
なった。祭司たちと役人たちについてのすべて、すなわち
その衣服、風習、儀式、言い伝えは、彼らを世の光とする
のにふさわしくなかった。彼らは自分自身すなわちユダヤ
国民を世界とみなした。しかしキリストは、階級制度や国
の差別をまったく含まない信仰と礼拝、すなわちすべての
民族、すべての国民、すべての階級の人々に適応する信仰
をのべ伝えるために弟子たちを任命されたのである。
弟子たちと別れる前に、キリストはみ国の性質をはっき

り述べられた。主は、み国について、前に弟子たちにお語
りになったことを思い起こさせられた。この世に現世的な
王国ではなくて、霊的王国を建てることがご自分の目的で
あると、主は宣言された、キリストは、ダビデの位につか
れた地上の王として統治されるのではなかった。ふたたび
イエスは、彼らに聖書を開いて、ご自分が経験されたすべ
てのことは天においてご自身と天父との協議によって定め
られたものであることを示された。すべてのことは聖霊の
感動を受けた人々によって預言されていた。イエスは言わ
れた。わたしがメシヤとして受け入れられないことについ
てあなたがたに打ち明けたことが何もかも起こったのだ。
わたしが耐えねばならない屈辱、わたしが死なねばならな
い死についてわたしが言ったことはすべて実証された。3日
目にわたしはふたたびよみがえった。聖善をもっと熱心に
調べなさい。そうすればこれらのすべてのことの中にわた
しに関する詳細な預言が成就したことがわかるであろう。
キリストは、弟子たちの手に残された働きをエルサレム [1109]

から始めるように委任された、エルサレムは、人類のため
のキリストの驚くべきへりくだりの場面であった。ここで
彼は苦難を受け、捨てられ、罪に定められた。ユダヤの国
はイエスの誕生の地であった。ここでイエスは、人性とい
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う衣を着て、人々と共に歩まれたが、彼が人々の中におら
れた時、どんなに天が地に近づいたかをみとめた者はほと
んどなかった。エルサレムで、弟子たちの働きが開始され
ねばならない。
キリストがエルサレムで苦難を受けられ、骨折って働か

れてもみとめられなかったことを考えて、弟子たちはもっ
と有望な伝道地をキリストにお願いできたかもしれなかっ
たが、彼らはそのような願いをしなかった。キリストが真
理の種をまかれた土地を弟子たちはたがやすのであった。
種は芽を出して豊かな収穫を生ずるであろう。その働きに
おいて、弟子たちは、ユダヤ人のねたみと憎しみから迫害
にあわねばならないであろう。しかし主はこれに耐えられ
たのであるから、彼らはそれから逃げ出すべきではなかっ
た。憐れみの最初の提供は、救い主の殺害者たちに向けら
れねばならない。
またエルサレムには、これまでひそかにイエスを信じて

いた人々、祭司たちと役人たちにだまされていた人々がた
くさんいた。この人たちにも福音が示されるのであった。
彼らに悔い改めが呼びかけられるのであった。キリストを
通してのみ罪のゆるしが得られるというすばらしい真理が
明らかにされるのであった。過ぐる数週間の感動的な事件
のためにエルサレムじゅうがわきたっている時、福音の宣
伝は最も深い印象を与えるであろう。
しかしこの働きはエルサレムにとどまるのではなかっ

た。それは地の果てまでひろがるのであった。キリスト
は弟子たちに言われた。あなたがたはわたしが世のために
送った自己犠牲の生活を口に見た。あなたがたはイスラエ
ルのためのわたしの努力を目に見た。彼らはいのちを受け
るためにわたしのもとにこようとせず、また祭司たちと役
人たちはわたしに対して好き勝手なことをし、聖書に預言
されていたとおりにわたしを捨てたが、それでも彼らは神
のみ子を受け入れる機会がもう1度あるのだ。わたしのもと
にきて罪を告白する者をみなわたしが受け入れることをあ
なたがたは見てきた。わたしに来る者をわたしは決してこ
ばみはしない。望む者はだれでも、神とやわらぎ、永遠の
生命を受ける。
弟子たちよ、あなたがたにわたしはこの憐れみのメッ

セージを委ねる。それはまずイスラエルに与えられ、次に
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諸国、諸国語、諸民族に与えられるのである。それはユダ
ヤ人にも異邦人にも与えられるのである。信じる者はすべ
て1つの教会に集められるのである。
聖霊の賜物を通して、弟子たちは驚くべき力を受けるの

であった。彼らのあかしはしるしとふしぎなわざによって
確認されるのであった。使徒たちばかりでなく、そのメッ
セージを受け入れた者たちによって、奇跡が行われるので
あった。イエスはこう言われた、「信じる者には、このよ
うなしるしが伴う。すなわち、彼らはわたしの名で悪霊を
追い出し、新しい言葉を語り、へびをつかむであろう。ま
た、毒を飲んでも、決して害を受けない。病人に手をおけ
ば、いやされる」（マルコ16：17、18）。
当時毒殺がしばしば行われた。無法な人々は、自分の

野心のさまたげとなる人間をこの方法で除くことをちゅう
ちょしなかった。イエスは弟子たちの生命がこのような危
険にさらされることを知っておられた。多くの人々は、イ
エスの証人たちを殺すことを神への奉仕だと思うだろう。
そこでイエスは彼らをこの危険から守ることを約束され
た。
弟子たちは、イエスが「民の中のあらゆる病気、あら

ゆるわずらいをおいやしになった」のと同じ力を持つので
あった（マタイ4：23）。キリストの名によって肉体の病
気をいやすことによって、彼らの魂をいやしてくださるキ
リストの力をあかしするのであった（マタイ9：6参照）。
そこでいま新しい賜物が約束された。弟子たちは、他の
国民にも福音を説くことになるので、他の国語を話す力
を受けるのであった。使徒たちとその仲間は無学な人たち
だったが、ペンテコステの日に聖霊の降下を受けることに [1110]
よって、彼らのことばは、自国語であろうと外国語であろ
うと、語句においてもアクセントにおいても純粋で、単純
で、正確なものとなった。
こうしてキリストは、弟子たちに任務をお与えになっ

た。働きの遂行にイエスは十分な道を備え、その成功の責
任をご自身が負われた。
彼らがイエスのことばに従い、イエスにつながって働く

かぎり、失敗することはないのであった。すべての国民に
行きなさいと、イエスは彼らにお命じになった。人の住む
かぎりどんな地球の果てまで行っても、わたしがそこにい
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ることを知りなさい。信仰と確信をもって働きなさい。わ
たしがあなたがたを捨てる時は決してないのだから。
救い主が弟子たちにお与えになった任務には信者の全部

が含まれていた。これには世の終わりにいたるまですべて
のキリスト信者が含まれている。救霊の働きが牧師だけに
負わされていると考えるのは重大な誤りである。天の霊感
を受けた者はすべて福音をのべ伝える責任が負わされる。
キリストの生命を受ける者はみな同胞の救いのために働く
ように任命される。教会はこの働きのために設立されてい
るのであって、聖なる誓約によって教会に加わる者はみな
そのことによってキリストと共に働く者となることを誓っ
たのである。
「御霊も花嫁も共に言った、『きたりませ』。また、聞

く者も『きたりませ』と言いなさい。かわいている者はこ
こに来るがよい。いのちの水がほしい者は、価なしにそれ
を受けるがよい」（黙示録22：17）。聞く者はだれでもこ
の招きをくりかえすのである。この世における職業がなん
であろうと、第一の関心事は魂をキリストに導くことでな
ければならない。会衆に話すことはできないかもしれない
が、個人のために働くことができる。自分が主から受けた
教えを個人個人に伝えることができる。伝道は説教だけで
はない。病気と苦しみのうちにある人々をやわらげ、困っ
ている人々を助け、落胆している人々や信仰の弱い人々に
慰めのことばを語る者は伝道しているのである。近いとこ
ろにも遠いところにも、罪の意識にうちひしがれた魂がい
る。人間を堕落させるのは困難や骨折り仕事や貧乏ではな
い。不義が、悪をなすことが人を堕落させるのである。そ
れが不安と不満を生じさせるのである。キリストはご自分
のしもべたちが、罪に悩む魂のために奉仕するように望ま
れる。
弟子たちは自分たちのいるところから働きを始めるので

あった。最も困難で、最も見込みのない働き場をみすごし
てはならなかった。
同じように、キリストの働き人の一人一人は、自分の

いるところから働きを始めるのである、われわれ自身の家
族の中には、同情にかわき、生命のパンに飢えた魂がいる
かもしれない。キリストのために教育すべき子供たちがい
るかもしれない。われわれ自身の門口に異邦人がいる。い
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ちばん近くにある働きを忠実にしよう。それから、われわ
れの努力を神のみ手がみちびかれるままに遠くへひろげよ
う。多くの人々の働きは環境に制限されているようにみえ
るかもしれない。しかしどこであろうと忠実に、勤勉に働
くならば、それは地の隅々にまで知られるのである。地上
におけるキリストの働きはせまい場所に限られているよう
にみえたが、全地からやってきた多くの人々がキリストの
メッセージを聞いた。神はしばしば最も単純な方法を用い
て最大の結果をなしとげられる。神の働きのどの部分も、
車輪の内部の輪のように、ほかの部分と互いに依存し合
い、一致して働くことが神のご計画である。どんないやし
い働き人も、聖霊に動かされて目に見えない弦をかきなら
す時に、その振動する音は地の果てまでひびき、永遠の時
代にわたってメロディーをかなでるのである。
しかし、全世界に出て行けとの命令をみすごしてはなら

ない（マルコ16：15参照）。われわれの目をかなたの国々
に向けるようにと訴えられている。キリストはへだての壁
すなわち国籍というへだての偏見を打破し、全人類家族へ
の愛を教えておられる。主は、人間の利己心が定めたせま
い社会から人々を高められる。主は、地域的な境界線と人
間のつくった社会的な差別を廃止される。キリストは隣人
と他人、友人と敵の区別をされない。困っている魂をみな [1111]
兄弟とみなし、世界を働き場とみなすようにと、主は教え
ておられる。
救い主は、行って、すべての国民に教えよと言われた

時、またこう言われた、「信じる者には、このようなし
るしが伴う。すなわち、彼らはわたしの名で悪霊を追い出
し、新しい言葉を語り、へびをつかむであろう。また、毒
を飲んでも、決して害を受けない。病人に手をおけば、い
やされる」（マルコ16：17、18）。この約束は、任命と同
じように遠大なものである。全部の賜物が信者の一人一人
に与えられるというのではない。
「御霊は思いのままに、それらを各自に分け与えられる

のである」（コリント12：11）。しかしみたまの賜物は、
主の働きのためその必要に応じて、どの信者にも約束され
ている。この約束は使徒たちの時代と同様に今日も固く、
信頼に値するものである。「信じる者には、このようなし
るしが伴う」（マルコ16：17）。これは神の子らの特権で
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あって、信仰の証拠としてもつことのできるすべてのこと
を把握すべきである。
「彼らは. . . . . .病人に手をおけば、いやされる」（マル

コ16：18）。この世界はいわば巨大な病棟であるが、キリ
ストは病人をいやし、サタンのとりこに救いを告げるため
にこられた。イエスご自身は健康で元気だった。イエスは
ご自分の生命を、病人や、苦しんでいる者や、悪鬼にとり
つかれている者にわけ与えられた。主は、いやしの力を受
けるためにやってくる者を1人も追いかえされなかった。主
は助けを懇願する者たちが自分で病気を招いたことをご存
じだった。それでもイエスは彼らをいやすことをこばまれ
なかった。これらのあわれな魂にキリストのいやしの力が
及ぼされる時に、彼らは罪を自覚し、多くの者が、肉体の
病気はもちろん、霊的な病気もいやされた。福音には今も
同じ力があるのだから、今日同じ結果が見られないはずが
ない。
キリストは苦しんでいる一人一人の魂の不幸をお感じ

になる。悪霊が人間の肉体を破滅させる時に、そのわざわ
いをお感じになる。高熱に生命の流れが焼きつくされる時
に、イエスはその若悩をお感じになる。そして主はご自分
がこの地上におられた時と同じように、今も喜んで病人を
いやされる。キリストのしもべたちはキリストの代表者で
あって、キリストの働きのうつわである。主は彼らを通し
ていやしの力を働かそうと望まれる。
救い主のいやしの方法には弟子たちにとって教訓が

あった。ある時、主は盲人の目にどうを塗って、「シロ
アム. . . . . .の池に行って洗いなさい」とお命じになった。
「そこで彼は行って洗った。そして見えるようになって、
帰って行った」（ヨハネ9：7）。
病気は、大医師イエスの力だけでなおすことができるの

であるが、それでもキリストは単純な自然の力をお用いに
なった。キリストは薬物療法に賛成なさらなかったが、単
純な白然療法を是認された。
苦しみをいやしてもらった多くの人々に、キリストは、

「もう罪を犯してはいけない。何かもっと悪いことが、
あなたの身に起るかも知れないから」と言われた（ヨハ
ネ5：14）。こうしてイエスは病気が神の定められた自然と
霊的な法則を犯した結果であることを教えられた。人が創
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造主の計画に調和した生活を送りさえすれば、この世の大
きな不幸は存在しないであろう。
キリストは、古代イスラエルの指導者また教師であら

れたが、健康は神の律法に従った報いであると、彼らに
お教えになった。パレスチナで病人たちをいやされた大
医師イエスは、古代イスラエルの民に雲の柱から語って、
彼らのしなければならないことと神が彼らのためになさ
れることについてお告げになった。「あなたが、もしあ
なたの神、主の声に良く聞き従い、その目に正しいと見ら
れることを行い、その戒めに耳を傾け、すべての定めを守
るならば、わたしは、かつてエジプト人に下した病を1つ
もあなたに下さないであろう。わたしは主であって、あ
なたをいやすものである」と、主は言われた（出エジプ
ト15：26）。キリストは、彼らの生活習慣についてはっき
りした教えをイスラエルに与え、「主はまたすべての病を
あなたから取り去ら. . . . . .れるであろう」と保証された（申 [1112]
命記7：15）。彼らが条件を果たした時に、この約束は立証
された。「その部族のうちに、ひとりの倒れる者もなかっ
た」（詩篇105：37）。
この教訓はわれわれのためである。健康を保ちたければ

だれでも守らねばならない条件がある。誰でもみなこれら
の条件がなんであるかを知らねばならない。主は、自然の
法則であっても霊的な法則であっても、主の律法について
人が無知であることをお喜びにならない。われわれは、霊
的な面ばかりでなく、肉体的な面においても、健康を回復
するために神と共に働く者となるのである。
そこでわれわれは、どのように健康を維持し、回復する

かについて人々に教えねばならない。病気の人たちのため
には、神が自然のうちにお備えになった療法を用い、健康
を回復することがおできになるただ1人のお方である神を彼
らに指し示さねばならない。病人や悩める者たちを信仰の
腕によってキリストにつれて行くことがわれわれの働きで
ある。彼らが大医師イエスを信じるように教えねばならな
い。イエスの約束をとらえて、主の力のあらわれを祈らね
ばならない。福音の本質は回復であって、救い主は、われ
われが病人や望みなき者や苦しんでいる者たちにイエスの
力にすがるようにすすめることを望んでおられる。
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キリストのすべてのいやしのわざには愛の力があった。
信仰によってその愛にあずかることによってのみキリス
トのみわざの器となることができるのである。もしキリス
トとの聖なるつながりをおろそかにするなら、生命を与え
る力の流れが豊かな流れとなってわれわれから人々になが
れることができない。人々の不信仰のために、救い主ご自
身でも多くの大いなるみわざをなすことがおできにならな
かったところがあった。同じように、いまも不信仰が教会
を聖なる助け手であるイエスから引き離している。教会は
永遠の現実をしっかりととらえていない。教会に信仰が欠
けているために神は失望され、神の栄光が失われている。
キリストが共にいてくださると教会に約束されているの

は、そのみわざをなすことによってである。行ってすべて
の国民に教えなさい、「見よ、わたしは世の終りまで、い
つもあなたがたと共にいるのである」と、キリストは言わ
れた（マタイ28：20）。キリストのくびきを負うことが、
キリストの力を受ける第一の条件である。教会の生命その
ものは、教会が主の任命を忠実に果たすことにかかってい
る。この働きをおろそかにすれば、そこにはかならず霊的
な弱さと衰えが生じる。人々のための活動的な働きがない
ところでは愛は衰え、信仰は弱くなる。
キリストは、福音の働きにおいて、牧師たちが教会の教

育者になるように望んでおられる。彼らは、失われた者を
たずね求めて救う方法を教会員に教えるのである。しかし
彼らはこの働きをしているだろうか。
悲しいことに、いまにも消えそうな教会内の命の火花を

かきたてるのにどれほど多くの者が骨折らねばならないこ
とだろう。失われた羊をさがし求めていなくてはならない
はずの者から病める小羊のように世話をしてもらわなくて
はならない教会がどんなに多いことだろう。しかもその間
に、幾百万の人々が、キリストを知らずに滅びつつあるの
である。
神の愛は人類のためにはかり知ることのできないほど

深く動かされたのに、これほど大きな愛を受けている者
たちに表面的な感謝しかないのを見て、天使たちは驚く。
天使たちは、神の愛に対する人々の浅薄な認識に驚き、天
は、魂に対する人々の無関心さに憤慨している。そのこと
についてキリストがどう思っておられるか知りたいだろう
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か。父母は、自分の子供が寒さと雪の中に行き暮れている
のに、それを救えたはずの人たちからみすごしにされ、死
ぬがままにほうっておかれたことを知ったらどう思うだろ
うか。彼らはひどく悲しみ、狂気のように憤慨しないだう
りか。彼らはその涙のように熱く、その愛のようにはげし
い怒りをもって、そうした殺人者たちを攻撃しないであろ
うか。一人一人の人間の苦難は神の子の苦難であって、滅
びつつある同胞に助けの手をさし出さない人々は神の正義
の怒りをひき起こすのである。これが小羊イエスの怒りで [1113]
ある。キリストとのまじわりを公言しながら、同胞の必要
に無関心だった人たちに向かって、キリストは、大いなる
さばきの日に、「あなたがたがどこからきた人なのか、わ
たしは知らない。悪事を働く者どもよ、みんな行ってしま
え」と宣告されるであろう（ルカ13：27）。
弟子たちにお与えになった任務の中に、キリストは、

彼らの働きのあらましを述べられたばかりでなく、彼ら
のメッセージもお与えになった。「あなたがたに命じてお
いたいっさいのことを守るように教えよ」とキリストは言
われた（マタイ28：20）。弟子たちはキリストがお教えに
なったことを教えるのであった。キリストがご自身の日を
通してばかりでなく、旧約のすべての預言者たちと教師た
ちを通して語られたことがここに含まれている。人間の教
えは除外されている。
言い伝えや、人間の理論や結論、あるいは教会の律法

がはいる余地はない。教会の権威によって定められたおき
ては、この任務の中に含まれていない。キリストのしもべ
たちは、そうしたものを教えるのではなかった。キリスト
ご自身のことばと行為についての記録とともに、「律法と
預言者」が世に与えるように弟子たちに委託された宝であ
る。キリストのみ名は、彼らの合いことばであり、彼らを
世人と区別する記章であり、彼らの一致のきずなであり、
彼らの行動の権威であり、彼らの成功のみなもとである。
キリストのみ国では、キリストのみ名がきざまれていない
ものはどんなものでも認められないのである。
福音を、生命のない理論としてではなくて、生活を変

える生きた力として示さねばならない。神は、ご自分の恩
恵を受ける者たちをその力の証人にならせようと望んでお
られる。神のみこころを痛めるような生活を送っていた人
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たちでも神は快く受け入れてくださる。彼らが悔い改める
時に、神は、ご自分の聖なるみたまをさずけ、彼らを高い
責任の地位に置き、神の隈りない憐れみをのべ伝えるため
に彼らを不忠実な者たちの陣営につかわされる。神の恵み
によって人はキリストのような品性を持つことができ、神
の大いなる愛の保証を喜ぶことができるということについ
て、神はご自分のしもべたちがあかしをたてるよう望まれ
る。人類が神のむすこ、むすめとしてその聖なる特権を回
復し、復帰するまで神は満足することがおできにならない
ということについて、われわれにあかしをたてさせたいと
神は望まれる。
キリストのうちには、牧者のやさしさ、親の愛情、憐

れみ深い救い主の比類のない恵みがある。キリストは、最
も魅力のあることばで祝福をお与えになる。主はそうした
祝福を宣言されるだけでは満足されない。主は、それらの
祝福を、自分のものにしたいという願いを起こさせるよう
に、最も魅力的な方法で提供される。キリストのしもべた
ちも同じように、言いあらわしようのない賜物であるキリ
ストの栄光の富を紹介するのである。教理の単なるくりか
えしでは何1つできない時に、キリストのすばらしい愛は心
をとかし、これを従えるのである。
「あなたがたの神は言われる、『慰めよ、わが民を慰

めよ』」「よきおとずれをシオンに伝える者よ、高い山に
のぼれ。よきおとずれをエルサレムに伝える者よ、強く声
をあげよ、声をあげて恐れるな。ユダのもろもろの町に言
え、『あなたがたの神を見よ』と。. . . . . .主は牧者のよう
にその群れを養い、そのかいなに小羊をいだき、そのふと
ころに入れて携えゆ. . . . . .かれる」（イザヤ40：1、911）。
「万人にぬきんで. . . . . .はなはだ美しい」おかたについて
人々に告げ知らせなさい（雅歌5：10、16）。ことばだけで
はそれを語ることができない。それを品性に反映し、生活
にあらわそう。キリストは弟子たち一人一人のうちにご自
分が再現されるのを待っておられる。神は一人一人を「御
子のかたちに似たものとしようとして、あらかじめ定めて
下さった」（ローマ8：29）。一人一人を通して、キリスト
の寛容と愛、聖潔、柔和、憐れみ、まことが世にあらわさ
れるのである。
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最初の弟子たちは出て行ってみことばをのべ伝えた。
彼らはその生活にキリストをあらわした。そこで主は彼ら
と共に働き、「御言に伴うしるしをもって、その確かなこ
とをお示しになった」（マルコ16：20）。これらの弟子た
ちは働きのために備えをした。ペンテコステの日の前に、 [1114]
彼らは共に集まって、すべての不和をすて去った。彼ら
は1つになった。彼らは祝福が与えられるとのキリストの
約束を信じ、信仰をもって祈った。彼らは自分たちのため
だけに祝福を求めなかった。彼らは魂の救いのために重荷
を負った。福音を地の果てまで伝えることになったので、
彼らは、キリストの約束された力がさずけられるように求
めた、その時聖霊がそそがれ、1日に幾千の人々が悔い改め
た。
今もこれと同じである。人間の空論ではなく、神のみこ

とばをのべ伝えよう。クリスチャンは不和をとり除き、失
われた者を救うために神に献身しよう。信仰をもって祝福
を求めるときに、それは与えられるのである。使徒時代の
聖霊の降下は「秋の雨」であったが、その結果はすばらし
かった。しかし「春の雨」はもっと豊かなものとなるであ
ろう（ヨエル2：23参照）。
心と体と魂を神にささげる者は誰でも体力と知力の新し

い賜物をたえず受けるであろう。天の尽きることのない補
給は彼らの思いのままに与えられる。キリストは彼らにご
自身の霊の息吹、すなわちご自身の命をお与えになる。聖
霊は心と思いに働くためにその最高の能力をそそがれる。
神の恵みは彼らの能力を幾倍にも大きくし、神の性質のあ
らゆる完全さが救霊の働きにおいて彼らの助けとして与え
られる。キリストとの協力によって、彼らはキリストのう
ちにあって完全であり、人間的な弱さのうちにあっても全
能者の行為をなすことができる。
救い主は、全世界の人々に恩恵をあらわし、ご自身の

品性を印象づけようと熱望される。世界はキリストが買
われた所有物であって、主は人々を自由にし、純潔にし、
聖にしようと望まれる。サタンはこの目的を妨害しよう
として働くが、世の人々のために流された血によって、神
と小羊に栄光をもたらす勝利がなしとげられるのである。
キリストは、勝利が完全になるまでは満足されない。「彼
は自分の魂の苦しみにより光を見て満足」されるのであ
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る（イザヤ53：11）。地のすべての国民は、キリストの恩
恵の福音を聞くであろう。全部の者がキリストの恩恵を受
け入れるわけではないが、「子々、孫々、主に仕え、人々
は主のことをきたるべき代まで語り伝え」るのである（詩
篇22：30）。「国と主権と全天下の国々の権威とは、いと
高き者の聖徒たる民に与えられ」「水が海をおおっている
ように、主を知る知識が地に満ちる」（ダニエル7：27、イ
ザヤ11：9）。
「こうして、人々は西の方から主の名を恐れ、日の出る

方からその栄光を恐れる」（イザヤ59：19）。
「よきおとずれを伝え、平和を告げ、よきおとずれを伝

え、救を告げ、シオンにむかって『あなたの神は王となら
れた』と言う者の足は山の上にあって、なんと麗しいこと
だろう。. . . . . .荒れすたれた所よ、声を放って共に歌え。主
はその民を慰め、. . . . . .主はその聖なるかいなを、もろもろ
の国びとの前にあらわされた。地のすべての果は、われわ
れの神の救いを見る」（イザヤ52：710）。
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本章はルカ24：5053、使徒行伝1：912に基づく

キリストが天父のみ座へのぼられる時がきた。天来の
勝利者として、イエスは勝利の記念品をたずさえて天の
宮廷へ帰ろうとしておられた。イエスは、なくなられる
前に、「わたしは、わたしにさせるためにお授けになった
わざをなし遂げ. . . . . .ました」と天父に言明された（ヨハ
ネ17：4）。よみがえって栄光を受けられたお体の主を弟子
たちが親しく知ることができるように、イエスは、よみが
えられたのちしばらく地上にとどまられた。いまイエスは
別れを告げようとしておられた。主はご自分が生ける救い
主であるという事実を証明された。弟子たちはもうイエス
を墓とむすびつけて考える必要はなかった。彼らはイエス
を天の宇宙の前で栄光を受けられたお方として考えること [1115]
ができた。
イエスは、昇天の場所として、在世中そのご臨在によっ

て幾度もきよいところとされた場所をえらばれた。このよ
うな栄光を受けることになったのは、ダビデの都のあった
場所シオンの山でもなければ、神殿のあった場所モリヤの
山でもなかった。そこでは、キリストがあざけられ、捨て
られたのであった。そこでは、もっと強い愛の潮流となっ
てもどって行くあわれみの波が、岩のようにかたくなな
心によって打ち返されたのであった。そこからイエスは、
心に重荷を負い、疲れはててオリブ山へ休みに行かれたの
だった。聖なるシカイナは、最初の神殿を離れる時に、え
らばれた都を捨てるのをいやがるかのように東の山にとど
まった。同じようにキリストは、燃える思いをもってエル
サレムを見わたしながらオリブ山に立たれた。山の森や谷
はイエスの祈りと涙できよめられたのだった。そのけわし
い坂はイエスを王として宣言した群集の勝利の叫びをこだ
ましたのだった。その下り坂にあるベタニヤにはイエスが

863
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よく行かれたラザロの家があった。山のふもとのゲッセマ
ネの園で、主はただ1人祈り、苦しまれたのだった。
この山から、イエスは天へのぼろうとしておられた。ふ

たたびイエスがこられる時、その足はこの山のいただきを
ふまれるであろう。悲しみの人としてではなく、輝かしい
勝利の王として、イエスはオリブ山に立たれるであろう。
その時ユダヤ人のハレルヤと異邦人のホサナとが入りま
じり、あがなわれた人々の声が、大いなる軍勢のように、
「すべての者の主なるキリストに王冠を」との歓呼となっ
て高まるであろう。
いまイエスは11人の弟子たちとこの山の方へ向かって

行かれた。彼らがエルサレムの門を通りぬけると、多くの
人々が、数週間前に役人たちによって有罪を宣告され、十
字架につけられた人にひきいられたこの小さな一団をふし
ぎな目つきで見た。弟子たちはこれが主との最後の面会に
なるとは知らなかった。イエスは、彼らと語り、前にお教
えになったことをくりかえすことに時間をついやされた。
彼らがゲッセマネに近づくと、イエスは、あの非常な苦悩
の夜お与えになった教訓を彼らに思い出させるために、立
ちどまられた。もう1度イエスは、教会とご自分と天父と
の結合を象徴されたことのあるぶどうの木をごらんになっ
た。ふたたびイエスは、その時お示しになった真理をくり
かえされた。イエスの周囲のあらゆるものが、報いられな
かったイエスの愛を思い出させた。イエスのお心にとって
あれほど親しかった弟子たちさえ、イエスの屈辱の時に、
彼を責め捨てたのだった。
キリストはこの世に33年間とどまられた。主はこの世

のあざけり、侮辱、嘲笑に耐えられた。主は捨てられ、
十字架につけられた。いま栄光のみ座にのぼろうとされる
時、——ご自分が救うためにおいでになった民の恩知らず
をかえりみて——イエスは、彼らに対する同情と愛を引っ
こめておしまいになるのではないだろうか。イエスが高く
評価され、罪なき天使たちがその命令を実行しようと待っ
ている王国に、イエスの愛情が集中されるのではないだろ
うか。そうではない。イエスが地上に残される愛する者た
ちへの約束は、「わたしは世の終りまで、いつもあなたが
たと共にいる」である（マタイ28：20）。
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オリブ山にお着きになると、イエスは先頭に立って山の
頂上を越え、ベタニヤの近所へ行かれた。ここでイエスは
立ちどまられたので、弟子たちはそのまわりに集まった。
イエスがやさしく彼らを見わたされると、そのお顔から光
線が輝き出ているように見えた。イエスは彼らの欠点や失
敗を責められなかった。彼らの耳に聞こえた主の唇からの
最後のことばは、最も深いやさしさに溢れたことばであっ
た。祝福のうちに、そしてあたかも主の守りを保証するか
のように、両手をひろげて、イエスはゆっくり彼らを離れ
て上昇され、地上のどんな引力よりも強い力によって天の
方へ引きあげられた。イエスが上の方へのぼって行かれる
と、畏敬の念にうたれた弟子たちは、昇天される主の最後
の面影を目をこらして見つめた。栄光の雲がイエスを彼ら
の目からかくした。そして雲のような天使たちの戦車がイ
エスを受けると、「見よ、わたしは世の終りまで、いつも
あなたがたと共にいるのである」ということばが弟子たち [1116]
のもとに返ってきた（マタイ28：20）。同時に天使の合唱
隊から最高の美しさと喜びに満ちた音楽の調べがただよっ
てきた。
弟子たちがまだ上の方を見つめていると、すばらしい音

楽のようなひびきをもった声が彼らに語りかけた。ふり向
くとそこには人のかたちをした2人の天使の姿が見られた。
天使は弟子たちに、「ガリラヤの人たちよ、なぜ天を仰い
で立っているのか。あなたがたを離れて天に上げられたこ
のイエスは、天に上って行かれるのをあなたがたが見たの
と同じ有様で、またおいでになるであろう」と言った（使
徒行伝1：11）。
この天使たちは、イエスを天の家へ送りとどけるため

に光り輝く雲の中に待っていた天使の群れの中の者であっ
た。天使の群れの中で最も高い地位にあるこの2人の天使
たちは、キリストの復活の時に墓にやってきた天使たちで
あり、またこの地上におけるキリストの一生のあいだつき
そっていた天使たちであった。全天は、罪ののろいに傷つ
けられたこの世におけるキリストの滞在が終わるのを非常
な期待をもって待っていた。いまや天の宇宙が王なるイエ
スを受け入れる時がきたのだった。
この2人の天使たちはイエスを歓迎する群れに加わりた

いと願わなかっただろうか。しかしイエスがあとに残され
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た人々に対する同情と愛から、彼らは慰めを与えるために
待った。「御使たちはすべて仕える霊であって、救を受け
継ぐべき人々に奉仕するため、つかわされたものではない
か」（ヘブル1：14）。
キリストは人の姿をして天へのぼられた。弟子たちは

雲がイエスを受けるのを目に見た。彼らと共にあゆみ、
語り、祈られたお方、彼らと共にパンをさかれたお方、湖
の上で彼らの舟にいっしょにおられたお方、その日彼らと
共にオリブ山の登り道を苦労されたお方、その同じイエス
が天父と同じみ座につくためにいま行っておしまいになっ
たのである。ところが天使たちは、天にのぼられるのを弟
子たちが見たそのお方が、のぼって行かれたのと同じにふ
たたびこられることを保証したのであった。「彼は、雲に
乗ってこられる。すべての人の目. . . . . .は、彼を仰ぎ見るで
あろう」「主ご自身が天使のかしらの声と神のラッパの鳴
り響くうちに、合図の声で、天から下ってこられる。その
時、キリストにあって死んだ人々が、まず最初によみがえ
り」「人の子が栄光の中にすべての御使たちを従えて来る
とき、彼はその栄光の座につくであろう」（黙示録1：7、
テサロニケ4：16、マタイ25：31）。こうして弟子たちに対
する主ご自身の約束、「行って、場所の用意ができたなら
ば、またきて、あなたがたをわたしのところに迎えよう。
わたしのおる所にあなたがたもおらせるためである」との
みことばが成就するのである（ヨハネ14：3）。主がふた
たびこられるとの望みに弟子たちが喜んだのも当然であっ
た。
弟子たちがエルサレムへ帰ると、人々は驚いて彼らを見

た。キリストの裁判と十字架のあと、彼らは、落胆し恥じ
ているだろうと思われていた。反対者たちは彼らの顔に悲
しみと敗北の表情が見られるものと予期していた。ところ
が予想に反して、喜びと勝利だけがみられた。彼らの顔は
この世のものではない幸福に輝いていた。彼らは望みが裏
切られたことを嘆かないで、神への賛美と感謝に満たされ
ていた。彼らは大喜びで、キリストの復活と昇天について
のすばらしい話を語ったが、そのあかしは多くの人々に信
じられた。
弟子たちは将来についてもはやなんの不安もなかった。

イエスが天におられ、イエスの思いはいまも彼らと共に
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あることがわかっていた。彼らは神のみ座に友なるイエ
スがおられることを知り、イエスのみ名によって熱心に天
父に願いごとをささげた。彼らは厳粛な畏敬の念をもって
祈り、「あなたがたが父に求めるものはなんでも、わたし
の名によって下さるであろう。今までは、あなたがたはわ
たしの名によって求めたことはなかった。求めなさい、そ
うすれば、与えられるであろう。そして、あなたがたの喜
びが満ちあふれるであろう」との約束をくりかえした（ヨ
ハネ16：23、24）。彼らは、「キリスト・イエスは、死ん
で、否、よみがえって、神の右に座し、また、わたした
ちのためにとりなして下さるのである」とのすばらしい論
証を もって、信仰の手をますます高くさしのべた（ロー [1117]
マ8：34）。こうして、ペンテコステの時には、キリストが
約束されたとおりに、助け主の臨在によってあふれるばか
りの喜びが与えられたのであった。
全天は救い主を天の宮廷に歓迎しようと待っていた。

キリストは、のぼって行かれる時先頭に立たれ、主の復活
の時に解放された多くのとりこが続いた。天の軍勢は、賛
美と歓呼の叫びと天の歌をもって、喜びの行列につきそっ
た。
彼らが神の都に近づくと、護衛の天使たちが呼びかけ

る。——
「門よ、こうべをあげよ。とこしえの戸よ、あがれ。
栄光の王がはいられる」。
すると待っていた見張りの天使たちが再びの声をあげて

応じる。——
「栄光の王とはだれか」。
彼らがこう言うのは、王がだれかを知っていないからで

はなく、称賛と賛美の答えを聞きたいからである。——
「強く勇ましい主、戦いに勇ましい主である。
門よ、こうべをあげよ。とこしえの戸よ、あがれ。
栄光の王がはいられる」。
ふたたび、「この栄光の王とはだれか」との呼びかけの

声が聞かれるが、それは天使たちが主のみ名があがめられ
るのを聞くのにあきることがないからである。護衛の天使
たちは答える。——
「万軍の主、これこそ栄光の王である」。
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（詩篇24：710）

その時神の都の門があけ放たれ、天使の群れは、歓喜の
音楽でわきたっ中を、門を通りすぎる。
神のみ座があって、そのまわりに約束のにじがかかっ

ている。ケルビムとセラピムがいる。天使の軍勢の指揮者
たち、神の子ら、他世界の代表者たちが集まっている。ル
シファーが神とみ子を訴えた天の会議、サタンが自分の主
権をうちたてようと考えた罪のない世界の代表者たち、—
—すべての者たちがあがない主を歓迎するためにそこにい
る。彼らはキリストの勝利を祝い、彼らの王をあがめよう
と熱心に待ちかまえている。
しかしキリストは彼らをおしとどめられる。まだなの

だ。キリストはまだ栄光の王冠と王衣をお受けになること
ができない。彼は天父の前に出られる。主はご自分の傷つ
いた頭と、刺し通された脇腹と、傷ついた足とを指さし、
釘あとのついている両手を挙げられる。主はご自分の勝利
のしるしである人々を指さされる。彼は、揺祭のたば、す
なわち再臨の時に墓から現れる大群集を代表する者として
キリストと共によみがえった人たちを神に紹介される。主
は天父に近づかれる。天父は海い改める1人の罪人をお喜び
になり、歌をもってこれを喜ばれるお方である。地の基が
置かれる前から、天父とみ子は、人がもしサタンに征服さ
れたらこれをあがなうという契約に一致しておられた。キ
リストが人類の保証人になられるという厳粛な誓約をお2人
はかわしておられた。この誓約をキリストは果たされた
のである。十字架上でキリストが、「すべてが終った」と
叫ばれた時、彼は天父に向かって話しかけられたのであっ
た（ヨハネ19：30）。契約は完全に果たされた。そしてい
まイエスは、こう宣言される。父よ、すべてが終わりまし
た。わが神よ、わたしはあなたのみこころをなしました。
わたしはあがないのわざを完結しました。もしあなたの
正義が満足させられましたならば、「あなたがわたしに賜
わった人々が、わたしのいる所に一緒にいるようにして下
さい」（ヨハネ17：24）。
正義は満足させられたと宣告される神のみ声が聞こえ

る。サタンは征服された。地上にあって苦労し、戦って
いる人々は「愛する御子によって」受け入れられる（エ
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ペソ1：6）。天のみ使いたちと他世界の代表者たちの前
で、彼らが義とされたことが宣告される。キリストのお
られるところに、その教会もある。「いつくしみと、ま
こととは共に会い、義と平和とは互に口づけし」た（詩
篇85：10）。天父はみ子をだきかかえ、「神の御使たちは
ことごとく、彼を拝すべきである」とのみことばが発せら
れる（ヘブル1：6）。
言いあらわすことのできない喜びをもって、主権者も支 [1118]

配も権威も生命の君の主権を承認する。天使の万軍がキリ
ストの前にひれ伏すと、「ほふられた小羊こそは、力と、
富と、知恵と、勢いと、ほまれと、栄光と、さんびとを受
けるにふさわしい」との喜びの叫びが、天のすべての宮廷
を満たす（黙示録5：12）。
勝利の歌は天使たちのたてごとの調べとまじり、ついに

天は喜びと賛美に満ちあふれているようにみえる。愛は勝
利したのだ。失われたものはみいだされたのだ。「御座に
いますかたと小羊とに、さんびと、ほまれと、栄光と、権
力とが、世々限りなくあるように」とのべつたえる高らか
な歌声が天にひびきわたる（黙示録5：13）。
この天の喜びの光景から、「わたしは、わたしの父ま

たあなたがたの父であって、わたしの神またあなたがたの
神であられるかたのみもとへ上って行く」とのキリストご
自身のすばらしいみことばの反響が地上のわれわれのもと
に返ってくる（ヨハネ20：17）。天の家族と地の家族は1つ
である。われわれのために主はのぼり、われわれのために
主は生きておられる。「そこでまた、彼は、いつも生きて
いて彼らのためにとりなしておられるので、彼によって神
に来る人々を、いつも救うことができるのである」（ヘブ
ル7：25）。
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